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年 七十 治 明 


明治 十七 年 


I 

六月 十五 曰 土 高 知江ノ  ：！ より 在 熊 本 寺 田 利 正 氏へ 〔封筒な L〕 

おとお さん； よ ふ あり-.. の とわ ム もえ けん 古 ^ 万，^ て あねう にあみ りました これ るら なお ベ 

ん おやう いたします 

六月 十五 日  寅 逢 

父 上様 
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明治 十九 年 


二 

I 月 二十 七日 水 鶴町區 中六番 町より 高知^ 野 部 幸 子 氏へ 〔封筒な L 初めの 一行 分 程 破損 か〕 

一 同 無事 消光 仕 候 御 放 神 可 被 下 候 偖 ハ 私事 不肖 ナガ ラ 毎日 擧校 -ー テ勉强 仕 居 申 候 且少々 病氣 -ー 

モ 候 へ 共此比 ハ 快ク 相 成 申 候 御 安心 被 遣 度 叉 招魂 祭 モ 兩度 -ー テ 花火 角力 競馬 能 等ァリ 中. -盛ナ ル 

事 -ー テ 驚 人. a. 候 其 他 上野 淺草 芝及ビ 新 富座并 二 万吉 へ モ 參リ相 慰 申 候 先 ハ 右 迄 早 々 拜具 

. 1 月廿 七日  赏彥拜 

姉上 樣 

一 一伸 皆々 様へ モま敷 御 傅 言 是祈候 春 衛モ能 ク遊候 由 in 出度 ク存候 寒サノ 時分 御氣ヲ 御付ケ 

可 被 成 候 再拜 


2 


年 六十 三 治 明 


明治 三十 六 年 


三 

二月 二十 八日 土 小石 川 一 tel 原 町 一六 鹽谷、 方より 熊 本 第五 高等 學校 別役亮 氏へ 〔封筒な し〕 

此 間は久 よに て 御手 紙 拜見御 健在の 赴 承知 安心 致 候 

龍 田 口の 石地藏 昔し の 儘の 御 姿に てまし ますと も 小生が 御 暇 申して より 四 年の 秋風に 吹かれて 

定めな き 人の 世の 離合集散 を大 慈の 眼に 何とか 見 玉 ひつる。 古き 御 馴染の 柏木の 媼も 九十の 坂 越 

へ て は 朝夕 〔二三 字 不明〕 手 向 も 怠り 勝なる ベ し。 

增 田と は どの 邊 にや。 以前 國澤の 居た うちで はない かと も 思 はれ 候が。 大聖 寺の 馬場の 西 か 東 

力.  ， ， 

厭世 は 罪惡に 候。 しかし 樂 天と は のんきで なまける 事で はない かと 思 ひ 候。 徒に 過去に 悔み 將 

來を 狐疑して 現在 を 怠る も 不可。 過去 を 顧みす 將來を 慮らざる も 不可。 過去 を 悔み 將來を 恐る \ 

が爲に 現在に 忠實 なる は 稍 可。 過去 を 省みす。 將來を 慮らす 現在に 忠なる は 可。 最 可なる もの は 

如何 

. 此頃餘 暇に H リオ ッ トの アダム ビ ー ドを讀 み 候。 其 一 節に 大工なる 主人公の 一一 百 葉に 「責任 以外 3 


の. 仕事 を 〔する〕 者 例へ は 暇な時に 妻の 爲にパ ン竈を こしらえて やったり。 叉 芋 を 一 つ 作る か はり 

に 一 一つ 作る 者 は 天に 向つ て 一 歩 を 進める」 と 云 ふ 意味の 句 あり 面白い と 思 候。 からだの 弱い者 は 

弱い者 丈け。 智力の 乏しき 者 なれ は 其れ丈け の 天職が ある。 からだが 强く。 智力の 有り余る 者で 

忠實 にない 者は旣 にく 大 失敗で ある。 弱くても 愚で も best を盡す 者は旣 にく 大成 効に して 

大 なる 神へ のさ ゝげ 物で あると 思 ふ。 况ん やから だは 養生 すれば 强く なり 智力 も 研けば 增す 者で 

は あるまい か。 よしや 自身が 盲目に なり 或は 他の 不具に なっても。 大 なる 成 効 は 得られぬ 事 はな 

い。 病床の 上に 横 はって 世界 を 動かす 事 も 不可能で はない。 盲目の 二 ュ —ト： N は 如何。 肺 子規 は 

如何。 ソッ ト だって 病身な 爲 めにあん な發 明が 出來 たと 云 ふぢ やない か。 

余りに ！ Sentimentalism に 過る は 不可。 凝 日本の 國民は 向上 的なる べし。 

今日は 色. - 理屈 をなら ベ 候。 御笑覽 の 上 忘 言 の 罪 御 ゆ るし 被 下 度 候 

一 ー學 期の 試驗も 近より しなるべし。 丁度試驗中に拜聖庵の櫻がt^、のでノ  1トを持て夕方ぶら 

く出來 けた 事 もあった。 都の 櫻 は 四月 后でなくて は块 くまい。」 

小 松の 宮様 の 御 葬式 は 立派で あ つた。 いつ か 宮が熊 本 へ 御 出に なつ た 時學校 へ 御 立 寄 になり。 

其 節 門 內で御 送迎 申 上げた 祈 自分の 制服の ヅ ボンが 破れて おつ たから 後列 へ かくれて おがん た。 

今度 も 同し く 破れた.. ッボ ン で 御棺を 見送った 

三年に なつてから 午後 も 全く 實驗 につぶ され。 夜は晴 なれ は 天文の 實習。 あれ や これ やで 沒趣 

味な 生活ば かり 達って 居る しかし。 古い 八 角 堂の 中で ク 口  ノメ —トル を數 へながら 天體 をの ぞく 

の も 亦 風流。 こそ けれの 歌讀 みな どの 到底 鮮 する 事の 出来ぬ 詩趣がないでも ない。」 頸 卷に首 を 


め: 六十 三 治 liJJ 


うづめ て。 仕事 を やめて 梅見な どに 出掛る 樣な沒 趣 〔味〕 な 事 はな い 

先 はお 迄 草ぶ  . 

二  末日 夜  . 

亮  殿 


寅 
曰 
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rr 


七 年 


四 


火 ，1M 十一 時 二十 分 小石 川 展原町 一六 鹽谷 方より 本 鄉區駒 込 千 駄木町 五 七 夏 目 金 之 助 氏 

 ( 〔はがき を 横にして 能の r 景淸」 の スケッチ あり ペン 畫〕  ， 

； >/ 一 

〔搶 の？ 1 形の 窪みの 下に〕 

昨日 は 御 かげ 樣 にて 大變 面白い 者 を 見 候。 今夜 思 

ひ 出して こんな 樂 f! が 出 來候ま \ 御 目に かけ 候。 ど 

うしても 見て か \ ねば 駄目に 候。 

右 迄 


尔七 十三 治 叨 


十月 三 B 月 午前 九 五十 分 小石 川區 1® 町 一六 鹽谷 方より 山形 市步兵 第一 一一 十二 聯隊 補充 大隊 第 四 中隊 笫 

十三 班 桑 木 或 堆 氏へ 〔はがき〕 

謹！^;: 御 入 營以來 益ぷ御 勇健 御 勤務 被 遊 候 由 大慶に 存候。 朝 寒の 起 il^ 喇叭 夜寒の 就床 喇叭 如何 

に 御 聞き、 なされ 候 やしば らく は 種ぶ 御難 義の御 事と 存じ 候。 御 自愛 可 被 遊 候 CJ 東京 は 秋風 上 

野の 森に 立ちて 白馬 會は和 田英作 氏の 八百屋 御ヒが 呼び物に 候 由 cjl 追 i 時候 は 十七 文字の 時候 

と 相 成り 候。 御作 あれば 拜見 致し 度 候， 一 physical  lioview 澤山 欠本 有 之 候が あれ は 皆 注文 可 致 

哉。 义高田 商會へ 云 ふて やれば よい 物に 哉 御 閑の 節 御 指図 願 上 候」 

先 は 右 御 伺 迄 追. - 寒さに 相 向 可 申 御 自愛 かへ すく 專ー に 存じ 候 草 i 不備 

十月 三日  •  寅  逢 

六 

十月 二十 曰 木 午後 人時 四十 分 小石 川 區原町 一六 鹽谷 方よ リ 山形 市步兵 第三 十二 聯隊 補充 大隊 第 §： 中隊 

第 十三 班 桑 木 或 雄 氏 へ 

■ 謹啓 其 後 は 御 無音 申 上 候。 益 i 御 勇健に 御 勤務の 赴 大慶 此 事に 御 坐 候。 下而 小弟 不相變 無事 

日 M 出校 覺 束な くも 御 留守 を まもり 居候。 何分 馴れぬ 事の みに て 日 M まごつく ばかりに 候。 御憫 

察の 上 かれこれ 御氣 付の 点 も 有 之 候 は V 御服藏 なく 御注意 願 上 候。 

「子 チュ ァ ー」 早く 御 送り 可 申 害の 處遲滞 致し 申譯 もな く 候。 あれ は營 所へ 直接 送って 宜敷候 

哉。 又 測候所 宛に て 達り 可 申 哉 もし 營 所へ 送りて。 わから すの S2.1?e〔a;-llt の 御 眼 玉で もき て はと 


例の 神経 を 起し 居候 如何 致すべき か 御 都合 次第 取 計 可 申 候 

もう 余程 兵 普 生活の 味 も 御 わかりの 事と 存じ 候 別世界の 事と て隨分 滑稽な 事 もた まらぬ 事 も 可 

有 之 御 ひまの 節 は 御 報道 を 祈り 度 候。 いま は 丁度 時候が よいから 練兵の 休みに 秋草の 上に ねころ 

び 月 山の タ日を 見るな ども 宜し かるべく 候へ 共 追. - 寒くなる と 御難 義の 事と 存候 切に 御 自愛 を 祈 

り 候 

東京 は 雨 勝ちに てなん だか 蒸 暑い 日が 多く 秋雨の しんみりした 趣 もな く。 これが 日本の 1! 府か 

と 思 ふ 泥 簿 の 街頭に 景氣 のよ いのは 号外 屋 ばかり。 それ も 今日は まだ 一 つも 出す 又 やら たで は 

ないかと 悲觀 する 連中 も あり 

しかし 今夜に 到りて 天氣は 快晴。 肌寒 そ ろ 寒 後の 月影 も 淋しく 候。 遼 陽の 方 も 先づ/ 景氣 

がよくて 万歳。 此先 どうなる 事に ゃ此 頃の コ a キュ— 〔ム〕 も 參謀會 議で賑 ひ 候。』 

先達て 中 は 測地のへ ッ ケル來 朝 タとマ グ子を やり 候。 時節柄 こっち も 負けす silnult_:an〕eous を 

やり 大に國 威 を發揚 致し 候。 舘 先生 も 大分 油 を 取って やった との 事ャパ ンも 存外 馬鹿になら ぬと 

歸 つてから 話し 可 申 候。 帝國 万歳 

早稻 田の 浮 田 和 民 とんだ 演說 をして 佐 藤の 鬼少將 にくって か、 られ 散よ に 方々 より 攻撃 を 食 ひ 

候。 時節柄う つかり 物 も 云へ， f 物言へ は 唇 寒し 秋の 風と は 此の 事。 ま づ當分 は 小弟の 非戰論 も； is- 

し 置き 候。 呵. M 

なほぐ 御 自愛 專 一 に存候 余事 後便に 讓り可 申 草， M 

九月 十九 日 〔封筒に も 「九月 十九 日」 と あり〕  寅 彥率 


年 七十 三治叨 


桑木樣 

十一月 三十日 水 午前 十一 時 (以下 不明) 小石 川 區原町 一六 鹽谷 方よ リ 山形 市步兵 第三 十二 聯隊 補充 大隊 

第 四 中隊 第 十三 班 桑 木 或 雄 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 其 後 は 御 無音に のみ 打 過ぎ 申 譯も無 之 候。 益よ 御 勇健 御 勤務の 御 事と 大賀 至極に 存候下 

而迂弟 不相變 無事 音叉な どい じり 居候 間 御 安心 被 下 度 候。」 大學の 池の ま はり も 追よ 冬枯れの 景 

色に か はり 行く さまに て 十七 文字の 好 時節と なり 候へ 共 其の 氣 にもなら す 候。」 東京 も 別に 變っ 

た 事 もな く 候。 昨夕 富 坂 を 通り か、 り 砲兵 工廠 を 見下して 暫時 ぶらつき 候。 靑 白い物 凄い ァ ー ク 

の 光 はしめ つた 重い 夜の 穴 H 氣を 浸して 居る 中に 大きな 烟 突が 怪物の 様に 突立って 其 下の 建物に は 

血の 色 をした 蹈が ひらめき。 大小 高低 數 限りない 金 屬の ふれ 合 ふ 音と。 深い 沈んだ ダイナ モの音 

などが 一種の 音 樂の樣 に 聞え。 しかも それ は 日露 戰爭 の大 悲曲 を 奏して 居る 様に 聞え 申 候。」 今 

夜 は-一 ュ ー トン 祭の 斡 事が たづね 參り 材料 を 供給せ よとの 强 硬談钊 にて 閉口 致し 候。」 先日の 子 

チ ュ ァ ー 御 落掌 被 下 候 事と 存候。 其 後の 分 取 まとめ 近日 御 接 付 申し 度と 存じ 居り 候。」 近頃 は 痛 

快な 號外 もな くなん だか 淋し い 事に 候。 

先 は 右 御 伺 迄。 時ぶ 手紙 を あげ 度い と 思 ふても つ い，/ \ 御無沙汰 ばかり 致し 居り 候 

十 一 月廿 九日 夜 


四月 八 a  土 午前 九 時 十分 小石 川 K 原 町 一六 鹽谷 方よ リ 芝-限 琴 平 町 二 朝 陽 館 野問眞 « 氏へ 〔II？ はがき 

自维ぺ ン畫 外！： 婦人 上半身〕 

〔給の 下に〕 

大變御 返事が 遲く なりました どうか 惡 しからす」 別に 奇想 も 浮ばぬ から 無據 こんな 月並の 燒き 

直し を 御 目に かけます 

四月 ヒ 日夜  寅 

九 

九月 十四日 水 午前 十 時 四十 分 小石 川 _£|；^ 町 二 ハ鹽谷 方よ リ芝區 琴 平 町 二 朝 陽 館 野 問 眞糾 氏へ はがき〕 

理想の 佳人 御 紹介 被 下 難 有、 御 面 會の節 はよ ろしく 

九月 十三 日  寅 


年 八十 三 治 明 
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九月 二十 八日 本 午前 十 時 四十 分 小石 W 區原町 一六 壟 谷 方より 芝區琴 平 町 二 朝 陽 館 野 間眞辆 氏へ 〔搶は 

が き〕 

御 病 氣の由 早くな ほって 下さい 

寐覺に 隖の聲 を 聞く 秋に なりました 

九月 廿 七日 

一 I 

十月 三十日 月 や 前 十 時 四十 分 小石 川 區原町 一六 塵 谷 方より 芝 區琴平 町 二 朝 陽 館 野 間眞編 氏へ 〔ベ J はが 

き 自筆べ ン畫 女の 上半身、 表の 署名に 「寅 B 子」 と あり J 

I： 給の 下に〕 

此れ は 狸で もなん でもない 普通の 人間 を かく 積の 處。 しくじつ てこん なにな り 候 御 勘 辨被下 

度。， 一 靑春 病に 御 か、 りの 由 小生 も 折、、 そんな 時が あるが。 そう 云 ふ 時には なるべく めかして 窮 

屈な 服 を 着て 一 日 人の 集る 所 をぶ らく 歩き 遂に 得る 處 なくが つかりして 下宿へ 歸り 風呂へ 飛込 

んで 頭から^ を 一 一三 杯 か X ると すつ かり 全快 致 候。 噓 だと 思へば 試に やって 御覽な さ る ベ く 候 

十月 廿九 日夜 
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一 一一 

十一 一月 十一 B 月 午前い 時 1! 十分 小石 川 區原町 ニーよ リ芝區 琴 平 町 二 朝 陽 館 野 間眞綱 氏へ 〔絵はがき〕 

W 越し 中 候  小石 川原 町 十二 

寅 彥 

霜鮮 けの 路 次の 奥に 琴 ひく 家 を 尋ね 玉へ  - 

一 I 一一 

十二月 十一 日 月 午前 (以下 不 §0 小石 川 區原町 ニーより 本鄕 1^ 本 鄕六ノ  二 五 蕺中方 野 村傳四 氏へ 〔檢は 

がき〕 

表記の 處に轉 居 賑ぷ敷 御来光 を 待つ 

「不平」 の 續篇の 村 料で も 供給 可 致 候 

十二月 十日  寅 
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/中: 九十 三治叨 


明 治 三 十九 ャ 


一四 

一月 二日 に 午後 六 時-七 時 小石 川 區原町 一二よ リ芝區 琴 平 町 二 朝 陽 館 野 間眞綱 氏へ 〔繪 はがき〕 

新年 御目出度う" 玉の 井 以来 御氣に 召した の も 之れ なく 哉。 今度 あったら 何でも 取に がさぬ 標 

にな さ いまし 

正月 二日  寅彥 

一 五 

一月 二 B 火 午後 六 時： 七 時 小石 川 區原町 一二よ リ本鄉 區本鄕 六ノニ 五穀 中 方 野 村傳四 氏へ 〔綺 はがき〕 

明まして 御目出度う 御 坐ります 

御 雜賓食 ひに 來 玉へ 

正月 二日 

一六  - 
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一月 十六 日 火 午前 十一 時— 十二時 小石 川 K 原 町  一二よ リ芝區 琴 平 町 二 朝 陽 誼 野 間 JIM 綱 氏へ 〔給 はがき〕 

. ^角樂 しんで 磨いて 居た 玉が。 も 少しと 云 ふ 處で碎 けて しまって た。 誰れ だって 無常 を感 する 

てしょう。 し 力し まあ そんな 事 はくよ く 思 はす 玉の 井 乃至 は 三河屋 あたりで も 御供 致し ましよ 

，つ レカ： >r てす 

本 鄕邊へ 御 出の 序が あったら ちと 御 立 寄 を 願 ひます 

一月 十五 曰  寅 ひ あ 

. 一七 

二月 八 B 木 午前 零時— 五 時 小石 川 區原町  一二より 本 鄕區本 鄕六ノ 二 五 薮中方 野 村傳四 氏へ 〔捨 はがき 

表の-署名に 「小石 川 原 町 子」 と あり〕 

懲りないで 又ち といら して 頂戴き うら そはなくて もべ ねぢ くちん 位 は あるか も 知れ ますん 

寅 ひも 

一八 

二月 二十 七日 火 午後 零時— 一時 小石 川 區原町 一二より 本 鄕區本 鄉六ノ 二 五 薮中方 野村傳 W 氏へ 〔會ょ 

0^ き〕 

奇 龍な 御 端 書 ありがとう。 君の 傑作 まだ 拜見 致し ませ，^ が 是非 見たい と 思って 居ます 

一 昨日 先生の 處へ 行たら 丁度 橋 口さん が 文集の 扉畫の I 下 を 持て 來て拜 見し ました 實に 奇麗で 
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o 


'中: 九 卜 三 治 明 


すう ま い 者です 僕の 龍舌蘭で も あの 位の 挿畫を 入れ \ ば 屹度 評^になります よ 

二月 廿 六日.  寅 ひも 

一九 

三月 二十 七 B 火 午前 十一 時： 十二時 小石 川區. 原 町  一二よ リ本鄭 區本鄕 六 ノニ五 藪 中 方 野 村傳四 氏へ 

〔^はがき〕 

御 親切な 御手 紙 被 下 難 有 御 招待 なれば 何時でも 罷出可 申、 御望に よって は 「庇髮 のスタ ビリチ 

1 1 でも fw 演可致 候。 尤も 御馳走 なれば 椎茸 だけ は 平に 御. 断り 申 上 度 右 貴 答 迄 

. お 一月 先生 

鼻 野 髙子樣 

野 出子樣 

其 他 御 連中 御 一 同様 


五月 二  B 水 午後 二 時： 一一 一時 小石 川 區原町  一二よ リ本鄕 區本鄉 六 ノニ五 褒中方 野 村傳四 氏へ tj- はかき 

凡て 赤ィ ン キ にて 認め あり〕 

紀念繪 はがき を 難 有う ございました。 私 は 四 五日 前から 病 氣で寢 て 居ました 故觀兵 式の 盛典 も 

招魂 祭の 賑も 見の がしました」 近よ 御 卒業 も 近より ました 御目出度う 今に 大 傑作が 拜 見出 來 まし 
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ようと 樂 しんて 居ます」 

寅 彥 

二  I 

六月 五日 火 午後 一一 一時： 四時 小石 川 區原町  一二より 本鄕 區本鄉 六/二 五 鼓 中 方 野 村傳四 氏へ 〔搶 はがき 

燕 園 筆、 女學 世界 石版 刷 (綠 藤の ハ ン モッタに て讀 書せ る女學 生) 表の 署名に 「寺 田」 の 文字 

で 額 を畫き あり〕 

奇麗な 葉書 ありがとう 

いよく 御目出度う。 近頃 はしば らく 先生 處へ 御無沙汰して 居ます ので 諸兄の 近狀も 承り ませ 

んが何 か 面白い 御作で も ありましたら 見せて 頂戴。 此 前の 帝 文へ 御 出しの もま だ拜 見出 來 ませ 

a 1 此の 鎗は垣 隣の 令嬢が 君の 傑作に 醉 ふて 居る 所な り」. 次に は 美しい の を 上ます 

ニー  一 

六月 二十 一日 木 午後 五 時— 六 時 小石 川 區原町  一二よ リ韓國 兼 二 浦 第一 銀行 支店 間 崎 純 知 時 道 知) 氏 

へ 〔搶 はがき〕 

バイオリン を 註文す るなら 矢 張 京 橋 區竹川 町の 共益 商社が 宜 いかと 思 ふ 一 度 端 書 を やって 代價 

表 を 取り寄せ 玉へ 鈴 木製の 參拾 円の なら 可成よ い。 又 獨案內 の 本 は色ぷ ある 原書なら ホ ー マ ンの 

壹が よい。 其 他の 者 も 人 用 なれば 買て 送っても 又 代價を 調べて 送っても 宜し、 余事 後便に て . 
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ず-九 I 三 治 明 


六月 廿日  黄彥 

竹 崎 も 愈 M 烟 草屋 の 腰弁に なった 

二三 

七月 十一 曰 水 午後 二 時- - 三時 小石 川 區原町  一二よ リ本鄉 g 本 鄉六ノ  二 五 薮中方 野 村傳四 氏へ 〔絵はがき. 1 

御目出度う . 

七月 十 一 日 卒業式の 翌日 ，  寅 

二 四 

十月. PB  B 午前 八 時 ：- 九 時 小石 川 一 tel 原 町  一 0 より 本鄉 -ail 本 鄉六ノ  二 五 藪 中 方 野 村傳四 氏へ 〔槍 はがき 

着色 ペン 畫 石版 刷 夕 基の 冬木立， - 

「嵐」 を ほめて 下さって 難 有 ふ 一 此繪は 一 寸ぃ、 でしよ ふ 淋しいで しょ ふ。 右の 方に 鴉 を 一 一三 

飛したら どうでしょう 月並になる かしら 

十月 六日  寅坊 

SH* ぉチ. in  S 

二伸 ； 4 は 十 番地へ こして 居ます 

 pi       -.. 」ー ；ト 
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十一月 I 曰 木 午後 零時. 丄時 小石 川 -51; 原 町 一 〇 よ リ本鄉 區本瑯 六ノニ 五教巾 方^ 村傳四 氏へ 〔絵 はが 

き 中 澤弘光 筆、 美人 爪彈 きの 圆案 署名の 「黄」 に 虎の 額の 輪郭 施し ぁリ〕 

此畫は 唯 見て は 正に 半 文の 價 もない が 試に 夜長の 燈に 照して 見 玉へ 歡聲 湧き 終 歌 流る、 不 夜の 

境と なる 其樂云 ふべ からす 

寅 

思 ふ 事の さに くだく る 花火 哉 

二 六 

十一月 五日 月 ，T 前 十 時— 十一 時 小石 川 區原町 一 〇 よ リ本鄕 區本鄕 六 ノニ五 蔽中方 野 村傳四 氏へ 〔搶は 

がき」 

塩 原の 紅 iir 一二 枚の 內 一枚 は、 鎗 はがき を揷む 額面に はさんで オルガンの 上に 置いた。 朝お きる 

と 眺める。 學 校から 歸 ると 又 眺める。 實に 美し い。 次の 一 枚 は 私の 甥に 贈り。 殘る 一 枚はミ ュ ー 

ジッ クの 本の 中に 挿んだ 今年の 春 挿んで 置た パ ンジ ー の 花と ぺ ー ヂを 隔て. - 春秋の 紀念 になって 

居る 
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年 十四 治 明 


i- 治 四十 年 

二 七 

一月 二十日 日 ：ト後 十一 時 十二時 小石 川  一 tel 原 町 一 〇 よ リ本鄉 區本鄉 四ノ四 一喜 多 方 野 村傳四 氏へ 「総 

にがき 凡て 赤 インキに て 認め あり〕 

寒 水 村を拜 見し ました。 大變 面白 ふ 御 坐い ました。 趣向 も 珍しい し 所ぷの 叙景 も 面白かった 

どうか 時ぶ あんなの を 見せて くれ 玉 へ 

サ ッ パリして 居て よかった 

淵の 處と 夜道が 氣に 入った 

寅 彥 

二八 

六月 二十日 木 午前 九 時： 十 時 小石 川 區原町 一 〇 ょリ本 It 區森川 町 一 小 吉館小 宮豊隆 氏へ 「はがき〕 

先日 は §: 端 書 を 有り難う。 先生 も 虞 美人 艸の 培養に 御 忙しくて 當 分面會 謝絶の 由。 一 切 謝絕は 

大に 振って 吾る 僕 等に 取って はちつ と 困る がどう も 仕方がない。 先生の 外出で も 待ち受けて 話 
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でもす るより 外 はない」^ も 犬に 忙しい が 幸に 面會 謝絶な どと 云 ふ 必要 はない。 つまり 一 日 宅に お 

居ない から 誰れ も 尋ねて 來る 人がない のです、 先生 も 何處か 閑靜の 地へ 旅行で もな されば よいと 

思 ひます」 廿 三日から 虞美人草が 愈 i 見られる 由 大に樂 しみに して 待て 居る。 しかし 揷畫が 例の 

俗惡な 奴で は 面白くない。 誰れ か 新派の を 人れ るよう に 新聞へ 請求し 度いで はありません か 

六月 十九 日夜 

二 九 

六月 二十  一 B 金 午後 二 昨. . 三時 小石 川區頃 町  一 0 よ リ本鄕 區森川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

二十 二  H の 夜 潔 車で 御歸 りの 由、 梅雨の 頃の 嶽車 はなんだ か欝陶 しい。 九州 迄 は 翁 車で も 遠い、 

君が 淋しそう に 客車の 窓から {<H を 見て 居る 顏を 想像す る 事が 出来ます C, 一  僕 は 夏休みに は 伊豆の 

大 島の 喷 火山 を 調べ に 行かねば ならぬ かも 知れません 余程 變 つた 土地 だと 云 ふ 事 だから 何 か 面白 

い 種で も 拾って 来ましょう。」 

今夜 風： e へ 行て 歸 りに 東の 空 を 見る と 火事 かと 見へ て 雨雲が 赤い。 なんだか 池の 端の 博 覽會場 

の 方向 だ。 會 場が 一 面の 火焰 につ 、まれて 池に 映ったら いつもの イルミ 子 ー ショ ン より は 美し か 

ろと 一 寸思 ふた」 

芝 の 婦人 博 覽會を 見 に 行たら。 德川 時代 の 婦人の 頭 飾 ゃ携帶 品な どが 參考 品と し て 出て 居る。 

詳く 見て 居る と、 搶で 見る 昔の 女らし い 女が 挂姿 ゃ元祿 髭て そこに 現れる 樣な氣 がして 昔の 風が 

なつかし い。 歸る前 間が あったら 三重 吉 さん も 是非 誘 ふて 見て 來玉 へ 


四治叨 


六月 廿日 夜 

|ーー0 

七月 七日 B 午後 三時. 四時 小石 川- 51； 原 町 一 〇 より 福 岡 驟 京都 郡 犀 川 村 小宮螯 隆 氏へ 「絵はがき 泣け 

る外國 Q 小兒， - 

毎度 ありがとう。 君 は 國へ歸 つて 淋しい と 云 ふ 僕 は 去月 肝 日に 老母と 小 供 を 國へ歸 した、 同 

時に 學校は 休みになる、 暇になる といつ しょに 家の 內が 急に 靜 になった ので 無限の 淋し さ を覺. え 

る 赤ん坊の 泣く のが 稍 心 を 引 立た せる ばかり だ 

七月 七日  寅彥 

先生 は 忙しそう だから 遠慮して めったに 行かぬ 何處も 話しに 行く 處 がな い、 宅に 居ても 仕方 

がな いから 矢 張學校 へ 出て 行く 學校 へ 出れ は 神経衰弱 は つ の る 許りです」 

田 合の 模樣 でも 時ぶ 知らせて くれ 玉 へ 

III 一 

八月 二日 金 ハ便 大島 千代 屋 より 小石 川 K 原 町 一 〇 自宅へ fj? はがき 三 原. E 表の宛名に 「寺£{-:^彥 

樣」 と ぁリ〕  - 

唯今、 安着、 御 隣り や 竹 崎へ も宜 敷、」 小 供の 咽喉の 病氣は 早くな ほす 様に 致 度く 候、」 暇が 

あったら 5 丸 先生の 處へ 一寸 行て 来る が.：：： i 敷、 
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九月 二十 四 B 火 午前 十 時： 十一 時 小石 川區原 町  一 0 よ リ高知 縣土佐 郡 朝 倉 村 中城陟 氏へ 〔捨 はがき〕 

毎よ 御 葉書 難 有 拜見致 候。 當地も 秋風 立ち 目 黑の栗 飯 も 時節と なり 候。 此當り は 蟋蟀 や T タセ ひば 

-の 聲滋く 候"」 近頃 は 御 兩親樣 へ は 久しく 御無沙汰 致 居り 候 何卒 不惡御 傅へ 被 下 度 候 

重彥樣 に， もよ ろしく 

御 健康 御 勉學を 祈 候 

九月 廿 三日 

三 三 

十月 二十四日 木 午後 卜 一時： 十二時 小石 川 區原町 一 〇 よ リ本郷 本 鄉四ノ 一喜 多 方 野村傳 w 氏へ - 

f 繪 はがき J 

當年は 伊香保の 紅葉 ありがたく 候。 一 葉 は 柱 曆に揷 みて 霜 を 待つ 心に 候 

十月 廿四 R  寅 

三 四 

十 I 月 十日 B 午前 九 時，— 十 時 小石 川 原 町 一 〇 よ リ本鄕 森 川 町 一 小き 前 小 一 i 隆氏 へ 〔はがき〕 


僕が かって 世話になった 商人から パ テ ント の廣吿 目錄へ のせる るから と 云 ふ 文句の 英譯 と獨譯 

を賴 まれた。 獨 逸の 方 は 僕に はだめ 故。 君 暇が あったら 譯 して くれません か C 其 文句の 注文 は 次 

の 通り  . 

一、 責任 ある 外科 醫は必 す 善良なる 繃帶を 撰ぶ。 繃帶の 良否 は 直ちに 患部の 経過 如何に 關 すれ 

ばな り 

二、 人道 を 重ん する 工場 主 は 其の 醫務 室に 必す 善良なる ガ— ゼと 繃帶と を備へ 置かざる ベから 

す。 疾病と 創傷との 生す る は豫め 測り 知る ベ から ざれば なり 

コー、 多數の 人の 集る 所に は 此頃必 す 救護 團 なる もの あり 然れ ども 其の 使用す る藥 物と 繃帶 K 料 

にして 善良なら ざれば 救護 團は 却て 人 を 害 ふ 事 あるべ し 

此の 錁譯に は 僕 も少. - 閉口。 どうか 助けて くれ 玉へ。 

近頃 は 先生 所へ は 御無沙汰して 居ます。 從て 諸君の 御顏も 見られす 聊か 孤 獨の感 があります Q 

も 少した つたら 暇が 出来る だろうと 思って 居ます 

十 一 月 九日  寅 彥 


明治 四十 一年 


三 五 

一月 二日 木 (時 問 不明) 一 《知 市外 江ノ n 町 尺 川筋より 本 鄕區森 川 町 一 小な 館小宫 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

昏 ^4 ぎ 年 

类は年 4^ から 歸 省して 居ます。 田舍の 正月 は吞氣 でよ い。 n の 光 も 空の 色 も 美しい 

四十 一年 元日 一  寅 0 

ミ六 

一月 五日 B 高 知 市外 江 ノ：： 町大出 筋よ リ闹 S: 世 、二 予賀六 一一 一郎、 竹內】 妈 太郞、 近 森 1 せ、 被 田 幸 雄、 人 交 

で 別、 甲 藤讓、 七 氏 へ 〔姬 章〕 

拜啓 各位 益 " 御 多祥 奉 恭賀 候 扱て 明 後 七日 愚 父母 金婚の 心 祝 仕度 候處 短期の 歸省中 匆卒の 催に 

て 何の 風情 も 無 御 坐 殊に 嚴 寒の 候却而 恐縮に は存 候へ 共 万障 御 繰 合 を 以て 御 一 統樣當 日 午後 四時 

御 來駕の 程 偏に 御 願 申 上 度 右 御 案 內の爲 草え 如此に 御^ 候 敬白 

一巧 五日  寺 田 寅 


今: 一十 ra 治 明 


岡 HI 世樣 

宇贺 六 三 郞 樣 

竹內眞 太郞樣  . 

近 森 良吉樣 

植田 幸雄樣 

人 交 千別樣 

甲 藤 譲樣 

次 第 不同 

一一 一七 

六月 二十 三日 火 午後 四時， I 五 時 小石 川" te: 原 町 一 〇 よ リ本鄕 區 森 川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏 へ 〔緣 はがき〕 

御す 陰樣 で大變 立 に 出来て 難 有う 僕 も 大分 色ぶ の 文句 を覺 へ ました。 早速 接って やり ましたが 

-  、  原  . 

定めて 喜んで 居る でしよ う 安 兵 \ィ 君 に 代って 御禮を 中し ます 

寅 彥 

=ー 八 

十月 二  B 金 午前 九 時 ー 十 時 小石 川 "區 原 町 一 〇 よ リ本鄕 區森川 町 一 小 誼 小 {:i 豊隆 氏へ 〔はがき〕 

喜んで 下さって 難 有う。 僕 等の 境界で は免狀 でも 貰 はなければ 浮ばれぬ が 先生な ど は 今頃 免狀 お 


の 様な 者 を 貰つ ちゃ 却て 變 なのか も 知れ ませぬ。 僕 も 君と 同感 だがし かしこう 思って 居る  一 

僕 は此間 本鄕へ 散歩した 歸 りに 君の 宿へ 御 尋ねした が 御 留守で したから 歸 つて 来た、 しかし 何 一 

も 用事ではありません  ； 

其 內御目 にか  りましょう 

十月 一日 

II 一九  L 

十月 六日 火 午前 十一 時-十二時 小石 川 區原町 一 〇 よ リ本鄉 區西片 町 一 〇 野村傳 四 氏へ 

今朝 學 校へ 出たら 机の 上に 君の 御手 紙が 來て 居た。 封 を 開いて 見る と 大分 長そう な 御手 紙 だか 

ら實は 何 か 特刖な 御用 かと 思 ふて 拜 見した そして 拜 見して 居る 中に 獨 りで にこ/ \ して 犬に 愉快 一 

になった 何だか 急に 自分が ヱ ラタな つた 樣な氣 がした そして 本 鄕の通 を 歩いて 居る 時に 君に 會ふー 

て 御 互にに こ/ \ する 樣な心 持が した  一 

原  I 

落第す るか も 知れぬ と 思 ふて 出した 論文が 及第した ので 僕で も嗜 しくない 事 はない。 高等 學校 

時代に ホト 、ギス へ 短 い 文章 や 募集 句 を 投書して |1 尾よ く 掲載され たの を 見る 時の 様な 得意な 感 

じ は ある。 しかし 同時に 色よ 複雜 な考が 交って 此少 さな 得意 を 打 こわす 事 も 色よ ある。 僕 は 喜 ふ； 

べき 時に 充分 喜ぶ 事が 出来す 悲しむべき 時に も 充分に 悲しむ 事の 出来ぬ 厄介な 人間で ある。 自分" 

でも 因果な 性分 だと 思 ふて 居る。 そんな 事を考 へる と 野 村 君 は 羨し いと 思 ふ 

今度 唯 一 っ喀 しいと 思つ た 事 は 僅かな 友人 が いづ れも 自分 の 事の 樣 に 喜ん で くれた 事であった- 
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此れ だけの 友達が あれば 出世しょう がしまい がそん な 事 はどうで も宜 い。 此の 意味に 於て 我が 野 

村 君 は 最も 幸福な 羨むべき 人 だとい ふ 事 は 前から 考 へて 居た。 此れ は 僕ば かりで はない 

いくら 君が そう 云っても アン ジ H  口 や ダヴィンチ は 僕に はちつ と 六 かしい から 困る。 尺八の 穴 

の 研究 位が 相當 だから 不相 變コッ くやる より 外に 仕方 はない 

其內 いっか 又 御玉さん で も 見に 行き ませ ん か 

十月 五日  宵  亲 

傳 四樣 

四 0 

十 I 月 十九 日 木 午後 零時- . 一 時 小石 川 區原町 一 〇 よ リ韓國 黄海 道黃州 n 本 農業 會社 問： t 純 知 (常時 道 知) 

氏 へ 「繪は がき〕 

5i" に.  一  • 

0^, 名物 平壤 栗の 御馳走 難 有 頂戴 致し 候 珍しき 故 一 ニニの 知 巳へ も 分配 犬に 好評 を 博し 申 候。 

清 國も大 變な騷 に 御 坐 候 如何 相 成る 事に 哉。 しかしもう 御 地 へ は 大した 影響 は 無 之 事と 被存候 

大學 運動 會も 去る 十四日 擧行 例に より 花の 如く 雲の 如くに 御 坐 候。 追ぷ學 校の 池の 紅葉 も 美し 

くな り 可 申、 瑞 典の 探儉 家へ ヂン氏 來朝學 校に て 演說を 試み 非常の 好 况に御 坐 候 

竹 崎と は 近頃 双方 無音 まづ 無事と 安神 致 居り 候 

十一月 十八 日  ^w;  彥 
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〔表に〕  s 

貴兄 ももう 後継ぎ が 出來候 か と被存 候、 小弟 方に て はまた 第 三番が 出來そ うにて 少し 早す ぎ 

弱り 居り 候 c」 ハ 介 本淸心 君； 复期歸 京 中な りし も 再 ひ 渡 台 先日 消息 を 聞かせ 候 c」 令夫人に も-; rnj 

敷 御 鳳 聲被下 度 候 

四 一 

十二月 十四日 月 午前 九 時— 十 時 小石 川區 Ira 町 一 〇 より 本鄕區 森 川 町 一 小士" 館 小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき 

^,ぁょリ表の通信文記載欄へ つ けて〕 

昨日 は 朝から ホト 、ギス へ 送る 小說を 書き直して 居て やっと 一 時 近くから 出掛けました。 何 だ 

か 君が 僕 を 待て 居る 樣な氣 がした けれ 共 僕の 足 は 大急ぎで 上野へ 向 ふた。 着いて 見る と 大學院 の 

男が 一 一人 來て 居て 其れと 並んで 腰 を かけた。 時.^ 後 を ふり か へ つて 見た が 君 は 見へ なかった、 其 

代り 知った 人の 顔 は 大分 見へ た。 いくら 見 まわしても 君 は 見へ ぬから 何だか 少し 氣 が^め まし 

た。」 シュ ー ベルトの は 眠くな つた バスの 彈手も 眠り こけそう で 氣の棄 であった。 ト バニ ー の は 

ライン の 旅行記で 大分 寫眞 派でした。 長唄で 十郞が 夢枕に 立つ 處の 大薩广 はよ かった が 背景が 調 

和し ない。 それから ニー 人道 成 寺」 で 薄暗い 中で 爺さんと 色の 黑ぃ 若者と が 踊って 居る の は 一種 

の 凄味 を覺 へました。 髮の 油の 香 や 衣の 薰の 籠った 室が 段. -に 暗くな つて あちこちの 女の 顔が ぼ 

ん やり 白くなる の は 妙な 感じで ありました。 會が 終って ドャ/ \ 階段 を 下りる 時に 若い 男と 若い 

女と か 交る く顏を 見合す。 僕 は 年を取つ たと 人が いふ けれ 共 まだ いくらか 血が 通って 居る と 思 


，した c」 君 はとうく 見へ なかった と 思って 居たら 今朝 御手 紙が 着きました 

四 二 

十二月 一一 十 I 曰 月 (時間 不明) 小石 川 原 町 一 〇 より 倫 敦 日本 帝國 大使館 氣付野 並龜治 氏へ 〔檢 はがき〕 

稗 端 書 難 有 拜見致 候、 御 人 英以來 御 勇健の 赴 奉賀 候。 珍談 も少 よは 有 之べ くと 被 存御洩 し を 願 

度 祈 候。 口 ン ドン フォグに 中 てられぬ 樣 御用 心專ー に 存じ 候。 東京 は 歳末に 迫りて 何となく ざ わ 

,/\ 致 候 福引 大賫 出の 赤旗 到處の 街頭に 立ち並びて 名物のから 風に あ をら れ 居り 候。 しかし 例年 

の通不 景氣く と ゆ 居候。」 竹 崎 は 喉の 病氣 にて 湘 南へ 避寒の 爲 旅行 致し 居り 候。 

なほく 御 自愛 專 一に 奉 存候 草ぶ 

十二月 廿日  寅 


明治 四十 二 年 


四 一二 

一月 一 B 金 午前 七 時- 八 時 小石 川 町  一 u よ リ本鄉 區森川 町 一 小吉館 小お 观 }； 隆 氏へ 〔新年 槍 はがき〕 

思 ひ 切った ハイカラの 御 年賀 申 上 候。 此れ は 多分 原 口 君の デザィ ン になり たる ものと 存じ 候美 

禰子孃 へ も 同様の を 差 出す つもり 

三 四郞樣 

四 四 

一月 二日 土 午前 十一 時： 十二時 小石 川 區原町 一 リょリ 飽町區 元 as 町 ニノ 一一  野 村傳四 氏へ 〔搶 はがき〕 

I 、おに 一 

新年 御目出度う 

四士 一年 元旦  .  寺 田 寅 逢 

S  ！ 一. 」 

君の 御 (is 所が わからなくて 困つ て 居たら 早く 御 賀狀を 下さって 難 有 ふ。 昨日 早稻田 へ 行った 
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ら今 君が 來て歸 つたと いふ 處 であった。 

新年 早 先生 等 の 謠を 拜聽し て來 まし た。」 寳亭 で も 富 士見軒 で も 結構 故 いつで も 御 紹介 願 

上 候  . 

四 五 

二月 十六 B 火 午後 六 時： 七 時 小石 川 區原町 一 〇 ょリ 伯林 H 本帝國 大使館 氣 i; 野 並龜治 氏へ 【. 槍 はがき〕 

倫敦 よりの 御手 紙 拜見致 候、 小弟 來る 三月 廿 七日 橫 濱鮮欖 五月 上旬 伯林 着の 豫定に 御 坐 候 どう 

か 伯林に て 御！ n にか、 り 度と 存 居候へ 共 余りお そく 相 成 候 故 如何 哉と 存じ 居り 候。 御 依頼の 品 若 

干 試に 用意 致すべく と存 候へ 共 行 違 ひて は 無益に 相 成 可 申と 心配 致 居候。 竹 崎 は 病 氣の爲 め廣島 

縣 下の 收 納所へ 轉任 致し 候。 小 野 君に 宜敷 

二月 十六 日  _ 

四 六 

三月 二十 七 曰 土 午後 零時： 一時 祌 戸よ リ本鄉 K 曙 町 一一 田 丸卓郎 氏へ 〔繪 はがき〕 

Sense 1 

Sakiizitii \va  二 <>---<>  a-l 二. Ivatr-  ミ ■ail-ulsita.  Jiuzi  jii  .Kobe  ni  t-ki  ma-sito  yasunde  imasu 

，r2mla  T. 
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三月 二十. PB  土 午後 零時： 一時 祌戶 より 本鄉 K 森 川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔繪 はがき〕 

御 見送り 難 有 うん 「夜から いよ/ \獨 りになります」 天氣 がよ いと 行 先の 方の 事 を 思 ふが 天氣が 

惡 いと 行く のが 殿になる 

御 自愛 を 祈る 

三月 廿 七日 

四 八 

一一 一月 二十 七 B  土  .： 十 後 零時 ー 一時 神 戸よ リ本鄕 區两 片町ー 〇 野村傳 1： 氏へ f 絵はがき〕 

御 見送り 難 有う 御^いました。 

今日 家族 を 船へ 乘 せて 鄕 里へ 歸 しいよ く 旅ら しくなります 

御 自愛 御 勉强を 祈ります  • 

三月 廿 七日 

四 九 

一一 一月 二十 九 曰 月 午前 十一 時— 十二  * む 神 戶ょリ 千 菜 縣成田 町 田 中 屋鈴木 三重 吉 氏へ 〔1? はがき 資 

「御 暇 乞」 と あり〕 


年 二十 四 治 明 


先日 は 御 電報 難 有 存じ 候 

明日 當 港より 乘 船出 發 致し 候 出 發前御 目に か X らす殘 念に 候 

三月 廿 八日 

£0 

三月 二十 九 B 月 午前 十一 時— 十二時 神 戸 畠 中 旅館より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 

〔搶 はがき〕 

〔表に 〕 

今夜い よく 立つ 船が 大きくて 立派で 愉快で ある"」 父上に 禮狀を 願 ふ 先き は 後から 手紙で 申 

し 上げる が。 出發 前に 貰 ふた 践 別の 事 や 見送りに 來て くれた 人々 の 事 はお ま へ より 父上に 申 上げ 

るよう に。 又 今 村のお ぢ さんの 事 もよ く 申して くれ」 今日は 御名 续に元 町へ 汁粉 を 食 ひに 行く つ 

もり。 それから 床屋へ 行て 本式の ハ ィ カラに 仕上げて 晝 過から 乘 込む。 

牛^ は當分 三合づ 上せむ 事 

〔裏に〕 

愈え 今夜の 十 時に 神戶を 出帆す る 事に なった 皆の 歸 つた 晚は 少し 淋しかった がもうす つかり 元 

氣 になつ て勇氣 盛で ある。 

少し 稽古した 獨逸 語が 思の 外 役に立つ のが 何より 嘻し い 英語 も 通じる から 困ったら 英語で やる 

から 不便 はない 
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三月 廿 九日 

今後 送る 総 葉書 はすつ かり 一 まとめに して 保存して 置て 貰 ひ 度い  , 

五一 

1 二月 三十 IB 水 玄海 洋上より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき 汽船 プリンツ. 

ル— ド ウイ ヒ號 ：1 

此 it. の說 明は陟 より 御 聞き 被 下 度 願 上 候 

夕方 爱岐 の嶋を 右に 見て 通過 致し 候、 今夜 一時 長 崎 人 港の 害に 御 坐 候 以上 

明治 四十 一 一年 三月 卅日 〔裏に〕 

五 二 

四月 三 B  土 上海より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき〕 

拜啓 去る 卅 一 日朝 十 時 長 崎 出港 海上 平 穩昨ー 日夜 八 時半 吳液 (ゥ ー スン) に 碇泊 今朝 小 蒸 嵐に 

て 上海に 參り 候。 揚子江の 水 は 黄色く 土地 は 平坦に て 山と いふ もの は何處 にも 見へ す到處 柳は靑 

芽 を 吹き 野に は 茱の花 そら 豆の 花 き 居り 候 。町の 繁華 は 思の 外にて 見る 物 毎に 珍しく 面白く 候。 

明 夜 九 時 出帆 香港に 向 ひ IH- 申 候 余 は 後便に て 草. M 

四月 二日 
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i 

四月 三 B  土 上海より 韓國黃 海道 黃州間 崎^ 知 (當時 道 知) 氏へ 〔鎗 はがき〕 

拜啓 益. -御 多祥 奉賀 候 小弟 去廿 九日 神戶 より 獨逸慮 船 ルド ウイ ヒ に乘船 本日 上海 へ 參り候 

明 夜 出帆 香港 へ 向 ひ 可 申 候 支那 は 存外 面白 い 處に候 郊外の 柳が 芽 を 吹 いて 茱の 花蠶 豆の \ ぁた景 

色が 氣に 人り 候。 山の な いのも 氣に 人り 候 

四月 二日 〔裏に〕 

五 四 

四月 一二 曰 土 上海より 高 知 市外 江ノ； 1 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 〔給 はがき〕 

昨夜 支那 人の 芝居 を 見物した。 衣装の 美しい とト ンボ 返りの 上手な のに は 驚いた が 芝居の筋 は 

なんだか わからぬ が 下らぬ 者ら しい。 立 廻り を やる 工合な ど は 日本の 芝居と 同樣 である。 今日は 

張 園、 愚 園と いふ 公園 を 見物した。 案內も 何もな しで 電車で 市中 を乘り 廻した の は 愉快であった」 

今夜 九 時に こ 、を 出帆す る。」 こ處の 宿屋で は 刺身 も 澤庵も 茶漬 も 食へ る 

四月 三日 

五 五 

四月 六 B 火 香港より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔1? はがき〕 
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今朝 香港 着 市中 見物 致 居候。 山上へ 登る 車の 中に て 認め 候 

四月 六日  寅彥 

五六 

四月 六日 火 午後 五 時 I 香港より 高 知 市外 江ノ  U 町大 川筋 一， 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔給 はがき 香港の 植物園〕 

〔給の 緣に〕 

此れが 植物園に 御 坐 候、 百花 爛漫、 新 綠の色 美しく 候。 此 山上の 眺望 は 縫よりも 美しく 候。 久 

邇宮 殿下 の御乘 になつ た 船 も 碇泊 致 居候 

四月 六日 

明 七 ni 正午 當地を 出帆 シ ン ガボ リルに 向 ひ 候。 船に 馴れ 愉快に 航海 致 候 

五 七 

四月 十二 B 月 新 嘉坡ょ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき 裏に 「新 嘉坡 上陸 紀 

念」 と あり〕 

本日 シ ン ガボ ー ル に參り 見物 致 居候 途中 海上 は 平穏に て 內海も 同様 六 度の 食事 も 欠かさす 食し 

居り 候。 食事 は 中え 日本で 食 はれぬ 様な 5K 澤な 事に て菓 物で も 水 清の を 食 ひ 候。 時. - 甲板に て樂 

隊 あり 退屈 は覺 へす 候。 當 地の 草木の 美しい 事 は 筆に は盡し 難く 候。 唯今 ホテルに て晝飯 致し 候。 

三月 十 一 日 
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二伸 明日 出帆 致 候 

五八 

四月 十四 B 水 ペナ ンょリ 本 鄉區駒 込 曙 町 一 一 田 丸 卓郎氏 へ 〔繪 はがき 友 E 鎭 一一 一氏の 署名 r 鎭 三」 ぁリ、 

^略〕 

今日べ ナ ン着。 

夜 街 上に て 電燈の 光 を かり 認め 候。 ス マトラの 方に て 稻妻致 居候  . 

四月 十三 日 に〕  寅 彥 

五 九 

四月 十四日 水 ぺ ナンより 高 知 驟土佐 郡 朝 倉 村 中城陟 氏へ 〔絵はがき〕 

印度人の 眞黑な 皮膚の 色 は 此邊の 天然の 美しい 強い 色彩に よく 調和して 居る から 不思衡 である。 

一い 事 だけ 除けば 中  > 、よい 處 である 

御 一同 樣へ宜 敷 

四月 十四日 〔裏に〕 

六 0 

四月 十四 B 水 ぺ ナンより 韓國黃 海道 黃州問 崎 純 知 (當時 道 知 ：} 氏へ 〔搶 はがき〕 
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ぺ ナ ンの 町の 四角で 夜中に 電燈の 光 を かり 立って 認む。 

寅 

六 一 

四 3- 十八 日 B 午後 六 時せ コロン ボ より 高 知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔繪 はがき). 

新嘉坡 以来 熱 いのに 閉口して 居る。 此邊の 景色 は 何處も 非常 の ハイカラ である。 

四月 十八 日 

六 二 

四月 十八 日 B  ,f 後 六 時半 コ n ンボ より 韓國 黄海 道 黄 州 問 崎 純 知 (常時 道 知) 氏へ 〔絵はがき〕 

モ 、， メタンの 寳 石屋へ 行て 寳石を ひやかし 釋 伽の 足跡 を 見に 行き 候 

四月 十八 曰  コロン ボ にて 寅 彥 

六 三 

四月 十八 曰 B 午後. - 時半 コ。 ンボ より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔給 はがき〕 

今朝 コ a ンボ着 波止場より 三 里位距 てた 佛 寺へ 參り 候。 二 千年 前の 遣 跡と 申 候。 此セィ a ン島 

の 奥に ある 釋 伽の 足跡 を 摸した もの も 見 候。 此處の 菩提樹の 葉を紀 念に 持ち 參り 候。 いろくの 

珍し い 果物 を 味 ひ 試み 候 今夕 五 時 出帆 次 は 紅海の 人口 アラビアの アデンに 向 ひ 候 
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四月 十八 曰  セィ ン にて  黄  0 

穴 四 

四月 二十 八日 水 。フリン ッ. ル— ドウ ィヒ號 よ リ本鄉 區駒込 曙 町 一一 田 丸卓郞 氏へ 〔鎗 はがき 裏に 「ス 

ェズ 運河 航行 中 四月 廿 八日 午 lw」 と あり 友 田鎭三 氏との 寄せ 書 (友 田 氏の 文面 省略)〕 

香港から コ ：！ ンボ迄 は 植物の 繁茂に 感心し 今 は 又 植物の 欠乏に 感心 致し 候。 晝 夜の 溫 度の 差に 

も 感心 致し 候 c」 羅馬 字の 原 槁も氣 に はか & りながら 此れと 思 ふ 種 もなくて 御無沙汰 致 居候。 い 

づれ差 出し 可 申 候 

寺田拜 

六 五 

四月 二十 八日 水 。フ リンツ. ル —ドウ ィヒ號 より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ r 槍 はがき 

ス ェ ズ 蓮 河 航行 中 の。 フ リンツ - ル 1 'ド ウイ ヒ號〕 

唯今 ス H ズ 運河 航行 中に 御 坐 候。 兩 岸の 砂漠より 反射す る 日光 弦し く 候。 しかし 始めて 砂漠の 

一端 を 見て 面白く 感じ 候。 運河 は大 川筋の 川より 少し 大きい 位に 思 ひ 候 ご 此繪 葉書 は 朝飯の 献 

立 表に 附 きたる ものに て。 色. -變 つた 緯を 出し 候 

四月 廿 八日 午后 一 時 
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四月 二十 九 B 木 。フリン ッ-ル ー ドウ ィヒ號 より 高 知 市外 J;d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔絵はがき 

裹に 「ス H ズ蓮河 通過 紀念」 と あり〕  . 

此 運河の 岸に 所よ 樹木の 生へ たステ ー シ ヨン 有 之。 駱鴕 がう ろく 致し 居り 候。」 夜 は 船首に 

探 海燈を 点して 進行 致し 候。」 今夜 は 靑茱の サラダと 苺 を 食し 咽 をうる ほし 中 候 

廿 八日 午后 八 時 

六 七 

四月 二十 九 B 木 。フ リンツ ル— ドウ ィヒ號 より 韓國黃 海道 黃州問 峰 純 知 (當時 道 知， }氏 へ 〔綺 はがき〕 

路駝 とい ふ もの は 動物園で 見る と 企り 器量の 好くない 者 だが 沙^の 中で 見る と 中. - 器量が よく 

見へ る。 此邊の 天地に 横行すべき もので。 上野の 森に 居るべき もので はない 

〔裏に〕 

ス ヱ ズ 通過の 紀念 にァ フ リカ を 御 DH にかけ 候 

四月 廿 八日  寅  彥 

穴 八 

四月 二十 九日 木 ポ I トセ イドより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔檢 はがき〕  一 


年 二十 四 治 明 


今朝 ス ェ ズ 運河の 終点 ボ— トセ イドに 參 〔り〕 午前 出帆い よく 地中海に 人り 候 

四月 廿九 日朝 

穴 九 

五月 四日 火 ジ- ノアよ リ高知 市外， y ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔槍 はがき〕 

昨夜 以 太利ゲ ノ ァ着 本日 ミ ラ ン に 向 ひ 候 

五月 四日  寅彥 

七0 

五月 四 曰 火 ミラノより 本鄕！ Eil 駒 込 西 片町ー 〇 野村傳 S: 氏へ 〔絵はがき〕 

今日 ダヴ インチ に會 ひました よ 

五月 四日  寅彥 

七 一 

五月 五日 水 ミラノよ リ本鄕 區森川 町 一 小 吉館小 宫璺隆 氏へ 〔搶 はがき ミラノ 本 寺〕 

マイ ランドの Dom の 中へ はいって 數 世紀 前の 空 氣を吹 ふて 見ました。」 昨日 は カム ボ サン ト 

の 墓場 を 徘徊して 墓 原の 花 を 一 輪 採って. 來 ました 

五月 四日  寅  . ？ 


〔裏に〕 

Saluti き 〔M1;LAN0-P  Duomo〕 

w  Magg-io 

七 二 

五月 五日 水 ミラノより 高 知 市外：： ：！ノ  = 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ f 搶 はがき ミラノ 本 寺〕 

〔表に ：1.  . 

謹啓 益. -御 多祥の 御 事と 奉 慶賀 候扭て いよく 昨日に て 永の 航海 も 終り を 吿げ以 太 利に 上陸 致 

し 候。 潔 車の 都合に て 今日 途中の ミラ ンと 申す 處に參 り 候 明朝 出發 急行列車 にて 伯林に 向 ひ 明 後 

六日 早朝 伯林 着の 豫定に 御 坐 候。 道中 一 日 も 海の 穩か でない 日 はなく。 上陸 後 も 晴天に て 夜 は 美 

しき 月 を 見 申 候。 氣候溫 和暮し 易く 候。」 余事 は 伯林より 可 申 上 候 

五月 四日  寅彥 

昨夜 始め てゲ ノアに て ホテルと いふ もの に 泊り 今朝 嵐 車に て ミ ラ ン に參り 有名 の 大珈藍 を 見物 

致 候。 此れ だけの 大 建築物が 悉 4- 大理石で 出来 居り 候。 

七 III 

五月 六日 木 午後 四時— 五 時 伯林より 高 知 市外； d  ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔緒 はがき Kron- 
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p--inzellzclt-  「，1 

昨日 有名の スィ ツル ランドの 風景 を 見て 過ぎ 候。 丁度 新綠 にて 林檎、 李 等の 花盛りに て 綣 にも 

筆に も盡 されぬ 眺めに 御 坐 候。」 大使館に て 四月 十二 日 迄の 稗 手紙 拜見致 候" 御 返事 は あとより 

〔裏に〕 

今朝 伯林 安着 本 多 氏の 宿に 參り諸 所見 物 致 候 唯今 此 茶店に て 茶を飮 みながら 認め 候 

五月 六日 

〔寫 眞の栅 内の 建物へ 矢印 を 引き〕 

此 處の內 側に て 紅茶 一杯の み 候 午后 三時 十五 分 

七 四 

五月 八日 土 午後 六 時. I 七 時 伯林より 本 鄕區森 川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき〕 

六日に 着きました。 一九 〇 九 年式の 女の 高帽も 見ました 昨日 カフェ ー で 休んで 居たら 立派な 

カイ ゼ ル髯が 如何 はしい 鎗葉書 を 見せびらかしに 来た 

五月 八日  寅彦 

七 五 

五月 九 S  B 午後 三時.！ 四時 ゥ H ルダ t より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき 

裏に 本 多 光太郎、 友田鎭 三、 二 氏の 寄せ 書 あり、 省略〕 
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本日 伯林より 五六 里を距 てた るゥ H ルダ ー と 巾す 處へ本 多さん に つれられ 花見に 參り 候。 土 佐 

にある 樣な 山樓と 桃の 花が 今滿 開に て 見物人 澤山 伯林より 參り 居候。 山頂の 茶店に て此 景色 を 見 

ながら 認め 申 候。 

五月 九日  寅彥 

七 穴 

五月 十四， 日 金 伯林より 高 知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 氏へ 〔繪 はがき 武器庫に 行進す る 守備兵〕 

此 図の 建物 は 陸軍の 武器庫に 御 坐 候 大學は 此のす ぐ 手前に 有 之 候。 此邊 を晝頃 通れば いつでも 

兵隊が 隊を 立て  > 通り 候。 獨 逸の 軍人 は 市街の 花に て 服装の 美ぶ しい 事 目 もさめ るば かりにて 兜 

の 様な 帽子に 金具の 光り 燦爛たる ものに て 兵卒に 至る 迄 上等の 羅紗 服に て 其れに 体格 ゃ顏が 立派 

故實に 美事に 御 坐 候。 騎兵な どは眞 赤な 上衣に て はでな ものに 御 坐 候。 砲兵な ど は 騎馬の 樂隊を 

先に 立て、 練り歩き 候。 將校 など は 大抵 犬の めかし 屋 にて 近眼で もない のに 鼻眼鏡 を かけ、 カイ 

ゼル髯 を 尖らして 歩き 申 候。 日曜な ど は 兵隊が おなじみの 家の 下女な どと 連れ立って 方ぶ へ 遊び 

に 出かけ 申 候。 どうしても 戰爭 などの 出来そう な 軍隊に は 無 之 候。」 巡査 も 兵隊の 樣な兜 を かむ 

り 居り 候。 いづれ も 優れて 休 格の よい 立派な 男ば かりにて 實に 堂， - たる ものに！！： 坐 候し かし 見 か 

けに よらす やさしく 候。』 獨 逸の 町 を 歩 ひても 存外 私より 北 n の 低い 男 も 有 之先づ 身の 丈 だけ は 余 

りひけ を 取らぬ 方に 御 坐 候。 其 代り 見 上る ような 高 いのも 居り 候。」 東京の 電車 は 止る 時に チン 

と 一 度 鈴 をなら し。 進行す る 時に チ ン/ \- と 一 一度 鳴らし 候へ 共 伯林で は 反 對に御 坐 候。 又 電車で 
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もなんでも すべ て 右側 を 進行し 右側より 乘り 降り 致し 候 故 一 寸變に 御 坐 候。 此ん なつ まらぬ 事で 

も 馴れぬ と 時. - まごつき 候。 御 一笑 

五月 十三 日  "- 

七 七 

五月 十四 B 金 午後 六 時— 七 時 伯林よ リ韓國 黄海 道 黃州間 峙純知 (當時 道 知) 氏へ 〔搶 はがき〕 

獨 逸の 町に は 猫背の 人間が 非常に 多い 樣 である。 どうい ふ譯 だか 小生に は 分らぬ。』 町 を 歩い 

て 居る と 小 供が おじき をして 日本のお ぢ さん 切手 を くれない かとね だる。』 夜になる の は 九 時 頃 

で 十二時 は 宵の 內 である。 朝 六 時に 起て 見る と 日旣に 三竿で ある。』 町 は アスファルトで 固めて 

淸潔 であるが 馬糞 は 到る 處 にころ がって 居てから 風が 吹く と 此の 粉が 人 を 襲 ふ。 しかし 伯林 は 世 

界 中で 一 番淸 潔な 町 だとい ふ 事で ある 

五月 十四日  寅 

Ibci  Fl.au  KXCC112S  schmeltzcl-  Glelsbel.gstr.  39  wcrlln  w. 

七 八 

五月 二十 四 B 月 午後 二 時 1 一一 一時 伯林より 高 知 市外. y ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏、 御 一同へ 〔搶は 

がき 乘馬 せる 軍人 二人 (_ 上衣 靑、 下 衣 黑に赤 筋 一本、 襟. 袖口 赤) の 槍〕 

其 後 稗 一 同様 御 揃 御楼嫌 {4 敷 候 哉。 私事 不相變 無事 此頃は 日. -通學 致 居候 間 御 安心 被 下 度 願 上 


45 


候。 學校は 平均 毎日 三時 間 位に て 至極 樂に 御^ 候。 此 外に 語學の 先生へ は 一週 四時 閒づ- -通ひ 巾 

候。」 當_?1 も 二三 日 前より 急に 溫く相 成り 本日 正午 七十 度 位に 御 坐 候。 當地は 雨の 少ぃ處 にて 降 

つても ほんの 一時間 位 ばら/ \r とふる 位に 御 坐 候。 昨日 は 日曜に て 本 多さん と 遠足 致し 候。 丁度 

兢 馬の ある 日に て獨逸 皇帝 皇后 兩 陛下が 自動車で 御 出になる 處を拜 し 申し 候。」 なほく 御 自愛 

專ー に 存じ 候。」 端 書に て宜敷 候 間 折  > "御 無事の 御 左右 承り 度 候 

五月 廿 四日 

〔衷に 〕， 

當地 軍人の はでな 装束 を 御 目に かけ 候。 此の 外に 眞 赤な 服ゃ綠 色の 服 も 有 之 候。 笛と 大鼓で 足 

並 を 揃えて 練り歩く の は 日本の 維新 顷の 調練と 同様に 御 坐 候 

當 地の 陸軍の 軽 氣球は 有名な ものに て天氣 のよ い 日の 夕方に は 時. - 市街の 上 を 横行 致し 候 

七 九 

五月 二十四日 月 午後 二 時— 三時 伯林より 高 知 市外： d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 〔繪 はがき〕 

昨日 本 多さん と 遠足 をした。 ゥ ワン ゼ，' とい ふ 湖に 沿 ふた 森の 中 を 逍遙した。 日本の ような 松 

林が 何處 迄と なくつ いて 其 中に 處ょ 白樺の 淺ぃ綠 が 交つ て 居る 湖の まわりに は 芦が 生へ て 白鳥 

が： 冰 いで 居る。 其 汀 を 赤 や 靑ゃ紫 や 思 ひくの 服装 をした 伯林 子が 散歩して 居る。 眞 赤な 蝙蝠傘 

を さした 御婆さん も ある。 松林の 中で 青草の 上に ねころんで 晝寢 して 居る 御 夫婦 も ある。 小學校 

の 小 供 を つれて 唱歌 をうたい ながら 行く先 生 も ある。 湖水に は眞 白な 美し い 小 蒸 翁が 波 を敏っ て 
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往複 する 小さな 帆船で 競举を やって 居る もの も ある 男女 唯一 一人で ボ ー トを 浮べ て 居る の も ある. 思 

の 外 景色の よい 處で。 一寸 日本で は 見られぬ 景色で ある。」 歸 りに クラブで 鳥 鍋 を 食た。 

AO 

五月 三十日 日 午後 三時— 四時 伯林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき〕 

今度 梨 本宮久 邇宮同 妃殿下 御 揃に て 伯林に 御 出に なり 豊景侯 御 夫婦 も 御 一 處 に御來 着。 本日 御 

旅 舘迄御 伺に 參上 致し 候。 丁度 宮中へ 御案內 にて 御 出かけの 處 にて 遠くより 拜顏 致せし のみに 御 

fJ 候。 橫山眞 一 と 申す 家令に は會ひ 申し 候。 本日の 御 伺の 爲 始めて 高い シルクハット を かぶり 自 

働 車に 乘 りて 犬に 男 振 を 上け 候、 御 一笑 

五月 廿 九日  寅  彥 

八 一 

六月 十日 木 午前 九 時-！ 十 時 伯林より 高 知市卟 江/.  ：! 町大 m 筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ f 搶 はがき〕 

「存ニ 

拜啓 皆.^ 樣御揃 御 健祥 奉賀 候 次に 私事 不相變 無事 御 安神 被 下 度 祈 申 候。 外 國雜誌 類 御 廻し 被 下 

確に 落掌 致 候。 此の 後 は 御 地に 御 留め置き 被 下 度 候。 唯 信書 だけ 御 廻し 被 下 候 は 宜敷 候。 當地 

は 未だに 中  > 、寒く 冬服 着用 致し 居り 時. - 外套が ほしくな り 候。」 學 校の 休み 時間に 外出して 此の 

端 書 を 求め 小 供 等のお もちや 差 出し 候  . 
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午11^ 九時 が來 て も外 は ぁ か る く窓 で 新間 が よ め候 

S に〕 

ォテガ ミア リ ガト— し」 コノ 子コハ 子コノ ジ ユン サ デァ ロヲカ ドイツ ノジ ユン サハ 

ミナ コ ノト ヲ リノ キ乇ノ ヲ キ ティル 

タ ビ /.\.< テガミ ヲ ォ クッテ チヨ ヲ ダイ 

六月 九日  父 ヨリ 

^1:- 子 ド ノ 

ベルリン ノ ャ ン タ ト 東； 一一 ハナ シテ オヤ リ 

八 一一 

六月 十三 B  B ャ後^.5.^-—ー^' 伯林よ リ韓^ 海 通 州 間^ 純 知 道 知) 氏へ 〔搶 はがき 小野義 一、 

伏^ 榮 三郎、 大河 內" 止敏、 一 一一 氏との 寄せ f お (一二 氏の 文面^ 略)〕 

小 野 君の 鼻眼鏡 は大變 によく 似合って 居る。 こ&の 葡萄酒 はうまい。 アイス クリ ー ム もうまい。 

六月 十二 日  寅  彥 

八-一 

六月 十三 B  B  . ^後 9{v む—； ； m 林より 牛 込. 随：： 十稻 町 七 i-H 金 之 助 氏へ 〔絵はがき 東荣 三郞、 
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大河 内 正敏、 小野義 一、 三氏との寄せ書(三氏の文面^?略)〕 

や 母と 梨と 密批 との はいった アイス クリ ー ムを食 ひ 候。 綠 色の ソ ー スは無 之 候。 

寺 田寅彥 

八 四 

六月 十九 日 土 午後 一時 1 二 時 伯林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 li;" 氏へ 〔緒 はがき〕 

〔表に〕 

御 地に て は 最早 余程 暖く相 成 候 事と 被存 候が 皆 i 樣御變 り も 無 之 候 哉 奉伺 候 私事 不相變 無事 段 

よに 土地に も 馴れ 候 間 御 安心 被 下 度 祈り 巾 候。」 來る廿 二日 はべ ンク 教授の 宅へ 晚餐に 招待され 

居り 相樂 しみ 居り 候。」 夜 は 段. -に 短くな り 日の出が 朝の 三時 四十 五分 日の 入が 夜の 八 時 一 一十 九 

分に て喑 くな つたと 思 ふとす ぐ 十 時に 御 坐 候。 畢 校の 控業も 夕の 八 時 迄 ある 日が 有 之 候。 

か へ すく 御 自愛 專 一 に 奉存候 

當地宛 の 郵便へ は 必す シ ベ リ ァ 経由と 御 誌し 被 下 度 候 

蠻〕 

此れ は 伯林の 市中の 乘合 自動車に 御 坐 候。 屋根の 上に も 腰掛が あり 候。 あまり 風通しが よす ぎ 

て 精子 を 飛ばす 事 あり、 其の 有様 を 仰山に 畫 いた ボン チ畫に 御 坐 候。 石油の 臭い 烟を 立て \ 進行 

致し 往来 人に は 難 有から ぬ ものに 御 坐 候、 此れ は 電車の 外に 到 處往複 致し 居り 便利に 御 坐 候。 電 

車より は 速力 大きく 候。 
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六月 十九 日 

< 五 

六月 二十 二 B 火 午後 五 時 I 六 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 〔給 はがき 體 

に數 倍した 婦人 帽を 首まで かぶった 女の 虔畫〕 

〔表に：！ 

近. -小 供の 寫眞 が來 るそう で 大に樂 しんで 居る。 當地 では 不相變 息災で ある。 昨日 は 松 根 東洋 

城 の 從妹 で 大使 舘 の 書記官 の 夫人に なって 居る 人の 處へ 東洋 城 か ら の 賴 まれ 品 を 持 て 行たら 日本 

食の 御馳走に なった。 鮮 やら 薔麥 やら、 雞に マツ タケの 甘煮。 ヒ ラメの 剌身。 さばの 煑着 など を 

頂戴した。』 來る 八月 初旬 か 中旬 頃から 一月ば かり 瑞典那 威の 方へ 旅行 をす る 積で 居る。 しかし 

手紙 は 不相變 伯林の 宿 へ 送って くれ、 ばよ い。 此事を 御兩上 へ 話し て 貰 ひ 度い c」 いくら 丈夫 に 

なった 樣 でも 牛乳 を 止めて はいかぬ と 思 ふから 継續 して 飮む 事に し 度い。 

諸方へ 宜しく 

六月 廿 一日.  • 

〔裏に〕 

其 頃 こちらで 馬鹿 氣て 大きな 女の 帽子が 流行った ので こんな ボ ン チの擒 葉書が 出来た。 しかし 

一 般の 婦人 は 意外に 質素な 風俗 をして 居る。 尤も 宴 會 などで は 派手な 風 をす るだろう がそう いふ 

場合に 臨まぬ から わからぬ。 御婆さん などが 却て 派手な 色の 衣服 を 着て 歩いて 居る 事が ある。 下 
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女な どて 上から 下迄眞 赤な 服 を 着た のが ある 

此 帽子の 花で 思 出した が當 地の 花屋の 店先 は實に 美しい。 父上 様に 御 目に かけ 度い。 又 家 M の 

破風に は 一 階から 五 階 迄 花 鉢 をなら ベ て 美し い 

二三 日 少し 温に なった ので 眞 白の 服^ 多くな つた。 

八 穴 

六月 二十 五日 金 午後 六 時- 1 七 時 伯林よ リ本鄕 區森川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔絵はがき 樂劇 「ライ 

ン の 黄金」〕 

御手 紙 難 有う。 獨逸語 は 二 年 位 居た つて 覺 へそう もない 犬に 失望。 余り 歸 つても いじめぬ 様に 

願 ひます。 其 代り ス H 1 デン 語で もやって おどかし ましょう。」 オペラ は 唯 二度 見ました 昔樂も 

ぃ&が 道具 立の 大仕掛けで 眞に 迫る 處が大 に 俚耳でなくて 偶 眼に 人る と 見へ ました。」 君の 謠の 

名聲 伯林 迄嶽き 渡り 候 御 自愛 を 祈る」 思の 外い そがし くって 通信な ど 書く 間がない 樣に 候。 しか 

し 必す何 か 書い 度い と 思 居候 c」 こちらの 人 は朝寐 をしての らくら し て 飯 をく つて 晝寐 をして 力 

フ ェ ー をのんで ぶらくして 又 飯 をく つて 夜更迄 遊んで そして 朝寐 をす るかと 思 はれます。 衣 は 

三時に あけて 日が 九 時 過に 暮れる。 不思 儀な 國に 候。 

六月 廿 五日  寅 

八 七 
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六月 二十 五日 金 午後 六 昨— 七 時 伯林より 韓國 黄海 道 黃州間 峰 純 知 (當時 道 知) 氏へ 〔絵はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 致し 候。 時.^ 御 端 書 難 有う。 野 並 君 露西亞 より 歸り中 A 兀氣に 候。 先日 小 野 君 

と カフ ヱ ー へ參り 文明 國の 文明 國 たる 處を 見物 致し 感心 致し 候。 オペラへ は 二度 參り 候音樂 のよ 

いのは 無論と して 舞臺の 道具 立の 立派で 眞に 迫る 處は 面白く 候。」 存外 忙しくて 時間の ない のに 

困り 候。 尤も 日の 暮れる の は 九 時 頃で 朝 は 三時 頃もう 夜が 明ける がそう く 起きても 居られす。 

こちらの 人 は晝寐 をして は カフ HI を 吞んで 遊で 遲 くめし を 食て 又 夜中 迄 遊んで。 それから 寐て 

朝寐坊 をす るら しく 候。 安樂 國 土に 御 坐 候 

五月 廿 五日  ず 

八 八 

七月 五 曰 月 午後 八 時 ー 九 時 伯林より 牛 込 區早稻 E 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔鎗 はがき〕 

〔まに〕 

其 後 御 變りも 御 いません か。 三 四 郞を遙 よ 送って 頂いて 難 有う 御 坐い ました。 讀んで 居る と 

い. つ 乃 間に か本鄕 小石 川邊に 居る 樣な氣 がして 早稻田 はつ い 鼻の 先の 様に 思 ふ。 一 一階の 窓の 下の 

往来で 小 供の 呼び 交す 聲を 聞く と 調子が ちが つて 居る ので 叉 伯林 へ 呼び か へ される。」 昨夕 口 1 

へ ング リン を 見聞に 出かけました。 例の ゥ ー バ ー チュ ァ のガヂ ヤンで 少し 可笑しくな りました。 

ェ ルザに なった 女が 丁度 グ リウ ズ のかく 女の もう 少し イン ノ セン トな樣 なので 大喝 采を得 まし 

JJOJ 朝日 新聞 を 達って 來て 居ました が來 なくなり なした。 誰れ から 送って くれた かわからない 


52 


年 二十 四 治 明 


先生 は 御存じはありません 力 

七月 四日 

先日 此處の 檎の展 覽會を 見に 行き ましたが、 隨 分まづ いのもあって 矢張り 佛國 などから 見れ は 

少し 田舍 かも 知れまい かと 思 ひました。 デカダン も少ぇ ありました。 思い切った； li があります。 

パステル だの H チ ングの 様な 日本で 見馴れぬ もの は いづれ も 面白くて 垂涎の 体で ありました。 そ 

れ から 彫刻で もどう も 日本で はま だ 見られぬ と 思 ひました よ、 一 つ は 手本になる 人間の からだが 

出来て 居ぬ から 仕方がないで しょうが 

七月 五日  寅. 

八 九 

七月 八 B 木 午前 九 時 1 十 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 1^ 氏へ 〔搶 はがき t イク 

ト リア • ルイ ゼの 廣 場〕 

皆. M 樣御變 り も 無 之 候 哉 私事 不相變 無事 段え に 土地に も 馴れ 候 間 御 安心 被 下 度 願 上 候。 當地は 

不 相變凉 しく 日に よりて は 外套 を 着し 候が。 少し 暑い 日 も 有 之 候。 宿の 近所の 搶 葉書 を 見つけ 候 

間 御 目に かけ 候。 御覽の 通り 家 は 皆 五 階に 定り 居り、 大變に 立派に 候。 一 番下は 多く 店屋に て 二 

階より 上に は 色よ の 家族が 住居 致し 居り 候。 家 は 赤 煉瓦 は少く 大定薄 鼠色に 塗って あり 候。 高い 

窓 の 外の 欄干に は 色. - の 草花 さ き 乱れ 奇麗に 御 坐 候。 先 は 右 迄 余事 後便 に て 
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七月 七日  寅彥 

〔寫 3M の 建物 及び 街 上に 夫々 xo を 印し〕 

X 此處で 大抵 毎日 食事 を 致し 候。 

〇 宿 は 此の 角 を 右へ 行って チ ョ ッ ト 4^ へ 曲った 處に有 之 候。 

九 0 

七月 八 曰 木 午前 九 時一十 時 伯林より 韓國黃 海道 黃州 間^ 純 知 時 道 知」 氏へ 〔絵はがき 伯林？ 動物 

IS 內 の-池〕 

此處の 池に 貸船屋 があって ボ— トを かして 居る、 ボ ー トの ともに はいろ/ \- の 旗が 立って 居る 

が 日本の 日の丸 や 軍艦旗 も ある。 

大抵 二三 人 乘のボ ー ト である、 大抵 美人 をのせ て 居る、 佳人の 奇遇に でも ありそうな 景色で あ 

る 

七月 七日  寅 

九 一 

七月 十一 B  B 午後 五 時 —六 時 伯林より 本 鄕區駒 込嚅町 一一 田 丸卓郎 氏へ 〔捨 はがき〕 

拜^ どうもつ いく 御無沙汰 になって 濟 みません 先生に も 御 家族 も歡變 りはありません か。 私 

は 幸に 健康です が 言葉の 上手に ならぬ のが 一 つの 病氣で 此れば かりに 苦しめられて 居ります。 R 
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の 音 は 先生の 御 敎授で 要領 を 得て 犬に 仕 合せし ました c」 先日 al へ ング リン を 聞きに 參り まし 

たが 目と 耳と 兩 方から はいるので よく 意味が わかった 樣な氣 がしました。」 伯林 は 夏の 休みに な 

つて 淋れ たようであります CJ 私 は 八月. 頃から スカ ンヂ ナビア へ 旅行 致したい と 思って 居り ま 

すピ 遙に御 健康 を 祈ります。 御 家族 御 一 同様へ も {且 敷 願ます 

七月 十 一日  寅 


九 二 

七月 十四 B 水 il- 後一 時— 土 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 「繪 はがき ホ I 

へ ンス タウ フ T 一  ン街 J 

〔表に〕 

御 地で はもう 暑くて たまらぬ 頃と 存じ 候。 此方 はま だ 一 向暑い と 思 ふ 日 はなく。 瑞西 では 大雪 

がふった とか 申 候。 毎日 天氣 定まらす 晴れたり 降つ， たり、 一 日 も 傘 を 持た すに は 外出され す c」 

御 一 同 御 自愛 專 一 に 御 坐 候 

七月 十四日  0 

i に〕 

此 の 町 は 毎日 語學 の 先生へ 通 ふ 道筋に ある。 此頃は 伯林 中 の 人が 避暑に 出かけて 町 は 淋し い。 

其く せ 伯林 はちつ とも 暑くな く 却て 寒い 位で ある」 

〔寫眞 の 夫々 の 箇所に X 印 ズ は 線 を 引き〕 
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6 

藥屋 辻 待の 馬車  • 

みんな 此んな 風に 窓 をし まって 家內中 こぞって 旅行に 出力け る 

食料品店 電車 停留 場の しるし 電燈 

此れ は 火事 を 報知す る 器械で 郵便 函で はない  F  — 

，の 塔 朝の 十 時と 夕の 六 時には 賑に鐘 をなら して 人 を 呼ぶ 

タツヤ 

九 三 

七月 二十 一二  B 金 S 八 T 九 時 伯林より 高 知 市外 江， 口町 大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ if. 

〔表に I 寸、， /ヒ ま： > り 卸瑞書 准な 「 (七月 廿 三日 午後) 難 有拜見 致し 皆え 樣御變 り もな く 目 出 

^t^^^^p 存 U き i に ては| 車の 往来 頻繁に て、 余り 速き 爲め殆 んとー  1 

^の^ ^ せ ^ 候 は MisisI 車の f 走る 自働 車が 誤 M 見； ff::^ お" 

ドひ" H 重傷 出し 大 f 致し 候此！ 書は 「自働 車乘の 夢」 と 題した 穿ちに 御 f 一，、 

上け 死 三人 重傷 5^ 人.^ は 0^ュ 3:/^^、。  S-  一  *产、睐下度^^、。 先 は 右 貴酬 迄 草よ 申 上 候 余事 後 

自働 車乘は 夢にも 落 付いて 居られぬ と 見へ 候 御-:^ デ：^ M^l-ifi 11. 

便に て 可 申 上 候 

七月 廿ー 一日 


年-二十 四-治 叨 


此れ は 極贫乏 人の 住居に 候 

私の 部屋 は寢窒 でもなんでも すっと 此れより は 上等に 御 坐 候 机 長椅子 戶棚 (三 個) 其. t スト ー 

ブ 時計 額面な ど 中. - 立派に 御 坐 候 , 

〔給の 夫々 の 物より 線 を 引き〕 

此 通り 枕が 高 過ぎて 馴れる 迄 は 工合よ からす 候 

蠟燭 水壺 洗面 鉢 使った 水 を 捨てる バケツ 

九 四 

七月 二十 -IB 金 午後 八 時— 九 時 伯林より 牛 込 區早稻 田 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔繪 はがき 新聞 賣の老 

爺の 搶〕 

フリ ー ドリ ッヒ 町の 辻に 立って 

「ロカ ー ルアン ツァイ ガ ー け ：0 タ ー、 ゲ プラットけ； ディ、 ゥォッ へ ー け； シムプリチズムス^^: 

 J 

雨が ふっても 平氣 で、 I 下の 垂れる 新聞 を だら りと さげて 「ロカ ー ルアン ツァイ ガ It:  」 

「タ. I ゲ プラット  」 

「  J 

「  J  一 
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大學の 正門の 柱石に 腰かけて 新聞 を賫る 婆さんが ある。 近眼と 見へ て 喰 付く 様に 新聞 を 讀で居 

る。 時 i 思 出した 樣に 

「ロカ ー ルアン ツァイ ガ. I  タ— ゲ フラット"：  0   0   」 

〔背景の 背 向き？ 人物に 線 を 引 いて」 

巡査 

九 五 

七月 二十 六 B 月 .1^ 後 三時— 四時 伯林より 牛 込 區早稻 m 南 町 七 夏 ほ 金 之 助 氏へ 〔絵はがき Kdniglicher 

zwingerj 

〔表に〕 

昨 n ドレ スデン へ參り マドンナ をお がみ 年来の 戀 人に 逢った 心 持が しました。 レ 一一 の Ecce 

Homo や ルイス デ ー ルを 始め ァ ンド レア デルサルト もテ ンテ ロット も 皆 御 目に か 乂 り 友達に め 

ぐり 逢 ふた 樣に思 ひました。 マド ンナ は寫眞 などで 見る となんだ か 眼が いやに 窪んで 何處 やら 品 

のない 顔でした が 親しく 拜んで 見る となる 程 美しく 尊い 聖母に 相違ない。」 ド レ スデ ンは 町の は 

づれに 山が 見へ て。 H ルべ に は 筏が 流れて なんだかな つかしい 樣な處 です。 田 舍は麥 の 秋で。 朵 

のない 平野に は i: つた 麥が 束ねて 立て 、あって。 大きな 鎌 を かたげた 百姓 も頻 冠り して 土瓶 を は 

こ ふ田舍 乙女 も 潔 車から 見ました。 

〔裏に〕 


58 


年 二十 四 治 明 


マド ン ナは 正面の 長い 建物の 左の 隅に 一 室 を 一 人で 占めて 居ます 

建物 は 古色蒼然 として 居て 庭の 幾何 學 的に 美しい 處が 一 種 特別であります 

九 六 

七月 二十 七日 火 午後 零時 I 一時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 〔1? はがき〕 

一 昨日の 土曜から 日曜へ かけ 物理 科の 者 四 人で ド レ スデ ン府へ 万 國寫眞 博 覽會を 見に 行た 其 序 

に 其處の 有名な 畫 堂へ 行て 世界に 名高い ラ フワ ヱル のマド ンナ の繪を 見物した 豫想 以上で 面白 か 

つた。」 

此總 葉書 は獨 逸の 皇太子妃 殿下と 皇孫 殿下で ある。 恐れ多い 話で は あるが、 皇孫 殿下の 大きな 

眼 をし て 居る 處が 何處 かう ちの 子に 似て 居る し 妃殿下の 額の 長い 處も 面白い から 御 目に かける。」 

日本で は大變 暑くて 大坂 とかで は 兵隊が 死んだ そう ながこ ちら は 春の 様な 時候で 暮 しょい。」 

七月 廿 六日  寅 彥 

いづれ へ もよ ろしく 

九 七 

七月 二十 八日 水 午後 十一 時： 十二時 伯林より 韓國 黄海 道 黄 州 問 峙純知 (當時 道 知) 氏へ 〔絵はがき 野 

並龜治 氏との 寄せ 書〕 

數 日の 內に野 並が 出發 して 歸る 事に なった。 今夜 一 處に近 邊のレ スト ー ラ ンで飯 を 食って ビ ー 
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ルを 一杯 づ 飲んで 後一 一人で 小生の 宿へ 歸 つて 色 > 、の 話 をした。 それから 思い立って 在り 合せの 

搶葉書 を 差 上げる 事に なった 

寺 田 も近來 r ビ ー ル」 が 仲々 「いける」 樣 になった 流石 は 製造 本家の 化 入 品 は 甘い か、 りで ある、 龜、 

七月 廿 八日 

〔繪の 馬の 背に 群る 虻、 駁 者の 說明〕 

伯林 はそんな でもない がド レ スデ ン へ 行たら 此の 小 動物が 多い に 少し 驚いた 

クッ チヤ ー と 名け る 食つ ちゃ ぁ飮 むので 大抵 腹が 布袋の 様で ある 

〔駄 者の 後 脇の 箱樣の 物に X を 印し〕 

X タキ サメ ー ク— 車賃 を自働 的に 針で 示す」 自働車 や 電車で 目の 廻る 樣な 伯林の 町 を こんな 

のろく した 所謂 ド 口 シケが ポクく 走つ て 居る の は 面白い 

町が ァ スフ アルト 故い やに ボカく 鳴る 時よ すべって 馬が 大道へ すわり 込む。 寒い 日 は 馬が 毛 

布 を 着る  寅彥 

西洋の 町で 馬車 ゃ自働 車の 賃金 を 示す に 「タキ サメ. I タ IJ  (Taxameter) を 用 ゆ、 お 且那樣 の 酒の 量 を 測る 

に は 何 をお 用です か、  龜 

野 並 曰く。 伯林の 町で も 夜 十 時より 朝 三時 迄 別 攛が步 て をる の は 面白い、 1- 日中 も 居らん こと もない 

九 八 

七月 二十 八 B 水 午後 十一 時— 十二時 伯林より 韓國黃 海道 黄 州 韓阈與 業 會社間 崎 純 知 (，當 時 道 知， } 氏へ 
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-年 二十 四 治 明 


〔繪 はがき 倒した 酒 瓶の 上に 男女 二人、 口の 所に 給仕 人が 立てる 澄畫 野 並龜治 氏との 

寄せ 書 裏に 野 並 氏の 署名 「亀」 の戲畫 あり、 省略〕 

〔表に〕 

今夜 寺 田 君と 會 食し 食後 更-ー 仝 君の 下宿に 歸り 種々 談が 君の 事-一 及び 殊-ー 君ハ搶 ばかき」 に 特別の 趣味 を 以て 

居る 事より 逮， 一目 下 伯林-一て 大 評判の 搶 はがき」 を 送る。 其 寓意 は 御 鑑定に 任す、 七月 廿 八日 龜 

小生 近々 出發、 佛、 英、 米 を 経て 十一月 歸 朝の 箬 

此擒 葉書の 意味 は 小生に はよ くわから す。 追て 野 並 政府 委員より 說明 ある 事と 存候 寅 

S に〕 

巴 里の 名物、 戀 のかけ 橋德 利の 丸木橋 岌 、、乎と して 危ぃ哉 兎角 酒の 上の 事ァ、 ボ ー トル サン テ 

一 昨日 フラ ンス 人が 飛行機で ド ー バ ー 海峡 を 飛び 渡った。 此禱は 醉に乘 じて 魂 天外に 飛行す る 

處 

此處 では 給仕 人の 事 をォ— バ ー とい ふケ ルナ ー の 頭の ォ ー バ ー ケ ルナ —の 叉 頭文字 だけと つて 

凡ての ケ ルナ ー の尊稱 にした もの だとい ふ。 ォ ー バ ー 先生 時. -釣 f{ を 胡麻 かすから 油断す ると ォ 

1 バ 力 を 見る。 獨 逸人 はォ ー バ ー を 呼 ふ 時で も 叉 他の 人 を 呼ぶ 時で も オイく の 代りに 口の 內で 

プ ス ッと いふ。 少-- 可笑し い 

七月 廿 八日  巴 里の 隣の 伯林に て 寅 ひ..) ね 

九九 
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八月 三 曰 火 午前 十 時 ー 十 一 時 伯林より 本 鄕區森 川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏 へ 

拜； W 度 御 便り を 下さって 難 有う、 先生 や 諸兄の 消息お かげて 承知す る 事が 出来て 何より 難 

有く 御 禮を申 上げます。 小生 も 幸に 無事に 暮 して 居ます から 御 安心 を 願 ひます。 まだ ハイム ゥェ 

1 も 起り ません。 なにしろ 忙しくて そうい ふ 暇 もない ようです。 忙しい といって 勉強の 爲め ばか 

りで はなく 遊 ふ 事 やら 飯 を 食 ふに 忙しい。 毎日 晝 飯と 晩飯 をレ スト ー ラ ン迄 食いに 行く と 屹度 誰 

れか 日本人が 来て 居て いろんな 無駄話し で 時間 をつ ぶす。 學 校が 朝 一 度あって 午後 五 時 頃から 又 

ある。 此れに 通 ふ 電車が 片路 三十 分 位 か- -る。 それから 語擧の 先生 處へも 往復 三十 分か， -る。 何 

だかんだ と驅け まわる 中に もう 一 日 はゴタ と 立って しま ふ。」 こちらの 學生は 晝飯後 三時 か 

四時 頃 迄晝寐 すると 見へ ます 此 間に は 授業はなくて 四時 か 五 時 頃から 八 時 頃 迄 授業 か ある。 夏の 

內は 午後 八 時 はま だ晝 だからい、 が 冬 は 夜 學の休 裁 だそう です。」. 

獨 逸へ 来たら ハイカラ にならねば ならぬ かと 心配して 居ました が こちらの 學 生や 先生方に は 小 

生 以上の バ ン カラ はいくら でも あるので 大に人 意を强 くしました。」 今年の 夏 は 例年に なく 寒い 

そうです が實際 華氏で 七十 度內外 〔の〕 時には 外套で も 着なければ ならぬ 事が 時. - ある。 往来で 人 

の 着物 を 見ても 冬服の やうな 厚い の を 着て 居る 人 も ある。 そうかと 思 ふと あるば かの ような もの 

を 着て いるの も ある。 帽子で も麥 藁ゃパ ナ マより は 中折れ (鳥の 羽毛の つ いた チ 口 ル帽) か 一 番 

多 いのは 黑の山 高の ようです。 茶色の 山 高 も 見受ける。 女は眞 白が 大分 此頃 多い。 しかし 眞 赤な 

衣服 も ある。 西風の 寒い 外套で も 着たい ような 日に 皮膚の 見へ すいた 薄い もの を 着て 平氣で 歩い 

て 居る處 を 見る と獨 逸の 女の 野蠻な 事が わかる。 大畢の 廊下 や 庭 や 裹のカ スター 一 I ンヮ ルド をパ I 
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华ニ 十四 治 明 


ンを かじりながら ノ ソリ/ \ 歩いて 見る 女 學生を 見る と田舍 者に は少立 恐し くなる。 男の 學 生と 

よく 連立って 横行して 居る。 こんな 女學 生に は 隨分ヂ 、マ ム サイの も 居て 僕の すぐ 前の 机に 坐る 奴 

など は 襟の よごれた ブル ー スを 平氣で 着て いる。 男の 學生は 十中八九 カラ ー だけ は眞 白な やつ を 

やって 居る。 此れ は學 校へ 出る 時 だけ 白 いの を かへ て 出る とい ふ 話です。 男の 頭 は 奇麗に 分けた 

の も 多い が。 日本で も 見ない ように 短く 莉り 込んだ 本當の 坊主 あたま も あれば。 一度 も 櫛 を あて 

ないような 乱髮も ある。 た どれ もこれ も 獨逸語 を 僕より 上手に しゃべる のが 瘤に さわる。 外國 

人 も澤山 居て 露 西 〔亞〕 人 も 割合に 多い。 露西亞 人で 日本の 浮世 績を 研究して 居る 男 も ある。 伊太 

利 人で 冗談ば かり 云って 居る の も ある。 支那 人 も 居る。 髮も顏 つき も 日本人に 似た ル ー マー ーァ人 

も 居る。 ぉぢ いさん も 居れば ホンの 小 供 も 講義 を 聞きに くる。 コア ー 學 生と いふ 奴 は眞赤 ゃ靑の 

帽子 を 着て 派手な 色の リボ ン を當番 士官の 樣に斜 に 肩から 腋の 下へ 結んで 頰ぺ た を 創 だらけに し 

て 歩いて 居る 頭を繃 帶で卷 いて 居る 奴 も 居る。 擧 校の 玄關の 掲示 場に は ゲル マ ユア、 ボル ッシァ 

云 i とい ふフ H ライン の 廣吿が 一 方の 壁 をす つかり 占領して 居る。 ク ナイべ ー 何 町 何番 地に 於て 

とい ふ 事が 屹度 書て ある。 此揭示 場に は 講義の 褐 示が 各 分科に しきって 敎授 方の 自筆で 出て 居る 

Tch  s.e(121k<3  im  fclg-21d§  Semester  Rrof.  Dr.  と い ふような 事が 書て ある。 大抵 變な 

文字で 讀 みにくい。 それから 學 位授與 の廣吿 それ は ラテンで 印刷した もので ベ ル リンと 云 ふ 事 を 

ベ 口 リナな ど、 しゃれて 居る。 それから 語 學敎師 の 廣吿も ある。 余 は 若き 佛人 なり 佛語 を授 くな 

と \ いふの も あれば。 獨 逸人 もしくは 獨逸リ ン と語學 を 交換した しとい ふ 以太利 人 か 露 人 も ある 

それから 下宿屋の 廣吿晝 飯 privatmittas-stisch の 廣吿も ある。 床屋 眼鏡屋な どが 學生 諸君に 對し 
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き-引 大勉强 致 候と い ふ 廣吿も ある 。 タイプライタ ー の 寫字 を受合 いますと い ふ 廣吿文 の 緩り が少 

し間逮 つて 居たら 誰れ の い たづら か 赤 鉛筆で 意地 惡く なほして？ を 三つば かり 書いて ある。 いた 

づら 書で 思 ひ 出した が敎 場の 机に 樂 書したり 机の 上 板 をけ づ つたり する 事 は 日本 も 同様で ある。 

しかし 書いて ある 事 は 少しち がふ。 例へば 教授の 似顔な ど は 東西 一致 だが 心臓に 失が 中って 血 

の 滴って 居る 畫 やら いろんな フ ェ ラインの 記章の モノグラム それから 艷し い 女の 名な どが 目につ 

く。 それから ナボ レオン の 首 やら 蛇 やら 骸骨 やら 塔 やら 細に 調べたら 面白さう である。 

獨逸 語. に は 相 變らす こま _ ^て 居ます 日本の 片 假名で 現 はせ る 様な 音 は 誠に 少 いとい ふ 事が 始 

めて 此頃 わかって 来たよう た氣 がする。 妙な 中途 はんぱな 音が ゴ チヤく と 早口に 出て くるので 

始終 めんくら ふ。 就中 R の 音な ど は 一番：^ 介です。 レスト— ランで ォ ー バ ー (ォ— バ— ケ ルナ ー 

の 略 だが 凡て のケ ルナ I をこう 呼ぶ) に Erdbeeren と 命 するとい つ でも 聞き返 / さ， 丄 るので 賡に 

さわって たまらぬ 一 休獨 逸人 は 察しの 惡ぃ氣 の 利かぬ 人種で 殊に ォ— バ ー などに なると 一 層甚 

し い。 叉 此の ォ ー バ ー とい ふ 人種 は 中え する い 人種で よく 釣り 戔を 胡麻 かした がるので 少しも^ 

断が 出来ない。 序に 釣りせ 戈の 勘定し 方 を 御 話しす る。 例へば 一 マルク 五十 文の 處へ五 マルクの^ 

货を 出す とヅボ ン のかく し へ 手 をつつ こんで 小せ 戈 を 一 握りつ かみ 出し 机の 上へ 先づ 五十 文 置き 

「これで 二 マルク」 と 云 ふ 次に 一 マルク 出して 「これで 三 マルク」 と 勘定し 終に 二 マルク 出し 

「アル ゾ ー、 フン フ マルク、 ビッテ シェ ー ン」 とい ふ。 金 を 並べなければ 引き算が 出来ぬ と 見、 

る 0 

R で こまらされ るの は 宿の 御 神さん や 御嬢さん である (フラウ、 フ 口 イラ 〔ィ〕 ンと いふより フ 
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ァゥ、 フォイ ラインと いった 方が よく 通じる C) 例へ は Warten とい ふの が 小生に は wachten 

と 聞へ る。 Wurst なと、 來ては 到底 上品な 日本人の 咽喉で 眞 似の 出来ない 野蠻な 昔で ある。 と 

ても眞 似す る氣 にならぬ。 ：o は猛 獸の吼 へる 如くな は 鳥の 叫び 聲の樣 である。 例の レスト ー ラン 

で 御 客の 注文の 御料 理をォ ー バ ー から 聞て 料理番に 傳 へる 女の 叫聲 など は テア ガル テ ンで よく 鳴 

ている 鳥の 聲と 寸分ち が はぬ。 どうしても 森林の 中から 發 達した 人種に 相違ない と 思 ふ。 「十 番 

_  原  原 

御 一 人さん 口 ー ス で ごはん だ あ ー い」 と 優しく 出る 處を 「力 ルブ スリュ ン ゲン、 ルリ ンダ ー ブ ル 

スト」 なと いやに 鋭い 音に ァクセ ン トを强 くお いて 黄色い 聲で 叫ぶ のが 家の 中に 響き渡る。 シ 

ュ ワルツ ワルドの 森の 中で 鵪の聲 でも 聞く 様な 心地が する。 しかしこう いふ 家の ビ ー ル くみの 女 

などに は 存外 美人が いる。 通い なれた ス タム ゲ ス テの 吾- -に はフ a ィ ンド リツ ヒな 笑顔 も 見せる- 

飯 を 食つ て 居る と 近傍の 下男 從卒 下女な どが 大きな 德利を もって ビ ー ルを買 ひに 來る。 可愛らし 

い 十一 ニニの 女の 兒な ども 來る。 日本人のお ぢ さんが 一 一三 人 も 居る と 珍しそう にこ わそうに じろ じ 

ろ 見る。 少し 顔 を ゆがめたり、 手 を あげて 失敬で もやって 見せる とに こ，/ \ して 向 ふから もから 

かふ。 何處 でも 子供 は 可愛い。 從卒 などが 派手な 色の 立派な 制服 を 来て 大きな 德利を か X へて 來 

るの も 面白い。 ビ ー ル 買の 下女の 中には 美人 も 居る。 恐し くす まして 來 るの も あれば。 少し はに 

かんで 笑 窪 を 見せる の も 居る。 

今朝つ いた 國民 新聞に 大 塚さん の 「文學 評論」 を 讀んで が 出て 居ました 國民 新聞 を 送って 頂 

いて 非常に 難 有い とい ふ 事 を 御 序の 時高濱 さんに 御 傳へを 願 ひます。 

此 手紙 先生に も 御 序の 節 御 目に かけて 下さ い。 
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諸君に よろしく  、 

コロサ ー ルと いふ 複詞 形容詞が はやる。 コ C サ ー ル クライン など は 直譯は 出来ぬ 

獨逸 語で 不思議な 言葉 は doch  SC ま n  na の 類です。 

ォ ー バ ー に Trink£i.eld を やっても 少 いと 默 つてと る。 少し 多く なれば danke を 鼻の 中で い 

ふ。 も， リ 少し 多く やる と ダンゲ ゼ ー ァ。 もう 少し 澤山 やる と 「ィヒ ダンゲ ゼ ー ァ」 と來 

る 一番 上等が 「ィヒ ダンゲ—、 アムべ ス テンス」 

宿の 前 居た 下女に 何 か 云いつ ける と Na,  is-  schSn, とい ふ 何でもかんでも 「 ナ—、 スシェ 

1 ン。」 今度 來た 下女 はなんでも 「ゲ アン」 そして 小生の 名 を ヘル、 テー" ー ダ。 小生が 碌に 

話の 出來 ない 癖に 新聞が 讀め るの を不思 儀に 思って 居る。 わからぬ 文字が あって 聞いて 見る と 

兩手を パッと 開いて 肩 を すぼめる。 「ゥ ワイス、 ニヒ」 

Nicht さ ahr  ？ に 色よ ある 「一一 ヒヮ ー」 「一一 17  1」 「二 ヒ」 「子」 

一 00 

八月 Ills 火 午前 十 時 I 十一 昨 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔繪 はがき〕 

拜啓 暑さの 候 皆え 樣御變 り もな く御暮 しの 事と 奉賀 候ドて 私事 不相變 無事 御 安心 被 下 度 願 上 候 _ 

當地は 例年に なき 寒さの 由に て 四 五日 前 少しば かり 雪 ふり 候。 珍しい 事に 御 坐 候。 御 地 は 暑さ 强 
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き 由 新聞に て 承知 致 候」 此論』 葉書 は 先日 ド レ ス デ ン と 申す 處 へ 寫眞 博覽會 見物に 參 りたる 節 求め 

たる ものに 候。 此の様な 美しい 花壇 は當 地に も 珍しから す 候。 時- -花を 植へ更 へ。 毎日の 手 入に 

澤 山の 人 を 使 ひ 居り 候。 芝の 美しい 事 は 父上 様に 御 目に かけ 度く 存 候。」 余事 後便 

八月 三日  -  寅彥 

I  0 一 

八月 五 B 木 午後 三時— 四時 伯林より 高 知 市外. y ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田貞子 氏へ 〔給 はがき 猫 を 抱 

ける 少女〕 

テガ ミヲァ リガ トヲ。 マタト キド キテガ ミ ヲ ォ クッテ チヨ ヲ ダイ 0 一  コノ ェ ハガキ 

ハ コ チラ ノ コドモ ノ シ ヤシン デ アリマ ス 0 コ チラ ニ乇 力 ワイ ラシィ コド乇 

ガ タク サン ィ マス 

八月 五日  父 ヨリ 

貞 子 殿 

一 0  二 

八月 十五 B  B 午後 二 時— 三時 伯林より 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 田 丸卓郞 氏へ 〔繪 はがき〕 

〔表に〕 

御 端 書と a 1 マ 字 難 有く 拜見 致しました。 先日 は 御 出生で 御目出度う 御 坐い ます。 其 後の 御 日 


だち も 御宜敷 事と 存じます。 なほく 御大 事に」 明後日 あたりから 旅行に 出ます。 丁度 瑞 典で ス 

トライ キが あるので 少し 困りました。 途中から 總葉 書で も 差 出しましょう。」 伯林 は 二三 日位少 

し 暑かった と 思ったら 又 寒くな りました (本日 正午 窒內 十八 度 C 晴) ュ ー バ，' ハウプト 夏と は 云 

はれません。」 今日は 日曜で 伯林 は 淋しう 御 坐い ます。」 宿の 向 側に 馬 を 貸す 家が あって 軒に 鳩 

が 居ます。 鳩 も 雀 も 今日は のんき そうに 見へ ます。」 どうか 田中舘 先生 や 長 岡 先生に 宜敷 御鳳聲 

を 祈ります。 

乍 悼 御 家族 御 一 同様によ ろしく 

八月 十四日  寅  彥 

〔裹 に〕 

こちら は 明けても Jut れても 空中 飛行の 噂で、 毎日の 新聞に 何 か 一 つ 出ぬ 事はありません。 それ 

から 新聞の 御き まりの 種が 電車 や アウトに 輓 かれた 人、 自殺、 强盜、 何處 でもよ い 事 は 余り 新聞 

に は 出ぬ と 見へ ます。  . 

こちらの 小 供 は 中立 可愛い、 のが 居ます タ ー ハ と やられる と 不偷决 な 時で もつ い 釣り；； <1 まれ ま 

す 

伯林へ 來 てから 西洋人から 道 を 聞かれる 事が もう 五六 度になります 知って 居る 町で もうまく 云 

ふ 事が 六 かしくて. 大休ゥ アイス 一一 ヒ、 しかし 肩 を すぼめて 兩 手をパ ッ ト 開く 芝居 は 私に は 出來ま 

せん 

此處へ 1^ て覺 へた 言葉 は na  doch  kl.iegen それから 無闇に mal was を 入れる 事。 終りへ J.a  ？ 
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をつ ける 事 子供の コム マへ ァ など 此れ だけて 一 向 進歩し ません 

一 0  一二 

八月 十五 日 曰 午後 二 時 I 三時 怕 林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔繪 はがき〕 

いよく 二三 日內に 旅行に 出かける 積り、 多少 心配 も あるが 大に樂 しみで ある。 荷物 は淺 草で 

買た 四角な カバ ン 一 つで 身軽で ある。 旅行先から は 時え 通信しょう。」 伯林 は 二三 日 少し 暑 かつ 

たが 又 寒くな つた 今日は 正午で 六十 四 度 日本と は 大したち がいで ある。」 田 丸さん から ハガキ か 

来たが 先月 又 女の 御子さん が 生れた そうな。 して 見る とうち は 大出来の 方で ある」 本 多さん の 奥 

さんが 見へ たそうな。 一 度 御 招きで も すれば よかった」 獨 逸人が 一 休に バ ン カラ 故 余り ハイカラ 

になる 氣 にもなら ぬ 相 變らぬ 風 をして 居る。 服 もま だ 作らぬ。」 大河 內 君が 月 沈 原から 歸 つて 來 

て賑 になった 

八月 十五 日  寅  • 

一 0 四 

八月 十九 曰 木 午前 十 時— 十一 時 ダンチヒより 古 1; 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 li- 氏へ 〔鎗 はがき〕 

謹啓 皆え 樣御變 り も 無 之 大慶 至極に 存候 私事 今朝 伯林 出發 午後 五 時 北獨逸 海岸の 都グ ンチヒ と 

申す 處に參 り 候。 古き 歷史の ある 町に て 昔の 獨 逸の 面影 を 止め 居り 面白く 候。 今夜 一泊 明朝 海岸 

の 地 al を 一 見し 更に 北行 致すべく と存 居り 候。 獨 逸國內 なれば 何 處へ參 り 候ても 伯林に 居る と 同 
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じ 心 持に て 少しの 不自由 もな く 候。 荷物 も 手 さげ 革 盤と 傘 一 本に て 氣樂な 旅行に 御 坐 候 御 安心 被 

下 度 候、 余事 後便に て 

八月 十八 日  寅  彥 

一 0 五 

八月 二十 B 金 午後 五 S.1 六 時 ピ ラウより 高 知 市外：； d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔搶 はがき〕 

今日 北海の 人 江の 口 丁度 浦戶 のよう な 村へ 來た。 海岸 を 歩いて 居たら 昔日 本へ 行た 事の ある 水 

夫が やって来て 色え 話 をした。 面白かった" 

此處の 海岸 はすつ かり 牧場で 牛の 群が 遊んで 居る 所 は 油擒其 儘で ある。 藁屋根に 鵠が巢 をして 

居たり。 風車が 岡の 上に 廻って 居たり。 昔獨 逸の 讀 本て 見た 檎 を今實 地に 見て 大變に 面白く 感じ 

る 

あす はセ ントピ —タ —スバ ー グへ 行く 

八月 十八 曰  寅  彥 

10 六 

八月 二十 IB  土 ゲイ ルバ —レンより 高 知 市外 江ノ n 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔繪 はがき〕 

唯今 露 國の國 境に 人り 候 

八月 廿 一日  寅彥 
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一 0 七 

八月 二十 二 曰 日 ペテルブルクより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔絵はがき ホテル. ァ 

ン ゲリャ ー ,1 

昨夜の 夜 潔 車で 今朝 露國 の都セ ン トビ ー タ I スバ ー ク へ參り 候。 處變れ ば品變 りて 色よ 面白く 

見聞 を 廣め 候。 昔の 敵國 なれ ど 人 はよ ろしく 候。 一休に 物の 高き 事は殆 んど獨 逸の 倍に て 此れに 

は 驚き 候。」 明日 は 少し 離れた 村に ある 世界で 有名な プ ル コ ゥ ァの 天文 臺を 見に 參 ります 

八月 廿 二日 (露國 では 八月 九日)  寅  彥 

〔寫眞 の 建^の 四 階の 所へ〕 

私 は 此邊の 窒に宿 を 取って 居ります 

一 0 八 

八月 二十 二日 日 ぺ テルブ ルクょ リ韓國 黄海 道 黃州間 崎 純 知 (當時 道 知) 氏 へ 〔鎗 はがき〕 

今朝 今 處へ來 ました。 どちら を 見ても 露西亞 式で 面白い。 丁度 日曜で 此 處の大 伽藍の 禮拜式 を 

見ました。 有名な 子ヴァ 河の 濁流の 勢 盛んな 處も 見ました。 二三 日 滞在して 見物し ます 

. 八月 廿ー 一日 (當 地の 九日)  寅 彦 

I  0 九 
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八月 二十 六 曰 木 午後 二  js- ヘルシンキより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 氏へ 〔繪 はがき〕 

昨夜 露 都 を 出發千 湖の 國 とて 名高き フ ィ ン ラ ンドの 都へ 參り 候。 湖水と 嶋と 森と 岩山ば かりの 

國 にて 令ゾ しく 候。 明日 は 船に て ス ェ ー デ ン の都ス トツ ク ホルム に 向 ひ 候、 

八月 廿 五日  寅  亲 

一 一 0 

八月 二十 九日 日 ストックホルムよ リ高知 市外 江ノ n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき〕 

一 昨日 ストックホルム へ參り 候。 當地は 中 i 見る 物 多く 日よ 奔走 致し 候。 本日 博 覽會を 見物し 

ウプサラと 申す 大學の ある 町へ 向 ひ 申 候。 それより いよく 那 威の 北の 端の 方へ 參り 候。」 昨夜 

は當 地の 杉 村 公使に 招かれ 日本料理の 御馳走に なり 候。 又 熊 本 高等 學校 にて 知り合 ひの 男 此處の 

書記官と なり 居る に 遇 ひ 奇遇 を 歎じ 候。 何處へ 居ても 日本人の 居らぬ 處 はなく 候。 又北國 にて は 

日本人 を 歡迎し 非常に 親切に 世話し くれ、 昨日 は此 處の學 者より 晝飯を 馳走に なり 候。」 此緣の 

小 供 は 當國の 田舍の 服装 を 示し 居り 候 

八月 廿 九日  寅 彥 

一 I 一 

八月 二十 九日 B ストックホルムより 韓國黃 海道 黄 州 問 峰 純 知 (常時 道 知) 氏へ 〔絵はがき〕 

比處の 公使館で 思 ひかけ す 吉田美 利 (公使 舘 書記官) に會 ふて 熊 本 時代の 昔話 をした の は 面白 
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かった 今日 博 覽會を 見物して 明日 ウプサラ へ 向 ひそれ からい よ- 

八月 廿 九日 


一 二 


？極 圈內へ 進入し ます 

寅 彥 


八月 三十日 月 ストック ホルムより 牛 込 區早稻 E 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔1? はがき 吉田美 利、 尾 中 富 三、 

二 氏の 署名 あり、 省略〕 

ストックホルム にて 計らす 吉ぼ美 利 君に 會 ひまして 色 i 案內 して 貰 ひました 此處で 名物の 海老 

を 食 ひ 赤 大根 を かじりました 

八月 廿 九日  寅彥拜 

一 一三 

八月 三十 一日 火 ウプサラより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 〔搶 はがき〕 

昨日 スト ッ ク ホルム を 立って 少し 北の方の 大學町 ウプサラと いふ 處へ來 た。 此處の 物理の 先生 

から 御茶に 呼ばれて 先生の 御 家族に 引き合 はされ た C 到る 處で好 遇される の は 愉快で ある。」 今 

衣 此處を 立って 眞 北へ 進む 三十 時間 以上 嶽 車に 乘ら ねばならぬ CJ 旅行 中 は 中. - 忙しくて ゆる ゆ 

る 手紙 を かく 暇がない。 しかし 獨 逸に 居る 時よりも 一層 元氣で 健康 故 安心して 貰い 度い。」 當地 

はす しくて 冬服 着用。 今月 は 夏 を 知らす にす むらしい 

八月 卅 一 日 
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八月 三十 一日 火 ウプサラより 高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 中城陟 氏へ 〔搶 はがき〕 

ストックホルムで 御手 紙 を 受取った。 高等 擧校 へいよ く 御 入學の 由、 万歳。 いよく 健康 を 

大事に して 御 勉强專 一 に 御 坐 候。」 昨日 スト ッ ク ホルム を 立って ゥプ. ラと いふ 大擧で 有名な 處 

へ來て 居る。 今度 北の方へ 向 ひます。」 今日で は 日本人なら 世界中 大意 張りで あるけ て 愉快で あ 

る 0 

八月 卅 一日  寅， 

一 一 五 

九月 Ills 金 ナル ウィクより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寛 子 氏へ f 捨 はがき フィヨルド〕 

昨日 瑞 典の 北の 奥の 鉄鑛を 見物し。 馴鹿の 干 肉と 同じ 動物の^で 作った チ ー ス の 御馳走に なつ 

た。 ラプランド 土人 も 見た し 曠野 を驅る 馴鹿の 群 も 見た。 昨夜 那 威へ 越して 船 を 待って 居る。 此 

處は 世界中の 鉄道で 一番 北極に 近い 處 だとい ふ。 景色 は 余程 珍しい。 日本人 は 珍ら しいので 到處 

歡迎 される。 此處 から 嵐 船に 乘 つて 此繪の 様な 所ば かりく.. - つて 南へ 下りべ ルゲ ンと いふ 處迄行 

きそれ から 潔 車で クリス チア ナ迄 行く 豫定 である 

九月 三日  ナル ウイ ク より 
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一 一六 

九月 三日 金 ナル ウィクよ リ牛込 區早稻 田 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔^はがき〕 

昨日 ラプラ ン ドの鑛 山で 馴鹿の 肉 を 鰹節の 様に 乾し 固めた のと 同じ 動物の^で 作った チ ー スを 

食いました。 ラップの 土人の 娘 は 美しい。 ちび けた 樺の 木と 荅の 厚く むした 岩 塊ば かりの 曠野 を 

剥 鹿の 群が 驅っ て 居ました。 今日は 那 威の ナル ウィクと いふ 處で船 を 待つ て 居ます 

九月 三日  寅 

一 一七 

九月 七日 火 午前 七 時 1.^ 時 トウ。 ェム より 高 知 市外：： d ノ  ：3 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔1? はがき 

トウ n  一一  ニムの 街〕 . 

拜啓 一 昨夜 ノ ルゥ ヱ， 'の 海岸通りの 船に のり 今朝 此鎗の 町へ 參り 候。 今夜 又 船に のりて 更に 南 

へ 下り 候。 嶋 よの 間 を めぐりて 景色 美しく 候 航海 は 內海同 樣穩に 御 坐 候 

九月 六日  寅^ 

一 一八 

九月 八 B 水 午後 四時！. 五 時 ベルゲンより 高 知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔捨 はがき ベ 

ル ゲ ゾ ;§〕 
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謹啓、 担て 其 後 五日 間 海上に て那 威の 沿岸 を 南へ 下り ベルゲンと 申す 此繪の 町へ 上陸 致 候。 明 

日 は 此國の 都 クリス チア 一一 ァへ潔 車で 參 ります。 至極 健康で 元 氣故御 安心 を 願 ひます。 次 はいよ 

いよ デ ン マ ルクの 都へ 參 ります 

九月 八日  寅  1  一食 

一 一九 

九月 八 B 水 午後 四 S.— 五 時 ベルゲンより 韓國 黄海 道 黃州問 崎 純 知 (常時 道 知) 氏へ 〔綺 はがき〕 

那 威の 北の 端から 船に 乘 つて 五日の 間 此國の 沿岸 を 南へ 下り 今日。 ベ ルゲ ン とい ふ處へ 上陸し 

た。 此國 では 日本人が 大變 珍重され る 此國の 女 はすべ て (外形と 擧動) 日本人の 趣味に 適する と 

いふ 事 を 御 報道 致します 

九月 八日  那 威の 濱邊 寅 

一 二  0 

九月 十二 曰 B コ ペン ハ ー ゲ ンょリ 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏 へ 〔1? はがき〕 

今日 丁抹の 都コ， -ぺ ン ハ ー ゲンに 着き 申 候。 此町は 中 i の 大都會 にて 古き 立派な 建築な ど 多く 

候。 此處の 電車 や 嵐 車に は 二階 作り あり 珍しく 候。 高 知なら 南 碛の樣 な 處へ參 つて 見ました がー 

面の イルミ 子 ー シ ヨンで 五色の 噴水、 花火、 芝居、 自働 鉄道、 ゥォ I タ ー シュ ー ト。 觀覽 車。 踊 

り 場。 空氣 銑の 射的で 中る と 人形が 動く 仕掛。 飛行 器の 様な ものに 乘 つて 空中 をぐ るく 廻る も， 


76 


年 二十 四 治 明 


の。 池の 中 を 白鳥の 形 をした 船で 巡る の や。 橋の 上に 立って 居れば 橋 板が 獨 りて 動いて 行く の や 

ありと あらゆる 遊び道具に 老幼 男女 群り て 遊び 居り 候。 小 供 等に 見せ 度と 存じ 候 西洋で も 町の 隅 

や 公園の 木の 影で 小 供に しっこ を やって 居る ので 可笑しく なり 候。 先 は 右 迄 余事 後便に て 

九月 十二 日  ，  寅 彥 

一 二 一 

九月 十六 日 木 午前 十一 時— 十二時 ハンブルグよ リ高知 市外： ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔1? は 

がき〕 

獨逸 唯一 の 良港で 又 世界 屈指の 港 ハム ブル ヒへ參 り 候。 此處 にて 八月 廿三 日付の 御手 紙 を 受取 

り 候。 大阪は ひどい 災難に 會 ふたものに 御 坐 候。』 此町は 唯 石炭の 烟で空 は 曇り。 夜 は 此烟に 町 

の燈 がう つりて 丸で 火 叟の樣 に 御 坐 候。」 色.. の國 i を 廻りて 獨 逸に 參り 候へば 矢 張 此國が 万事 

一 番 秩序が 立って 居る 様に 思 はれ 候。」 那威ゃ 露西亞 では 農家な ど 日本 其 儘の を 見ました が獨逸 

へ來 ると 百姓家で も 奇麗に 見へ ます」 此處 から 和 蘭へ 參 ります 

九月 十五 日 

一二 二 

九月 十六 B 木 午前 十一 時— 十二時 ハム ブル グ より 高 知 市卟江 ノ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寛 子 氏へ 〔槍 は 

がき〕 
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コ ー ぺ ン ハ ー ゲンから 獨 逸の 軍港 キ I ルに 渡り 其れより ハ ン ブル ヒ へ來 た。 此處は 世界で 指 折 

りの 大きな 港で 却て 伯林より は 盛で ある。 妙な もので 他國 から 獨逸領 へ はいると なんだか 國へ歸 

つた 樣な氣 がする。 今 十 一 時 を 打った が こんな 大都會 では 十 一 時 は 宵の 內で ホテルの 窓の 下は電 

車 や 馬車で 騷. - しい。 そして 朝の 七 時 頃 は 皆ぐ うくね て 居る。 折角 早 起しても 何にもなら ぬか 

ら、 いつの 間に か 朝寢の 癖が ついた。 朝 十 時 頃に やっと。 ハン を かじる c」 此處に  一二 日 居てから 

和 蘭 へ 行く。」 

九月 十五 日  寅  彥 

一二三 

九月 十九 B 日 午後 一一 一時— 四時 アムステルダムより 本 鄉區駒 込 曙 町  一 J  E 丸卓郞 氏へ 〔綺 はがき〕 

アム ス テル ダムより 

當 地の 御寺の 鐘 は 面白い 音樂を 奏します c」 昨日 ゼ I マン 先生に 御 目に か \ り、 色. - 見せて 貰 

ひました。 

ム ゼゥム の 門番が 日本に 來た 事が あるそう で 横 濱の話 をし ました 

今 H ラ イデ ン に參 ります 

九月 十九 日  •  寅 

一 二 四 
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九月 十九 日 日 午後 三時— 四時 アムステルダムより 高 知 市外 江ノ U 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗は 

がき〕 

いよく 和 蘭の 水の 都 アムステルダムへ 參り 候。 何處 となく 昔め きて 面白く 候。 寺の 鐘 は 時 毎 

に ふし 面白き 音樂を 奏し 珍しく 候。 當地氣 象臺の 役人の 友人に 紹介され 候が 同氏の 妻 君 は 日本に 

て 生れ 五 歳の 時 和 蘭に 歸 りし 由に て 色- - 日本の 品 を 所持 致し 居り 面白く 候。 旅 をす ると 色. -の人 

に會ふ 者に 侯。 此 tl! の 美術 舘は 世界に 名高き ものに て 日本の 陶器 も 澤山有 之 候。 此 博物館の 門番 

も 日本に 來た 事が ある 由に てな つかしが し 色ぶ 話し 致し 候。 

九月 十九 日  アムステルダム  寅  彦 

一 二 五 

九月 十九 日 日 午後 三時— 四時 アムステルダムより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 〔搶は 

が き〕 

此繪は オラ ンダの 田 舍の小 供の 風俗で ある。 何處へ 行ても 小 供の 泣き 聲と 犬の ゆ、 える の は 同じ 

事で ある。 しかし 西洋の 小 供 は 日本の 小 供の 様に 泣かぬ 樣 である。 此れ は 親が 余り 小 供 を かまい 

つけぬ 爲 であろうと 思 ふ。 

九月 十九 日  アムステルダム  寅 

一 二 六 
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九月 十九 B  B 午後 一二 時 1 四時 ァ ムス テル ダ ム より 韓國黄 海道 黄 州 間 崎 純 知 (當時 道 知) 氏 へ 〔繪 はがき〕 

アムステルダムの 御寺の 鐘 は 音樂を 奏する。 此處の 橋 は 船の 通行す る 時にはぐ るりと 廻り。 或 

は^り 上げられる。 町 は何處 となく 古めかしい。 日本で 生れた 薬屋の 妻 君と 日本の 話 をした 

九月 十九 日  オランダ  寅 彥 

I  二 七 

九月 ニナ B 月 (時間 不明) アムステルダムより 高 知 市外. y ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田貞子 氏へ 〔搶 はがき〕 

コレハ ォ/ 一 カリめ / ク ニノ イナ カノ コ ド乇デ アリマ ス。 コノフ タリ ハ キヨ ヲダ 

イデ アリマ ショヲ 。フ タリ トモ オト ナシ ソヲナ コ ープハ アリマ セン 力 

九月 十九 日  父 ヨリ 

I  二八 

九月 二十 三 B 木 午後 零時——. 一時 ケルンより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき 

ケ ル ン大 寺〕 

昨日 和 蘭の ゥト レヒト を發 しまして 昨夜 獨逸領 のケル ン へ參 りました。 此處の 御寺 は獨逸 第一 

の大 伽藍で 建築の 廣大 美麗 目 を 驚かします。 此れより 美しき ライン 河の 岸に 沿 ふて フラ ンク フル 

ト へ參 り軽氣 球の 博 覽會を 見物し。 三日の 後 ベルリンへ 歸着 致します。 

九月 廿 三日  寅 
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I  二 九 

九月 一一 十 I 木 午後 零時 上 時 ケゥ より 高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 Is 子 氏へ S. はがき 

ライン 河畔の 古城〕  • 

ライン 河の 岸 邊には 古い 城跡が 澤山 ある。 何處 でも 城跡 は 所謂 草 離ぶ としてった 力 づら生 ひ 茂 

ソ、 何となく あわれな ものである。 

九月 二十 三 曰  .W  0 

I  -0 

九月 二十 三 B 木 午後 零時—. 一時 ケルンよ リ韓國 黄海 道 黄 州 問 崎 純 知 (一 常時 道 知) 氏へ 〔鎗 はがき ケル 

ン 大寺〕 

ラ ィ ン 河畔より 

九月 二十 三 曰  寅 彦 

此處の 御寺 は獨逸 第一 の 由" 此れから フランクフルトへ 參 ります 

一三 I 

九 nr 二十 五 B  土 午前 七 時！ 八 時 フランクフルトよ リ本鄕 區森川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔捨 はがき 

フランクフルト. アム. マ イン、 ゲ 1 テ ハウス〕 


81 


今日..，， .、rl テ ハウスと いふの を毘 物し ました。 此 家の 三階 卽ち 屋根裏の 中央の 窒がゲ ー テの 

若い 時の 書 I で 机 も 椅子 も 書物 も 其 儘に 置て ある。 此 S の， 窓 t 時 4 來を 眺めて 十八 世 

紀の 娘さん 達 SI 評した 事 だろ 11 が 出来る ：1 曰で は I の は" t" は當 は" 豕 

：： カラで 下 I ると だめ だか 此の 家の 向 側の 家 は 丈 世紀 義 • で 一寸 面白い 又ゲ 1 一 "ドぱ 

に は 人形芝居の 謹 ある。 寶逢 物が 澤山陳 でて あって 君 方が 御覽 になったら 面白い ^1 

ろうと 思 ひました。 唯 シャル ロッテと いふ 女の 畫像 を昆 てなる 程と 思った。」 ゥヱ ルテルの 原 精 

の 揷畫も 面白かった。」 紀 念に 此槍を 差 上ます 

九月 廿 四日 


寅 


九月 二十 i  土 午前 七 時人 時 7 ランク フルトより 本鄕區 f 町 一 小 S 小宮霞 氏へ S はがき 

ゲ， テ の 家の 井戸」 

此井戶 も 一寸 面白い から 御 目に かけます 此の 中庭に 立って 石板で 葺 いた 家 を 見上げた 時に ふつ 

と 集の 力 ー ライル 博物 舘を思 ひ 出した 

. 九月 廿四曰  寅 彥 

豐 隆樣 


82 


年 二十 四 治 明 


九月 二十 五日 土 午前 七 時— 八 時 フランクフルトよ リ高知 市外. 化ノ  U 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 

は が き〕 

今日 フラ ンク フル トと いふ 町の 氣 球の 展覽會 を 見物し ました。 此 繪は此 町の 植物園の 中に ある 

料理店であります。 今日 晝飯 を此 家で 食 .べ ました。 此の 正面の 軒下の テ ー ブルで 花園 を 眺めな が 

ら カツ レツ を 食いました。 裏に は 大きな 溫窒 が幾楝 もあって 大きな 池に は 釣 橋が か、 り、. ボ ー ト 

を 漕き 廻る 人 もあります。 もう 少し 木の葉が 色づ いて 一層 美しい 景色であります。 そしい 廣ぃ芝 

原 だけ は 眞綠の 天 It 絨の樣 で、 御 目に かけ 度い と 存じました 

九月 廿 四日 

明日 伯林へ 歸着 致します 

一 一二 四 

九月 二十 五 B  土 午前 七 時— <時 フランクフルトよ リ牛込 區早稻 田 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔槍 はがき 

ゲ ー テ ハウス〕 

f 表に〕 

昨日 ケルンから 此處迄 嵐 車で ラインの 岸 を 上りました。 成程 美しい 景色でした。 昔の 城跡が 到 

處に殘 つて 居ます がどうして 此んな 小な 家に 籠って 淋し い 岩山の 上で 大名 だとい ばって 居た 事 だ 

ろうと 不思 儀に 思 ひました。」 0 レ ライの 絕壁は 思った 程 凄い 處 でもな く 下 を 外車の 奇麗な 河 蒸 

潔が 旗 を 立て 、通って 居ました。 
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〔iai!! に〕 

.:>-JS〕 ルテ ル の 原稿の 揷畫に 大勢で 青年の 死骸 を 取卷て 泣き 悲しんで 居る のがあります。 どうい 

ふ もの か 此畫が 眼に ついて 忘れられません。 粗末な 彩色 ゲ斜 です が。」 それから 軽氣 球の 展覽會 を 

見て 頭の 中が 十八 世紀と 廿 世紀の 五目す しにな りました 

九月 廿 四日  寅 

I ミ五 

九月 三十 B 木 午後 三時 —四ト り 伯林より 飽町區 代お 町 中央 氣象臺 舍岡 m 武松 氏へ 

謹；^;: 大兄 益え 御 健 大慶 此 事に 奉 存候下 一. ™ 小 ^ &事 無事 北國キ ^ 遊 を 終りて 伯林に 歸着 致し 候。 今 

度の 旅行 は 主に 日本 ビィキ の國. -を 廻りた る 爲到處 好意 を もって 優遇され 頗る 愉快 を 感じ 候。 色 

よ 小； 只 兄に 御 話し 致し 度い と 思 ふ 事の み 澤山有 之 候へ 共 一 筆に は盡し 難く 詳細 は 御 面 會の期 を i£ 

つ 外な く 候。 しかし 思 ひ 出す ま 、を 左に 少し 御 報道 致し 候。」 何處へ 行ても 高廢觀 測と いふ 事に 

： ぼ 意して 居り 候。 パイロット バ 口 ン なれば 一 番 安くて 手 輊で氣 流 だけ はわ かる 故 此れなら 日本で 

もす ぐに 始められ るかと 思 ひ 候。 セォ ドラ イト は 主に ブンゲ (Kunge) 製が 行 はれお るかと 思 は 

れ候ひ 蔦の 方 は 中 i 金が 掛 るので すぐと いふ 譯には 六 かしく 思 はれ 候。 何處へ 行っても 日本で 

は なぜ 高 曆觀測 を やらない のかと 聞かれて 返答に 困り 情なく 思った 事 も 度. -有之 候。 高層 觀 測の 

ベ リヒテ に 出て 居る 図面に 日本の 近 邊には イソ バ ー ルも イソ テ ルムも 欠けて 居る 處を 見せられ 弱 

り暖 。せ： めて パ イロ ッ ト でも 飛ばして 端緒 を 開く 事 は 急務で はない かと 思 ひました。 是非 貴兄の. 
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御 力で 始める 様な 事に 致したい と 思 ひました。 尤も 今度 氣球 研究 會が始 るそう ですから 此んな 事 

は疾 にもう 御計畫 かも 知れす 候へ 共つ く/? 感じた ま k を 申 上 候 C —一 

# 典那 威の， 氣象臺 は 設備 等の 点で は 余. 感心 は 出来す 日本の 方が 數等 上に 位して 居る 様. にて 此 

れ は嘻し く 思 ひ 候 0  ,L か， J それ に不拘 若干 の 學 者が 熱心 に 活動して 居る 處は 羨し くも 思 ひ 候。 露 

西！^ では 14 幸に して パゥ 口 スクを 見す 唯 彼 得堡を 見た のみに 候が 此處も 中え 馬鹿に は 出来す 候。 

物 现實験 器械が 澤山 あり 候。 此處で 子ヴァ 河口の 水位の 變化を 研究し 居り 風の 爲 めに 起る 增水ゃ I 

溫度 の 觀測を やって 居り 大變 面白く 候。 低溫度 における 寒暖計 驗定 に 炭酸 の 雪 を 用 ゆるな どもし 

やれて 居る と 思 ひ 候。 百葉箱 は 露 式が 捨て 難 ひと 見へ 英 式と 併用して 比較 を やって 居り 候。 蒸發 

4!^ 自記す るの も 雨 雪 を 自記す るの も いづれ も 二 V 芻. e 式に 候。 叉 風力計の 驗定は 器械 を 長い 桁の 

先につ けて ぐるく 廻す 仕掛に 候 (ハム プル ヒも 同様)。 . 露 西 亞の氣 象臺の 中に 聖母の 像 を 祭つ 

て 御蠟が 上って 居る 處は 妙に 候 次に へ ル シン グフォ ルスで は レム スト 口 ー ム の發 電機 を 見て 西ケ 

原の is! を： 思. ひました が 此處の 氣象臺 の 設備 は 感心が 出来す 候。 ヘルマン の 自記 雨量計な ど 乱暴な 

待遇 を 受け 居ケ 候。 験 潮 機 も やって 居り 候が 本 多 式と 同じ プリン チップで 大變大 仕掛な ものに 候 _ 

唯 此處に 限らす 何處へ 行て.^ 多く 其 町で 作った 器械 を 用 ひて 居る 事 は 一 寸 羨し いと 思 ひ 候。」 ス 

トツ ク ホルム の 觀測所 は 天文 臺と 同居で 振 はす。 H ッ ク ホルム 氏に 會 つて 別 刷な と 貰 ひ 候が 可也 

の 老人で 人の 好 さそうな 風に 候。 此處 のヒド a グラフ ヒ— のビュ n 1 は 案外 面白く 河川 や 湖水の 

水， 位變 化の 記錄 豊富に 候。 又 海図 局で は 海面の セ. キ ュ. —ラ ー の變 化の 研究に 力 を盡し 居り 面白く 

候？ ヒド n グラフ ヒ ー の； W で 河. 流の 等速 線 を 引いたり する 仕事 は 婦人が やって 居り 候。 (ヘル シ 


ング フォ ルス の 磁力の 觀測も 女に 候)。 ウプサラ では ォ ング スト。 ー ム 氏の 新築の 敎窒で 日射の 

色よ の 研究 を やって 居る 內にラ ング レ ー の やった 樣な H 子ルギ ー 曲線 を 寫眞に 取り 吸 收帶の 消長 

から 高層 空 氣の濕 度 を 判断し ようとい ふ 大硏究 は大變 面白そう に 候。 又 夜の 地面の 放射 も 此れ か 

ら 研究す る 害で 霜害と は 近い 御 親類に 候。 (先生の 健康す ぐれす 痛心の 次第に 候)。 又此 處の氣 

象 臺はヒ ルデ ブラ ントゾ ン老 先生と ォ，' ケブ 口 ム兩 氏に. て 此處に は ウイ ー へ ルトの 地震計 も あり 

候。 觀 測に は テオレル 式 メテオ ログ ラフで 大 變複雜 少し 時代 後れの 觀有之 候。」 ベ ル ゲンで は此 

處の 雨量と 風との 關係を 詳しく 話して 貰 ひ 日本と 思 ひ 比べ て 面白く 候。」 クリ スチ アナで はブ ェ 

ル ク子ス (ハイ ドルの 先生の 子) 氏が us  A の天氣 図から コ ンチ 一一 ュ ィ ティ ー を 使って ヴァ ー チ 

カル コンポ ー 子ント (風の) を 計算して 晴曇の 分布と 比 絞し。 又 加速度 を 計算して 勾配と 比較す 

るな ど、 いふ 大 仕事 を やって 居り 候。」 コ ー ペン ハ ー ゲン の 氣象臺 は 大分 大きな 役所に て 手廣く 

仕事 をして 居り。 海洋の 方 もやって 居り 候。 此處に は インタ ー ナショナルの 海洋 研究の 根據 あり。 

もし 出来たら 少し 長く 滯在 する 積り で 調べ に 行きたい ものと 思 ひました。 パウル ゼ ン氏は 先年 亡 

くな つたそう です。 

ハ ンブ ル ヒのゼ ー ヮ ルテ ー は 其 害ながら 大きな ィ ンス チチュ ー トで 航海 器械の 撿定 もやって 居 

ます。 郊外に は 紙寫を 上け る 支局 あり。」 

ク 二 ツビ ング氏 は 恩給 を もらって 退き 此處に は 居す とか 聞き 候。」 和 蘭で はァ ムス テ ル ダム、 

ライデン、 ハー グ、 ゥト レヒト を 見ました が。 此國の 絵本 局 はゥト レヒトの 郊外 (電車で 町外づ 

れ から 十五 分 位) 頗る 景色の よい 牧場の 中に 孤立して 居て 理想的の 測候所でした。 此處の 海洋 部 
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に はファ ンデ ル スト ー ク氏 ありて 印度洋の 研究 は 立派な 大 仕事と 見受け 候。 地震 マグ子 部に はフ 

アン ダイク 氏。 クリマ トロ ギ ー の 部に は ハルトマン 氏 ありて それく 研究 を やって 居り 候"」 一 

般 雨量計 は 多く 風蔽を 作り 居り。 叉蔽 のない のと 比較な ど 致し 居り 候。 デ ビルト (ゥト レヒトの 

郊外 氣象臺 の ある 村) でも。 ノ ー ルゥ H  — でも メ ー トル グラス は 中に なく。 雨量計の 飮 口から 汲 

み 出して 計る 流義に 候。 ヘルマンの サイ ホ ン 自記 雨量計 は 廣く用 ひられ 居り。 中には 此れに 細工 

を 加へ て やって 居る の も あり 候。 叉 冬 雪 をと かす 爲 ラム プで 暖める 裝置 を附 した 處も あり 候。 那 

威の 山中の 鉄道線路に 沿 ふて 雨 雪 計が 澤山 分布され 居り 候ピ 雲の 運動 を 見る 熊手 f は到處 

で 見 候。」 氣壓の 自記に は 概して ス プル ング 式の wa.li.e  barograph 多くと 思 はれ 候。 標準 バ 口 

メ ー タ ー は 殆んど 小弟の 見た 限り 皆 Heber-gefJtss 式で ヒ ュ ー ス のがよ くひろ がつ て 居る。 ス タ 

チォ ンバ a  メ ー タ ー は 矢張り 獨逸 流に レデ ュ— スド ス カラが 普通に 御 坐 候。 露國 では ァ 子 ロイド 

の撿 定にテ ンぺ ラァ の係數 をき める 仕掛 を 見せられ 候。」 何處 でも 其 土地に 好い 工場が あって 精 

密な 器械 か出来。 又 少し 大きな インス チ、 ュ ー ト では 自分で 工場 を 持て 居て いろく 試驗 が出來 

るの は 結構な 事であります。 どうも 氣 ばかり 先 へ 行ても 周圍の 狀况が 伴って くれぬ の は 致 方が あ 

りません C) 

海洋の 方の 事 も 少しば かり 見て 來 ましたが 此れ も 中 i 本當 にやる の は 大事 業で 一 人 や 一 一人の 力 

に は 合 ひません。 特別な 局がなくて は 六 かしい かと 思 ひました。 北 原さん の 方の 一件 はどうな り 

ました か 今の 處 では 水產局 がー つの 賴 みかと 思 ひます。 

田 村さん の lli^ 報 を 聞きまして 驚きました。 本當 でしよう か。 實に 惜しい 事であります。 御 家族 


の あとの 仕 末 を 蔭ながら 心配 致 し ます。 

クリュ ン メルの 處 でも クリス チ アナで も。 太平洋の 研究 は 日本に 御 願 ひし 度い とコ 子 ラレて 閉 

口、 誰： だった か 「追. M ヒ リッピ ン 近海へ も 手 を 廣げて は」 と クスグ ラレて 笑つ てし まいました 

伯林へ 歸っ て 見る と 飛行機の 競技 會で落 付いても 居られす 見物に 出掛けました が。 うまく 飛 ふ 

處を 見る とや さしそう でも。 一通りの 六 かしい 仕事で はない とい ふ 事が わかりました。 しかしす 

ざまし い 音を立て 、頭の 上 を 飛ばれる とた まらぬ 心 持が 致します」 要するに 此頃 こっちの 人間 は 

大分 ス リ —デ ィ メンシ ヨン になり かけて 居る 

出 まかせに 書きました から 前後 メ チヤく で。 しかも 貴兄に は 珍しく もない 事が 多かった 事と 

思 はれます がどう か 御 海容 を 願 ひます 草よ 

九月 卅日  寅彥拜 

岡 田 學兄玉 机下 

二 仲 なほく 御 自愛 御 研究 を 祈り 候。 乍 筆末臺 長さん によろ しく 御 鳳 聲を願 候 

I 三 六 

九月 三十日 木 午後 六 時-— 七 時 伯林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔繪 はがき.〕 

拜啓 歸 着以來 無事 消光 致 居候 間 御 安神 被 下 度 祈 候。 目下 空中 飛行 器の 競走 あり 中  >  、の 見物に 

御 ゆ 一 候、 に 此檢は 矢 張 オランダの 田舍の 子供の 風俗に 御 坐 候。 木 を くりぬいた 靴 を はいて 居り ボ 

クリ/ \ 音 を させて 歩き 候。 此檎 の樣な 花畑 方  >  、にあり 慮 車の 窓より 賞し 申 候。 家 も 田 舍家は 一 


88 


二十 四 治 明 


一 か 一 一階で 風流な の も 有 之 候。 唯何處 の田舍 でも 肥の 臭の せぬ は 日本と 異り 候、 御 一 笑く 

九 月^日  寅亲 


十月 四日 月 午前 十 時— 十一 時 伯林よ リ本鄕 區森川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき〕 

今朝 御手 紙 を 受取って うれしく 拜見 しました。 伯林で はもう 秋が 來て 八百屋に は 栗 や 茸が 出て 

居る。 風の 肌 さわりが どうしても 秋で ある。 僕の 一番す きな 時候で 胸の 眞 中へ 淸凉な 秋の 氣 がし 

み 渡る。 此， 鯖 端 書の グル ー 子 ワルド を 散歩す るの は實に 好い 氣持 である。 此處を 先生 や 諸兄と 一 

にぶらつ いて 見た く 思 ふ？.」 獨 逸の 田舍の 風景の 美 は 半分 は 屋根の 赤 瓦が 助けて 居る かと 思 ふ。 

今度 旅行して 一層 此の 說を 確め た 樣な氣 がする。 此んな 事 をい つても 伯林の 日本人 は 相手に なつ 

て くれぬ 諸兄と 一 晚 話しが し 度い」 此れから トレ ブト— の 天文 臺へ大 陽の 黑点を のぞきに 行き ま 

す 

十 月 三. 日  寅 

時よ 先生の 御 消息 を 聞かして くれ 玉 へ 

先生 はちつ とも 御 便り を 下さらな い 

一-一八 

十月 四 B 月 ヤ おい ゆ— 卜 1 時 伯 休より <L54^ 卟 にノ！ ：！ 町大 川筋 一 五 五 4. ザ 田 寛 子 氏へ ！： 翁 はがき. 1  . 8 


獨 逸の 初秋 も 中え よい。 近處の 八百屋に 栗が 出て 居る 松 簞の樣 な もの も 出て 居る。 目 黑の秋 を 

思 ひ 出す。」 獨 逸の 皇太子妃 殿下に は 二三 日 前 皇子 御 降誕。 東洋 城の 報知に よれば 早稻 田の 先生 

處 では 叉 御 目出度い 由、 先生 は滿州 旅行 中との 事。 伊東 榮三郞 君の 妻 君 は 神経衰弱の 由ピ 旅行 

から 歸 つてす つかり 元氣 にな 〔つ〕 た大變 色が こげて 健康ら しくな つたと 皆に 云 はれる。 實際 身心 

共に 爽快 だから 直： んで 貰い 度い。 今日は これから 天文 臺へ大 陽の 黑点を のぞきに 行く 

十月 三日  寅  彥 

一-一九 

十月 六日 水 午後 二 時 ー 三時 伯林より 高， 5 市 卟江ノ  町大 川筋 一 五 玉 寺 田貞子 氏へ 〔鎗 はがき〕 

ソ クサ イデ マイ 一一 チ ガツコ ヲ へ ユキ ョル カヨ c」 子コ ノミヅ クミ ノ ェ ハガキ ガ 

アツ タ カラ ォ クリマ ス 。トヲ  一二 モ ミセ テ ォクレ 

十月 六日  父 ヨリ 

貞 子 殿 

一 四 0 

十月 十一 B 月 午前 十一 時— 十二時 伯林よ リ高知 市外 江/  u 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔1? はがき〕 

此れ は當地 植物園の 一部であります。 世界中の 植物 を 集め 其 土地く の 岩石 土壌 を 取りよ せて 

其 也の 有樣を 見せて あります。 日本の 部に 行けば 今 は 紅葉 期に て はぜ や 楓の色 美しく 桔梗 かる か 
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やな どし げりて 故鄕其 ま、 の 景色であります。 又 溫窒の 壯大も 目 を 驚かします。 こ、 の 植物園 は 

世界中で も 屈指と 申す 事に て 大きな 者に 御 坐 候」 此 鎗はァ ルプ ス 山の 植物 を 集めた 所に 候。 

十月 十 一日  寅亲拜 

一四 一 

十月 二十 IB 木 午後 二 時— 三時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ ri? はがき〕 

謹啓 皆 i 樣御變 り も 無 之 候 哉 私事 不相變 無事 御 安心 被 下 度 祈 候 此の 緒 は 近頃 當 地で はやる 遊の 

ボン チに 候。 靴の 裏に 車 をつ け 町 をす べつて 歩き 水 滑りの 眞似を 致し 候。 道路が 板の ように 平坦 

でなくて は 出来ぬ 事に 候。 女 も 小 供 も 競 ふて すべり 歩き 候。 又 本當の 氷滑り をす る 場所 も 有之此 

れは 別の はがきに て 御 覽被下 度 候 

十月 廿 一日  寅彦 

I 四 二 

十月 二十 一日 木 午後 三時— 四時 伯林より 高 知 市外 江へ" 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔1? はがき wer- 

〔表に〕 

此 間中、 東京 天文台の 寺 尾 先生が 来られて 毎日 方 t 案內 して 居た ため 忙しくて しばらく 御無沙 

汰 した 先生 は 今夜 パリの 方へ 出發 される 害ピ 伯林の 花屋に は 今 菊の花が 出さ かって 居る。 日本 
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でも 八.^ り 見ぬ ような 立派な 花が 澤山 ある。 しかし こちらの 菊 はどうい ふ もの か香氣 がう すいそう 

な。 圑子坂 も そろ/ \ はじまる 事であろう。」 寺 尾 先生の 御 伴して 郊外の 森へ 行た 時、 目 黑の堂 

の ー裘の 落葉の 中で 東 一 にしつ こ を させた 事 を 思 ひ 出して おかしかった」 伯林の 氣候は 今 暑くな し 

寒くな しで 毎日 天氣 がよくて 風がなくて 日本の 小春日和 のよう である 

十月 廿 一 日 

〔裹に 寫 眞の說 明〕 

宿の 近所の 氷 り 場、 年中 床に 氷 を 張らせ、 樂隊に 合 はせ て 踊りながら すべらせる" まわりの 

廊下で は 大勢 飲食しながら 此れ を 見物して 居る。 

一 四 三 

十月 二十 六日 火 ャ後 四時， I 五 時 伯林より 高 知 市外 江 ノ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 寬子 氏へ 〔給 はがき〕 

近-: S 近所へ n 本 料理 を 食 はせ る 家が 出来た。 牛鍋 さしみて り燒、 うま 貧、 鰻の かば 燒、 すの 物、 

塩堯、 さつ ま 汁 ゆで 栗。 ひたし 物。 清 物色. - なんでも 出来る ようになって 日え 大 繁昌。 給仕 人 は 

川上 一 坐に 居た 書生 役者で ある。 昨夕 工科の 人の 達 別會を 催した が 余興に 此 役者が 尺八の 追分 を 

ふき。 講談 を やって 大喝 采 まるで 日本に 居る 樣な氣 がした。」 西洋の 田舍 0 秋 も隨分 美しい、 此 

繪 葉書 を 見て 想像して 貰 ひ 度い。」 此頃五 時半に はドッ プリ 日が 暮れる。 學校 では 八時顷 迄夜學 

をして 居る C, 一  な 「曰 新聞で 見れば 伊藤 侯爵が ハルピンで 暗殺され たそうな、 日本. では 大騒ぎで あ 

ろ う，， 
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十月 廿 六日 

一 四 四 

十一月 IB 月 午後 MIS. —五 時 伯林よ.^ 高 知 市外： d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔繪 はがき〕 

謹啓 扨て 御 一 同様 益え 御機嫌 {=i 敷 御^被 遊 候 由大贺 至極に 奉存 候： ト而 私事 不根變 無事 消光 致 居 

候 問 乍 悼 左様 御 安心 被 下 度 候。 伯林に て は 最早 霜 を 見る ように 相 成り 候、 五 時には 日が 暮れ 候 c」 

此 it- は 市中の 菓物賫 にて 往来の 書生な ど 此れ を かって かじりながら 歩き 居り 候。 此れ は 丁度 大學 

門前に 車 を 下して 居る 處に 御 坐 候 菓物は 梨ら し く 候。 

十一月  一 m  .  み  ゆ、 - 彥 

一四 五 

十一月 四 B 木 午前 八 昨— 九 時 伯林より 高 知 市外. 江 >  n 町大 川筋 一 五 寺 E 寬子 氏へ 〔給 はがき〕 

〔表に〕 

此れ も 伯林 風俗の 一 つで 毎朝 七 時 前に 鈴 をなら して 牛^ を 配達して 歩く 馬車で ある。 此繪は 何 

處か 場末の 町の 化粧品 星の 店先で 近處の 家の 下女 や 穴藏に 住んで 居る 下等 社 食の 御 神さん 等が 現 

を 買に 出て 居る 處 である。 郵便配達 も 手紙 を 一た ば さげて 何 か 聞て 居る」 此れと 同様に ビ ー ルの 

配達 屋も ある。」 勸 工場 や 吳服屋 の 品物 配達 は自働 車で 立派な 制服 を 着た 男が やって来る ピ 今 

日 は 天長節で 大使館で 遙拜式 あり 立食の 御馳走 あり 
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〔裘に 寫 眞の說 明〕  M 

牛乳 車 乳屋 門番の 細君 パン 下女 靴屋の 職人 郵便配達 勞働 者の 御 神さん ^人れ 

一四 六 

十一月 十二 B 金 午後 六 時 I 七^ 伯林より 高 知 市外 江/口町 大 川筋 一 五 五 寺 m 寬子 氏へ 〔1? はがき〕 

此れ は 伯林の 子守 女の 風俗で ある。 伯林の 南の 方の 田舍 にスプ レ ー ソ ルドと いふ 處が ある 森の 

中 を 小川が 縦横に 流れて 此れが 町に なって 居る。 此處 だけ は 普通の 獨逸 語と まるでち がった 言語 

を 話す そうで ある。 此 村の ものが 伯林へ 出て 来て 皆 子守になる。 頭に. 冠って 居る 翼を擴 げた 様な 

頭巾が 此 村の 女の 目 じる しで ある」 今 學期は 時間が 多くて 忙しくて つ い ゆる/ \ 手紙 を 書く 暇が 

少ぃ。 日曜に は 大抵 地質の 遠足が あるので なほ さら 暇が 少ぃ 

十 一 月 十一 一日 

一四 七 

十一月 二十 二日 月 午後 sr 時 ー だ 時 林より 高 知 市外 江ノ  U 町大 川筋 一 五 五 寺 S 利 正 氏へ 〔給 はがき〕 

「表に〕 

拜啓 皆- -樣 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 はんと 奉賀 候。 當地 はいよ く 冬に 相 成り 數日前 は 一 一日 間 

雪 ふり 寒暖計 は 氷点 を 出 人 致し 居り 候。 從て 屋根の 雪 は 消えす 美しく 候。 今日 も 少し 雪が ちらち 

ら 致し 候。 しかし 風がない ので 却て 東京の 寒さより は 凌ぎ 易く 候。」 花屋に は 菊が 盛りに 御 坐 候。 


年 二十 四 治 明 


其 他 四季の 花なんでも 疾 いて 居る に は 感心 致し 候。」 今日 も 伯林 風俗の つ きを 御 目に かけ 候、 

余事 後便 

十一月 廿 二日  寅 彥 

〔裏に 寫眞 Q 說明〕 ，  - 

芝居 や 寄席の 廣吿を はる 柱 大道の 雜誌賣 職人 大 商店の 手代 得意先へ 届ける 品 花賣婆 

一四 八 

十一月 二十 八 曰 日 午後 五 時 ー 六 時 伯林より 高 知 市外 江/ U 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔捨 はがき〕 

〔表に〕  . 

拜啓、 皆え 樣御揃 御機嫌 宜敷 何より 喜ばしく 候。 私事 も 不相變 無事 日. - 出校 致 居候 間 乍 撣御安 

神 被 下 度 祈 候 ピ 井上より 銀行 爲眷 到着 御 申 越の 金額 正に 領掌 早速 當地 銀行へ 預け 候 間 何卒 御 安 

心 被 下 度 祈り 候、 御蔭様に て 大に氣 丈夫に 相 成り 申 候。」 當地は 毎日 雪 ふり 電線な どの 故障 さへ 

起り 候が。 昨日より 少し 暖 くや、 暮し 易く 候。」 今日は 私の 誕生日に 候。 宅で は 御获が 出来る 事 

と 存じ 候。 芝居で も 見に 行かう かと 思 ひ 居り 候、 丁度 日曜に 當り候 

十 一 月廿 八日 

〔裏に 寫 眞の說 明〕 

大道の アイス クリ ー ム賣 
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一 四 九 

十二月 六 B 月 午後 二 時 I 三時 们林ょリー^£知市外江ノ 门町大川筋 一 五五寺£寬子氏 へ 〔絵はがき〕 

【： 表に〕 

先日の 誕生日に は 友 田さん ゃ大 河 內 などで 集つ て 音 樂會を やった。 友 田さん と 伊東 君で 謠を唱 

うた。 宿の 人 は 定めて 驚いた 事で あらう。」 咋 日の 日曜に は 芝居 へ 行った シヱ ー ススピ ー ァの悲 

劇で 面白かった。 こちらの 芝居 は 割合に 安い、 尤も 芝居に もよ るが 昨日の など は 九十 戔 位で 一番 

上等の 處へ 行かれる、 日本より は 安い。」 皆無 事 か、 誰れ か病氣 ではない か。 端 書で もよ いから 

時ぶ の 安否 を 聞かして 貰い 度い 

十二月 六 n 

〔t^ に ^：！眞の說明〕 

芝居 や 寄席の 廣吿を 張る 柱、 毎朝 新しく はり か へ る 

一 五 0 

十二月 十二  B  0 午後 二 昨： 三時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏べ 〔給 はがき：， I 

當地 はいよ く 耶蘇 降誕 祭が 近より 町の 辻に は當 日用 ゆる 樅 (モミ) の 切 枝 を賣る 商人 出で 又 

大通りの 人道に は 御歳暮の 品 を寶る 露店が 出來 丁度 日本の 歳の 慕と 同じ 様な 心地 致し 候。 店屋に 

は 「大安 賣」 の 札 を かけ 新閗雜 誌の 廣吿に は クリス マ ス御 進物の 廣吿 ばかりに 御 坐 候」 冬の 休み 
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に 一 寸以太 利へ 旅行 致し 度と 存じ 文部省へ 願 置し 候 處此度 旅費 百 三十 R ばかり 參り候 故 十日 間 位 

の豫定 にて 旅行 致す 積り に 御 坐 候。 彼の地 は 溫暖故 かたぐ 轉地 保養に なり 好都合に 御 坐 候な ほ 

なほ 御 自愛 專 一 に 被 遊 度 祈 候 余事 後便 

士 一月 士百  .  寅 亲 

一 五一 

十二月 十九 日 B 午後 二 時— 三時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔禱 はがき. 1 

拜啓 皆. -樣 御變り もな く 大慶の 至に 奉存 候下而 私事 無事 明後日より 一 寸以太 利の 方へ 旅行に 出 

掛け 候。 此の 端 書の 御 地へ つく 頃に は 再び 伯林へ 歸着 致すべく 候。」 當地 年末の 町の 模様 は 日本 

と 同 樣景氣 づきて、 賑 かに 御 坐 候。 御正 月 は以太 利で 迎 へる 豫定に 御^ 候。 伯林へ 歸 つたら 多分 

雜资が 食へ る 事と 樂 しみ 居り 候。 先 は 右 迄 余事 道中より 可 申 上 候 

十一 一月 十九 曰  -寅彥 

ー五ニ 

十二月 二十 =ltn 木 維納より 高 知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 £ 利 正 氏へ 〔1? はがき〕 

〔表に〕 

謹啓、 扱て 豫定の 通り 去る 廿ー 日伯 林發 同夜 澳國の 都 ウィン ナに參 り 候。 當 地に 二日 滞在 明朝. 

出發以 一太 利の 方へ 參り 候。 丁度べ 子 チアと 巾す 名高き 水上の 都に て 耶蘇 降誕 祭を迎 ふる 苦に 鄉 坐 S 


候 幸 に寒氣 案外 にしの ぎ く 至極 息災 に て 見物 致し 居り 候 間 御 安 心 被 下 度 候。」 歳の 暮に市 力 立 

ちて 賑ふ さま は各國 同様に 御 坐 候。 町の 飾りの 美し さは 御 目に かけ 度く 候 

十二月 廿 三日  ウィン ナ にて  寅  逢 

£!; に 寫 3i: の說 明」 

此れ は當 地の 國會に 御^ 候  • 

一 五三 

十二月 二十-一日 木 維納より 高 知 市外： ノリ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔給 はがき〕 

f 表に 1 

タリ ス マ ス 前の 賑はひ は 小 供 等に 見せ 度い 縱の樹 に 蠟燭ゃ 玩具 御菓子 色. - のぎら く 光る 絲ゃ 

玉 を 下ら 4. 一た のが 店 毎に 飾って ある。 大道に も いろんな 玩具 や 線香花火 など を賣 つて 居る。 宵の 

主來. H 織る 様で 大通り は 歩きに くい 程で ある。」 明日 はべ 一一 ス へ 着く 以太 利の 御正 月 をす る 害で 

ある。 そろく 御歳暮 を 貰 ふて 子供 等が 喜んで 居る だろう。 一月 末 頃に 伯林から も 何 かつく 答、 

つく 迄が 御樂 しみ 但し 子供のお もちやで ある。 

十一 一月 廿 三日 

〔裹 に 寫 眞の說 明〕 

ウィン ナ の 美術館 此れと 向 ひ 合 ふて 博物館が ある 

右の 端に ある 銅像 は マリア テレサの 像で ある、 
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一 五 四 

十二月 二十 三日 木 維納より 熊 本 第五 高等 學校 習學寮 中城涉 氏へ 〔槍 はがき 議事堂〕 

〔表に J  . 

ワイ ナハト の 前の 夜市の 光景 は 面白い。 一 休 此の 冬枯れの 景色 や 池が 水って 子供が 氷滑り を や 

つて 居る 有樣 など を 見る と 昔の リ卜タ ー の 搶を思 ひ 出して 面白い c」 あした ヴ H 一一  ス へ 行く 

十二月 廿 三日  寅  彥 

〔裏に 寫 眞の說 明〕 

此ぅ い ふ 建築 をゴ チ ッ ク 式と い ふそうで ある 

一 五 五 

十二月 二十 三 B 木 維納より 韓國黃 海道 黃州間 崎 純 知 (.當 時 道 知) 氏へ 〔搶 はがき〕 

叉 旅に 出ました、 

あした 以太 利へ 參 ります、 

十二月 廿 三日  ウィン ナ にて  寅  彥 

一 五六 

十二月 二十 六 曰 B ゲ H  ニスより 本鄕" 區 駒 込 曙 町 一一 田 丸卓郞 氏へ 〔槍 はがき〕 
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先生 如何 御暮 しで 御 坐い ます か、 私 は 又 旅に 出まして 一 寸ヴ H  二 ス へ 寄りました。 鳩に S を賈 

つ て やる の は 日本ば かり かと 思って 居ました が 此處の 御寺の 前で も 同じ 事 を 見ました。 但し 豆で 

なくて 唐黍であります。 それから 大道で うで 章魚 を 鍋で 煑 ながら 賫 つて 居る の も 珍しく 思 ひまし 

た。」 余事 後より 

十二月 廿 五日 ワイ ナハト  .  .  寅彦 

一 五 七 

十二月 二十 六日 B ゲェ- 一 スょリ "1 问知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ £1 はがき〕 

此度は 水の 都の 本家 本：： 儿、 以太 利の ベ 二 スを御 目に かけ 候。 家の 塗り 飾りの 剝け 古びた 様が 中 

えに 美しく 候。 此處に は 日本の ように 常 盤 木が 多くて 伯林の 枯木 林 を 出て 來た 眼に はなつ かしく 

候。 大道で ゆで 章魚 を賣 つて 居る のが 珍しく 覺へ 候。 此處の 堀に 渡した 橋 は 高い 反り橋で、 橋の 

兩 側に 店屋が ならび 丁度 昔の 播磨屋 橋の ような わけに 候。 路 次の 窓から 洗濯物 を ぶら 下け る も 日 

本 同様に 候 

一 五八 

十二月 二十 六日 B ゲ H 一一  ス よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子氏 へ 〔縫 はがき〕 

ヴェ ニスの 町 を 見物した、 此處は 本當の 水の 都で 町の 代りに 堀が あって、 車の 代りに 小船が あ 

る。 歩く 町は蝠 一間 位で 丸で 日本の 路次 である。 此處の 有名な 御寺の 前に 鳩が 澤山 居て 參詣人 は 
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豆ではなくて 欲 袋 人の 唐黍 を 買って 撒て やる。 淺草も 同じ 事で 面白い あした a 1 マ へ 行く 

. 十一 一月 廿 五日 

一 五 九. 

十二月 一 二十 B 木 羅 馬よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき〕 

謹啓 有名な ti 1 マ の 都に 參り 居り 候。 到處 古代の 榮 華の 跡が 累. - たる 殘墟 となりて 存し 面白く 

候。 羅馬 法皇の 宮殿に は 有名な 美術品 數 多く 保存され 幾日で も 見物す る もの は 有 之 候。 しかし そ 

う 遊 ふわけ にも 參ら すよ ぃ加减 にして 明日 は ナポリに 參り可 申 候。」 以太 利の 植物 は 日本に 似て 

居り 候が オリ ー ブの林 は 珍しく 覺へ 候。 竹も此 地に は 所よ 見受け 候。 葡萄畑 や 羊の 牧場 は此 地の 

名物と 被存 候。 余事 後便 

十二月 廿 九日  口 ー マに て  寅 

一六 0 

十一 1 月 一一 一十 B 木 羅 馬より 韓國黃 海道 黃州間 崎 純 知 r 當時道 知) 氏へ 〔搶 はがき〕 

B1 マへ 来ました。 彫刻 槍畫 古跡の 事 は 申す も 愚です が 橄欖ゃ 口 ー レルの 外に 密柑、 しゅろ。 

竹な どが 靑. -と 茂って 居て 日本 を 想 はせ ます。 それから 人間の 髮の 毛と 眼 玉の 黑ぃ事 を 御 報道 致 

十二月 廿 九日  口 ー マに て  寅 
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づ 

れ 正東 貞寬 


明治 四十 三年 


一六 一 

一月 一 B  土 ナポリよ リ高知 市外 江 ノ：： ：町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 〔搶 はがき〕 

御目出度う、 おめでとう 

四十 三年 元日  ナポリの 濱邊 より 

子 殿 

子 殿 お目出度う 

i  ^ オメ デ チヨ— 

二 殿バ I 

へ もよ ろしく 

一六 二 

一月 二 B  H ナポリより 本 鄕區森 川 町 一 小 吉節柳 瀨方小 宮豐隆 氏へ 〔鎗 はがき〕 

新年 御目出度う  . 
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四十 三年 元且  ， 

ナポリに て 宿の テラ セ 越しに カプリ の嶋を 望み て 

寅 彦 . 

I 六 三 

I 月 二  B 日 ナポリより 高 知 市外 江ノ： ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔繪 はがき〕 

〔表 5 

謹啓 御 一同 樣 目出度く 御 齢 を 重ねられ 候 御 事と 大慶の 至に 存候。 私事 旅に て 新年 を迎へ 候。 當 

地の 元日 は 市中 休 みに て 何も 見る もの も なく 候 故 此； li のべ ス ピアス 山に 登りて 地中海 を 見下し 候 

元日 一山に 登る も 亦 吉祥と 被存 候。 宿に 歸 りて 禮服 をつ けて 食堂に 出で 正餐 を 命じて 一 人 新年の 心 

祝 ひ 致し 候。 明日 はフ 。 レ ンッと 申す 處に參 り 五日 早朝 伯林 歸 着の 害に 御 坐 候、 余事 歸伯後 ゆる 

,/(\ 巾述ぶ へ く 候 

一 月 一 日 宵  寅 亲 

〔裏に〕 

新年の 御慶 以太 利より 申述候 

明治 四十 三年 正月 元旦 

. 父 ■ 上 樣 

母 上様 
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.  寅 彥 拜 

一六 四 

一月 二  B  B ナ。 ホリょ リ本鄕 一 511 駒； A 一面 片町ー 0 野村傳 四 氏へ 〔給 はがき〕 

. 〔表に〕 

旅で 獨 りの 正月 をして 早稻 田の 正月 を 思 出し 西片 町の 正月 を 思 出し 又 君 を 思 ひ 出しました 

. 御 健康 を 祈る 

〔襄 に〕 

新年 御 cz 出度う 

四十 三年 元旦  寅 彥 

一六 五 

一月 五日 水 午前 十一 時— 十二時 伯林よ リ高知 市外 江 ノ：； 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔捨 はがき〕 

謹；！：：： 今朝 無事 伯林 歸着致 し 候 間 乍 悼 左様 御 休 神 被 下 度 候。 伯林 も 思の 外暖く て 仕 合せに 御 坐 候。 

母上 様よりの 御手 紙拜見 致し 候、 別 役へ の 見舞 は旣に 二度ば かり 差 出せし 様に 存じ 候が なほ 折 i 

差 出し 候 間 御 放 慮 被 下 度 候。 先日 は 紅葉の 御茶 事 有 之 候 由、 皆 > 、樣御 無事で こそと 何より 喜ばし 

く 存じ 候。」 旅の 御 話し は 後より 上 候 

先 は右歸 着の 御 報 迄 草. -申述 候  . 
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一 月 五日 朝  寅 彥 

一六 六 

一月 三十 IB 月 iHS 九 時- i 十 時 伯林よ リー 咼知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔槍 はがき〕 

1 母. -御 手紙 被 下 難 有 拜見致 候 御 一 同様 御變り もなくて 何より 喜ばしき 事に 御 坐 候。 此度佐 川の 

堀 見 (ェ 學士) 米國 より 歸 朝の 途次、 伯林へ 立 寄り 六 七 年ぶりに て面會 致し 候。 近日 歸鄕御 地へ 

立ち寄り 可 申 候 間、 御面會 の上當 地の 無事の 消息 御 聞き取り 被 下 度 候。 何か賴 度く と 思 ひ 候へ 

共 荷物に なりて は氣の 靡と 存じ 何も 差 出さす 遣 憾に御 氷-候。 唯. - 無事の 様子 御 聞 取り 被 下 度 候。 

同 Jif; は米國 にて 獨カ にて 修業 致し 實に 感服に 御^ 候 c」 歐羅巴 中此頃 暴風 や 洪水に て 特に 巴 里の 

町は大 出水の 由に 候が 幸に 伯林 は 無事に 御 坐 候。」 余事 は 後便に 讓り申 候 

なほく 御 自愛 專 一に 奉 存候 

i 月卅日 

寫 眞の說 明〕 

此れ は 伯林の 公園に ある 凱旋 紀念 碑に て 高さ 一 一 百 尺 余、 頂上の 女神 像 は 金色 燦然と 致し 居り 候、 

此 柱の 中に 階段 ありて 神 像の 下 迄 登る 事が 出來 候。 

一六 七 

一月 一 二十 IB 月 午前 九 時； 十 時 伯林よ リ高知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 〔1? はがき〕 S 


先達て 達った 小包 はもう つ いた 頃と 思 はれる、 あの 熊 や 鬼 は 腹 をお すと グ 1^ /\ なく 事 を 云 ふ 

て やる の を 忘れた。」 伯林 は不相 變天氣 不定で 晴れたり 雪が ふったり して 居る、 寒さ は 思の 外な 

ん でもない。 天氣 のよ い 時 は 溫度は 低い が 風がなくて 余り 寒さ を感 せぬ」 西洋で は 熊が 兎角 愛嬌 

者に なって 居る、 此處 にも 熊の 緣 葉書が あつたから 小 供 等の 慰に 送る 

一月 卅 = 

一六 八 

二月 三 B 木 i;- 後 零-む 1 一時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 貞子 氏へ 〔捲 はがき〕 

原 

ョク ガツコ ヲ ノ セン セィャ ゥ チノ ォヂィ サン ォパ アカン 力、 サン ノ ユウ コト 

ヲ キイ テ オト ナシィ ソヲ ダ カラ ゴホ ヲビニ ェ ホン ヲ ーサッ ォ クリマ ス 

二月 二日  父 ヨリ 

贞子殿  . 

一六 九 

二月 二十 四 B 木 や 後 二 時 —丄 1 一時 伯林より 本 鄉區森 川 町 一 小 吉館小 宮璺隆 氏へ 〔給 はがき フユ ルス 卜 

ネル 畫、 樂劇 「タン ホイ ゼル」 第一 慕〕 

養〕 

ホト、 ギス に 於け る贵 兄の 小說 評を拜 見して 面白く 感じました。」 伯林 は 今年 はもう 春風が 吹 
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きます。 田舍邊 でも 歩いて 見たい 樣な氣 がする。 此邊の 森 も 湖 もま だ 眠って 居ます。」 實際獨 逸 

の 冬の 自然界 は 眠つ て 居る 様に 見へ る。 から 風の 吹く 以太利 はなんだ か 落着かぬ 心地が したが 獨 

逸 は反對 です 

〔裏に〕  .  - 

ゥ ー ヴァ I チュ ァが 終って 幕が 上る と 舞臺の 左の 隅に 伶人が ヴ H ヌ ス の 膝 を 枕に して 眠って 居 

る 正面 一 面 は 花の 如く 雲の 如き 姿が 夢の 如く 群って 居る 

一七 0 

二月 二十 七日 B 午後 二 時— 三時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔絵はがき〕 

四 五日 前より 非常に 暖く なって 公園の 木の芽が ほころび 始めた。 來週 あたりから 擧 校が 少し 暇 

になる。 耶蘇 復活祭が 近よ つて 御 菓子屋に 鬼の 作り物が 出る ようになった。 春休み に は 旅行 はよ 

し て 伯林 附近 の 工場な ど 見物す る 積り である。」 暖 になった ので 筍 を 思 出し て 食いた くな つた」 

一 一月 廿 七日 

一七 I 

一二 月 六日 B 午後 二 時— 一一 一時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき〕 

謹啓 皆 . -樣 不相變 御機嫌 宜敷御 募し 被 遊 大賀至 極 に 奉存 候、 下 而 私事 不相變 無事 相 募し 居候 間 

左 樣御安 种被下 度 願 上険。 當他は 三月に 人り てより 日本晴の 好天 氣っ き暖 にて 暮 しょく 候、 町 
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の 並木 も 少し 新芽 を 出し かけ 候。 最早 非常の 寒さ も ある まじく と被存 候。 日本 を出發 してより 一 

年 はまた、 く 暇に 過ぎ 候、 あと 一 年もぢ きに 立ち 申すべく 候ピ 昨日 は 先生の 宅に 晝 食に 案 內さ 

れ 有名な 南極 探撿 家に 會ひ申 候。」 先 は 右 無事の 御 報 迄 余事 後便に 讓り申 候 c」 なほく 御 自愛 

專 一 に 奉存候 

三 月 六日  寅 亲 

一七 二 

三月 十一 B 金 午前 十 時— 十一 時 伯林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき elst- 

g-arten に 於け る 軍樂隊 の 畫 の. 演奏〕 

拜啓 皆ぶ 樣御變 り 無 之 候 哉、 ^事 不相變 無事 御 安心 被 下 度 願 上 候 

當 地は暖 くて 慕し よく 候。 風がない ので 輊氣 球が 時- - 上り 面白く 候。 勸 工場に は そろく 春の 

衣裳 や 精子の 新形の 陳列 あり 奇麗に 候。 公園 や 町の 辻の 廣場は 子守と 小 供で 賑 かに， なり 候。 唯今 

日蔭に て溫度 四十 六 度 それに 風な き 故 誡に暖 く 候。 余事 後便 

三月 十 一日  寅彥 

〔裘に 寫 眞の說 明〕 - 

毎日 晝食頃 王宮 前の 廣 場なる 銅像の 下に 軍樂隊 集りて 奏樂 致し 往来 人 群り て 聞き 候、 右の 建物 

は 寺院に 御 坐 候 
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一 七 一一 一 

• 

三月 十八 日 金 伯林より 高 知 市外 江ノ U 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ fl? はがき〕 

こちらで は 先日 來天氣 つ きで 暮 しょい。 暖 では あるが まだ 冬の 景色で ある。 日本で はもう 程 

なく 彼岸 樱が呤 く 頃であろう。 此 地の 花屋に は此頃 色. - のつ、 じが 出て 居る、」 御兩上 はじめ 子 

供 等 も 無事 か、 子供 等の 寫眞が 出来たら 達っても らいたい c」 此間此 處の社 會黨が 撰 擧權を 得よ 

うとい ふので 示威運動 を やった。 巡査が 総出で 止める。 彌次 馬が 巡査に 石 を 投げる、 日本 も 同じ 

事で ある。 此 はがき は 其 時の 光景 を寫 した ものである 

三月 十八 日 

一七 四 

1 二月 二十四日 木 午後 二 時 1 三時 伯林より 高 知 市外 江ノ  4 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 li- 氏へ 〔絵はがき〕 

拜啓 皆え 樣御變 り もな く 大慶に 奉存候 扱て 私事い よ/ \ a ン ドン へ參る 事に 相 成り 候 四月 五日 

頃 伯林 出發 致し 。ン ドンに 約 一 ヶ月 滞在 可 致と 存じ 候。 御手 紙 は 不相變 唯今の 宿 宛に て 御 送り 被 

下 候 は k ま 敷樣取 計ら ひ 置 候 間 左様 御 含 置 被 下 度、 旅費 及 滞在費 は 無論 支給に 相 成る 次第に 御 坐 

候。 先は右御報迄<.^事後便に讓り申候 

三月 廿 四日  寅 彥 
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一七 五 

四月 五 曰 火 午前 十一 時 十五 分 倫敦 より 高 知 市外 江 ノ= 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき〕 

謹啓 皆. M 樣御揃 御機嫌 宜敷御 坐 被 遊 候 哉 私事 一 昨日 伯林 出發ー 一十 時間に て 昨朝 倫敦着 致し 候。 

何分せ 界の 大都會 だけ ありて 盛な 處に御 坐 候、 

息. M に 御 報 可 申 上 候へ 共 博 覽會の 用に て 色 i 忙しく 本日 は 右 安着の 御 報に 止め 余事 後便に 讓り 

申 候 

四月 五日  寅 逢 

一七 六 

四月 十一 日 月 午後 零時 十五 分 倫 敦ょリ 牛 込 區早稻 田 南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔繪 はがき〕 

いよく n ン ドン へ參り 候。 ァ ー ルス コ ー トと 云ふ區 域に 下宿 致し 居候。 博 覽會の 職人に なり 

て^しく 条 ぶ 見ぎ 〔に〕 も 出す 候、 塔 だけ はどうしても 見落さぬ 樣 にし 度い と 思 ひ 居候、 ピカ ディ 

リ ー の 夜景 は 一 寸昆 候が 伯林 以上に 御 坐 候。 一 体に 家が 古くて 煤けて 居て 家並の 不規則な 處が氣 

に 人り 候、 商人の 無愛想な の も 珍しく 思 はれ 候、 

< ^事 は 後より  • 

四月 九日  寅彥 
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|七 七 

四月 十 I B 月 午後 零時 十五 分 倫敦 より 飽町 K 大蔵 贫專賣 局 野 並龜治 氏へ f 繪 はがき〕 . 

今度 博 覽會の 職工に なりて 渡英 a ン.. ト ン の烟の 中に マゴ ッ キ 居り 候 一 月の 後 再び 伯林に まい 戾 

御 健康 を 祈り 候 

令夫人に も 宜敷御 鳳 聲を乞 ふ 

四月 十日  寅彦 

一七 八 

四月 十一 日 月 午後 零時 十五 分 倫敦ょ リ韓國 黄海 道 黄 州 間 崎 純 知 (當時 道 知) 氏へ 〔搶 はがき〕 

口 ン ドンに 參り听 謂ファ ミリ ー に 下宿 致 居候 獨 逸と はすべ ての 点で ちがって 居て 面白く 候、 博 

覽會の 御手 傳に てて 忙しく 候 

四月 十日  .  寅  彦 

一七 九 

四月 十五 B 金 午後 七 時 倫敦 より 高 知 市外 江 ノリ 町大 川筋 一 五 五 寺 W 利 正 氏へ 〔槍 はがき ホル ボ ー ン 

大通り〕 
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其 後 は 繁忙に まぎれ 御無沙汰 致 居候 御 一 同様 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 御 事と 奉 大賀候 私事 毎日 

器械の 据 付に 忙しく 候 h 共 至極 壯 健に 罷在候 間 乍 博 左様 御 安心 被 下 度 候。 聞きし に まさる 大都會 

にて 毎日 地下 百 尺 程の 墜 道の 中 を 電車で 往来 致し 候、 人間 は 所謂 紳士の 本場 だけに 高尙 にて 親切 

に 御 坐 候、 余事 は 後便に 譲り 中 候 

四月 十四日  寅彥 

〔裏に 〕 

車の 往来の 盛んな 事 御覧の 通りに て 町の 向 側 へ 越へ るの は 中. -危 おに 卸 も 喉 

一八 0 

四月 二十日 水 や 前 十一 時 十五 分 倫 敦ょリ 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ r 齒 はがき キ 

ン グ ス トリ— ト〕 

。 ン ドンの 場末の 町 や 屋敷町に はこん な 小さな 低い 家が 並んで 日本の 居留地で も 歩いて る 蒙 

な氣 がする、 そして 家の 屋根に は 小さな 土管の 烟 突が ゴタく 並んで 居て 古風に 見へ る、 白.^ と 

はすべ ての 点で 變 つて 居て 比 絞す るの が 中立面 白い、 そして 人間の 氣 質も獨 逸と は異 つて 面白い。 

四月 十九 日 

一八 一 

五月 4JB  土 午前 十 時 十五 分 倫 敦ょリ 高 知 市外 江ノ  P 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔捨 はがき〕 
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拜啓皆 i 樣御變 り もな く 御 暮し被 遊 大慶 至極に 存じ 候、 下而 私事 不相變 無事 博覽會 準備 も 大概 

終り 一 週間 後に は 再び 獨 逸へ 歸り可 ゆと 存 居り 候。 先日 下宿の 婆さんの 田舍の 別宅へ 案內 され 參 

り 候。 今 は 何處も 新綠靑 立と して 美しく 候、 テ ー ムス 河の 上流に てボ ー トを 漕ぎ 屮候、 當日 同行 

者の 署名せ し 端 書 差 上げ 置き 候。」 數 日-前 n ン ドンに て 有名の 黑霧 あり、 三時 頃 深夜の 如く 暗闇 

に 相 成り 驚き 中 候、 余事 後便に て 可 申 上 候 草よ 

五月 六日  - 

一八 二 

五月七日 土 午前 十 時 十五 分 倫 敦ょリ 伯林 ヴィク ト リア. ルイ ゼン。 フ ラッッ -シパ ー テン ブ n ィ氣 付：：！ 本 

人 諸氏へ 〔檜 はがき〕 

如何 御 暮し被 成 候 哉、 不計 御無沙汰 致し 不相濟 候。 先日 下宿の 婆さんの 田舍の 別宅へ 呼ばれ 新 

綠の 美しい 處を 見、 テ ー ムスの 上流で ボ ー トを こぎ 大に氣 に 入り 候、 しかし 博覽會 では ひどい 目 

に會 ひこり/ \ 致し 候、 不遠 伯林に 歸り色 M 御世 話に 相 成 可. m. 候、 

五月 六日  寅彥 

一 八 三 

五月 十八 B 水 (時間 不 SO 倫敦 より 高 知 市外 江 ノリ 町大 川筋 一 五 五 寺 出寬子 氏へ 〔搶 はがき〕 

博覽會 もよう./^ 開會 した 四 五日 中に 口 ン ドン 出發 伯林へ 歸る 箸、 博 覽會は 中.^ の盛况 である。 
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a ン ドンへ 來 てから は 忙しくて ゆる/ \ 手紙 を 書く 暇 もない。 皆 御機嫌 はよ いか。 こちらで は不 

相變 至って 丈夫で 風邪 も 引かぬ、  < 水 事 は 後便に て 

五月 十五 日  寅 ^ 

一 八 四 

五月 二十 五日 水 午後」 昨 1 八^ 伯林よ リ高知 市外：： d ノ  n 町大 川筋 ー五五 寺 田 貞子 氏へ 〔搶 はがき フ 

リ— ダ〕 

いぎりすから かえって きた。 てがみ を ありがとう この ゑ はがきの 花 は きれいだろう。 こ 

ちらで は いま このはな が さかりです 

父より 

貞子 どの  • 

一八 五 

五月 二十 八日 土 午後 八 時- 1 九 時 伯林よ リ本鄕 駒 込 曙 町  一一 E 丸卓郞 氏へ 〔繪 はがき〕 

謹啓、 御無沙汰 不相濟 候。 如何 御 暮し被 遊 候 哉、 當地 は何處 も新綠 美しく 一番よ い 時候に 相 成 

り 候。」 二三 日 前 ロンドンより 歸來致 候、 同地に て 皇帝の 大葬に 際會し ハイ ドハ ー クの 片隅にて 

行列 を拜し 候、 其 答ながら 立派な ものに 御 坐 候。 英國は 居心地の よき 處と思 はれ 候。 田舍の 景色 

は S ひしよりも なほ 美しく 被 存候ー なほ かへ す/, \ 御 自愛 を 祈り 候、 乍 悼 御 一同 樣 にも 不惡御 鳳 
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聲被下 度 候 

五月 廿 八日  寺田拜 

一八 六. 

六月 五日 B  (時間 不明) 伯林よ リ本； i 區森川 町 一 小 吉館小 宫豊隆 氏へ 

毎度 御手 紙 を 拜 見して 先生 や 諸兄の 御 消息 を 知る 事が 出来て 難 有く 嘻 しく 思 ひながら つ いく 

御無沙汰 になって 濟 みません 

英國 では 唯 毎日 博 覽會の 職工 を やる ばかりで 碌ぇ 見物 もせす 其內に 伯林の 講義が 始まった ので 

大急ぎで 歸獨 とうく 倫 敦塔は 外から 見た ばかりで 矮 念でした。 歸る 前日 アウトに 乘 つて 驅けま 

わり 方 立の パ ー ク やら 河 向いの 本 所 深 川、 東口 ン ドンの 貧民窟な ど を 見て 歩き 塔の まわり を 一 ま 

わりして あれが ボ ー シャン 塔 かと 思った だけでした。 塔の 裏手の 園の ベ ンチ に勞働 者が 大勢 腰 か 

け て 新聞 を 見て 居る の や 居眠りし て 居る の を 見 まし た 子守 も V 孰 母 車 を 押し て 日影 を 歩 いて 居た G 

しかし イギリス は獨 逸より は 居心地がよい、 先生 は 英國が 御 嫌いだ か 僕 は 一 寸ぱ かり 居た せいか 

氣に 入った。 一 日 宿の 婆さんの 田舍の 宅へ 呼ばれて 行って テ ー ム ス の 上流で ボ ー トを こぎ 綠 りの 

蔽 いか、 つた 汀に 白 島の 浮んだ 處で 遊んだ の は 面白かった。 ヂッ ケ ン スの オリバ ー ツイ ストが 一 

夜 を 明した と 云 ふ ymv の樹は 此の 村の 御寺の 庭に ある： 一 エド ヮ ー ドの 葬式 は ハイド パ ー クの 

入口で 拜 したがえ らい 人出でした。 ピカ ディリ ー の 夜景 も 少し 研究し ました、 此れ は來 年の 木曜 

會に とつ てをきます：  一 口 ゾ.. ト ン の 宿で は 何もし ないで； 母 晚シテ ィ イングル ー ム で 馬鹿話 をした。 
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一一 ュ ー ジ ー ラ ンド から 来て 居る 音 樂者レ —ボ ン孃が 歌 を 聞かせる。 ブ ラ ン ス 人の 親子が フ ラ ン ス 

語を敎 へて くれた。 宿の 娘 は 英語 を敎 へて くれた。 

ベ ルリ ン へ歸 つて 見る と 僅か 見ぬ 間に 新綠が 出揃って、 伯林 子の 自慢す る だけあって 成程 美し 

ぃ都會 である。 日が 永くな 〔つ〕 て 日中 は 暑い、 日暮れ (九 時 過) 町 を 歩く と 此邊は 山の手で 美し 

い 人が 澤山 散歩して 居る。 プラッツ のべ ンチに は あちこちで 相思の 情 を 語って 居る。 望遠鏡で 木 

星 を のぞかして 十五せ 戈づ、 取って 居る 男 も ある。 風の 肌 ざ はりが 東京の 緣日を 思 はせ る。」 咋日 

は 地理 in 政 窒の述 中と 遠足に 行った。 女 擧生も 大勢 一所で 賑 かだった" ぉ眞を 五六 枚と つて 来た、 

遠足に 行く と 無 禮講で 面白い 事が ある。 日本で も 女 畢生が 居る かと 聞いた 奴が 澤 山あった。 女學 

生 交りの 遠足 は イデア— ルで 結構です なと 云って やったら フ ァ 乇 —ズ だと い つて 喜んで 居た。」 

二三 日 前 宿の 婆さんが 死んだ、 葬式に 列して 御 墓へ 行って 柁の 上に 土 を かけて やった。 妙な もの 

で やつば り 悲しい 氣 がした。 以後 は 1:^  Schmeltzer 方と して くれ 玉へ。 あと は 老嬢 二人で 益 

え 淋し い 家に なつ てし まった。 陸軍 中將の 娘で 金がなくて は 一 生 結婚 は 六 かし いそうな。 氣の毒 

な 事で ある。 

木曜日に 先生に 御手 紙 を讀ん であげ て くれ 玉へ  ， 

五月 五日  寅  ^ij- 

豐 隆樣 

テ ー ト ギア レリ ー たった か ナショ ナルの 方で あつたか 忘れた が。 絶壁に 野猪の 群が 驅け てく 

る繪 があった 先生の 「夢」 の 一 節 は 此れ だな と 思 ひました。 それから 又 吹雪の 中に 群羊 を 守つ 
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て 居る 綺が ありまし たが 橫 山大觀 のかいた 「蘇 民」 の繪と 同じでした。 レ ー ノル ヅゃ、 ゲ ー ン 

スボ nl、 a ゼチ などの 本物 を 見て い、 心 持でした、 寫眞で 御 馴染の！^" を 本物で 見る のが 一番 

うれしい、 タ ー ナ ー の 本物の 乱暴な の は豫想 以上でした。 なる 程 不世出の 批評家 を 待た なけれ 

ば 素人に は 一 寸ぃ 、と 思つ て も 思い切つ て 賞揚し にくかった 苦 だと 思 ひました。 ゥヮレ ー スコ 

レ クシ ョ ン では グリュ ー ズ の 娘 输が澤 山あって 三 四郞を 思い出しました c」 口 ンド ン の 日本 料 

理生稻 の 待合室に 「虞 美人 艸」 がテ— ブルの 上に 備へ てあります。 外の 小說 はない 處を 見る と 

此處の 主人 は 先生の 愛讀者 だろうと 思 はれます 

一八 七 

六月 十 Ills 月 午後 二 時 I 三 伯林より 高 知 市外 江ノ  u 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 〔綺 はがき〕 

伯林 は 珍しき 暑さ (九十 五 度) なり 父上 様より しばらく 御手 紙が 來 ぬが 御 變り はない か。 暑く 

なると 小 供 等の 食物の 注意が 大事で ある、 當地 毎日 雷鳴 蒸 暑く 夜も凉 しくなら す。 日出 三時 半、 

日 人 八 時半 位。 夜 散歩す る と 東京 の緣日 を 思 ひ 出す 時候 になった 

六月 十三 日 月曜 朝 

〔^に 寫腐 S 說 明〕 

伯林 皇居の 一部 ^に は 荷船が もやって 居る、 日本で はない 図で ある 

I 八 八 


117 


六月 二十 九 DQ 水 午後 十 時 ー 十一 時 伯林より 飽町區 大藏贫 專賣局 野 並龜治 氏へ 〔搶 はがき〕 

毎度 御 便り 難 有う、 不相變 钾元氣 で 御 出張の 由 大慶に 存候僕 も 不相變 無事 平凡 御 安心 を 乞 ふ。 

Kopfkissen わざく 御 心配の 由 恐縮 致 候。 伯林 は 町の 並木 も靑. - として 往来の 佳人 も； 复 衣裳 凉 

しげに 見へ 候 

六月 廿九日  .  寅  彥 

一八 九 

七月 二十 B 水 午後 ニト む… 三時 伯林より 高 知 市外 江ノ  ：3 町大 川筋 一 五 五 寺 £ 利 正 氏へ t 繪 はがき〕 

拜啓 父上 樣其後 引きつ き 御 快く 御成り の 事と 存じ 候、 益. -御 養生 專 一 に 御 坐 候」 阪井 男は乇 

ス コ ー より ぺ —タ ー スブ ルグに 廻り 一 兩 日中に 伯林 着の 害 幸い 私. の 宿に 明 間 有 之 候 故 それへ 當分 

住 はれる 事に 致さん かと 存 居り 候、 先 は 右 迄 余事 は 後便に て 

七月 廿日  寅彥 

〔裏に 寫 aMS 說明 J 

伯林 公園の 鵝鳥 

一九 0 

七月 二十 八 B 木 (時間 不明，) 伯林より 歐露巴 旅行 中の m 中 館 愛橘 氏へ 

.Berlul、 7  gt. に S iit. 
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了  ciisei ！ 

IViedrichshafeu  ki  no  Otegami  ar ず ttals  一一 &en  itasiisita.  Aikawaiu  -さ kenk6  de 

clsog-asllju  yol.okot>asii  koto  de  al.hllasu. 

wetlmu.i  no  yGi  mono  wa  mada  ulairimascn  ；  tada  Syasin  no  Geuk.5  g.a  2-mai  iiiaitte 

mi arimasu.  scuollti  ui  mairimasitara  6 ま no  Sri  ni  torihakarai  sasyp  Tadasi 

; 二-一 ari  ？ soku  saitto  mauia 一 vami %  (lesitara  Istil.a  Hi  otuh 一 kari  itasite  okimasu  kara  d6ka 

Johannist〔h〕al  no  Oyado さ. a  Berlin  e  otuki  ui  im  made  ni  seug-i  itasite  okhiys. 

」\uo  Isn  wa  Iktssei  do  su-lau  niwa  K:oks.£m>ti  no  yci  koto  de  al.hlltlsyp 

Na お lokfi  8eusc4  wa  Kail^etll 2ka  ni  werliu  。  otuki  ni  naru  s6de  al.ilrlasu. 

souo  Omiiiiai  no  tall  wyallansi  vs  duihyO  site,  watakusi 15  syflt-  TOti  (- l--ai-.i  -ata- 

kusi  no  Yado  iii  tosatte  orimasu.  Yckomgi  g.a  tittoino  dekiinasenkara ゝ watakusi  «.p  TflhJ 

Annssya  wo  tutomete  ol.imasu.  gainiti  atil.a  kotira  to  asondo  oi.imasu. 

.watakusi  so  sakgitu  no  Meteorologischeslggljogj^  de  hitctu  syrette  mill-asita. 

Nakaiiaka 1  一 OIK-  or2-llta  g.a,  komle  Tura  no  wawa  g-a  i  kitae  i.e  masita. 

I1.0U.O  01  一 aimsi  .^p  al.i 画 su  ga  0-m-  Hi  kakatte  Isiagel-Klsyo.  (>t-ki  no  Iii  wo 1- 一 atte 

crlmasu. 
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Terada. 

一九 I 

七月 三十 IB  B  ;l 後 九-む I 十-む 伯林よ リ高知 市外： d  ノ？ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ S はがき〕 

謹啓 扱て 父上 様 次第に 御 力付に 相 成り 最早 全く 御 快 愈の 御 事と 存候、 なほく 御 養生 かへ すが 

へす 祈り 候。」 阪井 殿に も廿ー 一日 御 來着當 分 私の 宿へ 御 出 を 願 置 候 又 東京 理科 大學の 敎授ー 一人 此 

當 地に 參 られ、 四方八方に 取り紛れ 居り 候。 

幸に 學校も 休みに なり 好都合に 御 坐 候 先 は 右 迄 余事 後便に 讓 り.^ 候 

七月 i 一日  寅豫 

一九二 

八月 四日 木 午後 四 昨— 五 時 伯林よ リー =r 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏へ 「繪 はがき〕 

御手.^ 難 有， 見 致 候 父上 樣 次第に 御 力付き に て 万.. 目出度 存候、 當地は 昨今 雨 多く 田舍 にて は 

所. - 出水の 箇所 も 有 之 様に 御 坐 候、」 m 內 侯爵に は 先達ての 手術 後 又 一 昨日 小手 術 を 受けられ 候 

御 経過 は 多分，； しからん と 存じ 候。 阪井 殿に も御壯 健に て 日. M 病院へ 御見舞 被 致 候、 - 

宅へ は電燈 がっき 候 由 近い 處 ならば 一 寸 見たい 樣な氣 が 致し 候 御 一 笑く」 

なほく 御 養生 專 一 に 奉存候 

<^事は後便にて    — 
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月 四日  寅彥 

一九 一二 

八月 五 B 金 午後 十一 時.— 十二時 伯林-. -リ 本鄉區 理科 大學田 丸卓郞 氏へ 〔接 はがき 田 中 館 愛橘、 愛知 

敬  一、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略)〕 

どうも 先生方の 御 伴 をして あるく と 面白い 種が 澤 山に 出来て 手帖に つける のが 忙しい 位で あり 

ます 

明治 四十 三年 八月 五日 夜 九 時 頃  寺 田寅彥 

一九 四 

八月 十四日 日 午後 六 時— 七 時 填 地 利 グリュ ナウより 本 鄉區駒 込 曙 町 一一 田 丸卓郎 氏へ 〔ii? はがき 田 

中舘 愛橘、 愛知 敬  一、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略)〕 

つ 一二 .11  I10  ； Migiwa  ycl.l  hal.ul〈anl  g-olsnlc{i  wo  syukusi  11-asu 

I 九 五 

八月 十六 B 火 午後 八 時— 九 時 伯林よ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺、 E 利 正 氏へ 〔搶 はがき〕 

謹啓、 扭て御 一同 樣御變 り もな く 大慶に 存候 父上 樣も いよく 御本複 喜ばしき 事に 御 坐險、 私 
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事 も 不相變 無事 御 安心 被 下 度 候、 井上より 金子 達り くれ 確に 落 手 致 候 間 乍 憚 御 安神 被 下 度 祈 申 

候。」 山內 侯爵に も 本 月末 頃に は 當地御 出發の 事に 相 成 可 巾と 存候、 先 は 右 不取敢 御 報 迄 余事 後 

^ に 邊申候 

八月 十六 = 

一九 六 

八月 十九 B 金 午後 零時— 一時 ァ。 フ クイ 烏より 高 知 市外： ルノ" 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき 

阪 井重季 氏との 寄せ 書〕 

其 後甚御 無音 奉 謝 候 本 u ハ赏彥 君と 郊外-一遊 覽シ 一 日 之 興 ヲ盡セ リ遙 i 貴家 之 御 健康 ヲ祝シ 平 H 之 御無沙汰 

ヲ奉萬 謝 候 ，=^;«十八：1:午后四時ニ十五分書ス  阪 井重季 

寺 E 利！ 樣 

只今 此の 河畔に 遊びに 參り 樹薩で コ I ヒ ー を 味い 居候 

八月 十八 R -  寅  逢 

一九 七 

八月 二十 一日 日 や 後 五 時— 六 t- ハ- レン ゼ —より 高 知 市外 江ノ  = 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 fii 氏へ 〔鎗は 

がき〕 

本 H 寺 田 博士 〔と〕 伯林 郊外 之 松林 を 逍遙し 此處 にて 休 斑 致 候 八ガ廿 一日  長 岡 半太郞 
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本日 長 岡 先生の 御 伴 致し 伯林 郊外の 森に 參り歸 りに 此の 裏の 處で 休息 致し 居り 候 

八月 廿 一日 晝 一時  寅彦 

一九 八 

八月 二十 一日 日 ャ後卜 一時 十二時 林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田貞子 氏へ 〔搶 はがき 

。フフ アウエ ン島 阪 井重季 氏との 寄せ 書〕 

今日 ハ 日曜 二 付 御父樣 トコ ス イノ。 アル トコ ロェ。 ァソビ ニキ マンタ 貞子 モ。 トモ 二。 マイリ タナ ラバ。 ナ 

ン ボカ。 ヲ モシ n ォ" カロ ヲトヲ モイ マシタ C  重  季. 

良 子 ほ^- 

今日 阪 井ノォ ヂィサ マト コノ 嶋へ ァソ ビー 一 キタ、 コ、 ノ  ニヮニ ク ジャク ガ 

オリ マス 

父 ヨリ 

一九 九 

八月 二十 IB  B 伯林よ リ歐露 巴 旅行 中の E 中舘 愛橘 氏へ 〔封筒な し〕 

； Berlin  H  gt.  21 lit. 

Sensei ！ 

13erliii \vo  Otati 11c lli  一 va  JVlinasaii  to  issyo  ni Teisvaba  de  olll;lI;lmos=-il,slta  ga、 】I.n,ssva 


123 


uo  Zikoku  aa  seiiiattemo  Seusei  no  Osugata  Ava  ikk6  miezu、，  Itid6  de  ^^^^p  atira  kotira  to  ^ 

ul.om.o  site  oriinasita.  .watasi  wa 11.16  i^l:-en  Nen  no  ni  to  omotte  ISisi  no  tasl  no 

Ho  e  sagasini  yulai  uti  yatto  omeniliakal.u  Isto  g-a  dekhiiasita.  Zuitmn  lawadoi  koto  de  £u.l- 

ww^pw^^p.  Ailmra  san  mo  ，reisyal-a  ye  ki1;e  orare  masite,  sassokii ano  Kawalmklu.o  wo  o watasi 

Itasnnasi. 

okael.i  ni  narimasital.a  d6ka  wyositu  no  katagata  ni  yol.osiku  otutae  wo  lleg-almasu. 

HolKla.sall  ^^pw.p  Bessi 1)0  Hagaki  g.a  mail.i  Inasita  Jial.a  otodokc  itaslma>su. 

二  oo 

八月 二十 五 曰 木 午前 六 時— 七 時 伯林よ リ本鄕 區森川 町 一 小^館 小 宮登隆 氏へ 〔絡 はがき 料亭 ライン 

ゴ— ル に〕 

〔表に〕 

比の 料理屋 は 一 寸 立派な 處 です 今夜 活動 寫眞に 誘 はれて 此 處へ來 ました ダンチヒの 男、 シ ュ レ 

ジェン の 婆さんと 娘、 コンス クンツの. ドクトルの 妻 君、 アメリカの ミス 一人 それと 下 の 御祌さ 

んに御 坐 候 

了 ィ ス を 食て ビ —ルを 吞んで 海老 を 食 ひました 

八月 廿 四日  • 
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Einen  deutsclicn  L-uss^ 

〔裏に 署名 寄せ 書 あり〕 

官、 す\\ 〇l^tre  Korfanty  Helen  Peters  Elize  Gunnwald  JVIiu.ie  Gunnwald  Heinz  〔〜s〕 

二  O 一 

八月 二十 五日 木 午前 六 時 ー 七 時 伯林より 韓國黃 海道 黃州間 崎 純 知 (當時 道 知) 氏へ 「檢 はがき 裹 に署 

名 寄せ 書 あり、 省略〕 

御 好に より 表面へ 署名して 貰 ひました 男 二人、 ダ ー メ五 人、 レヒト ゲミュ ー トリ ヒ 

伯林の 夜中 に〕 

二 0  二 

九月 十日 土  (時間 不明：) ジュネ I ヴょリ 高 知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔給 はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 申 上 候、 先日 は 小 供 等の 寫眞御 送り 被 下 難有存 候、 私事い よく 昨夜 伯林 發今 

夕瑞西 ゼネバ 湖畔に 參り 居り 候、 噂の 如く 景色の 美しき 處に御 坐 候 

余事 後より 追. -可申 上 候 

寅彥拜 

山 內樣は 六日に 御 出發御 途中の 無事 を 祈 居候 
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二  0=1 

九月 十日 土  (： 昨 間 不明) ジュネ —ヴ より 高 知 市外 江ノ  N 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔1? はがき ジュ 

先日 は寫眞 確に 落掌 小 供 等 も 皆 大きくな り 大慶く、 いろ/ \ 忙しくて 取 紛れて 居た がいよ い 

よ 昨夜 伯林 發 此の 湖畔へ 來た、 世界の 公園と 云 はる k だけあって 美しい 處 である、 すべて 総の 様 

な國 である、 あす 天氣 がよ かったら モ ンブ ラ ン の 氷河 を 見に 行く 

九月 十日 夜  ホテル、 ダン ダル テアの 三階に て  寅 

二 〇 四 

九月 十一 一一 B 火 (： 時間 不明) ジ ュュ个 ー ゲ より 本 鄕面駒 込 曙 町 一一 田 丸卓郞 氏へ 〔給 はがき〕 

先年 御 話に 聞いた シャモ 一一 ー の 水 河 を 今日 渡りました から 紀 念に 差 出します 

九月 十 一 日  寅 

二 〇 五 

九月 十四 B 水 (時間 不明) ベ ルンより 高 知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利： 止 氏へ 〔槍 はがき〕 

本日 此の 町に 參り候 御覽の 通り 美し い 町に 御 坐 候。 最も 古き 町に て 市街の 模様 珍しく 候 

九月 十四日  寅 .Jt!^ 
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二  。六 

九月 十六 日 金 (時間 不明：) チュ ー リヒょ リ高知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 は. がき〕 

此 處は瑞 西に て 第一 の學問 所に て 見るべき もの 多く 候 

九月 十五 日  チュ ー リツ ヒ にて  寅 

二  04J 

九月 十八 日 日 午後 九 時 —十 時 スト ラス ブル グょリ 高 知 市外 江ノ U 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔搶は 

がき， 1 

無事 再び 獨 逸に 入り、 南方の 各大學 等巡覽 中、 

九月 十七 日 

二  0 八 

九月 十九 日 月 午後 三時 I 四時 -ー ュ ルン ベル ヒょリ 本 鄉區森 川 町 I 小吉館 小 宮豐隆 氏 へ 〔綺 はがき デ 

ュ ー ラ— の 家 寫眞 の 說 明文 Albrecht  IMircl.IKllls の 横と 左方 の 建^ の 上 に ※印 を附し 

たり〕 

バリ リア の 昔 を 見物 致 候 

九月 十九 日  寅 
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二  o 九 

九月 十九 B 月 午後 一一 一時 1 四時 一一 ュ ルン ベル ヒょリ 高 知 市外 江 ノ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔鎗は 

がき〕 

此 處はバ ヮ リア の 最も 古い 都に て 見る 物 毎に 昔の 獨逸を 忍 はせ 候 

九月 十九 日  一二  — ルン ベルク  寅  彥 

二  I  0 

九月 十九 B 月 午後 三時 I 四時 一- ュ ルン ベル ヒょリ 牛 込- 511 早 稻田南 町 七 夏 目 金 之 助 氏へ 「綺 はがき〕 

本日 當巿 13- 物 致 候、 見る 物 毎に 中 世紀の 獨逸 をし のばせ 面白く 候、 

九月 十九 日  寅  彥 

ニニ 

九月 二十 B 火 午後 二 時 —三時 ミュンヘンより 高 知 市外：； d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ 〔搶 はが 

き」 

バウア リアの 主 都より。 

九月 廿日 

此處は 建築の 壯大、 美術品の 夥多、 伯林に 勝る。 
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ニー 二 

九月 二十 八日 水 午後 五 時. I 六 時 ワイ マ— ルょリ 本： 郷區森 川 町 一 小 吉館小 宫豐隆 氏へ f.i? ね はがさ シル 

ラ， 'の 書齋〕  - 

今日 H ナ から ハ ル レ へ 行く 道す がら 一 一時間ば かり 此處へ 下りて ゲ ー テの シルラ ー の 家 を 見 まし 

た、 思の 外 質素な 住居です、 町の リンデン は 落葉して ァ ホルン は 半 は 黄葉、 昔の ブルクの 壁に 下 

つた かづら が 血の 色 をして 美し い。 窒の 左の 隅に ある スピ子 ットは 詩人の 妻 君が 彈 いたの だそう 

です。」 シラ I の樣 子が 何處か 君に 似て 居る よ 

ヮ ー マ ー ル 九月 廿 八日 

ニー 三 

九月 三十日 金 午後 二 時— 三時 伯林より 高 知 市外 江ノ： ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔絵はがき〕 

無事に 旅行より 歸來、 明日 は 同宿の 安藤 氏 鏡 氏 並に 伊東 榮三郞 君 共に 伯林 を出發 する 普に て 色 

. -混雜 中、 いづれ 兩三 日中に 手紙に て 旅行の 話で も 送る、 

先 は 無事 歸 着の 報 迄 

九月 三十日 

ニー  四 
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十月 七 B 金 午前 十 時— 十一 時 伯林よ リ高知 市外 江ノ  ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ L 給 はがき〕 

拜啓、 皆よ 樣御變 り もな く 御 暮し被 遊 候 哉 私事 旅行 以来 無事 唯今、 伯林 引上げの 仕度に 忙しく 

候、 十五 日に は 出 發ゲッ チン ゲンへ 參り可 申 候、 荷物の 取 まとめ や、 諸 所への 暇 乞な とに 忙しく 

寸暇な き 有様に 御 坐 候。 一年 半 も 居た る處 とて 何となく 名淺 惜しき 心地 も 被 致 候。」 先日 阪 井の 

舅 殿と 撮影の 寫眞稗 送り 致 候 一 ケ 月 後に は 到着 可 致と 存候、 余事 後便に て 

十月 七日 

ニー 五 

十月 七 B 金 午後 八 時— 九 t- 伯林より 高 知 市外 江 ノ：： ：町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 「絵はがき〕 

九月 十九 日附 母上 様よりの 御手 紙拜讀 致し 父上 樣敦賀 へ 御 出の 事 承知 致し 候、 御 苦勞御 察し 申 

上 候。 侯爵 殿に も 御 無事 御 歸朝相 成 慶賀の 至に 奉存 候。 私事い よく 來る 十五 日頃 田舍へ 移轉致 

す 事と 相 成り 暇 乞 其 他に 忙しく 候、 旅行 以來も 至極 健康に つき 御 安心 被 下 度 候」 此の 繪は 伯林で 

轉 宅の 荷物 を 運 ふ 車に て、 今 十月 初 は 殊に 轉宅 多く 候。」 いづれ 少し 暇 を 得て ゆるく 可 申 上 候 

十月 七日  寅彥 

ニー 六 

十月 十三 B 木 午前 十 時 I 十一 時 伯林より 麴町區 大蔵省 專賣局 野 並龜治 氏へ 〔絵はがき 署名 「寅」 に 

輪 を 施し あり〕 
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御手 紙 難 有う、 小弟 近日 月 沈 原に 移ります、 そして 田舍の 冬籠り を やります、 伯お も 離れ 難い 

樣な氣 がする、 日が 短くな つ てみ^^のラィプチ！-ガ， ス トラーセ が賑 かです 

十月 十三 日  寅 

； Lotheisen  Planckstr.  LS  Giittingen- (御 便り を 乞 ふ 

ニー 七 

十月 十八 日 火 午前 十 時 I 十 一時 ゲッ ティ ン ゲ ン より ：= 本朝 鮮 黄海 道 黃州間 崎 純 知 (常時 道 知ソ氏 へ 「搶 

はがき〕 

小弟 今度 當 地に 轉學 冬籠り 可 致 候 

:Pension  Lotlieiseu  plalskstr  IS  G ま tingen  寅  彥 

十月 十八 日 

二 一八 

十月 二十日 木 午後 三時 I 四時 ゲッ ティン ゲンより 本 鄕區森 川 町 一 小 吉館小 宮璺隆 氏へ t 給 はがき〕 

伯林 引き上げに ゴクく して 居て つい 御無沙汰 しました 先生の 御 病 氣には 驚き ましたよ。 御 

療養所の 擒 葉書 は 嘻 しかった、 もうす つと よく なられた でしよう か 近頃 は 日本の 新聞 を 見な か 

つたから 御 消息が 分りません、 其 後の 御 容体 を 知らして くれ 玉へ 一 序に 內丸 君と 野 村 君の 宿所 を 

知らして くれ 玉 へ ーゲ ツチ ンゲ ン は田舍 で、.： ：- 持の よい 慮らし い。 獨逸學 生の H ヒ トな 生活が 見ら 
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れ るそう です。 昔 がら 理科の 先生た ちの 居られた 處で 色. - の 話 を 聞かされて 居た から 舊 知に 會ふ 

樣な心 持 もしました。 宿 は Planckstr, 18 ですから、 折 i 御 便り を 願ます 

十月 十八 日 〔装に〕 

ニー 九 

十月 二十 二日 土 午後 一時— 二 時 ゲッ ティン ゲンよ リ本鄉 E 森 川 町 一 小 吉館小 宮豐隆 氏へ 〔槍 はがき〕 

十月 五日 附の 御手 紙 難 有う、 詳しく 先生の 御 病狀を 知らして 下さって 難 有う。 月 沈 原へ 來て始 

めて 西洋の 秋 を 知りました、 朝日が 窓から さしこん でお 一 根の 植 込に 小鳥が 來て 鳴く、 伯林で は囚 

はれた 自然ば かり 見て 居た が此處 へ來て 始めて 自然な 自然 を 見ました、 從て 日本 を 想 ひ、 早稻田 

を 想 ひ 南 町 七 番地 を 想 ふ 事が 多くな りました。」 昨夜 近處の Stadt  Theater で キング リア ー を 

見ました。 私の 宿に 居る 女優が コ ル デリアに なって 喝采 を 博した」 今日 入攀 式で これから 出かけ 

十月 廿 二日 午前 十一 時  寅 彥 

ニニ  0 

十月 二十 二 B  土 午後 一時— 二 時 ゲッ ティン ゲンよ リ高知 市外 江ノ  u 町 尺 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔繪 

はがき 裹に 「人 學式當 日」 と あり〕 

謹啓 其 後 御 變りも 無 之 候 哉、 私事 無事 就學致 居候 間 御 安心 被 下 度.^ 候。 田 会の 町の 景色 御 目に 
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かけ 候。 狭い 町に て 新しい 日本人が くれば 町中の 人が 知って 居り 候。 何邊 伯林に 比較して 鄙び 

た處が 面白く 候、 閑 II なのが 何より 結構に 御 坐 候、 友人 は 澤山有 之 淋しき 事 は 無 之 候。 企 事後 便 

にて  ， 

十月 廿 二日  寅  ^ 

…一 一 

十月 二 十六 日 水 午後 十 時— 十 一時 ゲッ ティ ン ゲンより 高， 5 市外 江 ノ：： 町 大 川筋 一 五 ：ム 寺 田 寛 子 氏 へ 

〔搶 はがき〕 

西洋 も 東洋 も田舍 は變ら ぬ。」 日本人で も 東京の 様な 所で 育った 人と 自分の 樣な 田舍で 育った 

ものと はたし かにち がう。 人に よると 月 沈 原 を 淋しくて きたなく つ てつ まらん， とい ふが 自分 

は、 そのき たない 淋しい 處が氣 に 入って 居る。」 

クリスマス の 日に 同 學の獨 逸人 等に やり 度い と 思 ふが。 日本 畫か もしくは 日本 風景の 繪 葉書 を 

十 組ば かり 送って 貰い 度い。 十 枚 位づ、 開き封に して 寫眞 など 、同じ様にして 達れば よい。 それ 

とも 少し 高くなる が封狀 にして 送れば 早くつ いて 都合 はよ い。」 父上 様の 御 便りが 其 後ない が 御 

近狀を 知らして 貰い 度い 

…三 

十月 二十 九日 土 午後 四 時 1 五 時 ゲッ ティン ゲンよ リ高知 市外 江ノ M 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔繪 
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はがき〕 

拜啓 御手 紙 難 有 拜見致 候、 皆. -樣御 無事 御 暮し被 遊大賀 至極に 奉存 候。 承り 候へば 父上 様に は 

敦賀 にて 阪井 男爵 御 看護の 爲 非常の 御辛勞 にて、 それ 程の 事と は 存じ 寄らす 驚き入 候。 御 配慮 空 

し .A らす御 快 愈 にて 何よりの 事に 候。 實は其 後 御歸高 の 御 報 無 之 候 故 色 え 裨氣遣 致 居候が 御手 翁 

こて 安、 レ仕 候。 しかし 御 看護の 御 疲勞も 一 人と 被存、 充分 御 自愛 專 一 に奉存 候」 當地は 追.^ 寒く 

相 が 日に よりて は暖く スト ー ブの 必要 も 無 之 候。 不相變 健康に 罷在候 間 御 安神 被 下 度 祈 申 候 

十月 廿 九日  寅 彥 

二三 二 

一 I 月-一十 B 曰 午後 七 時 1 八 時 ゲ ッ ティ ンゲ ンょリ 高 知 市外〕 ル ノリ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 寬子氏 へ 〔槍 は 

がき〕 

〔表に」 

本日 諸君と 郊外に 散歩、 今 此の 菓子屋に て 珈琲 をのみながら 快談致 居^  I 

御主，、 §日 當 地に 御出でに 相 成 御 厄介に 相 成 居候 御 壯僂御 心配 御 無用に 願 候  お  山 

IJr あに 署名 寄せ 書〕 

林 S む；： 川輔齊 高. 辻亮ー 吉川. K 夫 (1 ノヤ；： J 。へ； S 河& 三で 代 子 昨夜 、大 竹太郞 

三 一四 
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十月 一： H 附 不明」 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン より 麵町區 大蔵省 專賣局 野 並 龜治氏 へ 〔擦 はがき〕 

愈ぶ 田 舍へ引 込んだ、 秋葉黃 落、 此れから 冬籠りの 仕度に か k る。 しかし 東京から 高 知へ 歸っ 

た 樣な氣 がして 惡ぃ心 持 はしません。」 先日 は 御目出度う」 又奮發 して 遊びに 來る樣 にし 玉へ、」 

下宿屋へ 住つ て 居ます、 町の 芝居の 坐 付， 女優が 同宿して 居る の は 妙です 

寅 

，所 は Planckstr.  IS.  GfJttingeu に 願ます 

三 一 五 

十一月 九日 水 午後 四時- 1 五 時 ゲッ ティン ゲンよ リ高知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 一. 搶は 

が き J 

拜啓御 一 同 樣御變 り も 無 之 候 哉下而 私事 不相變 無事 御 安心 被 下 度 祈 候。 去る 三日 は 天長節に て 

當地 在留 日本人 十五 人相 參り 祝賀 會相 開き 候、 國旗ゃ 菊花 を 飾りて 君が代 を唱へ 後に は 日本の 俗 

歌 迄 歌い 四隣 を 驚かし 候。」 十一月 は當 地の 雨期に て 晴天 は 稀に 候、 十二月が 来れば 又 宜敷 由に 

候。 一 なほく 御 自愛 專 一に 奉存候 草ぶ 

十月 八日 〔裹 にも "(1.8.  Oct." と あり I 

一 一伸 乍 博 いづ れも樣 へ 宜敷御 鳳 聲願上 候 

「裏に .，1 

比れ は當地 大學の 講堂に て いろくの 儀式の 時の 集 會听に 御 坐 候、 敎場は 市中 各所に 散在 致し 
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居り 候 先 づ市全 休が 大學構 內の樣 な 者に 御 坐 候 

ニニ 六 

十一月 十七 日 木 午後 七 時— -八時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田寬子 氏へ 〔槍 

はがき〕 

此 處へ來 てから 非常に からだの 工合が よいので 喜んで 居る、」 四 五日 前に マルチン ル ー テルの 

誕生日が あった。 其晚 町の 小 供 等が 歌を唱 ふて 家 毎 を まわり 御菓子 やくる みな ど を 貰 ふて あるく 

中には 面 を 着た 小 供 も ある 丁度 日本の かいつ りと 同し 事で 面白かった。 歌 ふ 唱歌の 中には 「霞 か 

雲 か」 もあった。」 御 兩上樣 によろ しく 

十 一 月 十六 H  寅 亲 

ニニ 七 

十二月 一二 日 土 午後 十 時— 十 一時 ゲッ ティン ゲ ンょリ 高 知 市外 江ノ  口町 大 川筋 一 五 五 寺 田 寬子氏 へ 〔槍 

はがき〕 

手紙 を 難 有う、 皆 御 無事にて 何より 重疊、 獨逸 もい よく 冬に なった、 田 舍の冬 景色 も 面白い 

雪 はもう 一 一度 ふったが まだ そんなに 寒く はない 不相變 無事で 風 も 引かぬ。 iiS は 町はづ れで晝 でも 

人通り は 少ない が 日が 暮れる と 犬 も 通らぬ 位で ある、 伯林の i 曰- 騷に 飽きた 後で はよ い 心 持で ある。 

每日 家族 や 同宿 人と ー處 にめ し を 食 ふ。 今夜 も 今め し をす まして 後紀 念に 家族の 署名 を 表へ して 
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貰った 

士 一月 二 曰  寅 亲 

〔裏に 寄せ 書と 寫眞 の說 明〕 

fl-elln 二 li (二 1  一一 u  Gl.uss  st-n 二つ 一- iiiihi>k:;uik>s  ,\v_,uh  Fl.ilu  L-cl-helscn  ( 1》(M1S ミ 11S-112SU>1-). 二 0121c  LotlK.lsen 

宿 は 此の方 向に 當る 敎會堂 奏樂堂 此れが 山の 上の 地球 物理 學敎窒 である、 

三 一八 

十二月 三 B  土 午後 十 時 I 十 一時 ゲッ ティ ン ゲ ンょリ 朝 «5 黄海 道 黃州問 崎 純 知 (當時 道 知) 氏 へ 曰 はが 

き 裘に數 氏の 署名 ぁリ、 省略〕 

毎度 御 端 書 難 有う。 不相變 御 元氣で 大慶に 存じます、 小生 月 沈 原 着 以来 も依舊 無事 呑氣の 生活 

を 致して 居ます。 今夜 夕飯 後 宿の 者と 雜 話の 末 紀 念の 端 書と 稱 して 名前 を 書いて 貰 ひ 候 

令夫人に よろしく。 

十二月 二日  寅 

ニニ 九 

十二月 十四日 木 ： や 後 四 f-l 五 時 ゲ ッ テ ィ ン ゲ ンょリ 高 知 市外. H  ノ  ：：： 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利： 氏 へ 〔撸 
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はがき〕 

謹啓 其 後せ I.- 樣御變 り もな く 御 暮し被 遊大贺 至極に 奉存 候、 ：卜而 私事 不相變 無事 相暮し 居候 間 

乍愤御 安心 被 下 度 奉 祈 候、 此 度は綺 葉書 澤山御 接り 被 下 難 有 落掌 致 候。 耶蘇 降誕 祭 も 近より 候 故 

それく 知人へ くばり 可 申、 定めし 珍重 がられ 候 事と 存 居候。」 當 地は變 りし 事 もな く、 唯氣候 

の 割合に 暖 きが 何より 結構に 御 坐 候」 來年歸 朝は遲 くも 六月 下句に 相 成り 可 巾、 都合に よりて は 

五月 末に 歸國 致す や も 難 計 候。」 乍 憚 いづ れも樣 へ 宜敷御 鳳 聲祈候 

十二月 十四日  寅  ま 

二三 0 

十二月 二十 四 曰 土 午後 三時— 四時 ゲッ ティン ゲンよ リ 福！： 縣戶畑 町 治 專門學 校 桑 木或难 氏へ 〔綺は 

力 き」 

御無沙汰 致しました、 不相變 御 無事に 御 研究の 事と 存じます、 此 正月 は 始めて 御 地で 御 過し の 

事 かと 思 ひます、 私 も 今年 は獨 逸の 田舍の ワイ ナハ トを迎 へました、 一種の ワイ. ナハ トス チムン 

グを 感じます、 此れが 冬な ので 一層 趣が ある 樣に思 はれます、 

なほく 御 自愛 を 祈ります。 御 家族 御 一 同様によ ろしく 

十一 一月 廿 四日  寅  ま 

ニー 一一 一 
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十二月 二十 七 曰 火 午後 七 時 I ベ 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外：； d  ノ  H 町大 川筋 一 五 五 寺 E 寬子 氏へ 

〔捨 はがき j 

小供等の^：；？眞が着ぃた、 二人共 大きくな つて 居る が 正 二の 大きくな つたに は 驚いた。 帽子が 兄 

さんの 御 古と 見へ て 額に & 1 マ 字で 鞍馬と ある。 あの 幘子を 着せて 動物園に 行った 事 を 思 ひ 出す 

一 一三 日中に 三人に なに かお もちやで も 送ろう 去年の クリス マ スは 旅で イタ リ ー に 居た が 今年 は 初 

めて 獨 逸の 祭日 を 見た。 宿で も 祝 をした し 語學の 先生 處へも 呼ばれた、 先生に は 小 供が 四 人 あつ 

て かであった、 樅の 枝に 飾り物 をつ るして 蠟 燭を澤 山つ けた 處は 美しい ものである。 小 供 等 は 

皆お もちや を 澤山貰 ふて 夢中に なって 居る。 

十二月 廿 六日  寅  彦 

ニー ニニ 

十二月 二十 .=^3 水 午後 七 時 1 八 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 一！； i  ノ  M 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 へ 

〔搶 はがき Hainbel.g 一 

本日 此處 に來 り、 半日の 淸遊を 試み 候、 紀 念に 同行者の 署名 を 貰 ひ 候」 明日 子供 等に 綺本 等差 

出し 候、 

十二月 廿 八日  寅  ^ 

〔裏に 署名 寄せ 書 あり〕 

Frau  Lotheisen  Helene  Lotlieiseu  Ag-ues  stiil-er 
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ト 二月 二十 八 B 水 ャ後ヒ 時 —へ 時 ゲ ッ テ ィ ンゲ ン より 本鄕ー Sil 森 川 町 一 小 古 節 小 宮豐隆 氏 へ 〔禱 はがき〕 

Hainholz,  d. に S.  XII.  ao 

； Lei<3er  fehlt  heute  del-  Schuee.  Docli  setzen  メ vir  gal-  gemiitlich  bei  emer  Kann  Kaffee 

unci  denkeu  an  Sic.  Seieii Sie  herzliclist  gegrUsst  von 

1111.211 ！ -S-Jul;). 

Helene  Lotheiscn  Agues  stuher.  Frau  Lotheisen. 


年 四十 四' 冶 明 


明： S 四十 四 年 


ニー 二 四 

一月 一日 B 午前 八 時— 九 時 ゲッ ティ ン ゲ ンょリ 本 鄕區森 川 町 一 小 吉誼小 宮豐隆 氏 へ 〔年賀 給 はがき〕 

新年 御目出度う、 

其 後 は 御無沙汰 致し まし た。 先達ての 老松の 搶 葉書 を 或る 男 に 見せたら ほしがつ たから やった。 

此男は アドリア海の 岸 クロ ァチ ー ンの 人で アンド レア ギリ ツチと いふ、 まだ 二十 三 か 四 位の 愉 

快な 男です、 

元 旦  寅 

二  =1 五 

一月  一 B 曰 午後 十 時- 十 一時 ゲッ ティ ンゲ ン ょリ熊本第五高等學校文科中城^^氏 へ 〔年賀 槍 はがき〕 

〔表に〕 

Nach  deinem  Wunsclic,  Imbc  icli vor  einer ン Voche  zwcji  deutsche  illustriorte  Zaitschrifteii 

dir  zue-esendet.  Weil sie  aber  nur  iibsr  Amerika  gcf5i.dc】.t  werden  k5nnen,  wirst  du  sie  erst 
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Ende  d.  Monats  in  Kmpfgg  nehmen.  Hoifentlich  werden  sie  dir  einen  klemeu  slis  be- 

siten.  We  geht  es  ist ョ it  aeigm  Stmlhim  ?  A\ ざ we;t  bist  du  schon  mit  a2-  i.  f 

Spradie  ^ekommen  ？ 

ehrcibs  rceht  hSUiRg.  Tdl bin 

deiii ，r.  Terada 

〔裏に〕 

〔：Rin  frohes  neues  Jahr  ！〕  wunscht  clir  - 

Gottingen.  (L 1. 1. n 

二-一六  . 

一月 二十 九日 日 午後 十 時— 十一 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 江/ U 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏へ 

〔給 はがき 子供の 雪 滑リ〕 

^啓 寒氣^ 敷 P 、處御 一 同様 御 揃 御機嫌 直 敷 御 暮し被 遊 候 赴大賀 至極に 奉存 候ド而 私事 不相變 無 

事 罷在候 間 乍！ it 左様 御 安神 被 下 度 候、 獨 逸の 滞在 も 日 幾何 もな く 一 一週間の 後に は 巴 里に 移轉可 

と 存じ 居り 候。」 三日 前 は獨逸 皇帝の 天長節に て 田舍町 だけに 却って 賑はひ 申 候」 獨 逸出 發ュ B 

に 書物 人の 大箱 一 っ還途 致し 度と 存じ 阪 井へ 預け 方 相談 致し 候處 承知の 由 返答 有 之 候 間阪井 宛に 

て 551^ り 出し 候 右 御 含 置 被 下 度 願 上 候 

<ボ 事後 便に て 草. - 
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一 月廿 九日 

L 裏に〕 


獨^ は 何 處も此 §滑 り I 行に て 時 4 我人が 出来 候、 I 位の 速度 il 道 を 骨り 下り 

候。 誠に 危儉に 思 はれ 候へ 共 女 や 小 供 迄 盛に 此の 遊戲を 試み 候  . _ 

11 三 七 

二月 十一 一日 日 巴 里よ リ熊本 第五 高等 學校 文科 中械陟 氏へ はがき〕 

Lieber  N-OISru. 

i II  r  f  .5  ？エ" t-l(-n.  Ks  fit ミ id-  sohv  di 應 in  klei 画 c( 

さ wc£ 一 ihtcn  dir  eino  Fide  bereitet  hat.  Doii  let g  Brief  in  J)elch  f  i (ニー 

il  K.f  一  oh  Is,  一  nich  wivklich  class  du  schon  so  viel n  i 

lit.  vichc  si  §  0f  0  l§-  i き I ま I  Du  w ぼ ih 

一一 一 al 一】 き h  Dcuti 一 la 一-二；  di 一  さ h.d  i  solchc  tlbung  erst  recht  lute  werdeu.  Mit  f 

liclisten  Grass, 

Dein  Tol.a 

三 二八 

二月 二 十四 B 金 巴 f Is 市外 ラ n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利： t へ a 
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拜啓 本日い よく パリに 參り 候、 明日より 下宿屋に 住 ひ 可 申と 存候 流石に 世界の 都 だけ ありて 

立派 さは 伯林な どの 比に あらす 此畫は 有名の オペ ラ釗 場に 御 坐 候、 夕方 此邊を 散歩 致し 候が 市中 

一 面の 常 夜の ィル ミ子— シ ョ ン 美しく 御 目に かけ 度と 存じ 候、 余事 は 後より 追- -ゅ上 候 

二月 廿 二日  寅  彦 

二三 九 

三月 二  B 木 巴 より 高 知.. 巾 外：；；！  ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利-あ 氏へ 「1? はがき〕 

〔表に〕 

謹啓、 拔て 皆. -樣 御機嫌 宜敷候 哉 私事 不相變 無事 日. A 弃走 見物 致 居り 候。 此檜は 有名な 巴 里の 

凱旋門に て 立派な ものに 御 坐 候。 一昨日 は カル 子 バルの 祭日に て 巴 里 中 賑はひ 候。 赤靑 黄色. -の 

色.^ を 切って 少 さい 片 A にした もの を 持つ て 大通り を. 歩き 人の 顔へ なげつけ 叉 はたきの 様な もの 

で 人の 顔 を こそば したりい たづ 〔ら〕 を 致し 候。 高 知の 天長節の 様に いろくの 假 装して 歩く もの 

も あり 賑 かな 事に 候。 夕方より は 車馬の 通行 も 止り 町 は 色紙の 片でー 一寸ば かり も 埋まり 候。 

余事 後便に て 

三月 二日  寅彥 

〔裏に〕 

私 の 名宛 は 當分左 の 通 願 上 候 

佛國行 chez  rAmlJasstule  du  Japoii  Paris  . 
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年 四十 四 治 明 


二 四 0 

月 四 B  土 巴 里 はり 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 寛 子 氏へ si  fit 

此 £ 宿の つい 靈の 大通りで 巴 里 中で も 盛んな 處 である、 朝から 夜 ふけ 迄此ん な， 自動車 

力で いて 通る ので 町 を 横ぎ るの は 一寸 厄介で ある。 夕飯 前に は 散歩の 人で 人道が 埋まる。 

行の 衣裳の 展覽會 である。」 此の 繪で 見る 様に 自動 乘合 車に は 二階が あって 二階の 方 は 少し 價^ 

女い。 し 力し 町 を 見物す るに は 二階の 方が よい」 

先 は 右 迄 余事 後便  . 

三月 四日  寅 

二 四 I 

三月 II 十一 日 火 巴 里より 高 知 市 £  ノロ 町大 川筋  一 i 寺 E 利 正 氏へ S はがき 一 

拜啓拉 て 昝樣御 變りも 無 之と 存候。 私事 不相變 無事 相暮し 居候 間 乍 左様 御 安神 被 下 度 i」 有 

名の、 コブラ ン織 工場 を 一 見 致し 候 ま \ 鎗 葉書 差 出し 候。 緩 密な畫 を 一 手で 織り 上.^ P 、故 一 枚の 

ゲ^ 物に 數年 力、 り 候 由。 職人の 給料 は 一年 六 百 W 位より 千 六 百 w 位 迄にて 一枚に 數人 か.， り 民 

1 織物の 農の 數萬？ る I しむに 足 まと 中し 候。」 織物 はまる で S? 見る と 同様て 禪坐 

候。」 今後の 御手 親 は 左の 名宛に 願 上 候  揮. a 

T,  ，rel.mla  f. 1!>  Tneovir  Koa(一,  sarrs  Court,  Lcudcn. 
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6 

4 

二 四 二 

rl  ,  i  ,Fn:  一  「- まがき Qs 二  ，，sx  FlcursJ 

-. 丄.. ..t 1-5545 ト. L  ノロ 町大 川筋 五 寺 ffl ネ^ダ- 

三月 二十四日 金 巴 B より 高，. タ. Y  PB  > 

〔表に〕  Z  - ぉーャ - ,r ベ ルギ 1 のブ ラッセル に 立 寄り 

謹啓 いよく 明 後 曰 巴里出發 致し ユドンに^ ^  、u 色：. おわ しく 候。 塞 後便に て 可 

廿九 日頃 n ン ドン 着の 豫定に 御^ 候。 いよく 歸朝も 近よ— 色 ， せわ 

巾 t 候  パリ 寅 彥 

三月 廿 四日 

御 一同 樣  . 

〔裏に 篇 眞の說 明〕  . 

比れ は 當市セ ー ス 河岸の 花 市の 光景に 御 坐 候 

美術館 裁判所 パ ン屋 

二 四 三 

！ -B 金 前 十一 時 卜 五分 I よ リ高知 市 S  ノ.^ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ S はがき〕 

〔表に〕  - レチ： 1 t^i^^^ln ン ドン 到着 致 候、 幸に 無事 御 


年 四十 四 治 明 


軍に 破られ 歐 州の 運命 定まりし 場所に て 名高き 處に御 坐 候-.  一 n ン ドン は 昨年 參 りて 勝手 を 存じ 

居り 候 間 誠に 暮 しょく 候 ノー  余事 後便に て 草よ 

三月 卅日 

I 裏に. 一  . 

此れ はァ ルバ ー トホ I ルと 申す 公會 堂に て 八 千 人 を容る 、と 申し 候。 音樂會 とか 學術 講談 會と 

かに 用ゐ 候、 

n ンド ンは相 變らす 霧 深く、 此れ は當 地の 名物の 一 つに 御 坐 候 

口 ンド ン  寅  逢 

二 四 四 

四月 九日 日 ： 時間 不明) 倫敦 ょリ 本.. 鄹區森 川 町 一 小 吉誼小 宮璺隆 氏へ 

拜啓 大變 御無沙汰 しました、 咋日 御手：^ を 受取って 難 有く 拜見 しました。 先日 は 御目出度う、 

君の 家庭の 祝福 を 祈ります C  ，一  早稻 田の 先生 もい よ/ \ 退院され たそうで 喜ばしく 存じます。 學 

位 を 得られる とい ふ 話 を 巴 里で 聞いた 時 辞退と いふ 事が 即 坐に 私の 頭に 浮んだ 考 でした。 それ か 

ら c ンド ン へ來て 聞いたら 本當に 辞退され たの だと 聞きました。 學位 など は 先生に 取って はない 

方が い、 樣 にも 思 はれます。 僕 は 此れ迄 先生に 手 親 を 上げても アド レツ スに  一) r. と 書かなかった C 

先生に 限って 書かなかった。 なんだか .Jh- と 書く と 先生の 樣な 感じが なくなる からでした。 鬼に 

角 夏 目 博士と いふより 夏 目先 生の 方が 感じが い、。 
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僕 は 一 一月の 下 .5? にゲ ツチ ンゲ ンを 立って ハ ノ  —ヴ ァ ー から ァ ー へ ン の 方 を 見物して 巴 里に 行つ 

て 四十 日 位 居ました。 巴 里は專 問の 方で も 道樂の 方で も 見る 者が 多くて 面白かった。 普通の 下宿 

屋で 日本人の 居ぬ 家へ もぐり 込んで 暮 して 見ました。 日曜に よく 御 寺へ いって 昔 樂を閜 きました。 

い、 心 持が する からです。 ル ー ブルへ はなんでも 七 八 度 通 ひました 名高い 總 はやつ ばりい &樣 

な氣 がします。 つく/ \ -レプ a ダ クシ ョ ンと 本物の 差の 大きな 事が わかりました。 

口 ンド ン はやつ ばり 一 番犬き い。 しかし 一 番 くすぶつ て 居る。 しかし 居心地 は惡 くない。 日曜 

はどう も 仕樣の ない 處 です。 殊に 今日の 様に 天 氣が惡 くて は。 御寺へ でも 行か かければ 仕樣の な 

い 様な 仕掛けに なって 居る と 見へ ます。 私の 宿に は 今 私の 外に 日本人が 二人 居ます。」 英語 は 小 

供の 時から やめす に 稽古した 語です が、 英國 人の しゃべる の は 私に はちつ とも わからない。 一月 

位 居た つ て覺 へそう にもない。 (母晚 宿の 婆さんに 稽古して 貰つ て 居る がな にしろ 厄介です。 

此處の 芝居 は 去年 一 度 見た きりで まだ 見ません。 中句から ミ ドサ ム マ ー ナイト ヅリ ー ムが 初る 

そうです から 見たい と 思って 居ます。 どうせ 分り はしない が 役者の 顔で も 見て 來 ましょう。」 此 

頃 妙な 事 を 感じ 出しました。 西洋へ 來て 居る 日本人よりも、 僕の 此頃 出會ふ 西洋人の 方が よく 出 

來て 居る 様に 思 ふ。 なんだか 頗る 漠然とした 云 ひ 草で なんの 事 だか 分らん 様です が 鬼に 角 こんな 

事を考 へました。 此れ は此場 かぎりの 事であります。 

毎日 霧 のか \ つ たはつき りせ ぬ天氣 ばかりです。 食堂の 裏の 狭い 庭の 木が 少し 芽 を ふき 初めて 

居ます。 日が 毎 曰 づん/ \ 延びる。 もう 二週間 もしたら 田舍 がよくなる でしよう。 僕 は 此處の 田 

舍 がすき です。 伯林の 田 舍は考 へても 不愉快な 感じが します。」 來 月初めに 此處を 立って 歸りま 
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年 四十 四 治 明 


二 四 五 

四月 十日 月 午前 零時 十五 分 倫敦 より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 pr^l 五 寺 田 利 li- 氏へ 〔捨 はがき〕 

拜啓 皆ぶ 樣御變 り も 無 之 候 ijr 久しく 御 便り 不承 候へ 共 多分 私 宿所 變化 不定の 爲と 存じ 候。」 

着 英以來 も 無事 日 見物 致 居り 候 本 月 中旬より はス コッ トラ ンドを 巡歷可 致と 存 居り 候。」 此論 I 

はテ ー ムス 河の 向より 國會 議事堂 を 望みた る圖に 候。 左側の 塔の ある 建物が 議事堂に 候。」 $ 

後更 こ て屮 上^ 

四月 九 CH  寅  彥 

二 四 六 

五月 八日 火 午前 零時 十五 分 偷敦 より 高 知 市外 江ノ  ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔檢 はがき〕 

拜啓、 抜て スコッ トラ ンドの 旅行 も 無事に 終り 無事 a ンド ン歸 着い よく 三日の 後に 出 發米國 

に 向 ひ 候 間 左様 御 含 置 被 下 度 祈 候。 井上よりの 送金 確に 落手 致 候 間 御 安心 被 下 度 祈 候」 此 搶は英 

國 i 會 議事堂 (衆議院) の 光景に 御 坐 候、 古い 國 だけに 凡て 古めかしく 昔の 議式等 保存し あり 面 


す。 文部省へ 米 國柽由 を 願つ て あるの が 許可に なれば あっちから 廻つ て歸 ります から 六月 中旬 頃 

東京へ 着きます。 

四月 九日  寅彥， 

豐隆樣  - 
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白く 候 余事 後便に て 可 申 上 候 草 i 

五月七日 

二 四 +- 

五月 十五 日 月 カイゼル-ウィルヘルム. デル. グ 。ッ セ號 より 熊 本 第-丘 高等 學校 文科 屮械陟 氏 へ 〔洽 I は 

がき〕 

今 此の 船で 大西洋 を 渡って 居る。 船に 無線電信 があって 毎日 世界中の 主な 出来事 は 新聞に すつ 

て乘 客に 配る 様になって 居る。」 今日は ノヴァ ス コ シァの 南 を 通って 居る 明日の 正午に 一一 ュ ー ョ 

1 クへ 着く」 六月 一 一十一 一日に は 橫濱へ つくせ：： 

五月 十五 日  寅  ま 

二 四 八 

五月 十 穴 日 火 カイゼル-ウィルヘルム 號ょリ 高 知 市外 江ノ  n 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 fi- 氏へ 〔繪 はがき〕 

拜啓豫 定の通 十日 英阈 出帆 此の 檎の 船に て 大西洋 航海 中に 御せ-候 明日 は 一一 ュ— ョ— ク こ 到着 可 

致 候。 

二- 噸の 大船に て 大洋 も 疊の上 を 行く 樣に御 坐 候 

五月 十五 日  . 寅 ま 


寅 


0 


年 四十 四 治 明 


二 四 九 

五月 十六 日 火 カイゼル. ウィル ヘル ム號 より 朝鮮 黃 海道 黃州間 崎 純 知 (： 當時道 知) 氏 へ 〔搶 はがき.〕 

〔表に〕  - 

其 後 は 御無沙汰 巾 上 候 不相變 御 健祥の 御 事と 奉賀 候： 卜而 小生 もい よく 留學滿 期に て米國 経由 

歸朝 致す 事に 相 成 候、 去る 十日 英國 出帆 唯今 大西洋 航海 中に 御 坐 候。 便利な 世の中に て 日. - 大陸 

より 無線電信の 通信 あり、 新聞に て乘 客に 頒布 致 候。 咋日は 一一 ュ ー ファン ドラ ンドの 沖 を 通ぎ 霧 

深く 氷山で も 見へ るかと 噂 致 候へ 共 何も 見へ す 候。 明日 は-一 ュ ー ョ ー ク着半 ヶ月の 後 シアトル 乘 

船 六月 末に 撗濱歸 着 可 致と 存候。 いづれ 不遠御 面 會の機 も 可 有 之と 相樂 しみ 居候 

〔裏 に〕 

Gruss  aus  d2-l  Sclmclhlampfer  "  ； Kaiser  wilhelm  tier  c!.ross【el " 

<1. 15.  Mai,  1911  Ihr  H.  Tel.ada 

二 五 O 

五月 十八 B 木 午前 卜 時 紐 育より 高 知 市卟江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ I 槍 はがき〕 

唯今 一一 ュ — ョ— ク滯 在中に 御 坐 候 家屋の 高く 犬なる 事 は 世界中に 類な く 候。 

氣候は 非常に 溫く、 夏の 景色に 御 坐 候 

五月 十八 ぼ  寅 逢  は 


二 五 I 

五月 二十 九日 月 午前 十 時 ボストンより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔搶 はがき，」 

拜啓 いよく 六月 廿ー 一日に 撗濱着 可 致と 存候 

右 迄  ■ 


五月 廿 八日 


寅 


彥 


二 五 二 

五月 三十 B 火 午後 十 一 時 

ナイ ァガ ラ の 瀑布より 

五月 卅日 

二 五三 


ナイアガラよ リ高知 市外 江ノ  U 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 〔鎗 はがき 馬 


寅 


彥 


六月 二十 八 B 水 午前 九 時， I 十 時 本鄕區 本鄉六 丁目 上 村 方より 福 岡 縣戶畑 町 明治 專門學 校 桑 木 威雄 氏へ 

〔槍 はがき〕 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 中 上 不相濟 候 御免し 被 下 度 候 小弟 事 あめりかに 一 寸立 寄り 去る 廿ー 一日 無事 

歸京致 候 間 乍 憚 御 休 神 被 T 度 祈 候、 いろくと 忙しくて ま だ鄕里 の 家族に も 面會致 ざす 來月 五六 
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年 四十 四' 冶 明 


日頃 歸省 ゴ ば 度と 存 居候 其 內久. - にて 拜 眉の 機 も 可 有 之と 相樂 L み 居り 候 乍 憚 御 一 同様に 宜敷御 屑 

聲被下 度 祈 候 

六月 廿ヒ卩  寅 

二 五 四 

十一月 二十日 月 午後 四時 i 五 昨 本 鄕區向 ヶ岡 彌. tH 町；： よ リ福岡 市外 九州 帝國 大學瑰 工科 桑 木 I^T 雄 氏へ 

〔搶 はがき〕 

〔表に〕 

謹啓 追. -寒氣 相 向 候處御 一 同様 益ぶ 御淸祥 奉賀 候 ：ト而 小弟 不相變 無事 乍 憚 御 休 神 被 下 度 候」 

文部省 展覽會 も見吻 致し、 どうも 欲しい ような 畫も 見へ ぬ 樣に思 候」 赤 坂で 白樺 會の 洋畫 展覽會 

あり 一 見 致 候が 伯林の セッ H ッショ ン を 想 出し 候。」 

時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 

乍 悼 御 令室 樣に宜 敷 御 鳳 聲被下 度 祈 候 

〔裏に〕 

牛 頓祭も 段. - 近くな り 候、 其 頃 御 閑 も あらば 御上 京 如何に 候 哉、 御す， -め致 候 

東京 は變 りたる 事 もな く 候、 支那の 動乱で 新聞 は 賑に御 坐 候、 

十一月 十九 日  寺， 田 拜 

桑 木學兄 玉 机下  . 
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二 五 HI 

十一月 九 B  土 ハ卜 „1 九-む 1 い-吋 本鄉 -51: 向 ケ！： 彌 町 二より 本鄕 駒 込 林 町 二 五 高 村 光太郎 氏へ 

謹啓 昨日 はつ じの 終わ ざく 御 持 參被ド 候 赴 難 有 御 禮巾上 候 生憎 不在に て 失 禮致候 

別紙 受取， せ" 差 出 候 間 御^ 收被下 度 祈 候 

此のつ . ^じの 終 は 私に は大變 明る い 新鮮な よい 心 持を與 へ ます 御蔭様で 疲れた 頭 を 休める 事 力 

出來 ると 思 ひます 此段 御 禮を巾 上 度と 存じます 

先 は 右 迄 草 i 巾述候 不備 

十 一 月 九 n  寺 田 寅 

高 村 光太郎 様 

二 五六 

十一月-一十 B  土 や 前 九 時 1 に 時 本鄉. 峰 向 ヶ岡 彌生町 二よ リ本鄕 -ぉ森 川 町 一 小 古 館小宮 豊隆 氏へ 〔はが 

き 凡て 赤 鈴 にて 認め あり〕 


年 元 正大 


明日の 切符 求め 置き 候 一 時 頃 迄に 御 立 寄 被 下 候 は k 幸甚 

十 一 月卅日 


155 


二 五 七 

六月 六 E 金 午前 十一 時！ .4-:; 時 .fft-te;..M ヶ岡 彌 tlfi 町.. ょリ 芝. 51； 三 H 四 闹町ニ 小 {W 璺隆 氏へ 〔1? はがき 

横 山大觀 筆、 海上の 日の出〕 

御目出度う 

何 か 俳句で もこ しらへ て 御 悅びを 上 度と 考へ たがやめ て 居る 者 だから 考へ て も 何も 出ません、 

机の 中に 大觀の 输葉蚩 曰が あつたから 此を 2^ て 祝意 を 表します 

六月 五日  宽 彥 


三 正大 


大正 三年 


二 五八 

三月 二十 八日 土 午前 八 時- 1 九 時 本 鄉區柬 京 理科 大學 より 福 岡 縣戶畑 町 明治 専門 學校 役宅 桑 水 威雄 氏へ 

謹啓 拔て 先日 は 御手 紙 難 有 拜見致 候 數物年 會に御 出品 被 下 候 書籍 類 一 一 箱 唯今 到着 致し 正に 御受 

取 申 候、 多數 面白き 物ば かり 御 出品 被 下當日 の 陳列に 異彩 を 放つ を 得 候 事と 御 好意 難 有 拜謝致 候、 

右 不取敢 御禮迄 草. A 申 上 候 不備 

三月 廿 七日  寺 田寅彥 

桑 木樣玉 机下 

二 五 九 

十二月 四日 金 午後 十 時 ー 十二時 本鄕 -te! 向 ヶ岡 彌生町 二よ リ埼玉 縣南埼 玉 郡 須藤卯 一郎 氏へ 〔封筒の 表 

に 「肩書 不完仝 展シ 駒 込 局」 の附養 貼付し あり〕 

拜複扭 て 御 不審 至極 御尤 に 存候、 

1、 66 頁ノ柊 リノ 「Tllki  no  Inrvoku  s.a  Knsinryoku   一  ノ 遠心力 ハ G ヲ 中心 トシ タルモ 
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一一 テ： 


n.  s 頁 ノ初メ 「同 シ半徑 * 

球ノ凡 テノ点 ニッキ テ其 レ々々 

心 ノ周圍 二 畫キ タル モノー 一  候。 

此レぐ GG—K, 1 かお 似-下 1  一二 一； 迄 


円 ヲ上ヲ 同 速度 一一 テ 廻轉ス ル， 一 

(前 頁 下 ヨリ 12 行 sol.ezol.e 


ト アル 此ノ 一， 同シ 半徑ノ 円」 ハ 地 

. 文-..^  -ー  御注意 被 下 度 候) 異ル中 


此 假定, 一 ョ レバ 地球 ノ 任意 ノ 

半徑 パ常 ュ { 仝 間 -ー對 シテ位 

—si^ ヲ 變ゼズ ト考フ (此假 定ノ結 

果 トシ テ G ハ 地球 二 對シテ ハ位 

置ヲ變 ズル事 勿論 ナリ) 


9  


先 は 不取敢 貴酬 迄 草 .-5. 述候。 

十一 一月 四日 


間 -ー 說明セ ル如キ 假定ヲ 御 考慮 相 成候ハ 、>  判然 可 致 候。 

サ ス レバ 左 ノ図ニ 示ス如 ク月ガ M ヨリ M  二 動ク間  一一 E 

(地心) ハ 点線 一一 沿フ テ&^ _ 迄 動キ、 地球 表面 ノ 任意 ノ点 

P1 ハ ニ移ル ベ シ。 而 シ テ J^K ナル 円弧 モ P  P ナル w 弧 

モ全ク 同大 ナリ。 唯 中心 ハ異ナ レリ。 

而 シ テ P1 - 一 於ケル 遠心力 モ 二 於ケル 遠 

心カモ 同大 一一 シ テ其 方向 ハ各. -ノ 位置 一一 於 

00OOO0OO0OO  I 

テ 其 時 ノ  KM  ノ線 一一 並行 ナリ 即チ第 に 一 図 

ノ 点線 ノ通リ 一一 相 成 候。 

此ノ 簡易 說明 法ヲ 始メテ 述べ タル ハ米國 

ノウ イリ マム、 乇 ー リス デヴ イスの 由 二 御 


坐 候 


寺 田 寅逢拜 
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年 四 正大 


大正 四 年 


二 六 0 

七月 二十 七日 火 午後 九 時— 十二時 神奈 川縣逗 子 町 養祌亭 より 卜 代々 木 山 谷 二八 九 鈴 木 三重 吉 氏へ 〔は 

がき〕 

〔切手の 箇所 切取り あり 四 五字缺 J 淸祥 奉賀 候、 抜て 先日 は 留守へ 御 來訪被 下 R 五 字缺. 一し 小生 去廿 

一 日より 當 地へ 參り 居り 咋廿 六日 〔四 五字缺 J 本日 再び 當 地に 參り約 一 週間 滞在の 積に 有 之 候、 老人 

子供連れ にて 極めて 月並の 地に 月並の 生活 を營み 居候。」 御用 向の 次第 御 急ぎの 事に は 無 之 候 哉、 

何卒 御容捨 なく 御 申 越 被 下 度 祈 候」 先 は 裨伺迄 草よ 申述候 不備 

七月 廿 七日 

二 六 I 

十月 六 B 水 午後 零時 I '一時 本 ItK 向ケ 1； 彌生町 二より 高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 野 部重彥 氏、 御 一同へ 

「槍 はがき 自筆べ ン畫 is- に 面した」 ゆ 敷に 列 坐した 男女へ 人と 瞎〕  > 

fls の • 卜に〕 


今夜 は 御馳走に 預 りまして 久し 振で 珍し い 方ぶ にも 御 目に か、 り 候， 

それで 今夜の 實况 (？) を 一 寸御報 致します  ， 

此れで 見る と少 くも 五十 疊敷 位の 御 坐 敷に 見えます が 此れ は 便 {n^ 上少ょ 比例 を變更 致した る 次 

第 御 諒察 被 下 度 候、 尤も 今より 數 年後の 御祭り は此 図と 同じ 割合の 御 坐 敷で 御馳走に なれる 事と 

な 口し 居货 

寅 亲 
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年 五 正大 


大正 五 年 


二 六 二 

一月 十二 日 水 午後 十 時— 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 福 1: 市 東 職人 町 五 五 桑 木 难氏へ 〔搶 はがき〕 

拜複 益. - 御淸祥 奉大賀 候舊臘 御上 京の 節 は失禮 のみ 致し 候 又 わざく 拙宅 迄 御 來駕被 下 候處生 

憎 不在に て遣憾 至極に 存候御 在京中に 一 度 御宿 迄 御 伺 致す 害の 處折枘 年末に て 取 紛れ 果 さす 殘念 

至極に 存 居候、 京都より 松 江に 御 廻りの 上 御 無事 御 歸任被 遊 候 由 大慶 至極に 存候」 小弟 事 昨年 ボ 

アン カレ ー や マツ ハ を讀ん でから 大分 根本 問題に 興味 を 感じ 始め、 余暇に 此方 面の 本な ど 讀み居 

候、 御 令兄 様の 御 著書な ども 拜見致 居候。 何卒 將來御 指導 を 願 度と 存 居候。」 御 令閨 樣 御子 樣方 

にも 不惡御 鳳 聲被下 度 愚妻よりも {且 敷 申出 候 

一月 十日 

二 六 III  . 

一月 十五 B  土 午前 十一 時 ー 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

拜複陳 者寒氣 漸く 相 加 はり 候 處責家 益. -御 清祥 大慶 至極に 奉存候  .  化 


昨年 來御 令弟 樣御 上京 被 遊 爾來御 懇命 相 蒙 居候 此度は 御 珍 敷 御 品 御 惠投に 預り難 有 鳴 謝 致候當 

方に て は 何の 御世 話 も 出 來不巾 御 丁寧なる 御手 紙に て 却て 汗 § 、の 至に 奉存候 

鉄郞樣 にも 御上 京 早ぶ より 御 出校 御 精 勵の御 様子に 有 之 候 間 左様 御 放 慮 被 遊 度 祈 候 

却 說愚甥 別 役亮儀 先年 來御 地農學 校の 御^介に 相 成 居り 殊に 贵 家と は 御 近隣の 赴に て 始終 一 方 

ならざる 御 懇情 相 蒙 居候 由 難 有 万ぶ 拜謝致 候 何分 共 御 承知の 通の 不行屆 者 故 何卒 万事 御 寛容の 上 

不相變 御 引 立 相 蒙り 度此 上ながら ま 敷 御 願 申 上 候 

先 は 右不取 敢贵酬 御禮迄 よ 申述候 不備 

一月 十四日  寺田寅^|5-拜 

五 島樣 

一 一伸 時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 再拜 

二 六 四 

五月 二十 IB  B 午前 十 時— 十一 時 本鄉 M 向 ヶ岡 彌ゃ： 町 二より 富 山 縣福野 町 五鳥寬 平氏へ 

謹啓 益 i 御 淸祥奉 大賀候 先日 は 御 來訪被 下 候處何 の 風情 も 無 之失禮 の 段. - 御 海 寬被下 度 祈 候 

其 節 は 結構なる 御 土産 御 惠投被 下 難 有 拜謝致 候 

漱石 先生 へ は 去 週 土曜日 見舞に 參り 候處責 兄の 御嗥 出で 大變御 氣の毒 かり 居られ 候 御 病 氣は例 

の 胃痛に 候へ 共 今度の は 別に 危儉の 症狀等 もな く 漸次 御 快 愈の 事と 存候其 內折を 見て 御 依頼の 件 

を 果し可 申と 存 居候 
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年 五 正大 


當 地は霖 雨つ にきに て 欝陶敷 事に 御 坐 候 御 地 は 如何 哉と 存候 

亮事不 相變御 懇命 相 蒙り 居候 事 と 存候此 上ながら 何卒 御 心 添 ，： 且敷御 願 申 上 候 

當地 へ 相當の 御用 も 有 之 候 は k 何卒 御 遠慮なく 御 下命 相 願 度析候 

先 は 右 貴酬 迄 草ぶ 申述候 不備 ■ 

五月 廿日  寺 田寅彥 

五島 樣玉 案下 

二 六 五 

十一月 二十四日 金 午後 三時— 四時 本鄕 向 ヶ岡 彌生町 二より 福 1! 市 東 職人 町 五 五 桑 木 或 雄 氏へ 〔4S は 

、  力 き〕 

御 端 書 難 有 奉 謝 候、 何卒 不相變 宜敷御 願 申 上 候 御 一 同様に も宜敷 御 鳳 聲被下 度 祈 候 

十一月 廿 三日 

二 六 六 

十二月 十三 日 水 使 ひ持參 本 鄕區向 ケ！： 彌生町 二より 本 鄕區彌 生 町 二 田中舘 愛橘 氏へ 〔タイプライタ ー 

にて 打ち 署名 以 F は 手書し あり〕 

T-alsy_3  5  nen 1 に g さ atu 13  niti 

Tals-ka(late  Sensei, 
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さ kosi  TU2.6  g.a  warui  y6de  gozaimasu.  11;。 

r  jrkusi  a  li  aida  f  n  ,0  IP  f  sli  ga  III.  Til_  I 

serw  t  or  i  I  n lit e  IP  II  -  I 一" 1 §  ml 

p  la  g  I  I  i  til  01  ni  ！ 

r  i  I  no  I  to  iu  I  de  II  r. ぎき さ tf  ！ hi  He 

prbil 一 ty  to  iu 画 。  to  H き §  St  no  II  ni  leno  chie  to  一 u  I 

to  wa  yohodo  tigatta  Imi  no  mono  da  to  omomilta.  た：，。 

11  I  I  .11.  ai 醫 }•  1 1 1  il wo  I 霞 ne- 


4 
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年 五 正大 


gaiisu.  watakusi  no  Yamai  wa  taisita  koto  clewa  naku  tada  Y6zin  no  tamem  Daizi き 

totte  irii  dake  de  gozaisasu  kara,  kiite  gosinpai  kudasaiisen  yGni  si  itasimasu. 

soncmthli  yolcunatte  Oiiiiniai  ni  ag-arlmasyo. 

Terada  Toratiilco 

P.  S.  Tataite  simatte  kara  mite  mimasuto  Jnki  gu  yoku  tukanakattari  site  raihen 

sadllku  dekiinasita.  Yomi-nikukute  Gomehvaku  de  atta  koto  to  7xniziiiiasii. 

一一 六 七 

十二月 十四日 木 .： や 後 四時 I 五 時 本 鄉區向 ヶ岡 彌牛； 町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

拜 g 御手 紙 難 有 拜誦致 候 其 後 は 御 無音に のみ 打 過ぎ 申 譯も無 之 候 夏 目先 生 御 病 氣の事 初めて 

承知 致せし は 本 月 一 日に て 二日 御見舞に 參 りし 時 は 幾分 御 経過 《儿 敷との 事な りし も醫師 看護婦の 

外 は 御 目に か.^ れす其 日 午後 四時 再度の 出血 有 之り 大分 御 重態と なり 候、 しかるに 小生 事 其お r 

より 胃 を 病み 居り 候處 三日に 至り 醫師の 診断 を 受け 排泄物の 驗查を 受け 候 處胃內 出血の 兆 あり 潰 

癌の 嫌疑 ある 故絕對 安靜を 要する 旨 宣告 を 受け、 先生の 御 病氣と 同時にて 何とも 云 はれぬ す 女な 

感じ 致 候 固より 自身に は 左程の 事と も 思へ す どうで もして 先生の 御 病氣に 侍し 度と 焦慮 致 „ ^へ 

醫師の 警告に 驚きた る 家族 や 殊に 老母の 引止め 候 ま" 心なら す も 臥床 時. - 電話 や 友人の 手.^ にて 

先生 の 御 病 狀を伺 ふの み に 有 之 候 九日 に はい よく 御 危篤と の 報 を 得 候 故密に 車を驅 つ て 稗病褥 5 

に 臨み 變り 果てた る 御顔 を拜 しゅ 候 左様の 次第にて 御 葬儀に も 臨む を 得す 千秋の 恨事と 存 居候 解 1 


剖の 結果に よれば 最早 如何なる 療養 も 及 ば ざり し 事と 被存 何共 殘念 の 次第に 御 坐 候 

豫て御 依賴相 受け 居候 先生の 揮毫 御 願 致す 事 は 先頃 疾に御 承諾 は 得お き 候 も 先生 は 新聞 小說に 

執筆 中に て 私 もしば らく 御無沙汰 致し 居り 候 ま、 つ いく 其 儘に 相 成 居りし かし 年 內には 是非 御 

依 囑を果 さんと 存じ 此の様な 事の 起る と は 夢にも 思 はす 遂に 取り返し のっかぬ 事と 相 成 候、 畢竟 

小生の 怠慢より 起り 候 事に て實に 何共 申 譯も無 之 次第に 御 坐 候 定めて 御 立腹の 御 事と は 存じ 候へ 

共 此樣な 變事を 思 ひも かけ ざり し爲 めと 御 憫察 被 下 候て 万 罪 御 寛容 相 願 度 祈. 候、 就て は 何 か 先 

生の 紀念 となるべき 品に て も 差 上 度と 存候 へ 共 未だ 就床 中 にて 充分に 搜索も 出来す 然る に 坐 右の 

禱 葉書 帖 中に 先生が 千駄木 時代に 好んで 御 描きに なりし 水 彩の 搶 葉書 數葉有 之、 其內の 一 つ を 差 

出し 候、 此れ も 先生 のな つかし き 形 身 にて 小生に 取りて は淺 からぬ 思 出 草 に 御 坐 候 小生 の 御依囑 

に 背きし 大罪の 幾分 を 御 宥し願 上 度と 存し差 出 候 間 何卒 御 受收被 下 度 御 願 申 上 候 

考 へ れは考 へ る程殘 念に 候 へ 共 今と なり て は 致 方 もな く 候、 贵下 へ 對 しても 誠に 申譯 なく 慚愧 

の 至に 御 坐 候  .  一 

不取敢 責酬迄 草 ぷ申述 候 草え 不備 

十二月 十四 R  寺 田 寅彥拜 

五  島樣 

一 一伸 時候 柄 御 自愛 專 一 に存 候、 小生 病 氣は向 一 週間 も靜養 致さば 全 愈 可 致との 事故 何卒 御 

配慮 被 下 間 敷 樣御願 申 上 候。 唯 先生の 御、 水 眠と 同時に 起り し は不思 儀な 事に て 運命の アイ 一一 

—を 感、 iij すに は 居られぬ 心 也 致 候 


166 


年 五 正大 


二 六 八 

十二月 十六 日 土 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區向 ケ！： 彌生町 二より 牛 込 區早稻 E 南 町 七 夏 目方 小 宮登隆 氏へ 

拜啓 早い もので もう 一週間た ちました。 早稻 田の 御 家で も 次第に 御 淋しい 事と 御 察し 致し ま 

す 

こんな 事 を 云 ひ 出す の はま だ 早 過ぎる かと 思 ひます が、 毎日 寢て 居て いろんな 事 を考へ ますの 

で 御 相談 致します、  に. - 

先生の 作物の 存 する 間 は 先生の 紀念は 不朽で しょうが 其れ は それと して 吾よ の 間で 何 か 先生の 

紀 念になる 事 をしたい 樣な氣 がします。 月並の 獎擧 資金と か紀念 図書 を學 校に 寄附す る 等の 事 は 

先生に 相應 しく もない し 又 大學關 係 方面で やった ので は成蹟 もどう かと 思 ひます し 先生の 御 思 召 

にも 合 はぬ 氣 がする。 油畫か バストと いっても、 とても 適當な 作者が ありそう もない、 ロダンに 

でも 賴 まれ \ ば 鬼に 角變な 肖像な どはい やな 氣も する C 或は 先生の 友人 門人の あらゆる 方面の 人 

に 賴んで 先生の 生前の 眞 面目 を 傳 へ る樣な 事柄 を 書いて 貰つ て、 先生の 書畫ゃ 遺愛の 品 やの 寫眞 

など それから 大觀不 折 五葉な どに は 繕で も 買いて 貰つ て 岩波 あたりで 紀 念の 出版 をし、 それから 

大 變失禮 だが 其の 版 權を御 遣 族に でも 呈 する 様な 事 は どんな ものだろう かと 考 へました、 勿論 御 

遣 族 や 諸兄の 御意 見 次第で 他の 方法 を 採る とも 又 一 切の 企て を 止める 共 小生に は 異存 はあり ませ 

んが、 唯 先生の 溫 容を傳 へたい 心 持が します、 別に 急いでし なく 共よ い 事で しょうが、 余り 色よ 

と考 へます から 鬼 も 角 1! 貝 兄に 此事を 御 話しして 考へ て 頂き 度い と 思 ひます。 小生 は 廿日 迄 は寢て 
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居る ように 眞 鍋さん の 命令です が 其 後 は 動いても よいと 思 ひます いづれ いっか 御 目に か 、つて 街 

話し 致しましょう が、 色. -考へ てしょう がない から 右 迄 申し 上ます 草 i 

十二月 十六 日  寅  彥 

小 宮様 

二 六 九 

十二月 二十 七日 水 午後 三時 I 四時 本鄉ー tel 向 ケ！； 彌生町 二より 赤 坂 一 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

一 昨日 は失禮 致しました、 私 は あの 日 一 時 頃から 眞 鍋さん 處で眞 鍋さん の外來 診察から 歸 るの 

を 待つ て 居ましたら 一 一時 過に やっと 歸られ ました 同時に 奥さんが 来られて 眞 鍋さん と 一 一人で 長與 

さんの 處へ參 られ僕 は 矢 張 獨り眞 鍋さん の窒で 待って 居ました 君が 御 出に なった の は 其 時 だつ 

たと 思 ひます それから 御 一 一人が 歸っ て 来られて しばらく 御 話 をして それから やっと 診察が 始ま 

り、 今度 は 叉 靑山內 科へ 行って X 線で 診察して 貰 ひ日暮 方に やっと 歸り 始めて 君の 御 出 下さった 

事 を 知った 樣な譯 でした どうも 失禮 しました 

家屋 の 保存の 事 は 至極 結構と 思 ひ ます、 先生 に關し たもの は 出来る だけ 保存し 度 いと 思 ふ 希望 

は 敢てル  = さんと 變ら ぬと 思 ひます が 私の 一番 大事と 思 ふの は 御兒樣 方の 「保存」 とい ふ 事です、 

此れ は 私の 頭の チ -.、 ム サイ 爲 かも 知れません、 物質的な 爲 かも 知れません が 家屋よりも もっとす 

つ と 大切な 問題と 思 はすに は 居られません。 

子規の 場合 には子 供はありませんでした。 老 先の 短い 老母と 不緣な 妹 御 だけて ありました、 小 
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泉さん や 紅葉の 場合 は 存じません が 先生の 場合に は 六 人の 御 兒樣の あると いふ 事 は 一 つ の 大きな 

条件の 様に 思 ひます、 犬 塚さん の 御 計算 を 承 つ て 余程 安神 は 致し まし たが 鬼 に 角物價 の 漸高 金利 

の 低落 は 別と しても 不時の 災害 病難の 爲 不時の 人 費も覺 悟せ ねばならす。 又敎 育の 終る と 同時に 

財力が zero になる の も 心細い 事です し 私 等の 樣な膽 玉の 小い 人間に は 不安の 念に 絕 へられ ませ 

ん、 それで 此際千 S: 二 千 R でも 决 して どうで もよ いと は 思 ひません (それが 大學 生の 二三 年間の 

學資 になり 得る と考 へる と) 私 は此際 「金な ど はどうで もよ い」 と は 思 ひかね ます。 僕の 感情 や 

先生に 關 する 美しい 心 持から いへ ば そんな 事 は 問題に なりません が、 一 方で 又世帶 じみた 數字的 

の 計算が それ を 打消さう とします。 私 はどう も此際 美しい 詩的な 感じ や 一 種の プライド 或は.. ヮ 一一 

ティの 爲に (此 言葉に は 語弊が あるか も 知れません が) 現實の 苦ぶ しい 問題 を 忘れて はならぬ と 

いふ 氣 がして 仕方が ありません 

藏 書の 問題に つ いても 私 は 別に 皆さんの 御 考に背 かう と は 思 ひません が もし 腹蔵の ない 考を云 

へ とならば 私の 考は矢 張 物質的と い ふ 事に 歸着 します。 

私が 十 年 前の 私で あったら 恐らく これ 程 物質的の 考は 起らなかった ろうと 思 ひます そして 今の 

自分の 様な 考に對 して は 侮蔑の 念 を 起した ろうと 考 へます、 現在で も 自分の 考の餘 り 物質的な の 

を賤 しむ 様な 氣が實 際する のです が、 私 は 其れ を 我慢す る 事が 出来ます 假令 美し い 高潔な 方ぶ に 

額、 を 合すの が 恥 かし いと 思っても かまいません 私 は 甘ん しでい やな 奴になる 外 はない と 思 ひます 

しかし こんな 考を 直接 奥さん や 若い 方.^ に 押しつけて 歩かう と は 思 ひません 鬼 も 角 も 貴兄に 御 

話して S 断して 頂き 度い と 思 ひます、 そしてな ほ屮 村さん の 御 考を伺 ひ 度く と 思 ひます 
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自分の 経驗 では 月 百 H で暮す 積り で 居る と 一 年間の 决算 では 一 一 百 円いて て 居ます 

今：：！ M の 事 は實際 奥さんの 御决心 一 つ か.^ る 事で 僕 等に は 分り かねます 

先 は 右 御 返事 迄此 手紙 はどう か 引 破して しまって 下さい 

十二月 廿 七日  寅 

小 宮様  . ほ . 

書翰 集 の 材料 を賴む 內へケ ー ベルさん 其 他の 西洋人 を 加へ たか どうでしょう 見込 は 少ぃカ も 

知れません が 

それから 樺 太に 居る 太 田 達人さん も 有望と 思 ひます 
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大正 六 年 


二 七0 

一月 四 B 木 午後 十 時— 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌牛： 町 二より 赤 坂 青山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔は 

が き〕 

今日は わざく 御 出 下さい ましたのに 丁度 留守で 失禮 致しました、 元旦から 今朝 迄 引 籠って 居 

ましたが 午後に なって 暖 くも ありまし たから 小 供の マ ントを 買 ひに 出かけた 處 でした、」 寫眞ニ 

枚 難 有拜見 致しました、」 あの 後 色 M 叉考 へまして 多少 考が きまって 來 ました、 それに 就て なほ 

御 相談 致し 度と 思って 居ります。 僕の 方から 伺って 宜 敷ば 伺ます、 鬼に 角 矢 張 時日 を 定めて 御 目 

にか \ る 方が 安全と 存じます、 僕 は 六日の 晝 前は眞 鍋さん の處 へ 行く 約束が あります が 其 他の 時 

間 は 七日 迄 自由になります、 明 五日 は 多分 終日 在宅の 積です が、 午後 はヒ ヨットす ると 出る かも 

知れません、 午前と 夜 は必す 居ます、」 君の 御 在宅の 時が 分れば 伺 ひましよう、 一 

いづれ 拜 眉の 上申 上ます 

正月 四日 夜  • 
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二 七 一 

一月 十二  B 金 午前 十 時 I 十一 S- 本鄉. 51：  ,M ヶ岡 彌.^ ： 町 二よ リ^£ 山 縣福野 町 五 烏 寛： 小 氏へ 

邦複毎ぶ御手紙難有拜誦致候益.-御淸祥の赴大贺至極に奉存候：卜而私事病氣も^^^快愈致し最早 

大丈 火と 存 居候 間 御 放 慮 被 下 度 1^ 候 

鉄郞樣 御上 京 も 迫り 候 由久. - にて 拜眉御 地の 御 様子 も 承 度と 存 居候、 御 珍しき 御 n§ 御 惠與被 下 

候 赴 に て 難 有 拜謝致 候 毎度 頂戴 致す ばかりにて 不相濟 候 

今年 は 例年に なき 風雪の 由に て 御難 義の 事と 被 察 候、 北 圃の冬 は 一 寸 私共の 想像に 及び 不 申 一 

度 は 見 度 ものと 思 居候 へ 共 未た に 其 機 を 得す 殘念に 御 や "候 

S 目先 生 の 事に つ き 御 尋ね にて 左に 私の 知れる 範圍 で 御 答. S. 上 候 

1、 大陸 作家の 作物に も 趣味 は 充分 持って 居られ 候へ 共 余り 澤山 は讀 まれ ざった 樣に裨 坐 候、 

先年 私の 持參の ゾラの 物な ど 御用 立てた 事 も 有 之 候、 佛國の IVIercure とかい ふ 文 學雜誌 は 始終 

- 取って 居られ 候、 獨 逸文 學には 余り 同情がなかった と考 へます、 近頃 は ロシア 者 を 少し 讀 まれた 

由に 御 坐 候。 私 は 先生 を 御 尋ねしても 自分が 文 學の方 は 余り 知りません ので 其方 面の 話は少 く、 

知識 學 方面の 事が 多かった ように 考へ 候。 先生の 「文學 論」 にある ような 科學 的の 文學 研究の 事 

など は あの 頃の 話柄に よくな りました。 科學の 方面で も 私共の 方面に 參考 になる ような、 心理 や 

竹 舉 などの 事 枘で敎 を 受け 啓發を 受けた 事 も 隨分有 之 候、 そうい ふ 方面の 趣味 も豊に 持って 居ら 

れた事 は 確に 御 牛-候。 それから 外國の 文豪 等 の 特長 を認 めら れて も决 して 崇拜 などされ るよ う な 
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事はありませんでした。 西洋の 群小 作家の 作物が 日本の 平均の 作物より 遙に 劣等 だとい ふ 事も認 

めて 居られた ように 記 臆して 居ます。 兎に角 先生 は あの 通り オリ ヂナ リチ ー を 尊ばれた 方で 他人 

の 作物から 何物 か を 得ようと いふ 御考 もな し。 又 所謂 流行の 外國 作家の もの を 讀んで 居なくても 

少しも それ を 恥と せられなかった 事 も 確かと 思 ひます、 先生 は 一休 西洋 趣味の 者 は， ^り！！： すきで 

/ なく、 娱樂 として は 寧ろ 漢詩 殊に 唐宋 以前の 古い 處の ものな ど を 愛誦され たように 思 はれます 

2、 酒の 方 は殆ん ど下戶 とい ふの が適當 でしたろう。 二三 杯 ものめば 眞赤 になって 大層 呼吸が 

苦しそう でありました、 甘い 物 は 寧ろ 御 好で ありまし たが 胃腸の 爲に 余り 召し 上る 事も少 かった 

と 思 ひます。 コ ー ヒ ー より は 紅茶が 好きて ありました。 キ ユラ ゾ ー など、 いふ リキュ —ル類 は 御 

好で あつたと 思 ひます。 御 ー處に 洋食な ど を 取る 時よ く 「靑 豆の ス，" プ」 とそれ から 「小鳥の n 

1 ス」 と を 注文され た 事 を 記 臆して 居ります。 今後の 御 病氣の 始まりが 「鵜の 魏潸」 であった と 

いふ 事から 此事を 特に 强く思 ひ 出しました 

先生の 一 週 忌 迄に 弟子 一 同で 先生に 關 する 事 を 書いた もの を 集めて 出版し 御 遣 族に 捧げる it で 

あります。 私 も 是非 少し 長く 詳しく 熊 本 時代 以来の 先生の 眞 面目 を 傅へ るよう な 者 を 書き 度と 思 

つて 居ります から 出来ましたら どうか 御 覽を願 ひます。 其計畫のぁった爲小宮^？^ゃ小生などは新 

小說 臨時 号への 談話 を 避けけ ました 

大 右 貴酬 迄 草よ 申述 候、 先生の 事なら 御 尋ね 次第 私の 知れる だけ は御敎 致しましょう" 私に は 何 

； P よりの 心 やりになります 草 

年  一月 十二 日  寺田拜 
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五島 樣玉 机下 

二 七 二 

一月 十二  B 金 C 時間 不明) 本 向 ヶ岡 彌生町 二より 福 岡 市 東 職人 町 五 五 桑 木 残 雄 氏へ 

拜復 御手 紙 難 有 拜見致 候 益. -御 淸祥 大慶 至極に 奉存候 「昨年の 思 ひ 出」 「四と 五」 いづれ も 面 

白く 拜見致 候、 ヂ HI ムスの 「物理 畢の 理論、 其 目的 及 構造」 とい ふ 書物の ある 事 を 始めて 承知 

致し 是非 取 寄せて 熟讀致 度と 存候、 何卒 右 書籍の 原 名 (發行 所 も わかり ますれば) 等 御 示教 願 上 

度 祈り 候、 其他此 種の 書物で 面白そう なの を 御 閑の 節 御 し 被 下 候 は.^ 大 幸に 御 坐 候、 私の 此れ 

迄 見た もの は。 ホア ン カレ、 マッハ の 諸 書 (後者 は 目下 調べ 中) 其 外に は 力 ン トのプ 口 レゴ メナ、 

ロックの ヒュ ー マン アン ダス タン ヂング の 一部、 ミルの ロジックの 一部、 アン リック の 科 學の問 

題 位の もので 極めて 狹 いものであります が、 永生 きが出来れば 追. - 色ぶ 讀み 度い 希望 を もって 居 

ります。 どうか 御 指導 を 祈ります。」 理學界 に 出した の は 誠に 乱暴な もので、 編輯 員の 強請 を滿 

足させる 爲に *1 いたよう な もので 讀 者に は 濟 まない ようであります が、 以前から 考へ て 居た ボ ン 

ャリ した 考を 無秩序に 書いた に 過き ません、 大兄の 御 眼に 止り 恐縮 致 候 何卒 御 遠慮なく 色.^ 御批 

評 御 示 敎願上 候、 あの 考 をもう 少し 進め 度と 思って 居ます が 仲よ 容易でありません、 一体 小弟な 

ど は 所謂 「盲 蛇に 恐ち す」 の 方で 前人の いった 事 を 知らぬ から 勝手な 事 を 平氣で 公に する ような 

譯で御 恥し い 次第であります が、 プ C レゴ メナの 緖 言の 第 一 頁に ある 文句 を 讀む每 に 稍 安心す る 

ような 心 持が 致します。」 私の は 何事 も 主張す るので はなくて 自分の 迷って 居る 事 を *1 いて 同情 
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を 求め 又 敎を乞 ふだけ てあります から 其 御 積り で 將來も 御 遠慮のない 御 批評 を 御惠み 下されば 大 

幸で 御 坐い ます」 

夏 目先 生が 亡くなられて からもう 何 處へも 遊びに (純粹 な 意味で) 行く 處が なくなりました、 

小弟の 廿才 頃から 今日 迄の 廿 年間の 生涯. から 夏 目先 生 を 引き去つ たと 考 へる と淺 つた もの は 木 か 

石の ような 者になる ように 思 ひます、 不思 儀な 事に は 私に とって は 先生の 文學は それ 程 重要な も 

のでなくて 唯の 先生 其 物が 貴重な もので ありました。 一 週 忌 迄に 先生に 關 する 知友 門人の ま曰 いた 

もの を 集めて 出版し 遣 族に 捧げる 計畫 があります ので 是非共 それに 何 か 少し 長い もの を 書く 積で 

居ます、 出来たら 御 笑覽を 祈ります。」 先生の 命日 故 毎月 九日に 先生の 御宅へ 寄って 生前の 事 を 

話したり する 會が 出来ました、 昨日が 第 一 回でした が 私 は 差 支へ て 次席 致しました 

私 は 十 一 月末に 胃に 出血が あって、 夏 目先 生の 危篤に 頻 した 日に 胃潰瘍の 宜吿を 下され 一 時ス 

ッ カリ 悲觀 してし まい ましたが 幸に 経過が よくて まづ 差し 當る 危儉 はとれ ましたが なんだか 多少 

心細くな りました、 大した 事で はない そうです から 御 心配 下さらぬ 樣に願 上ます、 

田中舘 先生 は 大晦日に 退院され ましたが まだもう 一 度 入院して ギブ ス の 入れ かへ をし なければ 

ならない そうであります。 中 i 御元氣 で、 余り 元氣 のよ ぃ爲に 吾. - 始終 心配 致して 居ります。 し 

かしもう 大丈夫だろう と考 へ ます。 

外の 先生方 は御變 りありません、 木 下 君 は 八日に 歸 京され ました、 私 は 出校 はして 居ます が醫 

者の 注意で 出来るだけ なまけて 居ります、 自宅で は 巨 達にば かり あたって 居ます。 御 偶 察 を 祈り 

ます、 冬になる と 家內中 病人 だらけで、 子供の 病 氣には 殊に 弱らされます、 責宅 では 御子 樣方御 
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健康 は 如何で 御 坐い ます か 

先 は 右 責酬迄 余事 後便に 讓り. 5. 候 草. - 不備  • 

一月 十日  寅彥拜 

桑木樣 

二伸 御 自愛 專 一に 奉 存候 乍撣裨 一同 樣へ不 惡裨傳 へ 被 下 度 祈 候 再拜 

二 七三 

一月 十七 曰 水 午後 零時-. 一時 本^ 區向ケ 1： 彌生町 二よ リ赤坂 靑山南 町 六 ノー  〇• へ 小 宫豐隆 氏へ 〔は 

か き〕 

御 端 書 難 有う、 九日に は 夜に はなる し 寒く は あるし 胃の 方 も 余り 調子が よくなかった 爲 とうと 

ぅ失禮 する 事に しました、 どうか 惡 しからす 願 ひます C, 一  此 間の 日曜に は 申 上げた 通り 早稻 田へ 

參 りました、 御 目に か、 つて 御 話し、 て 居る 內に又 小生の 考が 大分 變 つて 来ました、 いづれ 御 目 

にか 、つて 稗 話し 致します 

裨 尋ねした いと 思 ひながら 自由な 日が 少く又 休日に は 色 i な 用が あったり して、 御：^ 束して お 

いても 御 待たせす るば かり かも 知れません から、 唯其內 いっか 裨间 ひする 事に してお きましょう- 

一 月 十六 日夜  寅  ^ 

二 七 四 
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一月 十九 B 金 午前 十」 時— 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二よ リ福岡 市 束 職人 町 五 五 桑 水 威雄 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 寒氣酷 敷候處 益. - 御淸祥 奉賀 候下而 私事 爾後 経過 良好 最早 全 愈と 申し て も 

宜 敷かと 存 居候 間 乍 憚 御 放 慮 被 下 度 奉 祈 候、 私の 胃の 惡 ぐな つたの は 一 つ は齒の 不完全 (寧ろ 齒 

の 全 威と 申した 方が 適當) に 起因して 居る ように 存じ 候 故、 貴兄の 御齒も 今の 內 十分に 御注意 被 

遊 候：^ 祈る 次第に 御 坐 候 Duhem の 著書 御示敎 下され 難 有 奉 謝 候 早速 取り寄せて 一 覽 致し ましよ 

う 

「描 寫 論と 科學」 の 御 講演 非常に 面白く 拜見 色よ の 点で 啓發 されました、 今後 も此 種の 御 講演 

のあった 節 は 何卒 御說の 一 端 を 知らして 頂ける 様に 御 願 申して 置きたい と 存じます 

此頃は マツ ハの 「感覺 の 分析」 の 米譯を ボッく 讀んで 居ます が 兎も角も 大變に 面白い 本 だと 

思 ひます 隨分 議論で もして 見たい ような 處 もあります が 矢張り 感心す る處が 多く 色ぶ の 暗示 を與 

へ られて 居ります。」 小 供の 時 吹 矢で 小鳥 を ねらって 歩いた 時 矢の 命中す る 時 は 命中す る 前の 瞬 

間にに 必す 命中 するとい ふ 豫覺が ある 事 を経驗 しました が、 マツ ハの本 を 讀んで 此れが 一種の 時 

間の 前後に 關 する 錯覺 による もの だろうと 思 はれて 面白く 感じました。 

中學 校の 五 年の 時に 歷史の 先生から 「お前 は 是非 文科へ はいって 心理 學を やれ 一 とす \ めら れ 

た 事が ありました、 それから 一 一部 へ はいって 今日 迄つ い 心理 學が どんな 者 だか 知りませんでした 

が マツ ハ を讀ん だら なんだか 心理 學も かじり 度くな りました、 しかし あんまり 浮氣 ばかりしても 

惡 かろうと 思つ て 我慢して 居ります、 それでも 娱樂 としてなら かまう まいと いふ 口 實で此 間 丸 善 

へ 行った 時ゥ并 リア ムジ HI ムスの 小 本 を 持って 歸 りました、 マツ ハ がすんだら 讀んで 見たい と 
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存じて 居ます c」 心理の 本て 私な どの 讀んで 面白そう な 本 を 御 閑の 節敎 へて 頂けましょう 力 

右 御 禮旁草 ぷ中上 候 不備 

, . 一月 十八 曰  黄 0 

桑 木樣玉 案下  ， 

一 一伸 御 自愛 專 一 に 奉 存候御 一 同様 へ 不惡御 鳳 聲被下 度^ 候 

二 七 五 

一月 二十 六 曰 金 午後 二い む ー 一一 一^  鄉" 區向ケ 1： 彌生町 二より 祌 £ ぼ 祌保 町- あ 波 書店 氣付 小宮 璺隆 氏へ 

〔はがき 速 逢 便〕 

御 端 書 難 有 拜見致 候、 小生 病臥の 新聞記事 は 何 かの 間違に て 健康 は 最早 大丈夫と 存候 」 本日 

の 御 法事に は學 校が つかえて 欠禮 致します、 叉 晚の御 相談 會 にも 都合が あって 殘 念な 力ら 欠席 I 

します から、 不惡御 賢察 を 祈ります 出版の 事 は 別に 變 つた 考 もありません から^ 敷 御 願 中 上まづ 

昝 i 康へ不 lefi 御 鳳聲を 1^ ります 

一 月廿 六日  黄 0 

二 七 六 

三月 二十 七 B 火 午後  一- M 上 一時 本 鄉區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤；^ 區靑山 南 町人 ノー  0 へ 小官 豐隆 氏へ 

〔はがき〕 
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御 不幸の 事 は 松 根さん から 伺つ て 承知しながら 御見舞 も 屮 しません でした 御 容捨を 願 ひます c」 

小生今月の^^：-日會も百日祭も不參、 早稻 田へ も 御無沙汰 致して 居ります、 廿 八日の 御 會へは 是非 

共 出席した いのです が 同日 は 最終の 實習を やらせる 日な ので 無據 定刻に は參 りかね 殘 念です、 夜 

迄も績 くの なら 夜 は 參られ ますが それ 程 長く か 、 る 事 も あるまい かと 存じます、 どうか 皆樣 へ 重 

々 の 怠慢の 御 詫よ ろしく 御 取り成し を 願 ひます、 一 もと 熊 本 高等 學 校に 居た 鑛 物の 先生で 篠 本と 

いふ 人が 夏 目先 生の 子供の 時の 友達であった そうです が 其 人から 小生へ 先生の 少年 時代の 逸話 を 

色よ 知らせて 來 てあります。 次の 九日 會に でも 持って行って 御 目に かけようと 存じて 居ます、， 一 

.重ょ の 御無沙汰で 相濟 みません がどう か惡 しからす 御 諒察 を 祈ります 

三月 廿六 日夜 

二 七 七 

四月 十八 日 水 午後 二 時- 丄ー 一時 本鄉 -tels ケ！； 彌生町 二よ リ祌な 川^ 湯 河 頃 S ま 泉 富士屋 E 中 誼 愛橘 氏へ 

〔はがき〕 

Tfinakadai;e  Sensei. 

大  olrngaKl \vc  alMgJSC  g-ozalmasita.  Golssata  itasimasitc  sumimasen.  01sl?a  no  Ato  wa 

一お  . 

六 sidaini  iiiotono  ISM  ni  onaori ui naru  koto  to  yorokolbasiku  zouziniasu. 

/  二 iimSsituke  no  M;^01.u-B6 iio  wa  sassoku  sirabctc ン Vataiialbe,  xilkimo  Gol.v6ku【n〕 
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ni  osirase  itasiiimsyo. 

Kcnoaida  no  Getuydbi  no  Kldkfi uo  Klwaigi  de さ a,  nakanaka  Gircu  ui  waua  ga  saklma- 

site  t6t6  osiii  ga  tukazu  ui  sonomama  ni  natte  oil.  Sikasi,  taisetuns-  Mondai  de 

arimasu  kara  yokuyoku  isa  kara  kangaete  okaneba  narumai  to  zonzimasu.  Kuwasu  Koto 

さ a  Ome  ni  Icakatte  mssiagemasy.0. 

D ひ zo  odaizhii  Goy ひ zy ひ wo  inorimasu. 

:Terada.  T. 

二 七 八 

rat 月 二十 六日 木 本鄉 區句ケ 1： 彌生町 二よ リ神奈 川縣湯 河原 a 泉 富士歡 田中舘 愛橘 氏へ 〔封筒な し〕 

T:aisy ひ 6,  ^gt.  W6nt. 

Tanakada-te  sensel, 

sic 

ote§mi  PH.^OT.P^P^S  haikenitasimasita.  Taiputaita  no  Uta  mc  omosiroku  haikenitasimasita, 

sus-uni  Tamaru  Sensei  no li ひ e  omawasi  itasis  oklmasita. 

E:in6  .vva  Smith  no  "Tyag-aeri"  ga  arimasit?  Watakusi さ a  Sinsaiycbo-Tyosakwal  de  Mon- 

Imsy ひ e  niairimasite,  sokono  no  Mado  tiara  Aoyama  no  Sora  no  Hanare- 

さ aza  Avo  kenbutu  itashnasita.  Smith  ga  Asi  wo  itamete  masumasu  sono  Waza  wo  migaita 

y6ni,  Sensei  mo  iyoiyo  masumasu  Gakumon  no  tameni  gozinryoku  k;udasaj.masuru  yom  moL- 
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tie  oriisu. 

sorcsoro  Okaeri  luo  til^aduita  koto  to  zonziniasu.  I、oka,  zyuljuuni  Goyozyo  wo  luo.-..n-la- 

su. 

.  Terada  T. 

二 七 九 

穴 月 十五 日 金 午後 十 時一. 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二よ リ富山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

謹啓 向暑 之 候と 相 成候處 高堂 益. -御 多祥 大慶 至極に 奉存 候下而 私事 不相變 無 異罷在 候 間 乍 憚 

御 放 慮 被 仰 付 度 奉 祈 候 

亮儀不 相 變御引 立 相 蒙り 難 有 拜謝致 候な ほ此 上ながら 御 愛顧の 程 願 上 候 

本日 は 御 祝電 頂戴 致し 御 厚情 難 有 万謝の 至に 存候 格別の 功 もな く 誤て 受賞者の 列 を 汚し 恐縮 致 

居候 次第にて 御 祝詞 に て 汗顔 の 至に 奉存候 

不取敢 右 御 禮迄草 M 申述候 不備 

六月 十五 日  寺 田 寅彥拜 

五島 樣玉 案下 

^  二伸 鉄 郞樣に は 其後拜 顔の 機 を 得す 候へ 共 御 勇健 御勉學 の 御 事と 大慶に 存候御 暇の 節 は 時 

六 よ 御遊び に 御 出な され 候樣 御す、 め 被 下 度 祈 候 再拜 
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二八 o 

六月 十七 B 曰 .：| 前 卜 時 1 十一 時 本鄕 ヶ岡 彌. 町 一-より 福 岡巿東 職人 町 五 五 桑 木 或 雄 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 巾 上げ 候 段 不惡御 賢察 御 海容 被 下 度析候 向暑の 候 益  > "御 淸祥 大慶 此 事に 

奉存候 下而 小弟 不相變 無事 消光 罷在候 間 御 休 神 被 下 度 願 上 候 

此度學 士院の 事に つき 御 懇情に 御 祝詞 頂戴 致し 難 有 拜謝致 候 小弟の は 御存じの 通りつ まらぬ 事 

にて ほんの 御 相伴の 樣な譯 にて 汗顔の 至に 存候」 

學藝へ の 御 寄稿 時 i 面白く 拜見致 居候 何卒 綾ぶ 裨 投槁相 願 度 祈 候 

東京 は 一 兩日 來暑氣 急に 相 加 はり 夜の 鳳仙花が 目に 見えて すん く 延び 候、 

右 御禮迄 草. -申述 候 不備 

六月 十六 n  寺 田寅亲 

桑 木樣玉 机下 

二八 一 

六月 二十 九 B 金 午後. へ 時 . 九 時 本鄉 ヶ岡 彌牛： 町 二よ リ赤 « ぼ 青山 南 町 六 ノー  〇， へ 小 や：： 豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

拜復、 明日の 會には 可成 參上致 度と 存じて 居ります、 尤も 明日 は 明後日の 準備で 上野 迄 品物 を 

運搬せ ねばならぬ 事に なって 居まして 多分 午後へ 越しそう ですから 一 一時 迄に は參 りかね るか も 知 
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れま. y ん。 どうか 御 含 澄 を 願 ひます 草ぶ 

二八 二 

七月 二十 五日 水 午後 九 時 ー 十 時 歸鄉の>^!東海道線車中ょり福岡縣京都郡犀川村小宮豐隆氏へ 〔槍 はが 

き 松拫豊 次郎氏 との 寄せ 書 ，.ー 

|> 卞 人に」 

かう いふ 時に よせ かき をして 先. I- のと こへ 出したら よいが も う 出來な いな あとい ふ て 二人で た ん 息す る、 そ 

して 君のと こ へ これ を 出す 

七月 二十 五 H タ  京都に 近き つ k 城 

〔裏 5 

相 逢 ふて 話して 見れば 糸瓜 哉 

禹ぁ成 君に 逢， -て 僕の 氣 になって 居た 問題の 話 をした 結果 は 三人 出會 ふた 上で 話しましょう 

寅 彦 

寺 田さん と 偶然 同車 話 をき > ま した 先生 Q 亡 靈曰 r 枕 は 御手に 入リ やした か 

夢に 見し 金の-枕 ゆ 明 易 き 

三 八 三 

九月 十一 日 火 午前 十一 時， ー 十二時 本鄕 K 向 ケ！： 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 
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( 昨今 氣候 不順 勝に 候 處責家 益. - 御淸祥 大慶 至極に 奉存 候下而 拙宅 一 同 無事 消光 罷在候 間 

乍 憚 左様 御 放 慮 被 仰 付 度 祈 候 

鉄郞樣 にも 御 無事 御上 京 被 遊 昨日 は 態ぶ 御 訪被下 難 有 拜謝致 候 又 御 珍しき 品澤 山に 頂戴 致し 子 

供 等 大喜びに 有 之 御 厚情 難 有 鳴 謝 致し 候 何の 御 役に も 相 立不申 候に 時. -御 心配に 預り 却て 恐縮の 

至に 存候」 

傳染病 流行の 趣 幸に 御 地に は 侵 人不致 由に て 何よりの 事に 御 坐 候 時節柄 何卒 御 一 同様 御 自愛 專 

一 に 奉存候 

別 役 事 不相變 御 引 立 相 蒙り 居候 事と 存候 何卒 此 上ながら 宜敷御 願 申 上 候 

先 は 右 御禮迄 草ぶ 申 上 候 不備 

九月 十一 日  .  寺 田 寅彥拜 

五島 樣玉 案下 

二八 四 

九月 十四日 金 午前 九 時— 十 時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 高 知 市 通 町 五丁目 伊野部 吉次郞 氏へ 

謹啓 淺 暑の 候 高堂 益よ 御淸祥 奉大賀 候下而 拙宅 一 同無異 消光 罷在候 間 乍 憚 御 放 慮 被 下 度 祈 候 

先達 て 御 里 歸省中 は 種. - 失 禮申上 候 不惡御 賢察 被 仰 付 度 祈 候 

數日前 恒吉樣 御 来訪 被 下 存じ 寄らす 老人 へ として 結構なる 御 品 御 惠與に 預り難 有 拜謝致 候 一 同 

厚く 御 禮申上 候 私事 生憎 不在に て 拜眉を 得す 失 禮申上 候 御 眼疾 も 最早 御 全快の 御模樣 にて 近日 御 
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歸鄕 の 御 話 有 之 候 由 大慶 の 次第に 奉 存候愈 M 御 安神 の 御 事と 御 推察 御悅. &上候 

先 は 右 御禮迄 草. -申上 候 時候 柄 御 自愛 專 一に 奉 存候 不備 

九月 十四日  寺 田寅彥 

伊野部 樣  - 

御 一 同様 

二 仲 朝 倉の 方の 御 病人 樣其 後の 御 経過 如何に 候 哉 時候の 變り目 特に 御 攝養專 一 に 奉 存候乍 

悼 御 序 も 有 之 候 は &不惡 御 鳳 聲被下 度 祈 候 再拜 

二八 五 

九月 二十 三 B  B 午後 七 時 —八 時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 E 靑山南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔捨 はがき 1 

昨日 は 折角 御 出 被 下ました のに 留守で 失禮 致しました、」 廣吿も 愈 i< 出ました ね どうか 万端 

故障な く 進行す る 事 を 祈ります。 

九月 廿 二日  寺田拜 

二八 六 

九月 二十 四 B 月 午後 十 時 I 十二時 本鄉 展向ケ 1： 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇- へ 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 
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御手 紙 難 有う 水曜の 午後に は受 持の 實習 があります が 四時 半 迄なら 片付けられます。 それ迄 池 

の 近邊 で も 散歩 して 居て 下さったら 必す 四時 牛 迄に は 小生 も 出掛け ま す、 池 をぐ るく 廻って 追 

つかけ こ をす るの も 面白 かろうと 考 へます t い 立 

九月 廿 三日  ， 寅  亲 

二八 七 

九月 二十 五 B 火 や 後一 一一 時- —四時 本鄕 .R.M ヶ岡 彌生 町. -ょリ 赤 坂 .te: 贵. E 南 町 六 ノー  〇<>  小宫 璺隆 氏へ 

「はがき 速達便， 一 

昨日 御 返事 を 上げて おき ましたが、 今日 學 校へ 出て 見たら 水曜の 午後 四時から 一 時間ば かり 或 

る 調査の 委員 會が 召集され る 事に なって 居ました、 それで 事に よ る と 五 時半 頃 迄 ひつ ばられ るか 

も 知れません、 其 時分 迄何處 かで 待って 頂けましょう か、 御 返事 を 願ます 

九月 廿四 n  寅 彥 

一一 八 八 

十月 六 曰 土 午後 三時 Ig: 時 本鄉 _5i>M> 岡彌生 町 二より 赤 坂 區靑山 南 町人 ノー  C 八 小お 豊隆 氏へ 〔搶は 

御手 紙 難 有う、 鬼に 角 これからもう 一 邊松根 君に 逢つ て 選集の 期日 問題 を 相談し て 見 ましよ 

う 一 しけの 被害 は 如何でした 僕處 では 一 一階の 雨戶を  一 飛ばされ 暗闇の 中で 奮鬪 しました 面白 
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かった"」 病人 は 可 もな く 不可 もな して 困ります 

十月 六 H  寺  田 

二八 九 

十月 +-B 日 午前 十 時— 十一 時 本鄕" H 向 ヶ岡 彌ゃ： 町 二よ リ赤坂 區靑山 南 町 六/一  0 八 小 宮璺隆 氏へ 

昨日 君に 端 書 を 書いて からすぐ に 松 根 君の 處へ 行きました 丁度 在宅で 會 ひました 君から 手紙で 

大体の 成 行 を 承知して それに 付て 相談に 來 たと 屮 ました 具体的の 事 は 何も 申ませんでした そうし 

たら 松 根 君が 例の 調子で 君との 話の 筋道 を 詳しく 話しました 一 時間 半 位 も 話しが 績 いたよう な氣 

がしました 其 間 僕 は 一 言 も 云 はないて 默っ て 聞いて 居ました、 聞いて しまつてから 僕 は 何等の 理 

屈な しに 選集の 出版 を 延べ る 事 それから 委員 を脫 する 事 を やめて はどう かとい ふ 事 を 相談し まし 

たが 中ぶ 六 か 敷 理屈が あって 困りました 段え 聞いて 見る と 委員 を脫 する 事に つ いて は 松 根 君の 一 

身上の 利害に 關 する 別途の 理由 も 加 はって 居る ようで したから その 問題 はもう 何とも 申ませんで 

した、 此れ は隨 意に させた 方が よい 樣に思 ひました、 それから 選集の 期日 を 全集 完成 以前にし な 

ければ ならぬ 理由が あるかと 聞きました それに は 余り 明白な 答はなくて 唯 早く やり 度い からと い 

ふ 位の 事の ようでした、 三年 後と いふの は 意味が 分らぬ とい ふ 事 又 それで はどうな るか 當 になら 

ぬと いふ 懸念が あるとの 事でした。 それで は 鬼に 角もう 一 度小宮 君に 相談して 見ようと いって 其 

儘歸 らうと したら 一 處に飯 をく いに 行かぬ かとい ふので 築地の 鳥屋 迄 御 伴 をして 御馳走に なり 其 

處 では 唯 先生の 昔^し をしたり 松 根 君の 家庭に 關 する 事 を 聞いたり して 話の 行きが" りから 僕 は 
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松 根 君が 余り 理屈 ぼくて やかまし 過ぎる とい ふ 樣な事 を 無遠慮 に 云 ひ 出した 無論 それ は 打 解けた 

愉快な 談笑の 間にそう いふ 事 を 云 ひだした。 今度の 事 だつ て あんまり やかまし 過ぎる ではない か 

とい ふ 様な 事 も 云 ひました、 松 根 君 も それ は 承認して くれて 决局 大分 心 持 だけ は 解けて 來 たよう 

でした。 小 宫君も 心配して くれる し 僕も關 係して やつ て 居る からそう いつ 迄 も やかましく 云い 度 

もない が 何とか 道が 開かん と 止め 度がない とい ふ 様な 話しであった。 僕 は 矢 張 具体的に は 何等の 

条件 も 申出 さす 唯 「もう 一 遷小宫 君に 相談して 何とか 案 を 立て 、貰 ふから 君 も 出来るだけ 讓 歩し 

て くれ」 と 賴んて 別れました もうこんな 話 は 今夜ぎ りで 止めようと 云って 別れて 來 ました 

案と 云っても 實は 何もありません がつ まりもう 一 邊 君に 御 面倒 を 願つ て 逢つ て 御 相談 を 願 ひ 度 

と 思った のです。 選集の 出版 期 は 三年 後と いふ 御 考の樣 です が 實際其 時に なって 見れ は 三月 後で 

も 三年 後で も 大した 相違 はない 樣な氣 がします が 如何でしょう 全集 完成 後と いふ 事に は 異存 はな 

さそう に 見へ ましたから 寧ろ 唯 漠然とした 事に して は 如何と 存じます。 唯 理屈 は 觅に角 一 月 や 二 

月 後と いふ 事 は 實際は 同時と いふのと 余り 變ら ぬよう に 思 ひます から 常識的に 考へ て 全集 後と い 

へ る 程度の 時日 を 置く 事に したら どうで しょうか。 御 一 考を願 ひます。 兎に角もう 一 應 多少 此方 

でも 讓 つて 相談して 見ても 遲く はない かと 思 ひます 此れ は 小生の 御 願で 御 坐い ます 

もう 双方 理屈 は 充分に 云った 後の 事です から 今度 は 談判で なしに 御 談合 を 願ったら 割合に 簡單 

に鮮决 する ので は あるまい かと 存じます が 如何でしょう 

右 要 事 迄 い づ れ御目 にか、 つて 御 話す る 積です がどう か 宜敷御 願 致 します 草， - 

十月 七日  寅彥拜 
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小宫樣  - 

一 一伸 今度の 句集に 断 書 をつ ける 事に ついては 松 根 君の 考が 僕に はよ く 判りませんでした こ 

れも御 相談で どっち かきめ たらよ からう と 思 ひました」 委員 はなるべく 断ったり しない 方が 望 

ましい と 思 ひます が 松 根 君が たって ま 張す れは隨 意に さしたら よい かと 思 ひます 

それで は 松 根 君が あんまり 都合が よす ぎる と御考 になる かも 知れません が 今度の 事の 起り に 

ついては 編輯 會は 多少 松 根 君に 何等かと 道 をつ けた 方が 正當の 樣に思 ひます 如何でしょう もし 

僕 か 間違つ て 居たら 謝罪 致します 

I 一九 0 

十月 九日 火 午前 八 時 I 九 f- 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二よ リ赤坂 iHil 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 

御手 紙 唯今 拜見 致しました、」 小生の 钾願. を 聞いて 下さって 難 有う 御 坐い ます 「全集 後」 とい 

ふ 事に してお いて、 それで 半月 目に はもう 出した といへ ば その 時 は 僕 も 始めて 松 根 君に 對 して 著 

しく 不快の 感 覺を懷 くと い ふ 事 を 松 根 君に 明に する 積り で 居ます 

委員 退會の 別種の 理由 は 此間松 根 君に 聞きました ので それで 何も 云 はない 事に しました。 實際 . 

困る 事 は 困る でしよう 其 本文の 程度 次第で は 僕 も 困り 大缀 さん も 困りましょう しかし 本文 を 見な 

ければ 何だか 僕に は 分りません。」 それで 松 根 君が 返く として 其 事 を 新聞な どに 出さなくても 松 

根 君から おれ はの くぞ とい ふ 手紙で も 一 通 貰って おいて 後日 問題で も 起った 時には 何月 何日から 

無關 係だった とい ふ 事 さへ 証據 立てられ、 ば それでよ く はない かしらと 考 へます。 法律上の 責任 ^ 


だけ は それで 免れられましょう。 (しかし 實際は 同じて しょうが) 

又もう 一 つの 理由 卽ち 今度の 句 紫に 松 根 君の 關係 のない 事 を 天下の 俳人に 吹聽 する に は 新聞よ 

り は 寧ろ 俳句の 雜 誌へ 松 根 君 自身で 吹聽し 今度の 句集の 批評な り 何なり 隨意 にした 方が よかろう 

かと 考 へます、 それに 對 する 是非の 判断 は 世間に 任したら よい かと 思 ひます。 そうすれば 松 根 君 

は 余りう ますぎ ると も いへ るし 叉 一 方から はう まくない ともい へましょう。 それにつ いて は 又 僕 

は 松 根 君に 注意した いと 思って 居ます 

どうか 何分 宜敷願 ひます、 鬼 も 角 も 選集 を 許す だけの 事 は 一種の 償と 思はなくて も 好意で 世話 

してやって よかろうかと 考 へます が 君と して は 叉隨分 不愉快な 御 感じ も あろうし 其處は 充分 に 御 

察し も 致します。 唯 何分に も 御 寛容 を 祈り 度と 思 ひます 草 

十月 八 n 夜  {  成 0 

小  宮 様 

一 一伸 〇〇〇〇 の烟 草の 事 はもし 内務 劣 だか 警視 廳 だかの 問題に なりそう な probability が 

あらば 何とか 豫め考 へて 置いた 方が 穩當 であろうと 考 へます、 兎も角も 一度 御 相談 を 願 ひます- 

其 外 細君な どの 事で も 企り 猛烈な 〔の〕 が あらば 多少 考へ て 見る 事に したら どうかと 思 ひます、 

此れ は 例の ピ ュ リ タンと は牟 盾す るよう です が、 顧問と いふ 方よ も 或は 同意見 かと 考へ ます。 

一 度 御 相^な さる 方が 穩當 かも 知れません 

二 九 一 
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十月 十七 曰 水 午前い 時— 十一 時 ケ 1： 彌生町 二よ リ赤坂 區靑出 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

〔はが. き 速達便 一  、 

拜復 小生が 松 根 君に 話して きめれば 喧 に はならん かも 知れません が 或は 公平で ないか も 知れ 

ません、 今日 午後 僕が 君 を 誘 ふて 松 根 君-を 訪問し 一所に 夕飯で も 食って 話した 方が よい かと 思 ひ 

ます 鬼に 角晝 から 御 尋ねし ます、 御 繰 合せ 御 在宅 を 願 へれ は 好都合と 存じます 

十月 十 じ 日  寅  *5 

二 九 二 

十月 十八 B 木 午後 一時— 二 時 本鄕 .4 向 ケ！： 彌生町 二より 赤坂區 青山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

が き〕 

咋日 は失禮 しました、 明 タの御 約束 をして 置き ましたが 昨夜から 妻の 容体が 大分 險惡 になり ま 

して あした は 出られそう も なくなりました からどう かもう 少し 御 延期 を 願 ひます 右 要 事 迄 

十月 十七 日 

ニ九三 

«  十一月 IB 木 牛 後一 一時 丄ー 一時 本 向ケ 町 二よ リ赤坂 _區 青山 南 町 六 ノー  0 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

六  がき〕 

年 御手 紙 拜見松 根 君 宛の は 其 儘 投函 致しました 今度の 土曜 か 日曜 御 都合の よい 時 を 御 打合せの W 


上 拙宅 迄 御 來駕願 はれますまい か 松 根 君と 時間の 御 打合せが 願 はれ &ば 好都合と 存じます.」 僕 

も 今 丁度 在京 親戚の 內で 少し 大 問題が 起って ゐ ますから 其れと 時間が ぶつ，^ かる 事が あるか も 知 

れ ません が 其方の 成 行 は豫測 出来ません からか まわす あなたの 方の 御 都合で 時間 を 御き め 下さる 

様に 願ます 余事 拜 眉の 上に 讓 ります 

十一月  一 n 

二 九 四 

十 一 月 九日 金 午前 十 時— 十 一 時 本鄉 -tel 向 ヶ岡 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五 岛寬 平氏 へ 

謹啓 益. -御 多祥 大^ 至極に 奉存候 

漱石 全集 刊行 會 より 別紙 領收証 參候間 御 目に かけ 候 

右 要 事 迄 草. -申述 候 不備 

十 一 月 九日  寺田拜 

五島 様 侍史  - 

二 九 五 

十一月 十六 日 金 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき 速達便〕 

謹； Mi 今度の 日曜の 午後 五 時 中央 亭へ來 て 頂けましょう か、 松 根 君の 都合 も 聞き合せます、」 
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そうでなければ 今度の 水 週になります 

十 一 月 十六 日  宾 

二 九 穴 

十一月 十七 B  土  (時閱 不明〕 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う それで は 明 日曜 午後 五 時に 丸の 內 中央 亭へ御 足 勞を御 願 致します 万事 拜 眉の 上 

申 上げます 草ぶ 

十 一 月 十七 日  寅 彥 

一一 九 七 

十一月 二十 Ills 金 午前 十一 時 —十二時 本 鄕區向 ケ！： 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六/一  〇 ベ 小 宫豐隆 

氏へ 〔はがき〕 

先夜 は失禮 致しました、 俳句 集 難 有拜見 面白くな つかしく 候、 小生の 知って 居る の は 多く 三 一、 

三 一 ー兩 年ら しく 其 頃の が もっと 澤山 ありそう なのに 存外 少ない ように 思 ひ 候、 厨川聚 君の 手許に 

でも あり はしないでしょう か.」 左に 氣の つ いた 處を 一 一 一 申 上ます 

四 五 頁 最後の 句 「はづな」 は 「たづな」 ではありません か/ 九 〇 頁 三 行 目 六 号 活字 ノ 「 一 霽」 

は 「一句」 の 誤り か」 一八 一 頁 第一 行 は あれで { 且 しく や」 一 一四 一 頁 終りより 三 行 目 「寺」 の 字が 

isH: き」 三 一 一四 頁 四 行 目 「確」 は 「碓」 の 誤」 三 一 一六 頁 最後の 句 は 何と 讀 みます か」 一一 一七 一 一 頁 第 
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三 行 一月の 見 ゆ」 は 一 ほの 見 ゆ」 の 誤」 右 御 禮と要 事 迄 草. - 

一一 九 八 

十二月 II 一日 月 午後 三時. 四時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹；^:: 先日 御上 京の 節 は 失禮致 候激石 先生の 藏書御 覽被遊 候 由に て 小生 も 本懐の 至に 存申候 

此度は 人形 山 名産の 山葵 澤山御 惠投被 下 度 難 有， 拜謝致 候 早速 賞味 致候處 格別の 好 風味に 御 坐 候 

追 氣相加 はり 候 御 自愛 專 一に 奉 存候 训 役の 儀 不相變 御 眷顧相 願 度 祈 候 草. - 

士 一月 三日  寺 田寅彥 

五島 様 玉 案下 

二 九九 

十二月 十九 B 水 午前 十一 時 ー 十二時 本 鄉區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宮 豐隆氏 

へ •〔 はがき〕 

今夜 は 御馳走で 御 坐い ました、」 歸 つて 日記 を 調べ て 見ました が 大正 三年の 七月 一 一十 日 は鄕里 

に 居ました。 四 年に は 七月 一 一十 一 日に 逗 子へ 家族 づれで 行った として あり 廿日 は 記事が ありませ 

ん。 五 年の 七月 二十日 は 朝 舘山を 立って 歸 京した とあります から 此の 日で もない らしい、 して 見 

ると 二 年頃で はない かと 想像され ます。  I 
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三 oo 

一月 十三 日 B 本鄕區 向 ケ！： 彌生町 二よ リ富 山縣 福 野 町 五島 寛 平氏へ 〔うつし〕 

謹啓 酷 塞の 候 益. -御淸 祥奉大 賀候當 年はレ コ ー ド 破りの 大雪に て 交通 杜絕 種ぷ御 不便の 事と 

拜察致 候 

扭て 岩波より 全集 第 一 卷赏下 宛の 者 送付 有 之 兼て 御 約束の通り 卷 頭に 何 か 記す 積り て 色. -考候 

へ 共 名案 も 無之考 へた 揚句が 極めて 平凡な ものに なりお まけに 生 來の惡 筆が 一 層の 不出来に て 何 

共 恐縮の 至に 御 坐 候し かし 書き改める 譯 にも 不參又 どうせ 書き直しても 同し 事と 存じ 其 儘 差 上 候 

何卒 御 勘弁 被 下 度 奉 祈 候 

先 は 右 要 事 迄 草え 申 上 候 

一月 十三 日  .  寺 田 寅彥拜 

五 島樣 

三 0 一 
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一月 十四 B 月 午前 十一 時 ー 十二時 本 鄕厘向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

拜復其 後 は 少時 御 目に か &らす 御 變りも 無 之 候 哉 全集 御 骨折の 程 御 推察 申 上候裨 自愛 御 盡カ願 

上 i 

御 申 越の 先生 手紙 御 送り 致します から 何卒 御 研究 を 願ます」 

小生 は 近頃 少し 氣が 狂って 徘句を 作って 見たり 畫を 蚩 曰いて 見たり して 居ます しかし 一 向 物に な 

らな いので A ポり 永く は績 くまい かと 思 居候 今日は 靑楓 君と 野 上 君と が來て 宅の 掛物を 見て 貰 ひま 

した 

先 は 右 迄 其 內拜眉 を 得度 ものと 存 居候 草. - 

一 月 十三 日  寅 彥 

小 宮様 

三 。二 

一月 十 4JB 〔七 年？， 1 午前 十 時 I 十一 時 本 鄉區向 ケ！： 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

謹啓 見事なる 干柿澤 山頂 戴 致し 御 厚情 難 有 御 禮申上 候 

蓋 取れば 藁の 下より 越の 雪 

お 御 禮迄草 M ゅ述候 不備 

一月 十七 日  寺田寅*^-拜 
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三 0 三 

二月 二日 土 午後 十 時.； 十二時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹啓 益. - 御淸祥 大慶 至極に 奉存候 扱て 今夜 武田獲 一 氏 石 倉 千 次 氏 御 兩名御 来訪 被 下鉄郞 樣御緣 

談の 事に つき 種ぷ御 懇話 有 之 候 御 兩氏は 如何なる 御 方に 哉 充分に 承知 不致 候へ 共 鬼 も 角も此 度の 

御緣 組の 纏る 様 御 盡カ被 致 居候 御樣 子に て 私に 鉄 郞樣の 御 心 持 を 其方に 向ける 樣に御 話 申 上 くれ 

との 御 依賴相 受け 大に當 惑 致 候御鄕 里の 御狀况 別して 先方の 御 事情 等 も 一 切 承知 致さす 私に は 何 

等 具体的の 意見 を 出す 事 も 不可能 故 此傣は 平に 御 断 申 上 度 旨 御 答申 上 候へ 共 中ぶ 御 聞 入れな く甚 

だ 困却 致 候 

具体的の 問題 は 別と して 單に 抽象的に 云へば 養子と いふ 事 は 普通人の 余りす" まぬ 事故 單に議 

論 だけ すれば 反對說 になる かも 知れす それで は 却て 御 本意で ある ましく と 存候故 御 断り 致 度と 申 

候へ 共 何でも 彼で も 御 話し 致し くれとの 事に 御 坐 候。 豫て御 話し 承り 候 事 も 有 之 其 後の 御 様子 は 

承り 不申候 へ 共 いづれ にしても 私より 鉄 郞樣に 御す & め も 又 御 止め も 出来る 譯には 無 之 候 へ 共、 

そ れ程 先方 の 御 熱心 が强 くて は 自然 鉄郞樣 にも 多少 色. -御 心の 平 かなら ぬ 事 も 有 之 らん かと 推察 

致し、 折角 從來 特別の 御 懇命 相 蒙り 居候 間柄に て 全く 虚心に も 過し 難く 鬼 も 角 も 一 度 鉄 郞樣に 御 

目に か  り 御 話 を 承り 可 申 かと 思案 致 候 ま、 御兩 氏へ は 近日 鉄郞 氏に 御面會 して 何 か 御 話し 致さ 

ん と 申 置 候 其 代り 絡對 に黉成 不賛成 等 の 意見 は 出 さ ぬ 積り 故 其 含み に 相 願 度 旨 御 断り 申 置 候 

實際 私に は 困難なる 問題に て 一 休なら ば御兩 氏の 御請 求に 對 して 御 返答す るべき 地位に も 立ち 
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居らぬ 樣存 候へ 共  < より 無遠慮に 御 断り 致し 種. - 誤解 を 生じて 遂に は責 下の 御迷惑と なる 様の 事に 

なりて も 不相濟 と 存じ 候 ま k 断然 御 返答 を 謝絶す る 事 も 差し ひ か へ 結局 甚だ 不得要領の 事に 終り 

申 候 何卒 此邊の 経過 御 推 讀の上 万 率不悪 御 諒察 不行屆 の 点 は 幾重に も 御 勘弁 被 下 度 奉 祈 候、 其內 

鬼 も 角 一 度 鉄 郞樣に 御 目に か k り 御 近 狀も伺 ひ 度 又御緣 談に關 する 御考も 一 應は 承り 度と 存 居候 

が 必す立 人り たる 事 は 巾し 上げ 間 敷と 存 居候、 右 様の 次第につ き 何 か 御存じ 寄の 事 も 有 之 候 は \ 

何卒 御腹 藏 なく 御 巾 越 被 下 度と 存候 小生と して は 唯 小生 不行屆 の 爲に御 家に 御迷惑の 点で も 生 

し はせ す やと それの み 憂慮 致 居候 樣 の 次第に 御 坐 候 

先 は 右 不取敢 耍事迄 草. -申述 候 不備 

二月 二日 夜  .  寺 田 寅彥拜 

五島 寬平様 

二伸 御 自愛 專ー に 奉存候 

三 0 四 

二月 四日 月 午前 零時—— 七 時 本 鄕區向 ヶ岡 彌生町 二より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫 豐隆 氏へ 

先日 は 御 厚情の 御手 紙 を 頂戴して 難 有く 思 ひながら 御無沙汰 致して 居ました 今日は 朝から 出て 

曙 町の 家 を 見に 行き それから 神 田の 方へ 廻って 津田靑 楓君を 訪問し いろ せて 貰 ひとうく 

夜 迄 御 邪魔して 歸 つて 見たら 君が 御 尋ね 下さった との 事で 殘 念に 存じました、 先達の 御 端 書が あ 

つたので 今日は 或は 御 出に なり はせ ぬかと いふ Ahmmg- はあり ましたが、 前の 日曜に 靑楓畫 伯 
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を 訪問す る 害で あつたの を 差 支の 爲 果たさなかった ので 其の 埋 合せに 行って しまいました。 一 寸 

今日 留守の 事 を 御知らせし ておけば よかった と 後悔して 居ます、 キット わざく 御 出 下さった の 

だと 思つ て 感謝し て 居ます， 一 小生 此頃津 田 君 の藝術 の 崇拜者 になり まして 軸物 にす るよ うな 畫を 

二 枚 貰 ひ、 帖を 二つね だって 書いて 貰 ひました、 津田君 を 南畫の 大家 日本 畫 中興の 主にしたい 

とい ふ 希望 を もって 居ます、 責兄も 御 賛成と 存じます、 御 賛成 を 願ます 器用な 檎 描き は 有り 過 

ぎる 程 あるが 津田 君の ような 氣 品の ある 畫才を 單に裝 飾 だけに 終らせる は 惜し いもの だと 思って 

居ります が 如何でしょう 

露西亞 人の 音樂會 があった そうですな、 行って 見たい と 思った がよう 行きませんでした、 小生 

の 口 シァ語 は 其 後 頓挫 一 向 進歩し ません、 こう 記 臆 力が 减 退して はもう 駄目 だろうと 思 ひます、 

それでも 露西亞 語の 句を噪 いだにけ でも 鳏譯物 を 見る 時の 心 持が 少しち がふよう な氣 がする から. 

おかしな ものです」 不相變 全集で 稗 忙しい 事 を 御 察し 申 上ます 御 自愛 を 祈ります」 此頃御 家族の 

御 健康 は 如何です か 

二月 三日 夜 十 時  寅 豫 

豐 隆 樣 

三 〇 五 

三月 十四 曰 木 午後 十 時 十二  S- 本鄕ー te; 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 -211 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 {a 豊降 氏へ 〔は 

がき 二葉〕 
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〔はがきの s: に〕 

(明治 卅六 年) 一 月廿 四日 先生 歸朝、 新橋の プラッ トフ ォ ー ムで筆 子さん の あご を 手で 持ち あげ 

てし ばらく 顏を 見つめて 居て 苦笑 をされ た」 一 一月 十 一 日 赤門 前で 先生に 逢うた」 三月 廿ー 一日 午後 

訪問 色ぶ の 書物 を 見せて 貰 ふ」 廿四 日夜 宗教の 話 をした 晶子の 「乱れ 髮」 の 話 もあった」 四月 四 

日に は 上田 敏 氏が 來 合せた、」 八日 午後 不在」 九日 夜 十九 日 午後 在宅」 五月 二日 午後 湯淺 君が 來 

て 居た 十日 午後 寫友會 寫眞展 覽會を 見に 行く」 十九 日夜 虚子 四方 太 御 土 產に團 子 持參、 文科 學生 

某氏 (此れ は 誰でしょう) も來て 能の 話 子規の 話、 不 折の 話な どあって 苺の 御馳走になる (廿 

二日 藤 村 操 死す)」 卅日 在宅」 六月 十九 日 訪問し たれ ど來客 中に て 逢 はす 歸る」 廿日 午後 文庫の 

寫生 文の 話が 出た 岩 田靜夫 氏來合 はす.」 廿三 日夜 在宅」 九月 十四日 夜 在宅， 一 廿 一 日 午後 在宅」 廿 

一 一日 物理 學者マ クスゥ H ル の 傳を擧 校で かりて 御 ほ にかけ る」 廿 四日 午前 野 老山長 角 君 來合は 

す」 廿 七日 午前 不在」 十月 四日 白馬 會硏 精會 紫玉會 美術 協會を 見て 靑陽 樓で晝 飯、 それから 田 端 

の筑波 園へ 行く 下手の 緒 かきが 寫 生して 居て 先生 犬に 面白がる、 花見 寺に n, フ術會 があった」 五 

日. 十五夜 在宅 J 十 一 日 文 學士小 林 馨君來 合 はす 

f はがきの S; に〕 

(三十 七 年) 一月 卅 日夜 訪問、 銅 碗と 密柑を 差し上げた、 二月 三日 夜鄕 里の 家の 菊 畑の 寫眞を 見 

せた (此の 二月の 十日に 日露 宣戰) (三十 八 年) 一月 四日 午後 先生と 同道 本鄕 散歩 自働 電話で 虚子 

の 在 否 を 聞いて から 訪問 鼠 骨 君來合 はす、 同 君 茶番狂言の 趣向 を こしら へる、 四 人本鄕 坐へ 行く 

滿 員で 断られ 連 雀 町の 牡丹へ 行て 家鴨 を 食ふ歸 りに 鼠 骨 君、 新聞記者に は 隨分變 つた 人が 居る と 
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いふ 話から、 東 橋て 投身しょう として 後へ 飛んで 橋の 上へ 落ち それから 後 飛と 号した 人の 話 をす 

る (此れが 猫に 出る あれです)」 八日 午後 訪問 在宅」 十四日 夜 松 坂 煎餅 を 御馳走に なって ス チュヂ 

ォを 見せて 貰 ふ」 廿 九日 午後 讀賨 日曜 附錄に 出て 居る 某 文士の 珍 文章 や 天 野 初子の 新体 詩 を讀ん 

で 犬に 笑 ふ」 二月 十八 日夜 訪、 在宅」 廿 三日 夜行く 今度の 土曜に 食 牛會を やる から 來 めかと 云 は 

れるー 廿 五日 夜行く ビ— ル 三本 持て 行た 虚子旣 にあり つ 1. いて 奇飄 正鱔 四方 太來 る、 牛肉 を 食 ふ 

四方 太 「稻 毛」 を 讀む虚 子 「石 指」 を讀 む、 傳四君 遲く來 る、 先生 「幻の 盾」 を 披露す る 十 一 

時散會 C アト は 追く 拾 ひ 出します) 

三 。六 

四月 十九 B 金 午前 九— 十 時 本 鄉區駒 込^ 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 登隆 氏へ 

毎度 御手 紙 を 頂戴しながら いつも 御無沙汰 相す みません 春休み になる と 擧會が 三日間ぶ つ 通 

しにあって 四日から 轉宅 準備に か、 り 七日に 引越して 八日から 學 校が 始まった ものです か 何も 彼 

も 片付かす ゴ タ くして 此頃 まあ ャット 少し 落 付いて 來 ましたが 家の 方 はま だ 整頓し ません そん 

な 事で い よ 御無沙汰 しました 

今日 書齋を 整理して 居たら ひょっと 別封の 手紙が 出て 来ました、 此れに は 先生が 「十 年後 (明 

治 州 五 年の) に は 何 か出来る だろうと いふ」 事が かいて あるので 面白い と 思 ひます、 兎も角も 御 

目に かけます、 「倫 敦有歷 日」 として あるの は 小生が 「山中 無 暦日」 として 手.^ を 上げた のが 瘤に 

さわって 反抗 (？) の 意味で か、 れ たのでしょう こんた 手紙が ボッリ /\ 出て 来る ので まだ あと W 


から 出る かも 知れん からよ く拽 して 見ましょう、」 

筆 子さん の 御 婚儀 の 御 披露 が ありました 此れ は 必然 の 成 行と 思 ひます 兎 に 角 大慶 の 次第で 近日 

御 よろこびに 參上 する 積り です、 御 披露の 宴に は 中老 連 奮って 御 出席 あらん 事 を 希望 致します」 

家が 出来て 先生の 事 を 又 色々 思 ひます 粗末な 建築 だから 先生が 居られたら キット 色. -笑 はれ 

るだろう と 思 ひます が 見て 貰へ ない のが 殘念 です、 

右 要 事 を かねて 色ぶ 申 上ます、 御 暇の 節 は 御 立 寄 を 願 ひます、 御 出の 時 は 電話 (小石 川 三 〇 九， 

七) で 一寸 在 否 を 御 たづね 下さる と 好都合と 存じます や. - 

四月 十八 日夜  寅 

豐 隆樣 

三 0 七 

四月 二十 一日 日 午前 十一 時-十二  本鄕 駒 込 曙 町 一三よ リ牛込 一 R 早稻 wis 町ヒ夏 目 鏡 子 氏へ 〔はが 

き 「出席 欠席」 と 押 倚し ある 「欠席」 を 消し 捺印 を 抉み 餘 白に 認め あり〕 

拜復筆 子 樣御婚 俵 御 披露 に預り 慶賀 の 至 に 奉 存候御 披露 の 宴に 御 招待 被 仰 付 難 有 奉 謝し 是非 出 

度 致し 御喜び 申 上 度と 存 居候 間 左様 御 含疆被 下 度 候 いづ れ拜眉 の 上 万 ぶ 可 ホ述候 草 . - 

四月 廿 一 曰  寺 田寅彥 

ミ 0 八 
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六月 十三 日 木 午後 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 t„c 豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

拜復 大正 元年の 日記 はありました が 大部分 記事な しで 分り かねます、 贰 年の も 明治 四十 三 四 £• 

頃 も 日記がなくて 殘 念です、」 元年 三月 4： 七日 雨が 降ったら 先生と 上野の 美術 新報 主催の 展覧き 

へ 行く 御 約束 をして あった、 天氣 ならば 水産 講習 所へ 網の 試驗 をし に 行く 害であった、 處が朝 天 

氣が 怪しかった 爲 電話で 講習 所へ 聞いたら 待って 居る とい ふから 遙ぷ 出かけて 行った がとう く 

試驗 はお やめに なって 歸っ て來 た、 歸 りに 神 田で 風呂桶 を 買ったり タカ ラ亭で 飯 をく つたり して 

上野へ 行った。 後て 聞いたら 果して 先生と 君と が 午前に 僕 を 誘いに 来て 下さった との 事で あつ 

た： 一 以上 は 日記で 見付けた 一 つの 事件です か 其れに 關 した 手紙はありません か」 四十 五 年の 正月 

元日に は 東洋 城 君が 大禮 服で 支那の 勳章を かけて 来た、 草 平 君が 氣焰を はき 三重 吉 君が 寝入った 

三 〇 九 

六月 二十 七日 木 午前 十 時.： 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 へ 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき： 一 

拜復 小弟の 第五に はいった の は廿九 年で 卅 年の 六月 頃 始めて 先生の 御宅 を 尋ね それから 俳句 を 

やり 出しました、 卒業した のが 卅ニ 年の 七月です、 考 へて 見る と卅 年の 秋に はま だ 運 坐 はな かつ 

たような 氣 がする、 自分の 始めて 出た 運 坐が 秋であった がそれ がどう も卅 一年ではなかった かと 

いふ 氣 がします、 固より 至極 ぼんやりで 覺 束ない がそん な氣 がします。 19- に 角 卅ニ年 こ. なって か § 


ら運 坐が 始まった ので はない と 思 ひます、 不幸に して その 頃の 記錄 がない ので 殘念 でた まり ませ g 

ん、 なほよ く考 へて 見て 手掛 りが あったら 御知らせし ましょう、 决鬪の 句は覺 へがありません 」 

六月 廿 六日 

三 I  0 

六月 二十. PB 木 午前 十 時— 十一 時 本 鄕展駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 (P ぃ鱟隆 氏へ 

〔はがき〕 

(三十 八 年) 八月 廿日 夜 在宅。」 廿 二日 午後 白玉の 環 を 差し上げる」 廿五 日夜 御 尋ねしたら 不 

在、 本鄕へ 行く 途上 森 川 町で 御 目に か、 り 御宅へ 同道」 廿 七日 訪問 傅 四 君 約に より 来る、 鈴 本の 

落語へ 先生 を 誘 ふ、 先生 は 午後 晚翠 等と 偕樂 園で 集 會の約 ありと いふ を 強いて 誘い 行く、 滿 ST 客 

止め、 淺草 公園へ 行く、 それから 電車で 有樂軒 (舊 新橋 驛前 のでしょう〕 へ 行き 夕飯、 歸 りに 外 

濠 線に のる、 雷雨、 御茶の 水で 停電、 徒歩して 歸り 即興の 秋雨 1, を戰 はす、」 廿 九日 有 朋舘で ひ 

やかして 居たら 先生 人り 来る 若 竹へ 御供す る、 長年 朝貌 日記 を 語る、」 九月 一日 夜 若 竹へ 御供す 

野 村 君來合 はす、 朝大 夫の 野 崎 村」 九月ニ日日比谷の夜の奏樂へ御^^^ひしたれど先約で四方太と 

若 竹へ 行かれる」 十日 午後野 間 野 村雨 君が 来て 居た 夕方 神 田へ 散歩 夕飯」 十二 日 「猫」 の 表紙 挿 

畫の 校正刷 を 見せられる、」 十六 日 野 村 屮川兩 君來合 はす、」 廿ー 日夜 在宅 

三 I 一 


年 七 正大 


六月 二十 八日 金 午前 十 時 I 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

拜復 霖 雨の 候 益. -御 清祥 大慶 至極に 奉存候 

靑 楓畫會 にっき 一 方なら ざる 御 斡旋 相 蒙り 御 好意の 段 難 有 奉 拜謝候 余り 素人 好きの せぬ 搶故希 

望 者 も少き 事と 被 存候處 四 人 も 申込 は 寧ろ 望外の 多數 にて 一重に 御盡 力に よる 事と 感謝 致 候、 其 

內に靑 楓論を 書いて 中央 公論へ 出す 約束 致 置 候 故 もし 出れば 御 笑覧 願 上 候 

漱石 全集 日記 書簡 は 目下 原 槁淨寫 中に てな ほ 一 ニニ ヶ月 後に 相 成る 事と 存候、 此 次の は 小品 評論 

其 他の 雜篇に 御 坐 候、 猫 以前の は 多分 最後になる 事と 存じ 候な ほ 確かなる 事 は 聞 合せの 上 可 中 上 

候 

先 は 右 不取敢 御 禮旁責 酬迄申 上 候 草え 頓首 

六月 廿 七日  寺 田寅彥 

五 島樣 

ミー 二 

七月 十八 B 木 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮畳隆 氏へ 〔はがき〕 

踏 I 葉書の 色彩 を 書き あら はす 事 は プリン チビ ェ ルには 賛成です がどう もうまく 書け そう もない、 

變な ものになる ようです、 寧ろ 何とか アイデ ンチ フィケ— シ ヨン が 必要と ならば 極簡單 に输葉 *1 

(茱の 花) とか (紅葉と 人物) とか (藁屋根、 柿、 鴉) とか (裸 休 美人) とかい ふような 名詞 だ 

5 

けに 止めて 置いた 方が 一 番 厭味がなくて 安全ら しく 思 はれます。 何とも 書かなくても 別に 不都合 ^ 


はない と は 思 ひます がなん だか 書かぬ も 淋し いような 氣が 11 少 くも 繪葉 書の 持主に は 11 する 

ようです、 なほ 公平な 意見 を 出し 得る 人の 意見 を徵 して 下さ いません か 

七月 十七 日  黄  0 

時に いよ/ \ 「靑楓 論」 を 書きました よ、 大風 n,M 敷 を ひろげました よ、 御 評判 を 願 ひます、 

東西く 

三 一 三 

八月 IB 木 午前 九 時— 十 時 本鄉 _51； 駒 込 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 K 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

拜復 例の ゥ 口，/ \ の 年 はどう も 僕に は 確に 測定す る だけの 記 脇 も 付 料 もなくて 相す みません、 

先生が 文 展評を か k れた時 はなんでも 開會當 日の 朝早く 行つ て 開門 を 待った かと 思 ひます ので 此 

時 は 八 水り ゥ 口/ \.- する 事はなかった ように 思 ふが それ も 余り ハ ッ キリし ません 「午前 九 時 頃」 と 

ある 處 から 見る と 或はそう かも 知れん 、「神 田 錦 町の 醫 者から すぐ 上野へ」 と あるが 此方から 决定 

する 事 は出來 ますまい か」 小 供の 人院 したの はもう ズ ッ ト 前の 事で 今ではもう よくな りました か 

ら御 安心 を 願 ひます」 此顷 色よ の 事で ゥ 口. して 居ます、 いづれ 御 目に か、 つ て 御 話し 、ます、 

松 根 君が 歸 つたら 一 つ 又何處 かで 會 ひましよう 

三 一 四 

八月 十 I  B 日 .： 十 後 三時— SIS- 本鄕 K 駒 込^ 町 一 三よ リ赤坂 靑山 rS 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 
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年 七 IH 大 


御手 紙 難有拜 見、 靑楓論 御 氣に叶 ひ 幸福に 存候 あれ は實は 始めに 唯 「津 田靑楓 君と 南畫： 一 と 題 

して 置いた のです が 瀧 田 君の 强耍に 負けて あ、 いふい かもの 、表題 を褐 げた 次第で 甚だ 赤面の 至 

りです 

時事の 切拔難 有う、 あれ を拜 見して から 學 校へ 行って 時事 を 見たら 江ロ澳 氏の 評論の 評論が 出 

て 居て 拜見 しました 江 口 氏に 大に おごらなければ なら なくなりました 

昨日 の 九日 會は 小宮 君の 當番 のよう だから 出ようかと 思つ て 居る 內にゴ タ/ \- してやめ ました- 

どうも 別に 早稻田 へ 不義理 をして 居る 譯 でもない のに 敷居が 高くな つて 困ります 

僕 は 此の 六日に 結婚して しまいました 

いづれ 其內御 目に か、 りましょう 草 

八月 十日  ^ 

豐隆 仁兄 大人 

三 I 五 

八月 十四 B 水 午前 八 時— 九 昨 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 厘 靑山南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

；母度 御手 鋭 叉 切 拔を難 有う、 江 口 氏に はどうしても おごらなければ ならない ようです、」 靑楓 

論に つ いて 一 っ何處 かの 紙面 を かりて ボ レ ミツ クで もやり ましょう か しかし なんだか 八百長ら 

しく 人 は 思う でしよう」 日記 は 調べ て 見ました が 大正 一 一年の がありません それから 考 へても 君の 

鑑定が 的中して 居る かも 分りません」 右 御 返事 迄 草ぶ 申述候 不備 
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パ月 十三 日  寅  彥 

三 一 穴 

八月 十八 B  B 午前 九 時— 十 時 本^ 區駒込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

これが 出て 來 まし  え 力ら 差 出します 間に合 はぬ 力 も 知れぬ が 差 出します 草よ 

八月 十八 日  寅 

豐 隆兄 

三 一七 

八月 十九 日 月 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 府下 高 E 町 上り 屋敷 鈴 木 三重 吉 氏へ 

御手 親 難 有う、 喘息で 御 困りの 由、 僕の 親戚で 軍醫 上りの 喘息 專 問の 醫 者が あって それが 「ぜ 

ん そく 烟草」 と稱 する もの を こしらえて 居ます 大抵 例の キチガ ヒナ スビ が主藥 だろうと 思う がな 

ん だかよ く 利く そうだから ためしに やって 見て は 如何です、 氣 があるなら 御 紹介し ましょう 

靑楓 論の episode 拜 讀御說 のよう な處 もありましょう 第二 回靑楓 論の 時に 加へ て 置き ましよ 

う 

「赤い 鳥」 難 有う、 子供 等の 適 當な讀 み 物がなくて 腹が立って 居る 處 だから 大變難 有う 御^ い 

ました、 一人で 編輯す るので は大變 でしよう、 僕 も 出来れば 少しす けたいが どうも 出来さう も あ 

りません 


年 ヒ 大 


喘息が よくな つたら チット 御遊び に 御 出 下さい 草 M 

八月 十八 日  货 . 0 

三 重吉樣 

二伸 僕 は 先日 結婚し ました  . 

三 一八 

八月 二十 01 火 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御手.^ 難 有う、 例の 會 小生 は 今月 中なら 大抵 いつでもい、 です が もし 三日 位 前から 分って 居る 

と 好都合です、 君の 方で い、 やうに 極めて 御 通知 を 願 ひます、 余事 拜 眉の 上に 讓 ります 草.^ 

八月 十九 日 

ミー 九 

八月 二十 三 B 金 午後 零時— 一時 本鄉^駒！^^！曙町 ニーーょり府下高田町上リ屋敷鈴木三重吉氏 へ 〔はがき〕 

御手 紙拜 見、 早速 醫 者の 方へ 端 書で 賴んで 置きました から 何時でも 御 出かけに なったら {且 敷う 

シ ン ボりチ ヨウ 

御 坐い ましょう、 麻布 l5il 新 堀 町 四 番地 北 川 潔と 御 尋ね あれば 分ります 電車 は 麻布 三ノ 橋で 下りれ 

ばぢ きです 

右 御 返事 迄 草よ 

八月 廿 三日 


2C9 


三 二  o 

九月 IB 日 午前 八 時— 九 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤お 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

拜復津 田 君の 論 は 面白い と 思 ひます、 尤も 僕 は 主 觀客觀 とい ふ 一一 一一 n 葉 はほんの コンブ H ン ショナ 

ルな ものと しか 思って 居ない から 此れに 基いた 區別は それ 程 大事と 思 ひません、 又 線 自身 は 面白 

くても それ は畫 の構材 としか 思 はれまい、 此 等から 搆 成した 「世界」 といった ような もので なけ 

れば藝 術と 名け たくない のです、 假令は 書な どは藝 術と 思 ひません、 音樂 なら 單 純な 樂音 もしく 

は 原始的な 旋律の ような もの だと 思 ひます。」 しかし 津田 君が 此の 原始的の H レメン ト迄ー 返 退 

却して 其處 から ヱ レメン トの 合成に 進むならば よかろ ふと 思 ひます 如何でしょう」 ホト、 ギスの 

山會は 一 寸讀ん で 見た しかし 余り 問題に する 程の 事 もな いと 思 ひました、 唯千駄 木の 文章 會の事 

を 思 ひ 出して 四方 太 を 想 ひ 出しました、 四方 太の 尤 らし いような 人 を 馬鹿にし たような 顏と其 笑 

聲 を、」 今度の 全集 配本 は 始めから 讀んで 居ます、 やっぱり 面白い。 滿洲 旅行 中 あんなに 胃が 惡 

いのに あんなに 無理 をして ゐ るの が殘念 でた まらない、 先生の 壽命は あの 旅行で 半分 以上 縮めら 

れ たような 氣 がする、 そして 中 村さん や 橋 本 左 吾 氏が 怨めしく もなる、 そして なぜ そんなし なく 

て もい 、辛抱 をした かと 先生が 恨めしくなる。」 

八月 卅 一 日 

三 ニー 
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年 七 正大 


九月 七日 土 午後 四時 I 五 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は失禮 致しました 

成程 大正 元年 十月 十三 日 は 日曜に 相違ありません、 そうして 見る といよ/ \ 六 かしくな るが、 

然しよ く考へ て 見る と 行った のが 必 しも. 日曜でなくて 土曜 かも 知れん とい ふ氣 もします、 土曜に 

は 自分の 受持は 無い の だから ひょっとすると 學校を 失敬して 行った のか も 知れない とい ふ氣 がし 

出しました、 大正 元年の 文展 の開會 招待日が 十 一 日で、 も あると 猶更 そうら しくなります が 此れ 

は 何 かで 調べ たら 分る 事と 思 ひます、 なんだか 公衆に 觀 せる 方の 第 一 日であった ような 氣 がする 

が、 それ も 他の 年の 事であった かも 知れない、 なにしろ かう 記 臆が 惡 くて は 私の r 氣 がする，」 の 

は 余り 史料と しての 價値 はない ものと 御 承知 願 ひます、 

文學 評論の Is.ccf はま だ參 りません . 

九月 七日 

三 三 I 

九月 七 S  土 使 ひ持參 本 瑯區駒 込 曙 町 一三より 赤坂區 青山 南 町」 (ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔潔 石 仝 集 第 八 

卷 『文學 論』 見本 組に 添へ て〕 

なる 程 かう して 見る と あんまりい、 体裁で はない よう だかし かし 本 當の文 學論を 組んで 見なけ 

れば 分りません 

quotation だから  一 ！： マ 小く しても 理屈と して は 不都合 はない と 思 ふが 但し 本文と ッ  >ケ 組みの 
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quotation と 一 一種あって それが 一 一種の 活字 だとなる と 余り 面白くありません 

a- はしかし それ 程 見苦し いと は 思 ひません、 鬼に 角 本 當の文 學論を 二三 頁 組まして 見 度い 

九月 七日 夜  せ、 

小 宮様 

三 二三 

九月 十一 B〔？〕 使 ひ持歸 本 鄕區駒 込 •  ゆ 町 一三より. 赤 坂 一 te! 靑山南 町..： ハ ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔漱石 仝 集 第 

八卷 『文學 論』 見本 a に 添へ て： 一 

御 返事  ， 

一 かう やって ると やつば り どうも 面白くありません な あ、 ^行の も 本文 屮 のと 全く 同等で 

ありながら 虐待 させて 居る ようで 何だか 變 だと 思 ひます、 

二、 別行 其れ 自身と して は 甲 か 或はもう 少しつ まった 方が い 、が。 しかし もし.， f を 許容す ると 

假定 した 上で はこの 方が いくらか 前記の 不公平の 感を 薄めます 

三、 ルビの 件 は 一 寸村料 をよ く 見た 上で ない と 明白な 意見が 出し かねます 

田 黄 彥 

三 二 四 

九月 二十 力 日 B 午前 十一 時 It  二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 小石 川- Sil 小：：；，； 1： 水； 迫 町 九 二 安倍 能 戎^/ 
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年 七 IF- 大 


御手 親 難 有拜見 致しました、 先日 は 遠路 わざく 御 尋ね 被下雞 有う 御^いました、 其 節 御 話の 

忭 はとう/ \ 御 意見の 通りに 落着した そうで 御滿 足の 事と 存じます、 小 宮君さ へ 承知なら ば.^ 生 

として は 勿論 異存 も 何も あ りません 殊 に責兄 が 例の 問題 の 方 を 御 引受け 下 さって 万事 好都合 に 行 

けば 此上 もな き 次第と 存じます 何分宜 敷 御 願 ひ 申 上ます 

右 御 返事 迄 草よ 申述候 不備 

九月 廿 八日  寺 田 寅 彥 

安 倍 能成樣 

一二 二 五 

十月 四 B 金 に-へ？ 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ赤坂 直 靑山南 町 六 ノー  Q ベ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

松 根 君の 事で 先日 も 御 端 書でした が 困った と 思 ふだけ で 別によ ぃ考 もない ので 失禮 して 居 まし 

た、 やっと 原槁が 届く 害 だそう で 安心し ました。 原槁 分類の 順序に つき 別に 異存はありません が 

僕の 心持ち だけ を 云 ふと、 漢詩と 俳句 を 始めへ やって 連句 俳 体 詩 を 次へ もって 來る、 新 休 詩ゃ英 

詩な ど を 後へ 廻し 度い ような 氣 がする、 つまり 先生の 最も 本領ら し いもの を 始めへ やりたい とい 

ふので すが、 しかし 此れ は 自分 だけの 考へ でし かも 余り 熟考した 事で もない から 主張 はしません 

が 御參考 迄に. S. 上げます、 

音 樂會は 僕 は 色ぶ 差 支が あるので 殘 念ながら 失禮 します、 此 間の モス コ ー トリオ も 失敬し ちゃ 

つた 
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三 二 六 

十月 r 日附 不明) 午前へ 時— 九 時 本 鄕區駒 込！" 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

拜復、 小說 中の 俳句 は 句集に は 人れ なくても よいと 思. ひます 書簡 中の もの は 入れ 度い 此点も 御 

同感です。 小說 中の 歌の ような もの も 重出の 必要な からん と存 候、 前後の 文章と 相 待って 始めて 

眞 價を發 揮す ベ き 害の もの で 此れ を 切り 拔し て は 別物 になる 理屈 だろ うと 思 ひます。 手紙 中 の 

は 無論 其れ だけで 獨 立の 作品 と 見るべき かと 考 へます。」 俳 体 詩と 先生 自ら 名づ けられた もの は 

一 まとめに ししから ざる もの や 不明の もの は 別にし 度と 存じます 事 實上俳 体 詩と 名のつ いた もの 

は 或る 短い 期間 だけに 出た もので そうい ふ 事實の 史料と して 忠實に 酉 別した 方が よい かも 知^な 

い、」 尤も 此れ は 大して 主張す る 程で もありません が 御 尋ねに より 考へ たま、 を 申 上ます 

ァ ラ 、 ギノ 小品 は 面白 いぢゃありません か 

三 二 七 

十一月 五日 火 午前 八 時— 九 時 本 鄕區駒 込喂町 一三よ リ赤 坂區靑 山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はが 

き 速姜 €〕 

御 端 書 難 有う 

小生 も 木曜の 方が 都合が 宜し う 御， います 


力 i 七 TK 大 


しかし 水曜で も 都合の つかぬ 事はありません が 少し 遲 くなります， どうぞよ ろしく 

十一 一月 五日 

三 二八 

十一月 九 B  土 午後 七 時，！ 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹啓 先日 は 珍 敷 御 來訪被 下候處 生憎 外出中に て 永らく 御 待たせ 致し 失 禮の段 何卒 不惡御 賢察 

御 海容 被 下 度 祈 候 其 節 結構なる 菓物御 惠投に 預り難 有 拜謝致 候 

津田 君の 畫の事 承知 致 候 早速 手紙 差 出 依 賴致置 候 其 內面會 更に 賴置可 申と 存候 左様 御 含 置 被 下 

度 祈 候 叉漱石 先生 玉 翰 御望に より 一 通 差 出 候 御 氣に叶 ひ 候 や 如何と 存候 もし 御 氣に叶 はす は 他の 

物と 御 取換 致しても 宜 敷と 存 居候 

時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 

別役義 何卒 不相變 宜敷御 引 立 相 願 度 祈 候 草. -  . 

十 一 月 九日  寺 田寅彥 

五島 大兄 玉 案下 

三 二 九 

十二月 二十 四 B 火 午後 I 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑. E 南 町 六ノ丁 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 
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先夜 は央禮 致しました、 御 尋ねの 西洋人 は ブランド ラムと いふ 事 は 知って 居ます がス ヘル はよ 

く 知りません、 もし 誰れ かに 聞て わかったら 御知らせ 致し まし やう 
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大正 八 年 


■  0 

一月 二十 八日 火 (時間 不明：) 本 鄕展駒 込 曙 町 一三より 京橋區 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十三 號室小 

宮豐隆 氏 へ 

(第 一 案) 

…… へ 天子 様の (姬 宮様) が (御 嫁) に 行かれて、 其 北 白 川の 宮の (御 妹 君) が …… 

(第二 案) 

全部 省略 

右の 案 は 如何で しゃう、 あの 儘で も 大した 事 はない かも 知れん が 意地の 惡 ぃ撿閱 係に ぶっかる 

と 危儉の probability なしと せす 高見 如何に や 

例の 會 をつ い 握り 遣し にして 相濟 みません、 其內 やり まし やう かいつ 頃 か 御 都合が 宜 敷う 御 坐 

います か 

一 月廿 八日  黄  0 

豐隆 大兄 
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三 三 一 

二月 二日 B 午後 (以下 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 宮山縣 福 野 町： 太島寬 平氏へ 〔はがき〕 

拜俊 先日 は 干 柿 難 有 拜謝致 候 津田君 の 畫は 好意的 にか い て くれ 候 間 別段 御 心配 の 必耍無 之 か 

と存 候へ 共 御 思 召に て 何分 か 御 謝 禮被下 候 は、 好都合と 存候 又漱石 全集 第 十 一 回 は 目下 校正 中に 

候が 本 月 中句 迄に は 出来 可 致 かと 想像 致 居候 正確の 事 は 申 上 兼 候 段 不惡御 賢察 願 上 候 

右 要 事の み 不取敢 草ぶ 申 上 候 

二月 二日 

三 三 二 

二月. 十四日 金 い f 前 卜 時 ー— ： 時 本鄕 .随 駒 込 曙 町 一 三より 窝山縣 福 野 町 五島 寬 平氏 へ 

謹啓 餘寒酷 敷候處 益ぶ 御淸祥 大慶 至極に 奉存候  、 

扭て 本日 は津田 君へ の 小 爲替御 送り 被 下 確に 落掌 致 候 近日 面 會の節 手渡 致 度と 存 居候 間 左様 御 

含 © 被 ド度願 上 候 同.？；； 先日 來丹 波の 山中 で 六 曲 屏風 揮毫 中 の 由 通信 有 之 候 

高 岡 名産 銅器 御 蓝投被 下 奉 謝 候 小生 は 唯 御 紹介 致 候 だけの 事に て か 様の 御 心配 相 かけ 何共 恐縮 

の 至に 奉存候 始終 頂戴 致す ばかりにて 唯 さへ 却て 心 苦敷存 居候 次第にて 重. -御氣 の 毒の 次第に 奉 

存候 折角の 御 好意 故 難 有 拜受致 候 厚く 御 禮申上 候 

御 地 流行 紫  1 胃 は 如何に 候 哉 御 自愛 專ー に 奉存候 東京 は 今年 は 珍 敷 雪 多き 年に て 閉口 致 居候 
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先 は 右 貴酬 御禮迄 草よ 申述候 不盡 

二月 十三 日  寺 田 寅彥拜 

五島 宽平樣 

一 一伸 亮儀 不相變 御高 庇 相 蒙り 難 有 鵰謝致 候 何卒 此上宜 敷 御 引 立 相 願 度 祈 候 再拜 


二月 十六 日 日 午前 十 時— 十二時 本鄉" £1； 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 K 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

がき 速達便〕 

拜復御 尋ねの 名 は Klf^y であった と 記 臆して 居ます あの 本 は 先生の 御宅に ある 害です、」 此間 

松 根 君の 都合 を 聞いて やった けれ 共 ちっとも 返事がない のでの びくにな りました 御 ゆるし 下さ 

ぃ其內 やり まし やう 

二月 十六 =1  . 

三 三 四 

三月 二十 六日 水 午前 ぺ時— 九 時 木鄉 -511 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六/二 〇 仄小 宫豐隆 氏へ 〔は 

かき〕 

ギュ —の 問題 は 小生に も 分り かねます が 多分./ \. が 2れ して あると 思 はれます、 それ はそうと 日 

記 断片 は 中立面 白い、 校正の 勞思ひ やられました、 しかし 兎に角 あ、 いふ 出 坂 は 珍しい。 ピ ユリ 
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タニ ズムの 大成 効です、 誤字 ゃ脫 字が あるので 始めて 生きた 先生が あら はれて 居る、 愉快です、」 

例の 會を 不相變 握りつぶして すみません、. 此間松 根 君から 其內 とい ふ 端 書が ありまし たが 小弟 も 

忙し いので グズ /\ になつ て 居ます いつ でもい 、 の だけれ 共 妙に 都合 を 聞き合せて キチ ンと合 

せる のが 大事 業の やうな 氣 がして おっくうで 困ります、 いっか 都合の い、 日 をキチ ンと 指定して 

くれません か、 そうしたら 松 根 君へ かけ 合 ひます」 

三月 廿 五日 

三 三 五 

五月 十二 B 月 午前 九 時 ー 十 時 本郷ー te; 駒 込 曙 町 一三より 京 橋 .M: 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十三 號 {f{ 

小 tic 璺隆 氏へ 〔はがき 速達便」 

01;adiine iio  IvaKi^aTJa  \va  do1;ti  aemo ii yona  jvi g-a  siinasu  TOP  Nen  no  f;ame  iroirono 

Zassi  no  JccskoliuT.an  de  jiei  wo  sagasite  nuiiiasita.  Berlin-Charl  to  iu  no  wa 

C11-.B  to lu  no  Ava  niada  nsulcal.lnlasen  ga  Rixclorf -Berlin  to  iu  no  ,vva  al.imasita.  Rixdol.f 

ruo  o^s.^^  to  onazi  yona  Grosser  wel.lln  no  Kowals  desu  lial.a,  w-lte  g.a  voi iiara,  C.-B. 

ino  yoi  k:a  to  oniou  g-a,  zissai (locla  k;a さ akarimasen.  dtlarl, w,  nio Inul.on  Sasitukae 

.vva  arlsasu  lllal.  JBoku  wa  itumo  so  kaite  iniasu.  Hyotto  suruto  C-B  to  suru  no  to  w.-c 

t;o  sum  no  to  Imi  sukosi  uc-au  k;amo  sirenar  w.-c  to  sul.u  no  .\va  werlin  N\V.  nado  to 
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''r: ベ 正大 


》ム' ズ し^^々""， 


onazi  Syurui de  C-B  to  sul.u  nowa  Cli bei  Berlin  nc  Jmi  ka iiio  sh.emasen. 

Tonilsku.  Iv.  5\  S.,  JBerlin-Cli  W^M-^P  Rei  ga  aru  kal.a  daidy6bu  des づひ. 


Hito  ni yoru  to,  werim-ch,  K.aisel-  Fl.. Str 1 to  Icaku  y5  desu. 


五月 十九 B 月 午後 四時— 五 時 本 鄕展駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔はがき〕 

咋日は 御 かげ 樣で 大分 面白う 御 坐い ました .pai  pleura  21 r?vo とかい ふの はいつ か 露 西亞の 

若い 男が 歌った 「西 比利亞 囚人の 歌」 に 似た やうな 氣 がして 何となく 氣に 人り ました 感傷的な 所 

も が 一 昨日の 切符 代：^ 參 R でした か貳 円 でしたら うか 御 一 報 を 願 ひます」 

例の w-ch. の 問題 を 或る 地理 學のォ ー ゾリ チ ー に 

聞き ましたが やはり B-ch, の 方が 普通たら うとい ふ 

事でした、 ch-w とすれ は Ch  bei  B. の 意になる だ 

らうと いふ 事です、  < 水り あてに もな らんが 此れ もー說 

と 存じます 


三 三. P 


五月 二十 七日 火 使 ひ持參 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ小 鱟隆 氏へ 〔漱石 仝 集 『別册』 見本 組に 添へ て 

封筒の に 「五 廿七 H 前 九 時 二十 分」 と あり〕 

御說の やうに ( p.i  ;) を 一 行 下げて する もい、 かも 知れん がリ、 ー、 等が 別に 離れる と、 

場所に よって は それが 右側へ 付屬 する か 右側へ 附屬 する か 不明 (理屈で は 明瞭で も 感じの 上で) 

な 事が あるかと 思 ひます、 そうい ふ 点から は 矢張り 本文と 鑌 いて 居る 方が い、 と 思 ひます、 小生 

は ( P1) ホレ シォ …… として 此れ を 一 行 も あけす 並列しても 別に 混雜の 恐れ はな いかと 思 ひま 

す。 或は Act の 面 切りで 一 行 位 あけても い、 かもしれ な い。 まあ 愚 說のを 一 つ 見本 に 組まして 

見て 下さい、 却って 休 裁が い、 かも 知れません よ、 

五月 廿 七日 午前 九 時 十五 八ル  ぉハ 

豐隆 先生 机下 

一一 一一！ 一八 

六月  一 B  B  (時間 不明) 本鄕 駒 込 曙 町 一一 一一よ リ本鄕 區駒込 神明 町 三 四  一 M 部 良 夫 氏へ 

先日 はわ ざく 御 尋ね 被 下まして 有難う 御 坐い ました 其 上 結構な 御 品 を 頂戴し まして 難 有う 御 

坐い ました、 生憎 留守で 失禮 致しました 其內に 一度 伺って 御 祝詞 を 申 上 度い と 思 ひながら つい 延 

引致し ました 今日は 一 寸 上らう と 思って 居ましたら 又 色.^ の 用に 妨げられて 上られません、 f 

御無沙汰になります から 今日は 手紙 を 差し上げます いよく 新 家庭 を 御 持ちに なって 御 多幸の 

事と 御 察し 申します どうか 此れから 君の 精神と 御から だが 益ぶ よく なられる やうに 祈ります、 其 
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年 八; iE 大 


內御 目に か \ つ て啷 よろこび を. E. 上げます、 まだ 御 目に か、 りません が s; ノ： 樣 にもよ ろしく^ 鳳聲 

を 願 ひます 

六月 二日  寺 田 寅彥拜 

一 一伸 此間御 来訪の 節 は 丁度 呼 鈴の 修繕の 爲 職人が 來て あちらこちらの 押， 郯の 工合 を 檢査し 

て 居た 際で 御 来訪の 事を氣 付かす 大變 に失禮 致しました そうで 家人 共大變 御氣の 毒に 存じて 居 

ります どうか 惡 しからす 御 寛容 を 祈ります 

三 三 九 

七 月 七日 月 午後 三時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ京 橋區 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十三 號室小 

宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

しばらく 拜眉を 得す 如何に 哉、 時よ 蒸 暑い 節な ど 校正 は 一層 御大 儀で しゃう、 別封の？ の 所、 

最後の 文句が 少し 煽動 的になる (發 表する 積で かいたと 誤解され ると) あれ 丈 を 何とか しないと 

少し けんのんと 考 へます、 大變な 事の 四 字 を 〇〇 にしたら どうで しゃう、 讀 者に 取って は 意味 は 

充分に 通じ 同時に 御目玉の 方 も 助かる とい ふズ ルイ 考 であります。 もう 少し 陰 險に考 へ ると なぐ 

ると か壓 制と かいふ 言葉 も 〇〇 にす る 方が 或は 却て キ 、 メが 多い かも 知れない。 しかし 此れ は あ 

ん まり 惡辣 です か。」 段え 畫が 面白くな つて 來 ましたよ 今に 「寅 彥の畫 と 未来の 日本 畫」 という 

論文 を 御 願す る 事になる かも 知れません、 J 僕 も 學校は 半日で 御免 蒙ります、 其內又 一所に めし 
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でも 食 ひません か  , 

七月 七日 

三 四 0 

七月 十 B 木 午前 十一 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 京 橋 -tel 築地 二  丁： H 柬京 築地 活版 製造所 十三 號 

室 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

六日 附の御 はがき (校正と 一所に 御 出しに なった) が 今朝 着きました、 不思儀 だと 思って 消印 

を 調べ て 見る と 函舘の 消印が 擦して ある、 按す るに 君の 書いた 「 ゥ レ 」 が 北海道と でも 讀 

まれた のでし や う。 即ち 此の 端 書 は 六日の 午後 京 橋 局 を發し 八日の 午前 に -幽 館お で 消印 を捺 され 

此處で 一 幕の 輕ぃ 喜劇が あって 其れから、 遙. - 東京へ 達 還され たもので しょう、 

あまり 面白い から 一 寸御 報知 致します c」 今度から 本鄕 の 三 字 をもう 少し vulgarize して 下 

さ い 

七月 十日 

三 四 一 

七月 十二 日 土 午後 二 昨 ー 三時 本鄉 駒 込 曙 町 一三よ リ京橋 M 築地 二  丁  H 東京 築地 沾版 製造所 十三 號室 

小 {pC 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

拜俊 帝王の 文字 だけ 〇 に 致し 度 候、 如何に 哉」 其內に 君の 方で 上等の 表装 をして 見たい やう 
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な 奴 を 描いて 見 度 いと 思って 居ます が 多分 は殘念 ながら ダメ でし やう ピ 其內に 襲撃し まし やう 

七月 十二 日 

三 四 二 

七月 十六 B 水 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 京橋展 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十三 號室 

小 宮豐隆 氏 へ 

先夜 は失禮 致し まし，^ 御 かげで 大層 面白う 御^いました、 十三 号窒の 印象 も 面白かった し左團 

次と 森さん の 配合 も 新 かしかった、，」 

早速 雜誌屋 で 文章 世界 を 捜して 見ました 成程 ありまし たが あの 評 を かいた 橋 田東聲 とい ふ 人 は 

土 佐の 人で 僕の 甥の 友人で 昔から 僕 を ヒィキ にして くれる 人 だから 僕の 歌の ゥ マ ィ証據 に は 少し 

不充分な ので 失望し ました、 

今日 夏 目 夫人が わざく 御 来訪 被 下まして 結構な 御紋 付の 羽織 を 頂戴し ました、 難 有い 事 は 

難 有いです が 此の 御紋 付の 意味が 小生に はよ く 分り かねます。 先生から 下つ さたの なら 格別 だし 

又 先生 御 存生なら ば 多分 此れ は 下さる まいと 思 ひます がどうで しゃう。 君 だけに 一寸 不平 を；^ し 

ます、 惡 しからす 

八月 十六 日 〔封筒 裏に〕  寅  逢 

『別紙に〕 
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三 四 三 

七月 二十 九 B 火 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福 岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木 或 雄 氏へ 〔はがき〕 

謹啟 御手 紙 難 有 拜見致 候、 中え 暑くな りました が 不相變 御 勇健 大慶 至極に 存じます 小弟 不相變 

無異 今年の 夏 は 何 處へも 行かす 宅で ゴ a  く 致 候畫の 稽古 をして 見やう と 思 ntn 候 上手に なり まし 
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たら 御 愛顧 を 祈ります、」 伊藤 君い よく 御 地へ 參ら る、 事に 相 成 候 由 好都合と 存候林 君 も 御 赴 

任の 由 何卒 宜しく 御 鳳 聲願上 候。」 どうも 夏休み は氣が ゆっくりして 居る のか 本を讀 めば ねむく 

なり 仕事 をしても はかどらす なんだか わからな い 中に もう 半分 すんで しまつ て 惜し いやうな 氣が 

致し 居候 一 右 贵酬迄 草 i 申 上 候 不備 

二伸 御 令窒樣 にも 宜敷御 鳳 聲願上 候 

三 四 四 

七月 三十 一日 木 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 京橋區 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十 

三 號室小 宮謦： 隆 氏へ 〔はがき 速達便〕 

拜俊 主色と いふ 譯語は 知りません がそう いうの かも 知れません、 pure  toi さ とい ふ 言葉 は ある 

と 思 ひます (手近に ある 印象派の 事 を かいた 本を搜 しても 一 寸は 見付からなかった が)、 主色と い 

ふ 言葉が 現に 行 はれて 居る 居ない は 別問題と して 考へ て 見る と 余り 適 當とは 思 はれません なん 

だか 全体の 繪の 基調と なる 一 つの 色 を 意味す る やうな 氣 がする から。 矢張り 純粹な 色調 (複數 ) 

とい ふやうな 意味に 譯 する 方が よ いかと 思 ひます がどうで しゃう、 主色と いふの は 凡ての 色の 基 

になる 主な 七色の 意で しゃう が 少し アム ビギ ゥァ ス です。」 要するに 此の 問題 は 小弟に は 見當が 

つきません 

音響 擧の 方で も 普通に pure  tone とい ふ詞は 使います 

tone は tones の 方が い、 でし やう、 
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三 四 五 

八月 二日 土 午後 一時 I 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ 京橋區 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十一 一一 號室小 

宫登隆 氏へ 〔はがき〕 

御 尋ねの 問題 は 小生に は 分り かねます、」 此間 序が あつたから 眞 鍋さん にから だ を 見て 貰って 

それから 引續 いて 便の 撿査 をして もらって 居ます が、 潛 出血の 反應が あるの ださう です、 それで 

いよ 先生に 私淑し 衣鉢 を傳 へ る 事になります、 五十 迄 だと まだ 八 年 あるから そう あわてる 事 

もない と 思つ て 居ます がどうで しゃう、」 便の 撿査で 血が 出 なくなったら 又 一 日 一 所に めし を 食 

いまし やう 

八月 二日  寅 

三 四 六 

八月 十 I  二  B 水 午後 零時 ー 一時 本鄕^ 駒 込 曙 町 一三よ リ 京橋區 築地 二  丁目 東京 築地 活版 製造 十三 號室 

小宮 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 失禮、 バ ッ テ ン の 件が 分った 由に て 大慶に 存じます 發音は 或は バ ッ ン かも 知れない が マ 

アバ ト ン として 置けば 當ら すと も 一 番 近い 事になる かも 知れない、」 風月 を 御馳走して 下さる そ 

うです が 小生 は 西洋 料理の 魚肉 や 卵 は あまり 好きで ないから なるべくなら 獸 鳥肉に して 下さ い、 

尤も 齒 がわる いから 柔ぃ 肉で ない と 困る それで は 矢張り 魚肉に して まけて おき まし やう か」 此 
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間 は 拙 畫を御 目に かけて 定めて 犬に 中毒 症 狀を呈 された 事と 御氣の 毒に も 存じます、 御歸 りに な 

つ て あとから もう 少し 何とか 畫の事 を 云って 來て 下さる かと 思って 居た か 一 向 何とも 音沙汰が な 

いから 少.. 不平であります、 もう 少し 批評 をして それから 少しお だてない とャッ パリ 駄目です よ、 

獎勵 の爲に 少し 批評し 且つ ほめて 下さ いません か、」 僕 も畫を やり 出してから 急に 謙讓の 美德を 

備へ て來 ましたよ 

十三 号 窒を寫 生したい がどう も 人に かいて 居る 處を 見られ そうて 勇氣が 出ません、 後世の 爲に 

1 枚寫 してお きたいん だが 

三 四 七 

八月 十四 B 木 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 京 橋^ 築地 二 丁目 東京 築地 活版 製造所 十三 號室 

小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 速達便，〕 

WYVercl をフ H ヴェ ラル と讀む の はお かしい と 思 ふ が 何等 の 反証はありません、 小生の コ ジッケ 

まァ i 讀 めば フ ェヴ アレル かフ イヴ ァレ ル であらう かと 思 ふ、 鬼に 角 一 度 野 上 君に 掛け合 ふ 必要 は 

ありま せんか」 此處汔 し 書いて 念の 爲 めに 僕の ス クンダ ー ドを 引いて 見たら チャンと 書いて ありま 

す、 矢張り Fgv、sr-gl と あるから フエ ヴ アレルが 本當 でし やう、 メレ ヂスの ：••： とい- -乃 說のノ 

物で 誤れる 敎 育の 犠牲に なった 人 だとして あります、 此れで 間違ないで しゃう。 右 御 報 迄 草. - 

三 四 八 
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八月 十七 曰 B 午後 七 昨 (以下 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤 坂^ 靑山南 町 六 ノー  〇 八小宮 豊隆 氏へ 

〔搶 はがき 自筆 色 鈴筆畫 石 楠 〕 

「繪 の-上に〕 

昨夜 は裤 馳走で 御 坐い ました 公園の 闇の ベ ン チでァ ンデ ルセ ンの話 を 聞いた のが 一 番 愉快で 

した 

次の 會 食に 對 する 漠然たる 豫感を 持つ て 

寅 逢 

三 四 九 

八月 十八 B 月 午後 四時— 五 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 一 tel 靑 s 南 町 六/一 〇、 へ 小 登隆 氏へ 

三枚つ にきの 御 端書拜 見、 書き 人れ の 揮に かく 名前 はド ー モウ マイ 案 も 思 ひっきません、 「藏書 

中に 記 人せ る 短評の 輯錄」 といった やうな 長たら し い 名前に しても 寧ろ 意味の 分る 方が い、 かと 

思 ひます、 ソゥ いふ もの だとい ふ 事が 一 般の讀 者に は 一 寸分ら ないから。 或は 短評と して 下か橫 

へ、 C 或は 括弧に 入れて) 「藏 書の 餘 白に 揷 人せ る 短評 雜感等 を 集録す. 一 といった やうな 說明を 加 

へ て も 大して 惡ぃ事 はない かと 思 ひます。 なほもう 少し 考へ て 何 か 浮んだら 更に 申 上 まし やう。 

次に 目次の 事です が、 索引の やうに a ぎ 順 か 何な になって おれば 目次 を 見て 本文 を 搜す便 も 

あるが 稗 示しの 通りで は 目次 中で 或る 物を搜 すの も 本文で 搜 すの も 五十歩百歩 かと 思 ひます から 

いっその 事&ひ 切って 主だった 著者 名 だけ を 並べ 殘 りの もの は 一括して 一 其 他」 とか 「雜 書」 と 


230 


年 '\  FF- 大 


か 或は 「論文、 詩 etcj といった やうな 名で 片付けて しまった 方が よく はないで しゃう か (尤も 

そう出来 るか どうか 私に はよ く 分りません が) なにしろ 本文に 對 して 余り 長い 目次 は 可笑しく も 

あるし 又 目次が あまり ゴ タ/ \- して 居て は 殆んど 目次と いふ もの 、効能 はなくな つてし まう から 

何とか 多少 ァ ー チ フィ シァ ル でもい 、- から 思 ひ 切り をつ けて 簡單 にす る 事 を 希望し ます. 一 或は 英 

文學、 外國 文學、 論文 類、 俳 書 等位に 分け 

(英文 學、) Sbikcspcare,  0ssi21  一 — 一 三 〇 

と いった やうに 打 切つ てし まう か。 しかし コ レ ハチ ッ ト 乱暴す ぎる やう だ 

兎に角、 藏書 目錄の 大部分 を 目次に 出す やうな 事 は 面白くない、 或は 

ohakespeare  J- — 37 

Ossiaii ； .W.ebs1;er.  38 —— 4,1 

Milton;  Defoe;  Swift;  Pope  42155  - 

といった やうに 大凡 一 〇 頁 見 當位づ \ に 分けてい \ かげんに 區切 るの も 一 つの 方便 かも 知れない、 

そうすれば 本文に ある 一 つの 論文の 存在 を 知って 居て それ を搜す 人に は 多少 便利になります。 ど 

んな 本が あるかと いふ 事を當 つて 見る 人に は 目次 を 見る より 本文 をパ ラ くやって 行く 方が 却つ 

て 見い 、位 かと 思 ひます が 如何で しゃう 

目 錄を尻 か らに すれば 此處だ け 頁 を アラビア 數字 で 洋書 風 に 人れ たら どうです か 緣頁數 の 通算 

は 出来なくても かまはないでしょう 

右 間に合せの 愚： までな ほよく 考 へて 見 まし やう 草よ 
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小 宮 詞兄玉 案下 


三 五 0 

八月 二十  一 B 木 午後 五 時— 六 時 本鄉區 

はがき 自筆 鈴 筆畫〕 

さ 6, 、 や 
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ニン 、 一 


き 、# ュ 
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シ /し， 


年 八 7K 大 


三五 一 

八月 二十 IB 木 午後 五 時— 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 

はがき 自筆 給 筆畫〕 . 


〇 八小宮 璺隆 氏へ 〔搶 


ズ 


》- f 丄. 

i ャ I 


き 


.51  一  n ル w 


三 五 二 
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八月 二十 五日 月 午後 五 時， I 六 t- 木鄉^ 駒 込 曙 町 一三より 赤坂區 青山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫璺隆 氏へ 〔は M_ 

がき〕 

^端 書 難 有う 中ぶ 殘 暑が 强 くて 校正 も 一層 御 骨折で しゃう 御 自愛 を 祈ります」 スケッチの 事 盛 

遠 君の 御 聞に 達し 候 由 無上の 光 榮と存 候 此れに 就て 不思 儀な 事が 一 つあります、 あの 芝居で 色ぶ 

の 人物 をス ケ ッ チ して 見た がどう も 思 ふやう にかけ もせす 自分で 見ても 一 向に 其氣 分が 出な かつ 

たが 唯 盛 遠 だけが 盛 遠ら しく  (勿論 自分で 見て) 出來 たやうな 氣 がする のです」 小生 明日から 一 

寸句處 かへ 行つ て來 ます 多分 一 一三 日で いやにな つて 歸 るかと 思 ひます 歸 つたら 叉 其 後の 傑作 を 見 

て 頂き 度と 存じます、 

八月 十五 日 

豐隆 仁兄 鑒 

三 五三 

八月 二十 七 B 水 (. 時間 不 io 畏野縣 南 佐 久郡松 IS 湖 U 野 屋ょリ 本 鄉區駒 込 曙 町 一三 寺 E ふん 氏へ 〔給 は 

がき〕  . 

山の 中に こんな 湖水が あるかと 思 ふやうな 氣 がした、 可也 氣持 のい、 處 では あるが 余り 不便 だ 

から それが 難義 です、 郵便局 もなければ 電信な ど は 無論ない、 郵便 は 一 日 只 一 回 だそう な、 御馳 

走 は 勿論ない し 御菓子 も 甚だ 心細い 今度 叉來 るなら ド ッサリ 仕入れて 來 ねば ダメ だ、」 今夜 鯉の 

天麩ラ でめし を 食って ハ ガキを *1 いて 居る と 少し 雨が 降って 來た、 蛙が ギヤ ァく鳴 いて 居る」 


年 八 正大 


途中の 野道 山途 にあり と あらゆる 秋草が 疾き 乱れて 居る のが 何とも 云 はれぬ 美し さであった 

八月 廿 六日  松原 湖 日野屋  寅  彥 

三 五 四 

八月 二十 八日 木 午後 六 時 I 八 時 長 野驟南 佐久郡 松原 湖 日 野 屋ょリ 本 鄕區駒 込 曙 町 一三 寺 田 i5 ん 氏へ 〔搶 

はがき 自筆 スケッチ 畫 秋草〕 

〔籍 の周リ に J 

昨夜の 雨で 悲觀 して 居たら 今朝 は天氣 になった、 朝食が すむ とすぐ 出掛けて 寫生を 始めた 水 彩 

の 方 は 野外で は 不便で 甘く 行かな い、 簡單な スケッチ は澤山 出来た 

色. -の 秋草 を 片端から スケッチして 居る が 此れ は 大分 日本 畫の 材料になる 明日 も天氣 なら 一 日 

出かける、 卅 日頃 歸 京の 積り 

八月 廿 七日 認 

三 五 五 

九月 十日 水 午前 九 時！ 十 時 本鄕" eil 駒 込 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  0.^ 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

信 州 は あん まり 不便 で 東京 の 御菓子が 食 いたくな つて ぢ きに 歸 つて 来ました、 そして 不 相變鎗 

を かいて 暮 して 居ました、 時 ぷ早稻 田へ 電話 を かけやう かと 思った がな にしろ、 あまり 暑い ので 

無精して 居ました」 今度の オペラ は 一度 は 行かう と 思って 居ました が、 考 へて 見る と 大枚 七 h: の お 


金が 惜しくな つて やめに しゃう と 思って 居ます、 それ だのに 大變な 大人で 滿員 だとい ふ 事が 妙に 

瘤に さわって 不愉快で あります」 此頃 自分の 性質が 不良少年と いふ ものと 非常に 似よ つた 点が あ 

る 事 を發 見して なんだか 少し いやにな つて 居る 處 です」 君の 御宅へ 電話で 交涉 する 途を あけて く 

れ ません か、 ヒ ヨット 思 ひ 立った 時に！ い 出し 度い のです から。 此の 暑さに あすこ 迄 誘いに 行く 

にも 困る し、 はがきの 打合せ もなん だか 賴 りなくて 不安で いけない から 


三 五六 

九月 十二 日 金 午前 十ト む— 十一- S- 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇<: 小 宫豐隆 氏へ 〔は 

がき 表 Qji? 名 「寺 田」 の 下に 虎の 戯畫 あり〕 

一 一枚つ V きの 御 端 書の; J が來 ないで n だけ 来ました」 小生の 繪は 驚くべき 速度で 變 化しつ 、あ 

ります 進化 だか 退化た か 分らん が 素人目に は 上手に なりつ 、あります 是非 見て 頂き 度い から 今度 

の 土曜 (明後日) でも 見て くれません か、 それから 上野で も 見て 專問 家の 頭腦 のない 籍 でも 罵倒し 

て それから 風月へ 繰り込んで 大いに 未来の 藝術 でも 論じる とい ふ 寸法 は 如何な もんで しゃう かな 

九月 十 一日 夜  寅 

三 五 七 

九月 二十 IB  0 午前 十一 時— 十二時 本鄕^ 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂區靑 山 南 町 六 ノー  OA 小 宮璺隆 氏へ 
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〔はがき〕 

先日 は失禮 しました。 今朝 新聞で 松 根 君の やめた 事 を 知りました、 神経痛で 寢て 居る と あるが 

そんな こわる いでし やう か どうい ふ譯 だか 御存じなら 知らして くれ 玉 へ 」 男 一 一人で ブラ ツイて 

居る から 安心 だとい ふ 結論に はならない とい ふ 抗義が 或る 筋から 出た ので 少し 困って 居る、 此の 

ォブヂ H クシ ヨン に對 する 辨 明の 論旨 を敎 へて くれ 玉へ」 槍は學 校が はじまる し 又 見せる だけの 

人に は昆 せた し充づ 一 段落が つ いて 其れ 切り やめて 居ます 又來 年の 夏 迄 待たなければ なるまい と 

思って 居る、 それで 當分は 先づ御 安心 あつ て 然るべ くと 存じます」 

今日は なんだか 少し 秋ら しい 心 持が する、 夏に 別れる のが 惜しい 氣も する」 人から 短冊 を 書け 

と賴 まれて 居た が勇氣 がない のて 捨てお いた 此間 君が 僕の 字をゥ マイと いったから 急に 勇 を 鼓し 

て n 曰いて 見たら 皆し くじって しまった 

九月 廿 一 日 

三 五八 

.5  13 水 午前 九 時 1 十 時 本鄉區 東京 帝 國大學 理學部 物理 學敎 室より 福 M 市外 九州 帝國 大學ェ 學部數 

學 物理 學敎室 桑 木 If 难氏 へ 

謹啓 秋冷 相 催 候 處益ぷ 御 淸祥奉 大賀候 先日 御上 京の 節 は 重. -失禮 の 段 御 海容 被 下 度 祈 候」 拉て 

f 我 部 君の 事に つき 其 後渡邊 君と 相談 何か紀 念になる 事 を 致 度と 申 事に 相 成り 在京 知友 九 名ば か 7 

り會合 (海軍 側の 人に は渡邊 君の 外に 簑原、 服 部、 西 崎 三 氏、 學校 側より は 田 中舘、 木 下、 大河 ^ 


內、 三 君 外に 同 鄕の鶴 本 法 擧士) 種ぶ 相談 さまぐ の 議論 も あり 結局 故人が 最も 將來の 抱負 を懷 

いて 行かれた 九州 大擧 理學 部へ 同 君の 肖像 を续 すが 一番せ-敷か らんと 申す 事に 相 成 候、 こうい ふ 

决議 になる 迄に は 色. -の說 も 有 之 候へ 共 結局 金額が いくら も 集るまい との 見込と、 II 曰 物 や 機械で 

は紀 念に ならぬ とい ふ說が 勢力 をし めか やうに 相 成 候 何卒 不惡御 資察被 下 度 祈 候、 いづれ 貴擧の 

御 許可 を 得ねば ならぬ 事と は存 候へ 共 兎も角も 左様 御 含 置 相 願 度 祈 候、 就て は 右 資金 募集の 爲責 

兄に は 是非共 發起 人中に 加 人して 頂き 度 一 同の 希望に 有 之 何卒 御 許容 被 下 度 御 願 申 上 候實は 此の 

會議前 に 一 度何邊 の 御意 見 相 伺 澄 候 は k 好都合な りしに 匆卒の 集合に て 間に合 はす 甚だ 殘 念に 存 

居候 不惡御 賢察 被 下 度 祈 候、 右哲像 費の 剩 A.^ 有 之 候 は &御遣 族へ でも 何 か 差 上げん かとの 儀 も 有 

之 候 へ 共此 の 剩余 の 始末 は 寧ろ 後日 の 相談 にて 定める とい ふ 事に 相 成 居候 此儀も 御 含 澄 被 下 度 祈 

候 

なほ 九州 大學の 住 田 正 雄 氏、 小^ 鑑正氏 石 川 日出 鶴 丸 氏 は 月 沈 原 以来の 知友 かと 被 存御差 支な 

く は發起 人中に 加 はって 頂 度との 希望 有 之 此の 御 相^ は 大兄に 御 願 ひ 致して は 如何との 事に 御 坐 

候 御迷惑と は存 候へ 共 一 同の 希望 御 許容の 上 御 勸誘相 願 はれ 候 は k 大 幸と 存候 

種ぶ 勝手なる 御 願の み 申 上げ 不相濟 段 御 海容 單に願 上 候 御手 数ながら 折返し 御 都合 承 度 御 懇願 

巾 上 候 右 要 事の み 草ぶ 巾述候 不一 

九月^ 日夜  寺 田 寅彥拜 

桑 木 學兄玉 案下. 
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三 五 九 

十月 十八 曰 土  (時間 不明) 本鄉區 東京 帝 國大學 理學部 物理 學敎 室よ リ 福！： 市外 九州 帝 II 大 學ェ學 部數學 

物理 學敎室 桑 木 殲 难氏 へ . 

御手 紙 難 有 拜見致 候 肖像の 事に つき 種 M 御調 ベ 被 下 難 有 拜謝致 候 物理 の 圖書窒 に 掲げられ \ ば 

寧ろ 最も 有意義と 存候 へ 共な ほ 諸氏の 御意 見 相 伺 ひ 候 上 取き め 可 申と 存候 

石 川 住 田 小 野 三 氏 御 承諾の 由 色よ 御手 數難有 拜謝致 候大竹 君へ は當 方よりも 手紙 差 出 置 候處返 

事 有 之 承諾 の 由に 有 之 候 間 左様 御 含 置 被 下 度 祈 候 

會我部 君 御 遺族 は當 月末 か來月 初に 歸鄕被 致 候 由に 御 坐候當 地の 邸宅 は 賣約濟 と 相 成 候 由傳聞 

致 候」 

資金 募集 廣吿は 来月 學士會 月報に 揭載 同時に 心當 りへ 勸誘狀 差 出し 可 巾と 存候 

帝展は 昨日 一 寸參 りました が 子供 づれで ゆる/ \ 見る 暇 もな く ほんの 一 見した ばかりで すが 日 

本 畫洋畫 共 面白い ものが ある やうに て、 日本 畫の 方に も 幾分 新し ぃ氣 分が 注 人され たやう に 御 坐 

候、. 事に よ ると 今年 の院展 より 面白 い かも 知れ ま せん 院展も シッ カリ しないと けんの んと存 候、 

小生の 個人展 覽會 でも やる と院展 のみなら， f 帝展が あぶなく なります から 先づ/ \ 遠慮して おき 

まし やう、 もし 少弟 死去の 節 は 展覽會 (牛頓 祭の 日に でも ：>  を 開いて 下さる やうに 御 願 致します 

先 は 右 御 返事 迄 草よ 頓首 

十月 十九 日  寺 田 寅 逢 
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桑 木 學兄玉 案下 

三 六 0 

十月 二十 三 B 木 午後 (以 f 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

近頃 は 亡し くな つたので つい 御無沙汰 しました、 校正 は 中立で しゃう、 又 印刷 職工が ゴ タツィ 

て 居る やうです が 影響はありません か。 第一 一回 募集の 景氣は 如何です か 

^は 中お、 文展を 見たら 叉 少し かき 度くな つたが 何しろ 暇がない ので 出来ません。 草. - 

十月 廿三 日夜  寅 

豐隆 大人 玉 案下 

一 一伸 御手 紙 は 一 一士 一日 夜と あって 本鄕の 消印が 一 一十三 日 前 八 ー 九に なって 午後に 着き まし 

た、 小生の 手に はいった のが 六 時 過ぎて 速達 は 駄目に なりました 御免下さい、」 廿 五六 兩日は 

一 寸熱 海へ 行く かも 知れません トン 子 ル の內の 岩の 溫度を 測る 爲 めです、 IVIuttererde の 健康 

診断の 爲に 

三 六 一 

十一月 十一 B 火 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂" R 靑山南 町 六 ノー  0 八 小 宮豐隆 氏へ 

「はがき 表の 署名の 代りに 虎の 戯畫 あり〕 

〔二字 蝕〕 は 君に ふられた うめ 合せに 晝前祌 田 へ 行って リウ イソ —の ブレ I ク 展覽會 と § ^屋の 展 
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覽會を 見、 今 川 小路の 風月で めし をく つて 見た が 驚くべく うまくなかった 歸 つて 庭の 八つ手と 

あんす の 枯木 を寫 生し か、 つたら 人が 來て ダメ になった」 時に 廿 一 日の 御 披露へ は 御 出席に なり 

ます か 如何です か 御 伺 申 上ます 

十一月 十一 日  . 

三 六 二 

十 一 月 十七 日 月 午後 (以： 卜不 iO 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 福 岡 市 地 行 束 町 一 九 六 桑 木 If 堆氏 へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 病氣御 尋ね 被 下 難 有う 御 坐い ますが ま づ惡ぃ 方て はありません か 

ら御休 神 を 願 ひます」 「時間 及 空間の 相對 性」 別 刷 頂戴 難 有う 御 坐い ました、 哲學史 を 背景と し 

ての 御解說 非常に 面白く 有益に 拜見 致しました。 かう いふ 風に 考へ て 見て 始めて 相對率 論が 万人 

に對 して 意義 を もってくる やうに 思 はれます。 それで 少し 慾 張った やうです が此 うい ふ 風に 物理 

學の發 達 全部 を 取り扱つ たもの を 是非 書いて 項き 度い と 思 ひます C それ は 敢て私 一 人の 希望で は 

あるまい と 思 ひます。 . 

冬休みに は 御上 京に はなり ません か、 もし 御出でしたら 御 立 寄り を 願 ひます 草 M 

十 一 月 十七 日 

三 六  一二 

十一月 二十四日 月 本 駒 込 曙 町 一三より 麴町區 下 二番 町 二八 森 井 (常 昨 神木， >  健 介 氏へ 〔封筒な し〕 ^ 


御手 紙 難 有 拜見致 候漱石 全集 もい よく 完結 まづく 大した 故障 もなくて 重 疊に御 坐 候 第一 一回 

豫約も 中 M 好 景氣の 由に 御 坐 候、 編輯の 事 は 主に 小宮君 等盡カ 致され 小生な ど はほんの 名前 だけ 

の 事に て 何の 役に も 立た す 御言 葉に て 恐縮 致 候 

學界 の餘裕 なき は 御 同感、 科學も 目前の 應用 ばかりに 眼が くれて 百年 後の 應 用の 基礎に なるや 

うな 根本の 研究 は 御 留守に なれば 結局 永久に 西洋人の 尻ば かり 追 かける 事と 存じ 候、 誠に 困った 

事に 钾坐 候。 本 當の藝 術 家が 藝術を やらなければ 居られら いで やる と 同じ やうに、 內 部のお 粹な 

要求から 泊 一ら れて 研究 を やる 科學 者ば かりなら ば 變んな 喧嗶ゃ 勢力 爭 もないで しゃう し、 西、. お 人 

の眞以 ばかりす る 事 もないで しゃう がどう も 仕方が ありません。 そう い ふ 小生 もやつ 3^ り 人間 だ 

から 金が ほしくな つたり なんかす るから 困ります、 何 處か金 持で もあって 學者を 遊ばせて ソ ー ッ 

と眞 綿で つ 、ん で樂 にす きな 事ば かり 研究 させて はくれ ない もので しゃう か 

右 资酬旁 下らぬ 寢言を 申 上 候 草ぶ 

十一月 廿 五日  寺 田 寅彥拜 

神木 大兄 玉 案下 

三 六 四 

十一月 二十 五日 火 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 >51!靑 山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔槍 はがき 自筆 スケッチ W の 盆栽〕 

〔給の 側に〕 
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〔三 四 字 蝕〕 ォドカ シチ ャ いけませんよ、 此れで も氣の 小さ い 人間で げすから 

寅 彦 

豐隆 先生 玉 案下 

三 六 五 

十二月 七日 日 午後 七 時— 八 時 本鄕區 東京 帝 國大學 醫學部 附屬醫 院三浦 内科 ニノ 側十號 より 赤 坂 區靑山 

南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

御 端 書 ありがとう 

1 は 金曜の 朝 少しば かり 血 を 吐て 入院した、 今朝から 少しつ ^ 牛^が のめる」 生命の 心配な し 

御 安神 を 願ます 

三 六 六 

十二月 十四 B  B 使 ひ持參 本鄉區 東京 帝 II 大學醫 學部附 屬醫院 三 浦內科 ニノ 側 十 號ょリ 長 岡 半太郎 氏へ 

謹啓 此 度の 病氣 にっきて は 一 方なら ぬ 御 心配 を かけまして 申譯 がありません 昨日 眞鍋氏 再度 

來 診され 主 治醫と 打合せ をして 下さ いました、 眞鍋氏 は 余り はっきりした 診断 を 下し ませし でし 

たが 鬼 も 角 ももう 一 週間 即ち 來 廿日 頃迄靜 養す る 様に 命じて 行かれました。 そしてな ほ數 日間 排 

, 滑 物の 驗査を 行 ふとい ふ 事で 御 坐い ました 

實は 一 時スッ カリ 悲觀 して 居ました が眞鍋 氏に 見て もらって から 氣 丈夫に なりました、 そして 
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先生方に こんなに 御 心配 を かけた のがせし だ相濟 まぬ ように 存じます。」 

大した 肉体的の 苦痛 を自覺 しないのに 學校を 休んで 寢て 居る の は 甚だ 心苦し ぃ譯 であり ますが 

眞鍋 氏の 御注意に 從 つて 廿日 迄 休まして 頂く 事に 致しました から 何卒 御 寛容 を 祈ります 充分 養 

生して 快 愈 後に 此の 償 を 致し 度い と 存じます 

余事 出校の 上に 讓り申 候 不備 

十二月 十四日  寺田拜 

長 岡 先生 玉 机下 

三 六 七 

十二月 二十四日 水 午後 一時— 二 時 本鄕區 東京 帝國 大學醫 學部附 屬醫院 一一 一浦 内科 ニノ 側十號 より 赤坂區 

靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 〔封絨 は が き〕 

先日 は 難 有う 

志賀 氏の 小說を わざく 御屆け 下さって 難 有う 御 坐い ました、 大變に 面白う 御 坐い ました、 色 

ぶの 意味で 面白かった 中に も 私は此 人の 小說の 中に iii 現 はれる 特別な 父子の 關係 につ いて 特別 

な 興味 を 感じ 又 色ぶ 敎 へられる やうな 氣 がした、 今朝 四時から 眼 を さまして 最後の ー篇 「和 鮮」 

とい ふの を讀 みました 父子が 和解す る あたりから 妙に セ ンチメ ン タルに なった そして 大變 にい、 

心 持に なりました、 此の 一 篇 だけ は 是非 妻に も 一 邊讀ん で 貰 ひ 度と 思って 居ます 

い.^ 本 を 見せて 下さって 難 有う 
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十一 一月 廿 四日 午前 六 時 

スチ ー ム の 通つ て來る 音と 看護婦の 寢音 をき 〔き〕 なから 

寅 彥 

豐 隆 樣 

一 仲 少 しづ \ 起 上って 坐る 事 を 許され ましたもう 遠から す 退院 出来る らし い 


1 二 六 八 

十二月 二十 九 B 月 ..；4 '前 十^— 十一 本 鄕區束 京 帝 國大學 醫學部 附屬醫 院三浦 内科 ニノ 側十號 より 福 岡 

縣 京都 郡 庫 川 _ 村 小 豊隆 氏へ 〔封絨 はがき〕 

毎度 御見舞 下さって 難 有う 御 米-いました、 君 は 今日 雨の 中 を 西へ 向って 居られる 事 かと 存 しま 

す嶽 車の 中 は！！ 陶し い 事で しゃう、 此雨は 君が 九州 へ 人る 頃 迄に は 晴れる だら うと 思 ひます」 僕 

は 今日い よく 返院 します よく 人の 云 ふやう に 矢張り 多少 名殘 惜し いやうな 感じ もあります。 

無論う ちへ 歸る 喜びの 方 は 勝って 居ます 歸 つて 小い 小 供 等の 喜ぶ の を 想像して ぃ&心 持に なつ 

て 居ます、」 今度の 病氣と 入院と につ いて 少數の 人. - から 受けた 好意と 同情 は 我儘な 僕に い、 藥 

になり ました、 俗に. いふ 親切と か 好意と かいふ 者に 對 して 一種の 反感 を 抱いて 居た つむじ 曲り の 

考が 余程 ぐらつ いて 来ました、 四十 一 一にな つて こんな 事 をい ふの は 實際慚 かしい 事 だか 自分 はも 

う 少し 人間ら しい 人間に ならなければ 駄目 だと 思って 居ます (少 くも 今 だけ は) しかし 又學 校へ 

出勤し だしたら どうなる か 分りません、 
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色- -の 事を考 へて 居る 內 「自分で 監^へ 入れられ たらい \ かも 知れん」 とこん な 事 を 思ったり 

しました、 

早く 全 4< して 又 風月の ビ ス テキ を 食 ひ 度い と 思って 居ます 

十二月 廿八 日朝  ，  寅 彥 

豐隆 仁兄 
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大正 九 年 


三 六 九 

一月 五 B 月 午後 九 時 ー 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

新年 御目出度う 御 坐い ます  . 

北海の 珍 菓澤山 御 惠投に 預り難 有 御禮申 上げます 

鉄郞樣 にも 去 秋 來遞信 省 の 方 へ 御 出勤 御 首尾 宜敷由 にて 誠に 大慶の 次第 に存候 

右 御 禮迄中 上 候 草ぶ 不盡 

一 EC 五日  寺 田 寅 亲 

五島 寛平樣 

二伸 亮儀 病氣の 爲歸鄕 色ぶ 御 厄介 相 かけ 候 事と 恐縮 致 居候 不惡御 寬容願 上 候 再拜 

近日つ まらぬ 品 差 出 候 御 笑納 被 下 度 祈 候 

三 七 0 

一月 九日 金 午後 四時： 五 時 本 鄕區駒 込， 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小宫舰 3i 隆氏 へ 
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御手 紙拜見 どうも 驚き ましたよ、 流石の llf? でも 此れに は 閉口して 居られる でし やう、 此 間の 御 

話が あつたから 四日に はいよ，/ \ 出 發此顷 は 御園の 御宅の 日の 當る椽 側で 丸くなって 御母さんと 

話しで もして 居る か 百姓 を 相手に して^ 判で もやって 居られる 事と 想像して 居た、 手紙 を 出そう 

と 思 はぬ 事はなかった が 元日 來の肝 瘤が 今度 はどうい ふ もの か 中. - いつもの やうに 收 まらないで 

肝 瘤の 範圍か 段々 く 外の 方面へ 迄 も _51<延 して 行く ばかりて それが 爲に 頭の 中が 一 杯に なって 御 

無沙汰 をして 居た 昨 R 「^柿」 が來 たから 早速 君の 動物園 を讀ん だら 矢張り 面白かった、 しかる 

に ベリ カン の 眼 付が 友人の 吉田 に似て 居る とい ふ 一 節が 妙に 氣 になった、 そうして どうしてもべ 

リ カン の顏 をよ く 見て みないと 安心が 出來 なくなって 来たから、 外出が 出来る やうに なったら 早 

速 動物 へ 出張して 一度 精密の 調 を 遂げなくて はならない と 思った、 それで 今朝 は 其 事 を 貴兄 

へ 鄕里 宛で 手紙 を 書かう と考 へ 〔て〕 居た、 色よ の 用事で 妨げられて 書かな い で 居る 內に 君の 手紙 

が 着いた 封 袋の is 所な ど は 見ないで 披 いて 讀んで 見る と あの 通り だから 驚いた のです 兎に角なん 

と 云っても 御 こまりで しゃう、 そんなに 熱が 高くて は危儉 ではないで すか 御 醫者は 何とい ひます 

か、 それから 僕と して は 第一 ff;^ が 危儉ぢ やない かとい ふ氣 がする。 今からで 間に合うなら 早く ヮ 

クチン の 注射で もして はどうで しゃう 朝 三時 四時 迄寢 ないで 居る ので は 僕なん かとても からだが 

續 きそう もない どうそせ い/ \自 分のから だ を 大事に して 下さ い、 御 一 1E が 今に 御 全快に なって 

からもう 大丈夫と い ふ 時に 今度 は 君の 肝 瘤 を 犬に 爆發 させれば い 、 からま あそれ を樂 しみに して 

せ いく 御^ 護 叉 i: 養生 を 願 ひます 

森 田 君から r 漱石 先生と 文章 道」 を 送って くれた、 早速 よんで 見たら 兎に角 面白かった、 なん 
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だか 先生に 對 して 不平 を 漏した やうな 處も ある けれ 共 其れでも 何處 となく 先生に 對 する 情 カロと い 

つた やうな ものが 現 はれて 居る、 それが 森^ 君 だけに 余計に 嗜し いやうな 氣 がします」 先生に 親 

しんた 人ぷの 中で 先生の 作物に ついて 今 あけ だけで も 思 ひ 切って 頭 を冷靜 にして 批評し 得る 人 は 

矢 張 森 田 君の 外に はない かも 知れない、. 例へば 小宮 君が あ、 いふ 風の 氣分 になれ やうと 思 はれな 

い、 そうい ふ 意味で も あの 本に 一種の 價 俯 は あると 思った」 一つ 可笑しかった の は 「坊ちゃん」 

の 中で 主人公が 數學の 先生で ありながら 「明日の 下讀 をす る」 と あるの がおかし い、 數學 の下讀 

み を するとい ふ 事 はない やうに 言って 居る」 しかし 此れ は 森 田 君が 間違で 數學の 先生で も 下讀み 

をして 置く のが 通例で 實際 「下 讀み」 といって 居る、 此事は 森 田 君に 知らす 接り で 居ます、 宿所 

が 分らない から 泰陽 堂へ 問いて 見やう と 思って 居る。 一 休 先生の 御 弟子 中 中老 連が 申し 合 はせ た 

やうに 學士會 に はいって 居ない ので {$ 所 を搜す 時に いつでも 困る、 第一 君で も 松 根 君で も、 鈴 木 

君、 野 上 君、 安倍 君、 森 田 君 みんな 巾し 合せた やうに 名簿に ない、 官僚 派の 代表た る 僕 は 別と し 

て 阿部次郎 さんが 入會 して 居る だけが 目につく、 一休 之れ はどうい ふわけ でし やう。 別に 同盟し 

て ボイ コ ッ トを やった 譯 でもない だら うし、 先生が はいるな とプ 口 パガ ンタを やられた 譯 でもな 

いだら う、 しかし かう も 揃つ て 這 人って 居ない とい ふ 事 は 偶然の 事で はない とい ふ 事 は數擧 的に 

も 証明され そうです。 かりに 人會 するとせ ぬと が equal  chance でフ ロバ ビリ チイが 各 1 12 とし 

ても此 等の 諸君が 唯 偶然に 揃って 入會 しないと いふ prcb は 卽ち 1 お になります、 實 際に 

は 統計して 見る 迄 もな く 入會し ない 方の chance は 1 12 より 遙に 小い かりに 1 g とす る と、 

此の び は になります。 此れから どうい ふ 結論になる か 大分 六 かしい が 多分 此れ は此 
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等の 諸君 を獨 立な 個 休と 見做す のが 間遠が つて 居る とい ふ 事になる だら うと 田 化 ひます、 數學 的に 

は 此れ 以上の 研究 は 六 かしい、 君の 說 明を閜 かして くれ 玉へ 何だか 昔から 氣 になって 居る から 

何しろ 困る でし やう、 御 察し 申します、 何 か 御見舞で も 上げたい がどう 〔い〕 う 物が い、 か 分ら 

ないで 結局つ まらな い 品 を あげます 御子さん 達の 御 慰に でもなら ば 本望です 

僕の 病 氣は大 休 はい、 の だか どうい ふ 程度に なって 居る か 此れ は醫 者に は 丸で わからな いやう 

だし 自分に もよ く は 分らない、 鮮 剖して 見る より 外に 方法 はない やうです、 此 向で やって 行った 

たら 今に 叉 段ぶ 惡く なって なしく づ しに 命 を 亡ぼす に 相違ない と 思って 居ます、 鬼に 角なん とか 

しなければ いけない と 思って 居ます、 どうした らい 、か は 未だ ハツ キリして 居ない、 

右 御見舞 旁 いろんな 事 を 申 上げます、 御 自愛 專ー に 存じます 

一月 九 n  寅彥 

豐 降 様 

三 七 I 

一月 十 B  土  (時 問 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂區靑 山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮鱟隆 氏へ 〔はがき〕 

今の 1： 者 は みんな 人間 を 十 把 一 からげ の 物質と して 取り扱 かって 居る、 各個 人の 生活に 立ち入 

つて 治療 を 施す やうな 醫者は あるかな いか 疑 はし い 耶蘇 や 釋迦を 生き か へらせて 翳 者に して 見 

たくな つた、 せめて 先生 を醫 者に して 僕 等のから だ を賴ん でお き 度かった 

一月 十日  寅 
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御 病人 は 如何です、 

三 七 二 

一月 十一 B  B 午後 零時— 丄 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ  一  0-^-小宮豐隆氏 へ 〔はがき〕 

御 病人 は 如何です か、 君 は 大丈夫で すか」 車で 中西屋 へ 行つ て 見たら 腹が 凝つ て 休溫が 五分 上 

つたから まだ 駄目ら し い、 メ ー テル リン ク の 短い 論文の やうな もの を 集めた の を 一 一冊 買つ て來ま 

した、 「小犬の 死」 と 「僥倖の 寺院」 と 「劎 の頌」 とい ふの を よんで 見ました、 ワイルドの やう 

にハ シッコ ィ處 はない が いづれ も 面白い と 思 ひました、 自分 もこん な 者 を 書いて 見たい やうな 氣 

がして 居る、 とても 物に はなる まいが。 

君も寢 ている んぢ やないで すか、 何だか そんな 氣 がして 仕方がない 

三 七  一二 

一月 十四日 水 午後 一時 i 丄 一時 本鄕區 駒！^ J 曙 町 ニニより 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

御 病人 は 如何です か、 もう 大分 御 快 愈で 貴兄 も 御歸鄉 になった かと 想像し ます、」 あれから つ 

いて IVfaeterlinck の 小論 文 を 讀んで 居ます、 中 ぷ 分りに くいの もあります がよく わかって 面白 

いのもあります、 此 著者が よく 科學 とい ふ もの \ 本質 ゃ價値 を了鮮 して 居る のに 感心して 居ます、 

日本の 文學 者に はこん な 人 は 少ないで しゃう。 重力の 方 則な どが 人間の 自由になる 時を豫 想して 

居るな ど は隨分 愉快です 「科 學を 知らぬ 科學 者」 にい、 藥 だと 思 ひました。 一つ 比の メ ー タ ー リ 力 


ンクの 二十 3： 札 を 板り 廻して 科學者 (日本の) を 驚かし まし やう か」 

一 月 十四日 

三 七 四 

一月 十四 B 水 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小官 謦： 隆氏 へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜見 しました」 病氣 がな ほる の は 病人の からだ をめ ぐる 血液の 內 にある 不思 儀な 力が 

病 氣と戰 つて 勝利 をし める ので はないで しゃう か、 此の 力 を 神様と いへ は 矢張り 神様のお かげ か 

も 知れない 白血球が どう だこう だとい ふの は 言葉の ゴ マ 力 シで 結局 は 不可思議な 力に 歸 する 外 は 

ない、」 看護人の 有効な の は 看護人の 魂が 忠 者の 血液の 中へ 流れ込む 時には 存外 馬鹿に ならない 

もの だと 思 ひます がどうで しゃう、 瞽者 や 看護婦 はかう いふ 点で は 全く 無能な も の だと 思 ひ ま 

す、」 眞 鍋さん が 先生に 附 添って 居た 時 は あれ は醫 者の 眞 鍋さん ではなかった のでし やう」 僕 は 

病氣を 直して そしてもう 一 度 若返る つもりで 一 昨日 主任教授 迄 學校を やめさして 貰 ひ 度と いふ 事 

を 申し出し ました、 聽 いて くれやう がくれ まい か 兎に角 一年 位 は 遊んで からだ をよ くします、 學 

校 はやめても 物理 を やめる のではありません 

三 七 五 

一月 十七 B  土 午後 零時. II 時 本 鄕區駒 込 •  ゆ 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小宮謦 -隆氏 へ 

志賀氏 著書 一 一 卷永立 拜借難 有う 御 坐い ました、 ねて i 曰んで 居て おつ ことしたり したから 大分い 
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たんだ かと 思 ひます 御恕し 下さい」 御 病人 も 次第に 御よ ろしく 大慶に 存じます、 君 は 大丈夫です 

か、 豫防 注射 はどうです、 僕 も 今日 尼 子さん にやって 貰 ひます。 

學校を やめなければ 本當の 養生が 出来ない から やめて くれる やうに 主任 敎授へ 申し出た、 病氣 

の爲 なら 理由 は簡單 だからす ぐ 通過す るかと 思ったら 中立そう 簡單 でない、 先生方が 來て說 論 を 

受けた、 辞表 を 出しても 握りつぶして しまう そうで ある、 そんな 事 はない 道理 だと 思う が、 もし 

今す ぐ 通過させる と 先生方が H ライ 非難 を 受ける 事に なって 迷惑 だとい ふから、 今の 處 先生方と 

喧 啤 でもす るか 乱暴で もす る 積り でない と 一寸 六 かしくな つた、 此の 冬 迄 見合せ る 事になる かも 

知れません。 やめる 事が 出来なければ 講坐 担任 を やめて もらって 當分 遊び 度い と 思って 居ます。 

此 向で ぢ きに 授業 を 始めたら とても 命 は 助かりません。」 學 校へ 出て ク n ボ トキ ン の 紹介で もや 

れば すぐ 止めて くれる かも 知れん が 起訴され て 裁判所の 塞い 白洲で 何時間 も 起立 させられたら 又 

すぐに 出血し そうだから いや だ 

例の メ丄 アル 林 先生 の 一 一 十 H 札 も 段 M 讀ん で 見た 「sincerity」 とい ふの が ある 此れ は 娘が 嫁 人 

する 前に 讀んで 聞かせて やらう と 思 ひます r 橄攪の 葉」 とい ふの が ある、 科學の 影響で 一 大變化 

をう けた 世界 觀 から 新しい 道 德觀が 生れる 事 を 論じた ものら しい、 次に 「蜜蜂の 生活」 とい ふ 長 

いの を 讀んで 居る、 どうも 此 人が あんまり 科學が 分りす ぎて 居て おかし いと 思つ て 居たら 其 害で 

彼れ は 蜜蜂の 研究 を 一 一十 年 もやって 居る。 色々 な ヱ キスべ リメ ント もやって 居る 其 やり方が 純 科 

舉的 である、 蜜蜂に 關 する 科 學書は 讀み盡 して 居る ので 少ぇ 驚いた」 僕 等が 讀んで 共鳴す る 点 や 

色よ 議論が 吹き かけた くなる 点の 多 いのは 偶然で ない 理由が 分った やうに 思う、」 脚本で は 何が „^ 


面白いで しゃう、 「青い鳥」 は 僕 等に も 面白く ありそうで すか 

「ツァラ トウ スト ラ」 とい ふ 奴 は 僕 等が 讀ん でも 分る もので しゃう か。 色. M な 文科 的の 術語 を 

よく 知らないでも 分る ものなら、 此の 休業 中に ー邊 よんで 見たい、 先生の 讀 まれた あれと 同じ、 

edition の を 捜して 讀んで 見たい と 思う がどうで しゃう。 

色々 な もの を 讀んで 現代の 科學の 根本的 革新で も考 へて 見たい、 こんな 空想 を 抱いて 居る、 I 仝 

想 は 空想 だか 鬼に 角 今の 科 學のバ ラ くになつ て 居る の を 一 つ に 纏める 事に よって 人間 を 一 歩 向 

上させる 事が 可能な やうな 氣 がする。 笑って はいけ ません よ 

一 月 十七 日  寅 彥 

豐隆 先生 玉 案下 

三 七 六 

一月 二十 一日 水 午後 二 時— 三時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂-胤 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮畳隆 氏へ 

色 i 御示敎 ありがたう 御 坐い ました、 ツァラ トウ スト ラは獨 逸で 讀んで 見 まし やう。」 昨日 一 

寸 試に 外出 古本屋で Blue  wird を 見つけた から 買って 来て 昨夜 十一 時 迄 か.， つて 讀んで 見 まし 

た なんだ 力よ く 判らなかった が 少し アツ ケ ナイ 感じ かした 獨 逸に 居た 時に 語學 の敎師 にす.， 

めら れて 「沈 鐘」 を よんだ 時の 方が もっと 面白かった やうな 氣 がする。 者に どこか 似た 處はぁ 

る』  一， P ハイカラの 西遊記と いふ 氣も する。 局部く の 譬喩 は 分る が 全 休の 主意 はよ く 分らな か 

つた。 し 力し 彼れ の 論文と 考へ 合せて 見て 成程と 思ふ處 はあった。 彼れ の 新し い 世界 觀 から 割り 
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合した アルト ルイズ ム の宣傳 ではない かとい ふ氣 がする。 批評家の 定說 はどう だか 丸で 知らない 

が 私 はそんな 氣 がした。 J ドラ マと しての 出 來榮は 私に は 丸で 分らない しかし 余り 同じ やうな 

SC21 。ばかり 多すぎ はしない かと 思 ひました。」 鳥 を 捜しに 行く 子供の 從 者の 中で 犬の fidelity 

が 特別な 取扱 を 受けて 居る が、 著者の 「小犬の 死」 を 讀んで 見る と 著者が 犬 好きの 猫 嫌であった 

事が 分り、 從 つて 「靑 鳥」 の 中での 犬と 猫の 使 ひ 分けが よく わかった。 「森の 場」 は 沈 鐘の 序幕 

に 似た 處が あると 思った、 「未来の 國」 の 場に は 著者の 科學 的な 豫 想が チヨ ィ くあって 私 だけ 

に 面白い 處 があった。 

モン ナヮ ン ナ も其內 によんで 見 まし やう」 15^ に 角 久し振りで 此ん な者ぱ かり 讀 むとしば らく 遊 

ばなかった 國へ 遊びに 來 たやうた 氣 がして 愉快です。 當分 物理 を 休養して 遊び まし やう。 色 i な 

國を敎 へて 下さい。」 二三 日 前から アンナ カレー ーナを 讀んで 居ます、 ズット 前に 省畧 版で 半分 位 

よんで やめた 事が あつたが 今度 は full  edition で ゆっくり 讀んで 居る、 此のお や ぢの者 は 私に は 

灰汁が 利きす ぎて 頭が 痛くな ります。 。ホ ヱ トリ ー が 欠けて 居る んぢ やない かと 思 ふ 

一 月廿 一日  寅彥 

豐隆 先生 

一二 七 七 

一月 二十 六 S 月 午後 二 時， —三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福 岡 市外 九州 帝國大 學ェ學 部數學 物理 學敎室 

桑 木 或 雄 氏 へ 
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謹啓、 寒さが 中 i 酷 敷 其 上に 流行 感 ST 狼獗 です が 御 變りは 御 坐い ません かどう か 御 自愛 專ー に 

存じます。 私 は 舊の廿 八日に S 院 しまして 段. -に 恢復 致し ましたが 未だに 胃の 狀 態が ノ ル マルに 

復 しないから 學校も 引繽き 休んで なまけて 居ります、 當分 休養 さして 貰つ て 本當に 痼疾 を 直して 

しまい 度い と 思って 居ります、 大した 苦疝 のない 病氣 でのん きな だけに 知らす/ \危 儉に陷 る 恐 

があります からどう しても 此際 根本的 治療 を 致し 度い と 思って 學 校へ はすまない が今學 年中 位 休 

まして 貰 ひます、 どうか 惡 しからす 御 含 澄 を 願 ひます 

森戶 氏の ク ロボ トキ ン 紹介から 大 騒き になった 事 は 新聞紙 上で 御 承知と 存じます、 あの 論文と 

いふの を 人から 偕り て 讀んで 見ました、 ク ロボ トキ ン の 夢み て 居る 理想 境 は大變 面白い と 田 々ひま 

したが、 根本の 假定ゃ ロジック は 到底 私に は 了 觯出來 ませんで した。 あれ を讀ん で理鮮 して 黉成 

する 人が 幾人 あるかと 思 ひました、 

巾し 後れ ましたが 舊臘は 御懇に 御見舞 狀を 頂戴 致しまして 難 有う 御 坐い ました 全快 迄 待って 居 

てはいつ 迄 か、 るか 分りません から 今日は 一 寸御禮 を 申 上げる 接り で 此の 手紙 を 書き 始めました 

がいつ の 間に か 勝手な 事ば かり 屮 上げる やうに なりました 

去年の ロ她の 觀测の 結果が Einstein の theory を sup-port する やうに なった ので 大分 騷 ぎの 

やうです が、 アインスタインが タイ ムスに のせた ー篇の 文句の 皮肉 を御讀 みに なりました か、 隨 

分 思 ひ 切って 泰 よしい 皮肉 だと 思 ひました。 あの Effect にっぃて^^2\ふ011 や デカルトが 大分：；^ 

き 合 ひに 出て 居る やうで 御 坐い ます。 

ァ インス タイ ン の毒言 で 思 ひ 出し ましたが 露 西亞に 於け る コム ミュ 一一 ストの 乱： 《ホは 可 憎です が 
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しかし 猶太 人が 數 百年 來 受けた 虐待に 對 する 復纏 I とい ふ 意味で 見る と 少しち がった 心 持で 見直す 

事が 出來 ると 思 ひます が 如何で しゃう。 

下らぬ 事 を 申し上げました、 御 自愛 を 祈ります 草よ 

1 月廿 六日  寺田拜 

桑 木 大兄 玉 案下 

三 七 八 

二月 二  B 月 午後 一時— 二 時 本 鄕 區駒込 曙 町 一三より 福 岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木 1^ 雄 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 を 難 有う 御 坐 い まし た。」 

クリスト は 人間に 榮光を 授けた と 同時に 人間に 最大の 侮辱 を與へ ました。 同じ やうに アイ ン ス 

タイ ンも 人間の 爲に 最上の 榮冠を かち 得た と 同時に 人間と いふ 生物に 最大の 侮辱 を與 へました。 . 

二人共 猶太 人であります j コ ンナ 變哲擧 を寢て 居て 考へ 出した のです が 此の 邊には 誰れ も 理解し 

て くれる 人がない から 大兄の 處迄 わざく 御報吿 致します、 御 一 笑 一 別封と いふの はま だ屆 きま 

せん、 樂 しんで 待って 居ます」 御 自愛 專ー に存 します 

二月 一日 

三 七 九 

二月 四日 水 午後 零時 1 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ福岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木 If 堆 氏へ 〔はがき〕 お 


『七』 面白く 拜見 致しました、 思 ひがけない 女子 敎 育の 方へ 持って行かれた 御手 際に 敬服 そ 

し ± そうと 昨日の 新聞で 見る と 贵說の 七 年 制が いよく 文部省で 着手になる らしいで すね」 女子 

is 內へ 「七つ屋 通 ひ」 とい ふ 課目 を 加へ て は 如何で しゃう 生活 困難の 時代に 適應 する 爲に」 

ュ ー チェの The  Origin  of  the  I^earned と い ふ 小論 文に -Te さ が 口 ジ ッ ク に 長して 居る 理由 は 代 

人から 信用せられ なかった 結果 だと 論じて 居る のが 一 寸 面白い と 思 ひました、 ァ インス タイ ン 

など は 此の 不信用に 對 する 復龜 〔中の 痛快なる もので はありますまい 力」 

二 ■ 月 四日 

三 八 0 

二月 十 B  k  :ss 人時 本 鄉區置 曙 町 一三より 赤 S 靑山南 町 六 ノー  〇ん 小 5 隆氏ニ はがき〕 

r 二字， 战〕 御歸 京に なりました か、 成蹬は 如何でした、 强 二字 蝕〕 に はいり ますよ」 神秘的な 短 力 

(もの を 一 つ 漉 柿へ 書きました、 あとから 鑌. - 出ます、 東西く」 此 間中 大分い// \ な もの を 

寶んで 少し 食傷の 休であります、 一一 ー チェの ピ a  Gaya  Scienza とい ふ もの を 讀んで 見た がなる 

呈1 少しから 威張の 氣味は あるが 中ぶ 痛快な 事 を かく 男であります、 大概の 人の 力く もの は 結^ 力 

平凡で 途中の 面白味が 問題になる の だが 此の 男の は 途中 はどうで もよ くって 結^ 力 振って 居る 力 

らェ ライ、 早く 獨逸 語の ツァラ ッ ウス トラが 見たい 

二月 十日 
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三 八 I 

二月 十一 B 水 午前 十一 時— 十二  本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川 區大塚 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

前 日 は 雪中 に 草庵 を 御 尋ね 下さ つたので 粗酒で も 差し 上げて ゆるく 御高 話 を 承り 度と 思 つ た 

ら 早速 御歸り になって 甚だ 殘 念で 掷 坐い ました、 法科の 学生 は あれから 十 一 時 過 迄 遊んで 行き ま 

した」 今日は Matagen 會の 目錄を 御 達り 下さって 難 有う 御 いました、 此れ を拜 見す る 內に小 

生の 顏は (鏡 を 見た わけで はない が) 段. - 驚きの 表情から 恐怖の 表情に 變 つて 行って それから 又 

羞恥の 表情に かわって おしまいに は 茫然自失の 体で ありました。 其 內にゥ ント 度胸 をき めて 拜觀 

に 罷り出る 事と 致します、 其 上に て 更に 敢て 尊嚴 を胃瀆 する 事と しまし やう、 あな かしこ， （- 

二月 十日  駒 込 の サボ St 一より 

大 塚の 

大僧正 閣下 

三 八 一 一 

二月 十一 日 水 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福 岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木 或 雄 氏へ 「はがき〕 

御手 紙と 冊子 難 有拜見 致しました、 女子 敎 育の 問題に ついては 余り 考 へた 事はありません でし 

たが 此の フ 0 パガ ン タを拜 見して 大變 色ぶな 知識 を 得ました。 よく 考 へた 事はありません がどう 

も 私 は 差別 論に 傾きそう な氣が 致します」 此 前に 申し上げた 事 を 別の 言葉で 申し上げます。 クリ 
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スト は 人間に 罪人と いふ 自覺 を與 へた アイ ン ス タイ ンは 人間の 五官の 無能 を 強く 指摘した、 それ 

で 或る 意味で 人間 を 侮辱した とい ふ 謎. - でありました、 御 一笑、」 當地 八日に 降雪 本日 北西の 强 

風が 北 向の 屋根に 消え 殘 つた 雪 を 吹き散らしました、 此の 大風の 中で 普選の デモ ン ス トラ チ オン 

が 行 はれた 事と 思 ひます、 近頃 は 中 i 色. -の 行列が 盛んで、 先日 は 下宿屋 征伐の 行列 さへ ありま 

した 

三 八 三 

二月 十三 B 金 (時 問 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂， 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ぺ小宮 豐陸 氏へ 〔はがき〕 

稗 無事 御歸 京の 由、 田舍 人の 氣の 永い のに 呆れて 肝 瘤 玉で も 仕入れて 御歸 りの 事と 推察 致 居 

候」 いよく 「漉 柿」 へ 珍 作 を 送り ましたが 宗匠から まだ 何とも 云って 来ません、 ちっと 巫山戯 

過ぎて 居る から 氣に 人らない かも 知れない。」 もう 一 つ 珍 作 を 仕入れて あるが 此れ は ホト、 ギス 

へ でも やらう かと 考へ て 居ます」 白木屋に 叉玄會 とい ふ 素人の 美術展 覽會 あり 恐るべく 驚くべき 

ものであります、 御 暇が あったら 視 いて 見 玉へ」 僕 は 冷へ るの が 禁物 だから 風の ない 日の 照る 極 

溫ぃ 日の 外 外出 は 見合せ て 居ます、 日の 照る 時 は 一 一階で 何 か 書いたり 曇りの 日 は 床の 中に もぐつ 

て 本ば かり 讀んで 居ます。 大抵 いつでも 居る から 暇が あったら 遊びに 來て 下さい 

二月 十三 日 

戴 

一一 一八 四 
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二月 中旬 〔？〕 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宫豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

春 曰 行 はま だ どうも 早す ぎます。 第 一 夜 は 寒くて けんのん だし それから 食 ふ もの チヨ イスが 

余り 自由で ない。 しかし 極暖ぃ 日の 晝食を 風月で やる のなら ぃ& かも 知れない。 パン もい、 し、 

ス— プ もい \ し、 魚 も 玉子 も それから 肉も柔 かいの ならい、 し、」 こうま 曰いて 居る と 何だか 食い 

度くな つて 来ました」 アンナ カレ 二 ナは まだす みません、 前に 省 唇 版 を 讀んだ 時 は 話の 筋 だけ 讀 

んだ、 近頃 は 少し 頭が 進歩した のか 今度 は 性格 や 心理 や 學說を よんで 居る。」 レ 并ン對 農民の 問 

題な どが 大變 イン テレス トを 惹起した。 露 文で 讀 めたら さぞい、 だら う」 ツァラ トウ スト ラは其 

處 等の 本屋に は 見當ら ないやう です、 岩波で 古本で も搜 して 貰 はう かと 思って 居ます」 問題の ク 

ロボ トの 論文 を よんで 見た、 理想 は 面白い が 議論 はメ チヤく だと 思った、 魚が 鳥の 世界 を 論じ 

て 居る のです。 こんな 議論 をす るより 飛行機 をゥ ン ト發 達させれば 其方が 却て 早く 彼の 目的に 達 

せられる』 繪を かき 度い がなん だか おっくうで それに 外 は 寒い し、 內で 描く やうな 花がない し、 

まあ 當分巨 燥で 本 をよ む 外はありません。 歌 も 俳句 もとん とやる 氣 がない。 そして 肝" は 平均 二 

日に 一 べん 位づ \ 起して 居ます 謹言 

三 八 五 

二月 二十 三日 月 午後 三時 —四時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宫 豐隆 氏へ 〔は 

力き〕 

昨日 は 難 有う 御 坐い ました、 今朝 タイ ムス を 捜したら 第一 回の 記事 は 見 はかった が 其 次の アイ 


ン ス タイ ゾ の 手紙の ある 号が 一 寸 見付からない、 多分 十一 一巧 廿 一 日の にぁると田.^ふが此の号がど 

う も 見 付り ません、 *1 齊で搜 して 居た が 今日はなん だか 寒くて ふる へ 出した から 其 儘 床へ もぐり 

込んで しまった、 鬼に 角 見付かつ たの だけ 送ります あと はもう 少し まって くれ 玉 へ 

其- e 御 邪魔 に 上り 度と 思 ひ ます 

一 一月 廿 三日 

三 八 六 

二月 二十 4iB 金 (. 時 問 不明， } 本鄕 區 駒 込 町 一三よ リ赤坂 -tel 靑山南 町人 ノー  0 へ 小お 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

今日は 失禮 しました、 君の 門 を 出たら 急に 寒くな つた、 所え 泥濘の ひどい の をよ けて 歩いて 居 

たら 何だか 泣き出し たくな つた、 空 も 泣き出し そうに 見へ た、 君の ハガキ を ポストへ 人れ て それ 

に對 する 返事 を考 へて 居たら 何時の間にか 機嫌が よくな つた、 電車 通 迄 出たら 車が 居た から 停車 

場 迄の つた、 明るい 內に 宅へ かへ りついて 風呂に 人って 飯 をく つたら 少し 草臥れて い、 心 持に 眠 

くな つて 来ました」 もう 少し 落着いて 居たかった が 寒くなる のと 電車の 不穏が 氣 になって 妙に 落 

着かれなかった、」 先生の あの 畫は よかった、 又 少し 畫 がかき 度くな つて 来た、」 君の 窒 はいつ で 

も 整然として 居る、 僕 もそう いふ 事 はすき であり 又 どう すれば い 、かとい ふ 方法 は 知つ て 居る 積 

り だが、 それ を實 行す るの は 面倒で 出来ない、 ゼ ー ムスの 說 によれ は 僕 は 矢 張 most  contempti- 

ble の 一 人 だら うと 思って 少し 悲觀 しました。」 今日 行きの 電車で Kartoffel-nase の 好 標本 を 見 

て 面白かった が 君に 報告す るの を ツイ 忘れて 居た、 兩 眼の 間と カル トツ フ ュ ル との 屮 間に 廣大な 
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平野の あるの が 余程の 奇觀 であった、 あ 、いふ 標本 は 生れて 始めて 見た 

三 八 七 

二月 二十 九日 日 午後 五 時— 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂區靑 山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

がき〕 

ォスカ ル ワイルドの 說 によると 口 ンド ン の 霧はァ ムプ レシ ョ 二 スト 畫 家の 製造した もの だとい 

ふ 事で ある。 此の 說 によると カル トツ フ ェ ルナ- 1 ゼも 此の 名前 以前に は 存在し なかった 譯 である、 

日本に はま だ— 少 くも 僕の 日本に は 此の 鼻はなかった、 此れ を 輸入した のが 小宮 君で 此れ を發見 

したの が 僕であります。 此れから はもう ザラに 往來ゃ 電車で 見られる 事と 思 ひます。」 此れで 思 

ひ 出した が 方解石で 作った 一一 コ ル スプ リズ ムと いふ ものが ある 此れ を 透して さや 白壁 を 見る とボ 

ンャリ した 茶色の 模様が 見へ る、 此を ハイディ ンガ ー の ブラシと いふ。 始めて 本で よんで 親いて 

見た が チット も 見へ ない、 一生懸命に のぞいて 居たら やっと 見へ た。 ナンダ コンナ もの かと 思つ 

た 一度 見つけた が 最後もう いつでも 見へ て 困る。 しかし まだ 見つけない 人が 見る と 唯 白壁 や 空 

が 見へ る だけであります。 (一一 コ ルス プリズム は 所謂 偏光 を 生じる 装置です)。 こんな 事 は 他の 

方面で も 吾 i のしよ つちう やって 居る 事 だが 思 出した から 御 話し 、ます 

三 八 八 

三月 三日 水 午後 一時 1 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 展靑山 南 町 六 ノー 〇 べ小宮 豐隆 氏へ 〔はがき〕 
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今來 たホト 、 ギスを 見る と澤木 梢と かいふ 人の 談話が 出て 居る、 其 中に 夏 目先 生や 津田 君に 對 

する 批評 だか 惡ロ だか k 出て 居る、 そして 先生の 御 弟子 も 引合に 出て 居る。 あんな 無責任な 奴 は 

何とか ゥント 一 度 トツ チメテ 置いて やらない と 癖になります。 當 人の 爲 にもなる から あの 鼻 を 挫 

いで やる 方が い、。 なんなら 一度 ぶんなぐって やる 方が 一番 簡單 でい、 かも 知れない。 いよく 

なぐるなら 僕 も 出る よ。」 一休 あれ は 何者です、 余程 H ライんで すか c」 それとも 輕 蔑して おく 

に， i- めます かどうし まし やう ホト 、ギス に 原槁を やる の はやめにした 橋 田 君の シャ ボテ ン へ で 

もやら うかと 考 へ て 居ます、」 ホト、 ギス はもう 見る もィャ になった 

三 八 九 

三月 六 B  土 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 

二葉〕 

あの 後 タイ ムスの Nov.  21 を 色ぶ 捜して 見た がどう も 見付からない、 處が 意外に も 此の 号が 

何 かの 理由で 途中で 戶 まどい をして 居た と 見へ 帶 封が 破れた の を 局で 縛りな ほして 四 五日 前に 配 

達され 始めて 手に入った、 して 見る といく ら搜 しても なかった 害 だかそう すると ァ イン ス タイン 

の 手紙の あるの は ョ 以後の だら うと 思って 28 から Dec 全部 それから 今年の Jan  2 迄 淺らす 

調べ たが 此の 手紙が どうい ふ もの か 見付からない。 それから 日記 を しらべ て 見る と 一 月廿 五日の 

記事に 「タイ ムスに ある アインスタインの 手紙の 皮肉が 面白い」 とかいて ある、 大概 一 ヶ月 半 か 

二 ヶ月 目に 屆 くの だから ド ー モ Nov. の 末が Dec の 始め だら うと 思って 何邊も 繰り かへ して 見 
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るが どうも 見付からない。 それから 遲 着の Nov.  21 を 見る と 近日 アインスタインの 手紙 を譯載 

する 云. -の 記事が ある、 それで 見る と タイム ス に 載つ て 居た 事 は 恐らく 覺へ ちがいて はない と 思 

ふ、 それで 叉 繰返して 一枚 一枚 搜 すが やっぱり 見付からない、 何だか 不思議な 妙な 心細い やうな 

心 持に なって 來た。 それに 就て 思 出す 事が ある 先年 那 威の 物理 學 者で 上野の 精 養 軒で 自殺した 

人が ありまし やう、 あの人が 死ぬ ツイ 一 ニニ 日前學 校へ 來た 時に 或る 文献 を 調べる とい ふので 圖書 

室へ 案內 した、 それ は Philosophical  Magazine に 出て 居る 害の 或る 論文 を搜 すので あった、 彼 

れは 其の 論文の 出て 居る 雜 誌の 年号 をた しかに 記 臆して 居る らしかった、 そして 無雜 作に 口笛 を 

吹きながら 搜し て 居た かどう も 見付からな い、 それから 其近邊 の ナム バ ー を頻り に ヒック ラ 返し 

て 居た がャッ パリ 見付からなかった、 其 時の 彼の 顏に 浮んだ 妙な 表情 を 今度 思 ひ 出しました。」 

しかし まさか 僕 は 一 一三 日中に 自殺す る 事 もあります まい」 鬼に 角 あんまり 不思儀 だから 九州 大學 

に 居る 友人で たしかに 同じ 記事 を よんだら し い 人が あるので 其方へ 問合せの 手紙 を 出して おき ま 

した。」 此の 不思 儀が 解けない では どうも 落ち着かれません、 

. 三 月 六日 

一二 九 0 

三月 九 B 火 午前 十一 時.： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑^ 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔は 

がき〕  5 

^封 此ま丄 匡 底に しまい 込む の も あまり 殘念 だから、 大兄に 見て 頂いて 御 批評 を 仰ぎ 度と 存じ S 


ます。 自分で も 大分 クサ ミが ある やう だから 御 叱り を 受ける 覺 悟で 御 目に かけます、 遠慮のない 

御意 見 を 聞かせ 玉へ 

三月 九日  寅 

一一 一九 一 

三月 九 s, 火 午後 四時— 五 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

御手 紙拜 見い よく 社の 方から 石 原 君に 賴む 事に なった そうです が 御考の 通り 中ぶ 書かない か 

も 知れん から 小生から も 是非 書いて くれる やうに 詳し い 手紙 を かいて 此の 手紙と 一 處に 出します。 

此の 御 願 をす る やうに なった ィキ サッも 詳しく かいて やります。 多分 ま曰 いて くれる かと 思 ひます 

が、 どの位の 分量に 書く かとい ふやうな 事 は 一切 何にも 中し ません、 唯 「存分に」 書いて くれと 

云って やります。 社の 方で 大体の 見當を 注文して もい、 かと 思 ひます 

アインスタイン の 手紙の ミ ス テリ— は 依然として 鮮 けません、 今日 君の 手紙と 一 處に 九州から 

返事が ありました がそれ によると 『クイ ムス の 日刊の 十 一 月廿 八日だった と 思 ひます (手帖の 端 

に 書いて あるのに 誤な くば、 多分 誤記 はない と 思み ます)』 と ある。 此の 日刊の 「日」 の 字 は 一度 

「週」 と 書いた の を 塗り 消して 其 脇に 「日」 と 書し 直して ある。 此れが 余程 妙 だと 思 ひます。 小 

生 は 日刊の 方 は 自分で 取って 居ない のみなら す、 擧 校へ 出ない から 外で 讀む氣 遣 ひ はない。 して 

見る と 此の 九州の 友人 も 或は 週刊で 見た と 思って 一 寸當っ て 見た が 見當ら なかった 爲に 日刊 だつ 

たと 思 ひ 直した ではない かとい ふ 臆測 も 出来ない 事 はない。 それで 更にもう 一 度 週刊 を搜 したが 
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ミ九ニ 

I  二月 十 IIIOJ  土 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 K 靑. 5 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 

愚作 钾覽被 下 詳しき 御 批評 を 下さって 半ば 恐悅 半ば 恐縮 致しました、 なる 程 蘭 Q 譬喩 は少. - マ 

ヅィ、 はじめに マ ルガ レ！ テと ファゥ ストに しゃう としたが あんまり 取って つけた やうになる か 

ら やめた のでした。 「哲學 者」 を 消して 「公子」 位に したら ィャミ が 薄くなる かもしれ ない。 ボ 

イン セ チア の片 假名 は あれ は 書き方が あんまり 露骨で あると 自分 も 思つ て 居ました。 もう 少しう 

まく そして 僕の 意味 を 徹底させる やうに 書き 度かった が、 うまく 出来な. いので あの 儘に してお き 

ました。 再考して 見 まし やう。」 先生の 病氣 との 比較 は 君が もし 誤鮮 すると 叱られる だら うと 思 

つ て 居た が 御氣に 叶つ て滿悅 です」 ァラ 、 ギも考 へ て 見た が あの 連中の 純潔 を胃漬 する やうな 氣 


やっぱり 見付からない。 或は 其べ ー ヂが 別にな つて 居る かと 思って 頁數を 繰つ て 行っても 落ちた 

頁 はない。 それで 鬼に 角もう 一 度 調べ て 確かめて くれる やうに 九州へ 手紙 を 書き 此れ も 一 處に出 

します。」 此んな 不思議 は 今迄 経驗 した 事がない、 もし 九州の 友人 も 同様 だとす ると 此れ はいよ 

く不思 儀であります。」 若し や 僕が 氣が 狂って 居る ので は あるまい か 

今朝 達った 原稿 は 折角 俳句で 博し 得た 信用 を 取り 房され る 恐れが ありそう だが、 まあ どうか 御 

手柔に f  0 ます 

三月 九日  寅 

豐隆 大人 玉 机下 
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がし て 一 寸勇氣 が 出ない。 丁度 ホ ト 、 ギス位 か適當 だと 思 ふが 此 間の 澤木ク ン の で氣 持が 惡 くな 

つた。 まあ 當分寢 かして 置いても い、、 君に 見て 貰って 多少で も アブ レシ H 1 ト して 頂けば 滿足 

です 

石 原 君から は 未だ 返事が 來 ません。 しかし 社の 方から 何とか 云って やって くれないと 僕 は 犬に 

キ マリが 惡ぃ 事になります 

三月 十三 日  寅 

豐隆 仁兄 鑒 

三 九 三 

三月 十五 B 月 午前 十 一 時-— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

〔はがき〕 

ァラ 、ギの 神聖 を 胃さぬ と 認めて 下されば 喜んで 出し まし やう。 しかしもう 少し 手 を 人れ て か 

ら にし 度い から 御 面倒で も 一 度 返して 下さいません か」 今度 は 妙な もの を かいたから 兎に角 御经 

りします、 遠慮のない 事 をい つて 頂き 度い、 どうしても 厭味ば かりに なりやす いもの * たからそう 

いふ 惡ぃ 處を敎 へて 頂いて から 次に 「丸 善と 三越」 を 書く つもりです、 此の方 は 大分 長い もので 

プ 口 ットが 大きくなる。」 尤も こんな もの は 柄に な いからよ せと 云 はれるなら 止めて しまつ て や 

つばり 花の 事で も かき まし やう. 其方が 心 持 はい、 から」 フランス語 は大黉 成です。 僕 は オット 

1 では やらなかった、 あの シリ ー ス の 小さな 本と それから H ック がっかって 居る 佛語 初歩 を 少し 
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やった 切りで あと は 字引と 首 引で やった、 發 音はレ コ ー ルベル リッツ で敎 はった 切り だから 心細 

い、」 口 シャと 交換し まし やう か 

三 九 四 

三月 十七 日 水 午前 九 時 ：- 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 唯よ 恐縮の 外な く 候。 

どうも 近來 色ぶ のゴ 感想が ゴ ク/ \ と 書きた くな つて 困る。 其 內に又 何 か 書いて 見る から 御批 

評 を 願 ひます。 「電車と 洗 湯」 「丸 善と 三越」 など、 いふ やうな 題で 妙な もの を 書いて 見たい と 思 

つて 居る が、 出来る かどう かそれ は 余り あてに なりません 

例の ァ インス タイ ン の 一 件 は 九州から 返事が あって 疑團 水鮮、 あれ は 矢張り タイム ス 日刊の 十 

一 月廿 八日のに 出た のを雜 誌子チ ュ ァ ー が拜 借して 其の 十一 一月 四日の 号の 三百 六十 頁に 載せて あ 

る。 それ を 僕が よんで 思 ひち がい をした のでした。 日記帳 を 見る と 成程 「子チ ユア ー にァ インス 

クインの 理論の 事が 色 M 載って 居る。 タイム スに 出た アイ ン ス クインの 文句が 面白い 一 といった 

意味の 事が かいて ある。 此の アム ビギュ ァスな 日記の 文句と それから 週刊に 出た 豫吿 とが 僕の 思 

ひち がい を 裏書きした のでした。 甚だ 面目 次第 もない 事で どうか 御 勘弁 を 願 ひます 段. - 頭が 耄碌 

しかけた とい ふ 事の 証據が 上った やうな 氣 がして 甚だ 心細くな りました、 かう いふ verification 

は 余り 難 有くない。 少し 泣きた くな つた」 le^ に 角子チ ユア ー を ります から 御覽 下さい。 最後の 

面白い 皮肉の シャレ を御覽 下さい、 レラ チビ チ— の 理論で は 二つの ちがった (相互に 對 して 運動 


せる) 世界が あると。 ^の 世界 を 甲が 見る のと 乙が 見る のとで 一 つの 現象が ちがって 見へ るので 

す。 其れ を應用 (？) して ひやかし たのです。 中ぶ 隅に おけない おや ぢ であります。 始めの 方も隨 

分 bitter でし やう。』 此れから 相對律 原理 は いろんな 事に 文學 者の 手で 敷衍され るで しゃう 

ョぼ 君から 返事が 同時に 来た。 通俗化す る 事が 六 かしい から 前に 仙臺の 新聞から も賴 まれた が 

断った。 しかし 僕から 勸 めら れ たから 『まあ 出来る か出来ない かやって 見ても 直いで はない かと 

いふ 程な 心 もちに なって』 居る との 事です。 「朝日」 からの 直接の 交涉は 未だ 来ない とあります。 

それで どうか 社の 方から なるべく 早く 依賴 する 事が 適當 でない かと 思 ひます。 どうぞ 貴兄から 宜 

敷 御 取 計 を 願 ひます。 草.^ 

三月 十六 〔日〕  寅 まわ 

豐隆 先生 虎 皮下 

一 一 申 あの ボイ ンセ チア 御 序に 裨 送還 を 願 ひます。 其內に 又な にか 一 席う か^ひます」 しか 

し 小宮君 はどう も 人が 惡ぃ。 無闇に 御 感想く と 云 はれて スッ カリ しょげて しまった 

三 九 五 

三月 一一 十 一 日 B 午後 十 時 I 卜 二 時 本鄕" m 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂" 胤 靑山南 町六ノ  一  ◦ 八小宮 豐隆氏 へ 

小 S 柿が 着いた ので 今 に 君から 叱られる だら うと 思って 待って 居た 少ょ 待 遠し い 心 持で 待って 居 

たら 今 御 端 書が つ いた、 それ を拜 見して 安心した 處 です。 御 批評 一 え 御尤と 存じます。 嵐 は 近来 

見ない からどう だが 分らん がどう も 今の 僕の 心 持で は あんまり 物足りない、 それ は徘 句が 物 足り 
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ないやうな 意味で あの 種の ものが 物足りない。 臭くても 何でもい 、からもう 少し 自 ハカと い ふ藥味 

を ふりかけな いと 滿 足が出 來 ない。 

則天去私に 達する に はどう も 一 度 は 則 天則 私の 道 を 通らなければ 駄目の やうな 氣 がする そう 

でない と 去 私の 「私」 も 何も 出來 やしない。 天へ 一度 ガスマン トル を かけて それから 其れに 火 を 

つけて 「私」 の 織 維 を 燒き拂 はなければ いけない やうな 氣 がする。 まあ どうぞ 大目に見て やって 

下さ い。 そして 君に 批評して 貰って ボッ， /\ やって 居たら 段.^ 改良す るか も 知れない から 

君が 賛成して 下さった 始めの 2:00 を 買って くれる 人ば かりだと い、 が、 群衆の 內には 却つ て 後 

の 1 ばかり 讀む 人が 多い やうな 氣 がする から 困る。 そして 自分の かいて 居る ものが 朝日に 出て 

居る 厨 川 白 村の エツ セ I なる ものに 似て 來 やしない かと 思 ふと 恐ろしく なって、 もう 止めて しま 

ひ 度くなる。」 しかし どうい ふ もの か 矢張り 無闇に 何 か 書き 度い ので 困ります。 書き 度い 題目ば 

かり 無闇に 出て 來て、 一つの もの を 書いても 落 付いて かけない、 此れ は 吃 度 やつば り 一種の 神経 

病 かも 知れない。 

近頃 來た タイム ス の畫 報に 例の メ  I テル リンクが 細君 を つれて アメリカ へ 行く 途中の 寫眞が 出 

て 居た、 其の 顔が 原 敬と 田 中 光 顯とを 加へ てり 一で 割った やうな 顔だった ので 少し 失望した、 あん 

な 寫眞は 見な けれ やよ かった、 細君 も 君の 話 を 聞いて 想像して 居た やうな 美人 ぢ やなくて パ ンジ 

ョ ンの娘 位な 顏 だった。 今度 御 出の 時 御 目に かけ まし やう 

此の頃 叉 少し 胃が 悪くな つて 檢 便の 結果が 弱 陽性に なった ので 少し 心細くな つた、 先生が 「継 

績中」 とい はれた 意味が 少し わかって 来た 
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又ち つと 遊びに 來て くれません か  ^ 

三月 廿 一日  寅彥 

豐隆 仁兄 

三 九 六 

三月 二十 二日 月 午後 六 時 I 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき〕 

「病室の 花」 を 直して おくります。 片 假名の 場 はどう も 未練が あって 全部 取る 氣 になれ なかつ 

た、 なるべく 臭氣 をな くす るつ もりで 直しました。 感想な ども 拔 いた 方が い、 と は 思った が 此れ 

もャ ハ リ 未練が あって あれ だけの ヒ ントは 付け 度かった、 此れで も 自分と して は 隨分思 ひ 切つ て 

直した のです からどう か 御 勘弁 を 願 ひます。 生命の 謎と いふ 文字 もやめ た、 此れで いくらか サッ 

パリす るで しゃう。」 もう 一 つの 方 も 直して 見 まし やう、 それよりも 鬼に 角 次の 「丸 善」 を 書い 

て 見たい と 思つ て 居ます。 なるべく 円 遊 や h: 右 は 引つ こませて 小さん を强 くす る やうな 心 持で や 

り 度い と 思つ て 居ます」 

しかし 考へ て 見る と隨分 君に は 面倒く さくって 御迷惑な 事と 思 ひます、 どうか 御 寛容 を 祈り ま 

す 因果 だと 思って 御 指導 を 願 ひます 

三月 廿ー 一日 
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三 九 七 

三月 二十 二 B 月 午後 六 時— 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき〕 

「電車と 風呂」 の 御 批評 早速 難 有、 御批； 評 一 よ 急所に ふれて 居て 痛くな ります 實は 小生 も あの 

鑄 かけ 松の 前後が 氣 になって 居た、 それからお しまいの 附錄 もい けない なと 思 はな い 事 はな かつ 

た、 しかし もし 何 かで 一般 讀 者に 見せる とすると なると 何 か あんな もの を 付けない と、 僕の 云つ 

て 居る 事が 少しも 通じ なくなり はしない かとい ふ 心配が あると 思 ひます。 そんな 心配 は 愚な 事 か 

も 知れない が、 祈 角 讀んで 貰 ふなら 分って 貰いたい と 思 ふだけ です。 なんなら 削っても い、。 啷 

意見に 任せます」 新 小說は 僕も實 はねら つて 居ました、 しかし 匿名で 出して くれ \ ば 今の 處 其の 

方が 都合が い、 やうな 氣 がする。 此の 点で 新 小說が 何と 云 ふか 疑問 だと 思 ひます。 別に 强て名 

を隱す 必要 はない が、 鬼に 角 あの ー篇の 性質 上 「金米糖」 位の 匿名が ふさ はしい やうな 氣 がする 

のです。 

ミ九八 

11 一月 二十 一二  B 火 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 扭區靑 山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 

拜啓 築地の 海軍 造兵廠 (精 養 軒の 前の 橋 を 渡って ぢ きです) 內の 海軍 航さ 機試驗 所で 航空機 

に關 する 展覽會 が ある、 もし 御兒 さんでも つれて 御 出になる なら 存外 面白い かも 知^ん と a ひま 
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す、 兎に角 切符 を 貰った から 差 上げます 

三月 廿三 日夜  寅 

豐 隆 樣. 

三 九九 

一一 一月 二十 凹 日 水 午後 卜 時： 卜 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫璺隆 氏へ 

「はがき〕 

，はがき 難 有う、 バ ー ベリオ ンと いふ 人 は 字引 を 引いても 出て 來な いが 兎に角 僕に 似た 處がぁ 

ると いふなら 參考の 爲に讀 んで見 まし やう、 丸 善へ 頼みました」 「假名で 書いた …… 大きな 聲で」 

を 「花の 名 を 書いた 假名 を 一 字/ \ はなして 大きな 聲で」 と 改める 事に 黉成 致します」 電車 は此 

れ から 修辖 致します、 理學 博士 金米糖 もい & がなる ベくなら 唯の 金米糖に して 頂きた いもので 

す。」 金米糖と いふの は 朝日に 出で 居る 荒木 又 右 \ィ 門の 講談に 鴨 川 何とかい ふへ ボの劍 道 師範の 

弟に 與 へ られた 余り 名譽 でない プ ゾ イド 一一 ー ム です が 何だか 考 へ れは考 へ る 程 自分に 適當な 名の 

やうな 氣 がした ので 此れ を 失敬した のです。 J 少し 暖に なると 又；^ がかき 度くな つて 來た繪 を か 

く 方が たしかに 氣持 はい、。」 ちっと 遊びに 來て くれません か 

三月 廿 四日 

四 00 
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三月 二十 七日 土 午後 五 時-. -六時 本鄕 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 *區 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

がき〕 

御 端 書と 同時に 久保^ 氏から 手紙が 來 ました、 その 返事の 序に 文句の 修正 を 私から 直接 頼んで 

やりました」 「電車」 の 最後の 抹消した 處へ 次の やうに 人れ たらい けません か …… 『死者の 爲に 

立派な 葬祭 場 を 建て やうと いふ 富豪 も あ る 位 だから、 生きた 市民の 爲に 此の やうな 浴場 を 本當に 

建て やうと い ふ 人 も ありそうな もの だと 說も 出た、 しかし 當分は その 見込 はなさきつ だとい ふ 事 

になって 話し は 其れ 切りで おしま ひに なった』 しかし もとの 方が よければ それにして もい、、 ， 私 

はもとの は あんまり 輕 るすぎ て いけない やうな 氣 がします が 自分より は 君の 感じの 方が たしか だ 

から 君の い 、と 思 ふ 方に 遠慮なく 决 めて 下さ い、 唯 最初の ァ インド ルックで い、 方に して 下さ 

い」 あとから 尻 を 持ち込む やうな 事 はない から」 バ ー ベ ル君 はとに かく 注文し ました、 半年 も か 

、ら ない と 届かぬ から 心細い、 飛行機で 取り寄せられる やうに ならな けり や 駄目です ね」 金米糖 

先生 目下 「丸 善」 執筆 中 

四 0 一 

I  二月 二十 九日 月 午後 二 時-三時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 「は 

が き〕 

「丸？；； と 三越」 が 一 通り 出来た から 御 送りし ます、 御 面倒ながら 〔四 五 字 蝕〕 下さい、 自分で も 纏 

まりのつ かない そして 單 調な lang-weilis- な もの だと 思 ひます、 遠慮なく 批評して 頂いて 直して 
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ものに なりそう だったら そうして 頂き 度い と 思 ひます、」 HI いて 居る と いろんな 下らない 所謂 御 

感想が ゴタく 出て 來て、 それ を 捨てる のに 大分 骨が折れる、」 ノべッ 幕な しにぶ つ 通す よりも 

四つ か 五つ かに 番号で 區 切つ て 出した 方が い、 かと 思 ふが どうで しゃう、」 今度 も H ピ 口— クに 

大分 困った そし て H ピ a 1 グの H ピロ ー グに 一 層 困った、 あすこ はもう 少し 考へ て 見る つもりで 

す」 此れ を かいて 少し ゥン ザリ しました、 もう そろ-/ \氣 象の 方の 仕事で も 始めた くな りました 

三月 廿 九日 

四 0  二 

三月 三十 B 火 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 府下 高 田 町 雜司ケ 谷 龜原三 二 國富信 一氏へ 

謹啓 此度は 御 結婚 殊に 酒 井 君の 御 令妹と 御 結婚 だそう で 御 坐い まして 御 芽出度 叉 喜ばしく 存 

じます 今日 御 披露 式へ 御案內 下さいまして 難 有う 御 坐い， ました 御 承知の 通の 狀 態で 無 據欠禮 致し 

ます 段 は 何卒 不惡御 思 召 を 願 ひます 出席 は 出来ません が 唯遙に 此の 御 良緣の 將來の 祝福 を 心から 

祈つ て 居ます 

舊來の 習 惯に從 つ て 何 か 御 祝の 品 を 差 出さう かと 考 へました がわ ざと 差控 へました 其 代りに 次 

の 方程式 を 御 目に かけます 

1  +  1=1 

私 は 結婚 は 此の 式 を 成立させる 事 だと 思 ひます 此の 式が 成立す る 爲には 左 節の 二つの 1 が 各々 

1 2 になる 事が 必要で あると 思 ひます 
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右 御 祝詞 迄 申 上ます 

！ 二月 卅日  寺 田寅彥 

國富信 一 樣 

二伸 酒 井！！？； へ は 別に 手紙 は 差 出しません がどう か 貴兄より 宜敷御 鳳聲を 祈ります 

四 0 三 

四月 一日 木 午後 六 時— 七 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町」 ハノ  丁： > へ 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき〕 

原槁が 今日 默 つて 歸 つて 来た、 御 端 書が 來て 居る かと 思って 搜 したが 來て 居ない、 此れ は 落第 

力と 思った がし かし 何とも 云 はな いのは あんまり ヒ ドィ」 それ はそうと 石 原 君 は 擧會に 出席の 爲 

今日 あたり 上京 一 ニニ 日 內には 屹度 來て くれる だら うと 思 ひます が 例の 社の 方の 表 向の 交涉 はどう 

なった 力 知つ て 居ない と 少し キ マリが 惡 いと 思 ひます 御 面倒ながら 一 寸御聞 合せ を 願 ひます。 或 

はもし 交涉が 未だて あれ は 同 君 上京中に 宿へ 誰れ か 行って くれ、 は 好都合 かと 思 ひます、 多分い 

つもの やうに 謙 君の 處に 泊る 事と 思 ひます、 何とか 宜敷御 配慮 を 祈ります 

四月 一 日晝 過ぎ 

四 0 四 

四月 二日 金 午後 七 時 —八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

原 槁が歸 つて 御 はがきが 来ない から 急に 世の中が 心細くな つて 居た が 夕方に なつ. て やっと もれ 


が來 たもの だから 今度 は 又 急に 元氣が 出て 來た、 ゆ つ くり 直し てから 御 送りし ますから 其 上で 又 

御 示敎を 祈ります」 僕 は 又 一 ニニ 日 前から 少し 3r の 工合が 惡 くて 昨日 は 益. -惡 くて とう/ \ -タ飯 を 

食はなかった、 今朝 起きて 此ハ ガキを 書いて 居る がま だ 腹が 膨れて チッ トモ へらない。 それで 今 

朝 五 時 頃から 色. -考 へて 居た 結果もう 一 つ 「遣 言狀」 とい ふ 者 を かいて 見やう かと 思って 居る。」 

昨夜 イブセンの 「幽 靈」 の 第一 幕 だけ 讀んだ 中ぶ やりに くそうな 芝居です ね。 此前 によんだ 

闩 he  warriors  in  Ilelgeland なら 道具 立が 賑か だから 胡麻 化せそう です ね、 

四 0 五 

四月 =13  土  ， や 後 五 昨— 六 時 本鄕" K 駒 込^ 町 一三より 赤 坂 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

病氣は 昨日 當 りから 又 大分よ くな りました、 早く 暖 になつ て 出られる やうに なれば 却つ てい ^ 

だら うと 思って 居ます、 こんな 效 いやうな S いやうな 天氣 では 不愉快で しゃう がない。 丁度 僕の 

胃の やうな 天氣 です」 石； S 君の 事 はどう も 困りました 上野 氏 も 一 度 承知した 以上 は 載せる に はの 

せる でし やうから まあ 何邊 でも 氣 永く-似 促す る 外 はない かも 知れない。 石 原 11^ に は 先日 來た時 丁 

度 上野 氏 母堂 逝去の 廣吿を 見た から 多分 其 騒ぎて 遲滯 して 居る だら うとい ふ 假說を 話して おき ま 

した ej 僕に は 何故 そんなに 六 かしい か 想像が つかない、 或は 科學 方面 担任の 記者からの 故障で 

も あるで しゃう か、 そうで はない かと 思 ふ 事が 一つ ある、 此れ は 御 R にか、 つた 時に 巾し 上げ ま 

しゃう"」 鬼， に 角 別に 急ぐ 必要 はない としても 一 度 は 社から 石 原 君に 何とか 云つ て くれない とど 

う も 工合が 惡 くて w ります、 どうか 乘 りか 、つた 船 だから 〈几し く 願 ひます 
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四 0 六 

四月 五 B 月 午後 五 時| 六 時 本 鄕區駒 込 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  0> へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 難 有う、 此頃又 胃の 工合が 面白くなくて 大概 寢て ばかり 居る し 人が 來 ると 起きる が歸 

ると 草臥れて すぐ 寢て しま ふので 机に 向 ふ機會 がな く 其爲に 「丸 善と 三越」 も 其 儘に して ありま 

す、 其內に 起きる やうに なったら 充分 直して 又 御 達り 致します」 遠慮なく 批評しても らふ 爲に讀 

んで K くので すから やはり 遠慮なく 批評して くれ 玉へ、 决 して 自信の ない 譯 ではない が 唯 君の 批 

評が 僕の 急所 へ 當る の だから 直さない 譯に 行かな い の です、 自分で 掛 念な 處ゃ 始めから どうかと 

思って 居る 處を云 はれる 場合が 大部分で、 さもなくても 云 はれて 見る と 大概 それにち がいない、 

やつば り 自分の 眼よりも 君の 眼に たよった 方が い、 氣 がする。 唯一 つの 心配 は 君が 冗漫と 感 する 

處ゃ 臭く 感 する 處を 少し 殘 さない と 一 般の讀 者の 粗雜な 神経に は 肝心な 事が 丸で 感じない ではな 

いかと 思 ひます。 しかしそう 云 ふ處は 自分 も 矢張りく どかったり 臭かった りする 事 は 免れません" 

なるべく 讀 者な どは搆 はす 自分の い 、と 思 ふやう にやり まし やう 

四 0+- 

四月 五 B 月 午後 五 時 —六 時 本鄉" Sil 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

もう 一 つの はがき を 書いて 後に 君の 紅茶 をのむ 前に かいた 御 端 書が 来ました、 御說の 通り 今度 

惡 くな つたの はどう も 力 ー ライル や 二 ー チ ヱ が 胃の 中で 醱酵を 起した 爲 らし い。 少し 外出で もす 
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るが い、 と は 思 ふが 例し ろ 天 氣が惡 いので それ も 出来ません c」 旅行 は みんな からす、 めら れる 

が 僕 も實際 先生の 修善寺 を考へ ると こわくて sf^ 氣が 出ない、 もう 少し 胃の 異常 感が なくなって か 

ら にしない と 第一 宿屋で は 食物が 思 ふやう に 行くまい と 思 ひます、 眞 鍋さん に は 見て 貰 ふ 約束 は 

して あるが まだ 見て 貰 ひません、 今 は 醫學會 で 忙しいで しゃう。」 今日 石 原 君が 來てー 處に晝 飯 

をく つて 今歸 つた 處 です、 社から は 何とも 云って 來 ないそうです」 御 暇が あったら 來て くれ 玉へ、 

話し をして 居る 方は讀 iE より 胃に はい 、と 思 ひます」 松 根 君も來 る/ \ と 云つ て 居る が 亡が し い 

と 見へ て 未だ 来ません 

四 0 八 

四月 九 B 金 午前 卜 一時— 卜 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

かき〕 

昨日 は^ 中 御 来駕 を 賜 はり 殊に 新調 合服の 楓爽 たる 御 英姿 を 拜し拜 謝 致 候 塞氣を 恐れて 無精の 

我儘 を. & 出で 色. -失禮 の 段. -御 海容 を 祈ります」 國 許より 「球根」 の 發送者 A 村の 甥が 上京、 在 

京の 甥と 同道で やって来て 十 時 過迄醉 つて メ  — トル を擧げ 小生の 宅で は 一 寸 珍しい 光景 を呈 しま 

した。 「球根」. の 所得 稅を徵 される 事に 决定 致しました」 小宮 さんに 紹介して 貰 ふ 積であった さ 

うで、 さう して 大いに 一 所に 飲む 積で 居たら し い の で 君 は アブ ナイ 處を 免れた 譯で御 坐い まし 

た、」 犬に 奮發 して 筆で 書いて 見た が 苦しくて 肩が 凝って しま ひます、 筆も惡 いが 
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四 0 九 

四月 十一 IB 月 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

力き〕  . 

今朝 は天氣 もよ し溫 だった ので 何處か 出た くな つた、 久しく 君に 逢 はんやうな 氣 がする から 御 

尋ねし やう かと 思つ て 着物 を 出さして それ を 暖める 間に 一 寸 庭へ 下りたら 急に 少し 腹が 痛くな つ 

たので 思 ひ 止まりました、 腹 は それ 切りて 大した 事はありませんでした、」 溫 くなる と 頭が ボ ン 

ャリ して 讀ん たり 書いたり が 苦しくな つた、 御す、 め もあった ので 一 一三 日 前に 油 畫具を 買って 來 

て 小形の スケッチ を やって 見て 居ます、 無論 物に ならない が 面白い 事 はや はり 面白い 描く 事自 

身が 面白い よりも 描きながら 絶へ す對 象の 中に 在る 珍ら し い 現象 を發 見して 行く 事の 面白味が 寧 

ろ 強いと 思 ひます、」 劇評 脫 稿の 上 御 暇が あったら 御 來車を 願 升。 もし 出ち かふと いけない から 

1 寸前に 御 はがき を 下され は 好都合と 存じます 

四 I  0 

四月 十四日 水 iH^ 一時 ー 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 "tel 靑山南 町人 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

電車 は 体よ く 門前 拂の 由、 甚だ 不平 だが 三 宅さん の 電車が 前に 出て 居るなら 電車の 衝突で 困る 

でし やう、 三 宅さん の は 見ない が 物が 同じで 二人共 科學者 だと 內容も 似て 居る かも 知れない」 鬼 1 

に 角 仕方がな いから 断念す る 外 はない が 何だか 不愉快な 氣 がする。 一度 受取って 置いて 苦情 をい お 


の だ 力ら 始め 力ら 断る のと は 少しち がふ、 讀んで 見て 面白くなかった からか も 知れない、 そし 

て 小宮君 の 原槁を 引出す 餌に する なんか もチ ットヒ ドィ」 なんだか 肝 瘤 にさ わる から 原 槁をか へ 

して. 頂いて 燒き拂 つてし まい 度い やうな 氣 がする が、 それ は 惜しい からま あ 大事に しまって 置い 

て、 快く 出して くれる やうな 雜 誌の 出現す る迄氣 永く： つて 居る 事に しまし やう、 それ 汔 j て は 或 

は 熱が さめて 今度 は 自分の 方で 出す のがい やになる かも 知れない」 油畫が 三枚 出来た 此れ も 君に 

見て 貰い 度くな つた、 其內に JJf^ の 床の間で も寫 生に 行きたい が 差 支はありません か 

四月 十四 n 

四 一 一 

四月 十六 B 金 ハ 4- 後 ra^l 五 時 本鄕_酞駒込^町 一 三ょり赤坂區靑出南町」ハノ 一  〇，=^小官雎：-隆氏 へ 〔はが 

き 速達便〕 

御 端 書 難 有う、 此れ を拜 見して、 さぁ明^は其の紅葉の若芽をi^l生に行くのだと云って大に勇 

み 立って 居た 處が、 阈へ歸 つて 居た 甥から 電話が か- - つて 明日 鄕 里の 要件に つ いて 談 しに 來 ると 

云って 來た、 其方 は 多分 晚だ らうから 朝から 君の 處へ 行つ て 晝過頃 迄に 仕上げれ ばい、 と 思った、 

そうしたら 又 東洋 城 Ilf; から 端 #1 が 來て明 口 土曜の 晝 から 來 ると 云つ て 来た、 此れで 紅葉の 若芽 は 

とうく 駄 En になった、 今年 か、 ない ともう 一寸 機會 はなさ、 うです、 殘念 だか 仕方がない」 若 

し 君が 待つ て 居て 下さる と 御氣の it だから 至急 御 報 致します 

四月 十六 日 午後 五 時 
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四  一 二 

四月 十九 日 月 午後.^ 時— 九 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小宮謦 ：隆 氏へ 〔はがき〕 

一 昨日 は 失禮御 かげて 大變に 面白い 半. 日 を 過し ました どうか 又 余り 遠くなら ない 內に御 來車を 

願 ひます、 それ迄に 叉檎を こしら へて おくから」 今日 やっと 丸 善と 三越 を 直しました、 おしま ひ 

の處は 此んな 事で 如何で しゃう か、 どうも 菜っ葉 を 割愛し かねた もの だから あんな 事に した、 一 

度 かいた 處を 根本的に かへ る 事 は 實に六 かし いもの だと 思 ひました、」 子チ ュ ァ ー と 學藝を 送り 

ましたが 屈き ました か 桑 木さん の は來月 かと 思つ て 居たら 今月でした しかも、 君が 歸られ た あと 

で 見たら チヤ ンと來 て 居た、 石 原 f^f; のかく 事は此 等の 記事と は 丸でち がった 根本的の もの だら う 

と 思 ひます、 

四月 十九 日 

四 I ミ 

四月 二十四日 土 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ベ 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

御 はがき 拜見、 メル キュ ー ルは 僕に も 六 かしそう だが 鬼に 角 勉強の 爲 にの ぞいて 見 まし やう」 

昨日 犬に 勇氣を ふるって 自分の 顏を寫 生して 見た、 左り 前に 寫っ て 居る の 像 は 自分と 別物 だとい 

ふ 事 を 痛切に 感じた、 鏡 を 二 枚 使 はなければ 自分の 本 當の顏 は 見られない 譯 です CJ 鬼に 角 描き 
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上げた の を 見る と 矢張り 變に 可笑し いやうな 口惜し いやうな 悲し いやうな 嘻し いやうな 齒痒 ゆい 

やうな くすぐった いやうな 氣 がします、 やつ ぼり 人物 は 胡 魔 かしが 利かない から 六 かし いと 思 ひ 

ました。 殘念 だからつ いて 第一 一の 自畫像 を 試み やう かと 思 ひます 

四月 廿 四日 

四 I 四 

四月 二十 4iB  〔九 年？〕 (時間 不明) 本 鄕-區 駒 込 曙 町 ニー 一より 松 山 市 杉 谷 町 九 鈴 木 淸太郎 氏へ 

御手 紙と 雲の 寫真難 有う 御 坐い ました、 寫眞 は大變 結構と 存じます、 近頃 藤 原 君の やって 居る 

やうな 方面で も 研究す ベ き 事が 隨分 ある 事と 存じます。 中立面 白い もの だと 思 ひます。 

雲の 寫眞 では 近頃 子チ ユア— に 紹介の 出て 居た 以太 利の Tabbaia とい ふ 人の 本が 大層 立派な 

もの，^ やうで 御 坐い ます 

イオンに II ち の 附着の 御 研究 も 非常に 興味 ある 事と 存じます 僕 も 此の方に は 大分 興味 を 持つ 

て 居る のです が 近頃 は氣 象の 方の 統計的な 仕事に 追 はれて 新し ぃリ テラ チ ュ ァも 見ません し、 佘 

り考へ て も 居りません ので 何の 意見 も 御 坐い ません が、 併し 此方 面の 御 研究 も 非常に. 有望 だら う 

と 存じます、 どうか 益 i 御 追究 を 祈 度と 存じます 

右御禮 迄、 なほ 御 閑の 節 は 時- -御 便り を 願 ひます 草.^ 

四月 廿 七日  寺田拜 

鈴 木樣玉 案下 
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四 I 五 

五月 四 B 火 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 

新 小説の 廣吿が 出た から 多分 接って くれる かと 思って 待つ て 居た が來 ないから 買 ひに やって 一 

覽 しました、 いろんな 点で 少し 厭な 氣 がした、 第 一 紙の 質が 惡 くて 殊に 僕の 買った ので は 「風呂」 

の 出て 居る 邊の 紙が 特別 惡 くて 薄くて 鼻紙に もなら ないやうな ものです、 從て 裏面の 印刷が 透い 

て 見へ て 汚なら し い、 最後の 頁の裏が 廣吿 だから ことに ヒ ドィ。 第二に は 三 宅さん の を 讀んで 見 

ると 大分 共通な 事が あって 眞似 でもした やうで あるし 又 人の 繩張りへ 侵 人して 居る やうな 滿員電 

車 へ 無理 に 割り込ん で 居る やうな 氣 がして 甚だ 不愉快 で あ ります あんな ものになる のなら 「丸 

善」 の 方 はもし 未だ 約束がないなら 引っ込ま せたいと 思 ひます。 誤植 も かなりに ある」 瀧 田 君が 

いっかの 御 婚禮の 時に 五月 頃 何 か 書かん かと 言って 居た 事 を 思 ひ 出した からなん なら 其方 を 交涉 

して 見ます」 神 近 市子の もの は 面白い、 市子なる ものが 少し かわゆくな つ て來 た、」 昨日 塩鞋の 

切身 を油畫 でかいて 見た、 中よ 六 かしい 

五月 四日 

四 一六 

5 

五月七日 金 (時間 不明) 本鄕^ 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宮 登隆 氏へ 〔はがき〕 お 


御 はがき 拜見、 前回 は 不愉快の あまりに だに を こねて 失 禮御宥 し を 乞 ふ。 新小說 はま だ 達って ^ 

來 ません、 中央 公論 は 余り 喜ばない かも 知れん が 鬼に 角 前に 瀧 田 君の 話が あつたから 都合 を 聞い 

て やります 若し 落第したら 仕方がな いから ホ ト、 ギス にで も 膝 を 屈しる かも 知れない、 あの 新 小 

說の惡 い 紙の 不愉快 さは とても 御 話しに ならない。 切り 拔 いて 取って おくの も氣 持が 惡ぃ、 此れ 

に比べる とま だホト 、ギス の 方が いくらか ましです」 今日 ァラ 、ギ が來た 紙が よくって 氣持 がい 

、、 誤植 も 少ない。 .C の 間違 もない 編輯 者の 親切が あら はれて 居る」 ゾ ログ ブ 何時もな から 面白 

く拜 見し ました、 もっと 鑌 けて 出して 下さい、」 十分 間 位で 油緣の スケッチ を やる 事を發 見した、 

企 程 風雅な ものです それで 近ぶ 君の 獨逸通 を 聞きながら 君の 風采の 即 i なを 試みに 行きた くな つた。 

此の スケッチが 出來 ると 此れ は 恐らく 後世 スバ ラ シィ贵 重な 寳物 になる かも 知れない、 しかしな 

ら なくても 其 日の 一興に はたし かになる。 

四 一七 

五月七日 金 午後 六 時 —七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂" R 靑山南 町 六 ノー  〇 へ 小 豐隆 氏へ 〔はがき 

表に 「5:」 と あり〕 

近頃 *1  く 物が 跡を曳 かなくな つたと 云 はれて 見る とそうかと 思 ひます。 此れ は 年 をと つ て 謙譲 

の德を 失った せいか も 知れん が 昔 は 理屈 を 云 はな いで そして 丁度 俳句 を 作る やうな つもりで 出來 

る だけ 短く 切りつ め 云 ひ 度い 事 を 半分 か 三分 一 で やめる やうに したせ いも あるか も 知れない しか 

し 近頃 はそんな 事 をす るの が 却って 何だか 厳 味な やうな 氣 がして 來て 寧ろ 反對に わざとお しゃべ 
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り をして 居る やうな 氣 がします。 要するに 昔 は 色氣が 多くて 惚れつ ほかった のが 年と つて あっか 

ましくな つたので しゃう、 どうか 御 寛容の 上 倍 舊の御 引 立 を 願 上ます。 しかし 豐隆 先生 も 昔籤柑 

子 を よんだ 時と 今日と ではち がって 居 やしま せんか、 昔讀 まなかった 藪柑子 君の もの を 今 讀んで 

見ても 大丈夫で しゃう か」 先生の 2：： 腸 病院の 日記 を 讀んで 居る と 色. -思 ひ當る 事が あって 非常に 

面白い、 先生の 心 持が ほんとうに 分る やうな 氣 がする が ある。 「s: の 中へ 棚 を 釣った やう だ」 

とい ふ 形容 を 見つけて il" しかった、 此れから 人に 聞かれたら 應用 しゃう。 僕 は 「3E の 中へ すりこ 

ぎが 横にな つ て 居る やう だ」 と 云つ て 居た がャッ パリ 先生の 方の い 、やう だ 

五月七日 

四 一八 

五月七日 金 午後 六 時 II 七 時 本鄕 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき 

表に 「g」 と あり〕 

瀧 田 Iff; から 返事が 來て、 原 搞を貰 ひ 度い と 云って 來 ました、 御手 數 ながら あれ を 達って 下さい 

ません か、 なんなら 大； から 直接に 送って 下さらば 簡單 かと 存じます、 どうか 宜敷願 ひます。 瀧 

田 君の 事 だから キッ ト 匿名 を 厭が るたら うと 思う が 兎に角 矢 張 金米糖に したいと 思って 居ます、」 

一 つ 「^怖」 の 爲に大 におと を 引く やうな の を 書いても ぅー邊 若が へられる かどう か試驗 して 見 

やう かと 思つ て も 見た がどう も 見 汄ーも 少な いし 元氣も 足りません、 少し 焚きつ けて くれません 力 

五月七日 夕 
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四 I 九 

五月 十 B 月 (時間 不明). 本 鄕ぼ駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜見、 御 家族 皆さん 又 御風の よし、 今度の は裨 心配な 事はありません か、 君も此 頃な 

ん だか 風 を 引き 安い やうな 氣 がする が 一 度 本式の 健康診断 を やった 方が よくはありません か、 僕 

は 風 を 引き 安い 人で は 幾度 も 失敗して 居る からなん だか 不安心な 氣 がする。」 昨日 津田御 夫婦 來 

訪、 僕の 油繪を 見に 來て くれたとの 事で 嗜 しかった、 獎勵 と啓發 とを與 へて もらって 元氣が 出た 

今度 はもう 少し 大きい の を やって 見 まし やう、 小宮 君が 僕の 靜 物に は 重力が 作用して 居ない と 云 

つたと 訴 へたら 俊 子 夫人 曰く 「わたしの 樹は 根がない やう だと おっしゃ いました」 で 同病 相憐み 

津田 君に 犬に 笑 はれました」 新 小說の 人が 昨夜 來て金 を 一 一十 R よこした、 ちっと 氣の 毒な 氣 がし 

たけれ ども 頂戴して おきました、 左様 御 含 置 を 願 ひます」 「丸 善」 の 原槁難 有う 御 坐い ました 鬼 

に 角 瀧 田 氏へ 送ります。 なんだか 君に 世話 を やかせて だ を こねて 勝手な 事 をして すまない 氣が 

する が どうぞ 御 寬容を 願 ひます、」 スケッチに は 皆さんの 御病氣 がよくな つてから 上り まし やう、 

五月 十日 

四 二  0 

五月 十二 日 水 午後 一一 一時 1 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

十一 日の 御 はがき 唯今 拜見、 風邪で 御 困りの 由、 御大 事に 願 ひます、 津田 君に 敎 はって 少し 眞 
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劍 にやり だしたら 今度 は 凝りす ぎて いじけて どうもう まく 行かないで 苦しくな つて 來た、 それと 

同時に 今迄 かいたの がみん な 薄っぺらで 恐ろしく 單 純に 見へ て 来た、 昨日 一 寸津田 君 を 尋ねて 津 

田 君の や 安井さん の をつ く， <\- 見て 居る 內に 自分の 幼稚な 事が 益よ ハ ッ キリよ く 分つ て來 た、 少 

しい やにな つたが どうせ 遊び事 だから 今度 は 本 當のカ ンバ ス へ 時間 を 充分に かけて 一 つかいて 見 

やうと 思って 六 号と いふ 力 ンバ スを かって 來た、 なんだか 樂 しみな やうな こわい やうな 氣 がして 

未だ 始めません、」 今朝 突然 松 根 君が 來て漉 柿の 原槁 を小宮 君に 貰へ るつ もりで 居たら 君の が 間 

に 合 はんから 僕に 間に合 はせ ろとの 事で 少し 弱った が、 暇で 遊んで 居る ので 断りに く k なって 鬼 

に 角 約束し ました、 此れから 何 か 大急ぎて 粗製濫造 にと りか、 ります から 一寸 御報吿 致します、」 

かぜ は 無理し ないです つかりな ほして しま はない と危儉 です よ、 

五月 十二 日 

四 二 一 

五月 二十  一 B 金 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小官 厘 35 隆氏 へ 

〔はがき〕 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致し. ましたが 御變 りはありません か 御 病氣は 如何です か」 僕 は 一 昨日 眞鍋 

さんに 診て 貰 ひました 此れから 又 一週間ば かり 便の 驗査で 食物に 不自由 をし ます、」 油 綺は其 後 

本物の 力 ンバ スを やり 始め 像と 風景 を チヤ ン ボン にやって 居る が 中- - 骨が折れて うまくいかな 

. い、 一週間 余りい じくって 居る がいじり 過ぎて 段ぶ 堅くな つてし まふ、 やつ はり 类に はト さな ハ お 


ンド スケッチ 位が 相 慮らし い」 旅行が して 見たい とも 思 ふが 撿 便の 結果 を 見てから の 事です」 石 

原 君の 一 件 は 其 後 どうな つたで しゃう 實は同 君から 別の 用で 手紙が 來て其 返事に あの 事 を 何とか 

云 はない と 工合が 惡 いので 返事 をぐ す/ \ して 居ます 

五月 廿 一日. 

四 ニニ 

六月 八 B 火 午後 十 時—， 十二時 本 鄕區駒 ヮひ 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

今日は 御 産後の 御 取 込 中 をも搆 はす 長 坐い ろく 御手 數を かけ 隨分 失禮 でした がし かし 御 かげ 

て 僕 は 非常に 愉快でした 天氣 はよ くなる し凉 しい 靑 嵐が 吹く し、 安井さん の緣 はしみ/^ 見た し 

そばもう まかった しあん まりい 、心 持に なって うと/ \ しそうに なりました、 靑 山の 墓地 も 始め 

て 通った がい、 心 持であった、」 別れる 時に 奥さんに よろしく 御 挨拶 をた のむ 積り で 居て つ い 忘 

れて しまって わるかった、 どうか. {且 しく、 御大 事に なさる やうに 祈ります、」 どうも 安井 氏の 総 

によって ひどく 啓發 された やうな 氣 がする が、 やって 見たら やつば り 駄目な にき まって 居る、 又 

眞似 など はした くないが 唯 あんな 西洋の 景色 を 十日 も 一 一十 日 も か つて かいて 居る とい ふ 境遇 だ 

けは眞 似が したくて たまらない 氣 がする。 子供が 一 人前に なって 自分で 隱居 する やうな 日が 來た 

ら其 時に 搶の具 箱 を さげて 伊太利 邊へ でも 出かけたい、 とい ふやうな さ 想 をお こして 見た。 僕が 

六十 迄 生きる として 長男が 無難に 行け は 三十 一 になる と 思 ふから 出来ない 事で 〔 一 字 蝕〕 な いらし 

い、 今日から 旅費 を 貯金で もしゃう かな ど 、思ったり す 〔六 七 字 蝕〕 のんきな 事です 


290 


年 九 正大 


四 二三 

六月 十四日 月 午後 一 時— 二 時 本 鄕區駒 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小官 豐隆氏 へ 〔はがき〕 

十三 日の 御 端 書拜 見し ました、 なる 程 金米糖 先生の 好評 嘖々 たる もので 余り 厭で もありません- 

比れ ひと へ に豐隆 先生の 指導 宜しき を 得た るに よるに 相違ない ので 大に 君に おごる ベ き だと 思 ひ 

ます、 便の 檢査も 一 先づ やめます (今日から) から 御 都合の い 、日に 何處か へ 御案內 したいと 思 ひ 

ます、 尤も 奥さんが すったり 平生に なられて からにした 方が 小生 も 落着いた 心 持に なれる から そ 

うなったら 何 處か御 伴し まし やうつ」 今度の 水曜 か 木曜に 眞 鍋さん 處で X 光線で 胃の 撿査 をして 

貰 ふ 事に なって 居ます。 裸に されて 立た されて そして 變な物 を 食 ふ處を 大勢の 助手 達. に 見られる 

のが 厭 だけれ 共し かたがない」 奥さん や 御子さん は 御 日立ち は 宜しい のです かその 內に又 行き 度 

いと 思って 居ます。 論 £ の溜飮 を 吐きたくて 困る から」 「パ ン とそば」 も 面白い が 此の 次 は 「顏」 と 

いふ 題で 百 枚 位の 大 論文 を か \ うかと 思って 居る、 もし 出来たら 又よ ろしく 御 叱正 を 願 ひます」 

メル キュ ， ^ルに あるべ ルナ ー ルの セザン ヌ 論を讀 みかけた が 余り面白くないので 中止して ありま 

す、 其 內讀ん でし まひ まし やう、 セザ ンヌの 欠点 を 論じて 居る 處が 多少の ねうちが ありさう です 


四 二 四 

六月 十九 B  土 午後 五 時— 六 時 本 鄉區駒 3> ；! 曙 町 一一 一一よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき〕 

上野 氏 い よく 約束 履行の 由 それで 小弟 も大 に 安堵し まし た、 しかし 大變な 御手 數 であ つたと 
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思 ひます、 余り 遲く なった ので 石 原 君が 氣が拔 けて しまって 厭に なり はしまい かと 此方が 心配に 

なります が 石 原 君の 事 だから 今更い やと は 云 ふまい と 思 ひそれ だけ 氣の 毒な 感 があります、 鬼 も 

角 も 肩が 輕く なりました」 白 兎の スケッ チは 早業 を耍 する ので チッ ト六 かしい がそれ だけなん だ 

かやって 見 度い 氣 もします、 自畫像 はどうしても うまくい けない ので 精根が 盡 きて 中止、 家族の 

顏を 乱暴な ス ケ ツチ にやって 見る と 此方 は 却つ て 面白く いけそう です。」 レン トシ H ン撿查 では 

僕の 胃が、. ノルマ ー ル より 著しく 長いと いふ 事、 少し 下垂して 居る 事、 H ン トレ— ルン グは ノル 

マ， I ル だとい ふ 事、 創痕 は 幽門に 近い 上 壁に あるら しい 事 此れ だけの 事が 分りました。 胃の 工合 

は 一 ニニ 日 暑かった ので 大 によくな つた、 もう 大丈夫と 思 ふから いつでも 春 日な り 風月な り 御 伴 仕 

り まし やう-一 「顏」 は豫吿 ばかりで 着手せ す 付料宽 集中 故 御用 心/ \  physiologiscli,  psyche- 

logisch,  estheUsch,  erkelsliruss  theoreUsch  p  s,  Av. 忙 論じます. 

四 二 五 

六月 二十四日 木 午前 九 時， ー 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 厘 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔は 

がき〕 

「白 兎の 死」 でも 書いて やって は 如何です か、 それにしても 隨分 デリ ケ ー トな 動物 だと 見へ ま 

すね、 實際野 鬼な ど、 はちがつて 見た 處 でも 此の世の 暴い 風に は堪 へそう もな ぃボ ャ/ \ した 

ethereal な 感じの なる もの だと 思って 居た がそん なに 弱い と は 知りませんでした」 蓄音機 到着の 

由、 此れから 時 立 聞かせて 貰 ひまし やう、 直接 獨 逸の レコ ー ドを 取りよ せる 工夫はありません か、 


年 九 正大 


武者 小路 氏が 白 耳義へ 行く そうだから 賴ん だら どうです、 そして ヮグナ ー 物 を とりよせて は 「今 

朝 胃液 を檢査 して 貰 ひに 行った が 知らす に 朝飯 をく つ て 行った もの だから 駄目で 明日 出直し ま 

す、」 金米糖 先生 昨今 「顏」 執筆 中 約 三十 枚に 亘る 長篇の 由」 ばらの 垣根に 峰が 巢を 作り かけて 

居た。 あぶない から 蜂の 居ない 留守に 取って しま はう と 思って 居た、 しかし 蜂の 丹念な 仕事 をし 

ばらく 見て 居たら こわす のが 惜しくな つた。 此頃 見る と巢は 一 向 工事が 進 渉して 居ない 蜂の 姿 も 

一向 見へ なくなった。 何處 かで 死ぬ か 殺されて しまった かも 知れない と 思った、 しかし あんまり 

人氣が 近いから 轉 居した と い ふ說も 出ました どちら だと 思 ひます、 

四 二 六 

六月 二十 五 B 金 午後 二 時— 三時 本 錄區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

咋日眞 鍋さん 處へ 行つ て 胃液 を 取って 貰った、 大きな 管 を 無遠慮に 咽喉から 胃袋へ 押し こまれ 

た 時には 苦しかった。 淚と 鼻と がー 處に止 度な く 出て ぎ や あ-^ 云った。 胃液 を檢査 して 見る と 

中に 血が 交って 居た そして 酸性が 強かった それで 叉當分 便の 撿査 をつ ける と 宣告され た。 創の 

ス ッ カリ 愈へ る 迄 は 肉食 を 断てと 命ぜられた、 肉 は 酸の 分泌 を 多くす るの みならす 蛋白が 創を剌 

撃す るから いけない と 云 はれた。」 此の 向きで は 九月が 来ても 駄目ら しいので 今更ながら がっか 

りしました、 繪を かくの も 何 をす るの も 嫌に なって しま ひました c」 今度の 便の 撿査 がすみ 次第 

1 期の 思 ひ 出に 小宫 君と 東京 中のう まい 料理 を 食って 廻って それから 一 生ヴ H ヂ テリア ン になら 
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うかと 考へ て 居ます つまり 本 當の愤 侶に ならなければ 駄目ら し い 

六月 廿五 n  " 

四 二. P  _ 

六月 二十 八 B 月 午前 十 一 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 {a 豊隆氏 へ j 

〔はがき〕  一 

二十 六日の 御 端 *1 難有拜 見、 おかげで 少し 胸が すきました。 御 示しの モット ー も 面白い が 又； & 

参-に del. Ar は behandell;  mclil;  den  Kranlsn,  sonaeru  die  Ivl.ankheit とも 云へ る。 と 田し ひま S 

した。」 病人の 日記に よく 朝夕のお かすの 行列が 出て 居る のが 少しお かしかった が此頃 少し あの. 

心 持が 分り かけて 来ました」 毎日 天 氣が惡 くて 頭が 惡ぃ、 母と 妻 も 頭が痛いと 云って 居る。」 土 一 

II と 日曜で 小 供が さわぐ」 「額」 を どうにか IA 曰いて しまつ て、 そろ/ \ 直して 居ます。 *1  く 事 はま 一 

だ ある やうに 思った が あんまり だら/ \ して 自分で さへ いやにな つたから 打ち切りました。 一 一三 一 

日內に 送る からどう か 御 面倒で しゃう がよ ろしく。 ちと 冗漫との 御 叱 を 受けそう で 少し 氣か 咎め 一 

て 居ます。 紛 筆で 遠慮なく しるしで もっけて 下さい」 絕對 の茱食 はつにき さう もありません、 M-i 

の 撿查が 中止に なれば 少し 位 は 戒律 を 破っても い 、かと 思って 居ます。 そうでなくて はやり 切れ j 

ません、 少 くも 此の方 法の き、 めが うごきの とれぬ 程た しかで ない 限り は  i 

四 二八 
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セ月五 B 月 時 問 不明，) 本鄕 K 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0-^ 小 宮覺隆 氏へ 〔はがき〕 

御 多用中の 處を 下手の 長談義で 御 邪魔した 事と 存じます が 詳細な 御 批評 を 賜 はり 難 有う 御 坐い 

ました、 なる 程 今度の も 後の方が バラく になって 居ます、 矢張りお しま ひ 近くなる と 少し 面倒 

くさくなる 爲も あるが 御說の やうに つまり あれ もこれ もと 殘着 を搔き 集める やうに して 無理に 有 

り 丈け の 材料 を みんな 出さう とする からでし やう。 始めの 方へ うまく はまらな か つた ものが あ 

との 方へ 自然に 堆積す るの だら うと 思 ひます。 しかし どうも これ を 割愛す る 事が 六 かしくて つ い 

,.,(\未 練で かいてし まひます、 それ だから 貴兄に 睨まれる とたち まち ぼろ を 出す」 此れから 又 ゆ 

つくり 考へ て 何とか 胡麻 化して 見 まし やう」 そう 云 はれる と 始めの 方の 追想 錄は r 顏」 と は 少し 

緣が 遠い がどう も あれ を 書かない と氣 がすまない ので 困つ て 居ます、 あれ を 生かす 工夫 を考へ て 

見 まし やう、 おしま ひへ 何とか 細工 をして 緒言の Nachklaug を 呼び出して 結末 をつ ける やうに 

でもしたら どうかと 考へ て 居ます。」 どうも 難 有う やっぱり 云 はれない と氣 がっかない 

四 二 九 

七月 十三 日 火 」r 後 六 時 I 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ぺ小 宫豐隆 氏へ 

其 後 は 御無沙汰 しました、 今朝の 讀賣で 見る と 今月末から 御歸 省の 由し ばらく 御 目に か ^ れな 

いから 一 度 其 前に 上りたい と 思 ふが 先月 胃液 採取 後 工合 惡く日 A 微量ながら 陽性 反應が あるので 

なるべく 外出 を扣へ て 居る 爲め 事によると 上られない かも 知れません、 それでもし 本 鄕邊迄 御 出 

の 序に 御 立ち寄り 被 下れば 非常に 難 有く と 存じます、 
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此 間中 少しば かり メ ル キ ュ ー ルを 讀んで 見ました。 セ ザンス の崇拜 者で 紹介者と して 知られた 

ベ ルナ ー ルが 今度 は 少し セザン ヌに對 する 非難の やうな もの を 書いて 居る、 胃 頭に 「プラト ー を 

愛す、 しかし それよりも 眞を 愛す」 とい ふ讓を 引いて 申譯 けがして ある。 セザ ン ヌ が 無闇に 「眼」 

ばかり を賴 りに してつ まり 感覺の 表現 を 目的と して 居る けれ 共 實際は 彼れ の 一 種の 理論から 

CJCnccive した もの を 表 はす 方法 を 取って 居る、 其處に 大きな 矛盾が あるから いくら 描いても 

描いても 未成品ば かりにな つたと いふ やうな 事が ある (此れ は 例の r 顏」 へ 少し 借用す る 事に し 

た)、 感覺 とい ふ も の は 非常に 取りと めの つかない つかま へ られ ない もの だとい ふやうな 事に つ 

いて は 君が いっか 云った 事と 同じ 考 であるら し い。 終りの 方に は 補色の 使用法に 關 する 從 來の考 

の 誤謬 を 指摘し I た處 など 一寸 面白く 此れに は 又 異論 も あるが、 い つか 钾目 にか， - つた 時 御 話し 致 

しまし やう c』 Cluzcau とかい ふ 人が 色彩の 使用法に 關 する 新案の Table を 出して 居る、 此れ も 

畫學 生に は 多少の 参考になります』 ヴ オル テ ー ルが 今の Tanli の 先祖と いった やうな 一種の 戰車 

を 設計して リシ リュ —に 押賣り をしても 一 向 相手に なって くれす それから 又 露 西亞の カサリン 皇 

后に す、 めて 土 耳 古の 戰 ベザに 使用して 貰 はう として 幾度 も 建言した が 結局 だめであった 話が 出て 

居る、 ヴ オル テ ー ァの 手紙が 一 々引用して あるの が 面白い、 自分の 專門 でない 發明 だからと いふ 

事 を H ラク氣 にして 云 ひ譯を 云って 居る 處が 面白かった』 サロ 一一  力 駐屯の 將 校の 見聞 記の やうな 

もの を 讀んで 見ました、 南京虫に 責められて 弱って 薬屋で こぼす と、 薬屋が 驅 除の 絶望的な 事 を 

告げて 「なにしろ 歷山 大王 以前から 居る のです から」 と 云った のが 一 寸 可笑しかった。 今の ギリ 

シャと 昔の ギリシア を比铰 すると 實際不 思 儀な 氣 がする。 レスト ー ラ ンで腸 詰 を 注文す ると 腐つ 
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て 居た から ボ ー ィを 呼んで 注意す ると 「一週間 前に、 腐って 居る と 申した ではありません か」 と 

答へ たとい ふ 事 も かいて ある。 獨 逸の 飛行機が 爆彈を 落したら、 希隨の プリンス ゃ將 校が 即 H み 

んな立 退いて しまったと ある。」 小說の やうな もので は 貴族の 夫人が 二人 夫の 長い 留守中 性慾 

に锼へ てとう，/ \ 夫の 出陣 先き へむ けて 五日の 旅に 出かける のが ある、 途中で 馬車が 破損して 修 

繕 を 待つ 間 森の 中 を あるいて 居る 中に 笛の 音に 引きつ けられて 妙な (一 liateaii へ はいると 其處に 

不思 儀な 男が 居て 公爵夫人 は 其 男の 魔力に 醉 はされ てとう く 自由にな つてし まふ 目的地へ 着 

くと 一 一人の 夫 はもう 引上げた 後だった、 歸途に 又 森の 城へ 寄って 見て そして 前の 不思議な 男 は 人 

間で はなく。 ハ ンが 化けた のであった とい ふ 事を發 見す る。 こんな 夢幻 的な 筋で なんだか つまらな 

いと 思った、 しかし 叙景な どに 國語其 物から 來る チヤ ー ム が あるので 一 種の 印象 はありました。 

次に は獨逸 軍の 侵 人した 村の 農夫が 姉 を 遠方へ 避難 させて 獨 りで 踏み 止って 居る、 其處へ 避難の 

途中 足 を 痛めた 女が 來て 止めて やる、 結局 其の 女と 結婚す る 事に なって 其 婚禮の 晩に 姉が 歸 つて 

來る、 そして 怒って すぐに 又 出て 行く、 とい ふので 非常につ まらない。 女が 農夫 を 散々 じらして 

永く 釣って 置く 處な ども ちっとも 突っ込んで かいてない、 非常に 甘い ものです c」 次に 讀ん だの 

は デカダ ン の 奇人が ピ ァ ノ の 殺の 代りに 鐘 を 使つ て、 鍵盤 を 押す と電氣 仕掛で 鐘が 連續 的な 音 を 

出す とい ふ 樂器を こしら へ て 居る、 そして 其の 樂器を 使 ひ 得る 天才 音 樂家を 捜して 居る とい ふの 

が ある。 此れ だけ は 一寸 變 つて 居て 面白かった。」 今讀 みかけて 居る の は希臘 駐在の 將 校が .Hi- 

din  に戀 をして 不思 儀な めぐり 合 をす る 矢 張大に 甘い ものら しい。 唯 背景が 珍ら しいので 讀めぱ 

イリ ュ ー ジ ョ ンは 起る。 小說 として は みんな 甘い もので 自分の 中擧 時代に よんだ 新 小說ゃ 明治 文 


庫の やうな 氣 がします。 唯佛 人が 讀 めば 所謂 rOrient の 香の 强ぃ處 に 興味が あるので しゃう。 

適に こんな もの を 讀んで 見る と 日本の 若い 作家 達の 方が どの位 ヱ ライ か 分らない と a ひました。 

余事 後便に て 草 M  I 

七月 十三 日  寅 彥 

豐隆 仁兄 玉 案下 

四 三 0 

七月 十四日 水 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

Hr  stellte  e.  W. 瀧 を 利用して ボム プを 働かせ 水 を 汲 上げる やうに し 其れと へ 口 ン (又 i  、  口) 

の 噴水 (或は 喷泉) と を 取り合せ てた へす 水 を 噴かせる 仕掛 を 作った 事 だら うと 想像し ます、 

へ n ンは 古い 希 職の 擧 者で 此 人の 考案した 噴水 は 図の 如くです 

けの 水が £ の 管 を 通って 卜に 落ちる とハの 空氣が ゆの 管から 7 に 押し こまれ、 叫の 中の 壓 力が 

增 すから 口、 の 中の 水 を g の 管から 押し上げて 赏 出させ 

る 」 ：！■ の 水 は 噴水の 落ちる ので 補 はれる けれ 共、 ：1k 

局 原せ， i がー 杯に なって 中止す る。 だから 時 々叫の 水 を 

時々 又 汲み上げて やれ は 長く 噴かせる 事が 出来る でし 

やう、 し 力し 此れ は 想像 をした けの 譯で 間違って 居る かも 知れない」 譯語領 ま ，なほ 一 應ハ、 獨 

和字 引 を 見て 下さい、 僕 は譯語 (漢語の) はキ ライで 余り 注意して 居ない から 
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四 三 一 

七月 十四日 水 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

二  alvgloplastik 電氣 製版 術と でも 譯 します か、 メダ ルの 浮彫 や 木版 や 活版の 組んだ の を電氣 

錢氣で カタ を 取る 方法です、 普通の 網目 版ではありません、」 chemiscls  T23hnclos-ie は 電氣ェ 

藝學 とも 云 ふか も 知れない がそう いふ 言葉 は 聞き馴れな いやうな 氣 がする、 寧ろ 應用 化學と 云つ 

た 方が 意譯 として はよ くない かと 思 ひます。」 Galvanische  Battcric  init  は 「銅と 亞紛を 使 

つた 在来の ダニ  H ル 電池 六 個」 でよ いと 思 ひます 或は …… 六 個 を 連結した ものと 云ったら 直譯と 

して は 丁寧 かも 知れない が意譯 なら 前ので 充分で しゃう、 無理に 變な 漢語の 譯語 をなら ベない 方 

が 僕 はすき です Elektrizierniaschine は 仰の 通り 發 電機 又は 起電機 (尤も 發 電機と いふと ダイナ 

モと まぎらわしい、 此の マ シ ー 子 は 靜電氣 を 生す る もので 起電機と 譯 して 居る 人が 多い かと 思 ひ 

ます) Knallgas  explosion 爆 鳴氣の 爆發。 しかし 僕の 希望 を 云へば 一 酸素と 水素と 交ざ つた 瓦 

斯の爆 發と譯 して ほしい 

Lcyd2Kn-  Flasche 列田罎 或は レ ー デ ン罎 

四 三 二 

七月 十七 B  土 午前 十 一 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

〔はがき〕 
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十五 日の 御 はがき 拜見、 クナル ガス H キス プロ ー シ ヨンが 爆發 物の 意味で 使 はれる とい ふの は 8 

おかしい と 思 ひます 殊に einige がくつ、 いて 居る のでい ろ^ \- の 種類の Knallgas が ある やう 

て 見えます ね。 爆發 性の gas は實 際い ろ./^ ある けれども Knallgas と 云へば きまった ものと 

思つ て 居ました。 少 くもき 理化學 の 方面で はそう いふ 辜に なって 居る つもり だが 大して 主張す る 

程の 根據 もありません、 手許に は 調べ る 本がない から マ ィャ ー か 何 かで 見て 敎へ て 下さい」 念の 

爲め 其の 前後の 文章と その 「つくる」 とい ふ 文字と を 知らして 下さい」 ベ ルナ ー ルの 前の 論文 は 

僕 も 見な いからよ く 分りません 前の 文 は メル キュ ー ルの千 九 百 七 年のに のって 居る そうです が 先 

生の 處に其 頃の はないで しゃう か」 レー 1 HI とい ふ 人の 「漁 婦」 とい ふ 小説が あるが 始めの 方が 

欠けて 居る (一月 号に あるら しい) ので 讀 みません でした」 病氣 は大變 よくなる やうです 段ぶ 陰 

性の 曰か 多くなります 御 安心 下さい 

四 一二三 

七月 二十 B 火 午後 零時 1 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 高 知 市 帶屋町 早 崎 申 三 氏へ 〔はがき〕 

拜復 炎暑 の 候 益 ^ 御淸祥 大慶 至極に 存候^ て 小生 病氣 に つ き御懇 に 御見舞 被 下 難 有 拜謝致 候 病 

氣は 昨年の 暮 よりの 事に 有 之 候へ 共 昨今 は 大分 快方に 相 赴き 居候 間 何卒 御 休 神 被 下 度 祈 候、 何 か 

の訛傳 にて 都下 の 一新 聞へ 小生 病 氣の事 今更ら しく 掲載 有 之 其れが 御 地 の 新聞 へ 其儘轉 載され し 

事と 推察 致 候 

時候 柄 御 自愛 專ー に奉存 候、 先 は 右 御 禮旁御 報 迄 草. -申述 候 


年 九 正大 


七月 廿日 

四 一一 一四 

七月 二十 五 曰 ョ 午後 七 時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔は 

が き〕 

今日 か あすかと 戀人を まつやう， に 御 出 を まつ て 居る が 一 向 御 出がない ので 或は どなた か 御 病人 

でも あるので はない かと 思つ て 見た が、 暑さ も ひどい し 天氣も 不定な ので 青山から 此處迄 は隨分 

おつく うだらう と 思 ふと あんまり 苦情 は 云 はれません。」 しかし 一度 は歸省 前に 御 出 を 祈ります- 

朝早く 凉し い 內に來 て そして 夜凉 しくな つてから 歸る やうに すれば 僕 も 犬に 落ちつ いて 工合が い 

、と 思 ひます」 例の 「顏」 は 題 を 改めて そして 處々 つ にきの 惡ぃ處 へ つなぎ を 入れたり した、 そ 

して 終りの 方の 變哲學 を 御 說に從 つてす つかり 切り捨てた (此れに は 大分 勇氣を 要した が)。 御 

面倒な がらもう 一 度 御 檢閱を 祈ります"」 此間瀧 田 君が 來て 九月 号に r 自畫 像」 を 嫁入りさせる 

約束に しました。 嫁入 支度 も 健康診断 もす まない 內に 約束す るの は 少し 惡 いと 思った が、 まあと 

思って そうしました、 惡 しからす」 大分 話しが たまって 居る、 その 內御來 車 を 乞 ふ 

四 三 五 

4- 月 I  二十日 金 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤坂區 青山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

力き〕 
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昨日 はわ ざく 御 出 下さった のに 例によって 何の 風情 もな く 其 上 大變な 義務 をお はせ て 失禮致 

しました。 まだ 何だか いろんな 話が 殘っ て 居た やうな 氣 がして 居る が考へ て 見る と 別に 大した 種 

もありません-」 東洋 城 君より 來 #1、 君の 「導」 と 僕の 「ス ツボン」 共に 氣に 人った そうです。 毎 

月 書く やうに とあって 一 蠟を 得て 燭を のぞむ」 の だと 書いて あった。 松 根 君 も 中. - 人が 惡ぃ』 

例の 原 槁は御 面倒と 存じます、 本物の 畫を 見た あとでもう 一度 あれ を讀ん だら 變な氣 がした で 

しゃう。 僕 もなん だか あれ を 見せる の を 次回 迄 延期した 方が よかった かしらん と あとで 思ったり 

した ノ」 何日に 立ちます か、 道中 御大 事に」 

ヒ月州 日 

四 三 六 

七月 三十 一日 土 午前 九 時-. 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宮 適：^. 隆 氏へ 〔は 

がき 速達便〕 

御手 紙 難 有う、 御意 見に 從ひ 直しました、 削除した 處を うまくく つ、 ける のが 面倒に なって い 

、かげんに してお きました。」 プロボ ー シ ヨンと いふの は數學 的に 少し 困る から 「間隔が 保存 さ 

れ ると いふ 一一 一一 n 葉に して、 小學校 先生の あとへ 一寸 入れて おきます C 「肖 似」 とい ふの は 僕 は 昔 か 

ら 使って 居る が、 君に 注意され て 字引 を 見たら 見付からない、 思 ひ 違い、 覺へ 違い かも 知れない 

から 相似と 直して おいた CJ 鈴 木 君の 子供の 事 を 一寸 借用した そして 「K 君の 認めた 相似が 全く 

ォブヂ H クチ ー ヴな もの だとす ると 現在の 科擧は 此の 說明を 持て余す だら う」 と 書き ましたが 差 
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支ありません かピ あの 晚 僕の 處 では 電燈 が晃々 赫々 として 頗る 愉快に 輝いて 居ました よ、 だか 

ら 人が 止める のに 歸ら なければ い、」 自分の かいた もの を 何 邊も讀 みか へして 居る と 鼻に ついて 

來て、 おしま ひに は 何だかい やになる。 讀んで 居る と 妙に 腰が 浮いて 來て 一寸 坐 を 立ちた くなる 

の はどうい ふ譯 でし やう  . 

四 三 七 

八月 五 B 木 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

昨日 は タイフ ー ンの中 を 突き 切って、 獨逸 大使と すれちが ひに 西 下された 事と 思 ひます。 僕 は 

昨日 君の 嶽 車が 富士の 裾野で も 向 ふ へ 下りて 居る かと 思 ふ 時分 眞 鍋さん 處へ 行つ て、 九月から 出 

勤の 事 を 相談したら、 どうも 出る は 出ても 一 人前 だけ 働く の は 無理 だら うとい ふ 意見で 結局 何と 

かして 貰 はなければ ならん 事に なりそう です、 どうも 殘念 だか 仕方がない、 運命 だから 止む を 得 

ない」 ボ ー デレ， I ルの H  口 トロ ヂ ー は 「露 西亞 精神の 要素」 程 面白く はなかった。 ボ ー ドレ ー ル 

では ラヴ の セン シュ ァリチ ー と予チ ュ ァ ー の セン シュ ァリチ ー とが 一 つ に 融合して 居る 處に 新し 

ぃ價 値が あると いふの が 要点ら し い、 例へ は 愛人の 髮の毛 を 歌って 居ながら 其處に 熱帶の 自然の 

セン シュア リテ ー を 表現して 居る とい ふので す。 言語の 不妥當 ゃ强喩 (カタ クレ シス) に 新しい 

美 を 創造した 云 ic, 一  時 M ハガキ を くれ 玉へ 淋しい から 

四 三 八 
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八月 十日 火 午後：. fj 時-六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一一 一一より 福 岡 京都 郡 犀 川 村 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

其 後 如何 御暮 しです か。 Chesterton;  All  Things  considered とい ふ 本 を 讀んで 居る と 隨分妙 

な 事が 蚩曰 いて ある。 「抽出しが ひっか & つて 開かない と 人 は 肝 瘤 を 起す が、 あれ は 抽出と いふ も 

の はいつ でも あくもの だとい ふ假定 をして るから いけない の だ 一 など、 いふ 理屈が ありたり した 0 

又瑞 西の 或 町に ある 某 大將の 銅像 を眞 赤に 塗りつぶした 英國の 若い 學生 がっか まって 罰金 を 一 一 百 

四十 ra とられた 話 も かいて あつたが 此れ は奇拔 で氣に 人った、 誰れ か あの 須田 町の 獰像を 塗った 

ら 可笑し-いだ らう。」 メル キュ ー ルに Dada と 題す る 小說が あるから 讀んで 見たら 夏 休に 田舍の 

坊さんの 家へ 甥 や 姪が 澤山 預けられて 居る、 それが 坊さんの 留守に 大 暴れに 暴れ 「世界の 終と 新 

世界」 とい ふ 芝居 を やって、 盛に ダ。、 ツ子 を發 揮す る。 一寸お かしかった の は、 天帝の 役に あた 

つた 四つになる 女の子が 肝心の 場合に 玉 坐で ーシッ コ がしたい • と 云 ひたす のであった。 みんな 

盜んた 酒に よって Dada!  dada! と 叫びながら 暴れる のです 

八月 十日 

四 三 九 

八月 十七 B 火 午後 (以下 不明，) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 福岡縣 京都 都 犀 川 村小宮 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難有拜 見、 田園の 「風呂」 にす つかりう だって 御いでの 由、 そこへ 時 i 「電車」 の 音 を 

聞かせて は惡 るいか も 知れな いから 用心して 書き ませう 八百屋が 妙な 出来損ないの 茄子 を もつ 

て來た .fc^TI こんな 風に 撗に 突起が ある。 それに 子供 等が 顏を こしら へた-^!:^。 それ か 
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ら パ たに リボ ンを 縛りつ めた ^^1^。 これ を 一 輪ざしの花瓶にのっけた A^;^:5^^s.^  ( 

そして 人形の 衣服 を 着せた ^f;:^^ &。 南洋の 神様 だとい つての りと を あげて 祭つ たりし 

た、」」 メル キュ ー ル では 短い 小說を 一 つよんだ、 舊約 聖書 を 種に した ョセ フ とズ レイカの 話が あ 

る、 隨分 キヮド ィ處が 書いて ある。 次に 安 南 を 舞台に したの を讀 みかけた が 少し あきて 來て 中止 

しました。 無闇に 東洋 を 背景に したのに ぶっかる。 オリエ ンタ リズムと でも 云った やうた ものが 

流行して 居る かも 知れない」 今朝 は 少し 肌寒と いふ やうな 心 持が する。 隣家の 栗の 木の 梢の いが 

が 大分 大きくな つた、 此 栗の 木の 上に 大きな 積雲の 塊が のっかって 段ぶ 膨脹して 來 ると 思って 居 

ると 急に 日が くもつ て來 た。 ッ ク/ \ ボウ シ が 鳴いて 居る。 

八月 十七 日 

四 四 0 

八月 二十 二日 日 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 1 一よ リ福 岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮畳隆 氏へ 〔はがき〕 

其 後 御 變り無 之 哉、 小生 八月に なつてから 成蹟 不良 兆候 儉惡 九月から は 到底 出られる 見込な し、 

眞 鍋さん 亦悲 觀說、 今年 一杯 養生 それでもい けなければ 學 校の 方 はいよ くだめら しい。 こんな 

不景氣 な 所へ 鄕 里が 暴風雨で 米れ 牧 獲が 半分 以下に なるとい ふ 通報が あった。 十七 日の 朝 夜中 か 

ら 胃が 痛んで 水で 冷したり してやつ と收 まった が 熱が 少し 出たり して 一 日 苦しん た 翌朝 此の 損害 

の 報知 を 見た 時 はなる 程 厄年 だな と 思 ひました」 こうな つて 來る となんだ か 本 をよ む元氣 もな く 

なって しまって しまって ボカ ン として 役に も 立たない 事 を考へ るば かりです。 こんな 時に 君の 端 
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書で も來て くれる とい、 と 思 ふ」 一 一階の 椽 側の すぐ さきの 紅葉の 枝に 簑 虫が ぶら 下って 居る が あ 

れは 一 休 どうい ふ氣 持で 居る もので しゃう、 蝶 や 毛虫の 心 持 は 想像が 出來 るが 此の 虫ば かり は ど 

う も 分らない 

八月 廿 二日  . 

四 四 一 

八月 二十 二日 B 午後 二 時 —三時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 福 島 縣耶麻 都 翁 島 村戸ノ  n 五十嵐 方 野 上璺ー 

郞 氏へ 〔はがき〕 

Une  des  dryadps  de  mon  pays の繪 はがき 難 有 拜見當 地 は 雨が 多くて 困ります が 御 地 は 如何 

で 御 坐い ます か。 毎朝 唤く 朝顔が 雨に た、 かれて ぢ きに クチャく になって 仕舞ます ピ 昨夕 二 

階から 空 を 眺めて 居る と蜻艇 が澤山 飛び交して 居た 時- - 突風 を 受けて 安定 を 失 ひそうになる がす 

ぐ かぢを 取り直して 平氣で 飛んで 居ます、 どうも 日本の 飛行機より はたし かに 上手 だと 思 ひまし 

た。」 それから 油蟬 や！！ の嗚 くの を 聞いて 居ました が 此の 虫の 音樂 より はどう も 僕の 昔樂の 方が 

面白い やうな 氣 がした。」 音 樂の價 値が 主に ァ ー チフ ィ シ アルな もの だとす ると 鎗も やはりそう 

ぢ やないで しゃう か、 寫實の 点で は 自然 其 物に はかな はない」 すぐ 眼の 前の 紅葉の 枝に 簑虫 がぶ 

ら 下って 居る が あれ は 一 体 どうい ふ氣 持なん でし やう、 外の 虫の 心 持 は 想像が 出来ても 此の 虫の 

は 分らない 

八月 廿ー 一日 
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四 四 二 

八月 三十日 月 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

力 き〕 

御 無事 御歸 京の 事と 拜察御 疲れ は 無 之 _^」 今朝 讀賣を 見る と 「大 觀」 九月 号に 南部 修太郞 とい 

力 若い 文士 仲間の 事 を 書いた 小說 があって 其 中に 君 や 鈴 木 君の 名前が 「大宮 先生」 並に 「鈴 

本良吉 氏」 となって 出て 居る とあった。 それで 好奇心 を 起して 讀んで 見えが あの 作者 は 君の 御 弟 

子と 見へ て大宮 先生 だけに 先生 をつ けて 他の 先輩 株 は みんな 氏と して ある，」」 もう 御覽 になった 

力 も 知れない が 一寸 御 報道 致します』 僕 は 最近の 二三 日 稍から だの 工合が い、 ので 少し 明る ぃ氣 

持に なりました。 實際此 間； I- はい やな 氣持 でく しゃくして 仕樣がなかった。」 御 暇が あったら 

又 御 来車 を 願 ひます」 其 後 肓の畢 者が 書いた 「育の 世界」 とい ふ 本 をよ みかけて 比れ が 佛文だ も 

の だから メル キュ ー ルの方 は あれから 怠けて 居ました。 「肓の 世界」 は 面白い 本です 

四 四 三 

九月 lis 木 午後 五 時 I やむ 本 S 駒 込 曙 町 一三よ I 坂 響 3 南 W 六 ノー  0 八 小 直 i 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う、 讀賣の 豫吿を 見た ので 御 出 は あるまい と 思って 居た 處 でした、 今朝の 新聞から 

出る の 力と 思って；^ 目して 捜した がなかった。 君の 批評 を拜 見す る 前に ー邊展 覽會を 見て 置きた 

いの だか 今が 大事の 處と思 ふから もう 少し 我慢し まし やう c」 二三 日 前 或る 役所へ 出て る 男 
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が 來て其 處の內 部の ゴ タくを 話して 聞かせた 僕の 見る 處 では 中程の 地位に 居る 策士が 年少 氣銳 g 

の 連中 をサジ ヱ ストして 長官 (無能で 消極的な) を 追 ひ 出さう とい ふの らしい。 僕 は 何も 關 係の 

ない 事で は あるが、 此の 葛藤に 含まれたい ろくの 人間性の 問題 を考 へて 夜 一 一時 過 迄 寢られ なか 

つた そして 最後に 思った の は、 神の 造った 万物の 中で 一番 失敗の 作 は 人間 だとい ふ 事であった。 

；& が 後悔して 持て余して 居る やうな 氣 がした。 君 はそんな 氣の ある 事はありません か。 

九月 二日 

四 四 四 

九月 七 曰 火 午後 十 時 I 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區肯山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う。 御 忙しい 中へ 御迷惑と は 思 ひながら 別封で 短篇 五つ 差 出します。 別に まだ 何處 

へ 出す とい ふ あても なし 少しも 急ぎません から 夜お やすみの 時 眠氣を 催す 種に でもして 御 一 覽御 

叱正 を 願 ひ 度と 存じます」 此間申 上げた Dada について まだ 肝心の 事 を 報告す るの を 怠つ て 居 

ました。 あの 申 上げな 通りの 底拔け 騒き を やった 芝居の 見物人と してつれ て 来た 一 人の 低能 兒が 

あって 此れ も 一 處 になって 13a  da …… を 連呼した。 それから 當 時の い たづら 小僧 や 少女が 大き 

くな つてす つかり 大人に なって しまった 今日で も 此の 低能 兒 はやつ ばり tada,  dada と 云 ひつ 

けて 居る とい ふので、 此れが 寧ろ 大事の 眼目ら しいので す。」 飜 つて 思 ふに 小生の 傑作に は從 

來 から 余程 ダ 、イス チッ ク なスピ リツ トが 含まれて 居る やうではありません かダ 、 ィ ストの 元祖 

を 日本で 名乘り まし やう か 
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四 四 五 

九月 十二 B  B 午後 七 時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

四 五日 來 事に 紛れ て 御無沙汰 致し まし. た、 院展 の 評を拜 見す る の を樂し みに して 居る が繽 いて 

出ないで ボ ッリ/ \ 思 ひ 出した やうに 出る の は あれ は 甚だい けない と 田 5 ひます 感興 を 殺ぐ 事 一 通. 

りでありません、 どうして あ、 いふ 事に する でし やう 編輯 者に 抗義 を. e. 込んで 頂き 度い」 どうも 

自分で 見ない 鎗の事 だから 物足りない 事 甚だし い。 しかし 主な 事 を覺へ て 居る 積り だから 今度 見 

る 時の 興味 は複雜 になる でし やう」 中央 公論 は あれの 出た 日に 即日 御 送りし ましたが 届きました 

かしら、 もし 届かない やう だったら 一寸 御知らせ を 願 ひます。」 僕の 病氣は 九月に 入って 急速 度 

でよ くなる らしい 七日から 昨 十一 日 迄 陰性と いふの が辏 きました、 此れが 持績 して くれる とい 

\ がと 思って 居ます。 多 八 刀そう なる かと 思 ひます。 

九月 十一 一日 

四 四 六 

九月 十四日 火 午後 二 時 —三時 本鄉 駒 込 曙 町 一三よ" 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 {„.:! 豐隆 氏へ f はがき〕 

十三 日の 御 端 拜見、 中央 公論 は 宅の 方 を 聞きた ^ して 見る とたし かに 六日に 郵便局 へ 届けた 

に 相違ない がどうし たので しゃう。 鬼に 角 別に 御 送り 致します、 もし 其內に 前に 途 つたの が 道草 

をく つて 届きましたら 御 面倒ながら、 其 上へ 紙で も はって 「高 知 縣長岡 郡 三 里 村 仁 井田 武巿方 別 


役亮」 とい ふのへ 送って 下さいません か。 尤も それ も 面倒 だから 其內に 私が あがった 序にで も 結 

構です」 今朝の 讀賣を 見る もャッ パリ 出て 居ない、 あれで は君ビ ー ルの 栓を拔 いたの を 十日 も か 

、 つての む やうな もの だ。 尤も シャ トリ ュ ー ズ かべ 子ヂ クチ ンの やうな もの だからい、 のか も 知 

れな いが、 兎に角 特別な イン テ レ スト を もつ 讀 者に は 不都合な 編輯 法 だと 思 はれます」 感想 も少 

しあき たから 氣 象の 問題で やりかけ になって 居た の を 手 をつ け 始めたら ャッ パリ 此方が 搶ゃ 小品 

文より 面白い やうな 氣 がする 其內又 飽きる かも 知れません」 

九月 十四日 

四 四 七 

九月 十六 B 木 (； 時間 不明) 本鄉 K 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑. E 南 町 六 ノー  〇八 小せ：： 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

十四日の 御 端書拜 見、 小品 五 種 御 氣に叶 ひ 候 由に て大 幸に 御 坐 候。 メ ー テル リンク や ツル、 ゲ I 

一一 エフから おつり を 取る やうに なって は 余り 結構 過ぎて さ 恐ろしく なります。 トラ ゲー 1 ャ ー フと 

でも 改名し やう か、 如何に 哉」 天文の 本 を 御覽の 由、 今度 御 出の 時 小生の 「地球 物理 學」 とい ふ 

の を 差 上げ まし やう」 小生の 胃 もまる であて になり ません、 七日から 十 一 日 迄 陰性が つ いて 喜 

んで 居る と 突然 十一 一日 十三 日に 中等 度 陽性と いふの が やって来る。 ほと. （- 厭に なりました」 今 

日の 讀賣 の責 評の 中に あった 紙袋の 水に 惱ん だの を 干した やうな 綺と いふの は どんな もの だか 今 

度 本物 を 見る 樂 しみが 一つ 增 したわけ です。」 御 來駕は 小生 はいつ でもい、 のです が、 日曜に は 

いろんな 人が 來て 折角の 閑談の 腰 を 折られる 恐が あるから ウイ ー クデ ー の 方が い、 かも 知れ ませ 
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ん、 尤も 此頃は 明いた 日が 無い かも 知れない が 

四 四 八 

九月 二十 二日 水 午前 十 一 時 ー 十二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

〔はがき〕 

二十 一 日の 御 端 書 拜見難 有う 御 坐い ました」 先日 はわ ざく 御 出 下さった のに 何の 風情 もな く 

失禮 しました c」 檢 便の 結果 は 寧ろ 惡 くなる 方で 十七 日 八日 中等 度 陽性と いふの が 十九 日に は虽 

陽性に なって 來た强 の 字の 付いた の は 去年の 暮以來 始めて あつたので 此 通知 を 受け取った 時に 

は 妙に 暗 黑な心 持に なった、 それから 命令に 従つ て 床 をと つて 寢て しまって 流動物ば かり 食つ て 

居ます。 廿日 以後の 便 を 今朝 送って 撿査 して 貰 ひます、 どうか あれ 切りで 止まれば い.. がと 思つ 

て 居ます。 あきらめて 居ても 時々 いら/ \ して あせる やうな 心 持に なって 困ります」 S の 朝， 兒-の 

花が 段々 小さくな つ て 行く のが 淋しい やうな 氣 がする。 花壇へ 大根 をまい て 見たら 漱 葉が 出て 來 

た、 うまく 出来たら 御馳走し まし やう 

四 四 九 

九月 二十 九日 水 午前 十一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

御 端 書 難 有う、 病 氣は其 後段.. い、 方です が 今度 は 一 一十 日 以来 殆んど 流動食ば かりにして 終日 お 


寢て 居る ので 元氣が なくなって 何 をす るの も 厭で、 日記 をつ ける 事 もお つくうな のでつ い 御無沙 

汰 しました。 唯暗黑 なる 穴 ェ氣の 中に 包まれて 居る やうな 心 持であります。 メル キュ T ルに Sten- 

dhal の 事 を 論じた のが ある。 此人は 一面に は單 純で、 自然で、 熱が あって、 ナ イヴ であると 同 

時に 又 一面に は 複雑で、 ス レツ 力 ラシで、 ひねくれて 居て、 鼻 抓みな 人であった とい ふので 少し 

讀 みかけて 居ます が此 人の 作品 を 知らないから 興が のらない。 其內に 何が 搜 して 讀んで 見る 積り 

です」 海の ボ ェ ジ ー とい ふの を 讀んで 見たら 潜航艇の 勇士の 最後の 光景な どが あった。 其 中に あ 

る 怫潜艇 が坐洲 して 居る 處を ドシ/ \ 砲擊 される ので みんな 其の 洲へ 下りて trench を 掘らう と 

いふ 最中に 給仕 長が 平氣で 「食事の 用意 宜しい」 と 云って 來る處 が 一寸 面白かった" 

中央 公論から ニニ 二、 だけよ こして 少立 驚いて 居ます。 

四 五 0 

十月 二  B  土 午後 七 時— 八 昨 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ 赤坂區 青山 南 町 六 ノー  0 八 小官 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

ゲ ー テ の 文句 御 示敎難 有う 御 牛-いました、 又こう いふの が 見付かったら 知らして くれ 玉へ。」 

中央 美術の 二 科 會評拜 見、 なにしろ 現物 を 見なかった から 一言 もありません、 石 井 氏に 對 する 評 

は 其 通り だか 石 井 氏 自身 は 極めて 樂天 的に 此の 批評 を 受け 人れ た 事と 思 ひます」 卷頭 にある ピサ 

口 の繪は 何の 奇 もない がい 、氣 持で 胸が せいくす る病氣 でね て 居る 人達に は みんなに 見せて や 

り 度い」 梅 原 氏の 女の 緣は うんと 賞め るか うんと けなさな いと 氣が濟 まない やうた 繪 だが 鬼に 角 

僕 は 好かない」 寫眞で 見る 五合 庵の 春 は 甚だしく 滑稽に して 薄弱な ものであります、」 いっか 君， 
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の 御注意に よって 注文して おいた バ ー ベ リオン の 本が 届きました。 バ ー ベ リオ ンは 匿名で 若い 動 

物學 者であった らしい、 卅才 足らす に 死んだら しい。 序文に ある 紹介で 見ても たしかに 類の 少な 

い タイプの 人間であった らしい。 ドコか エマソンの 紹介した Thoreau の 面影が ある。」 半分 余 

り讀ん だが ャッパ リ 面白い C いづれ 其 中 もっと 詳しく 御 紹介し ます。」 HCW  Tcm  sucred  on  his 

bridal  night と い ふ 小話 の 表題な どはフ ルツ テ 居る 

四 五一 

十月 七 B 木 (時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 iHi! 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

「戶 山ケ 原」 はいつ か靑 山の 墓地で 君から 聞いて 居た が、 一寸 面白かった。 僕の 子供 も 矢張り 

同じ やうな 處が ある、 恐らく 都會の 子供 は みんな あ、 なんだら う。 あ、 いふの を 少し 連發 しませ 

んか」 僕の 日記 はだれ て來 てい やにな つたが、 やり 出した から ゼ ノア 迄乘り つける 積り です、 ど 

ぅぞ 辛抱して 讀んで くれ 玉へ。 卷 頭の 木螺 (蝸は 間違) 先生 も 段よ 臭味が 自分 〔に〕 も 鼻 にもつい 

て來 るから 少し 休まう と 思って 居ます。，」 中央 美術の 人が 來て帝 展評を 書かぬ かと 云った がと て 

も 見に 行かれな いと 思 ふったから 断る 積であった 「帝 展を 見ざる の 記」 なら 書け るか も 知れん と 

云 つ た 一一 一 曰 葉 尻 を つかま へられて 何 かし ら 書く 事 にしました。 其 時來た 山路 とい ふ 人が 僕の 勤め先 

を慶應 だと 思って 居たら しいので、 ハ 、ァ 此れ は 小官 君の 暗示、 或は レコン メンデ ー ショ ン、 乃 

至 インス チゲ ー ショ ンで來 たんだな とい ふやうな 疑が 起った がし かし 何も 聞いて は 見なかった。 3 

此の ァ ー ヌング は 外れました か」 バ ー ベリ オン は 面白かった、 それで 同人 著 「失意 者の 日記」 と つ， - 


Alles  pech  ！    Alles  peeh  ！ 


いふの を 叉 注文し てお きました 

, 十月 七日 

四 五 二 

十月 八日 金 午後 五 時 I 六 本鄕ー R 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0> ^小 鱟隆 氏へ 〔はがき 

二き 

變休詩 其 一 

齒ぐ きが 脹れて 耳が 鳴る 

網膜の 上 を デカルトの 渦が 躍り 廻る 

冷い 物質と 物質が 

熱い 血の 中で へ 喰 ひ 合つ て 居る 

齒ぐ き で も 耳 で も 胃袋 で も 

齒 ぐきょ！： 袋よ さようなら 

空腹の 生んだ 科學も 

性慾の 生んだ 藝術も 

さようなら さようなら 

米と 塩 は あるかい 

それで い さようなら 
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變体詩 其 二 

鶴 頭が 倒れ か& つて 居る 

起こして くれ、 おれ は齒が 痛い 

蟒蜓の 群が  , 

夥しい 靖蜓の 群が 

隊を 立て k 飛んで 居る 

蜻蜓ょ 

少し じっとして 居て くれ 

おれ は 今齒が 痛い 

十月 八日 作 フズド ー ルス キ ー 

變体詩 其 三 

林檎が 棚から おつ こった 

星の 欠けら を 一 寸 なめた 

オムレツ カツレツ ガ— ラン デ ン  ♦ 

カントに へ ー ゲル、 アイ ンシ ユタ イン 

み k すの 眼 玉は昆 付けた が 

碧い 隨に 一 寸 ほれた 

ファウスト、 ハム レット、 バ 1 ベリ オン 
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ひとりでに こんな ものが 出来ました から 御 笑 草に 御 目に かけます。」 弱 陽性と いふの が 案外 

續 してと JT^I ないで 居ます。 もう そろ？ よくなる でし やう。」 

十月 八日  .  . 

今 計って 見たら 七 度 六 分 ある、 多分 齒齦 の 熱で しゃ う。 

此んな 事ば かり 書いて 强ぃ. て 憐みを 乞 ひたく はない がし 方がない" やつ はり 默 つて 居る の は 

苦しい から 許して くれ 玉へ 

四 五三 

十月 十一 B 月 午後 二 時— 三 本 郷區駒 込 曙 町 ニー 一より 高 知 市 通 町 五丁目 伊野部 恒吉 氏へ 〔はがき〕 

拜復 暴風雨に つ き 御見舞 被 下 御 懇情 難 有 拜謝致 候 風力 はさした る 事 も 無 之 候 へ 共 雨量 多 かりし 

爲 窪地に て は相當 に 被害 ありし 次第に 御 牛-候、 拙宅 附近 は高臺 にて 無事 に つ き 御 安 祌被下 度 願 上 

候 唯 大正 六 年の 暴風雨と 月日 を 同じく したの は不思 儀に 有 之 候、 同し 柳の 下に 泥鰌の 居る 事 も あ 

ると いふ 一 例 かと 思 はれ 候 

右 御禮迄 草ぶ 巾；^ 一-! 一  同様によ ろしく 

四 五 四 
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十月 十 一日 月 午後 五 S-1 六 S- 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豊隆 氏 へ 〔はがき〕 

M 覽會 出品 目錄難 有う 御 坐い ました。 目錄を 見る だけで も 色 立の 面白味が ありました。」 齒ぐ 

きのはれ も 熱 もな ほり ましたが 便の 反 應の方 は 此の 二三 日の はま だ 分りません。」 「改造」 とい 

ふ雜 誌の 山本實 逢と いふ 人が 来て 何 かよこせ といった。 あんまり いろんな 雜誌 殊に あの 種類の 者 

へ 出す の はい や だと 思った が 余り 強く 云 はれる ので 前に かいて 置いて 未だ 君に 見せなかった 四 五 

枚の もの を くれてやった。 そうして あとで 非常に 厭な 氣持 になった C なんだか 恐ろしく なって 來 

た。 中央 美術 はそんな にい やで もない が、 もうしば らく »! くの は 止めた くな つた。 どう 考 へても 

僕に はやつ ばり 物理 か氣 象が 一 番 面白い。」 木螺 先生の 方 は松榥 君から 催促され てとう く 又 や 

りました。 酒の みがもう いけない くと 云 ひながら 呑んで 居る やうな 氣 がして 情なくな るが しか 

たがありません c」 展覽會 の 景况は 如何でした なんかあった のなら 知らして くれ 玉 へ 

十月 十 一 日 午後 

四 五 五  • 

十月 十二  B 火 午後 五 時 ー 六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 .fel 青山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

別 役から 中央 公論の 到着 を 報じて 来ました、 海が 暴れて 船が 止つ 〔て〕 居た 爲に遲 着した さう で 

す、 御手 數難 有う 御 坐い ました、 あの 男 も 病氣で 遊んで 居る のです。」 今朝 玄關で 恐ろしい 元氣 

な 聲で案 內を乞 ふ 人が あると 思ったら 瀧 田 氏でした、 君から 例の トラ ゲ ニヤ ー フ の 事 を 聞いた か 

らと 云って 徵 發に來 たのでした。 少しば かり 直してから やる 事に しました。 吉 村冬彥 とい ふ 名前 お 


にして 貰 ふ 事に しました CJ 何だか 昔の 人殺し をした ものが 色 i に 名を變 へて 諸 藩 を 渡り あるい 

て 奉公口 を搜 して 居る やうで いや だが、 實際 そんな もの かも 知れない。 やっぱり 誰に も 話さない 

やうに して 下さい、 どうせ 中央 公論から；^ れ るに はき まって 居る が」 僕の 內 では 軽い 感 胃が ボッ 

く あるが、 御宅 は 如何です か、 御用 心 を 願 ひます。 

十月 十二 日  • 

四 五六  • 

十月 十八 B 月 午後 六 時 II 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

Tageblatt 御 送り 被 下 難 有う 御 坐い ました、 早速 拜見 しました が 丸で 御 話しに ならない やうな 

茶番で あったらし い、 どうしても ク ナイべ の 揚句の やつ 、けろ 位から 起って そして 醉 のさめ な い 

內 にやった 事と しか 思 はれない、 ワイ ラン ドと いふ 人はァ イン シュ タイン も 云って 居る やうに 物 

理學 者と して はまる で 知られない 人 だから 未だい、 が、 あの ゲ ー ルケと いふの は 相應な 仕事 もし 

た 男 だのに 一休 どうした のか 了 群が 出来ない。 彼の 呈出した らしい Kin さ and の 如き はとうに 駄 

目に なって 居る 事 は 僕 等で も 知って 居る 位 だのに とても 本 氣とは 思 はれません c」 ル ー ベン ス 

等 は 常識家 だから 實際 困つ て 居る でし やう、 獨 逸の 學 者の 信用に 關 すると 思って 心配して 居る だ 

らうと 推察が 出来ます」 ゲ ー ルケ はル I ベ ンスの 敎窒の コ 口 キゥム で 時え 逢って 顔 付 やら 何やら 

がま だ 頭に 淺 つて 居る ので 此の 颜末を 多少 ありく 思 ひ 浮べました」 しかし アイ ン シ ユタ イン も 

不相變 皮肉 だな と 思 つた」 ザ ルツ ブル ヒ からの 同情 電報 の 署名に 僕 の 知つ て 居る 學者は 吾な く て 、 
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マ クス、 ライン ハ ルト やそれ から 女の 名前が 並んで 居た の は 一 寸、 ゾ ンダ ー バ ー ルな氣 がした」 獨 

逸人で ない 吾え 迄も獨 逸人の 爲に 冷汗 を 流しました。」 

十月 十八 日 

四 五 七 

十月 十九 B 火 午後 二 時— 三時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 一 M 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

十 年 振で 伯林の 新聞 を 見て 居る と 色ぶ の 事 を 思 出します。 地理の 敎窒で 助手 をして 居た 

wehrmann とい ふ 若い 男が あってよ く エキス クル ジョ ン などで 一 處に 歩いた 男が ハノ ー ファ ー の 

農業 地理の 講 坐へ 招聘され たが 断った など、 いふ 事が 出て 居る。」 それから ォ ー バ ー シュ レジ 1 

ンのボ ー レン が反獨 運動 を やって 居る 其 巨魁に Korfanty とい ふ 人が 居る らし いが、 私が しばら 

く 飯 を 食って 居た パ ンジ オンの 主人の 姪に Clare  K;orfanty とい ふ當時 まだ Backfisch の 娘が 

居た、 其 鄕里も 矢張ォ ー バ ー シュ レジ ー ンだ がら 事によると 同じ ファミリ ー かも 知れない。 此ノ 

ク レ —レは 其 後 結婚して 夫婦の 寫眞 をよ こしたり して 居た が戰 爭以來 消息がない、 亭主 は 無論 戰 

(学に 出た に 相違ない がどうな つた か 知りたい と 思って 居た。 タ ー ゲ ブラ ッ トで 同姓 名 を 見て いろ 

んな事 を 思 出した J 昨日 巡査が 来て 御主人 は 「露國 語」 が 出来る かと 聞いた 僕 は 風呂に 入って 居 

たが 「少し は 知って る」 と 答へ さしたら 「露國 語です よ」 と 何度も 念 をお して 居た さう です。 そ 

して 「やつば り 調べて 見なく ちゃ 分らない ものた な」 と獨 語しながら 手帖へ 何 かかいて 行った さ 

うです。 一体 此れ は 何の 意味で しゃう。 
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来られたら 是非 来て くれ 玉へ 

四 五八 

十月 二十 二日 金 午前 十 時— 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 小石 川 區大； 1^ 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 帝 展も嚀 を 聞く ばかりで 何時 見に 行かれる 事 か 分りません。 妖魚 

の 寫眞と 此れに 關 する 諸 博士の 御學說 を拜聽 する 事 を 得て 犬に 面白う 御 坐い ました、 鑌々 外の 搶 

も 御 講評 を 願 ひます」 

十月 廿ー 一日 


(八 ケマシ 屋。) 水面の 處で 尾の 直徑 がもう 二三 吋 細くなら ない と 不都合 だ、 臍の 位置 もい け 

ない。 ，：•： 尾が 一休に 長 過き はしない か 

(詮索 屋) あの 岩の 右の 方に ある 鼻の やうな でっぱり は 何 か 意味が あるんで すか？ 

(物知り) あれで 岩の アウトライン の 單調を 破って 居 るんだ ね 

(地質 學生) オイ、 こ^あ 泥 盆 か シル、 かド ツチ ダイ 

(マゼ 返シ) 張子 だら う 

(心配 屋) 水へ は ひる 時には 尻尾の 方から は ひるで しゃう か、 頭の 方から 飛び込む でし やう か 

(皮 肉屋) 此の 槍 はホメ ルかケ ナス かどつ ちかに しないと 收 まらない だら う 

(淸 方畫 伯) 皆さん、 ド ー ゾ 肩から 腕の 曲線に も 苦心の ある 處を 御覽 下さい 
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(美術 學生) ベ クリンに こんなの があった ね、 たしか かもめが 居た 

(同 乙) 此れに はかめ が 居る ぢ やない か。 

(同 丙) 寒くな つた …… 行かう  ， 

四 五 九 

十月 二十 二 曰 金 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 府下 高 田 町 上り 屋敷 鈴 木 三重 吉 氏へ 〔はがき〕 

御手：^ 難 有う 御 坐い ました。 いよく 御歸 京の 由、 御病氣 はもう すっかりい、 のです か、 小生 

の 病氣は 不相變 不得要領で 牛の 诞の やうに 「継鑌 中」 であります。 赤い 鳥 をた へす 頂戴して 難 有 

う 御 坐い ます、 みんなで 來 るの を 待ち かねて 居る やうです 此間は 第三 童 謠集難 有う、 大變氣 持の 

い、 槍 だと 思 ひます。 「行ったり来たり、 昨日 も 今日 も」 とい ふ 唱歌 を 子供 等が 歌って 居る の を 

聞いて 居る と 此のお ゃぢの 方が 妙に セ ンチメ ン タルになります」 西條 さんと いふ 人 は 年の 行かな 

い 時に 母 を 亡った 人です か」 

僕 は 暇です から いつでも 御 立 寄 を 願 ひます。 工合の 惡ぃ 日は寢 ころんで 御 話しな けれ はなら な 

いか も 知れません が 其 無 禮を御 許し 下さら は 僕の 方 はいつ でも 結構です 

十月 廿ー 一日 

四 六 0 

十月 二十 三日 土 午後 二 時— 三時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は お 


がき〕 

もう 書くまい と 思 ふ 傍で 又 一 つ 妙な もの を 書きました から 御迷惑 だか 一 邊眼を 通して 頂 度と 思 

ひます。 少し 饒 古に 過ぎる やうに 自分で は 思 ひます が 兎に角 御 叱正 を 祈ります」 此れ は 及第した 

ら 中央 公論の 正月のに やります」 中央 美術の は 時日 も 足りなかった し 間に合せ もので 問題になる 

程の もので もなかつ たから 御 目に かけすに やって しま ひました、 惡 しからす」 池 上 本 門 寺が どう 

いふ 寺で 又 どうい ふ譯 であん なに 人が 大騷 ぎす るかと いふ 事 を ちっとも 知らないで 叉 別に 考へ て 

も 見なかった が 偶然 江戶 名所 図會を 見て 居て 其の 來歷を 知って 少し 驚きました」 今日 石 原 君が 大 

學 で相對 率と 万有引力との ボピ ユラ ー レ クチ ゥァ ー を やる 害に なつ て 居る。 君 も 行つ て 居る かも 

知れん と 思 ひました。 

十月 廿 三日 

四 六 一 

十月 一一 十四 B  B 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川 區大塚 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

御蔭で ねて 居 て帝展 見物 を 致し ます 御， 厚情 難 有拜謝 致し ます 


「雪」 

(職業 批評家) 垂直線と S 字 線の リズムが 可也に は 成 効して 居る。 白と 濃い 水色との ヴ ァリュ 

1 の 排置も マ ァ い、、 惜しむ らく は …… ム ゝ  (ヮ ル クチ をサ ガス) 


322 


年 九 正大 


(感 覺屋) 乾いた 雪と 濕 つた 雪の 實感が 出て 居る ね、 一枚の 綠 色の 葉が きいて る 

(中擧 生) 先生、 此の 鳥ゃ莉 株の 遠近法 はこれ でい、 んで すか 

(詮索 家) 此れ は視宮 の蒔畫 から 来て 居る らしい 

(三越 店員) いっか こんな 裾模様が 流行りました つけ。 ヘイ 

(穿ち 屋) 去年が 金ピ 力で 今年 は 銀世界 だな。 考へタ 子 


「エロ シ H ンコ 氏の 像」 

(奥さん) 可愛そう です わね え、 日本へ 何し に來て 居る でし やう、 此の 人 は 

(感服 家) 肯像も かう なるとい、 ね、 うまい な あ/ \ 

(氣 取屋) 此 人の はバ ック がいつ もしつ くり 合って るね 岡 田さん の は 落第 だが 

(物知り) ル ノア ー ル から レム ブラントに 逆戾 りす るんだ な 

(耶蘇 信者) ョハ 子の やうな 感じが あります です 

(物理 學生) ニュ ー トンに 似て やしない か 

(職 人) ヘン テコな 名前 だな あ、 エロ シヱ ンコ だって オイ 

(美術 學生) 此の 下腮 はこれ でい & のかい 

( 同 ) メ ー トル に 聞け よ 


十月 廿 四日  トラ シヱ ンコ拜  3 


四 六 二 

十月 二十 七日 水 午後 一 時 I 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一 〇 八 小 宫豐隆 氏 へ 〔は 

か き〕 

御 はがき 拜誦、 御來 客に て 御賑は ひの 由。 原稿 はちつ とも 急がない のです から 御 閑で 氣の むい 

た 時に 目を通して 頂けば 大 幸です」 ジャンク リス トフと いふ 者 を 前から 讀み 度い と 思って 居た が 

何分 大部な のに 恐れて 手が 出なかった が 新聞の 廣吿で 見て 豐 島と い ふ 人 の 飜譯を 買って 第 一 卷を 

讀んで 居ます。 なる 程 面白さう です。 いっか 原書で ゆっくり よんで 見た くな りました。 此の 翻譯 

の卷 頭に ロマン 口 ー ラン の 寫眞が あるが 不思議な 事に 其の 顔が 物理 學 者で 有名で あつたへ ルマン- 

フォン、 ヘルムホルツに そっくりの やうに 私に は 見へ る。 ヒ ヨットしたら 此の 二人の アルバイト 

に 何處か 共通な 点が あり はしまい かと 思って 其 積り で 注意して 見たい と 思って 居ます。」 此の 三 

日ば かり は 天氣で 私の 二階 はよ く 日が 當っ て 非常に い 、氣 持でした。 日向 ぼ つ こ をして 居る とよ 

く 先生 を 思 ひ 出す、 それから 先生の ま曰 齋の板 間の つめた さ を 思 ひ 出す。 よく 辛抱が 出來 たもの だ 

と 思ったり します 

四 六 三 

十月 二十 七 曰 水 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 小石 川區大 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

毎度 帝展 見物 を させて 頂いて 難 有う 御 坐い ます、 御 かげ 様で どの位 保養が 出來 るか 恐らく 貴兄 
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の S. ほ 3 像の 外と 存じます。 それ は 扱お き、 どうも 繪 はがき を拜 見して 居る と 何 か 云 はないで は 居 

られ なくなる の で つ い/ \ 駄弁 を 弄し て尊嚴 を胃濟 する 事になる の が病氣 であります それで 今度 

の 「雪」 No. 13 を 見る と 本物 はどう か 分らない が 全 休の 感じが 此 間の 柳と 田の 雪より 落 付きが 

なくて ガサく して 上つ ばし りが して 居る。 底に 沈んだ 靜 けさ 寒さがない。 胡 粉が か はっくる し 

くって ョ ナの やうであります。 雪に もう 少し の ニュアンス (一 概に 色の ニュアンス でなくても 描 

方で も) をつ けたら もう 少し 深みが 出来て 「繪」 になる かも 知れない。 此れで は 全く 「ェ 藝」 で 

あります 針葉樹の 葉 塊に 雪の 積った 處の描 方のう まさ は 感服し ますが 光瑶 氏 はスッ カリ 其のう ま 

さに 醉 つてし まって 肝心の 「緣」 の 心 を 忘れたら しい。 左 半 双の 下部に？ 字形 をした 蔓 だか 枝 だ 

か は、 單調を 破る ヂス コ ー ドの 積り で 意識して 入れた に 相違ない が 結果 は 失敗で 徒に 目障りに な 

るに 過ぎません、 ：：： (蚩 曰いて 居る と 傍から 子供が 「おとうさん、 何 を そんなに ヒ トリで 二 ャ 

笑って居 るの、 いや あな ヒト ！」) 

十月 廿 日 

四 六 四 

十月 二十 九日 金 午後 七 時 I 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一よ リ 小石 川 區大稼 窪 町 出 崎 直 方 氏へ 〔はがき 二葉〕 

引績き 難有钾 坐い ます、 早速 幕 明きと 致します 

(金米糖 先生 登壇、 ABC …の 諸 博士 互に 目 交せ をして 点頭して すまして 謹聽 する、 先生 始め 

は處女 の 如く ボ ッ リ /\ はじめ る) 此の 美しい 御嬢さん の 鎗を 見ます と麥僭 の 舞妓 を 思 ひ 出し ま 
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す 坐り 方から 衣服の 丁寧な 細 H から 顔の 消極的 表情から …… しかし 此方 は 流石に ァ ン ステ ンヂヒ 

な 感じが あります、 或る 意味で 少し 低能 かも 知れません が。」 

北 =； 景 の くすぶつ た碎風 によって 上半身 を 浮き 上らせ たの は大 に考 へ た 結果 であり まし やうが 余 

り 藥が强 過ぎた 爲に 人形さん が 押输を 貼り付けた やうに 見える のは殘 念であります。 此の 種の 緒 

に 生 中 「{ 仝氣」 など を 持ち込んで 奥行 を 深く すると かう いふ 事に なり 易い ものであります。 ソ コ 

へ 行く と 流石に 麥僵 など は ヱ ライ 頭が い、 と 思 ひます (誰れ か， V へ ンナ 咳拂 をす る) 

此の 输に對 する 水 島 氏の 批評 は 余り 新しい 日本語 を 使つ て あるので 新し い 文法 を 知らない 私に 

は 意味が 取れ 兼ねます。 鬼に 角 私 は 此の 输も 結構と 存じます。 

新 日本語の 水 島 氏の 新 日本 畫は 先づ 近代の グ tM アスク リ— セ ン シ ュ アルな 傾向 を帶 びた もので 

あります 此人 はもと ピアズ レ ー の 跡 を 追 ふて 居た が 此頃は 大分 a シァゃ 印度 を 取り込んで 来たと 

見えます。 私はァ シ ュ ラ の 定義 を 知らないので 何とも 云へ ません が 此れ はヒ ュ ー マン スパ イダ ー 

の 空中 舞踏と でも 名 けても よい かと 考へ ます。 カウ ンタ— ク ロク ワイズ の 廻轉を 六本の 腕 や 腰に 

ぶらさげた 珠數の 曲線で 表 はして 居ます。 雲 だか 烟 だかの 禍は 面白く かけて 居る。 氣象學 者が 昆 

ると 此れ は 颱風 眼の シム ボル かと 思 ふか も 知れません。 此の 作者と 前の 御嬢さんの 作者と を 突 合 

せて 話 を させたら 嘸 面白い 事で ありまし やう。 

關雪畫 伯の 赤 馬 は マ サカ 本物 は 此れ程 グ レ ルな もので は あるまい と 思 ふが 少し 氣 になります 中 

i 面白さう です が 私 は あの 家の 屋根に 少し 困りました。 畫伯 自身 も 恐らく 困られた 事と 存じます。 

軒 を 直線に しても 困る しさう かと 云って かう 妙に 曲って しまっても 困ります、 不 協和の 中の 諧調 


326 


年 九 正大 


が 欠けて 居ます (諸 博士 椅子の 上で モジ， /\ して 居られる) 此 人の はどう も 達筆から 来る マン ネ 

リズ ムか 眼に 付いて しんみり しないで 困ります。 しかし まあ 鬼に 角 此れ は 味の ある い 檎 だと 思 

ひます (B 博士 シ ヨンべ ンに 行く 風 をして ソット 退場) 

大矢 氏の 大斐閣 には少 i 私 も 困って しま ひました、 繪の 上半と 下半と がどうしても 融 着し ない。 

歌なら 腰折れと 云 ひます か、 どうして かう 「全体」 を 忘れる でし やう。 あの 松の 眞 赤な 斡が 金 切 

聲を 出し て畫 面から とび 出し さう ではありません か 

石川畫 伯の ダリ ァ、 實に 奇麗であります。 此の 位に 万象 を 數學的 物理 學 的に ァゥ フフ アッセン 

する 事の 出来る 人が 畫家 になった 事 を 惜しみます ：：： (c、  D、 ：.：• 諸氏い つの 間に か 返 場、 A 博 

士 居眠り をして トウく 熟睡す る處で 幕が 下りる) 

十月 廿. 日 

四 六 五 

十月 I 一一 十日 土 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川 K 大 Jl^ 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

「虚榮 の鸦」 は 色よ の 鳥類の 特異な 擧動を スダヂ ー する 爲に 動物園へ 通ったら し ぃ處は 見へ ま 

すが どうも あの 裸ん ぼの 人間 だか 祌樣 だかに はさす がの 金米糖 も少 i 辟易。 あの 左の 手 を さし 出 

した 表情の 月並 さは 論外と して バナ ー ル な顏、 貧弱な 体格、 不安定な ボ— ズ etc  etc …… 其証據 

に は 鶴が 可 笑が つて 天 を 仰いで 大笑して 居ます」 

「牝鷄」 今朝の 新聞で 見る と 「牡 鷄」 とい ふの が賫れ たと ある、 して 見る と 比の 牝の つれ 合で 
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しゃう か。 もし 新聞が 誤植で あったら、 ヤス リ紙は 御 役に立た なくなった 事と 存じます。 それ は 

別と して、 かう いふ 方面の 耩 ももう 行き詰りに なりました、 床の間に は惡く はありますまい。 

「淸水 寺 由來」 あの 坊さんが どうしても 尾 上 何とかい ふ もの 、扮 した 坊主ら しくて 本當の 坊主 

らしくな いので 困り ましたし、 河の 水が 又 余り 無責任な のに も 困りました。 それから あの 銃 走し 

て 居る 馬の 脚の 關 節が 金米糖の やうに 角 を 出して 居る の も 誇張の 臭氣が あるし、 「天 變」 と 云へ 

ば 可で も： S 茶 苦 茶に 掃き 溜 を ひつ くら 返した やうに かき さ へ すれば い、 と 田 心つ て 居る らしい のに 

も 困る し  

なる 程 此れに くらべ ると 今迄 見 せて 頂い た帝展 出品 の 大部分の 方が 味が あり 香が あるら しい 今 

年 はなんだ か 文部省 万歳 を 三唱した くなる かも 知れません 

忘 言 多 罪 御 寛容 を 祈ります。 頓首  . 

四 六 六 

十一月 Ills 水 午後 一時 ー 二 時 本 鄕區駒 J^j 曙 町-三より 小石 川展大 窗町山 崎 直 方 氏へ 〔はがき 二葉〕 

「林 和靖」 私 は 「弱 法師」 は 余り 好きでなかった ので 氣持は 此の方が い、 かも 知れません。 し 

かし 端 書の 総で 見る と あの 竹が 妙に 白つ ぼい 理由が 分り 兼ねます。 ナ ン ダカ 切り取って 二三 日日 

光に 嗎 して 後に 又樹 てた やうな 氣 がして か はっくる し い 感じが あり はしません か。 鶴 は 私 も 御 仝 

感 あんまり 平よ 凡. -の 御手 本畫 から 借りて 來 たやう に 思 はれます。 梅の 枝 や 花 はよ さ、 うです が 

根元が 少し 弱い 感じが 致しません か。」 御說 明を讀 まない 先に 此の 输 を 見た 時、 「丁度 倚り か、 る 
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のにい、 塩梅な 樹 だな。 しょつ ちう もたれる ので 皮が すれて 居る」 と 思って、 それから 御 說明を 

よんで 居る と 中 村 先生の レ マ —クが 吻合して 居た ので 少 驚きました。 

それ は 鬼に 角 關雪は 矢張り 優れた 點を 持つ て 居る と 思って 居ます、 もう 少し しんみりした 處が 

出來 ると なほ 更ぃ、 でし やうが。 それ は ァ ン マ リ 慾ば りすぎ かもしれ ない 

「風 立つ 浦」 ぽ本畫 として は變 つた 構図で 一 寸 人の 目につく でし やう、 物理 學 的に は あの 波 は 

まづ いか もしれ ない が、 作者の ねらった 心 持 は 可な り 出て 居る かも 知れない と 思 ひます。 しかし 

私に はいつ も 此の 人の 色彩の 感じが 惡 くて 今度ので も あの 崖の 褐色 や 竹 藪の 淺綠 がいかに も 落 付 

きがなくて、 騷 よしくて 好みません 去年ので もそう でした。 いつでも 黄色が schreiend でなん だ 

か 近寄れません。 杉の 色との 調和 も 私に は氣に 入りません。 此人は 頭が ハツ キリし 過ぎて 居る の 

で餘 情と 云った やうな ものが にじまな いの かも 知れない。 左の 枯木 はい、 と 思 ひます 

「コ ン デル 博士の 像」 私 も 結構 だと 思 ひます、 コ ン デルさん は ドンナ 人 だか 知りません が 鬼に 

角 性格と かいふ やうな ものが 出て 居る らし い。 …… 油 畫には 矢 張 西洋人の 顏の 方が 効果が あり 易 

いから、 ハン ヂ キャップ をつ ける 必要が あるか も 知れない。 ：■•: 小鼻の ハイライトが 少し 氣 にな 

り はしません か、 

「伽羅の 薰」 海産 動物に 何やら こんな ものが あった やうな 氣 がした が 思 ひ 出せません。 衣服の 

色彩 は 魚の わたの やうな 感じはありません か。 しほからの 好きな 人 はキッ ト氣に 人り まし やう 

「鷺 娘」 頸から 口から 頸の 邊に 魔氣か 溢れて 人の 生血で も 吸 ひたがって 居る 處が現 はれて 居る 

あの 針金の やうな 指 や、 しゃもじのお 化の やうな 裾 や、 不思議な 白鷺の やうな 鳥の 挑戰的 態度な 
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ども 中. - 振って 居ます。 傘 も 円形で なく 高次の 曲線であります、 

「競馬 香」 此の 女の 顏を 見て 居る 內に 妙に 下肥の 句が する やうに 感じた が、 實際 掃除 屋が來 て 

居る のか、 それとも 何 かの 錯覺 であった か 松 本さん にで も 聞いて 見ない とよく は 分れません、 

三枚と も 傑作と いふべ し 

四 六 七 

十一月 一一 一日 水 午後 六 時-— 七 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 小石 川區大 13^ 窪 町 山 崎 直 方 氏へ 〔はがき〕 

國展の 御 紹介 難 有く 拜見 致しました、 麥 僧の は氣 持の よさ、 うな 構図ら しい、 鬼に 角 毎年 何 か 

しら 見せて くれる 人 だから 何物 か を 提供して 居る 事と 存じます、 行つ て 見たい がま だ 御 許しが 出 

ない ので 殘念 です。 紫 峰の も 見たい と 思 ひます」 權 藤氏の 「徒然」 は 面白味 を 感じません、 光線 

が畫 室ので 北；^ 景の 庭が 書 割の ス クリ— ンを 立てた やうに 思 はれます。 人物 もどつ ちか 一 人に した 

方が よく はありますまい か、」 華 秋 氏の 「村雨」 はかう いふ 終 H 卷物の 長いの を ゆっくり 見て 行つ 

たら 面白から うと 思 ひました」 r 妖魚」 は 大分 評判が い、 やうで 大慶と 存じます、 やっぱり 妖魚 

だと 見えます。 「ヱ a シ H ンコ」 の 像 も 万人の 稱揚を 受けて 居る やうて 中 村さん 御 二人共に 御滿 

足の 事と 存じます、 小生 も 此の 人の 檎を 一 枚 もつ て 居る もの だから 內心 甚だ 恐 悅。」 

御 忙し い 中から 余り 屢ぶ繪 葉書 を 送って 頂いて すまない やうな 氣 もします し、 又 余り 口から 出 

まかせの 長 廣吿を ふる ふの もさ 恐ろしく なります、 どうか 御 寛容、 痳の 高くな つた 病人の 囈 語と 

御 聞き流し を 願 ひます 
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十 一 月 三日 

四 六 八 

十一月 四日 木 (： 時間 不明) 本鄉 -511 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 御風 邪の 由 御大 事に 願 ひます、 小生 未た 外出 を 許されす 御無沙汰 

^^します」 御 批評 難 有う 今度の は 余り面白くない さう で 少し 失望し ましたが 今讀み 返して 見る 

となる 程 御說の 通の 處が あります。 今度の も 始めから 充分な プ 口 ットを 作らす に 段 i 書き足して 

行った もの だから 自然に その 痕跡が 見える の は 恐ろ 七い 者 だと 思 ひます あの 後に 又 一 つ 丁度 仝 じ 

位の 長さの もの を 書いて あって 此方が ひょっと する 、いくらかい、 かも 知れない。 一 度 見て 頂き 

度い の だか 御 病 氣ゃ御 案 內で御 忙しい やう だから、 もし 日光から 歸られ て 後に 御 暇に なって、 そ 

して/切に 間に合 ふやう だったら 一 度 見て 頂いて、 どちら かい、 方 を 公論に やらう かと も考へ て 

居ます c」 昨 曰 中央 美術と 改造 を 御 達り しました。 御覽 になったら 何とか 云って やって 下さい、 

無論 物に はなって 居ない が」 君 は 毎日 歩いて 困って 居る か 僕 は 歩け ない ので 困って 居ます、 もう 

1 一月 出ません 

四 六 九 

十一月 六 B  土 午後 三時— 四時 本鄉 -sil 駒、 <1 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う、 詳細な 御 批評 を 難 有う 御 坐い ました c」 想 華と いふの は 僕 も 一寸 さう かと 思つ ^ 


て 可 1 ノ かった。 しかし 僕と して は特刖 な攔を こしら へて くれた 瀧 田 君に 禮を云 ひ 度い 氣 がして g 

居ます。」 簑虫は 御說の 通り 一言 もありません、 辞書の 件 は 木に 竹 をつ いだ やうで おかしい 今度 

から 注意し ます。 蚩 曰いて 居る 時から 全く 氣が つかない ではな いがやつ ばり 自然に 出て 來る もの を 

切って 捨てる I 惜しい もの だから」 「あるまい かの 連發は 成程 黄え 切らないで 齒 痒いで しゃう、 

なるべく 注意し まし やう。 しかし あれ は 一 生 僕に くつ 、いて 居る 態度なん だから どうも 中ぶ 吹き 

切る の は 苦し い。」 アン 一一 ュ ィは 全く 御說の 通りす ると 最後が うんと 利く のでした」 改造の は 何 

しろ 羽太 餘治君 等と 一 處に顏 見せ を やる ので 少しい やな 氣 がしました」 帝 展評を ほめて 下さって 

難 育う、 ほめられ るの は やっぱり 嗜 しい。 しかしい けない 處を 図星 を さ、 れ るの も惡く ありませ 

ん。 どうも 難 有う。」 御言 葉に 甘へ て 叉 一 つ 同 便で 御途 りします。 余りうる さいで しゃう 力.^ 1 

覽の上 御 批評 を 仰ぎます。 

風邪 はどう そ 御大 事に 

十 一 月 五日 

四 七 0 

十一月 九日 火 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 へ 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

拜啓、 扨て 叉 妙な もの を 書きました。 此れ は 小説と 名 づける つもりで すが、 さう いふ 名 は 無理 

かも 知れません。 今度の も 余り 氣乘 りが しないの を少 しづ 、ぼつり く 蚩曰 きました から 多分 駄目 

かと & ひます が、 鬼 も 角 も 御 暇の 時に 見て 頂いて そして 何とか 云って 下さる やうに 願 ひます 」 
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此 間中 岩波の 哲學 叢書 を片 つばし から 讀んで 見ました。 安倍さん の 哲學史 も通讀 して 見た がなん 

だか 六 かしくて よく は 分らなかった。 哲學 者と いふ もの は文學 者の 食った 肉の 骨 を 拾って それで 

いろんな 枠 を 組み立て 、居る もの だとい ふやうな 氣 もしました が。 しかし やつば り考へ て 見る ね 

うち は あると 思 ひました。 一 番 面白かった の は 希 職の 古い 自然 哲學と 最近の 物理 學とを 比較して 

見て、 土臺 になって 居る ヱ 子ルゲ チック や アト ミス チックの 考 方が まるで 同じ 事で ちっとも 進歩 

して 居ない と 思った 事でした。 

十 一 月 九日 

風邪 はもうよ くな りました か、 御大 事に 

四 七 一 

十一月 十一 日 木 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 高知縣 吾川 郡 伊野 町 森 木 謙郞氏 へ 〔はがき〕 

生れて 短冊な ど はかいた 事が ありま せんがた めしに «1 いて 見ました 下手 は 生れつき 手 習な どす 

ると 余計 下手になる かも 知れません 

反古 を こしら へ た 御 詫 を 申 上ます 

寅 彥 

四 七 二 

十一月 十三 B  土 午後 五 時— 六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔は 
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がき〕 

御手 紙と 原槁 たしかに 拜受、 御 面倒の 段拜謝 致します：」 風邪 はま だ拔 けない さう です が大丈 

夫です か、 こじら せない やうに 願 ひます =」 小生 まだ 外出 を 許されす。 夜中に 目が さめて 考 へて 

居る と實際 心細くな つて 来ます。 自分 は 一 体 どうなる の だら うと 思って」 芝 は 御言 葉に 從 つて 

少しば かり 刈 込み 始めた が、 刈り込んで 行く と 段. -に 心細くな るので、 唯 冗漫な 說明 文句 を 少し 

抹殺す る 位に 止めて おきました。 文明の 芝の 所 を 五行ば かり 消し、 迷信の 種類 云. -を 消して おき 

ました パー 「球根」 の 方 はもう 少しね かして 置いて 少し 直して 見やう かと 思って 居ます。」 「厄年」 

の 方 はし まって 置いて 「芝 刈」 を 中央 公論の 正月 号へ やり まし やう ピ 何 をしても 飽き 31^ いと 見 

えて、 もう 少し 漫筆 は 飽き かけました。 今度 は 「物理 學 序說」 と稱 する 本 を かいて 見やう かと 思 

つて 居ます。 物理 畢敎 科！！ 曰の 第 一 頁に ある やうな 事 を 少し 立ち 人って 論じて 見たい と 思って 居 ま 

すが、 それ も叉ぢ きに 厭になる かも 知れません。 漫筆 も 種 は あるから 其 內に又 何 か 見て 頂く かも 

知れません。 小說も 頭の 中には あるが 4! 'は 少し 工合が 惡 るい。 

御大 事に。 其內 よくな つたら 又 一 度來て くれません か 

四 七 一一 I 

十一月 十七 B 水 午前 九 時.— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき〕 

御手 辍難 有拜見 致しました。 能樂を 通して 見た る 神の n ゴスも 面白いだ らうと 思 ひます、」 何 
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を 見ても 面白す ぎて 恐ろしく なつ て 深入りす るの が こわくな つ てす ぐに 狐疑す る 心が 起る と 同時 

に 厭に なって 來る のが 昨今の 僕の 狀態 であるら し い」" 此ー 一三 日 は 何とも 云へ ない 淋し い 落莫た 

る、 レ地 がして 居ます。 坐 敷へ さしこむ 暖ぃ 日光が 何とも 云へ ない (h. (さ ry な ものに 感ぜられ 空虚 

な もの に 感ぜられ 自分の 病 驅か見 萎ら し. い 干物の やうに なって 其 空虚の 中に ぶら 下って 居る やう 

た氣 がして 居ます。 あんまり 外界との 交涉 がな さすぎ る爲 だら うと 思つ て 居る が やり切れな い」 

君の 手紙 を 日向で 讀んで 居て ふっと 氣 がっくと 狀 紙の 色に 應 じて 墨の 色が それく ちがった 美し 

い 補色に 見えて 來た。 薄い 桃色の が 一番 著しくて 墨 は ひわ 茶色に 見える のでした。」 物理 畢序說 

は 矢張り 序說で 物理 擧 でな いんだから 大丈夫 君の ヱ ンヂ ョ ィ せらる ベ き 性質の ものです が、 さう 

うまく 出來 るか どうか は 分りません。 しかし 大体 系統 だけ 立て 、見ました が 事に よったら 面白い 

ものになる かも 知れない と 思 ひます 

四. P 四 

十一月 二十日 土 午後 五 時- 丄ハ時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

其 後 風邪 は 如何です か、 不相變 見物の 御案內 では やり切れ まいと 御 察し 申します、」 二階から 

近所 中 を 見渡す と 色 ぷの樹 の 葉が 色 ぷの色 をして 居て 實に 奇麗な ので 油で 、も 描いて 見 度くなる 

が、 變 化の 急な の もっか まへ 處が六 かし さうな ので 未た 手が 出ません"」 今日は 天 氣の惡 いせい 

か 朝から 頭の 工合が 變で、 床 を はなれす 珍しく 晝寢 をして 一層 氣 持が 惡 くな つて 殆んど 何もし な 
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いて 暮 しました」 ァラ 、ギの 古泉 千 樫と いふ 人から 左 千 夫 歌集 を 達って くれまして、 そして 何 か 

思った 事 をァラ 、ギへ 書かぬ かと 云 はれました。 此れから 一 返讀ん で考へ て 見やう と 思って 居 ま 

す。 處が 其の 古泉 氏の アドレスが 矢張り 靑山南 町六ノ 一 〇 八な のでなん だか 不思議な 氣が しまし 

た。 何も 不思議 はな いんだ けれ 共、 赤坂靑 山の 方面で 外に 誰れ も緣 故の ある 人がない と 思って 居 

る處 であった し。 もう 一 つ は六ノ 一 〇 八 は 全部 知って 居る やうな 氣 がして 居た ので 少し 驚き まし 

た  . 

十 一 月 廿日 

四 七 五 

十一月 二十 六 B 金 午後 五 時 —六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

〔はがき〕 

日光 行の 御 話し 面白く 拜見 しました。 さう いふ 話を閜 いても 何だか 旅行が し 度く て^た まらな 

い、 レ」 昨日と 今日 二日で 久し振りに 油， M を かいた、 例の 簑 虫の 居る 紅葉 を かいたの だが やっぱり 

物に ならなかった」 一昨夜 松极 君が 来て 例の 通り 藝術論 を やって 面白かった。 僕 は 獪畫は 新派 

(形式の 自由) に 賛成す るのに 俳句の 方 は 新派 を 非と する 事の 矛盾に 氣 がつ いたが 此れ は 矛盾で 

なくて 緣と 俳句の 根本的の 差から 來る區 別の やうな 氣 がします が 君の 御考 はどうで しゃう」 ^怖 

の 十二月 号へ 君の 「三枚つ き」 とい ふの が 出る さう で 大に樂 しみに して 居ます。」 正月 号に は 

旅日記 を やすんで 何 か 外の もの を 書け とい ふので 引受けました、 木 螺の方 は 少し 休んで 君の 方へ 
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でもお つ、 け やうと したが、 やつば り 蚩曰 き 度く も あるので 此れ も 引受けました。 此れ も マゾ ヒズ 

ムスの 一種 かも 知れない」 妻が 顏面 神経痛で 二三 日 ねられて、 それに 天 氣が惡 くて 陰氣で 困った 

が 妻の 方 はもうよ くな りました」 其の 內 一 邊又來 て 下さいません か 

四 七 六 

十 一月 (日附 不明 ：} 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

數日 前に 知らぬ 人から 「天誅 組 事蹟 考： 一 とかい ふ 本 を 買って くれと 云って 來た、 そして 集金 郵 

便で 代價を 請求す ると 云って 來た。 瘤に さわった から 本が 着く と 封 を 切らす 其 儘 送り返 してやつ 

た。 さう すると 又 端 書 をよ こして 云 ふのに 「先生 は 高知縣 人で も あり 且つ は 人位 (sic) と 思 ひ 御 

接り 申した のに 御返しに なって は 困ります。 私 を 御 しんよう 下されな けれ は 代價は 項き ません か 

ら御 調書 (sie) の 上 間違が あったら 敎 へて 下さい」 と 云 ふやうな 叟を 恐し く  illiterate な 日本語 

で 云って 來 ました。 そして 叉 本 を 送って 來た。 其 手紙が あんまり 面白かった から 今度 御 目に かけ 

まし やう。 「天誅 組」 とい ふの は 維新 前の 土 州 藩士 中の 過激な 保守派の 團 休で assassin であつ 

たのです。 此の 端 書の author が 其 本の author であると すれば 其 本 は 余程 面白い もの だら うと 

思って 居る が。 まだ 本の 包み は 開けないで 放って あります。 此れ も 近頃の r 少 さな 出来事」 の 一 

つ で、 氣が向 ひたら 此れ を 題に して 又 フロム ナ ー ドを やつ て 見やう かと 思つ て 居ます 

四 七 七 
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十二月 4- 曰 火 午前 九 時— 十 時 本 鄉ぼ駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 お 

昨日 は 御 來駕難 有う 御 坐い ましたい つも 何の 御 愛想 もなくて 御 歸り後 甚だ 物 足らな く 思 ひます 3 

がどう か惡 しからす 願 ひ 升」 御 病人 御 経過 如何に 哉 御 加養 專 一 に存 します。」 今日 學 部長 来訪い 

よく 講坐鮮 除の 宣吿を 受けました、 何だか 生ぬるい 感じが する が 今の 處 外に 仕方がな いから 難 

有く 御受 をして 置きました。」 昨日 君に 見せるべき もの 話すべき 事 を 忘れて 居た、 いっかの 天誅 

組の 後日 譚 もあった し、 帝展を 見ざる 記に 對 する 批評 もあった りした の だが 次回に 讓 ります。」 

君の サヂ エス シ ヨン によって 此れから 少し ゥ ィ スラ— のノ クタ ー ン式 油畫を やつ て 見やう かと い 

ふ氣 になって 居る そして 「どんぐり」 「やもり」 など k 題す るの を連發 して 更に 一 祭 を 博したい と 

思って 居ます、 しかし ほめられる 見込に ついて 考へ ると 少し 銷沈 する。 コッ ゾリ 二三 年 臥 薪誓膽 

を やって 置いて アット 云 はせ たいんだ が 此の方の 見込 もない から マ ァ どの 途 あきらめる 外 はな 

い」 御 歸省前 御 閑 あらば 又 御 來遊を 願 ひます。 

御 病人 御大 事に 

十二月 六日 

四 七 八 

十二月 九 B 木 午後 五 時— 六トむ 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町 六  <  一 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う、 御 病人 未だ 御 快 愈に ならぬ 由 御 加養 專ー に 存じます、 拙宅の 子供 腹 を 害し 原因 

を 研究した 處 どうも 雪 を 食ったら しい」 タ ー ゲ プラット 落掌、 理學會 の 記事 だけ 讀了、 おかげで 
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大變 面白く 有益でした。 アインスタイン デ— の 分 殊に 面白く  g-esunder  JV!enschen#verstand に關 

する 皮肉 は 彼れ にして 始めて 口にし 得る ものと 思った。 レ ナ ー ドと アイ ン シ ュ タイ ン の 問答 はお 

ゃぢと 新しき 女の 問答の やうな 所 も ある c」 此間御 話した 英譯の アイ ンシュ クインに は 此の 會議 

で發 表の 新事實 もあります」 小學敎 員の. 大學敎 育 論の 事が あつたが 日本で も其內 あんな 問題が 起 

る 力 も 知め ない」 昨夕 少しば かり メ ルキュ ー ル にある 小說を 讀んで 見た がどう もちつ とも 面白く 

なかった。 こっちの 頭が 古いから かも 知れない がどう も 馬鹿々 〔々〕 しくて 讀 みつ にけ る勇氣 かな 

くな つた。 此れより リ 、ュス トラ シ オン の附錄 になって 居る 劇の 脚本の 方が いくらか 面白い。」 

序論 を かく 必耍 上から も相對 原理の 勉強が 必要に なって 毎日よ みつ けて 居る が やつば り 面白い、 

此れ を やらなくて は 嘘の やうな 氣も する。 

十一 一月 九日 

四 七 九 

十二月 十七 日 金 午後 二 時-一一 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔は 

がき〕 

二 枚つ きの 御 葉書 難有拜 見、 御 令室 御 病 氣の由 御大 事に 願 上 候」 昨日 久しぶりで 外出 丸 善へ 

行ったら 獨 逸書が 澤 山に 来て 居た、 そして 安倍 君に 逢 ひました、 三 ヶ月ぶ りで 出て 見る と 近處の 

家が 門が 變 つて 居たり 表札が 變 つて 居たり、 日本 橋の 四つ辻の 一 角に 妙な 店が 出来て 居たり して 

大に 面白かった」 二 コ ラス 一世が 乇スコ ー とべ テルブ ルグ 間に 鉄道 を かける と 云 ふので 地図の 上 お 


で 一 一都の 間に 直線 を 引いた、 今の ボル シ ェ ビキの やり方 は 丁度 此れ だと シ ェ ス トフが 云って 居 ま め 

す。 ヘルツ ヱ ン其 外の あらゆる 思想家の 最も 嫌惡 したの は 「小 ブル ジョァ 精神」 であるが 今度の 

變 動以來 此の やうな 小 ブル ジョァ の 世界が 農 の 中に 設立され たと も 云って 居ます」 叉 一つ ダ、 

イス チッ クな 小説に 出逢った、 哲 學のプ 口 フ H ッソ ルが 元日に 亡妻の 墓參に 行く 途中で 一 處 にな 

つた 美人 を 矢 張 道 づれの 兵隊と 奪 ひ 合 ふとい ふやうな 筋 だが、 筋の 方はノ ン センス で 其の ダ 、 リ 

方が 振った ものであります、 何の 事 はな ぃ醉 つばら い の 管 をまい て 居る やうな ものです、 

四 八 0 

十二月 二十 B 月 午前 十 時一トー 時 本鄕^ 駒 込 曙 町 一 三よ リ福岡 市 地 行 束 町 一 九 六 桑 木 或 雄 氏 へ 〔はがき〕 

謹啓 先日 は 御 来駕 被 下 御 厚情 難 有 拜謝致 候 折角の 御 光来に 何の 風情 もな く 失禮の 段ぷ御 海容 

被 下 度 奉 祈 候、 御 無事 御歸 福の 事と 存候其 後 御 變も無 之 候 哉 時候 枘御 自愛 專ー に奉存 候」 

先日 拜 眉の 節 御 話 相 伺候 アイ ン シ ユタ インの loin の 一 般相對 原理 論の 單行 印刷物の 表題 出版 

所 等 御 序の 節 御 示 敎被下 間 敷^ 御 願 中 上 候」 此頃 はじめて マッハの 「さ 間と 幾何 學」 を讀 みまし 

たが 矢張り 面白い と 思 ひました、 マ ッ ハ がもう 少し 生きて 居たら アイ ン シ ュ タン を 待たなかった 

かも 知れない やうな 氣か 致しました、」」 右 御 挨！^ 旁 御 願 迄 草. 述候 不盡 

十一 一月 廿日 

四 八 一 
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四 八 二 

十二月 二十 二  B 水 午後 (以下 不明，) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 

〔はがき J 

昨日の 夕方から 又 少し 風邪 を 引いた やうで 今朝 起きて 見たら 頭が ふら/ \ して 熱で も 出さうな 

心 持が する から 寢て 居ます どうも 廿 五日 迄に 御 尋ね 出來 るか どうか， 分りません 必す 待たない やう お 


十二 二十  一 B 火 (時間 不明) 本鄕" R 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

御 端 li 曰拜 見」 昨日 行かう かと 思った が あんまり 風が 吹く のでよ したが 行かなくて よかった、 今 

朝 は 曇つ て 寒さうな ので やめて 本 を よんで 居たら いつの 間に か 非常にい.^ 天氣 になって 居た、」 

なにしろ 余程 天氣と 胃の 工合と がよくな いと 都合が 惡 いが 其內 行かれたら 行きます、 しかし どう 

なる か 分りません からどう か 待た すに かまわす に 願 ひます c」 「球根」 が 活版に なった の を 讀み直 

して 見た がなん だかい やにな りました、 今度 行く 時に 御 目に かけ まし やう c」 此の 二三 日 は又少 

し 倦怠期に 入って 何も 出来ません 讀み 度い 本 は 山積して 居る がし 方がない c」 十 年 前に 分れた 切 

りであった 男が 上海から 歸っ て來て いろ， \ の 奇談 を 聞きました。 生きて 居る 猿の 腦味 t3 を 食 ふ 

など、 いふ 話 もあった。 新嘉 坡でゴ ム 林の 草 取 人足の 監督 を やって 居る と 或 日 龍卷が 遠方から 襲 

つて 來た、 それ を 見て 居る 內に 妙に 悲しくな つたと 思 ふと、 寒氣 がして 來た、 そして 四十 二度 程 

の 孰 (が 出て 來て、 マラリア になった。 など k いふの も 面白い と 思 ひました。 

士 一月 廿 一 曰 


に 願 ひます。」 オステル ン の 起原 はサキ ゾ ンの 春の 女神 Kastre  or  Ostara 崇拜の 余習が 基督 敎 

に まぎれ 込んだ もの だとい ふ、 此の 女神が タン ホイ ゼ ルの 耽溺した wvau  Venus と 同じ もので 又 

weisse  Game の Kertha であって、 いづれ もス カン ヂ ナビアの 神ゥォ ー クン の 妻た る Fl.igga 

と 同一 物 だとい ふ 事を讀 みました」 それから Ilamelin の RattenfJingcr の 傳說も ゥォ. I タン、 

即ォ ディンに 關し たもので 笛吹き 自身が ゥォ ー タン、 笛の 音 は 風の 嘯 音 を表徵 し、 鼠 は 死者の 魂 

魄を表 はすの ださう です」 此等 は旣に 御存じ かも 知れん が 自分で 知り 度かった 事が 分った から 御 

しらせし ます。」 ヮグナ ，にか ぶれた せいか 僕 は 北歐の 神話 や 傳說が 一 番 面白い、」 

十一 一月 廿ー 一日 

今朝の 讀賣に 球根の 評が 出て 居た 好評 チタく 位の 處で 

四 八 一-一 

十二月 二十 六 B  B 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ  一  Q.^ 小宮 豐隆氏 へ 

〔はがき〕 

御手 紙 難 有う、 先日 は失禮 しました、 僕 は あまり Freuncl の Faniilie で willkommcn を受 

ける と 落ち 付けない 方 だから どうか 御 配慮な く 願 ひます、 君の 一 一階 も溫で 非常に い 、氣 持でした、 

歸り 付く 頃 はもう 暗かった がちつ とも 風がなくて 寒くな くって 仕 合せでした。 非常な 上氣 嫌で 歸 

つて 來て 善良なる 父で あり 夫で ありました。」 もう 少し 君の 處が 近いと い、 ん だけれ ども、 君 を 

引越させる 事 も 僕 を 引越させる 事 も 同程度に 困難 だから 仕方がない。」 此れから 年賀 狀を か、 な 
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.  原 

ければ ならない、 今年 はもう やけくそで 一 切癡 しゃうな ど \ 思って 居 たがやつ ばり それで は 物 足 

りない から 活版 指 を こしら へて しまった、 來 年から は 思 ひ 切つ て 凝った 鎗葉書 でも こしら へ やう 

かしらと 思つ て 居る。 數攀の 式で も 並べ て 球根 や 芝 i„ 刈 鉄で も畫 いた 判じ 鎗の やうな 奴 を こしら へ 

て、  - 

四 八 四 

十二月 =ー 十一 B 金 午後 五 時— 六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹啓 酷寒の 候贵家 益. - 御淸祥 大慶 至極に 奉存 候、 下而 小生 無事 消光 罷在候 間 乍 憚 御 休 祌被下 

度 奉 祈 候、 爾来 は 御無沙汰 申 譯も無 之 候 

担て 昨日 は 存じ 寄らす 珍 菓御惠 投に預 り 難 有 万よ 拜謝致 候 至極 好 風味、 新春の 客來 にも 供へ 申 

度と 存 居候 

別 役亮儀 も此頃 漸く 快方に 向 ひ 候な ほ 一 年 位 も 療養 致 候 は. - 全快 可 致 かと 相樂 しみ 居候 

先 は 右 御 禮迄草 ぷ申述 候 不盡 

士 一月 卅 一 曰  寺田拜 

五島 樣 侍史 

二伸 目出度 御 歳を迎 へられ 度 祈 候 

四 八 五 
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十二月-?〕 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ. 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八小宮 豊隆 氏へ  一、 力き」 

御^ 書 難 育う、 「庭の 霜」 は 作者 自身 も 頗る 自信に 乏しい ので 其 議論 を 聞いて 大 に啓發 される 

のであった のに 惜しい 事 をし ました」 此の 前の 日曜 は 朝から 劇しい 胃痛に 襲 はれもう 死"" 力と 田. - 

つたが 其 翌日から は 叉平氣 になって ぶらくして 居ます、 どうも 眞 鍋さん 所へ 行く の 力お つくう 

5^ もの だから まだ 行きません、 恐らく 見て 貰っても 不得要領に 終りそう な氣 がして しゃう 力な レ 

自分で 直さなければ 駄ョ らしい、 試に 夕飯 を かるい ものにして 見やう と 思って パンに して 見たら 

結果が よさ、 うです 二 其 かに 上り 度い と 思って 居ます、 いろくの 雜誌を 見せて 頂きたい」 

ス カン ヂ ナビアの 傅說を かいた Heiniskriugla とい ふの を 讀んで 居る が 中ぶ 面白い、 丁度 講談 

て も讀む やうな 氣 のす る處が ある、 オラ ー フ 王の 船 戰 など 丁度 源平の 船戰を 見る やうで 一寸 卅 一^ 

ばなれの した 面白さが ある 


3A4 
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大正 十 年 


四 八 六 

一月 四日 火 午前 十一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 厚川 村小宮 鱟隆 氏へ 〔にがき〕 

新年 御目出度う、 當年も 相 變らす {且 敷 御 願 致します。 去年 は 元旦に 君が 來て くれて 二階へ よく 

日が 當 つてい、、 氣 持であった が 今年 は 誰も 来なかった。 一 一日 も 三日 も 曇って いやな 天氣 であり ま 

す、 今年 はいよ く 研究に 從 事すべし となると 一 寸 いやな 氣持 がする がま あ 拘泥し ないで やって 

見る つもりであります」 一 紫外 光線」 は 中. - 面白かった 今年 は辏. -ぁ、 いふの を 連發し 玉へ^ 柿 

へ は 惜し いやうな 氣 もす るが あとで 集めて 出せば い 、」 暮に 十字 屋 へ 行って n 1 へ ングリ ン のゥ 

1 ヴ ヱ ルチ ュ ァを 買って 來た 幽玄 神秘の 名曲 も 器械が 惡 いので ギアく 怪 鳥の 叫聲の やうで いや 

になった、 ヴィク トルの 器械が 一 つ ほしくな つて 來 た。 ファウストの 中の メ フィス トのセ レナ ー 

デも 買つ て 見 だが 此れ は 一 寸 痛快であります c」 島 木 氏から 氷 魚の 批評 を かけと 云 はれた が 書く 

事が なさき つで 困つ て 居ます、 本 を 貰つ て 居る から 書かない 譯 にも 行かす、」 早く 歸っ て來 玉へ」 

僕の 鄕里 でも 米 は 一向 收 めて 来ない、 どうなる 事 か 心細い 
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四 八 七 

I 月 十二 日 水 (時 問 不明) 本鄕 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宮 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

謹啓。 昨日 は 折角 落着いて 仕事 を 始めた 處を 襲撃して 引 張 出し 御迷惑だった 事と 存じます、 小 

生 は 御 かげで 非常に 愉快で ありました。 此れで 少し 人心地が ついた、 此れから 四 五日 叉 精進して 

檢茶 をして、 其れから 又 戒律 を 破る 事に します、 此次は 支那 料理へ 御 伴したい と 思って 居ます。 

それ迄に 昨日 御 話した 男の 著書 を 研究して おいて、 通 を ふり 廻す 爲に」 昨日 歸 つて 来てから 又う 

ちの、 ヴィク トロ ラを 引っぱり 出して 第五 シ ンフォ 二 ー を やって 見た。 針の 種類に よって どれ だけ 

エキス プ レツ シ ヨンに 相逮が あるか を 研究して 見ました。 今度 御いでの 節 は 其 結果 を發 表に 及び 

ます。 リヱ ンジの 序曲 も 一寸 面白い ものです」 赤彥 氏から 大變に 喜んで 原 槁の禮 を 云 ふて 來 まし 

た。 君 もどう ぞ大に 賞揚して くれ 玉へ」 人殺し をし ない 爲に」 昨日 留守に 友 枝 氏が 来たと 云 ふか 

ら夜 訪問して 少し 話して 居る 內に 恐ろしく 脚 首が つめたく なった、 そのせ いか 今日はもう 少し 風 

心 持で 寢て 居る あんまり 意久 地がない ので 顧に なって しま ふ」 其 內來て くれ 玉 へ 待って 居る 

一 月 十一 一日 

四 八 八 

一月 十- IB 木 午前 十 一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ  一  0 八 小 宮豊隆 氏 へ 

〔はがき〕 
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御 端書拜 見、」 あの あとで 又 「鞍馬 天狗」 を や るんで は少ぷ £  viel であった 事と 御 察し 申 上 

げ ます。」 傅 四 君の 歌 を 殘らす 讀んで 見た。 あんまり 悲慘 過ぎて 批評の 圏外に 出て しまって 居る。 

あれ は 歌ではなくて いき もではありません か」 unmittelbar な も の を 要求す る 心 持 は 甚だ 同感 

であり ますが 退て 考 ふるに 藝術 とい ふ 圈內に はどうしても Idlnstlich な Elemente が 必要な やう 

な氣 がする。 生 味の 本物と 藝 術との 間に 透明に してし かも 超 ゆべ からざる 障壁の ある 事 を 感じ ま 

すが、 如何で しゃう」 今朝 眼が 覺 めかけて うと/ \ して 居る 時に ベ ー ト オフ ェ ンの戶 をた、 く 音 

が 耳の 中で 閜 こえて 居た。 そういへば 昨日の 朝 も 同様であった やうに 思 ふ。 なんだか しらんが 耳 

につ いて 居る ものと 見えます。」 (名手 囊を 調せ は 鹹淡宜 に 合 ひ老嫩 式の 如し 原より 補 救 を需む 

るな し。 已を 得すして 中 人の 爲に法 を 說けは 則ち 調味 は 寧ろ 淡なる べし、 鹹 なる 母れ、 淡 なれ は 

塩 を 加へ て 此を救 ふべ し、 鹹 なれば 此 をして 再び 淡なら しむる 能 はす、 魚 を 烹れは 寧ろ 嫩な るべ 

し老 なる 毋れ …… ) 支那の 料理法の 一 節 だかなん となく しかつめらし ぃ處が 讀んで 居て 面白い、 

飜譯 すると 何でもない 事が、 なんだか 孔孟の 敎の やうに 聞こえる」 

一 月 十三 日 

四 八 九 

一月 十七 B 月 午後 五 時 I 六 時 本 鄕展駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 へ 小官 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

其 後 如何です か、 僕は此 間の 晚 一寸 出た のが 忽ち 罰が あたって 氣管を 犯され それが どうしても 7 

ぬけないで 閉口して 居ます、 熟 はない からい、 やうな もの 上仪 から 嘆が 出て それに 弱って 居ます。 3 


かう？ くな つて はレラ チビ テ ー トも 何も ダメ らしい」 メル キュ ー ルで 「馬 王の 怒」 とい ふの をよ 

んで 見た、 雲 南 あたりの 富豪が 御寺へ 行って 「馬 王」 とい ふ 低級な しかし 腹の 病專 問の 神様に 御 

願 を かけて、 自分の 愛妾の 腹痛 を 治し 其 代りに 老妻 を病氣 にして くれと 賴む、 其の 爲に 「馬 王」 

の 辰 「へ 阿： ir を 塗りつ ける。 富豪が 歸 つた あとで 寂に かくれて 居た 惡漢 がその 阿片 をす つかり 召し 

上 デて其 上に 神様 を 侮辱す る。 そこで 馬 王が 大に 怒って 此の 惡漢 を呢ひ 富豪 を 祝福す る。 處が此 

の 神様 は 恐ろしく 頭が 惡 くて 低能 だもの だから 富豪の 名と 惡漢の 名前 を 間違って あべこべ にした 

もの だから 富豪に は禍が 下り、 惡漢に は福德 たちどころに 到って 犬に 成 効 するとい ふ 筋です」 低 

^申樣 だけ は 一 寸 ふるって 居ました 

一 月 十七 日 

四 九 0 

一月 二十 一 曰 金 午後 四時 ー 五 時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小宮雙 隆 氏へ 〔は 

がき〕  、 

御 端 書 拜見御 家族 御 病 氣の由 御 心配の 事と 存じます、 此間 通りで 別れた 時に 何だか 君の 額 力 暗 

かった やうな 氣 がした し 其 後端 書が 来ない から 一種の ァ ー ヌング を 感じて 居た のでした」 フラウ 

ゲマ ー リンの が 本物で なからん 事 を 祈ります、 赤ちゃんが あるの だから いづれ にしても 大變 だら 

うと 御 察し 申します、 君 もよ く 用心 を 願 ひます」 僕も氣 管が 中々 頑固で 直らないので 眞 鍋さん か 

ら 助手 をよ こして くれて 診て 貰った が 別に 何でもな いんだ さう で 安神し ました それにしても 早く 
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なほらない と 閉口です。」 溢 柿へ 正月 早. - 送って やった 原槁が 途中で 紛失した ので 又 同じ もの を 

書いて 達った が、 二度目に はサッ パリ 興味がぬ けて 實に いやな ものでした。 僕 はどう も 物 を エラ 

ボ レ ー ト する 根 氣 がない」 

何分 にも 御大 事に 願 ひます。 其內 に 御， 見舞 に 上り まし やう 

一 月廿 一 日 

四 九 I 

一月 二十四日 月 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一よ リ赤 坂- H 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 

〔はがき〕 

いよく 本物ら しい 由、 困った 事に 候、 何しろ赤ちゃんの^！^もぁる事だし、 それに、 経過の 永 

ぃ肖氣 だから。 しかし 早く 手當 が出來 たから 御 心配な 事 は あるまい と 思 ひます がそれ にしても 矢 

張り 御 心 勞の程 御 察し 申します。 充分 御 自愛 を 祈ります c」 

僕の 咽喉 は 大分よ くな りました。 それで 御見舞に 上り 度と 思 ふが 取 込んで 居る 處へ 坐り込んで 

のんきな 事 を談す るの も 如何な もの かと 思って 居ます。」 メル キュ ー ルで 「逆様の 世界」 とい ふ 

の を 讀んで 居る。 飛行家が 南半球の 洋上で 途を 失して 仙鄕へ 上陸す る。 その 國は 理想的の (ざ- -, 

=§lis=l が 行 はれて 居て、 所謂 文明 は 一 切 閑却され 軽蔑され て 居る。 Sex の 關係も 甚だ 自由で 往 

來 でも 家の 內の 人前で も 行 はれて 居る。 大小便な ども 公. - 然と 垂れて 居る 處は 奇拔 であります。 

此國は 二 千年 程 前に 所謂 文明が 極度に 達した 爲に revolution が 起って 一切の クルツ ー ァを瘦 止 
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して ヱデ ン の 昔に 歸 つたと いふので あります。」 御 一 同樣 御大 事に 願 ひます 

四 九 二 

一月 二十 五 B 火 午後 十 時— 卜 二 時 本 鄉_5|； 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 

今日は 御見舞に 上らう かと 思って よっぽど 行きたかった が 止めて 手紙 を かく 事に した、 其 後の 

御 経過 如何に 哉 

別に 面白い 話 もない から 昨日 一 寸申 上げた メル キュ ー ルの 小說の 話で も 少し 詳しく 申 上げ まし 

to- う、 


著者が ある 海水浴場で、 シャツ 一枚の 肉体美 を 賞 して 見て 居る 內に ふと 妙な 男が 大きな 折 革 

盤 を 脇に か 、 へ て 貝 やえび を 捕つ て 居る の を 見付ける、 連の 男に 聞いて 見る とその 男 はもと 優れ 

た 飛行 將 校であって 佛國 から ォ ー ス トラ リア へ の 長距離飛行に 成 効した が其歸 りに 行方不明 にな 

つてし まふ。 そして 一年 余 も 過ぎて 其 許婚の 女 も 他へ 嫁入りし 遺産 も 分配され た 頃に ヒョッ タリ 

阿弗利加の 內 地から テクく 歩いて ケ ー プ クウ ン へ 姿 を 現 はす。 それから 軍法 會議で 審問 を 受け 

たが 云 ふ 事が 丸で 寢 言の やうな 夢物語な のでとう く 精神 異狀と い ふ 判定 を 受けた と いふので あ 

る。 ふだん は 別に 變 つた 事 もない が 唯 例の 折 かばん を 一 寸の間 も 肌身 はなさす 持ち歩いて 居る と 

いふので ある。 著者 は此 男に 非常に 興味 を 感じて 交際 を 求める。 何 一 つ 常規を 逸して 居ない やう 

であるが 人が 時事 ゃ社會 上の 問題で も 話して 居る と 二 ャく 笑って ばかり 居る。 しかし それ は 何 
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かしらす ばぬ けた 智識 を もって 居る 人の 微笑ら しく 見える のであった。 或 時 著者 か 現今の 文明 を 

論じて 犬に 其の 弊害 を 指摘した りして 居る と、 時よ 妙な 不思議な ベ メル クン グを揷 む。 それで 愈 

此の 男の 失踪 中の 秘密と 折 カバ ンの內 容に對 する 好奇心 を 高めて どうかして カバ ンの中 を 瞥見 

したいと 思って 居る けれども 中ぶ 用心 竪 固で 機 會 がない。 其 中に 一 一人の 交際 は 段 立 親密に なって 

とうく アルプス 旅行に 同行す る 事になる。 或 日 氷河 を 横断 中に 此の 飛行家が 脚 を 失して 峻坂を 

滑り落ちる。 綱でから だ を 結び合せた 著者 も ー處に 落ち 始める。 しかし 際どい 處で 著者の 鹤 ばし 

が 岩に ひっか、 つ て 止まり はした が 飛行家 はもう 懸崖から ぶら 下つ て 居る。 そして 背中の リ ュ ク 

サ ッ クが 重りに なって 居る の を 見て 早く それ を 打つ ちゃつ てし まへ とい ふと、 此れに は 例の 折 力 

バ ンが あるから 死んでも 捨てない とい ふ。 おれ は 死んでも い、 から いっそ 綱 を 切って くれと いふ。 

そこで 著者 は 死力 を 出して やっとの 事で 岩に 這 ひ 上って 二人が 命 拾 をす る。 さう した シチュ ェ ー 

ショ ンに 於て 飛行家が とうく カバン， の 內容を 著者に 見せる 事になる。 おれが 死んだら 此 儘を發 

表して くれと 賴んで グゥく 寢てレ まふ。 著者 は 枯枝を 焚いて 其 あかりで 此の 手記 を讀 みに か、 

る 0 

其の 手記の 初の 方 は 濠 州から 歸 りの 飛行機の 上で かいた 日誌で ある。 霧 や 強風に 途を 失して 絕 

望の 中に あてもなく 大洋の 上 を 飛んで 行く、 もういよ/ \ガ ゾリ ゾ がなくなる 頃に やっと 陸地 を 

見つけて 着陸す る。 其 際に 機 は 火 を 失して 燒け てし まふ。 そこら を 見廻す と 豊沃な 畑地に は 五穀 

が 奇麗に 栽培され て 居る。 其內に 一 人の 百姓に 會ふ、 其 男 は 古代 希臘の やうな チ ュ 一一 ー クを 着て 

居る 立派な 白皙 人種で あるが 隱し處 を 平氣で 出して 居る のて 先づ 驚かされる。 言語 は 大概の 近代 
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語 を 話しても 通じな い。 兎も角も 手 まねで 食 ふ 事と ねる 事 を 請求す ると 非常に コ— ヂ アルに いた 

はって 何處 かへ 連れて行かう とする。 其內 日が くれ か、 る。 地平線の 一方に 非常に 繁盛な 大都會 

の 塔 や 高樓が 見える のに 其れと は 反對の 方へ 行かう とする から 變 だと 思って 引止めて 都 會の方 を 

指 ざすと 農夫 は 非常に 恐怖した やうな 表 をして ド ン く 反對の 方へ 連れて行く。 其- S に 小山 を 

越へ て 平地に 下る と 不思議な 光景に 接する。 家ら しい もの は 見えない 代りに 地上に 3： 頂の ガラ ス 

張りの 屋根の やうな ものが 到處 散在して 居て 其 下から M にも 不思議な 柔ぃ 光明が さして 居る。 地 

上 は 一面 公園の やうで あるが 處. -に池 や 泉水が あり、 ベ ンチが ある 又 到 所に あづま 屋の やうな も 

のが 樹に圍 まれて 居て 其 中に 長椅子の. やうな ものが ある。 

其內 にと ある 円頂の 前へ 來 ると 地下 へ 下る 階段が あって それ をお りて 行く。 案內 者が 人口の 壁 

から コ ップ の やうな もの を 取り 下して 何 か 液体 を 人れ る 昔が したと 思 ふ內に 一 面に 明るくなる。 

妙な 三本足の 鼎の やうな もの K 中から 光明が さして 大きな 廣間を 照して 居る ので ある。 其 處で香 

の い 、飲料 や 菜 子の やうな もの を もらって 柔な 寢臺で 眠る。 

それから 土地の人と 同じ 着物 を 着せられて 地上の 公園へ 出て 見る、 誰も 怪しんで じろ/ \- 見た 

りする 人 はな い。 誰れ を 見ても 一 向 用の ありさうな 人 は 見えない し、 H キ サイトし たやうな 人 は 

一人 もない。 池の 處へ 行って 見る と 男 も 女 も 丸裸で 浴して 居る。 その 內で 男と 女と 手 を 引き合 ふ 

て 例の 東屋へ はいつ てし ばらく すると 愉快 さうな 顔 をして 出て 來る。 此れに すっかり 閉口して し 

ま ふ。 

うちへ 歸 ると 若い 娘が 一 切の 身の 廻りの 世話 をして くれる が 此れが 平氣で 家の 內 のべ ー シンで 


352 


年 十 正大 


沐浴す る。 

段. -樣 子が 分る につれ て 驚く 事ば かりで あるが 一 番驚 くの は 男女の 性交が 丁度 食事と 同様に 公 

然と 行 はれて 居て 例へ は 家族 知人の 會食 中で も 自然の 慾 求が 起れば すぐに 親兄弟の 見て 居る 處で 

滿 足させる。 それからもう 一 つ 閉口な の は 大小便の 必要が 起れ は窒の 周圍を 流れて 居る 小 溝へ 垂 

れ 流す、 無論 皆 の 面前 で それが 食事 中 でも 平氣で やる ので ある。 

此處へ 来て 間もなく 一人の 老人の 訪問 を 受ける。 此の 老人 は 非常な 老齢で、 もし 人が 千年 も 生 

きる 事が 出來れ はこん なになる かと 思 ふやうな 人で ある。 そして 非常に 不幸ら し い 顔 をして 居る。 

此の 老人が 古い パ ー チメン トの卷 物 を あけて 見せる、 それに は、 驚くべし、 希臘 語が 書いて ある。 

飛行家 は いくらか グリ ー キが 分る ので そこで グリ ー キを中 介に して 此國の 國語を 老人 から 敎 はる。 

そして 間もなく どうにか 話が 出来る やうになる。」 此國の 人が 日常の 會 話の テ， I マ となる 事は歐 

羅 巴人の ソ サイ ティと は 全くち がって ゐる。 主に 自然界に 關 した 事で 動物の 行爲ゃ 或は 日々 の 雲 

の形狀 といった やうな ものが 深い 與味を もって 話されて 居る か、 ボリ チッ ク ゃ経濟 などの 話 は 一 

切ない 一休 政府が あるの やらない の やら、 貨幣なん かもない らしい。 腹が 减れば 誰れ の 家へ で 

も 行って 食へば い、 し 自然の 要求が あれ は 誰れ とで も 東屋へ 行け はよ いので ある。 凡ての 家の 入 

口 に は 鍵 もな け れ は 障壁 もな い 。 

此 男の 時計 を もって 居る のが 見付かる とすぐ 沒收 されて 例の 鼎の 中で 例の 液体で 溶かされ てし 

まふ 

或 日 一群の 人が 死骸 を 引きす つて 行く の を 見る、 そして 其の 人々 が 平氣で 面白さう に 笑 ひ 興じ 
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ながら 其 あとから ついて 行く、 聞て 見る と 其れが 死者の 家族 だとい ふ。 死骸 は 風呂桶の やうな 者 

へ 人れ て 例の 液 休 を かける とすぐ 溶けて しま ふ。 其の 傍で 死者の 娘が 男と 東屋へ は ひる (此の 東 

屋が 無閽に 出て 來て 少し ウル サイ)、 そこで 飛行家 か 犬に 憤慨して 怪しからん といって 議論 を始 

める。 しかし 土地の人に 云 はせ ると、 死 は 人間の 一 つの 役目で 此の 役目 を 尋常に すませれば 喜 ふ 

べき 事 だとい ふ。 死ぬ 事の 出来ない はれた 人の みじめ さ を 見る かい \ と いふ 

叉 或 日 裁判 を 見物す る。 其 罪人の 一人 は 着物の チュ 一一 ー クを 三枚 程 余計に 私有して 居た、 そし 

て 一 一人の 女が 云 ふ 事を閜 かなかった 時に それ を やる から 云 ふ 事 を 聞け と 云った とい ふので ある。 

此 の 如き 私有 愁と 私有 愁 の 敎咬は 此國の 重罪 中の 重罪 だとい ふの で最 重刑 を宣吿 される。 卽ち不 

死の 血淸を 注射され て 「^の 市街」 へ 入れられる。 (此^の 市街と いふの は、 此處 へ來た 時に 遠 

方に 見えた 大厦 高樓の ある 都市で、 つまり 吾人の 文明の 代表ら しい) もう 一人の 罪人 は 女で、 此 

れは 他の 女の 唱歌の 上手な の を嫉ん だとい ふので、 此れ は 刑 一 等 を减じ 「不死」 だけ を 許されて 

「呪の 都」 へ 放逐され る。 

飛行家が 池で 水浴 中 一 人の 女が 氣に 入って 歐羅巴 流に ロ說 きに か、 つて、 其 美 を 賞 讚したり セ 

ンチメ ン クルに なり かける と 非常に 怒られ 他人から も 擯斥され か、 る。 さう いふ 事が 此の 國 では 

猥褻な 事な ので ある 

或 日 此國の 大集會 へ 行く、 そこで 此國 民の 公共 生活に 關 する 國 民の 負 擔が きめられる、 十五 歳 

から 時ぶ 或る 期間 (自然現象で 規定した) 各種の 仕事 を 順え に 授けられる 炊事、 サンダルの 製 

造、 樹木の 手 人、 R 頂の 建築 修理と いった 風に 仕事 か變 つて 行く、 俸給の 事 を 聞く けれども 此國 
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の 人に は 其う いふ イデ ー がなくて 話が 分らない、 「紳士」 といって 何もし ない、 クラブ ゃバ ー で 

人に 好かれる もの はない かと 聞いても そんな もの はない あったら 軽蔑され る だら うな ど 、いふ、 

軍隊 もない、 (此樣 な 問答の 中で 飛行家の 文明が ひどく 旗色が 惡 くなる) 女 は 近年 迄 男 同様の 仕 

事 をして 居た が 婦人の 運動が 起つ て、 性の 區 別が 漸く 認められ 女 は 子供 や 家內の 世話 を 主にす る 

事に なった など 、いふ 

或 日 一 處に飯 を 食った 家の 娘と 食事 後に ソ ファの 上で 寢た 事が あって、 其 後 其 娘に 會っ たら 

「アナ クの子 を 孕んだ」 と 云って 平氣で 別れて しま ふ。 そこで 飛行家 は 其お や ぢの處 へ 行って 自 

分の 責任 を 感じて 居る 事 を 陳述して 結婚 を 申込む、 さう して 此 おや ぢ から 此國の 結婚 制度の 講釋 

を 聞かされる。 娘の 內に 出来た 子供 は 「試みの 子供」 といって 八 歳 迄 は 其 母が 世話 をす るが、 次 

に 十 歳 迄 は 父親 かせ 話し 十三から 十七 迄 は 組合で 世話す る。 其 中に 此娘 は氣に 人った 男と 試驗的 

共同生活 をす る。 五 年の 後に いよ/ \ よけれ は 結婚し、 ま づければ 他のと とり か はる さう であ 

る。」 それで 飛行家 は 憤慨して 犬に 此國の 風儀 道德の 攻撃 をす るが 片端から あべこべ に 閉口 させ 

られ る、 此 問答 は 大分 長いが 畧 します。 

此國 の歷史 につ いて 前の 老 先生に 話 を 聞かう とする が 今 は 忙し いから、 葡萄の 收穫期 迄 待つ て 

くれと 云 はれて 居る。 しかし 此の 老人が 「不死」 の 一人でし かも 此國の guardian である 事、 彼 

の 年齢が 一 一千 何百 歳で ある 事な ど を 知って 犬に 待ち かねて 居る 

(以上 No  535  536 にある 部分の 大要です が 537 卽ち十 一 月 一 日發 行の 分が 欠けて 居て 最后 

の^ 38 が ある。 此れ も讀 みました が、 次に 讓り まし やう) 
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一 寸 好奇心 を滿 足させる 讀 物です が、 しかし 切 角 かう いふ 趣向 をす る 位なら もう 少し どうにか 

ならない かと 思 ひました。 現代文明の 諷刺に しても それが あんまり 淺 くて しかも わざとら しくて 

まづ いと 思 ひました。 著者 は Marcel  Roulf とあります。 

其 後の 御 経過 承 度 草ぶ 

一 月廿 五日  寅 ま 

豐隆 大兄 

二伸 昨日 友 枝 氏 高 陽 山人の 一 軸を携 へて 来訪、 拙宅の 高 陽 を 陳列して 犬に ふく、 

狀.^ を 切らして 子供の を 貰つ てかきました、 


作. a 力 出来たら Elektronen  Tag とい ふの を 作って 見たい、 しかし 出来ない から 新： 2 吋 を 

作って r 電氣と 文藝」 とい ふ雜 誌へ 出して やろ かと 思って 居ます 

四 九 III 

一月 二十 七3 木 午後 九 時—， 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

御手 親 難 有 拜見致 候 

御 尋ねの 相對 原理の 一般 を 知る に は 

A.  Einstein,  Relativity.  The  special  and  general  Theory.  (Translation  bv  Robert  W. 

;La wson)  IVIetliuen  &  oo.  L-td  London  Y.  M ひ 0 
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が 最も {且 敷と 存候、 右は此 理論の 元祖 アイ ン シュ タイン の 原著に て 最も 信用 あるの みならす、 記 

述の 平明に して 味 ある 事 も 亦 第一 等と 存候、 右 は 多分 丸 善に 有 之 事と 存候。 邦文の ものと して 

は 昨冬 石 原 博士が 雑誌 改造に 揭 載せられ しもの 有 之 候へ 共 素人に は難鮮 かと 被存候 、- 不遠 同氏の 

此 原理に 關 する 通俗的 解說書 刊行の 計畫 ある 由 故 御 含 置 被 遊 度 祈 候」 相對 原理 は難鮮 とい ふ 事に 

相場が きまり 閜 きお ぢ する 人の 方が 多い やうに 見え 候へ 共 原理 自身 は 誰れ にても 理解し 得らる ベ 

き 性質の ものと 被存 候、 唯 其れより 演繹 さるべき 各種の 歸 結への 道程た る 數學的 分析が、 面倒と 

いふより は 寧ろ 頭の い、 事 を 要求す る 譯に御 坐 候、 一 一千 年来 頭に 溶み 込んだ ュ ー ク リツ ドの 幾何 

學と、 ガリ レ ー 一一 ュ ー トンの 時空 觀 とに 囚 はれた 頭 を 洗濯して 新しい 考に 慣れる のが 骨が折れる 

譯と存 候。 しかし 原理 自身の 哲學 的の 意義 やそれ と關 係して 考 へられる 人生 上の 問題 を考へ たい 

人に は 右の アイ ンシュ クインの 書 ゆ は 有益に て 面白く と 思 はれ 候。」 右の 書物 を 合せて 

Mach,  Space  &  Geometry  (淋 If  ，  ^  ,  nHBii:) 

を御覽 になる と、 相對論 前の 空間 觀が 如何なる もの かが 知られ 從 つて 相 對 論の 起る 迄の 経路が 御 

分りになる かと 存じ 候、 此の マッハ も此 うい ふ 方で は 第一流の 學者 にて、 アイ ンシ ユタ イン 自身 

も此 人から 幾多の ヒ ントを 得た と 思 はれ 候、 

此 外に Erwin  Freundlich,  Die  Grundlagen  der  Einsteinscheu  Gravi tationstheol.le の 英譯も 

ある 由に 候が 此の方 は 寧ろ 專問 的の 智識 を 要する と存 候、 此外 Edding-tou の 通俗 鮮說書 あり 此 

れ は某理 學士 飜譯中 の 由故不 遠發刊 の ある 事と 存候、 其 外 にも 澤山有 之 や うなれ 共 右 に擧 げたや 

うなの なら ズ言 mp 出來 可. E. 候、 
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右 不取敢 御 返事 迄 草. -申述 候、 草. - 

一 月廿 七日  寺田拜 

五 島樣 

一 一伸 改造 所載の 石 原 博士の 論文 は 手許に 有 之 答 故 捜して 差 出すべく 候 

四 九 四 

一 月 一一 十九 日 土 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕 區駒込 曙 町 一 三より 赤 坂 M 靑山南 町六ノ  一  0 へ 小 宮璺隆 氏 へ 

御手 紙 難 有う、 なにしろ 大 變と存 候、 君が 卵 を 料理して 居る 姿 を 想像して 一寸 不思議な 心 寺 を 

味 ひ 候。 もし 自分 だったら とても それだけ 子供の 爲に 働いて やる 事 は 出来まい と 思 ひ、 君の 子供 

の 仕 合 僕の 子供の 不幸 を 思 はざる を 得なかった。 それ は 鬼に 角 御 病人の 經過 良好な のが 可より 喜 

ばし い、 君 も 骨の 折りば えが ある 事と 存じます。」 此の間 細君 毆打 論の 話 をした が、 細君に 病氣 

されて 見る と 擧說に 多少の 修正 を 加 ふる 必要が 起る 事 かと 存じ 候、」 それ はさう と 今 曰の 讀寶に 

井上 匿 四 郞の毆 打の 實驗の 事が 出て 居て 犬に 僕 等の 參考 になる と 思って 注目して 居ます。 此， - C. 

關 して 僕の 宅で も 議論 二 派に 分れ、 僕 は大に 子爵の 辨 護に 勉めて 見た が 形勢 思 はしから す、 論文 

でも かいて 見やう かと 存 aa 候 


此 間の 話の 最後の 處は實 は 最初に 讀ん だので 忘れ かけた が 大体 次の 通り 

欠けて 居る 部分が 分らない からよ く繽 きが 分らない がなんでも 例の 飛行家に は 一人の ラヴ ァが 
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出来て それに 歐州 風の 戀愛を 仕込む らし い、 又段ぷ 文化 主義 を 人ぶ に 吹き込む 爲 に危儉 人物と し 

て gual.diall から 注目され るら し い、 

或 日 前の 老人 (二 千歳の) かやって 来て 今日 こそお 前の 好奇心 を滿 足させ やうと いふ。 そして 

見せる ものが あると 云って 夜道 を案內 して 何處 かへ つれて 行く、 或る 坂道 を 上って 行く と 此國に 

は 珍ら しい 石垣が ある、 其の * の 一部が 突然 開いて 暗い 階段 を 下って 行く、 其 處には 二 千年 前の 

科擧的 文明の 標本が 保存され て 居る、 例へ は大厦 高樓を 組立て- - 居る 一 ぶの 窒が 不思議な 動力で 

思の 儘に 空中へ 拔け 出して 自分の 處へ 動いて 來 たりす る。 海底 を 旅行す る ホテルが ある。 議會な 

どで も わざく 行かなくても うちで ソファに 寢て 居て、 討論が 出来る、 投票 も 遠方から 出来る、 

劇場の scene は 凡て 本物 を 使 ひ 森で も 川で もす ぐ 引っぱって 來る。 etc  etc. 生命 を 製造す る ラボ 

ラトリ ー があった りする、 此處で 「不死」 の 血清が 作られた ので ある。 鎗畫は 立体に 描かれて そ 

して 活 きて 居る otc  etc. …… 

此れ等の 驚くべき もの を 見せてから 老人が 說明 する。 此 等の 凡ての ものが 人間 を 極端な みじめ 

な 境遇に 陷 らしめ たので、 とう/ \ 革命家が 出て 来て 一切の 文明 を 破 壤し盡 して 新に 社會を 改造 

し 其 結果が 今日の 円 頂 閣の國 になった と 云って 聞かせる。 

最後に、 お前 はもう 一 日 も 此國に 置く 事が 出来ない から 退去 を 命す ると 云って 自働 飛行機に の 

せられて 接 還され る、 其 機が アフリカ 內 地で 火 を 失して， 墜落した ので、 其 慮から 徒歩で 歸 つたの 

である。 

此 手記 を讀ん でし まふと 夜が 白ん て 永 河の きしむ 音が 聞え る。 飛行家の 寢 顔に は 微笑が 泛 つて 
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次に rBl.cnys の 偉人」 とい ふの を 御 披露 致します、 此れ は 短い 讀 切り ものです 

疲れ切って 歸 つて 寢臺 へ撗 になって 居る と、 からだから 手 や 脚が 段.^ 重くなる、 そしてい つの 

間に か 自分が ブ 口 ンズの 生きた 鑄 像になる。 そして ふだん は 背が 低くて 醜い 自分 か 途方もない 巨 

人に なり 立派な 顏 になる。 それて 表へ 飛び出して 歩く と 群衆が 驚 いて 見る それて 此れ は本當 の ブ 

ロン ズの 偉人 だとい ふ 事になる。 フ ロック を 着て 出 あるく、 人. - が禮拜 する。 平生 自分 をい じめ 

て 居た 奴等 も 懸命に 御世辞 をつ かふ。 次に 背廣で ソフト ハットて 出かける。 さう すると 前より は 

いくらか 親しみの ある 尊敬 を 受ける。 市民 等 は從來 公園 や 辻に あった あらゆる 銅像 や 石像な ど を 

すっかり ぶちこ わして 大騷 きを やる。 面白い もの だから 色 立の 服装 をして 出かける、 それに 應じ 

て 人々 の 待遇が ちが ふ。 とう/ \> おしま ひに 丸裸で 活歩 する。 さう すると 皆が 反對 になって コソ 

くと 攻撃す る けれ 共な にしろ ブ n ンズ だから 彈丸 ゃ爆彈 でも 平氣 である。 しかし 最後に 月夜の 

晚人 無き 町の 寺の 前で 寢て 居る 間に 脚 を 町の 敷石 へ しっかり 釘付けに されて しまって 動け なくな 

る。 その 翌日 はもう 今 込破壞 された やうな 銅像な どが 又其處 かしこに 建てられて 居る、 (終) 

此れ はつ まり ボル シェ ビス ムの事 を 諷した もので しゃう。 唯疲勞 して 手足が 重くな つて ブ B ン 

ズ になる とい ふの は 甚だ 奇想 だと 思 ひました。 


そろ/, (\ 勉强を はじめる と、 いろんな ゴタ したつ まらない 用事が 出来たり、 其 上 無闇に 俗 
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用の 客が 多くて ちっとも 勉強が 出来ない。 世の中 はま、 にならない ものです、 玄關へ フィリス チ 

ン 除の 護符 を 貼らう かと 思 ふが 如何で しゃう」」 今日 親類の ものが 四つになる 男の子 を つれて 來 

ました、 其 子 は 初めて 來 たのでした。 應接 間へ 人れ やうと したら、 「コ ワイ ョく」 と 云って 泣 

いて どうしても 手に おへなかった、 多分 御醫 者さん の處 へだまして つれ 込まれた と 思ったら し い 

とい ふ說 でした。 

十になる 二番目の 女の子が 姉に 「姉さん はいつ 御 嫁に 行く の」 としきり に 聞いて 居る、 姉が 非 

常に 嫌がって 居る けれども、 妹に は なぜ 姉が 其の 質問 を 嫌がる か どうしても 了鮮が 出来な いら 

しい、 さう して エル ン ストな 眼 をして 姉 を 見つめて 居る。 子供に はとても かな はない。 

法學士 E が來 た、 ス ツボンの 鳴く 話 をした 男で ある。 翁 車で 懇意に なった 娘さんの 家へ 遊びに 

行って 御茶 をのんで 來た話 をした。 それから 電車で 話 をした 中 婆さんの 宅へ 遊びに 行って 其 良人 

とも 懇意に なって 家中す つかり 見物して 畑に 作って ある 豆 迄 見せられて 御馳走に なって 來た話 も 

した。 三越の 展覽會 で 出品 目錄を 若い 美人から 貰って 知合に なった が、 その 女 は 同窓の N がいつ 

の 間に か 家 をつ きとめて E を だしぬいて 交際して 居た 話 もした。 かう いふ 人の 爲には 世界が 恐ろ 

しく 自由で 廣く思 はれる 事 だら うと 思って 少し 羨し かった、 蒲團の 中央に 土 堤 を 築いた 経驗 はま 

だない らしかった 0 

忘 語 多 罪、 益ぶ 御大 事に 願 ひます 

行って 直しければ いつでも 行きます、 困る やうなら 差し ひかえます。 玄關 迄で も 御見舞に 行か 1 

なけれ は濟 まない やうな 氣 もす るが、 玄關 からすぐ 歸るも 妙 だし、 坐り込めば 君 も氣を もむ だら お. 


うし、 僕 も 落つ かないから。 もう 少し、 て 事柄が 平靜 になって から 上り まし やう、 

可に しても 大變 だら うと 御 察し 申 上ます 御 自愛 を 祈ります 

一 月廿 八日  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

四 九 五 

一月 三十日 S 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ 福！： 市 地 行 束 町 一九 一一 一 桑 木 或难 氏へ 〔はがき 

表の 署名に 「寺 E 方 吉村 冬彥」 ともり〕 . 

酷寒の 候 益 、、 稗淸 祥大賀 至極に 奉存候 

貴 著 御 達り 被 下 難 有、 面白く 拜誦致 候、 何卒 鑌ぶ御 執筆、 啓蒙の 爲に御 盡瘁願 上 候、 小生 匿名 

は 片端から ス ッパ拔 かれ 少ぶ 閉口、 富 分 潜伏 致さん かと 存 居候、 此 次に は 匿名の サイコ 0 ヂ， 'で 

も 書いて 見やう かと 存 居候 近頃 Stendal ゃプ 。スべ ル メリメの 事 を よんで、 自分に 似た 臆病 を 見 

つけ や，^ 意を强 くす る を 得 候、 御 一笑 

右 御禮迄 草ぶ 

一月 册日  寅彥拜 

四 九 六 

二月 二日 水 午前 十一 時 I 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小官 豐隆 氏へ 〔は 
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力き」 

今朝の 讀賣で 見る と 御 令息 も髙熟 だと ある。 此 間の 事の 間遠 かそれ 共 叉 新しく 御發病 か、 もし 

さう だとす ると 中 ぷ大變 だら うと 思 ひます、 貴兄 自身 も 余程 用心 しないと からだ を こわす かも 

知れない、 充分に 御 自愛 を 祈ります、」 三 宅 恒方氏 も チブスで 人院中 此方 は 重 休らし い、 此次は 

「余の 病院 觀」 が 出る だら うと 思って 居る。 巖丈 らしい 人 だから 大丈夫 だら う」 此 間中 は 毎日 

風の 統計と 其 理屈の 數學 とで 朝から 勘定ば かりやって 居る。」 〇〇 君が 來て丸 善 懲罰の 爲 に獨英 

の 書物 を 安く 輸入す ると 云って 居る、 此れ は 大に黉 成 を 表しました。」 アメリカから 樂 器の コレ 

クシ ョ ン 陳列 舘の カラ ログ をよ こした ものが ある。 此れ は製藥 商の 主人が 十七 年間 か、 つて 集め 

た 世界中の 樂 器の コレクションで ミ シガ ン大學 に 寄附した もの ださう です、 アメリカ にも こんな 

ぢ f いが 居る のかと 思 ひました」 どうぞ 御大 事に 

四 九 七 

二 1 月 三 曰 木 午後 三時— 四時 本 鄉_區 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂" R 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 tass: 隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜見、 はしか 始まり 候 由い よく 御難 義の 事と 拜察 致します、 はしか は 一度 家へ は 

ひると、 どうも 一般にな りたがる もので、 宅で も 先年 ー邊に 片付けました、 しかし さう いふの 

は 安 外 早く 氣付 きもす るし 軽くて すむ やうです、 兎に角 はしか は 食物の 撰 定と減 熱 後に 冷えない 

事が 最 要件 だから、 直った と 思って 早く 床 を 出て 冷えない やうに 御父さんの 御 守が 緊要と 存じ ま 

す。」 三 宅 氏が やられた 由、 まさかと 思って 昨日 あんな 冗談 を かいたが、 何だかす まなかつ たや あ 


うな 氣 がして 居る。 四十 二 歳で あるの が 妙に 感ぜられた。 去年 細君 か 伺 病であった とい ふから 或 

は Tri%er のであった ので はない かとい ふ氣 もす る、 しかし 充分 注 要はした の だら うが どうもつ 

まり は 運 次第 かも 知れない、 此間 理學士 の刈屋 とい ふの が 矢 張 チブス で やられた が 此男も 理科に 

は 珍しい 体格の い、 男であった。 かうな ると 瘦せ黨 は 却って 心強い。 かへ すく 御大 事に 願 ひま 

す 

四 九 八 

二月 三日 木 午後 三時 I 四時 本鄕區 駒 込 曙 町 一三よ リ 府下 一 =2 円 町上リ 屋敷ぬ 木 三重 吉 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 西条 氏の 童 謠集御 惠與被 下 一 同大 喜 かへ すく 御 禮申上 候、 此のお ゃぢ 自身 も 面白く 拜 

見し ました。 「跪」 や 「山の 母」 や 「行ったり来たり 昨日 も 今日 も. 一 とい ふの は、 子供 等が 唱っ 

て 居る のを閜 いて 居る とおや ぢの 方が 妙に セ ンチメ ン タルに なって 來る、 子供の 方 はさう でもな 

いらし い、 著者の かう いふ 素質に は 何處か 私と コン ヂェ 一一 アルな 處が ある やうな 氣 がする 

右御禮 迄、 御 自愛 を 祈ります、 今年 は 病氣は 大丈夫で すか 

四 九九 

二月 六日 B 午前 十 時— 十 一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

五 日 附 長文 の 御手 紙 唯今 拜見、 今夜 は い ろん な雜用 の 手紙 を か いて 珍しく 九 時に なっても まだ 

起きて 居た 處 だから、 鑌 けて 君に 返事 を かく 事に した。 中ぶ 君の 負擔は 大きい らしい がし かし 御 
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病人の 経過 良好 は 何よりも 嘻し い 事と 存じます 同じ 君が 苦しむ にしても よ つ ぼ ど 張 合が あるで し 

やう。 天罰 說はー つの 學說 として ー應の 考慮 を 費す 價 値が あるか も 知れません、 僕な ども ふだん 

は 威張つ て 居る がちよ つと 寢 込まれ でもす ると、 セ ー タン は 意久地 もな く 返却して 切に 前非 を 後 

悔 する を 常と する。 其 代り 今度よ くな つ. た 時には ぢ きに 元利と も回收 する 事 はする が。 どうも 君 

の 方 は 僕より セ ー タンが しっかりして 居る らしい ので、 少し 羨ましい。 僕な ど は 妻 を 二人 迄も虐 

待して 殺して しまったんだ からもう 少し 考へ て もよ さ 、うな 者 だが。 實際 人間 は 忘れる とい ふ 事 

がなかったら、 とても 苦しくて やり切れな いもの だと 思 ふ。 

鈴 木 君から 本 をよ こ し て くれて 其 禮狀を 出し たらす ぐ に 又 手紙が 來て毆 打 事件から 離別の 顚末 

を 詳報して 來 たよく/ が 立った ものと 見えて 氣の 毒に なった、 六つと 四つの 子供 を か、 えて 

下女 一 人に 子 僧 相手で 商 買 迄 やって 行 くんだ から 此れ も 可成 大變 だら うと 思 ふ、 かうな ると 東洋 

城 君の やうな 獨身も 中 い 、もの だと 思ったり します。 

僕の 方で はま あ 今の 處 大した 病人 はない が、 末の 子が 四月に 小學へ はいる 害で あるのに 兄 や 姉 

の 行って 居る い、 學校 がっかへ て 中 i はいれ さう もない ので 妻 を 校長 や 酉 役所へ 何邊 もやったり』 

附 屬小擧 校の 方 をつ、 いて 見たり、 思 ふやう にいけ ない ので、 機嫌が 惡 くて 自分で 困って 居る。 

一 一男 も中擧 へ はいらなければ ならな い の に當 人が 甚た 天下 泰平な ので 此れ もお ゃぢ をジリ /\ さ 

せる ばかりで ある。 計算 を やって 居る と 間違ば かりして 愈 i もって 肝 瘤が 增長 する。 其處へ 又^ 

柿から 原 槁徵發 令が 下る。 口 マ字雜 誌の 原槁も 期限 切迫に 及ぶ かて &加 へて 長 谷川 零 余 子より 

雜誌 「電氣 と 文藝ー へ 前約の 論文 督促の 電話が か ^ つて 來る。 かうな ると 一年間 のんきに 飽和し 
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て 居た 頭の 中が 沸騰して しまって 何の 事 だか 分ら なくなって しま ひます。 やけに なって 何もかも 

みんな 一 時に 書き 散して おまけに 朝日 新聞の 夕刊 迄 かいて やった。 これで は 折角 講坐を やめて 貰 

つ て 養生して 居る のが 何の 爲だ かさつ ばり 分らなくなります。 

西 村 伊作と いふ 紀 州の 人が 駿河臺 へ 女學校 をた て く 與謝野 晶子 石 井 柏亭を 押し立て 、藝術 的な 

自由 敎育を やる とい ふので 其の 理科の 講師の 周旋 を賴 まれて 人がなくて 困つ て 居ました。 此西村 

とい ふの は 西洋へ 行く 時 船で 知合に なって 居た のです、 所が 昨夜 西 村 氏から 電話で 前觸 があって 

自動車で やって 來 たの を 見る と 與謝野 寛 氏 も 同道で あるのに 少し 驚いて しまった。 寛 氏が 學 校の 

趣意書 や 規則書 を朗讀 し、 時間表の 內容迄 見せられ 建築 設計図 も ひろげて 說明を 受けた。 そして 

僕に 理科の 方の 顧問に なれと いふ 談判に なった のです つかり 縮み 上って しまった。 こわく 御 断 

り をしたら、 別に 惡る强 い をし ないで 許して くれたので 安心し ました。 君が 來 合せて 傍 觀 して 居 

たら 定めて 面白かった らうと 考 へました。 兩 氏が 来た 時に、 屋根の 雪が どうして もぐり 込んだ か 

一 一階から もぐり 込ん で 玄關の 天井から 雨漏りが して 居た 爲に 玄關 へ 金 盟ゃ雜 巾が 陳列して あった 

の は 余程 妙な 迥り 合せで ありました。 

一 陽 来復した から 御 病人 も 追 i よくなる 一 方と 存じます が 益. -御 加養 專 一 と 存じます。 君 も 御 

自愛 專 一 に 願 ひます、 少し 君の 肩が 軽くな つたら 一 度 御見舞 兼 御 邪魔に 上り 度と 思 ひます 

二月 五日 夜 十 時  寅 彥 

豐隆樣 
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五 00 

二月 十  一 B 金 午後 九 時 I 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三 よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔は 

がき〕  - 

其 後の 御 経過 如何に 哉 定めし 次第に 御 回復の 事と 存じます が此上 御大 事に 願 ひます。」 拙宅で 

も 其 後 ポッく 風邪が 流行し ますが いづれ も 軽くて そして 永いた ちので 別段 心配な 事 も 何も あり 

ません が、 病人 だか 何だか 分らない 病人が かう 大勢に なっても 困った ものです、 みんなが 僕の 眞 

似 をして 居る やうです」 小さい のなん か は 少し 油断して 居る とボ ン く 飛び 廻る くせに 飯時が 來 

ると 床へ もぐりこん でめし を もって 來 させる。 此れ もどう もお や ぢの惡 感化ら しいので いやにな 

りました」 少しつ けて 唯の めし を 食つ て 見た がどう も 工合が よくない ので 又 粥に 逆 もどり」 其 

後は雜 誌も讀 ます 計算ば かりして 居ます。 今日は 又 寒くて 巨煃を 離れ 難く、 四面 咳の 聲を 聞きな 

がら 南國に 移住 を 思 ふ、 

一 一月 十 一 日夜 

五 0 一 

二月 十六 日 水 (_ 時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき 

卷 紙に 墨に て 認め あり 一 

御 はがき 拜見、 はしかとう く 普及の 由 中 i 大 變と存 候。 御難 義 でし やうが はしか はもう そ^ 
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で 免疫になる の だから 其 積り で 御 奮闘 を 祈ります、」 皆さんが よくな つたら 貴兄の 爲に 慰勞と 8 

功 表頌の 饗宴で も 開き まし やう」 和 辻君の 日本 古代 文化と いふの を 岩波で 貰って 半分 程 讀んで 見 

たが 面白い 〔と〕 田 5 ひました。 しかし 歷史 とい ふ もの はどう も 困難な 學問 だとつ くく 考 へました。 

何しろ 手が、 りが 僅少で そして 與 へられた 材料から 推論され る 結果が ァ インド イチ ヒ でな いんだ 

,Aら 厄介 だ、 此れ は 地質 學な ども 多少 共通で ありまし やう。」 珍敷眞 蚩曰 筆 を 使って 見る と 丸で 字 

がかけ ない、 文字に ならない 力の 人れ 方が 見當 がっかない」 

二月 十五 日 

五 0  二 

二月 二十 三日 水 午後 九 時，— 十 時 本鄕 E 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ん小宮 豐隆 氏へ 〔は 

が き〕 

謹 其 後し ばらく 御無沙汰 をし ましたが 如何です か、 御 病人 はもう 余程 御 宜しい 事と 拜察致 

します、 君よ 大丈夫で すか、 しばらく 御 端 *1 を 見ない が 或は 風で も 引いた のではありません 力 

一 月の 十 一 日に 御 尋ねして 以来 御 目に か、 らな いので 大分 久しい やうな 氣 がして 居る」 僕 は此頃 

は 朝起きる とから 夜ね る 迄 計算 を やって 居る。 三つ 位の テマ を チャン ボンに やって 居ます。 其 問 

は ；！•  Ueber  die  Entstebslg  des  Erdmag-netism き. 2.  ueber  die  W irbelbe wegungen  der 

Atisphare,  besonders  in  Bezug  anf  die  aufeinanderfolgeuden  K:etten  der  Zykloncn  im  fer- 

nen  01.  3.  Ucber  die  Statistik  der  Vektorg も in 」 w は 此れ迄 地球 ゃ大 陽が 何故 磁石で 
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あるかと いふ 理由が 分らない、 それ を說 明す る 一 つの 假說 です S は 梅雨期に 低 氣壓が あとから 

く 追つ かけて 来る、 あの やうな 狀 態に 該當 する 上層の 穴 H 氣の 運動 を數學 的に 取扱 ふ 方法。 g は 

各地 測候所の 風の 觀 測の 材料 を分柝 して 下層の 擾亂を 除去し 上層の 模様 を 知る 試みであります。」 

なほ 附錄 として 一 一階から 雲の 方位と 高度 角 を 測って 地形の 爲に 生す る 雲に 關 する 色よ の 事 を考へ 

て 居る。 箱 根 や 天 城 や 鋸 山ゃ大 島の 上に 出来る 雲が チヤ ンと 分る から 面白い ものです。 

五 0 三 

二月 二十 六 B  土 午後 十 時.： 十二- 5- 本鄉 K 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一 〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 

御手 紙拜 見、 御兒 さん 方 も 最早 御 全快、 御令窒 にも 漸次 御 恢復の 由 犬に 安心 致しました。 御兒 

さん 方の 御 守 は 依然 大事 業、 或は 病中より 一層 アンス プル ッフ が增 加す るか も 知れない が 鬼 も 角 

も 万歳 であります。 特 に 麻疹 は 丁度 兵役 か 卒業 試驗 の やうな もの だから 犬に 祝すべし だと 思 ひま 

す。 理屈 を 云って 見る と 適に 病氣 でもして 困らされな いと 親子の 結合と い へ ども 薄弱な もの かも 

知れない。 尤も 今 君に こんな 事 をい ふの は あんまり あこぎな 次第 かも 知れません。 しかし 三 週間 

位はぢ きです からま あ 大に氣 を 永く して 御 加養 專 一と 存じます。 氣が 短くな りさうな 時には 其 肝 

痕を はがきに して 小生 迄 御 途りを 願ます。 

ヱ ン トシ ュ テ ー ゥング etc は あれ は 少し 君 を 威嚇す る やうな つもりで 仰よ しくま 曰いた が いづれ 

も 大した ものではありません、 唯 「研究に 從事ス ベ シ」 とい ふ 命令 を 果す爲 に 今年度 分の 仕入れ 

をして 居る 位の ものであります。 池 磁氣論 は 万 一 うまく 行く と 少し は H ルシ ユッテ ル ン する かも 
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知れない が、 つまり は 一つの ヒポテ ー ゼ として 保留され る 位が 關の 山で しゃう c」 松 根 君より 昨 

まはがき1^目、 原槁 二三 日中に 貰 度し、 なるべく 今日中に 頂 度と 云って 來 たので 今朝 力ら 半日 力" 

つて 書き 上 ゲた處 です。 此の 位 信頼され ると 嘻 しくない 譯には 行きません。 万事 を 放擲； - ても笋 

かないで ま 吾ら れ ない。 しかし 此れ は 多分 か s:!. と 云 ふ 積に 相逮 ない ので、 さう 思へば 月と 立派 

こ賣 ま，. I ます。 それ を 叉 どうして いと 讀ん だもの か 此れが 不思議であります。」 (乍 序 僕 は 何でも 

不思議 だくと 云 ふ 癖が ある さう で此頃 子供 等の 注意に よって 始めて 氣 づきました。 少し 謹し む 

積です。 難 有 家に 對 する 不思議 屋 など、 いふ 代稱 でもつ けられる と 困る 力ら) 

冗談 は 別と して 久. M にて 會 食の 件 僕 は 日曜 以外で 余り ひどく 寒い 日で ない 限り^ 時で もい" の 

ですから 君の 御 都合の い、 時に 一寸 電話な り 速達な りで 聲を かけて 下さったら 出 接け まづ 僕 も 

晝 飯の 方が 都合が い、。  .，。 ，.，、t  M ヒ こ . 

知人で 中古の ピアノ を 捜して 居る 人が ある。 夏 目さん の は 片付いた でし やう 力 僕 はなん ズカ 

いきなり 聞く の は 工合が 惡 いが、 若し 御 序が あったら 聞いて 下さいません か。 

, 余事 後便 にて 草. -  ； 

二月 廿 六日  寅 0 

豐隆 大人 玉 案下  . 

五 〇 四 

三月 IB 火 午前 十 時 1 十一 時 本 1§ 曙 町 一一 一一よ リ蜜 區靑 山 南 町 六 ノー  〇.il 隆 氏へ § は 
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かき」 

昨日 あたりから 少し 又 風 を 引いて 居る から 風月 は 少し 待って くれ 玉 へ 

三月 一日 

五 0 五 

三月 七日 月 午後 十 時- - 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

か き〕 

御無沙汰し ました、 今度の 風邪 も 妙に 煑 切らない、 いやな たちので ありました がどう やら 一通 

りょくな つたら しいので、 今朝 エキス ペリ メント に セザン ヌの翁 を 見に 行きました。 さう 大騷き 

する 氣 にもなら ない が 近頃の 展覽會 論お に 中毒した 眼に はやつ はりい、 氣 持でした、 なんだか 天下 

が大 平になる やうな 氣の する 事 だけ はたし かです。 もし 未だなら ば 是非 一 見 を 御す \ め します、 

京 橋 近くの 星 製藥會 社の 樓 上です」 電車の 中で 妙に 氣 分が 惡 くな つて 吐氣 があった ので 心配し い 

く 無事に 歸 りました、 此 間中 頭 を勞し 過ぎて 神経衰弱の 爲だ かも 知れません、 胃の 爲で なけれ 

ばい k と 思 ふが 食慾の ない 点が 少しい やです、 大した 事 はあります まいから、 其內裨 邪魔に 出 や 

うと 思って 居ます OJ あすに も襲擊 する かも 知れまん、」 

三月 七日 

セザ ン ヌを 見て 来たら 又 少し 繪 かかき 度くな りました、 あ、 いふ 氣持 になって 見た くな り ま 

した。 そして あ、 いふ 顔の ぢ いに なりたく なって 來た 


371 


五 o 六 

三月 八 B 火 午後 十 時— 十二時 本 鄕-區 駒 込 曙 町 一一 一一より 赤 坂^ 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小官 豊隆 氏へ 〔は 

力 き」 

今日は 勉强の 御 邪魔 をした ひみなら す 或は 病院へ 行かれる の を 妨げた ので はない かと 思って 居 

ます、 さう だと するとい よ/ \惡 友であった 譯で すまなかった と 思 ひます、 どうか 惡 しからす 願 

ひます」 僕の 方 はお かげで 大變 愉快で ありました、 歸 つて 風呂に 入って 見る と 頭 もす つかりよ く 

なり 風邪 も 何處へ やら 行って しまい M の 工合 もい 、加 减に收 まりなん だか 久し 搌 りで 自分のから 

だに なった やうな 心 持に なりました、 此れで 明日から 又大に 勉强が 出来る だら うと 考 へます、 時 

界が 行きつ まって くるの が 御 かげです うと 開けて 又と ぼ/ \ 歩いて 行かれる やうな もので 

す」 春 日の 莓の ゼリ ー の强ぃ 色彩と 爽快なる 味覺 とが 甚だい、 氣 持であった、 どうも あれで 胸が 

すいた やうな 氣 がして 居る、 歸 つて 夕飯の 粥 をす、 りながら 又 あれ を 思 ひだした、 どうかして あ 

れと 饅頭 だけ を 時. -食ふ 工夫 は あるまい かと 思つ て 居る がさう いふ 譯 にもい けない。 あれの 官能 

的描寫 でも 試みて 見 まし やう」 御 令室に 惡 しからす 御 詫 を 願 ひます 

三月 八日 

愚德 大兄 玉 案下  . 

五 0+- 
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三月 十日 木 .： 十 後 十 時— 十二時 本鄕 駒 込 曙 町 一三よ リ赤 坂" 區靑山 南 町 六 ノー  0 ぺ小 宮璺隆 氏へ 

御手.^ 難 有拜見 致しました 春 日の Fleisch に關 する 哲學的 考察 を拜 見して 居る 內に思 はす hei- 

tel.e  stimmung- に vel.setzen されました、 君に はすまなかった 譯 だか 腹の 筋肉が 週期 的に 振動し 

て 咽喉から 自然に 衝動的な 音波が 飛び出 じて 來て 誰れ も 居ない 一 一階の さ氣を H ルシ ユッテ ルンし 

ました。 僕 も あの マ ー セン ハフ ト なのから は 一 種の 不愉快なる 壓迫を 感じて 居る の だか 畢竟 日常 

身邊に 存在す る マ ー セン ハフ ト なる ものの 脅威 を 感じて 居る からか も 知れません。 リ I ゼ ゾ ハ フ 

ト なる ゲジヒ トチュ ー ゲはそ 1^ ろに 人 に 迫る ものであります。 もう 少し 二  I ドリ ヒで アルチ ヒで 

ァ ンゲ子 ー ム なのと 取り換える やうに 春 日の 主人に 忠告し 度い ものであります。 尤も 特に さう い 

ふの を 撰んで 居る のか も 知れない から 若し さう だと 困ります。 僕 は 又 どうも あの 莓の ゼリ ー が 眼 

前に 彷駕 として 夢に 人る とい ふ 有様であります、 それ も 矢 張 生理 學 者に 云 はせ ると 內 分泌の 關係 

でホ ル モ ン の剌戟 による ものに 外な らんので 御 坐い まし やう。 

今日 久し 振で 津田 君處へ 行って 昨年来の 油畫を 見せて 貰って 来ました。 大分 セザ ンヌ 張の が 出 

來て 居ます。 夏 ほさんで は 奥さん を 始め 松 岡 君 も 三番 目の 御嬢さん も 油畫を 始めて 居られる さう 

で、 いっか 拜 見に 行き度いと 思って 居ます。 

僕 も 少し 叉畫 心が 浮いて 來 ました。 君が もう 少し 僕の 畫を ほめて くれる とい、 ん だか、 さう す 

ると 犬に 興奮して 段. - 神品 を 產出 する かも 知れない が、 中 M 賞め て くれないから 仕方がない、 僕 

力 死にで もす ると、 もう 少し 賞め て やったら よかった らうと 思 ふか も 知れない 

忘 言 多 罪 
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三月 十日 

愚德 先生 玉 案下 

五 0 八 

三月 二十 一 日 月 午後 十 時 14- 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 展靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 〔は 

がき〕 

其 後 は 御無沙汰し ました、 御 病人 は いよくもう 御 退院の 事と 拜察 定めし 御 安堵 の 事と 存じ ま 

す。 なほ 充分 御 加養 を 祈 候」 此 間中 妙に いろくの 俗用が あったり、 つまらない 調べ物 (御用の) 

の爲に 終日 書記の やうな 馬鹿 し い 仕事 をしたり して ゥカ/ \- と 日が 経ちました。 先日 御 目 

にか、 つてから 少し やり 始めた 油畫も 中止して 居ます。 それでも 一 つ 傑作 か出来て 居る から 一 度 

見て やって 下さい。」 しかし こんな 屑 仕事 は 實際勞 働の 一 種で 頭 はちつ とも 勞 しないで 全身が 草 

臥れ て 夜 恐し く 熟眠して 朝 かねむ い。 やつば りかう いう アル トル ウイ 〔ステ イツ〕 シ ュ な 仕事が 神 

樣の氣 に 人る のか も 知れない と 思 ひました。 

五 0 九 

三月 二十 五 B 金 午前 十 時 I 卞 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂區靑 山 南 町六ノ 一 0 八小宮 蟹： 隆氏 へ 〔は 

がき〕 

御 端 書 難 有う、」 御 退院 後 又 御 不快の 由 御 心配の 事と 存じます、 よも やぶり か へす 事 もない 


寅彥  ：- 
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でし やうが どうか 充分 御大 事に 願 ひます c」 油畫は 三枚 かいた、 眞行草 三体 を 試みた が、 僕に は 

「行」 が 一番 がらに はまる やうな 氣 がして 居る。.」 鎗を かくに は 頭の 惡ぃ 事が 必要な やうな 氣が 

する、 セ ザンヌ など は *1 界 一の 頭の 惡ぃヂ  >  ィ であった やうな 氣 がする。 しかし 考 へやう による 

と 又 彼れ は あんまり 頭が よす ぎた 爲 にあん な 事に なった のか も 知れない とい ふ氣 もす る。 

其內 一度 来て くれません か 

五 lo 

四月 四 B 月 午前 十 時— 十 一 時 本鄉區 駒ジ" 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宫豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

先日 は 御 病人の 中へ 推參、 長 坐 御 邪魔 を 致し 甚だ 失禮 致しました、 其 後 御 容体 は 如何です か、 

どうか 御大 事に 願 ひます。」 あの 日も歸 つてから 繪を かいた、 靜 物と 顔と はいくら か 分って 來た 

やうな 氣 がする が 風景と なると まだ サ ッ パ リ 要領が 分らない。 例によって 一 一階から 南西 を 見た の 

と 北 を 見た の を 大きな カンパ ス へ 描き 始めた 處が、 大きな 面積 を どう 仕 末して い、 のか 分らない 

の で 途方に くれます。 例へば 數平 方寸の 屋根が 馬鹿に だ っ廣く 見えて どう 塗りつ ぶして い- A の 

か 分らない。 塗つ て は 消し/ \ して 見ても 一 向 屋根ら しくなら ない。 事によると 屋根な ど& いふ 

もの は 風景の 中で も 就中 六 かし いもの かも 知れない と 思って 居ます" つまりつ かまへ 所の ない 代 

物 だから だら うと 思 ひます。 どうも 今迄 描いた もの \內 では 瓦屋根が 一 等の 難物であります。」 

昨夕の 暴風の 損害はありませんでした か、 御 病人 を か、 へて は 一 層 不愉快だった 事と 思 ひます、 

電燈が 消へ たりして 御 困りではなかった かと 思 ひます、 僕 も そんな 経驗を もって 居る も だから」 


櫻の さく 頃になる と 毎日 さ 風の 吹き 狂 ふの が 東京と いふ 土地の 惡ぃ癖 だと 思 ふ。 戶 障子が ガタ 

/\ 鳴つ て 神経に 共鳴 を 起させる 

五一 一 

四月 七日 木 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區背山 南 町 六の 一 〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う、 御 病人 御 軽快の 由 大慶、 此度も 中. - 御手 當 が大變 であった やうて 御 疲勞の 事と 

存じます。」 明日 御 来駕の 御 思 召の 由、 どうか 御 出 を 願 ひます、」 鎗が澤 山 出来て 居る が 及第し 

さうな の は 一つ もない ので 少. - 心細い、 屋根の 取扱 方で 採点され るんだ と猶更 心細い が、 まあ 仕 

方がない から 度胸 を 落 付けて 一 祭 を 博す る 事に 致し まし やう」」 櫻の 枯れた やうな 枝 を 毎日 見て 

描いて 居た が、 段. -に枯 枝が かすかな 赤味 を帶 びて 來 るのに 氣が 付いた。 そして 此四 五日の 間に 

急に 紅 黄 紫の あら る 混合に まって 梢が beleb£l された、 とても 追つ、 いて 行かれない。」 うち 

の 紅葉の 新芽が 出かって 來 たので 君の 庭の 赤い 新芽の 事から 去年の 事 を 思 ひ 出した が 全く かう し 

て 居る と 月日の たつの か 早い に 驚く」  . ， 

余事 拜 眉の 上 草ぶ 

四月 七日 

五  一 二 

四月 十五 日 金 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 曙 町 一三より 赤 坂 一 tel 靑山南 町 六/二 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 
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力き」 

御 端 書拜見 致しました、」 十六 世紀 は あの 後 色ぶ 工夫して 見た が あんまり やる としく じり さ 

うだから やめて 仕上げ を ぼつり くやって 居ます。 さ をす 〔つ〕 かり 塗り か へ て 凄味 を增 して 來ま 

した： I の 家の 壁の 色 をい ろくにし， て 見る と 中ぶ 面白い。 黄 味 を 多くして 暖かく すると 繪全 

休が 暖 くなる。 靑味を 多くす ると 全 休が 凄くなる。 あの 繪の鍵 は 全く あすこに あるら しい c」 津 

田 君が 見に 來て くれて あの 力 ンバ スニ枚 は ほめて くれた。 帝展へ でも パ ッ ス する だら うと 云 はれ 

てボ ー ッ と氣が 遠くなる 程 うれしが つて 居る の です。 遣 作 展覽會 でも やれば あの 豐隆 氏藏の 十六 

世紀な ど は 集中の 白眉で ありまし やう c」 其の 方は嘻 しいが 今月 撿 便の 結果 不良 此れに は 少ぶ弱 

りました、 一休 どうしたと いふんだ か、 治らないなら なほらない とき まった 方が 却ってい、 位で 

あります。」 津田 君が 伊豆へ 寫 生に 行く のに 追つ かけて 行く つもりだった が 此れで は やっぱり 駄 

目ら し い」 其 後 御 病人はありません か 御 令窒御 加養 專 一 に 存じます、 

四月 十五 日 

五一 三 

四月 二十 二  B 金 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇. へ 小 豐隆 氏へ 〔は 

かき」 

御 無事 御歸 京の 事と 存じます、 繪 葉書 到 慮より 難 有う 御 坐い ました、 犬に 羨し い、 君 も 此れで 

數日來 のグル ！• ミ ー な 心 持 を 一洗され た 事と 存じます。」 僕は撿 便の 結果 八ホり 良好なら す、 其 上 
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氣 候が 變 に冷凉 で それが 妙に 頭へ 影響して ダル ー ミ— になって 困ります。 しかし 大した 事で は あ M 

りません から 御 配慮 御 無用で 御 坐い ます」 昨日 松 根 君 来訪 大に徘 句 を 論じました。 それから 是非 

君に 漉 柿へ 書かせなければ いけない とい ふ 事 を滿場 一 致で 可決し ました。 僕の 說 によると 小宮君 

は あまりに II 曰く ものに 就て ゲ ウイ ッ セン ハフ ト だから 少し 魔瘁 させ 墮 落させる 必要が あると 考 へ 

ます、 尤も 僕の 近来の やうに プ ロス チ、 ュ I シォ ンも 困る が」 十六 世紀 は あんまりい じくり 廻す 

とメ チヤ/ \- になり さう で 中止し ました。 其 後 石 川 寅 治 式と いふの を 一 枚 やりました。 しかし ど 

れ もこれ もみん な 妙に 陰氣で 凄味が あって ド n/\ の氣 味が ある さう です。 此れ は 多分 靑色を 使 

ひ 過ぎる せいだら うと 思って 居ます c」 國へ歸 る 甥に 土產 として スケッチ 二 枚 やった、 それ を寫 

眞に とつ てよ こした の を 見ろ と 中よ 見 違 へ る やうに 立派に 見える。 尤も 寫眞が 少し ぼんやり だか 

ら猶更 よく 見えます 

五一 四 

四月 三十 B  土 午前 九 時， il-t- 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町 六/ 一  〇 仄小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

今日は 御 來駕難 有拜謝 致し 候、 例に より 甚だ 失禮御 寛容 を 祈 候」 いつも 君が 歸 つた 後で 何だか 

寂寞 を 感じる の だが 今日 も あとで 穩なさ を 仰いで 行 春の 夕と いった やうな 心 持が した。 君が 十六 • 

世紀 を 提げて 歸 るかと 思つ て 居たら、 クリチ —ク をした けて 御持歸 りに ならなかった もの だか 

ら 一寸 淡い 哀愁 を 感じた のか も 知れない。 戀 人に 愛想 をつ かされた とい ふ 程ではなくて も、 自分 

の 子供が 中 學の人 學試驗 に 不合格であった 位の 程度の 失望 を 感じた」 奈 良の 鹿 は あれ は 中- - 面白 
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い、 あの 形態から 色彩に 至る 迄 中- - 凡庸で ない。 此れから ヒント を 得て ヱキ スプ レツ ショ 二 スチ 

ッ クな 人物で も 一 つかいて 見やう かと 考 へながら 眺めて 居る 處 です ピ かう いふい、 時候い k 天 

氣 にくす ぶり か へって 居て、 そして カン ヴァス の觸感 など を 味つ て 居る やうで は實に 困った もの 

だと 思 ひます が、 此れ等が 所謂 前世の 因果 かも 知れません」 此れに 懲りす 其內に 御来光 を 祈り ま 

す 

四月 廿九 日夜 

五一 五 

五月 一日 B 午後 五 時— 六 時 本瑯區駒グ^！曙町 ニーーょり赤坂區靑山南町六ノ 一  〇八小宮璺隆氏 へ 〔はがき〕 

御手 親 難 有う、」 それで やっと 機嫌が 直って 元氣 を回收 しました c」 實は あれ を豐隆 先生が 貰 

ふと 云った と い ふ 事 を 家 內中は 勿論 津田 君に も宣傳 して 威張つ て 居た の だから あれ はい やで も 貰 

つて くれないと 甚だき まりが 惡 いのです。 尤も 坐 敷へ 掛けられたり すると 却って 恐縮す るから、 

勝手の 方へ でも ぶら下げて 置く 事に して くれ 玉へ、 その 內 どし/ \- 傑作 を 出して 取換へ さし か へ 

る 事に 致します から」 零餘子 主宰の 「電氣 と 文藝， 一 へ 出した 事に ついて 松 根 君から 小言 を 頂戴し 

た。 松 根 君に 云 はせ ると R は大 變ィケ ナイんだ さう です。 僕の 名 を 廣吿で 見て 「淡き 哀愁 を 感じ 

た」 と 云って 來 たので 僕 も 亦 「淡き 哀愁」 を 感じました。 どうも 僕 は氣が 弱い から 賴 まれる と 何 

でもす るし 泣きつ かれる と 泥棒で も 人殺し でも やる かも 知れない から 宜しく 監督 をして くれと い 

ふ 事に して 御 詫 を 申 接り ました" r 電氣と 文藝ー の やうな 人の 注目し ない 雜 誌へ 書く の は 馬鹿よ ^ 


〔よ〕 しいと ァテ コ スリを 云って やらう と 思った がそれ はよ しました。 

五一 六 

五月 -IB 火 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 區靑山 南 町六ノ  一  0 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

ホト 、ギ スが來 たから 漫然と 頁を飜 して 居る 內に ふと 「生きた 三 四郞」 とい ふ 文字に 逢着した、 

作者 は 女で 何だか 美人ら しい 氣 がする。 此れが K さんなる もの を崇拜 して 居る らしい。 しかし 場 

所が 何處 だか 分らす 時 も 何年 前 か 分らな い の で擾 库の感 があります、 今度 拜 眉の 節 御 說明を 煩 は 

し、 次第によ つて は 犬に ォゴラ セル 積り です」 新 小說を 見ました。 我が 豐隆 先生に して 始めて 書 

き 等る もの だと 思 ひます。 逐月 あの シリ ー ス を連發 する 事 を 切望し ます、 そして 追. -に 手綱 を ゆ 

るめ て 意の ま \ に劍を ふる ふ 事 を 祈ります」 津田 君の も 始めて よんで 見 たがやつ ばり 面白かった _ 

僕 も 何處か へその つくねい もで も 堀り 出しに 行かう かと 考へ る」 內田 氏の を 一 寸舰 いて 見た、 も 

し 「夢 十 友- とい ふ アンチ シ デントがなかったら 可也 面白いだ らうと 思 ふが、 なんだか 蚩 曰き 振り 

迄 あんまり よく 似て いるから 純 粹な氣 持で 讀む 事が 出来ない。 此れ も 「影と 形」 の 所論 中の 一例 

だと 思 ひます。」 又 一枚 少し 風の 變 つた 鎗を 描き かけて 居ます、 其 內に又 見て 頂き 度い と 思って 

居ます。 

五月 三日 靑-: g の 日 

五一 七 
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五月 三日 火 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

もう 一 枚の はがき を 三時 頃に かいて、 それから ァ イン ス クイン の 天才 敎育反 對說を 讀んで 見た 

Quasisportmiissig ノ 4^.chandhabtell  Begabtenzlichtung- はいけ ない など- r ある、 日來 客て 教育 亡 

國論、 科 學非獎 勵論を 吹き かけた あとで. つたから 一寸 氣持 がよ かった、 處が 夕飯 を 食って 庭で 

バ ラの 虫を搜 して 郵便 函を 見に 行く と眞 鍋さん の 助手から 端 *1 が 来て 居て 反應稍 著明で あると し 

て ある。 非常にい やな 氣持 になった。 いよく 乱暴 療法で もやり 度くなる」 今度の 新 小說を 見る 

と 君 ゃ津田 君の 他に 阿部 和辻內 田の 諸氏が すらりと 顔 を 並べ て 居る の を 見て 何だか 羨し くな つた。 

そして 自分が ィ ス カリオ テ のュダ の やうな 氣 がし て來 た。」 岩波 君で も大 に奮發 して 先生の 御 弟 

子專 問の 雜誌 でも 作る とい k 氣 がする」 六月 号に は 松岡讓 氏の 大作が 出る と豫吿 がし て ある。 

「遣 言狀」 とい ふ 題 ださう で 何だか 物 騷な氣 がする、 君の 方 は 一 層 物騒で しゃう。 

五月 三日 午後 七 時 

五一 八 

五月七日 土 午前 十 一 時— 十二時 本鄕 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮登隆 氏 へ 〔は 

がき〕 

三枚つ き 難有拜 見」 mil- cine  Episode など. - すまして 居る の は 少し 罪が、 架い やうで げす、 此 

れ はどう も おごらせなければ 收 まりや せん」 いよ/ \ 法 政大學 の 壇上に 出現され る 事に なった さ 

うで 万歳であります、 當 日の 風采 を 見たい ものであります。 登壇の 瞬間に 「英姿 蛾爽」 とい ふ 文 お 


字が 頭へ 出て 來て 笑い 度くな り はしまい かとい ふ 事が ふっと 氣 になり 出した 御用 心」 友人 理學 

士 阿部 君から 次の やうな 事 を 知らして くれました 「漱石 全集の 藏 書目 錄百 十三 頁、 東海道 分間總 

図の 作者 ¥」i0s,s へと なって ゐ るが、 あれ は あの 本の 別名 だと 記 臆して 居る」 云气 此れ も だう 

だか 分らない が 折角 注意して くれたから 君 迄 御報吿 致して おきます。』 例の 反應は あの 後 陰性が 

三日ば かりつ いて 叉 陽性が 出現した、 丁度 五月雨の 如き ものです。 酒で も 飲んで 裸 踊りで もや 

ると サッ パリ 直る かも 知れない」 ベ ー ト ー ヴェ ンの 第五 シ ンフォ 二 ー のテ ー マの .^^Mul 

は goldasmer とい ふ 鳥の 啼聲 から 得た もの だと 自分で チ ェ ル 二 ー に 話した とい ふ 事が 「ァ イン 

ス タイン」 の 本の 中に 出て 來た。 

五一 九 

五月 十二 日 木 午後 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 

豐隆 先生、 梧お、 

御手 紙 難 有う、 御 かげて 大分よ くな りました、 Klitterung は 「だら しのない もの」 でゴ マカシ 

ました。 Doktrinar は 御說の 通りに 改正。 Kitsch は 省 唇。 「墮 落」 は 御說の 通りに 採用、 sensa- 

tion は 「あくどい 際物」 と 改め。 Sclnilwesen の虚も 御說の 通り。 erh5hte  Anschaulichkeit は 

「もっと 艮 に^ぶ やうに」 としてお きます。 tolerent の處も 御說の 意味になる やうに 修正。 やつ 

と片を 付けて 此れから 送って やります。 どうも 難 有う 

Einstein は 女子 はとても 腦の 仕事で は 男に おつ 、けない とい ふ 事 を 可也 露骨に 云つ て 居る。 
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； 111,./.^ 火 半分で まある が、 w-H-t.e  docli  mogiicli,  class  die  Natur  ein  Geschleclit;  oline  Gelurn  er- 

schaf¥en  Mtte  ! など、 云って、 顔の 筋肉 を Nucken させた と ある。 一寸 面白かった。 

繪を 並べ て 見る 事の 愚なる 所以 を 御 訓諭に 預かって 忽ち 大悟 徹底、 勇氣 百倍す る を覺へ て 早速、 

叉 一枚 かく、 かうな ると 自分ながら あんまり 他愛がない、 

能 樂の御 話 拜誦、 僕 は 俊 寛の 能 は 見た 事 はない が、 謠を 聞いた 時に、 此れ は 大分 dramatisch 

に 深味の ある もの ぢ やない かと 思った 事が ありました 可也 l,sa な 突っ込ん た處を 感じさせられ 

ました。 下手な Realism や Naturalism よりもつ と l.cal て natural かも 知れない。 僕 もい つ 

か 其の 松 本 氏の を 見たい ものです。 

僕 は 痕跡 陽性が 雨滴れ の やうに つ f いて どうも 欝陶 しい。 何のせ いだか 毎日 37.2。c 位の 熱 だ 

か 何だか 分らない ものが 出る。 

大本 敎は 面白い、 多大の 興味 を もって 新聞 を 見て 居る。 あの 出口 王 仁 三郞の 顔の expression 

に は 一 種 不可思議な etwas が あると 思 ひません か。 あれの Analyse を やって 見たい と 思って 居 

る 0  . 

電車の 中で (h.eek の 研究 は 驚いた。 尤も 僕 も、 深 川へ 電車で 行く 時に Kant の Prolegomena 

を讀む 事に して、 それでも 半分 位讀ん だ。 

時間 を 殺す に は 却って さう いふ ものが い、 かも 知れない。 のみなら す乘 合の Philistine を 驚か 

すだけ でも、 世の中の ためになる。 

昨夕、 黄表紙と いふ もの を 讀んで 中 i 面白かった。 昔の 江戸の Atmosphere が 濃厚に 出て 居る 
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あとで 考へ て 見たら、 自分の 中に 京傳 など、 同じ やうな 遊 が 居る やうな 氣 がし 出した、 

五月 十 一日  寅 逢挥拜 

五 二  0 

五月 十七 日 火 午前 九 時— 十 時 本 鄉-區 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一〇 へ 小官 鱟隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は l^itsch わざく 御調べ 難 有う 御 坐い ました。 校正の 時に でもう まく 入れられたら 入れ 

まし やう。」 獨 逸で 出た 相對 原理に 關 する いろんな 小冊子 を 近. 敏 西洋から 歸 つた 人に 借りる 事が 

出來 たので 奮發 して 讀み 始めました。 アイ ンシ ユタ インの 1 一ョ 5 の 論文が 此れで やっと 見られ 

る。」 はしかと いふ もの は 一 度 やったら もう やらない もの かと 思って 居たら 一 番 小い 子が 數日前 

から 第一 一回 目をやって 居ます。 此れ は 子 を もつ 親の 知つ て 居る ベ き 事 だのに 今日 迄 知らなかった。 

一 一度 目 は 軽い とも 限らな いんだ さう です。」 此 間中の 天 氣は隨 分い やでした が 昨日から やっと 天 

日 を 仰いで 非常に 喀 しい、 其嗜 しさの 中に 何だか 知れない 心細 さと 不安が 透明な 雲の 如く 泛 つて 

居る」 

臍繰りの 原槁 料が いつ の 間に か フェル タム プフ ヱン し、 フェル ヅ ンステ ン して 囊中 自ら 輕く羽 

化して 登仙 せんとす るの 感 あり」 烏瓜の 根 を 子供が 堀り 出した の を 始めて 見て 犬に 驚いた。 大き 

なさつ ま 芋の やうな 球根が 鈴な りに なつ て 居る、 こんな 大きな 根が あらう と は 夢にも 思 はな かつ 

た。」 いっか 問題に なった フリ— ジァが 雪に いじけて 居た が此頃 やっと 疾 きました。 やつば り 西 

洋 人の 置 土産の 種 ださう です 
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五 二 一 

五月 二十 IB  土 午後 (以下 不明 J 本 錄區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 {„c 豐隆 氏へ 〔は 

がき〕  . 

其 後し ばらく 御 はがき を 見ない やうな 氣 がする が、 或は 御 病人ではないです か。」 講演 はたし 

か 明日 あたりであった やうな 氣 がする、 成 効 を 祈る」 Kitschmalesi もなん とかかん とか 云 ひな 

がら やっぱり せう 事な しに やつ て 居ます。 どうも あんまり 物理的の ァ ンシ ャゥ、 ングに 囚れて 困 

るから、 繪 そら 事 も 少し 試みて 見て 居ます、 其 結果 を 又 何時か 見て 頂 度と 思って 居ます。」 たつ 

た 今 飛行機が ー臺 通って 行った、 少し 突風が あるら しく、 危 つかしげ な 振動 をしながら 西の方へ 

とんで 行った。 なんだか 遠方から やっと 歸 つて 来て、 もう 少し だと 思って 急いで 居る やうな 氣が 

した。 僕 はいつ でも 飛んで 居る 飛行機 を 見る と、 乘 つて 居る 人が 實 際に 小さな 人間で ある やうな 

氣 がして しゃう がない。 そして 其 小さな 豆 人が 全身の 神経 をピ ンと 緊張 させて 相對的 暴風の 中 を 

：冰 いで 居る と 思 ふと 羨し いより は氣の 毒な 氣の する 方が 多い」 子供の はしか は 無事に 経過して 安 

心しました」 僕 は 相變ら すです が 大した 事はありません 

五月 廿 一 日 

五三 一 

五月 二十 七日 金 (時間 不明.) 本鄕 K 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 
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其 後 講演 の成躜 について は 何 か 御 話が あるか しらと 思って 居た が 今日の 新聞で 信 州 迄 出張 講演 

を やる 事 を 承知し ました、 溫泉 巡遊な ど は 甚だ 羨まし い、 隨 行員に でもな つて 行 度 いんだ けれ 共 

現在の 處 では 覺 束ない。 溫 泉の 構 葉 *« でもよ こして くれ 玉 へ 

五月 廿 七日 

五 ニー 一一 

五月 二十 八 B  土 午後 零時. 一時 本鄉" te; 駒 込 曙 町 ニー 一より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 

相對原理の書物到^！？致候由何と いつ てもァ イン シュ タインの がー 番 うまく 書いて ある やうな 氣 

が 致します Fimdlich とい ふ 人の も 私の 讀ん だ內 では 中立い、 と 思 ひました 此れ は 英譯が ある 

i せです、 松隈 君の は あれ は 問題の 外廓 だけ を 紹介した の だから 內 部の 事 は 分らない 害と 思 ひます、 

理學士 竹 內時男 君 著  一， *1 きか へられた 物理 學」 とい ふ 本 も相對 原理の 紹介 ださう です が 小生 は 未 

見、 何とも 分りません 其の 內に、 石 原 の も 出る 害 だし 又 阿部 良 夫 氏の も 出る 答、 此れ も 吃 度い 

、だら うと 考 へます 

ゴ ー ホに關 す る 書籍 の 事 小生 は 不案內 故 誰れ か に 聞いて 見て 分つ たら 申 上げます 

金子 唯今 到着 難 有 拜謝致 候、 しかるに あれの 調味 法 不案內 にて 汗顔の 次第に 御 坐 候 钾示敎 相 願 

はれ 候 は \ 大 幸と 存候 

畫帖は 未だ 到着 致さす 候が 此れに は大に 閉口 致 居候、 字 は 御存知の 通 故 何 か 珍妙な 鶴畫 でも ェ 
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夫し て 見 度と 存 居候 畫帖 など は 描 い た 事が なく 候 へ 共 大奮發 可 致と 存候、 漱石 門下生 中 で 誰が か 

いて くれる か見當 もっかす、 其れに 近 來は病 氣の爲 殆んど 外出す る 事 無 之 故 方. -賴ん で 歩く の も 

工合が 惡 くと 存 候松极 東洋 城 君の 俳句なら 書かせる 機 會可有 之と 存候 小宮君 も來た 時に 話して は 

見 まし やうが 余り 當 になり 不 申と 存候、 或はす ぐに 和迁 氏へ 御 廻し 致すべく か 如何と 存候 

右 御 返事 御禮迄 草. -中述 候 不盡 

五月 廿七 m  寺 田寅彥 

五島 樣玉 案下 

五 二 四 

五月 二十 八日 土 午後 零時-上 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙拜見 講演 の 成 蹟豫想 の 如く 良好 だった さう で 犬に 愉快であります 演題が 何で あつたか 聞 

きたい やうな 氣 がする 今度 會 つた 時に 詳しい 御 話 を 聞き 度い と 思って 居る 先生に 似る だら うと 

僕 も 思って 居ました、 鼻の 正面へ 指 を 垂直に 持って行き はしない かと 思って 獨 りで 笑って居 まし 

た 

御 繁忙の 由 此れ は 大慶、 何だか 獅子の 眼覺 めと いふ 言葉 を 想 ひ 出した 獅子 を 呼び 起す のに 自分 

も 多少 バ ィ トラ ー ゲ ン して 居る やうな 氣 がして 居る 僕 は不相 變煑へ 切らない 事甚敷 丁度 此 頃の 

天氣と 同じ やうな 塩梅です、 槍の 方 は 其 後 多少 發 明す る處 があって 目下 或る H キス ペリ メント を 

やって 居ます 十六 世紀 も 多少 改善の 見込が 付いた から 少し いじく ります 其 內額緣 を 見立て 、献上 
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に 及 ふ 事に 致します、 どうも 此れ迄の は 一般に 黄と 赤が 欠乏して 居る とい ふ 事が 一つ、 それから 

あんまり ビク くして 細かい 筆ば かり 使い、 それ はい \ が 色の 使 方に 定見がない 爲に 色. -の 色彩 

が 滅茶苦茶に 交って しま ふ 爲に全 休が 灰色の 眠った いものになる やうです、 分り切った 事 だが 此 

頃 やっと 本當に 分つ て來 たやう に 思 ひます」 それから 見える 通りに 描く とい ふ 事 を 丸で 誤鮮 して 

居た 事 も 分つ て來 た、 實物を 眼で 見た 通りに 寫す爲 に は 眼で 見た と は 丸で 違った 風に 描かなくて 

はいけ ない とい ふ 事が やっと 分つ て 自分で 驚いて 居ます 實 物の やうに 見せる 爲に使 ふ 手品の 種 を 

研究す る 事に しました 此んな 事が どうして 今迄 考へ 付かなかった かと 思って 呆れ て 居る 處で 

す 一 

今日 西 川 一 草 亭の藝 術 を 初めて 見て 大分 感心して 歸 りました、 僕 は あんな 美し い 植物の 葉の 色 

を 初めて 昆 たやうな 氣 がする。 あれ だけ 天然 を 活かして 使 ふ 事が 出来れ は油搶 具なん かいじく る 

よりい 、、やうな 氣 もした 幾何 學 的の 排 置な どに は 議論の 餘地は 未だ ある やうに 思った が あの 色 

彩の 活用に は 感服し ました 繪も 中ぶ 面白かった 

富 山縣の 入で よく いろんな 事 を 云って 來る 人が 今度 畫帖 をよ こして 何 かかけ とい ふ、 そして 漱 

石 門下の 方に 何でも かいて 貰って くれない かとい ふ、 此れに は 犬に 閉口 だが 甥が 色ぶ 世話になつ 

て 居る 人 だから あんまり 無愛想な 事 も 云へ ないで 困って 居る、 君 何 か 俳句で も 一 つやって くれ ま 

せんか」 

信 州の 豪傑 連 の 膽を . 架からし むる 底の 大 卓見 を 吐露して 來る事 を 祈ります 

五月 廿 七日  寅  彥 


388 


年 十 7n 大 


豐 隆 大兄 

五 二 五 

六月 八 B 水 午後 二 時— 一一 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 展靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

^^葉書毎度難有ぅ神坐ぃました。 其內に 旅行の 話 を 聞きに 上り 度い と 思って 居ます。 もう 丸 二 

年間 東京 以外に 出な いんだから 旅行の 話で も 聞いて 行った 氣 になり 度い」 「蟹」 は 面白かった。 

君の 家が そうい ふ 山が 、つた 處 にある と は 思って 居ないで 海岸から 延長した 平原の 人とば かり 思 

つて 居た、 Highlander である 事 を 始めて 知った」 僕の 獪は其 後 或る 變化 をし ました。 いっか 見 

て 貰 はう と 思って あてに して 居ります」 「解放」 という 雜 誌から 何 かかけ と 云 はれて 断 はった が 

度ぶ 云 はれて とうく 断り 切れす 「蜂が 團子を こしらえる 話」 とい ふの を かいた、 君に 一 邊 見て 

貰 ひ 度い の だが、 期限が 切迫したので 其 儘お くります、 あとで 御 批評 を 願 ひ 度と 存じます CJ 君 

の 講演 は何處 かで 印刷になる でし やうが、 出来たら 一 つよ こして くれ 玉へ」 今度の 赤い 鳥に 津田 

君の 御嬢さん のかいた 御兩 親の 肖像が ある。 面白く 出来て 居る と 思 ふ、 一 邊御覽 になる 事 をお す 

k めします 0J 

六月 八 n 

五 二 六 

六月 十八 B  土 午後 一時 I  二 時 本鄉區 駒！ 曙 町 一三より 松 山 高等 學校鈴 木 淸太郞 氏へ 
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御手 紙 難 有拜見 致しました。 

益え 御 健祥 御 研究 大慶と 存じます、」 担て 明 鋒の 構造に つ いて は あの 後 仕事 を 中止し まして そ 

れ 切りに なって 居ります の で 其 後 別 に變 つた 考 もありません が、 御 研究の やうな 方面から 手懸り 

が 付け は 面白く と存 ぜられ ます 

小生 等の 實驗は あれ だけの もので、 あれから 考 へた 構造が どれ だけ あてになる か 自分で も 分り 

兼ねます が、 鬼 も 角 も 可成 複雜な 構造の 一 つの ボシ ピリ ティ かと 思 はれます が、 他の 色. - のお 面 

から 考へ て どうなります か 御 研究 を 祈ります 

】 ±oi  一。  zty 等の 排列 は 左 図の やうに なるとい ふ 意味で 御 坐い ました 


H の 位 S につ いて は 此れ を考へ ると < 水り 面倒になる から 省略し ましたが 何 か 御考が あれ は 御 矛 

敎を 祈ります Chemical  side から 見當 をつ ける もい、 かと 考 へます が 如何で しゃう。」 唯 A 力 
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三價 である 事から 考へ て q の 表面の 三つ 〔の〕 電子 ® 

が Cube の 面の H"() の 0 の 電子 空位 を 一 つづ、 埋め 

H の 一 つが 续る 一 つの 空位 を 埋め、 他の H の 表面の 

loose な 電子が 內 部の 四面 休に 速 結して 居る とで も考 

へて は 如何で しゃう。 さう すると s の 一 つの 空位が 

K で 埋められ ますが、 此れで は AlfO  二), とい ふ も 

のと Na-S((H1), とい ふ 二つ の ものが 緣が なくなつ て 

しまって 化 學者流 に はま づ いか も 知れません、 

近頃の ，一. J.  Thomscu の考の やうな 流義で possible な 配合 を H キゾ —ス ティ ヴ に考 へ て 行く 

やり方 もい 、かと 存じます あの 流義 だと 溶液の 場合な ど 都合が よい かと 思 はれます が 如何で しゃ 

う 

Metpl 一つに 水が 六つ は 必要条件で すが、 それが 前 頁の 図の やうに なるとい ふ 保証 はあり ませ 

ん ので、 もう 一つ パラメタ ー を增 さな けれ はならない かも 知れません、 唯 あれ だけで もい くらが 

Lau。  spot で 見られる f ミエ ドリ ー が說 明され ると いふので 御 坐い ます、 

何だか 不得要領に なり ましたが 何 か 御參考 になれば 大 幸と 存じます 

最早 御 赴任 も 近ぶ の 事と 存じます、 御 自愛 御 硏究專 一 と 存じます 

W  >>  ^^^^^^  ili  i 

六月 十八 日  寺田拜  ^ 


此の 〇 と * とい 

づれが K で いづれ 

力 は,^ く 分り 

ません しかし も |> 

の や うだと 亍 る 

と n;JO は 0 より 

• に 接近 I- て 居る 

事になります 


鈴 木 様 玉 机下  お 

五二七 

六月 一一 十 i 火 fe^tl^ 本鄕 區駒込哝 町 ニー； より 町 六 ノー 〇，^§隆 氏へ 〔は 

がき〕 

先日 は 推參ー g 御 邪魔 をし ました。」 頻りに 阡 瘤が 起って 居た のです がおかげ で 少し 樂 になり 

ました」 鈴 木 君から 遠足の 案 內が來 ました、 兄 も御參 加の 由 故 行って 見 度く も あるが まだ 遠 

口 とい ふ譯 にもい かないから 殘 念ながら 断って おきました。 鈴 木 君 近ぶ 曙 町へ 越して くる さう で 

す。 一 田 舍論を 少し かき かけて 見た が 一 向 面白くない からどう しゃう かと 思つ て 居ます 「二つ 

にわれ て 吾る」 一件に 論及 すれば 面白くな るんだ が、 其 代り 少し 工合の わるい 處が ある。 ヱロセ 

ンコ とで もい ふ 名前に すれば い、 かも 知れない。」 榮 子さん の淸淨 な繪を 見て 歸 つて 来て 近作 を 

見る と 醜怪の 極で ある。 べッ クリンの 眞似 でもして 「死の 島」 や 「罪の 谷」 でも 專問 にかくと^ 

効す るか も 知れない と 思つ て 居ます。 

六月 廿 n 

五 二八 

六月 二十 三 曰 木 午後 十 時— 十二時 本鄕ー M 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮畳隆 氏へ 

〔はがき〕 
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御 はがき 難有拜 見、 御子さん の 一人が 風邪 だと 思って 居たら 御 はがきで 驚いた。 どうぞ 此上御 

大事に 願 ひます。」 侯 も 十七 日間 陰性が つ いたと 思 ふと 又 十が 始まった、 一休 これ はいつ 迄續 

くの か、 殆んど あてが なくなり 始めた。」 中央 公論の を 書いて 見た が 何だか 氣乘 がしない ので 變 

な ものに なった。 あんまりつ まらない やうなら 出さない 方が い-かもしれ ません。 別封で 送り ま 

すから 暇が あったら 見て 頂き 度と 思 ひます。 御 病人の 中で 少. - 心ない 業です が氣の 向いた 時に 見 

て 及落の 点數 だけつけ て 頂き 度い と 思 ひます。 ズ切は 今月 一杯で い 、かと 思つ て 居ます。 

右の 御 願 迄 草. - 

六月 廿三 n 

五 二 九 

六月 二十 六日 B 午後 十 時.— 十一： 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小官 豐隆 氏へ 

〔はがき〕  ， 

新小說 七月 号の 「影と 形」 を拜 見、 段 V 面白くな つて 來る やうに 思 はれる。」 新 小 說と喧 ぎ を 

して 威張った 積り で 居た、 處が此 頃 は 君の が 出る もの だから どうしても 毎号 讀 まされる 事になる。 

此れ はたし かに 僕が 負けで 新 小說の 勝利で ある。 僕の 幼稚な 自負心の 鼻の 先 を 見事に 叩き 折られ 

た 事に なった。 うっかり 威張る もので はない と 思つ て 妙な ヒ ュ 1 ミリ H 1 シ ヨン を 感じ て 居 ま 

す」 二三 日 胃の 不安 甚 しくもう とても 永い事 はない やうな 氣 がする、 夜中に 眼が さめたり すると 

やり切れない 晝 になる と 無闇に 腹が立って たまらない。 天氣 のせい も あるし 繪が うまく 出来な 
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いせい も あるかと 思 ひます ヒス テリ ー と はこん な もの だら うと 思 ひます。 天氣 でも 直る とい、 

かも 知れません 

五三 0 

六月 二十 八 曰 日 ：卜 後 五 時： 六 時 本鄕 -511 駒 リ：， 一 曙 町 一三より 赤 坂 一 tel 靑山南 町 六ノ丁 ◦ 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき ：ー 

御 はがきと- 小槁難 有う、， 一 早速 見て 下さって どうも 難 有う、 そして 及第点の みならす 御 賞め に 

預 つて 恐悅 であります ピ 結末 をつ ける 爲 にもう 一 節 田舍の 祭の 奇習 を 書いて それの 終に 多少 全 

体に か、 る やうな 事 を かいたが 少し それ は 月並く さくな りました CI 虫送りの 音譜 を 又 少し 改良 

して 大鼓と 镜 との 音 を 出しました，. 此れ だけ は オリ ヂナル の 積り です。 此れ を テマに して 莊 犬な 

シ ム フォー 一— でも 誰か 作つ て くれる と 面白い と 思 ひました C 一  御 病人 御 軽快の 由此上 御大 事に 願 

ひます. - 拙宅で は、 此れ も 何 かの コム ペンセ ー シ ヨン でお ゃぢが 病氣を 引受けて 居る せ いか 他 は 

わりに 健康であります c」 鼠が 出て 困る が 中ぶ 尋常の 手段で 捕らえられな いので トウく 子猫 を 

一匹 世 只って 來て飼 ひ 始めた。 さう すると 子供 等の みならす みんなで 大騒ぎて 可愛がる、 それが < 水 

り センチ メ ン タル になる ので 少し 持て あまして 居る" 「我輩の 猫」 と いふの を 書い 〔て〕 見やう か 

と 田 ：3 つ て 居ます 

五三 I 
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七月 一日 金 や 後い if— 十： 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇> へ 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

先 H は 御 端 書 難 有拜見 致しました、 J 犬の 風景と いふの を 護んで 見ました、 成程 面白い と 思 ひ 

ました。 あ、 いふの は 胸の 奥の 方から 出て 來 たもので しゃう。 和製 メ  — テル リンクの は 大抵 あた 

まの てつべ ん あたりから 拾り 出した やう， な もの だから それで 物足りな ぃ處が あるの かしらと 思 ひ 

ました.」， 一 文章 も 物足りな いが 椿の 方 は 一層 物足りな いので 不相變 困って 居ます 昨今 一 つ 表現 

派の やうな もの を やって 見ました。 此方 は氣 骨が折れなくて い、 がー 体 何 を 表現す るつ もり だか 

自分に 分らない から 心細い、」 理想 風景 を 二 枚 かいて 見た が、 一組 十せ 戈 位の 繪端 書の やうな 翁に 

なる ので 益ぶ 心細い、 一 休 何 を 苦しんで こんな ものば かり 描いて 居る のか サ ッ パリ 分ら なくなり 

ます。 今生の 思 出に 此れ迄の 禱 をー邊 君に 見て 貰って、 さう して 庭 上の 祭壇で ー炬に 付して 燒ぃ 

てし ま はう かと も考 へ る CJ 露 文の ッ ルゲニ エフの iiepi き 一 ，lllor-o=l> と い ふの を 買つ て 來て譯 本と 

首 引で やって 居ます。 本場の さしみ を 食 ふやうな 氣 がする 

五三 二 

七月 二日 土  (時 問 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 福 岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑木錢 堆 氏へ 〔はがき〕 

拜件 裨 講演 錄拜見 大變に 面白く 有益と 存じました ァ イン シ タイ ゾ の 印象的に 出て 居る 記事 面 

白う 御 坐い ました レストラン を敎 へたり する 處も 面白う 御 坐い ました 0J 此頃 やっと 1916 の 論 

文 を 見ました が 何だか 六ケ しい もの だと 思 ひました、」 レナ— ド の反對 論の パ ンフ レツ トも見 ま 

したが、 H ラ ィ意氣 込で 何 か 云つ て 居る けれ 共 肝心の 問題に なると ス ー ット撗 の 方へ それて 居る 
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のがお かしい と 思 ひました。」 Schlick の も此頃 見ました が 他の ツマ ラス ものに 比べる と 流石に 

い、 やうな 氣が 致しました」 万物の 中で 金銀に 遼 元され ない ものが 昔 はかなり あった やうに 見え 

るが、 近頃 は殆ん どない やうな 氣 がします が 如何な もので しゃう」 

次回 御上 京の 節 は 御 立 寄 願 上 度 祈 候 

七月 二日 

五 |ーー  三 

七 月 十 I  B 月 午後 二 時— 三時 本鄕 厘 駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宫謦： 隆氏 へ • 〔はがき〕 

其 後 はしば らく 御無沙汰 致しました、 別に 御變 りはありません か。 學校 はま だ 休暇に はなり ま 

せんか。 何時 御歸 省になる かその 前にもう 一度 拜額を 得たい と 思って 居る。 君が 御 出がなければ 

此方から 押し かけて 行く 事に しまし やう」 今朝の 風の 工合 は 一寸 秋風の やうで ある。 初- M といつ 

たゃぅ^8»^心地がする0」 眞 鍋さん の吉右 \ィ 門 評 を 見ました、 面白かった、 此れに 對 する 君の 評 を 

き、 度い と 思つ て 居る 

七月 十 一 日 午前 

五三 四 

七月 十 I  B 月 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

御手 紙 難 有 拜誦致 候 暑 氣相加 はり 候 處贵家 益. -御 多祥 大贺 至極に 奉存 候、 其 後 は 重. -の 御無沙 
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汰中譯 も 無 之 候、 畫帖は 先達ての 御手 紙 後 間もなく 相 屆き御 預かり. & 居候 早くと 考 居候へ 共 中 

立お つくう にて、 とても 物に なり さう でな く 困却 致 居候、 しかし 折角 故 何 か 一つ 紙 をよ ごす 種 を 

心掛け 居候 

亮 死去に つきて は 御 懇篤なる 御 RH^ を 賜 はり 鳴 謝 致 候、 先日 同人 實弟鄕 里より 歸京、 種. - 臨終 

前後の 模様 等 承知 致 候、 存外 穩 かに 奇麗な 死に 方 を 致し 候 由に 御 坐 候。 叉 其 節 承り 候へば 貴地 辱 

知の 方ぶ 始め 學校當 局の 方. -の 親身 も 及ばぬ 御 懇情 種々 の 御 配慮 遣 族 は 勿論 親戚 一 同 難 有 肺肝に 

銘し 居候。 特に 贵 下より は 生前より 特刖の 御 知遇 相 受け 死後 跡 仕 末につ きても 一 方なら す 御 配慮 

相 蒙り 候 段 難 有 鵰謝致 居候、 此度は 亮藏書 並に 遣搞御 送り 被 下 難 有 拜謝致 候、 芥舟草 畫篇と 外 一 

帙 は亮 の 父 即ち 少弟 義兄よ り傳 はりし もの と被存 少弟に は 二重の 紀 念と 相 成 申 候、 遣槁は 出来る 

ならば 何とかして 發表致 度 ものと 存 居候、 もし 生前 何 か右發 表の 意向に つき 御 話し 申 上し 事 も 有 

之 候 は k 御；^ らし 被 下 度 祈 申 候 

拙槁 「ァ イン シュ タイン の敎 育觀， 一 は 書物の 紹介の やうな ものに て  < ふりに 下らぬ ものに は 候へ 

共 若し 御 一 覽被下 候は& 幸と 存じ 後便に て 差 出 候 御 笑 覽を祈 候 

右 貴酬 のみ 草 よ 中述候 時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 草 々 

七月 十一 日  寺 田 寅彥拜 

五島 寛 平樣玉 案下 

五三 五  . 


397 


七月 十 I  B 月 午後 八 時 ー 九 時 本 鄕區駒 込曜町 一 三より 赤 坂區靑 山い S 町人 ノ 一  〇 へ小宮 豐隆氏 へ 〔はがき〕 ^ 

もう 一 つ の 端 蚩曰 に 「例の ァ イン シ ュ タイン の敎育 觀を途 ります」 とかいた 實は富 山の 男から あ 

れを 見せろ と いふて 來 たので 自分の は 其方へ 廻した。 そして 今朝 下女が 買物に 本鄕へ 行く のに 命 

じて あれの 雜 誌を搜 さした。 處が 前の 端 IT を かいてし まった 後に 下女が 歸っ て來 てもう 賫 切れて 

ありま せんとい ふ。 變 だと 思って 發行 所へ 電話 を かけたら 矢張賣 切れと いふ 事であった。 それで 

君て は 甚だ 不義理な 事に なりました。 しかし 其 內何處 かで 見付け出して 呈し 度い と 思つ て 居ます。 

三 宅 未亡人の があった から それ も 君に 見せ 度と 思って 居た。 あの 種の 雑誌で 賣 切れな どは變 だが 

刷 高 を うんと 少く したの か ポリシ ー だか 分らない」 別の 端！！ 曰 を かいた あと へ 十日の 御 はがきが 來 

た 筆极御 多忙で 喜ばしく 感じます、」 知った 人の 槍 を 集めて 一人で コッ ゾリ それく の 「人」 を 

觀 察して 居る の は 少し 人が ヮ ルイ」 此 次の 「影と 形」 を樂 しみに して 居 まし やう。 

七月 十  一 n 午後 

五三 六 

七 月 十八 日 月 午後— —卜-一 本鄉 K 駒 込 曙 町； 三よ リ赤 坂" 511 靑山南 町人 ノー  0 へ 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき〕 

今 H は 御 來駕難 有 拜謝致 候 例 により 何の 御 愛想 もなくて 手前 味 i 曰の み 盛り上げ 失禮の 段ぶ 御 海 

容を祈 候」 御歸 りの 節 雜誌ー 一三 種御賴 みする 積で つい 失念 今度 上る 節に 持參 致し まし やう。」 君 

が歸っ てからし ズ らくして 中庭が 日影に なった のでし ばらく 繪を いじりました、 あれに ある 芙蓉 B 
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の 葉が 矢張り 時刻に 應 じて 向き を變 へる とい ふ 事を發 見して 驚いて 居ます。 逆に 葉の 向きから 時 

刻 を 判断す る 事 も 出来る 譯 だと 思 ふ。 去年 はのう ぜんの 葉で 同じ 事 を経驗 したので した。 去来が 

其 角の 篤の 句 を 難 じ.^ やうに、 大家の かいた 芙蓉で も 難 じる 事が 出来る かも 知れません ピ 

七月 十九 日  .  ， 


五三 七 

七月 三十日 土 午前 ト 一 昨一十；" 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤 坂- si 靑山南 町六ノ 一  〇> へ 小官 豐隆氏 へ 

今日は 例に より 長^ 御 邪魔 色 M 御手 數を かけ 失禮 致しました、 御 薩樣で 一 日 を 愉快に 送る 事が 

出来ました。 久し 振で 西洋 料理 を 頂戴して 大 にうまかった そして あと も 格別の 故障が なく 寧ろ H 

合が い、 位です からどう か 御 安神 を 願 ひます、 出が けに も藥 をのむ の を 忘れて 行った しとうく 

一 一度 分の 藥を 欠かした に 拘らす 何ともない 處を 見る と、 今度 はほんとう にな ほった ので はない か 

と 田 心 はれます 

歸り 途に靑 山の 通で 馬が 一 疋 倒れて 死に か、 つて 居た 見附へ 來 ると 電車が 脫 線して 居た、 何 だ 

か 少し 妙な 心 持が して 歸 つてから 夕刊 を 見る と 〇〇 君の 寫眞と 妖女の 顔が 出て 居た のでい よく 

變な氣 持が しました。 

パ— シフ アル を 調べ て 見ました し 耶蘇の 血 を 盛った 聖！^ を 守護して 居た 騎士 達が 惡 者の 爲に妖 

女から 誘惑され それ を 征伐に 行った 大將株 も 矢 張 誘惑に か、 つて 聖槍を 奪 はれお まけに 創 を 受け 

其^と 悔！ K に烦悶 して 居る。 。ハ— シフ アル (アラビア 語で 純潔な 馬鹿と いふ 意味) が 其れ を 助 ふ 
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爲に 天帝から 使 はされ て やつ て來 る。 其れ を 又 誘惑し やうと する けれども 何しろ それが 例の パ — 

シ フ アルなん だから ものに ならない。 それでとう^ \ -惡 者が 負けて 槍が パ ー シ フ アルの 手に 人る、 

それ を携 へて Charfreitag の 日に 聖盃の 寺に 乘り 込む、 其の 道筋で 野 も 山 もい つもと ちがった 

美し さ を 現す る、 それが 即ち 此の 「善き 金曜」 の Zauber によるの だと 云って 案 內の隱 者が 說明 

する、 其 處が 即ち Charfreitagszauber ださう です。 とう 寺に 乘り 込んで 騎士の 大將の 創痍 

を 愈す、 天から 白 鳩が 下って 聖 光堂に 滿ち ると いふ 神聖な 場面で 幕が 閉ぢる 事に なつ て 居る。 

Unnvandlungsnmsik が 何 處には ひるの か 一 寸分り かねます。 しかし 寺に 乘り 込む 時に 騎士の 行 

列が あり 寺 鐘が 鳴り響く と あるから 多分 矢 張 最後の 幕の 一部で はない かと 思 はれる。 これ はほん 

の 想像です、 

。ハ— シフ ァ ルは la82 の 七月 廿 八日 (卽ち 昨日」 に 始めて バ ィ 口 イトで 演ぜられ 1903 迄 は 也 

所で やらなかった。 1908 に メトロ ボリ タン オペラ (鈕 育？) で やった、 此れに は ヮグナ ー 夫人の 

抗議が あった。 其 後 一 度 wenry  W.  Savage とい ふ 人が 英語で 演出した 事が ある 1913 に版權 

期限が 切れた ので ベルリン、 パリ、 口 ー マ 、ポロ  ニァ マ. トリッド、 バルセロナ 等で せられ ヒ 

云 M とあります。 蓄音機に は ひった の も 恐らく 其 後に 相違ない。 

令 度 御 来駕の 節に いろんな 場面の 繕 を 御 目に かけ まし やう。 

僕の 留守中に 朝日 新聞社から 一 一三 度 電話が か 、つた さう です、 r 度 居なくて よかった と 思つ て 

居ます。 もしつ かまったら 夕刊の 埋 草に される 慮でした。 併し どうも 困った 事に なりました。 -s- 

だか どうしても 〇〇 君を惡 いと 思 へない 
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此れから 一 月 余りの 夏 を どうして 達ったら い 

しゃう、 

風邪 は 御用 心 を 願 ひます、 

奥さんに 宜敷御 詫 を 願 ひます  ， 

七月 廿 九日 

豐隆 大人 玉 案下 

二伸 時ぶ 端 書 を 御 願 致します 

五三 八 


、か 分らない が、 まあせ い，^ 鎗 でも かいて 居 ま 


寅  彥 


八月 I 曰 月 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 母堂 御 病氣で 急遽 に 御 西 下 の 由 御 心痛の 事と 存候御 自愛 の 上 御 看護 を 祈 候， j 小生 日. - つとめ 

て繪を かき 氣象図 を ひねくり 相對 原理 を繙讀 しっとめ て 生活 を 充實 させんと 努力して 居る に拘ら 

す 上け 汐の 如く じり-/ \ と 脚下に 押し寄せて 來る寂 家 一 W 獨の感 を 如何と もす る 事が 出来ません、. 

此れ は 自ら 求めた ものなん だから 仕方 はな いんだが」 子猫 を 飼ったら あんまり 子供 等が ひねくり 

廻す から 其の 負擔を 分つ 爲 にもう 一 疋 生れた ばかりの を 貰って 來た、 ところが 此奴が 行儀の 惡ぃ 

猫で 糞し が惡 くて 何處 でも 垂れ流し、 物 を 食 ふので も ガッ/ \ して 其處ら 中 散らかす、 可愛 想 

でも あるが いやにな つてし まう。 どうも デモ クラシ ー はいけ ない」 P. 肖 人が よく なられたら 又 

「蟹」 の 後編 を 御 願 致します」 どうぞ 御大 事に 
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八月 一日  ^ 

五三九 

八月 八 B 月 午後 零時， I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮豊隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端！ 一 曰拜 見、 御 病人 も 御 軽快の 由な ほく 御大 事に 願 上 候」 東京 も 數日來 急に 暑くな つて 本當 

の 夏ら し ぃ氣 がします 昨日 春 日 町の 電車 線路で 荷車の 馬が 倒れて ピ ク くひき つけて 居た、 若い 

ハイカラの 電車 監赞 がしき りに 馬の 尻 を 蹴って 起さう として 居た、 同車の 田舍の 婆さん 連が 「暑 

いからね え」 と 云って うな づき 合って 居た。 曙 町へ 來 ると 叉 線路で 荷物 自動車の 車輪が こわれて 

坐って 居た、 此れ も 暑さと 何 かの 關 係が ありさう に 思 はれた」 中央 公論 を 達り ますから 御 覽を願 

ひます、 虫送りの 譜を味 はって 見て 下さい、 鐘と 大鼓の 氣 分が 出て 居る 積り ですから」 子供 等が 

何處 かへ 行き 度が つてね だって 居る が 何處と 云って 行き度い 處が 一 つもない、 事に よったら 八 王 

子の 磧へ でも 行つ て 見やう かと も考へ て 居ます。 僕に は 大勢 を 引率して 出る 事は樂 しみより 苦し 

みの 方が バランス を ひつく りかへ します。」 御 健康 を 祈る 

五 四 0 

八月 十 B 水 午後 零時— 一時 本郷區 駒 込 曙 町 一三より 府下 千 駄ケハ 介 八 四 四 花 島 孝 一氏へ 〔はがき〕 

御 端 省 難 有 拜見致 候 御 無事 御歸朝 の 由 大慶 至極に 存候、 御 滞 歐中は 時 御 懇情に 御見舞 被 下 難 

有拜謝 致候當 方より は 御無沙汰 勝 にて 失 禮の段 御 海容 被 下 度 祈 候 
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ムセ 贝酬旁 御歸朝 の 御 祝詞 迄 中述候 

. 御 序の 節 御 立 寄 被 下 候 は \ 大 幸と 存 候久. - にて 拜眉彼 地の 近况 承り 度と 存 居候 草. -不盡 

八月 十日 

五 四 一 

八月 十一 B 木 午後 ニ時丄 一一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福岡驟 京都 都 犀 川 村 小せ： 登隆 氏へ 〔はがき〕 

御 病人 御 軽快の 由 大慶に 存じます、 それにしても 御 看護の 勞を御 察し 申ます、 御 自愛 を 祈 候」 

二 枚つ f ざの 御 端 書の， T だけが 今朝 落手、 verwandlung- の說 明の 途中 迄拜 見して そこで 電話が 

切れた やうな 形に なって 居ます。 どうも 近頃 はかう いふ 故障が 多くて 困る、 郵便局 長に 抗義 でも 

申込みた くなる が、 叉考 へて 見る と 郵便配達と いふ もの も 隨分氣 の 毒な もの だから、 惡意ゃ 懈怠 

の爲 であると いふ 証據 のない 限り 余り いじめる の も 惑い やうな 氣 がする」 東京 も 痛快に 暑くな り 

ました、 昨日 は 割に 凉 しい 處で 91T になり ました、 かうな ると 却って 氣 持が い、。」 胃 は果し 

て 暑さと 共に 血の 出し 方 を增 したやう だが、 もういよ/. \ 逆 療法 を 試みる 機會 だら うと 思って 毎 

n 御馳走 を 食 ふ 事に しました。 一 一回の 夏が 同じ やうなら 三度 目 も 四 度 目 も 大した 變り はないだら 

うとい ふ氣 がします。」 心頭 を 滅却す る 方法 研究 中 

五 四 二 

八月 十五 B 月 午後 二 時. —三時 本 鄉ぼ駒 込 曙 町 ニー 一より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 臀： 隆 氏へ 〔はがき 表 
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の 署名に r 吉村 冬彥」 と ぁリ〕 

御書拜 見、 盆 踊 御 賞め に預り 恐悅、 虫送りの 御玉杓子 は 御 叱り を 蒙り 此方 は 恐縮、」 ツル ゲ子 

I フ の 散文詩 (英 譯〕 を搜し 出して 讀んで 見ました。 君の 話から 想像して 居た 程に は 面白くな か 

つた。 併し 面白い に は 面白かった、 其 內に露 文 を 捜して 原文で 味 はって 見 まし やう。 此間神 田の 

ガイ サ ー でルヂ ン の 原文 を 見つけた から 昨今 は 此れ を 英譯對 照で 讀んで 居ます。 此 前に 讀んだ 

「初 戀」 の 方 は 前に 佛譯で 見て 居た から 妙に 露 西亞氣 分が 出なかった が、 ルヂン の 方 は 全く 話の 

筋 も 知らないから、 初から 氣 分が 出て 面白い やうです」 御 病人 御 経過 良好 大慶に 存じます、 此上 

御 加養 專ー に 存じます、」 東京 は 照りつ けで 可也 暑い が氣 持の い X やうな 暑さで 夜 は 冷し い、 

中庭の 凉臺で 仰向に なって 流星 を數へ て 居る と、 避暑な どに 行く の は 厭になります-」 

五 四 一一 一 

八月 二十 B  土  (時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 福 1： 縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき〕 

十六 日の 御 端 書拜見 致しました。 先日の 一 一枚つ きの 第一 一号 も 一 一日 位お くれて 到着し ました」 

今年の 夏 は 去年より 成蹟 がい、 と 思って 養生 をつ けて 居たら、 酷暑の 襲來 と共に 叉 去年と 同様 

な 不成蹟 になった。 結局 一年間の 養生 は 積極的に は 何の 効果 もなかった 事になる、 あんまり 馬鹿 

.<ょ〕 しくな つたから もう 構 はす 何でも 食 ふ 事に しました (眞 鍋さん に は 無断で) 惡 くなる なら 

なっても う 一 邊創を 破って 新鮮な 創に した 方が 却ってい、 かも 知れない。 飯 も控へ 目に 食って 居 

たの を、 もう 構 はす 腹一杯 食って 見る、 すると あとで 胸が やけて 胃 か 突 張って 苦しい、 それでも 
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かまわす やって 居たら どうなる か を試驗 中であります。 今度 春 日へ でも 行ったら 酒 をのんで メ ー 

トル を あげる 豫定， 一 カンナの 花が いた 其れ を 中心に した 繪を <fr かいて 居る。 搶が 蓄積して 困る 

夜中に 此 等の： li が 化けて 出て 來さ うで 氣 味が 惡ぃ。 貰って くれさうな 人 を 物色して 居ます。 此間 

甥が 来たから 一 枚お つ 、けた、 安い 額掾 をつ ける と 云って 持って 歸 りました。 

八月 廿日 

五 四 四 

八月 二十 一 曰 B 午前 十 一 時 十二時 本 鄉區駒 J>;i 曙 町 一 三より 福 岡 市 地 行 東 町 一 九 六 桑 木 1^ 雄 氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 御 在京中もう 一 度 位 御 目に か、 れ るかと 樂 しんて 居た のに 殘 念で 

御 坐い ました、 改造 社の 企 も 御 說の通 結構です から 事實 上の 援助 は 致し 度と 存じます. - 

〇〇 君の 事 は 余り 詳し い 事 は 存じません が、 鬼 も 角 も 同 君と して は 必然な 困果關 係から あ \ い 

ふ 事に なった の だら うと 考へ ますし、 又隨分 それが 爲に 非常な 苦し い 思 をされ て 居る 事と 思 ひま 

すので、 御說の やうに 出来るだけ 其 苦痛 を少 くす る途 があるなら さう して 上げたい と 思って 居 ま 

す。 しかし 私と して はどうし たらい \ のか 分りません、 唯 時ぶ 會 つて 歌 ゃ搶の 話で も すれば いく 

らか 寛いだ 心 持になる かと 思 ふ 位の ものであります、 矢 張 「時」 の ハイル クラフト による 外 はな 

いかと 思 ひます。 それにしても 大分 健康 も 損して 居る やうです から 其の 靜養に は 矢 張 物質的 援助 

が 必要で あり、 それに は A <1<1<1 に關 する 钾考は 至極 適當 であると 考 へます、 それにつ いて 責兄 

が 色. -御 配慮に なった 事 を 蔭ながら 難 有い 事 だと 思って 居た ので ありました、」 〔中略〕 
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「銀 一 の やうな 問題が 時ぶ recur して 來 るの は、 古今東西 を 通じて 同様の やうです が、 あれの 

サイコ ロヂ カル アナリシス を やつ て 見たら 面白く はない かと 思つ て 居ります、 矢 張  一 民衆の 5S 

にあ、 い ふ 事 を歡迎 したがる とい ふ 要求が あるので それに 應 じて 起る 現象で はな いかと 思 はれま 

す、 その やうな 要求の 起る 原因 は 手近な 處 にも 色よ ありまし やうが 段よ 搜っ て 行つ たら 色ぶな 卞 

面に 深く 喰い 入った 根 端を發 見す るので は あるまい かと 思 はれます、 しあん まり 此れ も 入り 

すると 結局 一種の 「還元 說 j になる かも 知れません から けんのんであります、 

右 御 返事 迄、 九月に は 又 會議で 御上 京と 存じます、 其節拜 眉の 上 色 M 御 話 申 上 度と 存候 不盡 

八月 廿日  寺 田 寅逢拜 

桑 木樣玉 机下 

五 四 五 

八月 二十 二日 月 午後 三 s-lils- 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 

右下に カンナの スケッ チ あり〕 

\ ど terschaft の 問題 はどう も 名案が ありません、 所有 權の方 は 放棄して 其 代り 手當り 次第に ィ 

ン スピレ ー シ ヨン を ふりまいて 歩く 事 にして は 如何 Communism の 進歩し た考 は其處 へ 行って 居 

る-」 V か zufailig な 事 は Spermatozoon の數の 多い 事 を考へ 見ても わかる、 凡てが プロ バビ 

リチ ー の 問題になる。 

御 歸京は 何日 頃に なり まし やう か  ■ 
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御 自愛 を 1^ る 

乍 日、 九 〇 度 蒸 暑くて 油汗 を 絞りながら 改造の 原槁を かきました、」 Gottfried  Keller とい ふ 

文學 者の 事 を敎へ て くれません か 

五 四 六 

八 or  二十 三日 火 午後 六 時— 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五鳥寬 平氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 あれ はどうせ 不用な もの を 差 上げた のでした から 御 配慮で は 痛み 

人り ます。」 殘 暑が 可也 酷し くて 弱い ものに はこた へる やうで 御 坐い ます。 カンナが いたりつ 

くくぼう しがない たりす るので それでも 秋が 其 處ら迄 来て 居る やうな 氣 はします ご 

今日は 長生 殿 を 頂戴し まし て どうも 難 有う 御 坐い まし た。 毎度 申 上け ます 通り い つ も 色. - 頂戴 

する ばかりて 恐縮 致します から 今後 どうか 此 やうな 御 心配 をな さらない やうに 御 願 申 上ます 

殘 暑の 候 御 自愛 專 一 に 存じます 

八月 廿 三日 

五 四 七 

八月 二十 九 B〔？J 午後 三時 ー 四時 本鄕. m 駒 込 曙 町 一一 一一より 赤 坂 -sil 靑^ 南 町 六 ノー  〇 八 小 (a 鱟隆 氏へ 〔は 

がき，， 1  7 

御 無事 御歸 京の 由、 途中からの 御 端 書 難 有拜見 致しました、 鍋 牛の 句 は 僕に はさつ ばり 分り ま 


せんから 其 內說明 を 聞かして 頂き まし やう。 二三 日 前 松 根 君 来訪、 君の 笆蕉 研究の 受寶 をして お 

きました。」 院展 初日 は 御 伴したい の だが 當日 は學 校の 連中が ドャ/ \ 出かける 例に なって 居る 

ので、 出く はすと 少立變 な 心 持が します から 殘 念ながら 失 禮 します、 其の 歸路 にで も 御 立 寄 如何 

です か 拙作 を展覽 致します。」 改造に アイ ンシュ クインの 評傳を かく。 それにつ いて 人 用の 左の 

二 件 御 敎示を 願 ひます、 、  ■ 

m 「ゴッ トフ リ I ド. ケラ ー」、 此 作者の もの を アインスタインが 好む 由、 どんな 種類の 人 か 

敎 へて くれ 玉へ 

g  ulm。 アインスタインの 生れた 都市、 どんな 特徵の ある 町 だか、 一寸べ デカを 見て くれ ま 

せんか。 なんでも 高い 寺 塔が あるら しい。 ド ナウの 河畔 かと 思 ふが さう でし やう か 

右 御 面倒ながら 御 願 致します 

五 四 八 

八月 三十  一 B 水 午後 十 時 —十二時 本鄉 -si: 駒 込 曙 町 I 三より 赤 坂 一 51； 靑山南 町六ノ 一  〇 八 小官 豐隆氏 へ 

〔はがき〕 

面倒な 事 を 御 願 致しましたら 早速 明細な 御 返事 を 難 有う 御座いました。 ベ デカ わざ ノ\ 御 送り 

被 下 由 恐縮 致しました。 それ 程 詳しい 事が 人 用な 譯 でもありませんでした、 唯 書く のに 腹 を こし 

ら へ る爲大 休の 事 を 知りたい の 思った けで 御 坐い ました。 しかし 御說明 をき いて 見る と 面白い 

し 理科の 人間に は 知らない 人 も 多い かも 知れない から 大意 を 註に して 入れて 置き 度い と 思つ て 居 
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ます、 どうも 難 有う 御 坐い ました。」 毎日 欝陶 しくて いやな 天氣 です が 君 はなん ともありません 

か 僕 は 頭の 工合が 惡く ていけません、 早く 秋晴に なって 貰 ひ 度い ものです、」 大 陽光 班と 日本 近 

遷 の氣壓 との 關係を 調べて 居る。 隨分 著しい 影響が 見える。 其れが 大 陽の 北半球に あるのと 南半 

球に あるのと で 地球への 利き 方が ちが ふ P 九 千 何百 万哩の 遠方に あって、 盆の 上の 芥子 粒 位に し 

か 見えない ものが 地球 全部の 天氣を 支配す るの だから 驚く。 此の 影響 は 今迄 いろんな 人が 調べ て 

あります が、 もう 少し 細かい 處へ立 人って 見て 居ます、 そして 其の 理屈 を考 へて 居ます。」 客が 

來て 居る 時に 猫が 出て くると 「此れ は 例の 猫と 關係 があります か， 一 など、 聞く 人が ある。 

五 四 九 

九月 五 B 月 午前 十一 時 I, 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八小宮 豐隆 氏へ 〔封 

筒の 表に "Ein  panegyrikus.—dcr  Erscheinung  ^es  sclmun.l>al.tes  zur  Eliren.  von 

einem  vel.ehrer  t-ocllfvdltungsvoll  wewidmet" と あり〕 

謹啓 今日は 折角の 御 出に 何だか ごたくと して ゆっくりした 御 話 も 出来す 例によって 妙に マ 

ヅィ鰻 を 食 はしたり して 失禮 しました、 僕 は あの 蛇の やうな 鳗が 胸へ もたれて 閉口した ので、 君 

も 晚の春 日が 其ナ ハ ウィル クン グでフ ェ ルデルべ ン されたら うと 思つ て 御氣の 毒に 存じました。 

大擧院 の 男 は 一時間 位 も 居て 歸 つて 行きました。 それから 少しば かり 仕事 をして 庭へ 下りて 芝 刈 . 

を はじめる と、 空が 怪しくな つて 雷が 鳴り 出して 來た。 芝 を 刈りながら 君の 新しい 風采 を考 へて 

居た が、 あの 髭 は 非常にい.^、 何だか 年が 五つ 位 も 若くな つて 何處 かう いくしい 若よ しい ヱキ 9 


スブ レツ シ ヨン を 顔 全 休に 放散して 居る やうな 氣 がする。 そして 從來の 小宮君 はま だ本當 でな か ^ 

っヒ のが 今度で いよく 本當 のデァ •  H ヒ テ小宮 になった やうな 氣 がする。 そして 叉 な もので 

先生に 一 層 似て くる やうな 氣 がする。 もう 一 年 もた つて あれが 濃くな つて それ を 適當に フリジ ー 

レ ン すると いよく 先生に なり さう で樂 しみ-である。 兎に角 今迄 フ - ルミ ッセ ン されて 居た エト 

V スか 始めて 見付かって チャント それの あるべ き 場所に 置かれた の を 見る やうな 喜び を 感じる。 

犬に 自愛し 玉へ。  . 

あの 髭に ついては 云 ふべき 事、 論すべき 事、 又咏すべき事が雲の如く^^ぃて來て非常に愉快で 

ある。 鬼 も 角 も 一 日 を あの 髭の 爲 にさ、 げて 祝宴で も 張らなくて は 居られな いやうな 氣 がする。 

さう して 其 將來を 祝福す ると 共に 少し 君 をい じめ 度い やうな 氣 がしない でもない。 

此んな 事を考 へながら 芝 を 刈って 居る と、 雨が ぼつり く 落ちて 来た。 君が 丸 善に でも は ひつ 

て 髭を氣 にしながら 鎗の 本で も 見て 居る 處を 想像して 居る 內に、 どうした 拍子 だか 不意に 露西亞 

語の yg とい ふ 字が 頭の 中へ 出て 來た、 そして 獨 りで 一一 ャく笑 ひながら 芝 を 刈つ て 居た。 

其 內拜顏 の 爲參上 可 致 草ぶ 不盡 忘 言 多 罪 

九月 四日  ぉ彥 

豐隆 大人 玉 案下 

二伸 髭の ない 豐隆 氏が なくなる 事を考 へる とそれ も怙 しい やうな 氣 がする。 慾をレ ふと あ 

るの とないのと 二人 あると い、 多 罪/ \ 
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五 五 0 

九月 六 B 火 午後 十 時 I 十二 昨 本鄕 -eil 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 青. E 南 町-パノフ U 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき」  . 

御 端書拜 見、 前回の r 頌」 御 叱 を 受ける 害の 處 寛大の 御詮義 に預り 恐縮 致候拜 額の 上 御 詫 可 巾 

上 候」 あの 鷄 頭の 縫 は あの 時 君に あ、 云 はれた し 自分 も 妙に こはくな つて 一 寸手 をつ ける 氣 にな 

れ， f 今日 迄 其 儘. にして おきました、 更に 御 はがきに より、 あれ はもう あの 儘に して 天下 後世に 遣 

す 事に 致しました。 そして 同じ もの を 例の 流義で やる H キス ペリ メン ト もやって 見やう と 思 ひま 

す。 此れ は 大變に 研究になる だら うと 思って 居ます。 あの 後の 雨風で 大分 様子が ちがって 來 たの 

で 少し 困る かも 知れない が 鬼に 角 やって 見 まし やう。 實際 植物 は變 化が 急 だから 幾日もい じくる 

とい ふ 事が 根本的に 間違って 居る のか も 知れません」 あの 日 御覽の 通り 鰻 をく つたり したに 拘ら 

す 翌日の 反應は 陰性で ありました、 何だか うれしい やうな 氣 がする。 其內ー 日 久し 振で 君とう ま 

い 西洋 料理が 食って 見たい。 姉が 國 から 一 兩 日中 出て くるから 今週 は あてに ならない が 其 內に御 

都合の い 、日に 僕が 誘 ひに 上り まし やう, 一 少し 學 校へ 行つ て 見やう かと 思 ふが 人ぶ の顏を 見る 

のが 死ぬ 程い やで ある。 どうい ふ もの だか 分らない が 困った ものです。 やつば り 一 種の 病 氣に相 

違ない。 

五 五 一 
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九月 七日 水 午後 三時— 四時 本鄕 駒 込 曙 町 一 三より 府： 卜 日暮里 渡邊町 一 〇四〇 野上豐 一 郎氏 へ 〔はがき〕 

拜復 九日 會は 上られません から 不惡御 取 計 を 願 ひます"」 今年 も何處 かの 御 旅行先から 鎗葉 

蚩 曰が 來は しない かとい ふやうな 氣 がして 居ました。」 それよりも いっかの 理科の 先生 はうまい 人 

がない のでつ ぃ其傣 になって 居ました が 其 後 どうい ふ 御 都合に なりました か氣に はか、 つ て 居 ま 

したが 御 ひもし ませんで した、 甚だ 濟 まない 事でした。 御 寛容 を 祈ります。」 

展覽會 の 季節に なりました、 此頃は 誰れ の鎗を 見ても、 うまい 處 ばかりに 感心し ます、 

御 返事 旁 右 迄 草ぶ 

九月 七日  寅 

五 五 二 

九月 十三 曰 火 午後 十 時， I 十；； 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

肥 牛の 總 葉書 難有拜 見、 明 十四日 一 一 科 會を脾 睨に 行く 件 此れ は 是非 行 度い の だが 生憎な 事に 昨 

日から 風邪 氣、 今日 八 度が 最高 位 だから 大した 事 もない が 最近 檢 便の 結果が 强 陽性で もあった し _ 

おまけに 子供が 事によると 猩紅熱に なり さう で 其の 判定が 明日 付く といった やうな 工合で どうも 

行き かねます。 三 巴になる のが 一 一 巴で 少し 淋し いか も 知れません がー 一 科 會の方 は 少し は 助かる か 

もしれ ない。 どうか 僕の 分 も 兼務で 脾脫 して 頂き 度と 存じます。」 僕 も ニ科會 でも 見たら 少し は 

自分の 籍 が 分つ てく る だら うと 思つ て 居る が此向 だと 今週中 位 は 行かれ さう に な い。」 「あらた 
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ま」 の 雜感を かいて 送った が 自分ながら 少し 齒が 浮く やうで 汗顔、 御手 柔に願 ひます、 もう 此れ 

で 歌集の 評 は 打 切りに したい。」 僕の 强 陽性 は 大した 事で はなさ \ うだから 御 心配 御 無用」 無名 

の 人から 簑 虫の 作った 絹 片の簑 を 小包で よこしました 誰れ だか 見當 がっかない。 心當 はあり ま 

せんか  , 

五 五 II 一 

九月 十七 日 土 午前 五 時— 六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮畳隆 氏へ 〔はがき〕 

安井 氏の 靜 物の 緩 はがき 難 有う。 三色版で さへ 隨 分い k 色 だから 本物 は 嘸い &だ らう、 僕 も 其 

內に 感激 を 仕 人れ に 見に 行き まし やう。 美術 院は 見なくて もい、 やうな 氣 がして 居る。 「評」 拜 

讀を樂 しみ 居候」 子供 は 兎も角も 猩紅熱に されて しまって 巡査が くる やら 面 役所が くる やら、 石 

炭酸の 霧 を 窒內に ふらせた りした。 應接間 を病窒 にして 自宅に 傳染 病院 を 作りました。 病人 自身 

はもう 熱 もさめ たし 平 氣で變 つた 生活 を亨樂 して 居ます。 ド— 乇 猩紅熱 ぢ やなくて 魚の 中毒の 發 

疹 であった らしい。 兎も角も 御 休 神 を 願 ひます。 もう 二三 日 するとい よ/, \ の處が 分る から それ 

でもし 傳染 性で ない とき まったら 其內御 邪魔に 上ります。」 强 陽性で はあった がか ま はない 事に 

して ェビ のフ ライ やら コ 0 ッケ ー を 食つ て 撿便も 今度の 月曜 迄 やら ネ に 居ます が、 さう 變 つた 症 

狀 もない やうです。 存外 此次は ネガ チ I フ になる かも 知れません c」 泊り客で 繪は 中止、 欝憤 を 

蓄積して 居ます」 森 鶴 外 其 他の 人ぶ が 「明星」 とい ふ 雜誌を 出す ので かけと 云って 來 ました、 大 

兄 も 寄槁者 になる 事 を 承諾 された と 云 ひます が本當 です か 
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五 五 四 

九月 二十 B 火 午後 十^ 1 十二時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0. 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

君の 途 つて くれた 中 川 一 政 氏の 「靜 物」 を 見たら 急に 行って 見た くな つて 今朝 一 寸 のぞいて 來 

ました、」 はじめに 美術 院へは ひって 見た が 反感の 起る やうな 鎗が 多くて 厭に なった 古徑 氏の は 

なる 程 まじめな もの だと は 思った がそれ 程す きと は 思はなかった 觀山 ゃ大觀 みな だめ、 御舟の も 

刺繍の まづ いの を 見る やうで 物に ならす、 チ カメ、 ィ モ錢、 浩ー 口 ミナ ダメ」 二 科へ 這 人って 見 

ると 大分 穴ェ氣 がちが ふ、 名もない人の でも それく の 面白味が ある。 中 川 氏の 靜物 はなる 程 「ァ 

ヂが ある、 感心した。 安井 氏の 棒は總 葉書で 想像した のと は 大分ち がって は 居 たがやつ ばりい、、 

津田 君の 繪は ひいき 目 かしらな いがや はり 異彩 を 放つ て 居る。 寳 石の やうな 透明な 美し さが 底 か 

ら 光って 居る、 廣ぃ會 場で はなれて 見る と 余計に それが 目立つ どうしても 天才 だと 思 ふ。 「生 

命の 流動」 は 却って 此方に あるか もしれ ない、 あの 大きな 腹 を か、 へ たの も 生命が 破 烈し さう で 

ある、」 油簿は みんな 面白い やうに 思 ふの は 別に 理由が あるの かもしれ ない、 少し 泣き出したい 

やうな 氣 になった が、 機嫌 を 直し て いろ-^ な 感激 やら ィ ン スピレ ，1 ショ ンを 仕入れて 來 ました- 

しかし 此頃 はう ちが ゴ タツ ィて翁 を かく 氣に はなれな いので 當分 中止です、」 一 一 科へ はもう 一 邊 

行って ゆっくり 研究して 見たい と 思って 居ます。」 中 川 紀元の 大きな 擦 は 好かない がヒ ンク ー グ 

ル ン トでピ ァ ノを彈 いて 居る 男の 恰好と 眼 玉と は 一 寸 面白かった。」 美術 院 はどう かして 居 るん 
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ぢ やな い でし やう か、 日本 畫と い ふ ものが どれ 程惡く 描け るかと い ふ 事ば かり 研究して 居る やう 

に 思 はれて 仕方がない 縞鲷の 行列の やうな 處を やって 居る 方が 一 番 利口な やうに 思 はれる。」 

まるで 美術 院の御 速 中の 腹の 中 を さらけ出して 陳列して 居る の だと 思つ て 見る と 又 別種の 興味が 

ある」 岩波の 雜 誌の 原槁を かき 初め まし. た 今度の は 是非 一 度 目 を 適して くれ 玉へ、 出来たら 送り 

ますから 0 

五 五 五 

九月 二十 四 曰 土 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より； 11; 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木 或 雄 氏へ 〔はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 申 上げました。 本日 「物理 學 序論， 一 蚩曰 店より 相 届き 難 有う 御 坐い ました。 ゆる 

/\拜 見 致 度と 樂し み 居候、 小弟 も 此の 眞似事 の やうな もの を 書 いて 見た い 希望 を 持 つて 居ます 

の で 多大の 御 かげ を 蒙る 事になる だら うと 存 します」 今度の 改 遣の むだが き 御 叱正 を 願 ひます 御 

名前 を 引合に 出し て 甚だ 失 禮の段 御 海容 を 祈ります。 種が な い ので 方 立で 万引 をした やうな 譯で 

汙 顔の 次第で 御 坐い ます。 

會議に 御上 京の 節拜 眉を樂 しみ 居候 草え 

九月 廿 四日 

五 五六 

九月 二十 四 曰 土 午後 一一 一時 1 四時 本鄕區 駒；：，！. 一  曙 町 一三より 赤 坂區靑 山 南 町 六ノ； 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 


415 


力 き〕 

岩波から 出る 雜 誌の 原 槁を やっと *1 き 上げた から 御迷惑ながら 一 邊 見て 頂 度 別封で 御 送致し ま 

す。 種が あんまり あり 過ぎて 取 拾 かう まく 行かなかった から、 どし く 冗漫な 分 を 棒 を 引いて 下 

さい。 もっとい 、ものになる 镜 だった が此 間中 は 頭が ゴ タ くして 居る から 猶更 うまく ま 曰け なか 

つた。 しかしもう 別の もの を 書く だけの 余日 もない から、 あまりつ まらない やう だったら 今月 は 

許して もらつ て來月 へ の ばし て 貰 ふ 外 はない と 思つ て 居ます。 どうか 遠慮なく 批評して くれ 玉 へ 。 

又 今度の 雜 誌に 余り 不調和で も 困る かと 思つ て 居ます。 いっか 君の 御 話の 山中の 决鬪 だと 笑 はれ 

るか も 知れない が。」 二 科會は 二度 見ました やっぱり 面白い。 津田 君が 松 岡 氏と 連れ立って 來て 

僕の； li を 見て 行った。 M 氏 は 努力に 對 して 敬意 を 表する とい ふ 事でした。 其內 こちらから も拜見 

に 行く 積り です。」 原稿 や 此の はがき は 消毒 はしなかった が、 可也 注意して 隔離して 居る から 大 

丈夫と 思 ひます。 しかし 御注意 だけ は 御 願 致します 

五 五 七 

九月 二十 六 曰 月 午前 九 時 —十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

がき〕 

御 端 書 難 有 拜見致 候 早速 原 搞御覽 被 下 拜謝致 候、 どうも 仕方がな いから 鬼 も 角 も 和， 辻 氏 迄 送る 

事に 致し まし やう c」 子供の 事 御 尋ね ありがたう、 やっぱり 軽い 醒紅 熱であった さう で どうも 一 

巧 位 は 隔離の 必要が あるら しく、 病 氣の方 はもう 何でもなくな つたが 幽閉の 御機嫌と りが 面倒で 
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御 坐い ます。 看護婦が 馴れる 時分に は 交代す るの がどう も 厄介です c」 どうも 天 氣の惡 いに は 驚 

きます、 . ^陽の 光 班と 關 係が あつ てもなくても そんな 事 はどうで もい 、から 天氣 になつ て 貰 ひ 度 

くなります、 一 ：5 客が 歸 つたら 一日 何處 かで 會合 しゃう ではありません か 草ぶ 

九月 廿 六日  ， 

速達 を 出す のと 一 慮に 大急ぎで 右 迄 

五 五八 

九月 二十 七日 火 午後 十 時 ー 卜 二 時 本 區駒込 曙 町 一三より 牛 込 區早稻 E 南 町. t 夏 目方 松 1： 讓 氏へ 〔は 

がき」 

御 端 書 難 有 拜見致 候 先日 は 御 光来 被 下 拜謝致 候 失禮の 段. -御 海容 被 下 度. W 候、 J 小生の 努力 は 

どうも 能率の わる い 努力に て どうかす ると 結果が 反比例す るので ガ ッ カリ 致 候、 どうかして 努力 

をし ないで かいて 見たい と 思 ふので すか、 いつの 間に かしゃち こばって しまって 困ります、 一 二 

科 を 見て 来てから 一 つ 大きな 奴へ 大膽 にやって 見 度くな りました が 未だ 着手し ません， 一 今日 あた 

りは拜 に參上 致さう と 思って 居ました が 人が 來て おそくな つてし まつ て 上りませんでした。 次 

の 月曜 あたり 推參致 さ う かと 存候， 一 

どう， も 植物 ゃ戶 外の 物 休は變 化が 急激で そして 同じ フ H 1 ズが 滅多に 復歸 しないから 困ります、 

冬が 來 たら ァ ルコ ー ル の ff でも ミツ シリ 勉強して 見 まし やうと 考へ て 居ます、 此れなら 少し は 落 

付いて かける かと 思 ひます。 
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右 御 返事 迄 草. V 不盡 

九月 廿 六日 

二伸 御 母堂 様へ ま 敷 願 上 候 

五 五 九 

九月 二十 九 B 木 午前 十 時 ー 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

〔はがき〕 

一 一枚つ き檎 葉書 拜見、 あの 檎 はなんだ か 一 寸 見た 時に 同情が 起り かねた の だが 大兄が い 、と 

云 ふなら 再考して 見たい、 アイ ンシ タインの 眞似 ではない が 少し slitzel.und ではありません か」 

改造 御 覽被下 候 由、 御 氣に叶 ひし 由に て滿悅 えよ。』 E が B の シン ソォ 一一 ー を 余り 好かない 譯は 

僕に も 分らない が 余り 細工の 多い 處に 何處か eindeutig でない アヤ フャが ある やうに 思 ふで はな 

いかと い ふ氣 もす る。 しかし カム メル ムジ— ク なる ものが どう いふの だかよ く 知らないから 物 は 

云 はれない。 スト リンドへ ルヒも 僕 はよ く 知らないが、 ドスト H フス キ— の氣に 人る 譯 がよく 分 

りません、 分らない がなん だか さ うだらう とい ふやうな 氣も する。 君の 云 ふ 人間愛 もさ うだらう 

し 何處か 共通な 人世 觀を もつ て 居る のか も 知れない」 今夕 改造 主幹 禮服 着用 龙大 なる 菓物 人の 籠 

を 持 込んで 來た、 今度の 改造 賣行 好景氣 だから 禮に來 たと 云 ふ 事であった。 何だか 少し 驚いて 居 

る處 です、 多分 石 原、 大杉 諸氏へ も 行った 事と 考 へます。 此の 菓 物が 中よ 美しい から 一枚 大きい 

のが か いて 見たい が 生憎 今 それだけの 落 付が な い の で淺 念です、 鬼に 角吉 村冬彦 先生 少し 鼻 を 高 
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くして 居ります， 御用 心 を 願 ひます 

九月 廿八 日夜 

五六 0 

十月 二 曰 B 午前 七 時 I へ 時 本 鄕區駒 a 曙 町 ニニより 本鄉區 東京 帝 國大學 醫學部 物理的 治療 所 眞鍋嘉 一 

謹啓 其 後 御無沙汰 致して 居ります、 御 病人 樣其後 如何で 御 坐い ます か 御見舞に 上る 害の 處失 

禮な" 3^ して 居ります 

扨て 先達て 御 配慮 を 願 ひました 親戚 中 城 事 都合が ありまし て 急に 鄕里 へ 歸る 事に なりまして 昨 

日出 發致 しました、 どうか 惡 しからす 御 願 ひ 巾 上げます 多分 來春は 上京 致す 事と 存じます が 其 節 

は 又 宜敷御 願 致 度と 存じ て 居り ます 

いづ れ拜眉 の 上 御 禮を申 上げます が 不取敢 右 御 挨拶 を 申 上げ ます ia-  M 

九月 卅日  寺 田 赏豫 

眞鍋嘉 一 郞樣玉 案下 

五六 一 

十月 三 B 月 午前 七 時， i へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有、」 大 陽の 二 科 評と 新聞の 院展評 中よ 面白く 拜見 致しました。 「火 生」 の 評 不覺失 ？ 


笑、 全く 貴說の 如く 野蠻人 だか、 實際 あの 時代 は野蠻 人だった とした 處 であれ は野蠻 人の 中の 低 

能兒 だから やり切れない」 光輪 はなる 程 御說の やうな 處も あるが 技巧に あんまり 落ち 付きがない 

ので 困る と 思 ふ 「けしの^」 誠に 御 説の 通りであります」 一 一 科の 方 は 詳しく 見て おいた から 一 段 

と 面白く 拜誦、 殆んど 全部 黉成 したくなる やうです。 最後の 窒の水 彩の 中に 追 ひ やられて 居る 油 

畫で 君の 同情され たの は 僕 も 始めから 氣に 入って、 余り 高くなければ 買って やらう かしらと 思つ 

たの だか、 君の 評 を 見て 嘻 しかった。 あの 繪を かく 人と 「生命の 流動 一 など を かく 人と は 大分ち 

がって 居る」 林武 氏の 「女」 の 顔 は 何 處か松 岡 譲 氏に 似て は 居ません か 一裕 氏の 裸体 畫の評 をう 

まいと 思った。 安井 津田兩 氏の 評 も大に 面白かった、」 ダボ ハゼ がそん なに 餌に 飛びつ くもの か 

どうか 事實は 知らないが 讀んで 居て 一寸 笑 はされ た。」 讀んで 居る 中に 始終 君の 顔が 見えて 居る 

が ダボ ハ ゼ などの 處へ來 ると 其 顏がス ー ッと變 化する ので どうしても 笑 ひたくなる」 あした 津田 

君が 指導に 行く やう だったら 一 寸夏 目さん へ 總を拜 見に 行つ て昆 やう かしらと 考へ て 居ます。 君 

もー處 だとい、 が、 月曜 は 御 暇 はないで しゃう から 殘念 です。」 泊り客 は 多分 七日に 歸る 害です 

五六 二 

十月 五 B 水 午前 十 時 1 十二時 本 鄉ぼ駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 ベ 小 宫登隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜見、 鼠と 猫の 好評 を傳 聞して 大分 嗜 しくな つて 居た が gesuntler  I\I-V. です つ かり 

落第、 一 般讀者 はどうで もい、 が豐隆 先生の 信用 を 一 時に 失って しまった やうな 氣 がして 甚だ 心 

細くな りました、 どうか 寬大の 御所 置に 預り 度」 今度 御 目に か、 つた 時に 此の 御 詫 を 申 上げます、 
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汗顔の 至りであります」 ニ科展 評に 賛成した ので 御 咎め を 蒙り、 心外 だから 何 か 一 つ 問題 を 起し 

たいやう だが どうも 黉成 だからし やうがない。」 どうも 君 は やっぱり 人が 惡 い-」」 此 間の 月曜に 

は 夏 目さん へ 行く つもりだった が、 津田 君が 來て 居る かどう かと 思つ て 電話で 聞いて 見る と 近頃 

は 敎授は 休止と の 事で、 それで はいつ か津田 君の 行く 時に 行き まし やうと い ふ 事に して 其 儘 行き 

ませんで した 0J 少し 落ちつい たので 靜物を 二 枚ば かり かいて 見ました。 一枚 だけ は ひょっと か 

すると 及第す るか も 知れません 一 獨 逸から 歸 つた 人の 御 土產に 新しい 獨 逸版畫 家の f 貰 ひまし 

た、 頗る 奇拔な もので 此次御 出の 時 御 覽を願 ひます、」 北 原 白 秋の 雀の 卵と いふのに 白 秋 自身の 

槍が 數葉 出て 居る、 中.^っまぃ ので驚ぃて居る處です、」 泊り客が 歸 つたら 通知し まし やう。 

五六 III 

十月 八 B  土 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ん小 宮豐隆 氏へ 「はがき〕 

一 あらたま」 評 御 氣に叶 ひ 候 由に て 喜び 極り なく 候。 あんまり いろんな 事 を II 曰き 過き たん ぢゃ 

ないかと 少し あやぶんで 居た のでした。」 ^し 歌の 評 はもう ほんとうに 止めたい と 思つ て 居ます、 

腹の へ つ て 居る のに 大きな 聲を 出して る やうな 氣 がして 困ります」 僕の 處の版 畫集は 大兄の 御 求 

めに なった シリ ー ズ ので Jakob  Steinhardt,  Ernst  Stern,  Michel  Fingesteu の 三種であります、 

僕に は此 中で はシ タイ ン ハルトの がー 番氣に 入りました、 フ ィ ン ゲステ ン の は 面白い が 少し キッ 

過ぎて 余り 愉快でありません、 しかし 或は 一番 ドイツ 的 かと も 思 はれます。 シテ ルンの は 少し 甘 

いかと いふ 氣 がして 居ます。 シ タイン ハルトの は 眞にュ ー ディ ッシに 純眞に 出来て 居て そして 美 5! 


しいと 思 ひます」 ォ ー ル リクの が 見た いんだが、 に此 御 土産 を くれた 人 は、 ナン デモ 奇抜な も 

のでな いと 僕に は氣に 入らな いと 思つ て 居る もの だから、 特に グ 口 テ スクな もの だけ 鬢ん で來た 

ものら し い。 僕 も 丸 善へ 行って 見 まし やう」 尼 子さん へ 行った 歸 りに 支那の 德利を 一 本 買って 來 

た。 勿論つ まらない もの だが、 買って さげて 歸る 事に 一種の 味 は ある。 客 は 十日 出 發の苦 


五六 四 


本鄕區 駒； >11 曙 町 一 一一 一より 赤坂區 山 南 町六ノ 一  〇 八 小官 *^ 隆氏 へ 〔は 


十月 十七 曰 月 午後 I 時— M 二 時 

がき〕 

其 後 はび ばらく 御 端 *1 に 接せす 如何 やと 存 居候、 もし 御病氣 ではない かと 存 居候、」 天 蒙 W よ 

くなる し、 泊 客も歸 つた もの だから 土曜 ョに 急に 思 ひ 立って 擒具箱 を か" へ て 大宮驛 迄 嵐 車て 行 

きました、 有名な 公園と いふので 晝飯を 食って、 ぶらく 野道 を 歩いて、 甘 籠 畑の 中で 一枚 寫生 

をした、 それから 歸 らうと 思って 停車場へ 來 ると 一時間 程 待たなければ ならない ので、 . ^や P の 

影の 柵の 上へ スケッチ 函 をのつ けて ー氣呵 成に ブラン ギン 式の を 一枚 かいた、 . ^や r へ 來たゾ 力 

見ォ けて 盛に 後から 立って a- 物す るが なにしろ 熟 心が ヒドィ から そんな 事 は 少しも 苦にならな 力 

% つた。 一 此れに 味 をし めて 又 日曜に 、今度 は 浦 和 迄 行って 市外の 田圃 を ある 

き、 雑木林の 出つ 鼻に 風呂敷 を 敷物に して 坐り込み バタ パン を 

嚼 じりながら 一枚 かいた。 それから 又ぶ らく 行って 鉄道線路 ^^^w 

の 協の 奮に 腰かけて 上の やうな の を 大急ぎて 描いた、 夕日 力 左 
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の頰に 焦げ付く やうで あつたが 苦にならなかった。 二日の ブラく で 大分 疲れました、 此れで 反 

應が 何ともなければ い、 がと 存じます c」 うちの 庭ば かり かくより は 矢張戶 外が 面白い、 殊に 今 

は 野 山の 色彩が 實 に 美しくて 全く 醉 はされ ます 

五六 五 

十月 十八 曰 火 午後 十 時— 卜 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八小宮 豐隆 氏へ 〔は 

が き J 

御 端 書 難 有う、 小弟に は廿 一 日 金曜の 午が よさ、 うに 思 ひます。 御 都合が よくば 僕 は 十 一 時半 

から 丸善樓 上に 出張して 御 待ち 致し まし やう。」 昨今 寫 生が 氣乘り がして 居る から 鲛洲で 東京 灣 

をバ ッ ク にした 豐隆 君の 肖像で も かき 度 いんだが、 それで は 君の 方が とても 辛抱が 出来まい と 思 

ひます から、 矢張り 市內で 食享 をし まし やう」 今日 午後に 又 一 寸日暮 里の 田圃 迄 出て 來 ました、 

なんだか しらから だが すん/ \ よくなる やうな 氣 がする。 隨分 自分ながら 勝手な もの だと は 思 ひ 

ますが」 帝展、 一寸 吸き ました。 日本 畫の方 はとても 目 をと めて 見る 氣 がしない ので 走りぬ けて 

しまった、 一体 此 等の 畫家は 美術と いふ ものが 何だか 御存知ない やうに 思 はれます。 洋畫の 方 は 

何と 云っても 色 M の 意味で 面白い、 岸 田 氏の 作 はなる 程 自然に 頭が 下る やうな 氣 がする。 此鎗ー 

枚 あれば 外の もの は 人らない、 あれなら 時代 を 超越して 居る、 右の 頰の繪 具の 班が 少し 目につく 

がそん な 事は氣 にならない 程 しんみりして 居る。 あの 右の 手も實 にい、。 万代に 通じる 鎗 では あ 

りません か。 一 廿 一 日の 件 右の通りで 宜敷哉 一 寸御 一 報 願 はれ 間 敷 哉 
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五六 六 

十月 二十 二日 土 午後 零時： 一時 本鄕 ぼ 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー： > へ 小 宮豐隆 氏へ r 封 

SIC 

の 表に " R-eI〕ol.t  on  t.lle  Ment-ill  Influences  of  f  JIassintu " と あり〕 

今日はお かげて 大變に 愉快で 御 坐い ました。 あれから 電車に 乘 らうと 思 ふと 非常な 滿 員で 中 i 

乘れ さう もない。 腹 こなしの つもりで 櫻 田 本 鄕町迄 あるく 事に した。 公園の 稱に沿 ふて 薄暗が り 

を 歩いて 行く のが 非常に い 、氣 持であった。 自分の からだが 軽くな つて 居る やうで 何とも 云へ な 

ぃ爽 かな 氣 分であった。 かう いふ 心 持 は 何年 来、 少 くも 胃が 惡く なって 以來 全く 忘れて 居た 心 持 

であります。 此れが 恐らく 健康な 凡ての 人の ノル マルの 狀態 であらう と 思 ふ。 胃病 * わ 者と しての 

平常の 私 は 道 を 歩いて 居る 間 不断に 自分の からだの 重量 を 支持して 居る と い ふボ ン ャリ した 自覺 

が 離れな い。 何 慮で も 腰かけたい 坐り 度い 寢 ころび 度い とい ふやうな 慾 求が 絶へ すに あるの を强 

いて 我慢して 居る の だと 思 ふ、 唯 それが 永い 間の 習慣で 當り 前にな つて 居る ので さう 思 はないだ 

けで ある。 今日 思 ひがけな くから だの 重みが 何處 かへ 行つ てし まつ て 急に 當り 前の 人間に なった 

やうな 氣 がする。 此は 或は コ— ヒ— の與奮 作用から 來た事 かも 分らない が、 鬼に 角 あれ だけい ろ 

んな物 を 食つ て そし て 珈琲 を 一 一杯 吞ん でも 直接の 胃の 不安 を 感ぜす、 此んな 好い 氣持 であると い 

ふ 事が 非常に 喀 しかった。 そして 薄暗 かり を 歩いて 居る 中に 妙に 歌 ひ 度い やうな 氣持 になった。 

蓄音機で 御な じみの 力 ル.. ソ の眞 似が 鼻の 先から ひとりでに 出て 來た。 すると あの 電車の ゴ —とい 
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ふ 響の 中に 含まれて 居る 樂音 がちゃんと 僕の 鼻歌の ト 一一 力 になつ て 居る のに 氣 がつ いた。 いっか 

「電車と 風呂」 の 中に *1 いた、 水が 活栓 を 流れ出る 音が 唱歌 を 誘 出す と 云った ブ ラグの 言語が や 

つ ばり 本當 だと い ふ氣 がした。 

本鄕 町で も 立つ て 待つ て 居る のがち つ とも 苦にならなかった。 もっと/ \ 歩き 度い やうな 氣が 

したが 用心して 控へ た」」 停留 場の 前に 寫眞 器具 を賫る 店が ある。 もう 三 四 年 止めて 居た 寫眞を 

又 やって 見やう かとい ふ氣 がふら くと 起つ て來 たので ィキ ナリ其 店へ は ひった が 自分の 器械の 

フィルムの 大きさが 一 寸思ひ 出せなかった。 それで あちらで 始終 口 なれて 居た やうに 獨逸 語で 考 

へ て 見たら すぐ 出て 來たァ ハト、 マ ー ル、 フユ ンフ、 ゥ ント、 ハ ルブ とい ふ 口調が 出て 来たので 

それ を 日本語に 飜譯 してから 用 を 便じ やうと した 0 それ はよ かった が 生憎 其の 版がなかった ので 

それなり 店 を 出た が。 何 かしら 唯 は 居られな いので 叉 其 隣の 雜貨 店の， やうな 店へ は ひり 込んで 

wwteB の紛筆 をかった。 此れ は晝 飯の 時に 君の 話した 素描の 問題が 其 時に 頭の 中で 顔 を 出した 

のが 動機ら しい。 鬼 も 角 も それ 程に 活ぷ した 元 氣な心 持に なった の だと 思 はれます 其內 電車が 

來て乘 つたが 腰 はか けられなかった。 いつもなら それが 苦しい の だか 今日は 平氣 であった。 歸っ 

て 君から 頂いた 御 土產を 子供に やって、 自分 も 上機嫌に なって 叉 夕飯 を 食った。 控へ 目に/ \ と 

思って 食った のでした。 

此の やうな、 僕に は 異常な、 少く とも 外見 上 健康な 狀態は 何から 來た のか、 此 間中の 郊外 漫歩 

のせい や、 氣 候の せいや いろんな 原 WI が ある だら うが、 鬼 も 角 も惡ぃ 現象で はない らしい。 翁 

琲の 影響の H キ ザルテ ー シ ヨン も あるか も 知れない が、 しかし 從來 胃の 惡ぃ 時に 珈琲 をの i だ 後 ぬ 


に は 著しく 胃の 不快 感覺 があった のに 今日は それがない。 唯 永い 間コ ー ヒ ー を 呑まなかった 爲に 

其の 魔醉 作用が 强く來 たので はない かとい ふ 疑が 淺 るの だが、 恐らく さう ではない らし い 

そんな 譯で、 なんだか 子供の やうな 喜び を 感じた もの だから 此れ を 君に 御 報告し 度い と 思つ て 

永 M とこん な 事 を かいた 譯 です。 實際健 厳と い ふ 事が どれ 程 難 有い 事 だかと い ふ 事 は 健康な 人 に 

はとても 分りつ こはありません。 

此んな 事から も 先生の 事 を 思 ひ 出す" 先生の 病氣の 苦痛 は 中 i 僕 等の やうな 軽微な ものと は 丸 

で 段ち がいであった らう。 それ 切りよ くなら ないで 亡くなつ たの だから、 先生 は 自分の 病氣 にど 

れ だけ 自分が 苦しめられ たかと いふ 事 を 十一 一分に 估價 する 事な しに 死んで しま はれた と 云 ふ氣が 

します。 

くどい やう だが 健康で ない 人間に は 大概の 事 は 寛容して やり 度い 氣 がする。 例へば 無精 ものな 

ど 、いふの は 恐らく 何處 かしら 健康に 欠陷が あつ て其處 から 無精が 生れて 居る の だと 思 ふ。 唯當 

人生れ てから 一度 も 健康な 人の 心 持 を 知らないの だから 從 つて その 欠陷を 死ぬ 迄 知らす に そし 

て 自分 を 無精 もの だと 思って 死ぬ にちがいないと 思 ふが 如何で しゃう。 僕 は 天下の 無精 ものに 此 

れを 云って やり 度い 氣 がする。 

くだらない 事 を 永 ぶかき ました 草 t< 

十月 廿 一 日夜  寅  彥 

豐隆 大人 玉 机下 

別封 御 暇に 御 ー覽、 御 叱正 を 乞 ふ。 月曜以外御^^來の節は 一 寸御知らせを願ひます、 天氣が 
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い ^ と 例の 畫學生 を やりに 出る 恐れが あります から、 

五六 七 

十月 二十 三 B  B  (時間 不 SO 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 福 岡 市 地 行 東 町 一九 六 桑 木或难 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 益え 俾 勇健 大賀の 至に 奉存 候、 唯今 下 出 書店より 「絕對 と 相對」 達り くれ 候、 不取 敢留學 

雜 記の 處を拜 見、 此れ は 始めて にて 大變に 面白く 存候、 短い 文章の 中に 非常に 澤 山の 內容が は ひ 

つて 居る やうに 感じ 申 候、 それから ボアン カレ ー を讀 みかけた 處に御 坐 候 一難 有 御 禮申上 候、 繽 

御 刊行 蜀望 に堪 へす 候」 東京 はやつ と 十日 天氣 がつ に いたと 思 ふと 又 雨で 時候に も 似す 中. -に 

績き 居候、 そろ/ \ 寒くなる ので 貧血 者 は 悲觀致 候 C  I 白蓮 女史とう/ \ 理想 を實行 した ものと 

相 見え 候、 御 地の 新聞 も賑 かと 存候、 東 朝な どが 馬鹿 i〔  M〕 しく 大業に *1 き 立て 居る のが 變な心 

持が 致し 候、 此れ も 時代の 勢に 哉、」 

時候 柄 御 自愛 專 一 に存 候其內 御上 京の 節拜 眉を樂 しみ 居候 

十月 廿ー 一日 

五六 八 

十月 二十 六日 水 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町」 ハ ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき. 1 

今朝の 讀賣の 「序」 の 手紙 を拜 見した、 定めて 三 宅さん が 喜んで 居る 事と 思 ひます、 恐らく 一 

晚位 はねつ かれない 程 喜んだ 事と 思 ひます。 なる 程 あ、 書かれて 見る と 其 通り だと 思 ひます 一 一 
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方で 新しき 女の 群の 方が おこつ て 居る かも 知れません」 松 根 君に 君の 方へ 卷 頭の 一 頁 を 引渡して お 

くれと 云って やり ましたが 君 も 毎月 はい やか もしれ ないから 何なら 不規則な 隔月 位に 肩 を かへ • 

て 紅 紫競妍 とい ふ 事に して 讀 者に 感淚を こぼさせ ると いふ 事に して は 如何で しゃう。 それで 十一 一 

月 号の はもう 此間 やって おいた から 新春の を 一 つ 是非 御 願 ひ 致します 御 都合 如何、」 あれから 天 

氣が又 駄目に なった から 郊外 出張 は 休んで 居ます 君の 方へ 行って 居る 風景の 2ml EM。 を やり 始 

めました。」 宅の 傳染病 はやつ と 隔離が 解除に なって せいくし ました、 御 安神 を 願 ひます。」 

死んだ 甥の 手帖 や 日記 を 調べ て 居ます が、 親しかった 人の 生活と いふ もの はなんだ か 自分の 生活 

と 非常に 錯綜し て 居て 何處迄 が 自分の 事で 何處迄 が 人の だか 分らなくなる。 古い スケッチブック 

に は 僕の かいた 總ゃ 俳句が 交ざって 居る が、 中には 自分が かいた か 甥が かいた か區刖 の出來 かね 

るの も隨分 ある。 どうも 恐ろしい 事 だと 思 ひました 

十月 廿 六日 

五六 九 

十月 二十 九 B  土 午前 十一 時— 卜. 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  ◦ 八 小 宫豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

無題 御 承諾 難 有、 東洋 城 君 大喜び 思 ひ やられ 候、 J 今日は 金曜で 天氣 がい、 からよ つ ほと 靑山 

の 方へ 心が 向 ひたが、 ぐす，/ \ して 居る 內に晝 近くな つてし まった。 こんな 暖な日 はもう めった 

にない からと 思つ て寫 生に 出かける 事に して 先づ 王子 迄 行った、 それから あてす つぼう に 小 台の 
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渡と いふ 處迄 電車で 行って 見ました、 隨分 うら、 かな 日で い、 氣 持でした」」 此れが 繪を かくの 

でなければ 君 を 引っぱり 出しても い 、、 鯉の あら ひ 位なら 食 はせ る內も あるから 川 沿の 坐 敷に ね 

ころんで 半日 位 大平樂 を 並べる の も 愉快 だら うと 思 ひました。 weekday だから 人が ちっとも 行 

つて 居なくて 靜で よかった。』 「笑」 とい， ふの を 書き上げた 處が、 今日 丸 善から ベ ルグゾ ンを屆 け 

て來 た、 此れから 大急ぎて 通讀 して、 *1 き 入れる 處が あら はかき 人れ ます、 出来たら 又 達り ます 

から 面倒ながら どうぞ 御覽を ります。 正 n3 ゲの だから 急ぎません。」 ，此 間の 一 或 日」 はも-つ 少 

し 練って から 明星へ やります」 今度の 月曜 あたり 御來駕 如何 


十月 II 一十一 B 月 午前 レ時— 十一 時 ^鄉區 駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹 時候 不順 勝に 有 之 候 處益ぷ 御淸祥 大慶 至極に 奉存候 

近 i 御上 京の 由拜眉 を相樂 しみ 居候、 實は壳 の 追憶 記の やうな もの を 書いて 見 度と 存 居り 色. - 

それにつ き 裨 敎示相 煩 はし 度と 存 居候、 

本日 は 甘 柿 澤山御 惠投に 預り難 有 拜謝致 候 早速 賞味 格刖 結構に 存候 

余事 拜 眉の 上 万 樓申述 度 先 は 右 御禮迄 草. -申述 候 不盡 

十月 卅日  寺 田 寅 

五島 寬平樣 玉 案下 

2 

4 


五 七 一 

十一月  一 B 火 午前 九 時 ー 卜 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町」 ハノ 一  〇>  へ 小 宫豐隆 氏 へ 〔はがき 1 

鍋 町より 御 はがき 難 有く 拜見致 候、 昨日 は あきらめて 籠居、 二 時 頃で あつたか 松拫 君より 電話 

がか、 り、 先刻 君が 同 君の 留守へ 來て 書き 殘 して 行かれた 事から 考へ て もしゃ 當 方へ 来て 居り は 

せぬ かとの 事で ありました、 もし 来たら 電話 を かけて くれと いふ 事でした。 それで 或は 御 出が あ 

るか もと 思つ て疊算 ではない 氣 象の 計算 を やって 居ました」 一 咋日も 又 小 臺の渡 附近へ 行つ て來 

ました、 からだの 氣持 はたし かにい、 が 胃の 方 はどう だか 未だよ く 分りません」」 令 日 別封でい 

つか 話した 「笑」 を途 ります、 いつもながら 御 Is? 介です が 1： 一 覽を願 ひます CJ 此れ は 何だか 變 

な もので 論文で もない さう かと 云つ て文藝 でもない 得体の しれない もので、 何處へ 出したら い、 

か 分り かねます、 何 處か適 當な虚 が あれ は 御 示 敎を願 ひます 心理 學者は 多分 相手し にして くれ 

まいと 思 ひます J 

其內拜 顔の 上 色よ 御 話 致 度と 存 居候。 此 間^かいた 檜が 早く 見て 貰 ひたがって 夜嗚 をして 居る _ 

君が 夢に でもうな されて 居 はしない かと 思つ て 心配し て 居ます 

不注意で はがき を 倒さまに かきました 御高 免 を 乞 ふ 

五 七 二 

十一月 三 B 木 午後 ト時 —十二時 本鄕區駒：^u曙町 - 三ょリ赤坂區靑山南町六ノ 一  〇>へ小宮豐隆氏 へ 〔は 
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が き J 

裨 風邪 氣の由 御 自愛 を 祈り 候、」 あの 原槁は 少しも 急がない の だから いつでも 御 都合の い、 時 

， 一 覽を祈 ります」 二日に は 玉 川へ 行って 見ました、 實 にい、 天 氣で風 もな く 暑く も 寒 くもなく 

畑の 中 や 丘の 上 を ぶら/. \ 歩いて 少しく だ びれ た 位です。 あの 邊に ぼつ/ \ 別莊が あるが 中よ い 

場 5^ だと 思 ひました、 他日 志 を 得たら 此邊に アメリカ 屋の カッテ ー ヂ でも 建て 、パルコ 一一 ー か 

ら玉川 や 富士を 眺めながら 紅茶で もこ しらへ て 御馳走し まし やう.」 長唄の 新曲 浦嶋を 蓄音機で 聞 

きながら 此 間の 君の 邦樂ォ ー ケス トラ 論を考 へて 見た が 格別の 名案 も 出なかった、 其れ は 鬼に 角 

あの 横笛の メ  口 ディと いふ もの は 近年 迄 は 寧ろ 少し 滑稽な もの 位に 考へ て 居た が 段ぶ 聞いて 居る 

と 中 M 藝術 的の 妙味の ある もの だと 思 ふやう になって 來た。 一 休 誰れ が 始めた もの か 知らないが 

あれ を 創作した 人 は やっぱり えらい もの だと 思 ふ あれ を やった 位の 人間が 今 居たら 事によると 

ォ ー ゲスト- フを 作る かも 知れない、 とい ふ氣 もす る」 今日 久 振に 書 齊で 仕事 をして 居たら 机の 上 

へ 日が さしこんで 來て い 、氣 持に 暖く なると 共に 先生の 日向ぼっこ を 思 出した G 

五 七三 

十一月 六日 CU  (時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 〔封筒の 表 

に 「御 返事と 御 報告」 と あ リー 

御 はがき 難 有う、 一笑. 一 の 愚論 御覽御 批評 難 有う 御 坐い ました、 御注意に よって 改删、 一思 想」 

の 方で 迷惑で ないやう でしたら 出して 貰 ひまし やう。 かう. いふ 種類の 問題で 色 土 尋問 家に 提出し 
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たい 事が あるので、 例 へ は錯 覺に關 する 普通 心理 學書 にある 學說で 明に いけない と 思 ひ 其 代りに 

持 出し 度い 事 も あるが、 純粹な 論文で は 誰も 相手に して くれさう もない ので 扣へ て 居た. のです が 

もし 「思想」 で 迷惑で なけれ は、 かう いふ もの を もっと 出して 見たい と 思 ひます。 しかし どうも 

少し 虫が よ 過ぎる 点が ある やうで 心配になります。 いっか 和 辻君に 御 逢の 機會が あったら、 君 か 

ら そっと 話して 下さって、 全く 腹藏 のない 處で、 雜 誌の 荷厄介になる やうに 思 はれ はしない かど 

うか を 聞い. て 下さいません か。 君が 認めて 下さらば 僕の 內 部の 安心に は 充分 だが、 雜誌 編輯 者と 

し ての 和 辻さん の 思 はく を考へ 度い と 思 ひます からどう か 折が あったら 宜敷御 話し、 全く 腹藏の 

な い 御 考と氣 持と を 聞 いて 知らして 下さ いません か、 御 願 致します。 

「水 蘆」 拜見、 なる 程 あれ は 私の 胸の 中に ある 海綿の やうな もの へ じゅうと 渗み 込む もので 嘻 

しかった、 最後に 出て 來た 芭蕉の 句が 實 によく 利いた、 vivid に 利きました。 i 巴蕉も 知己 を 大正 

の 今日に 始めて 得た やうな 氣 がする。 願 はく は i 巴蕉の 外の 句に ついても あの Scrios を 書いて 貰 

ひ 度い。 

「影と 形」 も 見たい が 君から 貰へ るつ もりで 未だ 見ないで 居ます。 

少し 話が 變 るが、 從來學 校で 僕の 代り に氣象 演習 を やつ て 居て くれた 人が 數 日中に 洋行す る。 

それでもし 僕が 試め しに 一 週間に 一 度位學 校へ 出て 見る 氣 があるなら どうかと いふ 話が あった。 

僕 も いづれ はさう いふ 試驗 的の 段階 を 踏まねば どうなる か 分りません から、 丁度い 、機會 だと 思 

つて 引受ける 事に なり、 明日の 月曜から 毎 月曜 曰 だけ 出て 見る 事に しました。 どうか 左樣御 含み 

を 願 ひます。 余り 我儘な 事 だと は 思 ふが どうも さう でもす るより 外に 方法が ありません。 
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ベ 「日 其の 用事で 學 校の 主任の 先生から 氣象臺 の 方へ 廻って そして 今 川 小路の 風月で 一 人 淋しく 

チキンライス を 食つ て、 そして 一杯の コ ー ヒ ー を 呑んだら 又 興奮して 來た。 尤も 先生 や 氣象臺 の 

興奮 もー處 になって 居た でし やう。 無性に 元氣が 出て 其の やり 場が 妙な 處へ それて しまった。 文 

房 堂へ は ひって いきなり 三十 号の カン.. ヮ ス-を 枠に 張らせて、 玩具 を 買った 子供の 氣 分で 歸っ て來 

ました。 此んな 大きな 畫布を 宅で 張らないで、 わざく 張って 貰って 電車に 持ち込む の は 珍ら し 

いか も 知れません が、 鬼に 角 君に 其の 体裁 を 見せ 度かった。 買った もの、 何 を 描いて い、 か 未だ 

見當 がっきません。 御 一 笑 

此 間の 金曜 は 行き 度かった が、 君が 氣 分が 惡 くて ねて も 居る のへ 行って 御 邪魔 を すれば、 君 

は 迷惑と 思 はない にしても よくな さ、 うに 思って 行かなかった、 心待ちにして 居て くれたなら 行 

けばよ かった。 うちで 一 日 を 平凡に 途 りました。 

今度 は 央 公論 にで もやる つもりで 「寫生 行」 をボッ /\ かいて 居ます が、 どうも 少し 自分な 

がら 淺 猿し いやうな 氣 がして 來て 困って 居ます。 全く 書き 過ぎる と 思 ひます。 丁度 學 校へ 出る や 

うになる から 幾分 か 此方の 誘惑が 避けられる かもしれ な い。 あんまりし つ 、 こくな つ て來て 自分 

でも 厳な 位 だから 其れ を讀 まされる 君 は 余計し つ 、 こく 鼻に 付き はしない かと 思 はない 譯に はい 

けない。 勘弁して くれ 玉へ 

なんだか <!?- 日 はばかに 興奮し ちゃつ てし やうが な い、 もう 珈琲 は 本當に 止めなければ いけ ませ 

ん C 忘 言 多 罪 御 寛恕 を 願 ひます 

十 一 月 六日  寅  彥 
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豐 隆. 大人 玉 案下 

五 七 四 

十一月 十二 日 土 午後 十 時— トニ 時 本 鄕區駒 込^ 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

昨日 は 前週. の 事 もあった から 君が 待つ て 居る かも 知れない と 思った が 少し 寒くて 水涕が 出たり 

したし、 又 午前に 行かなかったら 午後に ひょっとしたら 君が 來て くれさうな 氣 もして つ い 其 儘 失 

敬して しま ひました。 今度の 金曜に は 君の 御 差 支がなければ 是非 上る 事に してお きまし やう。」 

此 間中 寫 生に 出かけた 紀行の やうな もの を 蚩曰 いて 居ます が 大分、 水たら しくな つて 未だお しま ひが 

付きません、 其內 出来たら 又 どうか 敷 御 願 致します。」 三十 号 畫布は 景色 を かき 度 いんだが あ 

ん まり 大きくて 持ち歩く のが 大變 だし 人物に は モデルが ないし、 庭の 風景 も 少し 飽きた し靜 物で 

比れ だけ 埋める のに は 材料が なし 少し カ拔 けの 休であります、 何 かうまい テ 1 マ の 思 ひ 付き は あ 

ります ま い 力-」 

十 一 月 十一 一日 

五 七 五 

十 一月 十四 B 月 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました。 
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「笑」 は 差 支な くば 思想 正月 号へ 御 願して 「寫生 行」 を 公論へ やる 積に して 居た ので 此れ も 

思想へ 廻す と、 今月 中に もう 二つ 書かな けれ は 約束が 果たせない 事になる ので 少し 困ります 何 

とか 君 一 つ 助ける 氣で 書いて くれません か。 僕 も あんまり 書き 過ぎて 氣 持が 余りよ くないし、 そ 

れに 「思想」 の 方で も あんまり 績 けて 顏を 出す のが どうも 工合が 惡 い。 假令和 辻さん がい、 と 云 

つ て も 僕の 方で 少し 困ります が 何とか 御 勘弁 は 願 はれますまい か c」 思想の 方で 正月 号 を 許して 

貰って 「笑」 を 十二月に して 貰 ふ 譯には 行くまい か、 此方 を 一 つ 運動して 下さいません か c」 思 

潮 十二月 号の 種が 間に合はなくて 難義 して 居る やうなら 「笑」 はいつ でも 送り まし やう。 それが 

至急に 必要で あったら 一 寸 知らして 下さい。」 正月 号の 赦免の 御 願 は いづれ 今度 御 目に か、 つて 

詳しく 申 上げます が どうぞよ ろしく 願 ひます。 

今日は やっぱり 軽い 風 心地です が 熱がない から、 明日の 月曜 はや はり 學 校へ 出て 見やう と 思つ 

て 居ます。 攀校は 石炭 を 買 ふ 金がなくて まだ スチ ー ムを 通さない し、 僕の 窒には ガス スト— ヴも 

ないから やり切れません。 小 使 室に でも 坐り込んで 居なくて はならない。」 

奧齒で 物を螻 める のが 唯一 本あって、 それが 永い事ぶ らく 動いて 居た。 二三 日 前から 急に 又 

根が ゆるんで 來て時 M 噴む 拍子に 横倒しになる やうで 氣 持が わるかった が 今夜 飯 を 唆つ て 居る 最 

中に 獨 りで 拔け 出て 來た。 急に ぉぢ いさんに なって しまった やうで 情なくなる。 今度 は入齒 より 

外にし やうが なさ、 うです。 自分の 齒の ある 中に もう 少しう ま いもの を 食つ ておけば よかった。 

御 一 笑 

國へ歸 つて 居た 子供が 歸 京して、 鄕 里の 濱の 例の 五色の 砂 を 拾って 來た。 そして 宅の 密柑ゃ 柿 
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も 少しば かり 取て 来た。 園の 密柑は 東京のと 種類が ちがって 居る。 其 香 を 喚ぐ と 非常に 澤 山の 幼 

時の 連想が 出て 来る。 僕 は 一 休 余り 鼻が よく 利かない 方 だから 却って 嗅感の 連想が 保存され て 居 

るの かも 知れない 

拜 眉の 上 色. -申上 度 匆. -不盡 

十一月 士ニ 日夜  .  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案 下 

五 七 六 

十一月 十 曰 土 午後 十咔— 十二時 本鄉區 駒；； cr% 町 一三より 赤 坂 K 靑山南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豊隆 氏へ 

〔はがき〕 

昨日 はどう も 難 有う 御 坐い ました、 おかげ 様で 大變に 元氣を 得ました、 今日は 一時 頃 津田君 を 

尋ねたら 京都の 令妹の 不幸で 急に 西 下した あとでし たが 令室に 「舞妓」 の繪を 見せて 貰 ひました 

成程 余程 變 たもので あります、」 君が 見える かも 知れん からもう 少し 待た うかと も 思った 力 折 力 

悪 いからす ぐに 歸っ てし まひました。」 津田君の.^マ度の子供は成程大きくて丈夫さぅで氣持がぃ 

乂、 御母さん は 大分 骨が折れて あとが 少し 惡 かった さう です。」 今日の 大兄の 風采 を 想像し つ" 

關ロ臺 の 坂道 を 下りて 来た、 一つ さ y になって 講演 終って 歸る アマ ッォ. 1 子ン 達の 話を聽 きた 

かった がま さかさう いふ 譯 にも 行かなかった」 明日 あたり は 董色ゃ 桃色の 封筒の 郵便物が 一 束 君 

の = ^上に 屆き はしない かと 思って 少し 氣 になります、 フォ ー アジ ヒト/ \」 今日は 駒 込の 空に 
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も 飛行機 頻. -來 襲、 此れが 實戰 だと 想って あの 音 を 聞いて 居る と 可也 恐ろしくな ります。」 其內 

御 来駕 鶴首 相 待 候、 

十 一 月 十九 日 

五 七 七 

十 一月 中旬 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ  一  ◦ 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

御 端 書と 新 小說拜 見、」 影と 形 は 矢 張 面白う 御 坐い ました あれ は飜譯 して、 獨 逸人に も 見せ 度 

ぃ氣 がする。 唯 君に よつ て發 見され た 花道の オリ ヂ ン 自身 は 余り 日本人の 自慢に はならない かも 

知れな 〔い〕 が。 - しかし かう いふ タリ テイクが 居る 事 を 紹介した いと 思った。 日本人 は 如何に 世界 

一 般の 興味の ある 名論 卓說を かいても 日本 文で かいたの では 結局 日本 だけに 埋もれる の だから 情 

な い。 此れが 科 學の方 だと マヅ ィ 英語な どで か いても 內容 だけ 見て 相手に し て くれ 引用した りし 

て くれる の だが 事が 文 學に關 すると どうも 少し 工合が 惡ぃ、 實に殘 念で たまらない。 一般が 

マ 字で かく 事に なれば 實際其 中に 日本 文 學の讀 み 手 はいくら でも 外國に 出て くる だら うにと 思 ひ 

ます。 如何で しゃう」 一 っ大 に奮發 して 君獨逸 語で 「影と 形」 を かいて 獨 逸人 をへ こまして くれ 

ないか。 僕 も 「笑」 や 「鍺 覺」 でも 英語で 〔書いて〕 見た くな つた」 學 校へ 出た 日から 少し 風邪 を 

ひいて しまったが 大した 事はありません、 どうも かう 弱くな つて は實 際どう にも 仕方がない。 

五 七 八 


437 


十 一月 二十四日 木 午後 四時： 五 時 本鄕 -tel 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 覺隆氏 へ 

「はがき〕 

御 はがきの 御 返事が 遍延 致しました。 講演が 思った やうに 行かなかった さう です が、 それ 位で 

聽 衆に は 丁度よ かった かもしれ ません、 君が 會 心の 講演 は靑 靴下に は 六 かし 過ぎて 困る かも 知れ 

ない」 なに 風采 をお がませ てお やりになる だけて 功德 になり ますよ、 時 立 御 奮 發を願 ひます」 此 

間 小鳥の 話 をした が とうく 實行 しました、 屮 M 可愛い、 ものです。 飼養 法 を 聞いたら 店員が 

「つまり 人間と 同じ やうに してお やりに なるとい &」 と 云った のが 一 寸 面白かった、 成程 それに 

ちがいない"」」 十 姉妹 は 巢へは ひって 寢 るが、 紅雀 は 這 入らないで 止り木で ねる。 寒さう に 二 羽 

が ぴったり せり 合って 寢て 居る ご 猫が 鳥 を 捕りたがって 困る、 此れ を敎 育す る 事 を 研究して 居 

る」 改造の 原 槁鬼も 角 も かきました。 始めから プ ロッ トを 立てす にかいた から 維き はぎて 隨分マ 

ヅィが 一度 見て 頂けれ は大 幸と 存じます 此んな もの は 骨が折れて やっぱり 本當の 書く 與 味が 薄 

い、 { お 生 文 虱の もの、 方が 書く 事の 喜びが どうしても 多い。 矢 張 がらに 合って 居る かもしれ ない。 

九月 一 一十 四日 

五 七 九 

十 一月 二十 八 B 月 iHS 十一 時.— 十二時 本鄕 區駒込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ  一  U 八 小 宮豊隆 氏 

へ 「はがき〕 

御 はがきと 原槁 正に 拜受、 御忙 がしい 中て 御 讀被下 難 有う 御 坐い ました」 御子 様の 御 病 氣は如 
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何に 哉 御 氣遣巾 上ます. 一筆 視御 多忙 何より 大慶と 存じます が、 只. しばらく 駒 込 邊へ御 出かけの 

御 暇がないだ らうと 存じ 少. - 淋敷存 居候」 小鳥 を 飼つ て 見たら 今度 は 鸚賴. が 飼って 見た くな つた _ 

なんだか、 うちが 段 立 動物園の やうに なり さう で 少し 變 であります。」 併し 眞 夜中に 眼が さめて 

何とも 云 へない 暗い いやな 心 持が する 時. にじ 夜具の 上に うづく まる 猫 や 天井に 眠る 小鳥 を 見る と 

何だか 助かった とい ふやうな 氣 がします。 今度 入院で もす る 事が あったら 小鳥で もつれて 行った 

ら 夜中の 伽になる だら うと 考 へて 居ます""」 今日は 又學 校へ 行きます。 畢生と 仕事と は實に 愉快 

だが 其 外 はい やで 困ります 

十 一 月廿 八日 

五八 0 

十二月 IB 木 午前 十一 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

「はがき〕 

新小說 唯今 落手 拜見 致しました。 種 M 面白く 啓發 されました、 芭蕉が 實感を 尊んだ とい ふ 事 は 

云 はれて 見れば 成程と 思 ひます が 今迄 氣の つかない 事で ありました。 色蕉 のヂォ ニゾ ス的 要素と 

いふ 事 も 成程と ひし/ \- 思ひ當 りました c」 猪の 句 もい、 句 だと 思 ふ、 何 かしら 身にしみる もの 

が ある。 しかし 芭蕉に は 恐らくし み 方が 足りなかった かも 知れない 一 鬼に 角 君の 評 釋を讀 めば 讀 

む 程 芭蕉の 顔が 段 はっきり 眼の 前に 現 はれ て來 ます、 芭蕉 も 始め て 知己 を 得た の だとい ふ氣が 

する。」 「s 想-の (富士 見 高原) を 讀んで 居た が 僕に は 面白かった、 石 原 君に 會 ひたくな つて 來 
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た」 今日 も 神 田で 惡ぃ 事と 知りながら コ I ヒ ー を 飮んで 半日の ヱキ ザ ルテ— シ ヨン を 買った、 ド 柳 

スト エフ スキ ー が發 作の 前に 感じた の はこん なぢ やなかった かしらと 思 ふ、 世の中が 美し いもの 

樂し いものに 充 されて 居る やうで 自分の 全身が 幸福で はち切れさうな 氣 がする。」 前に はコ ー ヒ 

1- のこん な 作用 を ハ ツキ リ自覺 したやうな 記 臆がない。 近頃め つたに 飮 まない からよ く 利く のか 

と 思 ひます。 しかし 胃に は惡 いに きまって 居る からなる ベく 飮 まない 事に します、 御 寛容 を 願； 3 

ます」 御子 樣其後 如何に 哉 御大 事に 願 上 候 

十 一 月卅日 

五八 一 

十一 一月 四日 B 午後し 昨— へ咔 本鄕 -511 駒 込 曙 町 一三より 赤坂區 山 南 町六ノ 一  じへ 小 {a 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端書拜 見、 御子 樣方引 續き御 病臥の 由 御 察し 中 上げます、 なんとかして 君 を 此の 種の Sorgen 

から 救出す 工夫 はない もの かとい つも 思 ひます、」 どうぞ 御大 事に」 今日は 朝から 仕事して 居て 

も 落 付きが 惡 くて 晝前 に と う- (-家 を 出 て 三越の 寫眞展 覽會を 見 に 行きました 久米正 雄 君 や 守 

田 勘 彌君ゃ 森 律子孃 等々々 の 作品 を 見 色ぶ に 面白かった、 それから 魚河岸 を 歩いて 章魚の 山 や 

綱の 林 を 見て 居たら 生臭くて いやで あつたに 拘ら十 口の 中へ 唾 か 一 杯 出て 來た、 それから 一 飛に 

銀 坐へ 來て 風月へ 失敬し 晝食 をた ベながら 君が 來る とい、 と 思った。 あの 二階に は 妙に ビ シ子ス 

マ ン的 乃至 成金 的ァ トモ ス フ ァ があって 冬- 彥 先生 一 人で は 心細くて いけません。 しかし 露西亞 

の藝術 家と いった やうな 男が 來て 居て 其 男の 貪 ひぶり が氣に 人った。 それから 何處 かの 矢 張實業 
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家ら しい 人の フラウが 來て 居た が、 少し voluptuous で そして 余り 品が 惡 くないので 周圍の アト 

モス フエ ァを 少しば かり 柔げて 居た」 プ ディ ングを 食つ て 一杯の コ ー ヒ— をキュ ー と吞み 干した 

時に、 今朝からの 不安 や、 寫眞展 覽會ゃ 魚河岸 をう ろつ いたのが すべ て此 一杯の コ ー ヒ ー を飮む 

事の 前奏であった 事に 氣が ついた のでした、 1: 偶 笑 を 乞 ふ 

十一 一月 三日 

五八 二  ， 

十二月 七 曰 水 午前 十 一時. - 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 福 岡 市 地 行 束 町 一 九 六 桑 木 或 雄 氏 一， 〔はがき〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 例の 問題い ろく 御迷惑の 事と 遙に御 察し 申 上げて 居た 處で御 坐 

いました。 どうも 新聞の 無責任 はいつ もながら 困ります」 先日 改造 所載の 雜筆 面白く 拜見 致し ま 

した、 すっとつ けて 御 書きになる 事 を 希望 致し.^ す。」 伊藤 君の 占の 話の 卷 頭に 吉 村冬亲 先生 

云 M と あるので 少. -狼狠 致しました 御 一笑く」 少弟 此頃毎 月曜 だけ 出校して 居ます、 大した 障 

もない やうです が此 分で 續け はよ いがと 思って 居ます。 何しろ 弱くて 困ります」 今度の 研究 會議 

は顏を 出さう かと 考 居候 其 節 は 一 日 ゆるく 御談 承り 度と 今より 相樂 しみ 居候」 石 原 君 「思想」 

で 銀の 事 を 書かれた やうで 御 坐い ますが 少生も 何 か 書き 度い 氣が 大分あって 困つ て 居ます、 しか 

しもう 少し さきの 方が い k と 思つ て 我慢して 居ます。 决 してす るい 譯で はありません が あまり ジ 

ャ ー ナ リストに なり 過ぎる のが 不愉快 だからで 御 坐い ます C 此れ だけな つて 居れ は澤山 かも 知れ 

ません が、， 一 余事 拜 眉の 上 万よ 可 申 上 候 不盡 
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五八 三 

十二月 八 B 木 午後 一時： 二 時 本鄕 區駒ス 一 曙 町 一 三よ リ赤 坂區靑 山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮鱟隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う、 明 n は樂 しみに して 待って 居る からなる ベく 御 出駕 を 願 上げます、 一 明日 はい 

ろくの 相談 事 や 議論 はぬ きにし 度い から 松 根 君へ は 別に 通知 はしない つもりで 居ます、 研究 會 

は 又の日に しゃう ではありません か。 尤も 松极 君の 方から 電話で も か 、 つ て來 たら 話す かも 知れ 

ません」 無題の 事 は 君が 忘れて 居 やしない かしらと 思って 居ました、 どうか 宜敷御 願 致します。」 

蓄音機に 對 する 橘さん の 感情 は 至極 尤と思 ふが しかし、 吾. -が 蓄音機で 音樂を 研究す る 事 は 少し 

もお かしくない 其 理由 を 少しく 開陳して 「蓄音機」 とい ふ ー篇を 書く 氣 になって 腹案 中、 此れ 

は 是非 君 の 御 批評 を 願 ひ 又 御 赞成を 願 ひ ます。 無論 橘 さんに ァ タルので はなくて 寧ろ 橘 さ んのシ 

ムパ シ —を 喚起す る譯 になる ので 少ぷ 器量が 惡ぃ かもしれ ない が。 事によると 先生 を 泣かけ るシ 

1 ンを附 加へ るか もしれ ません、 評判/ \  • 

五八 四 

十二月 九日 金 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 長野縣 上^ 訪町三 澤膨衛 氏へ 〔封 崎た ー,1 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 氣象 天文の 方 を 御 研究の 由此上 もな き 結構の 事と 存じます、 就て 

は 御 尋ねの 件 不取敢 左に e. 上げます 

一、 雲の スケッチ は 取って ある もの あり、 な いのもあります が概喜 左の 通で 御 坐い ます 
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筑 波の 背後で 見た 

の は 記 臆が 大分 古く 

なります が假想 断面 

図に したら 此んな も 

のであった かと 存じ 

ます 


此れ は 或版畫 家のお 

したの を ナウ マ ンが獨 

. 逸の 科 學界へ 紹介し、 

其れに 就て ハ ンが說 を 

出したり したの が あり 1 

ます。 - 原図の 扣が あり 

ません から 大体の 形で  I 

あります 

關東 平野の は 上図の やうな ありふれた 形狀の もので、 此れ は 少しも 珍ら しくありません が 唯 地 

形と よく 相應 した 事に 興味 を 感じました。 此の やうな 場合 は何處 でも ある 

事と 存じます から 種 M の 場合に 地図の 上に 配置し て御覽 になる 事 を 御す 、 

め 致します f 關東 平野と 信 州 山地と では 可也 高度 等に 差が あるか も 知れ ま 

せん 

一 一、 諷訪 湖の 緣邊の 出が 上層 氣 流に 及ぼす 影響 は必す 特殊な 雲の 成 生に 

關係 すると 存じます、 湖の いづれ かの 側の 山の 上に 雲が あつ て 反對の 側に 

ないやうな 場合 を 御注意になる 事 を 御す 、め 致します、 上層の 風 は天氣 図から 大凡 見當 がっく 場 

合が 多い から 大体の 議論 は出來 ると 思 ひます r) 湖上の 雲の 平面 投射 図の やうな もの を 作って 御覽 
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になれ は 面白い と 思 ひます。 雲が 山に 觸れて 居れ は、 本當 〔の〕 高さが 分 

ります か、 さう でない 場合 は 雲の 種類から 高さん を假定 心、 高度 角り か 

ら \ で 水平距離 を 出し 方角に よって 地図の 上に 割當 て" 見る 外 は あ 

りません 

三、 雲 だけの 事 を かいた 本で 余りい、 本 は 存じません 昨年 出版の P 

A.  Clouds はそんな に 愚な 本で もない かも 知れません、 寫眞が 

澤山 あるの て 御參考 になる かも 知れません (代 價九円 五十 錢丸 善に て)、 

其 外 私の 見た の は 下らない 本ば かりて 御 坐い ました c」 一 九 一 〇 年 巴 里 

出扳の Hildebl.andsson  &  Teissel.cne  do  wort の International  Cloud  Atlas は 此れ は 必要 欠 

くべ からざる ものと 存じます が 多分 旣に 御所 持の 事 かと 存じます。. McAdie,  Principle  of  Aero- 

g-raphy にも 雲の 事が 可也 あつたと 存じます、」 一体 雲 だけの 研究 は 鬼 角 骨董 的に なり 易く、 矢 

張 氣象學 特に 氣流ゃ 熱カ學 的の 問題と 連關 して 研究す る 方が 面白く 又 有益 かと 存じます、 それに 

は 一 般氣象 學に關 する 良書 を 御 研究になる 事 を 希望 致します そして 出来るなら は 氣象學 の 月刊 雜 

誌 を 不断 御覽 になる 事 を 御す &め 致します、 英語の 雜誌 では 

3'  -  -  -  ？  - . 此れ は 一年 五 B: 位で 大した 高尙な * はぁリ ません が 

The  Meteorological  Magazi  (London) 轴^^ ー！：ぉ 卸：^ |P 出 ま v,、f 試^ 御購讀 如何に 哉 

quarterly  Joial  of  Royal  Mcfl.clog.ical  Society ね 577』?-.? 'かりいた ものが^ す 

IVIonthly  Weather  Review  (Washington  U.  S. レ) す。 歐米 者の 研究の 拔萃 などが 出る 
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の で 便利で 

あります 

なほ 大英國 氣象臺 で 出る Geophysical  IVIenioirs や tvofessislill  Notes の 如き 不定期 刊行物 

は專門 家に は 欠く ベ からざる もの かと 存じます 

其 他 一般 科學雜 誌の 中で は 倫 敦發刊 の Nature に 断へ す 氣象ゃ 天文に 關 する 有益な 記事が 出で 

又 擧界の 消息 も 出ます。 地理 博物の 方 も 勿論であります 此れ は 無論 御 承知の 事と 存じ 又旣 に御覽 

の 事と 存じます が、 此の やうな 雜誌 は中學 校の 図書室に も 欠くべからざる ものと 私 は考へ て 居り 

ます 

右 御 返事 迄、 其 他 何でも 御用が ありましたら 御 申 越 を 願 ひます" 御上 京の 節 御 立 寄 被 下ば いろ 

く 御 研究の 結果 も 伺 ひ 又 愚見 も 巾 上げたい と 存じます 

士 一月 九 曰  寺 田寅彦 

三澤 勝衛樣 

五八 五 

十二月 十一 曰 B 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

先日 は失禮 しました。 唯今 "筆記" がと にいて、 い、 加减に 直して 返途 しました」 あれ を讀ん 

で いろ，/ \ の 事 を 思った 中に 一 番 驚いた 事 は、 (寅 逢) なる もの \  口調が ナ ングカ ヱ バ ッ テ 居る や 

うで、 僕に は 不俞； M< でした。 自分で は イン ティ マ シ ー の 過度の 反應 から 寧ろ 柄に なく.. ソ ンザィ な 


445 


口調が 出る のが、 聞く 人 或は 城 君の 耳に あ、 いふ 感じに 聞こえる とすると、 以後 は 犬に 謹愼 しな 

けれ. ま惡 いと 田し つて 少し 神経 を ふるはせました」 小生 も松极 君の 俳句 大道 論 は あれ はかに 切-り. - 

なし 5：； 貰った 方が い k やうな 氣 がします 研究して 居る 句の 範圍內 に 止めたい 此事 電話で 松 根 君に 

話して おきました。 一 倂 しあの 研究 はなんだ か、 やめられ なくなった。 廿 一日が 樂 しみに なって 

来た。 先生の 記 臆が 非常に vivid によみ がへ つて 来て、. なつかしくて たまらなくなる。 寧ろい つ 

乞 一 も継績 してやり たくなる。 そして 俳句ば かりでなくて、 凡ての 作品 を あ、 して 研究した くな つ 

た。 君 さへ 時間と 心 持が 許せば 全集 を片 はしから やり 度い やうな 氣が ある。 實行は 困難 力 も 知れ 

ない が . 

十一 一月 十 一 日 

五八 六 

十二月 十四日 水 午後 五 時 丄ハ時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 sa 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき 表に 「 「」 と あり〕 

拜啓、 此間御 話した 大阪 朝日に は 「蓄音機 論」 より は 別封の ものが 適當 なやう に 思って 書いて 

見ました。 セれは 大兄に 見て 頂く 程の もので はない かも 知れません が、 未だ 期^ 力 遠い 力ら 街 

で氣の 向いた 時に でも 一 邊眼を 通して 下さる と 大變仕 合せ だと 思 ひます。 近頃 は あんまり 頻繁な 

ので いくら 何でも 御氣 のお， ゆと は 思 ひます がどう か惡 しからす 願 ひます」 ！^のぉ句^^究の 「筆 言 一 

の 題 を どうす るかと いふ 事に ついて 松 根 君から 御 相談が あった 事と 思 ひます が、 どうも 僕に は 
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に變 つた llf も 平凡な 案 もありません、 どうか 宜しく 御 願 致します ノ」 いっかの 一三 十 号」 のかき 

かけに 額 椽をフ ンパッ して はめて 見て 獨 りで 喜んで 居ます、 しかし 何 處へも かける 處 がなくて 此 

れには 少しもて 餘 して 居る 處 です 

十二月 十三 日  - 

五八 七 

十二月 十四 曰 水 午後 五 時 i 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇，^ 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき 表に 「二」 と あり〕 

もう 一 つ の はがき を 書いて しまった 後に 君の 御 はがきが 着きました、 難 有う」 此 間の 不平 はみ 

んな 電話で 城 君に 云って おきました、 寅が エバ ッテ 居て 困る 事を訴 へたら 一 さう かな あ 一 と 云つ 

て 驚いて 居る やうでした、 やっぱり 僕も惡 いでし やう」 今朝 は 昨日の 疲れ か、 頭が 變で九 時 頃 迄 

ねて 居た。 やっと 起きて 顔 を 洗 ふ 序に 小鳥の 水と 餌 を 取り かへ て やって 日向へ 吊して やって、 二 

階へ 上って 見た がどう も 頭が いけない から 今日は 遊ぶ 事に して 神 田 へ 行きました。 そして 文 房 堂 

で 十一 一号と いふ 力 ン.. ヮ ス と 少し 變 つた 繪の 具と を 買って、 そして 結局 今 川 小路の 風月 へ 行って か 

きの コキ ー ルと ァスぺ ルジュ など を 食つ て、 うまい コ ー ヒ ー にやつ と ありつきました。 それから 

近くの 花屋へ 行って 葉の 黑ぃ ペコ ユアの 鉢 を 届けても らふ 事に して 歸 つて 來 ました。 それから 描 

きかけ の 力 ー 子— シ ョ ンを 少し いじく つて 居る 內に尼 子さん が來 て、 少し 風邪 氣の 三女 を 診て 貰 

つ て 序に 私の 腹 を 撫で k 貰 ひました。 そこ へ 「鮮 放」 か來て 「戀 愛と 夫婦生活，」 とかい ふ 題で 問題 
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号 を 二月に 出す から 何 かかけ とい ふ。 断ったら それで は 三月 号に 何 か 短い もので も くれと いふ、 ^ 

さうな ると どうしても 僕に は 断り 切れ なくなつ て つ い 引受けて 例に よつ て 厭な 心 持に なりました。 

五八 八 

十二月 十七 B  土 午後 二 時— 三時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一三より 赤坂區 isn 山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 〔は 

がき〕 

卸 端 *1 難 有う 御 坐い ました。 「断水」 御 覽被下 難 有う。 いよく 際物 商 買に なって しまった か 

と S ふと われながら 少. -淺 猿し い 心 持 も 致します、 御 賢察 を 願 ひます」 御風 邪氣の 由、 御大 事に 

願 ひます さう い へ ば 小生 も 少し そんな 氣 持です が 本物に はなら すに 濟 みさう です」 一 昨日 津田君 

を 訪問し ました。 其の 席で 僕の 畫 像が 出来た。 此れに 何 か讃の やうな もの を n 曰くから 其 文句 をと 

いふので 考 へて 居る が あんまりうまい 思 ひ 付 もない。 「河豚 も 喰 ひたし 仙人に もな りたし」 とま 曰 

いて 貰 はう かと も 思って 居る が 如何で しゃう、 其 前に r 戀 もした し、 金 も 慾し、」 と附け やう か 

と 思った が 余り ギラ ッ キ 過ぎる と 思つ て 中止 致します。」 原槁を 片付けて 稍 氣が落 付いて 此れ か 

ら又 少し 書物で も讀 みたい と 思 ふと 讀 まなければ ならない ものが 山積して 居る ので 驚く」 大兄の 

蓄音機 論を樂 しみに して 居ます、 橘さん も 少し 驚 くだらう と 思って 氣の 毒な 氣 もして 來 るが、 あ 

、 い ふ 人の 事 だから 中よ 驚かない かもしれ ない。」 胃の 方が どうも 次第に 不穏になる やうで 余り 

愉^^でなぃ、 其 癖 時よ 不養生 もして 居 るんだ が、 さう でもし なくて はやり きれません 


年 十 正大 


五八 九 

十二月 二十 III 日 金 午前 卜 時 h  -  ^ 本鄉區 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小官 璺隆 氏へ 

「はがき〕  - 

昨日 はどう もい ろく 失禮 致しました。 御 海容 を 祈ります C やはり 頭が 疲れたが、 しかし それ 

が氣 持よ く 疲れて 昨夜 は 珍ら し くグ ッ ス リ 寢 込ん で 朝 眼が 覺 めた ら 障子 に 日が さして 居ました。 

なんだか 難 有かった。 君 は 風邪に 障り はしませんでした か」 研究 ももう 少し どうにか あり 度い 

うな 氣 もす るが、 次回に 多大の 期待 をお いて 侍って 居ます 一 今夜 あの 雉の 殘 りが あつたの を 自分 

で 煑て喧 ひました が、 犬に エキスべ リメ ン トの心 持で 昨 n 松 板 君の やった 通りの 事 を やって 見 ま 

した。 鍋で 物を煑 ながら 食ふ享 につ いて 英語で H ッ セィ でも 書いて 西洋人に 見せたら 面白いだら 

うと ふと 思 ひ 付きました。 しかし 據 なく それが 出来ない」 君が 歸鄕 しない 前に 一 度 襲撃した いや 

うな 氣 がして 居る が 君 は 色え 忙 がしいだ らうと 思つ て考へ て 居る。 なんなら 風月で も 短 寺 間； 丰 

眉 を 願 はう かと も 思つ て 居ます 

五 九 0 

十二月 二十 三 B 金 午後 三時： -11 時本鄉 .511 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑. H 南 町人 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

がき 二葉〕 

「影と 形」 拜見。 ニタ 心に 關 する 御說は 恐らく 万人の 共鳴す る處と 存じます。 此れ は 吾. M の 子 
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供の 代に も 無論 未だ 存在し、 孫の 代に も 恐らく 拔け 切り得な いもの かと 思 はれます c」 H 本樂器 

の キャパ シティに つ いて はよ く 分りません が。 一 つ 愚見 を 中し， t げ ますと 尺八 三味線の 如き もの 

丄 音色 は バイ オリ ンゃ ピアノ に比べ て 著し い 特徵が ある。 即ち 西洋 樂器は 器械 的の 洗練 を 経て 居 

るの て 音 を分柝 して 見る と 基音に 混じて 居る 倍音の 强 さが 倍 數の 多くなる に從っ て 規則正しく 减 

じて 居る ので 全 休の 音が 余程 純粹 になって 居る。 此のお かげて ハ I モ 一一 —論な どが 簡單に 應用さ 

れ 得る。 しかし 日本 樂 器の 音 の 中には 色ぶ の 不規則な 音 か 交 つて 居て 其の 關 係が 音 の ピッチに よ 

つて 又 色ぶ の 特異な 變化を 示す。 それで とても 西洋の ハ— 乇ニ— 論 は 使 はれない。 そして 何とな 

く 品が 惡ぃ。 其 代りに (丁度 子音の 多い 國語が 歌詞に 於け ると 同し やうに) 獨奏樂 器と して 感情 

を 表 はす 際に 其れが 非常に 有力に なり 得る 可能性が あるかと 思 はれます だから 日本 樂器 を發展 

させる 二つの 道が ある やうに 思 ふ、 一 っは樂 器の 器械 的 改良 を 研究して もう 少し 合奏に 適する や 

うに するとい ふ 方面で、 此れ は 物理 學 者が やらなければ ならない。 もう 一 つ は 日本 樂 器の 音色の 

不純 分子 を 充分に 活用して、 類のない 表情 音樂 を： i£ 上げる 事で 此れ は 其方の 天才 を 待て は 出来な 

い 相談で もない やうな 氣 がする。」 つまり 君の 御說を パラ フレ— ズ したやうな 事に なった が、 此 

れ はたし かに 面白い 有望な 大事 業で ある、 ほんと に 誰れ かやらない かしら」 音色が ピッチに de- 

l)end すると 云った の は、 例へ は 或る， § の 音に 含まれる 倍音の 振動 數の 倍數 1 2C04 に栢應 

する 强 さが 0.5  0.3  0.1 …… となって 居る と假定 すると、 もう 一つ 上の，？ ので は それが 0.30.5 

0.01 となって 居る とい ふやうな 譯 です。 ピアノな どて は 此れが 可也 規則正しく  constant である 

やうに 洗練が： S いて 居ます。 尺八な ど は 此れが 減 茶ぶ 〔 -0 になって 居る から 面白い」 
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五 九 一 

十二月 二十 六 曰 月 (t. 間不 so 本鄕 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂" 旌靑山 南 町六ノ  一  ◦ へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜 見， どうも 驚き ましたね。 熱心と ー兀氣 にも 驚いた がし かし 又 中.^ 附け 合せのう まい 

のに も 驚かされた。 此れで は 今に 元祿の 水準 線な ど は 突き 拔 けて しま ひさう であります、 僕 もな 

ん だか 少しむ す /(\ して 来た。 r 度 岩波から 沼 波 氏の^ 蕉全； 桌を 貰って 夜 床の 中で 少し づ 、見て 

居る ので いよ/ \ もつ て 俳 の 道祖神に うながされ さう になつ て來 ました」 しかし 油鎗 もやる、 

聯^ もやる となると、 あんまり 面白 過ぎる ので 困り はしな いかと 思つ て^ 路 し て 居る 一 今日は 子 

供に ねだられて 晝 から 御せ いぼ を 買 ひに 出かけなければ なりません。」 昨 n 津田 君が 來て綺 を 見 

て 貰った U 君の 及第に して くれた 靜物は 矢 張 及第し ました」 一休に 田 君の 方が 点が あまくて 樂 

だが、 どの位の 標準 をお いて 採点して 居る かを考 へる と小ノ  i 心細くな ります」」 出來 ばへ を考へ 

ると 時 M いやにな るが 描く 樂 しみ を 考へ ると やめられない。 大正 二十 年頃に 一 べん 個人展 覽會を 

やつ て 見る つもりで 大に氣 を 永く してやり まし やう ィャ ハ ャ， 一 此れから 飯 をく つ て 出かけます 

十一 一 s: 廿六 n 午 

五 九 二 

十二月 二十 九 B 木 午後 三時， 四時 . ^鄕 .to! 駒 込 曙 町 一三よ リ赤 坂" Sil 靑山南 町人 ノー  〇 へ 小 宮豐隆 氏へ 

御 はがき 拜 見し ました。 「筆記」 は 早速い、 加减に 直して 松极 君へ 接り ましたもう 一 邊眼を 通 ^ 


して 差つ かえの 有無 を しらべ て くれ 玉 へ。 

どうも 僕 も 色 M 滿足 しかねる 事が あるが、 今の 處 どうに も 仕方がな いから 泣寢 人に します。 此 

れは 寧ろ 器械 的な 速記者に やらせて あとで 銘々 に 直す 方が まだい、 と 思 ひます。 云 はう とした 事 

が 妙に ちがって しかも 尤 らしく 出て 居る より 却って 丸で ノ ン センス に 筆記され て 居て あとで 自分 

に 直す 方が まだ 氣持 がい 、。 尤も 此れ は 何も 松极 君が 惡. いとい ふより 筆記と いふ もの 、六 かしい 

と い ふ 事になる に は相逮 ない が。 

筆記 を 見て 居る と、 傅かな 言葉の ちが ひで なんだか 自分が 低能 兒 になつ て 居る やうな 氣 かして 

ィャ. -ナ心 持になります。 

なるべく 前後に 抵觸 しない やうに 注意して 直した 積り です が、 どうも あ 、 いふ 對話を あとから 

直す とい ふ 事 は實際 無理が あって 六 かしい もの だと 思 ひました。 .  . 

解の 文章 は松极 君の Individual が 出て 居る の だから 別に どうに もす る譯に はいかない かも 知 

れ ない。 それで 次々 に 君 や 僕の Individ で鮮を 書いて 出せ は 自然に ヴァラ ィ ティが 付いて そん 

なに 偏し なくなり はしない かと 思 ひます。 唯 松 根 君が 二回 續ぃ たもの だから、 少し 東洋 城 趣味が 

プ レ ボ ン デ レ ー トし た氣味 はあり ます 0 

いよ/ \ ：兀 n から 御 立ちの 由 どうも 鄕 里と 緣の 切れな い 人 は據な い 事と 思 ひます。 

大晦日の 會合 至極 結構 で すから 八.^ り極端な天氣 で なければ さう したいと 思 ひます。 遙 M 駒 込 迄 

も 御 氣の毒 だから 晝頃 君の 御 都き 次第 電話で も かけて もらつ て何處 かの カフ ヱ ー で、 も 一 處 にな 

り暮の 町で も ぶらつ いて 一 處に 夕飯で も 食 ふ 事に して はどう かと 存じます 
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十月の ク ン ス トウ ン トデ コ ラシオ ン其內 拜見を 願 ひます。 僕 は此間 七月の を 買つ て來 まし.，、、 

ェ ヮ ルドと いふ 人の 變 つた 繪が 出て 居て 面白かった。 

御 返事 迄 ilutM 

十二月 廿 九日 .  ^^、 日 子 

蓬 里 雨 先生 玉 案下  _ 


大正 十一 年 


五 九 三 

一月 I 日 B や 後- -時— 三時 本 鄉ぽ駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 へ 小お 皿 i 氏へ 〔はがき〕 

一ん 鉢  一 s、 前 m に 付の 句 いづれ も 敬服、 殊に 後者 は-ほ 蕉に 肉迫して 居る と 思 ひます。 御說の 

通 前者 は 推敲の 余地が あるか も 知れません。 試に 「火鉢」 に 和して 「墓地の 穴 H 行く 木枯 の聲」 と 

して 見た がどう もい けません 或は 「麻布へ 拔 ける 木 祜の 音」 の 方が い 、かも 知れん が 大兄 以外に 

は 意味 不明 かも 知れない、 御-示教 を 祈る」 土曜日に は 文部省の 學術 研究 會議 とい ふに 始めて 出席 

して コム プリ ー トノン セン スを議 する が爲に 午後 一 時半より 九 時半 頃 〔迄〕 八 時間 を 消費した。 か 

うい ふ 事 を稱 して 活動と いふ 事が 出来れ は 小生 も大に 活動し だした 譯 であります」 「新聞 全廢の 

思考 實驗」 と 題す る 一 大 論文 起槁、 いづれ 御 檢閱を £ 〔はし 度い と 思 ひます」 今ィ ギリ ス に 居る 男 

と 共著の A™ 文 を 。 I マ 字で 書く やうに とい ふ 事で 書いて しまった 處が 口 1 マ 字 はいかんと いふ 說 

が 出て 其れに 關 する 文書 の 往複 に 半年 以 上 を 費し 結局 英文 がい、 とい ふ享 になって 叉 始めから 

すっかり 書き直して 居る。 タイプライタ ー で 三十 枚 以上 コッ /\ とやらなければ ならない。 もと 

/\ 英文に したかった の だが、 かうな つて 來 ると 少し いやになります c」 
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「物 云へ ど 猫 は 答へ ぬ寒さ^^^」 「冰る 夜 や 顔に 寄りく る 猫の 鬚」 など は 物に なりません かな あ C 

五 九 四 

一月 二 B 月 r 時間 不明，； 本鄉.5|;駒込曙町.ー 三ょリ赤^§;.5|;セ^:.£南町六ノ 一  〇べ小(，：；||は隆氏 へ 〔はがき〕 

御 はがき 難 有う c」 木曜の 晚に 出す つもりの 手紙が 子ルフ ヱ ン のない 人間 達の 爲に 一 日お くれ 

て 出された もの だから；？ I； に 心待ち を あだに させた 事に なった」 風邪 は 大抵い，， やう だが 今度 は 胃 

の 力 力 riii しくな つた。 時ぶ 急に. #氣 を 催す ので 臨時の 便檢查 を賴ん であるが 未だ 結 3^ が 分らな ハ。 

.^し た 事 もない だら うと 高 をく、 つて 居る、 近頃 さう いふ 風に 改宗して 居る の だから 一 「鮮^  I 

と 「明星. 一 とに 約束して あって 期限が 迫る のに 未だ ちっとも 手が つかなかった、 今日 やっと 元， 

を フル ッテ 一 息に 兩方を 片付けました： 一つ は マルコボ 口 の 中の 御 話しに 卑近な モラル をく つ 、 

けた 短い もの。 もう 一つ は 夢の 實例を 三つば かり 並べた もので、 君の 斧正 を 仰ぐ には& りに フラ 

クメン タリ— な ものです から、 此 儘で やって しま ひます CJ どうも 段 M 藝術的 良心が 怪しくなる 

やうで も あり、 又 其 反對の やうで も ある 一 電流 を懷 にして 追剝を 驚かすな ど は 面白い、 「電流 を 陵 

にして 欠. 一の： II：」 など は 如何で しゃう。 うまい 附 句はありません かな」 近頃 僕 も 句 を 作り. 5- くなる 

力.^. > とち 力って 非常に 六 かし いものに 思 はれて こわくて とても 作れない。 此 間から 八つ手の 實を 

句に しゃう と 思って 時よ 考へ て 見る がどうしても, こならない。 

五 九 五  ー 


455 


一月 四 B 水 午後 二 時— 三時 本鄕 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町人/一  〇 八小宮 豐隆 氏へ 〔はがき 一 お 

御手 紙 難有拜 見」 跪 怖 所載に 就て は 色. -の 意見 も 不平 も あるが 御 面會の 節に 譲ります、」 大急 

ぎて 訂正して 接ったら 今日 東洋 城 君から 端 書が 來て 三日 迄なら 旅行先へ 送れと 云って 來た」 春風 

の 日に 山脈の 上 を 断 雲の 去來 する 事 は 普通な 事です から 他からの 橫鍺を 防く 爲寅 日子 追記と して 

人れ てお きました。 御 承認 を 願 ひます。 又 先生が 自分の 顏を きたない ものと 思って 居た 事 も あの 

時 云った から 記入し ました C, 一  子規が 漢詩 趣味で 先生と 一 致す ると かしない とか 云った 覺 がない 

のに さうな つて 居る、 それから 君の 木屑 錄 引照が 出て 來る。 仕方がな いからい、 加减 につな がり 

のつ くやう にして 置きました、 御 檢閱を 願 ひます」 子供の 食慾 や 自我 主張 は 拙宅で も敢て 負けな 

い、 恐らく 三 宅さんでも 同樣 であらう と 思 はれます。 さう でない 子 は 屹度 弱い」 近年 正月に 腹の 

立つ のが 吉例に なった、 恐らく 段" 一 慢心が 嵩 じて 來たジ ムプト —ム ではない かと 思つ て 少し 後悔 

して 居ます。 其內御 來駕を 祈ります 

正月 四 R 

五 九 六 

一月 十 B 火 午後 七 時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑^ 南 町-: ハノ丁 小 {a 謦： 隆 氏へ 〔はがき〕 

其 後 御 來駕を 心待ちに してつい 端 *1 も 出さす に失禮 しました。 先日 は 撰 句储に 落手、 犬に 下 調 

ベ でもした いんだが やっぱり ゴ ク くして 大した 事 は 出来さう もない J 御 病人の 由 どうか 格段の 

事で なければ い 、がと 御 察し 致します， 一 十日の 會御 都合 惡き 由松极 君の 方 は 余り さきで は 困 るら 


年 一十 正大 


し いので 十 一 日で よければ さう したら どうかと 存じます C そして 今度 は 松 根 君處で やる と 云つ て 

居た が、 なんだか 天候 も 少し 怪しくな り、 それに 僕 も 少し 風邪 を 引き かけて 居る やう だから、 矢 

張り 拙宅で やる 事に して 頂き 度い と 思 ひ、 松 根 君に もさう 云って やりました。 君 は 一番 遠くな つ 

て 御 氣の毒 だが 不惡御 賢察 を 祈ります。 尤も 御 病人の 御 都合 次第で 僕の 方 は 何時でも.. しう 御 坐 

います。 

余事 拜 眉の 上に て 草. - 

一月 九日 

五 九 七 

I 月 十日 火 午後 九 時， -•• 十 時 本 鄉區駒 スー曙 町 一三よ リ富山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

謹つ 今日は 干 柿を澤 山に 御 送り 被 下まして 難 有う 御 坐い ました 大變 結構で 一同 賞味 致し まし 

た 0 

昨日 雜誌 一： 溢 柿」 を 御 送りし ましたの が 偶然 今日の 干 柿と 途中で 行き 違った 事と 一 寸 面白く 感 

ぜられ ました、 漱石 先生の 俳句の 研究 を 始めました から 御 目に かけます、 初めの 中 はま だ 下調べ 

も出來 なかつ たしつ まりません が 段ぶ 改良され ると 思 ひます 

第一 一回 は 矢 張 東洋 城 出題 第三 回 小 宮第四 回 小生と 順番で やります" 

あの 雜誌は 一 向 人が 存在 すら 知らないので 少し 心細い 譯で すが どうか 御吹聽 を：. ります； 逸 号 御 

送り 致し 度と 存じて 居ます 
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右 御禮迄 is- え 

一 月 九日 夜  」K  0 

五島 樣玉 案下 

一 一 申 亮の自 一 憶 記よ 一 一月 号に は 間に合 はすもう 少しお くれる 事と 存 します 

五 九 八 

一月 十四 B  土 や 前 卜 . 時 —い 二 時 本鄕. 駒 込 曙 町 - 一一； より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 へ 小 宫禆へ 隆^ へ 

一昨 n は た 失禮御 海容 を 祈 ひます 賽； 過ぎ 頃から 妙にから だか 變 だと 思ったら やっぱり 少し 泰ー 

が 出て 居た、 しかし 草臥れて 居た おかげて 氏 として 寢た、 起きて 見る と 頭蓋骨の 外側 一面が 妙 

に 重い やうで 乎 を やって 觸 らうと すると 痛い 髮の 毛に 觸 つても 痛い。 それで 昨日 は 一 日 何もし な 

いて 眠って ばかり 居ました。 今日は 頭の 皮の 痛みが 左の 半分に 名殘を 止めて 居る。 明日 はもう い 

、だら うと 思 ひます。 此れ も 畢竟 あんまり 忘 言を恣 にした 天罰と 心得ます。 醫 者に は 見せない が 

祌乂土  >S らし いから 弱くな つて は 心外 だが 仕方がない。 今日 選 句 をき めました から 左に 御 披露 致し 

ます、 どうも 妙に 六 かしくて 困った の だが 華嚴の 瀧壶へ 飛び込む やうな つもりで 决定 した 

1- 限りなき 春の 風 也 馬の 上  (二十 九 年) 

2. 春の 江の 開いて 遠し 寺の 塔  (二十 九 年) 

ci 花 C 道ゃ燒 野の 5? 笠の 雨  (二十 九 年) 

4 若草 や 水の した、 る^ 籠  (二十 九 年) 
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く 1:— 十 TK 大 


年年ず-年 年年 

、 メ       〜' S ' 


五 九九 

一月 十六 曰 月 (■ 時 問 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 im: 靑. S 南 町人 ノー  0 へ 小 宫鱟隆 氏へ 『はがき〕 

御 端 書 難有拜 見、 君 も 御風 氣の由 御用 心 を 願 ひます、 僕 も 案外な ほりが 遲 くて 頭の 神経 储が 

〔い〕 まだに サッ パリし な いから 今朝 迄 は 殆ど 何もし ないで 寢で ばかり 居た、 今日は 學校 へ 出る 日 

だから 奮發 して 出て 今歸 つた 慮です、 大した 事 はなさ、 うです。 其 代り 母が 矢 張 イン フルで 此方 

は 多少の 惡ぃ チャンスが あるので 用心 だけして 居ます 一 「筆記」 は實際 大切と 思 ひます。 自然に 

進行す る對 話は實 は何處 を 一 つ 除いても 他の 部へ 刀が ゥソの ものになる の だから 一言って BD る さ 田 人 お 


H 、內に 


落ち ざまに 虻 を 伏せた る 格 (三 十 

(有 感) 有耶無耶の 柳 近頃 綠也  (三十 一 

白き 皿に it の 具 を 溶け は fl^ 淺し  (一一 

花 曇お 八つに 貧 ふ は W 子 i;^  .  (一一 

芝草 や 陽炎 ふ 暇 を 犬の 夢  ニー 

ある 程の 梅に 名な き はな かりけ り  一 一 

時間が 許せば 梅の 句 全 休と しての 研究 をして 見たい 以ヒ 

一 日 襲撃した いと 思って 居ます。 

一 月 十一 一日 夜 

蓬 m- 雨 人人 玉 案下  ， 


寅 日子 


もッ マラ ナイと 其 時 思った 事で も、 存外 ツマ ル 事であった り。 さう でない 迄 も それがない と 他の 

人の 云 ふ 事が 死んで しま ふ 事 は 有り勝ち なんだから ナ ー」 でたらめ 云 i は 少し 酷評、 さう 云へば 

僕なん かも 隨分 でたらめる 事 はあります。 尤も 百年の 後に 殘す つもりで 云って は 居る が …… c」 

松 极君は あまり 君から 叱られる もの だから 此間は 余程 遠慮し 過ぎて  < 水り 意見 を 出さなかった ぢゃ 

ないか しら。 無論 さう いふ 事 はいけ ない と は 思 ふんだ が」 鬼に 角 あんまり きびしく 云っても 困る 

と 思 ふから 君 も 少し 僕の ダキ ョ— ィズ ムを 容れて 段ぶ に 改良 策 を 講じて くれ 玉 へ」 速記者の 事 は 

僕から も 促が しまし やう 

風邪 は 大事に し 玉へ、 段 M たちが 惡 くなる らしい から 

六 00 

I 月 二十 曰 金 v 後 二 時； 三時 本鄕 -511 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇< ^小 {„ ：豐隆 氏へ 

-御端 書 難 有う。 

無事 是贵人 主義 は 恐縮、 ^もせ いぐ 君の. 有事 是中 W 人 主義 を 遵奉して 大 にやり ますから 此上共 

に 御 引 立の 程 を 祈ります G 

筆記が もう そろく 來 るかと 思つ て 居る が 君の 方へ 廻つ て 居ます か。 なんだか 樂 しみの やうで 

も ありこ わい やうで も ある。 

風邪が 直り かける と、 出なければ ならない 用が 出來 て。 それで 又惡 くなる。 昨日 も據 ない 御用 

で F 水 川へ 行って あの 雪の 中 を 泳いだら、 叉ぶ り 返して しまった 此ん なから だなん か何處 かの 掃 
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溜へ でも 捨て、 しまって、 もう 少し 頑丈な のと 取り代へ たら 嘸い、 だら うと 思 ふ。」 母 も 肺炎に 

なる かならない かとい ふ 際どい 處を 通って 居ます が、 年が年 だし、 おまけに 此天氣 だから 工合が 

悪い。 しかし 今の 處 別に 差し迫つ て 居る 譯 ではありません から 稗 安心 を 願 ひます。 

僕が 寢て 居る と 小鳥が 忘れられ 勝になる C 此の 冬 中に 凍死させる プ a バ ビリチ —が 余程 多い C 一 

小 動物 を 愛する 人で 人間に 對し 〔て〕 は 冷酷な のが 多い やうな 氣 がする。 此間 先生の トリ ス トラ ム 

シャン デ— を讀ん だら、 あの 著者 もさう であった らしい。 此れ は 一体 どう 鮮釋 したら い、 の だら 

ぅ單 なる セ ルフ イシ ュ子 スと ばかり も 思 はれない 處が ある。 

芥川 先生の 「俊 寛」 とい ふの を 讀んで 見た が、 中よう まい もので 感心した。 それから 宇 野浩ニ 

の 「二人の 靑木 愛三郎」 とい ふの を讀ん だ、 倉 田 百 三 かなん かの スッ パヌキ らしい。 馬鹿にされ 

ると 思 ひながら やっぱりし まひ 迄讀 まされ るんだ から 此れ もゥ マイの だら うと 思った。 野 上 女史 

の 或る 女の 話 は 五六 度 も 結婚す る不仕 合せな、 無性 格な 女の 話 だが、 僕 はこん な 人間が なんだか 

好きで しゃう がない ノー  どれ を 見ても みんな ゥ マイ、 トテ乇 カナ ハナ ィ 。尤も 別に カナ ヒ度 いと 

も 思 はな いげれ 共。 

僕 はいよ/ \隨 筆 集 を 本に して 見やう かとい ふ氣が 大分 濃厚に なつ て來た G. 自畫自 裝でゥ ン ト 

凝った 臭 氣紛ぷ たる ものにして 見やう かと 思って、 試に 体裁 やら 揷畫 を考 へて 見て 居る。 君 一 つ 

其 ま曰 物の 名前の 名案 はありますまい か C 一  ァ ルス 社で やらせろ と 云って 居た から、 あすこなら そ 

ん なに 感じ は惡 くない やう だから、 やらせ やう かと 思って 居る がどうで しゃうな あ 。一 鬼に 角 も 

し いよ/ \ やる 〔やう〕 になったら 御迷惑で も 君に 最高 顧問 を 願つ て 色 M 御 指図 を 仰 度と 思 ひます。 ^ 


如何。 ー篇 毎に 揷畫を 入れ 度い と 思 ふが さうな ると、 揷畫 だけで も容 な 事でなくなる ので 少し 

勇氣 沮喪す る。 

病氣の 繰言 を 並べたり、 勝手な 熱 を 吹いたり、 どうも 失禮御 寛容 を 仰ぎます。 非常に 厭な 氣持 

で 手紙 を かいて 居る と 自然に 尺平樂 になって 來る もの だから、 いつも 此 通りであります。 草 i 

一 月 十九 n 午後 五 時  寅彥 

豐隆 大人 玉 案下 

二伸 水産の.^ の 知人で 風邪 を 無理して 师炎 になって 死んだ 人が ある. - 御用 心專ー 

六 0 一 

一月 二十 三 曰 月 午前 十一 時 ー トニ 時 本 駒 込 曙 町 ニー 一よ リ赤坂 區靑山 南 町」 ハノ 一 〇 へ 小官 豊隆 氏へ 

〔はがき〕 

早速の 御 承諾 難 有う 御 坐い ました どうかよ ろしく 願 ひます、 其內拜 眉の 上 御 相談 申 上げる 事に 

致します C, 一  ：：！ 白 は あれ はすり 餌 を やらなければ いけない から 中立 六 かしい。 やつば りじう しま 

つ 位が 一 番 頑強で 曲 話がなくて il い 易い らし い。 此鳥は 日が 暮れ か 、ると 巢の 中へ 這 入って 雌雄 

睦 ましく 並んで 押し合って ねる。 人が 見る と 可愛らしい 眼 をば ちくり して 首をかしげる。 お 互に 

嘴で 首の 邊 をつ 、き 合ったり する。 夜が 明ける と 現金に 飛び出して 來て すぐ 餌 をつ 、 つ いて 水 を 

のんで そして 矢 露に 獎を ひり 散らす。 それから 止まり木に つかまって 首 を 延ばして 左、 右、 とか 

らだを ひねりながら 何 かしらし やべ り 始める。 その 様子が 演 境に 手 をつ いての び 上って ぺ ら /\> 
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しゃべ る演說 者の 樣子 によく 似て 居る から 僕 は その 鳴 方 を演說 と 名 づけて 居ます。 其の 如何にも 

:;b 細らし い 態度が 人 を 微笑させます」」 紅雀の キャラクタ I は 余程 又ち がって 居る。 すっとお と 

なしく 控へ 目で じうし まつ の やうに コケ ティ シュ な處 がない。 唯 時 M 無遠慮に 他の 鳥の 背中に ヒ 

ョィと 飛び 上ったり。 じうし まつの 並んで 居る 間へ わり 込んだり する ので 笑 はせ る" 此の 烏 は 寒 

さに 弱 いやう だから どうも 凍 へ させさう で けんのんです。 

昨日の 便 は 中等 度 陽性で 大した 事ではなかった 御 安心 下さい。 

六 0  二 

I 月 二十四日 火 午後 十 . 十二時 本鄉 "511 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ベ 小 宮豊隆 氏へ 

「はがき〕 

附句拜 見 敬服々 々 、一 相手が やっと 切り込んで 來 るの を かっきと 受け止め るが 早い か 今度 はこ 

つちから 又 やっと 打ち込んで 行く やうな 心 持が ある。 かう いふ 意味で 俳諧 は 一種の スボ— ッのゃ 

うな 處も ある。 しかし それよりも 一層 音樂 に似て 居る C 前の 音と 次の 音が 余り コ ンゾ ナントで は 

メ  口 ディが 發展 しないし デソ ナ ン ト でも 無論い けない c」 僕 もい よ/ \ コ ソ，. ^お八つ を 戶棚か 

ら欠 敬し 度くな つて 來る やうです。 僕が やる と 「四 元の 空に 相對の 月」 なんとい ふ 句が 出て 來て 

流石の 向嶋の 先生 も大に まごつ くだらう と 思 ひます、 君なん とか 一 つ 付けません か」 君の 一お 濠 

の鸭. 一の 句に 寅 日子 和して：：！  くー遲 刻の 理由 はいつ も 停電」 は 如何で げしゃう CJ 今日は 學 校へ 3 

出る 日 だもの だから 構 はす 出て <fr 歸 つて 来たので すが 別に 大した 障り もない やうです。 唯なん と § 


なく 危險 のァ ー スング の やうな ものが どうも 頭の 上に 鳶の やう に 舞 ふて 居る ので 此れに 困ります 

御 察し を 願 ひます」 

老人の 病氣は 幸に やっと 少し 下火にな りか 、つた やうで、 ぶり 返さなければ 先づ 大丈夫と 思 ひ 

ます、 、水生き をす る もの は 矢張り それだけの 抵抗力が あるら し い 

一月 廿三 日夜 

六 0 三 

一月 二十 七日 金 午後 卜 時— ト 本鄉 _挺 駒 込 曙 町 一一 一一より 赤 坂" M 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

「はがき.， 一 

今 HI は推參 例に より 長 坐失禮 しました、 御 病人の あるのに 色ぶ 御 配慮 を かけて 甚だ 恐縮し まし 

た。 どうか 惡 しから 〔す〕 御 寛容 を 祈ります。」 歸 つてめ し を 貧って 風呂に はいり かけた 處へ松 根 

君より 電話、 先日 送って やった 無題の 原槁 をな くした から、 もう ー邊 #1 いて くれと いふ 事で、 此 

れで 二度目 だから 少しい やにな つた。 尤も 用事 は 其 外に 例の 筆記の 事、 それから 來 月の 食の 事 も 

あった。 速記者 は搜 して 居る とい ふ 事でした。 來月 三日 は 松 极君も 好都合との 事であります。 そ 

れ で松极 君から 開會 時刻の 事 を 君に 打合せる とい ふ 事で ありました。 どうかせ 敷 願 ひます。 僕 は 

うっかり 出題 當番が 幹事で 通知 もす る 義務が あるかと 思つ て 居た がよく 考へ て 見る と、 そんな 事 

はいらなかった ので 此れ は少 生の 粗忽で ありました、 御 容赦 を 願 ひます c」 相對の 月で 小 宫君を 

いじめる 事が 出來 たの は 近来の 大出来で あつたと 思って 獨 りで やに 下って 居ます、 此れ も 御 容赦 
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を ります C 一 

君 今度お いでの 時に 改造 新年号 を もって 来て くれません か 

六 0 四 

二月 IB 水 午後 十 時 I 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六ノ了 ◦ ベ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

<1, 1, JI,  ^2 

-M2n  lieber  K.051 ご.， ja 

Hie  kries-e  ich  cinen  Brief  von  Herl.n  Meisteni. Kr  sou  dll 2 一- uieh  oiil に \-f.- 

schreiben  ausgefundeii  ^-p^0».  ^0  sehcn ン vir  mal さ， ob  es  eeht. 

き chmittags  haba  ich  sich  nach  Fukg^awa  J)ort  ms-st liu  sich  eiuen  kolos- 

gefordcrt  habe.  Jetzt  wh.d  niein  Traum  V2  wh  klicht.  Ks  ist  mit  einom  i-d2.bilren  G7 

tuhl  dpss  ich  diesem  riesig-en  Kiseiibetonbau  zuschaua. 

ToJi bm  so.s^ar  et-was  sentimental zu  Mut"  trewordell. 

i\uf  l-_  Riiekwe.e:e  habc  ich  in  llaj^-et-  einrtiekehrt.  J)ort  war  <>s ちョ z  stille,  sd-adc 

< 一 ass  sei 】li(；ht  (hi  y.2vos21  sind. 

Ihl-  Tora. 
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六 o 五 

二月 五日 B 午後 十 時— 十二時 本 郷ぼ駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑. E 南 町 六 ノー  〇 へ 小官 豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 どうも 一昨日 は 失敬し ました。 の 中 を 遠方 迄 更けて 歸 つて 行かれる 〔の〕 がな 

ん だか 氣の 毒だった。 僕 は 疲れ はした がおかげ て 近頃 愉快な 一 日 を 過し ました.」」 松 根 君 は 今回 

は、 僕に は、 前回に 比べて ナチュラルに 思 はれて チッ トモ 腹 も 何も 立たなくて よかった、 君が 

「資格」 を 持ち出した 時 は 僕 は 急に 笑 ひたくな つて 大に 困りました、 どうも 失敬し ました。 あと 

で 思 ひ 出しても おかしくて 困った、 要するに 僕 は 出題の 句 を 諸". - から 叱られ はしない かと 思つ て 

こわかった のが ト ン く 拍子で 及第した もの だから 喀 しくって 上機嫌に なって しまって 少. -脫線 

の 体に なった 位であった ので、 松 根 君の フ オア ウルフ の 如き も あれ 位 は そよ/ \ と 吹く 春風の 思 

ひがあった、 だから 君が そんなに ムク くして 居る 事に も氣が 付かす 獨 りで 脂 下って 居た のは甚 

だ 汗顔の 至り 定めし 見苦しかった 事と 閉口の 休であります、 御 寛容 を 祈ります。 

^柿の 二月 号が 來 たが 「朧夜 や」 の 處に蓬 里 雨と あるべき のが 寅に なって 居る 處が ある、 其 他 

にも 誤植が ある やう だが、 (母 号 前回の 正誤表 を 出さな けれ はいけ ない と 思 ひます。 如何 

「客 去つ て」 「麻布」 の 次 を 少しば かり 考 へ て 見た がなる 程 第 三番 M となると 中. i ハ かしくなる、 

先づ 「钍 斬の 斬られて 居た る 市の 朝」 とやった が 此れ は 所謂 無常に 屬す るから いけない と 思って 

「追 剝に會 ふた 話に 明ける 市」 とやった が、 からつ まらない。 それで <f 「度 は 「喇叭」 を 材料に し 

やうと 思った が 前が 「音， 一 だから 少し 重複す る。 阱し 鬼に 角 兵隊さん を 使って 見る 事に じて 「氣 
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に 力、 る 軍曹 殿の： 斗の-化」 など-や つたが 腑に 落ちない。 兵隊 も 見限って 今度 は 「燒 跡」 ran 

「刃 あ 術」 「活動」 など、 色 M 持ち込んでも サッ パリ 物に ならす、 H 下 研究 中であります。 敎勵 して 

くれ 玉へ。 

遊んで 居る やうで どうも 中 M 忙が しい、. 今日 1 寸， ホ田 君の 繪を 見て 來 ましたが 野， まの 鎗 はすつ 

力り もう 円熟の 境に 入った ものと 見えます： 觀獎會 が 少ない らしい ので 何だか 氣の 毒です、 暇が 

あったら 行って 見た まへ、 一 宇都 野さん の雜 誌へ は 和歌の 昔 調 論 を かきます、 余裕が ないから i 

つ てから 御：：：： にかけ ます、 

ベ マ 序が あると いふから 此れ だけで 投函させます f 

二月 五日 夜 九 時  せ、 

蓬 里" 响 大人 玉 案下 

六 0 六 

二月 八 曰 水 午後 五 時— 六 時 本鄉" お 駒 込 曙 町 ニニより 赤 坂 區靑山 南 町人 ノー 〇 ベ 小 宮豐隆 氏へ 〔封筒の 

表に "IVlit  vcrsicht  ;i 一 ifzii 二 3.k21! " と あり J 

d.S.  Feb. にに 

Schon  glern  haba  ich  iine れ Erliiut3nm;-en  、  nil dem  Hen.n  gihickt.  一  ch 

habe  alles  so  kul.z  g.efit  wie  es  mh-  ging.  Die  Ir  a.  t  一 uil-  ileist  leer 
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1^  一) 一  12】 If  二-,  a. 


年 一十 jn 大 


六 0 七 

二月 十二 日 B  :| 前 卜 時 1 十一 時 本鄉區 駒；： <J 曙 町 一三よ リ赤 一 5£靑 山 南 町 六 ノー  •〇 八 小宮规 W 隆 氏へ ー搶 

にがき 自筆べ ン « 花， 敏 2. 花 i 

御 端 書 難 有う、 ^^御 多忙の 由 御 忙し い 最中に いか- >  はし い 手紙 を 度ぶ 差 上げ 感與を 妨害した 

事と 恐縮して 居ます、」 四月から 神 田の 方へ 御 出動の 由なん だか 方角が 此方へ 近いから 出 會の機 

會が 多くな りさうな 氣 がして 居る が、 十八 時 勞働は 一寸 骨が折れ るで しゃう、 尤も 少しな.^、 ば 

い 、かげんに やるなら なんでもなくなる かも 知れない が 君の 事 だからそう はいけ な い 力 もしれ な 

ど 

僕 は 風邪が 未だ 充分に 拔け 切らないで 時ぶ ぶり かへ す、 御宅で は 御 一 同御變 りはありません 

か」 

六 。八 

二月 十八 日 土  i1 後 五 時— 六 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤 坂區责 山 南 町人 ノー： > へ 小 宫豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 

せ ns いづ も 結構で 御 f  - います。 なにしろ 軍曹 殿 が 可也 .t 臭く 油 臭いの だから 其 あと は淸爽 な 

る r:^ の 色 草」 が 好 もしく 試に 此れに 付けて 見やう として 居ます" が 今度 は 又 一層 六 かしくなる 

^；^ぅでほとく降參、 こんな 事なら やり 始める のではなかった がつ い/ \惡 友に そ 、のかされ 今 
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更 あと へ も 引かれぬ 仕儀に なりました" 

引き上げて 玉 散る 月の 四 つ 手 網 

三 ヶ月の 里へ 寢. に 行く か 駒の 群  . 

野の * は 火 を喷く 山の 三 n の 月 

あと は 追々 に ひねり 出します 

「改造 一 御手 數を かけ 恐縮、 本の 事 は 揷畫の 計畫を ちゃんと 立て、 からにし やうと 思って 居る 

がつ い 面倒で 其 儘に なって 未だ 「ァ ルス」 にも 何とも 云って やりません。 いよ/ \ となると ォッ 

クウになる から 何時の 事 だか 分らない やうな 氣 がします。 本の名 前で も 付けて 貰 ふと 少し は剌戟 

になる かも 知れない C 暇な時に 案 を 立て、 くれません か。 

僕 は 今週 は 殆んど 床の 中で 募しても うつく くい やにな つた、 大した 事 はな いんだ けれども、 

身 休 中が 妙に 工合が 惡 くて 齒痒 いやうな だるい やうな 感覺が 全身 を領 して 居る」 一 寸 起きて 何 か 

するとす ぐ 熱が 出て くる。 胃 も 甚だ 不快、 粥 をす、 つて 居る から その 爲 にも 元氣銷 沈、 夜 は 亞心夢 

にうな される し、 なんとかして 此んな 不都合な からだ をもう 少し い 、 のと 取り代 へ る 方法 は ある 

まい かと 考へ て 居ます。 九州 大學へ 行って 若返り 法の 手術で も 受ける とい 、かも 知れない」 

來 夏 御慶 事の 由 何よりの 事と 存じます、 何しろ 御攝養 何より 肝心と 存じます」 小生 此方での 國 

家 社會へ の 奉仕 断念 聊か 衷心の 寂莫を 感じて 居ます 

其 中に 又 御 nr もじ 致 度 

二月 十九 R  寅 
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豐隆 仁兄 玉 案下 

六 0 九 

二月 二十日 月 使 ひ持參 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ 本鄉區 東京 帝 國大學 醫學部 物理的 治療 听！ ig 鍋嘉 一郎 氏へ 

謹啓 餘 塞の 候 大兄 益ぶ 御淸 祥大賀 至極に 奉 存候其 後 は 御無沙汰に 打 過 申 譯も無 之 段不惡 御 海容 

相 願 度 祈 候 

拉て 一 昨夜の 火事 は 余程 間近に て 定めて 一時 は 非常の 御 心痛な りし 事と 拜察致 候、 當時は 少し 

も 知らす 昨朝の 新聞 に て 承知 吃驚 致 候 やう の 次第 に 御 坐 候 

幸に 貴所に は 別条な く 大慶の 至に 存候、 それにしても 種 M 御 配慮 御 奔走 に て の 程罕察 ^ 

卒御 自愛の 程 奉 祈 候 

右 御見舞 の 微意 迄 革 M  .5. 述候 不盡 

二月 廿日  寺 m 寅彥 

眞鍋學 兄 玉 案下 . 

二伸 鈴 木 氏に は絕 へす 御 乎數相 かけ 拜謝致 居候、 此上 〈ュ 敷 御 願 巾 上 候 再拜 

六  一 0 

二月 二十 B  一？  _ 本鄕 區駒ス I 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ  一  0 ベ 小宮謦 -隆氏 へ f はがき 1 

御 端 *1 拜見、 風邪と と 雨 方 共 やっと 快方、 今 H 出校して 歸 つて 来たが なんとも.， S ハ ので々、 ン 
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板で 人間に なった 心 持に なり 勇氣を 鼓して 御 出題の t.lc の 角の 次 を考へ て 居ます、 金玉の 響な ど 、 

いはれ たもの だから 嗜 しくな つた 勢で 何が 出る か 分らな い 

思 ひき や 砂丘の かげに 道盡 きて 

呼び か はす 寢 惚けた 磬は 何の 鳥 

人 を 呼 ふ：；^ 聲 遠く 黄昏れ て 

色町に ともり 行く 灯の 次々 に 

刖莊の 賣れて 淋しき 石の 垣 

なんだか だん/ \- センチメンタル になり さう ですから 此の 邊で やめます、 御 叱正 をハ乙 ふ」 二月 

の 「改造」 の 武者 小路 氏の 「或 男」 の 中に 文科 大學の 先生 達の つまらぬ 事、 講義の 無價 做な 事 を 

隨分 無遠慮に かいて ある。 唯 夏 目先 生 だけ は 尊敬して 居た とかいて ある。 「美舉 の 先生 は 頭が い 

、の ださうな が、 彼 はどう もす きになれなかった。 之 は 彼に 自分の 頭 を 信用せ よと いふ 事 を敎へ 

て くれた」 など、 ある。 大學は 頭の わるい わからす 屋ゃ 阿呆の 寄り 集りで ある 如く 感じたら しい 

P. 讀 になるなら 比 次 持つ て 上り まし やう 

六 一一 

二月 二十 八 B 火 や 後 四時— 五 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ赤 坂^ 靑. E 南 町 六 ノー  0 へ 小 宮馨隆 氏へ 〔は 

力き， j 

御 端 *1 難 有う、 ^こそ 御無沙汰 しました、 附句 いづれ も 面白く 拜見 しました、」 此 間の 第三 句 
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は 季題が 必耍 ださう で、 それで はなん とか やり直し まし やう」 白 張の 句 は^に はよ く 分って 五位 

鷺に應 じ 面白い と 思 ひます」 廿 三日の 晚に 親類の 老人が 電車に 櫟 かれて 頭 を 打 たれて 人事不省に 

り 危篤な 狀態を つ けて 居た ので 僕 も 病院 へ 行ったり来たり それに 睡眠不足で 頭が ボ— ッ とし 

てし まつ て； 兀氣 がない からもう 少し 待つ て くれ 玉 へ 。 病人 は 四晝夜 昏陲シ ャ イン スト— ク型 呼吸 

を やって 居て 今朝 少し 覺醒の 兆が あり 始めた ので 喜んで 居ます。 人間の からだ. は 脆い やうで も あ 

るが 又 存外 强 いもの だと 思 ひます。」 ti- はこん な 事の ある 度に 醫畢を やって 瀕死の 人 を 奇蹟 的に 

蘇生させる 方法 を 研究した くなる」 此間 內は溫 くて 半病人に は 都合が よかった が 又 寒くな つ て閉 

口 しかし、 いづれ にしても もう 寒さ もさう 永く は あるまい と 思って 樂 しみに して 居ます c_ 一  四 

3： から 氣 象の 講義 を 持つ 事に しました。 一週 一時間 だから 大丈夫 だが、 講義と いふ もの は 何とな 

く 好かない ので 困ります。 演習の 方 は 骨 は 折れる が 張 合 かあつて 愉快です、 一休.；^ 學 など は 講義 

を 全 して みんな 演習に すると い 、と 思 ひます が 如何で しゃう 

六  一 二 

三月 五 B 日 午前 九 時— 卜 時 本鄕 -Ml 駒 込 曙 町 一三よ リ赤 坂" Bi: 靑山南 町 六 ノー  ◦ へ 小官 豊隆 氏へ 〔はがき 〕 

御 端 書 難 有う、 筆記 はま だつ きません が 明朝 は 着く 事と 思 ひます」 御風 邪の 由 御 養生 を 祈り ま 

す、 年度の 流行 風邪 は 軽くて. 水い のが 多い らしい、 僕 も 一ヶ月して やっと 全快した らしい 一思 想 

の 一. 能樂に 就て」 の 御說中 M オリ ヂナル で 面白く 拜見 しました なる 程と 思 ふ、 今度 其の 接り で 

一つ 見物して みたくな つた」 親類の 病人 はなくな りました、 七十 七 歳でした， 一俊が 死んだら 淋し ^ 


い 葬式 をして 貰 ひ 度い、 それから 少數な 友達に 來て もらって 酒で ものみながら 昔話で もして 貰つ 

たら うれしい やうな 氣 がする。 尤も 死んで しまって は 自分に はなん にも わからな いだら うが、 其 

時分に は 自分と いふ ものが 子供 等 や 友達に 乘り 移って 居る とすれば やつば り 自分が 嘻し いと 同じ 

享の やうな 氣も する" 此れ も 一種の センチ メンタ リズム かも 知れない が」 いよく 火藥 工場の 近 

くの. 面 を 買 ふ 事に 决定 しました、 其內に 珍奇な 小屋 を 作つ て 御 招待した いと 思つ て樂 しみに し 

て 居ます wahllfrh- 二 とで も 名け やう かそれ とも 一 暦の 事に Wahnsinii とした 方 力し、 力 も 知 

れ ません ノー  十 n に 御： Z にか、 つて 色ぷ申 ヒげ ます 

六  一 I  二 

三月 七日 火 午前 十 一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 一 H 靑山南 町六ノ 一  〇 八 小官 豊隆氏 へ 〔は 

がき〕 

新 ト說拜 見、 非常に 面白かった、 春 信 も 歌 まも 橋 口さん も 日本の 美人 も 知己 を 得て 喜んで ゐる 

と 思 ふ。 あの 展覽會 を 見なくて 殘 念だった と 思 ひます/ やっとの 思 ひで 筆記の 修正 を 了り まし 

た。 どうも 閉口。 使 も 今度 會 つたら 不平 を 云 ひます CJ どうい ふつ きで 云った か 分らないで 同 

じ やうな 事 を 僕が 管 をまい て 居る やうな 處を 少し 削りました。 其の 爲に 君の 短い 返事が 一虚に 削 

られる toi つな 事になる 處が 一 箇所 ある。 それ は 僕が 虻の 句の 終で 虻の 鈍な 事を义 こねた.^  〈 君が 

「花と 一 緒に 落ちて 來 ると は 全く 考へ なかった」 と ある。 それが 一 寸っ かなくなります。 御 差 

支な くば 此處を 削り 度い と 思 ひます。 又 有耶無耶の 句の 處で 寅が 先生の 熊 本から 上京した 年 を 聞 
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いて 君が 答へ る處が あるが、 あれが 結局なん の參考 にもなら すに 終つ て 居て おかし いから 削った 

らい、 かと 思 ひます」 鬼に 角 閉口。 しかし 讀 者の 中には 此れ を よんで 內容 以外の 興味 を 感じて お 

かしがったり 一一 ャ/ \- する 人が ありさう で 少しく すぐった くなる。 少しい やにな つて 來 た。」 今 

度は忙 がしくて 研究が 屆 きかね ます、 惡 からす 

六 一四 

I  二月 十三 日 月 (時間 不明) 祌田 15! 今 川 小路 風 H: 堂より 赤 坂 靑山南 町 六 ノー  〇 へ 小宮 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

先. R は失禮 しました、 少ょ晚 線の 氣味 にて、 t 顔の 至りであります、 どうか 賓大の 御所 分に 預り 

度 願 上げます 若氣の 至りで 御 坐い ます， 一 あの 日 は 多分 風 氣の爲 に 少し 胃の 工合が 變で御 心配 を か 

けました が、 夜に なって 却ってよ くな り 翌日 は 何の 事 もな く、 十一 日 は 久し 振で 學會へ 出て 首つ 

り カ學を 一席 やり 十二 日 は 板 橋へ 出張 素人 測量 師と 早變 りして 一 仕事し、 今朝 は 叉 早くから 急用 

で 市 谷まで 出かけ 此れから 又學 校へ 出勤の 途中 今 川 小路の 風月に しけ 込み 元 氣を養 ふて 居る 處で 

御 坐 います。 此んな 風で これで 病人 だと いふの はいくら 小弟で も 少し キ マリが 惡 るすぎ るので 此 

れ. は 何とかし なければ なるまい と考 へて 居ます」 咋日師 から 電話で、 其 話の 様子で 大兄が 僕の 胃 

のナ ハウ イルク ングを 心配して 居て 下さった 事に 氣が ついて 難 有い より 少し 面目ない やうな 氣が 

し て 居る のです。 こんな 工合です からどう か 御 安神 を 願 ひます 其 內拜眉 を 得度 

三月 十三 日 
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六 一 五 

三月 十四 B 火 午後い 時— 十." 時 本鄉 .tel 駒 込 曙 町 一一 一一より 赤 坂 "511 靑山南 町 六 ノー  〇 へ 小 {a 豊隆 氏へ 

御 はがきと 原槁難 有う 御 やい ました、 御 繁忙 中 御 覽 下さって 難 有う、 なんだか もっと 充分に 練 

ら なくて は A ふり 不. {ー 兀 全な もの を 出して うまく 上げ 足 を とられる の もい やと は 思 ふが もう ゆ つ く 

り考へ て 居る 暇がない から やって しま ひます。 それから あの 表題が あんまり 「三面」 的です から 

唯 「一つ の 思考 實驗」 と 直します。」  . 

此 間の 會 では 君 は 存外 面白さう にして 居た からよ かった が 俊 は 少し 本當に 旋毛 を 曲げ か 、り ま 

した、 何しろ 全く 子供 极ひ にされ るの だから と少 くも 僕に は 感じられ たので、 師の爲 に 怒る 

のでなくて、 自分の 爲に おこり かけた が、 君が 何だか 一一 ャ /\ して 居る ので 勇氣 沮喪、 忽ち 鋒 |虻 

を收 めて しま ひました。 考 へて 見る と 別に 腹 は 立たない が、 唯 何となく 研究に 對 する 興味が 少し 

へって 來 たやうな 氣 がする。 そして 自分で 解釋 をしたり する のが 妙に おっくう になった しかし 

僕 は 御免 を 蒙る と 云 ふと 角が 立って 君に も 愛想 をつ かされ さう だし、 それ かと 云って い 、氣 で鮮 

釋す るの を、 小學 校の 先生が 子供の 演說を 監督し て 居る やうな 氣で 聞いて 居られる と 思 ふ 事 は 別 

に 股 は 立たなくても、 少し 馬鹿 氣て 居て 兎も角もへ ンテ コな氣 がする しどう も 少し 困りました。 

尤も 師に tj" お 思の ない 事 はよ く 分って 居る の だが、 唯 松 根 君の 腹の 中に 居る r 師」 が^の 存在 を認 

めな いんだから 困ります。 大に 認められる やうに 勉めて 居る つもり だけれ ども 勉強が 足りない の 

かちっと も 株が 上らない、 遼遠な 前途 を控へ て 聊か 長大息す る 次第であります、 
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其 間の 附 句が 運くな つて 相す みません が あれから； 母 日 妙に ごたくして 今日 も 又^ん ど 一 日 俗 

事に つぶれが つかり. してし まって 何 をす る氣 にもなら す 結 の處へ 愚痴 を 並 ベ る や う な 事 に な 

りました、 不惡御 寛容 を 願 ひます。 あした も 又え 深 川 迄 出かけなければ なりません、 氣 儘に 馴れ 

すぎて しまって おっと めがおつ くう になり ました、 けしからん 事で は あるが 仕方がない。 

其 內又御 邪魔に 上ります、 君も久 ぶに てち と 御來遊 如何に 哉 

三月 十四 R 夜  黄 

豐 降.^ 人 玉 案下 

六 一六 

三月 二十日 前後 L ？〕 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町」 へノ ー〇へ小宫衄3^隆氏へ 「はがき〕 

先日 は 推 參大變 に失禮 致しました、 其 後 不相變 ゴタ くして 居た のでつ いく 御無沙汰 相す み 

ません。」 朝日の 原 槁も 約束して あつたので 果 さな いのも 氣 持が 惡く、 大急ぎで やっと 書き上げ 

ました、. ー邊 見て 頂き 度い が 延引した からすぐ に 送って やります。 出たら どうか 御 叱正 を 願 ひま 

す、 隨分 ゴタ/ \ した 妙な ものに なりました-)」 此れで い、 かと 思 ふとん マ 度 は科學 知識の 編輯 を 

やって 居る 理學士 が もと 水產 講習 所に 居て よく 知つ て 居る 人です が 此れが 來て 或る 特^の 問題に 

つ い て 書く 事を賴 まれて どうもい やと も 云 はれす 又 引受ける 事に なった、 此れで は 阡 心の 41 文な 

どかく^ はない、 いよ/ \ 新聞 星に なって しま ひました。 一つ は 中の (叔赛 による かも 知れない 

J  7 

慚愧の 至であります j 明治 卅六年 五月の 雷-柳の あった 日 を 調べ て 見たら 九日と 廿六 R と： 刚 n あつ ^ 


た、 九日の は 正.： 十 少し 過ぎから 二 時間 程つ.. -き 降. 基 もあった、 廿八 H の は 四時 頃で 雹 はふら なか 

つた。 「盥に ふせた 雷」 とこの どちら かと 何 か 關係は 見出せな いもので しゃう か-」 其 內御來 車 

を 願 ひます 

六 一七 

三月 二十 二  B 水 (時 g.+io 本鄕 想 駒 込 曙 町 ニー； より 赤 坂 •  區靑出 南 町人 ノー  0 へ 小お 锓隆 氏へ 

今朝 讀寶を 見 ると 大兄の 名前が 眼の 中 へ 飛び込ん で來 たから 早速 讀み ました、 ^と あるから も 

ぅー问 か、 二回 位 ありさう だと 思った が 今日の 分 だけの 處も 面白かった。 商品 論 は 劇作家 連 も 驚 

くで しゃう。」 鬼に €. 今朝 は 往来で ひよ つくり 出くわし たやうな 氣 がしました。」 今日は 少し 御 

相次；^ があります が、 實は 昨日 アル ス 社の 鎌 田と いふ 人が 来ました、 それで 例の件 を 話したら、 岩 

波で やるなら 仕方 はない がせめ てホ ト 、 ギ ス 時代の だけで もやら して くれない かと いふの です G 

どうも さう 云 はれて 見る となんだ か あたまから いけない とも 云へ す、 さう かと 云つ て あの方 は 出 

すか 出さない か 心が つかない の だから 何と 返事 t て い 、か 分ら なくなつ て、 鬼に 角よ く考へ て 

岩波と も 相秋狄 します と 云って 歸 しました。 キッ パリ 断っても 训 に-連 約に はならない が、 唯 鬼に 角 

先き に 云って 來 たの だし、 いくらか 望 を もたせた 形に なって 居る し、 それに 此の 鎌 田と いふ 入が 

なんだか 非常に い、 人ら し いから どうも 氣 のぶ ゆにな つ て 少し 困りました。 一 方 は 藪柑子 だ！ 一  方 

は吉 村冬彥 だと は 云っても、 なんだか 二 軒に 分割す るの も變 なやう だし、 又 それが 爲に氣 が 進ま 

なくても 占いお の もの を 出さなければ ならな い 事に なつ て來 るの も 面白くな いし、 妙な 工合に な 
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つ て來て 少し 持て余して 居ます。 此れ は 一 休 どうした 方が い、 か 大兄の 御意 見 を 聞いて からにし 

た 方が い ^ と 思った から 御 相談 申 上げます。 

古い 方の 切拔を 一 邊讀 返して 見ました が、 鬼に 角い つか 御 暇の ある 時に 見て 下さいません か。 

御覽 になった 上で 矢 張 出す 方が い 、とい ふ 事 だったら、 其 時には 出しても い 、と 思つ て 居ます。 

隨分 中には 變 なの も あつ て、 特に 先生の 眞似を 知らす/ \ やらう として 居る やうな 處 など 實 にた 

まらない 事が あります。 併し 全く 客觀 的に 作者 を 向 ふへ ほうり 出して 讀 むと 團 栗から 花 物語 迄の 

自然の 變 化が 分り、 それから 近頃 かく やうな ものとの 間の 連絡の やうな もの も 僕に は 分る もの だ 

からさう いふ 意味の 與味 はあります" 恐らく 贲 兄に もさう い ふ 興味が 先立つ かも 知れません が、 

吾 ぷ 仲間 以外 の 人の 唯の 讀物 とし て の 價値を 御 裁断 下 さる やうに 願 ひ ます。 

勝 乎な 事ば かり 申 上げて 失禮 です が惡 しからす 御 願 ひ 致します つ 右 耍事迄 草. - 

三 月 廿 二日  0 

豐隆 大兄 玉 案下 ■ 

六 一八 

三月 二十 五 曰 土 午前 十 時— 十 一 時 本鄉 .tel 駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宫豐隆 氏 一， 

御 はがき 二 枚 難 有拜見 致しました、 讀賫の 原槁中 絕殘念 と 存じます、 隨分 勝手な 事 をす る もの 

です ね。 それにしても 鶴彥 翁の 金力と 影響が 意外な 處迄 入り込んで 居る もの だと 思つ て少 M 驚き 

ました、 御說の 通り あれで は 山 本と かいふ 人が 助からない C. 一  今 来た 改造 を 見る と 菊池寬 (だつ 
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たと 思 ふ) が 矢 張 同じ 問題の 事で 皮肉 を 云って 居る。 此れ は 改造 だけに ちゃんと 大倉喜 八 郞の名 

が 出て 居る。 翁の イン フル ヱ ンスも 此處迄 は 及ばない と 思って 此れ も 感心し ました」 

ァ ル ス 社の 鎌 田と い ふ 人 の 事が どうも 氣 持が 惡 い ので 昨日 神 田 へ 行った 時 岩波 主人 に會っ て 其 

話し をした 處が、 此鎌 田と いふ 人 はいつ かも 御 話し k たやう にもと 岩波に 居た 事が あってよ く 知 

つ て 居る から 會っ て 話して 見やう とい ふ 事でした、 君に 御 相談して 置いて 出し 祓いた やうな 事に 

なって 少し わるかった がどう か 御 寬容を 願 ひます。 今朝 岩波から 電話が か、 つて 來て、 鎌 田 氏に 

會っ て 話した 結果 快く 了解 を 得て 矢 張 全部 岩波で 出しても い」 事に なった とい ふ 事でした"」 な 

ん だか 自分の だらしな い 事 をした 尻 拭 ひ を 方々 へ 持ち込み 散ぶ ばら 世話 を やかせて 一 人で い 、氣 

になった やうな 塩梅で. t 顔の 次第であります、 一重に 御 寬容を 祈ります。 此れ もやつ ばり 「顏」 

の 一面 かも 知れ まれん 慚愧に 堪えません, 一 

今 n: は 家内 中 を 博覽會 へやって、 朝 は ゆっくり 仕事 をして 午後 は 昨日 買って 來 ておいた チ ュ ー 

リップ を 描いて 見た。 博覽會 の 土産に ヒア シ ン ス の 鉢 を 一 一つ 買って 來 たので、 又 此れ を 描き 度く 

なった が 此頃は 妙に 用が 多くな つ て 居る から 去年の やうな のんきな 譯には 行かな い、 大分 人間ら 

しくな つた やうな 氣 もします。 夜は國 から 出て 來る人 を迎べ に 東京 驛迄 子供 づれて 出かけたら 隨 

分 寒くて 風が 强 くて 閉口し ました、 着く 害の 人が どうした 間違 ひか 着かな 〔か〕 つたので さしく 歸 

つ て來 ました、 今夜 は 東京に は 珍ら し い 程 空が 清んで 居て 星が 本 當の光 を 放つ てギラ /\ して 居 

ました。 こんな 事 は 存外 稀で あると 思 ひます、 .^し 振りて ス バル 星 を昆て 妙な 心 持が しました。」 

あした は 午後に 又 深 m へ 行かなければ なりません, 一 草 立 
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三月 廿四 日夜 十 時  寅彥. 

豐隆 大兄 

六 I 九 

三月 二十 八 曰 火 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小宮豐 陸 氏へ 

御手 紙と 切拔 落手、 御忙 がしい 中で 御閱覽 詳細な 御 批評 を 下さって 難 有う 御 坐い ました、 御高 

說 一 . -御尤 と 存じます 僕 も あの 嵐の 終り や 栗の 花の 終りな ど 取って しまい 度い やうな 氣 がして 居 

たのでした、 それから 障子の 樂書 やまじよりか 皿な どもい やな やうな 氣 がする が 段. - 削つ て いく 

とつ まり 全部 消失し さう だし、 どうせ r 顏」 なんだから 仕方がない、 まあ 洗 ひざらへ 出す 事に し 

まし やう OJ 此れで 揷畫 さへ きめれ は 何時でも 出せる 事に なりました。 岩波で 出す となると 余り 

贅澤な 事 も 工合が 惡る さう だから 各冊に 三色 板 一 板づ 、と、 あと はべ ン畫の 凸版 位に しゃう かと 

考 へて 居ます。」 上の 方へ は 毛筆 畫ニ卷 目の 方へ は 油繪を 一つ 位に しゃう かと 思 ひます。 いっか 

其の 撰定 につ いて 御 相談し 度い と 思って 居ます。」 圑 栗の 揷畫を 植物園 へ 行って スケッチして 來 

やう かな ど \考 へ て 居る と 何だか 子供ら し ぃ樂 しみな 心 持に なって 來て、 あれ を 書いて 居た 頃の 

氣分を 想 ひ 出します。」 3 の 方 は 薄い オリ ー ブ 色の 無地の 表紙、 下の 方 は 少し 濃い 茶色の 無地に 

して、 背へ 純白な 紙 を 貼って それに 書名と 名前 を かいたら、 どうかと 考 へて 居ます。」 一 つ 困つ 

た 事に は 一 卷 目の 方の 著者 は藪柑 子で ない とどう も 落ちつか ないし、 一 ー卷 目は吉 村冬彥 でない と 

どうも そぐ はない 心 持が する。 讀 者に とって はどうで もい、 かも 知れない が 自分の 氣持 はどう も 
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さう でない と內容 とそぐ はない。 いっその 事 みんな 数柑 子に してし まへば まだ いくらかい、 」 

此 L はい， ろくと 名を爲 つたて きめんの 報で 誰 を 怨みん やう もない 次第であります。 

田舍 から 客が 来て 居る が 女 客で 僕 はちつ とも 構 はないで での だから 何でもありません。」 U 

日は氣 I の 親しい 男が 西洋から 歸 きで 午前に 横 i 出かけたら 人 港が 夕方に 延びた と 

..ノ し 失望した。 午後に はどうしても 一 邊學 校へ 出なければ ならない ので 歸 つて 来たらもう 草臥れ 

て 二度 行く 勇氣 が なくなって しまつ たビ 櫻が， 出す と、 どうも 胃の 工合が へんになる、 

かも 知れない。 

此內に 御 光來を 祈る 草ぶ 

三月 廿 八日 

豐隆 大人 豹 皮下 


寅 紊 


六 二  0 

四月 一 曰 土 午前 十一 時-十二時 本鄉區 I 曙 町 一三より 赤 坂 尊 山 南 町 六 ノー 〇 八小宮 登隆 氏へ 〔は 

がき〕  L 

選句拜 見、 僕の 好きな 句が 段ぶ より 出されて うれしい が、 あとが 心細くな ります」 去年の 五 

月 こ 死んだ 甥の I に 何 か 書きたい と 思って 居た の を 五月の 「明星」 にで も 出して 貰 はう 力ま 

つて かいて 見ました が、 ものが もの だから 讀 者とぃ t の Ass 値が 全然 分らない。 $ 

書いた 內で こんな 事 は A クら しい。 どうせ 面白くな いに はき まって 居る と 思 ふが 一度 御覽を 願って 
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直される ものなら 直して 出し 度い と 思 ひます。 もう 少し 詳しく *1 いた 方が 或は 却つ て い、 かも 知 

れな いが、 氣が ひけて はしょって しまった 處 もあります c」 面白くなくても 六 号 活字に でも すれ 

ば 「明星」 で 出して くれはし ないかと 思って 居ます。 もし 出れば 此の 号 を 甥の 知人に 贈りたい と 

思って 居ます」 御 暇が し い 中 を 毎度 御手 數で すが 御 一 覽御斧 生 を 祈ります 

三月 卅 一 日夜 認 

六 二 一 

四月 四日 火 午前 十 時— 十 一 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 Sil 靑山南 町六ノ 一  し. へ 小 is 豊隆氏 へ 

御 端 *1 と 「追憶」 の 原搞難 有う 御 坐い ました 非常にお 忙しい 處を 精し く御覽 下さって 御 心 付 を 

下さつ て どうも 難 有う 御 坐い ました。 御說の やうに もっとす つと 詳し い Document にしたい とい 

ふ 希望 はあり ますが、 それ を やり 出す と大 仕事になります から 今度 は 此の程 度に して 又 機 會がぁ 

つたら サップ レノン トを 書き 度い と 思 ひます。 例の 故人の 友人 へ の禮の やうな 一 百 葉 は やっぱり 書 

かないと 氣が濟 みません が、 あれ を 故人の 或 物の 表現と しても 有意義に なるやうな 文句 を 少しば 

かり *1 き 加へ て、 御注意に 幾分 かかな ふやう にしました。 どうか 惡 しからす C  I それから 最後の 

申譯 的の 文句 は 御 一一 一一 n 葉に 從 つてす つかり 切り取りました。 

內 生活 を 示す やうな 日記 やなん かも、 出来るだけ もっと 入れ 度い と 思 ひます。 或は 最後へ もつ 

て 行って、 さう いふ もの だけ を、 並べ やう かと も 思って 居ます。 本當の Urkunde といった やう 

な ザ ハリヒ な 形に して 出して おくの もい 、かと 思って 居ます。 本文の 中へ あとから 人れ るの は 鬼 
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角 失敗し 勝ちで、 何 處か氣 分の チグ ハ グが 出来さうな 恐れ もあります から。 

鬼 も 角 も 見て 頂いて 非常に 助かりました。 こんな 種類の もの は實際 はじめて 書いた やうな 氣が 

する あんまり 頭の 中に ものが ありすぎ て實際 手が つけられす、 書いた もの、 價値 など 丸で 分ら 

ない のでした。」 

中- - 毎日 御 忙しい やうで、 なる 程 それで は 出家遁世の 願望で も 起り さう だと 御 察し 致します が、 

しかし 此れ は 何より 結構な 事と 思 ひます。 さう いふ 時には さう いふ 時な りに やって 居る と、 あと 

では 又 しんみりした 日が 來て 勉強の 能率が 上る かと 思 ひます」 小生 も 此頃は 妙に ゴ タく してい 

けません、 朝 は 論文 を かく 事に して 居る がそれ も 妨げられ 勝ちで、 午後に も油繪 など 落着いて か 

けない。 夜 はいろ くな 原稿に 追 はれて 本も讀 めない。 此 間の を かいて 其 あとが 學藝雜 誌、 此れ 

はいくら か オリ ヂナル な もの だからい 、が、 それが すむ と 今度 は 口 1 マ 字の 原稿と いふ 事に なり 

ます、 殆んど 此れで はプ 0 フ H ッシ ョナ ル なやうな ものであります」 中央 公論 は 記事 ©湊 だから 

五月に 延ばして くれない かと 云って 來 たから 少しい やだった がさう しました。 やつば り 出さう と 

思った 時に 出さない と へんな ものです。」 

旬刊 朝日の も拜 見し ました、 至極 適切な 論 だと 思 ひました、 御說の 「橋」 が鑌ぇ 出来る 事 を 望 

みます。 

「去来」 は拜 見を樂 しんで 居ます。 今度の 會に でも 借して 頂 度と 存じます。 

此頃叉 少し 胃が 惡ぃ。 此 前の 曾の 時の やうな 事が 段ぶ 頻繁に なり 強度に なると 思って 居たら、 

果して 陽性が 少し 增 加して 來て、 どうも 工合が 惡ぃ、 毎年 櫻が 埃く やうに なると 惡 るくなる らし 
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い。 此れで はいよ く 全快な ど 、 いふ 事 は先づ いつの 事 だか 分りません。 

宅の 三毛猫が 流產 をして あとの 經 過が 惡 るい やう だから 白山の 犬 猫 病院と いふの へ 入院 させて 

あります。 後産が 殘留し て 居る らしく 熱が あつ て サッパ リ 食慾がなくて 何も 食 はない さう です 

一 日 二回 局部の 诜維を やって、 そして 何 か藥を やつ 〔て〕 居る さう です。 事によると 死ぬ かと 知れ 

ない ので 何だか 氣 になつ てし やうがない。 時々 ヒョ ィと歸 つ て來て そこらに 居る やうな 氣 がした 

りし て 妙に セ ン チメン タルに なつ て 困る。 今日は 妻 を やつ て とても 助かり さう もなければ うち へ 

連れて 歸 つて 來る やうに させ 度い と 思った が、 醫者 はやつ ばり 置け とい ふから よしました。 猫 は 

もの を 云 はない から 病院で どんな 事 をされ るか 分らない とい ふ 疑が あって 不安であります。 牛^ 

や 玉子 を もって 行つ て やっても どうも 人間が 食 ふらしい とい ふ 事です。 

猫の 病院に は 電話がない のです、 御 一笑く 

四月 三日  寅  0 

豐隆 大兄， 玉 案下 

六 ニニ 

四月 六 B 木 午前 九 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 

7?!s お. J 

先日の 「追憶」 はやつ ばり 大体 あの 形で、 なるべく 本文の 村 料を增 して 送って やりました」 此 

頃 どうも 胃の 工合が 惡 くて 時. - 痛み も あり、 撿査の 結果 も 不良で 歩く と 腹が 引きつり 電車に のつ 
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て も 少し こたへ る 粥 を 食つ 〔て〕 居たら 會 迄に はよ くなる と 思って 居た がどう も A よりょく なり ませ 

ん、 それで 甚だ 勝手です が 明日の 會は 拙宅で やる 事に して 頂 度と 存じます、 そして 場合により 建 

て 居て 卓說を 述べさせて 貰 ひ 度と 存じます。 如何で しゃう c」 同 便で 松极 君へ も 此事を 相乂. 5- して 

やりました どうか 惡 しからす 願 ひます 

四月 六 H 

六 ニー  二 

四月 九 B  B 午後 二 時— 三 本郷 M 駒 込 町 ニー 一より 赤 坂 展靑山 南 町 六 ノー  or へ 小 謦： 隆 氏へ 〔はがき〕 

一 昨日 は 遠路 御 來蹈を 促し 何の 風情 もな く失禮 致しました、 前回と は 打って 變 つて 大平樂 をな 

ら ベい、 氣 になり 御耻 かしい 次第であります、 幾重に も 御 寬容を 願 ひます。 考 へて 見る と 松 根 君 

は隨分 不愉快な 事であった らうと 思って つくく 氣の 毒な 心 持が して 居ます。 小生 も あんまり ひ 

ど 過ぎる やうに 思って、 前回の ゆき さつな どもい よ/ \ もって 慚愧の 至りに 感じます。 一 子供の 

時の 友達が 兄妹で 尋ねて 來て 殆んど 三十 年 目 程に 再會 した、 友達が 寫眞機 を もって 來て 一同 を 庭 

へ 立た せて 寫眞 をと つて 行った。 其 時に 昔の 友達の 家の 庭の 幻影が 頭の 中へ すうつ と 浮き 上って 

來て たまらなくな つかしい 氣 がした。」 三毛猫が 退院しても 何となく 元氣 がなかった。 三日 程 前 

に 子供が 門前の 通で 子猫の すて、 あるの を 拾つ て來 たから、 死んだ 小猫の 代りに 養い子に して 三 

毛に 與 へた。 始めは 恐ろしが つて 居た がいつ の 間に か 自分の 子の やうに して、 出 もせぬ^ をし や 

ぶら て、 人が 小猫 を 取って くると 心配して つき 廻り、 小猫が なくと 氣 狂いの やうに なって 自分 も 
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なく。 不思議な ものであります」 今日は 少し 腹の 工合が い、 やう だから 明日の 月曜から は 又 事 校 

へ 出 やうと 思って 居ます。 御 安神 を 願 ひます。 

六 二 四 

四月 十一 日 火 午前 七 時，' 八 時 本 都 區駒込 曙 町 一三より 赤 坊區靑 山 南 町六ノ 一  〇 八小宮 畳隆 氏へ 〔はがき〕 

一， 影と 形」 拜見、 中. -複雜 で 追跡す るのに 骨が折れ ましたが 大變 面白う 御 坐い ました、 天文 學 

者が 日蝕 や 遊星の 記事から 歷史の (late をき めて 居る やうな 感じ も あるが、 しかし 其れ 以外に 何 

處 となく 著者の 去来に 對 する パ— ソ ナ ルフィ ー リ ングか 出て 居る から そこにうる ほひが あつ て い 

、。鬼に 角 此の 種の 研究 は 一寸 他に ありますまい」 一道 聽塗 說. 一 も 面白く 拜見、 此れ もた しかに 

一 つの レヴ エレ— シ ヨン として 万人 を啓發 する ものと 存じます 單に 俳人 だけに 限らない と 存じ 

ます、 あ、 いふぎ ろり としたの を 績ぷ御 提出な さる 事 を 切望 致します 一 時に あの 問題 は 如何な り 

ました か」 小弟 今日 出校 久しぶりて 講義と いふ もの を 一 時間 やったら 馬鹿に 草臥れで がっかりし 

ました。 胃の よくない 時は學 校の 階段 を 昇る のが アル プ ス に 攀ぢる やうな 感が ある。 

四月 十 曰 

六 二 五 

四月 十五 日 土 午前 七 f.1 八 時 本鄉 Isil 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ，へ 小 宮豐隆 氏へ 

御 はがき 難 有う、 去來 のつ きが 出る さう で 大に樂 しみに して 居ます c」 
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あの 問題 を 断る 御考 との 事で、 さう 云 はれる と 僕 もどう も 同じ やうな 第が します。 あれから も 

色ぶ 考 へて 見た が、 理屈から いふと 大變 結構な 事と も 思 ふが、 唯 君が 東北へ 行く とい ふだけ の單 

なる 考 がどうしても ピ ンと 頭へ 浮ばない、 何だか どうも コンセプションの イン テ ン シティと でも 

云った やうな ものが 弱い、 そんな 氣 がして 居た の だが、 君の 御 端 書で 「リアルに 來 ない」 とい ふ 

言葉 を讀ん で、 やっぱり さう かな あと 思 ひました。 どうも 矢 張 君が 東京 を 離れて 田舍へ 行く とい 

ふ 事に は 何處か 無理な 處が あると 思 ひます。 君が さう いふ 心 持なら 此れ は 矢張り 断然 さう いふ 事 

にな さる 事 を 最も 自然と 考 へます。 實は僕 も 土に かじり 付いても 田舍 (鄕 里の 外の) へ は 行かな 

いと 思って 居る。 御 互に 頑張って 兎に角 大 にやら うぢゃありません か。 まだ./ \ 此れからと いふ 

處 なんだ もの、 

「蓄音機」 の 終りの 方、 果して 御 叱り を 蒙り 一言の 申 譯も無 之、 いつも 調子に 乘 つてつ い あ、 

いふ 事になります。 此れ も 一 寸云は 浮氣の やうな ものです からどう か 寛大の 御 解 釋を願 ひます- 

僕 も 出た の を 讀んで 少し いやにな りました。」 

英國 皇太子殿下の 着 京の 朝、 「朝日」 の 展覽會 を のぞきに 行きました。 すると 豐隆 先生の 原槁 

の 下に 有 島 氏 か 誰かの があって、 其 下から 吉村 先生の が顏を 出して 居ました。 此れ は 君に 御 報知 

しゃう と 思って 居たら、 今日の 御 端 is で 君 も 旣に御 承知の 事と 分りました」 先生の 校正の 小言の 

手紙が 卷物 になって 居る 「全集に も 載って 居ない 珍ら しい もの だ」 と 云った やうな 說 明が ついて 

居ました 

Joachi ミ Ga-squet の C6zanne とい ふ 本 を 注文して あつたの が 着いた ので 今日 雨中に 佛蘭西 書 
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院へ 取りに 行き ましたが、 此の 本の レ プロダクション は 余程す ぐれて 居る と 思 ひます。 オリ ヂナ 

ルの 味が 大分 出て 居る やうな 氣 かして、 見て 居る と 大に舆 奮 させられる。 此れ はどう も 蓄音機 以 

上 かもしれ ない。 此次御 出の 時 是非 御 目に かけ 度い 

此間 文化 學院 のザッ キン を 見に 行った， ら與謝 野 氏が 居て 生徒の 作品な ども 見せられ、 それから 

晶子 夫人に 紹介され ました。 いっか 君の 御 話が あつたが、 なる 程 寫眞で 見た と は 大分ち がった 感 

じの 人 だと 思 ひました。 靑ぃ 洋服 を 着て 黑 つぼい 精子 を かぶって 居ました。 どうも 日本 婦人に は 

洋服 はう つらない やうな 氣 がしました。 それ は 兎に角 自分が 未だ ほんの 子供の やうな 時分に 有名 

であった 「乱 髮」 の 著者に 始めて 會 つて そして 其の 人が 恐ろしく 若い 人であった ので、 どうも 不 

思議な やうな 氣 がしました。 併し やつば りえら ぃ處の ある 人 だら うとい ふ 感じ もして、 すっかり 

崇拜 者に なって 歸 つて 来ました。 

蓄音機に 關 する 雜 誌の 編輯 者が 早速 やって来ました。 轉載 させない かと か、 單行 本に しない か 

とか 注文が あつたが、 困る から 御 断りし ました、 そして 製造業 者への 小一 百 を 述べたら 賛成して 居 

ました。 

四月 十四日 夜  寅  き 

豐隆 大人 玉 案下 

六 二 六 

9 

四月 十五 日 土  (時間 不明) 本鄕 區駒フ ハー 曙 町 一三より 松 山 高等 學校鈴 木 淸太郞 氏へ  4 


〇 〇 丸 九 

W  \^ 


御手 紙 難 有く 拜見 致しました、  ， -PTt) 

九：？ r 大學の 方い よく 御决定 との 事 大慶に 存じます、 どうか. 御 赴任の 上 は 益ぶ 御 自愛 御 研究の 

呈 〔望 j 蜀 て甚 へま ^>^. 

一 度 久.. で 御 目に か . つ て 色.. 御 話 致し 度い と 思って 居ました が 丁度 數 物の 時分に 少し 病氣の 

工合が よくなくて 欠席 御 目に か、 れす殘 念で 御 坐い ました、 次に 御. 上京の 節に は 一度 拜眉を 霊 

と 存じます 

御 閑暇 の 節 は 御 消息 を 願 ひ ます 

先 は 御 返事 迄 草ぶ  ， 、こ， 

四月 十四日  寺 田寅豫 

鈴 木淸太 郞樣玉 案下 

六 二 七 

四月 十八 B 火 午後 15 上 時 本 SI 曙 町 一三 よ is 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 S 震へ 〔はがき〕 

御で がしい 處へ 心無き 業です が、 うっかりして 遲 くなら ない 爲、 次の 會の題 を 申 上げます 

獨 居の 歸れ はむ つと 鳴く 蚊^  (二 

据 風呂の 中 はしたな や W の 花  (一 ■ 

埋もれて 若葉の 中 や 水の 音  (一一 

鞭^ら す 馬車の 埃 や 麥の秋  (一一 
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顔に 觸る \ 笆蕉凉 しゃ 藤の 寢 椅子  (11;〇) 

雲の 峯風 なき 海 を 渡りけ り  (三 六) 

引窓 をから りと 空の 明け 易き  (三 六) 

サ台 淸水 天下の 胸 を 冷し けり ， (四 〇) 

のう ぜんの 花を數 へて 幾日 影  (四 〇) 

水盤に 雲 呼ぶ 石の 影凉し  (四 五？) 


いっかの 連句 はつ いく あの 儘に なって 甚だ 相す みません が、 あれ を 蚩 曰き 留めて おいた ものが 

何處か へ まぎれ 込んで 見え なくなつ たので 困ります。 もし 御手 許に あれば 御 序の 時に 御 示し を 願 

ひます、 忘れる やうな 事で は そ もく いけない の だら うが 何しろ 彌 次です から 御 見逃し を 願 ひま 

す」 

島 木赤彥 氏から 童 謠集を 贈られて 讀んで 見た がどう も 此の方に は 一 向 共鳴が 出來 なくって 何と 

云ったら い k か大に 困って 居ます。 此れ を 機と して 童謠 論で も考へ て 見やう かとと 思 つ て 居 ま 

す。」 

四月 十八 n 

六 二八 

四月 十八 日 火 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂- 51! 靑. S 南 町 六 ノー  〇八 小せ；： 登隆 氏へ 〔はがき〕 
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御 端書拜 見、 御 親戚の 御 不幸 色. -御 心勞の 事と 推察 致します、 其 他 色. -御 多用の 御 様子 御 察し 柳 

申上デ ます - ト生も 暇な やうな 忙 がし いやうな 妙な 思 ひで 暮 して 居ます が 今日 學 校で 十 一 時から 

十一 一時 迄の 講義 をう かくと やって 居たら 一 時に なって しまったので 驚きました、 擧 生も學 生で 

驚いた にち が ひない が、 誰れ 一 人 「時間です」 と 云って 注意して くれないん だからい よく 驚き 

ました。 どうも 知らぬ 間に 氣が 永くな つて 居る の だと 思 ひます。」 今夜 は 雷が 閒こ へて 雨が バサ 

く 断 績 的に ふるので いよく 初夏が 近い やうな 氣 がする。 暖 いのは 有難い が 胃の 工合と 頭の ェ 

合が 惡 くなる に は悲觀 します」 南部 修太郞 とい ふ 人が 留學 すると か 新聞に ありました、 君の 出ら 

れた途 別 會は此 人 だら うと 想像し ます」 「朝日」 の 人が 来て 「蓄音機」 好評 嘖. -と云 はれて、 嗜 

しくな つてう ちの ものに 話す とそん な 御世辞 を 喜 ふとい ふ 法 はない と 云 ふの だが、 それでも 豐隆 

先生が ほめた 部分 も あるから い、 處は あるに ちが ひない 

六 二 九 

四月 二十  一 B 金 午前 七 時 I 八 時 本 鄕區駒 込嗜町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき 凡て 綠 インキに て 認め あり〕 

今日 神 田で かう いふ 色の インキ を 買って 來 たから 其の H ルス テ プロ  —ベと して 此端書 を *1 く、 

かう 書いて 見る とやつ ばり 寒色 だけに 景 氣が惡 くて なんだか 變 であります。 しかし 病人に は 似ムロ 

つて 居る かも 知れない。 色ぶ の インキ を 置いて 時. -の氣 分に 應 じて 使 ひ 分け を やる とい、 かも 知 

れ ない が少ぶ さうな ると デカダン じみて 来る」 此 間の 降雹 は 中. - 物凄い 事でした、 今年 初めて 宅 
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の 藤が 澤 山の 苦 を 着けて 居た のだ實 に無殘 にた、 きつぶ されて しまったに は 少しが つかりし まし 

た。 楓の 新芽 も 少し はやられ たが 此れ は 目立つ 程ではありません。」 此の インキ は 或は 少し 溫味 

の ある 色の 紙へ かくと い、 のか も 知れません ね。 此れと セピアと 交錯して ぺ ン畫 でも 描いて 見 ま 

しゃう。」 

いよく 電話が 取 付けになる さう で、 此れ は 線の 方が 来れば 器械 はもう すぐ だら うと 思 ひます _ 

其內初 便り を 待って 居ます 

六 三 0 

四月 二十 五日 火 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 廣鳥縣 江 田 島 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 

先日 は 失禮、 御 歸着後 御變り もな く 大慶に 存じます、  . 

驗潮 器の レ コ ー ド があります さう で 至極 結搆と 存じます ゴ ムの 提灯 を 使った ので も 大体 本 多 

さんの 式と 同様で 差 支な い 害で 御 坐い ます。 メ タル 管 さ へ 無事なら ばゴ ム 提灯はなくて も 差 支 は 

ない と 存じます。 唯 下 底の 円 筒の 上の 方 を 密閉し、 底から 海水が 出 人す る やうに すれば よい かと 

存じます、 なほ 御 考案 を 願 ひます。 

潮の 事に 關 する 大擧 紀要 報 文 は 同 第一 一十 四卷 になって 居ます。 私達の 貰った 別 刷が 殘 部が あつ 

たら 御 接り 致します が、 事によると、 もう なくなって 居る かも 知れません。 もし 貴 敎窒の 參考書 

として 御 求めになる 事が 出 來れは 丸 善へ 御 注文 下さら は 好都合 かと 存じます。」 
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帥 君と やられた 仕事の 報吿も 六月の 數 物に 出さう かと 考へ て 居ります。 どうか 惡 しからす 願 ひ 

ます 

右 不取敢 御 返事 迄 草ぶ 巾 上げます 

四月 廿 五日  寺田拜 

山 ロ樣玉 案下 

一 一伸 君の 御 姓名の a 1 マ 字 綴 は ，ェ eiti  Yamaguti で {且 敷う 御 坐い まし やう か 

六 三 一 

四月 三十 B  S 午後，！ - 時.— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

が き 一 

其 後 御無沙汰 しました。 廿 八日から 九日、 ^日、 一日と 四日 づ けて 色. -の 會議で 丸潰れ、 ど 

う も 日本人 はよ くく 會議の 好きな 人種と 見えます。 此 等會議 でえ らい 八 かまし い 議論になる 事 

が 少弟に はすべ て 殆んど どうで もい 、やうな 事に 思 はれます。 會議の 結果と して 叉 何よ 委員 會と 

いった やうな ものが いくつ もく 生まれて 來て學 者 等 は 嘸 そんな 事に 日. y つぶして 居る やうに 思 

はれて 仕方がない。 うんと 熟考して 置いて、 いっか 適 當な機 會に自 < ^の 處見を 開陳して 此 等會議 

好きの 擧者 達の 反省 を 促が し 度い とい ふ氣 になり ました。 どうもつ ぐく あきれ 返 つてし まつ 

た」 今日は 寒くて、 朝から 一時 半 迄 火の 氣 のない 室に 腰かけて 居た ので ブルく ふるへ だし まし 

た。 やっと 終って から 風月へ かけこんで 卸 馳走 を 食って、 熱い コ ー ヒ ー を 頂戴したら やっと 人心 
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地が ついた。 歸 つてから コ —ヒ ー の 効果の 消へ ない うちに 此端書 を かきました- 

傳四 君が 上京す ると 云って 來 ました 

四月 卅日 

六 三 二 


五月 四日 木 午後 四時 1 五 時 本鄉 -tel 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮謦： 隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う ノー  チ ンバ リ スト は 多分 失敬す る 事と 存じます、 來る 六日 學會で 論文 を 出す ので 

少しば かり 忙 がしく も あり、 それに 近頃 は 音 樂の方 は 少し あきらめ 氣 味な ものです から、」 研究 

會は 十二 日の 害だった かと 思 ひます.」 思想の 「能樂 に 就て」 は 非常に 面白かった、 オリ ヂナル で 

サジ H スチ— ヴて眞 に 天啓に 接する 感が ある 小弟に 云 は せれば、 君が あの 說を なす 迄 は 能樂は 

矢 張 昔の ま、 の能樂 であった のが 君の 說が 出て 其處で 始めて 新しい 能樂が 生れた とい ふ氣 がする。 

さう いふ 意味で 君 は能樂 とい ふ もの をクリ H 1 ト しつ & あると 思 ひます OJ あ、 いふ もの は不思 

議に 人をィ ン スパイ ャ ー する、 問題 は 能樂の やうで 實 はもつ とすつ と廣ぃ 世界に 渗透 する 影響が 

あると 思 ひます オリ ヂナ リチ ー に 欠けた 日本の 學界 思想界 に 投げ込んだ 爆彈 であらう と 思 ふ」 • 

昨日 傳四 君が 一寸見え ました 非常に 忙 がしい やうで、 ゆっくり 會 合の 時が なく 殘 念でした。 ちつ 

とも 年を取って 居ない のに 驚いた、 昔の ま、 の傳四 君です」 

僕 はいよ く 老眼鏡 を 買 ひました よ、 寄る 年波に はかな ひません  ♦ 
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六 s  、 

五月七日 日 午前 十 一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 福 岡 市荒戶 三番 丁 一  七 七 池 田 芳郞氏 へ 

御手 紙 難有拜 致しました、 札幌の 方へ 御 出になる 事に 御 决定の 由、 此れ は 至極 結構と 存じ ま 

す。 新設なら ばとうしても 種々 の 点で 君の 御 思 召 通りに なり 易く 今後の 御 都合 宜 敷からん かと 思 

ひます。 それに 御家鄕 にも 近く 何邊御 便利 かと 存じます。」 實驗の 出来ない 事に つき 御 焦慮の や 

うです が、. 此れ は 矢張り 周 園の 狀况で 出来ない 時 は 誰れ も 出来ない ので、 其內 自然に 出来る 時節 

も ありまし やうから 余り あせらす のんきに やって 居て、 いよ/ \\ 出来る 時が 來 てから みっしり 御 

やりに なったら 如何 かと 存じます、 札幌の 方なら は 追ぶ 御 自由にな るかと 想像され ます。 それ迄 

は 從來の 數學的 御 研究 も 中. - 面白い かと 存ぜ られ ます。 

科擧 の 研究 を やる とい ふ 事に ど う も 余り 都合よ く出來 て 居ない 今の 日本の 社 會狀態 に は 不滿を 

云へば 限り はない のです が、 僕な ど はもう 不滿に 免疫に なって しまって、 づ うくし く 自分の し 

たい 研究 を 出来る 範圍 で、 搆 はす やって 行く 事に して 居ます。 あまり 四方八方 氣兼 ばかりして 居 

て は 何も 出来なくなる やうに 思 ひます。 さう かと 云って 人と 喧嘩しても 困る から やっぱり 六 かし 

い。 

兎に角 札 幌へ御 出 は 至極い、 やうに 考 へます。 さう して 彼 地 へ 御 出に なつてから どうか 追.^ に 

あまり あせらす、 しかし みっしり 御 研究 を 祈り 度い と 思 ひます、 

右 不取敢 御 返事 迄 草. -申 上げます 不盡 
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五月七日  寺田拜 

池 田樣玉 案下 

六  一二 四  ， 

五月 十六 日 火 午後 十 時 ー 十 一 時 本 郷區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一 〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

御 端 書 難 有う、 先日 は 失 禮 致しました、 あの 後 毎日 ゴタく して 存外 忙 がしく、 來 客に 攻めら 

れ學 校に 追 はれ、 御祭り をしたり、 痔が おこって 頭が 惡く 寒氣 がして 寢 込んだり して 居た のでつ 

い 御無沙汰して しま ひました。 女子大 學の 講演 面白く 拜聽 定めし 強い 印象 を與 へられた 事と 存じ 

ます。」 新 小 說のも 面白く 拜見、 殆ん ど科學 的な 調子で 一 歩 一 歩 進行して ゆく 處が 寧ろ 凄い やう 

な氣 がします、 あれで は 幾多の 去來ゃ 芭蕉 研究者 もてんで 顏色 なからん と 聊か 氣の 毒な やうな 氣 

もします。」 「つゆ 草」 はま だついよ く讀 ます 其內必 す通讀 致し まし やう 

サンスポ ッ トは あれ は少 ょスぺ キ ュ ラチ ー ヴ 過ぎて 專問 家が 果して 承知す るか どうか 甚だ 心細 

きものであります、 少ょ 駄法螺の 氣味 あり、 余り 齒 牙に かけて 下さらない 方が い V と 思 ひます。 

僕 等 の 方の 專 問に 關す る イデ ー でも そ れ が本當 にい、 もので 立派な も の なら 少 くも 大兄 に は i ヒ度 

そわが 5 つて 下さる と 思 ひます。 式 やなん か は 分らなくても 根本の 考は 屹度 直感され て即 坐に 

判され る だら うと 思 ひます。 それが じゅつと 大兄の 頭へ 來. なけれ は 吃 度專問 家に もコ ンヴ イン シ 

ング でない だら うと 思 ふ。 或は 通用しても それ は 第一 一義的の 小 イデ— で 大した もので はないで し 

やう。 鬼に 角 大兄の 頭へ 飛び込む やうな 大. ィ， デ— を 追. -に 製造した いもの だと 思って 吾る の だか ^ 


ら、 さう 見限らないで 大に御 批評 を 願 ひます つ 

一 一三 日 前 隣の 友 枝さん が 遊びに 来て いろく 世間話 をした 末に 次の やうな 話が 出た。 

友 一 小 宮君は 時. -來 ます か」 

寺 「此頃 はしば らく 来ません が 二三 日前會 ひました」 

友 「小 宫君は 今 何處へ 行って 居ます か」  . 

寺 一慶 應と 海軍 大學 と、 それから たしか 此頃 阿部次郎 さんの 補欠で 法 政へ も 行って 居る でし や 

う」 

友 「何處 かもつと 外の 學校 …； 尤も 地方へ は 行かない でし やうが、 東京の i 例へ は 高等 擧校 

とかさう いふ 處へ 行く 氣は ないで しゃう か」 

寺 「さあ、 …； 行かない 事 もないで しゃうな あ …… 」 

友 「 …… 」 

寺 「 …… 。 大學 など はどうで しゃう。 ？」 

友 「さう …… 僕 もさう 思って るんだ が、 何しろ 上田 君が、 羅馬 法皇 式に やって 居 るんで ねえ、 

…… どうも 工合が 惡 いが …… 。 併し 上田 君に 今度 兎に角 話して 見 まし やう」 

こんな 會 話が ありました。 終の 「話して 見 まし やう」 は 余り H ム フ ァ チックではなかった が、 

鬼に 角 さう いふ 話 をし ました。 東北の 事 は 話して い、 か惡 いか 分らない ので 全然と ぼけて 居た の 

で 少し 友 枝さん には惡 いやうな 氣 がした。 或は 話した 方が よかった かも 知れない と 思ったり して 

居ます。 比れ も 一 つの data として 御 報 致します。 
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僕 は痔が 久し振りで おこって 痛む、 そのせ いだか 或は 胃の せいだが 頭が 惡 くて 寒氣 がして 今日 

は 何 をす る氣カ もな い、 い つ その 事 出た 方が まだ い i と 思って 例の 通 神 田 へ 行ったら 神 保 町で 森 

田 草 平氏に 出く はした、 隨分 久しぶりだった のでし ばらく 立 止って 話した。 妙な もので 僕 は 森 田 

君と はさう 親しみ はない の だけれ 共、 久 立て 森 田 君の 顏を 見る と、 先生の 在世の 時分の 事が 急に 

浮んで 来る やうな 氣 がした、 そして 森 田 君の モジャ くした あごひげ や、 前齒の 不整な 處 などが 

此上も なくなつ かし いものに 思 はれました。 此れから 九日 會へ なるべく 出 やうと 思 ひながら 歸っ 

て 来た。 

どうも いろんな 用事 (尤も みんな 勝手な) が 山積して 一 つも 片付かない やうで 氣 がいら くし 

て 閉口して 居ます。 少し 神経が 尖んがって 居る らしい いつ 迄 も 悟り 切れなくて 困った もので あ 

ります。 僕 は 一 生 則 私 去 天で 終り さう です、 

其內御 來駕を 仰ぎ 度と 存じます 草ぶ 

五月 十八 日 〔； S 筒 裏に 「五月 十九：：：：！」 と あり〕  {.e;  彥 

豐隆 大人 玉 案下 

六 三 五 

五月 二十 二 B 月 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 高嶺 俊 夫 氏へ 〔封筒た し〕 

先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 今日 石 原 君から 御手 紙 を 廻して 頂き 拜見 致しました 

それ は 扨て 置き 此 度の 御 授賞 當然の 事で はあり ますが 御目出度う 御 坐い ました、 小生 も 當日列 
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席 致 度と 思 つて 居ました が 少しから だの 工合が 惡 くて 失禮 致し ました 

其 後 御 健康 いくらか 御宜敷 さう で 大慶と 存じます が 今 は 一 番 いけない 時候と 思 ひます からどう 

か 御 自愛 專 一 に 存じます、 

御 研究の 問題の 事 は 小生の 不案內 な 事ば かりて 一 向 何とも 屮 上げる だけの 付 料 もありません、 

殊に 近頃の 新しい 文献 を さつば り 見ない もの だから 猶更 だめで 御 坐い ます。 尤も 或は 其方が 突飛 

な 事 をい ふに は 都合が い、 かも 知れません が、 近頃 は 其の 突飛 說を 出す だけの 元氣 もない 位で 甚 

だ 心細い 次第であります。 

小生 は 一 体ゾ ム マフ H ルド の 考が余 りァ ー チ フ ィ シ ァ ル に 思 はれて 困ります。 尤も 事實に 都么ロ 

のい、 處が あるの を 見る と forsal に は truth を 含んで 居る でし やうが、 あしな 虱に 考 へな ハ で 

何 とかなら ない もの かと 考 へて 居ます が 扱て 其の 「なんとか」 が 中ぶ 六 かしい ので 困ります。 ^ 

し Bohr や sosm 等の 考の 如何に 不拘 原子の 電氣的 構造 は 疑 もない 事で しゃう から、 其れ を 探 

求す る 實驗家 は 隨分樂 しみの 多い 見込の 多い 地位に ある ものと 思 はれます。 それで 私に 云 はせ- 5- 

ば 實驗家 は いろんな Theory なんか は、 ほんの 實驗 進行 上の Hint を 得る 道具 位な つもりで、 

どし くいろ くやって 見る 事 を 希望して 居る の で 御 坐い ます。 此れ はちと 乱暴 論です が 實際は 

そんな もので はないで しゃう か、 aohr や Soip 氏 自身 も 其 位の 考 ではないで しゃう か  . 

或る Spectr 線の 出現が purely に電氣 的が 磁氣的 かとい ふ 事 は 中- -六 かしい 事と 存じます、 

小生 も 前に 少しば かりやった Spark の 光りの 分配な どから 考 へても 御手 紙に ある やうな field 

のへ テロ ヂ H  二 ュ イチ， 'とい ふ 事 を 强く思 はされ ます。 例へ は darlc  space の やうな、 Average 
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にはュ 二 フォ— ムな field でも ィ ン スタン テ ニァス には必 しも さ うぢ や ある ま いとい ふ氣 がし て 

困ります。 もし 光の 全强 度な どから 原子 中で 發 光して 居る もの . ^數の ％ でも 計算す る 道が つけば 

此の 疑問の 解决に いくらか 近づき はしな， いかと 思 ふが 如何で しゃう 

それから 此れ も 盲 蛇に ぉぢす 的の 考 です がリ ュ ミ 二 ス セ ゾ ス の狀 態に ある ガスに 横腹から 非常 

に hlk-lrsp な 種ぶな 光 を あて、 見る 事、 此れ は 無論 共鳴 スペクトル などの 現象 はあって も。 そん 

な 事 以外に 未知の 影響 は 見付からな いもので しゃう か、 なんだか あつ て もよ さ 、うな 氣 がします 

が 如何な もので しゃう。 殊に 光に よって 化學 作用に 影響され る やうな gas、 例へ は U など だと 何 

か あり はしない かと 思 はれます が、 どうで しゃう。 尤も 此の方 は 一番 外の valency  dec.troll だ 

けの 影響 かもしれ ません が」 

此れ は 余談です が、 一 休電 場 や 磁場で は化擧 作用が 多少 ァフ H クト されても よさき つな 氣 もし 

ますが さう いふ 方面の 研究の あった 事 を 余り 見かけない やうに 思 ひます が 如何で しゃう、 此れ も 

無鉄砲な 忘 想で はあり まし やうが、 しかし 多少 考 へて 見る 價 はあり はしない かと 思 ひます、 高敎 

を 仰ぎます 

右 不取敢 の 出たら め 論 を 申 上げます、 なほよ く考へ て 見まして 何 か 別に いくらか ましな 考 でも 

出たら、 又 遠慮なく 申 上ぜる 事に 致し まし やう。 灰 吹から 大蛇の 出る 事 も あるから 小生の 駄法螺 

でも 何 かの 御 笑 草に はなる かも 知れない とい ふ 積り で 申 上げます、 御 一 笑く 

小生 は 不相變 下手な 油繪を かいて 居る のです が 一 向に 進歩し ません しかし 段 i に 色の 困難が リ 

ァ ライ ズ されて 來る處 に 一種の 科 學的與 味の やうな もの も ある やうに 思 ひます。 それから 面白い ^ 


事に は 手當り 次第に 描いて さへ 居れば、 何 かしら それの 効果が 後に 現 はれて 來る處 も 科學の 研究 

に 似た 處が あると 思つ て 面白く 思つ て 居ます。 それで 何でも やり さ へ すれ は絕對 的の ネガ チ ー ヴ 

ゥ オア ク とい ふ もの はない もの だとい ふ 事 を 感じさせられます。 何でも 搆 はんから やる、 やるな 

ら やれる 處迄 突きつ める. 0 いふ 事が 一 番 面白く も あれ は 有意義で も あり 又 功利的に 見ても 上策 だ 

とい ふ、 可也 平凡な 眞理を 此の 鎗 のい たづら から も考 へました、 尤も 此んな 事を考 へながら 畫ぃ 

て 居る から 输 はま づ いに きまって 居ます、 好 笑 

右 御 返事 旁 駄辯を 弄 しまし た 御 寛容 を 祈 る 

<  小り 御勉强 をな さらす 御 養生 專 一に 願 ひます 草ぶ 

五月 廿 二日  寺 田 拜 

高 嶺學兄 

六 il 一六 

五月 二十 八日 B 本 鄉區駒 込^ 町 ニー 一より 高嶺 伎 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました 

フランク 氏の 論文 御 示し 難 有う 御 坐い ました、 暫時 拜借 熟讀致 度と 存じます、 昨今 少し 色ぶ ゴ 

タく用事に追はれて居ますからそれがル付ぃて拜見する事に致度-^^存じて居ます、 

近頃 サ ッパ リ雜誌 を 見ない ものです からどう も 時代お くれになる やうな 氣 もす るし、 又 或は 雜 

誌 を 見て 不断 ハ ラ/ \ す るより は 却つ て い 、やうな 氣 もします、 此れ は 少し 負惜しみ かも 知れ ま 
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せん 

其內 御上 京の 節 は 御 立 寄 を 願 ひます、 いろ/^ 御高 說を伺 度と 樂 しみ 居ります 

御 養生 專 一 に 願 ひます 不盡 

五月 廿八 日夜  寺田拜 

高 嶺， 舉 兄 

二 仲 來 二日の 數 物に 少し 珍奇な、 大陽黑 点 週期の 說 明に 關 する ス べキュ レ ー シ ヨン を 出し 

ます、 印刷に なったら 御 笑 草に はなる かも 知れません 

六 三 七 

五月 二十 九日 月 午前 (以. ト 不明.) 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一より 富 山 縣福野 町 五島 寬平 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 

油 はかくに は 描いて 居ます が 一つ も C1 クな もの はなく とても 御 目に かける やうな もの はあり 

ません が、 或は 却つ て 其の まづ い 處が御 慰みになる かと 存じます から 其內 どれ か 撰んで 差 出し ま 

しゃう 

いっか 御預 りの 畫帖も 其 後 さっぱり 毛筆 畫の 興味が 起らない ので 其 儘に なって 居ました が此頃 

少し 又氣が 向き かけました から 其內に 一 つ 試みて 見 度と 存じて 居ます 此れ も 御 笑 草に はなる 事と 

存じます 

右 御 返事 迄 草 M 
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五月 廿八 n=  寺 田寅彥 

五 島樣 

六-一八 

六月 六日 火 • 午前 九 時— 十 t- 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

先日 は失禮 しました、 あの 晚は 例に より 熟眠、 翌日 は 例の サン スポット 首尾よく 吐き出し セィ 

くしました、 別に 反 對論も 出す 先づく ー說に はなる 事と 存じます、 其 翌日 は 叉上大 崎に 居る 

同鄕の 友人から 呼ばれて 朝から 夕方 迄 過ごし、 今日は 又 朝から 擧校、 夕方 歸宅、 今め し をく つて 

やっと 寬 いだ 氣 持に なった 處 です、 畢竞 胃の 工合が い 、ので こんな 事が 出来る やうに なった の だ 

と 思って、 此のむ きが 繽 けばい、 がと 考 へて 居ます。」 上大 崎と いふ 處は 始めて 行って 見た が 中 

M い 、處 です ね、 此間 話した やうな 夢の 生活で も實 現す るに は 至極 恰好の 土地 かも 知れません、 

なにしろ 大きな 屋敷と、 大きな 樹木ば かりで、 それに さ氣の 淸淨な 事が 感じられます、」 平 河 町 

も い，^ し 上大崎 もい、 しかう 浮氣 ばかり 起こして 居て はやり 切れません、 とても 原 槁料ゃ 印稅位 

では 追 付かない、 そうかと 云って 四十 万 も 困る し、 决局 あきらめて、 今夜 は 少し 早くね る 事に し 

まし やう 

六 I  二 九 

六月 十 一 曰 日 や 後 九 時— 卜 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一 〇 八 小官 豐隆氏 へ 〔はがき〕 
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二 枚つ きの 端 i! 難 有く 拜見、 玉 川の 淸遊 羨望の 至りであります、」 今日 も すれば する 用が あ 

りました が、 朝から 少し 頭が 倦怠の 狀 態でした から 晝 前に 家 を 出て 途中で 晝食 をく つて 岩波 君 を 

病院に 尋ねました、 もう ー兩 日で 返 院出來 さうな 話で ありました。 揷畫の 事 を 話して 兎も角も 了 

鮮を 得ました、 他に 來客 もあった ので 余.. - 具体的の 詳しい話 はせ すに 歸 りました。 なるべく 早く 

やらう とい ふだけ の 話で 其の 手 鑌等は 少しも 觸れ ないで 失敬して 來 ました CJ 鬼に 角 此れ迄に な 

つたの だから、 いよく やる 事に 致し まし やう どうか 何分 宜敷御 後見 を 願 ひます」 岩波 君の 馬の 

藝 術に 熱心な のに は 驚いた、 僕 等なら 此れ 切り 馬 はよ すかと 思 ふが 签.- やる 積り らしい c」 此間 

御 話し、 た 地震に 關 する 新 事 實は國 中 五十 四 所に ついて 調べ て 見た がいよ く 確 實と思 はれる の 

で 喜んで 居ます。 此の方 は學說 ゃ假說 でなくて 事實 だから 氣持 がなん となく ちが ひます、 尤も さ 

う い ふ 事實が 分った とこ ろ で 何の 役に立 つ と 聞かれる とガ ッ カリし ます。 

六 四 0 

六月 十七 B  土 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

力き〕 

御 出産 御目出度う、 御 日立ち 如何に 哉 御 加養 專 一と 存じます"」 現今の 日本で は 十 人位 迄 は 先 

づ くさう 多い とい ふ譯 でもありません から 益 i 御 自愛 日本 民族 の 發展の 爲に盡 されん 事 を 祈る 

次第です が、 併し どうも それが 爲に 大兄 迄 夜 安眠が 出来ない やうで は 困る と 存じます、 外の 事な 

ら何か 御手 傅で もしたい 場合 だが どうも 此れば かり は 致 方がない ので 唯 曙 町で 獨り 力瘤を入れて 
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力んで、 氣合 でも かけて 加勢す る 外はありません、」 どうか 少し 學校 でも 休んで 身心 を 休める 事 

を 希望 致します。 かう 暑くなる と 生徒 も 先生が 思 ひがけな く 休む と 喜ぶ だら うと 思 ひます、 此れ 

も 精神 教育の 一端 かと 存じます が 如何で しゃう、」 三十 t{ で 玩具の 地球儀 を 買って 来て 机の 上に 

置いて、 白墨で 地球の 上に 曲線 を 描いて は獨 りで-一 コ くして 喜んで 居る と凉 しい 風が 二階 を 吹 

き 通します」 玩具 屋闩く  r 此頃 地球 は あまり ハヤ リマ セン」 

六 四 一 

六月 十八 B 曰 ャ後ニ 時 I 三 ゆ 本鄕 lEH 駒 込 曙 町 一三よ" 廣島縣 江 £ 島 海軍 兵 學校山 n 生 知 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 追 M 暑さ 相 加 はり 候處御 起居 如何に 哉、 扠て 先年 柳 君と 御調べ の 事項 數物 記事に 印刷す る 

やう 申 上 置候處 都合 上 「學術 研究 會議 報告」 に 掲載 致す 事に なりました から 左 樣不惡 御 承知 願 上 

げ ます」 暑中休暇に は 如何な されます か、 御上 京の 節 は 御 立 寄 を 祈ります 

右 要 事 のみ 草. - 

六月 十八 日 

穴 四 二 

六月 十九 日 月 午後 零時-— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六/ 一  〇 へ 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 *1 拜見、 末の 御子さん が 御病氣 でお 父さんの 苦衷 御 察し 申 上げます、 併し 一時の 御 事で 御 

仕 合せでした、 どうか 此上御 加養 を 祈ります、 又 御 自愛 專 一に 祈ります」 「女性」 難有拜 見、 御 
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作 は 甚だ 痛快な 齒 切れの い、 もので ス ー ッと 溜飲の 下がる 淸凉劑 であります、 白 村 先生 あたりに 

も 是非 一服の ませる とい、。 此れ も外國 語で 書かなければ 惜しい もの、 一 つ だと 思 ひます」 「筆 

記」 昨夜 直して 今朝 師に 廻し ました。 丁度の 場合で 君 も 隨分御 困りだった らうが 城 君も闲 つたと 

見えて 筆記 は來 ぬかく と何處 となく 電話が か、 りました」 第 六 回 を 見る と 寅の 鼻息が 中ぶ 荒く 

て 流石の 蓬 里 雨が いろく 伺 ひ を 立てたり して 居る ので 讀んで 居る と噴鈸 する 箇所が 所よ ある。 

しかし 今更 仕方がな いから —— 叉 此れ も 御 愛嬌で しゃう から 思 切り 鼻息 を强 くして 置きました、 

不惡 御了承 忘 語 罪 御 宥恕を 願 ひます。 なんなら もう 一 度 御 校正 を 願 ひます， 一 今朝 は 此れから 學校 

へ 出かけます、 天 氣が此 通りで 氣が つまって 何 をす るの も 能率が 惡 くて 困ります、 宅に 病人の あ 

るので は猶更 いや だら うと 御 察し 申します。 御 自愛 專 一 、 

六 四 三 

穴 月 二十 九 曰 木 午前 十 時—， r 一  時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町 六/ 一  小宮 肇隆氏 へ 

〔はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 致しました。 其 後 御 病人 は 如何です か、 御 出生 後の 御 日立ち 宜敷 哉、 御 加養 專 

一 と 存じます。」 飴の 中から 寺 田寅彥 がせり 出して くるの を 小 宮豐隆 が 子で かき交ぜて 居る 図 

など は 甚だ 奇抜な もので あらう と 思 ひます、 思 ふに 此れ は寅亲 の 著 »1 が 犬に 賣れて 三百 版 を 超過 

する 前兆 だら うと 判断して 居ます.」 岩波 君が 來て 例の 鎗を 取り出して 見た 處 がどう も あの 日本 畫 

の やうな ものが あまり 拙い ので 少し 氣が ひけました。 もう 少しい、 のが ある 害 だから 其 等 を搜し S 


出しても ぅー邊 見て 貰ぎ 度くな りました、 どうも 難 產で產 婆 役 も 厄介で しゃう が、 まあく 夢に g 

砂^^鍋をまぜ る の だと 思 つ て 御 寛容 を 願 ひ 度 い と 存じます。」 僕 も 大陽黑 点 を 鍋に 人れ て 毎日 力 

き 廻して 居る のです が 中から 色々 の 不思議な ものが せり 出して 來 るので、 ま づ此夏 一 杯 位 は 一 生 

懸命で 此鍋を まぜて 見る 積り で 居ります。」 時事 新報に 僕の 名前が 引き合 ひに 出て、 しかも 例に 

より の 云 ひもし な い 事が 云った やうて 出て 居る さう です が 未だつ い 見ません。 何しろ みんな 沈 

默を 守って 一 向 ディ スクッ ショ ンを しないの だから 僕の やうな もので も 何 か 云 はなければ 日本の 

物 里 學は ts^ つて 居る 事になります。 どうもとんだ 御 奉公であります C, 一  あの 夢 はどう も 傑作 だ 力 

らー つ 「無題， 一 にで も 書く とい ゝん だが、 しかし 名前 を か、 ない と 面白くな いし、 書かれる と 本 

人が 少し 困る、 

六 四 四 

七 nr 四日 火 午後 二 時 I 一一 一時 本鄕 . Ml 駒 込^ 町；； 一： より 赤 坂. m 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮費隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御^いました、 東北の 問題 は 君の 知らぬ 間に 矢 張 進行して 居た ものと 見えます、 

どうも 少生 も 甚だ 取捨に 迷 つて 居 るが 兎も角も 肉親 の 方. -に 御 相談 又 惡友 の 方面 に も 御 相談が 宣 

敷と 存じます。 小生な どは惡 友と 親類との 混合物の やうな もので 思 ひ 切った 意見が 述べられない。 

しかしよ くく 考へ て 見る と 止める 方の 意見の 奥に は储に 自分勝手が は ひって 居る やうな 氣 もす 

る、 遊び相手に 逃げられる 淋し さが 手 傅って 居る やうな 氣 がする。 少 くも 止めない 方が 正 當のゃ 

うに 思 ひます。 此に 一又して 東北の.^ の 立場に なって 考 へ て 見る と 此れ は大 にす、 めなければ なら 
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ないやう に 田 A ふ、 どうも 其方が 公明正大な 考 らしく 思 はれて 來る。 兎も角も 君の 氣が 向き さへ す 

れば 小生 は决 して 止めません、」 いづれ 近日 御 目に か、 つて 申 上げ まし やう CJ 筆記 拜受 どうも 

此れに も 困った ものであります。 自分の 云った 事が ちがつ て そして 尤もらしく なって 居る のな ど 

は、 どう 直して い、 かサッ パリ 分らな く.,^ つて 長大息し てし まひます。」 今朝の 朝日の 靑纷筆 だ 

かに ある、 ひやかし は土岐 君の い たづら であります。 某雜誌 社と ある は 朝日 學藝 部の 事で a  — マ 

字 (週刊の ) 文の 槁料 につ いてあった 事でした。 トン ダ 所で ャ ラレ マシタ 

六 四 五 

七月 四 B 火 午後 七 時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 *m 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき. 一 

いっか 古い 書物の 市場で ケムプ へ ルの 書物 を 見て 此れ は 面白い もの だと 思った、 又 其の 禅晝が 

頗る 面白い ものであった のでし きりに 涎 を 流して 低徊して 見た が 何しろ 御 俯 段が 當 時の 募 口の 內 

的狀 態に 適應 しなかった 爲に 退却して しま ひました。 此れ はもう 十 年 も 前の 事で ありました。 今 

日の 手紙の 御 話しの は 其の 本 だか 或は 譯本 だか、 鬼に 角 今度 是非 拜 見させて 頂き まし やう。」 腿 

部に 疗が 出来て 御 困りの 由、 さう いふ 腫物 は 存外 厄介な のが あるから、 い k 醫者に 見せて 御 養生 

を 願 ひ 度い と 思 ひます。 私の 學 校の 方の 人で ^ が 脚部へ 出来て 居る 人が あります がそれ はなん 

でも 糖尿病 かなん かと 連關 した もので、 當 人に は 知らして ない が 中- 介な もので 治療 困難な と 

の 話であります。 君の は 大丈夫で しゃう が、 そんな 話 も ある 位 だから、 腫物で もどう か 大事 を 取 

る やうに 願 度と 思 ひます」 八月 号の 雜 誌へ 短 かいもの を 四つば かり かきました、 どぅもハ^^ぇ唯の § 


原槁 かきに なるや ケで氣 持が 惡 いが、 惡緣で どうも 致 方が ありません。 解改と 明星と 學藝 と科學 

知識と で いづれ もつ まりません 

六 四 六 

七月 二十日 木 午前 十 時— 十一 昨 本 鄕ー岐 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宫璺隆 氏へ 〔は 

がき 表の 住所に 「本鄕 曙の s,:」 と あり〕 

先日 は 御 邪魔、 いろく 御 厄介 を かけて 相濟 みません、 御藤 様で 愉快な 一 日を途 りました。 歸 

りに 獨り 二階から 眺めて 居る うちに、 何！^ か 少し 淋しい やうな 心 持が した、 君が 西洋へ 行って、 

. それから 又 北國へ でも 行く 事になる と、 此の 一 一階から. かう して 眺める の ももう 幾 回 位 あるかと い 

ふやうな 氣 がした のでした、 御 一 笑く」 翌日 は津田 君が 誘 ひに 來て 蒹葭 堂の 展覽會 を 見に 行つ 

た そして 第 一 相互 生命の 樓 上で 御馳走に なって 屋上庭園で 凉ん だ、 あすこ は 一 寸 大き ゅ濂 船の デ 

ツキの やうた 感じの する 處 です、 實際品 川 沖から Sea  breeze が 吹いて 來て 日蔽の 布が あほる し- 

沖の 空の 接 雲が 欄の 上に 見えて 何となく そんな 心 持が します」 それから も 人が 来たり、 出かけた 

り 原槁を かいたり でつ いく 御無沙汰し ました、」 かう 暑くなる と 何事に も 根氣が なくなって、 

少し 何 かする とス ッ カリ 草臥れて しま ふ。」 御 歸鄕前 御 暇が あったら. f う 一 度 位 御 來遊を 願 はれ 

ます ま. S 力 

七月 廿日 
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穴 四 七 

七月 二十 五日 火 午後 五 時— 六 時 本鄉. お 駒 込^ 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小せ：： 璺隆 氏へ 〔は 

が き〕 

御 端 を 難 有う 御 坐い ました、」 小生 も 暑さに 閉口して 居ます が 勉めて 何 かする 事に して 居る、 

檎 でも かき 出す と 暑さ を 忘れる が、 しかし やり 始める 迄が おっくうで つい ゴ ロ/\.> してし まふ 事 

も 多い」 學藝の 拙著 を 讀んで 下さって 難 有う、 さう いふ 風に 味 はって 下さる と 何より 難 有い。 專 

門學の 方で は 智識の 方 だけし か 見て くれません からどう も 張 合がない」 例の 本 も ぼつく 整理し 

て 居ます が、 どうも 此れ は 面白くない 仕事な のでつ い 怠り 勝で 中ぶ 進行し ません。 大變に 出來不 

出来が ある 事が 今 見る と隨 分よ く 分る。 そして 君の 批評が 今頃 本當に 分つ て來る やうな 氣 がして 

居ます。」 其 內に何 か 一 つま 曰いて 下さる やうに 御 願し ます， 一 

「電車の 混雜に 就て」 は 余り 面白く も 出来なくて 唯の 數 理論に なって しま ひました。 此れ は 暑 

さの 時分 わざく 讀んで 頂く の も 八 水り 御 氣の 毒です し 期日 も 近より ましたから、 其 儘 岩波へ 途っ 

てお きました。」 中央 公論の 何月 号だった か 例の 新聞 廢 止の 實驗を 載せた の を 切り 拔か うと 思つ 

て 捜して 見ても 一 寸見當 りません が 若し や 貴兄の 方へ 行って 居ますまい か、 失禮 だが もし 行って 

行たら、 今度 御 出の 節に 御 面倒 を 願 はれますまい か」 今度 君が 來 ると ハ 、 ァ とうく やった なと 

云って 笑 はれる 事が 一 つあります、 此れ は 其 時の 御 笑 草に そってして 置きます、 
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六 四 八 

七月 三十 一日 月 午後 一時 I  ニ^ 本鄉 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂- 11： 靑. E 南 町 六 ノー  o へ 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

かき〕 

先日 新聞 を 見て 居たら 青山 六ノ 一  〇 八に 赤痢 患者が 出た とあった、 それから 叉數日 後に 地下 電 

線が 漏電して 馬 を 驚かした 記事が あった、 なんだか 少し Kreignis が 多い やう だと 思って 居たら 

大兄が 胃險 的な scene を 上演され たとい ふ 端 書が 來た、 此れで 三つに 足りた から 先づ 安心し まし 

た」 此ニ 三日の 暑さに は 少し 閉口し ましたが、 それでも 毎日 午前 は 仕事 をして、 日盛りに 一寸 神 

田邊迄 電車です みに 行つ て歸っ て繪を かいて、 夜 は切拔 きの 訂正な ど を やる と 云った やうな 譯 

で 存外 元氣 であります」 一 番 暑い 時刻に は 却て 空いた電車で 走つ て 居る のが 一 番す しい やうで 

すが 如何で しゃう。」 節約 デ ー など、 いふ ものが 氣に 人り ません 寧ろ 贅澤デ ー の 必要が ある。 

此次 はさう いふ 題で 一 つ 何 か 書いて 見やう かと 考 へて 居ます。」 僕 は此間 電車の 車掌と トン ダ活 

劇 を 演じました、 此れ は 其 中 又 書いて 何處 かで 一席 伺 ふ 事と 致し やしゃう 0, 一  どうも かうな つて 

はいよ く 僕 も 文士 臭くな ります、 馬鹿な 事 をし て は其耻 爆し を か いて それで 原稿料 をと ると い 

ふ 点で は、 ド ー モ辨鮮 の 余地な しであります、」 其內御 來駕を 待って 居ます 

六 四 九 

八月 一二 曰 木 午前 卜 時 —十一 時 本鄉" R 駒 込 曙 町 ニー 一よ リ福岡 市 新 大工 町 五 二 桑 木-^ 堆氏へ 〔はがき」 
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大變 御無沙汰 致しました、 先日 は 改造 社から 貴 著 御 送り 下さいまして 難 有う 御 坐い ました、 大 

變に 有益で 面白く そし て 特色の ある 御 著と 失禮 ながら 存じました。」 東京 も 矢 張 暑 いけれ 共 無精 

ものに は 結局う ちで 碌. - として 居る のが 一 番ぃ 、ので 何處 へも參 りません、 仕事 も 暑くて ロタな 

事 は 出来ません ので、 今迄 かいた もので む ボッく 集めて 整理して 見て 居ます、 今年 中位に は 本 

になる かも 知れません が 出来たら 御 笑 草に 差 出したい と 思つ て 居ます」 近. -御 上京の 機 はあり ま 

せんか、 どうか 其 節 は 御 立 寄 を 祈ります 

八月 三日 

六 五 0 

八月 三 曰 木 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

新 小說の 分と 思想の も拜見 いづれ もい つもながら 面白く 拜見 しました、 矢 張 天下 一品 だら うと 

思つ てなん だか 僕の 方が 愉快になります， 一 御 出が あるかと 思つ て 心待ちにして 居ます が、 明日 は 

天氣 がい、 と家內 中が 一 曰か へりの 海水浴に 出かける 事に なって 居ます、 金曜 だから 君が ひよ つ 

とすると 見え はしない かと 思 ふけれ 共、 色 M の 都合から 宅の 者 等の 都合で 四日と きめた ので 致 方 

がありません。 尤も 僕 は 行かない けれ 共 誰も 居ない ので は 折角 御 出に なつ て も 何も 接待が 出來ま 

せんから 困ります C 1 それから 五日に は 妙な 御用で 海軍省へ 朝から 出頭に 及ぶ ので 居りません。 

又 八日に は 矢 張 其 用で 撗須賀 まで 行きます ので、 御 出 下さるなら 六日 か 七日の 中 だと 好都合 かと 

思 ひます、」 大變 勝手な 事ば かりだが どうか 惡 しからす 願 ひます 
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六 五一 

八月 四 tn 金 午後 (以下 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

今朝 は 三時から 子供 等が 起きて 騷 いで 五 時 頃から みんな 出て 行った。 あんまり 靜か 過ぎて 淋し 

い 程で 却って 落 付いた 仕事 も鎗も 出来ませんでした。 それから 此間 かき かけて おいた 「序」 を ま 日 

いて 見ました、 どうもう まく 行かない が 兎も角も 御：：： にかけ ます、 御 閑な 時に 見て 頂 度と 存じ ま 

す。 何だか プロ パガン タの やうに なりたがって 書きに くかった。 余程 あっさり 書いた つもり だが 

やつ ぼり 臭い かも 知れません、 遠慮なく 批評して くれ 玉へ、 序 だけ は 奇麗に 行き度いと 思 ひます 

から」 急ぎません から 御 歸鄕の 車の 中で 〔i-〕 も 見て 頂け は大 幸と 存じます。」 原槁は 大抵 整理 

が 出来ました。」 氣が 向いたら 一 つ 何 か 書いて くれ 玉へ」 解放へ 出た つまらな いものが あります 

が 此れ は拜 眉の 節 御 目に かけます。 此 間の 新 小說の 切拔は それ迄 御預り 致します。 

勝手ば かりです みません 余事 拜 眉の 上い ろ/ \屮 上げます 草 i 

. 八月 四日 夜  寅亲 

豐隆様 

六 五 二 

八月 五 B  土 午前 卜 S-— 十一- £- 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 K 早 稻田南 町 七 松岡讓 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 九官鳥 を 難 有う 御 坐い ました あの 中で 「遺言 狀」 は 前に 一 度拜 見した 事が ありまし たが 
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「耳 疣の 歷史」 は 始めて 拜見、 小生 もや はり 色 i の 疣 を もって 生れた 人間な ので 面白く 拜見 する 

事が 出来ました、 

右 乍遲延 御禮迄 草よ  . 

八月 五日 

御 尊 母 樣に宜 敷 御 鳳 聲祈候 

六 五三 

八月 七日 月 午後 二  s-l 三時 本鄕 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 靑 m 南 町 六 ノー  〇 八 小.：； a 豐隆 氏へ 〔はがき 1 

昨日 は失禮 しました、 暑い のに わざ/ \ 御 入來を 願って 何の 風情 もな く、 いつも 手前 味 の 御 

报 舞で 失 鱧 どうか 御 寛容 を 祈ります、」 昨夕 は 中庭の 寢臺で 十一 時 迄す.. -ん で、 寒暖計と 時計 を 

見て は溫 度の 曲線なん か 引いて 見た 位でした 一 度戶を しめてね て 見た もの 、とても 寢られ な い 

からとう/ \ -雨戶 を 明け 放しで ねて しま ひました、 小生の 說 によると 泥棒の 來るプ 口 バ ピリ ティ 

も溫度 の 函數 で 夜間 最低 溫度八 十度以 上で は 零になる かと 思 ひます が、 尤も 此れ は 想像 であり ま 

す。 一 此の 向で 驟雨 も來す 低氣 厂も來 なければ とう/ \ 百度まで 昇り はしない かと 少ぇ 苦になり 

ます しかし 御 役人 達の 事 を 思 ふと 余り 不平 も 云 はれません」 此の ゥンキ に 蒸されて は 昨日 御 話 

しの 大 森の 家で も 嘸 や 暑い 事 だら うと 考 へました」 今日 も 朝から ジリ くと 寒暖計の 水銀が 膨れ 

て 行きます。 見て 居る と、 レ 細くな ります 
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六 五 四 

八月 十五 日 火 午後 二 S-— 一一 一時 本鄉 -311 駒 込 曙 町 ニー 一よ リ； in 縣 京都 郡 犀 川 村 小 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

いよ/ \ 十四日に 御 出 發の事 かと 思 ひます、 十四 R に 僕 は 築地の 造兵廠へ 行きました が、 吹く 

風が 何となく 秋ら しくて 空に は 断 雲 去来して 居た、 君が 箱 极路を 通る 時に 或は 「山 一 杯の 雲の 影」 

を 望見す る 機會が あり はしない かと 思った」 今日は 久し 振で 朝から. 啪が 降つ て 居て 凉 しく 蘇生の 

想 をして 居ます、 庭の 草木の 心 持 を 想像して 居ます」 今 n は 節約. デ— の 第二 回 ださう です。 かう 

だと 知ったら まだ 少し かく 事 かあつた のでした、 惜しい 事 をし ました. 一 電話が 九月から 開始の 由、 

あれ は靑山 局が 本來春 頃に 出來る や；： であった のが H 事の 遲滯で 九月に なった の ださう だから、 加 

人 者から 損害 陪 償の 訴を 起しても い 、かも 知れない。 それ は 鬼に 角 此れ は 甚だ 好都合な 事で あり 

ます。 ブ ン メルの 打合せが 樂 になって フラウの 間に 抗義の 生じる 恐の ないやう につ 、しみ まし や 

う. 一 今日 一 日 位 は 降る かと 思つ て 居たら、 此れ を かいてる 內 にもう R: が 出て 來て トタン の 庇から 

氣が 立って 居る。 

八月 十五 日  - 

六 五 五 

八月 十八 B 金 午後； 時 ー 二 時 本鄉 _M 駒込曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村小宮 豐隆 氏へ _: はがき〕 

御 歸鄕後 御 障りはありません か、， 一 <fr 日 も 同じ 用 向で 築地の 水 交 社と い ふ處 の會議 へ 出ました、 
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海軍 大學の 君の 行かれる 處も 何處か 近所 だら うと 思った が見當 がっかなかった。」 あの 橋 を 渡つ 

た處 にある 銅像が 少し 傾斜した 姿勢 をし て 居る のと そして あの 金屬の 色と がどう も 見る度に 氣に 

なって 困ります が 君 はさう いふ 氣 はしません か」 昨日 岩波 君が 來 てとう/ \ 原槁を 渡して しま ひ 

ました。 先 づ字數 を 勘定して もらって から 組 方の 决定 にか、 る 害であります C  t£ の 方 も 版 屋に當 

つて 見る やうに 賴 みました c」 自序の 方 はもう 少し 考 へて、 それから^！；に跌をか ぃて貰ふ事も 一 

言 書き 添へ たいと 思つ て 居ます」 本の 表紙の 背に は 上部 だけに 貼 紙 をして 活字で 書名 だけ 入れる 

事に しゃう かと 思 ひます、 上下に 貼る の はどう も 少し 休 裁が 惡 いやう に 思 ひます 如何に や 一 御自 

愛 を 祈ります 

八月 十七 日 

六 五六  ， 

八月 二十  一 B 月 午前 時 ー 十 一 時 本 駒 スー曙 町 一 三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 隆氏 へ 〔はがき〕 

御變 りはありません か、 東京 は 晴天つ  > きで 毎日 九十 度 以上です がそれ でも タカが 来る とすつ 

と凉 しくな つて 朝早く 起きて 見る ともう 何處か 秋ら しくな りました、 今月 初旬 頃の やうに 夜中 迄 

蒸 暑い やうな 事はありません C, 一  尾 竹々 坡 等の 八 火會 とかい ふ 日本 畫會の 展覽會 があって、 見 ま 

したが、 獨逸 表現 派 を そっくり 其儘眞 似した のがい くつ もあって 大に 驚かされました。 西洋. iPi が 

そり か へ つ て 倒れ か \ つた やうな 風景 もあります、 其 外 何とも 形容 の 見つからな いやうな 奇妙 

な 镜が澤 山 ありました、 今年の 帝展 ゃ院展 にも 此向 では 屹度 表現 派が 出現す るで しゃう」 此間電 M 


車の 乘 りかへの 序に 一寸 R 比ハ介 公園 を观 いたら 秋草が 大變 奇麗だった から、 いっか 朝早く 起きて 

, お 生に 行きたい と 思つ て 居る がいつ でも 寢坊 する から 駄目になります」 今年 は 庭の 楓の 樹幹に 虫 

が 山 食 ひ 込んで とう/ \ 一本 枯らして しま ひました、 今に 枯れ はしない かと 思 ひながら、 面倒 

だから 驅虫法 を 研究し ないで 其 儘に して ありました」 ジゥシ マ ッが 玉子 を 二つ 生んだ が 生みつ 放 

して 孵化し やうと しない。 此れ は 犬に 意味の ある 事 だ. らうと 考へ て 居ます 

六 五 七 

八月 二十 IB 月 午前 卜^— 十一 トむ 本鄕 -賊 駒 込 曙 町 一三より 鞠町區 海軍 竹 艦 政 本部 第 六部 花 島 孝 一氏へ 

〔はがき〕 

謹欣： ：、 先日 は失禮 致しました。 扠て 次の 會合は 何日でした か、 ついぼん やりして 居て、 最後の 

决定 した 日 をた しかめませんでした、 御 面倒ながら 御知らせ 下さいません か、 御 願 ひ 致します， 一 

乍 序 あの 後、 瓦斯の 洩れる 速度に 關 する 計算と それから、 屋根裏に 於け る 瓦斯 密度の 推算と を や 

つ て 見ました。 もし 次 會で御 差 支へ がなかったら 御 話し " て 御意 見 を 伺 ひ 度い と 思つ て 居ます、 

問題 の 群决に 多少の 參考 になる かと 思 はれます」 

余事 拜 眉の 上 草 i 

八月 廿  一 R 

， ト. I  ,    .[  ！  t  . 1 
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八月 二十 III 日 水 午後 七 時； ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 豐隆 氏へ 〔はがき」 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、」 颱風が 土 佐 沖から 北上 するとい ふ 報知が 來 たから 都合に よると 

あなたの 方 も 少し 暴れる ので はない かと 思 ひます、 東京 は其餘 波の やうな もので 驟雨 性の 雨が 時 

i 來襲、 今夜 は 少し は凉 しくな り まし だ、 君が 歸 省され て 以來は 蒸 暑い 夜が 多くて 夜 は 殆んど 端 

0 一  つかく 元氣 がない 程 疲れて、 唯 中庭へ 出した 籐椅子に ねた 切りで 十 時 十 一 時 頃 迄 星と 天の河 

を 眺めました， 一 いよく 御 進發の 事に 决定の 由、 いよく さう きまれば 此上 もない 大慶の 事で あ 

ると 思 ひます、 犬に 期待すべき 事が 澤 山に 考 へられます、 御 歸京後 色. -御話 致し まし やう ピ 明 

日 は 又 海軍の 御用で 水 交 社へ 出かけます。 此れから は當分 此の方の 計算 やら 實驗 やらに 少 しづ " 

關係 しなければ ならない かも 知れません。 君が まだし ばらく は 築地へ 行く の だと 晝飯 でも 一 處に 

なる 機會が ありさうな 氣 がして 居ます」 津田 君の 畫 食の 畫が 出来て 來 ました、 津田 君の 畫窒は 出 

来ても 僕の 田舍家 はま だいつ の 事 だか 見當 がっかない。 大工が モノ ボリ ー を やって 居て、 それが 

他の 工事に 忙しくて 未だ 見積もよ こしません、 或は 珍妙な 家で 見積りが 出来なくて 打つ ちゃら か 

して 居る ので はない かと も 疑 はれます。 一 層の 事 藁屋根の 百姓家に でもして しま はう かと 考へ て 

居ます、 名案 はありますまい か」 いつ 頃御歸 京です か、 東京 ももう そろ/ \凉 しくな り まし やう 

六 五 九 

八月 二十 六日 土 午後 一時 I  二 時 本鄉區駒込曙町 一 三ょり福岡縣京都郡犀川村小^:,=豊隆氏 へ 〔はがき〕 

次回の 題 
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h 曼珠沙華 あっけら かんと 道の端 

9 一  盛り 崩す 基石 の 音 の 夜寒し 

3: 檔螂の 何 を 以て か 立腹す 

阿蘇 內牧溫 泉 

4 秋. g や 杉の 枯葉 をく ベる 音 

^ 釣瓶 切れて 井 戶を舰 くや 今朝の 秋 

へ ra 理講舌 

fi. かしこまる 膝の あたりや そ、 ろ 寒 

物理 窒 

L し 南窓に寫眞を燒くゃ赤^^艇 

前書 ありて 

迎火を 焚いて 誰 待つ 紀の 羽織 

9. 肩に 來て 人な つかし や 赤蟒艇 

5 秋の 江に 打ち込む 杭の 響 哉 


(一 一八) 

(一 一九) 

(三 〇) 

(三. 一 ) 

(三 一 一) 


一) 


(三 二) 

(四 三) 

( ク ) 

( ク -) 


ついう 〔つ〕 かりして 居て 選 句 をす るの を 忘れて 居ました」 もう そろく 御 歸りも 近くな つたし 

屆く かどう か 分らない が、 もし 届けば 潔 車中の 時間つ ぶしの 種になる と 思って I りします. 一 今 

！ らし ナ S 京し かし 其爲 かき 胃の 酸が 增 して 来ました」 ず 木版 屋が來 て 相 淡し まし 
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た、 どうにか 出来そう であります」 

八月 廿 六日 

六 六 0 

八月 二十 六 B  土 午後 二 時— 一一 一時 本鄕 -tel 駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 ("：^ 週 = ^降 氏へ 〔はがき」 

今朝 選 句 をして、 それから、 そろ/ \ 全集の 方 を 調べて 見て 初めて 氣 がっくと、 あの 「肩に 來 

て 一 の 句 は 僕の 鮮釋が 大分ち がって 居た し、 それから 君の 事 を リファ ー した 先生の 前書 も あるし 

する から 此れ はやめて 「怫性 は 白き 桔梗に こそ あらめ」 にしゃう かと 思 ひます C. 一  どうも 雜忽で 

ありました、 僕 は あの 句 は 何とい ふ 事な しに 先生が 未だ 修善 寺に 居る 內に 作った もので 他の^ 艇 

の 句と 同時の もの だと 思 ひ。 又 先生が 再生の 喜びから 自身で 人懐かし い 感じ を 現 はした もの 、や 

うな 氣 がして 居て。 あの 日記の 事 を 忘れて 居ました、 此れ も 甚だす まない 事で あつたが 御 寛容 を 

願 ひます 一 それから 一. 迎火 や」 の 句 も 全集の 四十 三年の 處には 見付かりません、 まだ 充分 外の 處 

を 調べた 譯 ではありません が、 もし 出 處を御 記 臆なら ば 豫め御 示 敎を願 ひます。」 やっと 日 力 比 

て ^て 風が m: いで 來 ましたが 其 代り 又 蒸 暑くな りさう です。 中庭の 芙蓉 を かき かけて あつん グカ 

i 風で メ チヤく になり ました、 しかし 大した 風ではなかった から 何處 にも 家屋の 損害はなかった 

らうと 思 ひます、 

八月 廿 六日 午後 


521 


六 六 一 

九月 二日 土 午後 七 時— 八 時 本鄕 駒 ス 一 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 ぺ小 {R; 豊隆 氏へ r はがき〕 

御 無事 御歸 京の 由、 御？ S 守 中に も御變 りはありませんでした か 其 內に御 伺 ひ 致します」 先達て 

御國 許の 方へ 研究 句の 選んだ の を 御 送りし ましたが 行 違った かも 知れません、 もし まだ 着かな か 

つたなら もう 一 度 御 通知 致し まし やう、 今度の 會は 八日だった と 思 ひます」 電話 未だの 由 御 役所 

などの 仕事 は 大概 そんな もの かと 思 ひます が、 それにしても あまり ひど 過ぎます。」 僕は咋 日の 

朝 五 時から 出かけて 日 比 谷へ 行って 秋草 を寫 生し やうと 思ったら、 閑人が 大勢 ぞ ろく 散歩して 

居て 却って R 中より 仕 末が 惡 いので、 やめて 東京 驛へ 行って 京濱 電車に のった、 そして あてす つ 

ぼう に 鶴 見 驛迄行 つて 山へ 上つ 〔て 〕 見 たが 都合の い、 處 がない、 それから 総 持 寺と い ふ 御寺 へ は 

ひって 見た、 實に 感じの 悪い 御寺で あきれ かへ つてし まひました、 實に 豪奢 を 極めた もので 大に 

奮慨 しました。 寺內を 見渡した 所が 何となく あの ケムプ へ ルの 本に ある 淸水 寺の やうな 感じが あ 

ります。 妙な 紀念 碑な どが 無闇に ft えて 居る 處も 奇觀 であります。 閉口して 何も 描かす に歸 つて 

來 てガッ カリした」 その内 御 邪魔に 參上 致します 

穴 六 二 

九月 一 二日 日 午前 十 時 ー 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 廣島縣 江 E 鳥 海軍 兵 學校山 n  A 知 氏へ 〔； 4 製 は 

がき 二 菜〕 
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御手 紙と 別封 書類 唯今 落掌 致しました。 一通り 拜見 致し ましたが 大變に 面白い と 存じます。 吳 

のァの 計算 は あれで 大 休，；； 敷と 存じます がコ 一一 ャの 方の？ は兩 方が Closed の 場合 故 2 ぐ vi//、 

を 使 はなければ ならぬ 故 あの 半分 即ち 16m と 32 になります。 此の 場合 は 多分 zoo^ の やうな 

場合に 小生の 計算した 式が 當 はまる かも， 知れません。」 深さと 回數 との 曲線 は 新しい と 存じます、 

此れに つ いて は 面白い 議論が 出来る かも 知れません CJ 風との 關係は 出来るだけ 詳敷 調べ 度い と 

思 ひます から、 出来るなら レコ ー ド 全体につ いて、 風速 風向 兩方共 かいて 比較して 見たい もの だ 

と 思 ひます。 しかし 先づ 第一 着と して 暴風 前後の を 調べ、 次に 平日に 及ぼす も 可と 存じます 暴風 

の 時に 急に レヴヱ ルの 上る の は 御說の やうな 場合が 多い 事 は事實 です が、 又 wave でな く 急に 上 

る 事 もあります 其 著しい 例 は、 紀要の 論文の JPL.  JLX. にあり ますから 御覽 下さい (本文の^ 

頁 以下 も 御 讀み願 ひます)」 コ 一一 ャの 場合に は 紀要の S 頁 以下の 計算 方法 を應 用して 見たら い、 

かと 思 ひます、 此の 本に は OO の 場合と |0 の 場合と 1^ の 場合と が 計算して あります が。 最 

後に 断って ある 通り fu^ の 場合 も 同じ やうに して 計算 出來、 それから r が 二種 出来ます、 やつ 

て 見て 下さい。 吃 度う まく 行ける と 思 ひます。 M の 場合 は 未た 例がない から 面白いで しゃ 

う C, 一  あと は 追 立に 申 上げます」 意外に 面白くな りさう ですから、 なほ/^ つ いて 御調べ を 願 

ひます c」 コ 二 ァ の 記 錄の例 一 ニニ 摸寫 したの を拜 見したい かと 思 ひます。 

全 事後 便 

九月 一日 
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六 六 三 

九月 六 曰 水 ャ前卜 時 ー 十 一 時 本鄉. to: 駒 込 曙 町 一 一一； より 赤 坂" ail 靑山南 町人 ノ 一  〇< "小 {«;雎《； 隆氏 へ 〔はがき〕 

昨日 はどう も 色. - 御馳走に なりまして 難 有う 御 坐い ました。 隨分 よく 遊んで ボテ ンシャ ルエナ 

—ヂ ー を蓄 へました。 今日 も 又 何處か へ 出かけ やう かと 思って 居る と 電話が 掛かって 來て深 川 へ 

集され ました。 途中で どうも 咽 が 乾いて しゃう がない から n 本 橋で 下車 白木屋へ 上って アイ 

スク 〔リ〕 —ムを 食って、 それから 父 冷たい 紅茶へ アイス ク 〔リ〕 —ムを 入れた の を-^ んで C 大兄の 

指導に 準據 して)、 弁當に サン ト井 ツチ を 仕入れて そうして やっと ZZ 的 地に 行きました」 歸 りに 

電車 を；^ ちながら 何. か考 へて 居る 內に 昨日の， 話の 「タヲ く」 とい ふ 形容の 言葉 を 思 ひ 出した。 

いろ/、 考 へて 見た が、 あれ は柔 かに 橈む 意味が あるら しい。 俗曲の 「柳た よく 風 次第」 の 「た 

よく  ！ や 「溺 やか」 「た を やめ」 などの 「た を」 も 似た もので ないかと いふ 附會 說を考 へました。 

御 叱正 を：， 乙 ふ，」 「思想 一 の槁料 は內務 よりの 前^ を弁愤 して 忽ち 烏 有に 歸し寂 家 一の 感が あつたが 

今 n 公論より 入資 蘇生の 想 をな す、 仉し 此れ もやが て 雲 消-霧， 散す る。 どうも •：！； おい 癖が つきました。 

かうな ると 中ぶ 容易に 正業に 復 する 事の 困難 を 感じます CJ それで は 明 後 n 义御 E にか、 り ま 

す。」 武藤喜 一郎さん の 夫人が なくなりお した、 

六 六 四 

九月 十一 曰 月 午前 九 時 —卜^ 本鄕.^£駒込曙町 一 一一 一よ リ赤 坂^ 靑山南 町」，/  . つべ 小 ぉ鱟隆 氏へ 〔はがき〕 
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御手 紙 難 有う 御^いました、 切符 早速 御手 數を 頂き 難 有う 確に 拜受 致しました。」 昨日 はいよ 

/\ 休暇 を 遣憾 なく ァゥ ス 一一 ュッ ツエ ン する 爲に阿 住ケ： 介と いふ 處へ 行って 一 一枚 スケッ チ をして 

來 ました、 掉 尾の 傑作が 出來 たつ もりであります。」 4r 朝 は 此れから いよく 學 校へ 出かける 處 

であります、 なるべく 從來の 儘に して 貰 ふやう に 希望 を 持ち出す 接であります、 其方が 能率 はい 

、から 許して くれる かと 思 ひます」 電話 はま だてす か 昨夕 あたり か \ つ てく るかと 思つ て 居た 一 

もう 出かけなければ なりません から 此れで 失禮 します それで は明晚 御：：： にか 、ります、 明 夜 は 

総の 具 箱 は 持ち込みません が 事によると スケ ッ チブ ッ ク位 はかくし に 忍ばせる かも 知れません、 

御 寬容を 祈ります。 尤も スケッチ なんかして 居て は、 とても^ 心の もの は 見て取れない かもしれ 

ない。 

六 六 五 

九月 十四 B 木 午前 九 時— 十 時 本 鄕-慨 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂" tel 靑山南 町六ノ 一  〇 八小宮 豊隆 氏へ 〔はがき〕 

一昨夜 は 失禮、 矢張り 面白かった、 僕が 見やう と 思って 居た ポイント では 大した 瘦物 もなかつ 

たが それでも 一 ニニの 材料 は 見付けました 此れ は いづれ 論文に かいて 見 度い と 思って 居ます。 其 論 

文 を かく 爲に はどう も 能 や 日本の 踊 ももう 少しよ く 見ない といけ ないやう に 思 ふので 困つ て 居る。 

バウ ロワ ももう 一 度ぐ らい は 見ない と 充分に つかまへ る 所がつ かま へられない。 かうな つてく る 

と 少し 面倒になります」 白 の 舞 はなる 程 あんなに ボビ ュ ラ —になる だけの あま い 所 は あるが し 

かし 白爲が 向 ふ をむ いて 羽ばたき をす る 時の- S 手の 運動 は 可也 科學 的に 眞實な 所があって あれ だ 5;- 


ナは g 、レ させられた。」 ァ 一一 トラの 踊 は 何となく ビア ズレ— の 或る 綺を思 はせ た。 あの 踊 手の 力 

ら 1  こがよ く あの 動作に 調和して 居る、 穴 H 間 を 押し 擴げる やうに 双手 を 出して 舞 臺を斜 に 突進す る 

處が 僕に は^ 快でした。」 昨夜 妙な 夢を見た、 誰れ か.. - 僕の 未刊の 「集」 をメ チヤく に 惡評を 

した、 驚が 肝瘕を 起して 岩波に 行つ 〔て〕 居る 箸の 原槁 を、 雨の ふって 居る 街 中の 泥濘へ た" きつ 

け J0、 あとです ぐ 惜しくな つて 又 それ を 拾 ひ 集める とい ふやうな 筋であった、 君の 顔が 遠い 所で 

默 つて それ を 見て 居た。 拾 ひ 集めて ると、 どうしても 途中が 欠けて 見付からな レ ので 困つ 〔て〕 

居たら 目が さめた。 

六 六 六 

月 十六 日 土 午前 九 昨— 十 時 本鄕. sil 駒 込 曙 町 一三より 福 岡 市 新 大工 町 五 二 桑 木錢雄 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致しました、 扱て 先日 伊藤 德之助 君に 面 會の節 始めて 承知 致し ましたが 

先達て はとんだ 御 不幸で 御 坐い ました さう で 御 愁傷 御 落 瞻の程 乍 失禮御 推察 申 上げます 其 後 叉 御 

^で 久し 振に 厳 翼 博士に 拜 顔色. -御樣 子 承り 一 層 御 推察 巾 上げて 居ります、 此際 何卒 一 層の 御自 

愛 を 祈る のみで 御 坐い ます 

御 地で は 今年 は 傅染病 流行の 由 新聞で 承知 致して 居り ましたが 此の方 は 大丈夫 だら うと 申して 

居ました が 不計御 不幸で 驚 人り ました、 

今年 は 東京 も 中， - 暑さが 酷し く 父 暑さの 継續 時間が 長くて 犬に 閉口 致しました、 九月 中 i 曰カ來 

て も 一 向 冷凉を 催さす 昨夜な ども 蒸 暑くて 寢 苦しい 程で 御 坐い ました  - 
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右 御見舞の 微意 迄屮 上げます、 なほ/ \ 御 自愛 專 一と 存じます 草. M 

寺田拜 

桑 木 學兄玉 机下  ， 

二伸 乍 憚 御 令 窒樣へ も 不惡御 鳳聲， を 願 上ます 

六 六 七 

九月 十八 B 月 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 廣鳥縣 江 田 島 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 

拜啓、 先日の 御手 紙と 計算 拜見 致しました、 あの 計算 は 意外に うまく 合って 小生 も 甚だ 俞 快で 

あります、 唯、 図の 二つの Basin の 長さの 平均 を 取る 際に、 矢 張 図の やうに 振動の 

方向の 長さ を 取らない と 理論 上面 白くない から、 その やうに して 計算した 方が 宜敷 

と 存じます。 (結果 はいくら もち か はないで しゃう )0 それから あの 計算 中の log は 

10g.e であり ますから 左 樣御含 を 願 ひます、 

?>  =  0 に相應 する T  =  oc は、 あれ は灣を 一方から 他方へ 通りぬ ける Current に 

相當 する もので 此れ は 明に T  =  oo であります。 A?o の 場合に は 行き 詰って 居る から， 此れが 

ありません。 

次に 深さと 頻度の 關係 につ いて 考へ て 見ました が 此れ を考 へる 爲には 次の やうに 一 一段に 分けて 

考へ る 必要が あると 思 ひます 

m. 深さ „^ となる プ a バ ヒリ 〔チ〕 ー を W とす 
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？ T 架 さ Ni なる 時に 波の 現 はる 〔る〕 プ ロバ ヒリ チ ー を V とす 

貴兄の 御調べ になった Frequency は 凡ての 時間に つ いて 深さの 色- -な 時の 波の Fi.eq 故、 此れ 

は とい ふ镜 になつ て 居る ので はない かと 思 ひます。 それで " を 求める 爲には あの 數を W で 

して 見ねば 分らない かと 思 ひます が 如何で しゃう。」 此の W はつ まり 水面の 高さが 色ぶ」 N の 

の 間に 来て 居る 時の 時間 レ、， の 総和に 比例す る ものです から、 Tit^e の <Jompon21t が 分って 居 

れば 計算で も 出せる かも 知れません し、 又實 際の <,-s.ve について 計っても 分る かと 思 ひます。 

計算た と 

z  =  31 十 alsin  (さ、 I.?71)  +  ft2sln  (さ、—  .、 72)+  

の 場合に ズ が Z  +  JZ と ^^ の 間に 來る やうな」 7" の 和 を 求める とい ふ 問題になります。 此れ も 

考 へて 見たら 面白い 問題 かと 思 ひます。 

深さと r の關係 は、 あの 結果 だと， 一と は 少しち がう やうに 見えます。 實際 水面が 

」h だけち がっても 平均の 深さ は」/、 とちが ふか も 知れない と 思 ひます 例へ はパ ラボ 

ラか 何かと 假定 して s(thr^iiape) を 計算して 御覽 になれ は 面白い かと 思 ひま 


す 一 


又 


^ の 場合に も ，^~ を 計算して 見る と 面白い と 思 ひます。 場合によって は 潮の 千 滿で& や 

が 少しち がう かも 知れす、 此点も 御 考を願 ひます。 

コ 一一 ャの 場合に ついて。 右の Freq. の 計算と 及び 深さの 變 化の 計算が 出来たら、 此れ だけで 一 
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つ 纏めて 論文 を かいて 御覽 なさい、 小生 何處 かへ 御 紹介 致します 

右 用事の み 草ぶ 

寺  田 

山 口 君 玉 机下  - 

六 六 八 

九月 二十日 水 午後 十 時— 十 一 時 本鄕 -tel 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町人 ノ 一  〇 八 小宮瞥 ：隆氏 へ 〔は 

,3 き. I 

御歸 京の 由、 il^ 柄欝陶 しい 天氣で 道中 御氣 持が 惡 かった 事と 存じます 交涉 万端 好都合と 拜察致 

します」 小生 今週より 月 火水 金 土と それく 時間割が 出來、 木 日の 外 自由な 日が なくなりました、 

大に 悲哀 を 感じて 居ます。 どうも 身体と 氣が くたびれて 此ー ニニ 日の 樣 子で はとても 勤まり さう も 

ない が、 少し 慣れ、 ばい、 かも 知れません。 學 校から 歸 ると ボン ャリ したやう で又與 奮した やう 

な 奇妙な 狀態 になって、 夜 は 盛に 夢を見る。 ド ー モ學 校の さ氣は 僕のから だに 適しない。 それに 

小宮 君が 居なくなる と來 てはいよ- -\ 悲觀 せざる を 得なくなります。」 學校 へ 出て 氣を使 ふと 矢 

張 胃の 工合 もよ くない、 なし 崩しの 自殺であります。 何處か 遊ばせて 食 はせ て くれる 處 はない も 

のに 哉」 昨日 學 校の 合間に 一 寸又ー 一 科 會を靦 いて 來た、 安井 氏の 作の 研究 をして 來 ました」 先日 

は 校正刷 を 難 有う、 つい あれな りに して 岩波に も會 はすに 居ます。 少しつ まって 居る やう だが あ 

れ でもい、 事に しゃう かと も 思って 居ます。 岩波から も 何とも 云って 來 ません」 何だか 非常につ 


. ないやうな 氣 分が 全身 を領 して 居る 恐らく 神経衰弱の ジム ブト ー ムに 相違ない、 もう 一 邊ハ 

ヴ ロワ の 妙な 句で も 喚 ぎに 行ったら 少し はよ くなる かも 知れない 或は 惡ぃ かも 知れない 

六 六 九 

九月 二十 二日 金 .： 十 前 八- S-— 九^ 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂 K 靑山南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

力き 

んマ日 俊 は 深 川へ 行きます、 歸 りに 銀 坐 へ ま はって 風月で 飯 を 食 はう と 思つ て 居ます 御 暇だった 

ら御 出掛 如何に 哉 正 五 時に あすこ へ 上る 事に 致します、 そしても し 御 出がない やう だったら かま 

はす、 そろ，， ^始めます 

八 水事拜 眉の 上 草. - 

九月 廿 二日 

六 七 0 

九月 二十 六 曰 火 午前 十 一 時 —十二時 本 鄕滅駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 

先日 は失禮 しました、 其 後 切符の 來 るの を 待って 居る が 未だ 來 ないし はがき も來 ないから、 或 

は 風で も 引かれた のぢ 〔や〕 ないかと 思って 居る、 尤も 僕の 方から も はがき は 出さない から 君の 方 

でも さう 思つ て 居る かも 知れない。」 矢張學 校が 始まって 見る と 生理的 時間 經 過の 速度が 早くな 

つたり 遞く なりたり 又 事柄に よって 色ぶ になる ので 少.^ 間 誤つ きます」 鬼に 角 軽い 感 M は 流行し 
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て 居る らしい 拙宅で も 三 四 人 極めて 軽い のに か、 つて 居る、 御宅で は 如何です か、 御用 心 を 祈り 

今朝 「潮音」 が來 たので 早速 「研究」 を 讀んで 見た、 中 M 面白かった。 讀んで 居る となんだ か 

ムズ/ \ して 来て 末席から にじり 出で た， いやうな 氣の する 處 もあった。 

併し 諸君の 考証 該博な の を 見て はとても 足元へ も 寄れない ので、 先づく 此れ は 引き 下って 拜 

聽 する 外 はない と考 へました 

最上 川の 句で 僕の 云 ひ 度い 事 は、 あの 句が 運動の ヱ 子ルギ ー の 表現と して 成 効して 居る 所以の 

力 學的說 明です。 カイ 子 チック H ナ ー ヂ ー は -ぬ で 現 はされ る。 但し g は 質量、 "は 速度です。 

「集めて」 は g の 犬な 事 「早し」 は" の 犬な 事 を 示す。 g だけ 又は？ だけ 犬で もき^ は必 しも 大 

でない のです。 芭蕉に は 無論 そんな 考 はなかった に 相違ない が、 しかし 鬼に 角え らい 藝術 家の 眼 

はいつ でも 無意識に 科學 的の 眞を も捉へ ると いふ 一 例と 見て 僕に は特 刖な與 味が あります。 

「あらと ふと」 の 句の 感じ は、 僕に はモ 子— ゃセガ ンチ 二 の檎の やうな 五色の 光の ヴ アイプ レ 

5.-  ^  1 シ ヨン を 想 ひ 出させます。 それから 此 句に は 技巧と して はいくつ かの 

^  r 1  ァ リテレ ー シ ヨンが 使 はれて 居る。 £ 「あら」 一 あ を」 「わか」 とァ 行が 

^,  繰 返され ぬ 「ば」 がー 一度 繰 返され g 「ひ」 と 「ひかり」 が 繰 返され S 

^^- 最後の 「り」 が 矢張ィ 行で 「ひ」 に應 じて 居る。 s: 句 尾に ォ 行の 反復が 

4-"!$、  ^, ^^- .<^^^^,% ある 上の やうな 図 を 見れば 單 純な 母音の リズムから 来る 口調の 音 樂的要 

： y  ^ 素が 味 は、 れ るかと 思 ひます。 無論 此れ も 作者が 意識して やった 事と は 
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考 へたくありません。 唯 一 研究」 として は、 こんな 事 も 云へ はしな いかと 思 ひます。 

ムズく した 事 はま だ あるが、 此れ は 次回 會 食の 折 迄と つてお きまし やう。 いやはや とんだ 野 

次 的 性格 を もって 生れた もの だと、 っぐ/^思ひます。 とても 默 つて 居られなくなる の だから」 

日曜の 日に は 搶具箱 を さげて 三菱が 原 をう ろつ いた。 あの 邊の 或る 地点 は 郊外よりも 淋しい。 

何等の 障害 もな く、 ゆっくり 落つ いて 二 枚の スケッチ を かいて 來 ました。 此れ も 亦 野次 性の an- 

other aspect であります。 うまい 處を 見付けた から 此れから 休日に は 丸の 內の畫 趣 を 探る 事に し 

やう 力と 考へ て 居ます。 鬼に 角 東京の 眞 中に あんな 寂寞な 場所が あるの は 面白いで はありません 

か。 いづれ にしても 段ぶ 図. - しくな つて 來た事 も事實 かも 知れません 

近日 拜眉 運動の ァ— トを 研究 致し まし やう 

九月 廿 六日  寅 拜 

豐隆 大人 玉 案下 

六 七 一 

九月 下旬 I?:- 使 ひ持參 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノーつ. へ小宮 iSi, 隆 氏へ 「封筒の 表 右上 

に 「供 閱」 と あり〕 
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六 七 二 

九月 一一 十八 B 木 午前 十一 時 1 十二時 本 ss 曙 町 ニー 一より 赤 坂 區靑 山 南 町 六 二  Q 八 小 直 i 氏へ 

〔はがき〕 

昨夜 は失禮 しました、 やつば り 面白い 事 は 面白かった。 最初の 「魔の 湖」 は 不安 を 感じる 程つ 

まらなかった が 段.^ によくな つた やうに 思 ふ。」 ボへ 、、、アン ダンス は i で 野 蠻な處 に 何物 力 

ある。 和 蘭お どり は 二 ー ドリ ヒ な 處が惡 くな い。 セ ー ン ダンス は コケットの カルナ，. ヮ ル氣 分が 矢 

張 出て 吾る。 ァ ニトラ は やっぱり 味が ある、 ビア ズレ ー の 搶を想 はせ る處も ある。 白鳥 も决 して 

さう 惡 い 事 はない が 何處か 物足りな ぃ處 がない と は 云 はれません バッ カナ— ル は あれ は らく 

日本人に は 本 當に味 はう 事 は 出来ないで しゃう。 豚の 丸煑 でも 食った 人で なければ」 歸 つて 寢て 

も あの セ 口の 音が 聞こえる やうな 氣 がして で氣 持だった。」 バウ ロワの 顏 は寫眞 で 見ても 叉此 

見た 時 も へんな 額 だと 田レ つて 居た が 見て 居る と 段. -に 味が 出て 來 ると 思 ひます。 話 はちが i 力 

畢生で も 頭の い. - 男の 顔 は 見て 居る と 段.^ 味が 出て 來 るが、 惡 いの、 顏は 一寸い、 顏 でも 段ぶ.^ 

； a けて 來る。 比， は唯氣 持で さう 思 はれる のか、 それとも 實際 頭が 顔に ォブヱ クチ— フに 出て 

居る のか どちらで しゃう 

六 七三 

十月 一日 0 午前 51 十一 時 本鄕 S 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑 山 南 町 六 ノー  〇 八 小宮霞 氏へ 
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御手 紙 難 有う 御座いました、 二 科 評拜見 面白く 又 犬に 共鳴し ました」 見本 組に つき 色ぷ御 考案 

を 下さって おかげで 大分 目が 明いて 來 ました。 御 示 敎に從 つ て いろくの H キス ペリ メン トをゃ 

り、 叉 色え の H キザン プル を搜 して 彼我 對照 研究して 見て やっと 大体の 考 がす はりました。 其 結 

着 は 新し い 見本 組の 標題と 本文の 間 を 一， 行つ めて やる とい ふ 事に なりました。 なる 程 本の 頁に あ 

てが つて 見る と 一 一行 あきは 何となく 間 だるく 見えます。 標題 を 上 へ つめる 實驗 もやつ て 見ました 

が 此れ は 僕に は 何となく 落ちつきません からよ しました。 又べ タ組も 他の 本の 例 を 捜して 見 まし 

たが 何となく 少し 重苦し い 感じが します から 矢 張 現在の ま、 にしました。 場合によって はべ タの 

方が い 、事が あるか も 知れません が 僕に はどう も 少し 窮屈な 氣 がします。」 色よ サヂ ス シ ヨン を 

頂いた おかげて やっと 此れで 落着きました。 

一 昨夜 一 寸 電話 を かけた の は 見本 組の 事でした が、 それ 切り ゴ タく して かけませんでした。 

どうも 余り 度ぷ 電話 を かけても 如何 かと 思って 遠慮して 居ます、 男 だから い ^ やうな もの 、 

筆記 拜受 此れから 見る のです が、 今夜 も 人が 來る害 だし、 明日 も 三人 來る 豫定が あるので 少し 

延引す るか も 知れません ピ 昨夕 も 二人 来客が ありました、 學 校が 始まる と 妙に 急に ゴクく し 

て來て 少し 間 誤つ きます」 思想が 來て 居る が 未た 讀 みません。 しかし 早速 「影と 形」 の處を 開け 

て 見ました が、 今度のに は 漢字が ギシく と 並んで 居る ので 一寸 驚いた。 大兄が 數學の 式に ぶつ 

かった 時の 感じと 似て 居る のぢ やない かと 思 ひます。 平地 を あるいて 居る 途中に 恐ろし ぃ密 樹林 

にぶつ かった やうな 氣 がする。 今夜 客が 歸っ てから 就寝前の 樂 しみに とって 51- きます c」 和 辻君 

の バウ ロワ 評が あって 短い から 一 寸 見ました。 バ ッ カナ— ルが氣 に 人ったら しい。 此前 君へ の ハ 
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ガキに 豚の 丸煑 云. -の事 を 書いた が、 なる 程考 へて 見る と 古事記 時代の 日本人の 心 持 をよ く嚼み 

しめた 和 辻君に して 始めて あれ を 味 ふ 事が 出来る 事と 思って 見ました C 「龍舌蘭」 や ー圑 栗」 を 

なめてば かり 居る 籤柑 子に はどう も 一 寸バ ッ カナ— ルは 分りに くい。 白鳥の 中には 龍舌蘭 的ェ レ 

メ ントが あるの かも 知れません」 

今日 晝 過ぎ 學 校から 銀 坐へ 廻って、 (leigc を ひやかして 研究して 来ました。 まだ どうなる 力 分 

り ま t ん。 しかし 良い 品と 云って 居る の は 僕の 所持品に 比べ ると やはり 良い 音が する やうです。 

どうい ふ譯 で何處 がちが うの か 見た^け では 分らない から 妙であります ピ 歸 りに 風月で コ ー ヒ 

を 一 杯 のんで 来ました、 西洋人が 一 一人 來て 居る きりで 寂寞と して 居ました。 

「明星， 一 から 命令が 来て 居る が、 感興の 泉が 枯渴 して 何も かけさう もありません。 變哲 もない 

事で も かいて 見やう かと 考案して 見る けれ 共 頭の 中が ゴ タツィて 居て 落 付かない から 困ります- 

それ だのに 矢張り 何 か 書き M ぃ氣 だけ は ある 

マ クス、 ボルンと いふ 人の かいた レラ ティ ヰテ ー トの本 を 見て 居ます が、 此れ は アイ ンシ ユタ 

イン 以前の カ學の 根本 概念 を 素人 にもよ く 分る やうに 又 專問家 にも 面白い やうに 說 明して そォカ 

ら 本論に か、 つ て 居る やうであります C 

其 內に叉 御 目に か" り まし やう 草よ 

九 卅 日夜 認  K 彥 

豐 隆大 \ 入 玉 案 下 
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六 七 四 

十月 二日 月 午前 八 時 ー 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ廣島 縣江田 島 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 先日の ヴ -H ク トル 図 も拜 見して 居ます が、 此 間中 毎日 舉 校へ 出る 

やうに なって 急に 少し 忙 がしくな りつ い/ \ まだ 御無沙汰して 居ました C 

ュジ J ゥ を吳の 場合の 實 際の 海図に ついて あたって 見て は 如何 かと 存じます が、 此れ も 大した 變り 

はな いか も 知れません、 唯此 問題 は あんまり やって ないやう ですから 多少 色ぶ やつ て 見る 價値は 

あるかと 思 ひます。 

コ ニヤの 4， が 利く の は 思の 外で 面白い と 思 ひます 

頻度の 計算 はま だよ く考 へる 事が 出来ません が 存外 簡單 でない かも 知れません。 問題 は 寧ろ あ 

を "や S の函數 とし て 出す 事に あるかと 思 ひます、 その 內 暇が 出来たら なほ 考 へ て 見 まし やう 責 

兄 も 御 考へ願 ひます。 

水路 部で は 半 潮差 丑と 遲角 M と を 通例 與へ て 居ます から 御說の 通， リで まし いと 思 ひます。 通例 

JI  COS  (BIS として 居る やうです。 問題に よって は sin でも 結局 同じ 事に なり まし やう G 

ヴ ェ タトル 図で は 多少の 案を考 へ てあります がもう 少しよ く拜 見した 上で 詳しく 申 上げます 

んフ 日 は 色ぶ の 事が 立て込んで 居ます から 此れで 失禮 します。 

どうか 御 自愛 御 研究 を 祈ります 草ぷ 

十月 一日  寺  田 
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山 口 君 玉 机下 

六 七 五 

十月 十  一 B 水 午後 十 時 I 十二時 本 鄕画駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

新 小 說を難 有う 御 坐い ました、 「去来 抄を讀 む」 面白く 拜見 中よ あくぬ けがして すらりと して 

そして 滋味が ある やうに 思 ひました。」 漸く 秋 空 を 仰き 爽快になる と共に 病弱の 者 は 此の 強い 秋 

の 日に 打 たれて 妙に 悲し いやうな 恐ろし いやうな 氣 がする やうです。 今日は 姉と それに 同伴して 

墓 參に歸 る 長女と を 達って 東京 驛迄 行きました。 二 年 振で 東京 驛の 待合室へ は ひって、 あすこの 

窓から 丸の 內 ビルディングの 鉄骨が 紺碧の 穴 ェに聳 へて 居る の を 眺めて 居たら 妙な 心 持が した。 あ 

れを、 あの 感じ を H キス プ レツ ショ 二 ス テイクな 鎗 にしたい と 思 ひました。 リベ ッ ト をた、 く  二 

ュ ー マティック ハム マ ー の 音が 霞の やうに 降つ て來る 感じ を 出す のが 中え 六 かしい と 思った ので 

した c」 何だか 急に 旅行が したくな つた」 

一 日 御 都き の い、 日と 場所 を 指定して 頂いて、 一 處に めし を 食つ て 御高 說を 拜聽 しゃ うぢ や あ 

ありま せんか、 

十月 十一 \a  寅 彦 

豐隆 大人 玉 案下 

穴 七 六 
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十月 二十 B 金 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮登隆 氏へ 〔はがき， - 

昨日 は 御馳走で 御 坐い ました、 今朝 はいよ く 御 立ちだった 事と 思 ひます、 朝の 中 は天氣 がよ 

かった のが 段ぶ 惡く なつ て 夕方 は 少し 雨氣を 催して 來 たので 御 道中 も同樣 かと 思 ひます. 一 今日 も 

七 時 過に やっと 歸宅 風呂に 入って それから 少しば かり 弓の 使い方 を やりました」 今日から 叉 一 一階 

へ 引越しました、 書齊で 腰かけて 居る と 脚部 か 冷却して 困る からであります、 いよ/ \ 老人と い 

ふ 事に きまりました」 今日 岩波へ 寄って 揷畫の 三色版 を 見て 来ました、 果して 本物の あらが 見へ 

なくて 大層 立派であります。 色 も 大体 はよ く 出て 居ます、」 今日 稚樂 部から 案 內狀を 貰 ひました、 

どうも 難 有う、 必す 出席 はじめての 見物 聽聞を 致します、 唯 御 同行の 出来ない のが 物 足り ませ 

ん. 一 校正 は 其 後 どうしたの かばったり 中絶して 居ます。 岩波で 聞いて 見たら、 此 間中 あんまり 勉 

强し 過ぎた 埋 合せ をして るんだら うとい ふ 事で ありました。 一 寸 面白かった。 

六 +-+- 

十一月 六 曰 月 午後 十 時-— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 廣島縣 江 田 島 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 小生 も 色. -と忙 がしくて 御無沙汰 致して 居ました。 吳灣の 平均 

の 深さと 水面の 高さの 關 係が 分りました さう で それ は 面白い 事と 存じます。 Freqls§y の 方も實 

驗 的の 結果が 分りました さう です が、 それから 次の やうな 比 を 求めて 御覽 になる と 有益 かと 存じ 

ます 

if  )s  i/ 二？) 
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比れ か 深さに イン デぺ ン デントな らば 波の 起り 易 さは 深さに よらない 事になります が、 實際は 

多少 tsi にデぺ ンドし はしない かと 思 はれます 

コ -ーャ の 場合の 風の 關係も ナセの (lata で やって 見る とよい と 思 ひます が、 其 前に 先づ吳 ので 

方法 を 講究し たらよ いかと 存じます。 私の 案 は 次の やうに したら 如何と 存じます 

一  T、 ヴヱク トル 図 Fig 1. で 波の 始 

めに 相當 する 点 A と 終りの 点 B と を マ 

1 ク する。 此の A と B と を ヴェク トル 

図 一枚 毎に 求めて 其れ を A は A、  B は 

B とそれ/ \ 一  枚の 図に プ ロットす る 

さう して A 占-一 (或は B) の 分布 を 調べ 

て 見る。 もし 点が いくつかの group 

に 分ける やうなら は 其の 各 群の 「重 

心」 を 求めて 見る 

^ 次に は 波の 起り 始めた 時と 其 前 

の觀测 時との 風の vector  difference 

を 求める。 例へ は 図の やうなら は A、A 

がそれ です。 此の ヴ H タトルに 並行す 

るヴ ェクト ルを 下の 図の やうに オリ ヂ， 
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六 七 八 

十 一月 十日 金 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 〔はがき〕 

針久 からの 御 端 書 難 有う c」 役人と いふ もの は 年中の 三分の 一位 は 會議で 日 を 暮らす もの だと 

思 ひます、 隨分 H フ イシ ヱンシ ー の惡 いもの だが、 何もし ないで 月給 を 貰 ふに は 都合の い、 もの 

であります、 いやはや」 今日 津田 君と 東京 日.^ 新聞社 上の 泰西 名畫 展覽會 とい ふの を 見ました が 

鬼に 角 面白い ものであります、 是非 御 ー覽を 御す、 めします、 たしか 明日 は 休みで 十二 日 十三 日 

とかに 又 あるら し い。 電話で たしかめて 御 出になる 方が い 、かと 思 ひます」 津田 君に 別れてから 

氣象臺 へ 行く のに 少し 早 か つたので 日 比 谷の 裏町 を 歩 いて 居る うち に カフ ヱ —オデッサと いふの 

が ある、 妙な うちだと 思って 這 人って 見て 一驚 を 吃した、 此の 顚末 は拜 眉の 上に 讓る」 冬彥 集の 


ン から 引き 其の 終点に 黑点を マ— クす。 此の 如くして 一枚 毎に 相當 する" 点が 如何に 分布され る 

か を 見る 先 づ此ん な 事 を やって 見たら どうかと 存じます。 近日 材料 御返途 致します から 試に や 

つ て钾覽 になる やうに 願 ひます 

擧術 研究 會議の 報吿は 編輯の 都合で お， くれやつ と此頃 校正刷が 廻つ て來 ました。 其內に は出來 

る 事と 存じます。 同号揭 載の 他の 原槁が 纏まらなかった 爲で しゃう 

右 御 返事 迄 草. -申 上げます 不盡 

十 一 月 六日  寺 田寅彥 

山 ロ樣玉 机下 
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校正が 全部 一度に やって来て 狼^し ました。 毎日 少 しづ、 やって、 あともう 二十 頁 位 やる と 初校 

が 了って 小弟の 手 を はなれます。 併し 校了に はま だ 大分 間が あるか も 知れません。 此方 は どれ だ 

け 進んで 居る かよく 知りません。 大して 急く 事 もないで しゃう が 此內御 暇が 出來 たらよ ろしく 願 

ひます， 一 十一 一日の 日曜の 朝 阿倍 君が 僕の 油檎を 一 つどれ か 持つ て 行かれる 事に なつ て 居ます 御 ひ 

まだったら 御 出かけ 如何です か。 

六 七 九 

十一月 十 IIIB 月 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 「はがき〕 

御 端 曰 難 有う 御 坐い ました。 御 病人 も 存外 御 経過が はかくし くない さう で 御 心痛の 事と 御 察 

し 致します、 どうか 此上 御 大事に 御 加養 を 願 ひます」 昨日の 朝 は 約束の 安倍 君が 來て、 スケッチ 

板の を 二 枚 持って行かれました、 いづれ も 最近ので、 まだ 君に 見て 貰 はない のでした。 いっか 同 

君の 處へ御 出の 序 見て 下さい、 わりによ く 出来て 居る 方 だから。」 漱石 俳句 研究 はすぐ に 直して 

届けました。 奥さんが 顔に ハ ンケチ を あてる 云々 の處は 遠慮して 抹殺し ましたから 御 承認 を 願 ひ 

ます。 別に 惡ぃ 事で はない が 敬意 を 欠く やうな 氣 がします から。」 中央 公論の 原槁 も、 かく 暇が 

ない のと、 氣 が乘ら ない のとで 踊り 論 はやめました。 其 代り 骨の おれない 雜 文で 御免 蒙る つも^ 

で 居ます。 雅樂を 聞いた 日の 印象で も かいて 見 まし やう ピ 冬 彥集は 校了 迄 はま だ 余程 間が ある 

だら うと 思 ひます から、 御 配慮な く ゆっくり 願 ひます。」 アイ ンシ ユタ インの 講義が 廿 三日から 

du 九 〔日〕 迄と か 毎日 一 一時間 程づ 、あるら し い。 講義 は 分らなくても それだけの 時間 顔 を 見て 居た 
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ら 少し はァ イン フル ー ス が あるか も 知れません、 樂 しみに して 居ます、 

十 一 月 十三 日 

六 八 0 

十一月 二十 三日 木 や 前 十一 時： 十二時 本 鄕展 駒 込^ 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 八 小 宮豊隆 氏 

へ 〔はがき J 

御 病人 勝で 御 困りの 事と 御 察し 致します どうか 御大 事に 願 ひます」 昨日 は 天文 臺へ 行つ て 七 時 

に歸っ て來 ると 一 一人 客が 來て 待ち受けて 居て とうく 士 一時 迄 話して 夕飯 を 食 ひ 損 ひました. - 今 

朝 は 起きる とから 又 田舍の 人が 來て 途方もない 相對 原理と いふの を 聞かされ、 アイ ンシュ クイン 

に 紹介し ろと いふの を 断る のに 十一 一時 迄 か 、 つ て 今やつ とめし を 食った 處 であります。 どうも 閉 

口し ました J アイ ンシュ タインに は 未だ 會 ひません、 廿 五日から 學 校へ 來 るから 其 時に 話しで も 

出来る かと 樂 しんで 居ります。 何だか 余り 引つ ばり だ こで 嘸 迷惑な 事 だら うと 思って なんだか 氣 

の 毒な やうな 氣 がします。 何しろ 改造 社で はァ ウス 二 ュッ ツエ ン しないで はおかないで しゃう。」 

矢 張 少數の 人が 引っぱり 廻して、 それ 等の 人の 紹介す る 日本 だけし か 見ないで か へして しま ふ 事 

になり はしない かと 思 はれます」 御 病人で もよ くな つて 少し^ 暇に なったら 又 一 夕 虱 月で ゆる ゆ 

る 御 話しの 機 を 得度い と 思つ て 居ます、」 何んだ か 此頃は 唯 心 あはた しく 暮 して 居て しんとし 

た 心 持に なれない のです が 仕方が ありません 
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穴 八 一 

十 I 月 三十日 木 午前 十 時— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮璺隆 氏 へ 

〔はがき 一 

御 はがきと 御手 紙 難 有拜見 致しました、 御 病人 其 後 如何に 哉 御大 事に 願 上ます」 美術史 etc の 

御注意 機會が あったら 話して やり 度い が、 實は 未だ 一 度 も 話ら し い 話 をす る 機會が 得られない、 

大 先生 達が スッ カリ モノ， ボラ ィズ して 居て 吾. - 末輩 は 中. - 近付？^ い。 少-- 不平であります、 

しかし 其 中に 或る 機會 が到來 しさうな ので 樂 しみに して 居ます。」 一 昨日だった か 総長の 午餐の 

時に 遇って 一 寸 握手す ると、 ィキ ナリ君 はスぺ タトルの 口 ー トフ H ル シ 1 'ブ ングの 問題 を どう 思 

ふと 聞かれて マゴッ イタ、 僕の 存じより を 述べる とそれ から 詢 よと 說明を 始めた、 あとから つめ 

かけて 居る 人達に 氣の毒 だから 何でも ャ ー くで 逃げて しまった」 講義 は 佳境に 入った、 本 をよ 

んで 妙に 赚に 落ちなかった やうな 事が アイ ン シ ユタ インの 口から きくと 頭の 中へ 透徹す るから 不 

思 儀であります。」 昨夜 は 岩波の 科學 叢書の 會、 あす は 改造 社主 催の 歡迎會 連日連夜の ゴタゴ 

タ でなん だか ぼんやりして しま ひます。」 アイ ンシュ タイ ンを 日本に 招聘す る 事 を 主張し やう か 

と 思つ て 居る が 如何で しゃう」 これから 和製 アイ ン シ ュ タイ ンが澤 山 出来て 困る 事 だら うと 心配 

して 居ます。 さしあたり 髮をモ ヂャ/ \.> にす る 事 はきつ と はやる 

六 八 二 
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十二月 十 B  B 午前 十一 時— 十二時 本 It 區駒込 曙 町 一三よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

拜復 御手 紙 難 有拜謝 致します、 早速 裨 返事 差 上ぐ る 害の 處 先日 來 少し 繁忙に て遲 延失禮 致し 

ました。 

御 尋ねの 蓄音機 は 矢 張 舶来の 方が 却 ひ て御德 かと 存じます。 私の 経驗 では 和製の 器械 はもち が 

惡 いかと 存じます。 叉 音 も 矢 張 あちらの がい、 かと 存じます。 惡ぃ 器械 はぢ きにい やにな つて 又 

折角い 、レコ —ドを かけても まるで もの になら す 腹の 立つ もので 御 坐い ます。 レ コ —ドも 同様 和 

製の はとても 比較に なりません。 

鬼 も 角 も 器械 だけ は 矢 張外國 製の 上等の を 御 求めに なった 方が 却つ て御德 かと 存じます。 近頃 

はチ 一一 ー とい ふ 器械が 大變ぃ 、とい ふ 人が あります。 しかし ヴィク トロ ラの い 、ので も决 して 惡 

い 事 はない かと 存じます。 

針 も 家庭 用に は 三角の 竹 針の 方が 音が 柔か でい 、のです が、 此れ は 普通の 和製 品に はは まり ま 

せん。 レコ ー ドは 私に は英國 製の ヴィク タ ー が 一番よ く 思 はれます。 米國の ヴィク タ 1 'も 可也で 

コ 口 ン ビア は 少し 落ちます。 . 

和製 レ コ —ドは 近頃 やる 氣が なくなりました 

日本人で ありながら こんな に 和製 品 を 惡く云 はなければ ならな い の は實際 情な い 御 話しです が 

優劣 は 如何と もす る 事が 出来ません 

右 御 返事 迄 草. -申 上げます 不盡 

十二月 九日  寺田拜 
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五 藤樣 

六 八 三 

十二月 十 B  B 午前 『一時 ー 十二時 本 郷區駒 込 曙 町 ニー 一より 祌奈川 縣缣倉 町長 谷 新 宿 九 五 高嶺 俊 夫 氏へ 

謹啓 いよ/ \ 御 退院 鎌 倉の 方へ 御 出の 由 大慶に 存じます 

扭 て 今朝 美 濃 部 さ ん から 御 電話で 私の 田舍家 の 図面 御 人 用 の 由 故 早速 御 送り 致し ます 矢 張 多 

少の 變更は 必要と 存じて 居ます が、 大体 こんな 風に 致します、 いよ/ \ 工事に か、 り 二三 日中に 

上棟式 を やる とか 云って 居ます 來春ー 一月 中 竣工の 契約に なって 居ます 場所 は 一 寸ぃ 、處 です が 今 

の處少 M 不便で 御 坐い ます 

津田 君に 逢ったら 君の 風景 畫が 大變 面白い と 巾して 居ました 其內 一 度 拜見致 度と 存じて 居ます 

右 要 事の み 草ぶ 

十二月 十日  寺田拜 

高 嶺學 0=^ 玉 案下 

六 八 四 

十二月 十八 曰 月 (時 問不 SO 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う どう もとん だ鉀 厄介 を かけて 相す みません どう か 何分 宜敷願 ひます」 藪柑子 の 方 

も 初校 は 終了 致しました 木版 もやつ と出來 たが 此方 は 余り 思 はし ぃ成蹟 ではありませんでした c」 
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一 ニニ 日 少し 腹 工合が 惡 くて 粥 を 食つ て 居た が 今朝 は 大抵よ くな つた やうです」 此 頃は來 客が 多く 

て 何も 仕事が 出来ないで 困ります、 それでも 昨日 は 寸暇 を 得て 力— 子— シ ョ ン の 1  お 生 を やり まし 

た」 どうか 宜敷願 ひます、 首を長くして 待って 居ます 

六 八 五 

十二月 二十 一一 一日 土 午後 一 時 I 二 時 本 鄕區駒 込 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八小宮 豊隆氏 へ 

明日 は御歸 りかと 存じます、 . 一 r 後 語」 を どうも 難 有う 御 坐い ました。 夕方 歸 つて あれ を拜 見し 

てす ぐ 電話 を かけやう と 思って 居る と 人が 來て、 遲く なつ てから かけたら 御 立ちの あとでした。 

あれ を拜 見して リテ ラリ— に 汗顔に 感じました あ 、 いふ 風に »1 かれる のでば なる 程 一 通りの 事 

ではなかった らうと 思 ひました、 一 週間 も 苦吟され た 害 だと 思つ て 非常にす まない やうな 氣 がし 

ました、 

それ 程の 御迷惑 を かける つもり は 毛頭なかった のでした が、 しかし 御蔭で 冬 集の 存在理由が 

始めて 說 明し 盡 された 譯で 小生と して は 非常に 難 有い 事であります。 自分が 讀 むと 余りよ すきて 

本當に 冷汗が 流れる やうな 氣 もす るが、 しかし 又 此の 「後 語」 なしに、 此集を 正當に 讀んで くれ 

る 人が どれ だけ あるかと 思 ふと 此れ はどうしても 御迷惑で も 走 M いて 貰 はねば ならな いもので あつ 

たの だと 思 ひます 

いづれ 御 目に か 、 つ て 御禮を 申します 

一， 後 語. 一 の 校正 だけ は 御 面倒ながら 一 度 は 目を通して 頂き 度い 〔と〕 思つ て 居ます が 如何で しゃ 
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藪柑 子の 方 はどう かそん なに 氣を遣 はれないで 烟草 一 服の 氣 持で 御 願 致 度と 思 ひます、 なんだ 

かさう でない と あまり 君 を いじめて 居る やうな 氣 がして 困ります から 

余事 拜 眉の 上 草よ 

十二月 廿 三日  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案下  - 

二伸、 娘の 緣談の 事で 田舍の 親類 上京 滯留 中です が 其內片 がつ けば 一 日 ゆるく 閑談の 機 を 

得度と 思って 居ます、 そしてい 、忘年 會で もやり まし やう、 

六 八 六 

十二月 二十 穴 日 火 午前. 八 時 ー 九 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき 速達便〕 

校正刷が 出來 たから 御 達り 致します、 御 面倒ながら 御 ー覽願 ひます、 又 自序 も 御 斧正 を 祈り ま 

す。 御覽濟 になったら 御手 數 ながら 岩波 書店へ 御 達り を 願 ひます」 

TfTT^ 著書の 奥 付に 擦す 印章 を 自分で 刻して 見ました、 如何で しゃう。 刻んで 直して 居 

ると 段 立に 消失して しま ひさう だから、 い、 加减に 中止し ました、 輪廓の 線 を もつ 

l^ssj と 削った 方が い、 かも 知れません ね 。右 用事 迄 草 M 

十二月 廿 六日  . 
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大正 十二 年 

六 八 七 

一月 一日 月 午後 一時— 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニニより 赤 坂 厘 靑山南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔封筒の 

表に 「年頭 御 祝詞」 と あり〕 

新年 御目出度う 

昨年 中 は 色ぶ 難 有 う 御 坐い ました 當年 も 相變 ら す 宜敷願 ひます 暮には 何かと ゴタ /\> して 過し 

ました 大晦日の 晩に 九 時 過から 銀 坐 迄 除夜の 光景 を 見物の ため ふだん 着に マ ントを 引かけ て 出か 

けました 何だか 無闇に 大勢 ぞ ろく 歩いて 居たい つか 君と 春 日で 大晦日 をした 事 を 思 ひ 出し まし 

た カフェ ー コ ー ノス で 紅茶 を 一 杯 のんで 通の 羽子板 を 見なから 歸 つたら 百八の鐘が 鳴り 出した 

暮に 岩波 君が 來て神 祕を洩 しました よ 

「覇 王樹」 で 子規の 歌の 「研究」 を やる から 這 入れと 云って 來 ました 少し 色氣は あるが どうし 

たもので しゃう 御高 見 を 伺 度と 存じます 

其 內拜眉 致します 

先 は 年頭の 筆 始め 迄 草. - 
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大正 十二 年； 兀：！：.  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下  ， 

六 八 八 

一月 六 B  土 午後 零時-— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 矢 張 正月と いふ もの は 妙に ゴ タ くと してうる さい もので ありま 

す、 年賀 客な ども 或 一 日の 何時から 何時 迄と いふ やうに 時間 をき めて 一 度に 來て くれる と 仕 末が 

い、 が だらくく と 連日に やって来られ るの は 閉口であります 大名 華族な どの やうに 「某日 何 

時より 何時 來賀 諸君に 面接す」 とやれば い、 かも 知れない が、 どうも 相手が 親類の 女子供 だから 

さう も 出来ません、 此れ も 自分の 人 嫌 ひが 間違って 居る の だから 仕方がない。 旅行で も すれば い 

、の だか それ は 又 嫌なん だから 呆れ返ります、 此れ は 何とか 世の中 を 改革す るか 自分 を 改革す る 

か 乃至 死んで しま ふか どうにか しないと 困ります。 それで 昨日 は 逃げ出して 板 橋の 家 を 見に 行き 

ました、 寒 林の 間に 赤 瓦の 屋根が 聳え (？) て靑穴 H に對 照して 居る のが 犬ち しかった、 家 は 粗末 

だが、 どうも 凡ての 窓からの 展望が 無類でありまして 如何なる 富豪の 別 野と 雖も此 に は 及ぶまい 

と 思って 獨 りで 得意に なりました。 まあ そんな 事で も 思って 機嫌 を 直して、 それから 省線 電車で 

銀 坐へ 廻って 丸 善へ 行って <>^3st-ce  que  la  Danse と い ふ 奇書 を 得て 歸りま し た、 舞踊 論の 村 

料に 仕 人れ たのでした。 今 & は 叉 午前から 御客様で 何も 出来ません 

東洋 城 君より 電話 月末の 木曜に やる 事の 相談でした。 どうか 君の 方で さきに 選んで 御知らせ を 
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願 ひます 掉 尾の 大硏究 を やら うぢゃありません か 

藪柑子 未だ 醱酵 致さす 由、 別に ^IThz 譯 でもない が 急がない と 又醱酵 しにくい かも 知れません か 

ら、 大に 急ぐ 事に して {1 敷 御 願 申 上げます、 どうも 相濟 みません。 實を いふと 序文の 方 もま 曰き か 

へなければ ならない がま だ あの 儘に 何處 がへ 投り 込んだ ま、 になって 居ます。 考へ て 見る と 未だ 

表紙の 体裁なん か 確定し て 居な いのです 

「芭蕉 研究」 の 方 は 出かけて 行かなければ ならない のです が、 「子規」 の 方 は、 うちに 居て 何 か 

1 一三 行 も 書けば い 、とい ふので 大に のんきです、 併し 矢 張い よ/ \ となると 氣が ひける ので 迷つ 

て 居ます 

いつぞやの 娘の 緣談は 断って しま ひました。 何處 かにい.. -御 婿さん はない もので しゃう か、 入 

間が よくつ て 男 振が よくって 金 持で、 そしてお ゃぢに 時え 御馳走で もして 大平樂 を 並べ させて く 

れる やうな の は、 そして 僕の 繪を ほめて くれる やうな の は、 

春 日 を 一 席う か ひの 件い つ でも 結構であります、 どうも あすこの 料理の あとで 饅頭 をく つ て 

うまい 番茶 をが ぶく 飮 むと 非常に 頭が 上等になる やうであります。 そして 其 都度 名案 を ほじく 

り 出して は何處 かへ 賫り 付ける も 至極 妙であります。 それ は 兎に角 あの 番茶が 甚だ 妙な もので、 

あれで シ ムフヲ 二 ー の 結末が ちゃんと つくから 面白い。 

此頃 s: の 工合で か毎晚 妙な 夢を見る。 例へば こんなの が ある。 何處 かの 大通りの 辻の 大きな 力 

フ K 1 で 何 か 飲んで 居る と 其 處へ來 る 客が みんな ビ ユッフ H から いろんな 菓 物を煑 込んだ うま さ 

うな 奴 を 大皿に 入れた の を 貰って 居る。 自分 も それが 食 ひたいの だが、 其菓 物の 名前が 一 つも 分 
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らな いので、 どうも 工合が 惡 くて 貰 ひに 行く のがい やで 困って 居た、 其處を 出て 通りへ 出る とす 

ぐ 向 ふの 坂 を、 僕 等の 先生の 中 村さん が、 大きな 等身大の 三角定規 を 十 枚 程 重ねた 荷 を 肩へ かけ 

て テクく 上って 行って 居る。 それに 會 ふの がいやで 知らん顔 をして それて しまった。 それから 

妙な 不思議な H  Q チックな シ ー ンに變 化した、 そこが 最も 不可思議で ミス チック だが 此れ は 次回 

拜 眉の 節に 讓 ります 

今 十 時 十分 だが、 少し 前に 子供 等が ドャく 外から 歸 つて 來て、 家中 蜂の 巢を ひつ くら 返した 

やうで あ 一った が、 今やつ と靜 かにな つた。 此れから め！； l、est-ce  que  la  danse を讀 みながら 寢て 

又 不思議な 夢の 國へ 行かなければ ならない、 それが どうも 苦になる 草 i 

一 月 五日 夜  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案下 

六 八 九 

一月 十六 日 火 (時間 不 go 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 -tel 靑山南 町 六 ノー  〇 ぺ小宮 璺隆 氏へ 

大變 御無沙汰 しました。 御 病氣は 如何です か、 今度 は 少し やられた ので はない かと 想像し ます、 

此間 電話で 伺った 時 は 大分よ さ、 うだった からつ い 御無沙汰して 居ました。 

「研究」 は あの 晚に手 を 人れ て 翌朝す ぐに 送り出し たから 御 安心 を 願 ひます。 

今度 は 又 藪 柑子後 語で 困つ て 御出で かと 存じます どうも 基 だ 御氣の 毒です がから だの 工合が よ 

くな つたら どうか 宜敷願 ひます。 
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昨夜 野 上 in 川 君 珍しく 来訪、 八重 子 夫人 譯 「傳說 の 時代」 の 新版 を 貰 ひました。 僕の 繪を くれ 

ないかと いふから、 手當り 次第に 窒內へ 並べたら、 かう いふ 「勞 作」 を 貰 ふの は 氣の毒 だからと 

云って、 一枚 も 持って行きませんでした。 

三毛猫が 皮膚病で 入院して もう 一 週間 余りになる。 此れ は 矢張此 前の さかりの 時に 何處 かの 雄 

から 受けた もので 始めは 膏藥を 貰つ て來 てつけて 大分よ くな つて 居た のが 又 此頃惡 くな つて 來た 

のです、 どうも 生物 は 厄介な ものです。 

タイ ムス を 讀んで 居たら。 在 支那 英國 公使 舘付 武官の 何とかい ふ 男が 北京から 出發 して 內地を 

横断し 西藏の 砂漠 を 通って ラッサから 印度へ 拔 けた 記事が 出て 居る。 二 年間 か、 つた さう で、 そ 

れは 何でもな いが。 此 男が 西藏の 曠野 を 通って 居る 內に 偶然 フラ ン ス の 女で 佛敎 信者の マダム 某 

に 行き 逢った 此 女も單 身で 砂漠 を 北へ 渡る 途中だった。 此れが 途中で 逢った 唯一 の歐羅 〔巴〕 人 だ 

つたと ある。 どうも 不思議な 人 も ある もの だと 思つ て 感心した 

御 養生 專 一 に 願 ひます 草ぶ 

一月 十五 日夜  ，  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案下 

六 九 0 

一月 十六 B 火 (. 時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました。 又 干 柿 澤山御 惠投被 下まして 難 有う 御 坐い ました。 大變 結構で 御 
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^  s> ます 

蓄音機 レ コ "ー ドの 撰定は 中ぶ 困難で 一 寸 何共 申 上げ 兼ねます。 此れ は 向き/ \ の もので、 ，，e 

にもと いふ 譯に いけない もの だから 困ります。 併し 唯 思 ひ 付く ま、 を 少しば かり 書いて 見ます と 

Beethoven,  sfth  Symphony. Ist  &  2nd  inovement 

Saint- ひ aen,  Kondo  caln.iccio  (violin) 

-  .  Le  Cygne 尹 暴 (cello). 

KachxBaninoff,  p-relude  in  G  flat  (piano) 

Wagner,  pjlg-rim  Ctiorus  of  Tanl}Kuser  (chorus). 

Sarasate,  Zigeunerweisen  (.violin). 

Tcllailsowsky,  Chant;  cPautomn  ( IJHC  7 { 紫) (violin). 

L-lsts,  Hungarian  JRhiapsody  (orcllestra) 

Wagner,  JRienzi  Overture  (、ゝ ) 

き  V 

Humoresque  (violin) 

wag-ner.  Song  of  Evening  Star  ヾ 4^  -f  4;  — 

Schubert,  Erlkdnig  (pifo. 

Gounod,  Serenade  of  Mepbisto  (Faust  4-CDfsi.M"_J™t 勞). 

此れ等なら 多數の 人に 面白い かと 思 はれます なほ 考 へ て 見 まし やう 

ゾ フラノ の 唱歌が 一 つもありませんで したが マダムべ タフ ライの neath  Scene など 如 可に や 
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右 御 禮旁御 返事 中 上げ ます 

時節柄 御 自愛 專 一に 存じます 草ぶ 

一 月 十五 日夜  寺 田拜 

五島 様 玉 案下  ， 

Mozart,  Ave  verum  corJ)us  (westllli  listen-  CJloir) も 中立い 、と 田し ひます。 i しい 感じ か 

六 九 一 

一月 十八 日 木 午前 十 一 時 1 十二時 本鄕區 駒ワ； 一 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六ノ  一  0 へ 小官 豐隆氏 へ 

御手 紙と 原槁難 有く 頂戴 致しました、 御病氣 御大 事に 願 ひます、 御子さん 達の 扁桃 線 も 御 加養 

大切と 存じます 僕のお でも 軽い 風邪 は 這 入って 來て 居る が いづれ も 問題に ならな い 位の 事で あり 

ます 

跋は 余り 僕に は 都合が 良 過ぎて 少し 困る やうな 氣 がする が^ 柑 子の 「墓」 への 手 向 草と して は 

此上 もない 難 有い ものと 思 ひます。 それで さう いふ 事 を 一 言 自序の 中へ 書き 加へ てお きました か 

ら どうか 惡 しからす 願 ひます。 あの 跋を 讀ん でから 始めて びっくりして r 圑栗」 など を讀 みかへ 

して 見る 讀者も 可也に あるか も 知れません。 御蔭で 大層 肩身が 廣く なった やうな 氣 がします、 此 

れで やっと 顏を 上げて 往来が 歩る ける やうな 氣 がする。 どうも 難 有う 裨 坐い ました。 

岩波 君の 招待の 話、 飄簞 から 駒が 出た やうな 現象 を呈 して 少しき まれ は惡 いが、 ^し此 間の 企 
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II は大 にい 、事 だと 思 ふの だから 一 つ 相談して 現實 させ やうではありません か 

其 內拜眉 改めて 御禮を 申します が 不取敢 右 迄 草よ 

一月 十八 日朝  寅 彥 

, 小宮 大人 玉 案下 

六 九 二 

一月 一一 十四日 水 午前 十 時— 十 一 時 本鄕 M 駒 込 曙 町 一 一一 一より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豊隆 氏 へ 

〔はがき 速達便〕 

昨日 は 電話で 失禮 致しました 選 句 左の通りに 致します 


初冬 や 竹 切る 山の 能の 音  (^) 

うつむいて 膝に 抱きつく 塞 さ：^ 

燭 きって 曉 近し 大晦日  (^？ ) 

風 や 海に 夕日 を 吹き 落す  (so 

吹き上げて 塔より 上の 落葉 ii^  (^) 


此頃 はどう も いろんな 事が 忙 がしくな つ て 少しも 落着いた 仕事 は出來 なくなつ てし まひました 0 

アル バイ. トの 方も駄 HE、 原槁 など は猶更 駄目であります、 何とか 會議 何とか 會で 日を暮 して 居 ま 

す、 日本の 學者等 はこん な 事ば かりして 居て はいつ 迄 も 沈澱の 外ありません 慨嘆に 堪 へません。」 
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明日 も 一 一つ 會が あるの だが みんな 断つ て 研究 へ 出ます 

いづれ 明日 御 目に か 、ります 

一 月廿 四日  ノ 

六 九 三 

二月 三日 土 午後 七 時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニニより 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  0 へ 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 はどう も 御馳走で 御 坐い ました、 其 後 用が 多い のでつ い/ \. 御無沙汰 致しました。 どうも 

うるさい 用が 多くて 困ります、 今週 來 風邪 氣 だけれ ども、 無據 用事ば かりで 出 あるいて 居る けれ 

ども 氣が 張つ てるせ いか 存外 大した 事に もなら す 治り さう であります。 七日の 岩波 君の 會 迄に は 

大丈夫 全快 致し まし やう ビ そんな 風 だもの だから、 君の 本の 表装 も 未だ 十分の 研究が 出来ない。 

尤も 電車の 中 や、 夜寢た 時に 頭の 中で は 色. -の もの を 製造して BlP るが、 ちゃんと 繪 にかいて 見な 

いと 分りません。 その 內に 図案 を かいて 見る 事を樂 しみに して 見ます CJ 今日は 深 川で 海軍の 人 

達に 實驗を 見せた。 雲の 電氣の 影響で 氣 球が 爆 發 する 事 か あると いふ 事 を 模型で やって 見せた の 

でした。 ズボンと 云って 爆發 する の は 存外 氣持 のい、 ものです C 不平な どの ある 理學者 は 爆發の 

硏究を やる と 大變ぃ 、と 思 ひます。 尤も 始終 やつ て 居る と 怪我 をす る チヤ ン スは あるか も 知れな 

い」 四日に 新 光 畫會へ 行かれる 暇が あったら 行き度いと 思つ て 居ます 

六 九 四  , 
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二月 十一 I  一  B 火 午後 零時. ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ深 川區越 中島 水産 講習！^ 祌谷尙 志 氏へ 

先日 は失禮 致しました、 

「ひとり しづか」 昨夜 讀了 致しました、 作者の 面影と 云った やうな ものが 可也 鮮明に 出て 居る 

だけ でも 立派な 藝術 であら うと 思 ひます。 

顯微鏡 を 通しての ぞく 魚の 卵の 奥に も 詩の 世界 を 認める 事の 出来る 貴方 は 多くの 人に は惠 まれ 

て 居ない 或 物を惠 まれて 居る と 云 はなければ ならない と 思 ひます 此れ は 幸福の 大 なる もので はな 

いでし やう か 貴方 は 又 色ぶ の淚 を経驗 して 来られた やうです がその 淚 によって 此れ だけの 美の I 

界を 自分の ものにする 事が 出来れば さう いふ 淚は 羨む ベ きもので はないで しゃう か、 今週の 金曜 

の 十 一 時半 頃 航空 研究所へ 御 出 下さらば 御 目に か \ つて 御 話 致し 度と 思 ひます 草ぶ 

一 一月 十一 一日 夜  寺 田 寅 亲 

神 ，1" 樣 

六 九 五 

二月 十三 B 火 午後 一時 1- 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 府ァ高 田 町 雑 司 ケ谷龜 原 一一 一二 國富信 一氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 此頃は 御 消息がない ので 如何な さった かと 思つ て 居ました。 

天文 H: 報へ 小生の 仕事 御 紹介 被 下ます さう で 光榮と 存じます どうか 宜敷願 ひます、 

^H^ は の逆數 ですから 前者 =  8nst の 線 は 同時に 又 後者 uconst の 線になる かと 思 ふ 

のです が、 御手 紙の 意味が よく 分り かねます から 其內御 目に か 、 つ て 御 話 を 承った 上で 愚見 を 中 
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述べ る 事に 致し 度と 思 ひます 

市の 自働車 はなる 程混雜 しないの は 結構です がし かし あの 振動に は少ぶ 驚きました。 頭 を 天井 

にぶつ けたり 窓枠に ぶつ 、けたり する の は 痛い 位です むし、 本の 讀 めな いのは 腦の 保養に なつ 

て 結局い、 かもしれ ない が、 併し 肝心の 胃袋が 上ったり 下ったり 腹の 中で 踊り をお どって 腹の 筋 

肉に 異常な 張力 を與へ るのに は少ぷ 閉口し ました。 健康な 胃なら あれで も 差 支ない かも 知れな い 

が清瘍 患者に は 少し 過激な やうです。 尤も あれ だけの 車体 だが、 後尾の 方が 最も ひどく、 運轉手 

臺の處 は 比較的い、 らしいです 

其內拜 眉の 上 万. -申 上げます 草 立 

一 一月 十一 一日  寺 田寅豫 

國富君 玉 机下 

六 九 六 

二月 十四日 水 午前 十 時； 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ廣 島驟江 ra 島 海軍 兵學校 山：：： 生 知 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、  S 

論文 漸く 拜 見に 着手 致しました。 近日 御 送り 致し まし やう" 數 物年會 にて ぐ も 出して 皆の 批評 

を 受けて 見たら どうで しゃう 

ヴ H ク トル 紙 稗 分與願 はれ、 ば 四 五 百 枚 御 願 ひ 致します。 敎窒で 買って 貰へ る だら うと 思 ひま 

すし、 さもな くと も 自分で 求めます からどう か 宜敷願 ひます どうい ふ手鑌 にしたら い、 力 一ず 
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敎 ひま づ 

コ ニヤの セ イシと 低 氣厂の 關係は 有望で しゃう 先づ 前の やうな 方法で やって 御覽 になる やう 

に 御す、 め 致します。 

責 兄の 事 長 岡 先生に 御 話し 、ましたら 山 口 君なら もう 海 大へ來 る 事に なつ て 居る。 四月から 此 

方へ くる だら うと 云つ て 居られました から、 多分 さうな る 事と 存ぜ られ ます。 

右 要 事の み 草ぶ 

•  一 一月 十四 n  寺 田寅彥 

山 口 君 玉 机下 

六 九 七 

二月 二十 二 B 木 午前 十 時 —十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 一 H 靑出南 町六ノ 一  〇 へ 小 宫璺隆 氏 へ 

御 端 書 難 有く 拜見 致しました、 先夜 はどう も失禮 致しました。 歸 りの 電車で ョ ハ 子ス、 デァ、 

トイ フ H ルを思 ひ 出し 又 失笑 致しました。」 森 田 1?； 宿所 御知らせ 難 有う、 草 平 先生の 批評 傾聽す 

ベ きものが ある だら うと 思 ひます が 如何に 哉」 旅券 願書の 件 それで やっと 安心した やうな 氣 がし 

ます。 文部省の 事なら 矢 張 さう 早く はやつ て くれまい とい ふ氣 がします が事實 どうなる か 此れ も 

一 つ の實驗 であります。 

表紙 其 後の 案で は 三 冊と も 鳥の 子 紙 を 染色した やうな の を 使って、 色 は 日本 文化が 靑磁 色、 批 

評 集が チ ョ コ レ— ト ブラウ ン。 落葉の 方が 沈んだ おれん ぢ といった やうな 取合せ も 如何と 存じ ま 
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す。 背に はる 紙 も 場合によったら ほんの 心 持 だけ 色 を もたせる と 面白い かも 知れません リ 例へ は 

地が 青磁なら 薄い 黄土 か 肉色" チョコ レ— トには レモン 黄 か 朱。 オレン ヂには 薄き 水色 か 紫と で 

も 云った やうな 取合せ を、 實物 について 試みて 見て は 如何で しゃう。 それ 共 矢 張 白が 無難 かも 知 

れ ません。」 烏の 子で なく 布 表装の 方 は 落着き はあって 良い が 色彩の 自由が なくなる と 思 ひます 

プ リ ン ト した 色 はどう も 感じが よくな いやう に 思 ふが 如何で しゃう。 

矢 張 布地の 見本 を 取り寄せて 物色す るの が 一 番 良さ、 うに 思 はれます が、 岩波な り 春陽 堂で さ 

うい ふ 衬料を 調べ て 貰へ な いもので しゃう か 

書名 も 未だ 此れなら とい ふ 名案が 浮びません" 「n 本文 化 論集」 「日本 文化 管 見」 「溫 故 論集」 

「 ：：： 」r ::: J どうも 腑に 落ちない。 「奥の 細道」 といった やうな 性質の は あるまい かと 思つ 

たが、 それ もい、 考 へがつ きません 「祖先の 文化の 跡 を たづね て」 と 云った やうな の も考へ て 

見た が 矢張りう まく 出来ません。 「日本 文化 研究、 第一集」 もい、 が、 さう すると 何だか 一人の 

author のでな く 色.^ の 人の を 集めた やうな 感じが して 困る。 「日本 文化 私見」 「日本 文化に 關す 

る 考察」 「日本 文化の 諸相」。 かう いふ 風に 考 へて くると 結局 又もとの 「諸 断面」 に 考が戾 つ て 

來 ます。 まあもう 少し 考 へて 見やう ではありません か。 

今日 も學 校へ 御 出だった かと 思 ひます。 今日は 一 寸 研究室 を のぞきに 行かう かと 思つ て 居たら 

矢 張 色 i ゴ タっ いて 行かれなかった 來 週の 火水の 內 都合が よかったら 豊國で 話し まし やう。 

训 紙の 切 拔御笑 覽を願 ひます ilc-M  . 

二月 廿 二日 夜  寅 彥 
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豐隆 大人 玉 案下  .  - 

六 九 八 

二月 二十 一一 B 木 午前 十 時— 十一 時 本鄉 E 駒 込 曙 町 一三よ リ廣 島縣江 m 島 海軍 兵 學校山 n4H 知 氏へ 

拜啓 ヴェク トル 紙 難 有う 御 坐い ました、 頂戴して 宜敷 いさう で 却って 恐縮 致しました どう 

も 難 有う 御 坐い ます 

論文 拜見、 隨分 勝手に 直し 散らし まじた、 どうか 御 寛容 を 願 ひます し 

終りの 風の 影響 の 處は 未だ どう も discussion が 充分 でありません から 別紙 に 書いて おい た 通力 

の 事 を やって 御覽 になって 其 結果 を拜 見した 上で、 又 鱼曰 き 加へ まし やう。 矢 張 あなたの 筆で 一 返 

かいて 見て 下さい。 其 上で 叉 小生が 加へ ます。」 

數 物に は 鬼に 角 出して 御覽 になる 事 をお す、 めします。 申込んで おいたらい、 でし やう。 摘要 

は 極く 簡單に 日本 文で 「吳 灣と琉 球の コ ニヤの 副 振動の 週期に 關 する 調査 をした-し 深さの 影響 や 

風の 影響 等 を 論じた ものである」 とい ふ 意味の 事 を かけば い、 と 思 ひます。 君が もし 御 出京 困難 

な ら 小生 代讀 致し て も，：？：^ 敷 御 坐 い ます 

右 要 事の み、 草 立 

一 一月 廿ー 一日  寺 田寅彥 

山 口 生知樣 

二伸 いよく 上京され たら 直接 御^ 合が 出来て 好都合と 思 ひます」 いろく 仕事 を 續けま 
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しゃう 

六 九九 

二月 二十 六 B 月 午前 (. 以下 不明) 本鄕 lEi! 駒 込 曙 町 一 三よ リ府： 卜 口 暮 &: 渡邊町 一 〇 四 〇 野上璺 一 郞氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 今度の 書物 大体に 御 氣に叶 ひました やうて 大 幸と 存じます、 どう 

か 御 遠慮な き 御 批評 を 伺 はれ \ はと 存じて 居ります 

搶も 近頃 は 暇がなくて さっぱり 中止して 居ります が 夏休みに なったら 又大 にやる 積り ですから 

其 時に いくらか 物に なった の を 差 上げる 事に し 度い と考へ て 居ります。 

法 政の 件い ろく 御 配慮 難 有う 御 坐 ひます。 皆さんが さう いふ 風に 思つ て 下さる とい ふ 事 は 小 

生に とつ て此上 もない 難 有い 事です から 其 御 好意に 背き 度く はありません が、 此頃 殊に 先日 あた 

りから 段々 に 忙しくな つ て來 まして まだ 此上 にも 忙しくな りさうな 工合です から。 余程 無理し な 

くて は 六 かしい と 思 はれます。 無理して 出て 不用意な 講義 をす るの も 困ります から 今の 處 どうも 

一 寸 工合が 惡ぅ御 坐 ひます 去年 中の やうに 暇 だと 大喜びで 出る のでした が。 

どうか 惡 しからす 願 ひます。 其 內に释 眉の 機 を 得て ガ M 御 話し 致 度と 存じて 居ます 

右 御禮御 返事 迄 草ぶ 申 上げます 不盡 

二月 廿 六日  寅 彥 

野 上 大兄 玉 案下 
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三月 二日 金 午前 十 時 1 十 一 時 本鄕ー R 駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 {:„c 豐隆氏 へ 

昨日 は 電話で 失禮 しました、 あれから 夏 目さん へ. 電話 を かけて 奥さんに 話 をし やうと 思ったら 

一. 今顏を 洗って 居る」 とい ふ 事であった から 松 岡 君 を 呼び出して 聞く と、 送別 會の事 は 岩波 君が 

引き受けて 世話す る 事に なって 居る らしく、 松 岡 君が 此れから 君の 都合 を 聞く とい ふ 話だった か 

ら 安神して 早 稻田行 は 延ばしました。 今夜 岩波から 電話で 八日 錦 水と いふ 通知が ありました、 万 

事よ ろしく 賴 むと 云って おきました c」 君の 風邪 は 如何です か、 出かけ 前 だから 一層 御大 事に 願 

ひます。 

小生 此の  一 ニニ 日 どうも 少し 胃の 工合が 變で時 M-i: 氣 があった りい やに 酸が 強くて 腹が つ 、ばつ 

たりして 居た が、 昨日 午後 學 校の 用で 銀 坐の 黑澤 商店へ 器械 調べに 行って、 歸り によせば よいの 

に カフ ェ— をのんで 歸 つたら いよ- (-ぃ けなくな つた、 それで 少し 危險な 豫感が 起った から 今日 

は 流動食 をと つて  一 R 引 籠って 床の 中で 「惡 魔の 覺 帳から」 を 讀んで 居ました。 明日もう 一 日 位 

休んで 居たら 大抵よ くな りさうな もの だと 思つ て 居ます。 あんまり いけない やうなら 久し 振で 例 

の撿查 をし やう かと 思って 居ます。 八日 迄に は 無論 平生 位に はなる 積り で 居ます」  - 

今夜もう 寢て しま はう と 思って 居たら 大 田水穗 氏が 来訪、 病の 故 を もって 断りたかった が、 田 

端から 出て 来たと 思 ふと さう も 出来す 會っ て 例の 話 をし ました。 色 i 断り を 云 ふても 中 i 強硬で 

僕の 流義 では 断り かね ましたが 結局 原槁を 見て 書 入れる 事 も 御免 を 蒙り、 唯 雜誌を 見た 上で もし 


570 


年 二十 正大 


何 か異說 でもあった 場合に は寄槁 するとい ふ 事に して 許して 貰 ひました。 此れで も 僕に して は隨 

分 大出来の 方でした。 實際此 頃の やうで はとても； 母 月 眼 を 通す だけの 義務 を 負 はされ て は 困り ま 

す。 

森 田 君から 手紙が 來 ましたが やつば り. 一 番 ふるつ て 居る。 冬 彥集を 評して 豆の やう だと ある。 

いくらでも 手が 出る とい ふの ださう です。 しかし 森 田 君と して は 恐らく 珍ら し い 程 貫めて く  た 

の だとい ふ氣 がして 矢 張喀し いやうな 氣 がして 居る 

君への 御踐 別に 何かと 思って 居る が、 シャツ や 靴下な ど はもう 大抵 そろ ひました か、 化粧 具な 

ども 疾に御 持ち だら うし、 或は 彼 地で ゲシ H ンク にす る やうな 美術品 か錦緣 とも 思って 見た が 方 

i の 稅關で 高い 稅を とられても 不愉快 だし 矢 張 旅行 用具 か 日用品が い、 とも 思 ふし、 何 かまだ^ 

はぬ 品で 御 役に立ち さうな ものが あったらと 思つ て 居ます、 何 か 思 付きが あったら 遠慮なく 云つ 

て くれません か、 其方が なんだか 難 有い やうに 思 ひます。 

美女の 美を樂 しむ 事が 丁度 花屋の 店先の 草花の 美を樂 しむ やうな 心 持に なられたら 面白いだら 

うと 思 ひます、 近頃 かう いふ 事を考 へる に 到った 動機に ついては 拜 眉の 節に 申 上げます 草ぷ 

三月  一 H  寅彥 

豐隆 大人 玉 案下  ， 

+>0 一 

三月 七 日 水 本鄕 駒 込 曙 町 一三より 高嶺 俊 夫 氏，、 〔封筒た し〕 
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御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました。 御病氣 意外に 永 引き 御 困りとの 事で 定めて 御迷惑の 事と 存じ ま 

す、 しかし 何と 云っても 病 氣には 勝たれません からどう か御氣 永く 御 養生 を 願 ひます、 僕な ども 

隨分 、取 C- 病氣で 閉口して 居ます がいつ か はな ほる だら うと 思って なるべく 吞氣 にやって 居ます が 

近頃 は 余り 吞氣 になり 過ぎて 少し 困つ て 居ります、 病 氣を御 尋ね 下さつ て 難 有う 御 坐 ひます 昨今 

は 稍 工合が い、 かと 思 はれます。 一 月 中旬から 風邪をひ いたのが 中々 頑固に ぬけないで 何邊 とな 

くぶり 返し やっと 先月 下句 頃から 全快と 云つ て い 、やうに なりました。 どうも 今年の 風邪 は 余り 

急激で ない 代りに 執拗な のが 普通ら し いやう です、 此れ は 矢 張 氣象ゃ 何 かの 關係も あるの ぢ やな 

いかと 思 ひます さう だとす ると 君の 御 病 氣も矢 張 同じ やうな 關 係で 快 愈が 遲 かった のぢ やな いか 

とい ふやう にも 考 へられ ますが 如何で しゃう」」 今日は 又 雪が ふりまし たが 御 障りはありません 

か、 どうか 此上 御大 事に 願 ひます。」 まあ 出来るだけ 氣を 永く して 呑 氣に御 養生な さるの が 最善 

の 方法 かと 思 はれます 

學 校の 事 を 御 心配 の や う で 此れ は 御尤の 事と は 思 ひます が、 しかし まだ さう い ふ 御 心配 をな さ 

る 程の 事 もな いぢ やない かと 思 ひます。 成程 表面上 は 四月から 畢生が 增す、 其爲に 職員の 定員 を 

增 すと いふので 其 爲に Chair が出來 たの かも 知れません が、 併し 少 くも 〇〇〇〇 が 君を大 學に聘 

せられる 理由 は 單に學 生の 實驗の 相手をして 頂く とい ふだけ の 事で はない と 思 ひます。 單に それ 

だけなら (さう 云つ ちゃ 惡ぃ かも 知れない が) 誰れ でもい、 事で 又 間に合せに 誰れ でも 頼んで 來 

て收 まる 事で はない かと 思 はれます。 少 くも 僕 だけの 鮮釋 によると 〇〇〇〇 の御考 へ は 永い 將來 

の 間に 君が 大學に 居られて 大學 敎授に ふさ はしく 研究 を續 けられ 立派な 仕事 をされ る 事 を 最も 重 
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く 見て 居られる ではない かと 田 ひます。 さう いふ 立場から 見れば、 何も 差し あたって 四月からの 

學 生の 相手に 間に合はなくて も、 それ は 誰れ でも 臨時に 間に合 はせられ ない 事で もない から、 君 

はさう いふ 御 心配な く 充分に 御 養生に なって 一 一年 後で も 三年 後で も 完全に 健康 を復 せられてから、 

みっしり 仕事 を 御 やりに なって さへ 下され は 結構で はない かと 思 はれます が 如何で しゃう。」 尤 

もさう 云った 慮で 君に なつ て 見れば さう 簡單 にも 思 はれない だら うとい ふ 事 は 自身の 経驗 から 推 

しても 分ります が、 併し 目前の 事 だけ 考 へないで よく/ \考 へて 見る と、 どうも 今 申 上げた 事 は 

矢張り 本當 の 事で、 そして 凡ての 点から 考 へて 最も 良 い 方法で はない かと 思 はれます が 如何 で し 

やう 0 

假令 君が 御 遠慮から 今 御 辞退に なった 處で、 〇〇〇〇 としても 學校 としても、 到底 さう かと 云 

つてし ま はれるべき 譯の もので もありません から、 結局 同じ 事になる かと 思 はれます。 いづれ に 

しても 未だ 病氣 がさう 永くな つた 譯 でもな し、 普通の 官吏に した 處で 一年 やそこ いら 休む の は 何 

でもない 事です から 鬼に 角 さう いふ 御 心配 は 御 止めに なって、 御 養生の 方に 全力 を 注がれる のが 

万全の策 かと 思 はれます。 

唯 君が 〇o〇〇 なり 其 他に 對 して 氣の 毒に 思 はれる の は 御尤の 事です からさう いふ 御 心 持 を 先 

生に 表白な さる 事 は 悪い 事で はない と 思 ひます が 余り 急激な 御所 置 はなさら な い 事 を 希望 致し ま 

す 0  , 

何だか 不得要領な 事ば かりにな. つてし まひ ましたが、 鬼 も 角 もなる ベ く 無駄な 御 心配な ど は 放 

擲 して のんびりした 氣 持で 御 養生 專ー と 存じます 
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奥さんが 御病氣 ださう で 此れ は 一番 御 困りの 事と 存じます、 どうか 御大 事に 願 ひます。 どうも 

家族の 病氣は 一等 閉口す る ものです が、 此れ もや はり wave の やうな もので 何處の 家で も 時々 は 

やって来て、 又 良い 時が 來る やうに 思 ひます。 どうか 氣を 腐らせないで 御 加養 を 祈ります。 

書物の 事 を 御 尋ねです が、 僕 は 近年 どうい ふ もの か 小說ゃ ドラ マ とい ふ ものに 舆 味が なくなつ 

て、 H ッ セ 1 'や 記 行 ゃ傳記 的の もの 、方が 面白くな りました のでつ ぃ外國 の小說 など も讀 ます、 

日本の もの もめった に讀 まない から 御參考 になる やうな 事 もありません。 此の 一 一三 年讀ん だもの 

で 私の 面白く 感じた もの は ウィリアム ジ H 1 ムスの 論文 集、 力 ー ライル や エマソンの もの、 メ  — 

テル リンク の 小品 文、 それから チ H スタ ー トン の 小" § は 少し 品が 惡 いが 矢張り 面白う 御 坐い まし 

た。 ラスキン は あまり 面白くありません でした。 二 ー チヱ も 六 かしい が 面 rtl いと 思 ひました。 

少し 退屈 だが マ ルコボ 口 の 紀行な ども 變っ て 居て 面. E ぃ處も あると 思 ひます。 此頃 Thorcfui の 

Walden とい ふ 著名の 奇蚩曰 を 讀んで 居ます が 此れ も 面白い 處が ある やうに 思 ひます。 一休 僕 は 唯 

手當り 次第に 讀む 方で 讀 めば 大概 面白く 思 ふ 方です から、 あまり 讀書 家の ォ— ソ リチ— になる 资 

格がなくて 殘 念で 御 坐い ます。 

日本の 小說 では 此頃 改造に 述 載して 居る 武者 小路 氏の 「或る 男」 と 題した 自叙 傅の やうな もの 

と 志 賀直哉 氏の 「暗夜 行路」 とい ふ 矢 張自傳 的の もの だけ は 時よ よんで 居ます。 妙に こしら へた 

やうな 小說 よりも かう い ふリ ァ ルな もの 、方が どんな や 凡な やうな 事で も 生命が あつ て 面白くて 

何 かしら 爲 になる やうに 思 ひます 

とんだ 長^義 を 致しました 
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くれ/ \ 御 大事に 願 ひます f 

三月 七日  寺ョち r 

高嶺 擧兄玉 案下 

45  二 

一一 一月 十一 一日 月 午前 十 時 I 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニニよ リ富山 縣福野 町 五 鳥 寛 平氏へ 

拜復 御手 紙 難 有拜. i 致しました。 冬彥集 正誤表 難 有う 御 坐い ましたな ほ御氣 付の 事が ありま 

したら 御 示 敎を願 ひます 

御 尋ねの 件 左に 

一、 英國 ヴィク トル は 銀 十字 屋樂器 店に て 取 寄せて 居ます。 目錄 御^ 文 あらば 袋る かと 存じ 

一、 英國の は fIislnastel>svoicc とい ふ 文字と、 犬が 蓄音器 を 聞いて g る 翁と を 俄に 印,^  (着 

色) した w 形の マ— クが 貼って あります。  ^  ？ 

一、 レコ —ド 番号 は 英米 獨 立と 存じます 

一 、 御 申 越の 內、 小生 方に あるので 英國 製の は M§art,  Ave  vensl  Corpus  D  337 だけで e 

記 は 皆 米國即 Vict  I.Ola で 番号 次の 通り  . ？ 

Mtulaiiie  wutterflyiDeath  Scene  (Flln.ar)  870 き 
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Faust—screluule  of  Mephist.  81040 

又 左記 は コ ロン ビアレ コ ー ドの もの 持— 參 

Le  cyg-ne  L 1007 

此れ は Victiohi も あり、 その 方 可な らん 次の ロッ シ 一一 の は 存じません 

一、 レコ ー ドの 解說書 は 私 も 欲しい と 思って 居ます が 未だ 見付かりません。 「秋の 歌」 の 如き 

もの は 却つ て 音樂を 胃 瀆 する もの かも 知れません。 プ ログ ラ ム ミ ュ ー ジッ ク 以外の もの は說 明し 

ない 方が 本當 かも 知れません しかし 繰返しく 聞いて 居る と 矢 張 何 かしら 自分 だけの 印象 は 明 

瞭 になる やうに 思 ひます。 如何に 哉 

右 費 答 迄 草ぶ 

三月 十 一日  .  寺田拜 

五島 樣 侍史  ， 

•  七 Ol 一一 

三月 十五 B 木 午後 零時 ー 一 時 本 i-M 刺 込 曙 町 一 三より 籽ド高 m 町 雑 司. K 谷龜 1^ 三  一 •！： 富 信 一 氏 へ 

謹啓 扱て踏影會廿五日日曜の分切符を求めて置きましたから御屆け^！！^します。 御 差 支な くば 

御 出掛 を 願 ひます 

余事 拜 眉の 上 草ぷ 

三月 十五 日  寺  田 
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國富君 侍史 

七0 四 

三月 十五 B 木 午後 九 時— 十 昨 祌田區 今 川 小路 風月 堂より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 「は 

がき， 1 

先日 は失禮 しました、 今日は 一 日 frei だから 電話で も かけやう かと 思った が 御 亡が し いだら 

うと 思って 差控 へました、 もう 一 度 位 ゆっくり 話しで もし 度い と 思 ふが 余り 愁が深 過ぎる やうな 

氣 もす るので、 目出度 御歸 朝の 日 迄 リザ I ヴ 致します 。一 別にす る 事 もない から 學 校へ 出て 見る 

と 矢張りつ まらぬ 雜用 があって 三時 半 迄 在校、 それから 神 田へ 氣晴 しに 出かけて フラ ン ス 書院で 

繪の雜 誌 を 一冊 かって、 丸 善 を 偵察して、 それから ガイ サ ー で Rudolf  von  M.p^^3  ..  Die  .vvclt 

dcs  THnzers とい ふ 本 を 買って、 それから 端 蚩曰 を 買って、 今 川 小路の 風月へ は ひって 夕飯 をた ベ 

た虚 です。 此れから 又學校 へ歸っ て 田 丸 先生の レ ラ チビ チ— の 講演 を 聞いて 九 時 過に 歸 ります」 

明日 は 深 川 へ 行きます、 歸 りに カフ H 1 コ， I  ノス に 寄つ て 茶 をのむ 豫定 であります 

十五 日 午后 六 時 

七0 五 

III 月 十五 B 木 午後 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ廣島 縣江田 鳥 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 〔はがき， 一 

御手 紙と 論文 確に 落掌 致しました  . 
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論文 は ゆる/ \ -拜 見の 上 何彼と 考究 致して 見 まし やう、 年 會には 御 都合が つけば 御上 京 あらば 

好都合と 存じます 

色- - 今後 の 研究 の 御 相談 も 出来る か と 存じます. 一 

先 は 右 落掌の 御 報 迄 草. -申 上げます 不盡 

三月 十五 日 

七 。六 

三月 十七 B  土 午後 五 時— 六 時 本 鄉區束 京 帝 国大 學理學 部より 門 司 B 本 郵船 會社 汽船 誠 訪丸小 宮豐隆 氏へ 

今日は 甚だ 慌た. にしい 素氣 ない 御見途 をし ました。 不惡願 ひます。 途中 迄 行き さうな 事 を 云つ 

て 居て それでよ したので 君に 小さく リ こも 一 つの ヱ ント トイ シュ ン. グを與 へ たのではなかった かと、 

あとで 考 へました。 行けば 行かれない 事 もなかつ たの だが、 紙の テ ー プを引 張る やうな 氣 もした 

しそれ よりも 途中で ぼつねんと 下車して 引返して 來る 事が 妙に いやであった のでした。」 發車後 

松极 君と 丸の 內ビ ルディ ング に 這 入って 見物して 地下室で コ— ヒ ー を 一 杯 のんで 居る 內に 奇妙な 

心 持が した。 軽く 船 車に でも 醉っ たやうな 心 持で 物 を 云 ふの が 大儀に なった。 此れ は 少し 滑稽で 

あります。 

上海 香港 シ ン ガボ— ルと 明るい 國の 明るい 天地が 君 を 待つ て 居る、 大に 愉快に 元 氣に旅 を 亨樂 

される 事 を 祈ります。 

途中で 暇が あったら 端 書で もよ こして くれ 玉 へ。 御機嫌よう 
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三月 十七 日 午後  , 舉 校の 室で  寅 彥 

豐隆 大人 

七 0七 

1 二月 十九 日 月 午後 零時 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より マルセイユ 日本 郅船 會杜 汽船 識訪丸 小 宮璺隆 氏 へ 

マルセイユ で此 手紙が 君の 手に 届く 事が 出来る だら うと 思つ て 書きます c」 今日 即ち 十九 日 は 

生温い 南風が ヒ ドク 吹いて ガラス 障子な どが 不安な 音を立て、 一 H 鳴って 居た から、 多分 低氣壓 

が 日本海 を 東北へ 進行して 居る だら うと 思つ て、 もし さう だと 君が 玄 海から 上海へ 向 ふ 途上 は 却 

つて 平穏で あらう か と 想像し て 居ます。. 一 今日は 溫か だから 朝 久し振りで 庭 へ 下りて 八ッ 手の 葉 

のヒ ドクな つて 居る の を 整理し ました。 楓の 芽が 二三 日の 間に 急に 大きく ふくらんで 來 たし、 連 

翹 ももう 二三 日で 開き さう であります。」 どうも 君が 立って しまつてから、 兼て 豫 期して 居た よ 

り も 淋し ぃ氣 がします。 なんだか 輊ぃ腦 貧血の やうな 心 持で 氣 分が 惡く物 を 云 ふの も 何 をす るの 

も 大儀な やうで、 電車な どて 走し つて 居る 內 にも 時ぶ 電車と 共に 下の 方へ 落ち込んで 居る やうな 

氣 がしたり する。 しかし 別に はっきり 君の 事 を考へ て 居る 譯 ではない 唯 何となく さびしい い 心 持 

がして 居る だけです。 此れ は 余りに 可笑しい 話です が 御 笑 草 迄に 申 上げます。 二三 日 もた てばこ 

んな事 はないで しゃう：」 マルセイユ に はたし か シャ. ヴ ン ヌ の 名高い 壁畫が あり はしなかった か 

と 思 ひます が、 御 暇が あったら 御覧になる やうに 賴 みます」 今日は 日曜です が 朝 は 大學院 の 男が 

來て小 笠 原 島の 話 をして 居る 內に、 甥が 來 ていろんな 醫療 器械に 關 した 實驗 方法な どの 相談 を受 
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けたが、 どうも 頭が 惡く てし やうが ないから、 甥 を つれ 出して とうく 銀 坐 迄 行って 風月で コ ー 

ヒ ー をのんで 莓クリ ー ムを 食った。 此間 おしま ひに 君と 夕飯 をく つた テ. ー ブルに 坐って、 そして 

X 線 を 出す 管の 製造に 關 する 話な ど をした、 なんだか やっぱり 淋しかった。 君が 青山に 居る の も 

； s. 戶に 居る の も 別に 大した 變り はなさ、 うな もの だが、」 

岩波 も 一 向 表紙の 見本 をよ こさない し、 春陽 堂 も 何の 沙汰 もない から 少し 催促して 見 まし やう。 

なるべく 氣寺 のい、 本 を こしら へまし やう。」 今 午後 九 時 四十 分、 白山 邊を 通る 電車の 音が i わる 

やうに 聞え て 居る。」 余事 後便 

三月 十 5 日、 御 出 發の翌 夜  寅 

豐隆 大人 

七 0 八 

三月 二十 一一 B 木 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宫璺隆 氏へ 

〔封筒の 表に 「御 留守宅 御中」 と あり〕 

謹啓 先日 は 御 首尾よ ろしく 御發程 大慶に 存じます、 其 後 御 一同 樣御變 り もな く 御子 樣方 にも 

御 元 氣宜敷 事と 拜察 致し ます。 

扱て 御出發 前に 小宮 さんから 御金 を拾參 R 五 拾斐拜 借して 居りまして、 御 出 發當日 御返しす る 

遺り で 居て 當朝 出が けに 慌て 、失念 致しました。 それで 其內に 持參御 目に か， - つて 御 話し 申 上げ 

る廣 でした が 色ぶ と 忙しくて 余り 延びく になり ますので 甚だ 失 禮で御 坐い ますが 別 翻の 小爲智 
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で S. 郵送 致します、 どうか 惡 しからす 御 賢察 を 願 ひます。 

御 g 田 守 中 何なりと も 適當の 御用が ありましたら 御 遠慮なく 御 下命 を 願 ひます、 

右 要 事の み 乍失禮 手紙で 申 上げます、 なほ 御 一 同様 御 自愛 專 一 に 存じます 不盡 

三月 廿 二日  .  、寺 田寅彥 

小 宮様 

七 0 九 

四月 十六 日 月 午前 九 時. I 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 伯林 日本 帝 國 大使館 氣 付小宮 豐隆 氏へ 

早い もので 御出發 以来もう 大方 一 月に なりました、 香港からの 御 端 書以來 まだ あとが 來 ません 

が 乂マ日 あたり は 多分 紅海の 邊を 通行し て 居る だら うと 想像して 居ます、 もうす つかり 船が うちの 

やうな 氣 がして 愉快に 御 航海と 存じます、」 小生 も 別に 變 つた 事 もありません、 健康 も 中位で 毎 

日出 校氣 儘に やって 居ます。 そして 時. -神田 や 日本 橋の 通 や 銀 坐 を あてもなく 歩いて は何處 かで 

コ ー ヒ ー をのんで 遲く うちへ 歸 つて 來てパ ンを かじって 居ます。 莓が 大分 豊富に なって 來 たが 此 

れを味 ふと いくらか 氣が セィ くす る やうです C, 一  此間 春陽 堂へ 行って 本の 事 を 聞いたら 係りの 

人が 居なくて 要領 を 得す、 其 後 店員の 磯崎と かいふ 人が 來て くれて 話しました。 小生が 賴 まれて 

居る 事 は 知らなかった やうな 風でした が la^ に 相談の 上で 体裁 等 をき める 事に 話して おきました、 

其 後 未だ 沙汰が ありません。」 岩波から は 色 見本が 来て 居ます、 近日 主人が 来て 相談して きめる 1 

箸に なって 居ます。」 春陽 堂の 店員 は、 「藪柑 子」 の 事 を 「ャブ カン シ」 と發 音して 居ました。 ま 5 


さか 知らない 譯 でもない だら うし 甚だ 失禮な 男であります。 相手に し 度くない が 仕方がない、 好 

笑。 今度 来たら 春陽 堂の 事をハ ルャゥ ドウと でも 云って やり まし やう。 

連翹が 散って 乙女 椿が 盛りです。 櫻 は 雨 や^に ひどく やられた がそれ でも 相 當に疾 いたやう で 

す。 曙 町邊の はもう 二三 日で 散って しま ひさう です。 柳 や 楓が芽 を 吹き出した。 しかし 氣 候が 少 

し 不順で 馬鹿に 寒い。 此ニ 三日 は 又 冬 外套に 襟 卷手套 のいで 立ちで 出かけます。 學校は 杓子定規 

にスチ ー ムを 通さ なくなつ たから 寒くて 閉口です。 しかし 此の 異常 はもう 永く はつ きますまい" 

暖 くなる の はい、 が 頭の 惡 くなる の は 困ります、 今朝 苗賣 りが 通って 居た。 あの 聲を 聞く とどう 

も 情な ぃ氣 持に なって しま ふ c」 駒 込 橋から 飛鳥 山 行の 電車 開通 今日の 日曜 は 大變な 乘客だ つ た 

さう です。 此れ は 早くから 線路が 出来て 居た の だが、 賞錢を 市內と 共通に する かどう か 决定し 

ない 爲に 開通が おくてて 居た の ださう です 

津田君 はいよ く滿州 朝鮮 へ 出かけた やうです。 なんだか 淋し さう で氣の 毒な やうな 氣 がし て 

居る、 出發前 一度 會ぃ 度と 思って 居て、 とうく やう 會 はなかった」 敏子 夫人の 出發を 見送った 

時 和 辻君に 會 つたが それ以来 誰れ にも 會 ひません。」 フラ ン ス 美術展 覽會が 上野で 開かれて 居て 

二度 見に 行った。 見る と 自分 も かき 度くなる が、 時間がなくて かけない。 春の 休み は畢會 でつ ぶ 

れて しまって 休息 も 出来ませんでした。 なんだか 草臥れて しまった。. 一 クラ イスラ ー が 五月 一 日 

から 帝劇で 演奏す る さう です。 行って 見やう かと 思って 居る がどうな るか 分りません C 1 ブル メ 

原 

ス タ， - とか ホ ルマン とか ゴ トウ スキ ー とかいろ/, \- な 演奏 會が あるが 一 つも 聞きませんでした。 

中 M 昔樂が } 巟 行す ると 見えます C 一  ヴァイオリン も 折.^ 先生の 處へ 行って 居ます。 いろんな 急所 


582 


年 二十】 E 大 


を覺 える 事が 面白い。 聞いて 見る とッ マ ラ ナイ やうな 事で も、 矢 張 聞いて 見ない と氣が 付かない。 

「眼から 鱗が 取れる やう」 な氣 がする」 五月人形が そろく 出 はじめる。 鲤 幟の 立つ 頃になる と 

いやな 空風が 吹いて 壟 埃の 立つ の は 一番 閉口です c」 田 舍の家 はま だ 出来 上りません、 どうも 氣 

の 永い のに 驚きます C  二月 中に 出来る 害の が 四月 一杯で もどう だか 分りません。 日本人 は 期限と 

い ふ 事の 觀 念が 欠乏して 居る。 尤も さう い ふ 氣の永 い 土地 だから 保養に は 好適 かも 知れません ビ 

岩波 主人 は 三月 末 又 赤 倉スキ ー に 行った とい ふ 話しでした C スキ— と！！ Iltl との 摩擦に 關 する 物理的 

解說を 聞かされて 犬に 笑 ひました。」 僕が 伯林 滞在中、 會 話を敎 はった 女の 先生が 矢 張 もとの 處 

に 居て 日本人 相手に 昔の やうに 敎 へて 居る さう です。 もし 近所へ 行ったら、 どうか 尋ねて やって、 

僕の 近 狀を傳 へ、 又 其 後の 事 を 聞いて やつ て くれ 玉へ Frau  Dr.  Ille,  Akgienstrasse  153. で 

す、 ノル レン ドルフ プラッツ から 數町、 ァ ボス テル パウルス キルへ の 隣り です。 定めしおば あさ 

ん になって 居る でし やう。 娘の ヒルデ カルトの 消息 も 尋ねて やって 下さい c」 僕の 居た 宿の スグ 

近くの ヴィク トリ ャ、 ルイ ー ゼ ン ブラ ッ 〔ッ〕 のシパ —テ ンブ ロイと いふ レ ス トラ ン があった が、 

どうな つた か、 あすこで は 永い事 晝夕 のめし をく つたので した"」」 こんな 事 を かいて 居る と 又 行 

つて 見たい 氣 がする。 余事 後便 

四月 十五 日夜 十一 時  黄  ， 

豐隆 大人 

4MO 
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四月 十六 B 月 午後 零時， I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 小石 川 小 E 向 水道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ r 繪は 

がき 自筆 ペン 畫 花瓶〕 

〔捨の 上に〕 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 二三 日來 寒さが 逆戾 りして、 ゆるみ か、 つたから だに こたへ る-や 

うです が 御變り もな く 重疊と 存じます。 鎌 倉へ 時よ 御 出かけの 由 そろ/ \ -新綠 がよくなる 事と 存 

じます。 小生 も績 でも かきに 出かけた いのです が、 それだけの 元氣 もな く 甚だ 乾燥な 生活 を 達つ 

て 居ります」 上野の フランス の搶 は御覽 になった 事と 存じます、 段よ 見馴れて くると あ 、 い ふ變 

な繪が 段. -に 面白くな つて 來る やうです。」 小生の 變な緒 を 御 目に かけます 

七 一 一 

四月 二十 五日 水 (時間 不明，) 本 瑯區駒 込 曙 町 ニー 一より 小石 川區小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 

新聞の 廣吿で 「思想」 に 大兄の 「冬 彦集」 に關 する 記事の 出た 事 を 知って 早く 拜見 したいと 思 

つて 居ました が 昨日 は雜 誌が 来す、 今朝 も 未だ 来ない からどう したの かと 思って 居た、 岩波 君が 

來 て小宮 君の 書物の 表紙に ついて 相談な どして 一 處に 出かけ やうと したら 雜 誌が屆 きました。. 今 

夜歸 宅して 唯今 御 批評 を拜 見し ました。 どうも 非常に 難 有い 事ば かりでした。 自分の 丁度 思って 

居る 處を 云って 頂いて 難 有かった 事も澤 山あります が 叉 自分で 一 向氣 がっかないで 居た 事 を敎へ 

て 頂いて 難 有い と 思 ふ 事 も ありました、 此れ だけ アップ レシ ヱ— ト して 頂けば、 それだけ でも あ 

の 本 を こしら へ た 事が ヂ ヤス ティ フ ァ ィ された やうな 氣 がして 非常に 氣が安 まります。 唯少. -困 
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つたの は、 偶然に でも ケ ー ベル 先生の 「績 小品集」 と 一 つの 欄に 名前 を 並べられた 事で、 此れ は 

なんだか 汗顔と いふ 心 持、 又 甚だす まない やうな、 又 何となく 落つ かない やうな 心 持 も 致します。 

さう いふ 心 持の 奥の 方に は やっぱり 嘻し いやうな 處も ある 事 は ある やうです が、 やはり 何 かしら 

氣が 咎める の も事實 であります。 例へば 鼻を垂 した 田舍の い たづら つ 子が 上品な 貴族の 公子と 一 

つ の 壇の 上へ 呼び上げられて 免狀 でも 貰つ て 居る やうな 心 持 かも 知れません。」 なほよ くく 拜 

見、 其 內に御 目に か、 つて 御 禮を申 上 度と 存じて 居ります、 どうも 難 有う 御 坐い ました。 

小 宮君も 定め て あれ を拜 見し たら 喜んで くれる 事と 思 ひます。 小宮 君が シ ン ガ ボ 1 ル から 出し 

た 手紙が 今夜つ きました。 海が 穩 かなの はい、 が 暑い のに 閉口した やうです c」 もう 疾に 紅海 を 

ぬけて 伊太利 近くな つて 居る 頃 かと 思 ひます。 しかし 手紙 を 見る と熱帶 でう だって 居る 顏が現 は 

れて來 ます。 

近頃 は ゆっくりした 時間がない ので 禱の方 は 殆んど 中止して 居ます。 さうな ると 又 無闇に 描き 

たくなる やうです CJ 一  週間に 一 邊音樂 の 先生の 處へ 行って 稽古 をし ますが V 此れ を やって 歸る 

と 頭の 中が せいくして 隨分 いやな 氣 持の 時で も、 洗った やうになる から 不思議であります。 ど 

うしても、 よくく 道樂 者に 生れつ いた もの だと 思 はれます」 

御禮 をい ふ 積り でつ いく 大平樂 を 並べました、 御 寛容 を 祈ります 草ぶ 

四月 廿四 日夜  寅、 彥 

安倍 大人 玉 案下 
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四月 二十 七 tn 金 午前 十 時— 十 一 時 本 鄉區駒 込^ 町 一 三より 伯林 n 本帝國 大使館 氣付小 {3cmai 隆氏 へ 

新 嘉坡； S$ 前 一 一見 浦 アイス タリ ー ム の Menu、 それから 着 後の 端 *1 と マラ ッ 力からの 珍ら しい 端 

書と 難 有く 拜見 致しました。 僕の 場合より 船の 進みが 遲： S やうな 氣 がする が、 考 へて 見る と あの 

頃で も 郵船 は 碇泊 時間が 永かった やうです。」 御 健康で 何よりであります、 航海 中 は 無闇に 腹の 

へ る もの だからもう 此頃は 船の 食事に も 馴れて 御 出 だら うと 思 ひます。 もう いづれ にしても 地中 

海へ はいって 居る 事 は 疑ない と 思 ふが 僕の 場合からの 推算が 出來 なくなつ たので 少し 印象が 不鮮 

明に なって 困る、 會 社へ 聞いて 見たい と 思って 居ます。」 君からの 書信 を 「漉 怖」 へ揭 載の 事、 

城 君の 懇望 も だし 難く、 君に 叱られる かも 知れません が、 渡し まレ た、 御 寛容 を 祈る。 「漉 柿」 

も 「研究」 が 出切つ てし まふと 落莫の 感が あるの だから、 何 かやら うかと 云つ て 一 夕 松 根 君が 僕 

の 所へ 來 てつれ く 草 や 俳諧 文選な ど を ひつ くら 返して 見た もの "、 どうも サ ッ パリ 僕に は氣の 

りが しないで 困ります。 俳諧 (連句) の 研究で もやら うかと 思って 居ます、 やる に はやっても、 

とても ロタな もの は 出来ないで 却って 胡 蘆になる かも 知れない が、 まあ 仕方がな いから 「& 柿」 

の爲に 奮闘して 見 まし やう。 他の 雜誌 などて 何と 云つ て もい-が 君に 叱られ さう だと 云って 笑 ひ 

ました、 此れ も 寛容 を 祈ります 

大 變に氣 候が 異常で 一 一三 日 冷えます。 機錯が あるな ど、 いふ 流言 も あるが 此れ は 唯の 流言です- 

唯夂. 一と： 复 とが ゴ チ ャ/ \ にかき 交ぜられた 中 をく につ て 居る やうで 弱い ものに は 不都合で ありま 
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す。 それでも 紅葉 や 柳 ゃ新綠 はすつ かり 出切って フレッシュです、 今 八重 櫻が 盛り、 花屋に はチ 

ュ， I リップ 滿載 大安 賣、 僕 は 白山の 植木屋で ケチ な棬ゃ ボケ や、 し み 花な ど を 買って 來ては 庭 

へ植 込んで 居ます ピ 板 橋の 家 はま だ 出来ない、 田舍の 職人の 氣の 永い にも 驚きました、 比 方が 

ないから 此方 も 負けない やう に氣を 永く し て 催促 もしなければ、 もう 出來 たかと 聞き もしな い で 

うつち やら かしてあります」 

昨日 岩波 君が 來て 本の 表紙の 色を畧 きめました。 段. - 研究して 行く と 結局 矢 張 茶と,！ 茶と に 落 

ついて 行きます が、 なるべくい、 色と ト— ン を撰定 する つもりです。 見本 を 作った 上で 再考す る 

事に なって 居ます c」 

安倍 君が 「思想」 に冬彥 集の 批評 を かいて くれました、 ケ ー ベ ル さんの 鑌 小品集と 一 處に 批評 

されて 非常に 光榮 です がケ ー ベルさん と 並べられる と 何だか 自分が 鼻垂 小僧 の やうな 氣 がして 少 

し 恐縮し ました、 しかし 鬼 も 角 も 難 有い 批評です、 君 も讀ん だら 喜んで 下さる だら うと 思 ひます。 

處ぶ 僕に は アイ a  二 カルに 閒 える 處 もあった が、 しかし やっぱりう まいと 思 ひます (廿 六日) 


昨夜 これ だけ かいてお いて、 今夜 叉 かきます CJ 久しく 御 樣子を 伺はなかった からと 思って さ 

つき 青山の 御宅へ 電話 を かけて 見ました、 皆さん 別に 御變り もない やうです から 御 安神 を 願 ひま 

す。 時. -御 尋ね もしなければ ならない が 勝手に 御無沙汰して 居ます。」 御宅へ 電話の 序に 伺って 

見る と廿 八日 マルセイユ 着の 豫定 ださう で、 それで は、 もういよ/ \ 明後日です、 今夜 あたり は 

ナポリ か 何處か だら うかと 想像して 居ます。 ^は廿 八日 は朝學 校で 氣 象の 演習 を やって、 晝 から 
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文部省で 開かる 學術 研究 會議 の総會 とい ふのに 出席して ラ ング ワイ レ ン すべ き豫定 になって 居 ま 

す」 

上野で 例の 佛國 美術展 覽會が 開かれて 居る。 僕 は 三度 見に 行った、 大してい 、とい ふ譯 でもな 

いが 畫學 生に はい 、研究になる。 どうもよ く賣れ てるのに 驚く。 賣上 高が 十 何 万 HT たさう です。 

ルノ ヮルの 女の 半身の 小さな のが 一 万 何千 H など、 いふの がすぐ に賣約 札が 貼られて 居た c」 岩 

波 君が rt ダンの トル ソ に 垂涎して 居た、 買 ふか も 知れない。 僕 も 好 景氣に そ、 のかされ ァスラ ン 

の 花の 鎗の 安いの を 買 はう かしら なんと 考へ て 居る うちに どし/ \ 賣れ てし まった。」 

君に 貰った 卷烟草 入 を 毎日 持って 歩いて 居る。 偶然な 事 も ある もので、 丁度 人から トルコ 烟草 

を澤山 貰った ので それ を 人れ て 持って行く、 さう して 食後の 樂 しみに ボ ッリ， （- 吸って 居る」 

津田 君が 京 城から 端 書 をよ こした が、 大變 朝鮮が 氣に 人った さう です。 一寸した 端 書に でも 何 

だか 淋し さうな 響が ある やうな 氣が 僕に はする。 なんだか 近頃 そんな 氣 がして しゃう がない。 當 

人 は 存外 吞氣 かも 知れない が」 

後藤 新 平が 市長 を 辞職す ると いふ 事で 新聞が 賑 はって 居る やうです。」 クラ イスラ ー は 五月： 

日から 五日 迄 帝劇で 演奏す る 事に なって 居る、 一 夕奮發 して 聞きに 行かう と 思って 居ます」 

僕のう ちの 三毛猫が 又 子 を五疋 うんだ。 可愛い、 ものです。 人間の 母子な ど、 は 比較に ならな 

い 美しい ものです。 夜中に 眠られない 時なん か、 此の 猫の 親子の 一 かたまり になって 寢て 居る の 

を 見る と、 心が 柔く なって 高ぶった 神 耗が靜 まる 

今日 神 田で 音譜 をのつ ける 1 ル を 買って 来て、 今 三十 分ば かり ブ ー く 鳴らした。 
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少 しづ 、は 矢張り 進歩す る やうです。 

雜 誌へ もの を かく 氣は さっぱりし なくなって しまった、 妙な もの だが、 丁度い、 止め 時 かも 知 

れ ません。 

右 迄、 钾 大事に 草 M  - 

四月 廿六 日夜 十 一時  寅 

豐隆 大兄 玉 案下 

七 一三 

五月 二  B 水 午前 十 時— 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 廣島縣 江 田 島 海軍 兵 學校山 口 生 知 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 東京の 方へ 御 出に なれる 御 見込の 由 大慶に 存じます」 扱て 例の 潮 

汐の 振動の 御調べ に 就き 左に 申 上げます 

低 氣厂の 図を拜 見し ますと、 大体 二種に 區 別され ます。 即ち 南の 方の 沖から 來る ものと 大陸の 

方から 來る ものと であります。 

此れ は^々 に 取扱った 方が よい かと 思 ひます。 先づ 前者に ついては A に相當 する 時の Lew の 

深度が 分る と 都合が い，^ が 何とか 工夫 はありまん か。 さすれば A 点の 分布 か 低氣厂 深度の func- 

tion として 分る 譯 です。 或は 正確な 深度 は 分らなくても 大体に 顯 著な I,ow 程遠く からき く 事が 

分れば 面白い かと 思 ひます。」 或は 又 方向に よって A 点の 平均 距離 を 計算して 見る の も 一 方 かと 

思 ひます。」 叉琉 球台灣 から 南の 方から 來る もので は、 A 点と コ 一一 ャの 距離の みならす、 振動が -ま 


始まった 時に ：Kcnya が 等氣壓 線の どんな 部分に 當 つて 居た かと 調べて 

見る も 面白い と 存じます。 即ち 低 氣厂の 周圍で 氣厂の 傾度の 急に 變る、 

上図の P 点の やうな 處に當 つた 時 振動が 始まる ので はな いか、 此点も 御 

調べ 如何です か 

中心から 起った 波が 傳播 して 來る のか、 或は 氣壓ゃ 風の 影響で sta- 

tion 附近の 海面に 起る ものが 感じる のか 此れ は 未た 疑問と 思 ひます。 

此ー 一つの 說を决 する やうな 方法 はない か 御 考へを 願 ひます」 


灣の 風と 地形の 關係 面白い と 思 ひます。 尤も 所謂 全 灣の方 は 却って 地形の 高い 方角が Na の 

Max になって 居て 不思議に 思 はれます。 此れ は 地形の 高さ を 求める 時の 中心点の 置き所が 惡ぃ 

せいで はない かと 思 ひます。 御 再考 を 願 ひます。 中心点 を 適當に 置けば 同様にう まく 行く かと 存 

じます。 此方 は 或は 距リを もっと 大きく 取る 必要が あるか も 知れません。 御 再考 を 祈ります 

右 乍 遲滞御 返事 迄 申 上げます 草ぶ 

五月 一日  寺田拜 

山ロ樣 侍史 

七 一四 

五月 二十 八 B 月 午後 七 時— ベ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 伯林 日本 帝國 大使 節 氣付小 宮璺隆 氏へ 

五月 廿 八日 認 
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コ Q ン ボ以來 しばらく ぶりに 四月 廿 二日の 消印 ある ボ— トセ イド 發の御 端 書 到着、 妙な もので 

かう いふ 端 書 を 見る と 未だ あの 邊を 進行 中の やうな 氣 がする、 本尊 は疾. の 昔に 伯林に 落着いて 居 

る 害で は あるが、 ボジチ ー ヴプ ル ー フ が 手に 人らない 內 はどう も 俯に 落ちない C, 一 

東京 は 五月 下句 來 丁度 梅雨 まが ひの 天候が 持鑌 して 欝陶 しい、 此れから 本當の 梅雨に 其 儘つな 

がるの だと 甚だ やり切れない 譯 であります。 獨 逸に は 梅雨なん かないから たしかに 其方が い、 に 

相違ない が、 日本人に は 物足りない かも 知れない」 ク、 しく 引きす つて 居た 板 橋の 田舍の 家が やつ 

と あらまし 出來 たので 昨日の 日曜日に 子供 等 一 同 つれて 遊びに 行きました。 さう したら 村 中の 子 

供 や 子守、 それから 娘さん 御婆さん 迄ぞ ろ，./ \ 集まって 來て 窓に かじりつ いて 內部を 見物す るの 

で 大 に 驚きました。 さう して 朝の 十 時 頃から 午後 の 四時 頃 迄根氣 よく 家 のま はり を 見物し て 退散 

しないの に 閉口し ました。 丸で 此れで は 村の 子供の 爲 に公圜 をつ くった やうな ものであります。 

此れが いつ 迄 もつ くので は 全く やり切れない 譯で すが、 一 一三 度 行く 中にはもう 珍ら しくな くな 

つて あまり 來 なくなる だら うと 思って 居ます。 さすがに 大人 は 男女と もに 誰れ も 接近し ない。 子 

供と おばあさん、 子供の 女性の 方が 多數で 此れ は 一 寸 面白い 事實 だと 思 ひました ノ」 

數日 前松拫 君が 來て 俳諧の 研究 を やりました。 研究と いふより は 出たら めの 雜談を やつ た。 

「鳶の 羽 も 刷 ひぬ 初し ぐれ」 の卷を 少し やった。 どうも やっぱり 芭蕉が えらい やうな 氣 がして 來 

ます。 いづれ^ 柿の 材料に する でし やうが、 どうか 見て 御 笑 艸に願 ひます。 二人 切り だと さつば 

り 議論が 出なくて 單 調になります. 一 阿倍 君の 處へ瞻 吹 山の 事 を 御 申 越に なった さう です が、 物理 1 

學 者が 研究に 行った 云. -は 誤解の 恐が あるから 唇して 貰 ひました。 氣象學 者が 行った の は 事實で お 


すが、 よく 調べた 上で 面. a い 材料が あったら 僕から 報吿 致し まし やう。 

批評 集と 傳統藝 術 研究の 背に 貼る 文字が どうもう まくない ので 色. -ゃ りかへ たりして 手間取つ 

て 居ます が、 もう それ も 大抵き まります から、 間もなく 發刊の 運びになる 事と 思 ひます。 どうも 

思 ふ樣に 此れなら とい ふ 程に も 出来なかった がどう か 御 寛容 を 祈ります。」 春陽 堂の 方 は 其 後 ど 

うなって 居る のか、 聞いて 催促し なければ ならない のです が、 ついく 怠って 居て すみません。 

津田 君が 朝鮮から 陶器 や 家具 類 を澤山 買って 來て 居ます。 中 i 味の ある ものば かりです。 ひど 

く 朝鮮が 氣に 入って 居る らしい。 槍 はちつ とも 描いて 來 なかった やうです。」 僕 は 緒 はかく 暇が 

ありません 夏 休が 來 たらと 待 兼ねて 居ます。 バイオリン も 中ぷ思 ふや ゔに 練習が 出來 ません、 隹 

毎ぶ ザヮ くして 暮 して 居る ので 頭 もから だ も疲勞 して 顿な日 を 送つ て 居ます。 此れが 恐らく 万 

人の 常態 かも 知れない が 

風月へ は 久しく 行かす。」 御 健康 を 祈る 草 

五月 廿 八日  寅 

豐隆 大人 玉 案下 

七 一 五 

六月 十 B  B 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川 K 大嫁窪 町 四 三 高嶺 俊 夫 氏へ r 封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 先日 はわ ざ/ \ 御 立 寄 下さい ましたが 生憎 一 寸 外出した 處 e 間 も 

なく 歸宅殘 念で 御 坐い ました、 無駄足 を 御 引かせす るの も 如何です から 今度から P. 遠慮 く  I 寸 
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ぶで 在 否 を 御 確め の 上で 御 来駕 を 願 ひます、 

御手 紙の 赴拜 承い ろく 考へ て 見ました がどう も考 へる と 中よ 複雜な 問題で、 中. -簡單 な 愚見 

も 中 上げ 難く いづれ 拜 眉の 上で いろく 伺った 上で なけれ は 思案が つき 兼ねる 次第で 御 坐い ます。 

^し 其れ は いづれ にしても 御 病中の 事で ナ から  りさう いふ 問題 を 追究され て 其 爲に御 健 K に 障 

る やうな 事が あって は 何より 不得策と 存じます。 もう 少し 御 恢復になる 迄 はさう いふ 問題 は 一 切 

御考 にならない 事 を 御す、 めしたい のです が、 さう かと 云つ て 實際考 へない とい ふ 事 も 無理な 注 

文 かも 知れません、 併しなる ベく 氣を廣 く 御 もちに. なって 屈托 なさらない やうに 御 奮 發を願 度と 

存じます。」 此れ は少. -虫 のい、 考 かも 知れません が 小生の 考 では 大學に は敎 育、 事務に 得意な 

人 も必耍 だし 研究 好きの 熱心 家 も 必要 だし、 色. -の 特長 を もった 人が 澤. H 居る のが 理想的 だと 思 . 

はれます。 研究 好きが 研究に 熱中 すれば 他の 人は忙 がしくなる かも 知れません が、 さう いふ 人 も 

硏究 がし 度ければ、 叉 こっちへ 少し 雜務を 押しつけれ ばい、 ので はない かと 思 はれます。 唯 自然 

のテ ンデ ン シ ー が どちら へ 向いて 居る かによ つ て 自然に それ/^ の分擔 がき まつ てく るので はな 

いかと 思 はれます が 如何で しゃう。 又 さう した 方が 全 休と して 能率が よくなる 譯 ではあります ま 

いか C  I 尤も 此れ は 理想の 話で 定員で も ゥント 多くなら なければ 望み 難い 事 かも 知れません。 今 

の 處實際 人が 足りなくて 忙 がし 過ぎる 事 は 事 實と思 ひます。 しかし それが 爲に 研究 を ディ ス カレ 

1 ヂ するとい ふ 事 は 根本的な 誤謬 だと 信じます。 忙 がし 過ぎれ は 其方 面の 定員 を ふやす やうに 努 

力し、 一方 又 研究者 は 研究者で 保留し 集合させる やうに 勉 めたい ものと 思 はれます。 實行 不可能 

と考 へられる かも 知れません が、 いよく みんなが 積極的な 考 になって 本 氣に其 必要 を稱 へれ は お 


富 局 だって 分らない 事 はない かと 思 はれます ノー  如何で しゃう  ， - ーコ ro  C 

^  ^0 考 では ^ 究的氣 分 をもう 少し f する 事が 大き 爲に 必暫 事と 信じて 居ます ^ 

研究 好きな 人が、 遠慮して 逃げ出す とい ふ 事 は 大き 爲に 余り f 

ます。 it 個人的な 問題 I く 顧慮せ？ つと 大 I 一 ら ^ 

^1 とどう しても 貴兄の やうな 方！ もっとく  .收容 しなければ ならない と 田 

电 I が I を I するとい ふやうな 事は どうしても 御 止めした いと 思 ひます」. 一 き叉立場をカ 

虫カ貝^^^^^健康と い ふ方から考 へ ると、 さぅ望にも云 へ なくなる の で此れは| に 

か  つて 色 M 同った 上で ない と 何とも 申されません  ト ま、 I ご c! 

責 i の^ 手 i を讀ん で 小生 もなん だか 少し 心細くな りうん と金で も 儲ける 事を考 へて そして 理 

想 的な 研究所で も 建設し 度くな りました 御 一 笑 

右 御 返事 迄 其 內拜眉 色よ 拜聽致 度と 存候 草. - 

六月 十日 夜 

高嶺 學兄 
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六月 二十 B 水 午前 八 時— 九 時 本復 S 曙 町 ニー 一よ リ 伯林 Is 大使館 氣付小 2 舊 氏へ 〔ス ケッ 

チブ ック の羝ニ 枚に 認め あり〕 

〔第一 頁、 松 根 豐次郞 氏の-スケッチの 餘 白に〕 
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東洋 狨獨逸 の 豊隆 に 手紙 を か く處 

寅 1^ 寫生 

大正 十二 年 六月 十日 午後 

- 第二 頁に 一  , 

一昨日 オランダからの 端 書が 來て、 昨日 パリから のが 着きました、 御 健康で 重疊 です、」 和 蘭 

から 廻る とい ふの は 一寸 意外でした、 しかし 此れ は 儲け ものであった 事と 思 ひます、」 今日の 日 

曜 に松极 君と 田舍の 家へ やって来て 居ます。 やっと 五月 末に 出來 たので 日曜の 度 には子 供 連で 遊 

びに 來 ます、 さ氣 のい、 とい ふ もの か 頭の 工合が い 、やうです。」 今 松 根 君が しきりに 二階の 窓 

から 四方 を 眺めて 君に 手紙 を か いて 居る の で 僕 は 其 間に 子供の 色纷 筆で い たづら 畫 きをし ました。 

其內 に寫眞 でもと つて 送り まし やう.」 こちらで は 五月 中 梅雨の やうな 天氣が 多かった が 六月に な 

つ て も 同様 一 一三 日中に 入梅が 来る 害で 此れから 本當の 梅雨になる かも 知れない。」 此頃 市街 を あ 

るいたり して 婦人の 頭 髮ゃ顏 の 化粧に 急激な 變 化の あるのに 氣 がっきます。 緣 葉書な どて 見る 淺 

草 邊の安 オペ ラの安 女優の 風が 天下に 蔓延し つ k あるので はない かと 想像され る。 妙な 工合に 眉 

毛 を 長く 尻尾 を 垂らして か いて 居る のが 多い。 妙な もので 端 魔な 顔よりも 寧ろ 下品な 御 多 福 の 方 

がう つりが よくて 現代的に 見える。 君が 歸る頃 迄に は 東京 中の 女の 額が おたふく 式に 變 化する で 

しゃう、」 昨日 昔の 同鄕 同窓 數人 の會 があった。 君 は 鴨 綠江節 安 來節を 聞いた 事が あるかと 聞か 

れて、 始めて 自分が 現代に 甚 しくお くれた 人間で ある 事 を 明白に リア ライ ズ しました。」 どうも 

世間の 様子が 何だか 次第に 險惡 になって 來て 今に 何 かしら 大きな 事柄 か 起り やしない かとい ふ氣 


がする。 大學 生な どの 學 校に 對 する 態度で も 急激に 變 化しつ k あります 

〔第一 一一 頁、 家の ス ケ ツチの 餘 白に〕 

家 を 設計して 建て、 は寶 り、 もうけて は 又 建てる 人が あるが、 あれ は 金 儲ば かりで なし 〔に〕 や 

り 出す とたし かに 面白い 道樂 だら うと 思 ひます 僕も此 次に たてたら 吃 度い 、ものが 出來 ると いふ 

やうな 氣 がして 居ます」 友達に す、 めて 勝手な 設計 をして たてさせて 見る の もい 、かもしれ ない 

、i  、 

力 

〔第 四 頁、 ベ ラ ンダの スケッチの 餘. H に〕 

君が 歸 つたら こ、 で 御茶 をのむ 事が 此 家の 一 つの 必要 条項に なって 居る のです 

七 一七 

六月 二十 八日 木 午前 十 一 時— 十二時 本鄉 駒 込 „ ゆ £ 一  三よ リ 伯林： W 本帝國 大使館 氣付小 宫覺隆 氏 へ 

大正 十一 一年 六月 廿七 日夜 

しばらく 御無沙汰 しました、 巴 里、 ァ ムス テル ダ ー ム、 及 伯林 15 の 御 端 書 拜見先 以て 御 安着 大 

慶に 存じます、 早速 ォ —パ — へ 御 出かけの 由 犬に 羨ましい 人 場 料の マ ルク の數に 驚いて 叉 其 換算 

額に 驚かされました。 此れで は 全く 獨 逸人 は 可愛 想な 譯 であります c」 此 間ミュ ン へ ンの 大舉か 

ら レンチ 二 ン敎投 の 實驗窒 を 保存す る爲の 寄附 金 を 日本 迄 募集の 手紙が 來て 居ました、」 此の 二 

三日 天氣 だった が 又 今日は 降り出した、 梅雨 だから 仕方が ありません 此れが あがる といよ く 暑 

くなる が la 休みになる の は 難 有い I ケ— ベ ル さんが なくなりました、 「思想」 で 記念 号 を 出す と 
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勺-: 二十 」下- 大 


云って 居ます。 蠅ゃ 蚊の やうに うるさい 人間の 多い の 中に ケ— ベ ル さんの やうな 人が 居る とい 

ふ 事が 何となく うれしかった の だが、 なくなつ たと 聞く と 淋し い 感じが する」 仙臺の 物理の 愛知 

敬 一 か 死んだ、 さしみの まぐろの 中毒でした」 今日 東洋 大學の 生徒が 學 長の 境 野 某 を 講堂へ 引き 

すり 出して メ チヤ -に毆 打し 無理に 辞表 を か、 せた。 もう 余程 前から ゴ タ. （- もめて 居た の だ 

が學 長が 中ぶ 腰が 強くて 昨日とう く 六 人の 敎授 (和 辻君の 名前 も は ひって 居た) を 免職 させた、 

今日の 騷動は 其の 結果ら し い。 何しろ 畢長を 言葉 通りに 引き すりだし てな ぐるの だから ひど い」 

一 昨日 か は 赤化 防止 團 長と 稱 する 弁護士が 自宅へ 押し かけて 來た 「主義者」 と 喧嘩して 其 一 人 を 

ピ ス トルで 射殺して しまった」 かう 物騷 になって はやり 切れない。」 廿 三日の 土曜日の 晚 丸の 內 

保 險協會 の 東洋 軒で 石 原 純 君の 著書 「人間 相愛」 の 出版 記念 會 なる ものが 開かれた。 主催者 は 出 

版 書肆 一 元 社で 主人 は 鎌 田と 云つ て、 もと 岩波に 居た 人で 其後ァ ル ス にしば らく 居て 今度 自分で 

やり 出した 人です。 新聞で 原 アサ ォ 女史と 關係 でも ある やうな 事 を か、 れ たりした 人です。 此れ 

が 先達て やって来て かう いふ 會を やり 度い が發起 人に なって くれん かとい ふので す。 極めて 內輪 

な會の やうな 話だった し、 又 断る の は 石 原 君に 氣の 毒な やうな 氣 がした からう つかり 承知した。 

さう したら 當日は 石 原 君の 右側 (左側 は 原 女史) に 無理に す はらされ、 そし て長谷川如是閑^^^の 

左に す はらされ、 食事 中 に 新聞社 の 1  爲眞 寄： がドャ くやって 來 てマグ 子シァ で ボ ン く 襲撃し た。 

顏を 反對 にね ぢ 向けて ゥ ント 仰向いて 天井 を 睨んで 居た。 アサ ヒ グラフ イツ クに 出て 居る さう だ 

が、 見る 氣 になれ ません。  7 

朝日 や 日. -の 記者が 前面に 頑張つ て 居て 如是 閑對冬 彥の對 話で も 種に しゃう として 居る のです。 お 


發起 人の 挨按 をし ろと いふんだ が 断ったら 如是 〔閑〕 君が 立って 皮肉 を 云った。 石 原. 君が 專問 の學 

問をド シ くやって くれる 方が い、 と 云 ふやうな 意味の 事 を 云った。 喫 烟窒で 記念に 絹地 へ みん 

なに I 謹 曰 を させた。 來會 者で 僕の 知った 人 は、 津田 靑枫、 物理の 阿部 良 夫、 御醫 者で 歌人の 宇都 

野さん。 岩波、 改造の 山 本 實彥、 擧藝 の 枝 元、 朝日の 土岐 哀果、 橋 田東聲 それから 古泉 千 樫三ケ 

島葭 子な どい ふ 人 も 居た、 あとの 人 はよ く 知らないが 新聞記者が 大分 居たら しい。 島 崎 藤 村も發 

起 人の 中に 名前 を 出して 居た が 出席し なかった。 僕より 利口と 見える。 原 女史 は 段 よ 臆面が とれ 

かけて 居た やうであった、 僕 は 紹介され なかった から 挨梭 せす に すんだ。 如是 閑 君に しきりに 保 

田 へ 遊びに 來る事 をす、 めて 居る やうであった。 一 番 面白かった の は 山 本實彥 氏と 岩波 君との 對 

話であった。 歸 りに 表へ 3? て 見る と 同じ 建物の 他の 人口に 立札が 立って 「白痴 坐 試演 會」 として 

あった C 思へば 小弟 も H ラク なった ものです、 右 御 笑 草 迄に 御 報告 致します」 津田君 は、 來て居 

たお 母さん も 京都へ 歸り、 子供が 淋しがる から 余り 外出 も 出来ない と 云つ て 淋しがつ て 居ます。 

折よ 感傷的な 歌 を 作ったり して 居る、 今 は 何 か 文章 を かいて 居る さう です。 遊びに 行きたい と 思 

ふが 毎日 忙しくて 夜 は 草臥れて やう 行きません。 敏 子さん が 早く 歸る とい . ^と 思 ふ」 溢 怖へ 城と 

寅の 名前で 出す へんな ものに 素ば らしい 表題が つ いて 冷汗が 流れます、 御 察し を 乞 ふ」 岩波の 本 

が やっと 出来ました、 御氣に 入る かどう かと 心配し て 居ます」 僕は雜 誌な どに かくの がフ ッッリ 

いやにな つた。 思想へ ケ ー ベ ル さんの 追悼 号へ 何 かかけ と 云 はれて どうしゃ うかと 考へ て 居ます 

右 御 報 迄、 御 健康 を 祈ります 


年 二十 正大 


豐隆 大人 玉 案下 

七 一八 

七月 二日 月 午後 二 時 —三時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川區小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 しばらく 御 目に か 、りません が 御 變りは 御 坐い ません か」 小宮君 

の 本に つ いて 何 か 蚩曰 いて はどう かとい ふ 御す 、めにつ いて は 是非 さう したいと 思って 居ます が、 

どうか 責兄も 一 つ 御 紹介な り 批評な り を 御 書きになる 事 を 切望して 居ります」 小生 は 休暇に なつ 

たらよ く讀み 返して 後に 筆 をと り 度と 思って 居ります」 グム ル さん 号に は 別に 材料と て はあり 

ません が 何 か 極 短 かいもの でも 書いて 見たい と考 へ て は 居ります が出來 るか どうかと 掛 念し て 居 

ます。」 夏休みに は 御旅 行です か、 小生 は 先 づ何處 へ も 行かない つもりで 居ます」 钾 序の 節 は 御 

立 寄 を 願 ひます 

七月 二日 

七 一九 

七月 二十 三日 月 午前 九 時 I 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 小石 川區小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 「搶 

はがき 自筆べ ン畫〕 

先日 は 御 便り を 難 有う 御 坐い ました、 最早 信 州へ 御 越の 事と 存じます。」 いよく 梅雨が 明け 

て 暑くな りました、 僕 はま だ學 校へ 出て 居ます、 學 校の 歸 りに 原 町の 花屋で あづま 菊 を 買って 來 
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て 机の 上へ いけて あるの を かいて 見ました、 出来損なった けれども 御 笑 草に 差 出します 

余り かき 過ぎた の です 

七月 廿 一 日夜 

七 二  0 

七 月 二十 三 B 月 午後 零時 I 一時 本鄕ー H 駒 込 曙 町 ニー： より 伯林 ホ I ヘンツ オル レン 街 二 六 シュ。 ハイ エル 

方 小 Ip: 璺隆氏 へ 

しばらく 御無沙汰し ました。」 暑中休^に なったら 収 になる から 例の 油檎 でも 書かう と 思つ て 

樂 しんで 居た が豫 期に 反し て 却つ て忙 がし い 位で 中.^ 綺を かく やうな 心 持に なり かねて 居ます。 

學術 研究 會議 の雜サ 1 の 編輯 を やつ て 居た 大 森さん が 太平洋 會議に 出かけた 5m 守の 編輯 仕事 を 引 

受けさせられた とに、 弟子の 三人の 論文 をす つかり 見て 手 を 入れて どうにか 物にして やらな けれ 

ばなら ない、 其 他に も ごたくと した 要務 を控 へて 此の 夏 は り 安樂でありません、 今迄な まけ 

た埋 合せ だから 仕方がな いと あきらめて、 余り あせらす にやる 積り で 居ります。 幸に SE の 工合 も 

大して 惡ぃ事 もな く、 時よ 重曹 をのむ 位の 事で ゴ マ カシて 居ます。 食事 は 引継き 三食 共に パ ンで 

やって 居ます。 近 Ig^ は 洋食 屋へも 余り 行かす、 唯 時く コ， -ヒ— をのみ に 行く 事 だけ は 相變ら すで 

あります。 

最早 御 承知の 事で しゃう が 有 島 武郞が 婦人 公論 記者の 波 多 野 秋 子と いふ 人妻と 軽 井澤で 心中 を 

して 其 死 休が 一 ヶ月 位た つた 後に 發 見させ 間 を 驚かしました。 新聞 雜誌 の賑は ひや 方ぶ の 井戶， 
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く  二 个7^ 大 


端 會議の 狀况は 御 推察が 出來 まし やう、 n 本で 出て 居る 外字 新聞に も 色. -な 評論が 出て 居ます 」 

有 島と いふ 人 は 唯 一 度 文化 學院で 顔 を 見、 又 講義して 居る 處を 隣室で 聞いた だけです が 波 多 野 秋 

子と いふの は、 いっか 婦人 公論 記者と して 宅へ やって来て 話し をした 事が あり、 其 後 も 時. - 電車 

の 中な どで 見かけた 事が あつたので、 始めて 此の 事件の 記事 を 見た 時 は 可也 强ぃ 印象 を 受け まし 

た。 つ い 近くに 丸の 內ビ ルディン グの 地下室で 弁當を 食った 時 向 ふの 方の テ— ブ ル に 一 一三 人の 若 

い 記者ら し い 男と 食事 をして 居る の を 見た。 それから あすこの。 ハ ッ サ— ジを冷 かして 居たら 其 連 

屮も ぶらくして 居た。 女 は 楊枝 をつ かひながら 默っ て 歩いて 居た。 今にな つて 考へ て 見る と 妙 

に 暗い 顏 をして 居た、 此れ は 家出す るつ い 少し 前であった 事と 思 ふ。 新聞 を 見た 時に 其 時の 姿 力 

はっきり 浮ぶ やうな 氣 がした、 それ は 丁度 黑 百合と でもい ふやうな 感じです。 

大舉の 食堂で いろんな 人が 此 事件の 風評 をして 面白がって 居る の を 聞く のが 可也 僕に は 不愉快 

です。 中には どうい ふ 考か秋 子の 名刺な ど を もって 來て 見せて 居る 人 もあった ピ 同情して 騷ぐ 

人も變 だし 憤慨す る 人も變 だとし か 思 はれな い。 

、水い 梅雨が やっと あけて 夏ら しくな りました。 子供 等の 舉校も 休みに なって 宅が 騒よ しくな り 

ます。 田舍の 家へ 泊り に 行く 事 を せがまれて 居ます。 設備が まだ 出来ない ので 此れから いろんな 

物 を 達る 事 をし なければ ならな い、 ラ ムプを 買 はう と 思つ て 東京 中搜 したが 何處 にもない の に 驚 

きました」 

御 守 宅へ 一度 伺 ひ 度く、 又 船中の 1^:1 眞を 見せて 貰 度と 思 ひながら まだ 御無沙汰して 居ます。 

何だか 張 合がない やうな 氣 がして つ ひお つくう になります。 
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今日はた しか 兩國の 川開きが ある 箸です、 曇って 風が ゾ ョ ともせす 蒸 暑い 晚 です。 隣り で 子供 

を 叱って 居る。 子供が あやまって 泣いて 居る。 二階 を 明け 放して おくと 羽蟻の やうな ものが 電燈 

を 慕つ て 來てバ ラ /\ 落ちる。 力 ナブ ン くが 一 疋 落ちて 來て 机の 上の 花瓶の 下に 頭 をつつ 込ん 

で 動かす に 居る。 花瓶に は擧 校の 歸 りに 買つ て來た あづま 菊の 赤い のがさして ある。」 

朝 貌賣が 時. - やつ て 来ます。 臺 所の 前へ 植へ て 置いた 向日葵が 板 群より 高く 延びても う 二つ 三 

つ 大きな 花が^い た。」 そろく 傳染 病が 流行り 出す とかで 曙 町會で 石油 乳劑を やる から 取りに 

來 いと S ふ 通知が 来た。 

津田君 は 思想に 文章 を かいて 居る さう で、 近頃 は 繪の方 は 休んで 居る さう です。 大分 淋しがつ 

.  〔安倍〕 

て 居る らしい。」 松 根 君 は 不相變 時よ 旅行して 居る やうです」 阿部 君 は 家族 づれで 信 州へ 行って 

居る らしい。 岩波 君に は 近頃 さっぱり 會 ひません 一 

久しく 何も 書かす に 居て、 間强 てす、 めら れてケ ー ベ ル さんの 事 を 書いて 見た が 何だかち つ 

とも 筆が 動かない、 頭 も 働かない。 實際吉 村冬彥 はもう 何處 かへ 行って しまった やうです。 君の 

洋行と 共に 僕の ィ ン スピレ ー ショ ンも 留守に なつ て 居る らし い。 

伯林へ ついて 一回 端 書が 來 たきり で 其 後 御 便りがない からどう した かと 思って 居ます。 僕が 大 

使舘 宛で 出して おいた 數 通の 手紙 は 受取つ て 下さいました か、 もし 未だなら 御 序に 取つ て 来て 下 

さい。 ^に耍 事 はない のです が。 

御 健康 を 祈ります。 どうか 時ぶ 御 便り を 願 ひます 

七月 廿 一 日夜  寅 彥 
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年 二十 正大 


豐 隆樣 

七 二 一 

七月 二十 九 B  B 午後 零時 —一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ長野 縣下高 井 郡 上 林？，！ 泉 小 林 方 安倍 能 成 氏へ 

〔はが き〕 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました， 一八 rn ケ ー ベルさん の 追悼 号が 來て、 夜、 中庭で 凉 みながら 半分 位 

よみました。 妙な 事件 や 問題な どを滿 載した 雜 誌で ゥ ンザリ して 居る 處 でかう いふ もの を 見る と 

丸で 蘇生の 想が あります。 責 兄の 御 書きに なった もの も拜 見し ました、 なんだか 大變喀 しい やう 

な氣 がしました。 色 i な寫眞 もい、 氣 持です。 あの 領事 舘も中 M い、 處 だと 思 ひます J  二三 日 前 

小宮 君から 端 書が 來 まし たが 眞鍋 さんの 餞別 の 詞を實 行 して 居る やうであります。」 上 林 良と 

いふの は何處 だかよ く 知りません が 何とい ふ 線路の どの 邊で しゃう か。 前に 一 度 聞いた けれども 

すっかり 忘れて しま ひました。 

七月 廿 九日 

七 …一 

七月 二十 九 B  B 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニよ リ 伯林 ホ I ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 

方 小 宮璺隆 氏へ I, 搶 はがき〕 

「思想」 のケ， I ベルさん の 追悼 号が 出た 有 島 事件な どで 不愉快な 事ば かりの 雜 誌が やって 來 
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て 暑苦しい 處へ 此れが 來て、 い ^ 氣 持が した。 スゥ ッと凉 しくな つた」 本當の 暑さに なった、 負 

けす に學 校へ 出て 居たら 少し 腸 をいた めた がすぐな ほりました」 R 常 を 知らせ 玉へ、 馴染の 土地 

だけに s:^ に は 興味が 深い 町の 名 を 見る だけで も、. 

7/29 

七 二三 

七月 二十 九 曰 B 午後 一時— 二^ 本鄕 K 駒 込 曙 町 一一 一 一より 伯林 ホ I ヘンツ オレル ン街ニ 六 シュ パイ エル 

方 小 宮璺隆 氏へ f 緒 はがき〕 

〔表に〕  . 

伯林から 二度目の 端 *1 拜見、 ベ デカを 出して 君の 下宿 を見當 をつ けて 見ました。 なんでも 前に 

日本の 大使 (當時 珍 田 氏) の 邸の あった 邊 らしい、 中. - フォア 子— ムな處 が 見付かつ たもの だと 

思 ひます。 それから 君の あるく 途を ッレ— ス して 樂 しみました。 昔 91 の 電車で 大學へ 通 ふ 時に. 

よく 前 を 通った マ ル クトハ ルレも^ のおから 近いら しい。 ティア ガル テ ン 町は伤 もよ く 歩いた。」 

ボッダ マ ブラ ッ ッ のめし 屋は昔 僕 等 もよ く 行った 處ぢ やない かしら 

七月 廿 九日 

i こ-〕 

一 ：15- の 夜 二階に 居て 遠くの 電車の 昔 を 聞いて 居る 心 持 は 一 種 特有な もの だが 此ん な氣 持が 丙洋 

でもあった かどう か 思 ひ 出せな い、 浴衣 を 着て 居なくて はャ ッ パ リ駄 ほか も 知れな い 
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八 草 ま 

月 ^  f 

一  ん 

曰 


寺 
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七 二 五 

八月 八日 水 (時 問 不明) 長 野 縣 南 佐久郡 松原 湖よ リ本鄕 駒 込 曙 町 ニー 一 寺 £ 彌生、 寺 田 雪 子、 二 氏へ 【檢 

はがき 松原 湖 氷 上 運動 會〕 

ォ トゥサン ハ コンナ ャ マノ ナカ ノ ォ、 キナ オイ ケノ ツバへ キマ シタ、 コノ オイ ケ ハ 

フュー 一 ナルト イチ メンニ コホ リガ ハツ テ ヒト ガ コホリ ノウへ ヲ アル クノ ダソゥ デス 

ヂキニ カヘル カラ オト ナシ クシ テ マ ッ テ イラ ッ シャイ 


4- 二 四 

八月 II 一日 金 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 深 川 _R 冬 木 町 六 祌谷尙 志 氏へ r 神 谷お 志 著 『ひと 

リ しづか』 へ の 「序文」 原稿 同封し あり (^略 本 仝 集 第 十六 卷 『雜 篇』 參 照)〕 

拜啓 御 約束の ものが 遲延 して 相す みません、 休暇に なっても 忙しい 事が つ いて 落着いた 氣 

分に なれす、 心に はか、 りながら 失禮 しました 

どうも 思 ふやう にかけ ません が 此れで 御免し を 願 ひます。 御 氣にガ 〔さなければ 棄て 、下さって 

も 異存 はあり • . 

右 要 事 迄 

神 . 谷 樣 
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父 ヨリ 

七 二 六 

八月 十一 B  土 午前 十 時： 十一^ 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ富山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 〔搶 はがき〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 

いつかば レコ ー ドの事 を 御 尊ね でした が 特に 申 上げる もの もない ので 御 返事 を 怠って 居り まし 

た、 其 後 新しい レコ ー. ドを 求めません から 

東京 は 暑くて やり切れません、 昨夜 は 夕立が 来て 雷鳴が あって 爽快で ありました 

〔>f こ， 1 

ピアノの 事 御 尋ねで 御 坐い ますが 此れ もい ろくで どうもよ く 分りません、 近頃 は 和製ので も 

相當 い、 のが 出来る でし やう。」 年取って からで は 上手に はなれん でし やうが 自分 や 家族の 娛樂 

になる 程度なら 何時でも 出來 るで しゃう、 少し 勉強 すれば」 御 求めに なるなら 撰定に 出かけても 

宜しう 御 坐い ます。 よく は 分りません が、 專門 家に 聞いて 見られ ますから 

七 二 七 

八月 十四日 火 午後 二 時 i 三時 本鄉區 駒 込 曙 町 一三より 伯林 ホ ー ヘンツ ォに ルン 街 二 六シュ パイ エル 方 

小 宮 豐隆 氏へ 〔繪 はがき 松根豐 次郞 氏との 寄せ 書〕  . 
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養〕 

信 州の 小 諸の 人から 先生の 短 尺 Q 鑑定 を 君に 賴ん て來て 君の 不在 を 妻 君から いって やったら 僕に 代理 をす る 

樣小 諸から い つ て來 たと 妻 君から 短册が ニ枚來 た。 本當 だと 思 ふから さう い つ て やら ふと 思 ふ o( 八月 十二 日夜) 

新聞で 見る と獨 逸で はクノ ー 內閣が 倒- れゴ タ くして 居る らし い、 別に 物 騷な叟 もない かと 思 

ふが 鬼に 角 余り 落着いた 氣 持に はなれない 事 かと 想像して 居ます」 夏休み は 色- -の 計畫 をして 居 

たが 暑さに からだが 弱って 何も 出来ない。 君の 批評 集 を今讀 みかへ して 居ます CJ 今日 始めて つ 

く/ \ ぼうしの 聲を 聞きました (八月 十三 日) 

i に J 

此ぼ 五日 來近縣 に 雷雨が 頻繁に あって 人が 何人もう たれた、 一 昨夜 は 東京 を 見舞った が 損害 は 

なかった らしい、」 今日は 例の 會を やります 

いく 殘 暑の この 夕 を 曙 町の 二階で：： 以前なら 君 も 一 所 だか。 や つと 夕凉 になった。 庭の 木で 蟬が 鳴い 

てゐ る。 君 は そろく 散步に 出かける 時刻 だろ  城 

七 二八 

八月 十八 B  土  (時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ 伯林 ホ ー ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ H ル 方小宮 

豐隆氏 へ 

土用に 入って から 晴天ば かり 績 いて 九十 度 以上の 暑さが 毎日 繰 返され 驟雨ら し い 驟雨 も 稀で し 

た、 昨 十六 H の晚 あたりから 急に 凉 しい 秋風ら しい ものが 吹き出して、 今日 十七 日 も 同じ 風が 吹 
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き磧 いて 暑さ は 何處か へ 行って しまった やうな 有様に なりました、 低氣厂 でも 來る 下地 力 も 知れ 

ない。 妙な もので かう 急に 凉 しくなる と 暑さの 疲勞が 急に 出. たやう で、 そしてが つかりし たやう 

な^しい やうな 氣持 がする」 僕のから だに は 酷暑 は 割にい、、 酷暑 中 は 重 炭酸 ソ ー ダが のみ 度く 

なるやうな 事 は殆ん どなかった が、 凉 しくなる と 思 ひ 出した やうに のみ 度くなる。」 今日お ゃぢ 

の 年忌 祭な ので 神 田の 花屋へ 花 を 買 ひに 行ったら、 。ホシ くだり あと 浦 島 草 位で U クな花 はな か 

つた、 年中で 今 Is^ が 一番 花の 少ない 時季ら しい」 うちに^いて 居る もの は、 朝 鮮 朝貌、 木搽、 紅 

^草、 幾 頭、 それに 朝顔 位。 向日葵 はもう 萎れ 芙蓉 や^ はま だです。 コスモス も 盛んに 延びる だ 

けです c」 女の子が 小學 校で 謹 を 三十 位 貰つ て 來て飼 ひ 始めた 大きくな るに つれて 桑の 葉の 要求 

が 大きくな つて 困った、 近所の 植木屋で 桑 を 一 本 買って やっと 飼 ひ 上げたら 立派な まゆが 三十 出 

來た、 昨今 蛾が 出て は 卵 を 産んで 居る。 まゆで 眞綿を 作る と 云って 居る。」 

七 中旬に 猫が 又 五，. 子 を 産んで、 中ぷ賑 かです。 僕の 家庭に はこん な ものが 可也 必要な やう 

な氣 がする」 

八月 初. Is- 津田 君が モデル を 雇 ふから 描きに 來 ないかと いふので、 行って 見ました。 僕 は 八 号の 

へ 全身 を かいた、 二三 日 やる 中に 津田？ If^ は 茅 野 氏の 令嬢の 不幸の ために 描け なくなり、 •  僕 も 途中 

で やめて しま ひました、 まだ 商寶を はじめた 計りの モデル だとい ふ 事でした。 二十 分かいて は 十 

分 休み、 又 二十 分かく のです。 それで 一時 半から 四時 迄 やる 事に なって 居た ひ モデル だと 思って 

もなん だか 淺酷 なやうな 氣 がして 困る ものです。 それから 始めの 日は大 變に奇 匿に 見へ たが、 毎 

H 見詰めて 居る と 段 立に いやな 感じ かして 來て、 やめる 頃に は、 醜い 處 だけ 目について 來て 困つ 
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た。 此の 過程 は 恐らく 普遍的な もので はない かと 思った。 ドン フ ワンでなくて もさう かもしれ な 

い。 併し もし モデルが 本當に 立派で そして 人柄が 美しかったら、 毎日 描いて 居る 內に 次第に 美し 

さが 增 して 来て 感興が 向上して 來る やうな 場合 も あるか も 知れない。 職業的の モデルに はそんな 

もの はないでも しれない が、 もしあった. ら危險 な 事 だと 思 ひました。 

其 後 少し 暇に なった し、 暑くて 讀 *1 や 計算 はから だに こたえる やう だから、 少し 又鎗を やり 始 

めました。 表現 的の やうな ものに 胡 魔 化す 癖が ついて、 其方が 面白くな つて、 綿密な 寫 生が 出来 

にく  \ なった やうです。 

君の 書物の 紹介の やうな もの を 書いて 見たい と 思って、 讀 みかへ して 居る が、 どうも 作と 人と 

の區 別が つか なくなって しまって 余程 書く 事 は 困難ら しく 思 はれる。 若し かくと しても 碌な もの 

は 出来ない かも 知れない し、 却つ て 君に 叱られる 事になる かも 知れない と 思って 躊 露して 居ます- 

大抵の 人 は 避暑に 出かけて 東京に は 居ない らし い。 今頃 東京の 町 をう ろくして 居る の は 余程 

氣が 利かな く 見える らし い。 市中 は 到 所 道普請で 掘り か へ して 居る 多分 交通の 最少な 時機と い ふ 

事 を 意味す る だら うと 思 はれます、 神 田の 小川 町から 九 段 下 迄、 それから 裏 神 保 町と が 木煉瓦 や 

ァ スフ アルト を 敷きつ めた 道路に なりました。」 

サロン の搶 がー 一 科 會へ來 て 九月から 展覽會 を やる さう です」 

獨 逸の 今度の 騷ぎは 大した 事 はない かも 知れない が、 しかし 何だか 少し 物 騷な氣 もす る。 官衙 

町 へ は 余り 近 よらない 方が い 、ぢ やありません か、 

. ^しく 思 立って 居ながら、 おっくうで やらす に 居た 書齋の 片付け を决 行し、 机 や 書棚の 配列 を 
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變 へたら い、 氣持 になった。 丁度 五 年間の 塵埃お たまって 居た のでした。 

右 迄、 御 健康 を 祈ります 

八月 十七 日夜  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案下 

七 二 九 

八月 十九 B 日 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 小石 川區小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 〔絵 

はがき 〕 

金 華 山の 搶 葉書 を 難 有う 御 坐い ました、 方. -御 旅行で 御樂 しみであった 事と 存じます、 小生 未 

だ 何 處へも 行かす 宅に 居ても 仕事 も 出来す 繪も かけす 甚だ 無意義に 暮 して 居ります。 未だ 休み も 

1 一週間 は あるから 何處か 行かう かと 思 ふが 結局 行かす にす みさう であります 

八月 十九 日 

七三 0 

九月 三十 曰 B 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 方 

小 宮璺隆 氏 へ 

御無沙汰 しました。 

九月 一 日の 朝 は 低氣壓 模様で 時丄彖 雨が 襲って 来た 九 時 過少し 小 降に なった ので 一 一 科會の 初日 
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を 見やう と 思つ て 出かけて 行った。 一 邊 見て しまつ てから 津田 君に 會っ て それ 力ら 紅茶 をのみ な 

がら 話 をして 居た、 場內は 非常に 蒸 暑かった。 十二時 近くな つたから もう そろく 出掛け やうと 

思つ て 居る と 地震が やって来た。 始めの 急な 運動です むかと 思って 居る と 其 後から ゆっくりした 

著し い 水平動 か 襲つ て 來て會 場の 屋根が 目に 見えて ゆらくと 南北に 搖れ 始めた、 大地が 丁度 波 

の 上に のって でも 吾る やうに 搖れて 中よ 靜 まらない。 此れ は 大きな 地震 だと 思った が 眞逆此 家が 

倒れさう もない と 思つ て 其 儘 腰かけて 居た。 當りを 見廻す と 一 處に晝 めしな ど 食つ て 居た 人 は 段 

に 裏の 便所の 口から 出て しまつ て、 あと は 椅子が ひつ くら か へ つて 居る やら コ ップが 落ちて 碎 

けて 居る やら 丸で 野 分の 吹いた やうであった。 會 場の 方で は 壁に かけ 連ねた 額が 落ちて 居る の や 

落ち か 、つたの や、 斜 になった の や だら しのない 有様で 場 內には 全く 人影が なくなって しまった。 

尤も 最初の 震動に すぐ 引繽 いて 同程度の 奴が 起った のでした。 靜 まつてから 外へ 出て 裏口の 方へ 

廻って 見たら 津田 君と 子供 も 森の 中に 居た。 大木の 朽ちた のが 折れ 落ちて 居る の も其處 かしこに 

散らばって 居た。 山 王臺の 方から 吹いて 居る 風が 妙に ゴ ミ 臭くて 丁度 煤 掃の 時の やうに むせつ ぼ 

いので、 此れ は 事によると 倒潰した 家が あるか も 知れない と 思った。 東照宮 前迄來 ると あの 石燈 

籠の 行列が 殆んど 全部 將棊 倒しに 北の方へ 倒れて 居る。 鳥居 はちゃん と 立って 居る が 上の 横に 渡 

した 石の 中央の 継目が 外れ か 、 つ て 居た。 池の 端へ おりて 見る と 弁天の 前の 社務所の やうな 所が 

倒れ か、 つて 屋根 瓦 を 全部 ふる ひ 落して 居る ので 少し 驚いた。 うちが 少し 心配に なって 來た。 電 

車 は 全部と まって Is る、 此 向で はとても ダメ だと 思って 急 ひて あるいて 歸る 事に した。 根 津は危 

險 だからと 思って 谷 中から 歸 つて 来た。 淸水町 邊は遣 家 もボッ /\ あり 斜 きか、 つた 家 は 多數に 6 


ある。 人 は みんな 道の 眞 中へ 逃げ出し、 中には 重病 人 を かつぎ 出して 來 るの もあった。 煉瓦 群 は 

大抵め ちゃくに 倒れ 土藏 など も 壁 や 瓦が ヒ ドク 振り落されて 居る。 圑子 坂へ おりる 所の 狭い 町 

では 倒れ か、 つた 家が 並んで あぶない 想 をした。 千駄 木から 白山へ 來る ともう 倒 家な ど は 一 軒 も 

なく 唯 家 根 瓦な どが すれ 落ちて 居る 位な ので やっと 安心した。 宅へ 歸っ て 見る と 瓦が 一 一三 枚 落ち 

て 壁に 所よ 龜 裂が ある 位で 一 同 無事でした。 唯 壁土の 粉で 家中 泥塗れに なった 位であった。 水道 

は 無論 断水 だが 隣り に 井戶が あるので 心配す る 事 もなかった。 夜に なって 電氣 のな いのは 少し 心 

細かった.. 

大學の 様子 は 助手が 知らして くれたので 理學 部が よかった 事 だけ 分った が 夜 十 時 頃 行つ て 見た 

ら 図書館が まだ 盛んに 燃えて 居た。 一 番. 奥の 窒の 上の 方の 棚が めら く 燃えて 下の 方 はま だ 燃え 

て 居ない の に 消防 夫 は 勿論 人氣 はなくて なんだか 荒 凉な心 持が した、 無事 だと 思った 理學部 も 木 

造の 數擧敎 窒が燒 けて 本舘も 危なかった が やっと 助かった 所であった。 歸 りに は 本鄕三 丁目の 東 

海 銀行 あたり を 東の 方へ 燃へ て 行く 慮であった。」 一 一日 は 學校を 見舞つ てから 淺 草の 妻の 里の 方 

へ 様子 を 見に 行かう と 思って 出かけた 本鄕三 丁目から 神 田 明 神へ かけ 一 面の 焦土で 餘燼 がま だ 暑 

くて 烟 くて 目が 痛み 咽喉が 痛んで あるけ ない。 燒 跡に は 所- -谏 瓦ゃコ ンクリ I トの 瘛墟か 聳へ黑 

焦に なった 樹木が 立って 居る ばかりで ある。 地震で 屋根 を 崩された 土藏は 中身が 燒 けた 死骸に な 

つて 居る。 順 天堂で も 女子高 等 師範で も 明神祠 でも みんな 燒 村て しまって 居る。 道の 中央に は電 

車の 燒 けた 淺骸が 立往生して 居り 上から は 架 {仝 線が 垂れ下がって 頭に つかへ る 向 ふから は 避難 

者 か 引き 切りな くつ いて 來る。 怪我人 や、 大火 傷 をして 顏 中た れた人 を 肩に かけて 來 るの も 
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ある。 頭髮 から 衣服 迄 泥 だらけの 人も來 る。 明 神の 坂から 見る と 東 橋 だか 厩 橋 だか^ 盛 に^えて 

居る、 市街 は 唯一 面に 烟 つて 何 處が燒 けて 居る のか 殘 つて 居る のか 見當が 分らない、 松 住 町 迄 行 

つたが 烟と餘 炎で とても 進めない から、 あきらめて 引返し 御茶の 水の 方へ 出た、 御茶の 水 橋の 上 

流の 方に は 駿河臺 の 崖が 崩れて 堀 を 埋め， て 居る、 神 田へ 渡って 見る と 此處も 全部 焦土で ある、 明 

治 大學の 前に は 道端に 黑焦 になった 死骸が ころがって 居た。 氣象臺 へ 行って 地震の 記錄を 見やう 

と 思った がー つ 橋が 燒 けて 居て 渡れない ピ くたびれ 果て、 歸 つて 來 ると 〇〇〇 ゃ社會 主義者の 

放火 や 暴行が あるから 立 退かねば ならぬ とい ふ 騒ぎで、 二日の 夜 は 用意 だけした。 二日の 夜 は 上 

野の 方が 未た 燒 けて 居て 人心 不安であった。 淺 草の 親類 は 皆燒け 出されて 避難して くる。 西片町 

の 同 鄕人は 荷物 を 持 込んで 来る、 其 夜 は 十三 人の 避難者が 集まって 來た。 妻の 妹の 一人が 行方 不 

明に なった とい ふ騷 ぎであった。 君の 御宅 は高臺 であるし 麻布 靑山は 無事との ® ^は 聞いても 氣掛 

り だから 行き度いと 思った がそん な 騒ぎで 行かれす、 やっと 三日に 人に 頼んで 御 安否 だけ 聞く 事 

を 得た。 行方不明の 妹 は 間もなく 無事な 事が 分って 安神した。 其 他の 親類 知人 皆無 事、 唯 松 根 君 

が 家を燒 かれて 氣の 毒です。 燒 跡へ 其 後 行つ て 見て 漱石 俳句 研究の 日 を 想 出して 妙な 心 持が し 

た」 それから は 所謂 自警 團 の 夜番 をつ とめ たり 晝は 震災 豫防調 查會 にかり 出されて かけ 廻り 疲勞 

と 繁忙と で 端 書 も かけす、 鄕 里の 親戚へ も 無事との 端 書 を やった 切りで 今日 迄 過ごしました。 君 

が 定めて 心配して 居る だら うと 思った が 鈴 木 君 や 安倍 君の 方から 急報が 行った 事を傳 聞して 安心 

しました。 隨分 心配した でし やう、 しかし 御 無事で 何よりでした。」 僕の 鄕里 でも 噂が 大きくて 

親類の もの 等 も 一 時 は 僕 等 も 全滅と 思ったら しい。 見舞に 出京した の は 意外であった らしい」 
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今度の 地震 は 東京で はさう 大した 事はなかった のです。 地面 は四寸 以上 も 動いた が 振動が のろ " 

くて 所謂 加速度 は 大きくなかった から 火事 さへ なかったら、 こんな 騒き に はならなかった、 死傷 

者の 大多数 はみ な 火災の 爲 であります。 火災 を 犬なら しめた 原 H は^も あるが 地震で 水道が 止ま 

つた 事。 地震の 爲に 屋根が 剝 がれて 飛火 を 盛に した 事餘 震の 恐怖が 消防 を萎微 させた 事な ども 大 

きな 原因の やうです」 僕 等 は 今度の 火災の 事の 調査 を 引受けて 毎日く 燒跡を しらべ て 歩いて 居 

ます。 夜ね ると 眼の 前に 燒け 跡の 光景ば かり 浮んで 燒 死者 や 水死 者の 姿が 見えて 仕方がない。 頭 

の 中迄燒 野原に なった やうな 氣 がする。」 帝都 復興 院と いふ 龙大な ものが 出来る らしい、 不相變 

科學を 疎外した 機關 らしい やうです」 新聞に 出る やうな 事 は 一 --申 上げません」 調査の 必要から 

昔の 德川 時代の 大震 大火の 記錄を 調べ て 居る が、 今度 吾 立の なめた と 同じ やうな 經驗を 昔の 人が 

もう 疾 になめ 蠻 して 居る。 それ を 忘却して しまつ て 勝手な 眞似 をして 居た 爲 にこん な 事に なった 

と 思 ふ。 昔に 比べて 今の 人間が ちっとも 進歩して 居ない、 進歩して 居る の は 物質 だけで しゃう。 

却つ て 昔の 政府 ゃ士 民の やり 口が 今より 立派な やうな 氣 もします。」 〇〇 が 放火した など 、いふ 

流言から 無辜の 人 を隨分 殺し、 日本人 迄もム ザく 殺した のが 隨 分お びた しいさう です。 〇〇 

を かばった 巡査 迄 も 殺された さう です。 それが 面白半分 にやった の も 大分 あるら しい。」 明 唇の 

大火で は 丸 橋 忠彌の 殘黨が 放火して 暴れる とい ふ 流言が あった さう です が 今度 程の 騷ぎ はな かつ 

たらしい。」 

今日は 右 迄  、 

御宅で も 引 繽き御 無事 御 安心 を 願 ひます 草よ 
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九月 廿 九日  寅 

豐隆 大兄 

七三 一 

十月 十一 B 木 午後 三時— 四時 本鄉區 東京 帝 國大學 より 伯林 ホ I ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 方 

小 宮登隆 氏 へ. 

御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました、 御 起居の 様子が 分って うれしかった、 四十 万 マルクの 食事 をし 

て 居る 處 など は 甚だ 愉快でした、 眞 鍋さん の 忠言 も 其 甲斐が あった 譯で しゃう」 震災 後 何時の 間 

にか 四十 日怪 つた、 山の手の 方 はもう 一寸見た 處 何事 もなかった やうです が、 唯屋拫 瓦の 落ちた 

處 だけ は 間に合せの 雨 覆に 蓆 や トタンが 葺 いてあります。 屋根屋 や 材料が 中.，, 手が 廻らない ので 

しゃう。」 併し 何しろ 山の手の 方 は 避難者て 人口が 夥敷增 して 居る、 それに 色 M な 車馬の 往来が 

歹 ^ しくて 此邊の 街路で もうつ か 力 歩け ないやう です、 雨が ふると 泥濘が ひどく 晴の日 は 塵埃が 甚 

だしい 呼吸器 を かけた 人が 大分 多くな つた。」 燒跡は 段. -に假 小屋が 建って 居る。 淺草 方面が 

殊に 早い やうです、 實に みすぼらしい 小屋ば かりです が、 それでも 今迄の 燒 けた トタン 板 を 集め 

た 蓑 虫の 殼の やうな 小屋 を 出て 此に 移った 人 はい、 氣持 だら うと 思 ひます、 唯 電氣が 来な いし、 

周 圍が燒 野原 だから 夜が 淋しいだ らうと 思 ひます。 一 燒け淺 つた 土藏に 住って 居る 人 も ある、 砂 

漠の 中の ルイ ン に 住んで 居る やうな 氣持 だら うと 思 ふ。 大通り は 飮食店 だけが。 ほつ/ \BR ト屋で 

商 買 を はじめて 居る さう です。」 一昨 曰 市役所へ 行って 歸 りに 雨が 降り出し、 電車 はとても 乘れ ^ 


ないから 駿河 臺を拔 けて 歩いて 學 凇へ歸 つた、 丁度 日暮 方に-一 コ ライの 横 を 通った が、 何處 にも 

人影が なく、 崩れた 埭 瓦な どがまた 道 を 塞いで 實に 荒凉な 景色であった、 夜な ど はとても あるけ 

さう もない。」 毎日 燒 跡の 崩れ か、 つた 大 建築の 爆破 を H 兵隊が やって 居る。 昨日から 一高の 谏 

瓦の 本舘を こわして 居る。 音 は 大した 事 はない が氣 波が 戶 障子に 打つ かって 一 寸 ビック リ させる。 

爆薬の 烟に 煉瓦の 粉が 交じる から 毒. -し いやうな 桃色の 烟が濛 よと 立 登る、 此の 忙 がしい 時に、 

それ を 見物す る爲に 一 時間 も根氣 よく 待つ て 居る 群集 も 可也に ある」 頭の シム プルな 〇〇 が大杉 

榮と 伊藤 野 枝と を 殺した 迄 はよ かった がー 一人が 連れて 居た 大 杉の 妹の 子 (七才 になる 可愛い k 男 

兒) を榮の 子と 思って 一 處に 殺して しまった。 どうも △△ の 命令で やって、 そして 罪 を かぶって 

居る らしく 思 はれる。 まだ 同様な 事實が 追ぶ に發覺 して 來さ うです、 どうも 困った 事であります、 

僕 は 毎日 早朝から うち を 出 て 地震 學敎窒 へ 行って い ろく の 調べ をし て 居ます、 い ろく の 問 

題が 手に 余る 程績ぶ 出て 來る。 時よ 自動車で 燒跡を 見に 行ったり、 警察署 や 消防署 や いろんな 役 

所へ 材料 を 求めに 行く。 日が 暮れて 歸 つてめ しで もく うと 疲れて がっかり する。 しかし 鬼に 角 心 

持が 緊張して 居る せいか からだの 工合 はわり に 故障 もない やうです。」 調べて 居る 事 は、 第一 に 

今度の 火災の 火の 流れの 経路 を 調べ て 刻々 に 火の 進んだ 狀况を reconstruct して 後日の 爲の 防火 

施設の 參考 にしゃう とい ふので、 此方 は 中村敎 授ゃ學 生の 多数と 一所に やって 居ます、 火事の 進 

行の 意外に 複雜 なのに 驚いて 居ます、 奇蹟 的に 燒け淺 つ た 少數の ォ ー シスの やうな 處例 へ は淺草 

觀音ゃ 和 泉 町の やうな 處に は、 矢 張 それだけの 原因が ある 事が 分ります」 第二に は 火事の 時に 起 

つた 龍卷の 調べ です。 本 所の 被服 廠 空地で 四 万人の 燒 死者 を 生した 旋風の 生 因 を 確め る 事 は 可也 
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必要な 事と 思つ て 居ます」 第三に は 今度の 地震の 起因が どう いふ もの かとい ふ 事 を 地球 物理の 方 

から 考へ て 見る 事で 此は 最も 面白い 問題であります。 現在 迄の 材料から 考 へられる の は 相 模灣底 

の 一 部が 陷沒し 其 結果と して 周圍が 隆起した 爲と いふ 事 は 疑 もない 事で 凡ての 學 者が 一 致して 居 

る やうです 0 僕の 問題 は 何故 さう いふ 陷沒 隆起が 起った かとい ふ 事、 それ を 確かめるべき 物理的 

方法な ど を考へ る 事です c」 地震 も 火事 も 免れた もの は うんと 勉强 でもして 何 か出来さなくて は 

すまない やうな 氣 がして 居ます」 

今夜 は 叉 低 氣厂が 襲来して 段. - 風が 烈しくなる やうです。」 雨風の もる 假 小屋に 避難して 居る 

人 は 可愛 想です。 本所邊 では 水が 出て どうに も 仕 末が つかないで しゃう。 薄暗い 孅！： の 明りの 下 

に 傘で もさして 一 晚 しゃがんで あかす 事で しゃう、 屋根 を剝 かれて 居る の も澤山 ありまし やう 

十月 十日  寅 

豐隆樣 

七 一一 三 

十月 二十 IB  B 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 伯林 ホ I ヘンツ オレル ン街ニ 六 シュ。 ハイ エル 

方 小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき 大震災の 帝都の K 況 「須田 町」〕 

〔表に〕 

比れ は 火災 後 まだ 四 五日 頃の 寫眞と 思 ふ。 其 後 此邊に は 一面に 屋臺 店が 出来て、 ゆで あ づき や 

^  7 

うどんや スィ トン、 水 爪 そんな もの、 飲食店が 並んだ、 此頃 では 叉 それが トン カツ や 汁粉 やすし 6 


屋に變 つて 一 了く らしい。」 方ぶ の 通りに 出来た バラック も 大半 は 食物 屋 です、 人間が 原始的に な 

つ て 食 ふ 事が 第 一 の 要求 だと 見える 

十月 廿 n 

〔裏に〕  .  、 

ュコ ライの 燒 けたの は 惜しい、 燒 跡の ル インが 實に 美しい、 此れ を 其 俊 保存して ほしいと 思つ 

て 居る 境け て 惜しくない コンナ もの は殘 つた 

男 は シャツと 股引ば かり、 女 は 尻 端折に 手拭 を かふって 歩いた、 當り 前の 風 をした もの は 去つ 

て變に 見えた 

電柱 

〔萬 世 橋驛？ 建物に 線 を 引き〕 

此 種の 建物 は 地震に 助かった のが 火事で 中が スッ カリ やけた ミカ、 ゲ石 がみん なやけ て ボロボ 

口 に はじけて 居る 

七三 三 

十月 二十 IB 日 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街ニ 六 シュ。 ハイ エル 

方 小お 璺隆氏 へ 〔縫 はがき 大責災 Q 帝都の 赏況 「日 比 谷 附近」〕 

〔表 に， - 

堯 けさう もない 建物 か はしから 延燒 したの は 不思議な やうです が、 多く は 地震で 屋根 や 破風 
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の 損 所に 木材の 露出した 處へ 飛火が 移った 事、 叉 それ を 消防した くも 水道 断水、 動力 ポンプの 不 

足で 手が 廻らなかった 事、 それよりも、 みんなが 地震です つかり 魔陲狀 態に 陷 つて 火 を 消す 事に 

努力し なかった 爲 もあります。 實際唯 火の 燃えたい 儘に 燃した 觀か ある。 全く 惜しい 事 をし まし 

た、  - 

〔寫眞 の 夫々 の 箇所に 線 を 引き〕 

助かった 帝國 ホテル だと 思 はれる 

こんな 烟 突なん か 地震に は 何ともな いのが 火に やかれて 飴の やうに なつ て 倒れた 

金庫？ 

七三 四 

十月 二十 IB  B  .Ih 後一 時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街 二人 シュ パイ エル 

方 小 宮豊隆 氏へ .(槍 はがき 大震災の 帝都の 實況 「祌田 橋」 1 

〔表に〕 

橋の 燒 けたの は 大抵 避難者が ゴタ. くと 荷物 を 堆積した のに 火が付いた 爲 らしい。 橋の 近邊に 

は 箪笥の 金具 や カバンの 金具な どが 一面に ちらばって 居た、 蝙蝠 まの 骨 や、 時計の 器械の やけた 

の や 蓄音機の 器械の 殘骸が ころがつ て 居たり した。 日本 橋の 眞 中に 妙な 石炭の やうな ものが ある 

と 思つ て 見たら それ はコ ロン ビアレ コ ー ドのー 一十 枚 位 重ねた のが 燒 けつ いて 一 塊に なり 周 圍が焦 

げて 居る のであった 
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十月 廿日 

〔寫眞 の 夫々 の 箇所に 線 を 引き〕 

電車が 燒 けて 車台ば かりが 殘っ て 居る 

水道 鉄管の 上の 假橋、 一列に しか あるけ ない 

工兵が 間もなく どうにか 電車の 通れる やうに した。 八マ 度の 工兵の 働き は 大した ものでした 

七 一 一一 五 

十月 二十 IB  B 午後 一時— 二 時 本鄉 篚駒込 曙 町 一三より 伯林 ホ —ヘンツ オレル ン街ニ 六 シュ。 ハイ エル 

方 小 宮豐隆 氏へ f 給 はがき 大震災の 帝都の-賞 況 「淺草 仲 店」〕 

〔表に〕 

火事の 中に 觀音 菩薩が 屋根の 上に 現 はれて 四方に 水 を 吹き かけて 居る 繪が此 頃 仲 店に 賣っ て 居 

る さう です、 譬喩 的に はさう 云っても い、 と 思 ふ、 昔から 度よ の 火災に 難 を 免れた と 同じ 御利益 

で 今度 も 免れた のでし やう。 觀 音か殘 つて 丸の 內が燒 けたり 大 學が燒 けたの は、 昔の 人間が 利口 

で 今の 人間が 馬鹿な 証據 だと も 云 はれまし やう。」 御堂の 屋根の 瓦 一 枚 落ちなかった のに 驚かれ 

る。 ゴ マカシ がなかった のでし やう 

〔裹 に〕 

灰色と 代赭の 沙漠の 中に 淺草 寺の 森の 綠を 見る と實に 美しくて 淚が 出さうな 氣 がする。」 日よ 

非常な 參詣者 ださう です。 
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七 一一 一六 

十月 二十 二日， 月 午前 十 時 I 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一一 一一より 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街ニ 六 シュ。 ハイ エル 

方 小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき 大震災の 帝都の 赏況 「銀座」〕 

〔表に〕 

咋日端 書 を 四 枚 出させたら おろかな 使が 一 戔五 厘の 切手 を はって 出して しまった さう で、 定め 

て 何十 万 マ ルクの 追徵を とられた 事と 恐縮し ます、 馬鹿につ ける 薬がない」， クリス チア 一一 ァ以來 

の 御 端 書 段 ぷに拜 見、 隨分钾 心配だった 事と 钾察 ししました」 伯林 も 其 後 仲よ 物騷 なやう です ね、 

御用 心 を 願 ひます、 マルク も 殆んと 底抜けの 様子で 御 困りで しゃう、」 東京 は 段よ に 回復に 向 ひ 

ます、 此分 だともう 大した 騷ぎも 起り ます まひ、 

〔寫眞 の 夫々 の 筒 所に 線 を 引き〕 

建築中の 銀 坐 ビル ヂング 

鐵 柱が やけて あとが 赤鏽 になつ て 居る、 ひどく やけた の は 曲つ て 居る 

電話線の 鈴 管が 震動で フ ックを 外れて 居る  . 

七三 七 

十月 二十. P 曰 土 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ H ル ー 

方 小 宮豐隆 氏へ r 給 はがき 大震災の 帝都 9 實況 「京 橋」〕  6 


〔表に〕 

此寫眞 は何處 からどう 見た 處 かよく 分らない、 しかし 燒 跡の 情趣の 標本に はなる、 ゴ tl/\- し 

た埭 瓦な どの 間にち らばった ありと あらゆる 日常の 器具の 死骸 を 調べ て あるく と 其 家の 商 買な ど 

の見當 のつ く 事が ある。」 今 戶で坂 東三津 五郎の 家の 燒 跡で おびた しい 西洋 皿の 破片の 堆積 を 

見出した りした」 寳 石屋の 燒 跡に は 盜 人が 集まった とい. ふ、 

十月 一 一十 六日 

〔裏に〕 

當時 非常に 暑い 日が 繽 いた 事 は 此寫眞 に 出て 居る 人の 服装で 分り まし やう みんな 飮 水をさげ 

て 歩いた 

〔寫眞 の 建物の 壁に 線 を 引き〕 

地震に よる 龜裂  . 

街路樹の 哀れな 殘骸 

S 八 

十月 二十 七日 土 午後 一時 —土 時 本鄕 -tel 駒 込 曙 町 ニー 一より 伯林 ホ， ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 

方 小 宮璺隆 氏へ 〔搶 はがき 大震災の 帝都の 實況 「十二 gs 附近」〕 

〔表に〕 

十二 階の 爆破 は 見物でした、 石の 柱が 急に 砂の 棒に 變 化して こぼれ 落ちた とい ふ氣 がした。, 
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花屋敷 は殆ん どやけ たのに、 其 後 前 を 通ったら 鶴が 鳴いて 居た、 猿 は 高い 橙の 中で ふざけ、 熊 は 

不相變 おじき をして 居た。 象の 親 は 助け 切れなくて 射殺した さう です」 花屋敷 前の 藤が 燒 けた 後 

に 靑葉を 出して 返り 花を澤 山に 疾 かせた、 實に强 いものです 

十月 廿 六日  . 

〔 寫眞の 夫々 の 箇所に 線 を 引き〕 

此邊が 活動 舘の 並んで 居た 處で しゃう 

此森 無事 

多分 此邊が 花屋敷 か 

折れた 十一 一階の 外側 を 保護して 居た 鉄の 枠が 垂れた 處 

此邊が 僅かな 區域燒 けなかった、 それが 火元の すぐ うしろだから 妙です 

鉄骨の 燒 けて 曲った のでし やう . 

七-一九 

十月 二十 七日 土 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 伯林 ホ— ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 

方 小 宫豐隆 氏へ 〔搶 はがき 大震災 Q 帝都の 赏況 「上野 附近」〕 

I 表に〕 

此 図に 立ち 殘 つて 居る 大きな 建物が 何だか 分らない が此 うい ふの は 大抵 鉄筋 コ ンクリ ー トで 3 

す ノー  遙 かの 遠方に ボン ャリ 夢の やうに 三越が 見えて 居る、 此れ は殆 んど燒 跡の 凡ての 處 から 見 ら 


えて 目標になる。」 燒跡 では 凡て 何處 もが 意外に 近く 見える、 淺草邊 から 見て 上野の 山 や 木 宛 ヱ 口 

の 近いのに いつも 驚かされた。 (十月 廿 六日) 

明日 は 鎌 倉へ 行きます * 

〔寫眞 の 夫々 の 箇所に 線 を 引き〕 

倉の 屋根が 燒け おちて 壁の 殘 つた 形 半分 位 焦げ 殘 つた 電柱の 殘骸 

此 等の 場面に 瀰漫 する 焦げ臭い 香 を 想像し 玉へ 

三越 

燒け殘 つた 電車 此れ は 避難民の 寢所 になり、 又人搜 しの 廣吿塔 や 掲示 場に なった、 火 cf^w し 

かった 處 では、 電車の 中で 燒 死した 人 も 多い 

此 種の 細長い もの は 大抵 地震に 助かり 又 鉄で 出來 たの は 火事に も 助かった、 ブラく の 土管の 

烟 突な ども 無事であった、 それ だのに 大學の 図書 舘は 崩れ やけお つた 

僕 等 もこん な 風体で 長途 を 歩いた、 片手に 德利を さげて 

七 四 0 

十一月 IB 木 午後 零時 I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 伯林 ホ ー ヘンツ オレル ン街ニ 六シュ パイ エル 方 

小 宮豐隆 氏へ fi- はがき 大震災の 帝都の 實況 「兩國 橋」〕 

〔表に〕 

曰が たつに つれて はじめて 段え に 災害の ひどかった 事が リア ライ ズ されて 來る やうに 田.^ ふ。 當 
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時 平氣で 見て 居た 光景が、 今頃 活動な どて 見る と 却つ て 非常に 悲慘に 思 はれて セ ンチ メンタルに 

なる 事が ある。」 余所行きに 着か へ て 避難 準備 をして 街路の 眞 中に 立って 向 ふの 方の やける の を 

一 心に 見て 居る 子供 づれ など を 見る と 變な氣 になる、」 今日は 天長節で バ ラ ッ ク 軒並の 國 旗は賑 

かで 淋しくなる、  . 

十月 卅 一 日 

〔裏に〕 

此れ は兩國 として あるが どうも 變 です 間違 ひかと 思 ふ 

當坐は 橋杭に 死 休が いくらでも 引つ か、 つて 居た さう です 

〔寫眞 の 夫々 Q 窗 所に 線 を 引き〕 

水道 鉄管？ 

此等は 火事で 起った 龍 卷の爲 に何處 か&ら 飛んで 來 たトタ ン 板で しゃう 

七 四 一 

十一月 一日 木 午後 零時— 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三 よ り 伯林 ホ I ヘンツ ォゃ ルン 街 二 六シュ パイ H ル方 

小 宮豐隆 氏へ 〔槍 はがき 大震災の 帝都の 赏況 「新 富 座 跡」〕 

此の 寫眞の 場所に は 僕 は 以前の 見覺 えがない が、 君に は與 味が あるで しゃう。 市 ji: 坐 もこん 如 

風でした。 淺草 のみく に 坐と かいふの が骨骸 だけ はちゃん と 幾って 居る やうです。 徘優は 大抵 一 

且大阪 や 田舍へ 行つ て來春 頃から 假 普請 へ歸っ て來て 始める らし い」 僕 等の 學校も 鬼に 角 授業 を 
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始めました、 化學の 方の 窒を かりて やって 居ます 來 春から バ ラック へ 引越して やる 害です 

X.  31. 

〔寫眞 の 一 つの 建物に 線 を 引き〕 

此處 にも 屋根の 燒け拔 けた 倉の 標本が ある  . 

瓦の 方が 上等で 地震に 刹 かれなかった 倉 は 皆 助かった、 

淺草觀 音 も 瓦が 一 枚 も 落ちなかった 此れ も 御堂の 助かった 一 つの 源 因でした 

七 四 二 

十一月 二日 金 午後 ー咔— 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 宽 平氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 しまし た 震災 に つ き 御懇に 御見舞 被 下 難 有う 御 坐 い ます、 私 は當時 丁度 上野 

の 二 科會展 覽會に 居ました が 幸に 無事 宅へ 歸 つて 見たら 屋根 瓦が 一 一三 枚 落ちて 碎 けて 居たり 壁に 

龜 裂が 人って 土が 少し 疊 にこぼれて 居た 位て 家內 一 同 無事 其 後の 火事 も 幸に 此邊迄 は 来す、 其 他 

にも 何等の 損害 もなくて すみました からどう か 御 安神 を 願 ひます 親類に 燒け 出され はありました 

が 怪我人はなくて 仕 合せで 御 坐い ました、 

どうも ひど い 事でした 未だ 十分に 災害の ひど さ を 十分に 實認 する 事が 出来ません 

右 不取敢 御禮迄 草. - 

十一月 一日  寺 田寅彥 

五島 寛平樣  ♦ 
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七 四 三 

十 I 月 四 曰 S 午前 十 時.— 十 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 一一 一より 巴 里 日本 帝 II 大使館 氣付小 宫豐隆 氏 へ 

十月 一 日御托 送の 御手 紙つ f いて ハム ブル ヒと リュ ベ ッ ク との 槍 葉書 拜見 しました、 御手 紙の 

様子で はなんだ か 大分 獨逸、 とい ふより は 伯林に 愛想 をつ かされた やうです が、 此 頃の やうで は 

實際 不愉快 だら うと 思 ひます、 大凡 想像が 出来る。 此頃 はもう 巴 里に 落着いて 少し は寬 いだ 氣持 

に なられた 事 かと 思 ひます、 しかし 巴 里 も 寒くな つて は 余り 難 有く もないで しゃう。 冬期の 以太 

利 行， は 此れ は 屹度い、 でし やう、 唯 以太利 は 人間の いやな 事が あるので やっぱり 巴 里が よくなる 

かも 知れない。 鬼に 角來 月の 十月に はもう 御歸り ださう で 此れ は 至極 黉成、 半年 やそこら 長く 居 

たと て 格別な 事 もないで しゃう。 見物す る もの を 見物して 早く 御 歸りを 希望し ます。 なんだか 急 

に 手近くな つた やうな 氣 がして 喜ばしい c」 地震の 災害 も 一 年た、 ない 內に 大抵の 人間 はもう 忘 

れて しまつ て 此の 高價な レ ッ ス ンも 何にも ならな い 事になる 事 は 殆んど 見えす いて 居る と 僕は考 

へ て 居ます、 來年 あたりから 段. -人氣 は惡く 風俗 も 乱れ 妙な 事に なって 來る だら うと 豫 想して 居 

ます、 唯 市街が 幾分 立派になる かも 知れん がそれ も 結局 は 從來と 大した 變り もな く、 ゴ チヤく 

とした ものに なり、 今後 何十 年 か 百 何年の 後に、 すっかりもう 人お 忘れた 頃に 大地震が 来て 又 同 

じ やうな 事 を 繰 返す に違いないと 思って 居ます。 練 瓦 造 はいけ ない とか コ ンクリ ー ト がい、 とか 

云つ て 居る の はせいぐ 一 一十 年 かそ こ いらの 事で しゃう。 いつ 迄た つても 人間 は 利口に ならない 

もの だと 思 ひます。 今 誰れ も 相手に しなくな つた 鎌 倉 や 小 田 原の 刖莊 地で も 買 込んで おくと 十 年 


627 


た、 ぬ內に 成金に なれる だら うと 云って 戯れて 居る が、 此れ は實際 だら うと 田ん ひます。 今度の 地 

震の^^53にっ いて いろく 考へ 調べ て 居る と 實に關 東 地方 は 恐ろしい 處 だとい ふ 事が リア ライ ズ 

されて 来る。 僕に 云 はせ ると コ ンナ處 に 帝都 を おくのが 根本的に 間ち がって 居る とも 云 はれる。 

どうしても 此處が 便利 だとい ふなら いっその 事 全部 掘 立 小屋の トク ン葺 かなん かにして、 いつ 毀 

れ ても堯 けても い 、やうな ものにして おくと い" かも 知れない。 此れ は 極端で は あるが 本 當の話 

です。」 二三 日 前、 丁度 地震から 二月 目に 銀 坐 を 通って 見たら まだ 大部分 は假 小屋 も 出来て 居な 

いが、 服 部 金 太郞が 大急ぎで 可也 大きな 小屋 (とい ふより は 博 覽會の 急造 洋舘の やうな もの) を 

建て、 居る のと、 銀 坐 ビルディングの 最下 層に 松屋の 賣 店が 出来 か" つて 居る のと、 カフ HI ラ 

イオンが 妙な 平べ つたいべ ン キ 塗の 小屋で 始めて 居る 位で 火事 跡の 氣 分が 未だ 大部分 殘 つて 居る" 

風月な ども 人道に 一 杯 煉瓦 屑 や 瓦 を 胸壁の やうに つんであって、 いつ 始める とも 何とも かいてな 

い。， しかし 神 田邊は そろく 町ら しい (尤も 田舍の 新開 町 か、 博覽會 の寶店 町の やうな) 休 裁に 

なり かけて 居ます。 岩波 も バラック を 建て かけて 居る。 古本屋 も 二三 軒 は 小屋が けて 始めて 居る 

がま あ 露店の やうな 程度です。 燒け 出されら しい 長髪の 美術家が デコ レ ー ショ ンを やって 居る 家 

もあった。 夜な ど 此邊の 表通り を 通る と いくらか 町ら しい 氣 がする が、 裏通りの 淋し さは 何とも 

云 はれない。 万世 驛 から 東京 驛 への 高架線の 上から 見下ろした 光景 は 何と 云ったら い ^ か、 妙に 

咽喉の かわく やうな 情な ぃ氣 持であります。 併し 君の 歸る 頃に はもう 鬼 も 角 も 穴 ェ地は 少なくな つ 

て、 ペンキ 塗りの ォモ チヤの 家 を 並べた やうな 市街が 出來 上って 居る 事と 思 はれます、 もし 永生 

きすれば 此れから 第二の 東京の 完成す るプ 0 セッ スを 大部分 昆 物が 出来る 譯 けで 此れ は 鬼 も 角 も 
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一 つの 見 ものであるに 相違ない。 此の プ 口 セ ッ スの よい 記錄を 取って おく 事 も 一 つ の 面白 レ 仕事 

だら うと 思 ひます」 

〇〇 君が 地震の 日から 一 一 科 會の女 事務員と 同棲して 京都で 暮 して 居る とい ふ 事が 僕の 田 舍の新 

聞に 出て 居て 驚いた。 一 一，^ 展の開 會當日 あの 地震で 其 後 京阪へ 展覽會 を 持ち込んで 開いて 居る 事 

は 承知して 居た が、 そんな 噂 は 昨日 迄 知らな くって 大に 驚いて 居る が、 どうしてい、 か 分らない _ 

困った 事です。 僕の 方へ はー邊 京都から 端 書が 來た きりでした。 展覽 會で會 つた 時 子供と 連立つ 

て 居た 人が それらし い C 此れ程 藝術 家で は 少し 困る。 

僕のう ちに は 妻の 父と 弟と 妹と 叔母と 四 人が 燒け 出されで 未だに 滞在して 居ます。 近邊の 家に 

も 未だ 到 處何誰 立 退 所と いふ 札が 貼つ て ある。 大學 では 下宿 をな くした 學 生の 爲に 急造の バ ラッ 

ク 寄宿 舍 をた て - 居る、 例 へ ば醫 科の 燒 けた 敎窒の 間の 穴ェ地 やべ ル ッ の 銅像の 家 やに 妙な 長屋が 

出来て 居る。 其 他 敎窒の バラック も 大急ぎ だから 夜中 迄 も 工事 を やって 居る。 こんな 處に 震災 氣 

分が 淺 つて 居る が、 もう 山の手 一体 は 何事 もなかった やうな 氣 がして 居る。 今年の 冬の 火事 ゃ窃 

盜の 警戒が 大切です c」 自警 團と いふ もの もま だ やって 居る 處が ある やうです、 曙 町で は 疾の昔 

に 火の番 を 雇つ て やらせて 居る が、 場所に よると まだ 勅任官な どが 夜中に 棒 を 引す つ て カチ/ \- 

やりながら 歩かせられて 居る らし いから 面白い。 

甘 柏 事件 や 自警 圑 暴行 騒ぎ など 旣に御 承知と 思 ひます、 僕に は 御 報知す る勇氣 がありません、 

思 ひ 出す 事 さへ 御免 を 蒙ります」  . 

ハイ フ H ッが 近日 帝國ホ テ ル で 演奏 を やる 事に なつ て 居ます。 一 日 行つ て 見やう かと 思つ て 居 
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ます。 地震 以來 凡ての 音樂 とい ふ もの を 聞かなかった から、 ドンナ 感じが する かと 届って 居ます „ 

ゥッ カリ 音樂を やった り 蓄音機 を かけて 居る と 罹災者 や 自警 圑か ら 怒鳴り込まれる など、 おどか 

され もす るし、 又實 際さう いふ 氣分 にもなら ない もの だから、 あれつ きり 樂 器に 手 を ふれません、 

ハイ フ H ッで 皮切り をし やう かと 思って 居る。 好 笑。」 

今度の 地震 は 僕に は 可也 色. -の 問題 を 授けて くれました。 此の 興奮の 去らない 內に何 か 一 つ 纏 

めたい と 思つ て 勉強して 居ます、 御歸 りに なったら 叉 聞いて 貰つ て 共鳴して 貰 はう と 思つ て樂し 

んで 居ます。 もう 其 頃 迄に は 風月 も 復活す るで しゃう。」 

板 橋の 家に も 地震から 一 一月 行かな かって、 此間 行つ て 見たら 破損はなかった が 壁土の コボレ で 

ひどくな つて 居ました。 しかし あの 邊の 自然界 は 凡て 何事 もなかった やうに 美しい、 い、 氣 持で 

した。 半日 献を 取って 畑 を こしら へて 球根 を植 へたり、 草花の 種 まきを やって来ました。 うちの 

邊 ではい じけ てよ く^かな い コスモ スが實 にの びくと 疾 いて、 紅の 花で も 全く 燭り のない 色彩 

をして 疾 いて 居る。 ポプラ ー ゃプ ラタ ヌスの 苗木 を 注文して おいた から、 今度 は それ を もって 行 

つ て 植える つもりです、 木が 大きくな るの はいつ の 事 だか 知らないが。 

僕 は n 逸に 居る 時分 一種の 倦怠 を 感じた 時、 人に す、 めら れて Sanatogen とい ふの をのんだ 

が 非常によ く 利 いてす つかり；： 几氣を 回復した 覺 があります。 不愉快な 事の 多い 時分に 試み て 見る 

事 を 御す & めします。 

十一月 三日 夜  寅 亲 

豐 隆樣 
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御手 紙 は 十月 卅日 丁度 一月 目について、 端 書 は 十月 二日に ついた 

七 四 四 

十一月 十一 B  B や 前 十 S.— 卜 一 時 本鄉， 區駒込 曙 町 一 三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏 へ 

謹啓 冷氣を 催して 參 りました 御 地 はもう 雪で も 降る 頃に 近くな つた 事 かと 存じます 御 自愛 を 

先日 は 栗を澤 山に 御 送り 被 下まして 難 有う 御 坐い ました 一 同 賞味 厚く 御 禮を申 上げます 

東京 もメ ラ ッ ク 建の 家が 日增に 多くな つて 行きます、 つまり 新開 町の 町 は づれの やうな 氣 分が 

二 休に 瀰蔓 して 居る やうな 有様で 御 坐い ます、 これから どうい ふ 風に 本當の 東京に 還つ て 行く も 

のか、 蓋し 見 もので あらう と 思 はれます 

右御禮 旁. S. 上げます 草 M 

十 一 月 十日  寺 田寅彥 

五島 樣玉 案下 

七 四 五 

十一月 十二 B 月 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 福 岡巿新 大工 町 五 二 桑 木或难 氏へ 

御 端 書 難 有く 拜見 致しました 御 尋ねの 物理 學部會 は 未だき まらぬ やうです が 今月 下句に 開かれ 

るら しい 話で 御 坐い ます、， ェ學 部の 通知 は 多分 事務室の 方の 間違で あらう と 存じます、 何卒 左様 W 


御 含み を 願 ひます」 

大森 先生 も 遂に 薨去 淺 念な 事で 御 坐い ました、 今度の 震災が 機會 となって 愈. - 地震 學 科と いふ 

ものが 新設され 專攻 の學生 を容れ やうと いふ 話しが 持ち 上り どうやら 物に なり さうな 形勢で 此れ 

は 喜ばしい 事と 存じます。」 氣象 學講坐 新設の 件 も 兼て 申請 中でした が 今度い よく 設置 决定致 

しました、 段よ に 賑やかになります  . 

右 御 返事 迄 余事 近日 拜 眉の 上に て 草え 

十 一 月 十一 一 R  寅  逢 

桑 木樣玉 案下 

七 四 六 

十二月 五日 水 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川區小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う 御 ゆ： いました、 燒 けた 「冬 彥集」 の 代り を 差 上げます からどう か 御 受納 を 願 ひま 

す I 斤 一 頃 はさつ ばり 比 さんの 御 目に か、 らす、 今月の 九日 會に は奮發 して 出て 見やう かと 考へ て 

居ります が、 どうも 電車の 混雑が 恐ろしくて 迷って 居ます。」 小生 此頃は 日曜 毎に 天氣 さへ よけ 

れば 子供 を つれて 田舍の 家へ 出かける 事に きめて 居ります、 一週間に 一 度づ、 田舍の 空氣を 吸 ふ 

と 其 週間 中 効力が 接つ て 居る やうな 氣 がする のでつ とめて 行く 事に して 居ます。 行く と 鍬 を もつ 

て 土 を 掘り かへ す 事 を やって 居ます が 段ぶ に 馴れて 來て 上手になる やうです。 いっか 御 出に なり 

ません か、 日曜に は 大抵 池 袋 を 朝 九 時 二十 分發 東上 線 上 板 橋 行に のる 事に して 居ます、 前に 一寸 
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御知らせ 被 下ば 好都合です。 

十二月 四日 夜 

七 四 七 

十二月 六 B 木 午後 四時 ー 五 時 本鄉 駒 込 曙 町 一 一一 一より 巴 里 日本 帝國 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ 【捨 はがき〕 

〔 表に〕 

其 後 は 御無沙汰 しました、 御變 りはありません か、」 地震で かけ 廻った 勢で 馬鹿に 元氣 になり- 

毎日 學 校へ 出て 活動して 居ます、 少しき まりが 惡 いやう です が 喜んで 下さい ご 東京 も歲 末を扣 

えて 大變 ザヮく して 居る やうです、 如何にも 殺風景な 世界です、 電車な どに のる の は 全く 命が 

けです。 凡ての 人 は 何 かに 餓えて 其 何物 かに 飛びつ かう として 血眼に なつ て 居る やうに 思 はれて 

氣 味が 惡 くて 仕方がない」 此先 人心が どうな り 行く か 分らな ぃ氣 がする。 

に〕 

今度 君が 歸朝 さ れ た 時、 東京の 市街の 變り 方より は 寧ろ 人間の 變り 方に 驚き はしない かと 思 ふ 

內面 的に も 外面 的に も 可也 ラヂ カルな 變 化が 起り つ 、ある やうな 氣 がする。 どう 君の 眼に 映る か 

に 僕に は 非常に 聞きたい 處 です 

七 四 八 

十二月 十 B 月 .： 卜 後 零時— 一時 本鄕區駒込曙町 一 三ょり巴里ポ-ケ|街ニニ ァラ：^ オア ン ヌ方小宮豐隆 


633 


氏 へ 〔給 はがき J 

津田 夫人 速 名の 椿 葉書 難 有う 御 坐い ました。」 今年の 冬 は 未だ 余り 寒くなら ない、 今日なん か 

僕の 寒がり 屋が 外套な しで 歩かれます。 今日は 日曜で 例に より 田舍へ 行つ て來 ましたが 雜木 林の 

黄葉が 實に 美しかった。 田舍へ 行く と 平凡な 木の葉 迄が 實に 美しく 染まつ て 居る ので 驚きます、」 

もう 口 ー マ あたりへ 出かける かもし れんと 思 ひながら 矢張パ リ 宛で かきます 

十一 一月 九日 

七 四 九 

十二月 二十 九日 土  (時 問. 不 so 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 巴 ST ホ ー ケ— 街 ニニ ァ ラゲ ォ アンヌ 方 小 宮鱟隆 

御無沙汰 しました、 御變 りはありません か、」 舉校も 今日から 休みに なりました、 昨日 は 一日 

神 田 やら 日本 橋 銀 坐 を あるいて 色 立 買物 をし ました、 主な 商店 は 大抵 所謂 バ ラッ ク が出來 上って 

賑-- しく 賫 出して 居る し、 叉 買手の 方 も 中よ 盛んで 一見 中- -景氣 がい、 やうであります。 震災で 

ひどい 目にあった 人え の 心 持の 中には 何 かしら 空虚な ものが あって それ を充 たす 爲 にも かう いふ 

現象の 起る の は當然 だと も 思 ひました、 同情 すれば されない 事 もない と 思 ひます。 十字 屋へ 行つ 

て 見ました がレ コ 1.. ト の處 など 八つ かの 小 窒が滿 員です。 丸 善な ども 混雜が ひどくて とても ゆつ 

くり ひやかして など 居られな い 有様です が 書物の ス トツ クは食 弱で 口 クな ものはありません。 鍋 

町の 風月 は 未だ 假 建築が 出来ない やうです、 舊來の 店の 方 を 店員の 寄宿に して 向 側の 家の 方 を 店 
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にす るら しい。 三越 はもとの 家 を 三階 迄 開いて 南側の バラック と共に 營 業して 居ます。 壁な どの 

燒 かれ 龜 裂が 入った の を 胡 粉で 塗って ゴ マ カシて 居る が 殺風景な ものです。 でも 大變な 繁昌の や 

うであります。 三越 は此 外に 尾 張 町の 角 (昔の 服 部の 跡) やそれ から 本 鄕三丁 〔冃〕 にも 小石 川駕 

籠 町に も 新 宿に も 方よ に 支店 を 開いて 居， ます、 白木屋 其 他 も 同様です。 其 他 此れに 類した 小デパ 

1 トメ ント ストアが 非常に 增 加した の は 見逃がされぬ 事實 です。 次に 著しく 目立つ の は 力 フ ェ 1 

喫茶店の 類の 激增 です。 食料品店、 菓子屋、 薬品 店 は 大抵 同時に 喫茶 部 を 設けて 居る。 大通り や 

神 田 は 勿論です が、 大學 前で も 白山 邊 でも 同様です。 白山の 或る 本屋の. i< 茶 部に は 女優 上りの 女 

が 居る とかで 大 繁昌. たさう です。 此の 現象 は 何事 を 意味す るの か 震災 當時 歩き 廻った 人が 無闇 

にの どが 干いて 困った あの 時の 習 惯が殘 つて 居る せいでも ありますまい。 僕の やうな カフ ェ —好 

きも 此の 形勢 を 見て は 少し 恐ろしく なって、 一種の 「反省」 と 云った やうな もの を 感じさせられ 

ます、 御 一 笑く 

方 立の 町內で 申合せで、 門松 を 立てない 事に すると 云って 居る 曙 町 もさう です、 僕な ど は不黉 

成です が、 一歩 を讓 つて 門內へ 立て やうと 思って 居ます 

此 頃の 町 を 歩いても う 一つ 氣の つく 事 は、 防寒 衣、 特に 毛糸 製の ォ ー バ I スゥ— タ—、 や 運動 

服の やうな 背 廣ォ— バ ー の 流行です、 到處の 店に も 並べて あるし、 それが 盛に 賣れて 居る し、 又 

それ を 着た 人が 多く あるいて 居る 事です。 此れ は實際 罹災者の 必要 上から 來た 事で しゃう が、 そ 

れ がーつ の 流行 を 作りつ 、あるの も事實 です。 バ ラ ッ ク街を 派手な 毛糸の スゥ ー ク ー を 着た 男 や- 

妙な 洋服 を 着た 女の 往來 する 有様 を 想像して 下さい。 一 併し 此の スゥ H タ— なる もの は 如何にも 
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溫 かさうな ので、 俟も コッソ リー 枚 買って 來て、 宅で 下着に 着込んで 居ます"」 

一 昨廿 七日の 議會 開院 式に 攝政 宮殿 下が 虎の 門 を 通過され る 際に 群衆の 中から 杖 鋭で 發 砲した 

ものが あった、 彈は御 召 自動車の ガラス 窓 を 貰いた が 幸に 何の 御 怪我 もなかった。 それ以上の 事 

實は 秘密に されて 居て 分りません。 內閣は 責を負 ふて 総辞職 を 申出して 居ます。 僕 は 街頭に 貼 出 

された 号外で 此事を 知った 時に ヒ ドク 興奮し ました。 そして なぜ 其 時 群衆が 其の 男 をつ かまへ て 

なぐり 殺さない のかと いふ やうな 激怒 を 感じました。 僕の 頭に はま だ 矢 張 純良な 日本 國 民の 血が 

めぐって 居る の だと 思 はれます。 兇漢 はすぐ に 警察に つかまつ たが 共犯者 は 取 逃した と. も傳 へら 

れて 居ます。 途方もない 馬鹿者が あった ものです、 しかし 當 人は愧 儡で 人形 使 ひ は何處 かで 舌 を 

出し 〔て〕 居る うちにち が ひない。 僕 はさう いふ 奴 を 憎まないで はどうしても 居られない。 僕が 警 

視 総監 だったら、 日本 國 中の ブラ ッ クリスト をつ かまへ て みんな 一 度に 銑 殺す るんだ とい ふ氣も 

する。 そんな 氣 がする 程 興奮した のでした。 

庭の 丁子が もう そろく 苦 を 出して 來 たし 櫻 や a も 冬 芽が ふくらんで 來た、 昨日の 朝 出が けに 

子供と 蓄音機 を やって 居たら ガラ ス 障子の 外の 木の 枝に 四十雀が 一 一羽 來て 遊んで 居た、 その 內に 

又鶯が 一 羽 飛んで 來て 曲藝を やって 居ました。 

津田君 は 福 岡から 一度 歸京 すると 云って 來 たきり 一向 消息がない、 どうも 少し 困りました、 敏 

子さん がどう 思 ふだら うと 思って 氣の 毒に もなります、 子供の 可愛 想です、 あれ 程 世の コン ヴェ 

ンシ ヨン を 無視し 過ぎても 困る、 意見 を するとい ふ譯 にも 行かす、 ^でも 居たら 何とかなる かも 

しれない がどう も 仕方がない、 
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十二月 廿 九日  寅 

豐 隆樣 

七 五 0 

十二月 三十 一 曰 月 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 田內森 一一 一郎 氏 へ f 封筒な し〕 

謹啓 今日は 御 出 下さい ましたのに 生憎 外出中で 失禮 致しました 大變 結構な 御 品 を 頂戴 致し ま 

して 難 有う 御 坐い ました 御 厚情 拜謝 致します が、 爾来 何の 御 役に も 立たないで 居ます ので 却て 恐 

縮 致します、 どうか 今後 は 御 配慮 御 無用に 願 ひます。 

講習 所 も タンク 其 他 段. -に. 設備が 整 ひかけ た處 であの 通に なって 惜しい 事で 御 坐い ました、 併 

し 所謂 復興の 英氣 さへ あれば 必 しも 設備がなくても 有意義な 仕事 は 出来ない 事 はない やうに 思 ひ 

ます、 どうか 御 奮 發を願 度と^ ります 

お 邻禮迄 草ぶ 

士 一年 大晦日  寺 田寅彥 

田內森 三郞樣 
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七 五 一 

一月 十七 日 木 (， 時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 巴里ポ ー ケ ー 街ァ ラゲ ォ アンヌ 方 小 宮璺隆 氏へ 

ミ n のヴィ ー ナス の搶 葉書 を拜 見し ました、 御說の 通り あれ は 實物を 見る と 馬鹿に 柔か 味が あ 

るので 僕 も 驚いた のでした。」 疾 にもう 以太 利へ 行って 居られる かと 思って 居たら、 十二月 初 句 

未だ パリに 御 出だった と 見えます、 此 手紙 も 矢 張 パリへ 途 ります。」 昨日 (十月 十五 日) の 朝 未 

明に 可也の 强震 があって 一寸 驚きました。 僕 はかま はす 寢た 儘で 居ました が 大分 飛 出して 此の 寒 

空に 戶 外で 焚火な どして 居た 人が あった さう です。 新聞で 見る と、 慌て \ 飛 出した 爲に 怪我した 

り 死んだ 人 も 大分 ある やうです。 未だ こんな 位の は 時々 は あるか も 知れない と 思って 居ます。 ひ 

の はいった 大地 は 中. - 急に は 落着かな いと 見えます。」 淸浦 內閣が 殿様 連で 出來 上つ て 大分 非 

難 も ある やうです。 高 橋 政 友會絵 裁が 爵位 を 辞 返して 衆議院へ はいるん だと 云つ て 力んで 居る や 

うです。 どうな つても 一向 構 はない やうな 氣 がする。 どうせ 政治 は 政治家の 玩具の やうな もので 

眞 面目な 仕事と 思 はれない。』 大學の 池の 周圍も 大きな 樹が燒 け、 御殿が やけ、 文科の ル インの 

前に は バラ ッ クが 立ち 隨分 殺風景に なった が、 此頃 もとの 御殿の あとへ 珍妙な 文化 バラ ッ クが建 
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ち 上つ て 其處が 例の 集會 所に なりました c』 野 上 君に 會っ て 聞いた が 夏 目さん では あの 家 を賣り 

度い と 云って 居る が、 例の 先生の 窒の 保存が 問題に なって 居る さう です。 何處 かで そっくり 保存 

して くれ、 ばい \ が大學 などで はとても やって くれさう もない、 どうした らい 、か 僕に は 案が 立 

たない。 それから 〇〇 さん は 家出 をして 〈△ の 兄さんの 處に 居る さう です。 どうも 此れ も 困った 

事です。 それ 程 X  X の 感情が 疎隔して は 仕樣がない。 默 つて 居て はすまない と 思 ふし、 さう かと 

云って 僕に は 手の 出し やうがない。 君で も歸 つたら 何とかして せめて 〇〇 さんの 淋し さの 幾分で 

も 埋める さうな 事で も考へ 度い と 思つ て 居ます。 

話しが 少し 陰氣 になり かけた が、 昨日の 地震で 鎌 倉の 大佛が 先達て 膝 を乘り 出して 居た のが 三 

寸程逆 房り したと い ふ 事が 新聞に 出て 居る。 七 百年 間 動かな い で 居た のが 動き 出したら 面白くな 

つ て 色よ に 動き 出した の だら うな ど 、 云つ て 面白がつ て 居る 人 も ある。」 僕 は 地震 以來 大變 工合 

がよくな つて 居た が 緊張が ゆるんだ のか、 それ 共惡ぃ 季節の せいか 又 少し 胃が 惡ぃ、 しかし 別に 

大した 事ではありません。 營養 がよくな つたと 見えて 少し ふとつ て 血色が よくな つたと 人に 云 は 

れる。 若返った かも 知れません、 物騒です、 

Bonnard の 输の色 刷の 複製が もし 見付かったら 知らせて くれません か Gustav  Coquiot の 本と 

Ifeon  Werth の 本と は あるが 色が 丸で 見當 がっかな いので 知り 度い と 思って 居ます。 三色版の 緣 

はがきで も あったら よこし て くれません か。 黑白 だけで 見る と此 人の 椿に は 何處か 僕の すきな 味 

が ある やうに 思 ひます 0 

今年の 冬 は 大變樂 です、 今朝 珍しく 北西の 寒風が 吹いて 庭の 土が すっかり 凍て &居 たが 晝頃か 
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ら 風が 又 東 へ 廻つ て暖 くな つ た。 誠訪 湖の 氷が ちつ とも 張らなくて スケ ー ト に 行った 連中が 失望 

した さう です。 大學の 池 も 今年 は 氷りません。 うちの 臺 所の 北 窓に も 氷の 模様が 出来ない。」 

fe^ 日 はト豆 粥 を 食 ひま. した、 地震 騷 ぎで 食 ひ 損った 人 も ある やうです、 其內 節分が 來て 早く 春 

になりたい 

一 月 十六 曰 ，  .  寅彥 

豐隆 大人 

今度の 地震に も 御 留守で は 御 一 同 御 無事 ださう ですから 御 安心 を 願 ひます。 

七 五 二 

一月 二十  一 B 月 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏 一， 

先達て は 御 來駕其 節 は 失 禮致候 今度の 地震に つき 御見舞 被 下 難 有 御 禮申上 候 幸 拙宅に は 何の^ 

條も なく 何卒 御 安神 被 下 度 祈 候 

歌曲 レ コ ー. ドの事 御 尋ねに 相 成候處 近頃 は 余り 新しき レ コ ー. ドも 求めす 至って 不案內 に 有之此 

れと 申す 思 付 も 無 之 候、 唯今 一 寸思 出し 候 は 以前 小宮 君の うちにて 閜 きし 露西亞 歌劇 ボリ ー ス、 

ゴ ドノ フ 中の 一 ニニの 場所 を 有名な シャ リア ピ ン の 歌 ひし ものが 一 一三 枚 一 組と なり 居る もの、 此れ 

は 頗る 漉い 味の あるい 、ものであった やうに 存 居候、 此れ はィ ギリ ス ので あつたと 存 候へ 共 手許 

に 目 錄無之 故 番號等 は 不明に 有 之 候。 叉 同じ シャ リア ピン が 歌劇 フ ァゥ ストの メフィ ストの セレ 

子— ドを歌 ひし もの も あり、 此れ はヴィ ク トロ ラ の ブラ ンゾン の 同じ 曲 を 歌った のに 比較して 見 
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ると 余程ち がって 居て 面白かった と 記憶 致 居候 

本日 干柿拜 受難 有 拜受致 候 

畫帖 はどう もま だ 物に ならす 申 譯も無 之 候、 いっその 事 先き に 和让君 か 松！； お へ 廻し まし やう 

力  - 

右贵酬 御禮迄 草 よ  . 

一月  寺 田寅彥 

五 島樣 

七五三 

二月 十四 B 木 午後 十 時.： 十一 時 本鄉ー R 駒 込 曙 町 一一 一一より 巴 M フ" H ドラン ド街ォ テル. キヤ ム ベル 小官 

豊隆 氏へ 「搶 はがき〕 

S だ〕 

御無沙汰 しました、 御變 りはありません か、 東京 は 永い事 雨がなかった が、 二月 十日から 三 m 

つ： 乂 きで ふりました- 其 間は暖 だった か 晴れる と 叉 塞くな つた、 しかしもう 寒さ もさう 長く はな 

いでし やう 

早稻 田の 家を寶 るに ついて、 書齊の 事が 問題に なり、 先週の 金曜に あすこに 集合して 相談が あ 

りました、 叉 明後日の 金曜に 寄る 事に なって 居る" 君が 居なくて 殘 念です、 いづれ 詳しい 御 報 を 

します 
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〔表に〕 

僕 は 此頃學 校の 仕事が 少し 面白くな つて 來て 毎日 忙しく やって 居る のでつ い 御無沙汰 になり ま 

した、 からだの 工合と いふより は 寧ろ 元氣 がよくな つて 仕 合せです、 つまり 頭が 鈍くな つたと い 

ふ 事 かも 知れません。. I 十四日から 三越で 佛國 到来の 素描 や 版 畫の展 覽會が ある さう ですから、 

フ ラ ン ス の 句 ひ を かぎに 行つ て來 やうと 思つ て 居ます」 田 君 は 京都で 河 上さん 等の 世話で 畫會 

を やり、 又 京都で 例の 書物 を 出す と 云って 來 ました 

二月 十三 日 

七 五 四 

二月 十五 B 金 午後 四時 1 五 時 本鄕厘 駒！；，； 一 曙 町 ニニよ リ 巴里フ リニ ドラン ド街ォ テル-キヤ ム ベル 小 宫 

豐隆 氏へ 「給 はがき 松极 豊次郞 氏との 寄せ 書 (表の 松极 氏の 文面 省略) 〕 

明 夜 は 叉早稻 田へ 寄って *1 齊 保存の 相談 をす る 害に なって 居ます。 誰れ が しゃべつ たもの か此 

め 事が 今朝の 報知と かに 出て 居た さう です。 明 夜 は 阿部次郎 氏 も 来る さう です。 此 前の 顏 ぶれ は 

阿倍、 和 辻、 野 上、 內田、 鈴 木、 岩波、 それに 松极、 僕、 御主人 側 は 奥さんと 松 岡と でした。 此 

れは いづれ あとから 申 上げます、 兎に角 君が 居なくて 困る と 居 ひます。 

一 一月 十四日 夜 

ふらんすの 巴 里び とも や 春の 宵  械 

綠の酒 は 何とい ふ 酒 
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七 五 五 

二月 十五 B 金 一， 時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 W  ニー 一よ リ巴 a- フリー 一 ドラ ンド 街ォテ —な . キ ャ ム ベ ふ 小 宮豐隆 

氏へ 「1,? はがき 松裉 璺次郎 氏と 力-寄せ 耆  < 表の 松 根 氏の 文面 省略 ヒ 

ニー^に J 

ベ 「夜 松 根 君が 來て 御嗱 をし て 居ます 

一 一 十四日 

「裹に J 

君 は今柑 子の 花の 花 曇 _ 

V 書 き ！！せ れ ば ま た 時鳥 

七 五六 

二月 二十 四 B  B 」1 前 十 時： 十一 "時 羅馬 日本 帝國 大使館 氣；！ = 小宮 豊隆 氏へ 1 搶 はがき 安 3^ 能 成、 岩波 

茂堆、 松 拫豐次 郞、 三 氏との 寄せ 書〕 

r 表に〕 

全集の 事な どで、 松 住 町の 末 はつに 會 合しました  寅  亲 

ここ は燒跡 だ、 松 住 町の 伊勢丹の 横の バラック だ、 電車の 音が やかましい、 近い 內に 手辍を か：  3 

能  成  6 


い つた 序に ゥ ント 遊んで 來 たま へ。 然し 罹災民に 無心 は 電報料の 損失と 思 ひた ま へ。 君？ は 別と し て 木 下 氏 

の は 何とか 多少 心配し よ-つ。  茂 

「おに〕 

想 君 

日本に 似る とい ふ 國ゃ眷 5 雨  東-; i 械 

七 五 七 

二月 二十 五 B 月 午後 二 時— 三 雜 .itrH 本帝國 大使館 氣付 小お 豐隆 氏へ 〔給 はがき 鈴 木 一一 一重 古 氏との 

寄せ 書〕 

〔裏に〕 . 

もう そろ/ \ 十一 寺になる、 屮立話 は 片付き さう もない、 僕 はもう 失敬して 歸ら うかと 思って 

居る、 又い つかの やうに 寢られ なくなり. さう だから 

〔表に〕 

感旣 無量  一一 二十 二  = 三 重 古 

七 五八 

一二 月 十七 曰 月 午"： ml-s-l 十 了む 本鄉 "511 駒 込^ 町 一； 一一より 羅馬 H 本帝國 大使館 氣付 小お 豐隆 氏へ 1槍 は 

がき 眷陽 > ^"第二 s: 美術展 覽會 出品 椿貞堆 筆、 籠 中果赏 II〕 

〔表に 〕 
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全集の 事で は 阿倍 君から 御 相談が 行った 事と 思 ひます、 何しろ 君の 留守で は 妙に 工合が 惡ぃ」 

書齊 問題 も 詳しい 御 報 をす るつ もりで 居て まだ 申 上げません、 一寸 行惱 みの 形です、 全集 さへ う 

まく 行けば、 さう 差し か、 つた 事で なくなり まし やう。， 一 今日 板 橋へ 行って 來 ました、 もう 麥が 

三四寸 にの びて 居ます。  ， 

三 十六 日 

一 繪の餘 白に」 

三越で 春陽 會展が あるので 見に 行きました、 此の 派の 畫が 大分 ふえました、 岸 田 氏の 童女 像の 

眞似 をす る 人 も 段よ 出て 来ました 兎も角も 此 頃の 緣は 大分 變っ て來 ましたが どうも みんな 附燒匁 

の やうで 一 向 面白くありません 

七 五九 

三月 十七 3 月 午前 十 時 I 十一 昨 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 羅馬 R 本帝國 大使 誼 氣付小 {P ，饗隆 氏へ 〔1? は 

力き〕 

僕 も 正月 ナポリに 行った、 生溫ぃ 風が ボカ/ \ 吹いて ぺ ー ヴメ ント が. 汗をかいた やうに しめつ 

て 居た 事 を 思 ひ 出しました， 一 此頃は 段ぶ に 妙に 忙 かしくな つて、 頭が 丸で 事務家 か 株屋の 頭の や 

うにな りさう で 閉口して 居ます」 頭が 馬鹿にな つてから だの 方 は 段よ よくなる やうで、 此の方 は 

い、 が、 ファン タジ— がなくなる のが 恐ろしい 一もう 三月 も 中葉す ぎた、 此方に 居る と 半年 は 造 

作が なさす ぎる 
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七 六 o 

三月 十七 曰 月 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 羅馬 日本 帝國 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ 〔檢は 

がき 春陽き 第二 囘美衛 展覽會 出品 小 杉未醒 筆、 採藥」 

〔表に〕  • 

長男が 高等 學 校の 試驗を 明後日から 受ける なんだか やつば り氣 になって 困る、」 此頃は 大擧へ 

は ひるに もや はり 選 拔試驗 がいる 今年な ど 超過が ひどくて 法科 や 工科な ど 一 一三 百 人 も はねられる 

さう です。 無闇に 高等 學校 ばかり ふやせば かうな るの は 始めから 分った 事です。 其日暮 しの 文部 

省に も 甚だ 困った ものであります c」 丁子の 花の^が もう 開き さう です 

〔給の 餘 白に〕 

未 酲は矢 張 かう いふ もの を かいて 居ます、 それから 津田 君の やうな 花瓶に 花 を 活けた 畫額も か 

いて 居ます、 中 川 紀元 氏 も津田 張の 山水 を 出して 居ます 

三月 十六 日 

、七 六 一 

四月 十四日 月 午前 4- 時— I 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ羅馬 B 本帝國 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ 〔檢は 

がき〕  . 

電車で 岩波 君に 逢って 聞き ましたが 今度の 全集 もどう にか ものに なり さう とい ふ 話でした、 火 
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事で 燒 けたの も隨分 多數な ものだった らうと 思 ひます」 長男が 一 高の 人 學試驗 を 受けた、 成蹟發 

表の 日 僕が 一高へ 貼 出し を 見に 行った が、 門の 這 入って から 不思議な 心 持 を 味 ひました。 何十 年 

來 忘れて 居た やうな へ ルック a ップヱ ンを感 しました。 幸に 合格して 居る 事を發 見した 時に も 矢 

張 不思議な 氣持 がしました、 此氣持 は 隣室で 子供の 生れる の を 待って 居て、 それが 初聲を あげた 

時の 氣 持と 余程 似た もので ありました。 こんなに 嘻し いものと は 思って 居なかった のでした。 

七 六 二 

四月 十四日 月 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 羅馬 日本 帝國 大使館 氣 付小宮 璺隆 氏へ 〔槍 は 

がき〕 

つ い 御無沙汰 致しました、 フィ レンツ H の カル 子バ ルの 情報 面白く 拜見 しました。 東京 も 昨今 

急に 暖く なり 櫻 も段ぷ 咬き 初めました、 今年 は 玉 川 電車 方面の 花見が 大變 評判ら しい、 今日 (四 

月 十三 日) の 日曜 は fE 人れ 日 だのに 朝から ピショく 雨で 花見 連は大 失望と 思 はれます。 宅の 庭 

では れんぎ やう、 椿、 丁子 盛 開、 木蓮 は荼、 山吹^き 初め、 概の 若芽が まだ 小さな 手袋の やうで 

開き 切らない。」 昨日 は 草花の 種 を 買って 來て 本式に 鉢 蒔きに して 見ました、 いよく 年 をと つ 

た証據 かも 知れません、 

七 六 三 

四月 中旬 I？」 本鄕 iHi: 駒 込 曙 町 一三よ "揮 馬 日本 帝！； 大使館 氣付小 甍隆 氏へ 【搶 はがき〕 


此 間松极 君が 本 石 町に 新に 開店した 支那 料理 (漉 柿 同人 某氏 經營) の 階下で 百 短冊の 展覽會 を 

やった 一 日 行って 見ましたら、 每日 課題で 句 を 募り 叉 連句の 公開 競吟 とで もい つた やうな もの も 

やって、 城 君 釆配を 揮って 居ました、 歌 女 も 店に 坐って 內助を やって 居ました、 柏餅の 御馳走に 

なって 歸 つて 来たが 其 後 逢 はないで 短冊が どれ だけ 賣れ たか も 未だ やう 聞きません。」 石 原 君が 

白 秋 其 代 各派の 歌人 を 連盟して 「日光」 とい ふ雜 誌を發 行し 短歌 新形式 論で 氣焰を 上げて 居る や 

うです。」 君の 歸 りが 段よ 近くなります。 こちらに 居る と實に 月日が 早く 立つ のに 驚く 

七 六 四 

四月 二十四日 木 午後 一 t-i 土 時 本 鄕_5|1 駒 込 曙 町 ニー 一より 羅馬 日本 帝國 大使館 氣 ：1= 小官 豊隆 氏へ 〔檢は 

がき」 

フィレンツェ が 御 氣に叶 ひ 少し は 落着かれ たさう で、 甚ば しく 存じます」 當地 もい 、時候に な 

りました 八重 櫻 山吹 木蓮 滿 開、」 新 綠が出 はじめる と 下町の 燒 跡の 大樹の 枯れた のが 急に 目立つ 

て 哀れに す ざまし い」 敏子 夫人 一 週間 後に 神戶 着の 害、 どうなる 事 かと ひそかに 心配して 居 ま 

す」 理化學 研究所の 方に 關 係して 其處 でも 仕事す る 事に なりました、 何 か 一 っ變 つた 事 を やり 度 

いと 思って 居ます」 長女 もやつ と 婚約が 出来て 六月 頃 は 嫁 人り します。 . いよくお ぢ いさんに な 

るで しゃう 

四月 廿三 R  寅 
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七 六 五 

五月 六 B 火 午後ニ時—-三時 本鄉區駒込曙町 ニーーょり羅馬ョ本帝國大使^^氣付小ぉ鱟隆氏 へ はがき〕 

津田敏 子 夫人 五月 一日 着 京、 万事 無事 鮮决 しました、， 一 僕 も 東京 驛 まで 出迎へ ましたら 君の 奧 

さんと 上の 坊ちゃん も 見えて 居ました、」 暑から す 寒から す、 かう いふ 時候が せめて 二 ヶ月 も 持 

績 して くれる とい、 が、 —此れ だけ は 確に 西洋の 方が い、 やうな 氣 がします」 全集 ももう/切に 

なった 害 だが、 どんな 景氣 だか、 少し 前に 岩波 君の 話しで は、 どうにか 行けさう だとの 事で し 

た。」 どうも 東京の 町 も 人の 風俗 も變 化の はげしい のに 驚きます なんだか 恐ろし い 

七 六 六 

五月 上旬 〔？」 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ雜馬 日本 帝國 大使館 氣付小 宮璺隆 氏へ I 搶 はがき〕 

ピサ ゃシ H ナ からの 御 はがき 拜見 しました 西洋の 町の 雨中の 見物 も 詫し いもの 、 一 つ です が、 

しかし 御 元氣で 何よりです、 大分 伊太利 通に なられた 事と 思 ひます、 歸 つてからの 钾 話を樂 しみ 

にして 居ます。」 うちの 庭の 垣根の バラが 今滿 開です。 今年 は 藤の 當り年 ださう で町內 でも 處. - 

見事な の を 見かけます c」 僕 は 先日 來齒の 療治に か、 つて 居ます、 毎日 一本 か ニ本づ 、祓いて 行 

きます。 もう 五六 本で 大概 齒無 しになる。 それから 人齒 にか、 ります。 甚だ 心細い。 

七 六 七 
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五月 十五 B 木 (時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ羅馬 日本 帝 II 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ fl? はがき〕 g 

丸 善が 震 火災 後、 もとの 煉瓦の 隣の、 もと 倉庫の やうな もの i あった 處で、 平家の 小屋 をた て 

k 營 業して 居た。 どうも 恐し く狹 くて 窮屈な もので あつたが、 其 後 もとの 位置に、 二階建の、 も 

う 少しい \ 、ハ ラッ クを 建て 、居た のが、 咋 五月 十四日から 開店した。 今日 一 寸 行って 見たら 廣. - 

としてい、 氣 持の 店が 出来ました。 開店 祝の 積 だか、 二階の 一部で 洋畫の 小品 展覽會 もやって 居 

ました。」 「丸 善と 三越」 の 後編 を 書く とい、 が 忙しくて だめです、」 一昨年の 春だった か 小さ 

な 「てっせん かづら」 を 買って 来て 友 枝 氏との 境の 石 * の 下に 植えて おいた。 地震で 石垣が 崩れ 

て 其 下敷に なったり、 まだ 其 上に ふきが 茂って 蔽 ひが ふさって、 丸で 忘れて しまって 居た のが、 

二三 日 前 見る と 二輪 花が さいて 居た。 どうも 强 いものです。 早速 あたり を廣 くして やりました 

七 穴 八 

五月 十五 B 木 .( 時 問 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 羅馬 日本 帝國 大使館 氣付小 宮覺隆 氏へ 〔給 はがき J 

ミラノと ボ 口 一一  ァの繪 葉書 難 有く 拜見 致しました、 J こちらで は 此の 五月 十日に 選擧 投票が あ 

つて 憲政 黨其 他の 反政府 黨が 優勢で、 內閣は 多分 辞職す る だら うとい ふ 噂が あります、」 僕 は 先 

達ての 議會を 一 度 見物して すっかり 馬鹿ぶ 〔-0 しくな つ て 投票す る氣 なんか 一 層 なくなった」 ァ 

メリ 力の 飛行機が 千島 を 飛び越え やうと して 常住の 低 氣壓に 邪魔され て 道草 をく つ て 居る やうで 

す、 西から 來る フランス のが 先き に來 るか も 知れない。 それにしても 日本の 飛行機 は 一休 何 をし 

て 居る の だら う、 まだ ホ ン コ ン だって 行った 事 はない」 僕 は 今度 理化學 研究所の 方に も關 係す る 


年 三十 正大 


事に なりました」 

五月 十五 日 

七 六 九 

六月 八日 日 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 巴 里 日本 帝國 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき 一 

東宮 御 成婚の 奉祝で 市中が 賑 かでした 花電車が 出たり した。 同日 國技舘 で 排日 問題に 關 する 會 

があった りした。 僕 は 子供と 十字 星へ 行って レ コ —ドを かって 來 ました、 銀 坐邊の 裏通り は 今で 

も燒 けた 時の ま、 な處が ある。 堀 河の 內には 未だ 死体の 一 つ 二つ は淺 つて 居さうな 氣 がする。 表 

通り は 丸で 仲 見せ 氣 分です、」 排日 案 决議の 通過した の は 桐の 一葉と 云 ひ 度い やうな 氣 がする。 

今に 東洋 民族の 上に 秋風が 來 やしないで しゃう か」。 內閣 がいよ く變 ります。 近頃 は 新聞が 內 

閣を 作り 內閣を こ はす。 今に 新聞が 日本 を 亡ぼす かも 知れない。 

六月 七日 

七 七 〇 

六月 八 B  B 午後 零時 ー 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 巴 里 日本 帝國 大使館 氣付小 宮豐隆 氏へ 〔槍 はがき〕 

〔表に〕 

僕 は 一 月 余り か、 つて 入齒を こしら へ ました まだよ く 馴れない から 工合が 悪い が、 それでも 近 

來殆ん ど 何にもき へ なかった のが 鬼に 角 何でも 食 へ る やうに なった ので こんな 事なら 早く やれば 


よかった と 馬鹿な 事 を考へ て 居ます。 何でも バリ/ \. 音の する ものが 食って 見たい とい ふので § 

人から 笑 はれる。 バ リく 云つ て 物 を 食 ふ 事 は 恐らく 四 五 年 以上 全く 忘れて 居た 事であります、 

(尤も 胃の せい もあった が)」 漱石 全集が 一万 何千と か 申込が あった さう で、 凡ての 問題 は少く 

も 一時 决着 しました」 アメリカの 飛行機 は 無事に 日本 を 通過して 行った、 瘤に さはる が、 實 力が 

あるの だから 仕方がない。 鬼に 角 まだ かな ひません 

〔裹 に〕 

ウイ ー ン からの 鎗 葉書 難 有う、 いよく 御歸 りの 船が きまった さう で、 もう 三月 位 は 造作 もな 

い 事と 思 ひます、 歸る 頃に は それでも 矢張り いくらかの 名殘は ある 事と 推察し ます、 

今上 野で 佛國 美術展と いふの を やって 居る、 どうも 余り 面白く もありません、 波斯 古陶 器に は 

い、 のが ある。 

七 七 一 

六月 九 B 月 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 巴 本帝國 大使館 氣忖 小お 豊隆 氏へ 〔槍 はがき 

三 葉 を 封筒に 人れ たる もの 松 根 豊次郎 氏 との 寄せ 書 (松拫 氏 の 文 W  ^ 略)〕 

今度 新築 (假) の 風月 はもとの 店の 向 側で 大分 廣く なって 居る やうです。 プル ジョ ァ氣分 はい 

よく 農 厚ら しい 今日 僕 も 初めて 行って 見ました、 ボ ー ィが 昔からの も 居る し 新顏も 見える、 み 

んなァ ルバ 力 かなん かの 洋服の リヴ ヱリ— を 着て 居る。 窓から 燒 跡の 荒 凉の 景色が 見える 

六月 八日 


年 3 十 大 


人 梅 近き 街 を つれ 行 ，、 

熱帶の 木の 實の數 を 取 揃へ 

切り子の 鉢に 港へ たる 水 


〔械 〕 


5〕 


入齒を 人れ て 夏 を迎へ る 

好 も L き 數寄屋 住居の 庭 の 面 

九官鳥の 又 呼ば ふ聲 


〔械 〕 


連句 研究 は 前途遼遠であります。 しかし かう やつ て ぼつく やつ て 居れば 何 かしらに はなる 力 

と 思 ひます、 御歸 りに なったら 御 助力 を 願 ひます 

七 七 二 

六月 十二 曰 木 午後 零時-一 S- 本鄕 -sil 東京 帝！： 大 學瑰學 部よ リ長 野縣識 訪中 學校 一一 一澤 勝衛 氏へ 〔はがき」 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 輯報六 号 未だ 御 送り 致さ ビ りし 事と 存じます、 不日 御 送り 致させ 

まし やう。 

長 野 新聞の 記事 拜見 致しました、 あの 邊の 地質 地形 上の 精査 は中ぷ 面白から うと 存じます」 地 

學雜； の 七月 号 に關 東大 震の 起 H に關す る 愚說を 出さう と 存じて 居ります、 出ましたら 御 笑覽律 


3 

5 


批評 を 願 ひます. 一 右 御 返事 迄 草. -申 上げます、 

御 自愛の 上此 上な ぶら 御 研究 を 祈ります 草ぶ 

六 RT 十一 一， 一日  す 田寅彥 

七 七三 

六月 十六 日 月 午後 二 時— 丄 1 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 小石 川" m 小 日向水 道 町 九 二 安倍 能 成 氏へ 

御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました、 隨分 しばらく 御 目に か 、りません が 御變り もなくて 大慶に 存じ 

ます、 私 も 存外 元氣 で、 近頃 人齒を 入れて 若返った やうな 氣 がして 居る やうな 工合です から 御 安 

神 を 願 ひます。 

先達て 新聞で 京 城 大學の 方へ 御 出の 事 を 見ました が 新聞の 事です から 事實 かどう かと 思つ て 居 

ました、 今日 桑木嚴 翼さん と 話し 、 て 居る うち 偶然 謠 曲の 話から 責 兄の 達 別 云.^ とい ふ 話が 出て、 

いよく 本當 だとい ふ 事、 近よ 御 留擧の 事 を 確かめました、 そして 宅へ 歸 つて 見る と 丁度 御手 紙 

が來て 居た のです。 

ト宮君 ま 九月 初旬に 船に のる さう ですから、 丁度 途中で 行きち が ひになる 事と 思 ひます。 印度 

洋の眞 中 あたりで 無線電信 で 應答位 は出來 る 事と 思 はれます。 

文集 を 御 出しになる さう で出來 ましたら 一 部 御 惠與を 願 ひます。 

歉石 全集 多數の 申込で 鬼 も 角 も 家の 問題 も 一 時 落着 はし ましたが、 御說の やうな 感じ はないで 

もありません。 色 M 御 骨折の 事と 拜 察します、 何の 御手 助け も 出， 來す 甚だ 申譯 がありません、 ど 
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う 力 i 敷 御 願 ひ 致し まャ 

御出發 前に 一度 ゆる/ \ 御 話 を 承り 度と 思 ひます、 夏休み は 矢 張 旅行 はしない 積で 唯 時ぶ 例の 

田舍へ 出かける 位の 事です から、 責兄 の 御 都合 のよ い 時 いつでも 拜 眉の 機 を 得度と 存じ ま す 

右 御 返事 迄 不盡  ， 

六月 十五 日  寺 田 寅彥拜 

安倍 大人 玉 案下 

七 七 四 

六月 二十 一 曰 土 午前 十 時 十 - 時 本 鄉區駒 込 曙 町  一 一二よ = 巴 里 日本 帝國 大使 Is 氣付小 宮豐隆 氏 へ 1 接 

は がき〕 

此 間中 は 毎日/ \ 曇天ば かりて、 大して 降り もせす 欝陶 しい 梅雨 さでした が 昨日から 力 ラリと 

晴れて 凉 しい 風が 吹き、 なんだか 浴衣で も 着て 下町へ 散歩に でも 行く やうな 心 持です、」 學校も 

もう 十日 位で 休みに なり まし やう、 休みに なったら と 思 ふ 仕事が 色 あるが、 例によって 思 ふ 三 

分 一 も 出来ないで しゃう、 德川 時代の 大火 事の 燒け方 を 調べ て 火事 傅 播の方 則と でもい つた やう 

な もの を考 へて 見たい。 それから 鎗も かき 度い し、 讀 みたい 本 も澤山 ある， 一 津田 君の 本が 二 撒 出 

來た、 隨分思 ひ 切って 書いた ものです、」 佛蘭 西の 田 舍の繒 日記 は 僕に は 一番 面白い やうです。」 

もう いよ/, \ 一 ータ 月と ちょっとに なり ましたね、 
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七 七 五 

六月 二十  一 B  土 ャ前. ！^—卜 I  卞鄉 .te; 駒 込 曙 町 ： 一一： ょリ巴 mrr. 本帝國 大使 航；： 彩；^ 小 宮馨： 隆氏 へ 1 檢 

は が き ，，，i 

ミュ ンへ ン、 二 ュ— ルンべ ルヒ、 バイ。 イトからの 御 端 難 有う、 旅から 旅で 御 疲れの 事と 存 

じます、」 加 藤 內閣に 高 橋 犬 養 兩老を 平 大臣に 入れて 多少 赏： IE の ある 顔ぶれ だと 稱 せられて 居る 

やうです が 大した 事 もあります まい。」 排日 案から 米 國に對 する 反感が 高まつ て 活動 フィルム の 

ボ V コット や ダンス 黨ゃ耳 かくしに 對す るお どかしな どが 流行って 居ます、 そんな 事 をした 處 

で 何にも ならない の だが」 安倍 君が 京 城 大學へ 約束に なって 八月 下句 頃から 留學に 出かける さう 

ですから 君と は 途中で 行きち が ひになる でし やう、 印度洋 あたりで 無線で 話しが 出来る かも 

ない、 

し、 nr  ±1  n、 

七 七 六 

六月 三十 B 月 午後 零時 —一昨 本郷 駒 込 曙 町：： 一一より 小石 川 K 小 ：=,w 水道 町 九 二 安倍 能 氏へ 

拜：^ ：： 贵著 御^ 投被下 難 有う 御.^ - いました、 中には 拜 見した もの もあります が 未だ 拜見 しな 

かった ものが 大部分で 御^います、 もう 二三 n で學 校の 方 も 少し 収に なります から それから ゆる 

/\ 拜讀致 度と 存じて 居ります、 
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な 「日 は 日曜で 板 橋の 方へ 行つ て來 ました、 此頃は 行く といつ でも 殆んど 終日 草 を 刈ったり むし 

つたり、 肥料 を やったり、 水 を やったり します かう いふ 事 を やって 居る と 頭の 中が 全く 空虚に な 

つてし まつ て 殆んど 何事 も考 へない と 云って よい 位です。 此れが からだに は大 變に藥 に^る やう 

ですから 勉強して 必す 出かける 事に して. 居ます。 其せ いだけ でもない でし やうが H の 方 も 近頃 は 

故障が 少 くて 幸福 を 感じて 居ます。 

其 內に拜 眉 色. -御話 承 度と 存じます、 先 は 書物の 御禮迄 个. - 

六月 廿 九日  田 黄 0 

安倍 樣玉 机下 

七 七 七 

六月 三十 B 月 や 後 零時！ 一  時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 巴 本 帝！： 大使館 氣： ti; 小 隆氏 へ f 給 はがき〕 

今日は 日曜で 板 橋へ 行つ て來 ました。 近頃 は 行く と 一 日 草刈り や 水 まきで 外の 事 は 何もし ない、 

頭の 中が 全く  {仝 ^になつ て 何事 も考 へない、 そのせ いで かどう もから だの 工合が い、 ので 勉めて 

行く 事に して 居ます。」 雜 草の 繁殖す る 力の 旺盛な のに は實際 驚かされる、 いくら 刈っても 刈つ 

て も 刈り 盡られ ない 大概の 草花な ど はすぐ 負けて しま ふ。 コ ス モス や 虞 美人 艸 など は 割に 負けな 

いやう です。 野の 草で も寥 やつ ゆ 草 はい、 ものです。 蒸ば かりの 细を 一う ねこ しらへ ました。 御 

歸 りの 頃に は 事によると 未だ あるか も 知れない。」 田舍 ではもう 蟬の聲 が 聞え る、 南 爪が 花盛り、 

街 黍の 花が 少し き はじめました 
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七 七 八 

六月 三十 B 月 午後 零時 ー 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より 巴 里 日本 帝 1： 大使館 氣付 小せ： 豊隆氏 へ 〔絵はがき〕 

アイゼナハ や ワイ マ —ル からの 御 端 書 難 有く 拜見 致しました、 實際 昔の 人 は 質素な もので あつ 

たとい ふ 感じ は 僕 も 時 i した 事が ありました、 しかし 其 時代で は、 やつば り 余り 質素で もなかつ 

たか も 知れない とい ふ氣 もす る。 大閣 樣ゃ紀 文大盡 でも、 事柄に よって は 今の 學 生より 質素で あ 

つた かも 知れない と 思 ひます が 如何で しゃう。」 七月 一 日米 國の 排日 法の 實 施される 日 だからと 

いふので、 其 日 を 忘れない 爲に 「無 酒デ ー」 とい ふ 日 を こしら へて 紀 念す るの ださう です。 定め 

し アメリカ人が 得意になる 事 だら うと 思 ひます。 ^し le^ に 角 唯で はおけ ないやうな 心地 はする。 

何とか してやり 度い とい ふ氣 がする  ，. 

七 七 九 

七月 二十 四 B 木 午後 十 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 巴 里 日本 帝國 大使館 氣付 小お 璺隆 氏へ 〔搶 

はがき〕 

つ いうか/ \ として 居る 內に 御無沙汰 をして しま ひました、 もう 御歸り もい よ/ \ 近くな つて、 

恐らく 此れが 君へ 屆く端 書の 最後の もの になる かも 知れない と 思 ひます。」 學校は 休みに なつ て 

居る が、 毎日 何 かしら 用が あって 一 邊づ、 -學 校へ 出て 居ます。 今年 は闹が 少なくて 暑い 事 は 暑い 

が 私のから だに は 工合が い、、 存外 一 兀氣で 働いて 居ます。 どうも 暑い 時には 何 かしらして 居る 方 
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が 却って 一番 工合が い、 らしい」 「下女の 子」 を 御宅から 頂いて、 又 岩波から も 一部 貰 ひました、 

もう 小 \ しす ると 暇になる から、. さう したら Jlg み 度 い と 田 心つ て 居ます。 

七 廿 四日  -K 

七八0 


八月 二 曰 土 午後 零時— 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より マルセイユ 日本 郵船 會杜 汽船 箝根丸 小 宮豐隆 氏 へ 

〔捨 はがき 1 

(八月 二日) 伯林からの 御手 紙 難有拜 見、 御 小言で 恐縮、 しかしもう 間に合 はない ピ 東京 は 

もう 半月の 余 も 雨と いふ ものがなくて 乾 苦しい 暑さが 績 いて 居る が、 僕 は 幸， に元氣 で 毎日 擧 校へ 

出て 大學院 の 人に やらせて 居る 實驗を 見て 居ます。」 いよ-/ ^船に のる となれば 矢張ョ 1 口 ッ パ 

にも 名 殘は殘 るで しゃう、 一 贅澤稅 とい ふ ものが 實 施される 事になる、 大抵 は 僕 等に は 沒交涉 だ 

が、 唯 レコ. ー ド、 コ ー ヒ—、 紅茶な どの 高くなる のが 少し 影響す る、 今時、 コ I ヒ ー や 紅茶が 贅 

澤品 とも 思 へ ない が 此れ は 大臣が さう いふ 人 だから 赘澤 だと 思って 居る だら うとい ふ 評が ありま 

す 。」 ボ ン ボ アヤ ー ジ 、 

寅  逢  , 

七 八 一 

9 

八月 九 曰 土 午後 w 時： 五 時 本鄕 駒 込 曙 町 一 三 より ポ— トセ イド H 本^ 船會社 汽船 箱拫 丸小宮 豐隆氏 6 


へ 「給 はがき 一 

L 表に， 一 

(八月 八日) 毎日 出校 もや、 くたびれて 來 ましたから、 少し 休んで からだ を 養ふ爲 に、 あすか 

ら板 橋の 家へ 泊り， 込む つもりで 居ます。 子供 等 はもう 咋 日から 行って： 汨 つて 居ます。 近頃 は 行く 

と 朝から 晚迄草 刈 を やる、 どうも 非常に 工合の い、 も ひです、 宅に 居る と 中ぶ 眼前の 草 一つむ し 

る氣 になれ ない が、 あちらへ 行く と 全く 農夫に なった やうな 心 持になります。 森林が あって は 木 

が 出来たら どんなに 愉快 だら うと 思 ひます、 

二お に 一 

今日は 一時から、 暑い 盛りに 學 校の 若い 連中と、 本 石 町の 寫眞 機屋へ ひやかしに 行って、 それ 

から あすこの 千 疋屋へ は ひって メ  a ンを 食って、 三越の 「山と 水 展覽會 J とい ふの を 見た、 から 

他愛 もな いもの で、 四條 の夕凉 みなん とい ふパ ノラ マ に は 吹 出して しまった.」 震災 後の 三越と い 

ふ 處は實 に 陰惨な 感じの する いやな 處 になった が、 それでも 相 變ら. f 繁吕 して 居る から 妙な もの 

です c」 君が 歸っ て來る 迄に は 未だ 昨年の 大災の 痕跡の 其 儘殘っ て 居る 處は なくなり さう もない、 

一 っ案內 しまし やう 

七 八 二 

八月 十 I  B 月 .； 十 後 零時 . 一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一 三より せ：： 城 驟桃生 郡 鷹 來村矢 本 櫻 并方中 谷 宇 さ郞氏 へ 

广 はがき〕 
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御手 紙 難 有う、 線,^ 花火の 件 面白かった、 此 間子チ ユア I の 新刊書 目で 見付けて 注文した フラ 

ンスの 本 はどう も 其の 事 を かいた ものら しい 。鬼に 角 面白い から、 何 かやって 見たい。 一休 研究 

方法の きまった もの はやる 人が 多い が、 どうして 研究して い ^ か 分らぬ もの は 手 をつ ける 人が 少 

,  原 

ない 本當は 其方が 一 番 面白 いんだが」 僕.. は 少しく だび れて來 たから 一 一日ば かり 板 橋の 家で 遊んで 

來 ました、 草刈り を やって 腕 は 少し 疲れたが 頭 は 恢復し ました。 時ぶ 行く つもりです CJ 秋 山、 

拔山、 ？ B 本 三 君と 淺 沼へ 行って ス テキな カメラ レンズ を 買って 來 ました、 世界一 の 玉 だと 淺 沼が 

行って 居る、 買って もらった はい、 が、 いよ，/. \ 何 か 撮って 見せなければ きまりが 惡ぃ 事に なつ 

た、 ャレ 

八 H: 十一 日 

七 八 II 一 

八月 二十 五 曰 月 (時間 不明：) 本鄉 K 駒 込 曙 町 一三よ リコ D ンボ = 本郅船 \ ぼ 社 汽船 箱 拫丸小 宮豐隆 氏へ 

L. 槍 はがき ：1 

渡英 前の 御手 紙 を 難有拜 見し ました：. 一 一 昨日 安倍 君が 来て くれました、 いよ/ \卅 一 日神戶 

出帆で 廿四 日頃 コ p ンボへ 行く さう ですから、 丁度 君と 落 合 ふ 勘定になります、 此 はがき も 今日 

出して おけば 間違な く 間に合 ふだら うと 思って 出します 0 一  震災 一 周年が 近よ つて 少ぷ 薄氣 味の 

惡ぃ處 があります、 九月 一日の 晚に危 險な凍 瓦 造の 家で 會 があって、 そこで 「火事」 に關 する 講 1 

演を やらされる 事に なって 居る ので 少し 神経に さわります ノ」 東京 は 今日 雨、 珍ら しく 本降りに 6 


なり さうな 模様です。 今年の やうな 雨の 少 い 夏 は實際 珍ら しいさう です 

七 八 四 

八月 三十 IB 日 午後 二 時 ー 一一 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一より 香港 B 本 郵船 會社 汽船 箱 拫丸小 宮豐隆 氏へ 

T 給 はがき 松极 豐次郎 氏との 寄せ 書 (表の. 松 根 氏の 文面 省略)〕 

日本 アルプスの 話 を 聞かされて 大分 行って 見た くも あるが、 先づ 行く 事 もな さ、 うです、 阱し 

僕の 一生の 內には 電車 か、 さなく 共 航空 船が 行く やうになる かも 知れない など" いふ 話 をした 

ふゆ、 

rE^ アル プ ブ. 登 m  0 

(檜 J-  .;©現ト；，；- 上 やきの ふに 秋の 立ちし 空  城 

七 八 五 

八月 一二 十一 曰 日 午後 ヒ 時-. へ 時 本鄉 -51； 駒 込^ 町 一三より 香港 = 本 郅船會 社 汽船 箱 恨 丸小宮 豐隆 氏へ . 

fil はがき 松拫 璺次郎 氏と Q 寄せ 書 (松 极氏ヵ 文面^ 略)〕 

君が 歸 つたら 又^ 柿の 「研究. 一 へ 加入しても らふ 事 を あてに して 居ます 

昨日 安倍 君 東京 驛出發 

八月^  R  寅 
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七 八 六 

九月 三日 水 午前 十 時— 十一 時 本 鄕-随 駒 込喏町 一三より 本鄕區 東京 帝國大 學醫學 部附屬 SWK 三 浦 内科 中 

谷 宇吉郎 氏 へ 〔繪 はがき 眷陽會 第 一 囘 美術展 覽會 出品 足 立 源 一 郞筆、 高 畑の 冬：， 一 

其 後 御 経過 如何です か、 どうか 十分 御 自愛 を 願 ひます、， 一 昨日 は 二 科 會の展 覽會を 見て 來 まし 

た 大して 面白く もなかった 

どうも 未だ 暑くて 困ります 僕 も 何だか 少し 草臥れて 來 たやう です、 簿 でも かいて 心 持 を變へ た 

くな つた」 

此れ は 古い 繪 はがき だが 手近に あつたから 呈上し ます 

七 八 七 

九月 八 曰 月 (時間 不明) 本^ 區駒込 曙 町 一三よ リ深 川區越 中島 水產 講習 所 祌谷尙 志 氏へ 

今日は わざく 御 尋ね 下さい ましたの に 生憎 不在で 失禮 致しました 又 御 目に か 、 つ て 御 話す る 

事が 出来なくて 淺 念でした。 

歌集 三部 難 有う 御 坐い ました、 装幀 も 大變氣 持よ く 出来まして 御滿 足の 事と 存じます 

ゆるく. 讀み 返して 見たい と 存じて 居ります、 先 は取敢 へす、 本日の 御禮迄 草よ 

九月 七日  寺 田寅彥 

神 谷樣玉 案下 
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一 一伸 甸 自愛 を 祈ります 

七 八 八 

九月 十 一 日 木 午後 一 時 —二 時 本鄕 駒 込 曙 町 一 三より 本鄕 til 丸 山 福 山 町 一 .へ£ 中 方 巾 ハ<=1  子 さ郞氏 へ 

〔1? はがき〕  ， 

御 退 凡 御目出度う、 しかし あとが 大事 だから 充分に 御 養生 を 願 ひます 再發 すると 困ります、 の 

ん きに 御 養生 專ー と 存じます、 いづれ 御 目に か、 つて 御 話し 致し まし やう 

九月 十  一 a  寺 田寅彥 

七 八 九 

九月 十三 B  土 や 前 七 時： 八 時 本 駒 込 曙 町 一一 一一より 深 川- &越 中島 水産 講習 所祌 谷- W 志 氏へ 〔はがき〕 

卸 手紙 難 有拜見 致しました。 島 木石 原兩 氏へ 御 贈りになる 事 至極 結構と 存じます。 其 他に は醫 

師の 宇都 野硏氏 (本 鄕東片 町) 東京 朝日の 土 岐善麿 氏へ 御 送り 下さらば 大 幸と 存じます。 頂戴の 

一 一冊 は 一 は 小 宮豐隆 君に 一 は 物理 學 者の 阿部 良 夫君に 進呈し 度い と 思って 居ります、 橋 田 東聲君 

は 多少 知つ て 居ます が 此方 は 如何様と も宜 敷と 存じます 

右 御 返事 迄 草ぶ 

九月 十二 日 
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七 九 0 

九月 十五 日 月 午前 七 時— ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 齒町 "展 元衞町 中央 氣象臺 國富信 一氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難有拜 見し ました。 先日 來 時よ 氣象臺 へ は 行きながら、 心忙しくて 君の 處へは 御無沙汰 

して 居ました」 御 示しの 相關 は大變 面白さう であります。 事によると Ilale の 22 年の 週期と で 

も 何 か連關 しないと も 限らない と 思 ひます。 いづれ 御 目に か 、 つ て 色ぷヂ ス カツ ショ ン をし 度い 

と 思 ひます、 御 都合で 御 來駕を 願 ひます」  < 水事拜 眉の 上に て 

九月 十四日  寺 田寅彥 

七 九 I 

九月 三十 B 火 午後 零時— 一時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一三よ リ 上海 H 本 郅船會 社 汽船 筘根丸 小 豊隆 氏へ L 給 

に が .3 

此端 書が 君の 手に 渡る かどう か 分らない が 試みに 出します C, 一  此方 も 段ぶ い 、時候になります- 

昨日 田舍へ 行ったら もう も. f が 鳴いて 居た、 此 鳥の 聲を 聞く と 本當に 秋の 心地が する。 野葡萄 も 

碧から 紫に なり かけて 居る し 野菊 蓼の 花が 盛りです。 今日は 小 颱風 襲来、 道路 所ぶ 出水、 西洋 か 

ら歸 つて 此の 道路 を 見たら 驚く でし やう c」 なにしろもう 一 一週間に なりました 

九月 廿 九日  寅  0 
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七 九 二 

十月 4JB 火 午前 九 時： 十 時 本鄕 駒 込 曙 町 一一 一一よ リ本 鄕區向 ヶ岡 彌牛： 町 第一 高等 學校 寄宿 寮 朶寮寺 £ 

東 一氏へ 

Taisy6  C  ； X.  7-. 

Kondo  lie  Alckuycs  ^3  no  Gog.c  Islra  Ycrull-ilde  ^<p-.05.p«.-^  Otoiia  go.  Rusu iii imri, 

ァ。 izi l-lc.Ensoku  ni ittc3  Inallciu.a  Rusulsn  ni kite  kudasai.  Ycru  !>  zi  re.c-.o  niadc  ニー-  yoi. 

一 Jckjl  ysdsik-u 

七 九 =1 

十月 二十四日 金 午後 零時 1 一 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 一 一一 一よ リハイ デルべ ルヒ. ハント シュ — ス ハイ メル 街 

四 〇 ギ ュルデ ン 方 安倍 能 成 氏 へ 〔1? はがき〕 

コロン ボ からの 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 大變 面白く 拜見 しました。」 小宮君 もい よく 歸 

つて 来ました、 二度 會 つたき りで 未だ 余り 話 も 聞きません が、 歸 つてから は大 變元氣 なやう で 御 

坐い ます」 例の件 御 配慮 難 有う 御 坐い ました、 此れば かり は 行き 合 はない と 致 方が ありません」 

東京 は 十月 末にな つても 雨が 多くて そして 割合に 寒くて 陰欝であります。」 村莊 にはコ ス モス 

が 今 盛りであります、 此れから 次第に 田舍の 色彩の 變 化が 烈しくな つて 行きます。」 獨逸は 寒く 
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なる でし やう、 御 自愛 を 祈ります、 

寺 ， 田 

七 九 四 

十月 二十 四 曰 金 午後 零 昨 ー 一時 本鄕 -5|： 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區者山 南 町々/: > へ 小 宮豐隆 氏へ f 繪 

はがき〕 

大分 久し 振で 靑山 宛の はがき を かきます」 先日 はつ けて 襲撃 失禮 しました、 中. - いろく 御 

忙 がしいだ らうと 推察 致します、 仙臺は 未だです か、」 どうも 時候に 似合 はす 雨が 多くて、 それ 

より 寒い のが 老人に は 閉口です、 腰 を かけて 居る と 足から 冷へ 上って 來 るので 困って 居たら 甥が 

シベリアから。 シァ 人の 雪中 靴 (フェルトの」 を 取りよ せて くれる とい ふので、 それが 來 たら 異 

形の 姿 を 御 目に かけられる 事と 思 ひます」 少し 御 暇が 出來 たら 歡迎會 でも やり 度い と 思 ひます、 

又 御遊び に 御 出 を 祈ります 

十月 廿三 日夜  寅  ■ 

七 九 五 

十一月 五 曰 水 午後 四時— 五 時 本鄕 東京 帝國大 學现學 都より .4- 野縣上 誠訪町 一一 一澤 膨衛 氏へ 〔はがき，〕 

謹；^：: 一天 界」 御 寄贈 難 有拜謝 致します、 

いっか 頂 載し ました 譚訪 地方 温泉の 御 調査の 抄錄を 頂 載して 學 W 輯 報に 採. 錄致 度と 存じます か 
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簡單 なる 抄錄願 はれ ま せ んで しゃう か 邦文 で 御 認め 被 下 ば當 方に て 英譯致 さ せ ま す 

右 御 願 申 上げます 

十 一 月 五日  寺 田 贫 彥 

七 九 六 

十一月 九 曰 日 午前 九 時. 卜 昨 本： 鄹 K 駒 込 曙 町 一三より 長 野縣上 si 訪町三 澤滕衛 氏へ 「はがき. 一 

早速 稗 返事 難 有う 御 坐い ました。 學術 研究 會議輯 報の 抄錄瀾 に は 図版 は 入れない 規定に なって 

居ります ので 止む を 得ません から、 抄錄 として は 記事 (數 字の 表 は 差 支ありません) のみに 御 願 

ひして、 なほ 其 後の 御 研究 も あら は 別に 新しく 纏めて 頂 ひて 1^ 著 論文の 方に 出して 頂けば 大 幸と 

存じます どうかせ 敷 御 願 ひ 致します。 

右 不取敢 御 返事 迄 草. -.^ 上げます 

十 一 月 八日 

七 九 七 

十一月 十一 B 火 午後 三時— 四 時 本鄕區 駒 込 曙 町 ニー 一より 赤 坂- Si! 靑山南 町た、 Z  ： ン. へ 小 iy:: 璺隆 氏へ 『：t 

はがき あよ リ 表の 通信 文 記載 欄 二つ， V けて〕 

先日 は失禮 多少 御迷惑だった 事と 恐縮 致します、 風邪で も 引き はしなかった かと 思 ひます、 如 

何に 哉、 一 
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七 九 八 

十一月 十一 曰 火 (時間 不明) 本 鄉 區駒& 曙 町 一三より 本鄉區 向ケ 1： 彌 生 町笫 一高 等學校 寄宿 寮朶寮 寺 E 

東 一氏へ 

駒 場の 運動 會を のぞいて 見る 氣が あったら 此の 招待 狀を もつ て 御 出な さ い 

十一き 十一 日  父 

東 一 君 

七 九九 

9 

十 I 月 十二 日 水 .； 之 g 十 S-— ト 一 咋 ，^- 51； 駒ス 町 一 三よ" 赤； arsil 靑山^ 町 ハク . 、ズ 、小.；？ n 通：； 隆氏 へ  的 


丸蕃の 版畫展 一 寸 面白い と 思 ひました、 色 M の 意味で」 

黑田メ ー トル 先生の 遣 作 展覽會 が 上野の 美術 學 校で 開かれて 居る、 此れ も 色 M の 思 出が あって 

面白い、 どんな 繪 でも 矢 張 古くなる と、 別な 味が 出て 來る かう いふ 事を考 へる と、 ピエロの 鎗 

でも、 ミ n のヴ H ヌ ス でも、 いくらか 割； の 必要が あり はしない か」 芭蕉で も 時代の 薄が すみ を 

透して 見て 居る 爲の 特別な 味が ある だら うが、 此れが どうい ふ 程度に、 どんな sills  <>p2.a-l-li 

で 働いて 居る か、 此点 について 豐隆 先生の 御 示敎を 仰き 度い と 思って 居る ノ」 搶を かく 暇がない 

ので 特別に 昨今の 自然の 色彩が 目につ いて 制作 愁 を剌戟 する。 一 週に 半日の 油 ir, テ ー が 慾し い 

十一月 十一 日  お、 


ー齒 はが き J 

今夜 太 田 水德氏 來訪、 ヒビキ と 一一 ホヒ の 話 あり、 小生 ド スト H フ スキ ー を 引きて 一 有 明月の 朝 

ぼらけ. 一 の 味を說 く。 太 田 氏が 咳 をす る 度に ピアノの 絃にひ t きて ワンく と 鳴る。 此の 窒で 咳 

をす る 人 も 從來數 多い が 此の やうに ピアノに 響を傳 へる の は 珍ら しい、 余り 珍ら しいから 一 寸御 

報吿迄 草ぶ 

十 一 月 十 一日  寅^ 

八 00 

十一月 十二 曰 水 午前 十一^, I 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ高知 縣長岡 郡 三 里 村 種 崎 中城陟 氏へ 

謹啓 御無沙汰 致しました、 御 歸鄕以 來大變 に 御 病 氣の御 経過が 御 宜しい さう で 大慶に 存じ ま 

す、 

貞 子緣談 にっき 永 M 御 配慮 を 煩 はし ましたが 今度 やう やく 話が 纏り まして 名古屋 出身の 林學士 

森 壬 五郎 氏の 長男 博 通 氏と 婚約が 調 ひ 本 月^日 日 比 谷で 式 を 擧げる 事に なりました、 どうか 御 安 

神 を 願 度と 存じます  、 

右に つき 先日 は 御 丁寧なる 御踐を 頂戴 致しまして 御 厚情の 段 難 有拜謝 致します、 

式の 日に 御 列席 を 願 はれない のが 遺憾で 御 坐い ますが 致 方 も 御 坐い ません、 どうか 嫁 人後 も不 

相 變御引 立 の 程 御 願 申 上げ ます 

右 御挨按 御 迄 草 立. 5 '上げます 草 i 
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年 三- HE 大 


富 陟 


八 

0 


江 


樣 樣 


月 
十 


十 一 月 十四 曰 金 午前 十 時— 十 一 時 本鄕 til 駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 厘靑. H 南 町.； ハノ 一  〇. へ 小宮通 B.; 隆氏 へ 

〔はがき〕 

今朝 は 安眠 を 妨害し 恐縮でした。 今日 午後に 會議の ある 事は考 へて 居た が、 夜 迄 續く事 は 知ら 

すに 居た、 今朝 通知 狀を 見る と 夕食 付で 遲 くなる らしい ので ャ マト は 欠勤、 もし 君が 御 出かけに 

なると 御氣の 毒になる と 思って 電話 を かけた のでした。 君に は 唯 其 事 を傳へ て 貰 ふだけ のつ も 

りで かけた の だが、 吃って 居る 內 にとうく 君の 寢所 を騷 がす 事に なりました。 御 寛容 を 願 ひま 

す」 今朝 は 早く 起きて 食事 をす ませて 新聞 を讀ん で、 昨日 届いた 太虚 集 を よんで、 レ コ —ドを 三 

枚ば かり かけて、 そして 出かけ やうと いふ 前に 電話 を かけました 。中ぶ 忙 がしい 

十 一 月 十四日 朝  寅  彥 

八 0  二 

十一月 十七 S 月 (時間 不 §0 本鄕 東京 帝 國大學 理學部 地震 學敎 室より 長 野 縣.. 娵訪町 一一 一澤 勝衛 氏へ 

 .  .  .  l-ss が， き .1 に  --  fir.  I   r  ,  .   irrfcr 


寅彥外 一 同 


671 


謹改" 抄錄 原槁御 送り 被 下 難 有う 御^いました、 厚く 御 禮を巾 上げます、 一 應鐮譯 した 上で 西 

洋 人に 直して 貰って 掲載 致します、 左様 御 含 置 を 願 ひます 

右 御 i, &汔】 草 M 

十  一 DT 十七 日 

八 0 三 

十一月 二十 八 B 金 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニよ リ赤 坂展靑 山 南 町 六 ノー  〇 へ 小宮 豐隆 氏へ 

一お 

御手 紙 難 有う、 いよく 函 根へ 御 出掛けの 由、 小生 娘の 嫁 人が 切迫して 妙に ざ わ/ \ して 閉口、 

逆上の 氣 味で 齒齦を 膨らし 居候、 今日は 荷物 を 送る とい ふので 午前 だけ 航さを 休み 居候、 明朝 は 

早朝 帝國ホ テルへ 下見と 打合せに 參り それから 學 校へ かけつけ るの です が 事によると どうなる か 

分りません、 第 九 シン ホニ ー も 少し 怪しくな り 候 

豊國は 近頃 いつでも 門が しまって 居る から 休業 ぢ やない かと 思 居候、 それで 矢 張 一 時に 地震 敎 

室へ 寄って 頂く 事に 願 度、 もし 其 時 居な か つ たら 構 はす 上野 へ 御 出張 を 願 ひます 

娘の 嫁 人 も 大事 だかお やおの 內部 生活 も 大事 だか. ら 万障 繰 合せ、 晝食位 は棄權 しても 第 9 ジ ュ 

ンホ 二  —だけ は 出席 致 度と 存じます そんな 風 だから ジ ュ ンホ 一一 ー がすみ 次第 失禮 して 歸宅 致し ま 

す惡 しからす 草 M 

十 一 月廿 八日  (ゆ、 

豐隆 大人 玉 案下 
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八 0 四 

十二月 八 B 月 午後 零時 ー 一時 本 It 區駒込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔繪は 

力き J  -  - 

〔裏に〕  . 

昨夜 は 失禮、 御馳走に なりました 歸 つて 風呂に 入って 暖まって 寢 ました、 別に 風 も 引きません 

から 御 安神 を 願 ひます 

〔表に〕 

九日 會には 出 やうと 思って 居た が 寒い 事 を考へ ると 少 A 兀氣 沮喪す るので 事によると 失敬し ま 

す、 どうか 惡 しからす 御 傅へ 願 ひます OJ 風呂に 入って すぐ 床に はいると、 つめたい 蒲團 でも 別 

に 何ともない、 思 ふに 元 氣な人 は、 いつでも 風呂に 人った 後の やうな もの だら う、 甚だ 羨ましい、 

もう 一 邊 さう いふ 身分に なって 見たい ものです、 九州 大學へ 手術で も 受けに 行かう かしら、 

十一 一月 八日 

八 0 五 

十二月 十六 B 火 午後 一時— 二 時 本 鄉厘駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豊隆 氏へ 〔は 

がき〕 

先夜 は 失敬し ました、 例に より 駄弁 を：. _ 升し 御迷惑であった 事と 存じます、 僕 は 御 薩樣で 大變偷 ^ 


快で 御， いました、 どうか 御 暇が あらば 毎週 御 出駕 を 祈ります」 今日 圓地與 四 松と いふ 東京 日 i 

の 記者が 來て 君に 紹介して くれと いふので 名剌を やって おきました。 あれ は 口 ー マ 字 社の 關 係で 

まだ 畢生 時分から よく 遊びに 來る 男で 氣心は 分って 居ます から、 御迷惑で なかったら 逢つ て 御 

やり 下さる やうに 願 ひます、 唯 それだけで 結構で 御 坐い ます、 厚かましかったら 御 叱り を 願 ひま 

す」 安倍 君から 徵端 *1 を 貰った から、 此方から もやら うと 思 ふの だが、 何處へ 出したら 屆くか 分 

りません、 御存じな らば 御 示 敎を願 ひます。 ギリシャへ 行く やうに 蚩ョ いて ありました。 何となく 

ふさ はしい 氣 がする ではありません か」 よく 人が 来ます、 一昨夜 は 三人 來て 十二時 過 迄、 今夜 は 

二人 來て十 時 過 迄、 此れで は 何も 出来ません， 一 昨日 は 久し 板で 板 橋へ 行って 來 ました、 冬 枯の武 

藏野も 万更惡 くありません、 枯 草を燒 いて 焚火に あたりました。 コスモスの 立 枯れ を引拔 くのに 

半日 か、 つて 草臥れました  . 

XII.  ;-5, 1924 

八 。六 

十二月 二十 二  B 月 午後 零時.— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 羅馬 日本 帝國 大使： S 氣付 安倍 能 成 氏へ 〔1? 

はがき〕 

(十三 年 十二月 廿 一日) シャトルからの 御 端 書 難 有う、 御 健康で 御 巡遊 大慶と 存じます、」 小 

宫 君と は 時ぶ 會合、 氣^ の 吐き くら を やります、 中 A 冗氣 なやう であります」 

十二月の 九日 會に は久. -で 出席、 あ ひ 鴨の 鍋 をつ、 き 合 ひました、 純一さん が 出席され て みん 
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なと 話し をした ので 何となく 愉快で ありました、 出席者 小宮、 野 上、 和 辻、 內田、 岩波、 . 松 浦、 

吉田、 坂 崎、 石 原、 ■ 等、 當曰 雨上りで 道路がぬ かって、 可也 寒い 日でした、 余り 寒い ので 小生 だ 

け 早く 歸り ました、」 今日日 本 橋の 通 を 歩き ましたが、 大分 年の 暮らしい 光景に なりました、 

八 0 七 

十二月 II 十二  B 月 午後 零時— 一昨 本 鄕-區 駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮璺隆 氏へ 

〔はがき. 一 

先夜 は失禮 しました、 又此 次の 金曜 も 御 繰 合せ を 願 ひます」 今日は 寢坊 をした ので 田 舍行を や 

め、 午前 は 珍ら しくう ちで 本なん かよんで、 午後 一寸 丸 善 を ひやかしてから 通り をぶ らく 歩レ 

たが、 どうやら やっぱり 年の 暮らしい 氣分 がた よって 居ます。 不景氣 ださう だが 雜貨 店な ど は 

隨分 込ん で 居る らしい。 傳馬 町の 風月 へ はい ひって Glacs  a la  Mandarim! と い ふ密柑 の^.」 

御 葉 子で 茶 をのんで 休んだ、 近頃 町 を 歩いて 居て 若夫婦の つれ 立って 居る の を 見る と 不思議に 嫁 

に 行った 娘の 事を考 へる、 どうももう かうな つて はいよ-, f\ ぢ、 いの 仲間に なりました。 神 田で 

電車 を 下りて 床屋へ は ひって 若返り 法 を 施し、 元氣 をつ けて 歸宅、 夜 さ-^ jis^ を 鳴らす、 此頃 

少し 音 を ふるはせる 事が 出来る やうに なった ので、 試に 追分の やうな もの を ィムプ ロヴ イジ —レ 

ン してやって 居ました、 此れに 段ぶ とヴ アリア チ オン をつ けて セ レナ タ ジャボ 1 一 アナで も 作曲 

して 此れ を豐隆 君に でも 捧げたら と考 へました、 いっか 一 返 聞いて 貰 ひ 度い ものです、 尤もす つ 

かり 齒を 直してから でない と 困る かも 知れない、」 先 は 右 迄 
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十二月 廿  一 nj 夜 

八 0< 

十二月 二十 七 B  土  (時間 不 SO 本. t-R 駒 込 曙 町 一 三より 牛 込- Sil 市 谷 砂土 原 町 三 ノ八土 佐 協 會内 宇田 道隆 氏へ 

御手 紙 難 有う 御座いました 

同國 でし かも 隣村の 人が 物理に はいって 居られる とい ふ 事 はちつ とも 知りませんでした、 僕 は 

江 ノロの 大 川筋で、 所謂 尾戶 ですから 小高 坂の 北 町 へ は 近い 方です 

僕 は 一 昨日から 感 胃で 熱 を 出して 寢て 居ます が 大した 事で もない から 一 一三 日 もしたら よくなる 

原 

かと 思 ひます さう したら いつでも 遊びに 御 出なさい、 夜なら 大底 宅に 居ます、 尤も 適に 不在の 

時に 御 出になる と 御氣の 毒です から 御 出になる 前に 一 寸 電話で 在 否 をた しかめてから 御 出 を 願 ひ 

ます 宅の電話は小石川111^,^-です 

右 御 返事 迄 余事 は拜 眉の 上に て 草 i 不盡 

士 一月 廿七曰  寺 田 寅 i# 

字 田 道隆樣 

八 0 九 

十二月 二十 七日 土 使 ひ持參 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 本 鄉區帝 國大學 理學部 實驗室 湯 本淸比 古、 中 谷 宇 

吉郎、 室井英 夫、 三 氏へ 

ir. わ *  一  ノ\*  ノ： 入 - -  -- i 
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クリスマス を 馬鹿にした 罰で も あたった せいか あれから が 出て max  t211p が i/J.4C になり 

昨夜 迄 一 向 下らす ゥ ン /\ うなって 居ました 昨夜から やっと 下り 出して 今朝 は 七 度 台に なり 稍 人 

心地が つ いた 處 であ， ります、 

熱の 高い 間 眠らう と 思って ゥト/ \ して 居る と 何だか 分らない が Walloon の 布片に A.C. を 送 

つて 居る 時の Current や Capacity とい ふやうな 事が 頭へ 出て 來て、 うなされ るので、 いくら 

外の 事を考 へやう としても すぐ それが 又 出て 來て 閉口した、 想 ふに 此の 感胃 はきつ と 霞 浦の 飛行 

場の 吹き曝しで 獲て 來 たもの らしい。 それ はさて おき あの ミリアン メ ー タ ー は、 あれ は寢 かして 

使 ふんで はなく、 立て \ 使 ふんで はない かと 思 ひます が 如何で しゃう か、 

學 校へ 使 を 出す 序に 右 迄 

十二月 廿七 n  寺  田 

諸  君 

中 谷 君と 窒井 君の 宿所 を 知らし て くれ 玉 へ 

八 I  0 

十二月 二十 九 B 月 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三より 赤 坂 區靑山 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

御手 紙 難 有う 

どうも 今度の 風邪 は 大した 熱で もなかつ たのに、 持鑌 したせ いか 惡 性であった のか、 それとも 

老衰の せいか、 或は 反對に 近頃 健全に なった 爲 病毒に 敏感に なって 居る のか、 何だか 分らない が 
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兎に角 ひどく こたへ て、 熱 は 昨日から 下った のに 元氣も 食慾 もな く、 胸から 脊 中が 糊 張りに でも 

なって 居る やうで 寢て 居る の も 苦しい が 起きる と 大儀で 又寢 たくなる、 しかし 眞逆肋 膜で もない 

だら うと 思って 尼 子さん も 呼ばす 自己流の 診療 を 行つ て 居ます。 どうも 自分の 病氣 の手當 は 自分 

に 一 番 よく 分る 氣 がする。 11 此れ は 甚だ 險\1^ な 自信 かも 知れない が。 11 0 熱が 高くて 苦しい 

最中に、 ふと 白葡萄酒 を 水へ わって 砂糖 を 入れて 氷 をん れて のんで 見たくて、 のんで 見たら、 大 

變 にい、 氣 持だった、 此れな ども 醫 者に は 叱られる かも 知れない が、 肉 休が 不思議に 要求す る も 

ので そして 吞んで 見て 氣 持の よくなる もの は 鬼に 角靈藥 であるかと 思 ひます あとで 少ょ位 害が あ 

つ て も 止む を 得ない とい ふ氣 がする。 扭て かう いふ プリン シ プル を 何處迄 押し ひろげて 行って よ 

いもの か？、 此 問題に 對 する 小弟の 解答 は 近年 來 ひどく 變遷 を來 たした やうに 思 はれる。 即ち 約 

言 すれば 其靈 藥を片 つばし から 吞み 干して 行く 方の 傾向 を帶 びつ あるかの 觀 があります。 此れ 

は 一 休 進歩 か 退歩 か 沈淪か 捨鉢 か敢 て豐隆 先生の 敎を乞 ふ 

自分の 病氣の 事ば かり *1 いてす まない が、 今度の 風邪 はたし かに 霞が 浦 飛行場で 廿 三日の 朝 飛 

行 船に 關 する 或 實驗を 見物して 居る 時に 獲た ものら し い。 廿 四日に は 別に 何事 も 感じなかった が、 

廿 五日の 朝に なって 少し 工合が 變 であった。 しかし 助手 達に 晝飯 をお ごる 約束が してあった ので 

出かけて 行って、 上野で クリス マ スの晝 食 をく つて 福引の ォモ チヤ を 貰って 擧 校へ 歸 つて 來 ると 

一 時に 熱が 出て 動け. なくなった、 それで 車 を 呼んで もらって 歸っ て來 ると 氣が ゆるんで 洋服 をぬ 

く元氣 もなかった。 それから 眠る でもな く 眠らぬ でもな くゥ ト/ \ して 居る 間に 頭の 中に コビリ 

ついて どうしても 離れない 觀念 があった。 それ は今考 へる とどう も ハツ キリ 思 ひ 出せない が、 何 


678 


年 三十 7K 大 


でも 飛行船の 或 部分に 於け る 電流の 分布に 關 した 事であって、 極めて 簡單な 事で あるが それが い 

くら 考 へやう としても 考 へられな いので、 何邊 もく 繰り返し/ \- 同じ 事 を考へ て 居たら しい 恐 

らく 三十 時間 程の 間 は 唯 それだけが 腦の 中へ 出て は 消へ くくして 居な やうに しか 思 はれない Q 

隨分殘 忍な 拷問に か 、 つ たやうな 氣 がする。 

そこで 小弟の 假說 によると、 此の 固定 觀念 といった やうな もの は 霞が 浦で 病 氣の種 を 獲得した 

瞬間に 丁度 頭の 中に あった ものが、 其 病 氣の種 (そんな もの はない と醫者 はいふで しゃう) に染 

め 付けられた とす 〔る〕。 病氣が 成熟して 身体 中 を 横領す る 頃になる と、 其の 染 付けの 觀念も 又 頭 

一杯に ひろがって すっかり 占領した ので はない か。 —— 此れ はどう もこ じつけ らしい、 併し 一 つ 

の 面白い こじつけで あるかと 思 ふが 如何で しゃう か。 

今頃に なって 少し 極り が惡 いが、 責 兄の 風邪 は 如何です か、 御 要 心 を 願 ひます。 熱が 一 邊に出 

てゥン /\.| 'る やうな の は 却ってい、 が、 不得要領な 風邪の 放任 は 時には 物騒であります、 御 注 

意 を 願 ひます、 仙臺へ 講義に 出かける 前に サッ パリ 直して おいた 方が 安全ではありません か。 

子供の 食餌に 關 する 御 感想 は 至極 同感 で あります が、 で も病氣 をされ て 米 袋の 番をする 事を考 

へて 見る と、 子供が 旺盛なる 生活 現象 を發 現して 居る 時 は 難 有くて、 宇野浩 二で はない が、 ォ、 

神よ、 何とい ふ 幸福で ある 事よ、 とい ふ氣 がする ではありません か。 羊 飼の アナ ロヂ —では 小弟 

の 方 は 余程 その 羊 飼に 近い 方ぢ やない かとい ふ氣 がする、 少 くも 段ぶ さうな りつ 、あるの ぢ やな 

いかと いふ 氣 がする。 子供 等 は 死な、 いで くれ、 ば どうな つ て も 不足 1^ ない といった やうな 氣で、 

自分の 生活 を 追って 居る のが 何處か 牧羊者 の^を 吹いて 居る 形が ありまし ません か。 羊 野 笛彥と 


679 


でも 改名 は 如何です か。 

十一 一月 始 頃だった か 末の 女の子が 友達 を 七 八 人 ひつばつ て來 て、 クリス マ ス に 童話劇 を 誰と か 

さん 處で やる 其 御 稽古 を や るんだ と 云って、 茶の間へ 0： 陣を 作って、 交る く 黄色い 聲を はり 上 

げて やって 居た、 馬鹿の 王様 かなん かにな つたの は 無理に 荒つ ぼい 聲を 出して 怒鳴り 散して 居た ( 

此 おや ぢが顏 を 出したら みんな 恐縮す るかと 思 ふと 平氣な もので しゃ あくと やって 居る から、 

おや ぢの 方で 却て 恐縮した。 こんなの が 大きくな つ てから カルメ ン何 子な どい ふのに なる のぢゃ 

ないか しら。 併し 果して 此の 童話劇が 成立す るか どうかに は 大分 疑 を もって 居た が、 此頃 聞いて 

見る と 矢張り 成立し ないで 唯下讀 みだけ に 終った さう であります。 

もう 一 つ。 此れ も クリス マ ス前、 御友 達に クリス マ ス の 贈物 をす るんだ と 云つ て 自分の 貰った 

御歳暮の 金で、 御菓子の 袋と ガラス 製の 犬の 根付 見た やうな もの を 七 八 對買ひ 込んで 來た。 かう 

した 風が 小學 校で 始まる の は 少し 變だ がと 思った が、 併し 何も 云 はないで 打ち やら かしてお いた- 

さう したら やつ はり 學 校の 先生から 一 同へ おふれが 出て、 クリス マ ス の 贈物 無用と いふ 事に なり- 

結局 御菓子 は 自分 等で たべ たでし やうが、 ガラ ス の 犬 はどうし たか 此れ は 未だ 聞かす に 居ます。 

今度 はお ゃぢの 方の 不良ぶ り を 御 披露に 及びます。 丸 ビルの 一階の パサ ー ジュ に 印度 更紗 を賣 

る 店が あって 其 處にー 一人の 年若い フ エルコ ィフ H リ ンが 居る のです。 其う ちの 一 人が 少しば かり 

好きで あるの だが、 どうも 少し 困る 事に は 其 店の 主なる 商品が 印度 更紗 か爪哇 更紗で あるので、 

假 りに 一 週間に 一 度 買物 を するとしても 一ヶ月 一 ケ 年に 積る と 大分な 散財で ある。 尤も さう ソ 口 

バ ンを彈 いて か、 つて はいけ ないか も 知れない が、 第 一 宅へ さう 更紗ば かり かつぎ 込んで 來て は. 
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風紀 上 甚だ 變 でも ある。 さう かと 云って 一反 買った の を 一週間に ー邊 取り 換へ に 行く の も 猶更困 

るし。 一 度 御 散策の 途次 偵察して 見て 小弟の 眼識の 如何なる もので あるか を 判断して くれ 玉へ 

漱石 先生 研究 まだく の 事と 思つ て 居たら、 もう 出來 たとい ふので 少. -面喧 いました せい/ \勉 

强致 しまし やう、  . 

君に 借金 七圓を 年內に 返さない と氣 がすまない が、 大晦日 迄に は 未だ 逢へ さうな 氣 がします、 

もし 逢 へ なかったら 目出度 來春 へ 持 越す 事に 致します 惡 しからす 草. - 

十二月 廿 八日  病床に て  寅 亲 

豐隆 大兄 梧 右 

二伸 夕飯 後 「研究」 が 届いて、 あけて 見て 少ぶ 辟易、 此れで は 御馳走に ありつく の もな み 

大体の 事で はない と 思つ て 悄氣て 居る 慮です。 實を云 ふと 震災 報告に 出す 論文の 原槁の 催促 を 

食って、 しかも 正月 十日 迄に 差 出せと いふので 面喧 つて 居る 處で すが、 そんな 事 を 云った つて 

無理なん だから 此の方 は 此の方と して 居いて、 まあ ぼつ/ \ やり まし やう。 

序に 一 寸 奇談 を 御 耳に 入れます、 此間 九日 會で 家鴨の 肉 を 白い 汁で 煑て それから 大根お ろし 

をつ けて 食った の は 御 案內の 通りで、 あ \ いふの は 此れ迄 末 廣ゃ末 初で も 食った 覺へは あるが、 

扭て あれ を 何とい ふの か、 あの 食い 方の 名稱が 分らないで 居た。 ところが 今度 病氣 して 食愁が 

なくて 何 か 食 ふ もの はない かと 思って 居る 內、 あれ を 思 ひ 出した が、 名前が 分らない から 近所 

の 鳥屋へ 聞かしても 要領 を 得ない (尤も 此れ は 聞く 人の 頭が 惡 いせい も ありまし やう)、 然るに 

久米正 雄が 改造に 出した 「墓 參」 とい ふの を 見て 居る 內 「川 鉄の 家鴨 鍋」 とい ふの があった の 
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を 思 ひ 出し、 妻が 電話で 川 鉄 を さがして 聞 合せ、 やっと あれが 「ソッ プ煑」 とい ふんだ とい ふ 

事實が 判明し ました。 いつにな つたら 實物 にあり 付ける か は 未知の 問題です が 兎も角も 名稱を 

確かめた たげ は、 其方に 一歩 を 進めた 事になる ので 幾分 滿 足しなければ なりません。 それ は 鬼 

に 角 毎度ながら 物の 名前と いふ もの k 難 有 味 を 感じさせられました。 

七の 久米正 雄の 「墓 參」 なる もの は、 どうしても 讀 まないです ませない ので 護んで 見る と H 

K 氏な どが 矢 張 ちゃんと 西洋から 歸っ て 來てジ ン バ リ ス トを 聞きに 来たりして 居る の だから 矢 

張 吾. -には 特殊な 面白味が あります 

草臥れた から そろ，/ \ 眠りたい と 思 ひます 忘 言 多 罪 

(廿 九日 朝 追記) 

今朝 新聞で 見る と 御 近火、 腦 病院の 外 五六 十 軒 やけ 盛に 延燒 中な ど" あるので、 此れ は 少し 

あぶない と 思って 電話で 御 伺 ひさしました。 電話が か、 るか どうか も 疑問だった 力 ゲ L 御. ハ 

事で 重 疊く、 夜中に 起きて 冷えて 風邪が 惡く なり はしません か、 御大 事に、 御 互に 早くよ く 

まつ て大 4a 日に でも 流連 荒 亡會を やれる やうに なり まし やう 

八 二 

十二月 一二 十 IB 水 午後 九 S.1 十 時 巴 M 日本 帝國 大使館 氣付 安倍 能 成 氏へ 〔繪 はがき 小 宮豐隆 氏との 

寄せ 書 (小宫 氏の 文面 省略)〕 

小 宮君は 永い事 齒醫 者へ 通って 居る がま だ 本式の 人齒は 出来ない ので 假にバ ラック 式の 入齒を 
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入れて、 それが 少し 出齒 になった と 云つ て氣 にしながら 可愛い 、 口 をして 居ます、 

御 健康 を 祈ります 

十三 年 十二月 卅 一日  黄 彥 
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八 一二 

一月 二 B 金 午前 十一 時— 十二時 本鄕區 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔印刷した る 年賀 狀の 端に〕  . 

昨日 は 失禮、 今日 四時 頃から 年賀 狀を かき 始めました、 小 宮君も 活版の 年賀 を 出す やうに なつ 

て 大分 話せる やうに なった と 相 喜び 居候 先刻 友 枝 桑木兩 文博 來訪賑 は ひ 申 候 

八  一-二 

一月 九 曰 金 午前 九 時 —十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

失敬 申 候、 拙者 あ ひ 鴨の 密事 御 聞 に 人れ 置 候 處此頃 早 稻田ほ とりに て 專ら世 の 取沙汰 初春 の 笑 

草と 相 成 居候との 趣、 誡 にもつ て 面目 もな き 次第 此れ 必， 定贵殿 屠蘇 氣 嫌の い たづら より 出で し 事 

と 心外 至極に 存候、 此の 償 ひ は 一体 どうして 下さる 御 所存に 哉、 中ぶ あ ひ 鴨 ぐら ひで はす まされ 

まじく 候」 一 一 日 に 出 あるきて 又 --熱 を 出し 候 へ 共此度 はは やく 退散 今日から 學校 へ 出勤 い よ/ \ 

報告に 着手、 夜 「研究」 を やらう と 思って 居たら、 今め し を 食 ふと、 電話が か、 つて 人が 來 ると 
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いふので 今夜 はダメ になり 候」 此れで は 却って 箱 根の 湯に でも は ひって 研究。 報吿 ちゃん ぼんに 

かせいだ 方が 能率が 上る かも 知れす と存 居候。 尤も 實は どちらも さう 急ぐ 仕事で もない の だから 

先づく のんきに やって 宜 敷と 存候 一 御来光の 前夜 御 電話 を 下さらば 甚だ 好都合であります 

^  — 

一 月 五日 七 時 

八 一 四 

一月 二十日 火 (時 問 不明 ) 本鄉 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 靑山南 町人 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

此の 寒さに 北へ 向 ふ 夜嵐 車と は、 聞く だけで も 老人に はふる え 上り さう です が、 でも 欝勃 たる 

抱負 を もつ て 新しい 仕事へ の 御門 出に は 却つ て 引きし まった 心 持で 結構 かと 思 ひます、 でも やつ 

はり 寒い 事 は 寒い にちがいない からと 思って 御 健康 を 祈つ て 居ます」 女性の 御投槁 面白く 拜 見し 

ました、 あれ は 結局 先生の 思 ひち がへ らしい」 此 前の 金曜に はちゃん と 五 時 二三 分 過ぎ、 ャ マト 

へ 出張した さう して 二十 分 頃 迄 待った の だが、 御 電話の 事 は 何とも 話が ありませんでした。 尤も 

僕の 名前 は 恐らく あの 家の 誰に も 分って 居ない 害 だから、 其爲 かも 知れません。 いつも 金曜に く 

る、 よごれた メリ ヤスの 袖 口を出して 居る 人と でも 云ったら 通じた かも 知れない が、 本名で は 通 

じかね るで しゃう。」 子供の 重くなる 事の 說明は 次回 ャ マトで 御 聞き に 達する 事と 致し まし や 

う。」 二三 日 前 西洋から 歸 つた 男から 印度 更紗の 土産 を 貰った まさか 一件が 西洋 迄 無線で 傳播し 

た譯 でも あるまい が、 少し 變 でありました。 疵 もつ 足な ものです から 

1 月 十九 日夜 認廿 日出 
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八 I 五 

一月 三十 B 金 午後 八 時— 九 時 京樯區 銀座 やまとよ リ赤 坂- tel 靑山南 町 六 ノー  〇 へ 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

今日は 多分 御 出 は 六 かしから うと 推察して 早速 定食に 取り か" り 唯今 終了 滿 服の 体に て 烟草を 

ふかしな から 此の はがき を 認め 居ります CJ 今朝 深 川 島 越 中島の 原つ ばを撗 切った 時 は 自分な が 

ら壯 烈の感 があった、 それにしても えらく 若返った もの だと 思 ひ、 それ も 一つ はャ マトの 御 かげ 

も あるか も 知れない と 存じ 苦笑 を 禁じ 難く 此上 更紗で も 段よ に 買 上げれ はいよ く靑 春に 逆戾り 

する かも 知れす 此れ は 聊か 考へ ものな らん かと 被存 候」 此間 子供の 重くなる 原理 を說 明す る 事 を 

忘れ ましたが、 此れ は 叉 次回に 讓る 事と 致します、. 一 此れから 音樂の 先生へ 出かけます。 此前は 

樂譜を 先生の 處へ おき 忘れて、 あとから 取りに 行った が、 今日は. 又 宅から 樂譜を 持って 來 るの を 

忘れた が、 行って 見たら どうにかなる だら うと 思って 居ます。 あんまり 覺 えて 居なければ ならな 

い 箇条が 多い ので、 いろんな 事 を 忘れて 耻を かく。 毎日の 學 校の 晝 飯で 食券 を 出す の を 忘れて ボ 

1 ィに 催促され、 適に 出した と 思 ふと、 それが 電車の 切符であって 又ボ ー ィに 注意され たり、 と 

て もやり 切れないから、 ト ー ^\ 食券 のク ー ボン を 給仕 に 保管 して 貰 ふ 事に してやつ と 安心し ま 

した。 

右 迄 

一月 卅日 午後 六 時  ャ マトに 於て 
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八 二！： 

二月 二十 li  B 午後 二 時， I 一  11 時 本鄉區 駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  o へ 小 宮璺隆 氏へ 

昨夜 は 御馳走に なりました、 どうも 大變 にうまかった、 それで 感 する 處 あり 當 分の 內 金曜日の 

會食は 竹 葉と い ふ 事に 致したい の です が 御 異議はありませんで しゃう か、 一 体 日本 文化の 研究者 

たる 吾よ が 日本料理 を 賞美し 江戶 趣味 を アド マヤ， I しないと いふ 法 はない のであります。 

今日はい よく ドラ マ 中の 人物に なり 實惡の 役割 をつ とめた のです が、 どうも 相手の シ ョゲ方 

が あんまり ヒドィ ので 妙に 氣の 毒に なって 來 てはじめの 意氣 込で ピ シ/ \ とやつ 、ける 勇氣 がな 

くな りました、 どうも 未だ/ \ 修養が 足りない ものと 見えます。 併し 兎も角も 物理 學の爲 に氣焰 

を 上げ 科學を 馬鹿にする もの に御灸 をす えたと 思って 胸が すいた やうな 心 持に なりました、 それ 

で歸 つて 風呂に 人って レ コ —ドを かけて 一 晚 遊んで これから 寢 やうと いふ 處で あります それで 大 

兄に 此の 顧 末の 概報を かいて 余は拜 眉の 節に 讓る 事と 致します。 鬼 も 角 も 首尾よく 實驗を 終り 

ました、 此れで 簡單な 報吿書 を かいて、 來月 四日に 委員 総 食 を 開き 所謂 査定 をす る 段 取に なり ま 

す」 妙な 連想 も ある もので 此の 〇〇 の 實驗と 竹 葉の 料理と に 何 かしら 不可思議な 神秘的の 關 係が 

あるかの やうな 氣 がします 此れの 心理 學 的の 解說を 此次に 伺 ひ 度と 思 ひます 

右 要件の み 草.^ 

一 一月 廿 一日 夜  寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 
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八 |七 

二月 二十 二  B 曰 (. 時 問 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ長 野縣上 誠訪町 一一 一澤 勝衛 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙と ォ ミワ タリの 寫眞ー 一葉 頂戴 致しまして 御 懇情 難 有拜謝 致します。 御 示しの H の 線が 波 

狀に 彎曲して 居る の は 面白い 事實 だと 存じます、 此の 波長 (勿論 不規則で しゃう が 平均の 意味 

で) が 何に よって 决定 される か 重要な 問題で あらう と 存じます。」 いっか 頂戴 致しました 責著 

の抄錄 を英譯 致しまして Journal の 第三 卷第 一 号に 編入 致して おきました。 右 輯報は 出版費の 都 

合で 來 年度に 廻され ましたから 出來 るの は 五月 頃になる 事と 存 します、 どうか 惡 しからす 御 含 置 

願 ひます。」 其 後の 御 研究に ついても 時. -抄錄 が 頂ければ 大 幸と 存じます、 

時節柄 御 自愛 專 一 に 存じます 

一 一月 廿ー 一日 

A 一八 

ニー 月 五 B 木 (時 問 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 長 野 縣上誠 訪町三 澤滕衛 _ 氏へ 

拜復 御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 

御 申 越の Japan  Journal  of  Science とい ふの は 聞いた 事が ありま せんが 或は 矢張學 術 研究 會 

議の輯 報の 事で はないで しゃう か 

此の 輯 報なら ば 
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Jsvpanese  -hmnlal  CI:-  Astl..  a- ミー (100T51J. 

"  、ゝ 、ゝ chemistry 

ゝゝ  ゝゝ ゝ、 Physics 

ゝゝ  ； ゝ、 G3010§.y  and  .Geograp-}lv 

其 他 植物、 動物、 醫學、 ェ學、 數學の 各 分科に それく の ものが あるので すが 全部に 直った 

Journal は鄧 坐い ません、 

ほ； 

寧 研 輯報は 非常 品 で 御 坐い ますので 會 員外 は 學校 官衙等 の 外 は 特^の 研究者 に 贈る だけにな つ 

て 居ります。 此れ は賣 品に するとい、 と 思 ひます が、 文部省の 都合で 實行 困難と 見えます 

右 御 返事の み 余事 後便に 讓 ります 草- - 

三月 五日  寺 田寅彥 

三 澤 樣 

八 一九 

三月 九 B 月 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 下谷區 上野 公圜帝 國學士 院内 學術 W 究會議 へ 〔封筒な し〕 

拜復 來 年度 豫算案 にっき 意見 を 出せとの 御 申 越で 御 坐い ますから 左に 私の 考へ て 居る 事 を 申 

上げます。 

私 は 地球 物理 擧の 方の 印刷 費 をもう 少し 增 して 頂き 度い と考へ て 居る もので 御 坐い まして、 其 

の 理由 を 左に 申 上げます。 
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此頃我 邦で は 段. -に 地球 物理 (氣象 地震 を 含む，) の 研究者が 增加 致しまして、 從て 此方 面の 論 

文が 可也 澤 山に 出て 參 ります、 さう して 今後 更に 益. -增 加す る 模様であります。 例へば 大 學の氣 

象 演習 (藤 1® 君の 指導して 居る」 や、 地震 敎窒の 若手の 人々 の 研究 や、 又 今後 出来る 地震 研究所 

の 人. -の 仕事 や、 そんな もの だけ を 見ても 可也 澤 山の 論文が 出て 來る 見込であります。 又 農 商務 

省の 森林 觀測 所と か、 海軍 水路 部と か、 水産 講習 所と か 色よ の 方面から 面白い もの k 出て 來る見 

込が あります。 然るに 地球 物理の 方面で は、 我 邦 は 勿論 外國 でも、 地球 物理 全体に  一 H 一る 適當な 

Journal がない 爲に、 さう いふ 論文 は 例へば 物理 學の雜 誌の 片隅に 継子 扱 ひに なったり、 役所の 

報吿 書に 載つ て 人の 眼に 觸れ すに 埋れ たりして しま ひます。 此れ は 實に殘 念な 事と 考へ て 居り ま 

す。 此れに は學 研の 輯報は 最も 都合の よい 機關 であり ますが、 唯今の 處 では 印刷 費が 少し 足りな 

いと 考 へられます。 

物理 ゃ化擧 など-^、 地球 物理と は 前記の 事情が 程ち がって 居る と 思 ひます から、 特に 地球 物 

理で 印刷 費 增額を 要求す る 事に 對 する 理由 は 十分に あると 考 へられます。 

又從來 並に 將來 學硏輯 報に 載せられる 論文の 價 値と いふ 事が 問題になる 事 かと 思 ひます が、 此 

れに 就て は 人々 により 意見 を 異にする 事と 存じます。 唯 私と して は此 等が 充分に 發 表の 價値 ある 

ものと 信じて 居ります。 外國 でも 多少の 價値を 認められて 來た事 も 事 實と考 へ られ ます。 

どれ だけ 印刷 費が あれば よい かとい ふ 事 は、 判然と 申 上げられません が、 兎に角 從來 ので は少 

し 不足と 考 へられます。 

一案と して は、 本部で 若干の 豫備費 を 取って 置く 事 もやり 方に よって は、 よく はない かと 考へ 
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ます。 

右 愚考の ま、 を 巾 上げて 御 參考に 供し 度と 存じます 以上 

大正 十四 年 三月 九日  田 寅 彥 

學術 研究 會議 御中  - 

八 二  0 

I 一一 月 十四 B  土 午前 十 時 ー 卜 一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 三よ リ赤坂 區靑出 南 町六ノ 一  〇 八 小 宮豐隆 氏 へ 

謹啓 昨夜 は 失禮、 歸來 床上 吟 

白桃 やされ ど 排桃も 捨て 難く 

惚氣 交り に 更かす 寄 鍋 

など は 如何に や、 御 一 笑く 

三月 十四日  寅  彦 

豐隆老 臺 玉 案下 

八 二 一 

三月 二十  一 3  土 午後 五 時， I 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 〔は 

力 き〕 

延寳 ありて 然る 後に 元 fi あり、 白 河の 關の 彼方に 奥州 あるが 如し、 故に 比吟 あり 
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しんき しんくの 夢の 朧夜 

忘れ 來し烟 管に 思 ひ 断つ 別れ 

义 一案 

七つ屋に お ぞゃ烟 管 を 置き忘れ 

駒 形 あたり 歸 るかり がね 

敢て 一 さん を はくす 

三月 廿 一日  寅 日子 

八 ニニ 

=1 月 二十 二  B  B 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 4i§ 坂 區靑山 南 町人 ノー  〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔はがき〕 

* シャコンヌ ゃ國は 亡びし 歌の 秋 

ラ ディ ォ にた かる 肌寒の 群 


あき 家 を 視く池 の 山吹 

うそくと 築地の 陰の たそがれに 

子猫.^ はう と 呼ばう 野良 © 


692 


年 Pt[ 十 7K 大 


かばん 小脇に ギ ンプ ラ の 春 

めぐり 合 ひし 友と 力 フ H 1 の 夜の 灯に 

• 故里 遠し 故里 戀し 


右 乞 斧正 

大正 十四 年 三月 廿 一 日 

* レコ ー ド にて バッハ の 此曲を 聞く 哀音 腸 を 断つ、 則ち 此句 あ- 


寅 日子 


八 二三 

三月 二十 六日 木 午後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ赤坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

昨夜 は 失 禮致候 

屋根裏 は 月 さす 窓の 奢りに て  〔雨〕 

古里 遠し 母 病む とい ふ 文 

新しき シャツの ボタンの ふと 取れて  〔雨〕 

手函の 底に 祜れし 白 薔薇 


南天に 袖垣；！！！ る \ 月 冴えて 

あちらこちらの ピ ァ ノ彈く 家 
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うねり 行く 河の 面 は 霧 こめて  〔雨〕 

山な き 國の柳 村 々 

小雨 ふる 庭の 楓の 芽の ふくれ  〔雨〕 

寒暖計 を 母に 問 はれて 

橋 かと 見えて 通る 挑饤  〔一：^〕 

果も なや^の 稻 田の 五月闇 

死んだ 生きた も 知れぬ 簑虫  - 〔雨〕 

病身な 次男 は 本に 凝り はじめ 

虫干しながら 奥の 蔭口 

風 落ちて か 、やく 壁の 百日紅 

右 御覽に 入れ 候 

三月 廿四 日夜  、B^ 

豐隆 大兄 玉 案下 
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八 二 四 

三月 二十 九 曰 曰 午後 一一 一時 1 四時 本鄕 駒 込 曙 町 ニニよ リ札幌 市 南 三條西 十三 丁目 池 E 芳郞 氏へ 

先日 は 御手 戟難 有く 拜見 致しました、 ，  . 

伊藤 直 君の 事 はすつ かり 話の きまる 迄 小生 はちつ とも 話 を 聞かす 拔山 君から 話 を 聞いて 始めて 

承知した やうな 譯で 甚だ 相す みません でした、 併し も 角 も 御 落着て 大慶と 存じます 此上は 充分 

に 自重して 御 研究になる 事が 肝要と 存じます、 どうか 責 兄よりも よろしく 御 鳳 聲を願 ひます 

春の 休み はどう も 東京 は ざ わくして 非常にい やな 時であります。 數 物年會 なんか も 余り 愉快 

な もので はない が 此れ はま あ 商 買 柄 止む を 得ない として、 いろんな 會 やら 田舍の 親類の 出京 やら 

で 妙に 落着かな い で 閉口し ます 何 處が溫 泉に でも 逃げ出す と い "ん だが、 旅行 を 好かない から 始 

末が 惡 るいので す 油 槍 は 如何です、 御 暇に は 是非 を やり を 御す、、 め 致します たしかに 頭の ビ タミ 

ン になる やうです 

數物年 會には 御 出京に 哉、 其 節 拜眉を 得る 事と 豫期 致して 居ります 

右 御 返事 迄 草. - 

三月 廿八 日夜  寺田拜 

池 田 學兄玉 案下 

八 二 五 
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三月 二十 九 B  B 午後 六 時— t 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニニより 巴 里 日本 帝國 大使 誼氣付 安倍 能 成 氏へ 〔槍 は 

がき〕 

毎度 諸 所からの 面白い 御 便り を 難 有う 御 坐い ます、 フィレンツェ の 御 はがき 唯今 拜見 しまし 

た」 東京 も 急に 春めいて 來て 小生の 寒がり 屋も 昨日から 襟 卷を瘦 しました、 隣の 柳が もう 一 一三 日 

で靑 くな りさう で 一週間の 中には 早い 櫻 も きさう です。」 小宮君 はいよ/ \ 四月 六日に 仙臺へ 

引 こします、 多分 時 立 は 上京す る だら うと 思 ひます 數日 前、 夏 目さん の 催で 赤 坂の 一 もみち」 と 

いふ 支那， 料理で 小宮 君の 送別 會を やり、 みんなで 玉 盤 姜 の 半折へ 寄せ書き をしたり しました。」 

春の 休み はいつ も ざ わ/ \ して いやな 時であります」 どうか 御 自愛 を 祈り ま づ 

三月 廿 八日  寺  田 

八 二 六 

三月 三十 B 月 午後 六 時 ー 七 時 本鄕區 東京 帝國大 學理學 部より 赤 坂 區靑山 南 町 六 ノー 〇 八 小 宮豐隆 氏へ 

〔速達便〕 

先夜 は失禮 しました、 土曜日 姉 崎さん に會 はす、 日曜に 電話 を かけたら 何處か 旅行で 晚に歸 る 

との 事で やっと 今日 面會、 都合 を 聞きました から 御知らせ します  • 

毎日 午前 図書 舘、 舘長窒 に 居る 

今度の 火曜と 水曜 は 午後 は 他出、 しかし 明 火曜 午後 二 時半 過ぎなら 居る かも 知れぬ、 電話 (小 

石 川 一 一四 七三 図書 舘) で 確かめて おいて 來て 下さる と 好都合 
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金曜の 晚寢 付き 惡 るく、 仕方なし に 連句 を こしら へ たら 益 立 目が 冴えて トウく 四時 半 頃迄寢 

なかった。 其 連句 は あとで 御 披露 致します、 右 要件の み 草. - 

三月 卅日  學校 にて  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案 下 

八 二 七 

四月 十三 曰 月 午前 十一— 時 十二時 本鄕區 駒ヮ〕 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豊隆 氏へ 〔はがき〕 

御 安着、 御寬 ぎと 同時に 又 色.^ 裨 多用の 事と 存じます、 風邪 はどうで すか 御用 心 を 祈ります」 

小生 九日 十日、 十一 日と 三日つ にきの 色え の 會議で 身 神疲勞 今日の 日曜 は 田 舍へも 行かす； i£ 息 S 


今朝 十 時 頃 図書館へ 行った が 未た 来て 居なかった から、 もっと 遲ぃ 方が 安心 かと 思 ひます 

図書 舘長窒 は 因の 通りの 處 であります 

mi  ？ t  此の 赤 煉瓦の ® 印の 小さな 入口 を 入 り突當 つて 左へ 曲 

ると すぐ 右側に f 舘 長窒」 と 記した 所が あるり 

(其 處の貼 紙の 文句に 御注意) 


して 居ます。 どうも 興味の ない 事務の 評定に は 一番 閉口です、 存外こう いふ 事の 好きな 學 者の 多 

いに は 感心し ます」 岩波から 電車の ォ モ チヤが 來て 居る がま だ 手 をつ けません。 あれ は 電力 は電 

燈 線から 取る 事に なって 居る のです か、 それとも 乾電池 を 使 ふ 事に なって 居る のか、 • それが 分つ 

て 居れば 見當 がっき 易い と 思 ひます。 又 スゥ. イッチに 附屬の 電球が 來て 居ません が、 あれ は必耍 

かも 知れません、 御手 許に あったら 御 2S け 願 ひます。 何 か 使用 說明 *1 はありません か。」 トル ソ 

を 御 忘れな く 願 ひます 

八 二八 

四月 二十 八日 火 午後 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 仙薹市 北； .番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

久しく 御無沙汰、 御 變りも 御 坐い ません か、 「忘れし にあら ね ど」 ザヮ くと 事 多く、 鄕 里の 

親類 二人 來泊 中、 各. - 子供 を 東京の 舉 校に 入れに 參り、 其 泊り客の 來客も あり、 閉口、 大に 人間 

味 を 感じて 居ります。 

連句 大奮發 にて 指ね 上げ 候、 御 叱正 を 乞 ふ 


靴下 をぬ いで g< ぎ ゐる緣 の はな  〔雨〕 

たまの 非番 を來 鳴く 駕 


長閑 さや 雲雀 啼き 居る 空 遠 く  〔雨〕 
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赤い 瓦の 家 を 建てけ る 


忘れし にあら ねど戀 はもの 憂くて ，く： 〔雨〕 

春 雨の 夜 を 忍 び 音の セ a 


ぬぎ 棄て 、花見 衣の じどけ なさ  〔雨〕 

人の 噂 も 消える 日の あり 


何に とられて 蟬の 死ぬ 聲  〔雨〕 

さめやらぬ. 夢 手搜り に 水枕 


又 取り出す 讀 みかけの 本  〔雨〕 

住み なれても のな つかしの 壁の しみ 


ガラ ス拭 ふて 驛の名 を讀む  〔雨〕 

新聞に 密柑の 皮 もお しま ろげ 

御意 見 次第 再考、 取り 換 へて 差 出し まし やう。 

先日 震災 豫防 調査 會 から 一 旋風 一 調 茶の 特別 御手せ 田 を 頂戴した ので 奮發 して セ 。を 求めました。 S 


中ぶ 六 かし さうな ものであります が、 しかし 唯ブ— く 鳴らす だけで も 可也 氣 持の い 、樂 器で あ 

ります。 神経衰弱に 利く との 事です から、 今後 益ぶ 元氣 がよくなる だら うと 思 ひます。 

一 昨夜、 雨の ふる 中 を 泊り客と 妻と 四 人で 築地の 竹 葉へ 參り久 ぶに て江戶 趣味に 接しました。 

御 報吿申 上げます。 

今日は 招魂 祭 大祭の 爲學 校が 休みに なり、 曇った さに 飛行機が 宙返り をしたり しました。 庭の 

木蓮、 椅、 八重 噪盛 開、 つ、 じの き 初め、 楓ゃ 薔薇の 新芽 も 甚だ 爽快であります。 

今月 も 末にな りました が、 來月は 早 i 御 出 遊 如何に 哉 

右 迄 草よ 

四月せ 八日  寅  彥 

豐隆 大兄 

一 一伸 野良猫に 旣に 一 匹 子猫 を 攫 はれ、 其 後 叉 一 匹 は 正に 攫 はれん とする 處を 取り かへ したが 

頭部に 重傷した 爲ニ 三日 昏睡の 後 遂に 死亡、 昨日 又 あとの 一匹が 頸部 を かまれた が 今度 は 生命に 

は 別条ない やうです。 實に 恐ろしい ものであります。 こんな 野 猫が 嬰兒 など を 喰 ふだら うと 思 ふ 

から、 今度 捕へ たら 死刑に しなければ ならん と考へ て 居ます。 

八 二 九 

五月 二  S  土  (時間 不明) 本鄕^ 駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 T 六べ 小 宮豐隆 氏へ 〔1? はがき 銀麼松 

屋吳服 店〕 
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御 はがき 難 有う、 今日 ギン ブラの 節、 五月 一日 來 開店の 松屋へ はいり、 屋上に あがって 市中 を 

展望したら 一 寸 愉快でした、 三越と ちがう の は 品 川灣が 近く 見 おろせる ので 一 寸 面白い やうです、 

一 度 登つ て 見る 事 を 御す、 め 致します。 それ はさう と 此の 建物 も 大火に 對 する 防禦が 少しもして 

ない、 吾 i の 眼から 見る とかう も 人間 は 吞氣な もの かと 唯え 呆れる 計りであります。」 八日 御上 

京 を あてに して 待って 居ます、 

五月 二日 夜  寅 逢 

八 三 0 

五月 二十 二  B 金 本 鄕區駒 込^ 町 一三より 中械陟 氏へ -. 封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 ついく 思 はぬ 御無沙汰 を 致しました 御 海容 を 願 ひます、 御病氣 

も 次第に 御 快 愈 大慶で 御 坐い ますが 未た 營 養の 方が 余り 充分で ないやう に 承りました ので 理硏ヴ 

ィ タミ ン A を 御す、 め 致し 度と 存じ ましたが 御 試用の 御 思 召との 事で 本望の 次第で 御 坐い ます。 

理 硏ヴィ タミ ン A は營養 上の 効驗は 可成 顯著 であると 思 はれます、」 市場で は 一 罎三 円で 責 却し 

て 居ます が、 理研 所員 等の 爲に、 粒の 形の 不揃 なの や 不規則な の を 撰り 出した もの を 二 m: 五 拾斐 

で拂 下げて 居ります ので、 それ を 御 取次 致したい と 存じます、 唯 体裁が 惡 いだけ で實 質的 効果に 

は 何等の 相違はありません から 安神して 御 服用な される やう 願 ひます。 

今朝 理 研で 聞いて 見ましたら、 今 此の 安い 方の 分 は 品切れ ださう で數 日中に は出來 るとの 事で 

したから、 出来たら 知らせて 貰 ふやう に 賴んで 置きました、 しばらく 御 待ち 願 ひます。 
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營養 がよくな つて； 兀氣さ へ よくな つて 充實 した 心 持に なって 来れば 病 氣 はすん/ \ 退散す る 事 

と 存じます、」 余り 仕事の なさ 過ぎる の も 却って 如何と 思 ひます が、 氣 任せに 出来る やうな 仕事 

な り 又 稽古事な り 御 始め になって は 如何に 哉 

なほく 御 養生 專ー に 存じます、 風邪 引と 腹下し を やらぬ やう 御用 心肝 要と 存じます 

右 御 返事の み 草- -  , 

_  五月 廿 二日  寅  彥 

涉  # 

二伸 富江康 にもよ ろしく 

八 三 一 

五月 二十 六日 火 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込^ 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁」 ハ八小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 一 度の 御上 京で 東京に すっかり 愛想 を 御つ かせの 由に て 甚だ 心細い 氣も しま 

すが、 なに 又 今に 東京の よくなる 時 も ある だら うと 思って 力 を 落さす 時節 到來を 待つ 事に 致し ま 

す。 小生 も 無論 行く 事を樂 しみに して 居る のでず が 唯 一 つ 困る 事 は、 ベ ー ト ー ゥ H ンの ソナタな 

どの 譜を あてが はれて 一 つやって 見ろ と 云 はれ、 すっかり 化の 皮を剝 がれる とい ふ 立場に 陷る恐 

のせる 事であります。 尤も どうせい k 加減に ゴ マ 力 シテ ガチャく と彈 いても 大概 分る 氣遣 はな 

いの だけれ ども、 人の 惡ぃ 小宮 君の 事 だから 隣室に 仙臺の 音樂の 先生な ど を 忍ばせて 置かない と 

も 限らない し、 何とか 難場 を切拔 ける ロ實 でも 用意して 出かける 事に 致し まし やう。 
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トル ソ 頂戴、 いづれ も 結構であります が、 唯、 「傘 を緣 になら ベて 干す 隣」 の 前々 句が 矢 張 「緣 

の はな」 で 同じ 文字が つ、 V  くやう です が、 如何で しゃう か。 それから 此れ は 僕も氣 がっかな かつ 

たの だが シャコンヌの 卷の長 句が 四つ 績 けて 「て 止め」 になって 居ます、 此れ も 如何 致し まし や 

うか 御 相談 申 上げます  ， 

凡例 唯今 落掌、 此れ も 結構と 存じます、 筆者の 名 を 終に 記した 方が よく はない かと も 思 ひます 

が、 凡例で は 書かぬ が 普通に 哉 御 一考 願 ひます、 鬼に 角 早速 岩波へ 廻す 事と 致します。 休 裁は大 

休 「芭蕉」 のと 同様の 方が 怪我がなくて よい かと も 思 ふが 如何に 哉。 「心」 の 表紙 裏 は、 うまく 

行けば い \ が やり 損 ふとい やな ものに なり さう で少ぇ 心配に なって 來 ました。 此れ も 御 再考 を 願 

乙ます 

今日 航空 談話 會で 未来派 物理 學创 立の 大怪焰 を 上げて ェ學 部の 連中 を烟 にまい て 聊か 溜 飮を下 

げて來 ました、 今夜 はよ く 眠られる だら うと 思 ひます。 惜 むらく は聽衆 中に 美人の 寧 生の ない 事 

です。 近頃 は 「則 天」 のつ もりで 所信の 披露に は 一 切 左右 を 顧みない 事に して 居ります。 時 i 空 

恐ろしくなる 事 も あるが、 勇氣を 鼓舞して やって 居ます、 御 助勢 を 仰ぎます 

右 用事の み 草ぶ 

五月 廿 五日  .M  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 - 

八 三 二 
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五月 二十 八 B 木 午前 十 時 ー 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 札 幌市北 十 一條 西 三 丁目 池 田芳郞 氏へ 

御手 紙と 训刷難 有う 御 坐 いました、 

賣學 の狀况 御；^ らし 被 下 難 有く 御 坐い ました、 理擧 部の 御計畫 至極 結構と 存じます、 どうか 十 

分 特色の ある インス チチュ —ト の出來 上る 事 を 祈ります、 地球 物理 を 御 設置の 御 思 召此上 もな き 

事と 存じます、 然るべき 「人」 を 得て 犬に 氣焰を 上げる 事 を 希望 致します、 土地に 特色が あるの 

だから 仕事 も 特異な 種 は 多. - ある 事と 存じます、 人選 等の 事 も 御 都合 次第 出来るだけの 事 は 致し 

度く と 存じて 居ります、 近頃 は 小生 例の 氣象 演習 は 受け持た す 藤 原 君が やって 居る から 余りよ く  . 

様子 は 分りません が、 中期の 實驗で 大凡の 見當 はついて 居ます から、 藤 原 君 其 他と 相談 すれば 何 

とかなる 事と 存じます。 文部省の 方の 見當 がつ けばなる ベ く 早く 人選に か、 る 方が 適當と 存じ ま 

す、 地球 物理の 外の 方面 は 御考の 通り 木 下 君 を 通じて 御 申込になる も 好都合 かと 存じます、 

當大學 も 佐 野さん が なくなられて 淋しく もあります が、 酒 井、 淸水兩 君の 如き 若い 元 氣な人 を 

加へ て 何となく 活 氣を呈 して 居ります、 

當地氣 候 不定 今 口な ど は 寒くて 冬服が 欲し い 位であります 老人 は閉 n 

右 乍 遲滯御 返事 迄 草 i 

五月 廿 八日  寺 田寅彥 

池 田 學兄玉 机 下 

八 置 
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六月 九日 火 午後 二 時 I 一一 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 入へ 小 宮豐隆 氏へ 

毎度 御手 紙 を 頂きな がらつ いく 忙しい ので 御無沙汰 致しました。 惡 しからす、」 

凡 冽 御 修正 結構と 存じ 岩波へ 廻し ました」 表紙 はク C 1 ズ の 見本 を 見て 考 へた 結果 次の やうな 

もの を 試み 度い と 存じます。」 毅柑子 集の やうな 色で キヌの 細かい、 柔 かい 光澤の ある、 丁度 羊 

荑の やうな 感じの クロ ー ズを臺 にして、 背に 從來の やうな 紙 を 貼る かわりに、 同じ 種類の クロ. 1 

ズで、 少し S ぃクリ ー ム 色を帶 びた の を 貼り、 此れに セピアが、 つた 黑で 文字 を 出す とい ふ 趣向 

であります。 其ク .1 ズを御 目に かけなければ 話しに ならない の だが、 一寸 御 相談 申 上げます。 

簸柑子 集 もなん だか、 あまり 干き 上った やうな カサく したやうな 處が あるが、 今度の は 先生の 

すきだった 綠の 羊羹の やうな 少し 潤 ひの ある、 柔 かい 手 觸 りが 氣に 入りました から 考へ つ いたの 

でした、」 其內 御上 京になる のなら 實物 につ いて 御 相談した いと 思 ひます から 御 一 報 を 願 ひます 

トル ソ少. -カ拔 けの 氣 味なれ ど、 其 內に差 出します、 

改造 社主 催の ァラ 、ギ派 歌集 出版 記念の 會と いふに 出席、 齊 藤さん に は 此間會 つたが 島 木 氏に 

は 始めて 會 ひました、 芥川 龍の 介 先生の テ ー ブ ル スピ ー チは 頗る 人 を 茶に した もので ありました- 

高 島米峯 氏の も ふるって 居た、 詳し い 事は拜 眉の 節に 申 上げ まし やう、 

セ D いよ/ \ 熱心、 毎朝 三十 分 乃至 一 時半、 一 日 も 休ます 練習、 先生 は 一週に 一回、 宅へ 来て 

貰 ふ 事に して 居ます、 寐る 前に やる と 非常によ く 眠られます、 もう 少し 手軽な もの だと 仙 臺へ携 

へて 行って 梁 塵 を 舞 はして 御 目に かける の だが、 大き 過ぎて 仕 末が 惡 るい、 其內に コル 子 ットか 

トロン ボ ー ン でも 又 始めます から、 その 時には 持參 して 四隣 を 驚かせる つもりであります、 三味 
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線 も 一 つ 此れ は 板 橋の 家へ おいて 筑波极 を 見渡しながら やって 見やう かと 考へ て 居ます、 中. -忙 

がし い。 此間 松屋に 六 百 五十 円で い 上 二 味 線が あつたの を何處 かの 御 神さん がしき りに ほしがつ 

て 見て 居た ので 思 ひ 付いた のでした、 矢張り 一種の Don  Jimii であり まし やう、 

右 表紙の 要件 かたく 無駄 事い ろく ゆ 上げます 草ぶ  . 

六月 八日  寅  彥 -- 

豐隆 大兄 玉 机 所 

ふ ら /\- と コスモス 搖る、 夕間暮  〔雨〕 

眠り 藥を叉 買 ひに やる 

八 三 四 

六月 十 B 水 午後 一時 ー 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ 一はが き〕 

謹啓、 岩波から 「研究」 の 廣吿文 を か、 ないかと 云って 來 ましたが、 此れ も責 兄に 願 はれます 

まい か、 「思想」 への 廣吿、 五 百 字 以內、 新聞への 二百 五十 字 以內、 思想の 方 は 今月 十五 日 迄に 

原槁が ほしいとの 事であります、 如何で しゃう、 御 相談 申 上げます」 今度 はいつ 頃 御上 京 か 御 分 

りに なりません か、 例の 表紙 を 一 べん 御 相談して きめた いんだが」 

電車のお もちや やっと 昨日 擧 校へ 持 參、 ポッく 助手に やらせて 見ます から、 今 しばらくの 御 

猶豫を 願 ひます」 安倍 君の アド レ ス御 承知なら ば 御 一 報 願 ひます、 此間ハ ィ デルべ ルヒ から 端 圭曰 
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が來 たが 宿所の 所が 消印で 眞黑 になって 讀 めない ので 困つ て 居ます 

六月 十日 

八 一二 五 

六月 十四 5 日 午前 七 時-: 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リハイ デルベん ヒ- ウォルフス ブルンネン 通  一二 

シュ ワルツ 方 安倍 能 成 氏 へ 「繪は が き 表 よ リ裏 へ つ .>  け て 〕 

五月 十九 日の 御た より 拜見、 先日の 御 はがきの アド レ スが 消印で 眞黑 になって 居た ので 小宮君 

に 聞 合せた 處 でした」 ヘイ デルの 綠蔭は 少し 羨し いやうな 氣 がします。 行きたい と 思って とうと 

う 行かないで しまった 處 ですから」 今年 は 六月に なっても 寒い 日が 多くて 變 です、 今日は 少し 暑 

くて 六月ら しい、 此れから いよく 梅雨になる でし やう、 獨逸は 梅雨がなくて、 好適の 季節の 長 

いだけ は實 にい、」 小 宫君ャ ツバ リオ ッ クウ だと 見えて 余り 上京せ す、 小生 氣焰の 相手がなくて 

張 合が ありません」 枇杷が 市場に 出 はじめました、 此れ はたし か獨 逸で も 見なかった かと 思 ひま 

す、 枇杷の 木に 梅雨の ふって 居る 景色 は 一 寸 なつかしいで しゃう 

かう いふ 景色 は獨 逸人に はわり に 珍ら し いか も 知れない、」 

今日は 土曜日で 學 校から ギ ン ブラ に ま はって 不一 一家で コ ，1 ヒ をのんで 歸 つてから 風呂に 入って 

めし を 食つ てこれ から 音樂 でも やらう かと い ふ處 です、 尤も コ ン ナ事を かくと ハイム ゥヱ ー を 挑 

發 する 事になる かも 知れません が 

大正 十四 年 六月 十三 日  寺田拜 
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八 三 六 

六月 十七 B 水 午後 零時 ー 一時 本 鄉_ 腱 駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 {a: 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

装幀の 見本が 出 來て來 ましたから 御 覽の上 御意 見 を 願 ひます、 それから 扉の 文字の 工合 や、 色 

も 御 考へ願 ひます、 此れ も セピアに して は 如何」 廣吿ば 御 申 越の 次第 を さう 云って やりました、 

多分 凡例 を 使 ふでし や う 奥付け に 代表者 寺 田 寅彥と ある、 して 見 ると 印稅は 自然 小生 の 懐に はい 

る、 そして 其の 决算 を報吿 しないで すまして 居る 事に すれば、 いくらでも 胡 魔 化せる 事になる、 

此れ はうまい 事 だと 考 へて 居ます、 右 要件の み 草. - 

六月 十七 日 

八 三 七 

六月 二十 三 B 火 午後 三時— 四時 本鄕" 511 駒 込 曙 町 ニー 一より 仙 臺市北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見叉 小包 も 落掌、 今日 學 校の 歸 りに 岩波に 寄て 店員に 御 申 越の 通り 賴んで 置き ま 

した、 背の 張 紙の 長さ は 下端と 下の 横線との 間隔 だけ 詰めさせて 見ます。 研の 字 は 直す 事に 致し 

ます。 扉 はもう 一度 御 校正 を 願 ふ 事に 頼みました。 姓名 は 年の 順 だと 松 根 f  二字 蝕〕 小宮 となる 譯 

でし やうが 活字の 並びの シムメ トリ ー から は あれが い、 かも 〔三 字 蝕」 せん、 併し 此れ も 御 一 考を 

願 ひます。 代表者 は 別に 小生に は 迷惑 〔二字 蝕〕 愉快 もありません から 其 儘に して 置きました。 あ 

の 表紙 は實は 〔二三 字 蝕〕 聊か 胃 險の氣 味がないでも ありま せんが、 少し 見馴れ 手 馴れた-二三 字 蝕 一 
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つ て從來 のよりい 、處も あるかと 思 ひます から 思 ひ 切って あれに 致し ま 〔二字 蝕〕 

電車のお もちや、 助手の 暇な時に 直させ ましたが、 モ ー タ ー の 方に も 故障が あり 叉 電燈も 丁度 

のが 日本 にないので、 助手が 工夫して、 適當な 抵抗器 を 作ったり して 鬼に 角運轉 する やうに なり 

ました。 機關 車の 前面の 豆 電燈の 丁度の がない ので、 豆 電燈ニ 個に して 調節し ました、 少し 体裁 

が惡 いが 御 勘弁 願 ひます。 中ぶ 重い 車です がゾ 口/ \ と運轉 する 處は 大人で も 一 寸 面白いです。 

苟 造りして 途ら うかと 思 ふが、 折角 直した の を 叉 コヮス のも殘 念です から、 今度 御 出のお かへ り 

の 時 停車場 へ 御屆 けし、 風呂敷 包で 御自身 ソ ッ ト御 持參を 願った 方が よいと 思 ひます。 

此の 電車 を 直した 助手 は當年 十八 才の 子供です が 神 田の 電機 學校を 優等で 出た もので 可愛い \ 

ボッ チヤ ン です、 頭が よくて 手が 器用な ので 大事に して 居ります 

前週 金曜の 晚竹 葉で 夕飯 をく つて 築地 同志 會舘 (小釗 場と つ どきの) に セル ギ ー、 ス トウ ー ピ 

ンのセ 口 を 聞きに 行きました。 中 〔二字 蝕， 1 白かった が 夏 目さん の 奥さん、 純一 伸 六、 それから 

末の 御嬢さんが ニニ 字戧」 居ました。 歸 りに 純 一 君 水道 橋 迄 電車で 一 處に來 て 色. - 〔二三 字餓〕 しまし 

た。 今度 君が 来られた 時津田 あやめと 夏 目 兄弟の トリ 〔二字 蝕. 一 聞かせ やうと いふ 事に なりました- 

僕 も 何 か 一 曲 やさし いの を 純 〔二字 飩〕 に 合せて 貰 はう かと 考へ て 居ます。 早く 御 出張 を 願 ひます _ 

右 用事の み。 トル ゾは 今し ばらく 醱酵 させます 惡 しからす 草ぶ 

六月 廿 一日  寅彥 

瞻 ti 隆 大兄 

おだてる ので はな いが 近頃の 筆蹟 は 益- - 自由にな つて 實に 惚れ- (- する やうであります。 顏 
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眞 卿の やうな 處も ある、 ある 「大きさ」 が 出て 來た。 御 自重 を 乞 i 

八 三 八 

六月 二十 九 B 月 午後 五 時 ー 六 時 本鄕區 東京 帝^ 大 學理學 部よ リ長 野縣 上^ 訪町 一一 一澤 滕衛 氏へ 〔は 力き」 

先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 本日 は 叉 「天 界」 と w&letin 御 惠與難 有う 御 坐い ました 

厚く 御禮申 上げます。  . 、 

其 後 御 書きに なりました もので Abstracts にの せる ものが ありましたら、 どう 力 御 寄槁を 御原 

ひ 致し 度と 存じます 

右 御禮迄 草ぶ 申 上げます 不盡 

十四 年 六月 廿 八日 

八  一二 九 

413- 十二  B  B 午後 零時 I 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一より 富 山縣福 S 町 五島 寬 平氏へ 【綺 はがき」 

其 後 は 御無沙汰 致しました、 御 變りは 御 坐い ません か、 先 n は 「畏生 殿」 御 惠與被 下 難 有う 御 

坐い ました、」 畫帖 未だに 果たさす 中 譯が御 坐い ません、 今年の 夏 は 何とか 致 度と 存じて 居ます 

がな ほ 時ぶ 御鞭撻 を 御 願 致します、 

七月 十一 一日 
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八 四 0 

七月 十二  B 日 (時間 不明：) 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 {„.: 厘 S: 隆 氏へ 〔給 はがき」 

深 川からの 歸途、 第一 相互の 一隅の テレ プルで 鮎 を 食って 居ります、.」 先日 は 失禮、 筆記 はや 

はり 一 邊は見 度い から 君が 御覽 になって から 御 迥しを 願 ひます。」 「研究」 の 表紙 は あの 翌日 岩 

波へ 行つ て决定 的の 指図 をして おきました から 間もなく 出來 上る 事と 存じます。 少ょ 恐ろし い 心 

地が して 居ます。」 昨夜 はセ 口の 先生が 來て duetto を やりました、 先生と 一 處に ひくと 大さ うう 

まく ひける の はどうい ふ譯 だか。 此れ は 研究す ると 面白い 現象ら しく 思 はれます」 今日 終日 雨、 

欝陶 しい 

七月 十日 

八 四 一 

八月 四日 火 午後 零時 i 一時 本 熟- 區駒込 曙 町 一三より 奈良縣 櫻 井高 等 女 學校野 村傳四 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 「俳句 研究」 御覽 下さった さう で大 幸で 御 坐い ます、 名句ば かり 

を 集めなかった 事 は 全く 御說の 通りで 御 坐い.^ すが、 小宮 君の 書いた 凡例に も ある 通り 研究の 目 

的 や 動機が さう でなかった ので どうも 致 方が ありません、 純粹な 俳句と しての 硏究は 又 別に あつ 

て 然るべき かと 存じます。 あれ を讀む 人が 先生の 生活の 化 鱗 を 認めて、 そして 先生の 作品な ど を 

味 ふ 上で 何等かの たしになる 事が 出来れば 仕 合せ だと 思って 居ります、 
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大兄の 歌拜 見し ました、 如何にも 大兄ら しい 味が 出て 居て、 さう 云って は 失 禮カも 知れん が 

面白い と 思 ひます、 

一 俳句に は 作者の 個性が 出に くいが 三十 一 文字と なると それが よく 出る やうに 思 ひます、 此 

れま. ゆ はれの ある 事 だら うと 思 ひます。 それで 小生な ど は 恐ろしくて 歌 は 作りに くい やうな 蒙 も 

します、 御 一 笑  J 

旋風の 報吿は 震災 豫防 調査 會報吿 第 百 号の (戊) 号 中に 出て 居ます が、 別 刷 かあります 力ら そ 

れを御 り 致し まし やう。 單 なる 調査報告で 乾燥な ものであります。 併し 科學 上の 事實 はなんで 

も 「世界的」 ですから、 その 意味で は 矢 張 世界的 かもしれ ません。」 震災 豫防 調査 會報吿 百 号の 

內 利 C 地震) f3  (地變 津波 等.) §  (火災 旋風) が 出て g  (建築 被害) び (工作物 被害) は 未刊 

です もし 擧校 図書室 にで も御備 へになる のなら 岩波 書店 で 發賣致 して 居ります。 

小宫 松极兩 君へ は 大兄の 御 不滿を 傅へ て 置き まし やう。 

右 御 返事 迄、 御 自愛 專ー に 存じます 草ぶ 

八月 二日  ^a; 彦 

傳四 大人 玉 案下 

八 四 二 

八月 Ida 水 午後 七 時 I- ベ- S- 本 鄉區駒 込 曙 町 一一 一一より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 失禮、 ャ日水 彩 畫具御 達り 致しました、 取り 敢 へす 御 始めになる 事と 推察、 其內 筆の 
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結果 を拜 見出 來る 事と 樂 しんで 居ります-」」 傳四老 より 來書、 何故 名，" は 力り を 選んで やらな 力 

つた かとい ふ 不平 を もらされ ましたが、 どうも 凡例に 述べ て ある 通りの 動機 並に 目的で 出來 上つ 

たもの だから 止む を 得ない とい ふ 旨 を 答へ てお きました。 併し 同 君 は 多分 讀んで 興味 を 感じて く 

れた 事と 思 ひます つ 同じ 手紙の 終に 歌が 澤山 かいてあって、 それが 如何にも 傅 四 君の 面目が 出て 

居て 面白かった c」 僕 も 明日から 少し 宅で ゴ n  くす る 事に しました。 其 內仙臺 へ 行く 力 も 知 

ません が あの 分で は 余り あてに なりません」 昨夜 夜中から 豪雨 雷鳴で 甚だ 愉快な 光景で ありまし 

た、 其 時に フィと 思った 事 は、 此の 中で 思 ひ 切って 喇叭の 曲で も 奏したら 愉快 だら うとい ふ 事で 

した、 甚た 他愛 もない 事であります (八月 四日) 

八 四 =1 

八月 七 B 金 午前べ 時 ー 九 時 京樯區 銀. M 千疋 星よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔槍 はがき 二葉 

各 葉の 表に 「八月 五日 夜の (一 ご 「八月 五日 夜の U 一)」 と あり 松 极豊， ^郎 氏との 寄せ 書〕 

今日 松 根 君と 第一 相互で 會合、 少しば かり 連句 を やりました、 それから 銀 坐 を あるいて 次の 聯 

を 得た、 あと を 御 願 ひいた します、 

廣吿の 巧 を盡す 街の 灯に  - 

海水帽 も 好み さま /\  寅 

夏の 夜の 不二 屋を 出で \千疋31^ 

J、  o、  A、  K 今 は 何やら  城 
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アフリカの ニグ tl の國も 歌の 國  寅 

喇 叭 〔を 購 うて 队く 博士 ぁリ  お 

印 稅も殘 り 少なの 秋の 風  子 

春 m へ は 行かず 竹 葉へ 行く  械 

江 S なれば it のき もの 吸物に  . 子 

b た 

慯を ぬかざる 塩燒の ^ 

-草槁 の 散る も凉 しゃ 扇風機  子 

去年の 登山の 尾根 越し？ 風  城 

〇 


斯うして 寺 田 君が 君に あと を 願 ひます と 書いた のに 二人で つけて つ V けて しまった 

八 四 四 

八月 七 B 金 午前 八 時-九 時 京橋區 銀座 千 疋屋ょ リ仙臺 市 北 二番 丁」 -ひへ 小 風 W 隆氏へ ー繪 はがき 松 根 

豐次郎 氏との 寄せ 書 表に 「八 HH ハ： W 夜」 と あり- 

(延寶 の 流 を 汲みて 左の 如し) 

登山 話 西瓜？ 切れの 断崖に 

藥 味の 塩の はだら 淡雪 

旭 さす 隣 5 卓の 禿げ頭 
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ォ ハ ョ ー と，^. -く聲 は 麟か 

千金の 九官 ft? も 箱入りに 

慈善事業 も 少し 手 を 出す 

これ は 戯作の 戲作  - 

八 四 五 

八月 八 B  土 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リハイ デル ベ ルヒ- ハント シュ— ス ハイ メル ラント 

街 四 0 ギ ュ ル デ ン方 安倍 能 成 氏 へ 〔絵はがき〕 

六月 末 H からの 御 端書拜 見、 此 頃はス カン ヂナ ビアの 方へ 御 出かけの 事と 存じます 一 小生 暑中 

何 處へも 旅行せ す 時 i 例の 板 橋へ 草 一 刈に 行く、 小宫 君が 仙 台へ 来ぬ かとい うのです がどう も 大義 

ですから 多分 御無沙汰 する 事と 思 ひます。」 岩波 君 は 元氣で アル プ ス へ 行った やうです」 東京 も 

此頃 ラヂォ 放電 流行、 夜 銀 坐な ど あるく と あちらで もこ ちらで もガ 1- -\ やって 居ます。 あまり 

感心し ない ものであります。」 十二月に はもう 御 出 發御歸 朝の 由、 それ迄に は 色ぶ 御忙 がしい 事 

と 存じます、 御 自愛 專 一 に 存じます 

八 四 六 

八月 八 B  土 午後 三時— 11 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 {=.:; 息：； 隆 氏へ 〔はがき〕 

左記 如何に 哉 
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夕立 にあ はれな りけ る 円太郞 

人 待つ 宵の 堀端の 闇 

攀 

氷 を 碎く音 も 短 か 夜  . 

さまぐ に心盡 しの 鉢の花 

皿に 擦く る 槍の 具の 色 も 旣に秋 

赤 蟥蜓を 止まらせて 見る 

序に 銀 坐から 出した の も 

廣吿の 巧を盡 くす 街の 灯に 

海水 惰も好 みさ ま 

八月 七日 夜  寅 

水お は 如何に 哉、 相 待 居候 

八 四 七 

八月 十二 日 水 午後 三時 lit 時 府下： 卜 高 井戸せ 田 阅ょリ 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮鱟隆 氏へ 〔はがき〕 

今日 松. 示 ぼに そ、 のかされて 下 高 井 戶の吉 田園と いふへ 參り トル ゾを やり 候、 收獲 左に 御ぎ 
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吿中. 


蔡 翠ゃ亭 をく 1- りて 次の 池 

薰 風 窓 に 谷 深 き 櫻 

物腰に 子 無しと 見 ゆる 夫婦 連 

昔 女の 言 ひ 寄りに けん 

將 軍と 名に 歌 はれて いかめしき 


カナ./ \ が # 一鳴く 程に 秋闌 けて + 

ボブ ラ の 影に 牛^ 搾る 妻 

夕闩 さす ァ ぺ ナイ ン など 戯れに 

なまな 椿 具 を こ て /\ と 塗る 

松の梢 を 樓に眺 むる 

鯛の 聲は うつ \ か 晝の夢 


寅 


〔城〕 


黄 

〔械〕 


寅 


夜に なったら 階下で ラヂォ が 鳴り 出し トリオが はじまった、 チヤ ィコフ スキ ー の 秋の 歌 もやつ 

た、 周圍 がしんと して 居る ので 銀 坐 通り や 何 かで 聞く と は 又 別な 趣が ありました、 なる 程 便利な 

もの だと 思つ て 少し ラヂォ 反感が 薄らぐ やうな 氣 がしました 
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八月 十二 日夜 

八 四 八  - 

八月 十二  B 水 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

水彩繪 具の 脅威 は 少し 意外で ありました。 此れで やっと 同志 會舘の 敵 打ちが 出來 たやうな 氣が 

する。 近頃 は 子供 等で もチュ ー ブ でなくて は 使 はない の だから、 まして や 大兄に と 思って、 それ 

も 和製でば 失禮 にあた ると 考へ ルフラ ン製を 撰んだ ので ありまし たが、 それが さう いふ 結果 を 生 

じ やうと は 思 ひも 寄らす。 寧ろなん だ こんな ケチ なの をよ こした のかと 云 はれ やしない 力と 心酽 

したので ありました。 大きな 桐 箱 入の 油 緒 具と 同大で 肩へ 掛ける のにし やう かと も 思った が ま 

ぁ外へ^；ぉ生に出る事もぁるまぃと思っ て、 あれに してお いた 位で ありました C 

大兄が 繪 具に 對 する 武者 振 ひ、 ピアノに 對 する 長 怖 (？) 此れが やがて 大兄が 筆 を 取って 原槁紙 

に 向 ふ 時の 心 持と 共通な ものが あるので はない かと 憶測、 どうかもう 少し 潔癖 をス ボイズして 

物事 をい. -加减 にやつ 、ける 勇猛心 を 振起され る 事 を 懇願 致します、 忘 言 多 罪く 

惡ロを 云った あとで 御世辞 をい ふ譯 ではない が、 朝 六 時 起床 は 敬服、 小生 今朝な ど は 八 時半 起 

床、 少 M 子供 等に 面目なく、 子供 等に 大きな 聲で オハ ョ ー を 云 はれる のが 耳に ピンく 響いて 困 

つたが、 そこ は オヤ ヂの 咸嚴を 保って 世に も當然 な寢坊 である 如く 振舞 つたので あります。 

毎日 學 校へ 出る の を やめて 何となく 休暇 氣分 になり ました。 尤も 色ぶ の 仕事 は あるので、 さう 

手；^しに^！^氣にはなれなぃが、 それでも 矢張り 多少 呑氣 であります。 夕方 中庭の 籐椅子へ 腰かけ 
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て虽を 眺めて 見る と、 なる 程 夏休み だな とい ふ氣 がする。 

休暇 中セ 0 の 先生 は 週に 二回 來て もらう 事に し、 自分の 練習 は 朝夕 二回、 中- - 猛練習で ありま 

す、 前週の 終から 音 を ふるはせる ヴィ ブラトの 稽古 を はじめた が、 中ぷ六 かしく、 電車の 中で も 

幅 傘をセ 口の ネックに なぞらへ て 盛に. 腕 を ふるはせる 呼吸 を 練習。 稽古事の 妙趣 は耻を 忘れさ 

せる 處 にある c」 ホルン は 中 M 六 かしく、 感 所で 音 をき める 絃樂 器と ちがって、 唇の しめ 方、 呼 

氣の途 り 方で 色ぶ の 音 を 出し 別け るので 丸で 見當 がちが ふ。 始めは 高い 音が どうしても 出す、 此 

れ で は 多分 自分 の替 ゃ人齒 では ダメ だら うと 思って 居た のです が、 不思議な も. ので 段. - 試みて 居 

ると、 何處の 加减か 分らない が 段よ 高い 音が 出せる やうになる。 始めは 例へば G の 音 を 出す のに 

眞 赤な 額 をして いきんで 居た のが、 ひとりでに 樂に 出る やうに なり、 此頃 では 其もう 一つ 上の ォ 

クタ— ヴ の g 迄 どうにか 出る やうに なりました。 それが 何處 の加减 でさうな るかと い ふ 事 を分柝 

的に 認識す る 事が 出来ない。 なんでも 唇 ゃ頰の 筋肉が 僕と は 沒交涉 に 相談 をして 研究し 發明 しつ 

、やって 居る やうな 氣 がして 面白い のです。 

大兄のお す、 め も あり、 此 間中、 中央 公論が 時ぶ 誘惑に 来て 居る ので 一 っ樂 器の 事で も かいて 

見やう かとい ふ氣 がして 居ます、 併し、 仕事 も あり、 稽古 も あり、 走曰 く 時間が 存外. ない ので 少し 

酸酵 しかけて 居る に は 居る が 書け るか どうか 未定であります。 

明日 あたりから 子供 等 を 板 橋の 家へ 泊り に. やる つもりであります。 小生 も 時え 監督が てら、 ホ 

ルンの 練習が てら 出かけます。 芋 畑の 草 引き は 痛快に 暑つ く、 去年 やって 犬に 利 目が あつたので 

今年 もやつ て やらう と考へ て 居ます 
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.UI ハ J^r 草 M 

八月 十三 日朝  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 机下 

八 四 九 

八月 十九 B 水 午前— 時 -ぃ 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ (搶 はがき〕 

其 後 はしば らく 御 たよりなく 如何 哉と 存じます、 御雙 りはありません か、」 昨今 連句 熱が 少し 

高まって 居る のです が、 御 達り した トル ゾは 未だに 御反應 なく、 尤も 先日 來の 駄句に 少立 中毒の 

氣 味に 哉と 推察 致 居候、 スタ ー トは 駄句で もやって 居る 內 によくな つて、 あとで わるい 處を 欠き 

取る のが 即ち トル ソの トル ソ たる 所 因 かと 存 します、 御 奮發を 願. ひます C, 一  昨日 松极 君と 會 合一 

卷は ニノ ゥラ 迄、 ー卷は 二の 中程 迄 is ぎつ けました、 猛練習であります 

八 五 0 

八月 二十 一日 金 ，.^拔零時！ー時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六  >  へ 小 宮豊隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、」 眞似 をして 支那の 狀紙を 使用して 見ます、 胖し 西洋の インキで 万年筆で 小 

さく 書いて そして 狀袋 など は 平生の 通り、 此れ は 小生 を 現 はして 居る とい ふより は 現代 を 表現し 

て 居る のか も 知れません、」 

トル ソは氣 持に なっても ならなくても 御 奮發を 祈ります 本 當の氣 持はャ ッ パリ やり 始めてから 
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後に 出る もの だと 思 ひます が， 如何で しゃう。 どうか 水 彩の 方もピ ァ ノ の 方 も 着 立 御 始め を 祈り ま 

す、 近 松 西 鶴の 研究 上に 自ら 巧驗が あり はしない かと 想像 致します が、 如何に 哉 

松极 先生 盛 岡へ 向け 出張せ (途次 を 以て 豐隆 先生 を 驚かせる とい ふ 事でした が 多分もう 御會 ひに 

なった 事と 拜察 先日 Dif 風の 日の 流 連吟 行の 話 も 御 聞き 下さった と 思 ひます、， 一 小生 はとうく 旅 

行 断念 行く にしても 寧ろもう 少し い 、時候に しゃう と 思 ひます、 

昨日 は 印稅の 一 部 を 提供して 細君 子供 下女 連に て秩 父の 長 瀞へ參 り 犬に 草臥れて 歸 りました、 

みんな は 犬に 喜んだ やうで したが 小生 は 矢 張 宅に 居る 方が よつ ぼと い 、と 思 ひました、 旅 舘で大 

抵 ねころんで 居ました、 

考 へ て 見る と 自分 は 宅に 居る 時の 方が 氣 車に のつ たり 宿屋 へ とまった りする よりもす つと 自由 

に廣く 旅行 (自分の 意味での) をして 居る 氣 がする、 何 を 苦しんで わざ 不自由 を 想 をす るか 

とい ふ氣 がする， ； W し實は 旅行の 味 を 解せない 爲 であり まし やう、 

津田 君に は會 ひませんでした、 大正 悟 氣講も 何時 迄 継く 事です か、 矢 張 一つの ナツ ー ァ ヱルシ 

ャ ィヌン ゲン とし て 認識す るより 以外に 如何と もす る 事が 出來 ないかと 考 へ られ ます。 

此頃 少し 金を使 ひ 過ぎる と いふので 経費 節减の 必要 を 感じ 當分 高い もの は 買 はな い 事と しなけ 

れ ばなる まいと いふので 少し 悲觀、 それで 時ぶ 銀 坐な どへ 出かけて は、 何 かしら 絕對價 格の 少な 

いもの を 物色して チビ リ /\ と 使 ふ 事 を 研究して 居ます 此の 書翰 築の 如き も 其の 研究の 一 つの 道 

程であります。 此 ZE 的に はセノ ォ樂譜 など も甚た 恰好であります、 此の 狀 態が どの位 續く かと 此 

れも 一つの 實驗 であります、 又 そろ/ \ 原槁 でも 書く 事 を 始めたい が、 どうも 其の 暇が ありませ 
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ん、 好 笑く 

日本に 於け る 地震 學發 達の 文献 を 調べ て 居る、 僕の 赤ん坊の 時分 Scismological  Society  of 

Japan とい ふ もの を 組織して 居た ミルン 等の 仕事 を 見て みると、 日本の 地震 學は それから ちっと 

も 進歩して 居ない、 寧ろ 大に 退歩して 居る、 實に耻 人る と 同時に イギリスの 學 者の 學問を やる 態 

度に 惑 心し、 日本 特に 近頃の 學 者の 態度の いけない 事 を 痛切に 感 する、 どうしても 革新の 必要が 

あると 思 ひます。 どうしても 學 問は樂 しんで やらなければ 駄目であります 

八月 廿 一日  寅  爺 

豐隆 公子 臥榻下 

八 五 I 

八 nr 二十 五日 火 午前 九 時 ー 十 時 本 鄕區駒 込 „ ゆ 町 一三より 長 野 縣下高 井 郡 平 穩村發 ^？, ^泉 犬 狗の湯 湯 本 

淸比 古、 中 谷 宇吉郎、 二 氏へ 〔封筒の 表に 「俳句 論 在中」 と あり〕 

潜 越ながら 諸賢の 俳句の 忘 評 を 致します 東西く 

^蜓來 て 手に 止り けり 晝の宿 

此れ は 事實の 報告と 云った 形が ある、 「晝の 宿」 が註釋 的で、 はたらいて 居ない。 晝の 宿の 心 

持 を 別の 手段で 表現 しないと 詩に ならない 例へば 「蜻蜓 や 山 見て 居れば 攔 干に」 とか 「崎 蜓の幾 

度 來るゃ 籐の寢 椅子」 とか、 何とか 少し ハ タラ キを つけない と 余り 平凡に なって しまう。 「來 て」 

も此處 では 大して 役に立って 居ない。 「手」 が 何 處で何 をして 居る のか 概念的で、 -W に 浮いて 居 
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る爲、 實感が パット 頭へ 来ない。 サテ/ \六 かしい ものである 

米 法の 山 あ り 雲の 峰 高し 

米 法の 山 即ち 雲の 峯 なのか、 又 米 法の 山の 上に 雲の 峯が あるの か 不明、 從 つて 實感 がない、 「高 

〔き 

し」 も 此處の は 蛇足。 のみなら す 僕に は 米 法の 山と 雲の 峯が 調和せ す、 寧ろ 「北 齊の繪 にある 山 

や 雲の 峯 J とで もやる か 一， 米 法の 山 こそ 見 ゆれ 靑簾」 とか 何とか しないと、 物足りない . 

鷄が椽 を 歩く やひる 下り 

此句、 季題な し、 從 つて 季節の 觀 念が 拔 けて 居る。 季題の ない もの は 俳句の 部類に 入らす。 (季 

題の 必要な 理由 は 長くなる から る) 「ひる 下り」 の 代りに 何か椽 先に いて 居る 花で も 持つ 

て來 るか、 或は 「秋 西日」 とで もやる か 「麥の 秋」 とで もやる か、 いづれ にしても 有り ふれの 句 

になる、 何 かもう 少し 突っ込んだ 觀 察がなくて はい、 句に はならない 「鶴の 椽 踏む 音 ゃ晝寐 起」 

とすれば 少し は 働く がい 、句で はない 

山の 湯 は 知らす/ \ に 陽が 落つ る 

此れ も 季題がない ので 殘 念ながら 俳句に ならす。 のみなら す、 矢 張 報吿的 散文的で 詩に ならす。 

知らす ノ\ 陽 の 落ち る 光景 を 浮ば せる や うな もの をつ かまへ て 浮ば せる やうに 表現す るの が 俳句 

なり。 「山の 湯 は 窓の す \ きに 暮れ 易き」 とか 何とか 一 ェ風 あり 度し 

音 もな く 落つ る 夕陽 や 湯の 香 

此れ も 季題な し、 併し 感じ は 出て 居る、 「湯の 香」 が 利いて 居る のです。 「夕日」 を 「秋日」 

にか へれば 一 寸 句になる。 尤も r 發哺溫 泉に て」 とで も 前書 を 付けない と溫 泉と いふ 事が 分りに S 


くい 「溫 泉」 とかいて 「ゆ」 と讀 ませても それ は 構 はない 事に なって 居る 

うたて やな 金 借る 男 貸す 男 

■ みじかよ 

此れ も 季題な し、 されば とて m 柳 程の 穽ち もな し。 「短夜 や 金 借る 男 貸す 男」 とすれば 一種の 

俳味 を 生す べし、 ド— デス、 ワカ リマ ス カナ 

山の 湯 や 小 霧 人り 来る 朝の 窓  . 

此れ は 比較的 無難、 併し 同じ 心 持 を よんだ 夏 目先 生の 「ひゃくと 雲が 来るな り溫 泉の 二階」 

と比べて レトリックの 妙 を 味って 御覽 になる 事 を 御す、 め 致します。 「ひや/ \ と」 とい ふ 言葉 

は 何等の 理屈な しに 直接 官能に ァ ツビ ー ルす るので すが 「小 霧 入り 來る」 は 氣象學 的 叙述 を 去る 

事 り 遠から す。 此れ を 例へ は 「山の 湯 や 小 霧に 儒れ て 窓の 萩」 とで も すれば、 「朝」 と 云 はな 

くても 心 持 は 朝に なり、 霧が 其 處迄來 て 居る 事 も わかり、 そして a て 居る 景色が はっきりして 來 

て 印象が 鮮明に なり まし やう。 

感じと 表現と は區刖 する 必要が ある。 自然に 對 して ある 感じ を 得た とする、 其 感じ 其 儘 を 十七 

字に 並べる ので は^ 句 にならない、 其 感じ の 原動力と な る もの を 發 見し て それ を 適當な 修辞 に よ 

つて 表現し、 讀む 人に 同じ 感じ を 起される のが arts としての 俳句であります。 

一， 感じ」 のない 人 は 一 生やっても 俳句 は 出来ない が、 聰明なる 諸君 は旣に 俳句の 「感じ」 を豊 

富に もって 居られる 事が 此 等の 數 句に おいて 十分に 証明され て 居ます。 唯 「表現」 の 技巧 を 未だ 

修得され ないだ けであります。 W し 以上 寅 日子 宗匠の ディ ス カツ シ ョ ン によって 忽ちに して 要領 

を 感得して 一躍して 其 堂に入られる 事と 推察 少ぶ 恐ろしく も感 れられ ます、 穴 賢/ \- 忘 言 多 罪 
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八月 二十 五日  寅 老人 九拜 

湯 本 先生 

中 欠= 先生  • 

八 五 二 

八月 二十 八 B 金 午後 十 時 —十二時 本鄉 M 駒 スー曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 氏へ 

先日 は 松 島からの 御 端 書 を 難 有う 御 坐い ました、 昨日 松 根 君と 會合御 近狀を 承り 御 健祥の 御樣 

子 大慶に 存じます 西 鶴 近 松の 研究の 爲ー 一階へ 御上り ならない とい ふ 事 を 聞きまして トル ゾ の御應 

答 の な い 所以 を 推測す る 事 を 得 ました どうか 時ぶ は 二階へ も 御上り になる 事 を遙に 祈って 居り ま 

す、 

昨日 は 朝松极 君より 電話 新宿驛 プラット フ ォ —ム で會合 はじめは 井の頭へ とい ふ 話で あつたが 

小生が 未だ 一 度 も 角 害 十一 一社と いふ 處を 知らないと いふので 行つ て 見ました、 思の 外の 淺草 式な 

處で 一 寸面 i 艮っ たのです が 鬼 も 角 も 某 旗亭の 離窒を 相談して 連句 開 筵、 慮が 午後に なると 隣 一 一階 

へ 藝者を つれた 連中が 來て 丸裸で 土 佐の ョサ コ ィ節を 歌 ひ 出した ので 更に 面 喰 ひました が、 しか 

し 久し 振で 藝 者の 三味線の 音 を 聞きて 一 種の 情調 を 味 ふ 事 を 得ました 四時 半 過ぐ る 迄 休みな しに 

進行、 それから 又 新 宿驛樓 上の 精 養 軒で  一 h: 五十 戔の 定食 を 食って から 休 憇窒の やうな 慮の 安樂 

椅子で 屋上庭園から 來る 風に 吹かれながら 連句 を継續 しました やつ て 居る すぐそばて ラ ディ ォが 
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秀調ゃ 芝 鶴の 音曲 を やって 居る のでした、 餘り永 居して キ マリが 惡 くなる と アイス クリ ー ム でも 

注文して 休 面 を 維持しながら とうく 八 時半 迄 事實上 全く 無休 憩で 進行 近頃に ない 勉強で ありま 

した、 やって 見る と 段 i に 六 かしい 事が 分って 來 るの を 感じました、 最初の 二 頁 位 は 吞氣に 面白 

く 行ても 三頁邊 から ソ 。く單 調と 倦怠が 目に 立って 來る、 それ を グイく 引 立って 行く の は 中 

容易な 事で ない とい ふ 事が 朧氣 ながら 分る やうな 氣 がしました、 此 うい ふ体驗 だけが 一 日の 荒 

行の 効果で あつたかと 思 ひます。 

かう いふ 事 を考へ て 見る と 人の 付け 方が 自分の 氣に 入らぬ 時で も 其れ を 其 儘に 受納して さう し 

て 其れに 附 ける 附け 方に よって、 其氣に 入らぬ 句 を 自分の 氣に 人る やうに 活かす 事を考 へる のが 

非常に 張 合の ある 事の やうに 思 はれて 来ます、 此れ は 勿論 油 臭い 我の 強い やり方であります が、 

さう いふ 努力と 鬪爭 を繽 ける 事に よって 芭蕉の 到達した 處に 近づく 事が 出來 るので はない かとい 

ふ氣 もします、 甚だ 平凡な 事で は あるが 適切に さう いふ 事 を 感じました から 申 上げます それで 

ー卷 だけ はどう やら 最後の 頁に 四 句 を 殘す迄 進行 させました、 休假 中に 終結、 一度 推敲の 上 十月 

号へ 載せられる 事と 存じます」 當日 低氣厂 通過 後の 油照りで 恐ろしく 蒸 暑く 其れに 一 日 頭 を 使つ 

た爲 非常に 疲勞し 夜中 非常な 鼾で 妻の 安眠 を 妨害し 抗議 を 中 込まれました、 

鬼に 角 我ながら 熱度の 高い のに 少- -呆 きれて 居る やうな 次第 故、 一 寸御 報告の 必要 を 感じ まし 

た 

松 島 觀月行 は 甚だしき 誘惑 を 感じます がいよ くと いふ 决 心が 中ぶ 六 かしく、 それに 何となく 

大地震の 来さうな ァ ー ヌ ング があって 猶更氣 おくれが して 結 35 矢 張 御 流れになる 事と 存じます、 
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矢 張 大兄の 御上 京 を 待つ 方が 一 番の樂 しみであります。 尤も 地震の 豫感は 何等 科學 的の 极據 なし 

故 此れ は 御；！^ らしに ならぬ 事 を 祈ります、 

今 R も 又 蒸 暑く 汗の 出に くい 小生が じっとして 居て 全身に 發汗、 丁度 蒸 風呂に でも 入つ て 居る 

やうな 心 持で 恍惚と した 感じ は考へ 方に よって は 一 種の 快感と して 享樂し 得らる ベ き 可能性 を も 

つて 居ます、 暑い くと いって コ ボスの も 矢 張 一種の 傳統 的な 習慣な ので、 オリ ヂナ ルに考 へて 

見たら 存外な 快樂 となる かも 知れません」 此れ は 負惜しみの やうで も あるが 小生の からだに は 寒 

さより は 暑さの 方が よい やうであります」 

其內に 御上 京 を 待って 居ます 草よ 

八月 廿 八日  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

昨日 岩波 老來訪 近日 仙臺の 方へ 廻る と 云って 居ました 

八 五三 

九月 二  B 水 午前 七 時 ー 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 飽町 K 東京 新聞社 外^ 課圓 地 與四松 氏へ 〔は 

がき〕 

拜復 御手 紙と 切拔難 有う 御 坐 いました 

先 n は失禮 おかげで 半日 を 面白く 暮 しました。 其 後 も 蒸 暑い 日が つ き 閉口、 いよく 八月 も 

おしま ひに なり、 今日から そろ/ \\學 校へ 出 やうと 存じて 居ます、 しかし かう 暑くて は 結局 何も 


出来ますまい、」 御 病人 折角 御大 事に 願 ひます 

九月 一 日 

八 五 四 

九月 二  B 水 午前 七 時 I へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 仙 lli 市 北 二番 丁 六 八 小 .K 覺陵 氏へ 

今日は 愈. - 九月 一 日に なりました、 今朝 十 一 時 五十八 分に 地震 學敎窒 で 默禱式 を やる から 來な 

いかと い ふ案內 があった が 余り 行き 度くなかった ので 行かす 又 例の ラデ ィ ォ で 御 祈 禱ゃ御 說敎の 

放 達が あり 又 夜 は 反對に 大層 賑 かに カツ ボレゃ 馬鹿 響 子の 放送が ある 由肚は 正に 末にな つた かと 

いふ 氣 がする のです が考へ て 見る と 別に さう いふ 理屈 は何處 にもない 兎に角 あの ガ 1/\ いふ 音 

色が さう いふ 感じ を 起させる のか も 知れない 

^神の 連句 「銀 坐より」 御覽 定めて 大兄の ヒ ン シ ュ クを 招いた 事と 少.^ 慚愧の 休であります が 

併し 若し や 此れが 多少で も 大兄の 浮氣 を挑發 する 種に でもなる と 望外の 仕 合せであります。 「新 

三つ もの」 の 方 は あ、 して チャント 活版に なって 見る と 中ぶ い、 ぢ やありません か、 ^は あすこ 

の 處 をもう 何邊 繰返し て 見る か 分らない、 少ぶ 御 目出度 ぃ譯 ではあります が。 

處女 作の 活字に なりし 嗜 しさ に 自惚鏡 幾度 か 見し 

は 好 笑 

今 十四日ら し い 月が 出て 居ます、 { 仝 がよく 晴れて 居る が何處 かの の名殘 でも あるら し い 風が 

可也 强く 吹いて 居ます 見損った 松 島の の 光景 を 想像して 見る、 
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此顷 妙な 癖が つ いてし まつ て：. 母 日 一 度は賑 かな 街 を 歩いて 何 かしら 一 寸 した 買物で もしない と 

氣 がすまない、 實に 面目 次第 もない 次第であります がどう も 一 つの 習慣に なって しまって 此の 誘 

惑に 負けて しま ふ、 尤も 別に 大して 惡ぃ 事で もない かも 知れない が 又 余り 賞め た 事で もない らし 

い、 強て 云 ひ 譯を考 へ て 見る と 何 かしら 僕の 心の奥に 大きな 空虚が あって それが どうしても 愈し 

切れない 淋し さが ある、 それが 僕を驅 つて 騷 がしい 街頭 人 臭い デパ ー トメ ント ストア ー に ゥロッ 

力 セ ルの ではない かとい ふ氣 もす る、 併し 此れ は 自分で は 矢 張 判らない。 聰明なる 大兄の 分柝的 

批判 を 仰がない と 分らない、 

岩波 君が 山岳 を 旅行して 天地 秀麗の 氣に打 たれる の を 快と して 居る 一 -: 力 仙骨 あるべき iije の夂 is- 

が 銀 坐の IK 茶店に 日參 して は 三 拾淺の セノォ 樂譜を あさり あるく、 中よ 人間界の 現象 は複雜 にじ 

て 玄妙な もの だと 思 ひます 

いつも 下らぬ 事ば かりにて 失禮御 寛容 を 祈る 草. - 

九月 一 日夜  寅 き 

豐隆 大兄 玉 案下 

八 五 五 

九月 三 B 木 午後 十 時 I 十二時 本 鄉區駒 込唔町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁..： ハ八小 宮豐隆 氏へ 

君 は 筆で 書く 事が 享樂 なんだ が 僕に は 何だか 行を修 する やうな 心 持であります 久しく 筆 を 使 

はないで 居て 使つ て 見る と 筆の 上下 運動 若しくは 紙に 及ぼす 壓 力の 見當が 付かす 新ら し い 意味で 
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暖簾に 腕 押 をす る やうな 氣 持で フ ヮリく とした 不安の 感 があります 

仙 臺行取 止めの 爲スッ カリ 「氣 むつ かし 屋」 の 敵 を 打 たれ 閉口、 兎に角 俟も氣 むつ かしく 君 も 

氣む つかしい とい ふ 結論になる」 氣む つかし 屋と氣 むつ かし 屋 とだから 氣が合 ふだら うとい ふ 評 

をす る もの 上 一一 5 が 或は 當を 得た もの かも 知れない 仰の 如く 御 互に 自分の 事 は 棚に あげて 氣む つか 

し屋の 能率 を發 揮して 日本 文化の 爲に盡 すの が 肝要 かと 存じます 

地震の ァ ー ヌ ングは 九月 一 日 北海道 沖で 起った ので 一 先づ 帳消しに なった のか も 知れ ませ. ん、 

あれが 地球儀の 上で 一寸 ーセ ンチメ ー トル 程 も 南西へ 寄る と 少し 危なかった と 思 ひます 

連句 を考へ て 居る 時の 心 持 は實際 旅行 をしたり、 面白い 芝居 やなん か を 見て 居る と 同じ やうで 

そして 旅行 や 芝居に 伴 ふ 不愉快が 少しもない からい、、 併し さう は 云 ふ もの 、本當 に 連句 をよ く 

やり 得る 爲には あらゆる 旅行 をし あらゆる 「芝居」 を見盡 した 上でなくて は 出来ない と いふ 事が 

段ぶ に 分って 來る やうな 氣 がする、， 一 如何なる 人で も 「年を取ら」 なけれ は 出来ない もの だら う 

と 思 ひます、 さう かと 云って 年を取り 過ぎても 矢 張 出来な いもの だと 思 はれる、 

始めの 內は鬼 も 角 も 何 かしら どうにか 附け 得た とい ふ 事の 喜び を 感じる が 段ぶ にやって 居る と、 

少 しづ 、推敲の 味と 云った やうな ものが 判って 來る らしい、 尤も 推敲と いふ 奴 は 下手 やる と 結果 

は 却って 惡 くなる 場合が 多い、 推敲の 不足と 云へば 其れ 迄で あるが、 又考 へて 見る と 詩 や 音樂の 

ム ー ヴメン トはス タティ 力 ルな もので なく カイ 子 ティ ッ クな もので 一種の ィム パル スが 要素なん 

だから 推敲が つ いく スタ ティカ ル になる と 此の ィムパ ル スが拔 けて しま ふ 

理屈ば かり 云っても どうもう まく 出来なくて 困る が 鬼 も 角も^ 紙 御 覽を願 ひます いけな いのは 
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へ ますから 御 叱正 を 祈ります 

今日 雨、 急に 凉 しく、 なんだか 氣拔 のした やうな 心 持であります、 氣溫 の急變 する 時が どうも 

いつでも 氣が 浮かなくて 困ります 

海岸 ホ テ ル の 安樂 椅子で パ イブ でもく わ へ て 居る やうな 積り で 右 迄 草. M 

九月 三日  寅彥 

豐隆 先生 玉 案下 

八 五六 

九月 六 S  B 午後 六 時— 七- S- 本^ 區駒 a 曙 町 一 三よ リハイ デ ル ベ ルヒ . ハ ン トシ ュ I ス ハイ メル ラント 

街 四 〇 ギュル デン方 安倍 能 成 氏へ 〔槍 はがき〕 

〔裏に〕 

ゥ プザラ からの 御 端 書 難 有く、 僕 も 往年 あすこへ 行って、 大 にもて た 事 を 思 出しました、 先日 

は 又 上野さん 御 夫婦と 御 一 處の御 ハガキ 難 有う 御 坐い ました、 

東京 は 美術 シ ー ズンに 入り 例に より 賑か であります、 不景氣 に不拘 フランスの 畫 がよく 賨れる . 

さう で 御 坐い ます、」 淺 暑の 方が 却って 強く 閉口 

f 表に〕 

小生 夏休み 中 連句に 興味 を 持って、 松 根 君と 歌仙 を 試みました、 小宮 君と は 歌仙 はやりません 

が、 其 断片の やうな もの を やって 居ます、 中. - 面白い もの だが、 やれば やる 程 六 かしい 事が g«rM  ^ 


分って 來る、 それだけ 面白さが 深くな つて 来る やうであります」 ック/ \ ボウ シカ ばき 出し まし 

た、 芙蓉-まも 咬き 出しもう 何とい つても 秋であります、 ックく ボウ シが 西洋に 居た かどう か 田ぬ 

ひ 出せない が、 どうでした らう」 御宿の 町の 名 は隨分 ふるって 居る、 何 かいわれ でも あるかと 思 

ひます、 御 健廠を 祈る、 

八 五 七 

九月 九日 水 午後 十 時 ー レニ 時 本鄕 _R 駒； も嚷町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六へ 小 せ= 豊隆 氏へ 

今日は 九日です が 未だ 1： 出に ならなかった らしく 或は 東京の コレラ 並に 連句 熱の 猖獗を 警戒し 

て 卸 中止に なった のかと も 憶測 致します、 コ レラは 兎に角 速 句 熱の 方 は 未だに 盛に て 現に 昨日 も 

午後から ^神社で 與行 第一 ー卷と 第三 卷を 行 させました 併しい；^ く 来週から は擧 校の 授業が 始 

まるので もう そろ/ \ 下火になる 事を豫 測され ます 併し 速 句 を やつ て 居る といろ./ \ な 所感が 蓄 

積して 來 るので 大兄が 来られたら と 思って 手ぐ すね 引いて 待つ 〔て〕 居る 事 は事實 であります 

鄕 里から 姉が 出て 來 るので 今夜 これから 東京 驛迄 出迎に 參る處 であります 家內の 神経衰弱の 處 

へ 田舍 からの 泊 客な ど 余り 難 有く もない が 此れ も 矢張述 句の 修業に はなる かも 知れません 連句の 

御利益が 色 M な 處へ現 はれる もの だと 思 ひます 草. - 

九月 九 日夜  せ 0 

豐 隆 樣 
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八 五 < 

九月 二十 I  B 月 V 後 寧 g-l  一  ^ 本 駒 込 曙 町 一 三よ リ仙臺 市 北： -番丁 六 八 小官 豊隆氏 へ 

今 n は 御 かげ 樣で 4^ 層 愉快でした 

歸 りの 圓太郞 の 中と 宅へ 歸 つた 風 rC の 中 で 训紙 の 通. こじ 付け 水曜の 朝 迄 に 間に合 ふやう にと 差 

出します御採_,^0御遠^5,^なく願ひます 

九月せ n 夜  寅 逢 

豐 5^ 大 兄 


怖 あてが ふて すかす 北；： の 子  「雨〕 

ろくと 萩 散 る 程 の 風 立ち て  〔雨〕 

そこら 片付け 歸る楝 梁 


邪魔の 這 人らぬ 讀書 三昧 

停電 も 度重なれば 待つ 心 

、倒れた 馬に 水 あびせ 居る. 

〈倒れ 馬 あるす 2^ かけの 影、 


〔雨〕 

s〕 

いづれ か 御 用 又 御 斧正 


733 


< 五 九  、 

九月 二十 六日 土 午前 寸時— 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮登隆 氏へ 

愈ぶ 秋に なりました 仙臺 となると 又 一 層 秋の 程度 かちが ふたら うと 思 ひます 毎朝 露の 庭に 立つ 

て 色. -の發 見 をして 居られる 事と 想像し ます」 一 一三 日來 少し 胃の 調子が 狂って 居る ので 用心の た 

め 休校して 居る 處 へ 岩波から 新 村 出 著 南蠻廣 記と い ふの を屆 けて 來た 讀んで 見る と 存外 面白い 中 

よく 調へ たもの だと 思 ひます が、 此の 位 物 を 知 つて 居れば もつ と 何事 か つかめ さうな もの だ 

とい ふ氣 がした」 それ は 鬼に 角 此の 本の 中 に 松 永貞德 の 事が 出て 居る 貞德が 南蠻寺 の 人と 往来し 

て 地球儀 ゃプ リズ ムゃレ ンズゃ 油糟な ど を 見て 居たら し い 事 を 知つ て 大に與 味 を 引かれました、 

贵 兄が 讀 まれたら 一層 色. -の掘 出物 をされ る 事と 推察し ます、 かう いふ 書物が 段.^ 出版され るの 

は實に 喜ばし い 事であります が、 それにつ けても 大兄の 芭蕉 研究が 着. -發 表される 事 を渴望 致し 

ます」 中央 公論の いつも 来る 人 高 野 氏が 來て 是非 大兄に 御 寄 槁願ひ 度い が 僕から 御 願 ひして くれ 

ないかとの 事でした、 僕 も 又 少し ぼつ/ \隨 筆 や 備忘 錄 でも 出して やらう かと 思 ふが 大兄 も 一 つ 

如何です か、 近頃 公論 も 余り ふる はない やう だから 少し 想 華で ふる はして やる の は 如何で しゃう 

フ ー ガの 形式 はどう も 全く 始めに 歸 るので もない ので 寧ろ カノ ン としか 方が い 、かも 知れん が- 

それ も あんまり 耳 馴れす どうした もの かと 思つ  て 居ます 

南蠻廣 記で パピ プぺ ボの 假名 文字が 切支丹 本から 始まった らしい 事 を 知りました 此れ は 一 寸面 

白かった。 又 { "一 敎師 等が 日本に 大層え らい 綜合 大學 (足 利學 校) が ある 事 を本國 へ吹聽 したりし 
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て 居る の も 面白かった 

連句の あと を ぼつ-^ 御 願 致します 草ぶ 

九月 廿 六日  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下  - 

八 六 0 

九月 二十 八日 月 午後 零 S-— 一時 本 駒； 曙 町 一三よ リ 府下 高 m 町 雜司ケ 谷 ニニ 秋 田 雨 雀 氏へ 

拜復 折角の 御 下命で 御 坐い ますが 御 申 越の 發起 人に 加 はる 事 は 御 辞退 致 度と 存じます 何卒 不 

惡御 諒察 を 願 ひます 草ぶ 

九月 廿 八日  寺 田寅彥 

秋 田 雨雀樣 

八 六 一 

九月 三十日 本 午後 三時 1 四時 本鄕ー R 駒 込 曙 町 一三よ リハイ デルべ ルヒ. ハント シュ ー ス ハイ メルラン 

ト街 四 〇 ギュ ルデン 方 安倍 能 成 氏 へ 「給 は が き〕 

矢 代 氏が 口 ン ドンで ボチチ H リの 研究 を 出版した さう です、 內容は 知りません が 其 企図 自身が 

i 快な 事で あると 思 ひます、 西洋 土産 を 日本人に くれる だけで はつ まらない と 思 ひます が 如何に 

哉」 
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： 科： S;: 院 te;! 佛 K がすむ と 帝展が 今に 始まる でし やうが、 どうも 受寶输 ばかりで 氣 持が 惡ぃ、 ド 

I 乇极 本の 心掛 がちが つて ゐ るから 困ります」 小 宫君も 時. - 出京、 一 處に速 句 を 試みて 居ます、 

巾.. 六 かし い 

九， 月卅日  彥 

八 六 二 

九月 三十 B 水 や 後三^ —- 四時 本鄕ー R 駒 込 曙 町  一 一二 よ リハイ デルべ ルヒ • ハント シュ —ス ハイ メルラン 

卜 街 u 〇 ギ ュ ル デ ン 方 安倍 能 成 氏 へ 「搶は が き〕 

ス 力 ンヂナ ビ 了 の 最後の 御 ハガキ 並に ドレスデンからの 御ハ ガキ難 有く 拜見 しました、 いよい 

ょ御歸 朝が 近より 御 忙しく と 拜察御 自愛 を：. W ります、 

東京 も殘 暑が 長くて 酷し かった がいつ の 間に かすつ かり 秋に なって しまつ て 隣の 像の 葉 はもう 

赤くな り、 栗の 實が コボレ 落ちる やうに なりました。 獨 逸の 秋 も 中ぶ よかった 事 を 思 ひ 出します- 

伯林の 秋 はつ まらない がゲッ チン ゲン の 秋 は 忘れられない、 ハ ィ， テル は 定めて い \ だ らうと 想像 

します。 

八 六 三 

九月 三十 B 水 午後 三 js-ISI 時 本鄕 駒 &喂町 ニー 一より 仙 臺市北 ：番 丁 六 八 小宮， 隆 氏へ 〔封筒 の^に 


736 


年 四十 正大 


「駒 込 曙の 里」 と あり. 一 

拜啓 先日 來の 胃の 工合が どうも 宜しから す 擧校を 休んで 寢て おも 湯 を 食ったり して 悲觀 して 

居ます 尤も 小生の 悲觀は 週期 的 現象で 大陽黑 点の 様な 現象です から 余り 問題に はなり ません 唯 折 

角い、 時候 に 仕事 も銀ブ ラ もド ツチ も 出来な いのが 困る だけであります 

寢て 居る ので こんな 時に と 思って 矢 田 揷雲著 「江戶 から 東京へ」 の 一 から 三 迄 を 讀んで 見 まし 

た 下らない 事 も 多い が ポッく 拾 ひ 物 もあります 第 八に は 芭蕉の 事が 少し あるら し い。 時よ 夏 目 

先生の 名が 引合に 出て 來る やうです。 通俗 物 だけに 色. -な 口. S: などの 出 所が 擧げ てない のが 殘念 

であります 

矢 代 氏が ポチ、 H リ 研究 を。 ン. トンで 出版した さう で、 內容は 知らないが 愉快な 事と 思 ひます、 

君の 伊太利 記 行 も獨譯 して 伯林 か ライプチヒで 出す 譯に はいけ ません か 御 奮 發を願 ひます、 小生 

等の 方で は 可也つ まらない 論文で もみん な 下手な 外國 文で 平氣で 出して 居る のに、 どうして 文科 

の 人達が それ を しないの か 了解し 難いと いふ 氣 がする。」 

松拫 君から 數日 前電 話 いろく 忙 がしかった さう です、 母堂と 歸鄕 して 居ます、 どうも 連句 

の 呼吸が 合はなくて 閉口、 兩 方で 失望ば かりし 合って 居る の だからい つ 迄 立っても 油が 乘 つて 來 

な いのは 止む を 得ません 

秋の 茶會の 趣向と り 寅 

とい ふのへ 

あり やう は 娘の 琴 を 自慢に て 
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とつ けられ 落膽の 休であります 叉 

.  棬油を 買 はされ にけ り  寅 

後 朝の 港と 云 へ ど 荒磯に て  城 

の あとへ 戀を つけなければ ならない のが 五六 作り か へても 御 採用な く、 もっと 濃厚に くと 仰せ 

らる M ので 比 方 も 頓挫、 以上 コッ ソリ 不平 を洩 してお きます 

右 迄 草え 

九月 仳日  す 

豐 隆 樣 

千 松の やうな つもりで トル ソを 待つ て 居ます 

葉が くれに 秋 をうな づく 柘榴哉 

八 六 四 

十月 IIIB  土 午前 七 時 ー 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫豊隆 氏へ 

拜啓 潮音のお 蕉 連句 研究 を讀 みました が 「ものな り」 とい ふ 言葉 は 現在で も 私の 國 では 行 は 

れて 居る かと 思 ひます、 少 くも 亡父 は此 言葉 を 日常 使って 居ました 「今年の ものな り」 が 云よ と 

いつでも 今年と か來 年と かいふ 冠が ついた と 記 臆します、 それで 多分 或る 地主な り 土地な りの 一 

年の 全收 額と いふ 意味に 使つ て 居た と 思 ひます、 現在で も 多分 老人の 間に は 使 はれて 居る でし や 

う 
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「つみ かくる」 のかく るが 小生に は 別な 鮮釋が ある、 何 か 壁に でも よせかけて 積 上げる やうな 

心 持が する。 又考へ 方に よると、 いろんな 收 獲のう ちで 或る もの は 積み、 或る もの は 懸ける とい 

ふ 風に も こじつけられ さうな 氣も する。 掛け 稻 など 、 いふ 言葉 も あるから 

「先 づ」 とい ふ 言葉に ついて 余り 問題がなかった やうです が、 此れ も 可也 異說が 出さうな もの 

だと 思 ひます 「此れで まづ 今年の 牧獲も 終った」 の 「ま づ」 の 心 持で 滿足 安堵の 心 持 かと も 思 ふ 

が、 それ も 少し 變に思 はれる。 若し 「つみ かくる」 が 刈入れ たばかりで 假 りに 積んで おく 意味 だ 

とすると 「ま づ」 が 分り 易くなる。 併し 此 次の 句が 雪に なって 居る から 刈った ばかりで は 工合が 

惡る さう である、 結局 小生に も 何も 分りません が 併し 潮音の 研究 も 結局 落着して 居ない やうに 思 

はれました • 

あれから すっと 寢て 居ました が 中. -思 ふやう に はよ くな りません。 併し 元来が 大した 事で ない 

やうです から 钾 安神 を 願 ひます  • 

唯今 御手 紙拜 見し ました 色. -御 示敎難 有う 精. - 宗匠 を 威赫し 精. -學校 を 休む やう 心掛けます か 

ら 此方 も 御 安神 を 願 ひます 

サイエンス の 論文と 文藝 美術 評論と ではち がふ 處の あるの は 明です が倂 しそれ にしても 名論 卓 

說は 文章が 調 はす 共 矢 張 名論卓説です からさう 遠慮 叉 恐れる 事 はな い と 思 はれる、 出来な いので 

はなく しゃう と 思 はない 爲 としか 思 はれない、 比 点 だけ はどう も 俯に 落ちません、 いっか 大に論 

じ まし やう？ 

連句 頂戴 大 早に 驟雨 を 得た 心地 此方の 御 返事 は 次便に て 草ぶ 
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寅 


彥 


十月 三日 

豐隆老 兄  、く.， 

此の 數 日の 間に 急に 老眼が 進行 眼鏡が ほしくな りました、 いよく 心細くなる 青が よくな 

つて 御馳走 を 食ったら 直る かと も 思って 居ます 


八 六 五 


十月 七日 


〔表に〕 


水 午前 (以下 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 松 本 市 徒士町 一一 一八 九 森 博 通、 森貞 子、 二 氏へ 


S 


はがき〕 


昨 六日、 御 尊 母樣御 令妹 御 二方 御 揃で 御 来訪 被 下まして 難 有う 御 坐い ました、 如 も 御 目に 力 X 

る 事が 出來 まして 仕 合せで 御 坐い ました、」 當地 もま だ 天氣が 定まらす、 今日 も 叉 雨 欝陶. L  くて 

閉口であります、」 葡萄 御 送り 下さる さう で 御 坐い まして 難 有う 御 坐い ます 

御 自愛 專 一 に 存じます 

一 司よ ろしく 


〔裏に〕 


先日 は 林檎 澤山御 送り 被 下 難 有う 御 坐い ました、 大變に 風味 宜敷 子供 等 も 大喜びに て 賞味 S 

しました どうい ふ譯か 林檎が 途中で 暇取って 着きました、 其爲御 禮が遲 くな り失禮 しました 
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八 六 六 

十月 十一 B  B 午後 一時 ー  二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一一 一一よ リ松本 市 徒士町 三， へ 九 森 博 通、 森貞 子、 二 氏へ 

〔槍 はがき〕  - 

拜啓、 葡萄ゃ松簞澤山に御5^^り被下難有 一 同賞味致しました、 中 i 好 風味で 御 坐い ました、」 

東京 は 數日來 雨天つ ^きに て欝陶 しく 折角の 好 時節が めちゃに なって 居ます、 御 地 も 定めて 同様 

の 事と 察せられます」 今日は いくらか 天氣が 直り かけた やうです がま だ どうも はっきり しません 

右御禮 のみ 草よ 申 上げます 

十月 十 一 日 


八 六 七 

十月 十二 日 月 亇後 零時 I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 宮豐墜 氏へ 

其 後少. - 意氣銷 沈して 居た ので 連句が うまく 行かす、 結局 だめです が 兎に角 差 出します、 どう 

か 取れる の は 取つ て いけな いのは 再考 させて 頂く 事に 願 ひます— 一 

胃病 は 大分よ くな りました が 未だ 用心 をして 居ます， I 今日は 右 迄 草 M 

十月 十日  寅亲 

豐隆 大兄 玉 案下 
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か はたれ 時 を ふりいだ す 雨 

なれくて 草双紙 見る 藏の 窓明り 

命 を かけし 戀も ありけ り 

露草 は賤の 乙女 かつ 、ましく 

と 元 へ 返す 譯に はいけ ませんで しゃう か 

\   1 ——  ..  

からく と 篠懸 の實の 空 に 鳴り 

しめ 直し て も 合 はぬ 帳尻 

此れ を 廣告の 夜の 灯 へ 歸す の は 無理で しゃう か、 


によき と 立つ 塔も狹 霧に にじみ 居て  〔雨〕 

羊の 群の 淋し かりけ る 

葉が くれに 秋 をうな づく 拓棺哉 

河 骨の 實もロ を あく 頃  雨〕 

瀨戶 窯の ありし あたり は 虫 鳴きて 


* のうちなる 芝の 枯色  〔雨〕 


〔雨〕 


s〕 
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自動車の 出 行きし あと をみ そ さ ハ 


そこら 片付け 歸る楝 梁 

鶏に じゃれつ く 犬 を 叱りけ り  〔雨〕 

尺の 日向に 乾く 切 干 


知らぬ 女に もの を 問 ひよ る  〔雨〕 

アポ 口 ー もヴィ ー ナ スも 園の 小春 @； 

いくらでも 訂正し ますから 御 批評 願 ひます 

八 六 八 

十月 二十 九 B 木 や 前 十 時— 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ仙薹 4E 北 二番 丁 六 八 小 {nc 璺隆 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました 病 氣の方 は 大した 事はありません が 未だ 余り 上出来で はあり ませし 

所謂 「連 繽」 なので ありまし やう 用心しながら やって 居れば 大事に は 至らないだ らうが 能率 は 令 

り 上りません、 尤も 兎角 中途 半ばに 物事 を やる やうに 出来て る 人間に は 丁度 かう いふ 病 氣か商 ga 

して 居る のか も 知れません 時.. 少し 惡 くて r 學校を 休んで」 中央 公論の 想 華で も 執筆し 小 使錢を 

せしめるな ども 亦 風流 かと 思 ふ 中央 公論と いへば 瀧 田 樗陰君 病死の 事 今朝の 新聞で 見て 一 寸 淋し 

くな つた 死んで 見る とやつ ばり 妙な 氣 がする 新聞で 見る と 僕な どより 四つ も 歳が 下な ので 驚 ハ 
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た、 いっか 市 村 坐の 食堂で 見かけた のが 最後だった ので あの 時の 可笑しかった 事 を 思 出して 氣の 

毒な やうな 氣も する 

連句 どうも 六 かしい のと 少し 忙 がしかった ので 未だ 全部 出來 上らす どうかもう 少し 御 勘弁 を 願 

ひます 

廿 五日の 日曜に 一 月ぶ りで 板 橋の 家へ 行って 喇叭 を ふいて 來 ました コ ス モ スが 少し 盛 を 過ぎて 

風に 吹かれて 居た ので 昨年 を 思 出しました 

今日は 右 迄 

十月 廿八 日夜  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

八 六 九 

十一月 一日 B 午後 三時— 四時 本 郷區駒 込^ 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宵徵隆 氏へ 

卅 日の 御手 紙が 今日 卅 一 日の 午後に つきました、 郊外な ど へ 出す よりす つと 早い ので 驚き まし 

た。 扭て 御無沙汰 をした 爲に とんだ 御 配慮 を かけて 甚だ 相す みません でした、 どうい ふ譯か 日の 

立つ のが 此頃 早い やうな 氣 がする それで 自然 かう いふ 事になる のでし やう 自分で は 大して 忙しい 

とも 思 はない の だか 結局 矢 張 少し 忙 がしい のでし やう、 實際 口で は忙 がしい くと 云つ て 色んな 

事 を 断る ロ實 にして 居る の だから さう いふ 譯で 連句 もつ いく 延引 今 口 天長節 例の 銀 ブラ の 電車 

で どうにか こじつけました から 御 叱正 を 願 ひます 
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今日の 御手 紙 を 見る と 非常に 閑寂な 周 圍の眞 中で しみぐ 此 頃の 秋の 天然 を 味 はって. 居られる 

様子が 見えて 少. - 羨ましい 氣 がする、 小生 は 五つ も 六つ もの 仕事 を かけ 持つ て 唯 ガチャく と 引 

つ かき 廻し て 居る やうな 心 持で、 それで 實際 はちつ とも 何もして 居ない やうな 塩梅で 結局 此れで 

おしまいに はどうなる だら うと い ふ氣 がし て 居ます 然し 其の 割に 不安な 感じの な いのは 年取つ て 

横着に なった せいら しい、 此 間の 病氣 から 急に 老眼に なって 眼鏡な しで は讀 みか きが出来す 閉口 

して 居ました が 又 少し 恢復して 今日な ど は 眼鏡な しで 六 号 活字が よめる やうに なった、 老衰の さ 

^波が 寄せて 來 たらし い 寄せて はか へ し 結局 段 M にまい つて 來 るので ありまし やう 

自分 は 若い つもりで も 仕方がない。 此頃朝 少し 早く 理化學 研究所へ 出かける、 一般 所員の 出勤 

しない 時に 出て 居る の だから 小 使の 神さん の 掃除して 居る のにぶ つかる、 それで 其 神さん が 僕の 

助手に 「先生 は 早い ね、 老人 は 眼が 早い からね」 と 云った さう である、 少 よがつ かりで ありま 

す、」 

新聞で 見る と 東京 中 運動 競技 やら 何やらで 大變 な騷 きの やう だが 僕 等に は關 係がない から 分ら 

ない。 日本 擧 術協會 とい ふの も 開かれて 地方の 學者 達が わざ/ \ 出張して 居る やうです が 僕 等 は 

出席 もせす 呑氣 であります 

今日 小學 校の 成 續品展 覽會を 見に 行った が 子供 等の 緣ゃ手 H の 一 休に 上手な のに 驚きました、 

吾 よの子 供の 時分と は 人種で もちが つて 居る やうで ある 此 向で 行ったら 日本人 は みんな 一 かどの 

美術家に なれさう であります 草 M 

十月 卅 一日  寅彥 
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豐隆 大兄 玉 案下  ^ 

あてもなく 宿き >t まわる 小 さ-き 町  〔雨〕 

はねし キ子 マの 人 を 吐き出す  . 

, 夕立に あはれ なりけ る w 太郞  • 

魚ホを 削りた めて は 町へ 出で  〔雨〕 

柳の 虫 や 蛇の 黑燒 

月の 色 さ へ 寒き 故鄕  〔雨.〕 

鶴 小屋に 狐つ きたる 朝 ぼらけ 


得のう ちなる 芝の 枯色  〔雨〕 

供 待の 火鉢の 灰も靜 まりて 


知らぬ 女に もの を 問 ひよ る  〔雨」 

栗の 花 人に 馴れたる 栗鼠 も 居て 
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八 七 0 

十一月 十四 B  土 午前 十 時 I 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ府ド 大！^ 町桐ケ 谷べ 五 吉田方 五島 寬 平氏へ 

〔はがき 一  ， 

御 端 書 拜見致 候、 御上 京の 趣、 小生 十五 日 日曜 午後 七 時半 過ぎなら ば 在宅と 存 居候、 もし 御 閑 

暇に て 近所へ 御 序 も 有 之 候 は k 御 立 寄 願 上 候 

右 貴酬 迄 草ぶ 申述候 不盡 

十 一 月 十三 日 

八 七 一 

十一月 十九 B 木 午後 二 時— 三時 本鄕區 東京 帝國大 學理學 部よ リ福岡 市外 九州 帝 國大學 農 學部農 學敎室 

鈴 木 淸太郎 氏へ 〔はがき〕 

拜復、 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 擧術 研究 會議 天文 地球 物理 輯報、 初卷 より 差 出します から 

御 含 置 を 願 ひます」 右輯 報に 揭載 すべき 論文 原搞 どうか 今後 御 寄 與を願 度 切望 致します、 此の 輯 

報 は 分布 先が 可也 廣 いの で發 表機關 として は 好都合で 御 坐い ます。 短 いもので も 結構です からど 

うか 宜敷御 願 致します。 

右 御 返事 迄 草. A 

十 一 月 十九 日  ， 
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八 七 二 

十一月 二十四日 火 午前 十一 時 I 十二時 本 鄕_5|1 駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔齒 

は が き〕 

〔裏に〕 ， 

其 後 妙に 忙しい ので 思 はす 御無沙汰し ました、」 

今日 淺野 邸で 宋 元の 獪を 見せる とい ふので 一寸 職いて 見ました、 中. -ぃ、 ものが ありました、 

あの 時代の 鎗 のうちで 非常に 綿密な 花鳥の 繪 など、 綿密な のに 活氣 が拔 けて 居す、 そして 妙に 氣 

品の 高い のが 不思議であります、 御 目に かけた つかった 

十 一 月廿 三日  -  ,  寅彥 

〔表に〕 

連句 其 後 如何です か、 出来た 分 だけ 御 送り 願 ひます、 忙 がしい ので 一層 かう いふ もの、 渴望 

を 感じます。」 忙 がしい くと いふ 中で も 板 橋 行 だけ は奮發 してやって 居ます、 武藏 野の 色彩 

がどう も 美しい、 一草 一木 を 見ても 大きな 景色 を 見ても それ/ \ の 美し さがあります、 その美 

しさが 年 i に 段ぶ 見優りが する やうであります、 

八 七三 

十一月 二十四日 火 午後 一時 I  二 時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 一一 一一よ リ松本 市 旗 町 四 二 七 森貞子 氏へ 〔1" はがき〕 
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御無沙汰 致しました 御變 りはありません か、 當地も 一同 無事 御 安神 を 願 ひます、. 一 今年 は 東京 

は 寒さが 少し 遲 いやう で 寒がりに は 仕 合せです、 御 地 も 多分 例年より は暖 いの だら うと 推察、 初 

めての 冬に は 好運と 喜んで 居ます、 どうか 此上 健廢に 御注意 を 祈ります、」 昨日 も 板 橋 行 蔦が 

非常に 美しく 紅葉し ました、  - 

十 一 月廿 三日 

博通康 にもよ ろしく 

八 七 四 

十二月 七 曰 月 午後 五 時； 六 時 本鄉區 東京 帝國大 學理學 部より 福陶 市外 九州 帝 國大學 農 學部農 學敎室 鈴 

木 淸太郎 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 

火事の 御調べ 是非 輯 報へ 頂戴 致 度と 存じます、 本年度の 出版費 はなくな りました が、 そろく 

次年度の 原槁を 集める 事に 取り か --ら なければ ならな い の で 今から 御 願 致し て 置 度と 存じます、 

矢 張 日本 文より は 外國人 もよ める やうな 國 語で 御 かきになる 事 を 希望 致します、 

右 御 願 迄 草ぷ 

十一 一月 六日 

八 七 五 
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十二月 九 B 水 午前 十 時 ー 十一 時 本 郷區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御 端 書 難 有く 拜見、 其 後 は 御無沙汰 御 海容 を 祈ります、 報 文 三 件 を チャン ボンに 書いて は タイ 

プ ライク ー を やって 居る ので 少し 忙しい、 それに セ 口と バ ィ オリ ンは 万障 繰 合せ 休まない とい ふ 

プリン チップ を 固守して 居る もの だから 猶更 忙し い、 此れ は隨分 滑稽に 見える かも 知れん が 健康 

保全の 爲 めの 必要条件と いふ 事に 獨 りで きめて 居る やうな 次第であります。 

十日から もう 御休みと は 少-- 羨まし ぃ譯 であります 小生 等は廿 五日 迄 はかせがねば ならない 事 

になって 居り、 廿五 日夜 一一 ュ ー トン 祭が 終って 始めて ホットす る豫定 であります。 

今日は 皇孫 殿下 御 誕生の 爲 臨時 休業、 早朝 大內 山へ 拜賀 に參 人、 地震で 破損した 角 櫓が すつ か 

り 修繕され て それが 朝霧の 中に 浮 出た 處が 美しかった、 なんだか 昔が なつかし ぃ氣 がし ていつ そ 

の 事に 其處 等に 居る 人間 も 昔の 儘の 搾 や 冠 長 袴で 居て 貰いたい 氣 がした、 此れ も 一 つ は 南 蠻廣記 

だの 「江戶 から 東京」 の反應 かも 知れす 或は 又 段. - 老人 臭くな つたの かも 知れません、 

全集 補遺 を 見て 今昔の 感を 新に しました、 先生の 手紙の 妙が 矢 張 可成 永い 間の 「研究」 の 結果 

であると いふ 証據を 得ました。 大兄 宛の 手紙 を 見ても 今昔の 感に堪 へません、 

東京 日. -の 記事 は 未だ 見ません が搜 して 見やう と 思 ひます。 

逑句、 もし 見付かりに くければ 扣 へが あるから 送り まし やう 

魚 串 を 削りた めて は 町へ 出で  〔雨〕 

啞と 呼ばれて 娘 美し 

では 如何で しゃう、 もう 少し 練った 方が い、 かと 思 ひます が 御 採否 1： 容赦な く 願 ひます、 草 i 
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十二月.^ 日  寅  拜 

豐隆 大人 玉 案下 

十日から 休みで、 來年 御上 京と は ひどく 御 見限りで 御 坐い ません か、 如何 

八 七 六 

十一 一月 二十 二日 火 午前 八 時 ー 九 時 京橋區 銀座 不二 家より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 

松 根 璺次郞 氏との 寄せ 書 (松极 氏の 文面 省略)〕 

しばらく 御 便りがない が御變 りはありません か、 今日 夕景 御歳暮 を 物色の 爲 三越へ 行ったら 不 

思議に 松 根 君と 出會、 久ぷで 同伴 銀 ブラ、 不二 星の 二階で 民衆的 洋食 を 貪 ひ、 それから 例の コ ー 

ヒ ー を 誓め つ &連 俳の やうな もの を やりました。 

寅 人 _ 

南部なる 私大と 聞く からに  城 

勝手 氣儘 はお 互 の 事  子 

八 七 七 

十二月 二十 八 B 月 午前へ 時 —九 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

其 後 は 小弟よりも 御無沙汰 致しました、 御變り もなくて 重疊 毎日 籠居 御 勉強の 由、 余り 勉強し 

て 神経 を 尖らせぬ やう 御用 心 を 願 ひます、 勉強の 面白くなる 時 は 甚だ 警戒 を 要する 事 経驗が ある si- 


ので 特に 御注意 中 上げます 

, 扭 ていよく 押 詰り 擧校 もやう く 休みに なり ましたが 殘務色 i あり 廿九 日頃 迄 は 矢 張 出勤の 

事と 存じます、 ボ，' ナス を懷 にして 時 i キム ブラ、 安物 をち びり/ \ と 買って はぶら 下げて 歸る 

のが 樂 しみと いつ だ やうな ゲ マ インな 生活 を つ て 居ます、」 先日 は又コ ル子 ットを 求め 弱聲器 

を かけて 時. - 練習、 叉 子供 二人と トリオ もやり ます、 長男 バイオリン、 次男 ピアノ、 小生の セ 0 

で 簡單な もの を やります 

今日 板 橋で 以太利 記行拜 見、 面白かった、 口 ー マの 力 バレ ，1 を 「味 はって」 讀みル ー ベン スの 

繪の肉 休 も 味 はって 拜讀矢 張 「味 はった」 人で ない とかけ ない 論 だと 思って 讀 みました 、多 罪く 

以太 利の 家が 夏向きに 建て 、あるの はシ 口 ッ コと いふ 熱風の 襲來を 防く 爲 めで、 地震 國 である 

に 拘らす 泥 壁 塗が 多く 其爲に 地震が あると 死人が 多い さう です 

鮭 御 惠投難 有う 御 坐い ました、 それと 人れ ちが ひに 甘鯛の 粕潰を 少しば かり 御途 りし ましたが 

Ira きました か、 余り 日數が 立って は 多分 駄目に なった かも 知れません、 あれ は 方よ の を 試食、 其 

內で 松屋の が 比較的よ かった し 産地 も與津 らしかった ので それ を 送り ましたが、 年末 ® 湊で 古く 

なって しまった かも 知れません 

連句 どうもう まく 行かない が 差 出します、 御 斧正 を 祈ります 

橋の 處で うねる 大河  〔雨〕 

灰色の 空に 降り 來る 時の 鐘 
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供 待の 火鉢の 灰も靜 まり て 

さ めきながら 皿 洗 ふ 音  〔雨〕 

すれちがう 廊下の 闇の 仇 心  . 

何處 かのうち で 餅つ いて 居る  〔雨〕 

子供 等の 歳 を 忘れて 笑 はれし 

あるとき は 戀に斧 打つ 我 が. 思 ひ  〔雨〕 

氷柱に 閉ぢし 三尺の 窓 

飯 喰へば 書齊に 籠る 亭 主 振  〔雨〕 

姉樣 かぶり 雪搔 きに 出る 

粗製濫造の方ですからどし-^御小言を願っ て 磨き を かけ 度と 存じます 

一 月 四日 もし 大して 寒くなかったら 停車場 へ 御 出迎へ 直ちに 何處か へ クヮヱ 込まう と 存じます 

十二月 廿 七日  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下  . 

八 七 八 


753 


十一 一月 一一 十九 B 火 午後 一一 一時 1 四時 本 鄕區駒込 曙 町 一三より 神奈川 縣缣 倉 町亂橋 材木 座 二 七 五 圓地與 困 

松 氏へ 〔はがき. 3 

先日 は失禮 しました、 今日は 何よりの 御歳暮 頂戴、 御 厚情 雞 有う 御 坐い ました 右 御禮迄 草. - 

申 上げます、 乍 筆 末 御 令， 閨樣 へよ ろしく、 どうか 御 養生 專ー に 存じます、 愚妻より もま 敷 

來春 目出度く 御 目に か ^ り まし やう  . 

十二月 廿 八日 

八 七 九 

月 B 不詳 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 小石 川 區雜司 ケ谷町 一四 四 田 中 館 愛橘 氏へ 〔封筒な し 田中舘 氏よりの 

書簡 の餘 白に 認め あり"  ^ 

Airika  dewa  f  Tenkidu  ni  .^n.  §  gatin  wo  motiite  I  ga  hu- 

i  Tenkidu  d 舊 yahari  .  Int 一  "  wo  nstiite  iiu.  Doitu  no  Gakusya  demo  IP  Ippagu 

itiiru  wito  wa  nai  to  zonzimasu.  Tokubetuna  Problem  ni  kwansita  Kian  ya  Du  ni 

millibar  wo  tukatta  no  so  arisasu  ga  ippan  dewa  nai  ySde  gozannap 

Teracla 
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大正 十五 年 


八 八 0 

一月 十三 B 水 午後 六 時 ー 七 時 本鄕區 東京 帝 II 大 學理學 部より 京都市 上京 區若 王子 祌苑內 和 辻哲郞 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 暮に文 房 堂で 木版 道具のお もちや を 見付け、 出来心で い たづら を 

始めたら 面白くな つ て 矢 露に 人に 見せた くな つたので、 いつも は答禮 しかしない 年賀 を 今年 は此 

方から 主動的に、 尤も アブ レシ ヱ ー ト して くれさうな 向へ 出しました、 さう いふ 我儘 至極な 動機 

で 出した 譯 でして 甚だ 恐縮な 譯 であります どうか 御 寛容 を 祈ります 

朝 永さん の 御子 息の 事で 御 尋ねの 儀當 事務室で 聞きましたら 他の 大學 卒業後 こちらの 大學院 に 

人る 事 は 差 支ない さう で、 自分で 研究題目と 指導 教授 をき め、 其 指導 敎授の 承諾の 認印 をお した 

願書 を 出せば、 ー應敎 授會の 决議を 経た 上で 許可 するとい ふ 形式 ださう であります、 通例 其當該 

敎授 は在擧 中の 試 驗成蹟 など を 聞 合せ 見込 をつ けてから 認印 をお すので 敎授會 は 唯 形式的に 相談 

する 例 だとの 事であります、」 學生も 始め 人學 する 時と 卒業す る 頃と では 大分 考も 色ぶ 變 ります 

が、 もし 京都 卒業の 後に 東京へ 出て 御 研究に なりたい やうで したら、 出来るだけの 御 便宜 は 計り 

度い と 田 化 ひます からどう かその やうに 御 含 を 願 ひます。 小生 も 多分 まだ 三 四 年のう ちに 大學を 出 


る 事 もない かと 思って 居ります が、 此れ は 何とも 分りません 

小官 S との 述句、 やって 居る 當 人に は 確に 樂 しみな ものであります。 大兄 も 如何です 力。 づ生 

と小宮 君と は 郵便で 往復して 進行 させて 居ります 

右 御 返事の み 草. - 

一月 十三 日  寺 田寅彥 

和 辻 大兄 玉 案下 

八 八 一 

一月 十四日 木 午後 零時— 一^ 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 T 六べ 小宮 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

先夜 は失禮 しました、 御 無事 御 歸臺、 ホットして 御 出の 事と 推察、 此れから 一倍 御 研究 御 精進 

でし やう 御 自愛 を 祈ります」 六 連句の 結尾。 「あやしき までにつ V く 秋晴」 の 次 を 「親船に 海月 

群れ 寄る 望の 潮 一とし ました。」 「六つ もの」 の 結尾が 長 句で 終る 時 は 何 か 特別の 形式 を 取らせ 

て カデンツの 心 持 をつ ける 方が よい かと 思 ふが 如何で しゃう。 軽い 切れ 字 を 許す も 一 方法 かと 思 

ひます が 如何に 哉」 時に 次の 句へ 付けて 東洋 城 君に 送って 下さる 譯に はいけ ません か 

「女將 の そばで とぐ ろ まき 居る」 とい ふので あります」 

狼の 群に 入らば や 初 時雨 

一 月 十四日 
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八 八 二 

一月 十八 日 月 午後 零時-一時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六， へ 小 宮豊隆 氏へ 

昨日 御手 紙拜 見、 御機嫌が わるかった ので 連句が 進行した と あれば 今後 も 頻繁に 御機嫌の わる 

い 日の 多 からん 事 を 希望した いやうな 氣も 致します C 頂戴の 附句 いづれ も 結構と 存じます、 そ， e 

で 十 句が 一 一つ 揃った から あと 一 つ 出来る やうに 取り あえす 次の へ 第 九 句を附 けます から 御 批評 願 
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此れ は考へ て 見る と發 句で 始まって 居る の だから 口 ンドに は 一 寸 工合が 惡ぃ かも 知れない が、 

何しろ 新形式の 研究なん だ がら、 そんな 事 は 構 はす 「試み」 として 口 ンド にして 見ても よい かと 

思 ひます 如何に 哉  — 

昨夜 「ストックホルム」 の 校正 を ー邊拜 見、 どうも 非常に 面白かった、 傑作であります スト 

リントべ ルクの 墓の 處 など 可也 「情」 が 出て 居る、 一 体に 肩が こらな く 出来て 居る から 僕 等の 

「ストックホルム 人」 に は 工合が い、。 併し 「世界人」 にと つても 矢 張 ギロリ とした もの を 可成 

に 多く 提供して 居る、」 九月 一 日 一 一日の 記事 は 一 邊御話 を 聞いて は 居た が 矢 張 面白かった、 

「著く」 とい ふ 字が あるので 言海 を 見る と 「着く」 と ある。 直し かけた がし かし 大兄の 事 だか 

ら何か 典據が あつ て 使 はれる 事と 思って 叉 逆 もどしに しました、 高 野 君に 聞いたら ポイント では 

「著」 を 使 ふやう です と 云った』 二三 箇所 明白に 假名の 書き誤りの 爲に 意味 を 不明に する 處 だけ 

は 潜 越ながら 直しました から 御 寛容 を 祈ります。 一 返 ザット 見た だけ だから あと をよ く 見る 事 を 

高 野 君に 賴ん でお いた。 併し 君の を 校正して 見て 始めて 君の 文章に 苦心して 居る 点が 分って 面白 

いと 思 ふ 事が ありました。」 唯よ むだけ だと スト リンドべ ルク と讀ん でし まふんだ が 校正す ると 

ス トリ ン トべ ルクゃ イブ セ ン に氣 がつ いた。 往年 (一九 一 〇？) ストックホルム へ 行った 時に 杉 

村 大使から 該 地の 電話の 發 達して 居る 話 を 聞かされ、 水道 瓦斯 同様に 電話が なんでもなく 使 はれ 

る 事 を 聞かされ 羨し く 思った のでした。 處で 君の ストックホルムに 「電話」 が 出て 來て 問題に な 

つて 居る ので 「来たな」 と 思って、 一本 參る つもりで 讀んで 行く と、 豐隆 先生 用心深く 最後に チ 

ヤンと 豫防線 を 張って 御出でにな るので 覺 えす 噴飯、 失禮 く 
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一 つ 不思議な 事 實を發 見した。 それ は、 小宮 君が 論す る 程の 人間、 今度の スト リント ベルクで 

も此 前の 伊太利の 畫 かきの …… (又 名 を 忘れた) でも ル ー ベ ンス でも、 誰れ でも かれで も、 君が 

かくと 不思議に 何處か 僕に 似た 處て もって 居る 人間で ある。 とい ふ 事で ある。 此の 現象 を 如 可に 

說 明したら よい か。 結局 は小宮 君が 小宮 君の 中に 居る 此 等の 人々 を 摘出して 來 ると いふ 事と、 わ 

宮 君と 寺 田に 共有な ものが あると いふ 事と 此 二つの 平凡な ボス チ ュ レ ー ッ から 說明 さるべき 事で 

はない か、 鬼に 角 僕に はやつ と氣 のつ いた 事實 ですから 一寸 プ レリ ミナ リ ー レポ— ト として 擧士 

院に 提出す る 前に 御 一 報 致します 

右 御 返事 迄 草. - 

一月 十 M 日朝  理 研の 部屋で 寅 彥 

豐隆 大兄 スド ー ヴ中 

八 八 三 

一月 十九 日 火 午後 一時— 二 時 本郷 -區 駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小宮謦 ：隆 氏へ 〔はがき〕 

昨日 手紙 を 出して 後、 理硏 から 大學 へ、 大學 から 理硏 への 道で あとの 二つ を こしらえました、 

サン サ ー ン 式の 製造 故 御氣に 召さぬ と は 存じながら 御 批評 を 願 ふ 事に 致します 

夢み る やうに 句 ふ 木犀  〔雨〕 

不図 さめて 聞けば 溫泉を 噴く 谷の 音 
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ct^ につ く 鼻緒の あとのな まめ 力し  〔，〕 

藏車 待つ 程 を 梅， 薰る驛 


又 新に 出題 

人魚 貪た かと 人に 問 はれる 

八 八 四 

一月 一一 十五 B 月 ；. S 九 時 1 十 時 本鄕 區駒込曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 ェ父小 宫璺 寶へ 

fs.'V^J^ 維 有 拝見 致しました、  . 

^H^^afi 此れ 正に 信 を 人の 腹中に 無利息 無期限で デホ ジット する 

事に よって 達すべき 至樂の 境地で あると 思って 大 にやに 下がらう ではありません ヒ f£ 

ri^u て筑波 山の 裏側に ある 柿 岡 町へ 出張、 歸り e 汽車 中で 苦吟 左 S り 御 報吿申 上け ま 

す 

火 をお こす 石油の 罐の錡 の 色  〔r」 

此頃 耳のうと い 小 使 

や、 こ j# れ 行く ク 口 ー . ヴ の 花  〔T〕 

、ノ ン主文 こ トれる \ 

籠 を 漏る 田螺の 泥の 生臭く  U と^ひ まお が ) 
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しんとし たの は 雪の 條る のか  〔雨〕 

老 0 艮 こ戾 つたる 虽蒙 へ 少し 並で あるか も 知れず 光 一 

まに0!に.#^,.^スぉ^1眉貝 , るの は 二字で 助かる とも 思 ふ」 

如何様に も 改竄 致します から 御 叱正 を 祈ります  . 

次に 長 句 一 つ 出題 致します  - 

埒 あか ぬ 別れ話 に 年明けて  - 

歸 宅疲勞 此れ にて 筆 をお き 余 は 後便 にて 草 M 

一 月廿 四日  寅 彥 

豐 隆樣 

以太利 記 行 も ストックホルム も、 誰が 何と 云つ て も eiuzig-dastehelld であり ますから 御 安心 

あって 可 然爲念 申 添へ ます 

八 八 五 

I 月 二十 九日 金 午前 九 時— 十 時 本 郷區， 駒スー 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六  >  へ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有う、 いさ \か 背負 投げの 氣 味です が 

帶留 は疊に 落ちて 藤色に  〔雨〕  . 

風呂が 明 いたと 知らす 番頭 

は 如何で げしゃう、 ォ ホンな ど、 天 保 年代の 床屋 宗匠が やり さう で 甚だ 心苦しい が、 我等の 俳諧 

に はどう も 下世話の H レメ ントが 欠乏す る 傾向 ある 故、 一つの ディ シプ リンと して 時 i 月並の 境 S 


界 線に 出入し ます、 どうか 寛大の 御所 置 を 願 ひ 度、 尤も あまりい やなら ば 再考の 事」 此頃ス テツ 

キを 求めたら 急に 外 を あるく 事 自身に 興味.^ 感 する やうに なった、 老人 も 畢竟す るに グロ， I ンァ 

ッ プチ ルヅ レンであります」  . 

一月 廿八 n  寅 彥 

八 八 六 

一月 三十 B  土 使 ひ持參 本鄕 *R 駒 込 曙 町 一一 一一より 本 鄕區駒 込 本 富 士前町 瑰化學 研究所 寺 田 研究室 中 谷 宇 

吉郎氏 へ  ， 

拜啓 風邪で 欠勤 致します から 宜敷御 願 致します 

ト 生の デスクの 上に ある 大形の 桃色の gapls  (たとう) 表紙に お Historical  Sketch  of け he 

Development  of  Seismology  in  Japan としたの を 使の ものに 御 渡し 被 下 まし 

湯 本 君の 方へ は 御 面倒です が 君から 電話で 談話 會 中止の 事 を 御 傅へ 願 ひます 

風邪 は 大した 事はありません 今日 一 日 もね て 居れば よいと 存じます 

1 nr-  ^ 日  寺  田 

中 谷樣 

八 八 七 

二月 IB 月 午後 零時 I 一時 本 鄕 區駒込 曙 町 一一 一一よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六. -小 宮豐隆 氏へ 
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兩 三日 來 風邪で 閑 を 得た ので 前回 讀み殘 しの 「江戸から 東京 〔へ〕」 第 八 卷を讀 み 芭蕉 傳の ボピ 

ユラ ー H ディ ショ ン を通觀 して 大變に 面白かった、 一 つ の 通俗的 鳥眼觀 として 御覽を 御す、 めし 

たい、 勿論 眞 面目な 研究家に は. 一笑に 値せぬ ものと 御 叱 を 受ける かも 知れません が、 又 何 かの ヒ 

ントを 招致す る機緣 となる かも 知れません、 笆蕉が 胃腸と 痔が惡 るかった 事 も 面白く、 一生 一つ 

處に 落着かれす 西 東と 歩き 廻った 心 持 も 面白く、 弟子 等が 「翁」 と稱 する の を、 內輪は 鬼に 角 公 

刊 する ものに 此の 稱を 用ゐ てはいけ ない と 云った の も 面白く、 其 外 色ぶ に 面白かった、 それから 

山 口 素 堂なる もの，、 生活 を 始めて 讀み、 此 人が 隨 分なんでも 家で そして 面倒く さがり 屋で、 そし 

て氣焰 家で 年下の 芭蕉 を 尊敬し つ 、犬に 油 を かけて 煽動した りして 居る のが 面白かった、 なんだ 

か 少し 似て 居る と 思って 讀んで 行く と、 素 堂が 鄕 里の 水害 防衛 工事に 力瘤を入れ 私費 を 投じ 自分 

で 御 役人に なって 土工 を 督し成 効した 手腕 を讀 むに 至って 此れ はとても 叶 はぬ と 感服 同時に 悲觀 

しました 大笑く 

次に 貞享 元年に 若年 寄 稻葉石 見守 正 休が 時の 大老 堀 田 筑前守 正 俊 を 匁 傷に 及んだ 事件の 話を讀 

んで 見る と^ 傷の 前日 稻葉は 其 公用 人 夏 目 四郞左 パイ 門 を 呼んで 心中 を 明かしたら 當年 七十 一 の老 

人 四郞左 \ィ 門 は 此れに 賛成 をした と ある、 傷當日 登城の 供 頭に 立った のが 右 四郞左 \ィ 門の 枠 金 

彌 であった と ある。 稻 葉の 屋敷 は淺 草本 願 寺 前にあった さう である。 何だか 此の 夏 目の 家が 先生 

の 家に 緣が ありさうな 氣 がした、 或は 前に 何 かそん な 事 を 聞いた 事が あつたの ではな いかと い 

ふやうな 氣も する。 少 くも 此れ を 種に して 一 つの 空想的 系図が 構成され さうな 氣 がする 此れ も 

「江戶 から 東京」 熱に 感染した syl-lptcm- であるか も 知れない が 此の 空想 を此場 限り gu】 する の 
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も 惜しい ので、 大兄 迄 そっと 御內報 致して 置きます 

「江 戶」 熱の かぶれ 序に 三 田 村寫魚 著 「芝と 上野 淺草」 も 一 讀 しました、 大分 御寺の 講義が 詳 

しい。 奥 付 を 見る と 著者の 實 名が 三 田村玄 龍と あるので、 は、 あ 此れ は 坊さん だな と 憶断し まし 

たが 事實は 如何に 哉、 尤も 坊さんと すれ は大 變な醒 坊主で 奧 女中より 矢場 女に 至る 研究 甚だ 詳密 

であります。 水戶ゃ 薩長の 勤王 を 罵倒して 居る 處が 江戶 子ら しくて 面白かった。 柿 本人 丸が 防火 

の 神と して 祭られて 居る 事實と 其の 滑稽な 典 據を讀 み 來學年 開講 「火災 論」 の 第 一 頁で 畢生 を 笑 

はせ る 材料が 一 っ增 したの は 可笑しかった、 此の 序に 女の 襌を 火事場に 高く 揭揚 する 理由 を說明 

してやら うかと 思 ふが 此れ は < ぶり 露骨な ので 考慮 中、 大兄は御存じですか如何に^^- 此れ は 知ら 

ぬ 方が 蓋し 上等であります。」 

話が 又 S 蕉に戾 るが、 段 立に 色 i の もの を 見て 行く と、 色蕉の 時代 は 色ぷの 点で 今の 時代に よ 

くく 似た 点が 出来て 来て 甚だ 面白く 感ぜられます。 此れ は 多分 幾度 も 大兄から 聞かされた 事 か 

原 

とも 思 ふが、 自分で 段 i に當 時の 北 H 景を スダ ディ ー して 見て 居る と 成程と Convmce させられ ま 

す。 此れに つ いて は 御 面 晤の日 を 待つ て 色. - 御高 敎を煩 はし まし やう、 

本日 森 田 草 平 君より 輪！！ を 寄贈され ました、 是非 一 讀の上 何とか 云 はねば 濟 まない と 思って 居 

るが、 刻下の ム ー ド では どうも 通讀の 勇氣が 出す、 添付の 伏字の 鮮 だけ を 見て 一陣の 腥氣鼻 を 突 

くを覺 えたる のみに て 枕元に 置いた 切りに して 居ります。 ^し 森 田 君 懸命の 努力の 作品で ある 事 

は 直ちに 感得させる ので 决 して 惡ぃ心 持 はせ す。 「龍舌蘭」 や 「やもり」 の假面 を引剝 がせ は决 

局 は 同じ 穴の 肥溜の 側に 咬く 南 爪の 花の あはれ を 歌 ふたものと 思 ひます ので 此の 事 だけ は 森 田 君 
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への コム プリ メント として 云つ て やらう と 思 ひます、 卷 末の 抱負の やうす では そんな 事で は不滿 

足と思ふが小生とし てはせ ぃ/^ であります、 

自分の 退屈 まぎれに 御 淸覽を 汚し 恐縮、 此 手紙 御 眼に 人る 頃 は、 もう 出勤して あくせくして 居 

る 事と 御 諒承 を 願 ひます f  . 

一月 ^一日 夜  寅彦 

豐隆 大兄 

一 一伸、 東洋 城 月に 一 の 會合を 請求し 來り、 一 一月より 實 行の 苦 拙宅で やる か、 「とぐ ろ」 の 

宿で やる かと 問合せた 事、 拙宅で やる 由、 三月 は、 もう 一 邊寄鍋 を おごらせなければ なるまい 

と 勘考 中、 

八 八 八 

一一 月 IB 月 午後 一時— 1: 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 又 名産 干柿澤 山頂 戴 難 有 拜謝致 候 

いつぞやの 畫帖っ ひく 其 儘に なり 居り 簽だ 汗顔の 至に 存 居候 時 i 畫を かいて 見 度 心 持 は 起り 

候へ 共 さう いふ 時は忙 がしくて 其 暇な く、 適. -病氣 でもして 引 籠る 時には 暇 はありながら 其れ だ 

けの 感與が 沸かす つ いく 何年 越の 負債と いふ 形に なり、 さうな ると 一 層い ゝ加减 の なぐりがき 

も 出来ない やうな 氣 がして なほく 筆が 漉る 心地 致し 候、 御 憐察被 下 度 祈 候 倂し决 して 忘却 致し 

た譯 でも 無 之、 い つ か は 奮發し て 描く 事 は 描きます からどう か 御氣、 水に 御督 を 願 ひます 
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讀み 物に つき 御 尋ねに 候 處近來 繁忙 專 門の 書物に さへ 親しみ 難く まして 一 般の讀 書から 全く 遠 

か り 居り 候 事故 何等 御す & めす ベ き 材料 も 無 之； 汁 顔 の 至 に 御 坐 候 

右御禮 やら 御 詫 言 やら 取 交せ 草. -申述 候 不盡 

二月 一日  寺田拜 

五島 樣玉 案下 

八 八 九 

二月 IB 月 午後 一時— 二 時 本 鄕展駒 込 曙 町 一三より 小石 川- R 表 町 一 〇 九 森 田 米松 氏へ 

責著 「輪廻」 御 惠與被 下 難 有う 御 坐い ました、 「女性」 揭 載の を 時. -拜讀 して 居り ましたが、 

中頃から 「女性」 が來 なくなつ たので 其 儘 あと を 見ないで 居りました、 今度 一 冊に 纏まった の を 

頂戴した ので 通讀 致し 度と 思 ひます 此頃 無闇と 忙 がし いのです ぐに は 通 讀出來 るか どうか 分り ま 

せんが、 

「女性」 で 讀んで 居た 時分の 感じ を 今 中 上げます。 全体の プ II ッ トゃ 大きな 骨 組 は通讀 しなけ 

れば 勿論 分らない のです が。 唯 一 篇の 中に 浮んで 居る アト モ ス フ ェ ァ といった やうな もの は 小生 

の やうな 田舍で 育った 人間に は 大分 アツ ピ ー ル する ものが あります。 土の 句と 菜の 花の 句と 交つ 

てむ せつ ぼい やうな 雰圍氣 が 僕 等に は 一 番强く 感ぜら る-^。 かう いって は 御不滿 かも 知れない が 

僕に は それが 甚だ 大事な 事であります。 それから 此れ は 甚だ 我田引水で 申譯 ない の だが、 僕の 昔 

かいた 「龍 や：： 蘭」 だの 「やもり」 だのと いふ 拙作の 假面を 引 刹した 內容を リアルに 表出され たも 
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の だとい ふ 感じ もします。 

甚だ 出鳕 目な やう だが 此れが 前に 處ょ 讀んだ 時の 感じで ありました、 追て 通 讀の上 何 か 申 上げ 

る 事が あったら 申 上け 度と 思って 居ます、 右 不取敢 御禮迄 草ぶ 

二月 一日  -  寺 田寅彥 

森 田 草平樣 

八 九 0 

二月 八日 月 午後 一時- 丄 一時 本鄕^ 駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 人へ 小 宮豐隆 氏へ 1 はがき- 

今日 阿部 君が 歸京 しました、 驛で 一 寸會 ひました」 連句 左に 


下駄箱に 花束 人る \ 戀 ありて  〔雨〕 

九 階の 空に 食堂の 春 

地 行の あとの 涉らぬ 家  〔雨〕 

凶と 出し 御 籤のお もて 身に 泌 みて 

詰った ま&で 煙管 ころ かる  〔雨〕 

It き 寄せて 椽の 日向の 塵 寒く 

稱の內 なる   〔雨〕 
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つけて 兑 たれば 氣に 入らぬ 襟  〔雨〕 

鉄瓶の E 'く 音 も晝靜  ， 


がた ぴ しと 雨戶 締めた る 裏 二階  〔雨〕 

又 一 しきり 峽 おろす 虱 


右の 內 「掃きよ せて」 は 何となく 「供 待」 や 「皿 洗 ふ」 などに 對 して 變化を 作らす まづ いので 

すが、 止む を 得す こんな 事に なりました、 御 叱正 を 祈ります 

二月 七日 

八 九 一 

二月 八 曰 月 午後 八 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六-^ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき 表の 

署名に 「寅」 と あり 1 

拜啓、 松拫 君より 廻った 大兄の 

一 々 に値上烟草の；^比を云ひ 

の 次 を 左の 內 のどれ かにし やう かと 思 ひます か 御 批判 願 ひます 

麵 > ほめながら つまむ { お 一 I めし 
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蠅 取 一 妖 一に 一光る 一秋の 日 

一 sfji  I 一  暑き 一 


俳諧 一 一枚 折 i に 三枚 續と い ふ 新形式 を 提出した と こ ろ 松 根君大 に黉 成、 ぼ つ /\ 試み るつ もり」 

大兄と は其內 にいよ く 「ゾ ナ ター を R みたい と 思 ひます が、 其 形式に つ いてよ く ノ\ 御 相談の 

上に したいと 思って 居ます C, 一  鬼に 角 歌仙と いふ もの は 現代人に は 少しば かり 長過ぎる と 思 はれ 

ます、 少 くも 多數の 人に はもう 少し 短い 形式で ない と、 つ かないで 立 消に なり 勝 かと 考 へます- 

如何 や 

八 九 二 

二月 十五 B 月 午後 五 時 I 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 氏へ 

叉 少し 風邪 を 引きな ほし 寝て 居る 處へ御 端 書 著、 甚だ 喜ばしかった。 「懷 の綫 J は 結構と 存じ 

ます、 此れで „1 ン ドニつ 出来た 事と 存じます。 

たよりが あれば あるで 氣づ かひ  〔雨〕 

炭 部 屋ー へ かくれて は 一 泣く 宵々 に 

一の 暗がり で」 

は 如何に や、 此れ は 再考 致した 方が よければ 再考 致します から 御 遠慮なく 御 叱正 を 願 ひます 

末の 子供の 片言の 歌  〔雨〕 

家 ^© の 虎 杖 重 き 河 原 道 


では 如何に 哉。 又 

自動車の 修籍 待つ 間の 草 掘りて  〔雨〕 

錢を やっても 取らぬ 里の 子 

と でも 货す ベ くや 

扱て 一 つの 案が あります、 

「別れ話」 の卷と 「人魚」 の 卷とを 並べて見ると、 前者 は 主人公が 女で 後者に は 鬼に 角 男が 一 

人 旅 をして 居て しかも なんだか 怪しい つれが 一 人 居る らし い。 其 處で此 一 一 卷を各 六 句づ、 として、 

他に もう ー卷六 句の を まとめ、 三卷 を對 立して 一つの トリ プ ティ ー クを こしら へて 見たら、 どう 

かとい ふ氣 がする。 少し 兒戯に 類す るか も 知れん が、 研究の 道程と して そんな 事 もやって 見る だ 

けの 價 値が あるか も 知れない 

假り にやる とすれば 「別れ話」 を 第 一 面、 「人魚」 を 第一 一面と し、 自動車で 止め、 第三 面 を 再び 

長 句で 始めて はどう かと 考 へます。 此れ は 前 句に は 構 はす やれば よい かと 思 ひます、 

此れ を やる やらぬ は 別と して、 試に もう 一 つ トル ソの つもりて 別に 一 っスタ ー トし、 唯 頭の 何 

處 かの 隅で 前 一 一葉の 世界 をつ き 交ぜながら 獨 立に 進行して いったら、 きっと 適當な ものが 出来さ 

うだと いふ 豫感 があります、 もし 失敗したら リテ ラリ ー の トル ソ にして しまへ ばよ いかと 思 ひま 

す。 

幸に 御氣が 向けば 第三 面の 初 筆 を 大兄に 願 ひ 度く、 さう した 方が 變 化の 上で よい かと 思 ひます。 

尤も まだ/ \ こんな ァ ム ピショ ンを 起す の は 少し 早 過ぎる かも 知れす、 もう 少し トル ソゃ ロン 
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K で 修練 を つんだ 上で やった 方が よい かも 知れす、 どうも 其方が よい やうに も 思 はれる。 

併し 又考 へて 見る と、 かう いふ 試 は、 いっか はやられるべき ものであって、 しかも 此れ を やる 

べき 仲間が 容易に 出来ない のであって、 蓬 里 雨、 寅 日子 を まって 初めて 此 世に 生まれるべき 運命 

を もった 新 詩形で ある。 など -、 風邪の 微熱に 浮かされながら 途方もない 夢を見て 居る ので ありま 

す松澤 病院 あたりの 詩人が 考 へる 事 かも 知れす、 御用 心く 

實は此 間 搶屛風 一 一枚 折と いふの を 松 根 君に 提案した 處大 賛成で やり 出した はよ いが、 僕の 附句 

を 一々 やかましく いってよ せっけす、 いやにな つたから、 滔々 と、 連句の 要諦 は 個性の 對立、 相 

互の 尊重、 活かし 合 ひ 助け合 ひに ある。 即ち 則天去私 であると いった やうな 肝 瘤 交じりの 怪焰 を 

共に、 「もう やめる、 獨 りで やり玉へ CJ 失敬」 とい ふ 端 ま 曰 を 出して やった、 あとで 少.^ 恐縮して 

居る と、 松 根 君から 大層 懇な ことわりの 手紙が 來 ていよく 少し 汗顔の 体、 こちらから 御 I 化び を 

人れ て 仲直り、 叉 ぼつ/ \- やる 事に しました。  、 

處が 大兄の 御 便りで 見る と、 どうやら 大兄から もー發 參られ たらしく、 偶然の 總 攻撃で 偵の 城 

師も 驚いた 事と 思 ひます。 併し 勝手な 理屈ば かりつ けて すまない が、 吾々 以外に 松 根 君に かう 思 

つた 事 を さしつける 人 もない かと 思 ふので、 此れ も 亦 友垣の よしみな ど、 こじつけ、 時.^ だ を 

こね やうではありません か、 

大兄よりの 抗議 は刖 ですから、 甘受、 御 遠慮なく 御 斧正 乃至 落第に して 下さる 事 を 願 ひます 

草 M 

二月 十五 日  寅  - 


筒 玉宮湯 
井 野 部 本 


蓬 里 雨 大人 玉 案下 

八 九 三 

二月 十五 曰 月 使 ひ持參 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 本鄕區 東京 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 湯 本淸比 古、 宮 

部 直 巳、 玉 野 光男、 筒井 俊 正、 四 氏 へ 

啓上 少し 風邪で なまけます 

どうか 宜敷願 ひます、 

拔山 君に どうか 欠勤の 事 を 一 寸御屆 け、 よろしく 御傳 一一 目 願 ひます 

ぢ きにな ほって 出ます。 

湯 本 君 中期の 火事の 實驗の 寫眞を 見て やって 下さい  . 

玉 野 君 筒井 君、 中期の 水流の 實驗を 見つ くろって やってくれ 玉へ 草. - 

二月 十五 日  寺田拜 • 

君 

八 九 四 
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二月 十五 B 月 使 ひ 持參 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 本 鄕區駒 込 上 富. 士前町 理化學 研究 听寺田 研究室 中 谷 t 

吉郞、 山 本 龍 三、 二 氏へ 

啓上 風邪 を 又し くじって 二三 日 休みます、 どうかよ ろしく 願 ひます c」 でも タイプ ライク ー 

を 休んで は 期日に 間に合 ひさう もない から、 少 しづ、 やりたい と 思 ひます から、 使の ものに 御 渡 

し 願 ひます。 用紙 も 大分 なくなり ましたから もし 同大の が 未だ 殘 つて 居れば 御 渡し 願 ひます 小生 

の窒に はもう ありません 

右 裨願迄 草々 

一 一月 十五 日  寅 

中 谷 先生 坐 右 

、 八 九 五 

. 二月 十六 B 火 使 ひ持參 本鄉 區駒& 曙 町 一三よ リ本鄉 展駒込 上 富 士前町 理化學 研究所 寺 田 研究室 中 谷 宇 

吉郞、 山 本 龍  一一 一、 二 氏へ 

僕の i 至の デスクの 上 (多分) に lntsnat;oual  Uiihm  ？-.  (K30desy  an 二  (； sphysics の 報吿書 

1924  (？)  M:adrid  Meetin? に關 する 冊子 (表紙 薄綠 色、 假緣) が あるかと 思 ひます、 

もしす ぐ 見付かったら 御 渡し 願 ひます 

図版の 說 明の 文字の 校正 を 一 度 見 度と 存じます" 

又 本文 中の Fig.  i6- とい ふの をー應 念の 爲め 図と 引合せ 間違の ないやう にし 度い と 思 ひます 
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複數と 單數の 間違 澤山 御發見 此れ は 一 件 では 安 過ぎさう です 

farther,  further いづれ でも 大したち が ひ はな S さう です。 なが P になった の を 唯一つ 發見、 

其 他 は、 若干 加筆 又變更 

右 迄よ ろしく 

二月 十六 日  ■  寅 

中谷樣  ， . 


八 九 穴 

二月 十八 曰 木 午後 九 時 —十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三 

蠅取 紙に 光る 秋 の 日 

餾 秋刀魚 鰯と き ほふ 魚の 棚 

とい ふの がっきました 


或は 又 


猫板に 覺 めて 品して 眠る 猫 

窓 

軒の 酶影 しばし 靜 まる 

夢) 

鳩の 時計が 十二時 を嗚， 


ノ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏 へ 

子 


〔雨〕 


〔はがき〕 
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水 やれば ひたと 吸 ひ 人る 墓の 苔 (傑作)  〔雨〕 

かなめの 影に 一 動く 蚊柱 

人の 思 ひの 一 , 

或は 

ほろ り と 椎の花 散る 


右 御 叱正 を 願 ひます 

一 一月 十八 日 

八 九 七 

二月 二十 三日 火 午後 二 時 I 三時 本鄕區 東京 帝國大 學理學 部より 飽町區 中央 氣象薹 中野廣 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 扨て いっか 御 願 ひ 致しました、 貴兄の 論文で 震災で 燒 したの k 所載 刊行物の 名前と 卷數、 

号數、 年數 並に 頁數 御手 數 ながら 一寸 御 報 願 度 御 依賴申 上げます、 どうか 宜敷 

一 一月 廿 三日 

八 九 八 

二月 二十 五日 木 午前 十 時— 十一 時 本鄉 E 駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 御 來駕を 忝う し 難 有、 おかげて あれで 風邪が 急に よくな り、 月曜より 出校、 どうも 現金 
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な ものであります、」 手帖 御 忘れ、 すぐ 速達で 出さう としたら 日曜 は 三時 限との 事で 出せ づ 

翌朝 出した が 御 人手でした か 如何、」 昨夜 は 雨で 觀劇 も欝陶 しかりし かと 拜察」 「猫板」 の 次 を 

一-うな づき 合 ふて 別れ 行く 蟻」 では 矢 張 ものに ならす 哉。 動物の 次に 叉 動物 は 或は 規則違反に 苦 

御 示教 願 ひます. 一 「俊の 峯 J の 次へ 「前垂で おしつぶ したる 笑聲」 など は 如何 哉 或は 「とび 退い 

て 袖で 押へ る 笑聲. 一等ぶ、 此れ は 御 笑 草 迄、 御 採用 を强 いるので ありません、 

一 一月 廿 五日 

八 九九 

二月 二十 七日 土 午後 二 時： 三時 本鄕 -R 駒 込 曙 町 一三より 高 知 市 高 知 高等 女 學校宮 田 直太郞 氏へ 

拜復 手紙 難 有う 御 坐 いました 拙著 御覽下 さいました さう で 光榮の 次第 難 有 御禮申 上げます 病 

氣で 永くな まけて 居た 間の い たづら がき を 集めた もので とんだ 恥曝しの やうな ものであります か 

併し 矢 張 讀んで 下さる 方が あれば 難 有い と 思 ひます 

大分 永く 歸省 しません ので 高 知 も 余程 變 つて 居る 事と 存じます 其內に 一 度歸り 度と 考 へて 居り 

ます 

右 乍 遲延御 返事 迄 草 ぶ 申 上げます 不盡 

二月 廿 七日  寺 田寅彥 

宮田直 太郞樣 
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九 00 

一二月一日 月 午後 零時 二 時 本 鄉區尉 曙 町 一三よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有く 拜 見、」 連句 「猫板 二 の 次 は どれに 致し まし やう か、 どうか 御 採决を 願 ひます、 

其 上で 松 根 君に りたい と 思 ひます」 土曜の 晚に 安倍 君 歡迎兼 送^ 倉 あり、 盛會、 桑 木 ゲン ョク 

先生 並に 安倍 野上兩 君の 謠 曲の 餘 興が ありました、 鈴 木 森 田 兩君も 上よ のシュ チム ムング で 愉快 

でありました、 鈴 木 君が 常に 「赤い 鳥」 の 方の 仕事 を 忘れぬ 處に 感心し ました。 巿河三 喜さん も 

見えて 居ました、」 ^怖 着 「獨 逸人 へ の債權 J 拜見。 ^柿 連の 歌仙 も 中. - 面白 いぢゃありません 

か シッ カリ しないと いけない、 早く ファ ンタジ ，1 アム プ ロム プチ ュ ー にで も か、 り まし やう 

九 0 一 

三月 八 曰 月 午後 七 時： 八 時 京 橋區銀 ii- 不二 家より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ L 槍 はがき」 

御手 紙 難 有う、 あの 狀紙は 高尙で 居て しかも 妙に 艷 つぼい 尤も 字が さう だから 一層 さう 見える 

かも 知れない， 一 一 茸 狩」 の 句の 次へ 二種 試みました 御 選評 を 願 ひます 

S あたまの 上で もの も 案內も 

S 引搔疵 にしみ る 秋風 

それから 「やもり」 の 次 は 

" 夕刊 は 明日 雨と ある 花 だより 
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s 盜 人の 足跡 さがす 花の 路次 

此の方 はもつ と 振 はない と 困る の だが、 兎も角も 出来た ま、 を 御 目に かけます 

三月 八日 . 

九 0  二 

資 八日 月 午後 七 時： 八 時 京橋區 銀座より 仙臺市北 二番 丁 六 八 小宮霞 氏へ 〔繪 はがき 

「かなめの 影に 動く 蚊柱. 一 

へ 松 根 君から 次の がっきました 

「この 暑さ 近年け ぶな 古 庇. 一  „ 

とい ふので 近頃け ぶな 句です が、 折 M はこうい ふの もい、 と 思って 承認致 しました どう 力 あと 

始末 を 宜し >r 御 願 致します 

:1 1. V  3  銀 ブラより  寅 

三月 八日  ま- 

九 0 三 

資 八日 月 午後 七 時，— 八 時 京橋區 I 不二 家より 松 本 市 旗 町 四 一一 七寶子 氏へ S はがき〕 

先日 は 御手 露 有、 御 揃 御 健祥で 何より 大慶であります、 御 地 も 少し は f が P おし 

う 0 つれに しても 頂上 は 越して しまったので 追ぶ 樂 になる 事と 存じます し 力し 存外 暖く. ^り^ 
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によく 風 を 引く ものです から 特に 御用 心 を 願 ひます c」 時候が よくなる と 展覽會 など も 多くな り 

遊ぶ の も 中立 忙か しくなります 一 

正 一 一は 十五 日から 靜岡 高等 學 校へ 受驗に 行きます 今年 はどうせ ダメ でし やうが 万 一 とれる と 時 

候の い 、場所が い -、 と 思って 靜岡 にしました、 

博 通 氏に よろしく 

「裏に 一 

三月 八日、 銀ブ ラ に來て 不一 一星で コ ー ヒ —をのみながら 此端 蚩 曰 を かきました 

此頃 は繪は 如何 や、 中 M そんな 暇 もないで しゃう 

九 0 四 

一一 一月 十九 B 金 午前 九 時：. 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔槍 はがき〕 

其 後し ばらく 御 便りが ありま せんが 別に 御變 りはありません か、 小生 もつ ひ 御無沙汰 しました- 

次男が 受驗に 靜！： へ 行く ので 細君 見物が てら 隨 行して 行って 居ます. 一 ョ 子 野 口の 小 泉 八雲傳 をよ 

んだ、 八 雲と 先生と 何處か 似て 居り、 ヨ子 ノグチと トラ テ ラダと 又 何處か 似て 居る 事 を 知った。， 一 

八 雲の 風貌が 叉 ひどく 先生に 似て 居る」 津田君 上京 一 一度 會 ひました 色. -話 があります. 一 東洋 城よ 

り も 其 後 連句 一 向出 来す 進行係 も 手 持 無沙汰の ティ 

三 CC- 十七 日 
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九 o 五 

三月 二十 二日 月 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ裔岡 市 研 屋町吉 貞方寺 田 正 二 氏へ I. 繪 はがき〕 

其 後御變 りなく や、 御 自愛 を 祈ります 中 谷 君 (本 鄕上富 士前町 理化學 研究所) へ 時ぶ の. 試驗の 

御 狀况御 報な さる 方が 宜 敷と 存じます、： 一 留守 は 皆無 事 

九 0 六 

四月 十一 曰 日 午後 六 時 I 七 時 本鄉 區駒ス 一 曙 町 一三よ リ神奈 川 縣鎌倉 町亂橋 材木 座 二 七 五 圓地舆 四 松 氏へ 

〔はがき〕 

一， 社 會及國 家」 第二 二 号 難 有う 「屋上の 幸福」 拜讀、 さすがの 冬亲 先生 も 鼻毛 を 抜かれた て 

い、 マヅく 屋根へ 登る 事 だけ は 思 ひ 止まって 屋根の 下の 安全 地 帶でセ 口で もやり まし やう、 隣 

りに は圓地 先生が 居な から 大丈夫 

四月 十 一日  冬彥 先生 

九 0 七 

五月 六 B 木 午後 零時： 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ I 繪 

はがき 自筆 畫土润 署名の 「寅」 に 輪 を 施し あり〕 

御 端 書 難 有う 御 坐 いました、 此間 御殿で 服 部さん との 御 話の すむ の を いくらか 待つ やうな 氣で 
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居た が、 中. - らしい ので 敎窒 へ歸 つてし まひました」 ゥプザ ラの話 面白く 拜見 しました、 子供 を 

はり 倒す 處が 非常に 愉快でした、」 親類の もので 陸軍の 獸醫 をして 居る のが 近頃 京 城の 憲兵隊へ 

赴任し ました、 私の 從 兄の 三男で 安岡と い \ ます」 木蓮 や 椿が 落ちて 杇 ちか、 つたの を 掃除」 な 

いで 打つ ちゃって あるの も 中 M 愉快な 氣 持の する もの だと 思 ひます 甘酸っぱい やうな 感じです 

九 0 八 

五月 六 B 木 午後 十 時 —十二時 京 橋 區銀ゅ 不二 家よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 「槍 はがき〕 

其 後 は 意外の 御無沙汰 を 致しました、 此間 連句が つかへ て 出なかった あの 時の Nachwirkllng. 

が殘 つて 妙に 意氣銷 沈した のと 叉 一 つ には實 際に 忙が しかった のとで 出来なかった のでした 

燕 子の 親 待って なく  口の 形  〔雨〕 

鍵が ちがう と 又 取りに やる 

とい ふの は 如何です か、」 寒から す 暑から すの 時候に なって 蛇 穴 を出づ るの 想が ある、 しかし 頭 

の 工合 は變 であります、」 

御 自愛 專 一 

不二 星で 寅 彥 

九 0 九 
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五月 六 B 木 午後 十 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 松 本 市 旗 町 四 二 七 森 博 通、 森貞 子、 二 氏へ 1 搶 

.  はがき〕 

大分い、 時候に なりました、 御變り もな く 大慶に 存じます、 宅の 庭で は 木蓮 や 椿が 盛 過ぎ 霧 島 

が滿 開、 今年 は 板 橋の 藤が 夥しく 花 をつ けました」 駒澤 から は 先日 筍 を 頂戴し ましたが 其 後 御 無 

沙汰 致して 居ります」 どうか 御 自愛 專 一に 存じます . 

五月 六日  寅  ^^5^ 

九 I  0 

五月 三十 B  0 午後 六 時： 七 時 飽町區 丸 ノ內丸 ビル 内精洋 軒よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六" へ 小 宮豐隆 氏へ 1 捨 

は が き〕 

先日 は失禮 致しました、 今日 日曜が 雨、 朝 松 根 君より 電話で 十一 時から 連句 開催、 丸 ビル 九 階 

の 休 憇窒で タ方迄 流連の 見込、 うまい 句 も 出来ない が、 沈 激した もの を搔き 立てる やうな 効果 は 

ある だら うから 今に 名句が 读 とし て 澳 出す る 事と 思つ て 居ます」 

五月 卅曰  寅  .Hs^ 

初孫の 顏も 見が てら 麥靑葉 

徑斜 かいに 河の 大 土手  (城) 

鶴嘴 を かついだ 群の 聲 高に  (子) 
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先生と いふ 渾名 ありけ り  (城) 

胡麻 ほどの 文字 かき 人れ し古曆  (子) 

九 一一. 

六月 十二 B  土 午前 十 時 十一 時 本 錄區駒 込 曙 町 一三より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 宮豊隆 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 

4- る 一 一日の 午後 地震 學 談話 會へ 出て 居たら 宅から 電話が か k つて 母が 急に 人事不省との 事で 急 

いで 歸 つて 聞いて 見る と、 五 時 前 居間で 子供 を 相手に 昔話 をして 自分の 子供の 時の 事な ど 話し 大 

變に 上機嫌で あつたとの 事、 それから ゆもじ かなん か を 洗濯す るつ もりで 風呂場へ 行って、 そこ 

で 焚 付け を 入れた 木箱に 倚り か、 つた 切り 人事不省 になった ものら しい、 障子 一 重の 隣り に 下女 

が 掃除 をして 居た に不拘 少しも 氣 付かす、 多分 五分 か 十分 後に 障子 を あけて 見て 始めて 發見 しそ 

れ から 大騒ぎに なった さう です、 それつ きり 意識 を 恢復せ す、 眞 鍋さん にも 診て もらった が腦溢 

血で も 大分 重い 方で とても 望み はない と 宣告され ました、 それでも 注射 や 酸素で 三 晝 夜半 は 持ち 

六日の 朝 六 時 三十 五分に 引取りました、 私の 長 姉と それから 次 姉の 長男が 國 から 来て 臨終の 間に 

は 合 ひました、」 余りに あっけない 事でした が、 いつもの 陽 胃病で えらい 苦しみ をす るので なく- 

少しの 苦痛 もない らしく 熟眠の やうな 狀 態で 逝った の は 生前の 望み通りで よかった と 思 ひます。 

松 本の 方で 會 孫が 生れた 報知 を 受取った 日 大層 喜んで、 其 日 自分で 簞笥の 中 を 整理し、 自分の 死 

んた 時に 着て 行 くんだ と 云って 衣服 は 勿論 足袋 ハ ンケチ 扇子 懷炉迄 取 そろへ て 一 つの 抽斗へ 人れ 


其 上に 格の 上に おく 短刀 迄 ちゃんと 入れて ありまし たので、 少しも まごつ まかなくて すみました、 

見舞に 來る人 も 誰れ も/ \誡 にょい 御し まひ だと 云 ふば かりで 氣の 毒と も 惜しい とも 云 ふ 人 は 

ありません、 曾孫の 顏を 見す に 死んだ 事 だけが 惜し いと 云 はれます 

それでも やはり 人の 死んだ 後 は 淋しい 事 は 淋しい ものであります、 押入 を 片付けて、 色々 の菓 

子 箱が 積んで あり 其 中に 少 しづ、 かけらの 淺っ て 居る. のを發 見した 時 は、 どうい ふ 譯かセ ンチメ 

ン タルに なって 淚が 出ました、 

母が 死んで 見る と 今度 は 自分の 番 だと い ふ 事 を 明白に リア ライ ズ されます、 五十 日 祭が すんだ 

ら四人 の 子供 を つれて 遣 骨 を 埋葬 の 爲歸 省し て、 みんな に鄕里 の 家屋敷 や 墓所 の 山な どもち やん 

と 見せて おかう と 思 ひます。 序にう ちの 財產 調べ もちやん として、 死後の 處分も 一通りつ けて お 

かねば ならない とい ふ氣 がして 居る、 尤も 其 頃になる ともう 面倒臭くな つてす る，/ \ になる かも 

知れません が、 <|r の 處で はさう いふ 菩提心が 動いて 居ます、 

葬式 はう ちで 告別式 を やり、 擧校其 他方 面の 手傳. ^断 はり、 近い 人ば かりで やりました、 松 根、 

岩波 兩君 それと 小生 直屬の 助手 だけが 門內へ 立って くれました、 わりに しんみりして よかった と 

思 ひます、 小生の 時 もどう か出来る だけ しんみり 淋しく やって くれる やう 大兄 へ も 御 願 致して お 

きます 0 

昨日から 子供 も學 校へ やり、 とまって 居た 親類 も歸 つたり 外へ 泊り に 居ったり 妻 も 使に 行き、 

僕 一 人に なって 犬に 淋しかった。 そこ へ松极 君が 來て、 連句 を 始め 夜 迄 ぶっ通し にやって 大 にくた 

びれ た、 が やっぱり かう いふ 時 は 友達 は 一番 ありがたい。 
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少々 センチ メ ン タルに なりました、 御 一 笑 を 願 ひます。  . 

高 松の 方で もとう くいけなかった さう で、 此方 はう ちの 場合な ど \ はちが ひ 誠に 御 氣の毒 千 

万な 事で 御 坐い ます。 一方で 私の 二 女の 御 女達の 御母さんが 死んだ しらせ も 来た、 此れ は 御 父 さ 

んカ 先年 なくなり 御母さん は 肺病で 入院して 居た のがん マ 度 なくなった らしく 何共 悲慘 であります、 

こんなの に比べ たらう ちの なんか 本 當に御 目出度い 事の 頂上 だら うと 思って は 見る が、 やつ ぼり 

さう ばかり も 思 はれない、 妙な ものであります 

とんだ 愚痴に なりました 御 寛容 を 祈ります 

六月 十二 日  寅 

豐隆 大人 玉 案下 


九： 一 

七月 五 B 月 午後 零時 I 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 祌奈川 縣錄倉 町亂橋 材木 座 二 七 五 圓地與 四 松 氏 \ 

f. 繪 はがき〕 

先日 は失禮 しました 

ベルモット を 難 有う、 毎年 暑くなる と、 時よ 西洋 酒 をな めた くなる のです が、 丁度 幸 ひ 頂戴し 

たので 夕め しの 時で も チビ リ くと 頂戴 致し まし やう、」 奥さん その後 如何に f^、 どうか 御 養生 

專 一 に 存じます 

七月 三日  寺 田 
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九 ニニ 

七月 十三 B 火 午後 (以下 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ福岡 市 新 大工 町 五 二 桑 木或难 氏へ 〔絵はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました 不幸 御見舞 被 下拜謝 致します、 月末から 來月 初めへ かけ 其 用事で 

省 致します、 十 年 振で：！ ります」 

御 自愛 を 祈ります 

七月 十三 日 

九 一四 

七 3 十五 B 木 午後 六 時 ー 七 時 本鄕 1^ 駒 込 曙 町 ニー 一よ リ石川 縣能美 郡 粟津 溫泉山 下 旅館 圓地與 四 松 氏へ 

一 は が き〕 

「社 會及國 家」 を 難 有う、 此 間中 谷 君に かりて 一寸 電車の 中で 「メンタルテスト」 を拜 見して 

居たら 可笑しく なって 困りました、 中よ 面白い 話であります、 ST 頭と おしま ひの 十五 円の 原槁カ 

中，， よく 利いて 居ます、. 一 僕 は 月末から 一寸 國へ歸 つて 来ます、 暑い 盛に 暑い 方へ 行く ので 閉口 

だが、 今度 は 止む を 得ない 用事 だから 仕方が ありません、」 右 御禮旁 草よ 

七月 十五 日 

九 I 五 
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年 五十 正大 


七月 二十 B 火 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三よ リ 北海道 留 荫郡留 萌町植 本 方 中野廣 氏へ 

御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました、 

御病氣 で御轉 地の 事 を 伺 ひまして 一度 御見舞 申 上げたい と 思 ひながら つい/ \ 御無沙汰、 却つ 

て 御手 紙 を 頂き 恐縮でした、 次第に 御 快 愈 ださう で 大慶で 裨坐 います、 此際專 心 御 養生 肝要と 存 

じます 

先日 は 奥さん 御來駕 下さいまして、 北海 〔道〕 名產澤 山に 頂戴 致し 難 有う 御 坐い ました、 大變に 

美味で 時 i 頂いて 居ります、 昆布の 柔 かで 味の 細かい のに 驚きました。 

御 地 は 景色が よくて 凉 しさう で 羨ましい が、 小生 は 七月 末から 八月 初へ かけ 鄕 里の 熟い 國へ歸 

省、 しかも 子供 等 四 人 引率です から 大分 暑い 目に 會ふ 事と 今から 閉口して 居ります、 十 年ぶりの 

歸 省です からい ろ/,、 樂 しみ もあります が 苦しみの 方が バ ラ ン ス を 覆し さう であります 

くれく も 御 養生 を 祈ります、 右 御 返事の み 草ぶ 

七月 廿日  寺 田寅豫 

中 野樣 

一.^ 

二 仲 大學院 卒業 御目出度う、 當然の 方で 御 坐い まして、 御 丁重な 御禮で 却て 漸愧 に堪 へま 

せん、 今度 も 益. -御 研究 を 祈ります、 併し 健 一 成が 第一 ですから 御 自愛の 上に 願 ひます 

九 I 六 

七月 二十 六 曰 月 午後 三時.： 四時 本鄕區 駒；：.； - 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六ぺ小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 
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其 後 は 御無沙汰 致しました、 ^^はぃょく明廿七日朝の特急で神戶迄行って ー泊翌夕の翁船で 

歸鄕 致します、 子供 四 人 引率して 參 ります」 述 句を淸 書して 御 送りし 度い と 思って 居て とうく 

出来ませんでした、 松 根 君に 頓ん で御途 りしたい と 思って 居ます。 松 根 君と は 其 後 二回 程 やり ま 

した」 國へ： g るの はおつ くう です が、 東京の 用事から 解放され る だけ は 幸です、 東京に 居る と 毎 

日 何 かしら 用が あって 出勤 させられます」 歸京は 十日 頃になる かと 思 ひます、 もし 出来たら 一 4 

京都へ 寄って 來 たいと 思って 居ます、」 時候 柄 御 自愛 を 祈ります。 鄕里宿所は高知縣土佐君^^倉 

村 伊野部 重彥方 

七月 廿 六日 

九 一七 

七月 二十 七日 火 束 京 钟戶問 下 二 便 仙 臺市北 二番 丁 六へ 小宮 》^ 隆 氏へ 〔はがき〕 

今朝 東京 驛を 立って 今大 井川 を 渡りました」 昨夕 思想 八月 号が 來 たの を 嵐 車へ 持ち込んで 來て 

「誹 請^ 究」 を讀 みました、 どうも 大 變な大 研究で 面白く も あり 又ムズ くす る 事 もあった li 一 

種の 協の 問題 は 中- -大 問題で 中. -何邊 やっても 議論 は 干ない が 有益 だと 思 ひます。」 灰で 水を瀘 

すと いふの は科學 的で はない と 思 ひます。 水 を 灰の 中へ く.^ ら せて、 灰の 中に 含まれた 可溶性 ォ 

分 を 溶解して 所謂 灰汁 を 作る ので ありまし やう」 「時雨」 は 日本の 一部の 山に 近い 處に 特有な 現 

象で 西洋に は 余りない らしい、 此れに 相當 する 外國語 はよ く 知られて 居ない。 雲の 端から こぼれ 

る 雨ら し い 
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年 五十 大 


九 一八 

七月 二十 八 B 水 午前 八 時 ー 十 時 祌戶 より 本 鄕區駒 込 曙 町 一六 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

今朝 は 御 見送り 難 有う 御 坐い ました、. 途中 無事 唯今 神戶 にっき 宿屋へ 收 まって 一 風 R: あびて か 

ら港內 を 見下して 居る 處 です、 矢張り 夕 贝 ではあります が 今日は 幸に 割に 凉 しい、」 京都で 夕刊 

を 買って 見る と 今朝 神戶大 坂に 地震が あって 震源 は 南西の 沖 だとい ふ、 おやく と 思った、 歸眢 

中に 土 佐 沖 あたりで やり はしな いかと 冗談に 言って 居た のが 本物に. なり はしない かとい ふ氣 がす 

る、」 東 車中 は 時. -少 雨、 眺望の 惡ぃ 代りに 凉 くって 助かった、」 右 御 禮旁御 報 迄 草. - 

諸君に よろしく 

七月 廿 七日  神 戶旅舘 にて  寅 

九 一九 

七月 二十 九 B 木 午後 七 時-： 八 時 東海道線 車中より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

大分 暑くな りました が御變 りはありません か、」 今朝 東京 を 立って 子供 を つれて 歸 省の 途中で 

あります 今 燒津の トン 子ルを 通過し ました、 昨夕 思想の 八月 号が 来たの を 其 ま、 持つ て來 たので 一 

「フ ィョ— ル の 旅」 を 箱 根の 山中で 讀 んで來 ました、 小雨が ふって 富 士連峯 が 見えたり 隱れ たり 

する のが 偶然 「旅」 の 初めの 方と よく 似て 居て 面白く 感じました。 小生 はフ ィョ ー ルは 一寸 一端 

を覼 いたに 過ぎません が、 それでも 御 書きに なった の を 讀んで 居る 中に 時ぶ 昔の 夢が 甦つ て來る 
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ので 愉快で ありました」」 素 車の 乘 客に 興味 を 感じた 事 は 小生 も那 威が 特に 深かった 特に 家族 連 g 

れの いくつかが 印象に 殘 つて 居る、 實際 不思議な もの だと 思 ひます 

九 二  0 

八月 四日 水 午後 六 時— 九 時 高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 伊野部 かより 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔搶は 

がき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 

歸 省以來 炎天に 方ぶ 驅け 廻つ て 居ます が 幸に 無事で 掷坐 います、 以前 は 親戚 故舊を 訪ねたり す 

るの が 面倒臭かった が 今度 はなんだ かそれ も樂 しみな なやうな 氣 がします、 もう そろく 「過去 

に 生きる 人」 になり かけた かと 思 ふと 少 M 心細い 氣も する」 六 七日 頃 立って 今度 は 陸路 琴 平 高 松 

を 経て 歸ら うかと 考 へて 居ます、  - 

九 二 一 

八月 四 曰 水 午後 六 時— 九 時 高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 伊野部 方よ リ本鄕 區 駒 込 曙 町 ニー 一 寺 田 ふん 氏へ 〔繪は 

がき J 

地震が あった 由、 被害 は 如何、 事によると 書棚 位顚 倒し はしなかった かと 思 ひます」 當地 一 同 

無事 私 は 中ぶ 忙しく 端 lA 曰 を かく 間がない 位でした、 今日は 高 知から 五 里 位の 海岸 へ 行って 來ま 

す」 出發は 六日 か 七日、 それで 德島か 或は 高 松 を 経て 歸 ります、 都合に より 京都へ 一寸 寄り 多分 


年 五十 正大 


十日 頃歸 京し ます 

八月 四日 

當地も 毎日 九十 度 を 超へ ます 

九 三 一 

八月 四日 水 午後 六 時： 九 時 高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 伊野部 方よ リ本鄉 區駒込 曙 町 一六 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔槍 

は が き〕 

昨夕 地震が あった さう です が 研究室の 方に 被害はありません か、 筒井 君の 處の ガルバ でも 轉落 

し はしなかった かと 存じます、 昨夕 聞いた 時 は 少し 驚いた が、 今朝 新聞で 詳報 を 得て 安心し まし 

た、 筒井 君 は 等 太の 方へ 行って 居る 事と 存じます 一 もう 二三 日で 切り上げて 十日 頃に は歸 京し 度 

い と 田 5 つ て 居ます、 

九 二三 

八月 六 曰 金 午後 (以下 不明.) 高 知より 本 It 區駒込 曙 町 一六 中 谷 宇吉郎 氏へ 一， 搶 はがき 高 知 杉 (內務 省 

指定 保存 木 右 木 周り 五十 五 尺、 左 木周リ 三十 五 尺 ご 

土. W 山中の 名物 大杉村 字 杉の 神木 大杉 を禆 目に かけます 樹齢 一 一千 年と 稱 せられて 居ます 一 今朝 

高知發 唯今 此處を 通過 高 松 へ 向 ひます 

八月 六日 朝  寅 彥 
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正  二 

九 二 四 

八月 六日 金 後.^ 時 —九 時 高 知よ リ麵 町區 中央 氣象臺 官舍藤 原" 平氏へ 〔鎗 はがき 高 知 杉〕 

昨日 御手 紙拜 見い よく 御 出發の 由、 御 ゆ 越の 件 承知 致しました、 小生 今朝 高知發 陸路 高 松へ 

向って 居ます、」 此杉は 土 佐の 山中に あり、 樹齢 二 千年と 稱 せられ 天然 物 保存 會で保 ごして 居る 

さう です、 今 此處を 通過し ました 

八月 六日 午前 十 時 

九 二 五 

八月 六日 金 午後 八 時 If- 時 德島縣 三 好 郡 池 田より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小宮 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

今朝 高 知 を 立って 土 阿の 國境を 越え 唯 令 阿波の 池 田で 晝飯を 食 ふ爲に 休んで 居る 處 であります。 

途中の 溪谷 は四國 脊梁 山 を吉野 川が 削り 込んだ 谷 だから 景色が い &。 鮎 をと る 船の 浮んで 居る 

影が 靑く 澄んだ 淵の 底に うつって 居る ので、 船が 空中に 浮んで 居る やうに 見えた。」 此れから 又 

山 を 越して 琴 平 迄 行って それから 高 松迄嶽 車、 それから 夜船で 大阪迄 行く、 そして 大阪の 市街 を 

かけぬけて 梅 田から 京都 行、 都合に より 一泊 多分 八日の 晚歸 京の つもりで あります。」 高 松公圜 

へ 日の 內に 行かれる かどう か 分りません、 夕方で も 行かれたら 一 見して 來 ます 

八月 六日 正午 
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年 五十 正大 


九 二 六 

八月 九 曰 月 午後 六 時— 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ高知 縣土佐 郡 朝 倉 村 中 械富江 氏へ 

謹啓 先日 來は 大勢で 滞在し まして 御 本家に は 一 方なら ぬ 御 厄介に 相な りまして 難 有う 御 坐い 

ました、 あなたに も 色ぶ 御 骨 を 折らせまして 相す みません、 難 有う 御 坐い ました 一度 はしみ/.^ 

御 話 も 致し 度と 思って 居ました が 每日ゴ タ/ \ して 終に 果 しません でした、 一 一人の 御子 樣の 御成 

人 迄 は 中 M 御 骨の 折れる 事と 存じます が、 どうか 御 自愛 を 第一 になさい まして 御 氣を廣 く 永く 御 

暮らし になる 事 を 祈ります 

出 發の節 は 何よりの 第 土 產頂載 難 有う 御 坐い ました、 途中の 暑さに 一同 避 易 急に 里心が 出て 大 

阪 から 直行 東京に 歸 りました、 幸に 一 同 無事で 御 坐い ます 

先 は 右 御禮旁 安着 御 報 迄 草ぷ 

八月 九日  寅彥 

富 江 樣 

時 侯 柄 御大 事に 願 ひます 

九 二  4J 

八月 十一 B 水 午前 七 時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六.^ 小 宮登隆 氏へ 

拜啓 六日の 朝 高知發 自動車で 山 越 琴 平 高 松と やって 來 たが 高 松の 酷暑に 身 神疲勞 子供 等 も 元 
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氣 がな く病氣 にで も なられて は 困る と 思 ひ 京都 行 は 中止、 大阪 からすぐ に 特急に 乘っ て 七日 夜 入 

京、 東海道から 東京 叉 入京 後 も秋凉 蘇生の 想 をして 居る 處 であります、 高 松 は 公園 だけ ちらりと 

覼 きました が 成程い 、庭の やうであります。 大阪は 一 時間 半位タ クシで 乘り廻 はし 三十 年 振で 天 

王 寺 や 天 滿宫を 一見、 天 王 寺で は 記念に 天 保 tn 枚 十五 で 買って 來 ました。」 鄕里 では 炎天 を 

日よ 親類 廻りて 暮らし 頭の 中が 本當 にからつ ほに なりました、 

姊 の 家に やって ある 茶道の 書物 類 取 揃へ 大兄へ 送る やう 賴んで 置きました、 御 覽濟の 上 は又姊 

の 方 へ 御 5； ま 一 ぽを願 ひ ます。 茶窒 の 起し 図 は舊宅 の 倉に 人つ て 居ます が御覽 になる と 思はなかった 

から 頼みませんでした、 御覽 になる 興味が 御 ありとの 事故 序の 時に 取 出して 送る やう 申して やり 

まし やう、 なんでも 一 一 一枚 貸し 失つ て 欠けて 居る さう であります 

筆 親御 多忙の 由 日本 文化の 爲 慶賀す ベ き 事と 存じます 拜 見の 日を樂 しみに して 居ます、 小生 も 

何 か 書 度と 思 ふ 事 も あるが 歸京. i;. -、 校正 や、 人の 論文の 訂正、 ま づぃ飜 譯の手 人れ、 先生の 功 

績 しらべ、 そんな 事が 山の やうに あって 泣き 度い 位、 文章 も檎 も出來 さう もありません せめて 日 

本畫 でもと 思って 畫仙紙 を 今日 仕入れて 來 ましたが、 

浮世 鎗御荒 集の 由、 實は 小生 も鄕 里で 昔 馴染の 古本屋から  一 R で 豊國と 國芳の 三枚 績を 買って 

來 ました 其 他 地図 類 若干 求め. ました、 土 佐 は田舍 だけ 未だ 何 かしら 堀 出物が ありさう であります- 

何 か 御 注文の 品が あったら さう 云つ て やって 搜せ せまし やう。 明 和 年間の 私人の 日記 を 見付け、 

氣象 火災の 記事 を 拾 ひました、 君に かぶれて 來 たと 見えます」 英 泉の 「忠臣 藏」 の 績き畫 が あつ 

たが 余り 感心せ ぬから 買はなかった、 大分 汚れて 居た 
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年 五十 正大 


連句 御 賞め に 預かり 汗顔の 次第であります、 郵便での 附け 合せ は 練り か へしの 余裕が あるせ い 

も ありまし やう、 兎に角 一日 や 二日 は 頭の 中で 持ち あっかって 居る のです から。 それ も あるが 又 

たしかに 相手に もよ る 事 はよ るら し い、 大兄 だと どうも 色氣が 出て 堅くなる やうな 傾向が あるの 

かも 知れません、 此れ は 御 互に 修養 を 要する 事と 思 ひます 

又 少し 「トル ソ」 か 「口 ンド」 でも 始め 度い と 思 ひます が 如何で 〔し〕 やう、 

鴉の 羽 を 拾 ふ 墓 原 

右 御つ け 被 下 まじく や 匆 よ 

八月 十日  寅 

豐隆 大人 玉 案下 

九 二八 

八月 十一 B 水 iHg 七 時— へ 時 本鄕區駒込曙町 ニーーょり千葉縣君！！^：郡竹岡村获生齋藤方玉野光男氏 へ 

〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 小生 去 六日 鄕里 出發 七日 夜 無事 歸京 致しました、 鄕里 では 毎日 九 

十五 度 以上の 暑さに 苦しめられ ましたが 歸京 後は凉 しくて 大に 助かりました、」 海岸 近くの 海水 

の 流れに 時. -は 吾. -の 問題の やうな のが あり はしない かと 思 はれます、 浮流 物が 平行した 縞に な 

る やうな 場合が あったら 御注意 を 願 ひます」 どうか 充分に 身 神 を 休養 さ せ て 英氣を 養 はれ る 事 を 

切望し ます I 時 ぷ 御 便り を 願 ひます 
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八月 十日 

九 二 九 

八月 十二  B 木 午後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 府下 落 合 町 下落 合一 六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 卸 端 書 を 難 有う 御 坐い ました 七日 夜歸 京し ましたが 少し 草臥れて グズ /\ して 居た ので 

御無沙汰 致しました、 近日 中 御 目に か、 り 度と 存じます、 小生 は 水曜と 土曜の 晚 以外 はいつ でも 

自由です が、 何處 かで 夕飯で もた ベながら 御 話し、 たいと 思 ひます が 如何で しゃう。 丸 ビル 九 階 

の 精 養 贺 など、 御馳走 はない が 風は凉 しい やうです がどうで しゃう、 時日 御 都合よ き 折 を 街 一報 

下さいませんで しゃう か  、 

九 三 0 

八月 十二 B 木 午後 零時— 一時 本 瑯區駒 込 曙 町 一三より 麻布 區 I 开町 一八  一 W 中 信 氏へ 【鎗 はがき〕 

度， -御 便り を 難 有う 御 坐い ました 小生 七月 廿 七日から 鄕里土 佐へ 歸 つて 居ました 久 ぶで 南國の 

暑さの 復習 をし ました 

ヒ 日に 歸京、 毎日 ゴ 口，^ して 暮 して 居ます、 僕 は やっぱり 東京で うちで 避暑 をして 居る のが 

一番い、 やうです 

九 三 一 
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八月 十五 B  B 午後 三時 1 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 落 合 町 下落 合 二 ハ五五 安倍 能戎 氏へ 「はがき〕 

御 端 書 難 有く 拜見 致しました、 それで は 十七 日の 午後 五 時半に 丸 ビル 九 階 精 養 軒の 待合室へ 行 

つ て 御 待ち 申 上げます から 御 都合が よろしかったら 御 出掛け を 願 ひます、 ゆっくり 食事しながら 

御 話 を 伺って それから ギン ブラ を やるな ども 又 一興 かと 存じます、」 <f 「日 も 中 i 暑くな りさう で 

す、 暑い 時 は 矢張り 何 かしら 仕事 をして 居る のが 一番 凌き 易い やうであります、 一度ね ころぶ と 

もうから だが 立た なくなる、 尤も さう した 方が い 、かも 知れない が」 飄簞の 苗 を もらって 棚 を 作 

つ て 植え込み 毎日 延びる の を 見て 居ます が 植付けが 遲 過ぎた ので 延び 切らない うちに 秋に なり さ 

う であります 

九 一二 二 

八月 十五 曰 日 午後 三時- —四時 本 鄉 區駒込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

歸京後 一 兩 日は凉 しかった がそれ から 又 暑くな り 日 i 九十 三 四 度 をつ けて 居ます、 夜中で も 

八十 度に 下らない やうです C.1 熊 本人から 飄簞の 種 を もらって 棚 を こしら へ て植へ 込み 夕顔 棚の 

下 凉みを やらう と 思った 處 時機が 遲 過ぎた もの だから 中.^ 思 ふやう に 延びす、 每 日毎 晚 生長 を觀 

測して 居ます が、 どう 勘定して 見ても 此の 夏 中に 棚の 上に 擴 がり 得る 可能性がない らしい ので 悲 

觀 して 居ます、」 飄 簞が蔓 の ひげ をぐ るく 廻轉 させて つかまり 處を搜 し 何か觸 ると すぐにから 

み 付いて、 それ を 力に 又 延びて 行く の を 見て 居る とどう も 魂の ある ものと しか 思 はれない やうで、 

乱暴な 取扱 ひ は出來 なくなる」 仙臺 はいくら か 暑さが ましで しゃう か、 二三 日の 最高 温度 は どん W 


な ものです か、 

九 三 三 

八月 十五 B 日 午後 三時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 長 野 縣下高 井 郡 平 穩村發 泉 天狗 S 湯 湯本淸 

比 古、 中 谷 宇吉郎、 二 氏へ 〔はがき〕 

御兩 君よりの 御 端 書 難 有く 拜見 しました、 十分に 御 休養 を 願 ひます、 何しろ 高天原の 山 靈も諸 

君の 氣烟に ふかれて 驚いて 居る 事と 拜察 致します、 小生 暑い 方 は平氣 だな ど、 云つ て 居た にも 拘 

ら す 毎日 九十 三 四 度の 最高と 八 十四 度と の 最低 で 繽 けられる の で 少 ^ 前言 を 訂正す る 必要 を 感じ 

て 居ります、 でもす る 事 はしなければ ならす、 校正、 講義の 準備、 飜譯の 加筆、 それと 「爆 發」 

の 論文 を タイプ でた、 く 事と を 日課と してやる に はやって 居ます が 能率 は 甚だ 僅少、 その外に は 

水 土 兩日セ 口、 ヴァイオリン は隨 時、 時. -ギ ンブ ラ、 不一 ー屋の コ ー ヒ ー の あつ いの を飮ん では， 汁 

を 流して 居ます、 夜店で  一 m: 六十 斐の ステッキ を 買って 喜んだり 甚だ 他愛 もない 事であります」 

油繪も 一 一 一枚 かき 度い と は 思つ て 居る が 手が 廻り かねます」 つまらぬ 品 を 送ります 氣焰 での どの 

乾いた 節 召 上って 下さい 

九 三 四 

八月 十五 B  B 午後 三時— 四 i- 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 高 知 縣土佐 郡 朝食 村 吉田淸 丸 氏-へ 〔はがき〕 

拜啓 酷暑 の 候 贵家益 » 御箭榮 大慶 至 極 に 奉 存候扱 て 先達て 歸省 滞在中 は 種 i 御 懇情 相 蒙り 難 有 


798 


年 五十 正大 


拜謝致 候 叉 特別 の 御 好意 に よる 名 炙^ 京 後數日 は 取 紛れ 怠り 居候 處咋 今少し 落つ き 候 ま 、 引繽き 

す へ 居候、 未だ 日 淺く候 へ 共 結果 は 甚だ 爽快 胃の 方 も 工合 宜しき やう 感ぜられ 候 今後 持績 致し 候 

はに 定めて 好 成 蹟を得 可 申と 相樂 しみ 居候、 歸 京 後 直ちに 御 禮可申 上 i 舌の 處 何彼と 取 紛れ 遲延致 

候 段 何卒 不惡御 賢察 御 海容 被 下 度 祈 候、， 右 御 禮迄匆 ぷ如此 に 御 坐 候 

八月 十五 日 

二伸 時候 柄 御 自愛 專 一に 奉 存 候、， 一 別封 小包 郵便に て 粗品 差 出 候、 乍 些少 感謝の 微意 迄に 

有 之 御 笑納 願 上 候 

九 三 五 

八月 二十 三 B 月 東京 鹽尻問 上 一 便 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豊隆 氏へ 「はがき〕 

先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、」 松 本に 居る 婿 殿が 急病 だとい ふ 事で、 尤も、 もう 大した 

危險 はない らし いが 病症が よく 分らない ので 鬼 も 角 も 一 寸樣子 を 見る 爲に 今朝 (廿 三日) 急に 飯 

田 町發で 出掛けました、 此の 線の 慮 車 は本當 のブム メルツ ー クの やうで 閉口であります。」 改造 

で 「ミュ ン へ ン」 を拜 見、 面白かった、 管 絵 樂で樂 器から 樂 器へ 同じ 旋律が 移って 行く の は實際 

さう いふ 氣 がします、 特に 高音部の 管樂 器の 拍子の 早い 處 でさう 感ぜられる。」 ゲ ー テの 見識 を 

論す る處も 西洋 心醉 家に はい、 藥 であり まし やう、 レン プラント 對ル ー ベン ス論も 敬服、 英國風 

庭園 對ル 子サ ン ス 庭園 も 同感、」 なほ 繽ぶ あと を 御 出し になる 事 を 切望し ます」 連句の 方 もどう 

か 中絶し ない 程度に 御 奮發を 願び ます 
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八月 廿 三日，  車中に て 

九 三 六 

八月 二十 一一 一日 月 (時間 不明：) 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 長 野 縣下高 井 郡 平穩村 發喃？ i 泉 天狗の 湯 湯 本淸比 

古、 中 谷 宇吉郎、 二 氏へ 

〔墨に て ：- 適に は 支那 風 も い、 だら うと 思つ て かう いふ 紙 を 使 ひます 久しく 筆と いふ もの を 使つ 

た 事が な い の で 何だか 調子が 分らな いのう れん に 腕 押で もし て 居る やうな 心 持が する 

御兩 君より 御 端 書 難 有う、 何しろ 山中の 天狗 共も大 先輩の 來訪で 恐縮して 居る 事 だら うと 存じ 

ます 

紙 だけ 支那で も 字の 方が 支那に ならない 

食愁が 進む 時 は 胃潰瘍の 恐が ある さう だから 御用 心 を 願 ひます 小生 は 夏 目先 生の 眞似 をして 

瘍を やった とい ふ 事に なって 居る さう です が、 いくら 先生で もい、 處 だけ 畢べ はい、 ので 何も 惡 

い 事の 眞似 をす る必耍 もな いかと 思 はれます 如何に 哉 

尤も 一 一三 年 病 氣でブ ラ/ \ 遊んで 居る の も 一 寸ォ ッな處 もあります がソ ノ ヮリ に吞氣 でも あり 

ません、 矢 張スパ ー ク でも パチ/ \ やる 方が 愉快です 毎日 口 C から スパ ー クを 飛ばせ 氣炤 を爆發 

させて 御 出の 事と 拜 察さう 云へば 此 頃なん だか 時- - 眉の あたりが ムズく する 事が ある 定めて 御 

茶 受にセ 口 を やる 時の 顏 などが 出て 居る 事で ありませ ぅィャ ハ ャ 

一 一三 日 前 大奮發 にて 家族 速で 秩父 山中 長瀞に 一 日の 大 旅行 を 試む スッ カリ 草臥れて 大方 屋で 
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ゴロく 寢て 居ました、 やつば り 宅と 不二 屋が 一番い i 

一 以下 インキに て〕 どうも 毛筆 は 工合が 惡 くて 腕が くたびれ るから 此れからべ ン でかく 此れで 旅行 

から 宅 へ 歸っ て來 たやうな 心 持が する 

此頃 何處へ 行っても ラヂォ に 追跡され る、 フ ユリ ー に 追 はれる 罪人の やうな 氣 がする。 コ ー ヒ 

1 をな めながら イデ ー を醱解 させて 居る と 突然 頭の 上で 

ジェ —— ェ、 ォ —— ォ、 ェ —— ェ、 ケ ilr イツ 

とやり 出す ので、 イデ ー は 忽ちに 破壤 される、 あれ は 一体 其 席に 居る 人ぶ の 同意 を 経て 然る 後に 

やるべき では あるまい か、 處が、 先日 友人 松 根 東洋 城と 下 高 井 戶村吉 田園に 遊び、 夕飯 をく つて 

い、 氣 持に なって 居る と、 突然 階下で ジヱ ー ヱ、 ォ ー ォ、 H1H、 ケ 11 イツと やり 出した ので 

少 ぷ悲觀 した、 併し 其晚の トリオ は 一 寸 よかった、 周圍 がシ— ン として 居る 處で チヤ ィ コ フス キ 

—の 秋の 歌な どは惡 くなかった、 コ レナ ララ ヂォも 捨てた もので もない 

話が 少し 眞 面目になる が此 頃松澤 君に Transactions  6f  Seismological  Society  of  Japan を 

讀んで 貰って 聞いて 居る、 僕の 赤ん坊の 時分 一て、、 ルン、 ノット、 ュ ー イング ペリ— などが 日本で 

地震 學の 基礎 を 築いて 居た 頃の 論文で ある。 實に みんなが 擧 問を樂 しみ 研究 を 愛して やって 居る 

風格に スッ カリ 感心した。 今時の 學者 ども (自分 も 無論 其內に 人れ て) の 心得 方 は 丸でな つて 居 

ない とい ふ氣 がする。 今頃 吾 ぷが考 へ つく やうな 實驗 など は 大抵 其 頃もう チャンと やって 居る。 

地震 學は 明に 此 時分から ズ ー ッと返 歩して しまったの である 實に恥 かし い 事で ある」 一 寸 面白 か 

つたの は、 ミルンの 論文の 揷畫に 墓石の 廻轉を 示す スケッチが 二 枚 ある、 其 墓石の 側に 洋装 美人 TO 


がかいて ある、 多分 妻 君 だら う。」 僕 も 次に かく 論文に は 一 つ 美人 を あしらった Fi,e-. を 人れ て 

やらう と 考案 中です 

今の 物理 はどう も 本の 上の 物理、 西洋 大家の 論文の 物理ば かりで 困る。 「自然に 歸れ」 は藝術 

に 限らぬ。  、 

今 諸賢 はホ ッ ボ の 天狗 樣と 一 處に 大自然に 圍繞 され 大自然と 睨め くら をして 居る のです から、 

どうか 毎日 自然と 取つ 組み合つ て澤 山の 收獲を 得て 歸られ る 事 を 切望し ます 

先 は 御 返事 旁 無駄 言 迄 草. - 

八月 廿ー 一日  寅 爺より 

湯 本 先生 

中 谷 先生 

發哺の 天狗 樣 御中 

九 三 七 

八月 二十四日 火 午前 十 時— 十二時 松 本 市よ リ高知 市外 小 卨坂村 町 車瀨宇 W 道隆 氏へ 〔はがき， 1 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました」 歸 省の 節は大 變失禮 しました どうか 惡 しからす、 六日に 立って 琴 

平から 高 松と やって 來 ましたが 余り 暑かった ので 一同 閉口、 大阪 から 直行して 歸京 しました、 東 

京 も 少し は凉 しくな りました、 もう 大した 事 はないで しゃう」 昨日 急の 用事で 信 州 松 本へ 來 まし 

て 今日す ぐ叉歸 京し ます、 此處は 日本 アル プ ス の 連峯を 西に ひか へ て 中. - 大きな 景色で い 、處だ 
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と 思 ひます、 昨日 車から 誠 訪湖を 見て 来たが 此處も 中. -ぃ k 景色でした、」 信 州 は 到 處養蠶 製 

絲の 盛大な 事を實 際に 見て 今更の やうに 驚きました」 

乍 遲延御 返事 迄 

八月 廿 四日  ，  松 本旅舍 にて 

九 三 八 

八月 一一 一十一 日 火 午後 八 時— 九 時 東北 本線 越河驛 より 仙臺 市 北 二番 T 六 八 小 宫豐隆 氏へ 「はがき〕 

御手 紙 難 有う」 旅行 嫌 ひの 私が 今年 は 妙に 旅行 癖が ついて 今朝 叉 出かけ 塩 原へ 一泊し ます、 松 

极 君が 向 ふから 端 書 をよ こして す、 めて 来たのと、 東京が 殘 暑で ひどく、 毎日 雜事ゃ 訪客で 惱ま 

される のと、 いろ- \ で 急に 思 ひ 立ちました、 それで 例によって 嵬 車中で 此端書 を かきます、」 

松 本の 方 は 矢 張 一 晚 伯 りです ぐ歸 りました、 久し 振で 信 州の 秋草 を 見て 特別の 美し さ を 嘆美し ま 

した、 低地で はとても 見られない、」 歸京 後一 回松极 君と 連句 を やりました、 一昨日 は 安倍 君の 

御 案內に 預かって 御馳走に なり シャバ ン ヌを拜 見し ました、 君が 今度 来たら 一 度 三人で 會 度と 話 

し 合 ひました、」 「けらし」 論拜 見、 此れ は讀 むのに 中 M 頭 を 使 はされ るが 後段に 至つ. て 誰れ も 

きつ けられる 事と 田 心 ひます、」 

御上 京 を 待つ て 居ます。 

八月 卅 一 日 
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九 三 九 

九月 二十 五 B  土 午後 六 時-; 七 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

. 共 後 は大變 御無沙汰 致しました、 休み中 は 一向 つまらなく 暮 したが 學 校が 始まって 見る と 休み 

の 難 有さが 分ります いっその 事 永久の 休みに しゃう かと 考 へます、 からだ は 段- - 弱る じ 頭 も 段.^ 

純くなる し、 どうももう そろく 公職の 方 は 御免 蒙り、 自由な 研究所 だけにし 度い ものと 思って 

居ます。  .  、 

燕 曲 集 頂戴 難 有う、 丁度 木曜の 午後から 少し 胃が 痛んで 寢 込み 昨日の 祭日 一 日 寢た爲 に ゆる ゆ 

る 拜讀の 機 を 得ました、 中ぷ 面白かった、 原書 はしらな いが 飜譯も 中え よく 練れて 居て 少しも 滞 

る やうな 處 がない 尤も 君から 云へば 當り前 だと 叱られる かも 知れません が。 此れ だけにす るに は 

巾ぶ 骨が折れる 事と 思 ひます。」 僕に はや はり ゥ H ッタ ー E1 ィヒテ ンが 面白かった、 病中に よん 

だせいでも あるか 可也 身に つまされて 讀 みました、 結尾の 一 頁の 光景が 身にしみて 哀れに 淋しく 

义 美しい、 此れ は 矢張り 多少で も 老人の 自覺を もつ ものに 味 は、 れる 情趣 かと 思 はれます。」 幽 

靈會の 方 は 面白い に は 面白かった が 一 邊讀ん だ^けで は 曲 全体 をつ かむ 事が 出来なかった、 

今日はもう 起きて 出勤し ました、 昨夜 帝劇の ボリ— スゴ ドノ フ へ 行く つもりであった のが 病氣 

で果 さす、 今夜の ュ ー ジ H 1 ン ォ子 ー ギ ン へ 行つ て 見やう と 思って 居ます。 今度の 連中 はそんな 

にまづ くないと いふ 評判であります。 鬼 も 角 も 露西亞 ものなら 何 かしら 或 物 は ある だら うと 期待 

して 居ます、 ォ  一一 H 1 ギ ン に は 可也 美しい チヤ ィ コ フ スキ ー 特有の パ ッ セ ー ジが澤 山 あると 本に 
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かいてあります 

右 燕 曲 集 讃美の 序ながら 草. - 

1-1. ノ 

豐隆學 兄  ， 

二伸 「沙 岩石」 と あるの は 矢 張 「砂岩」 とか 「砂岩 石 村」 とかして 欲しい と 思 ひます 

九 四 0 

九月 三十 B 木 午後 零 昨： 一時 本 鄕區駒 込 i= 町 一三より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

〔捨 はがき〕 

平壌の 御 はがき 難 有う 御 坐い ました、」 當地 もやつ と 秋ら しくな りました、 栗 や 松簟が 我ぶ の 

口に は ひる やうに なり、 鶏頭 葉 幾 頭が 盛りになる 頃 は 勉強と 遊ぶ のとから だが 二つない と 足りな 

いやう であります 

九 四 一 

九月 三 十 曰 木 午後 零時— 二 時 本 瑯區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 を 難 有う、 跪 稀 所載の 歌仙 さう 惡 くもない と 思 ひます、 少 くももう 一 つ 出て いる あれよ 

り は 余程い、 かと 思 ひます が 如何 哉、 鬼 も 角 も 次 會には 犬に 御 奮 發を願 ひます」 露國 歌劇の ュ ー 

ジェ— ン、 ォ 一一 ェ ー ギンと ビク、 ダ T ムへ 行きました、 いづれ もプ 1- シ キン 原作 チヤ ィコ フス キ W 


i 


1 の 音樂で 小生に は 親しみの ある もの だし、 殊に 後者 はプ ー シキ ン の を 露語で 讀んだ 事が あるの 

で 一 層 面白かった。 音樂も それ 程惡 くないが 唯 メムバ ー の 數が少 くて 歌に 負ける のか 殘念 であり 

ます、 歌 ひ 手も惡 くありません、」 ド， I モ 僕に は カルメン など は 性に 合はなくて 陰 氣な音 樂の方 

が氣 持が い、、 其 点で ォ-ー H 1 ギンの 中到處 にある 暗い ばっせえ ぢが 非常にい、」 栗 松簞の 出る 

頃 はいつ も 胃が 惡 いやうな 氣 がする。 思 ひ 切って 遊ばない と 命がない やうな 氣 がする。 死期が 近 

づ いたので はない かと 思 ふ 程 自然界の 美し さが 强く心 を ひく 

九 月^日 

九 四 二 

九月 三十日 木 午後 六 時— 七 時 本 鄕區駒 込暖町 一三より 本 鄕區駒 込 曙 町 一六 中 谷 宇吉郎 氏へ 

先刻 は 電話で 失禮 しました 先日 理 研から 大學へ 行く 積で 富士 神社 前 迄 出かけた がどう も かつ 

、ばつ て 歩行 困難 を來 しうち へた どり 付いて 寢 てし まひました 其 後 形勢 不穏た も の だから 覺悟を 

きめてね る 事に しました 

どうも 甚だ 我儘な 病氣で 工合の い 、時 は 起きて 居て 仕事で も 話で も 出来る が時ぷ 調子が 狂って 

來 ると どうも 起きて 居られなくなる、 さう いふ 時で も 無理 すれ はいくら でも 出來 るが、 それ を や 

ると 後が 恐ろしく、 叉 一 年 も 一 一年 も癡 業す る 事に なって は 困る から 一 層の 事 思 切つ て 一 週間 位 も 

何もし ないで 安靜 にして 直して しま ふ 方が 却て 能率が い、 と 考へ攀 校へ も屆を 出して 今週中ね て 

居る 事に しました 今日で も 御 話 位出來 るが 其れが 幾分で もさ わると 却つ て 休み を 長く し 結局 ィ ン 
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テグ ラ ルが惡 くなる と いけない と 思って 失禮 しました 惡 しからす 

九月 卅日  寺  田 

中 谷 君 

湯 本 君の 葬儀に も失禮 します、 もし 御會 ひに なったら よろしく 

九 四 三 

十月 十 曰 B 午後 零時 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

毎日 雨で 底 冷へ がして 老人に はいけ ません が 御 地 は 如何に 哉」 此 前の 日曜 は實 にい、 天氣 で、 

板 橋へ 行った が實 にい、 氣 持でした、 其 代り 嵐 車大滿 員、 此れが 厄介であります」 金曜日の 晚は 

ス トウ ピンの セ n を 聞きに 靑 山の 日本 靑年舘 へ 行きました、 折 柄の 雨に 眞 暗な 妙な 處をピ シャピ 

シャ あるいて 行く と 妙な 處に 大きな 洋館が 建って 居る のに 驚いた。 聽 衆が あんまり 少 くて 氣の毒 

なやう であった。 ス トウ ピ ンと いふ 人 は此前 見た 時 は大變 老人の やうで あつたが 今度 見る と 若く 

て 驚いた、 髮の 恰好の ちがった せい も あるか もし れんが、 事によると 近頃 何 かの 原因で 御め かし 

をす る やうに なった のか、 それとも 少し 金で も 出来た のか、 何しろ 田 舍のぢ 、いの やうであった 

のか 一 寸 垢が とれて 演奏家ら しくな つて 居る のに 驚いた。 此の 若返り 法 を參考 の爲に 聞いて 見た 

いものであります」 久し 振で 青山の 土 を ふんだ とい ふ氣 がした 

(十月 十日) 
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九 四 四 

十月 十七 DB 曰 午後 四時— 五 時 本鄕 -fe: 駒 込 曙 町 ニー 一よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 仙臺の 初冬の 天地の if;S しさが 眼に 見える やうに 覺 えました、 東京 も 昨今 雨甚 

だ 欝陶し いが 其內 晴れる と 好い 時候になる 事と 思 ひます、 此間草 川 信と いふ 人の 作品 發表會 に 私 

のセロ の 先生が トリオに 出る からと いふので 切符 を 貰った、 それで 女の子 一 一人 を つれて 靑 山へ 行 

つたので す、 音樂 はどう も 面白くなかった が、 歸 りに 余り 天氣が 麗しい もの だから 神宮外苑 美術 

舘の 前から 靑 山の 通り 迄 ブラく 歩いた が實 にい、 氣持 でありました。 あ、 いふ 廣 えとした 芝生 

は 一 寸 日本で は 外で 見られない。 銀杏の 並木が もっと 大きくな つたら、 そして それが 黄葉し 落葉 

したら どんなにい、 だら うと 思 ふ。 靑山 練兵場の 昔、 ス ミスが 宙返り 飛行 を やる とい ふので 見物 

に來 た、 あれ は 何年 前だった か 分らない が 鬼に 角 其 時に 此處へ 来て 以来 さつば り 来た 事が なかつ 

たので、 余りの 變 りゃうに 驚き もし 感心 もし 叉 何やら 昔戀し くもなった。 揃 ひの 安洋 服 を 着て 寒 

さうな 恰好 をして 歩いて 居る 吾子 等の 姿に も 秋の 哀れが 見える やうであった。 ナ ンジャ モ ンジャ 

の 木と いふの が あつたん だか あれ かしらな ど 、話して 来ました。」 近頃 妙に 音樂會 に緣が 出来て 

今日は 又 男の子 二人と スッゥ ピン、 安藤、 小 倉 三人の 音 樂會へ 行つ， た、 矢張り 靑山 日本 靑年舘 で 

あつたので すが、 今日は 此 間と 引かへ 大滿 員、 多分 新聞の 宣傳が 利いた と 見えます、 そのせ いか 

スト ゥビ ン 先生 今日は 一 曆 若くな つ て嗜 しさう にして 居た、 のみなら す 今 n のゴ ルタ— マンの コ 

ン ツエ ルト や、 ボッパ —の ラプゾ ディな ど はどう も 非常に 面白かった、 すっかり 醉 はされ ました。 
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安藤 夫人の バ ィ オリ ンゃ小 倉 夫人 (？」 の ピアノ では どうも 樂 器に 音 を 出させて 居る とい ふ 意識が 

離れなくて 困る の だが、 それが ス トウ ピンの セ P となると 不思議に 樂 器が 消へ てし まふ、 ス トウ 

ピンの からだの 中に ある 音樂が 自然に 流れ出して 居る としか 思 はれない、 音の 一 つく パッ セ ー 

ジの 一 つくが 演奏者の 心の 動き を 自由に 眞實に 歌って 行く ので 聞く 方で もどう しても 自然に 引 

き 入れられて 陶然と してし まふ、 實に 愉快で ありました、」 小 倉と いふ 人 は 十 年 も 昔、 ァ メリ か 

から 歸 りたての 頃 は 妙に 冷たい 堅い 感じの 人だった が、 久し 振で 見る と大變 昔し とちが つて 感じ 

に 丸味が 出来、 中年 女の 美し さとい つた やうな ものが 出て 來る。 さう 思って 見る と 安藤 幸 子 女史 

も 昔の やうに シャク レ た 顔で ある もの 、何處 やら 落着いた 人柄な 感じが 出て 大層な つかしかった _ 

ス トウ ピン も 見て 居る 程 若 i しくて、 無邪氣 で、 可愛らしい 男で ある、 先年 見た 時 はどうして 

も 四十 以上で グ ル ー ミ ー な 顔 だと 思った がどう も 不思議であります、 どうも 此れ は 自分の 方が 急 

に 年を取った 事 を 意味す るので はない かと も考 へられる。 

右 御 報 迄 草. - 

十月 十六 日夜  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

九 四 五 

十月 二十 七 曰 水 午前 七 時 I 八 時 本郷 Ml 駒 込 曙 町 ニー 一より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮观： ^隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見御 勇健 御 活動 大變に 好 景氣の 御 様子 大慶と 存じます 八方 大も てに もてる の は 結 
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構です が 落着いた 仕事の 出来ぬ との 御不 滿御尤 併し もてる 時 は 矢 張 思 切り もてる 方が ± 敷かと 存 

じます 

起 終 図 どうか 御 研究 を 願 ひます 何 かの 材料に ならば 枯木に 花が く譯 であります、 あれ をよ こ 

す 序に 鄕里所 藏の三 敍を取 寄せ 皮 を 張り かへ 板 橋の 家に 送り 時 ぷポッ ン くと 鳴らす 事に 致し ま 

した 

近頃 大學の 所謂 御殿の 晝飯其 物と 並に あすこの { 仝氣が 少し 鼻に つき 其爲 時え 外へ 出て 晝飯を 食 

ふ、 一 日 上野 廣 小路で 一 皿の カツレツ を 食って あの 邊を うろ 付き 蒹蔑堂 を ひやかして 此の 詩 蓮と 

狀 袋を發 見し 其 御 初 穗を玆 に 差 出します 其時此 店に ぺ ルシャ の 皿の 一寸 奇麗な のが あり 値段 を 聞 

いて 見た 處 店番の 男が 大變氣 の 毒 さうな 表情 をして 九 拾 R だと 云 ひました それが 少しも 軽蔑した 

のではなくて 甚だ 同情に 滿 ちた 態度で あつたので 少立 可笑しく も あり 感謝 もしながら 引下り まし 

た 

汎 太平洋 會議 とい ふの が 始まる ので 外 國の學 者 (主に アメリカ、 二流 處の) が 大勢、 細君 携帶 

で 見物が てら 來朝、 其 接伴の 役に 當る 日本の 學者達 はてん てこ 舞 をして 居る やうであります、 迷 

惑 至極な 事で 此れが 爲 日本の 學 問が 損 はしても 何の 得 もない と 小生 は考 へて 居ます。 外國 人の 御 

土産の 論文な ど 一 つも 眞 面目な もの はなく みんな 自國に 都合の い、 やうな 事 を 提議し やうと いふ 

のらし い、 未だく 日本 はこん な 御祭り を やる の は 早い かと 愚考し ます、 馬鹿- - しいから 會議 

は 大部分 欠席の つもり 

板 橋の 家の 地內 一面に コス モス か 蕃殖して 見事であります、 今年の 夏 は 取 込 事な どて 一 向 行か，, 
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草 も 生 へ 放題に して あつたの です が、 コ ス モ ス が あらゆる 雜草を 征服して 隙間な く 一 面に 生 ， 

茂り、 それ 開した から 偷决 であります、 色 は 白 赤 桃色の 三種 だが 蔭に なって 居る 處 では 白が 

碧 や 水色に 見へ 桃色が 紫 や 紺青な どに 見へ 實に 豊富な 色彩の 變化を 示します、 鬼に 角 今年の- コ ス 

乇 スは 傑作であります 

今年 末 頃 上京され るので はなかった かと 思 ひます 着 京の 日 はいつ でし やう 力 

キヨ ま嘗， b い、 日でした、 夜 神 田で 古本 を ひやかし 歸 つて 此れ を 書きました 華ぶ 

寅. 逢 

十月 廿 六日  き 7 

豐隆 大兄 玉 机下 


九 四 六 

十月 二十 九日 金 午前 九 時 I 十 時 本 螂區駒 込 曙 町 一三より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

〔槍 はがき〕 

釋王 寺の I 書 難 有く 拜見、 御 健祥で 大慶に 存じます、」 7 ィョ， -ルの 旅 も 面白く 拜 見して 居 

ます子 供の 描かれて 居る 處 にいつ も 人の 心に 觸れる ものが ある やうに 思 はれます。」 當地 もし は 

らくい、 天氣 がつ I ましたが 今日は 雨であります、」 今 コスモスが 滿開、 此花 やらな 

くて 美しく 疾 いて くれる 

〔表に〕 
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此頃 大分 老人に なった と 見えて 古い 人の かいた ものに 與 味が 出来、 時. -神 田の 古本屋から 隨筆 

もの を搜 して 來て は、 夜寢 しなに 讀んで 居ます が、 時. - 色ぶな 掘 出物 (科學 方面の) もあって 面 

白 5、」 靑木昆 陽の もの を 見て 居たら 平 假名の 「ん」 は オランダ 文字の 「 n」 で 「.w」 は 「h」 な 

ど、 あって 可笑しかった、 事實 はどうで も 鬼に 角考は 面白い、 弘法 大師が 支那で n 1 マ 字 を學ん 

だもの だとい ふの らしい  . 

九 四 七 

十月 三十 IB  B 午後 零時 —一時 本鄉 _ぉ 駒 込 曙 町 一； 一一より 飽町區 中. 义氣象 臺國富 信 一氏へ 〔給 はがき〕 

〔表に〕 

此頃 は御忙 がしき 事と 存じます、 追 M 御 研究 か 進み 大慶であります 此 上の 御 奮發を 祈ります 

十月 册  一 n 

〔裏に〕 

驗震 時報 一 ーノ三 どうも 難 有う、 他日 多大の 參考 になる 事と 厚く 御 禮を申 上げます 

九 四 八 

十月 一一 一十 IB 曰 午後 零時— 一時 本鄉 K 駒 込 曙 町 一三より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 登 隆 氏へ 〔給 はがき〕 

御手 紙 唯今 拜見、 四日に は 上野へ 參り まし やう、 三時 五十 分 着と 思 ひます が、 それでせ： 敷いで 

しゃう か、 寢臺 券の 事 も 承知 致しました、」 昨 n 汎 太平洋の 發會 式が あり、 小生 も^きに 參りま 
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したが 御祭り 氣 分の 甚だ 濃厚な もので ありました、」 あ 、いふ 時の 演說 はや はり フ ラ ン ス 語が 一 

番 感じが い 、 C 意味 はどうせ 分らない が) 音調が 朗 えとして そして ス ピ ー ド がよくて 早く 片付く 

から、 

十月 卅 一 日. 

九 四 九 

十一月 四日 木 午前 十 時— 卜 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ 府下 高 田 町 雜司ケ 谷 龜原三 二 國富信 一氏へ 

「搶 はがき〕 

今日の 御 講演ぶ り を 拜聽し 乍 蔭 喜ばし さに 堪 へす 聊か 初陣の 御手 柄 を 祝し 度と 存じ 此 はがき を 

認めます 

アメリカの 人達 はだめ です ね、 口 シャの 先生 一 寸 面白い と 思 ひました、 

十 一 月 三日  曙 老人より 

九 五 0 

十一月 二十 二日 月 午後 了 s-i 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫豐隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有、 あれから 返事 を 出さう くと 思 ひながら 御無沙汰して 居ました、 御 病人の 

御 経過 は 如何です か、 どうか 御大 事に 願 ひます、」 漱石 選集の 御 提案 至極 適當と 存じます、 尤も 

白狀 すれば 未だ 全集に 就いて 一 ぶ當 つて 見た 譯 ではない のです が 併し 小弟の 胸算用と は 殆んど 一 


致し さう に考 へられます、 それにつ いて 思った 事 は、 先生の 本當 のい、 もの は長篇 より は 短篇、 

それよりも 更に 小品 中に 無 疵に現 はれて 居る やうな 氣 がします が 如何 哉、 此れ は 或は 小生の 嗜好 

に 則した 偏見 かもしれ ない が、 どうも そんか 氣が 昔から して 居る のであります。 そして 全く 「猫」 

「坊ちゃん」 「草枕」 をのけ たら 先生の 大きな 部分が なくなる やうに 感じます、 

叉少. -泣言 を 聞いて 頂きます、 小生 どうも 近頃から だ も 頭 も 疲勞し 易く、 毎日 夜 はがつ かりし 

て 可 も 出来ない やうな 工合で、 さう かと 云って 早く 寢 ると 夜中に 眼が さめて 困ったり する、 此れ 

は 若い 人の する 神経衰弱 なのか、 それ 共 老衰な のか 醫 者に 見て 貰 はない から とんと 分らない が、 

いづれ にしても 閉口 悲觀、 どうも 少し 仕事が 多過ぎ 慾が 深 過ぎる せいな のか も 知れません。 何と 

かして なるべく 暇で、 そして 自分の 好きな 事 だけ 少 しづ.^ やって、 そして ドッサ リ金を くれる や 

うな 從職ロ はな いものに 哉。 尤も 人が 見たら 小生な ど は 正に 其 通りの 職の やうに 見える 恐が ある 

のです が、 本人の 身に なって 見る とどう して-/ \ 中よ 責任 觀 念に 迫害され て 中 i 苦しい。 もう 少 

しのん きになれなくて は 全くから だが 績 きさう もない、 東北大 學文學 部 講師 を囑 託し、 一年間に 

十 時間の 講義で 謝金 三千 三百 R 位 御 下賜に なり、 そして 「線香花火 論」 か 「金米糖 論」 でも やら 

せて 頂く 譯に はいけ ますまい か、 阿部 大人と 御 評議の 上 何とか ならぬ もので しゃう か、 

靑楓畫 伯い よ/ \- 婚儀 をす ませ、 子供との 工合 も 大層い、 やう だとの 通知が ありました、 敏子 

さんに はすまない が、 なんだか 目出度い やうな、 喜ばしい やうな 心 持 もす る。 同時に 妙に 悲しい 

やうな、 い 持 も 少し はあります 

今日の 日曜 は 海軍の 仕事の 報告書 作成の 爲 一日 理 研の 二階で 勉强、 天氣 淸朗、 窓外の 銀杏の 黄 
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葉風な きに 落ちて 舞 ふ、 四時 頃から 銀 ブラに 行き 果物 を 松 本へ 送り 不二 屋でコ ー ヒ ー 二 碗、 天下 

大平 

右 迄 草よ 

十 一 月廿 一日  .  寅彥 

豐隆 大人 玉 案下 

九 五 一 

十二月 七日 火 午後 一一 一時 . -Hi. 本 鄕區駒 曙 町こ亍 4 リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有 拜見御 病人 も 御 経過 良好との 事 定めて 此頃は 最早 御 快 愈に 近き 事 かと 拜察致 

します 然し 此上 御大 事に 願 ひます、 

一 一枚 折御譽 めに 預かり 難 有少ぶ 恐縮の やうであります が 御言 葉に せへ て 無条件に 譽 めら れて置 

く 事と 致し 其 代り 今後 益. A 勉強 致 度と 存じます どうか 不相變 の 御 ひ いき 御 批評 を 願 ひます、」 其 

後し ばらく 松 根 君の 消息な く 少生も 忙し いので 無沙汰して 居ります ので 連句 も 目下 中休みの て い 

になつ て 居ります 

少 生いよ く擧 校が うるさくな りとうく 主任の 處迄 辞職の 希望 を 申出して あります、 中ぷ即 

坐に は 承知して 貰へ ま いと 思 ひます が 併し こちらで 腹 をき めて 居れば 終に は 許される 事と 思 ひま 

す、 いよ/ \ かうな ると 急に 厭に なって、 よく 今日 迄 かう してやって 來 たもの だとい ふ 心 持が し 

ます、  . 
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聊 齋志異 とい ふ 本の 譯を 讀んだ 事が あつたが 近頃 其の オリ ヂナル を 求めて 時.^ ひやかして 居り 

ますが 隨分 卑近な 露骨な 事が ある、 併し あれ を 讀んで 見る と 支那 民族の アト モス フ 二 1 ァ 力ま 常 

に 濃厚に 出て 居て 面白い、 それから H 本の 文學に 流れ込んで 居る 部分の 源泉が 到處に 見ら わるの 

も 面白い やうです  、 " 

山臺 はもう 余 寒いで しゃう、 當地は 割合に 溫く、 仕 合せであります、 未た 霜柱な どが 余り 見 

えない、 庭の 紅葉が 未だ 少し 散り 殘 つて 居る ので も 分ります 草. - 

. 士 一月 六日 夜  寅 彦 

豐隆 大兄 玉 案下 

九 五 二 

十二月 二十四日 金 午前 十 時 L い 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 札幌市 北海道 帝 國大學 ェ學部 物 瑰學敎 室 

^藤 ぼ 氏へ 〔はがき〕 

S 手紙 難 有拜見 致しました、 いろく 面白い 御 研究が 出来ます やうで 大慶と 存じます、 バタ 劐 

有う 御 坐い ました、 家人の 不注意で あれ は 池 田 君から 達ら れ たものと 誤認して 同 君へ 御禮を 云つ 

てし まって 甚だ 失敗し ました、 どうか 池 田 君に 宜敷御 鳳 聲を願 ひます、 トン ダ牛頓 祭で ありまし 

た。」 今年 は 御 不例で 牛頓祭 中止 幸に 助かった 譯 であります 

なほ/ \ 御 自愛 御 研究 を 祈ります 草ぶ 
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九 五三 

十二月 二十 八日 火 午後 一時—， 土 時 本鄕 wi; 駒 込 曙 町 ニー 一より 神 奈川縣 嫌 倉 町亂橋 材木 座 二 七 五 圓地與 四 

松 氏へ  - 

謹！^!: 其 後 は 御無沙汰して 居ます が御變 りはありません か、 御大 葬で 御 忙しい 事と 存じます、 

御 自愛 を 祈ります 

扠 本日 は龜屋 から 何よりの 品澤 山に 御 届け 被 下 御 厚情 難 有 御禮申 上げます 

御 令 窒樣其 後 御病氣 如何です か 寒さの 時分 一 層 御 養生 專 一 と 存じます、 愚妻より 宜敷御 挨^ 申 

上げて くれとの 事で 御 坐い ます 

い つ か 御 都合 のよ ぃ時久 えで 何處 かで 食事で も 致し 度い と 思 ひます が 如何 哉 

右 御禮迄 草. M 

十二月 廿 七日  寅 逢 

圓地樣 玉 案下 


昭和 二 年 


九 五 四 

一月 十 七日 月 午前 十 時， ー 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

拜賓 其 後 は 御無沙汰に 打 過ぎ 失禮 の段裨 海容 被 下 度 祈 候、 本日 は 干 柿 澤山御 惠與被 下 難有拜 

謝 致 候 一同 賞味 相 苕び候 右 御 禮迄匆 ぷ申述 候 不盡 

1 月 十六 日  ォ 田寅彥 

五島 樣 侍史 

九 五 五 

一月 十七 日 月 午前 十 時 I 十一 時 本郷 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ奈良 縣立樱 井高 等 女 學校野 村傳四 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 平素 御無沙汰、 昨年の 夏だった か 御 親戚の 有 馬 ェ學士 と 赤 羽の 橋 

工事 見 學で落 合 ひ 御 噂 をし ました その 節 端 *" でも 出さう かと 思って つ ひそれ 切りに なって 居 まし 

た、 

展覽會 出品の 儀、 先生の 水 彩 翁 葉書で も 二三 枚 出し まし やう か。 此れ は 蓋し 天下の 珍品で 門ダ 
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不 出の 害です が 外ならぬ 大兄の 御す、 め 故 出陳 致さう かと 存じます、 如何 哉 

女學校 生徒に 科 學獎勵 の 宣 言 は 此れ はどう も 柄に なく 途方に くれます ので 御 宥しを 願 度と 存じ 

ます、 それ は 別と して 日本の 科 擧獎勵 策と して 美人の 科學者 若干 名 御 養成 如何 哉、 さう いふの が 

或は 畢會に 臨んで 講演したり 氣蹈を 吐いたり、 通俗 講演で もやれば、 天下の 野郎 共 風 を 望んで 科 

學 研究に 志す かも 知れません、 御 一笑く 

大兄 は 半白で も元氣 旺盛、 小弟 頭 だけ は黑 いが 段ネ 老衰 を 感じます ので、 そろ/ \隱 退、 何處 

かの 研究所に でも 隱れて 餘生を 細長く 引延しながら すきな 仕事で もしたい と考へ て 居ります。 さ 

うなったら 芭蕉の 行脚の 眞似 でもして 奈 良へ も 一 度 は 行って 見やう かな ど 穴 ェ想を 走らせて 居ます 

h 宮君仙 台から 時よ 出京 會 合致し ます。 松极 東洋 城と も 時よ 連句の 會を やります、 九日 會には 

碑 少汰故 他の 諸君と はめった に會 はす、 寧ろ 今の 九 R 會に 出る よりも、 昔の 千駄 木の 木曜日 を 

頭の 中で 繰返して 居る 方が い \ やうであります、 

右 御 返事 迄 草. - 

一 月 十六 日  ^ 彥 

傳四 大人 玉 案下 

二伸 繪 葉書 別便に て 送ります 

九 五六 

二  3. 七日 nc 午後 零時 I 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小せ：： 豊隆 氏へ 
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大變に 御無沙汰 をして 仕舞ました 大して 別に 忙 がしかった 譯 でもない が 寒さの 爲か懶 いやうな 

..\patby の狀 態に 陷 つて 居た 爲 につい/ \ 失禮 しました、」 滿 州に 行って 居た 昔の 助手が やって 

來て彼 地の 攀を 貰った ので 其 試筆 を 兼ねて 此 手紙 を認 めます 

先 E の南蠻 もの 面白く 拜見 致しました 方. -で 定めて 鼻毛 を拔 かれて 驚いて 居る 事 だら うと 甚だ 

痛快に 思 ひます 

中 央 公論 も 改造 社と の 競1?^ で や り 切れ な く な つ た と 見 ぇ突然婦人 公論 の 島中 と い ふ 人 を 拉 し 來 

つ て 主幹に 据 へたので 高 野さん が 怒つ て 退社して しまった、 定めて 此れ は 記事な どの 撰擇 にも 多 

大 の 變化を 來す前 表と 見るべく 從て 豐隆 冬彥諸 先生との 緣も 薄くなる ので はない かと 推察 します 

桐の 一葉ら しく 感 する 少弟の 返 職 問題 もどう やら 敎窒內 部の 御 許し だけ は 出た が扭て 総長が 中 

え 容易に 承知し さう になく 大擧 の何處 かへ 教授の 名前で 置かう とい ふので 一 寸今 引つ か k つて 居 

ますが、 矢 張 結 W は 我儘 を 通させて 貰 ふ 積で 居ます、 

今朝 は 一面の 銀世界に 日本晴の 日光が 輝いて 基 だ美觀 でありました、 明日 は 御大 葬、 小生 は大 

禮 服がない ので 此の 大儀に 列す るの 榮を 得す、 叉學 生の 監督に 出る の も 病弱で とても 堪 へま いと 

思って 御 断り. S. 上げました、 明日 明後日 は銀ブ ラも 音樂も 遠慮 籠居の 接り で 居たら 今日 留守に 東 

洋 城より 電話が か、 つたとの 事 多分、 大葬 を紀 念す る 連句で 〔も〕 やらう とい ふので はない かと 

推察し ます 

土曜日 も 人れ ると 四日 續 きの 休みになる の だから 旅行 好 だと 早速 仙臺へ でも 飛んで 雪の 松 島で 

も 賞觀 する 處 でし やうが、 結局 何も 出 來すボ ンャリ して 頭を惡 るく しながら 空費す る 事で しゃう、 
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岩波から 漱石 全集 廉價 版の 事 を 聞きました 又 同書 店 何年と かの 紀念 事業 云ぶ の 事 も 聞きました 

實 行の 点 は 別と して 少生は 「日本人が 日本 文化 或は 藝術を 取扱った 論文」 中の 粹を拔 いて 此れ を 

獨 叉怫譯 して 出版し 外 國へ賣 り 出すな ども 面白い かと 思 ひました 豐隆 先生の 傳統藝 術 研究な ども 

無論 其 集中の 珠玉と なる 譯で あります。 . 其れ は 鬼に 角もう そろく かう いふ 書物 も 出来て い、 頃 

ぢ やないで しゃう か、 唯 此の 村 料の 選擇輯 集が 一 寸難義 かも 知れない が 大兄で も 一 肌 ぬげ は 出来 

なく はない 唯 骨の 折れる 事 は 確であります、」 まあく 夢の やうな 話 かも 知れない 

夢と 云へば 數日前 朝 眼が さめる と 同時に 「〇〇〇〇 は即鉄 木眞と 同人 だ」 とい ふ 事を考 へて 居 

る 自分 を發 見して 可笑しかった、 丸で 駄 じゃれの やうな もの だが、 兎に角 そんな 事を考 へて 居た、 

多分 夢の つ き だら うが 夢の 方 は 記憶し ません、 御 笑 草 迄に 

昭和 二 年 二月 六日 午後  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案 下 

九 五 七 

二月 十七 B 木 午後 三時 111 時 本鄕ー tel 東京 帝 1； 大 學理學 部より S 町區 中央 氣象薹 藤 原 、平氏へ 〔給 はがき〕 

今 ni 御 話しの 品 川の レコ— ド搜 しましたら 出て 參 りました、 誠に 申譯 がありません、 もし 落ち 

たのが あると いけませんから よく 調べ ました 上で 御返し 申 上げる 事に 致します、 どうか 惡 しから 

す 願 ひます。」 學 生の 論文、 小生の 机上に S きます から、 どうか 何時でも 御 持 參を願 度と 存じます 

右御挨 1^ 迄 草ぶ 


一 一月 十七 日 

九 五八 

三月 十 IB 金 午前 七 時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  HI より 仙 臺市北 二番 丁 六， へ 小官 登隆 氏へ 

大變に 御無沙汰 をして しま ひました、 あの 後 一寸した 事で は あるが 一 つの 面白い 實驗— 熱電氣 

に關 する ー に 逢着して 此れに 沒 頭して 居りまして 毎日 七 時 過ぎる 迄 理硏で 働いて 歸 ると 草臥れて 

しまったり してつ ひく 御無沙汰 しました、 一段落つ いて 今日 報吿を 書き上げ 宅へ 歸 つて 一風呂 

浴びて 葡萄酒 を 一 杯 のんで 久しぶりで くつろいだ 氣分 になった 處で此 手紙 を かきます 

此 前の 御手 紙で はいろ く-と 御 取 込の 御樣 子でした が 其 後の 御 経過 如何です か、 早く 御 尋ねし 

なければ ならない の を 怠つ てし まつ て 甚だ 面目ない 次第であります、 どうか 我儘 を 御免し 願 ひま 

す、 

小生の 退職 問題 は 古在 総長が 中 i 承知して くれす 結局 妥協案と して、 物理 敎窒は 返き、 地震 硏 

究所專 任敎授 として 暫時 留任し、 勝手な 事 を やっても よいと いふ 事に なりました。 此れ も^し 當 

分の 事で 一年 位た つたら 足 を 洗 ふつ もりであります。 どうか 左様 御 含み を 願 ひます。 

丹 後の 地震 はえら い 事でした、 あの 晚理 研の 自室で 顯微鏡 をの ぞいて 居たら、 同室で 實驗 して 

居る 助手が どうも 地震の やう だとい ふので 氣 がつ いて 見る と 電燈が 大きく ゆれて 居る。 併し ミ シ 

リ とも 音 も 何もし ない。 椅子に 腰かけて じっとして 居る と 成程 地盤と 建物が 一 處に ゆらり/ \> と 

極めての ろく 動いて 居る、 丁度 大きな 翁 船が 靜 かな 海 を 航海して 居る やうな 心 持であった。 此れ 
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は 百 里程 度の 遠方の 大地震 だら う、 陸地で なければ い.^ が、 若し 京阪 地方で、 も あると n 本 はい 

よ， C 破産 だと 話して 宅へ 歸 ると、 間もなく 新聞社の 人が 別の 用で 来て それから すぐに 震源地の 

見當 がっき、 それでも 大阪が 減 亡し なかった 事 を 喜びました。 それ は 鬼に 角 京阪 もい つか はやら- 

れ まし やう、  - 

先日 面白い 夢を見た。 何處 かの 大きな 店內を ひやかして 居る と いろんな 洋酒の 小瓶が 並んで 居 

る、 見て 居る と、 チン タ 酒と いふの が ある オヤと 思って よく 見る と、 ァラキ 酒と いふの も ある。 

みんな 小さな 香水瓶 位で 細長い の やひし げたの や 色よ のがあった。 眼が さめてから よく 考へ て 見 

ると、 其 日 力 フエ ー で バス ケッ ト 入りの 「五色の 酒」 と い ふの を 見た のが 機緣 になった らし いの 

です。 

實驗 材料の 事で どうしても 一 度仙臺 の金屬 研究所へ 行かねば ならない やうな 破目に なって 來て 

居ます。 それでもう 少し 溫く なったら 奮發 していよ/ \- 重い 腰 を 上げ やう かと 考 へて 居る。 なる 

ベくなら 君の 都合の よさ \ うな、 邪魔に ならな さうな 頃 を 見 計つ て 行 度い と 思 ひます が 如何な も 

のでし やう。 其內 御上 京なら 其 節 御 話し 致し まし やう、 今度 は 何時頃 御出でし やう か 

^諧 研究 は 敬服に 堪 へません が、 少し 考証に 力が 人り 過ぎて 心 持の 分拆 や、 特に 一句く と 前 

の 全 聯珠との 關 係の 研究が 少し 物足りな いと 云 は 三 K はれな くもない やうな 氣 がする。 實際 自分 

等で やって 見る と、 前 句との 關係 だけで は 比較的に 苦しまないで 前々 句との 關係、 場合によ ると 

前の 數聯 との 關係 でい ろく 困ったり 縛られる 事が 多い。 此 等の 点に も 多少 立 入って、 そして 芭 

蕉が そこ を どうい ふ 風に 引つ はり 廻し lead して 行つ たかを 研究して 下さらば 後進の 爲婢 益す る 
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處 蓋し 少 からざる へく と 存じます が、 如何な もので しゃう。 聊か 憎まれ口の やうです が 望 3v 到の 感 

が あるので 吿白 致して おきます。 一 っは該博周到なる考；^Mの述發に對する负惜しみの ロ^しさも 

底の 方に 搖曳 して 居ない と は 断言し 難い 氣 もす るので すが 

松 极君も 亡し いと 見えて しばらく 消息 を 聞きません、 此 間の 一二 吟の 出た 雜誌を 幸 田 老人に 贈る 

やうに 頼んで お いたから 多分お くった 市と 思 ひます。 此れ はいつ か 自動車の 上での 約束であった 

と 思 ひます、 右 迄 草よ 

- 三月 十 n  ^ 彥 

豐降 大人 玉 案 下 

九 五 九 

三月 十八 日 金 本鄉 isii 駒 込 曙 町 二 1： より 静^ 市 W 屋町吉 貞方寺 mt; 二 氏へ 〔封筒な し〕 

端 書 を 難 有う、 §:田さんから即夜出してくれた手紙が十六ロの午後にはもぅ^ぃて安^^を承知 

した。 荷物で 困った さう だが、 今度から は赤憬 を賴ん だら い" でし やう。 尤も 急行で ないから.^ 

帽が 出て 居なかった かも 知れません c」 雪 子 も 昨日と 今 n 三輪 田の 試驗 だが 此れ も 大變な 志 超 

過で 二百 人收 容に對 する 千 四百 人と か ださう で 驚いた ものであります。 東 一 は 學科試 驗カ すんで 

今 n は 体格 試驗 である。 今年の 今日は 寺 田の 家に とって は紀 念すべき 日 だと 思 ひます、 どうかし 

つかり やって 貰いたい と 思 ひます、 全力 を して それでい けなければ 恥 かし い 事はありません 

堀 5 吉處 -1 家 へ どうか. t^, しく  十よ 
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三月 十八 n  "M  彥 

正 二 殿 

今日は 又 曇つ て 降りさう だか 寒さ は ゆるんだ やうです 

九 六 0 

三月 二十 二  B 火 午後 九 時， —十 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ 京都府 竹 野 郡 木 津？， ！泉 湊屋旅 

t お 坪 井忠ニ 氏へ 〔給 はがき 筒井 俊 正 氏と 3 寄せ 書 (筒井 氏の 文面 省略)， 1 

i に〕 

御 端 書 難 有う、 天の 橋 立が こんなに 曲った かと 驚いて 見て 居る 處 です 

自然 科 學者は 凡ての もの を 股の 間から 覼 いて 見る 心得. ありた きものと 思 ひ 候 

〔表に〕 

當地 昨日より 快晴 急に 1;^ 乂く 小生 三月ぶ りに 散髮、 此れに て T の H 子 ティ メ  — ショ ン が出來 まし 

やう 0 

寺  田 

九 六 一 

III 月 二十 三日 水 午後 七 八-お 本鄉 -te: 駒 込 曙 町 二 四より 静岡^ 研 屋^ 吉貞方 寺 田 正 二 氏へ 〔絵はがき〕 

無滯 受驗 進行と 思 ひます。 なほ 首尾よく 願 ひます。」 東 一 も 無事 人 擧雪子 も 三輪 田へ 人學 しま S3 


した。 調子が ぃ& から そちら も 好都合 かと 思 ふが 油断 は 大敵、 御 自重 を賴 みます。 當地 日曜 雪 昨 

今 快晴 溫暖、 其爲 三月ぶ りに 散髮 した 

吉貞堀 田御兩 家へ よろしく 

三月 廿ー 一日 

九 六 二 

一一 一月 二十 五日 金 午後 零時 I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 一； I： より 静岡市 W 屋町 +:= 貞方寺 mlin 一氏へ 〔はがき〕 

拜啓 試驗も 無事 終了の 由 御 疲れの 事と 存候、 疲れ 休めに 遊 覽等可 然と 存候、 歸 京の 期日 は 前 

2^て 一寸 御 報 被 下 度賴み 候、 堀田樣 並吉貞 様より 借用の， 諸人 费御聽 取り 置 を 願 候、 此儀御 忘れな 

き やう 爲念申 添 候 

右 要 事の み 草. M 

, 三月 廿 五日 

九 六 三 

三月 二十 八日 月 午後 九 時 1 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡市 研 屋町吉 貞方寺 田！^ ニー 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 成 蹟發表 迄 は 未だ 大分 間が あるし、 それに 少しう ちの 都合が ある 故、 此 はがきの つき ナ、 

第に 歸京 する やうに 致 度と 思 ひます、 右 用事の み、 余事 は歸 京の 上に て 草よ 

三月 廿 八日  -  . 
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九 六 五 

四月 五 B 火 午後 九 時 ー 十 時 本鄕 1511 駒 込 曙 町 二 四より 麻布 一 M 笄町 一 八 一 田 中 信 氏 へ 

拜啓 先日 數 物で 讀んだ 1さ ョの 一件 を 學士院 記事へ 簡單に 出して 置 度と 思 ひます、 そして 責 

任 を 明に する 爲 小生の 名前 も 出して 置く 方が 適當 かと 存じます ので 右 御 承認 を 願 度 御 相談 申 上げ 

ます、」  , 

君 名の p 1 マ 字 綴 はどう 致し まし やう か、 叉 草 場 君の 名 は 何と 讀 みます か 御存じなら S 御 

知らせ 願 ひます 


九 六 四 

三月 三十 B 水 午後 一時-上 一時 本鄉 區駒ヮ 曙 町 二 四よ リ寐 布- R 笄町 丁へ  一 m 中 信 氏へ 〔はがき 速達便) 

御風 邪の 由 どうか 御大 事に 願 ひます、 敷物 は少 生代讀 致します から 御 心配な く 御 養生 を 願 ひま 

す、 あれ は 四月 一日 午後 一時からの 割當 になって 居る から、 もし 全快に なったら 御 出かけ を 願 ひ 

ます。 一 訂正 承知 致しました。 どのみ ち 詳しい 事 は 話す 時間が ありますまい。 なほ 御 自愛 を 祈り. 

ます 草ぶ 

三月 廿 九日 

銀 や- を 水素の 中で ス パック ー したのと き氣 でした のとの 酉 別 は 如何でした か、 御知らせ 願 

ひます" (速達で 願 はれ、 は大 幸) 
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右 要 事の み れャ ぷ 

四月 五日  寺 田 {£; 彥 

田 中 君 玉 机下 

九 六 六 

四月 八日 金 午後 零時— 一時 本郷 K 駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小お 興 2; 隆 氏へ 一はが き〕 

五日 頃に 御 出京との 事であった ので、 念の 爲に 五日に 停車場へ 出張に 及んだ が 御見えにならす、 

稍 失望、 それから 今夕 夏 目さん へ 電話で 聞いて 見た が、 未だ 御上 京に ならない との 事で、 それに 

しばらく 御手 紙 もな く  (尤も 小生 も 御無沙汰で したが) どうな された かと 少しば かり 不安な 感じ 

も 致します。 實は色 M 御 話 や 叉 御 相談したい 事 (大した 事で はない が) も あるので 犬に 首 を 延ば 

して 居る 處 であります。 御 相談と いふの は 森 田 內田兩 君 編輯の 「先生 逸話 集」 の 事と、 それから 

もう 一 っは赛 陽 堂で 鈴 木 君の 世話 やいて 居る  一 R 本 集の 事であります c」 いづれ にしても 不日 御 

上京の 事と 御 t:: ちして 居ます。」 此頃 急に 肩が 軽くな つた やうな 氣 がして 居ます が 此れ も 一時の 

現象 かと 存じます」 東北 本線に 故障が あった 〔と〕 の 事で ひょっと かする と 此れで 延着で はない か 

とも 想像して 居ます」 もし 未だ 御 出かけ 前で したら 御上 京 期日 御知らせ 願 ひます 

九 六 七 

四月 十四 s  土 ャ 前に 時— 十一 本鄕 K 駒 v:!^ 町： g: より 下ハ介 上 根 やへ 二 山 ；=.^ 知 氏へ 
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00 御 尊父 樣御病 氣の處 御 養 不被爲 叶 遂に 御. 水 眠 被 遊 候 由 痛惜の 次第に 御 坐 候 御 一 同様 御 

愁傷 御 落 瞻の程 拜察致 候、 參上 御見舞 可 巾 上 t>^J の 處欠禮 以寸稀 御？ f 詞迄 申述候 不惡御 賢察 御 海容 

願 上 候 余事 拜 眉の 節 •rc-M 可 申述候 不盡 

四月 十四日  -  寺 田 寅 S 

■  ロ樣玉 案下 

二 仲 封入の 御供 物 料 御 受納 被 下 度 願 上 候 再拜 

九 六 八 

五月 二日 月 (時間 不 iO 本鄉^駒込曙町ー：！！ょり^！！：高等舉校寄招寮映寮寺田正ニ氏 へ 

いよく 入 攀决定 の 由實に 望外の 仕 合せ 此れに 越す 喜び はなく おや ぢも 此れに て 一 安心 重荷 を 

下ろした 感有 之、 此上は 一層 奮發御 勉強 肝心、 叉 健， K の 注意 大切と 存 候、. 今回の 入 擧には 金 原 氏 

の 好意 配慮の 御 かげ も 多分に あ る 事と 推察、 此点は 御 含み 御 忘れ なきやう に 願 候，」 

此 手紙 認め 中、 屆書 人の 御手 紙が 来たので 捺印 差 出し 候 入 寮屆の 「寺 田 正 二」 に 縦線で 消した 

やうな しるしが か、 つ て 居る 故 此れ は 受付け て くれまい と 存じ 此れに 消しの しるしの 捺印 を 致 置 

候 其 横へ 更に 御 書きになる が 必要 かと 存候、 戶籍膽 本 も 到着 同時に 差 出 候、 京 北の 証明書 は 今朝 

取らせ あとより 達り 候。 書籍と 衣類 も 人 f 日 中 に發5;*|^！ の 見込 に 御 坐 候。 

右 要 事の み 余事 後便に て 草よ  • 

五月 二日  父より 
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正 二 殿 

一 一 仲 ノ ー ト數舉 書 等 も 一 處に 送ります。 金、 百 參拾円 も  - 

九 六 九 

五月 II 一 B 火 午前 九 時 —十二時 本鄕^|駒込1=町ニ11ょリ.仙臺市北ニ番丁六八小宮麓2^隆氏 へ 

御無沙汰 致しました、 共 後 御 變りも 無 之 哉 思想の 「不易 流行」 非常に 面白く 拜見 後条の 豐隆 

說の處 に 到つ て脫 兎の 勢 を 示し ひた 押しに おして 行く 處 息をつが すに 讀 ませる 處が あります。 非 

常に 刺擊 された ので、 此れ を 引用して 「科 學の底 をぬ く 論」 を 思想へ 執 if したい 氣 がして 來 まし 

た、 し」 漉 柿の 無題 は 一寸 豐隆 先生の 龍の 髯を なでる やうな つもりで あつたが、 先生の を 見る に 及 

んで 甚だ 汗顏、 あんない たづら をす るので はなかった と 聊か 忸泥， たる ものが あります。 俳諧 研究 

の 方 は 未だ 拜見、 そのうち ゆるく 拜讀 のつ もりであります 

どうもい、 時候で 暑から す 寒から す、 余り 時候が よす ぎて 少し 頭が ボ ンャ リの氣 味が な-いで も 

ありません。」 職業の 轉機を 得て 仕事 は 工合よ く 出来る やうで あるが 何やら， を 捨てた やうな 淋 

し さ を感す る の も 唯 暮春 の 自然界 の 影響の みで はない かも 知れません、 其 淋し さは 矢張り 老科學 

者 を 引 張つ て 銀 坐 街頭に うろつかせたり 三越の 樓 上に まごつかせ たりす るので ありまし やう。 三 

越で 日本書紀 を 求めて 來て、 寢 しなの 樂 しみに ボッリ く 拾ひ讀 みして 居ます が、 下手な 小說ょ 

り は 中ぶ 面白い、 いろ/ \> の ヒント を 得る。 此の方の interest は 一 つ は 和 辻君の 賜物 かもしれ 

ない。 此次は 老子 をよ むつ もり、 中ぶ 忙 がしい、 此れ も 僕の 科 學の底 をぬ く爲の 道具と 思 ひます- 
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尤も 僕の 科學は はじめから 底な し 沼の ど ふ 沼の やうな えたいの 知れない ごまかし もの かも 知れな 

いと 思 ふと 少し 心細い が、 

り 御無沙汰 故 右 迄 草. 

四 月^日  .  寅彥 

豐隆 大人 玉 案下 

九 七 0 

五月 八 B  B 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 靜 1： 高等 學校 寄宿 察 映 寮 寺 田 正 二 氏へ 〔封简 なし〕 

啓 金 原 堀 田 諸氏の 御 斡旋に より 無 滞 入 察手鑌 万端 相 濟み候 由 大慶に 御 坐 候、 寄宿 生活 は 始め 

てに て隨分 不自由 も 多 からん と 推察 致 候へ 共 此れ も實 生活の 大きな 修業と 相 成 事と 存じ 居候 精. - 

御 修業 を 祈 候 C それにしても 健康 は 一番 大切 故 少し にても 異常 ある 節 は 早速 校醫 なり、 叉 堀 田家 

のか」 りつけ の醫 者な りに 診察 を 受け 早く 手當 肝要に 御 坐 候、 *1 話 を やく 者がなければ 自分で 注 

意す る 外な く 候、 

別に 用事 はなく 共 十日に 一 度 位 は 端 書で も 安否 御知らせ 被 下 は 好都合と 存候。 又 堀 田 金 原 諸氏 

より 何 か 特別の 世話な り 好意な り 相 受候節 は 一 寸御 一 報 被 下 度、 當方 にても それなりの 事 承知 致 

し 居らす は 失 禮に百 一 る 事故 此儀御 含 置 願 置 候 

宅で は 別に 變 つた 事 もな く、 庭の つ、 じが 今年 は 珍ら しく 盛 開であった がもう 末にな り 候。 彌 

生 雪 子の 大 骨折の 花 擅 も 一 一三 日 何だか 少し 芽が 出た やうです 
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妹 等に も 時.^ は繪 葉書で 〔も〕 御よ こし 可 然と 存候  一 

：；! 迄 余事 後便に て 草 立  -ー 

五月 八日  父より- 

正 二 殿  一 

なほく 攝 生と 勉學無 怠 願 候  に 

九 七 一  丄 

五月 九日 月 午後 零 —一時 本 鄉區駒 iA 一 町 "一四よ リ仙臺 市 北 二番 T 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 ？ 

御手 紙 難 有う、」 咋日 上野の 演奏 會の 切符 を 貰うて 出かけました、 隣席に 背 廣の靑 年 三人 連 あ 

り、 しきりに 獨逸語 交りの 話 をして 居た、 训に氣 にかけ ないで 居る うち、 ふと 次の 言葉が 耳に は 一 

ひった 「そうかな あ、 それ ぢゃ 小宮 さんの 本で も 一度 よん どかう かな あ」 「それが い、 一度 譯 をよ 

ん どいて から 讀 むと 大層 樂 だよ」 云 立。 右賴 母し く 被感候 ま、 御 注進に 及び 候 也』 今度の ディリ 

、ゲン トの ラウト ルツ プ とい ふ 人の 指揮ぶ り は大變 上品で そして 上手に 見受けられました」 次男が 

補欠 入學を 許され 靜 岡へ もぐり 込みました、 不正事件で 欠員が 出 來た爲 らしい、 それにしても 臆 

分クリチカルな處へ行って居たものです八^^り外閱の い 、話で はない が、 僕に とって は 棚から 牡丹 

1^ の 幸運で ありました、 不正事件 大明 神であります 御 一笑/ \  一 

五月 九 口  一 
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九 七 二 

五月 十日 火 午後 一時 I 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔槍 はがき 春 

陽會 第五 囘展 覽舍 出品、 岡 本 一 平 筆 「港 石 先生 之像ヒ 

此の 一枚 だけが 彩色で あと 四 五 枚 墨鎗が ある C 墨繪の 方に もっとよ く出來 たのが あるが 繪葉 *1 

が 見當ら ない。 緣 側の 日向で 羽織 を あたまへ かぶって 原槁を かいて 居る の も ある。 流石 一 平 だけ 

に何處 かっかんで 居る 處 はあります 

五月 十日 

九 七三 

五月 十七 B 火 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ静 1： 高等 學校 寄宿 寮 映 寮 寺 田 正 二 氏へ 1 封筒な し」 

其 後御變 りなき や、 御 自愛 專 一 と存候  . 

本日 同封に て 月 費 御 達り 致 候、 小 使と して 二十 h: 途 ります。 なほ 他 を 聞 合せて 平均が 此れより 

多い やうならば、 さう しても 宜敷、 併し 學生 中に 余り ぜいたくな 習慣 はっけぬ 方宜 敷と 存候 

右 要 事の み 草ぶ 

I  五月 十七 曰  寅  彥 

二  正 二 殿 
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九 七 四 

五月 二十 五日 水 午前 九 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 高等 學校 寄宿 寮 映 寮 寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 校醫の 診察の 結果 矢 張 少し スピッツ H ンが惡 い 由、 此れ は 大事に しなければ なら 

ぬと 田 心 ひます。 

兼ね 〔て〕 から 多少 その 氣味 はあった の だが、 それが どの 程の 程度で あるか を 確め る爲に 近日 中 

一 度歸 省して、 そして 從來 子供 時代からの 病狀 をよ く 知つ て 居る 尼 子さん にも 診て 貰った 方が い 

k と 思 ひます。 如何なる 名醫 でも 患者の 旣往の 病狀ゃ 体質 を 熟知して 居る 平凡な 家庭 醫には 及ば 

ない 点 も ある 事故、 是非 さう したいと 思 ひます 

勿論 病狀 によって は休學 しなければ ならす、 又 健康が 第一 の 資本 故 その 爲には 何年お くれても 

問題に はならない 事であります。 それで 症狀 次第で は 即時に でも 休學 しなければ なりません。 併 

し 又 一方 考 へて 見る と、 東京と 靜 岡と では 空 氣の点 は 比較に ならぬ 程ち がう から、 もし 醫 者の 見 

込で 即時 休擧を 要する 程で なくば、 余り 無理な 勉强 をせ すに、 もう 少し 樣子を 見て みても どうか 

と 思 ふ。 とい ふの は 一 つに は學 校の 方へ つけても 折角 補欠に 取った のがす ぐ休學 では 余りす まな 

いやうな 感じ も ある。 それで 鬼 も 角 も 一度 下宿し (なるべく 空氣 のよ さ、 うな 家 を 捜し) そして 

一方 醫 者の 指図で 服藥、 又 營養を 取り、 そして 規則正しい 生活、 戶 外の 散歩と か 兎も角も 自分で 

奮發 して 最善の 養生 法 を やって、 しばらく 樣子を 見て はどう かと 思 ふので す。 つまり 轉地 療養 を 

しながら、 學校 を氣樂 にやる とい ふ譯 です。 東京へ 歸 つて 例の 室で/め 切って 一日 戶 外の 空氣に _ 
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も觸れ すぶ らくして 居る ので は决 して 健康 上の 改善 は 望み 難いと 思 はれます。 それより 休學し 

たつ もりで 田園 海濱の 間に 逍遙しながら 學校を やって 見る 事 も出來 なく はない やうに 思 ふ。 此れ 

は 一寸 無理な 話の やうに も 思 はれる が、 實 際休學 して 宅に 居る としても、 一日 ぼかんと して 何も 

しないで は 居られす、 結局 は 小 說ゃ雜 誌， などに 讀み ふけったり、 又 ピアノに 凝ったり する 事に な 

れば、 やっぱり 同じ 事 か 或は 寧ろ 惡ぃ 位で はない かと 思 はれる。 

尤も 始終 熟が 出たり する やうで は 別問題 だが、 それ 程で なければ、 健康 第 了修學 第二と してし 

ばらく やつ て 見る の もどう かと 考 へ ます。 それでもう 少し 経過 を 見てから 休擧か 否か を 决定し て 

は 如何と 思 ひます。 

いづれ 近日 中に 私が そちら へ 出かけて 醫師 とも 相談す る 事に します から、 それ迄 は 万事 未决と 

して (尤も 下宿の 方 は 家が あり 次第 御 移り 可然) おき まし やう 

いづれ にしても、 自分で 自分の からだ をよ くしゃう とい ふ覺 悟がなくて は、 とてもよ くなる 見 

込はありません。 

親に やい く 云 はれて しぶく 藥 をのみ、 云 はれねば のまなかった りする やうな、 子供 時代の 

甘 たれた 心 持 はもう そろく 脫 却して 健康と 精神の 養成 を 自分の 意志の 力です る やうな 心 持に な 

ら なければ いけまい と 田 心 ひます 

今度の 土曜 あたり 行かれ、 ば 行き度いと 思つ て 居る が 或は 差 支が 起る かもしれ ません、 いづれ 

にしても 其內に 一度 行きます、 其 節 ゆる/ \ 御 話しし まし やう 

五月 廿 四日  父より 
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"氏？！ ssn 被" r 今 後借金はせ ぬ やう、 豫 め當方へ御請求願 ひまけ。 私 

は れ，； 一 返 S 貰って 居た がー 度 ー に 借りす にす ませました。 借りる 事 は 病に なる も 

の で將 來の爲 よくありません。 

ム小言 迄 

九 七 五 

五月 二十 五日 水 午 第 や— S 本鄕 g 込 曙 町 一 m よ リ仙秦 北 二番 丁 六 八 小直隆 氏へ 〔搶 はがき 

衷ょリ 表の 通信 文 欄に つ e けて〕  .， 

f^&t いよくと なると t おっくうで 中々 にみ こしが 上らす、 ぐす くし！！ -^r」 

う MM 供 G 用で 二三 曰 中に 靜 岡へ 出かけて 來 なければ ならぬ 事に なりました ので 先づ八 

め in" おなければ ならない 事に なって 居る の だが、 さて t の 思 ひで 先 づ"" ぽぱ断 S 

に： 出る やうな 心 持で ためいき 計りつ いて 居る やうな 仕 末であります、 ！ hn.H^ 

であります」 日本書紀 を 讀んで 何 か 地球 物理 學 上の ほり 出し もの をし やうと して 居る のて す 序 

に 歷史の 研究 もした くな つて 來. て 困ります。 

五月 廿 四日 


-年ニ 和昭 


九 七 六 

五月 三十 B 月 午後 零時 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福！： 市外 九州 帝 國大學 €學 部 農 學敎室 鈴 木 淸太郎 

氏へ 「捨 はがき】 

攀纏 植物 の 機巧 に關す る 論文 御 惠與被 下 難 有 拜見致 候此種 の 御 研究 甚だ 痛快に 存候益 » 御 自愛 

御 研究 を 祈 候 

九 七 七 

六月 二十 二 B 金 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜 岡 市外 大ぉ梨 m 方 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

其 後 は 御無沙汰 致 居候、 御 健康 如何に 哉 時 ぷ撿溫 又 醫師の 診療 を 受けられ 候 やう 願 上 候 

本日 下宿料と 小 使 合計 三十 五 R 稗 送致 候 間 裨査收 願 上 候 

梅" g 期に 人り て 陰欝な 天候 多く 御 地 も 同様と 存候 特に 御 自愛 專 一 と存 候、 當時 今朝より 大雨、 

深 川 行で 閉口 致 居候、 

子猫 は 雄 一 匹 殘し他 は 片付き 候、 此の 雄 は 中 M 愛嬌 もの 故 宅し 殘し 置き 候、 

一 同 無事 御 安神 被 下 度 願 上 候、 

今年の 夏 は 東北へ みんなで 行かう かと 考 居候 

右 要 事 その他 匆ょ申 上 候 不盡 •  . 

六月 廿 二日  寅  彦 
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正 二 殿 

二伸 梨 山 氏 其 他へ よろしく 願 上 候 

九 七 八 

七月 二日 土 午前へ 時— 十 時 本鄕. お 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六へ 小宮幾 „: 隆 氏へ 

拜啓 大變に 御無沙汰 しました。 仙 臺行も 丹 後 行 も 行く つもり だけ は 把持して 居ながら どうも 

いよく 明日 或は 明後日 立つ とい ふ 日が 来なくて 困ります。 矢 張 講義 を 持って 居たり、 それから 

月に 一 一度の 學會を ひかへ 其 度に 何 かしら 準備が 入る ので 存外 三日と 纏まった 穴 を あける のが 六 か 

しく 其爲 につ いうかく と 経過して 居る 次第であります。 

思想の 一， 研究」 拜見、 天氣の 事で 阿部さん から 挑まれた かたちに なって 居る ので 箸 を 取らぬ は 

恥 かと 心得 左に 愚見 迄 

東風 は 春 期の 正常 風と 考へ て溫く うら、 かな 心 持 を 現 はすので しゃう が、 西風 や 北風 は 即ち 

天 氣が變 つ て 低氣厂 でも 來 るか 或は 冬期の やうな 氣壓排 置に 變り鬼 も 角 も 氣溫の 急變を 生す る 

譯で しゃう、 諸兄の 云 はれた 「不安」 も あるで しゃう が、 特に 老体 又 病弱の もの は その 氣溫の 

急 降 を强く 感じる のでし やう。 從 つて 脈で も 取って 見る 氣 になる 譯 かと 思 はれます。 芭蕉 は此 

の 冷え を 感じたら し い。 御手に 脈 を 大事 がられる とい ふ 句 を 讀んで 一 番に 眼の 前に 浮ぶ の は、 

さも 大事 さう にそうつ と 指先で 脈 を觸っ て 見る 人の 心像であります。 その 觸っ て 見て 居る 樣子 

全 休が vivid に 浮き 上って 來 るので す、 此 点が 余り 問題に ならなかった やうな ので、 此れ も 申 
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添 へ ます 

その 內に 御上 京の 事と 存じます、 その 節 「 

六月 廿 九日 

豐隆 大人 玉 案下  ， 

九 七 九 

七月 二日 土 使 ひ持參 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所 寺 田 研究室 中 谷 宇吉郎 

氏へ 〔封筒の 表に 「至急 用」 と あり〕 

昨夜 は失禮 致しました 

鄕里 近親 不幸の 爲め 急に 歸省 致す 事に なりました ので 今日の 談話 會は 失禮 致します どうか 惡し 

力ら， f- 

それから 來る 五日の 地震 研究所 談話 會に 講演 一 一件 申込んで ありまし たが、 五日 迄に は 歸られ さ 

う もありません から、 此れ は 延期す る 旨 今朝 同 研究所 へ 御 電話 を 願 度 御依賴 致します、 

それから 又 中 村 先生 へ 責 君の 御 承諾の 件 を 御報吿 致す 害です が 此れ も 余り 遲延 して は惡 いと 存 

じます ので、 直接 君より 御 話 を 願 度と 存じます。 

昭 右 何卒 ま 敷 御 願 申 上げます 

二  七月 二日  寺 田寅彥 

年  中谷樣 


！行」 の 御 打合せ を 致し まし やう 不盡 

寅 
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九 八 o 

七月 三 B  B 午後 八 時 ー 十 時 祌戶 より 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所 芝 龜吉、 中 谷 宇吉郎、 筒井 俊 正、 

宮部^ 巳、 ra 氏 へ 〔はがき〕 

今日 神戶の 宿屋で ゴ 口，， ^して 居て、 頭が 變 になった ので 榮 町の 銀 坐 通りへ 榮 ブラに 出た が ど 

うした 事 か 力 ラ ー を 付ける の を 忘れて 出た (子ク クイ は チヤ ン として 居る のです よ)、 いくら 旅の 

恥と いっても 先生 少し こまって 早速 店屋に 飛び込む 其 瞬間の 出来心で、 ゾ フ トカラ ー を 買つ て 其 

場で つけた、 大分 工合が い 、。 (W1 し子ク タイとの 關 係が 一 寸未経 驗な爲 め 少し ばかり 汗 を 出し 

たが) 以來 改宗して、 カラ は柔 くしゃう かと 思 ふ」 實 はこん な 呑 氣な事 を 云って 居られない 問題 

に當 面して 居る の だが、 何しろ 諸君が 御喜び になる ェ ピソ ー ド ですから 一寸 御報吿 致します 

九 八 一 

七月 Ills  B 午後 八 時— 十 時 祌戶ょ リ本鄕 區駒込 曙 町 二 四 寺 田 東 一、 寺 田 正 二、 寺田彌 や；、 寺 W 雪 子、 

四 氏へ 〔はがき 表に 「祌戶 竹 井 旅館め-三階 にて」 と あり」 

昨夜 神戶で 一泊し ました、 昨年と 同時 刻に 三宮 着、 同じ やうな 白 塗の タ クシで 竹 井 旅館に つき、 

昨年 泊った 室の 丁度 眞 下の 室で ねたが、 今朝に なって 三階の 去年の 室へ 移った ので、 昨年 もたれ 

た 欄干に もたれて 向 側の 荷物 揚場を 見下ろして 居ます、 今夜 は 天 氣の惡 いせいか^ 年の やうに 玉 

葱の 荷揚げ もない が、 しかし 矢 張 玉葱の 殼 らし いもの を 掃きよ せた 堆積の ある 處を 見る と 相變ら 
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す あすこ は 特に 玉葱 專 門の 波止場 かと 思 はれる」 昨年の 牛肉 を 思 ひ 出した が 今度 は 場合が 場合な 

の で その 氣 にも なれす 殆んど 三階で 暮 しました。 そして 去年の 旅行の 暑さ を 思 ひ 出して 居る 處で 

す、 暑 いのも あとで 考 へれば 矢 張 一生の 紀 念になる でし やう」 昨夜 來少 雨、 今日 午後 晴れて 居た 

が乘船 近くな つて 急に 曇つ て 雷鳴で もや. つ て來 さう になった、 事によると 海上 驟雨に 逢 ふか も 知 

れ ない、 しかし 海上 は平穩 らしい、」 皆さん 健康 を 大切に、 

七月 三日 

九 八 二 

七月 七 B 木 午後 一時-二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

御 心に かけられ 時 i の 御 便り 難 有拜謝 致します、 思想の 希 獵の御 話 も 多 太の 興味 を もって 愛讀 

致して 居ります、 春 日 町 迄の 電車の 中で 御 話し、 た希躐 建築と 地震と いふ 問題の ヒ ントの やうな 

ものが 其後少 しづ 、展開し つ 、あるので すが ものになる かならぬ か は 分り かねます」 先日 物理 學 

者の 懇話 會で何 か 話す 當番 になった ので、 丁度 近頃 讀んだ Lucretius の Natura  l.ori の英譯 

を 紹介し ました、 其節此 著者が 如何なる 人 か 又 H ヒキ ユリアンが 如何なる もの か を、 所謂 鳥な き 

里 の 蝙蝠 然と 說 明す る 必要が あるので 久. -で 大兄の 岩波 版 の 哲學史 を 取り出して 再讀じ ま し た、 

前に 病臥 中 讀んだ 時に 纷 筆で 線 を 引いたり 書き 人れ がして あつたので 好都合でした、 前に 讀んた 

事 は 忘れて 居た が 此れで 大分 頭に しみました、 兎に角、 ヱ ピクアの 思想の 中には 殆んど 現代 物理 1 

學の 「骨組み」 の 全部が 含まれて 居る と 思 はれ C 「電子」 の 如き もの- -ァ ン チシぺ —シ ヨン。 極 S 


最近の 「素 量說」 の 胚子の やうな もの 迄も晴 示されて 居る の は實に 面白い と 思 はれました、 のみ 

ならす、 此の 人生 觀迄も 余程 現在の 多 敷の 物理 學 者の 先祖ら しく  (尤も 此の方 は當然 かも 知れ ま 

せんが) 中- - 面白く 讀 まれました。 かう いふ 學 問の 「骨」 を かいた 本 は、 恐らく 今から 百年 五 百 

年の 後の 物理 學者、 或は 生物 學 者が 護んでも 矢 張、 其 時代の 新 學說の 胚子 を發 見して 嘻 しがる 事 

と 想像され ます。 精神科 學が 段. - 進んで 行ったら 恐らく、 此 *1 にある と 似た 事に なり はしない か 

と考 へられる。」 遣 傳說で 現在 遣傳 素と いふ もの を考へ て 居る が 此れ もちやん と 書いて あるから 

面白い c」 性慾に 關 する 一 節 も 中. V 露骨で 面白かった。 紹介の 際 此の節の 存在 を 一 寸人惡 く 匂 は 

して 澄いた から、 定めて あとで 丸 善で 此 本が 賫 切れに なった 事と 想像 此れ は 一 笑に 値 ひする と 思 

ひます。 其 節 大兄の 著 も 犬に 宜傳 推賞して 置きました 此れ は 御 叱り を 受ける かも 知れない が御寬 

容を 祈ります 

右 御 返事 旁 冗談 迄 草. - 

七月 七日  、  寅彥 

能 成樣玉 案下 

九 八 三 

七月 十五 B 金 午後 三時 I 四時 本鄕 Ife; 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六ぺ小 登隆 氏へ 

先日 は 失禮、 電報に より 急に 御歸 仙、 學 校からの 電報なら ば刖に 吉凶に は關 係ない 事と は 思 ひ 

ますが、 近頃 自分に 電報で 脅かされた 胸の さわぎが 未だ 充分に 收 まつ て 居ない もの だから 何だか 
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妙に 不安 を感 しました， どうか S- 條 なからん 事 を 祈ります 

安井さん は 折角 だから 次に 御 同伴す る 事に したいと 思った のです が、 電話 帖を さがしても 見當 

らす又 朝に なっての 事故 速達で も 間に合 はす、 もし 待ち 呆け を 食 はして は 始めての 訪問の 事 だか 

ら氣の 毒 だと 思って 一寸 行って 來 ました。. そして 三十 分ば かり 話して 失敬し ました、 次に 大兄と 

一 處に來 て 其 時に 繪を 見せて 貰 ふ 約束 をして おきました。 

英譯 草枕 を 貰つ て 處ぶ拔 き讀み をして 居ます が 何しろ 六 かし い 仕事 だけに 無理の あるの は 免れ 

ません 「文鳥」 に 現 はれる IVIiyekichi は 矢 張 「三重 吉，」 であるが 叉何處 かさう でない 處 があって 

面白い HSryfi が seed  and  water  cans を carefully  and  ceremoniously に並ヾ るの も 「豐 隆」 

らしくて 面白かった、」 あと を續 M 翻譯 する 人が 出て くると い、、 其う ちに はもつ とうまいの も 

出来る 事で しゃう。 獨譯 佛譯も 慾し くなる 譯 です 

いよく 本式に 暑くな つて 頭が ボ— ッ として 寧ろ 結構であります、 耳 は 遠くな り、 眼 はかす み、 

頭が ボ— ッ として 來 ると 天下 は 實に大 平であって い "に はい、 が 唯 往来で 自動車な ど 〔に〕 櫟 かれ 

るプ 口 バ ビリ ティ が增 すと 云って おどかされる のでい やになります。 

岩波 文庫の 仰臥 漫錄を かくしに 人れ て 電車で 讀んで 見る と 矢張り 面白い。 ヌク飯 幾 椀 菓子 パ ン 

いくつな ど、 いふの が 何 處迄も 繰り返されて 居て それが ちっとも 無駄でなくて ちゃんと 一 つ/ \ 

活 きて はたらく から 妙な もの だと 思 ひます 自分 も 病中の 事 を考へ て 見る と 三度の 食事に 何 を 食 ふ 

かに どの 位 重大な 事で あつ たかを 思 ひ 出し ます 

風 の 催促が 来たから 此れで 撋筆 草. - 


843 


七月 十四日  寅  彥  5; 

豐 隆樣 

九 八 四 

七月 十 4JB  B 午後 四時- 1 五 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 11 より 仙 臺市北 二番 丁 六， へ小宫 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

明 十八 日 月曜 午後 一 時 上野 發 急行列車 にて 仙臺迄 行く 事に しました 大奮發 であります 此端 書が 

いつ 届く か 不明 なれ ど 一寸 御 報 迄 余事 拜 眉の 上 . 

七月 十七 日 午後 三時 

九 八 五 

七月 十九 B 火 午後 零時— 三時 束 北 本線 車中よ リ本鄕 -J1 駒 込 曙 町 二 四 寺 田 i5 ん氏他 御 一同へ 

宇都 〔宮〕 邊迄は 蒸す やうに 暑かった が西那 須野邊 から 夕立が 来て 急に 凉 しくな つた、 その代り 

那 嶽の 雄姿 は 雲に かくれて 見えす、 白 河で は 「秋風 ぞ ふく」 とい ふ 古歌 を 思 出させる 凉 しさ を 

感じた、 此驛の プラット フォ ー ムの眞 中に そばう どんの 店 あり 乘客其 前に 立って そばの あつい の 

をう まさう に 食って 居る。 晝 飯が 少量で あつたのと 凉 しいのと で、 此薄麥 に 少なから ざる 誘惑 を 

感じながら 少し 体裁 がわる いの で殘 念ながら 割愛。 白 河 を 過ぎ ると 密雲が 破れ て 靑 空が 見え 始め 

た、 遠い 山腹から はち ぎれ/ \ の 霧の 塊が 立ち 登って 居る」 土地の せいか 氣 候の せいか 此邊の 秋 

草 は 貧しく 見すぼらしい、 山に は 落葉松の 多い のが 南國 人に は 珍ら しい 
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七月 十八 日 午後 五 時半 車中 

九 八 六 

七月 二十 二  B 金 (時間 不明) 本鄉 *51； 駒、 < 一 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 ぺ小宮 豐隆 氏へ 

な 「度 は大 變に裨 厄介 を かけ ましたが 御 隆樣で 近来の 好い 旅 をして 生涯の 思 出と なる ベ き 淸遊を 

致しました、 無事 歸京 致し ましたが 矢 張 馴れぬ 旅 故 可也 草臥れ 歸 つて 夕飯 を 食つ て 入浴 後ね ころ 

ん だま、 昏 M として 眠り 十 時頃寢 床に 入らう としたが 暑い ので 蚊屋の 外へ 出て 雨戶を 一 枚 あけ そ 

こに 倒れた ま、 ねて しま、 ひ、 朝の 四時 迄 そこで 寢 込みました、 何度 起しても どうしても 起きす 家 

鸭の十 羽 も 居る やうない びき を かいて 居た さう です、 それから 本 當に寢 床へ 這 入って 又 七 時半 頃 

迄 熟眠、 晝 は 航空 研究所 へ 行って 竹 葉で 飯 を 食 つて かへ つてから 庭の 藤 椅子 でゥト / \1 -て それ 

から 叉 翌朝 七 時半 頃 迄 熟眠 此れで やうく 眠りの 取り かへ しがつ いたやう であります。 旅で は 眠 

るに は 眠る のです が 頭が 緊張した ま、 で 眠つ て 居る の だと 見えて 眠りが 休息に ならす 矢 張 一 種の 

凝固した. 緊張 狀 態として 其 効果 を淺 すらし いやう であります。 どうも 因果な 性分であります。 

歸っ て 見る と 東京 は 中よ の 暑さで 昨日 も 今日 も晝は 九十 四 五 度 夜 は 夜中 も 八十 度 を 下らす、 殊 

に 昨夜な ど は 無風で 大分 蒸 暑かった やうです 今日は 午後 三時 頃から 曇つ て 風が 出て 少し は 凌き 易 

い、 此れで 夕立で も來 ると い、 が、 尤も 今夜 は 川開き ださう だから それで は 商人 は 困る でし やう- 

こんな 暑さが 八月 一 杯 もつ くやう では やり切れ ないから、 安眠の 方 を犧牲 にして 凉風を 求めに 

又^ 處か 出かけなければ ならな いか も 知れません。 其 內に又 水道の 水 不足で 使用 制限で も やられ 
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る 事に なり はしない かと 此れ も 取 越 苦勞の 一 つであります 

夏 目の 奥さんの 御案內 で又パ ー ク ホテルに 一 夜 を 御 過ごしの 事と 存じます。 あの ホテルに 着い 

て 露 臺で海 を見晴 しながら のんだ 數 杯の コ ー ヒ ー は、 少しぬ るく はあった がどう も 非常にう まか 

つた やうな 氣 がする。 恐らく 咽喉が ひどく 干いて 居た のと 田舍の コ ー ヒ ー だと 思つ て 軽蔑して か 

、つたのと 兩方 のせい かも 知れない、 それから 或は 又 あれ を 持つ て來た 女給の 色の 黑ぃ 憂欝に パ 

ッ シ ヨ子— トな ヂプシ —型の 顏と 休軀 にも 一種の 興味 を 感じた のか も 知れない、 いやはや とんだ 

不良 老年 もあった ものであります、 此れ も 矢 張 柳 は 綠花は 紅、 天然の 認識に 安心立命 を 求む る 一 

階段と 御 許容 を 仰き ます 

七月 廿 二日  寅 日子 

豐隆 大兄 玉 案下 

九 八 七 

七月 二十 六 B 火 午後 一時 ー 二 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮登隆 氏へ 〔はがき〕 

芥川 の 死に は 定めて 驚かれた 事と 存じます、 少生も 一 一三 度會 つた 事が あるので 少し 變な氣 が 

しました、 それに 近頃 親類の 事件で ショック を 受けた 直後 だから 一層 妙な 心 持が します、 自分の 

踏んで 居る 大地が あちらこちらで 陷沒を 始める やうな 氣 がする。」 今月の 文藝春秋に 新 村さん が 

： 良 In: 先生 ゃ芳賀 さん 等の 追憶 を かいた ものが ある 事 を 廣吿で 知った から 買つ て 見ました、 それに 

芥川 君の 芭 蒸の 事 を かいた もの もあって それ を 見た のが 昨夜だった、 そして 今朝 新聞で 同 君の 死. 
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んだ事 を 知った。 それから 一 昨日だった と 思 ふが 三越の 書籍 部で 芥川 氏の 隨筆 集と いふのに 注意 

したが 表装の 布が 妙に ち V れ 萎んで 氣味惡 く 引 釣つ て 居た 事 を 今 はっきり 思 ひ 出します c」 御 互 

に 生きる 算段 をし やうではありません か、 

七月 二十 五日  - 

九 八 八 

八月 九日 火 午後 九 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡縣 伊東 町 岡町營 住宅 第三 號志賀 方 宮部直 巳 氏 

へ 〔搶 はがき〕 

〔裏に〕 

ハ母度 御 端 *1 を 難 有う 御 坐い ます。 小生 其 後す つと 宅で 遊ん で 居ります、 

十分に 御 静養 を 祈ります 

八月 九日 

一 表に〕 

御 地の 温泉の 歷史 や、 土地の 往時に 關 する、 傅說 風土 誌 的の ものに つき 何 か 御 序の 時に 御調べ 

になら ば 面白 からん かと 存じます 過去 地 變に關 する 想像の 種 位 は 得られる かと 存じます 

九 八 九 

八月 十三 曰 土 午後^^-む—ー-む 本鄕 tel 駒 込 曙 町： 四よ リ千葉 縣君律 郡 竹 岡 村获生 齋藤方 玉 野 光男 氏へ 
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〔1? はがき〕 

御 端 書 難 有う 御^いました、 御 天氣で 大慶に 存じます、 小生 も 無事、 暑い ので 仕事 は 断念、 遊 

戯 三味に 暮 して 居ります、 旅行 もや はりお つくうな ので 八月 中は滯 京の つもり 九月に 入って 一 寸 

出かける かも 知れません」 どうか 十分に 御 靜養を 願 ひます 

八月 十三 日 

九九。 

八月 二十 B  土  .tK 後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 芝 區新錢 座 町. 辻ニ郞 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 「社 會及國 家」 御 惠與難 有う 御 坐い ました、 H ヴ ヱ レスト 登山の 最後の 失敗 は タイ ムス 週 

刊 でかって 讀んで 非常に 感動 させられた 事が ありました、 これから 貴 作を拜 見し やうと 樂 しんで 

居ります」 圓地 君が 外遊で 淋しくな りました ね、 同 夫人の 健康 は 如何で しゃう か 

九九 一 

八月 二十 二 曰 月 午前 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 山梨縣 南都 留郡 船津村 河口 湖 ホテル 寺 田 正 二 

氏へ 〔はがき〕 

御變 りなき や、 其 後 消息な く 如何 哉と 存 居候 時ぶ の 様子 承 度と 存候、 當地 一同 無異、 臺 所の 前 

に 掘つ た 井戶の 工事が 其 後 や つ と 完成し ゴ ムホ ー ズ で 玄關前 や 中庭に 放水 出来る やう になり 候、 

糸瓜 棚 は大に 繁茂し 大きな 花が 澤山 き 候 其內に 飄然と して ぶら 下る のを樂 しみと 致 居候、 小猫 
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も 無事 段よ 大人 ぶれ ども 鼠 は 未だ 一 向に 捕らす、 夕方に なると 庭で 蟋： t を 狩り 歩く のが 最大の 享 

樂 であるら しく 見受けられ 候、」 當地 はお 日 九十 度 以下 なれ ど 矢張り 蒸 暑く 所謂 殘 暑の 特 徵を發 

棟 致 居候」 御 地雷 雨 は 名物 かと 推察 面白き 休驗も あらん かと 存候 J 御 自愛 專 一 草よ 

九九 二 

九月 四 B  B  (卜 後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一： 四よ リ仙臺 市 北 一. 番 T 六へ 小 {a: 豊隆 氏へ 【搶 はがき〕 

な 「朝 一 一 科會を 見ました 津田君 は 會務の 忙しい の を 打つ ちゃって 出かけ、 今朝 又遲く 出て 来たの 

でヒ ドク 同人から ォ コ ラレ て 居る やうです、」 安井 君に も會 つたが 先日の 端 書の 事 は 何とも 云つ 

て 居なかった」 僕に は 矢 張津田 安井 兩 君の： li が とりわけて 面白い」 場內で 岩波 君と 會 つた、 小 林 

せ も來て 居た」 橫井禮 市 氏に 紹介され た」 場 中モダ ー ン の 色彩に 富んで 居た 

九九 三 

九月 十二  B 月 午前 七 時 ー へ 時 本鄕 駒 込^ 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小宮謦 ：隆 氏へ 

其 後 如何 御 ^i;.^ し にや、 いくら 大兄で も 小し は 御疲勞 の 事と 拜察 二三 日 は 昏-- として 長 崎の 夢で 

も御覽 になり しか 如何 哉 

東洋城ょり塩原の寫眞屆きこゎ/^披見、 豐隆は 御前に かしこまる 腰元 共 を じろ りと 見やり 玉 

ふ 殿様の 如く、 東洋 城 は 町 內の靑 年圑に 一 と 議論 吹き かけんと する もの k 如く- Kn: 子 は少. -腦貧 

血の 起り かけて 居る の を 無理に 肱 を 張つ て 付け 景氣 をして 居る もの く 如く 靑楓は £1 の滿 足に よつ 
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て 安心立命 を 得て 收 まって 居る おや ぢの 如し、 蓋し 此れ も 好箇の 記念、 僕 は 一休 寫眞 をと る 事 は 

大嫌 ひなの だが 諸君と とる 時 は それ 程 不愉快に 堅くなる やうな 事 はな い。 又 時ぶ やり まし やうで 

はありません か、」 いっか 一 邊 自分の 子供 等と 寫眞 をと つて 置 度い と 思 ひながら まだ 一 度 もとつ 

た 事がない、 前後の 妻と もー處 にと つた 事がない。 此れ だけで も 自分 はァ イン ザ ー ムな 人間 かと 

思 ふ。 

二 科會も 二度 見ました、 靈山 美術へ その 批評 を かきます、 御 笑 覽を願 ひます」 それ はさう と 思 

想の 「備忘 錄」 に對し 未だ 一 言の 御 批評 も 賜 はらす 甚だ 不安 を 感じて 居ます が、 何とか 一 つ 御言 

葉 を かけて やって 頂 度 切望 致します。 

岩波 文庫のお かげで 古事記 を や、 詳しく 讀み今 又 万葉集 を 少しよ みかけ、 得る 處 少なから す、 

老後の 研究 畑の 種 を 段よ 植付けて 居ます。 それにしても いよ/ \ 永生き をした くなる c」 万 葉々 

々といつ て 万 葉ば りの 歌な ど 作って 居る 人達 はどう やら 万 葉の スピリット を はき 違へ て 居る ので 

はない かとい ふ 疑が 此の 古典 を 少しの ぞいた V けで も 起つ て來 る。 寧ろ 此の スピリット は 今の 卑 

俗な 俚謠 などに 傅 はって 居 はしない かと 思 ふ。 現代 歌壇の 歌な ど 、いふ もの は 矢 張 一 種の ヂャ l 

ナ リズム の やうな もの かと 思 ふ 

五十に して 万葉集 をよ みし 我れ 永生き せんと 思 立ちけ り  ， 

など は 如何に 哉。 万 葉の 歌 は あれ はどうしても 歌 ふべき 歌 だと 思 ふ。 音韻の リズムが 生命で ある 

かと 思 はれる。 古代の 人が どんな メ  口 ディ ー で 歌った か 知り 度い が 此れ 計り は 望が なさ 、うで あ 

る 
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な 「日 もギ ン ブラ 燻製の 鮭 半 本 を 求め 歸 りて 


寅 日子 


右 御 4?； 迄 草 i 

九月 十 一 日 

豐隆 大兄 

九九 四 


九月 十二 B 月 午前 七 時 1 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ 〔搶 はがき 

第 十四 囘ニ科 美術展 覽會 出品、 安井 曾 太郎筆 「薔薇」〕 


〔搶の 下に〕 


新ら しき バ ッ クの色 を 試みて 

首 かたげ 居る 安井 曾太郞 

靑楓の はだかお みな を 見つ 、居れば 

神代の 戀の おも ほ ゆる 哉 

昭和 一 一年 一 ー科會 記念 


寅 日子 


九九 五 

九月 十三 B 火 午後 零時- 

が  き〕 


時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 東北 帝^ 大學 法文 學部小 宮豐隆 氏へ 〔は 
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謹 改：； い つ か 御 話 致 候 贵大學 図書の 中 

T-rallsactlons  of  the  Royal  Society  of  Edinburg.ll.  vol. 35  (1H8S) 

も， L 借用 出 來候は {r:^ 敷 御 願 巾 上 候 

九月 十三 日  寺 田 寅 彥 

九九 六 

九月 十 4in-  土 午後 零時— 一時 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔1? はがき〕 

御手 紙 難 有う、 備忘 錄を ほめて 貰つ. て やっと 安心、 飴 を 貰った 子供の やうに しゃぶり 足 

してす や/ \ 安^、 

九月 十七 日 

九九 七 

九月 十七 日 土 や 後 零時— ー咔 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮警： 隆 氏へ 〔緣 はがき 

第 十四； i: 二 科 美術展 覽 VWI 出品、 i&E 靑概筆 「裸婦」〕 

【槍の 脇に〕 

此れ は 今迄の 津田 君の 裸 休のう ちで 一 番デッ サ ンの 美しい ものと 思 ふ津田 君の 線の 美点 を發揮 

して 居ます、」 もう 一 つの 大作の ハ ガ キを搜 して 居る がま だ 手に入らない 
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九九 八 

九月 十七 日 土 」 七 後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ f 搶 はがき 

第 十四 囘ニ科 美術展 覽會 as 品、 安井 曾 太郎筆 「林檎と 苺ヒ 

ー鎗の 脇に〕 

此の 繪には 中ぶ 新しい 處が ある、 小生 は 今年ので は 此れが 一番 成 効して 居る と 思 ふ、 外のに は 

何處か 未だもう 一 息と い ふ處が ある 

九九 九 

九月 十九 日 月 や 後 三時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 {sisi, 隆 氏へ ri? はがき 

笫 十四： 1； 二 科 美術展 覽會 出品、 律 E 靑槻筆 「海水着 少女 匕 

此の 繪は 大分 大きい のです、 はがき は 不出来で ある、 此れより すっと 明るい 感じで ある。 日 

伞が 存外に 美しい C 第一印象 は 少し 變 だが 見て 居る と 段 i 面白くなる やうです。 黑田重 太 郞の裸 

休 群 や、 中 川 紀元の など、 は 比較に なりません、 矢 張 津田君 は 一 つの 天才であります 

一 000 

九月 十九 B 月 午後 三時— 四 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 T 六， へ 小 宮璺隆 氏へ f 繪 はがき 

第 十 i::!:  二 科类術 展覽會 出品、 錄 E 靑概筆 「書 卷」〕 
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〔表に〕 

仙臺 琵琶 首 町 三 一 一中 川 方 藤岡武 好と いふ 人— 多分 學 生らし い— から 六尺 有 < ^の 手紙が 来て r 備 

忘錄」 の黉 辞、 冬彥 推賞の 主 3 曰 を 述べて 來た、 どうも 結局 は 夏 目先 生の？ {〈小 拜 者で、 吾々 を 通して 

先生の 顏の 一面 を 見たい とい ふ 人らしい、 かうな ると 責任が 重くなる やうで 滅多な 事 はか、 れな 

い。 それにしても こんな 人 も 居る から 森 田 書店の 計畫 もお じ やん に はしない 方が い、 と 思 ふ 

〔給の 下に〕 

此れ も 色の 漉い 美し さが まるで 三色版で は 出て 居ない 右下の 陶器の 濃綠 など 中ぶ 津田 式に 美し 

いんだが 

loo  I 

. 九月 二十 五 曰 B 午前 十 時 I 十一 時 本鄉區 駒、 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八小宮 鱟隆 氏へ 

御手： g 難 有う 御 坐い ました、 又 本日 書籍 落手 御手 數難 有拜謝 致します、 何しろ こんなに 大きな 

本と もも 思はなかった が 八 水り に 大きい のに 少 i 驚き 荷作りの 大變 であった 事 を、 荷 を鮮く 事に よ 

つて リア ライ ズ して 大兄の 勞を 謝します、 此れで 少 生の 讀む 部分 は 僅に 一 一十 頁な ので 少し 勿 休な 

ぃ感も あり、 それで 折角 だから 此れ を 助手の 手で タイプライタ ー で寫 し、 揷晝は 全部 it お 具にと つ 

て 置く 事と 致します。 それ 故し ばらく の 借用 を 願 度と 存じます。 

改造 の 奥さんの 談 甚だ 奥 さ ん らしく 出で 居て あの 分なら 奥 さ ん の 見た 先生が 大 休忠實 に傳 へら 

れさ うであります、 御 說の通 二三 箇所 突然 松 岡 氏の 顔が 突然 出現に 及んで ディ ス イリ ュ —ジョ ン 
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を 感じさせ るの は遣憾 であります。 併し 鬼に 角 あの 奥さんに も 中ぶ えら ぃ處ぃ 、處の ある 事が あ 

の談に 自然と 現 はれて 居て 何となく 喀 しく 感じる。 先生の 顔に 愛着 を 感じ 鼻の あばた を 度外視し 

た 處は旣 に ェ ライ 處を現 はして 居る C 一  それ は 甚だ 結構で あるが あの 談が 段. - 進行して そろ，./ \、 

寒月 君の 登場 を 見る やうになる であらう 事が 甚だ 不安に 感ぜられる、 舊惡 こと^^く 露 現に 及ぶ 

の だから 叶 はない、 此れから そろく 早稻田 御殿に 參向 御手 柔 かの 御成 敗 を 御 願 ひ でもし なけれ 

ばなら ないかと も 思 ふが、 併し 叉 それが 如何なる 形に 於て 描出され るかに 就て 多少の 好奇心 を懷 

かない 譯 にもい かない。 鬼に 角 次号が 樂 しみであります。」 それにしても 山 本 大將の 手腕に 敬服 

の 外な く、 此の 分で は先づ 一寸 競爭者 はありますまい 

秋 高く 美人の 肥へ る 時候に なると 頭も忙 がしくな り 問題 百出 中ぷ忙 がしく、 人が 見れば 大層 吞 

氣さ うなれ ど 凡そ 天地 間の 森羅万象 悉く 乃公の 發 見の 種になる 事故な みや 大抵の 事で はあり ませ 

ん。 日本の 過去の 陸地の 變 動に 關 する ヒント を 得る 目的で 古事記、 書紀、 万 葉 を かじる と、 自然 

日本語の オリ ヂンが 知りた く 坪 九 馬 博士の 「我が 國民國 語の^」 を ひやかし、 アイヌ 地名 考 をの 

ぞき、 終に 昨今 は 電車の 中へ ビルマ 語の 語彙 を 持 込んで 研究、 ハ 、ァ r 從 兄弟」 の 事 を ビルマで 

矢 張 Itkoh-daw 此れ は 面白い な。 huns-ry が 8ah-m5St-thee 成程 さもし いか、 此れ はい 、など 、 

いふ 塩梅で、 少 M ミイラに なり か、 つて 居ります。 それから 段よ 考 へて 從來の 言語 學 者の 考証が 

一休 根；： 儿に 於て 誤った プリン チップの 上に 立って 居る 事が 感ぜられ、 それから それと ファ ンタジ 

1 の絲 をた どり 結局 "On  a  p-ossible  axjplication  of  mathematical  theory  of  statistics  in 

philological  researches  " と 題す る大 論文の 胚子の やうな もの を溫 めて 居ます。 此れ はま あ 次回 
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の 一. 備忘 錄」 位で 一 寸 失敬して おくつ もりであります。 

此の 外に 地震の 報吿、 航空の 報吿、 理 研の 報吿 か、 ねばならぬ 村 料 山 镜； 母 日 タイプライタ— 

をた、 いても 中，^ 叩き切れす、 忙しい 事-/ \、 さう 云って 居る かと 思 ふと 實は 官紀 を 犯して 銀ブ 

ラを やる 日 も 多く 此点御 安心 を 願 ひます  づ 

唯今 JO AK でグリ ー ヒ のべ ー ァ ギン トがぁ るので 一 寸失禮 して ァ 二 トラ の 踊 を 聞き バウ 口 ァ 

の 夕 を 思 出しました、 十月 初に はセ の 上手の 演奏が ある さう で 此れ は 一 度 聞いて 見 度と 思つ て 

居ます 

東洋 城と は 塩 原以來 一 度も會 はす 便り も 御 互に 中絶して 居ます、 津田界 は あ \ いふ 旅行が 珍ら 

しくて 面白かった といって 來て 居ます 實際僕 も 同感、 一年に 一 邊位は 繰 返 度と 考へ ます 

右 御禮旁 草 立 

九月 二十 三日  寅 

豐隆樣 玉 案下 

稍 寒く 餘白 の 出来し 手紙 哉 

I  00 二 

十月 六 曰 木 午後 三時 —四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ府 下落 合 町 上 落 合 六 四べ 宮 部 直 巳 氏へ 1 給 はがき〕 

御 病氣の 由、 御大 事に 願 ひます、 十分に 御 養生 を 願 ひます。 先日 來 あんまり いじめ 過ぎた では 

ないかと 思 ひます、 どうかす つかり 治る まで 御 靜養を 祈ります 
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十月 五日 

一 00 三 

十月 十日 月 午後 一時 I  二 時 本鄉. 區駒 込， 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六， へ 小 {«c 豐隆 氏へ 〔はがき 1 

ホイト 考難 有く 面白く 拜見 しました。 次の 問題 は、 土 佐で 水 蹇の事 を ハンドと いふ、 此れが 何 

だか 分らない、 此れ も 多分 支那 系で しゃう が、 アイヌで はうまい のが 見當ら ない。 馬來字 *1 で搜 

すうちに Gengtong- (甕) とい ふの がー つ 見付かった、 g はよ く  h に 通じ t は d に 通す るから 關 

係が あるか も 知れない。 或は 支那から 日本と 馬來へ 分岐した かもしれ ぬ。 次に 土 佐 方言で 臺 所に 

使 ふ の 類で 「ゾ ー ケ」 と いふの が ある C 此れ も アイヌ では どうも 近い 言葉が 見付からない 馬來 

に は sauk  (兩 手です くいあげる) とい ふ 動詞が ある。 日本語 「ス クウ， 一と 關係 あるら しく、 叉 

此の ソ ー ケと關 係 あるら しい C そして 矢 張 支那と もつな がり さう である：」 第三に は 此れ も臺所 

で 使 ふ 十能 (臺 のない ショ. エル 形の) を 土 佐で セ ンバ とい ふ C 此れ はどう も 未だ こじつけられな 

い c」 德 鳴で 蛙をゴ ー トと いふ、 此れ は 馬來の Kodok  (蛙) と緣が あるら しい。 大兄の 鄕 里の 方 

言の 妙な のが あったら ボッ/ \ 御 示敎を 願 ひます」 土 佐の 足摺 崎はァ イスで "一 tui  tiiri  =  stretched 

out  t-  the  .ss らし い 事を發 見、 得意 

一 00 四 

十月 十八 B 火 午前 七 時 1- へ 時 本 鄭區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ 
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御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 仙臺 では 来賓で 御 繁昌 速 日の 饗宴で 少 M 御 疲勞の 事と 御 察し 申 上 

げ ます。 

あの 書物 どうも あり 難う 御 坐い ました C 助手の 不注意で 表紙に 疵を つけ、 又 書留郵便で 出す 事 

を 命じて おいたら、 郵便 W で 担 絶され たと 云って 少 生に 断りな く 客車 便と かで 出して しまったと 

原 

あとで 報吿を 受け 甚だ 心 元な く 存じて 居ました が 兎も角も 到着との 事で 安神 致しました、 

大兄 は 客 責めと マ レ ィァ^^ノ責めで御困りでしゃぅが小生はー ニニ 日 急に 寒くな つたので 大にデ 

ス ボン デントに なり、 一 日 背骨の 眞中 あたりが ゾク >/\ して 胃の 機嫌もう る はしから す 悲觀致 居 

候、 甚だ 尾籠です が旣に 靴下 を 二 枚 重ね、 その上に 羅紗の 長靴 (昨冬 新調 させた 特製品) を はい 

て も 未だ 足 部が 溫 まらす それでも 今朝 は帝展 初日で 出かけ 午後 は 書齋で ガス スト ー ヴをブ ル./ \ 

鳴らせて 居る 處 であります。 

帝展の 中庭の やうな 處に 彫刻が 一 杯 並んで それが みんな 妙な ボ ー ズ で 手 を あげたり しゃがんだ 

りして 居る 處を 上段から 見下ろす と、 体操場の やうで も あり それよりも もっと 滑稽な 感じで あり 

ます。 あれ は 何とか ならない もの かと 思 ふ もっと 狭い部屋に 仕切った らい、 かも 知れない。 日本 

畫部 はえら ぃ混雜 であります、 どうして あ、 いふ 寐 けた やうな 維が あれ だけの 見物 を 引 寄せる 

か 了解が 出来ません。 吳醫學 博士の 油 畫と山 脇 俊 子 女史の 壁掛 だけ は 見落さないで 見て 来ました、 

兩方 共に それく の 特別な 興味が あった。 

さて 叉 少しば かり 失禮 して 商 買に とり か 、ります、 しばらくの 御 辛抱 を 願 ひます。 

K ン コ 、•  K ンク ー と關 係の あるか も 知れない と 思 はれ るので は (nlal.)  doug.ok 奇怪な。 不釣 
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A  口な。 とい ふの が見當 つた e アイヌの 方 も 捜した がうまい のが 見當ら ない。 ヒンヅ ー で 蝦蟇が 

g-huk になって 居る、 此れ も 何處か 似て 居る が 此れ は 寧ろ 一 ヒ キー と關 係して 居る らしい。 此の 

s.huk はたし かに 獨 逸の U111S に轉 じて 居る。 又 露の リャグ —シ 力と も緣が あるら し い。 少し 

が じって 見た にけ でも、 (此れ は 周知の 事. かも 知れない が) ヒ ンヅ— と 露 獨の關 係 は 可成り 深いら 

しい 力ら c」 土 佐で は 九州の ド ン コと いふ 魚をゴ ー ソ とい ふ。 もしも 此 等の 全体が 南方 系の もの 

とすれば 土 佐の 方が 新し ぃ轉訛 かも 知れな い。 

次に ノ ント に.！ て は 矢張ヒ ンヅ ー で 一 1 ョ lz  =  cist2.n と h「llldI  =  30killg.-pot とい ふの が 見付か 

りました。 

ソ ー ケ、 ショ ー ケに 就て は 其 後見 當っ たもの もない が C 「猪口 二な ども 存外 或る 關 係が あるか 

も 知れない 

次に 土 佐で 動詞に 「ゥ ゲル」 とい ふの が ある C 一  大 業に 騒ぎ立てる」 とい ふやうな 意味です。 

此れが (lllal.)  gegcr 恐慌、 周章から 來 たらし い。 

土 佐で 一 テン ゴ ー スナ」 とい ふの は 一へ マな 事 をす るな」 であります、 此れ はたし か他國 でも 

一 テン ゴ— サラ スナ」 なと いふと 思 ひ ますこ (I-al.)  sellK-au 叛キ 損フ。 飛 ビ寸キ 損フ、 とい ふの 

と關係 はない かと 疑 ふ 

土 佐で ト— マ は 墓 掘 人足の 義。 アイヌ Toi は 墓、 To  一- UI は 死體を 包む 蓆、 後者 は 苦と 關 係し 

て 居る かも 知れん。 序ながら 墓の ハ 力 は洞ヒ ンヅ ー の  一) ahal- 小 丘から 來 たかと S ふ。 

洞の ホラ は glial. 、 塵の チリ は dhrao 旗 は  一) a ビ til" 痛んで ゥヅク の は dukho 胃 は ； Kandhac 
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面の ッラは ehihl.a  (此 ch は タフ)」 マ ブクは papohl C 眼 蓋 は 案外 どうか 分らぬ 、 春が bahar。  ^ 

山 雀 四十雀の カラ は gaul.iva  (span.o\v)、 敦は bater、 ムシ ケラの ケラは K;ira  (insect)、 鳩 は 

fakbta 鳥 は chiriya 

曰 M 後に 矢張ヒ ンヅ ー で jam-;  jumla は 一 方 sum  summe の ol.ig.in であり 义 東方 〈 向って は 

ス くテ、 ス ペレ、 ス メラと なった もの と 田 5 ふス メラ、、、 コ. トは ^C3^p  sugaddasu  total-sacred の 

義 であると 假想 する 

(mal.)  wami は 「朕」 に當 る、 yamtuan は 「君主」 ャ マ トと關 係な きか 

八 水り 惱 ますと 惡 いから 先づ 本日 は 此れぎ りと 致して 置きます、 小生の セ オリ— の 方 を 先に 開陳 

してお かなくて は 以上の 如きが すべ て 無意味の 遊戯になる のです が、 此の セ オリ— が 中. - 一寸 一 

口に 云 はれない ので 此れ は あと 廻し に 致し、 その 村 料の 方 を ボッく 御 笑 草に 御 眼に かけます。 

その 御 積り にて 唯讀み 松て にして 下さる 事 を 祈ります。 尤も 方 一一 目の 分 だけ は 何 か御氣 付が あった 

ら 知らして 下さる と 難 有い、 草 M 

十月 十七 曰  播磨浦 喜 IB. 

豐隆 先生 閣下 

一 00 五 

十月 二十 B 木 ，r 後 六 時 ー ヒ時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 府： ト駒渾 町 上馬 九へ 五 森 通 氏へ 〔鎗 はがき〕 

其 後 御 経過 如何に 候 哉 心に か、 りなから 御無沙汰 致 居候、 折角の 好 季節 も 天候 不定に て 惜しき 
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事に 御 坐 候、 併し 郊外の 秋色 はいよ く 美しく 相 成 候 事と 存候」 何卒 此 上ながら 御 加養 を 祈 候 

右 御 伺 迄 i 

十月 廿日 

一 00 穴 

十月 二十四日 月 午後 七 時， ー 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ京城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

r 槍 はがき〕 

だ 勝手です が 朝鮮語と 英語、 獨逸、 叉佛國 對譯の 辞書で 鮮 語の 方 を n 1 マ 字 緩に したの が も 

し 見付かりましたら 一 つ 御 示 敎を願 度と 存じます、 地震の 研究が 段ぷ脫 線して 日本語 原 問題に 出 

逢 ひ マ ゴ ツイて 居る 處 であります 

十月 廿 四日  寅  彥 

一 00 七 

十月 二十四日 月 午後 七 時— ベ 時 神 E 區 不二 家よ リ京械 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 〔檢は 

が き〕 

展覽會 や 音 樂會の 季節に なり 道樂 ものに は 中.. 忙しい。 今年の 秋の 書入れ時 は 雨が 多くて 又 妙 

に 日曜に ふる 癖が つ いて 居る やうであります 從っ て 板 橋へ は 御無沙汰 ギ ン ブラ の 方が 多くな り 

ます 
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十月 廿 四日  神 田 不二 屋 にて  寅彥  2 

8 

I  OOA 

十月 二十 五 曰 火 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より^ 下 大崎町 桐 ケ谷九 二 吉田方 五島 寛； 牛 氏へ 

拜復 先日 は 珍菓澤 山に 御 惠與難 有 拜謝致 候 

本日 御手 紙拜見 致候久 M にて 拜眉 ゆるく 御 話 致 度と 存候 就て はもし 御 繰 合せ 相つ き 候 は&廿 

八日 (金曜) 午後 五 時半 頃 丸の 內 ビルディング 九 階 精 養 軒 待合 窒迄御 來駕相 願 はれ 候 は 1- 大 幸と 

存じ 候 御 都合 如何に 可 有 之 哉 御 伺 申 上 候 

右 御 返事 迄 草. -不盡 

十月 廿 五日  寺 田寅彥 

五島 寛平樣 

一 00 九 

十一月 九 B 水 午後 七 時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

r 捨 はがき〕 

辞書の 件 御調べ 被 下 御手 數の段 難 有拜謝 致します、 いくら も ありさうな 本 だと 思った のです が 

矢 張 あまりな いと 見えます、 今の やうな 書物の 洪水 時代に 一寸 意外な 感 があります」 こちら も大 

分い、 時候に なりました、 銀杏 か 黄 ろくなり 始めて 居ます、 市內の 紅葉 は 今年 は 不作ら しい、 雨 


め ニニ 和昭 


の 多い せいか も 知れない C, 一  小宮君 先日 來京 例に より 氣焰の 交易 を 致しました、」 本鄕 坐に 「ボ 

ツチ ヤン」 の 芝居が ある 由 なれ ど、 見る 氣 になれ す、 恐ろしくて 

十  一 n 九日 

一 0  I  0 

十一月 十六 B 水 午後 一一 一時— 四時 本鄕 M 駒 込 曙 町 二 四より 富山縣 if 野 町 五島 寛-牛 氏へ 

謹啓 先日 御上 京の 節 は 御無禮 のみ 相 はたらき 申 譯も無 之 候 其 節 富山縣 下の 方言 文献 御 示敎相 

願 置候處 早速 御 取調べ 被 下 貴重なる 參考 資料 御 貸 與被下 万 M 難 有 鳴 謝の 至に 奉 存候右 は 何卒 暫時 

拜借致 度と 存候 何卒 不惡御 含 置 被 下 度 祈 候 併し 何時 にても 御用の 節 は 御 中越 被 下 度 御 願 申 上 置 候 

右方 言 集單行 本の 方 は 或は 貴地 古本屋 等に 賣 品の 出で 候 事 も あらん かと 被存 候、 决し てわざ 

くに は 及 ひ不申 候へ 共 自然に 御 見 當り相 成 候 節 は 何卒 其 *1 店に 御 下命 當 方へ 達り くれ 候 樣御下 

命 相 願 度と 存候、 非賣 品の 事故 古本屋より 外に 一寸 入手の 途無之 かと 存候雜 誌の 方 は 敎育會 へ 聞 

合せ 可 申と 存 居候 

右 御禮旁 重ねて 御 願 迄 草よ ゅ述候 甚だ 勝手が ましく 恐縮と 存 候へ 共 御 寛容の 程 願 上 候 不盡 

十 一 月 十五 日  寺 田 寅， 逢 

五島 寛 平樣玉 案下 

一 0 一一 


十一月 二十 一 曰 金 午後 零時— 一時 板橋の家ょり仙臺市北ニ番丁六，=^小官豊隆氏 へ 〔繪 はがき 一 

金曜の 晚； 目の 奥さんからの 御 案內で 「坊ちゃん」 の 連中 見物 を 致 候、 眞鍋 岩波、 鈴 木 森田內 

田 松 岡 松 浦 吉田其 他の 述中 なり、 眞 鍋さん 盛に メ， "トル を 上げ 少 i 壓迫を 感じ 候、」 芝居 はつ ま 

ら ないがいろ くの 意味で 懷舊の 念が おこり 少し セ ンチメ ン タルに なり 候。 かう いふ 處で會 ふと 

矢 張 三重 吉君 がな つかしい。 君 も 一 度 見る とよかった。. 猿 之 助が 何 處か純 一 君 に似てい るので 妙 

な 心 持が した、」 今日は 板 橋へ 來て 居る c」 咋日 怫展を 見て 八 円の き 一枚 ォゴル 

十 一 月 廿日 

一 0  二 I 

十一月 二十 二 曰 火 午後 七咔— ベ 昨 本鄕" R 駒 込 曙 町- よ リ福岡 市外 九州 帝 國大學 ^學都 *a 學敎^ 鈴木淸 

太郞 氏へ 「はがき〕 

拜復、 贵著 論文 草稿 昨日 拜受 早速 一通り 拜見致 候、 詳細の 点 はよ くく 拜 見の 上なら では 何共 

巾 上 兼 候へ 共 一通り 拜 a- 致候處 にて は 別に 心 付の 点 もな く、 至極 興味 ある 御 研究と 存候、 いづれ 

か 適當の 場所に 御發表 あり 度と 存候。 學士院 の 方なら ば 印刷 面 四 頁 以下に 御纏め 被 下 候 は、 好 都 

合と 存候。 舉術 研究 會議の 方なら ば頁數 にも 制限な く 充分の 記述 可能と 存候。 學士院 へ は 簡單の 

抄錄を 出し、 學 研の 方に full に 出す 事 も 可能と 被存 候、 いづれ 共 御 都合 次第に 立 敷 やう 御决定 

可 然と 存候、 學士院 の 方なら ば 何時 にても 少生御 紹介 可 致と 存候、 學 研の 方なら ば 直接 編輯 員 

(今 も 木 下 君と 存候) へ 御 送付 被 成 候 は k 好都合 かと 存候 
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右 不取敢 御 返事 迄 

十 一 月廿 一 日 

I  0 一三 

十一月 二十 八 B 月 午後 零時— 一時 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 II よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 しばらく 御 消息 を 聞かす 如何 かと 存じて 居りました、 仙臺は 雪が ちらつく さう 

です が當地 はしば らく 晴天つ ^きで 少 生の 如く 一  生の 苦 樂天氣 による やうな ものに は 甚だ 幸福、 

今年 は 例の 靴下の 御利益に や 未だに 巨 燒も耍 求せ す、 手袋 も はめす、 尤も 時よ は 寂 塞な 心 持に な 

る 事 もあります が少 生の は 至って 淺 薄な 主として 生理的の ものな ので 一 邊ギ ン ブラ でもして 丸 善 

三越 を 訪問して くると すぐな ほる やうな 種類の ものな のであります。 少 生に は 叉此頃 風呂が 大變 

に 有効で、 どうも 妙な 氣 持で 困る 時に 風呂に 人る と 一 時に 世界が 明るくなる やうであります。 電 

氣の暗 いのもい けない らしい。 大兄の 淋し さは そんなので はないで しゃう が、 併し 何處か 健康の 

異常から 來 るの だとい けない から 一 逢い、 醫 者に 健康診断で もやって 貰 ふ 事 を 御す、 めし 度い と 

思 ひます。 胃 か脊臓 かどちら か f 少し 惡 いので はない かとい ふ 風に 僕に は 感ぜられます。 病氣の 

事 を 不快と いふが、 精神的の 不快 はどう も 大部分 生理的 機能の 障害と 連聯 して 起る とい ふ 風に 科 

學 者に は 考 へられる。 是非 一 度よ く 診察して 貰 ふ 事 を 御す」 めしたい と 思 ひます。 

東洋 城と は 久しく 會 はなくて、 咋日少 生より 出かけ 二 時間 連 俳、 昨日 は 割合に 進行、 大兄と 

通信で 進行の 事 を 督促して おきました、 穴居 中の 慰みに 少し 御 奢發を 希望 致します。 
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マ レイ 語 不相變 勉強、 毎朝 少 しづ、 古事記 を あたって 居ます が、 色. -發 見が あります。 し 力し 

馬來 で Tih.ada  n  Tiada  n  nothin.? とい ふの を 見出 して 少.^ 悲觀致 候 

ホス セ リノ ミコ トが 水に 溺れる 眞似 をした のが 俳優の 元祖 だと ある。 ところが 馬 来で 蘭領 印度 

土人の 歌劇 を Bansawang とい ふ 此れ は 明に ヮサ オン ギと相 通す るから 面白い。 又 爪 哇の釗 場の 

樂隊を Gaslan とい ふ 此れが 力 ダラと 少し 似て 居る。 此れ は 先日 御 話の あった 爪 哇の面 (ョ 

の 事 を 思 ひ 出させた 

叉 馬 来で 芝居 を wayang とい ふ。 シヴ アヤと 似て 居る。 「ノン， 一 が 接頭語ら し い。 又销優 1弋ョ 

yu とも 關 係が あるか も 知れない 

コ 一味 線の 先祖 阮咸の 發音を 調べたら 目 hsien と あるので 驚いた。 此れで は 蛇 皮 線 も あて 字 

かも 知れない。 マ レイの GambusHlute も關係 あるら しい 此れ は 本元 はもつ とく 西の方に あ 

るかと 思 はれる。 アラビアの 敍樂 器に sharshenk とい ふ 四敍の 胡弓の 類が あるから 此 4 も少 立 

怪しくなる。 

古事記に 無 間 勝 間の 小舟。 此の 勝 間に 色ぶ 說が あるら しいが 馬 来で watup とい ふの は 固く 塞 

ぐと か 密閉 するとい ふ 字 だから 此れ は關 係が ありさう です、 此れ は 少し こじつけ。 八^ 烏の ャタ 

は Ilantar か l-andu か いづれ も案內 導く の 意で ある。 

フ ラ ン ス 美術展へ 行つ て 檎皿を 一 枚 買つ て 来て 眺めて 居ます。 ク ー ルべ ゃコロ ー は 買 〈 い 力 

ら、 八 R の 皿で 欝憤 を 散 じる やうな 意味 かも 知れません。 氣に 入った のがあって 見て 居る と、 も 

う 一 人 同じ 皿 をし きりに 欲し さう に 見て 居る 男が あるので 不安 を 感じ 其 男の 立 去る を 待って 急い 
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で 申込んだ が 金がなくて 赤面、 名剌 をお いて 頼んで おいて あとで 引取りに 行った ので ありまし た- 

こんな 事が あると 少し 若返った やうな 氣 持になります。  サ ラサ ャ などに すぐ 其 場で 申込む だけの 

勇氣が 出る と 本當に 若返る の だが その 方 は絕筌 故せ めて フ ラ ン ス の搶 皿に でも 戀 をして 餘 生を賑 

はす 次第であります。  - 

なるべく 奮發 して 早く 御上 京 を 祈る 不盡 

十 一 月廿 七日  寅  彥 

豐隆 大人 玉 案下 

10 一四 

十一月 二十 九 B 火 午後 三時 ー 四時 本鄕區 駒；：，；！！ 曙 町 二 四より 府下 西 巢鴨町 巢鴨新 ra 中 谷 治 宇ニ郞 氏へ 

〔はがき〕 

謹啓 先夜 は 失禮致 候、 其 後人 類 學雜誌 別 刷 御 途り被 下 難 有 拜謝致 候、 非常に 興味 ある 御 研究 

と 存じ 候、 なほ 引 鑌き御 研究の 結果 御 發表を 祈り 候、 

.. 右 御 禮迄草 ぷ申上 候 不盡 

十 一 月廿 九日 

ー0ー 五 

十二月 四日 B  (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 
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拜復 「富 山縣 方言」 御 周旋 願 上候處 早速 御 配慮 被 下 難 有 万よ 拜謝致 候、 御 かげ 樣 にて * 重の 參 

考 資料と 相 成 候、 右 代 價金御 報 被 下 候 は k 大 幸と 存候、 雜 誌の 方 は 先日 發行 所へ 聞 合せ 候へ 共旣 

に 品切れに て 断念 致 居候 次第に 御 坐 候 

拜 借の 二 冊 御 返送. S. 上 候 間 御 査收被 下 度 願 上 候 永く 拜借難 有 御 禮申上 候、 富山縣 方言 中、 出 所 

不明と され 居る ものに 馬來 語らし きもの 少ょ發 見 興味 ある 事と 存 居候、 他日 發 表の 期 も あるべく 

と存 居候 

右 啷醴迄 草ぶ 申述候 不盡 

士 一月 四 曰  寺 田 寅 彥 

五島 樣玉 案下 

10 一六 

十二月 九日 金 午後 三時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮登隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有拜見 致しました、 支那の 上等の 墨と いふの がどう も少 生に は 余り 充分に アブ 

レ シ H 1 ト 出来ない が、 あの 色の 薄手な 處が 上品で い、 の だら うと 思って よく 見る と 成程 さう 思 

はれる、 今度 は 一 っ畫藥 紙に でも 書い 〔て〕 見せても らい 度と 存じます その 方が 或は あの 墨の 持 味 

を 十分に 發 揮させる ので はない かと 想像され る、 それ はさう と あの 御手 紙 を よんだ 時に 偶然 そば 

に 物差が あつたので 一 寸 長さ を 測定して 見たら 曲尺で 丁度 一 丈 九 尺 九寸位 ありました、 近頃 拙宅 

へ來る 手紙い や 昔から 來た あらゆる 手紙の 最長 レ コ ー ド ではない かと 思 ふから 一 寸御 報吿申 上げ 
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ます。 此れ は 支那 墨 の H フエ クト や 冬 籠 のヱフ H タト や 色.^ の エフ H タトの イン テグ ラル エフ H 

クト によって 自然に さうな つた 事と 推定 致しました、 

腎臓病の 嫌疑 を かけた 處 其の 証據を 擧げ よとの 御 尋問に 接し 少. -狼 猫の 氣味 であり ましたが、 

そこ は 流石に 多年 敎員商 買 をつ とめて ゴ-マ カシ專 門に 務め 來し 甲斐 ありて 何喻 はぬ 顏 にて 御 答へ 

申 上げます。 あれ は 云 は 全く 神來 的の イン テ ユイ ショ ン による もので 論理的 歸納 的に 得た もの 

ではありません が、 併し あとから 鮮柝の 出来ない 事 もありません。 先づ 一 つ は 年齢が そろく さ 

うい ふ 年齢で ある 事、 頭ば かり 使って 運動不足で、 そして 御馳走 を 食って は 又 頭 を 使 ふとい ふ 事 

が此病 氣の發 生に ギュ ンス ティヒ だとい ふやうな 漠然とした 假定が 頭の 中に あって、 そして 君が 

上京した 時な ど 非常に 疲勞 したやうな 钾樣子 を 見る 事な どが 頭の 中で 自然と 化學 的に 結合して あ 

、いふ ァ— ヌ ングを 作り上げ たもので はない かと 思 ひます。 此の テオ リ ー は 一 向に あてに はなら 

ない が、 しかし ァ ー ヌン グはァ ー ヌング だから、 まあ ー邊 無駄と 思って 眞 鍋さん にで も 健康診断 

をし て 貰 ふ 事 を 御す \ め 致し 度と 思 ひます。 

スェ ー デン 語の 辞典 は 早速 丸 善へ 行って 搜 したが 一 つもな く、 支店 も靦 ひたが 今の 處 ありませ 

ん。 ラ ンゲ ン シャイ ド のなら 時々 は來 るとの 話で ありました。 神 田邊の 古本屋 も 一 一三 當っ て 見た 

が 搜す時 _ ^，はない もので、 とんと 見當 りません、 ^^しもし御急ぎならばもっ と廣く古本屋を搜し 

て 見 まし やう、 如何に 哉。 又 注文で もす る やう だったら 丸 善で もっと 詳しく 如何なる 辞典が ある 

か を詮義 して 注文 致し まし やう、 何分の 御 差 図 を 仰ぎます。 

大阪 朝日の 新年号に 何 か 書け と賴 まれた ので 引受けた もの、、 うまい 種が なく、 近頃の 素人 言 
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語學の 旺盛なる 蠻勇を ふるって 肓 滅法の しろもの を 書き上げ 送つ て やりました。 實に 吾れ ながら 

少. A あきれ 果てた 心 持 もして 居ります。 先づ すぐに 新 村さん あたりから ひどく i: 叱り を 受ける だ 

らうが その 方 は 余り 恐ろしく もない、 唯仙臺 あたりで 一一 ャ/ \ される のが 一 番 恐ろしい ので 前以 

て 一寸 御 寛容 を 願って おきます。 日本 樂器 二三の 名前と 類似な 音の 外國樂 器の 名前 をた ぐ 並べた 

だけ だが、 少しば かり 餘 計な 事 をつ いく いてし まった のです。 どうか 初春の 長閑な 氣 分で讀 

んで やって 下さい 草よ 

十二月 八日  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 01 七 

十二月 十二 日 月 午後 二 時 —三時 本鄕^ 駒 si! 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 倭 城臺町 一一 一 號官舍 安倍 能 成 氏，、 

〔はがき〕 

御 端 書 難有拜 見、 東京 もい よく 冬が やって 來 たやう です が、 未だ 割合に さう 寒く はない やう 

です。 紅葉 は 大概 散って しまったが 庭の 山吹の 黄葉が 中. - 美しい 菊 鷄頭も 未だ 疾き殘 り、 八つ手 

の 花の 眞白 いのが 暗 綠の廣 葉の 中に いてる の も 存外 美しい。 昨日の 日曜 久. -で板 橋へ 行った が 

槽の 森の 焦げた 黄金色が 中よ 奇麗でした、 近頃 サッ パリ 打 捨て あるので 一 面に 茂った 芒の 白く 

された の も 存外 愉快で ありました。」 いやで もっとめ て 一日 田舍へ 行って くると、 どうも からだ 

の 工合が い、、 人間 も 結局 は 草木な ど 、同様な 生物 だから だら うと 思 ひます c」 此頃 暇な時 少し 
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づ、 古事記の 解釋の やうな もの を 讀んで 見て 居る が、 段ぶ 面白くな つて 来る、 老人に なって 来る 

Hd 據 なんでし う。 小說ゃ ドラマの 面白味な ど& はちがつた 興味であります c」 所謂 暮が 近くな 

つて 市中 も 大分そう らしい 景色に なりました 商人が 苦しがって 捨賣 をして 居る。 子供の 洋服 をね 

だら れて 買に 行ったら 五 割引と いふ 店が あった、 いよく 三十日 近くな つたら 口 ハ で賣 るか も 知 

れ ない、 少し 氣の 毒な 氣 がした、 商 買と いふ もの はとても 數字 などに はか" ら ない、 不田.^議なも 

の だと 思った のでした 

十一 一月 十一 一日 


IOI 八 

十二月 十四日 水 午 s〕 七 時！ 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

拜復 御手 紙 難有拜 見、 又 富 山 縣敎育 會雜誌 御 贈與に 預かり 難 有 万 ぷ拜謝 致 候 御蔭様に て責ー 

の參考 資料 を 得 候 

御 尋ねの 書記 は 

灘 假名の 日本書紀 上 エー 卷 定價セ H  ilsil 满せ It 稀 大同 舘 書店 

右 御禮御 返事 迄 草ぶ 申述候 不盡 

士 一月 十四日  寺 田寅彥 

五島 寛平樣 
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二 仲 別便に て 粗菓 少. -御送 申 上 候 間 御 笑納 被 下 度 祈 候 

一 0  1 九 

十二月 十七 日 土 午前 十一 時 —十二時 本 鄕區駒 5>；！ 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

拜啓 瑞典語 辞書 其 後神 田本鄕 大概 搜し ましたが 見 當らす 意外な 事に は 阿弗利加 邊の野 蠻民語 

など はいろ/, \ あるのに 瑞典 のな いのは 妙であります。 ランゲン シャイ ドの 丁抹那 威の が 唯 一 冊 

神 保 町の 古本屋に あった。 

ォッ ト ー ザゥァ ー の シリ— ス の 文法書の 瑞 典の は 一 冊 丸 善 本店に ある。 

そ れ で 丸 善 で 1^ 義し て 見 ると 瑞芙 ならば 

！-.  K.  ol=an  ：  Swedish  English  ； Dietionary.  lis  7 二. 

K.  wenstrijm  and  \V.  K. llarloclc  :  „ IHS. 

此 二つが 手頃ら しく、 又相當 信用 あるら しく、 いろんな 本屋の 廣吿 にある やうです。 然るに 肝 

しの 瑞獨の 方 は 丸 善に 都合よ き 索引 書が 手近に なく 分り かねる ので あすこの 加 藤と いふ 古い 馴染 

の 店員に 詮義 を賴ん でお きました。 一 兩 日中に 返事して くれる 事と 思 ひます 

なにしろ 瑞典 語が サ ッ パリ 今の 日本人に 顧みられない 事が 分る やうな 氣 がした。 此 に反して ス 

ベ イン 語が 大變に 需要が あるら しく いろんな 字書 や 文典が 來て 居る。 一 休 どうい ふわけ かと 思つ 

て 見た が 或は 南米 や 中米 植民の 爲 かも 知れない、 それから 馬 來語關 係 も 割に 多い、 此れ は 無論 南 

洋 貿易の 爲 にちがいない かう いふ 狀况 だから 瑞典語 は 犬に やりば えが ある 譯 であります 少生 も少. 
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しか じり 度くな つた。 どうせ かじり 始めた から 三十 國 かじる の も 四十 國 かじる の も 大したち が い 

はな いだら うと 勇敢なる 覺悟を もって 居ます。 今迄に 語彙 を 調べ た國語 を數へ て 見たら 十七 八ケ 

國 になる やうであります 0 

鬼 も 角 も 此れ だけの 國 語で 原始的な 物象 や 動作の 言葉 を 並べ て 見る と 中. - 面白い 事が 分る やう 

な氣 がする C 例へば 英語で よく 日本語に 似た 言葉が ある (例へ は flat と 平、 hollow と 洞) のが 

偶然 かと 思って 居たら 存外 さう でもなくて ちゃんとした 連鎖の あるら し い 事が 分つ て 面白い。 尤 

も 時々 自分で 噴出す やうな 駄 じゃれ も 出て 來る。 例へば 葡萄牙の ccrtamcnte を 讀み方 をう まく 

すると 「定めて 一 と 聞 こ へ na  vel.dade  (indeed) を 工合よ く發 音す ると、 「なる 程」 と 聞 こ へ た 

りする。 此れ は少 生と 同じ 事 を やって 居る 人-間の か k り 易い 錯覺 であらう と 思 ひます。 此の 種類 

で 一寸 傑作 は 「酒呑 童子」 である。 此れ は アラビア 出の マ レイ 語で Hotann  Satan.  daushat  = 

horribl- となる、 此れ は 一 寸笑 はせ る。 尤も 酒呑 童子と 同じ 話が 支那に あるの だから、 まだ 其の 

もとが あるか も 知れす、 さうな ると 冗談から 駒が 出ぬ とも 限らぬ。 鬼に 角 段.^ 木 村 鷹 太郞に 同情 

したくなる だけ は 確であります C 

安倍 君から 端 書が 來た、 なんだか 此頃 無性に 腹が立つ とい ふ 事が 書いて あった。 廿日 頃に は歸 

京す る さう です。 

今年の 冬 は 今迄の 處 アブ ノ ー マ ル に溫 い、 溫 いのは 結構で あるが 矢張り 時候外れの 現象 は 一 種 

の 不安 を 起させる。 余り 暖か 過ぎる ので 少し 風邪をひき 咽喉が 惡ぃ。 

山吹の 葉が 鮮やかな 黄色に 染まって 永い 間 庭の 眺め を 美しく して 居た。 山吹の 黄葉が こんなに 
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美しい 事 をつ ぃぞ 今迄 注意し なかった やうに 思 ふ。 或は 今年が 特に 美しかった のか も 知れない。」 

此れ はいつ も氣 のつ く 事 だが 枯葉が 散って しま ふ 頃に はもう ちゃんと 來 年の 春の 芽が 出る 準備 を 

と、 のへ て 居る 事です。 人間 もこん な 工合に 失意 零落の 極に 達して 丸裸にな つたと 思 ふと 同時に 

ちゃんとい \ 芽が 出る ん だと い、。 

岩波の 講 坐に ル クレチ ウス を 引受けた、 勇敢 さに 御 賞め を 預かり 度し。 岩波 君 も 大分 落ちつい 

て 居られない らしい。 草ぶ 

• 十二月 十六 日夜  寺 寅 

豐隆 大兄 玉 案下 

ー0ニ0 

十二月 二十 曰 火 午後 一時— 二 時 リ本鄕 區駒込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 ェ學部 物理 學敎室 伊藤 

^51氏 へ 〔はがき〕 

拜復 論文 拜見、 英文 心 付の 点紛 筆に て 記 人 差 出します 一 箇處 意味 不 判明の 處 があります から 一 一 

通りに 書きました いづれ か 御 採决願 上げます。 原槁は 新に 御作 成に は 及ばす 唯 修正の 箇所 御 取捨 

の 上 インキで 御 直し 被 下ば 宜 敷と 存じます。 右 御手 人れ の 上す ぐに 御 绘りを 願 ひます 一 月の 會に 

提出 致します c」 大變に 面白い 御 研究と 存じます から、 なほ 進んで 御 追究 を 切望 致します 草 立 

十一 一月 廿日 

也 田 君 もよ ろしく 


874 


年 ニ和昭 


一 0  二 一 

十二月 二十四日 土 午後 零時— 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 大分 縣速見 郡 由 布 院村中 谷 巳次郞 氏へ 

謹啓 寒氣 漸く 相 加 はり 候 處益ぷ 禅 勇健の 赴拜承 大慶 此 事に 御 坐 候 下 而少生 不相變 無 異罷在 候 

間 乍 憚 左 樣御放 慮 被 下 度 祈 候 

此度は 白 擅 製 茶托 五 客 御 惠與に 預かり 難 有 拜受致 候 誠に 存じ よらざる 御 芳志 殊に 御 自製 御 苦心 

の 成果 を 頂戴 致し 一 人 難 有 深謝 致 候 材料の 宜しき 上に 手 彫の 雅致 高き 点眞に 好事家 をして 垂涎せ 

しむる に 足る ものと 被存候 永く 珍藏 致し 同好者に 誇る 種と も 可 致と 存候 

申し おくれ 候へ 共 先達 て は 御 令 甥 宇吉郎 樣 裨良緣 ありて 目出度 御 結婚 被 遊 吾よ 辱知 の もの 迄誡 

に 喜ばしく 慶賀 致 居候 貴下に も 定めて 御滿 足の 御 事と 拜察致 候、 其 節 御上 京 被 遊 候 御 思 召の 由傳 

承拜顏 の 機 を 相 待 居候 處御 令室 樣御 不快 の 爲御 出京 無 之遣憾 の 次第 に存 候、 御 病人 樣其後 の 御 経 

過 如何に 候 哉 時候 柄 何卒 一 層の 御 加養 專 一 と 奉存候 

右 御禮旁 草. -申述 候 不盡 

士 一月 廿 三日  寺 田寅彥 

中 谷已次 郞樣玉 案下 

10  ニニ 

十二月 二十 八 曰 水 午後 零 時 —一時. 「本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 
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丸 善からの 返事が 来たらと 思って 居る うちつ いく 御無沙汰、 余り 返事が ないから 今日 叉 催促 

に 行った が、 倉庫の 引越と かで 忙しい とか 何とか 云って 一向に 要領 を 得す、 いつもながら 丸 善の 

不親切に は 困った ものです が 如何 致し まし やう か、 先づ不 取敢ラ ンゲ ン シャイ ト でも 注文 致し ま 

しゃう か、 それとも いっそ 御 出京 迄 待ち まし やう か、 御 指図 を 煩 はし 度と 存じます。 

鴨 東北の 空より 飛来、 同時に 栃木 縣 より 名産の 葱 到来 此れ は 東洋 城より、 それで 早速 鍋 を 仕 立 

て、 賞玩、 晩酌 三 杯の 酒 をな めながら 頂戴 滿腹、 豐隆の 鴨と 東洋 城の 葱 を 一 つの 鍋に 煑て寅 日子 

の 胃袋に 收め るの も淺 からぬ えに しなれば にやと 一 首の 腰折で も 詠す る處 ならん が 生憎う まく 出 

來す、 唯. -難 有く 御 禮を申 上ぐ るに 止めます 

鴨と 人れ ちがいに カキが 行った 害です が、 あれ はいつ か 大兄の 御 賞め に 預かった 水産 講習 所 金 

澤 養殖場の 產 にて、 當 年も澤 山に 到来 致せし 故 ぼんの 少し 許り 御す そ 分け 致しました、 どうか 御 

ためし を 願 ひます、 あれ は 蓋 を あける のが 少し 厄介 だが i: 出 人の 魚屋が やって くれる 事と 存じ ま 

す、 しかし それで はいけ ない とい ふので 大兄の 手 を 煩 はすの だったら 甚だ 相濟 みません、 尤も 豐 

隆 先生が 牡蠣の 解体 を やって 御 出の 處を 想像して 見る の も 一 寸 一 種の 風流で は ある。 

忘 言 多 罪、 近日 拜 眉の 機 を 相 待 居候、 今日は 理硏 のおし まひ 日に て あすより は 少し くつろぎ ま 

すが 年賀 狀と いふ 厄介な 仕事 あり、 此んな 馬鹿な 形式と 思 ひながら 矢張り 思 ひ 切り 止める 事 もな 

らす、 そろ/ \ 此の方に 取 か、 らう かと 存 居候 不盡 

十二月 廿 七日  寅 彥 

豐隆 大人 玉 案下 
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一 oil 

一月 一日 B  (時間 不明，) 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 深 川區越 中島 東京 帝 國大學 航空 研究所 測 器 部 佐々 木 達 

治郞 氏へ 〔はがき〕 

謹賀新年 

昭和 三年 元且  赤 シャツ cf^l-v 歳) より 

一 0  二 四 

一月 二日 月 午後 零時 —一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 府下 落 合 町 下落 合一 六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

新年 御 芽出度う、 今年の 正月 は 何故 だ. か 少しめ でたい やうな 心 持が します が 如何 哉、 舊 職御歸 

京の 事と 拜察、 一度 御 目に か、 り 度と 存じ 居候、 小 宮君も 近日 上京の 害であります。 

S どうも 大變 靜穩な 元日 だ 上 思って 居る と 地震で 一 寸 驚かされました、 

f  昭和 三年 元且  寅 彥 

年 
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一月 十日 火 午後 零時— 一時 本 都 區駒込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹啓 本日 は钾 手紙 難 有 拜謝致 候 北陸 一 帶の 風雪 甚敷 由に て 生 等の 想像に も 及ばぬ 事な らんと 

存候、 當地は 幸に 舊 冬 來好晴 無風の 日 多く 寒がり 屋に は此上 もな き 仕 合せに 有 之 候 

先日 は 干 柿 御 惠與被 下 難 有 拜謝致 候、 一同に て 賞味 致し 候、 

ピアノ 掷 求めの 由、 御子 樣方御 害び の 事と 存候 然るに 適 當の敎 師無之 由に て 御 困りの 事と 存候 

樂譜 等に つき 取調べ の 御用 も 有 之 候 は」 御 遠慮なく 御用 命 願 上 候 

お 御 返事 迄 草. -申述 候 不盡 

正月 十日  寺 田寅彥 

五 島 様 

一 0  二 六 

一月 十五 日 曰 (時間 不 go 本鄉 -tel 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔封筒の 表に 「新 

聞切拔 在中」 と あり〕 

拜啓 御 無事 御 歸臺の 事と 存じます、 昨日 は責 重の 時間 を 割愛して 頂き 御薩で 愉快で ありまし 

た。 數寄屋 町の 夕まぐれ、 行燈の 文字 を搜 しての そ ろ 歩き、 殊に 少 生に は 珍ら しく、 何となく 

廣 重の 或る 椿の 情調の 中に 浸る 事が 出来て、 此れもう る ほひの ない 生活の 中 Q 色彩と して 頭に 淺 
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りさうな 氣も 致し 候、 此れ も 一枚の ノ クタ ー ン の 題材で ありまし やう。 門口で 失敬して 河岸へ 出 

て、 吳服 橋から 電車に のり、 喪家の狗の 尾 を 垂れて 歸宅、 いつも 金曜の 歸り は何處 かで 钣を食 ふ 

の だが、 昨日 は 例外で ありました。 風呂に 入って 元氣 恢復、 音 喜 久樓上 紅燈影 ほの 暗き あたりの 

さ めき を覺 束な き g 想に 描きながら 幸に 安眠 

別紙 供閲、 辨笑覽 の 上 御返し 被 下 は 幸甚、 

今夜、 先日 御 来遊 中 電話で 都合 を 聞いて 来た 人妻 君と 子供 づれで 来り、 本人 發 明の 打樂器 (木 

琴 類似) と 細君の ピアノとの 合奏 を 聞かせ。 叉 子供の 木琴に 御主人の バイオリン、 細君の ピアノ 

の 三重奏 を 聞かされた 處 であります 中ぶ 忙 がし い 

1 月 十四日 夜  寅 彥 

豐隆 大人 

一 0  二 七 

一月 二十 I 曰 土 午後 零時—— 一時 本鄕區 東京 帝國大 學理學 部よ リ 伯林 ゲイル メ ルス ドルフ. ジグ マリン 

ゲル 街 一 一へ ラ ィ ン ホ ル ト方圓 地 與四松 氏 へ 

大分し ばらく 稗 便りな く、 何分 口 シァの 事故 如何 やと 理 研の 廊下で 辻君と 話したり 致しました 

が、 伯林からの 御 端書拜 見、 御 無事 御 勉強の 事と 大慶に 存候 西洋 も 大分 通に なられ 候 頃と 存じ 候、 

唯今 頃 は 寒くて グ ル ー ミ ー で 正午の 大 陽が 眞 赤に 南の 空 低く ぶらさがる 頃で 不愉快の 事と 御 察し 

致します。 . 


879 


ヴィク ト ひァ、 ルイ— ゼン、 プラッツに スパ T テン ブ ロイと いふ レスト ー ラン あり、 あすこで 

毎日く 晝食を 食った 事だった が、 今でも やって 居る や 否や、 御 通りが.、 りに 御 研究 願 上 候、 小 

生の 下 首 は Geisberg  str,  39 で Frl Schmeltzer でした が、 もう 永い 昔の事 故 疾に變 つて 居る 

事と 思 ひます が、 此れ も 通りが、 りに 前で も 通ったら ボル チ H 1 にで も 聞いて 見て 下さる と 難 有 

いと 存候。  . 

少生 不相變 毎日 理研、 又此頃 妙な 道 樂が增 へ、 日本の 言語と あらゆる 外國 語との 關係を 少し ォ 

リヂ ナルな 科學的 方法で 研究して 見たい とい ふ、 トン ダ 非望 を 起し、 老後の 仕事と して ポッ く 

着手 中、 アラビア、 マ レイ、 サンスクリット、 ヘプ リウな ど、 手當り 次第に かじり 始めて 見る と 

色 i の發見 (？) があって 面白く、 いよく 木 村 鷹太郞 第一 一世と 改名し なければ ならぬ やうな 有様 

に 立 到り 居候 御 一笑 迄に  - 

それでもし 本屋で も ひやかす 中に 

シベリアから 中央 ァシァ 北部 各地 土民 ラプランド。」 アラスカ 等の H スキモ ー 北米、 中 

米、 南米、 蠻人 

此 んな蠻 人の 言 語に 關 する 字書 又 語彙 の やうな ものが 見當 つたら 御 周旋 願 度と 存じます。 

東京 は 今年 は 滅方寒 いなど 、いふ 豫言 があった りした が 今迄の 處 存外 暖かで 老人に は 仕 合せ、 

尤も 近頃 わりにから だの 工合が い、 ので いじけな いから 寒さが 凌ぎ 易い のか も 知れす、 Iw^ に 角 ど 

うか 1： 安神 を 願 ひます。 

ケィ キと稱 する 不可 鮮なァ トモ ス フ H 1 ァも 年末 以來 わりにい、 とい ふ 評判、 何處 がよ いの か 
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少生 等に は 分らぬ が 先づく 目出度と 存 居候。 目下 大相撲 一 日 場所 ラ、 ディ ォで 放送 それが 大層 好 

評との 事、 一 寸 聞いて 見た が 唯 ガヤく 不思 儀な 雜 音の 中に 「今 〇〇 嶽が右 を さした」 とか 「ど 

うやら した」 とか 云って 居る だけで サッ パリ 分らす。 

議 會休會 あけ 明日より はじまる 由。 新聞 は 宫樣御 婚儀の 噂で もち 切り。 地震 も 折ぶ あり、 火事 

は 毎晚、 天然痘 人 京、 etc.  etp 大して 珍ら しい 事 もない やうに 候。 

御 留守宅の 御 様子 時. - 辻君に 伺 ひます が、 御變り もな き 由に て 重疊、 御 安神 を 願 ひ 度 

年 をと つたせ いか 頭が 古くな り、 手紙 を 候文で かくの も 存外 面白くな り、 時. - チャン ボンの 妙 

な 文体 を 捏造、 田 丸 先生に 御 叱り を 受ける 事と 存候 此れ も 御 一 笑 を 願 候、 

此頃又 ぼつ >/\ 「思想」 誌上で い たづら 書き を はじめ、 君が 居る と 讀んで 何とか 云って くれる 

の だが と 思 ふ 事 も あり、 わざく 西洋 迄お くる 程で もない し、 いづれ 叉 r 續冬彥 集」 にで もな つ 

てから 御高 評 を 願 迄と 考 へ て 居ます 

本職の 方 も 幸に 繁昌、 論文の 連發、 多分 方. -で 粗製濫造の 惡評 高き 事と 思 居候、 濫造で も 粗製 

でも 一生 何も しないより はまし、 ま づぃ處 は 朽ちて 土に なり、 い、 處が 少しで も あらば 何 かの 貢 

献に はなる だら うと 思って 惡 度胸 をき め、 老後の 思 出で、 やれる だけ やる とい ふ意氣 込み だけ を 

買って やって 頂いて 不相變 御 後援 を 祈ります 

なほ/ \- 御 自愛 大切、 折角 御 勉强を 祈ります 

一月 廿日  寺  田 

圓 地 君 
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. 二伸 妻より ま 敷、 御 留守へ 伺 度と 申しながら 未だに 御無沙汰 致 居候 

伯林 だとお 正月に 雜煑ゃ 數の子 も あ つ た 事と 推察、 尤も 日本人 ク ラ ゾ や 料理屋の 穴 H 氣は あま 

り 感心し ない 事 今 も 同様 かと 存候 

10  二八 

一月 二十 IB  土 午後 零時 ー 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 線香花火 論文に 對 する 犬なる Compliment 著者 達に 傅へ 置 候 多大の 獎勵と 

なる 事と 存候 

つ い 申お くれ ましたが 巴 里 日記で は 露西亞 名優の 藝 術が 科 學 的な reproducibility 迄 ヱ ラボ レ 

—ト されて 居る とい ふ 意味の 處に 愉快なる 剌撃を 受けました。 演藝畫 報の も拜 見、 人事なら す感 

じ、 同時に あらゆる 文化の 進歩に 「素人」 の ェ献の 甚だ 必要で ある 事を考 へさせられました、 物 

理學の 方で すら 本 當に极 本 的な 進歩が 却って 多く 素人に よって、 少 くも スタ— トを 切られて 居る 

事、 近世 獨逸 風の 專門 主義が 多く は 問題の 行 きづまりに 導き、 英國 あたりの 横 鋭 連が 着ぶ 新生面 

を 開拓し つ 、ある を 見る につけ、 いよく 「素人」 が 凡ての 方面に 活躍すべき 時代 到來、 干から 

びた 專門 主義 滅亡の 秋に 迫った、 とい ふやうな 虫の い k 考を 起して 獨 りで 典 奮、 武者ぶ， るいに ふ 

るえ 候。 老人の 冷水と はこん な 事 をい ふに やと も 思 ひながら 耻の 1% しつ いでに あらゆる 茶目ぶ り 

を發 揮す る覺悟 幸に 殊勝と 思 召され 候 は、 V 御 後援 御 負 負の 程 ひと へ に 願 上げます。 

言語 は 唯今 は トル コを 勉強中、 へ ブライ は 就寝前の 催眠 藥、 どうも 厄介な 言語で 驚いて 居る 處 
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であります。 

咋夜松 根 君 突然 来訪、 「校正刷」 持參、 「藁の 小馬 哉」 の 脇 句膝づ めに て 修正の 談判 を 受け、 「ふ 

すまで 腹の 冷え あた k むる」 と 致し 置 候、 御 承認 を 経る 譯 なれ ど、 切迫の 由 故、 假り にさう 致し、 

いづれ 本に でもす る 時に とくと 御 化 正 を 願 ふ 事と 致 度、 何卒 不惡御 寛容 を 祈 候 

近 來到處 にて 大變に 歡迎を 受けられ 候 由に て 喜ばしく も 羨ましく も 又 少-- ねたまし くも 存 する 

傍ら 又 何處か 心配な やうな 氣も する 旨 を 東洋 城に 洩らし 候處、 左して 心配の 必要 もなか らんと い 

ふやうな 事に 結着、 右 御 報吿迄 草よ 

1 月 廿日  寅彥 

豐隆 公子 玉 鞍 下  • 

二伸 河 野 氏 遂に 御 出な く 最早 御歸仙 かと 存候、 ヘプ リウ 辞書 御 都合 次第 御 讓渡願 上 度 旨 御 

傳 へ 願 上 候 

一 01 一九 

二月 三 B 金 午後 一時 ー 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 少し は 御 くつろぎの 由 大慶と 存候 女性と 婦女 界 早速 求め 候、 「巴 里」 は 中 i 

面白く 拜見、 どうも あれ を 見て ゐ ると 誰れ でも あの 露西亞 役者の 芝居が 見た くなる 事と 被存 候、 

尤も あれ は 小 宮豐隆 先生の 劇に 對 する 理想 を 時と 空間の ミリ ゥを 透して 「一九二 三年の 巴 里」 と 

いふ スクリ ー ン に映寫 して 居る ので はない かとい ふ 感じ も 致 候が 如何 や、 「"雨の 夜の コンコルド 


の廣 場」 は實に 美しい 短詩であります。 そして 不思議に ハイカラな 端喷 情調が 出て 居る、 一 つ 本 

當の端 唄に して 頂き 度い。 料理 論 は 犬に チヤ レン ヂ された やうな 剌戟を 感じて 一言な かるべ から 

ざる やうな 心 持が ムク/ \ す るの を 感じ 候、 同感 者 も 多 かるべく 鬼に 角 一 つの 問題 を 高く 掲揚し 

た 形が あって 愉快であります。 

丸で 讀んだ 事 もない 芝居 を チヤ ン ト 見て しまった やうに 享樂 させる 處が コム プリ メント の 目つ 

け處 かと 存候、 此れ はいけ ません かな。 

婦女 界、 僕の 登場 を 今 かくと 期待して 讀ん だが とうくお しま ひ 迄 登場せ す少. - 失望 致 候尤 

も あの 有 島 生 馬 氏に 當る寺 島の 寺が 或 意味に 於て 少 生の 責任 分檐を 表明す る爲に 一 寸有島 氏と 同 

居させられて 居る のか も 知れす、 さう だとす ると あの 著者 は 中- - 皮肉 を やりお る わい と 感服し な 

ければ ならぬ 事と 相 成 候 さう 考 へて 来る と 石 井柏亭 が、 少 生と 同罪に 該當 する 川上 博士と 同居し 

て 石 川に なって 居る。 どうも 中 ぷ科畢 的に 出來 上って 居る 事に 氣 がっき 驚 人る 外な き 次第で あり 

ます。 鬼に 角 あれ をよ むと 夫婦に も 著者に もサ ッ パ リ 同情な ど 起ら. f 唯え 世の 味氣 なさ を感 する 

のみであります。 いやはや …… 、 

少 生いよ /\ 言語 の 統計的 研究 法 に關す る 論文と も小說 とも 分ら ぬ もの を 起草 中 (思 想 三月 

号) 此れ は ほと く 自殺的の 愚 著で あるが 一 種の 肉彈の やうな つもりで 存分の 與太 を連發 致す ベ 

く 何卒 特別 大慈大悲の 眼 を 以て 御 一 讀を御 願 申 上げます。 爆彈 がう まく 破裂す るか どうか は 疑問 

であり ますが。 

右 御 返事 迄 草 M 
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二月 二 曰  寅奇 

豐隆 大人 玉 案下 

癀の 介抱な ど はなさらぬ 方宜 敷からん かと 存候 勝手に 癢を 起させて おく やう 賴 入り 候 再拜 

I  0 三 0 

二月 九 B 木 午前 十 時- ——一時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五鳥寬 平氏へ 〔はがき 1 

謹啓 本日 弘田 氏に 面會 練習曲の 事 尋ね 候處 右に は ダム (Damm) の 敎則本 又 Little  Pieces 

for に ttle  Players  2  Vols. (タ分 シャ， - マンの シリ— ス 中な らんとの 事) か 宜 敷との 事に 御 

坐 候、 ダムの は 少生も 存じ 居り 割合に 容易で 面白く と存 候、 もう 一 つの は存ぜ す、」 もし 御望み 

ならば 序の 節 共益 か 十字 屋 あたり に て 聞 合せ 更に 御 報 可 申 上と 存候、 先づ 〔 は〕 不取敢 右 御 報 迄、 

四 五日 中には 銀 坐へ 參り可 申と 存候 

二月 八日 

一 0三 一 

二月 十一 日 土 午後 四時： 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ豐橋 市 高射砲 第一 聯隊 第 一 一一 中隊 宇田 道險 氏へ 

〔はがき. 1 

御 端 書 難有拜 見、 いよく 御入營 のよ し 大慶と 存候 新し い 世界へ はいって いろ，/ \ 面白い 發見 

が あ る 事 かと 存候、 高射砲と は 如何なる もの か 存じ ま せ ん が 矢 張 氣象學 と は 何等か の 關係ぁ る ベ 
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く、 もって physical  hydrography とも 何處 かで 相 通す る處も あるべく 意外の 研究の 好 題目 も 得 

られ るかと I 子 、尤も そんな 事ば かり 考 へて 居て は 狙 ひが 外れてば かり 居て 困る かも 知れす、 先づ 

く 虚心 軍務に 服 さる、 方宜 敷かと 存候」 當地 今日の 紀元節 は晝 頃より 雪に なり 候、 大した 事 も 

ない らしく 相 見え 候、」 なほく 御 自愛 御 奉公 專 一に 願 上 候、 草. - 

昭和 三年 紀元 佳節 雪の ふる 日 

10 三 二 

二月 十二 B 日 午後 七 時 1 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 W よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

謹啓、 本日 鼓 坐 山野 樂器 店に て 聞 合せ 候處 ダム 練習 本 は ¥  2.70 叉 Little  pieces  for  little 

plavers は I  S いづれ も Y. 1 bo づ、 の 由に 有 之 候、 他店 も 多分 同値 段 かと 存候、 少し 急き 居り 

し爲 他店 をた しかめ 得す、 不取敢 御 報 迄 申 上 候、 山野に は 後者の n の 方 は 品切れとの 事に 有 之 候 

右 要 事の み 草ぷ  , 

一 一月 十 一 日 

I  oi 

二月 十二 曰 B 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 祌奈川 縣眞鶴 町鱗屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

御 出 發後御 便り も 無 之 候へ 共 御 無事 御 安着 爾後 も 御 障りな くと 推察 致 候、 しばらく は 土地に f 

れす 万事 御 〔不〕 自由と 存 候へ 共ぢ きに ァ クリマ チゼ ー シ ョ ンが出 來氣樂 になる 事と 被存候 ターる 
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に 折角 養生に 參り 居候 事故なる ベく 有効に 滯在 期間 を 利用され 候 や；^ 祈 候、 余り 朝寢は 凡ての 点 

に 不利益、 又 四月 以後へ も 惰性 を 殘す故 御注意 願 上 候、 宿屋 にても 方 外の 朝寢 にて は 迷惑 致 事と 

存候、 又なる ベく 運動 も 規則正しく 願 候、 余り 寒き 日 は 特別 なれ 共、 なるべく 多くの 時間 を海濱 

に 費す やう 致 度 候 極 天氣ょ き 日 は、 . ^田 原邊 迄片途 歩行 で ぶら/ \ 行 くも 愉快な らん と存候 

東京 は 昨日 降雪、 今日は 晴天 なれ ど 寒風 強く 候 御 地 は 矢張當 地より は 余程の 暖氣 かと 被存候 

右 御 伺 迄 草. - 

二月 十二 日  寅  彥 

正 二 殿 

二 申 宿へ よろしく 願 上 候 

I  0 三 四 

二月 十三 3 月 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六へ 小 宮璺隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、」 粗末なる ほめ 方 御 氣に叶 ひ 候 赴 本懐の 至に 存候、 如 仰い よく 犬に 賞め 合 

ひ 主義 IKSIVism の 研究に 勉め可 申 候、 世間 流行の あら 搜し揚 足取り は 何人もよ くす る 所我黨 

の士の 採らざる 處、 あらゆる 山の 金銀 珠玉 を 採って 我等の 冀図す る大 殿堂の 建設に 努力 致 度 もの 

昭 と存 #;」 それ はさう と 此間は 河 野さん を 相手に 大怪焰 を 吹き かけ、 實は あとに て 甚だ 御氣の 毒の 

^ 想 を 致し 〔候〕 御 面 會の節 は 何卒よ しなに 御 取り成し 願 上 候、 尤も 平生 大兄の 氣娼 にて 訓練され 

年 immunity を旣 得し 居られ 候 かと も 推察 其 儀なら ば 安神に 御 坐 候 
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今日は 少しば かり 獨逸語 御 示敎に 預かり 度と 存候 

^p^^--.^.^-^ow. は野蠻 民と でも 譯 すべ く 哉 自然 民で も 原始人で もどう も 面白から ぬ やう 思 は 

れ候、 

lieg-end と sag.e はどう 譯し 分けたら 宜 敷からん か 

Sintllut のうまい 譯語  . 

ElTis とい ふ 字が 存外 六 かしい、 現在の 「地球」 とい ふ 字で は 昔の 人の Erdc  (Himil 

imd  K.  CD) に當ら すされ ばと て、 唯の 「地」 だけで は 意味が 物 足らす 「陸地」 では 叉 限定され 

過ぎる。 「地盤」 も 當らす ほと/ \.當 惑、 御 知 惠を拜 借 致 度 

Wdt とい ふ 字 も、 矢張考 へて 見る と譯 語に 困る 字で、 「世界」 では 時として 狹 過ぎ、 「宇宙」 

では 時として 廣 すぎる。 「万有 一で は 意味が 距れ すぎる。 

und  der  scliwarze 闩 eil (les  Eies 

.ward  zu  Wolken  in  den  L-iiften. 

此の 後の 詩句 は 空中の 雲に なった とした 方が よい か 風にた^ よふ 雲に なった とした 方 可然哉 

先づ 此れ だけ 御 願 申 上 候 

漱石 全集 縮刷の ビラ (？) の 提灯 持 「二百 字」 を賴 まれ、 大兄 も 無論 御 加入と 心得、 鬼 も 角 も 御 

奉公の 爲執 筆致し 置 候處豈 計らん や 大兄 は 逃 出されし 由に て少 M やられた とい， ふ感 あり、 どうも 

人が い 、と 時 立 こんな 目に 會 ひます。 

東京 昨日 紀元節 は 雪、 雪の ふるのに 銀 坐 を 歩いて 孤影悄然 たる を 自ら 憐み、 人生の 意義 を 疑 ひ 
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たくな りたれ ど、 つとめて 千 疋屋に 入り 一 皿の 莓を嚼 み 下す 事に よって 僅に 生存の 價値を 認め、 

歸り て ペルシャ 辞典 を 研究 致 候 不具 

寅 

豐隆 公子 玉 鞍 下  - 

I  0 三 五 

二月 十四日 火 本： 駒 s,:! 曙 町 二 四より 神 奈川縣 眞鸛町 鱗 屋旅鎔 寺 田 正 二 氏へ 「封筒な し〕 

御手 紙拜 見、 其 後 御 無事 時 諸 所 御遊 覽 の 由 又 南國の 風光 御 氣に叶 候 由 に て 喜ば し く存 候、 

夜具の 長さの 短 かき は 宿屋 一 般 にて 都會 一 流の 旅舘 でも 同樣 此れ は 此のお ゃぢ など も 常に 閉口 

する 点に 候、 此れ は 蒲團が 短い ので はなく 自分の 方が 長過ぎる の だと 考へ る方宜 敷かと 存候 此れ 

も 「旅」 の 我 ぷに與 へる 一つの レツ ス ン かと 存候、 

炭 は 宿料に はいり 居る 害 なれ ど、 それ 以外に 臨時に 御請 求、 十分 暖を とる だけに 御 使用 可然 候、 

現在 は病氣 保養の 目的 故、 保温 等に は 少しも 節約 を 要せす、 此等は 申 迄 も 無 之 候、 何に よらす、 

必要 以上 は 贅澤、 必要 以下. は 欠乏、 要は 適度に あると 存候、 燈光 弱き は 此れ も 殆んど 地方 一般の 

事に て 熱 海 小 田 原 位 以外 はだめ かと 存候、 尤も 平素 四疊に 六十 燭と いふ Luxury に 馴れたる 故特 

に 暗く 感じる かも 知れす、 此れ は 少し なれる と 二十 燭 でも 明るくなる。 正 二 幼時に 彌生 町に て 石 

油 ラム プを 使用せ し 時代 あり、 當 時の 暗 さは 今日 想像の 及ばぬ 處 なるべし。 そのもう 一 つ 昔し、 

おばあさんの 時代 は 行燈で 針： id 事 をした ものな り。 此れ も 亦 一つの レツ ス ン かと 存候。 尤も 夜 は 


な K? ベく 早く 寢て 朝早く 起きる 習惯 を 養 ふ 方適當 かと 存候リ 

食事 は 定食の 外隨 時に 鷄卵 牛乳 叉 牛肉、 等なんでも 營養 になる ものなら ば 食慾 次第 別に 御 注文 

十分に 御上り なさる ベ く 候、 

畫 架と 地図 本日 早速 求め、 文 房 堂に 托して 送らせ 候 一 兩 日中に は 届き 候 事と 存候 

今日 も 東京 は 朝より 雪 後 雨と なり 寒氣 可也 强く、 此れ は 矢 張 そちらの 方が 幾分 暖き 事と 存じ 出 

かけて 居て よかった と存候 

菓子 は 本日 何 か 送りし やう なれ ど、 何 か 特に 注文 あらば 御.^ 越な さるべく 候、 

茶代 は あとに て 宜しく、 叉 其 內少生 一度 出かける かと 存じ その 節 にても 宜しく 候、 

海の 極靜 かな 時、 宿に 賴んで 船 を 雇 ひ (勿論 船頭 をた のみ) 沿岸 を 遊んで あるく も 宜し からん 

と存候  . 

右 御 返事 迄 草. -  •  , 

二月 十四 曰  寅 

正 二 殿 

一 一 仲 手紙の 節 はどう か 母上 も 名宛に 書き 加 へられた く賴み 候、 

兄 や 妹に も總 はがきで も 時よ 驾ょ こしな さるべ く賴候 

一 0 三 六 

二月 十六 日 木 ャ後七 時 I 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六へ 小 宮瞥隆 氏へ 〔洋 封筒の 封 
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じ HI に 〇 の 中に 「贫」 と ぁリ〕 

謹啓 扭て 岩波 文庫の 翻譯、 平生 獨逸語 をい、 加 げんに ゴ マ 力 シて來 た 天罰 テキ メン 時. - 始末に 

困る 箇所に 逢着、 どうか 助け舟 を 願 ひます、」 扱て 次 頁の 文句です が、 此 前に 有史 前の 穴居人の 

記事 あり 岩窟の 壁 に 動物の 鎗を かき 殘し た 事な ど 誌し その 次に 

C 以下 歐文 をタ ィズ ライタ— に て〕 

Irg-cndwe 卜 cher  Einfluss  auf  die  Zivilisation  unsel.er  Zeil: aus  jcnor  "  Maaxlalenien-Zeil; *、 

-el-cnalmten 卜，》 eriode  kann  nicht  nacljg-ewiesen  werdcn,  aber  um  so  seljr  aus  jener  andel.21 

ps.lode,  die  ati£  den  Idassischen  Boden  Chsildilas  und  Aetrvptens  zul.llckweist. 

と來 る。 ところが、 此の abcr 以下が 少 生に は 頗る 意味 不明、 um  so  mehr が 肯定に か、 るの か 

否定に か、 るの か 一寸 分らす。 又 ；Bod21 が 不明 zuriickwcist も はっきり しないので 大に 困り p、、 

余り 幼稚な やうで 耻 かしい が、 御 示 敎を願 ひます 

大抵の 場合 その後へ つ くコ ン テキストで どっち だか 明るが、 此處は 此れで 尻切れに なり 居る 

故 困ります 

右 御 願 迄 . ， 

急く 事で なく 氣の むいた 折に 願 上 候 

二月 十五 R  寅  彥 

豐隆 先生 デ ス ク 下 
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一 o 三 七 

二月 二十 二 B 水 午後 零時— 一時 本鄉 區駒ジ ^ 曙 町 一： ii よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 子供 を つれて 鎌 倉へ 行く 出が けに 拜受嶽 車で 拜見 しました、 御 面倒な 事 を 御 願 

致せし 處 早速 御 示 敎難有 御 かげ 様で よく 分りまして 安心 此れから も 時.. 又 御 願 致します、 よろし 

く 

春陽 堂の 注釋 本の 事大に 驚きました、 岩波 君 ももう 少し 手腕 を耍 する 事と 存じます、 もう 少し 

人が 惡 くなら ない と 今に 困り はしな いかしら 

ヘプ リウ を 少し 覜 いて 見る と、 どうも 驚くべき 事 實が繽 出て 來る。 事によると 日本の 〇〇 た 

ちはュ —デ かも 知れな いとい ふ 事に なり さう です、 ダリ— キも かじつ て 見る と 矢 張隨分 馬鹿にな 

ら ない 關 係が 見える 木 村 鷹 太郞の 卓見に 感心した くな り 同氏の 論文 集 を 讀んで 見た くな つた、 ど 

う も 頭の 頒 固な 迂 儒た ちに は 此の 明白な 關 係が 分らなかった ものら し い (氣 はたし かです から 御 

心配 御 無用) 服 前に ちゃんと ある もの を ちゃんと 見て 網膜に 光 像 を 結んでも、 それが 一 つの 存在 

として 意識され るの は 中よ 六 かしい ものと 見える。 物理 實驗 でも 丁度 同じで、 本に ある 事 だけ は 

見えても 本に な い 現象 は 鼻の さきに あっても 見逃して しま ふ。」 

改造の 「先生の 思 ひ 出」 いよく 出で 、いよく 惡化、 少生 トウく ゥ ンデレ の尊稱 をつ けら 

れて しまつ た 御 察し を 願 ひ ます 

僕のう ち は 「淋しき 人. -」 の 集合であります 長男 神経衰弱で 學校 をう ちゃら かし 惡 化の 兆 あり、 
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閉口、 おや ぢが 余り 研究く と 夢中に なり 家庭 はメ チヤく、 併し 何事 も あきらめて 少生 は悲觀 

せぬ つもりです がそれ でも さすがに 食慾 を减 退し ます ま、 にならぬ は 浮世であります 御 憐察被 下 

.± 難 育くと 存候 

一 一月 廿 一日  寅彥 

豐隆 仁兄 

一 0 三 八 

11 月 二十 五 B  土 午後 一時— 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ祌 奈川縣 aM 鶴 町鱗屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 拜見致 候、 本日 金子 郵送 致させ 候、 明日 は 日曜 故 引出し は 出来ぬ 事と 存候故 明後日 國 

府津 行の 金 は 一時 宿で 立 換えて 御 貰 ひになる やう 賴候中 谷 君 は 午前 九 時半 東京 驛發に 候、 少し 早 

目に 國苻津 へ 行き 同列 車 を 待 たれた く、 入場券 を 求め プラット フ ォ ー ムに 人り 居れば 多分 中 谷 君 

0  ， 

の 方で 目 付つ け くれる と存 候、 寢臺 車で ないから 客車 はどうな るか 乘る 時で なければ 不明、 しか 

し 國府津 は プラット フ ォ ー ム が混雜 せぬ 故、 容易に 見付かる 事と 存候 

右 用事の み 草. -  . 

二月 廿 五日 

和  I  OI 二 九 

年 二月 二十 六 曰 B 午前 ト時 ー 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ神奈 川 縣眞鶴 町鱗屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 
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昨日 爲眷を 達る 事に してお いたのが おそくな つて 送れなかった との 事故 今朝 送ります 今日は 

久 ) 振で 板 僑へ 行かう として 居ます、 隨分ヒ ドクな つて 居る 事と ffj ひます 

東 一 も 神経衰弱で 多分 當分 休校、 此れ も 何處か 旅行に でも 出さなければ ならぬ 事と 思 ひます 

かう 皆に 病氣 されて はお ゃぢも 少.^ 悲觀、 どうか 銘 i 自重して 心身の 健全に 勉めて もらい 度と 田ん 

ひます。 

右 要件の み 草.^ 

二月 廿 六日  寅 彥 

正 二 殿 

宿へ もよ ろしく 

一 0四0 

二月 二十 九 B 水 午後 四時： 五 時 京橋區 銀座 不二 家より 門 司 日本 郅船會 社 汽船 熱 田 丸 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔搶 

はがき〕 

おは やう。 君が 一人 行つ た^けで 研究室が 急に 淋しくな りました。 山 本 君に そろく 仕事 を始 

めて 貰って 居ます。 スペクトルの 方 は 高嶺 君 の 承認 を 得て 藤 岡 君 に スタディ ー しても らう 事に し 

ました c」 今日 も 又 例に より 銀 坐 不二 屋のコ ー ヒ ー をな めながら、 未だ 間に合 うだらう と 此端書 

を 出します。 

二月 廿 九日 午後  ， 
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一 0 四 一 

二月 (日附 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 祌奈川 縣眞鶴 町鱗屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

其 後 如何 御暮 しに 哉、 風邪 を f^; かぬ やう 用心 專ー に 候、 同 便 小包に て シャツ ヅ ボン 下等 並に 藥 

御 送致 候 

折角 養生 に 出た 事故、 つとめて 規則正し く 散歩で も して 新鮮の さ氣と 日光に ふれる や う 致 度 候、 

宿屋の 窒に 障子 をし め 切って ゴ 0 /\ して 居る のなら ば 東京に 居る も 大した 變り はなく と存候 

少 くも 三度 位 は 散歩、 段ぶ に距 リを增 加す るが よろしくと 存候 

腰が いたいと かいふ 事 を 始めて，^ ん より 聞き 候、 其 事 は 尼 子 氏 は 承知 致し 居る にや、 万一 カリ 

H ス などの 初めで はない か 注意 を 要する と 思 候。 もし 次第に 惡 化する 兆 あれば 早く 歸京 一 度^fひ断 

を 受ける 必要 ありと 考候 

本日 同 便で 宿の 方へ 金 四 拾 m: 送り 置 候、  • 

もし 氣に 向けば 本 月 一 杯 位 居ても 宜しくと 存候 

右 要 事の み 草. - 

父より 

正 二 殿 

一 0 四 二 
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三月 IB 木 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 祌奈川 縣眞鶴 町膦屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 〔はがき〕， 

其 後御變 りなく や、 扱て 靜岡 高等 學 校より、 來學年 出席す るかせ ぬか を 聞 合せて 參り候 故、 全 

快 登校す る 旨 代筆で 返答 致 置 候 間 左様 御 含 置 願 候。」 當地も 昨日 來 非常に 温暖もう 寒さ も 長く は 

ある ま いと 存候、 養生に も 最も ヱフ イシ ヱンシ ー のい 、時候 故專 一 に 御 養生 を 願 候、」 前の 日曜 

には久 ぶに て 板 橋へ 參り 候、 別に 變 りたる 事 もな く 候、」 伊豆 地方の 方言で 變 りたる もの あら は 

御 採 錄の上 御 土産に 願 度 候、」 なほく 御大 事に 願 上 候 

三月 一日 

I  0 四 =ー 

三月 IB 木 午後 二 時 ー 三時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 m より 祌奈川 縣眞鶴 町麟屋 旅館 寺 田 正 二 氏へ 〔給 はがき〕 

今朝 御手 紙拜 見、 海生動物の 話 面白く 讀 みました、 ま 曰 物な どを學 ぶよりも 生きた 天然の 敎 える 

もの は どの位 意味が 深い か 分 〔ら〕 ない と 思 ひます、 かう いふ 機會に 自然で も 人生で も スタディ ー 

してお けば、 さきにな つ て 意外の 役に立つ 事と 思 ひます」 

キャラメルの 件 承知、 送る やうに 云って おきました 

右 御 返事 迄  . 

なほく 御 自愛 專 一 と存候 

三月 一日  寅彥 
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0 四 四 


胥五 B 月 tgsl 人時 Igt 町 二  1： よ リ仙臺 市 北. • 番丁ハ 八 小 直 i 氏へ 1-1 

11  一- d  y  ふ り」 

拜， お 今頃 は 多分 言語 統計 學に目 を まわして 居られる 事 かと 拜察 致し 少 M ，鬼の 感も有 之 t、 

月 (一の 著書 I  f . とい ふの がお 用して あり、 此の 書名の 意味 不 

■ 、一 と 時代，. 一とで もい ふの かと 思 ふが 書物が 一体 どんな 本 だか 分らない から あぶなくて 困り 

r 御 示 敎を願 ふ 方 捷徑と 存じ 候、 又ォヴ イドの  一 メタ モルフ ォ— ゼー 此，. ま譯は 不用 かと も 田し 

ふが 矢 張 何とか 譯 してお いた 方 {且 しからん と 存じ 候 此れ も 序に 御 示 敎願上 fe-  . 

女性 三月 号實 はま だ拜 見せす 令 朝 讀賣で 好評 嗜，. たる を 見て 心 付き 候、 早速 求め 今夜 拜賨 を樂 

I み 居 廣  _ 

急に 春めきて 心 持が かるくな り 候、 き バラの ふ S 二 本、 ライラック のぎ 一本 を 求め を：，， り 

候 此れが 年中行事の 一つに 候、 かう して 植える 苗が 大きくな るの は 至って 稀で 大抵 は 古し；； か 

いじける か 折られ 踏まれる、 その 中で 爵かは 宵っても のになる の も あるから 面白 4产1 

条件の 具足す る 事の プ。、 、ハ ヒリ ティ は 中.. 小 I もの だが 續 でない のが 顿母し く,, 、  f 

し 二 男が やっと il 四月から 雲へ 行かれる と思 ふと 長男 神 漏 弱 if 休む 事に なりた 

才と # で 庭の 土 を 掘り かへ して 苗 を 種え て 居れば 何物 も 動かし難い 生への 執着と 云 

もの を 感じ 候。 煩惱即 菩提、 菩提 即頃 <  ^ 
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毎晚 に 一 一杯の 酒が 三 杯に なり 四 杯に なりつ い 五 杯に なり 候、. 

こんな 狀紙を 求め 候 故 先づ御 初穗を 捧げ 候 草. - 

三月 四日  寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 0 四 五 

一一 一月 七 B 水 午後 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 京械帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 【檢 

はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 致 候、 御 變りも 無 之 哉、」 時候外れに 暖 いと 思って 居たら 一昨日 降雪 昨今 は晴 

天 なれ ど 中- - 塞い 風であります。」 毎年 春 さきにな ると 急に 庭の 土の 存在 を 思 出して 何 かしら 植 

物の 苗 を 買つ て來て 植える 事に なって 居る が 今年 も 小さな 苗 を 一 一三 本植 ゑた。 その あとへ 雪が ふ 

つて 苗 を 埋めた ので、 時候が 逆行 を 始めた やうな 感 しが 致 居候 

御 自愛 を 祈 候 

三月 七日  寅. 彥 

一 0 四 六 

一一 一月 九 B 金 午後 广 以下 不明) 本鄉 _賊 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 「可能性」 に對 する 御褒訶 日本一 の 光榮を 感じ 候、 自分が 芭蕉 だか 笆蕉が 自分 
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だか 分らない やうな 事に なって 少 M 痛み 人り ましたが、 賞め て 貰 度 い 点 を 遺憾な く 賞め 盡し て 貰 

つた 氣持 は惡 くありません 厚く 御 禮を申 上げます、 實は 內心ビ ク/ \ な處も あるの だから 後援者 

の 存在 を 意識す る 事が 甚だ 必要に 感ぜられる のであります。 尤も 出来るだけ 用心深く 控へ 目に は 

書いて おいた のでした が 矢 張 あれで も 一 飛躍」 と 見える とすると、 もし 腹 一 杯に 書いたら 何とい 

ふ詞 に相當 する か 分らなくなる 事 かと 思 はれます。 僕に 云 はせ ると、 あれが 一 番 「飛躍」 をな く 

する 方法で 、「芋虫」 を 一分 きざみに にじら せる 方法 かと も 思 はれます、 如何 哉 ， 

扱て 此れから 「巴 里」 の禮讃 にか、 る譯 です が、 どうも 賞め られ たばかりで すぐ 賞け 返す の も 

何だか 氣 がさして 折角 賞め て くれたの を 充分 ァ ップ レシ H 1 ト しないで すぐに 返して しま ふやう 

な氣 がする e 三越の 切手の 御 進物 を 貰つ てす ぐ その 日の 午後に 松屋の 切手 を 返しに 行く やうで ど 

う も 流石 厚 顏寅彦 の 如しと 雖も 工合が 惡ぃ、 そこで 次回に 讓 ると いふの も 又 妙 だし、 先づ あっさ 

りと 存じより を 述べ て 心ば かりの 御 禮の御 しるしと する 事に 致し まし やう。 

チ H ホフの 条を 讀んで 居る とどう も 大兄が 藝 術^の 女優た ちに 少し ラヴして 居る のぢ やない か 

と いふ 氣 がして 來る、 そして その 女優に 對 する ラヴと チ ヱ ホ フ に對 する ラヴと が複 雜にィ ン タ ー 

レ —ス されて 其處 から 美しい 論文の 錦が 織 出されて 居る ので はない かとい ふ氣 がする。 要するに 

批評で あるが 溫 さに 溢れた 批評であって、 あらゆる 批評 は 正に かく あるべ きもの だと 思 はせ る。 

チ H ホフ ：：^ 上に チ ェ ホ フ を 知り 此を 愛する ものが あらば それ は 正に 東洋の 小 宮豐隆 でなければ な 

らな いと 思 ふ。 さう いふ 意味で 此の 小 宫豐隆 は 又 久保田 万太郞 よりも 數層 倍より よく 久保田 万 太 

郞の 中の い 、^保 田 万 太郞を 知り 此れ をァ ップ レシ H  —ト した 人で なければ ならない と 思 はれま 
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す。 おが 表明した； _g 出の 不滿 に對 して 素氣 ない 挨救 や-した 久保田 は 君の ァ プ レ シ H  —ト して 居る 

r 久保 E」 の單 なる 同居人と しての バナ— ル 「久保 田」 で、 此の 後者の 久保田 は 案外 前者の 久保 

田と は あまり 近付きで な いか も 知れな い i 少し 脫線 しました が、 實 にあの 論 は 演劇に 舰ハ 味の 薄い 

人間で も 引 入れられる やう だから、 あれ を本當 によく 讀 ませたら 日本の 演劇界 も 一道の 淸 風が 吹 

き 渡る 事と 思 ひます- 必， す 多少の 影響 を： 既に 與へ たで あらう と 思 ひます 

ルノ アル も少 生の 云 度い 事、 云 ひ 得ない 事 を 述べ 盡 して 下さった ので 愉快でした、 彼の 助平 爺 

に 代りて 感謝の 意 を 表し 度と 思 ひます。 少生は 彼の スチ ュ— ビッ ド なる 肉塊の 歎美 者であります- 

ル ノア— ル の 女の 肩の 處の 線に 動かされる ものであります。 

凱旋門 の 91 にかす む 景色 のヱス タム プも 美しく 候 

お 迄 itt-  日 子 

豐隆 先生 臺 下 

ギリシアの 件. 何卒 御手 數 ながら-;;^ しく 願 ひます、 5^ も 角 もへ シォ. ドと ォヴ イド を譯 して 額の 

汗 拭 ひも あへ す 今更に 吾れ と 我が あつかまし さに 驚かる、 のみ、 そのうちに 本物の、 へ シ ォドォ 

ヴ f ドを 生の ま 、 で 味 ふ, 備 中であります、 (もし 天が も、 つ 一 一十 年の 壽を 惠ん でく.^ れ ば"： ) 

I  6 四 七 

三月 十二 B 月 午後 零時—； i- 本鄕. 蚝駒込 g "町：： ii より^！; 縣 E 方 郡 川： i 鳥屋 旅 誼；； お付^ 出来 一氏へ 

「はがき 「受取人 尋ネ得 ズノ. 事 山-一- ァ持 一お」 ハ附" 阽仃 しあり〕 
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度 御 便-り 難有拜 見、 南國の 風光 御 氣に叶 ひしと 相 見え 立： ばし く存 居候、 しかるに 此 から 御 

返事 を 上げる 事が 出来す 殘 念に 存候、 熟 m のぶ は {$屋 一 一軒 御 指名 ありし 故 へ はがき 差 出？ お 候、 

他の 一 つも 御 受取 願 上 候、 

二三 n 來は ひどい 天氣、 今日 も 何やら ハツ キリせ す 御 地 も 同様 かと 存候、 尤も 旅で 雨に 降り 籠 

めら れて 所在な き H を途 るの も 叉 後日の 想 出かと 存候、 御 出發の 翌日 正 二 一寸 it 宅 此れ も" 响 に： 

未だ 滯§川 中であります、 昨日 は 彌生雪 子 活動が 見たい との 事で 女中 をつ けて 邦 樂+- へ 遣 はし 候、 

おや ぢは不 相變銀 坐で 一 杯の コ ー ヒ ー をのんで 電車で 語學の 勉強、」 猫が 腹が 膨れ 出した ので W- 

の 廻りが よく なめられす。 昨 n も ゥンコ をつ、 けて 來て、 それ を 居間の 疊 へこす りつけ て 汚し 尺 

に 閉口、 御  一 天」 なほ 時々 御 通信 願 上 候 

三月 十一 一日 

一 0 四 A 

三月 十二 日 月 .； い 後 チ、， -時： ー咔 本鄕-降駒スー^-町；；叫ょり^^岡縣田方都熟川土虽旅節：！^：^！：ォ^束 ： 氏 へ 

「 に が き 「受" 取 人 4 ネ 得ズ- 事. S  - ーテ持 戻」 刀 附^ 貼付 L あ り 〕 

もう 一 つの 端 書 福 嶋屋へ 出し 候、 御 受取 願 t 候、 今日は 學士 院の會 にて 午後 三時から 例の 通り、 

おや ぢは 瓦斯 燃 燒傳播 の 實驗の 一部 報 if" の it^c に 御 牛-候、」 熟 海、 伊東、 熟 川と 順々 の 御 ハガキ を 

受取って 居る とつ ひ 釣り込まれて 自分 も 行つ て 見たい やうな 氣 がして 來 るから 妙な もので ありま 

す。 しかし 多分 今 は 出かけられません CI 何處か 少し 滞在す る處が きまれば 御 しらせ 願 卜-候、 M 
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か 御菓子で も 遠ら せ 申すべく と存 候、 金 は 無くならぬ 前に 御 申 越 を 願 上 候、 多分 郵便 は 手間 どる 

事と 思 はれ 候 故、 その 御 含みに 願 上 候」 伊豆 地方の 方言 御 聞込の 分 手帖に 書留め、 御 土産に 願 上 

候、 伊豆 邊には 存外 海外の 言葉が 這 入って 居る かも 知れぬ と 思 はれ 候」 此の 機會に 生きた 自然と 

生きた 人生の 御 觀察は 有益 と 居存候 

三月 十二 日 * 

一 0 四 九 

三月 十四 B 水 午後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 縣修蓥 寺 町 橋 本 旅館 寺 E 東 一氏へ はがき〕 

毎度 御 便り 難 有う、 こちらから も 出し 度い が、 宛先が 移動して 居る から 困難であります。 熱 川 

の 土屋福 嶋屋へ はがき を 出した が、 此れ は歸 つて 來る 事と 存候、 此れ も 多分 だめ かと 思 ふが 試に 

出します。」 御 留守で は 無事 御 安心 願 ひます。」 松 方 幸次郞 舶載の 泰西 繪畫展 を 一寸 舰 いて 見た 

が、 此れ は 中よ 立派な もので、 從來 日本で 開かれた あらゆる 展覽會 中で 最も 立派な もの 西洋の ギ 

ャ レリ ー の 一 部 を 見て 居る 樣な氣 がした。 4r 月 一 杯 は 開いて ゐ るから 御歸 りの 上 是非 御覽 になる 

とせ 敷と 存 候、」 上野 は 博 覽會の 建築で ゴ タ くして 居て 甚だ 殺風景で あるが 花時 は 嘸混雜 する 

だら うと 思 はれ 候、  - 

右 迄、 御 自愛 專 一 と存候 

三 H: 十四 H 
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一 so 

三月 十七 B  土 午後 二 時！ 三時 本鄕區 駒， 込 曙 町 二 四より 静岡驟 修善寺 町 橋 本 旅館 寺 田 東 一氏へ 〔はがき〕 

修善寺 を根據 地と して 諸 所 御 r^J 覽の由 此れ も 良策と 存候、 修善寺 はお や ぢも學 生 時代に 遊びし 

事 あり、 廿余 年の 昔の事に て 正に 夢の 如くに 有 之 候、 唯 あまり 度々 人 浴した ので 上って 居る と 寒 

くて 困った 事と、 Kayleigh  Theory  of  Sound を 讀んだ 事 を 思 出す のみに 御 坐 候」 尙御 自愛 を 

祈 候 

三月 十七 日 

I  0 五 I 

三月 十七 曰 土 午後 二 時— 三時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 ra より $1 岡 縣修善 寺 町 橋 本 旅館 寺 田 東 一氏へ 一はが， き〕 

廿ー 日頃から 三 四日の 豫定で 羽 後の 海岸へ 測地 學 委員 會の用 向で 出張す る 事に なり 候、 象瀉邊 

迄 行って 來る 積り 笆蕉の 「奥の 細道，」 の 一部 を觀 察する 事と なり 候、 未だ 少し 寒い かも 知れす、 

「五月雨 を あつめて 早し 最上 川」 も 時候外れ なれば 實 見の 見込 はなく 候、 

三月 十七 日 

昭 

g  lo 五一 一 

年 三月 二十 B 火 後 零時— 一時 本： 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 奈良驟 五條 中 學校野 村傳四 氏へ 
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^ 其 後 は 御無沙汰 致 居候、 报て 御， 紙 漸く 昨 R 落手 致 候、 少生近 來理學 部へ は 出勤 •( 致、 

地震 研究所と 理化學 研究所 等に 參り 居り、 從 つて 理學 部より 廻送 人手 迄 意外の n 數を 要し 候 次第 

に 御， 候、 爾後 は 自宅 の 方へ 願 上 候 

北條 氏の 事 聞 合候處 同氏 は旣に 他へ 就職 决定 との 事に 有 之 候、 數學科 卒業生に は 一 人 だけ 未定 

の 人 あれ ど 丘 〈役に 出ねば ならぬ 故闲 るかと：； ^ 候。 物理 科 卒業生 も 大概 は 片付 居候 へ 共、 もし 御 人 

用なら ば、 何とか 硏究可 致と 存 居候 直ね て 御 下命 願 上 候 

-; ^要 事の み 草. - 

三月 廿日  お  0 

野 村 大兄 玉 案下  . 

IO 五三 

三月 二十 IB 水 や 後一 時— 二 時 水 鄕_5|-駒込^" 町：： S: より 仙臺市 北： _番丁 六へ 小お 隆氏へ 

しばらく 御無沙汰 致 候、 先日 小 林 參り、 4^ 兄廿七 nsv 、御上 京の 由 承知 致 候、 iA 、翌 n かに 5 石 波 

が IHf 事件が 起り しかも 小 林 君の 事が 問題に なって 居り 甚だ 氣の 毒な 思 を 致し 候 どうも 近顷 ひどく 

神経 の" 攸れて 居る やう に 見受け られ たの だか の 事が あつ た 事と 存候、 ：w し 岩波 の ぉは^5^ に 角 

落； 11^ した さう で重疊 であります、 

小 Z 生 今夜 九 時半 上野 發で 北行 伹し： 幅 島から 左折して 酒 田へ 參り それから 象 浪邊迄 行って 來 ます 

用 車 は 測地 學 委員 會と 稱 する もの で 或る 觀測 業 を や り 始める その 實地見 分の 爲 であります、 奥 
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の 細道の 一 部 を 俗物の 泥靴で 汚しに 行く 譯に御 坐 候 酒 田に は 名物おば こ 踊と かいふの が ある さう 

なれ ど それ を觀 賞す る余祐 も：； 儿氣 もなかる ベ く 、 唯 北海 の 美人 を； i ながら 禮譜 して 来る 位の 事と 

存候、 鬼に 角大 奮發、 北極 探險 にで も 行く やうな 心 持に て n の 暮れる の を 待ち 居候、 此れから 四 

五 n のめぬ 不一 一家の コ I ヒ— でものんで 來ゃ うかと 存 居候、 我ながら 哀れなる 境界に 有 之 候 

.^御 報 迄 < 水 事拜眉 の 上 に讓 候、 少生 多分 廿五 n に は歸京 の 镜 に 有 之 候 

三月 廿 一 日  ^ 彥 

豐隆樣 玉 案下 

今 n はさ 風 強く 吹き れ、 心 it.: だ 安から す 候、  . 

一 0 五 四 

三月 二十 二日 木 午後 九 時— 卜 二  ^羽 •€ 線 車中よ リ本鄉 -si: 駒 込 町 二 叫 寺 E 彌ゃ： 、寺 ffl 雰子、 二 氏へ 

- はがき〕 

昨夜 は 活動 は 如何でした か、」 東京 を 出る 時 は溫か 過ぎる 位で あつたが、 山形 縣 へ來 ると 屮 M 

寒く 粉雪が ふる かと 思 ふと 日が 照ったり、 又 降ったり 致し、 田畑 も 小川 も 分らぬ やうに 一面に 雪 

に 埋もれ 犬の 子 一匹 通らぬ 野中に 所..， 村里が あって、 みんな 軒 迄 雪で 埋 もって 居る、 かう いふ 處 

に 住んだ 事の ない 吾々 に は 此邊の 人の 冬 中の 生活 は 一 寸 想像 もっかす、 子供 等の 學校通 ひも 中よ 

大變 だら うと 想像し ます、 此邊の 人 は 女で もみん なヅ ボンの やうな もの (モンべ) を はいて 歩い 

てゐる 此れ は 雪 國には 必要な ものと 思 はれます。 
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ど う か 衛生と 火 の 用心 に 注意し、 よく 母上の 云 ふ 事 を 聞 い て 留守 を 御 頼み 致します 

三月 廿 二日  新 庄酒田 間癍車 

一 0 五 五 

三月 二十 三日 金 午後 二 時 I 三時 山形 irsw 川 郡？，！ 海溫 泉よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 〔はがき〕 

計らす 北海の 濱へ參 りました が 未だ 寒くて、 晴れる かと 思へば 時え、 霰の やうな ものが 降り ま 

す、 土地の人 は 霰が 降って 来ても 知らん 顏 をして 伞 など さ、 すに 歩いて 居ます、 此れ だけで も 東 

北 人の 神経の 強い 事が 分る やうな 氣 がした。 最上 川の 峽 (介 は 雪で 奇麗だった、 濁水が 洋. -と 流れ 

て 居た、 中. - 水量 曲 一 さ 田 速度 も 早く、 いっかの 運動量 云- -の 言葉 を 訂正す る 必要がない 事 を 知り ま 

した。 酒 田の 用事 意外に 進涉、 一 晩と まって 今朝 象 潟へ 一 寸立 寄り 南下して 溫海溫 泉で 一 休み、 

それから 新 津へ向 ひ 同地で 一泊、 明日 會津 廻りで 歸京 致します。， 一 阿部次郎 氏 や 瀧 田 氏と よく 似 

た 顔 を 所 M で 見受ける、 矢張實 際に 或る 因果が ある だら うと 思 ひます。」 どうも 矢 張 旅行す ると 

軽微の 腦 貧血に か、 つて 居る あられが 降って 來 ると 泣き 度くなる、 閉口 

三月 廿三 R 

I  0 五六 

三月 二十四日 土 や 後 六 時— ぺ時 東北 本線 車中よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

昨 n 羽 越の 海岸の 珍ら しい 風光 を 賞しながら 新 津に來 て 一泊、 今 早朝 盤 越 西 線で 阿賀野 川の 溪 
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谷に 沿 ひて 會津の 盆地へ 越へ 候、 此 間の 風景 存外 宜敷、 秋な ど は 定めし 美し からん と 思 はれ 候、 

野の 雪 はとけ 山の 雪 は 未た とけす、 それに 紫 灰色の 落葉樹 林、 赤視 から 喑綠 への あらゆる 一一 ユア 

ンスを 見せる 針葉樹 林 を 配した 景色 は少 生に は 誠に 珍ら しく も 美しく 見られ 候、 正午 郡 山で 乘り 

換へ 春風の 白 河 を 越えて 唯今 黑 磯西 那 野 を 過き 咋年晚 夏の 淸遊を 想 出し 候 ま 、此 はがき 認め 候、 

黑碟と 白 河の 間の 起伏した 草 山の 霜枯れ 中. - 美しく  (尤も 天氣 のよ いせい 〔で〕 ありまし やうが) 

家族 づれ で弁當 でも 持って来て 小半日 あの 芝で ねころんで 居たら い 、だら うな ど考へ 候、 志 を 得. 

たら 此處 へ別莊 でもた てるのです 

三 月 廿 四日 午後 一 一時 半 頃 

一 0 五 七 

三月 二十 四 B  土 午後 九 時— 十 時 東北 本線 車中より 倫敦 日本 帝國 領事館 氣付中 谷 宇吉郎 氏へ 〔封筒の 裹 

に "If  not  fielivered  H-W^CB  to  T.  TerEula-  Imtsrial  university" と あり〕 

途中より 度よ の 御 便り 難 有う、 はがき を 頂く 毎に 昔の事 を 思 出して 月並ながら 本當に 今昔の 感 

にう たれ 候、」 うまく 時 を 計って 君が マルセイユ へ 着く 前に シベリア 廻りで 同 港へ 着いて 「イラ 

ッ シャイ，」 を 述べる 手紙 を 出したい と 思って 居ながら、 今日は，/ \ でつ い 時期 を 失したら しい、 

それで Q ゾ.. ト ン 宛に 此れ を 出す 事と なり 候、 

少生 測地 學 委員 會 の 御用に て 珍ら しく も 出張 被 仰 付し か も 此の 未だ 初春の 寒空 に 出 羽の 國酒田 

の 港 迄參り 候、 出發は 三月 廿 一日、 T 度 御 母堂が 關 西へ 禅 出發の 前夜 P. 丑、 九、 三 〇 上野 發 夜行 
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とい ふの だから、 此れなら 流石 の^でも 驚き しまれる 事と 推察 致 候、 不思議な 率に ヒ野驛 で 藤 

岡^に 會 ひました が 此れ は 伯父 樣が秋 田縣の 山奥の 鑛 山へ 御 出張になる の を 見 達つ て 来て おられ 

たので ありました、 山形 縣 下の； ま 景色 は 珍ら しく、 最上 川溪： へ：： も 美しく 見物、 洒田は 例の 海ヒ十 

八 里の 沖なる 飛 島が 百年の 後に 動く か 動か ぬ を决す る爲の 對岸觀 測 点を决 める 爲 にて、 ^の ふつ 

たり i 一ったり する n、 獨 流の 逆卷く 最ヒ 川口 を 小船で 渡り、 海拔四 〇 米 (四 〇〇 にあら す) の 飯 

森 山と いふ 山に 登り、 日本海の 腹 を 吹き通して 來るシ ベ リア の 寒風に 晒され そ ろに もの 、哀れ 

を 感じ 候 御 偶^ 被 下 度 祈 候 、翌朝-ほ i^gi の 遊 跡を搜 りかたん \ 文化 年間 土地 降 起の あと を 見る 爲象 

涫に參 りて 風流と 科學の 交響 樂を奏 候、 合せて 父ァ ィヌ語 地名 考の衬 料 を 仕入れ 候、 直ちに 羽 越 

線 を 两ド、 途屮 HI 海溫 泉と いふに 立 寄りて； 時間 位 休， H 气 それより^ ケ關 以西 沿岸の 奇勝、 ハイ 

ド a スソ H ァ ー と リゾス フエ ァ しの 戰， の 跡 を 見て 色 M の 問 题を投 かり 候、 新津に 一 泊、 今 早 

朝 新. 發、 盤 越 西 線と いふ はじめての 道 をと り、 阿贺 野川溪 流の 雪景、 祈から 無上の 晴天の ドに 

L お 

觀賞 しつ 、八 を 過ぎ、 霜枯 の， 浙野 を壓 する 雪の 盤梯 のす ざまし く 又 美しき 姿 を 眺めながら、 砂 

-: 朋れの 實驗の 種 を 色よ と 採集 致 候 郡 山より 乘 換えて、 上野 行の プ ム メルツ ー ク にて 今 卞都宮 を 過 

ぎた 處で あります。 旅 中 は ギリシア 文 4、 を携 へて 勉强、 大分 讀 める やうに なった と 子供ら しき 好 

帝 心と 虛榮 心を滿 足させ 候、 何しろ、 ギリシア、 ラテン へゾ リウ、 アラビア 並行 陣を 張りて 前 

進と いふの だから 大變 であります、 尤も い つ でも 厭きたら すぐ やめても 何處 から も 叱られる 氣造 

なし だから 吞氣 は吞氣 尤も 學問は 此れでなくて は 出来まい かと 思 はれ 候、」 

寺 田 研究 窒寂 (雾を 感じ 候 へ 共 山 本 君 相手に ボ ッ く 補 的の； H 事 をして 其 n:/\ を 送り 居候、 
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紫外線の 影響の 補： 生 貫驗を 少し やって 居る。 矢張ボ ー ル の 頭の 汚れの あるな しで 事柄が 丸で 別に 

なる の は； 耽 知の 事ながら、 驚く 程に 御^ 候、 報 吿はパ —ト 3 の 原 槁出發 前に ^戶 野 氏に 渡 置 候、 

11 京 後 は て art  IV 「色 M の ガス 中の スパ ー ク」 をボッ ./(\樂1- みながら タイプル 豫定に 候、」 

宮部翁 も 多分 四 月 中 に は本鄕 へ 越す 事と 存候、 平 田 1；； が 来れば 少し は賑 はふ 事 か と存 居候 

どうも 矢 張 旅行 は 宿屋の 不愉快、 夜ね つきが 惡く叉 夜中に 眼の さめる 事 etc  etc で 面白から す、 

何とかして 旅行 好きに なられたら 嘸 い 、事 だら うと 思 候 

しかし 夂. 一の 自然 は賓に 美しい と 思 候 や 秋の 美し さは、 三越 松屋の 賣 出しの 帶ゃ 長襦补 の 如く、 

冬の 露 枯の山 m は 誠り 。 ー マ 宮殿に 古き ゴ ブラ ン の ^掛けの く すんだ 漉い 美し さに も 比ぶべく か、 

或は 寧ろ 古陶 器 古 銅器の 美し さ にも 譬 ふべ く かと 存候」 

上野 博覽會 たしか 今日 あたりから 開會、 その外 フランス 美術展 も ある 害、 ザヮ /\ と のぼせて 

南の 空風に 椽 側の ふいても/ \ 黄 堪の站 る 時節と なり 候、 

右ド ら ぬ 冗談 のみ、， 一 異國 の 事故 一 廢御 自愛 專 一 と存候 

昭和 三年 三月 廿 四日  車中 小山 驛を すぎて  寅  ぇ^- 

中 谷 先生 玉 案下 

二 仲 林檎の 花 さくの 頃の イギリスの 田園の 景色 は實に 忘れ 難き 美し さに 有 之 候、 其 顷のケ 

ム ゾリ. チ、 又 オクス フ ォ ー ドの 古き 大學街 を 觀る事 を 御 忘れ なきやう 願 上 候 

テ ー ムス 上流、 サム ベリ ー 邊のボ —ト 漕ぎに も 是非 一度 御 出な さるべく、 レディ 二三 人 御 同 

伴 緊要に 付 此れ も 爲念御 注意 迄^し ラヴしても ラヴ されても 此れ は 困 る 故 其邊は 裨如才 な く  、 
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此れ 亦 老婆心 迄に 一 言 申 添 候、 

n ン ドン タウア ー に 火事が あった 由 新聞で 知り 候、 火事に 關 する 珍書 御 見 當の節 は 御 一 報 願 

ft と をして 居る K りで 書いて 居たら 御藤で 嵐 車の 進み 早く、 夕陽 旣に村 外れの 火の見 柱に 

か、 り ーコガ ー、 コガ ー (註。 古河)」 と 呼ぶ 驛 員の 聲も何 とやらん 夕 淋しく そ. - ろに 旅情 を さ 

そう。 想 ふに 君 は 今頃 は どの 邊 にや、 ボ I サイドで レ セップ 〔ス〕 の 像に グ1 ドバイ^も して 

居らる、 にや、 君 は 春秋に 富んで 世界の 學海 への 船出の 旅、 吾 は隱居 仕事に 一よ ろづ 研究 稗 あ 

つらえ 所. 一 のさ、 やかなる 看板に をし のびて 碌ぇ餘 生 を 達る も あはれ なりけ る 

I  0 五八 

一二 月 二十 七 B 火 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ京 橋區 海軍 大學校 山 口 生 知 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 报て 先日の 河川の 水位、 其 中に 原稿 御調 製 願 上 候、 英文で 出し 度、 何卒 宜敷願 上 候原植 

拜 見の 上 挿図 御 相^ 可 致と 存候、  .ー^  こ C  く レ 

いっかの 學研輯 報に 出した 「氣壓 と 水位. 一 の 論文の 紹介が physnsllleBerlchtel?, ン？  4 

に 出て 居候 間 御 序の 節御覽 なさる ベ く 候、 

右 要 事の み 草. - 

三 Rr 廿 七日  • 
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一 0 五 九 

四月 二 曰 月 午前 十 時— 十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一 "四 よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ 「卵色 日本紙 

si! 人 書簡 幾に 認め あり〕 ， 

寒月い よく 本日より 本鄕 坐に 出現 犬に 活躍 致 L 居る 事と 存候 賑. -敷御 來觀祈 候、 昨夜 检 竹の 

案內 にて 春 日に 諸元 老參集 三重 吉君 不相變 牛耳 をと り 候へ 共 幸に して 大事に 至らす 無事 散會、 委 

細は拜 眉の 上 万. -可申 上 候、 いよく 四日に 御 出の 由、 安倍 君より 本日 はがき 參り 二十 八日 歸京 

大兄 御 出の 上 一 夕少 生と 落 合の 家に 来ぬ かとの 事に 有 之 候、 

今日 ふと 思 い つ いて 幸 田 翁 を 訪問い ろく 面白 い 話 承 はり 候、 

先日 は ギリシアの 件 難有拜 謝な ほ./ \宜 敷 願と 候、 段え 慾 望增長 ギリ シァを 生の ま、 で 味つ て 

見た くな り 困り 候、 

又 こ んな紙 を 見 つ け 候 ま 、 試用 致 候 

余事 拜 眉の 上 万端 可 申 上 候 草 i 

四月 一日  寅  翁 

豐隆 大人 玉 案下 

一 0 六 0 

四月 十 B 火 午後 六 時— 七 時 本^ 區駒込 曙 町 二 四より 深 川區越 中島 東京 帝 國大學 航空 研究所 物理 部 田 中 信 W 


氏へ 〔はがき〕 

拜^ 

Sci21<.e  Abstract  ,1928,  VoL  ； U. l>al.t に， ll.,>. 41i> 

に スパッ タ— ド； s イルム に關 する 論文 抄錄 あり、 多分 御存じの 事と 思 候 へ 共 御參考 迄に 巾 上 候 

草ぶ  . 

四月 十日  寺田拜 

抄錄に 誤植 あるら しく 少し 變で あります 原文が 研究所に あれば 見たい ものです、 

I  0 六 I 

四月 十三 B 金 午後 一一 一時— 四時 本鄉 *R 駒 込 曙 町 ：四 より； i 岡 市外ん 州 帝 阈大學 學部鈴 木 太郞 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候、 先日 は 欠禮、 勝手な 熱ば かり 吹きなら ベ 御迷惑の 事と 存候、 それ も 結お 

は學問 熟の 一 症 狀と御 宽容願 上 候 

£ ぉ眞と 総の 事拜 承、 寫眞は 近年の もの 一枚 もな く、 子供に 試みに 撮らせ 候 處失欧 その 內に成 効 

したの を 差 上 度と 存 居候、 繪の方 はいつ か 御 出の 節 御 定願 度と 存 居候 

<frH: はいろ くの 會 ばかり 多くて 閉口 致 候、 少し 制限す る 譯には 行かぬ ものに i}^ と存 候、 正直 

に 凡ての 會に 出席し その上に 見 達り 出迎 へ、 結婚 葬式と みんな 出て は學 問な どす る 時間 は：； i3 れ 

と 相 成 可 申、 驚いた 現象に 御* 候 

右 乍； f 延返事 迄な ほ 御 自愛 御 研究 を 祈 候 草 i 
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四月 十三 日  寺田拜 

鈴 木 擧兄玉 案下 

赤化 檢擧 事件 騷 がしく、 少生 など 物理の 方で は眞 赤な 方 なれ ど 幸に 事が 物質 界 だけに 止まり 

居る 爲撿擧 を 免 がれ ^氣に 氣焰を あけ oil 候 御 一 笑く 

一 0 六 二 

四月 十九 B 木 午前 十 時 ー 十一 時 本鄉 駒 込 曙 町. 一四よ リ濱松 市 高射砲 第一 聯隊 第三 中隊 宇 E 道隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 益. -御 健祥 追 i 軍隊生活 にも 御 馴れに なり 犬に 軍人ら しく なられ 候 事と 大 

慶 至極に 存候、 いよく 暖く なり いくらか その 点 は御樂 かと 存 候へ 共 或は 勞 働に は 却つ て暖ぃ 方 

は 苦しく かと も被存 候、 少 生な どは溫 くないと うれしくなる 方に 有 之 候、 それ はさう と少生 三月 

末に 羽 後の 酒 田へ 參り 時" 啪 のちら つく 日に 山へ 登ったり して その 爲 少し 風 を 引き 候 へ 共 鬼 に 角 生 

來 始めての 雪 國の冬 景色 を實 見して 面白く 覺ぇ 候、 俳句 を 少し 作り 来月の 雜誌 「漉 柿」 で 「羽 越 

紀行」 として 耻を さらし 候 

本鄕 坐の 「猫 J は 一見 致し 候へ 共サッ パリ 面. C からす、 畢竞 役者の 頭が 全然 出来て 居ない から 

と 思 はれ 候、 此れ は大擧 生に やらせれば 屹度う まくやる 事と 存候、 寒月の 首縊. りカ學 の演說 にし 

て も 役者が 全く 意味 か 分らないで 唯 暗記して 居る ま、 を 何の 抑揚 もな くノべ ッ にしゃべ るの だか 

ら 聞いて 居て 面白い 害 はなく 候、 迷亭 など も 俗-： 極まる もの にて 鬼に 角 一 休に見ぬ.^々がましと存 

候 此れ は 蓋し 定. 評な らん 


913 


池 上君靜 岡へ 赴任、 少生 次男 靜岡 文科で 此れ も休擧 中の 處 今月から 參 ります が、 池 上 君が 行 力 

れ たので^ となく 心強く 感じて 居ます、 何 かの 場合 は 御世話になる 事と 存じます。 長男 は 少し 月 

並の 神経衰弱で 第一 年の 試驗 全部 放棄 一 月ば かり 旅行したら 元氣 になった ので 四月から 新に やり 

直し であります」 

昨日 新 宿 御苑の 御 花見へ 久し 掘で 參 りました 處岩村 所長に 會ぃ、 犬に 同氏の 抱負 を 聞かされ ま 

した 講習 所 もこれ から 段 M 盛になる 事と 喜ばしく 思 ひます 

右 p- 返事 迄 草 立、 なほ/ \御 自愛 を ります 

四月 十九 日  寺 田寅彥 

宇 田 樣、 

御 示しの 歌と 句 いづれ も實 情に て 面白く 拜見、 大に御 奮發澤 山に 御作り を 希望 致 候 

全く 万 葉 はよ めば よむ 程 面白き 本、 國民 がみな 此れ をよ めば 思想 問題な ど は 起る まじく と 思 

ひ 候 

一 0 穴 三 

四月 十九 日 木 午前 十 時 —十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

先日 は 色 M 失禮 その上 御馳走に 預かり 難 有 拜謝致 候、 あの 夜 上野 驛 にて 珍ら しき 人に 逢 ひ 無量 

の 感慨 を 催し 候 委細 は 天機 洩らし 難く 他日 拜 眉の 機 迄と つて 置きと 致すべく 候 少生も 大にプ ロヂ 

ェ クシ ヨン をして ー篇の コミック トラ ディ ク、 トラ-チイ コミ 〔ッ〕 ク ドラマの 筋! を 描出 致 候 
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拔て 東洋 城に 「羽 越 紀行」 の 原 橋 送り返 候 實に多 愛の ない 大：^ ものに て 如何なる 御 叱 も あらん 

かと ビク /\ ものに 有 之 候 何卒 寛大の 御所 分 を 仰 度 今より 頓入候 

御訓 論に 從ひ 三越に て 大枚 四十 五 R を 投じて シルク ハツ トを 求め、 久し 板り に 觀櫻會 へ 參り候 

此れ迄の シルク ハ ッ トは 何しろ 一 一十 年 前の， 古物に て 大に變 形して、 かぶる と 頭 を 責めて 痛み を覺 

ぇ少 し 急 いで 歩く と 頭上 に て 自由意志 の 運動 をす る の で 實際ド ィ ッ 畢生の 所謂 Alll^.str5im- の 名 

稱の 通りであった のです が、 今度の 四十 五 R の は 天然 自然に 頭に 適應 して 甚だ 愉快、 其爲 急に シ 

ルク ハツ トが 好きに なり、 どうかせ めて 一 週間に 一 邊で なく 共 一 月に 一 度 位 は 此れ を 冠る 機會が 

あれば よいと 思 居候、 此れ を 冠って 銀 爭- を 歩き 「日本 諸島 は 太平洋に 向って 動く」 など、 宣傳し 

て 行く の も 面白 からん かと 存候 さて 此の 次 は 何をド カリと 買った もの かと 勘考 中に 有 之 候 

ド— セ 買うなら あの 帽子 を 十三 nn に 買 ふので あつたと 後悔 致 居候 

右 御報吿 迄匆. -申述 候 不盡 

四月 十八 日夜  黄 坊 

豐 降 大兄 玉 案下 

一 0 六 四 

四月 三十 B 月 千 後 三時， s: 時 冬鄉^ 駒 込 曙 町〕 一 w より 靜岡 市外 大岩梨 山 方 寺 二 氏へ 〔檢 はがき〕 

其後如何御^!;^^ に哉、 學校も 次第に 忙 がしく と存 候、 御 自愛 御 勉强專 一と 存 候、」 小 三毛の 子 

六 匹 生れし も^の 不足の 爲が三 匹 死んで 三 匹淺り 居り 候 納戸の 小さな 棚の 上のお はち 入れに 收ま s: 


り 居候」 昨日 は 彌生雪 子と 邦樂坐 の 活動お 眞を見 に 行き 候、. 

滿開 にて 美しく 候、」 御大 事に 

四 3： 价日 


-;^ の 木蓮、 0、 つ 、じ、 こ め樱 


ま kv 


一 0 六 五 

五月 二  B 水 .个 鄉 駒も^ 町 二 1： ょリ、 へ 水れ 助 氏へ 〔封筒な し J 

御手 紙拜見 致 候、 扠て 垂直に 吹 上げる 場合 は 図の やうに した 方が よい かと 存候、 かう すれば リ 

は 余り 問題に ならす、 it 條の彈 性が 主な 役目 をつ とめる 事. になり 

候。 彈性 は： A 度に よりち が ひ 候へ 共、 かう いふ 場合に は 度外視し 

て もよ いかと 存候。 此 場合 纷球は IE 、性能 率 を 大きく し报動 週期 を 

長く する 役 口 をつ とめる わけに 有 之 候 週期が 余り 短い と、 喷 出の 

短 週期の 弛 張に 共鳴して： 介と 思 はる 、故、 乇— メン トを 大きく 

する 爲には g が 大きい か、 支点から g の 距リの 大きい 方が よい か 

と 思 はれ 候。 バ子を 弱くすれ は 週期が 長くなる が、 それで は水壓 

の 影響の 利き 過ぎて 板 幅が 大きくな つて 困る と 思 はれ 候。 それ を 

避ける に は 水の 當る纷 球の りに 紡錘形の もの を 使 ふ 事 も 可能で ありま 

す、 

^し 一 体 どの位の 週期が 適當 であるか は實 地の-町、 出狀 態に よるから 現 


.H や 


Any  f 
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ン や、 4, も 

又 図の や 


場 を 見なければ 何共 巾 上げられません、 

いづれ の 場合で も、 共 旷.？ を 避ける 爲 ダム パ— を 使った 方が 理想 

的と 思 はれ 候 C 此れ は 色よ の 方法 あり。 例へ は 図の やうに おか 又 

其の 近傍、， 又は ACJ の 中間 か 便，； =1 の 点から 細い糸 を 下け 其れに 軽 

い 板 を 水平に W し、 此れ を 油の 中へ 入れて おけば-;:: =: 敷" 尤も 油で 

なく 水で もよ いか も 知れす。 叉 非常に 粘い トラ ン スフ ォ— マ— 油 

或は 液狀パ ラフィン の 如き ものが よい かも 知れません。 粘度の 小 

さ い 液なら 板 を 大きく すれば 大体 似た 事に なり まし. やう。 

なさ 氣 制動 も 可能です が、 此れ はブ ラ くす るの を 止める 工夫が 入用と 存じます. - 

z^xfl  水 か 油の なら 手製で うまく 出來 まし やう。 唯 色々 の 手細工で 

) やって 見て、 うまい 處へ 漕ぎ 付ける 處に 妙味が あるかと 存じ 

、 ます。 ダム ピンクの 程度 は、 實驗 的に 出して 見る 方が たしか 

/^で  であります。 A が 穴 H 氣屮 にある 時と、 -w^ 水中に あると では 別 

の 事になります C 後者が ダム ビ ンクは 大きくなる 苦であります。 A 自身で ダム パ ー とする も 一案 

です がそれ では、 不定に なって 困る 故、 矢 張 A はなるべく 摩擦 をな くし 液壓 のみ を勵 かせ、 ダム 

パ ー は チャント 一 定の もの を 使 ふ 方が 正當 であります。 

プ J1 ペラ— は、 木製で もよ いかと 思 はれます。 二 枚 羽根 か 四 枚 羽根 位で よいと 思 はれます、 此 

れ だと 多分 ダム パ ー は 不用と 思 はれます。 唯スク リウの ビ ッ チが どれ 位が い 、か 問題であります。 
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"ハ J, ザ 


此の やうな もので も、 必 しも 器械 屋へ 一 々賴 ますと も セル 

すし 又金屬 でなければ ならぬ 處は 錠前屋に でも 賴 めば 出 來ま. 


タ —ビ ン 全体に 噴 霧が いつも か 、るので ない と 困る 

でし やう〕 五 六 間 も 高く 上がる ので は、 プロペラ ー 

の眞 上に 器械が 置け ないから、 廻轉 軸の 廻 轉を軸 上 

のプレ ー に卷 いた 糸の 直線運動に 直し、 その， 糸の 右 

端に バ子 をつ け、 糸の 一点の 運動 を 自記 するとい ふ 

事になる と 思 ひま 

あ 


す G 記錄 用べ ンは 

勿論 ガイドで 一 直 

線に 動く 必要 ある 

こと、 此れ は いづ 

れの 場合で も 同様 

であります 

此れ はもつ と簡 

單 にも 工夫 すれば 

出來 しゃう 


イドの 張り合せ で も 或 度 邊出來 ま 

- やう 玩具 類の 部分品 も 可也 役に立 
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ち さう であります。 

右に て 御 工夫 を 祈り 候。 色ぶ 面白い 事が 出来さう に 思 はれます。 唯 工夫と 根 氣が專 一と 存候、 

少生宛 手紙 は 本 鄕曙町 一 一四の 自宅 宛に 願 ひます、 地震 研究所 は 時々 しか 出勤し ません から 御 返 

事が おくれる 恐が あると 存候ー 一草. M  . 

五月 二日  寺 田寅紊 

八 木樣 

二伸 切手 御 封入に 及びません から、 不惡願 ひます 

一 0 六 六 

五月 六 B  B 倫敦 日本 帝國 領事館 氣付中 谷 宇吉郎 氏へ I. 封筒な し〕 

五月 五日、 土曜日の 朝、 七 時半 過 頃 藤 岡 君から 電話が 掛 つて 来て、 君の 奥さんが 前日 來 高い 熱 

が 出て ヂフ テリ ァ 或は 丹毒 の 疑が あ り 鬼に 角 至急 に 手術 を 要す るので あるが、 生憎 大擧 の 耳鼻 咽 

喉 科 病室 は 全部 滿 員で 人 院 不可能、 吳內 科なら ば さ 室が あるが それで は 手遲れ になる 恐が ある 故、 

御宅へ 大學 耳鼻の 醫者 を來て 貰って 手術 をす る 事に なった との 事で ありました。 それで 鬼に 角少 

生 も 上って 見やう と 思って 居た 處へ、 岩波 書店の ものが やって来て、 全集に 關 した 話 をして 居る 

うちに 少しく おそくな り、 例の 少 生の 事で のんきに 考 へて 土曜の コ ロキ ゥム. を平氣 です ませ、 そ 

れ から 藤 岡さん へ 行って 見る と、 今朝 順 天堂 病院に 入院され たとの 事で ありました、 それで 神 田 

迄 行って 晝 めし をす ませ 病院 迄 行って 見る と、 藤 岡 君 は 食事に 歸られ た あとで、 藤 岡 p-a- 堂が 御 
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出に なり、 御 話 を 伺つ ところ、 手術 は 割合に 長く か、 つたが 結 Ei^ は 良 で、 に m 呼吸 W 難で あ 

つたの が氣管 へ 穿孔し 管 を さした ので 大 ：！^ 樂 になり 氣分 もよ く、 勿 淪話は 出来な い が 紙 へ 何 か 

いて 話し をして 居られる との 事で ありました、 小 ノ生は 御 遠慮して 御 病人に は 御 目に か k らす、 廊 

下で 立 話 をして 御 暇と しました。 それから 何 か 御 病苦の 御 5.〕 めと 思って 三越へ 行つ て ばらの 小 

さな 鉢 を 求め 明日 病院へ 御 届けす る やうに 賴み、 それから 理 研へ おって 來て、 來十 二日 學士院 へ 

出す 地震の 論文 三つ を タイプ タ イタ ー てた、 いて 居る うち 六 時 過ぎた、 ；^t つ て 入浴、 夕め し を 貧 

つて 居る と： 田 中 館 先生から 電話が か、 り、 .M か 聞きたい 事が あると いふので、 大急ぎで R タク 

を：， 水 .：i  L て 雜司 (介 の 御宅へ 參りま し た G 明 n 贵族院 で 丹 後 震災地 方 の 水準測量 の 豫算が 出る ので、 

その 說 明の 材料 を 聞きたい と 云 はれ、 色 M 御 話し、 て 居る うち、 宅から 電話が か、 つた、 出て 

ると 藤 岡 君が 拙宅へ 來て かけられた のでした。 それ は、 醫 者の 話しに 鬼に 中々 重態で あるから 

知らせる 先 へ は 知らせる がよ いとの 桌 だが、 倫 敦の方 はどうし やう かとの 御 相談で ありまし たし 

何分 丙洋の 事で あるから、 もう 少し 様子 を 見てから にな さって は 如何で しゃう かと 申 上げ、 それ 

から 田 中 館さん から 一 寸 病院な り 藤 岡さん のおへ！； り 御 ほに か 、 つ て 御 話し やう かと 申しました 

が、 それにも及ふまぃとの事でそのま 、^|宅しました，〕 ところが 丁度 夜半 十二時 十分 程 過ぎに 電 

話が か k り、 出て 見る と、 それ は 藤 岡 君でありまして、 病勢 急變 唯今 御 永眠に なった との 事で あ 

りました、 そしてす ぐに 西 £:： 町の 方へ 御 引取りに なるとの 事で ありました。 定めて 藤 岡 君が 途方 

にくれ て 居られる 事と 思 ひました が、 朝早く 御； II ひする 事に きめて、 さて 眠らう と 思って 見た も 

の 如何に 魔痺 して 居る 少生 でも <水 りの 事で 頭の 中が 一 杯に なって { 枝られ ません、 君の 出 發の時 
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やらいろ くの 光景が ありく 頭に 浮んで 來 るので した 一 朝 出が けに 筒井 君 湯 本 君 山 本 君 等 に 

速達 を 出しに 駒 込お へ 寄ったら、 そこで 水夫 人と 治 {于 次郞氏 夫人に 逢 ひ、 御 一虚に 參上 致し、 

藤 岡 御 母堂、 藤 岡.？？；、 御八リ 弟に 御 HI にか、 り、 色. -御 話し を 承りました。 

手術 後 午後の 症狀は 可也 安静、 唯少. -咳 嗽が あった。 それで 段 M 血 精 注射の 効能が 現 はれて 來 

れは來 る 頃で あると いふので 樂 しみに して 居られた さう です が、 醫 者の 方で は 可也 重態で あると 

云つ て 居た さう であります。 九 時 過 (？ )； 勝 岡 君が 拙宅から 又 病院へ 行かれし ばらく してから <i|T わに 

様子が：！ { り 意識が 不鮮明に なった ので 早速 翳 員に 來て もらった がもう 絕 望の 狀 態で 力 ン フ ルゃ食 

塩水の 注射 等 出来るだけの 手當 は御盡 しにな つたに 拘らす 終に 五日 午後 十 一 時 五十 五分に. 水 眠 さ 

れ たとの 事であります、 余程 惡 性の. チ フ テリア であった さう であります。 

御 話しに よると、 十日 程 前から 少し 御 不快で あつたが、 大した 事で はなく、 三日 は 藤 岡さん の 

御父さんの 御 命日な ので 御 母堂と 墓參に 行かれ、 それから 三越へ 行って 用 を 足して 居られる うち、 

急に惡 寒がして 來 たので 急ぎ 御歸 宅に なり、 村 松醫師 の：^ W 察 を 受けられ、 又 田 所 喜 久馬氏 (少生 

同縣 で大學 耳鼻の 人) にも 見て 御 貰に なった が、 ヂフ テリアの やうで も あり 併し 丹毒ら しい 處も 

あった、 それで 鬼に 角ヂフ テリアの 血淸 注射 をニ问 (聞逮 へ かも 知れす) された が 効果が 現 はれ 

す、 呼吸が 困難な ので 兎に角 手術が 必要と いふ 事に なり、 それから 大學の 病 窒を聞 合 はせ ると い 

ふ 事に なり、 その後 は 旣に申 上げた 通りであります-に I 钾 令弟 は 昨日 御 出に なり 模様が い、 ので 

一先 づ鎌 倉へ 歸られ たが、 急電 により 自動車で 鎌 倉から 御 夫婦 御上 京、 万端の 御世 話 をして 居ら 

れ ます、 君の 御 母堂 は 今夜 御 入京の 事と 存じます c」 米 元 氏 御 夫妻が、 御 發病御 入院より 最後の 
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時 迄、 叉 御宅 へ 御 引き取り 迄 万端 非常に 御 懇篤な 行屆 い た 御世 話 を 下された さう でありまして、 

少生迄 も 感謝に 堪えません、」」 六日 朝 偶然 和 達 君が 别 用で 僕に 電話 を かけて 來 たので、 此の 話 を 

したら 驚いて 早速 やって来られ、 富 山 君と 一 一人で しらせ 狀の 宛名 を かき 發 送の 手配 をして 居られ 

ます。 山 本 君に は 朝 速達と 電報と 出して 置いた が、 生憎 午前 は 外出して 居て、 午後 來ゃ うとした 

が 藤 岡 氏の 御宅 を 知らなかった 爲 大分 苦心して 四時 頃來て くれました、 御 葬式 迄、 內ケ崎 君と 交 

代で 御手 傳 する 事に 願 ひました。 御 葬式 は 明 後 八日 午後、 蓬萊 町の 藤 岡 家の 御寺で 擧 行され る 事 

になって 居ります。 C 松 村 任 三さん が なくなられ 同日 同 刻 吉祥 寺で 告別式 あり、 此れ も 何 かの a 

緣 か)。 

君の 悲しみ を增す やうな 事 は、 *1 けば いくらでも ありまし やうが 此等は いづれ 御 近親からの 御 

報 導が ある 事と 存じます。 少生は 極めて 事務的に 通信 記者の 役目 を 引受けて 唯ぶ 物質的な 事柄 を 

認めます。 唯 勿卒の 際に 承った 事であります し、 又少 生の 目の 屆く 範圍 だけの 事であります から 

色々 な Is 誤も澤 山に ある 事と 存じます から 此点を 不惡御 含み を 願 ひます。 

以上の 御 報吿を かく 事が 可也 クル ー H ル なやうな 氣 がします が、 併し かう いふ 際、 事情の 不判 

明と いふ 事程惱 まし いこと はない やうに 思 はれます ので、 殊に 此れ程 遠く 隔たって 居て は 猶更さ 

うで あらう と考 へます ので、 寧ろ 出来るだけ 詳し い 情報 を 差 上げる 4:^ がせ めても の 御慰惜 かと 存 

じます。 

昨夜 は靜 穏な滿 月の 夜でした が 今日は 曇つ てから 風が 强く なり 何となく 不安な 天候であります。 

丁度 昨日が 端午の 節句で あつたので 今 H も 未だ 鲤の 吹流し を 出して 居る 家 もあります。 
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なほ 申 上げる 事 はいくら でも ありさう です が、 追々 に 申 上げる 事と 致し まし やう。  . 

何と 申 上げたら よい か 分りません、 唯 君が 電報 を 手に されて、 どうしても その 文句の 意味 を認 

識 する 事が 出来なかった であらう と 御 推察 申 上げます。 

昭和 三年 五月 六日 午後 四時， 五分 

藤 岡 氏の 書 齋のデ スクを 借用して 

寅 彥 

中 谷 君 

一 一伸 どうか 御 自愛 肝要と 存じます。 

一 0 六 七 

五月 十 B 木 午前 十一 時 —十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ璺橋 市 高射砲 第一 聯隊 第三 中隊 宇田 道隆 氏へ 

今理硏 から 歸宅 食事しながら 夕刊 を讀 むと 第三 師圑に 動員令が. 下り 豐橋 高射砲 第 一 聯隊 も 出師 

する らしい 記事 を發 見し、 いよ/ \ 君 も戰爭 に 出かける のか しらと 思った ので 不取敢 此の 手紙 を 

蚩 曰きます 

さて 別に 何も 申 上げる 事 もありません がどう か 御 自重の 上 御 無事に 任務 を 全うせられ 御 凱旋の 

^ 日の 一 日 も 早 からん 事 を 衷心より 希望 致します 

三 出 帥の 前後 は忙 がしく 勇ましい もので あらう と 想像 致します、 かへ すく 御大 事に、 國 家の 爲 

年 に 御大 事に 願 ひます 草ぷ 
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五月 七 n 夜  寺 田 {A 豫 

〈十 田 道 降 

一 0 六 八 

五 nr 十 gIB 月 午前 七れ-. へ-む 本鄕 -511 駒 込-ゆ 町. -i: より 八；：. 降 大番町 三 六 和 達 夫 氏へ 

0^. 此 度の 御 婚儀 誡 に ：= 出度ぶ： ば しき 限に 御 候 御 披露宴 に 御 招待 被 下 難 有拜謝 必す參 上 御 

祝詞 屮 述度存 居候 

本 n 三越 デバ —トメ ント ストア の 陳列棚 を 物色 し簡單 なる 花瓶 一 個發見 致し 聊か 祝意の 表象 

(乙 三 呈上 致 度と 存じ 贵宅迄 御 屈 致す やう 紐 S 候 御 氣に叶 ひ 候 や 如何と 存 候へ 共 御 書 齋の雜 用と 相 

成 候 は」 大 幸と 存候 

,$^事拜眉の上万ぇ可巾上候 不盡 

五月 十三 n  田 ^a;  ^ 

和 達 淸夫椟  ， 

I  0 六 九 

五月 二十 IB 月 午前 十 時— 十 丁 5- 本鄕 -sc 駒 込 囁 町.： ra: より 仙 臺市北 二番 丁」 ひへ 小官 畀： 隆氏へ 1. 封简ハ 

ゥ 4 くに 「東京 本鄉 - ゆの ffl.: 二十 四」 と あり」 

御無沙汰 致 候、 昨今 商買繁 ロほ の 爲と御 賢察 御 海容 を 祈 候、. 岩波 文庫の r 穴 通. 一 御 惠與難 有、 不 
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取敢 序文 だけ 拜見、 あと は ゆる/ \ 熟 讀を樂 しみ 居候、 

今年 は 時候の せいか 新綠の 美し さが 例年に 比して 大變に 永く つ にくやうな 感じが 致 候、 先 n 此 

事 を 氣象毫 の 藤-;^^ 平 君に 話し 候處、 同 若な どは忙 がしくて テ ンテ コ舞 ばかりして 居る ので 新綠 

の 存在 を 忘れて 居た さう で、 大層少生の閣！：1:月を^^^、しがられ、 成程と 感心 致 候、 新綠の 季節の 期 

間は惊 同で も少 生の 享樂 する 時間が 多くな つたの かと 思 はれ 候。 去年だった か 秋の 自然が 異常に 

美しく 思 はれた ので、 此れ はもう 先が 短くな つた 兆で はない かと 思った のでした が、 藤-: g 翁に 話 

したら 此れ は 寧ろ、 水生き の 兆 だとの 事に て 犬に 人 意 を 強く 致し 候、 

近^^迄助乎で最近洋行したもの  > 細君が 咽喉の 丹" t で 急に 死んで 氣の 毒な 思 ひ をして 居る 一 方 

では、 ひいきにして 居る 若い 理學 者の 盛大な 結 娘 式が ある。 精 養 軒の ヴニ ランダで、 若葉に なつ 

た 藤棚 越しに 不 忍の ダ陽を 眺めて 居た 時に、 何とな しに 自分 も 年 をと つた もの だと い ふ氣 がして 

ヒ ドク レト C スべ クテ イヴ になって 五十 年の 過去の 生涯が 瞬間の 幻影と なって 眼前 を 通って 行く 

やうに 感じ 候、 此れ も 矢 張 頭が 暇に なって 氣の ゆるんだ 一兆 候 かと 被存 候、 羨むべき か憐 むべ 

きか いづれ とも 分らす. 一 それ はさう と 精 養 軒 の 夕方 食事 をし て 居る うちに 窓外 の 樹林 が しづかに 

/-\ 暮れ かけて 行く 時の 心 持が 實に 何とな しに 美しい。 風の ある R はだめ です が 風の ない、 そし 

て 空 氣の心 持 濁った 夕が よい、 一 度 御實驗 あらん 事 を 御す k め 致 候 

. ^他愛 もな き 近 况御報 乞】 れ i  i 

. , 五 H せ 日  お  0 

逢 里雨樣 
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一 0七0 

五月 二十 八 B 月 午後 七 時 I 八 時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ福岡 市外 九州 帝國大 學裊學 部 

鈴 木 太郎 氏へ I はがき J 

舊 &て貴 著 「火災と 氣 象」 少生 方に て 燃燒の 實驗致 居候 湯 本 淸比古 君に 一 部 御 惠與相 願 は 

れ候 はぐ 大 幸と 存候、 もし 殘部 なほ 豊富に 候 は 何卒 御 分 與願上 度 祈 候 

右 御 願 迄 草. - 

五月 廿 八日 

一 0 七 一 

六月 IB 金 午前 十 時— 十一 時 本 鄕 區駒込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 犬-:；? 梨 山 方 寺 £; 止 二 氏へ 〔はがき〕 

其 後 はしば らく 御 便りな く 如何 やと 存 候へ 共、 便りの ない 方 はま づく御 無事の 方 かと 推察 致 

し 居候 一 宅で も 一 同 無事 御 安心 被 下 度 候、 子猫 は 段よ 大きくな り 昨今 盛に 活動 中. -の 愛嬌に 有 之 

御 E にかけ 度と 存候、 

今年 は新綠 の 時季 存外 永 く 、 寒暖 適 の 氣候 快く 候處今 日 あたりよ り 急に 暑氣加 は り 候 御 地 も 

定めて 同様 かと 仕存 候、 しかるに そちらへ 御 持の 荷物 中に 夏着の 用意 は 如何に 候 哉、 浴衣 シャツ 

等 必要の"？. 未だ 參り 居らす かと 存候、 何卒 必要品 御 申 越 被 下 度 願 上 候、 唯今 一寸 ん 不在 故、 心 

付き 候 ま 、右 御 尋ね 申 上 候 一 時候の 變り目 故 特に 御 自愛 專 一 と存 候、」 何卒 梨 山 氏 御 一同 樣へ宜 
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敷 御 傳聲願 上 候 

五月 末日 

コンサ ー ト成蹟 如何な りし や 御 一報 願 上 候 

一 0+- 一一 

六月 五日 火 午前 九 時！ 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 大岩梨 山 方 寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 いろく 御 通信 難 有う、 ^るに 又 体温が 少し 常温 を 超過 致 候 由 此れ は 至極 大事 故 

十分に 御注意 願 上 候、 さう いふ 症狀は 結局 自分自身の 不断の 注意が 一番 肝要に て、 中. - 始終 醫師 

が附き 切りと いふ 譯 にも 行かす、 叉氣 分の 方に 大した 故障がない 爲っ いく 不養生に 陷り 易き も 

のに 御 坐 候。 下手す ると 生涯 不治の 難症と なる 恐 も ある 故、 何卒 日常 不断の 御注意 願 上 候、 プリ 

ンシ プル は 簡單、 唯實 行に 意志の 力 を 要し 候 

一、 生活の 規則正し 〔き〕 Kl、 (早 起 早寝) 

一 、 新鮮の 穴 ェ氣 

一 、 適宜の 規則正しき 運動、 

1、 適宜の 營養、 

1、 風邪 引力ぬ 用心 ) 少しで も 惡ぃ時 早 

一、 腸 胃 を 害せぬ 用心、、 く手當 をす る 事。 

右 何卒 御 忘れ なきやう 願 上 候 


927 


ト使 半月 分 十 h: 也御途 りします、 蚊帳 は 此方に あるの を御途 り 致す 事に しまし やう C しかし 蚊 

屋の 中で 夜 遲く迄 必要 以外の 讀書は (健.：^ の 時は训 として) 病氣の ある ものに は 最も であるか 

らお 点， に 御注意 願 上 候。 うか /\- すると 自殺的 行爲 をして 居る 事になる 故 御注意が 肝要に 御 坐 

明日 六日 は 祖母 上 三 周年 忌に 御 坐 候。 內 同志に て 心 持 だけの 祭 可 致と 存 居候 

昨日 は小宮 松极兩 君と 和 泉 多摩川と い ふ處 へ 參り 半日 の 淸遊を 試み 候、 歸途 小川の 流れ に 蛮の 

飛び交 ふを發 見、 誠に 久しぶりの 事に て 幼時 を追懷 致し。 やっと 三つば かりつ かまへ、 かくして 

有 合せの 狀 袋に 入れて 持歸り 候、 今夜 も 多分 生存して 光る 事 かと 存 居候。 

子猫 成長 甚だ 可愛く 候、 自由に 庭に 飛 出し 相 追遂致 候、 夜半の 活動に は少. - 閉口  G 

門の 紅い 蔓 ら荅を 破らす 數 日中に は 開花す ベ く かと 樂 しみに^ 居候 

お 御 返事 迄 草よ 中述 候、 なほ 折々 の 消息 賴入 候、 利水 山 氏へ はくれ く. K 敷 钾鳳聲 願 上 候 

六 五日  寅紊 

正 二 殿 

一 一 仲 金； 氏 其 他 へ も. {Hi 敷 願 上 候 

休み はいつ 顷 からか 御 序の 節 御 聞か せ 願 h 候 

一 0 七三 

六月 五日 火 い-後 九- S.— に ^鄉展 駒； ゾ 町 二  より 京 城 帝 3： 大^ 法文 學部哲 學敎室 安倍 能. 氏へ ーゾ 
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、  はがき 小宮 豊隆、 松根豐 次郞、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略)〕 

本日 玉 川へ 遊びに 參り螢 三 匹つ かまへ、 それから 又 銀 坐 へ參り 例の 不一 一星の コ ー ヒ ー をす、 り 

居候 

.  寅 

一 0 七 四 

六月 八 B 金 午後 一時 ー 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

先日 御 来遊の 節 はとんだ 事で 御 心配 を かけ 不相濟 叉 面目 もな き 次第に 御 坐 候、 幸に 無事 落着 御 

歸舘 (豫 定. の 如く) に 相 成 候 間 何卒 御 安神 被 下 度 願 上 候 尤も 此れ も 一 時の 事に て 又 折ぶ 御 配慮 を 

煩 はす 事 も 出来 可 致と 存候 何卒 愛想 を御盡 かしになる の を先づ 中等 程度の 慮に 御 止め 被 下 今後 も 

せ： 敷 御 取 成し 被 下 度 願 上 候、 或は 今度 御上 京の 節 は 本人より ィ ンタ— ヴィゥ を 申込む やうな 事が 

あるか も 知れす と 豫感致 居候 其 節 は 何卒 宜敷御 指導の 程 願 上 候、 こんな 御迷惑 を かける の も 何 か 

前世の 因果に も 可 有 之 や、 倂 し愚老 として はお かげで どんなに 助かる 事 か 分りません 

先 は 右 御 報、 御 願且は 御禮迄 草ぶ 頓首 . 

寅 翁 

豐 公子 玉襌下  . 

一 0 七 五 
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六月 九日 土 午 七 時： 人時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ四谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 一一 一重 吉 氏へ 一 速達便〕 

i 化- 御 無 少汰致 居候、 今度 御 推薦に より 籤柑 子が 全集に 編 人され る 事に なり 光 榮難有 拜謝致 

候 春陽 堂より 電話に て 目次の 年月 を 至急 大兄 迄 御 報 致す やう 申 越 候、 多分 各篇が 掲載され し雜誌 

の 刊行 年月で 宜 敷かと 存じ 左に 列記 致 候、 皆 ホト、 ギス に 有 之 候 

(卷) (号) 明治 (年) (月) 


團栗  00  7  ?g  4 

森の 鎗  W  4  §  . 1 

拈 菊の 影  W  5  W  2 

やもり 物語  ；： ：  1  ^  1 

障子の 落 書  n  4  ^  ] 

伊太利 人  7  ^  4 

マジ ヨリ 力 皿  4  ^  1 

花 物語  ？ -  1  S 

以上 


なほ 度歐の 紀行と 先生への 書信 は 寧ろ 省いて 頂 度と 存じ、 先日 此由 春陽 堂 迄 申 送り 置 候、 何卒 

"し 敷 御-叉 計ら ひ 願 上 候、 なほ 右十篇 中で も 余り 面白く もな いのは 省いた 方宜 敷かと 被存候 何卒 辨 
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隨意御 取捨 被 下 候 やう 願 上 候 

扱て 右 年月 を 調べ て 見る と 此れ は 少生ー 一十 八 歳から 三十 一 歳 迄に »1 いた もので、 今年が 五十 一 

歲 だから みんな 一 一十 年 以上の 昔紅顏 でない 迄 も 赤銅色の 若者であった 頃の 若氣 のい たづら の紀念 

の やうな もの です が、 年と つて 厚顏 しくな つたせ いか 別にき まりが 惡 いとい ふ 程で もな く 寧ろ 佘 

程 昔に 死んだ 兄弟 かなん かの 遣 著で も 見る やうな 心 持で 見る 事が 出来さう であります。 併し 考へ 

て 見る とお 互に 年取り ましたね、 會っ て顏を 見て 話で もす ると 心 持 は 昔と 同じなん だが、 

なほく 宜敷御 願 申 上 候、 益よ 御 引 立 賴人候 草. - 

寅 日子 翁 

三重 吉 大兄 玉 案下  • 

I  0 七 六 

六月 十一 曰 月 伊藤 直 氏へ 一， 封筒な LI 

拜啓 論文 唯今 落手 早速 拜見致 候、 しかるに 左の 記事 意味 分り かね 候 間、 何卒 御 報 願 上 候 

原槁 CO 頁の.，； 5;$^ 

(8)  there  exist,  tssidcs  a,  dlaractel.istic  tlg-ure,  hal-dly  any  of  .which  the  SJ;)acin^  (ol-  the 

num13ers」  of  tlio  stl.ljs  al.e  quito  uiffcrent  ,  tlie  circumstance,  however  is  very 

comn-on  in  t;he  radially  sh.Jatsl  t.vpc  

此れ は ：ilial  type の 場合に 出た ハ I モ 二 ッ タスの やうな ものが めったに 出ない の 意 か 
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(0)  t;licj  nmnbor  of  striae  (  ) is  uetel.mlned  l>y 1;he  In.cadijh  of  <;tie  Ibrass  or  the  edge 

of  1;lie  dielectric  p 卜 ate  

此の the  edge は どちら (眞鍮 の 廣ぃ方 か狹ぃ 方？) 

それから その 次の 

1;he  mosl;  figure  appears,  in  t;lie  lasl;  caso  ,  commonly  on  any  one  side  of 

lAe  filament IJy  some  delicate  differences  of  conditions  in  eacli  case 

此の 意味 不明 故 日本 文に て 御 說明願 上 候 どんな、 美しい 形が 何處 にどう 現 はれる のか 全く 知ら 

ぬ 人に は 分らす 一 つの 縞の 橫 側に 何 か 現 はれる のか 或は 縞 全体の 横 側に 何 か 出る のか。 或は 縞の 

末端 即ち 絶緣 板の edge に 出る のか。 出る ものが どんな もの か、 全く 分り かね 候、 

右 校正の 際 何とか 修正 可 致と 存候 

次回より は、 十一 一日に 差し迫り 原槁御 送付の 際 は 何卒 日本 文に て 要点 を 分り 易く 誌した る もの 

御 添付 願 上 度 祈 候、 又 論文 表題 だけ は 相 成るべく は 毎月 三 四日 頃 迄に 少生迄 御 申込 置 願 はれ 候 は 

大 幸と 存候 

右 御 願 迄 草. -申述 候 

六月 十日  寺 田寅彥 

伊藤 様 

二伸 な ほく 御 自愛 益 、、 御 研究 を 祈 候 

此次は ダイ ヱ レクト リクの シ リン ダ の 沿 面 放電 は 如何 に や 
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又絕緣 1^ の 厚さが 一 方から 他方へ 變る 場合 も 

10 七 七 

六 rtr 十七 曰 B 午後 四時— 五 時 下谷區 上野 公園 耩養 軒より 倫敦シ デナム . ゥ H スト ヒル 五一 中 谷 宇吉郎 

氏へ LIS はがき 六 葉 を 封筒に 入れた る もの- 湯 本淸比 古、 坪井忠 二、 筒井 佼正、 平 田 森 =1- 

田 中 信、 玉 野 光男、 芝 龜吉、 宫部直 巳、 東庄 111 郞、 九 氏と Q 寄せ 書 (- 諸氏の 文面 省略) 一 

今夕 例の 睛養 軒で 會合、 例に より 一人で 怪焰を あげ 諸賢 を惱 まし 居候 今日 シム プソ ン よりの 手 

紙 落掌、 君の 宣傳の 効果な らんと 犬に 得意に なり 居候、 

六月 十六 日  不 良 翁 

〔別 葉に〕 

十六 日 

稗 序の 時ヒ ルガ ー でスパ ー ク寫眞 用の クオ ー ッ フリュ オラ イト レ ンズ御 問合せ 願 ひます。 ッァ 

イス 東京 支店へ 賴ん だが 面倒が つて 出来ない と 云って 断 は 〔ら〕 れて しまった、 なんなら 同社 口 ン 

ド ン支^；^も 一 邊 聞て 下さい 


933 


I  o 七 八 

六月 二十 二日 金 午前 十一 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 濱松巿 高射砲 第一 聯隊 第一 一一 中隊 宇田 道隆 

氏へ 〔1? はがき〕 

毎. -御端 書 難 有う 色よ 變 つた 土地で 變 つた 経驗を 得られ 候 事と 羨ましく 被存 候、 からだの 弱い 

人間に は惠 まれぬ 境界であります、」 梅雨ら しい 梅雨期で 草木 五穀に も宜 敷と 存候、 梅雨 を 迷惑 

がる は 人間の 我儘な らん か。 尤も 金曜日 深 川 行の 日 だけ は 降らぬ 事に 致した くと 存 候、」 益ぶ 御 

自愛 御 奉公の 程 祈 候 

六月 一 一十 一 日 

一 0 七 九 

六月 二十 三日 土 午前 十 時 —十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 大岩梨 山 方 寺 E5^: 二 氏へ 

御手 紙 拜見御 安着の 由に て 安神 致 候、 いよく 授業 開始の 事と 存ぜ られ、 一年間の 休養に より 

蓄積せ るボ テン シ アル H 子ルギ ー を 充分に 發 揮され る やう 祈 候、 唯 健康の 保全に は 特に 御 留意の 

程 か へ すく 祈る 次第に 御 坐 候、 

授業料 校友 會費、 洋服 代 並 に 本 月 分 下宿料 割 等 概算 金 八 拾 R 也 封 人 御 送り 致 候 間 御 查收被 下 度 

候、 認印は 別封に て 郵送、 此れ も 御 受取 被 下 度、 蚩曰 籍は 小包に 致すべく 候、 ハンケ チは 附近に て 

新調の 方宜 敷からん との 事に 御 坐 候 
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今日は 五 時 頃 バイ オリ ン の 先生が 來 るので 歸 つた 處東 一 の 友人 一 一人 來りヂ ュ ヱ ッ ト， を やって 居 

るので 犬に おどかされ 候、 おや ぢは ゴダ I ル のべ ルサ— スで大 に いじめられ 閉口、 しかし 矢張專 

們 家 だけに 弘 田さん より は 要領 を敎 はるに， は 好都合の やうに 候、 今度 歸省 の 頃 迄に は 若干 本式に 

引ける 曲 も出來 るかと 存 居候 

堀 田 金 原 其 他 諸家へ よろしく 草よ 

寅 彥 

正 二 殿 

二 仲 かご 屋は御 土產を やれば 又 心配 を かける と 思 ふ 故、 いっそ 今度から やめた 方が い、 か 

と 思 候、 一寸 顏 だけ は 出した 方が い、 でし やう。 

富 永 氏の 御兒 さんいよ く學 校へ 出る やうに なり、 本日 稗 母堂 御挨 接に 御 出に なり、 快氣祝 

のしる し 頂戴 致 候 御 參考迄 に 

一 0 八 0 

六月 11 十六 B 火 午前 九 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 府下 上目 黑駒場 七 六 三 中 m 金 市 氏へ r はがき〕 

猫の 藥を御 達り 致します、 驅虫劑 の 方 を 先に やって、 あとから 下痢 止め を 願 ひます、 

處方は 驅虫劑 の 方、 . 

カマラ ^ 

又 下痢 止めの 方 は  ， 
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猫醫 者..？ 

10 八 一 

六月 二十 七日 水 午前 十一 時 —十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 四 谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 三重 吉 氏へ 〔1? は 

がき〕 

先日 來は 種. -御 高配 難 有 拜謝致 候、 藪 柑子集 所載の 全集 一冊 手に 人れ 度と 存 候が 如何 や、 實は 

少生豫 約し なかった 故、 いつ 出る かも 分らす、 春陽 堂へ 云 ふの も 何だか 變 ですから 御 序の 節御電 

話で 、も 御 申 傅へ 願 度と 存候、 尤も 一 冊 だけ 外して 困る とい ふなら 一 部 購入 致すべく 候 

一 0 八 二 

七月 九 B 月 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 大岩梨 山 方 寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 實 はもう 試驗も 終り 御歸 りの 頃と 思 はる 、 に御歸 りなき 故 如何 哉と 存し 居り 候、」 

別紙 小 爲替御 查收願 上 候、 夜具 類 は 一 且當 地へ 御 持 返り 可 然と 存候、 机 や 書 彻等は 預かって くれ 

、ば 預けて 御 置きになる 方便 利かと 存候、 衣類 等 も 一度 着た もの は 洗 張りの 必要 ある 故 御 持歸願 

上 #： 


ノ  <  .) 散薬と し 一日 三度に 分 服 

ラ ク卜ス 1 / 

今後 は 此の 處方 にて 無病 息災な らん かと 存候、 何卒 {1 敷、 
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余事 は拜 眉の 上い ろく 御 話 承り 可 中と 存候 

右 要 事の み 草. - 

寅 彦 

正 二 殿  ， 

昨日 海水浴の 家を搜 しに 房 州 千 倉へ 參りー 一間の 部屋 を 借りて 參り候 

歸 りぎ わに 一寸 掘 田、 金 原へ は挨接 (玄關 で) だけして 歸りを 願 ひます、 又土產 など 心配 か 

ける といけ ないから 乘車 前に 顔 だけ 出した 方が 宜 敷からん か 

一 0 八 三 

七月 十九 B 木 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 四 谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 三重 吉 氏へ 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 新聞 廣告で 出た 事 だら うと 思って 早く 君の 鮮說 を拜 見した く 心 待 

ちに して 居た が 一 向本 をよ こして くれないので 一 昨日 電話 を かけて 見たら、 取調べ の 上 送る とい 

ふ 大層 權 柄な 返答で したが、 兎に角よ こして くれる 事と 思って 居たら 昨日 もとう く 來 す、 今朝 

叉 電話で 聞いて 見る と、 番地 や 何 か を 聞 取って 丸で 毅柑子 先生の 存在な ど は 御 承知ない らしく 少 

ぶ 幻滅 を 感じました。 それで 本 は 今日 送る と は 云った が あの 調子で は實 際よ こす かどう か 心細い 

次第であります。 今日 もしよ こさなかったら 御迷惑ながら 大兄よ り 御 嚴命を 御 願 致す 外方 法 はな 

い 事と 思 ひます 天下の 形勢が この 有様 故印稅 など は 如何な り 行く 事に やい とく 心細き 次第で ， 

あります 尤も 始めに 承諾 を與 へた 時に 印 稅の事 は 一言 も 話 をし なかった から、 此 著者 印稅 不要 S 


と登錄 されて 居る のか も 知れす、 併し 考 へて 見る と 大兄の 御推擧 によると は 云へ 明治 大正 文學者 

の 仲間 人り をした の だから 印稅 はとれ なくても 大に滿 足しなければ ならない のか も 知れす 御 一 笑 n 

併し どうも 本 を 一 冊 もよ こして くれないのに は實際 しょげさせられました、 大兄の 寒月 論 を 早く 

拜見 しないう ち はどう も 子供の やうに 待 遠し くて 困ります。 御 序の 時 春陽 堂へ 御 眼 玉 を 御 願 致し 

ます 

右 御 返事 御 願 迄 草. - 

寅 亲 

三重 吉樣玉 案下 

I  0 八 四 

七月 二十日 金 午前 十 時-— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 四 谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 一一 一重 吉 氏へ 

昨日 御 電話の 時人 浴 中で 失禮、 山出しの 女中の 素朴な 取次で 一層 失禮 しました、 春陽 堂への 御 

小言 奏効、 即夜 上、 一、 並 五 冊 届けて 參 りました 鮮說 早速 拜讀 一人で 鼻を高くし ましたが 椎蕈で 

はなくて 空 也 餅の ひっか、 り 場所の 一 節に 到って 少ょ しょげました、 兎も角も おかげ を もって 明 

治 大正 文 學史の 中へ さ、 やかながら 影 を殘す 事の 出来た 事 を 感謝 致します。 どうも 難 有う 

其 內印稅 をと つたら 一 度お ごる 事 を 許して 頂 度い と 存じます 草.^ 

七月 廿日  寅 日子 

三重 吉樣玉 案下 
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一 0 八 五 

暴 

七月 二十 五日 水 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千葉縣 安房 郡 千 倉 町 高 撟方寺 田 御 一同へ 〔封筒な し〕 

今 無事に 歸 りました、 御 安神 下さい、 市 川 邊で夕 揚が 奇麗でした そちら も 同様 だら うと 思 ひな 

がら 見て 来ました、 なんだか 秋の やうな 風が 吹いて 冷し いに は凉 しいが まだ 本當 の天氣 になら な 

いので はない かと 思 ひます、」 歸っ て 見る と いろんな 用事が 押し かけて て 居る ので あすから は 又 

驅け 廻らなければ なりません 

田 丸さん の 御嬢さんが 永い事 御病氣 だった のがお 亡 < なりに なった さう で 誠に 御氣の 毒で あり 

ます、 

手紙が 來て 居ました から 同封で 送ります 

右 安着 御 報 迄 あと は 後便に 讓 ります どうか 手紙 をよ こして 下さい 

七月 廿 五日  父より 

1: 一同 樣 

月が 變 つたら 電燈を か へ て 貰 ふやう にもう 一 度 御 話しなさい、 

I  0 八 六 

七月 二十 八日 土 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ千 葉縣 安房 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ 〔封筒な し〕 

色.^ 忙 かしかった もの だから やっと 今日 約束の 品 を 小包で 御 送りし ます、 叉 入用な ものが あれ 
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ば 追 i に 御 申 越し を 願 ひます、 

毎日 どうして 御暮 しです か、 幸に あれから 天氣っ きで 好都合であります、 時々 は 海へ も はい 

ります か- 

う ちで は變 つた 事 もありません、  朝顔が 段ぶ 延びる が 未だ 花 は きません。 三毛のお なか は隨 

分 大きくな つた、 子猫 は 毎日 虫ば かり 搜 して 食って 困ります、 まだ 時ぶ 親の 乳 をし やぶります 

庇 や 雨 トヒの ペンキ をす つかり 塗り かへ ました、 

うちで は 存外 用事が 多くて 一 一人の 着物 を 縫 上げる 暇がない さう で、 その ま、 今日 一 所に 達る さ 

うです からどう かそ ちらて 縫 ふて 着て 下さい。 

二日 毎に 手紙 をよ こして くれる 普の が、 どうした 事 か 未だ 一度 も 便りがない やうです が、 どう 

いふ 譯で しゃう、 矢 張 こちらで は 心配す るの だから、 時. -は端 *1 でもい、 から 日々 の 動靜を 知ら 

せても らい 度と 存じます、 兎も角も 小包が 着いたら 御， -報 下さい、 さう でない と 着いた のか 着か 

ない のか も 分りません、 かう いふ 事 は 今から 習慣 をつ けて おかないと 大きくな つても だら しのな 

い 人になります。 

小言 は 此れ 位に してお きまし う。 どうか 健康 を 御注意、 不良 御用 心、 宿に よろしく、 

七月 廿 八日  父より 

猫 迄 一同 

御 一同 樣  ♦ 

たかに もよ ろしく 
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正 ちゃんの 友達の ハガキ 封入 

lo 八 七 

七月 二十 九 B  B 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より， 千葉縣 安房 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有う、 いくら 待っても 音沙汰がない ので 少々 ヒ カン、 叉 V>1  ムク、 ところが 昨夜 手紙 

が 来て 一 同元氣 のい 、様子が 一 枚の 書簡 it の 上に チヤ ント現 はれて 居る ので 急に ぎ 又 安心し 

ました。 〇 と X はどう 採点して よ いか 分らす 先づ みんな 「乙」 位の 處 にして ゴ マ 力 シテ おき まし 

やう ピ 北 川さん とい ふの が來て 下さった 由、 あれ は あなた 方に 話して おくの を 忘れて. 居た から 

變に 思った でし やう。 田 中 信と いふ は 今年 卒業した 理學士 で、 今 航空 研究所で 私の 助手と して 研 

究 して 居る 人です、 その 人の 御母さんが 千 倉の 小 西と いふ 家から 來て 居る のであります。 はじめ 

に 私達 千 倉 へ 行く とい ふ 計 畫を田 中さん に 話して あつたので、 田 中 君が 內々 千 倉の 御 親類 へ 家 を 

搜 したりす る 事 を賴ん であった さう だが、 私 は それ を 知らないで 居た のでした。 その 北 川と いふ 

方 は 東京に も 長く 居た 人で 都合が い、 から 何 かの 事 を賴む やうに 田 中 君から 云 はれて 居た が、 知 

らぬ 人に 厄介 を かける と氣の 毒と 思って、 それなり にして、 あなた 方に も 話さないで 居ました。 

どうか 今度 會っ たらよ ろしく 云つ て 下さい。 

昨日 は 朝は理 研で 御客さんに せめられ、 午後 は 田 丸さん の 御 葬式、 夜 は 地震 研究所の 人が なく 

なって 遣 骨を鄕 里へ 持ち 歸 るの を 東京 驛に 見途 りな どした が、 暑くて 苦しかった、 今日は 日曜で 

少し くつろいで 居る 處 です、 曇天で 風が 凉 しい。 庭 を 見る とォ イラ ン 草の 花が 今 盛り、 夾竹桃 は 
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未だ 疾 かす、 中庭の 方で は、 ナル ホド、 葉鷄 頭が 二三 本 生長して 居ます ピ 東 一はう ちにば 力り 

居る やうです が、 あなた 達から も 千 倉 行き をす、 めて やって 下さい。 今夜 は 東 一 の 友達が 來て四 

重奏 (？) を やる 事に なって 居ます。 ピアノ は 調律した が、 ハ ン マ ー のフ H ルトが 余り ヒ ドクな つ 

たので 此れ を 取換へ る爲 に、 ハン マ— 全部 取 外して 持って 居って しまった、 それで それが 直る 迄 

當分 ピアノ は 使用 中止であります。 

猫 も 無事、 ボ— ャは明 方に はきつ と 一 一階へ 來て 人間の フ ト ゾ で寢て 居ます 三毛 は 暑い のと 腹の 

重量と で 大抵 寢 ころんで ばかり 居る やうです、 

千 倉 は 矢 張 要塞 地帶 であり ますから 戶外寫 生 はいけ ません、 併し 窒內 や、 畑の カボ チヤ や 唐 も 

ろ こしの 寫 生なら い 、でし やう 

風 H: に は 人って 居ます か、 からだの 汚 垢 を 洗 ふこと、 精神の 汚 ii? を 洗 ふ 事と は 矢張り 關 係が あ 

る やう に 思 ひます、 幾日も 虱呂に はいらな い で 何とも 思 はない やうな 時 はや はりだら けて 居る や 

う に 思 ひます、 

また 時 i. 手紙 をよ こして 下さい、 草ぶ 

七月 廿 九日 .  父より 

御 一同 様 

雪 子への 來狀 同封 

I  -OAA  »    I 
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七月 一一 一十一 B 火 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 濱松市 高射砲 第一 聯隊 第三 中隊 宇田 道隆 氏、 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 中 主兀氣 に御暮 しの やうで 喜ばしく 存じます、 先日 柴橋 君理 研へ 

見え 御 傅聲難 有う 御 坐い ました、 

少生 尺八の 論文 は大 學紀耍 第一 一十 一 冊 第 十 編と なつ て 居ります。 叉 東京 數擧 物理 擧會 記事 Vol. 

二 I  ( 一  九 〇 六 年) の 第 四 号に 摘要が 載って 居ります。 此れ等の 別 刷が あつたので すが、 なにしろ 

二十 二 年 も 前ので、 何處へ 行った か 分ら なくなりました。 併し 大擧の 方に は 未だ 紀要の 淺本は あ 

る 事と 思 ひます から、 頼んだら 貰へ る 事と 思 ひます。 もし くれなければ 定價六 拾 戔で丸 善から 取 

わます 

右 御 返事 迄 草よ 申 上げます、 なほ 御 自愛專 一 に 存じます、 

七月 卅日  寺 田 

宇 田樣 

俳句 面白く 拜見 

H クク に 乘らぬ 日 もな き 暑さ 哉 

これ は少 M 月並 シカ シ近狀 であります 

10 八 九 

七月 三十 IB 火 午後 五 時— 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 倫敦シ デナム. ゥ H スト ヒル 五一 中 谷 宇吉郎 氏 

； 〔封筒 の 裏に "If  not  delivered  return  to  T.  Terad?  University  Tokyo" と あり〕 M 


毎度 御手 紙 を 難 有う、 色ぷ 面白い 御 報知 を 下さって そちらの 狀况を 想像す る 事が 出来ます。 僕 

は 君に 手紙 を 書かう と 思 ふと どういう もの か 非常に 重い 氣分 になって しまう のでつ い/ ひどく 

御無沙汰 しま した、 今度の 御手 紙で は 君 も 大分： 兀氣を 恢復 された ようで 僕 も 少し 明るい 氣分 にな 

つて 此れ を かきます  ， 

僕 は相變 らすノ ラ リク ラリ として 居ります が 研究室 諸氏 はみ な 勉强續 々 面白 い 結果 を 線香花火 

の 火花の 如く 飛び出させて 居ります。 

一 一階 廊下の 突當 りの 大きな 部屋 を 貰って そこで 湯 本 君と 平 田 君と が實驗 して 居ます。 湯 本 君 は 

今 混合 瓦斯の 燃 燒の事 を 彙報へ 纏めて 出す ので 原槁を かいて 居る。 平 田 君 は 珊瑚 や 水飴 ゃスパ ー 

クの X レ I アナリシス を やる 傍、 ガラスの 破れ 方 を やって 居る、 いづれ も 面白し (西洋人に は秘 

密々々 ) 筒井 君 は 針金 をね ぢ つて 例の 實驗 遂行、 山 本 君 は 報吿を かく 上から 必要な 補充 的 實驗と 

寫眞 の檢査 測定に 忙 がしく。 內崎君 は 例の 火災 統計 それから 幅 射で 板の 溫 まる 實驗、 それから 石 

油の 焰の 進行 速度 (フィルム を 廻して 寫眞) で 此れ も 手一杯。 僕 は 不相變 万屋で 地震 航空 は 勿論 

です が、 例の ギリシア、 へ ブライ、 etc. それから 夏 休 中に 岩波 思想 講 坐の 原 槁をか \ ねばならす、 

連句 もやらなければ ならす。 セロ、 ヴァイオリン。 おまけに 叉 息子の 友人と 時々 ベ ー ト ー ヴェ ン 

の敍樂 四重奏 もやる。 そして 愈々 波動 カ學 に降參 して 此方 を 勉强し スパ— クへ 早速 應 用し やうと 

いふの だから (此れ も大 秘密、 しゃべつ てはいけ ません よ、 吃 度です よ) やり切れません。 

田 丸 先生の 御嬢さんが なくなり、 地震 研究所で 坪 井 君の 手傳 をして 居た 東 君が 突然 病死 (脚氣 

衝心の やうな もので)、 ベ マ 日 は 又 僕の クラ スメ  I ト田中 館 寅 士郞君 (老 先生の 令弟) が なくなった。 
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一 月 位 前に は 熊 本 高校で 理科の 同窓 岡 野 君が なくなる。 頗々 として 近火に おびやかされて 居ます。 

僕の 同年 卒業生 八 人の 中 六 人 死んで 田中舘 君と 僕と 一 一人に なって 居た のが、 今日から 僕 一 人に な 

つてし まった、 「此次 はお 前の 番 だよ」 とい ふ聲が 聞こえる。 此れ は 間違いの ない 平明の 事實 であ 

ります、 唯 「何時？」 が 問題で ある だけであります。 此れが 本當の 「死 損い」 であり まし やう、 

顧みて 孤影 稍然 たる ものが あります。 罪 亡しにせ めて 研究で もせい くつ 1- け まし やう 

大學 中期 擧生 (東京の) が 一 人來て 「金 米搪」 の 實驗を 休暇 中 やって 居る。 存外 面白い (此れ 

は 秘密に あらす)」 線香花火 のがべ リヒテ ー に來 ましたね。 「柳」 や 「チリ ギク」 が 世界的に なつ 

たから 可笑し い、 曙 町の 古 強が 一 人で にや-/ \- して 居る 處を御 想像 願 ひます 

スパ ー クの スペクトル 藤 岡 君が 休み中に 纏めて かいて くれる 害、 學士院 と、 理硏ぺ ー パ ー 兩方 

へ御兩 君の 名で 出します から 惡 しからす 此の 結果 を 引用して、 スパ— ク 論で 少ぶ 氣焰を 吐き ま 

すから 此れ も惡 しかす」 

水晶 レンズの 件 御報雞 有う、 もし 法外の 高價 でな けれ は、 どうか 至急に 手に入る 方法 を 御 願 致 

します。 實は 高嶺 君から ツァイスの 方へ 一 つ 頼んで 貰った がそれ は 余り 明るくない 害 故、 その ヒ 

ルガ— の 明るい やつ を 是非 願 ひます、」 それから gas の もれない コ ック もどう か 三つ 四つ 御 送り 

(或は 御 達ら せ) 願 ひます 

ァ ルゴ ンは 東京 電氣 から 得られる さう で (余り pure ではなし) 今 聞 合せ 中であります。 併し、 

今少し small  volume で 同じ 事の 出来る 方法 を考 へてから にしゃう かと 考 へて 居ます。 つまり も 

つと 10さ volt で 小さな spark で そして long  spal.k と 同じ 構造 を 出す 条件 を 求めて 見て、 それ M 


が 得られたら、 小さな 容器で 出来る と 思って 居ります"」 北大 伊藤 君の 實驗 いよく 進涉、 どう 

も 僕の elettric  columnar  vortices の 考が眞 に 近 さう に 見えて 來る らしい、 どう だか 分らない が 

密かに^で あります。 

理 研に 来て 居た ラボル テ とい ふ 西洋人、 僕に 會 はせ ろと、 高嶺 藤岡兩 君に 迫り、 とうく 燕樂 

軒で 一 しょに 飯 をく つた、 下手な 英語で 散々 吹き飛ば したので あとで 少し 氣の 毒に 思って 居る 處 

であります。 併し 日本人に もい ろ/ \- 種類の ある 事 を 知る に はよ かった かも 知れない」 

うちの モガ 連に せがまれ、 房 州 千 倉に 部屋 を かりて 先日 連れて行き 正 一 一 を 監督 (？) にして 殘し 

て來 ました。 八月 中旬 理 研の 休みに 一 寸 行つ て 見て 來る つもりであります。 東 一 は 厭せ だか 神ケ 

ィ だか 兎に角 學校 がいやに なって なまけて 居ます。 なにしろ 家 內中淺 らす氣 狂いの やうな もの だ 

から 妙な 工合であります o」 

勝手な 事ば かり 述べて 失 鱧、 御 自愛 專ー、 お 互に 元氣 に戰鬪 をつ- V け まし やう 草ぶ 

七月 一  日  寅 

宇 吉郞 先生 

一 0 九 0 

七月 三十 IB 火 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉縣安 143 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 £ 御 一同へ 〔封筒な L〕 

神 手紙と はがき 難 有う、 昨日から 今日へ かけ 齢 風 襲來、 濱邊 の-: 風の 日 は隨分 ひどい から 困って 

御出での 事と 思 ひます が 此れ も 一 つの 経驗で 生涯の 思 出に はなる 事と 思 ひます、 此間 中波の 荒 か 
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つたの は 所謂 土用波で、 今 来て 居る 殿 風が 大平洋 の 遠い 彼方で 荒れて 居た、 その 餘 波が 傳 はって 

来て 居た のでし やう。 

北 川さん に 色々 御世話になる さう です が、 どうかよ ろしく 御傳 へ を 願 ひます いづれ 今度 行った 

時、 私から 御挨接 致し まし やう。 . 

海が あれて は 漁がなくて 魚類 は拂 底で 肴 好きだと 弱る でし やうが みんな さう でもない から 多分 

矢 張 玉子 や 牛 カンで やって 居る 事 かと 思 ひます。 併し 天氣 になって 漁が あり だしたら、 少し はい 

ろくの 魚 を 食 ふ 事の 練習 をす るの もよ く はないで しゃう か。 濱邊 へ來て 魚類 を 食 はな いのは 余 

り變り 過ぎて 居る かと 思 はれます。 

試に 數 日間の 食事 献立表 を 御 報 願 ひます、 お父さん は それに 多大の 興味 を 感じる 次第で ありま 

す 

今朝 八 時 頃でした、 御客様 だとい ふので 出て 見る と、 二十歳 位の 學 生で 知らない 人です、 折 柄 

の 暴風雨に づぶ 濡れに なって 居ます。 聞いて 見る と 私と 同年に 卒業した 理擧士 の 長男 だとい ふ 人 

でした。 そして 今朝 その 人の 父上が 病院で 亡くなつ たが、 こちらに 親戚 も 親しい 友人 もな く、 ど 

うして よい か 分らす 途方に くれて 居る とい ふ 事でした、 それで 私 は 早速 病院へ 行って 見舞つ て來 

ましたが 赤痢で 亡くなつ たさう で 實に氣 の 毒でした、 あとに は 未亡人と 子供 五 人で 一 番少 さいの 

が 未だ 四才 ださう です、 その 御母さんと いふの は 先年 亡くなられて 今のお 母さん は 継母 ださう で 

す。 世の中に はいろ./ \ の 不幸な 人 も 多い 事であります。 此の 人の 家 は 財 產も貯 へ もない らしい 

から 此れからの 生活が 中、 么大變 だら うと 思 ひます 
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I 叉 例の クワルテット を やりました、 此 前より は 少し はまし だった つもり。 今夜 は 酒 井さん 

,^^^1  <  明日 ヴァイオリンの 先生が 来る 害。 慰みの やうで も かうな ると 矢張り 中立 忙 がし 

いし 苦しく も ある、 并 しその 苦しい 處に本 當の樂 しみ は あるかと 思 ひます。 此のお やち 五十 年の 

よると f しゃう と 思って は 樂は决 して 得られす、 苦しみ I んで 几帳面に 物事 を 遂行す 

る 事に よっての み 本 當の樂 と 幸福が 得られます" 

とんだ 售 しゃくに なりました、 なほく 健康 大切に 願 ひます 草よ 

ト，  父より 

七月 卅 一 日 

御 一同 樣 

宿/もた かへ も 北 川さん へ も宜敷 

正 二への 手紙 一通 ) 同封。 御讓  . 

彌 生への ハガキ 一葉、 

lo 九 一 

\ 月 一日 K 本 郎區駒 人. 一 曙 町 二 四より 千 葉縣安 《S3 都 千 倉 町 高 橋 方 寺田彌 生、 寺 m 雪 子、 二 氏へ 〔封筒な し〕 

皆さんから 御手 紙 を ありがとう。 皆舊 ない と 矢 張 淋しい やうであります、 心 持 力 しらない 力 

猫等 もなん だか 淋し さう であります。 どうか 時. & がきで もよ こして 下さい 何でも 注文の 品が あ 

,5^SH 云つ て來て 下さ い。 

雪 子の 金 谷 行 は、 東 一に ー處に 行って 貰う やうに 父さんから 懇願して やります、 命令で はあり 
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ません、 可愛い 、妹 達の 爲に 甘んじて 護衛に 行く ことによって 本當の 自己 を 見出す と レふ六 力し 

い 哲畢的 研究の ためにす \ めて やります、 此れ は笑談 ではありません 

一 一三 日來 植木屋が 來て 庭が 少し 明るく りました。 私 は 夜中 庭の 籐椅子で 星 を ながめる とい ふ 

年中行事の 一つ を 毎夜 繰返して 居ます、 そして 時ぶ 神 田へ 行って アイス タリ ー ム、 アイス カフェ 

1 を享樂 します ：••： ズ ル ー ィ 1E; 千 倉の 寺 田屋の アイス クリ ー ムは 少し けんのんな 感じが する- 

一番 安全な の は 西瓜 かも 知れない。 尤も 多量に やる と 叉 赤痢が こわい から、 小さい の を 買って 其 

時く に 一 度に 食って しまへば 安全で しゃう。 サ イダ ー も變 なの はやめて、 「金 線」 か 何 か 素性の 

正しい やつに して 下さい。 

水浴 時間 は 大体 制限 しないと 危險 です。 はじめの 內は 短く、 段. - からだが 馴れる につれ て 長く 

する の はい 、でし やう。 要するに 余り 疲勞 しない 程度と いふので 判断が 出来ます。 宿の 子供 等の 

樣な、 馴れた 人達と 同樣 にやって はた まりません 却って 健康 を 害します、」 夜ね ると き 腹 を 冷や 

して はいけ ません よ、 さやうなら 叉 

八月 一日  父より 

彌 生 様 

雪子樣 

二伸 どうか 時.^ 手紙 を 下さい、 貞 によろ しく、 宿の 人達に もよ ろしく 

一 0 九 二 
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八月 三日 金 本鄕 -tel 駒 込 曙 町 二  SI より 千葉縣 安房 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 E 御 一同へ 〔封筒な し〕 

毎度 御手 紙 難 有う、 なにしろ 此ぅ 雨天つ きで は 御 困りの 事と 思 ひます。 さう 朝から 晚迄 トラ 

ムプゃ マ ー ジャ ン ばかり もやって 居られ まいし 讀む もの 、種 も盡 きる だら うし、 尤も 學 校の 課業 

も 少し は 復習で もす る 方が 宜し いか も 知れません 

小 西さん i: 尋ね 被 下し 由、 田 中さん の 御母さんの 御 里の 方で あらう と 思 ひます、 どうか 宜敷御 

傅へ を 願 ひます。" 

ス ウイ ー ト ポテト ー は 今 は 時候で ないからない のみなら す、 とても もちません。 今日 松屋のお 

菓子 部へ 行って 聞いて 見た が 此の 蒸し. （- する 天氣 では どんな 生菓子で も 三日と は 持てす 殊に 小 

包な どに してむ し 込んで は 到底 だめとの 事であります。 甘納豆なら 一 週間 位 はい、 だら うとの 事 

だから、 此れ を 少しば かり 送ります。 着いたら すぐ あけて 風 を 通して 下さい。 そして カビ たり、 

臭くな つたり して は 居なかった か、 成 蹟を御 一報 願 ひます。 

私 は此頃 午前 だけ 理 研へ 行って、 午後 はう ちで、 岩波 思想 講 坐の 原槁を かく 事に して 居ます。 

そして 不相變 夜はセ 口 ゃヴ アイ オリ ンを やって 居ます。 

此頃 子猫の ボ j ャは 三毛に じゃれて は 怒られ プ 1- 吹かれる ので 人間ば かり 追つ かけて 居 ま 

す。 明 方になる と 二階へ やって来る 今朝 は 寒かった からか 私の 床へ もぐり 込んで 來 ました。 晝間 

は 机 や 箪笥の 上で ねて 居る。 今 見たら 應接 間の テ ー ブ ルの 上の 團扇を 人れ た 籠の 上に おさまって 

ねて 居ます 

天氣 ももう  一 ；. gn: 中にはよ くなる でし やう、 しばらくの 辛抱であります 
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別封の 手紙 は、 宛所が 小石 川區 となって 居た ために 郵便局で 手間 どり 附隻 つきで 昨日 到着、」 

どうか 千 倉の 宿所 を 知らせて やって 下さい。 草よ 

八月 三日  父より 

御 一同 樣 

I  0 九ミ 

八月 五日 B 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ千 葉縣安 lOlS 都 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ 「封筒な し〕 

毎度 御 一同からの 御手 紙 難 有う、 おかげて 様子が 分って 安心 もし 又 愉快であります。 食事の 献 

立 表 は 最も リアルに 感ぜられて 面白かった。 しかし 濱邊で (不漁 かも 知れない が) さかなの なま 

ぐ さ氣が 余りに 少ない のが 少 、、不思議な 感じ もします、 すこし 營養 不充分で はない かと 考 へられ 

ます。 漁が あり だしたら 勉めて 魚肉 を攝 取され る 事 を勉强 される やう に 願つ てお きます。 

天 氣が中 ぶ 恢復 せす 定め て 閉口して 居 る 事と 存じます。 おばあさんが もし 生きて 居 たら 毎日 心 

配ば かりして 病氣 になる かも 知れない と 思つ て 居る ところです。 しかし 窒內 運動が 大分 盛 ださう 

で、 宿の 主人 主婦 は 多分 弱って 居る でし やうが、 まづ く元氣 のい、 事 だけ は 分って 喜ばしく 思 

ひます。 併し 余り 度を過ごして 宿から 退去 を 命ぜられ、 千 倉 町から ボイコット を 食 はされ ない 程 

度に 止めた 方が よい かと 考 へます 

新聞で 見る と、 海水が 何處も 汚れて 病毒が 多い から、 晴れ間が あっても、 海に はいらな いやう、 

天氣 になつ て もす ぐ はは いらない やうに との 注意が ありました、 御用 心、 
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私 は 毎日 單 調な 生活で 變 つた 事 もありません、 東 一は 相變ら すであります、 天氣 になったら 千 

倉へ 行き さう に 云って 居ます。 母上 は 昨日 大阪の 國澤の 御母さんが 來泊、 今日 雨の ふるのに 二人 

で 伊香保の 方へ ー晚 どまり で 行きました、 兼てから 國澤 さんに 誘 はれて 居た のであります。 うち 

はいよ く靜 過き る程靜 です。 猫の 親子 も 淋し さう であります。 

私 は 入齒が 破損し かけた ので 明日から 能 勢 齒科醫 、へ 行って 新調し ます。 

十日 過ぎに 一度 私が 行きます、 多分な ほ を 連れてた かと 交代しても らふ 事になる でし やう、 ど 

うか その 積り に 願 ひます、 日が きまったら 叉 知らせ ますから、 その 日の 朝た かに 其 地 を 立って 歸 

る やう に 御 含み 願 ひます、 

金子 は どの 程殘 つて 居ります か、 御知らせ 願 ひます、 米と 炭 は、 何分の 一位に なりました か、 

此れ も 參考に 御知らせ 下さい、 達 金の 參考 になります、 

森の 番地 は 「市外 駒澤町 上馬 九 八 七、 森 博 道、」 であります、 博 道貞子 二人 宛で やれ は 病人 も 

喜 ふでし やう。 別 役 伊野部の 伯母さん にも 籍は がきで もやれば 喜ぶ 事と 田 心 ひます。 

正 二の サルマ タは、 當 地から 小包な どて 送る よりそ ちらの 店で 買った 方が 重寳 であらう と 思 ひ 

ますから どうか さう 願 ひます 

彌生 ちゃん 雪ち やん も 少し 復習 をす ると、 却つ て 遊ぶ 時の 愉快 を增 進す るかと 思 ひます 

八月 五日 午後 五 時  書齊で  父より 

御 一同 樣 

いづれ へ もよ ろしく 
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一 0 九 四 

八月 七日 火 午後 九 時— 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

钾 手紙 難 有 拜見少 生 こそ 大變に 御無沙汰 致しました 先日 御 出 發の夕 は 大變に 色よ 御馳走に なつ 

たので あとから すぐに 御 禮狀を あける つもりで 居た が、 その 手紙が どうも 唯の 月並の 手紙で はい 

けない やうな 氣 がして、 何 か 一つ 一 代の 名文 句で も 並べた 上で ない といけ ないやうな 氣 がして 少 

し 硬直した 爲も あるが、 實は 子供 等 を 海水浴に 輸送し、 世帶を かまへ る 事 を やったり、 又 例の ル 

クレチ ウスの 執筆 やら、 セロ、 バイオリン、 それから 叉 クワルテットの 練習 やらに 追 はれて つ ひ 

く 御無沙汰 遂に 大兄に 先鞭 をつ けられ 何共 申譯 なき 次第であります 平に 御 寛容 を 祈ります 

先日 はお ゃぢ敎 育の 御 思 召 を もって 有益なる 丁 ftp を 御 授けに 預かり 旁. -叉 大兄の 鼻下 筋肉 

-の彈 性 を 測定す る 機 會を與 へられて 難 有う 御 坐い ました、 實に 近来に ない 珍ら しき 体 驗を得 まし 

た 此れに 關 する 感想の 一 端 は 今度 拜 眉の 機 を 得て 親しく 淸聽， を 汚し 度と 樂 しみ 居候、 

ル クレチ ウス をい よく 書き出し た處 が、 書いて 居る うちに 段 よ 舆奮を 感じ て來て 知らす-,^ 

平日の 不平が 甚だしく 主觀 的の 色彩 を もって 筆の 先に 發 露し、 論理な どは滅 茶く になり さうな 

ので 少し 困って 居ます が、 まあ/ \*1 いてし まって からと 思って かまわす *1 いて 居ます、 どうも 

今迄 書いた もの 、うちで 一 番長たら しい ものに なり さう であります。 ルクレ チウ スは讀 めば 讀む 

程 現代の 科擧の 根本に 肉迫して 居る を 感じ、 未来の あらゆる 展開の 方向が 默 示されて 居る やうな 

氣 がする ので 驚いて しま ふ 
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天候 は 一寸 珍ら しい 異常です が、 たしか 大正 五 年の 夏 こんな 風だった かと 記憶し ます、 子供 等 

が 矢張滯 §2 海水浴に 行った 歳で ありました。 その後 一 度 もとまり がけの 海水浴に は 行かす 十一 一年 

の 後 再び 行く と 同じ やうに 雨ば かり 降る のであります。 尤も 此れ は 大陽黑 占-: の 週期が 十 一年で あ 

るから 天候の 方の 類似 は說明 出来る が、 寺 田 寅彥の 子供の 海水浴と 大陽黑 点の 關 係に 到つ て は、 

此れ はル クレチ ウス に 聞いても 木 村 鷹 太 郞に伺 ひ を 立て.、 も 分り さう もない。 結局 偶然の する 外 

はありません。 唯 かう いふ 天氣 がつ くと セ 口 の絲が 無闇に 切れる ので それに 一 番 苦痛 を 感じて 

Ishv ます 

人齒が 段え に壽 命が 盡 きて、 此 頃に 到って 終に 割れ目 を 生じ 今に 一 一つに 破れさう になった ので 

奮發 して 今日から 齒醫 者へ 通い 始めました。 私 は齒醫 者の あの 仰々 しい 椅子に のせられて、 大き 

な 口 を 開かされて じっとして 居る 時に、 最も 意久 地な く 憐れむ ベ き 自己 を 見出す、 . だから 齒醫者 

へ 行く のが どうも オック ゥで いけません 

春陽 堂 を あてに して 色. -使 ひこんで 苦しくな つたので 妻に 電話で、 いつ 頃印稅 をよ こす か を 聞 

かせたら 八月 末に 御 届けし ますとの 事で ありました。 今度 御上 京の 節 は必す 大兄 を勞 して オト ギ 

ク へ屆 けさせる 事に 計畫 中であります。 如何 哉。 

岩波 は 其 後 何の 便り もありません。 多分 寺 田寅彥 などの 存在 はあり 得ざる 現狀 にある 事と 推察、 

別に 不平 もありません。 忘れて 貰って 居る 方が 今の 處 好都合、 あんまり ルクレ チウ スゃァ ー レ 一一 

ウスの 催促で もされて は 却って 閉口し ます。 ふだん は 向 ふで 忘れて 居て くれて、 此方の 用の ある 

時に ちゃんと 希望 通りに して 貰へ ると 一番い 、かも 知れない。 併し 鬼に 角 「思想」 の癡刊 とい ふ 
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ノ  — シ ヨン そのもの が 岩波 書店と いふ 一つの スピリチュアル な 存在に 大きな ショック を與 へ る で 

あらう と い ふ 事 は 恐らく 直接 關係 ある 吾 々 のみの 感じで はないだ らうと 思 ひます。 

少生 十日 頃 一 寸房 州へ 行き 一 晚 泊り で歸る 事に して 居ます。 附添 女中の 交代の 爲 であります、 

十一 一日 は それで 在京の つもりであります a 十三 日から 十九 日 迄 理研も 休みで 此 間が 本 當の丸 休み 

であります 

八月 六日  寅 

豐隆 大兄 

R タクに 乘らぬ 日 もな き 暑さ 哉 (請!,. 力 s^f: ^細， か) 

一 0 九 五 

八月 九 B 木 午前 十一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 千葉縣 安&? 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 正 二、 寺田彌 

生、 寺 W 雰子、 三 氏 へ 【： はがき： 一 

毎度 御手 親 難 有う、 私の 行く 日 はま だはつ きりし ません、 それ は 入 齒の改 製 中 だからです。 併 

しな ほ は 十一 一日に そちらに 行く 事に きまりました。 それで たかは 十一 一日の 朝の 早 い 潔 車で 歸 京す 

る やうに 御用 意 を 願 ひます 。一 その 中に 東 一 を やります からさう したら 正 一 一は 交代で 歸 京して 下 

さい、 仙 台の 方 も その上で 行ったら い、 でし やう"」 今日は 珍ら しく 晴天、 しかし 何となく 秋冷 

の氣 候で 水浴な ど は 出来さう もない ピ 北條 舘山那 古の 方で も 見物に 行って は 如何です か、 那古 

の觀 音な ど 名所の j つであります。 白濱？ 迄 遠足 も A 別决 であり まし fei つ。 
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いづれ 數日 內に參 ります、 

御大 事に、 いづれ へ も宜敷 

lo 九 六 

八月 十二 B  B 午後 零時 I 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 岸 和 田 市 沼 町 堀 田 正 男 氏へ 

謹啓 責著 歌集 「運命の 旅」 御 惠與難 有 拜謝致 候、 一度 拜誦致 候、 乍失禮 非常に リアルに 强ぃ 

印象 を 受け 候 やうに 被存 候、 少 生に は 矢 張 深夜に 犬の 首 ふる 音 や、 料理屋の 裏の ス ツボンの 甲羅 

の 如き もの を 通じて 間接に 表現され たもの k 奥に 却って 直接に 歌 はれた ものよりも 更に 深き 作者 

の 主 觀を感 する かと 被存 候。 

右御禮 旁拜誦 後の 偶感 を 申 述候非 禮の罪 平に 御 海容 被 下 度 祈 候 . 不盡 

八月 十 一日  寺 田寅彦 

堀 田 正男樣 

1 一伸 稗 自愛 を 祈 候 

10 九 七 

八月 十四 B 火 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千葉驟 安房 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ 〔封筒な し〕 

昨日 は 御 邪魔 致しました、 併し 御 一 同の 稗 無事の 御 様子 をた しかめる 事が 出来て 大變に 喜ばし 

く 又 安神 致しました、 どうか 此 上ながら 御 自愛 を 願 ひます 
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-华 s 和昭 


a. 見 5;H<1 り 難 有う、 うまい 工合に 自動車 をつ かま へ て 停車場へ 着いて 見る と 四時 四十 何分の 急行 

の 出る前で ありました、 此れ は朝乘 つて 行った 急行の 同じ 列車が 鴨 川で 一 服す つて 東京へ 歸 つて 

行く のでした、 都合の い 、列車 だから 北條 から は うんと 澤山乘 り 込み 少し 暑かった が 鬼に 角 無事 

八 時 何分 かに 兩國 着なん だか 草臥れた やうであります。 

裁縫の 品の 事 其 他 御 傅 言 それ/ \傳 へ てお きました から 左樣御 含み 願 ひます。 

正 二 は ピアノが 直って 居ない ので 不平、 私が 歸 つたら 蓄音機 を やって 居ました、 二 時間 位 はや 

つて 居た でし やう。 明日 出かける と 云って 居ます。 

私 は あとから く 公用、 私用が 追 かけて 來 るので、 余り ぼん やにして 居る 譯 にも 參 りません、 

尤も 此れ は 私に 限つ た 事で はない のでし やうが、 今年 の 夏 は 少し 特別 かも 知れません」 

今日は 東京の 可也 暑い が 八十 五六 度 位が 最高で あらう かと ひます。 

今朝 七 時 過 一 寸 した 地震が ありまし たが そちら は 如何でした か、 私 は 此頃ラ ヂォの フラン ス語 

初等 講義 を 聞いて 居る。 「初等」 の 名の 付く もの は 本當は 一番 大事な 根本的な もので、 中立 馬鹿 

に はなり ません。 初等と いふ 言葉 は惡ぃ 言葉 だと 思 ひます elementary とい ふの は 要素、 根抵の 

意味なん だから、 

右歸 着の 御 報 迄、 

なほく 稗 自愛 願 上 候、 叉 いづれ へ もよ ろしく 

八月 十四日  父より 

御 1- 同様 
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一 o 九 八 

八月 二十 B 月 本： t-tel 駒 込 曙 町 二 四よ リ千 菜縣安 iSs 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ 〔封筒な し〕 

其 後 は 御無沙汰 致しました 御 一 同御變 りはありません か 

不相變 雨天 鑌 きで 嘸 御 返 G£ 御 困りの 事と 存じます、 尤も こ ん な天氣 では 東京 に 居た と ころで ど 

うする 事 も 出来ない の だから 同じ 事 かも 知れません、 まあ 健康の 上から は、 矢 張 そちらの 方が い 

> かと 田 〈1 はれます、 

此方で は 別に 變 つた 事 もありません、 今度の 子猫の 數六 匹と 御 報知した が あどで 數へ て 見たら 

七 匹でした、 併し そのうち 一匹 は 翌日 死んで しまった、 余り 子が 多數 ぎる の で^が 吞 めない のと 

押し つぶされる 爲 かと 思 はれる、 矢 張 一番 弱い のがさうな るかと 思 はれます、 此 んな處 でも 生存 

競爭の 優勝劣敗が 行 はれて 居る かと 思 はれます。 此前 にも 黄色い 班の が 一番に 死んだ やうで あつ 

たが 今後 も 同様でした。 雉子 毛の は 矢 張 強健な 素質と ピ ー く 泣く 性質 を遣傳 されて 居る らし い。 

ボ ー ャは 恐れて 近付かく 無理に 側へ 連れて行って やっても すぐ こそくと 逃げ出す か ら 不思議 で 

す。 初めは ボ ー ャが 赤ん坊 をい じめ はしない かと 心配して 居た が 一寸 意外でした。 此處 にも 何 か 

不思議な 本能が 作用して 居る でし やう、 さう でなかったら 多くの 野獸の 子供 等 は その 兄姉に 食 は 

れて しまって 種族の 保存が 出来な い かも 知れな い」 今度 は 行李の 蓥を 納戶の 床に 置 いたま、 で 安 

心して 育て、 居ます、 別に 方よ く はへ ま はる やうな 事はありません。 うちが 靜で 余り 誰れ も 見に 

行かない からか も 知れない 
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年 三和昭 


もう 滞在 期 も 僅かに なりました、 いづれ 迎 ひに 行きます から それ迄 御 待ち を 願 ひます 

なほ/ \ 御 自愛 專 一に 存じます、 草. - 

八月 廿日  父より 

御 一同 様へ 

なほに もよ ろしく 

其 他 いづれ も宜敷 

I  0 九九 

八月 二十 二 B 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉縣安 ias 郡 千 倉 町 高 橋 方 寺 田 御 一同へ L 封筒な し〕 

御手 紙 難有拜 見し ました 不相變 御機嫌 宜敷 大慶に 存じます 天氣が 不相變 不定で 何時 になったら 

本當 の天氣 になる か 分らない やうであります 昨日 は 東京 は 中 暑くて 宅に じっとして 居ても， 干が 

出ました 今日は 朝の 內は凉 しかった がそろ/ \ 又 暑くな りさう であります 一 

千 倉で も 溺死 人が あった さう です が 昨日の 新聞で 見る と  一 ノ 宮 海岸で 子供が 四 人ボ— トで 波の 

荒い のに 沖へ 出て 溺死した さう で 實に氣 の 毒な 事であります、 泳げな い の に 子供 だけで ボ —トで 

沖へ 出るな ど は 甚だ 危險な 事で あると 思 ひます 少し でも： 冰ぎを 知って 居れば 顚 覆した^に つかま 

つて 救 を 待つ 事 も出來 たでし やう 

機會が あったら 水泳 は 知って おくと い 、と 思 ひます 

多分 一 一十 五日に は 引上げる やうに 迎に 行く 積り であります 都合に よると 母上に 行って 莨う かも 
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, ませし が、 鬼に 角迎 ひに 行く 迄 御 待ち を 願 ひます 或は 一 一十 六日になる かも 知れません 力ら.^ 

様 御 含 置 を 願ます 

前便に 猫の 事 を 申 上げました がその 後 三毛 はどう 考 へたが 叉 子猫 を 例の 納戶 の戶 相の 上へ 来 あく 

移住 させて しま ひました 矢 張 安神が 出來 かねる の だら うと 思 はれます 

久し 振で 毛筆 を 使って 見た が 万年筆 許り 使って 居る と 何だか 變な 工合で うまく 書け ません 併し 

たまに は 筆で 書いて 見る の も 面白い、 ぺ ンで 書く のより 鬼に 角 感じ か柔 かく 非 事務的な 心 持の す 

る だけ は 確であります 

東 一 さんが ヴ アイ オリ ン の譜を 殆んど さらへ て 行って 居る のに は少. -驚 ろいて 居る 處で ありま 

す 

な ほ-.^ 御 自愛 を 祈ります 

もう 三 四日で 御歸 りを樂 しんで 居ります 草ぶ 

八月 廿 二日  父  / 

御 一同 樣 

いづれ へ も宜敷 

雪 子へ の 手紙 一 通 封入し ます 

I  一  00 

八月 二十 三 曰 木 午 „i〕 九 時 ー 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川區水 道端 六 四 東鄕館 宇田 道隆 氏へ 
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年 三和昭 


-御 聞込の 事が あったら 御知らせ を 願 ひ 


御手 紙 難 有う、 先日 は失禮 致しました 

m の 鳴聲 の 事 早速 御調 ベ 難 有う 御， いました なほ 

ます 大 休の 概念 だけ は 分りました 

水槽の 横の 硝子 板 は、 仕 方がない から 大きな 主要の 板 ヒ\ と 軸の 廻 

り を 保護す る BW と 其 上下 を 塞ぐ (1C とに 分け。 AA と BB はいつ も 

同じ だが、 CC だけ を數組 必要に 應 じて 作れば よい かと 思 ひます。 B 

> と-しと を 薄い 硝子で 作れば 大した 障害 はない と 思 ひます、 そして B と 

C と は A の緣に ビン ッケ 位で 貼りつ けれ はよ いでし やう、 B と C の 間 

のさ 隙、 又 B とシリ ンダ— の 間の さ 隙 は 一 一 ミリ やそこら あつ て も 犬し 

た 事 はない と考 へます。 まあ やって 御覽 なさい 

wsi 結構と 存じます が 此れ を 研究して 見る と 色. - 研究の 余地が ある やうです 

【紅. 一 はべ にと 讀 むので すか、 あの 色 は 一 休べ に 色と は 少し 感じが ちがい は 致しません か 寧ろ 

朱ではありません か。 又 「紅 も」 の 「も」 は 勿論 此 句の. 一 番 はたらいた てにをはで はあり ますが 

少し 際どい 感じが します、 或は 「凌 宵の 朱 こそ ゆらげ」 としたら どうかと 思って 見た がそれ も 八. 

り 感心し ません 或は 又 「凌 の 朱に ゆらぐ ゃ靑 嵐，」 の 方が い、 かも 知れない、 これ だと 意味が す 

つと 複雜 になり 含蓄が 出來 るかと 思 ひます、 如何 哉、 其 他 

凌.？ 门の 朱に ぞ ゆらぐ 靑 -M 

 朱 搖ぎ けり  
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靑嵐 凌^の 朱を搖 がして 

靑 -M  に搖 ぎけ り 

凌 宵 や 梢の 朱に 靑 嵐 

凌 宵 や 稍の 朱に 風 渡る 

凌 {^z や 稍 の 朱 を 風 渡 る  . 

凌お の 朱に 乱る k  -: 風 哉 

凌 宵の 朱に 綠に嵐 哉 

凌 宵の 朱に i 風 や 晝寐起 

凌 宵の 朱 や 高き に 風 あり て 

etc  etc  ete 御 w.^ 九 を ハ乙ふ 

朱と 靑 との 對照は < ぶり H: 立ち 過ぎる 故靑 嵐と しないで 其 感じ を 出した 方よ からん か、 忘 評 多 

草 i 

八月せ 一日  寺 田寅紊 

宇田 君 玉 案下 

1101 

八月 二十 五 B  土  .：4.〔ig〕 七 時— ぺ^ 本鄕區 駒； ゾ； 一 曙 町 二 四より 仙臺市 北 二番 T 六へ 小 宮豐隆 氏へ 

si*^ の 御上 京 に は 持病 の 爲^ だ 失禮殘 念に 御^ 候此次 の 御 出 を 待つ て 埋 合せ を 致す ベ く 何 
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卒 平に 御 寛容 を：. w 候 

让 (後 K の ェ 合 矢 張 昨今 の 天候と 一 般茶だ 不得要領 にて 闲り 候へ 共 いづれ にしても 大し た 事 で は 

なく 御 配慮 御 無用に 御^ 候 少生も 「曙 町の 先生 一 なる 稱号を 賜 はり 急に 世の中が 賴母 敷な つた や 

うな 氣が 致し、 又 急 に 自分 の 棲息す る M 界が廣 く なった やうな 心 持が 致 し 候 此れ も惡友 の 貴重 な 

る 賜物と 感佩致 居候 

子供 等 は 明日 引上げの 害に て 本日 愚妻 彼 地へ 出張に 及び、 今日は 本 當に獨 り ぼつち に 有せ 候、 

3= の 工合 を 心配しながら も 銀 坐へ 久ぶ (十七 日 以来の 意：) で參り 松屋の 七 階で 開催の 「シ ャバ 

及バ リ島ェ 藝品展 覽會. 一 を 一 見 致 候、 色ぶ 面白き 中に も マクス が數十 陳^  ( いづれ も賣 品) それ 

が 非常に 面白く、 一 闌陵王 や 天狗 樣ゃ、 御 神樂の 日本 武尊 や、 ヒ ヨット コのプ ロト ティ— プ績 M 發 

見 致 候、 又 魔神 像と 中に 我 邦の 木 葉 天狗の 元祖と 思 はる" もの も あり 面白く 候。 マスク は 三十 円 

から 五 円 程度で 大分 買 度かった が、 割愛して 歸り 候。 あれ を 全部 御 求め 如何 哉" ジャバ の 音樂を 

蓄音機で やって 居た が 洋樂と 邦樂の 中間の やうで 面白く 思 はれ 候。 

唯今 隨筆集 (日本 隨筆 大成 第： ー輯第 四、 一 ニニ 頁) を 見て 居たら 縛 庭雜錄 中に 「t 巴 蕉桃靑 が 事」 

と 題した る 記事 あり、 無論 御存 如の 事な らんが 少 生に は 珍ら しき 儘爲念 巾 上 候 

銀 坐 行の 結 架 も 大した 障り はない らしく 御 安心 願 上 候 

先 は 右 御 報 迄 草. - 

八月 廿 四日  黄  0 

豐 隆头 人 玉 案下 
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一 I  o  二 

九月 八日 土 午前 ヒ t-l. へ 本 鄕區駒 込 曙 町：： 四よ リ仙臺 市 北つ 番 T 人べ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 大兄 はァ ン 11 ュ ィ少生 は 「不安 胃」 に 罹り 居り 御 同様 難 S の 次第に 御 坐 候、 此 

れも 不日 初秋の 快よ き 時候 到来と 共 に 全 愈 致す ベ くと 被存今 し ば ら くの 辛抱 か と 被存候 

春陽 堂 八月 下. R によ こすの が 九月に なつ て も 中- - よこし さう でな く 電話 を かける と 係の 者が 不 

在と 云 ひ、 然らは 何時 出て くる かと 聞く と 不明 だと い ふ 工合で とう/ \ 三重 吉君を 煩 はし て 漸く 

五 百 だけ 搾取 此れで 一 先づ ほっとした 處 であります、 寅 日子 先生 も 大層す まして 居る が 金の 事と 

なると 中よ だと 細君に 批評され 如何にも その 通りと 感服 致 居候、 なにしろ 狸の 皮 を あて にして 旣 

に 使った の、 此れから 使う のが ちゃんと きまって 居 るんだ から 

美術 學 校で、 ペルシア、 から 中央 亞細亞 邊の藝 術 品、 それから 琉 球の 染織 品の 展覽會 が あり、 

此れ は 一 大事 故 一 應見 分に 及び 候處 一 寸 目を通した けで もどう も 非常な ヒ ン トを得 候。 此れ だ 

け 見ても 日本語の 中に ギリ シァ やべ ルシア や へ ブライの 可也 這 入つ て 居る だら うとい ふ 事が 何の 

不思議 も ない、  < 水り に當然 過ぎる 程當然 で あ る 事 を 証明す るに 足る かと 被存候 

同時に 松屋で 义 印度 將來 品の 展覽 あり 此れ はァ ジャ ン タ へ 行つ て 居た 桐 谷 洗 鱗 氏の 鬼 集で 此れ 

も 面白かった。 樂器 も少ょ あり 大に 參考 になり ました。 例に より ヒ ンド スタン の 歌 謠をレ コ ー ド 

て 聞かせて 居た が、 此の方が 先日の ジャ バ昔樂 よりも 日本へ 近い やうに 聞こえ、 中に 追分に 似た 

の安來 節に 似た の、 八 木 節に 似た の 迄あって 面白かった、 どうしても アル コ ー ルの瀰 散の アナ 口 
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ヂ— でなくて は 物に ならない。 系統く とい ふて 唯 一 本の 線の やうな もの を考へ て 居て は 何時 迄 

たっても 事柄 は 分り さう もない とい ふ 自信が 段.^ 根 を 張つ て來る やうであります。 

牛に 引かれて 善 光寺 詣と いふ 事 あり、 ゆ 生 宅の 牝牛に 引かれ 明日より： l 三日 塩 原 方面へ 湯治に 

出かける 事と 相な り、 破天荒の 珍事に 有 之 候、 不安の 胃 を か、 へて 温泉に 行く とい ふ 事が 妙な 豫 

感を與 へます が 大抵 大丈夫の つもり 故 御 安心 を 願 ひます、 但し 少生は 見物 は 御免 を 蒙り 宿で ゴ n 

くす る 約束に て 協定 出來候 

善 光寺で 思 出した が 先日 來道樂 半分に 弘化四 年 善 光寺 大地震の 史料 を 精査し 該 地震の 被害 分布 

から 同地 震の 時の 地殼 運動 を はじき 出す 事 を やって 見ました が、 し 大兄の 燕 村 書翰 考証に 比べ 

て 見る と 杜撰 を 極めた もの 、感 があって 少ぶ耻 かしい 次第であります。 唯 此の 流義で 過去の 大地 

震 全部 を 調べ直したら 少し はものになる かも 知れ 十、 此れから 毎年 夏の 暑い 盛りの 暑氣拂 や、 胃 

の惡ぃ 時の 時間つ ぶしに やつ て 見 度い と 思 居候 

ラヂォ の 本、 どうも 思 ふやうな のがな く。 どれ も 此れ も アマチュアが 自分で 製作す る 場合の 參 

考書 ばかり、 使用法 を 親切に かいた ものが 見 當らす 意外に 感じました。 別便で 御 送りの 書物の 一 

番 終りの 處と、 初めの 方の 大体で も御覽 になれば いくらか 分る かと 存候、 故障の 多い ものです が 

時 i 信用の ありさうな ラヂ ォ屋を 呼んで 直させる 外な く かと 存じます。 どうも 素人が やる と 電流 

を强 くしす ぎて トラ. ン スと稱 する 棬線 を燒 切る やうであります。 余事 後便 

九月 六 R  寅  逢 

豐降 大人 玉 案下 


965 


I  I  o 三 

九月 八 曰 土 午前 七 昨 1 へ 本 駒 込^ 町 二  Si より 1； 谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 三重. f::: 氏へ 

一 昨日 は 早朝から 電話で 御騷 がせ 致し 失 禮ぉ藤 様で 即日 小切手で 五百途 付 昨日 銀行で 取って 來 

ましたから 御 安心 を 願 ひます どうもとんだ 御手 數で ありました なにしろ 取らぬ の 皮 を 質に おく 

やうな 事 を やつ て 居る もの だから 早く 貰 ひたくな つたので した、 

此の 勢に 乘 じて 明 n から 一 一三 日の 豫定で 塩 原邊へ 療養に 出かけ やうと して 居ります 

ム不取 敢御禮 迄 八よ 事 不日 拜 眉の 上に て 草よ 

九月 六日 一.： 封筒に は 「， ベ： ^じ=」 と ぁリ〕  お n 子 

三重 吉 大兄 玉 案下 

ニ0 四 

九月 十 B 月 午前 零 S.— 九 栃木 縣 MI^:S 渡よ リ仙臺 市 北 二番 丁 人. へ 小お 豊隆 氏へ 一 給 はがき〕 

昨日 新那 へ來て 一泊、 存外 氣 持の よい 見 晴 しのよ い 處 であります。 今朝 油檎の スケッチ を； 

枚 はじめたら 油壶が こわれて 無據 新しき テク 一一 ッ クを發 明しての たくり ました。 今日 午後 塩： g へ 

參り 今度 は嗣 渡と いふ 處に とまりました、 デモクラティックな 處に 又刖の 情趣 もあります、 明朝 

もう  一 ft 繪を かいて 午後： t 京の 苦 

.^御 報 迄 
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ラス. TV  L 

一 I  0 五 

九月 十日 月 午前 零時— 九 時 栃木 縣鹽 1® 福 渡より 本 鄕區駒 込 曙 町 二  §： 寺 m 束  一、 Kt-E 彌 牛；、 寺 田 雪 子、 一一 一 

氏 へ 

那 須は大 變見晴 しのい 上咼 原であります、 名高い 殺生 石 は 野原に あるかと 思ったら、 狹ぃ 谷間 

にある のでした、 噴火口まで は 二 里 も あるので 断念し ました、 今朝 油繪の スケッチ をし やうと し 

たら 油壶の 底がぬ けて うまく かけ なくなって 了った 

午後 二 時 頃 那須を 出て 唯今 塩 原へ 來て、 福渡戶 とい ふ處の 宿屋へ とまりました、 溪 川の すぐ そ 

ば て 流れ の 音が 凉 しく 聞え て 居ます 

此處は 那須と は 丸でち か つ て 幽邃と い ふ 方の 景色て あります、 

九月 九日  父より 

I  一  0 六 

九月 十四 B 金 午前 仄昨 ー 九 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ り倫敦 シ デナム -ゥ H スト ヒル 五一 中 谷 宇吉郎 氏 へ 

毎度 面白い 御手 紙 を 難 有う、 瑞西邊 の 話 は 少し 羨ましく なった、 今に 例の 百万 s でも 儲けたら 

出かける 事に しゃう かと 思 ひます。 少生は 今年 も 九月に なつ てから 新 那須と 塩 原と へ 一 ー晚 どまり 

で 行って 來 ました (但し 山の 神の 隨行 として) 旅行 も 馴れる とさつば り 發見も なくなり 宮部君 も 
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助かります。 何でも 馴れて 當り 前にな つてし まふと 發見 など は 出来ない ものと 存じます。 物理 學 

など も 時.^ 全部 忘れて しまって 新奇に やりな ほす とい 、かも 知れません。 

レ ンズ はべ リ ー 氏が 氣乘 りの して 居る のなら さう いふ 特別な の を 使 ふの も 面白い から 賴み 度と 

考 へます、 北海道と 聯合で 御 注文 願 ひます。 ffll し 岩塩 はいくら 封 じても 日本で は壽 命が 短 かいか 

と 思 ひます が 珍ら しい 寫眞が 一 枚で も 取れ、 ばす ぐ癥 物に なった つて 安い ものです。 

51 しべ リ— 氏に は 日本の 濕氣の 異常な 事 を 云つ て Sealing を 特別 念入り にす る やうに 御 願 致し 

ます。 普通 の 蠟類ゃ 樹脂 類 で は 温度 氣壓 の變 化に よる 空 氣の出 人の 爲 めに ぢ きいけ なくなる と 思 

ひます。」 なにしろ 未だ 誰れ も 使った 事の ない 品 を 使 ひさへ すれば、 何 かしら 屹度 獲物 はあり ま 

しゃう。 宜しく 願 ひます。 

此間は 火事の 本 を 難 有う、 未だ もって 居ませんでした。 金米糖の 研究 もどう やら 眼 鼻 はついた 

やうであります、 その 內に 彙報へ でも 出して おき まし やう」 

スパ ー クの Part  IV が 出来て 居 るんだ が 無精して 未だ Repr 發 5；$! せす 今度 例の 板子 を 散彈で 

た、 くの 、報告が やっと 出來 たから、 その 別 刷 か出来たら それと ー處に 君の 方 だけ 送り、 あと は 

l«art  V が出來 てから ー處に 方よ へやら うかと 思って 居ます。 スパ ー クの方 も そろ/ \ 反響が 方 

から やつ て來る やうで 一 寸 愉快であります。 日本の HI  くらに は 分らなくても ±i 界は廣 いから、 

世界 を 相手に のんきに すきな 享を やつ て 居れば い、 

那須で 一 枚 塩 原で 一 伩 油の ス ケ ッ チ をして 來た、 久し 振で かいたら 面白くな つたから 此 秋は少 

L 芝 君で も！^ つ て 出かけ やう かと 思 ひます、 君の 歸朝を 待て 展覽會 を 開く と 丁度い 、かも 知れな 
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八月 中 は 雨が ふって 九月に なつ て 天氣っ き 〔で〕 馬鹿に 暑い。 それで 怠業 を續 行中であります 

日本 古代史 を 研究したり、 弘化四 年の 善 寺 地震 を 研究した りして 居る、 いよく 骨董 學者 にな 

る 準備です」 ル クレチ ウス を 七十 枚 程 かいて 天下 を 罵倒した、 ^刷が 出来たら 御 目に かけ まし や 

、つ 0 

氣 球の 燃燒 見物 は 面白かった でし やう。 僕 は 先日 湯 本 君と 銀 坐 キネ マ へ 出張 一 ウィング. 一 とい 

ふ 活動で 飛行船の 燒 へる 處 を見擧 (無論 研究の 爲故 勤務時間 中 R タク を 飛ばして) 面白かった (無 

論 歸りは 不一 ー屋 )0 どうも ト リツ ク ではなく 本物と 鑑定し ました。 湯 本 君 も 段、、 ヱ キス。 ハ ー トに 

なり、 モルガン などの いふ 事が 馬鹿く さく 見へ だして 來て 大慶。 

此頃 少し 胃が 又變 調を來 たした が 大した 事 はない、 しかし さう いふ 時 は 上等の 洋食 を 少し 食 ふ 

とい k から、 ：. 母 日 東京 中の 上等 洋食へ 出張、 考 へて 見る と 妙な 胃病 も ある もの だと 思って 苦笑 を 

禁じ 難い。 併し 愚見に よれ は 科 學者は 着物 は ポロで も 御馳走 は 食 ふ 必要が ある、 如何 哉。 時 、、サ 

ヴ オイ ホテル や クライ テリ オン (此ん なのが 今 あるか どうか) へ 行って 英氣を 養 ひ 玉へ 

僕が ラボル テ に 吹いて やった 話 は 前に 申 上げた か 忘れて しまった 鬼に 角 自分 だけ は 得意 

朝貌が 毎朝よ く疾 く、 芙蓉 もさく、 葉 鷄頭も 今 奇麗です 花屋に はダ リアが 滿載、 年を取る 程 花 

^ がいよ く 美しく 見えて 来る。 余り 自然が 美しく 見える ので 死期が 近いので ないかと 思 ふ 事 も あ 

三 る。 色氣 がなくなる につれ て 美人 を 見る のが 花 を 見る やうな 心 持で 見られる やうに なって くるら 

年 しい。 かうな つて は 人間 もお しま ひか も 知れません いやはや、 那須 では 萩が 滿開、 松虫 草 も 美し 
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か つ た 宅の 萩 は 未だ 埃 かす。 門の バ ラ は 今年 は 虫害て ヒ ド ク 弱くて 先 R 植物 醫の 手術 を 受けた。 

もう 一 月す ると 理研 窓外の 銀杏が 黄 紫す るで しゃう、 さう すると 又べ ー パ ー がかけ る やうになる 

事と それまで は 怠業 狀態 をつ けるな らんと 存じます 

九月 十二 日  贫  0 

字吉郞 先生 玉 机下 

I  一  0 七 

九月 二十 B 木 午後 九 irlf 時 本鄕 -£11 駒 込^ 町 ニ11 よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ 

先日 は失禮 しかし 愉快で ありました 停車場の 後日 譚 あれ ど 此れ は拜 眉の 節の たのしみに 取って 

おき まし やう 

本日 地震 火事 史料 人 荷 多謝 早速 貪る 如く 調へ 候處、 從來の 資料で よく 分らなかった S 犬な 事が 

二つ ばかり、 少 くも 手が k り を 得 候、 一つ は 從來の 村 料で は 同日の 地震で 災害 を 受けたら しく 思 

はれた 地方が どうも 別の 日に 別. -に 受けたら しい 事、 此れ は 兼て 疑って 居た 事 だが、 それ を 確か 

める 記事 を發 見した 事。 第二 は、 陸地 內部 のみの 断層に よると 思 はれて 居た のが、 越後 海岸に 津 

波の あったら しい 記事から 海底に も 何事 かあつた とい ふ 推定が 出来る 事であります。 此の 二 事 は 

地震の 新 見解に とって 實に 重大なる サ ッ ボ ー トを 供給す る ものであります。 一 寸眼を 通した.. -け 

で 此れ だけ 發 見が 出て 來 るから 豐隆 先生の i 一村 書翰に 對 する 如き 綿密なる 研究 を 行へば 何が 出て 

くる か 分らす と 存じ 居候 火事 史料 も 二 枚の 內の 一 つ は 二 ュ ー クな资 料で 贵 重な ものであります 
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不取敢 感謝の 情 を 吐露す る爲に nit  » 如此 に御+ "候 

理 W にて  ^« 

. 豐降 先生 玉 案 下 

I  一  0 八 

九月 二十 二日 土 午前べ 九 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正. 二 氏へ 

御手 紙 拜見致 候、 御 出 發以來 一 度 も 御 便りな く 如何 やと 存 居候 處御 健康 御 元氣の 由に て 大慶に 

存候、 下宿 も先づ /\ 御氣に 人り 候 由に て 好都合 と 存候 

オルガ ン はどうせ 使 はぬ 故 送っても {1 敷 候へ 共 一 度 修繕した 方が よい かと 被存 候、 その 內 三代 

吉に 頼んで 取 寄せ 修繕 させて 送る 事に 可 致と 存 居候、 運送 も 矢 張樂器 屋に賴 まねば 六 かしく と 思 

はれ 候。 

せ 田地 格^の 變り もな く 御 安心 被 下 度 候」 先日 那須塩 原へ 一 晚づ . ^泊り スケッ チニ枚 描いて 來た、 

御歸省 の 節 御 批評 を 仰 度 候. 一 子猫 成長 家中 を 六 匹 の 赤ん坊と 坊やと で 横行 賑 かに 候 

なほ-. -\ 御 wi-i^ を 祈 候 や 

九月 廿日  ダ  / 

昭  ： 正 二 殿 

^  二伸 下 (£ 料と 小 使 合計 40  Y 御 査牧願 上 候 
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二  o 九 

九月 一一 十九 B  ±  ils 本 S 駒 込 曙 町. - 四より f 市外 北 安東 二 七 五-小 濱方寺 田？ 氏へ 

ffliL 氏罕 3^、 羊艮 frcM 號ト爲 にて 途 ります 御查收 被 下 度 

はけ？！" 未 SSi の S 儘に なって 居る 近日 一度 あちらへ 行く から その 時 三代 吉 君に 賴 

んで. サ寄 せ、 それから 例の 調律師の 方へ 廻し 彼の 人に 荷 造を賴 むつ もりであります つ 

ん 院 L 他の ptil 時 iil -ズ ン鲁  >  ベ ッ f  まる やう 

であります、 そのうち シャ ピロの セロ獨 響が あったら 行って 見る つもりであります ハ , 

上野の 秋季 籠 は 今年 は 大分お そく 十二月に ある 由、 ベ I！ ヮェン の ミサ ソレム？ とレ i 

火 もの を やる 由、 多分 大多数の 聽衆は 退 S する 事と 推察 

右 要 事 迄 草. - 


正 


父 よ 

九月 廿 九日 


0 

, 後 九 時 ー 十 時 本鄕 駒 込 曙 町 ： 一四よ り静岡 市外 北 安東 一 一 ヒん 小 濱方寺 W . . 氏 1 


r^f がき 學 行軍の 疲勞 其後の 御 障り は 無 之战、 叉 熱が 出たり し はせ ぬかと 心 I 候、 

もに， 可と もないなら ばいよ/ \ 健. ぼに なった で 5^ と 思 ひます 
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年 三和昭 


小使^ 紙 小爲替 にて 送 候〕 時計 は 未だ 送らなかった 由 早速 送らせる 事に します。 送る 途中で 又 

いたむ かも 知れない から、 そちらで 修繕に やる 方が 宜敷、 尤も 此ま、 でも 進行 はする やう だが、 

一度 直させた 方が い、 でし やう  . 

子猫 は 雄が 一 一匹 賣れ 雌の 四 匹 は 未だ 嫁入 先 定らす 困 居候  . 

右 要 事の み、 一同 無事 御 安心 被ド度 草ぶ 

十月 四日  父より 

正 二 殿  . 

二  I  I 

十月 十三 B  土  (時 問 不明.) 本 鄕區駒 込 曙 町. -i: ょリ仙 臺巿北 ：番_1- 人. へ 小 宮豐隆 氏へ 「鹿 模樣 人り 石 州 

生 漉 半紙 書簡 ff に 認め あり〕 

「¥|:： ィ ンキ 【一 て J 先日 は 手紙 難 有う ル クレチ ウス を讃め て 頂いて 大 に 愉快で ありまし た^^し ぁ れ 

を 讀んで プ ン /\> 怒て て 居る 人 も あるか も 知れない ので 今に 闇 打に でも 會は なければ い、 がと 少 

M ビク /\ であります」 

先日 丸 善で 天平 美術 {1;^ 眞展が あり その 節 かう いふ 狀紙を 求めた ので その 御 初穗を 使つ て 見た の 

だが 此れ は. ド ー 乇 インキで ベ ン 書きで は讀み にく、 ていけない 〔以下 赤 f ン キ にて〕 赤 いんきの 方が 

い 、かと 思つ て 書いて 見ます、 此れ もどう もい けない らし い 〔以下 墨に て〕 矢 張 墨で 書く 事に なって 

居る 處が 天平の 天平た る 所以 かも 知れません、 一 枚の 手紙に 三色 書き 交ぜの 標本が 偶然 出來 上つ 
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た 次第であります、 此れで 考へ つ いた 事 は 書翰 を 紺 紙で 作って 此れに 金泥 群 靑白綠 の 類で 書き 

交ぜに するとい ふ 道樂を やつ て 見たら 面白いだ らうと 思 ふ 試に 御 やりに なりません か 僕の やうな 

惡筆 では 困る が 

天平 時代の 彫刻で 天女が 尺八 を 吹 い て 居る のが あるの を發 見して 愉快で ありました 矢 張 尺八 も 

中 ぷ古 いもので どの 途 外来の ものに 相逮 ない と 思 はれます  • 

山 田 孝 雄 氏に 裨 會 ひの 節 「金米糖； 一 とい ふ ものが 大凡 何時の 時代から 出現した もの だか 聞いて 

おいて 頂 度と 存じます、 其內に 論文 を かく 積り であります。 金米瞎 製造 を： HI- 學に淺 草の 菓子屋へ 

出張した の だが その 菓子屋 先生が 先日 やって来て 「了 レはド ー なりました か」 と 聞きに 來 たの は 

面白かった、 その 內に刖 刷と 酒 一升 携 へて 禮に 行かう と考 へて 居ます  . 

御上 京 は 未だ 日 取决定 致しません かその 前に 春陽 堂に 對 する 債權を 行使すべく 鈴 木 Fff; を； W はさ 

う と考 へて 居ます 虎の子 を 預けて ある の で靈性 の 平和 を 害します 矢張り ァ プ ク錢 など は！ g から ぬ 

方が よいと 思 はれます I 

此の 書翰 養 はどう も 失敗であります 實 用と い ふ 事が 考慮に 入れて ない 實用 品であります 

豐降 大人 玉 机 下 

一一 一二 

十月 十五 B 月 ャ後 零時 lit- 本鄕 .J; 駒 込 町： • IT より 靜 1： 市卟北 安東- -七五 小 濱方寺 m-ri-;: 氏，、 


974 


別紙 小 爲眷御 査收願 上 候、 叉 小包に て 着用 類 御 送り 致 候 間 左様 御 含 置 被 下 度 候」 

オルガ ンも 序な く 其 ま 、 になり 居り 御 待 兼の 事と 存 候もう 少し 御 待ち 被 下 度 願 上 候 

子猫が 未だ 四 匹殘り 居り 候、 靜岡 でも 貰つ て くれる 人が あれば 送り 屆け るが 何 處か貰 人 はな い 

か 御 詮義願 ひます みんな 雌 だから 賣 れが惡 いのです 

右耍 事の み 草ぶ、 急に 寒くなる から 風邪 引かぬ 御用 心願 上 候 草.^ 

十月 十五 日  父より 

正 二 殿 

I 一 一  三 

十月 二十 IB 日 午後. 五 時 1 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 四 谷 區須賀 町 四 〇 鈴 木 一一 一重 吉 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致 居候 扨て 例の 春陽 堂の 印稅殘 額が 受取れ るなら 取つ て 置 度と 存じます が 

少 生からの 交涉 では 矢 張 中ぷ玲 明. かすと 察せられ ますので (母 度 御 面倒 恐縮です が 一 度 春陽 堂へ 御 

嚴命を 願 度 御 願 ひ 致します、 いつも 勝手ば かり 巾 t げて失 禮の段 は 御 海容 を 願 ひます 草よ 

十月 一 一十一 ョ  寅 日子 

三 重吉樣 

和  一 I  I 四 

-ー 一一 

年 十月 二十 四 B 水 午後 二 時— 三時 本鄕區駒1^^.ー曙町--四ょり麵町區中央氣象臺國富信 一 氏 へ 
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謹啓 其 後 は 御無沙汰 致 居候 扱て 少ぶ變 な 御 相談です が 拙宅に 猫の 子供 四 人— 四 匹 (いづれ も 

女性) 嫁 人口 を 探し 居候へ 共 未だ 良緣も なく 追. - 婚期 を 失する 恐 あり 日 夜 焦慮 致 居候 大兄 はたし 

た 猫 族に 對 する 與 味が 御 ありで あつたかと 思 ひます ので もし 御 知合の 方で 望の 方で も あったら 御 

橋渡し を 願 度と 存じ 甚だ 失禮 です が 御 賴申上 度と 存じます、 氣象臺 で どなた かあります まい か。 

毛色 は 三毛 二種、 雉子 毛の 班 二種に 有 之 候、 御望の 方へ は H 卓に のせて 御 届け 可 致 候 

お 御 IH 迄 草 く 

十月 廿三 R  寅 彥 

二伸 猫の 事故、 余り 御手 數を かけぬ 範圍で 食堂の 茶話し にで も 御 {ば ー傳願 上 候 

一二 五 

十月 二十 五 曰 木 へ ー 前 卜 い：^ 本郷ぉ 駒： 町 .• 四 より^ 鄉 ラ町 一-, へ 朝 陽 館 別 航小钚 勇 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 い よく 御 出陣の 由 芽出度 御成 効 を 析候少 生 こ そ 將來叉 色ぶ 宜敷御 願 申 上 候 

御 閑の 節 は 如舊御 来駕 願 上 度析候 も-. - 

十月 廿 五日  . • .  寺 田寅彥 

小 林勇樣 

一 = 六 
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十月 二十 九日 月 午後 零時 ー 一時 本 鄉區駒 込 曙 町. • 四よ" 礼 幌市北 卜 丄條西 三 丁目 池 田芳郞 氏へ 〔はがき〕 

拜復 御手 紙 並 論文 拜受、 十一月 二日 絵會に 提出 可 致と 存候、 不取敢 右 迄 草ぷ 

十 H 廿 九日 

一 I 一七 

十月 三十 B 火 午前 十； 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より^ 下大 井町- 兀芝八 ニー 一松 岡 讓氏へ 

御手 紙 拜見致 候、 拙宅に ある 先生の 御寫眞 別に 珍ら しきもの も 無 之 候へ 共 高等 學校 卒業の 時の 

もの 若し 他に 少な けれ ばと 存じ 御 目 に か け 候 但し 大分 褪色し て 居て 複寫 困難 かも 知れす 候 へ 共 鬼 

も 角 も 差 出 候 

右 御 返事 迄 草. - 

十月 卅日  寅彥 

松 岡樣 

寫眞は 早稻田 の 方 へ 御 郵送 申 上 候 

一二 八 

十一月 I  二日 土 午前十 - 時ー卜ニ時 本鄉展駒込曙町：ー四ょリ^^卜大井町元芝八 ニーー松岡讓氏 へ 〔はがき〕 

御 端書拜 見、 あの 寫眞は 明治 卅ニ 年の 多分 六月 下旬 頃 かと 思 ひます。 內丸 君と は 同級です から 

內丸君 も 中に 居ます 同 君 は 多分 下段の 中程だった かと 思 ひます。 少生は 一 番 上段の 左の 端に 居 ま 


977 


す、 極左 黨 だった と 見えます 此の 時 も 三十 年後の 今 も、 人込みの 屮で 押される のが 嫌いで 電車の S 

中で も i, バ！ 居で も はじつ この 席 を 撰びます 御 一 笑 

右 御 返事 迄 草. - 

十一月 三日 

一 I  I 九 

十一月.：：：： 日 木 や 後一 時— 二  本 駒 込 曙 町- -1: より； S 林 ゲイル メ ルス ドルフ， ジゲ マリン ゲル 街 一へ 

ライン ホ ル ト方圆 地 與四松 氏 へ 

其 後 は 御無沙汰 致しました、 一 つ は 無精 も あるが 御 住所が はっきりし なかった 爲も ありました、 

矢 張 前の 所に 落つ いて 居られる 事 を 今度の 御 端 書で 承知し ました 

御 母堂 様 御 令室 御 一 ー人迄：^；っ いた 御 不幸で 殊に 異鄕の 旅の さで 一 人 御 淋しき 事と 拜察 致し ま 

す、 どうも 僕の 懇意な 人で 若く 夫人に 死別す る 人が 多く、 迷信 をい ふ譯 ではない が 何だか ra: 緣が 

ありさ うな 氣 がし て 困る、 君 も 御 承知の 中 谷 宇吉 郎君 も 新婚 早 . -留學 の 留守 に新婦病カ„$^實 に氣の 

毒で ありました。 どうも 致 方の ない ものであります。 

大分 御無沙汰 したので 話 は澤山 ある だら うが、 何から 話して い 、-か 一 寸分らない。」 僕 は不相 

變理研 震硏、 航硏 懸け 持ちて 論文の 安直 仕入れに 忙が L  く、 健.； 故 もどう やら 順調で 幸福に 働いて 

居ます。 そして 毎週 一回 セロ、 隔週  一！： ヴァイオリンの 先生に 來て 貰って 居り、 又 時. - 長男 次男 

と トリオ、 長男の 友人 を 加えて クワルテット を やる。 又理 研の 若者と 郊外 £ お 生に 行ったり して 居 


't: 三 昭 


る。 此れ も 道樂に 始めた へ ブライ は 夜 床の 中で 勉强、 似し すぐ 眠くなる C ギリシア 語 は 電車の 中 

ときめて 居る。 此れが 一 通り 分ったら、 次 はサ ン スク リットと アラビア にか、 る豫定 C 又 日本 古 

代の 研究 も 手當り 次第に やって 居る が、 . 妙な もので 好きな 事と なると 一 年ば かりで 大分 學者 にな 

つた。 いやはや 彌ォ、 的 生涯 を 徹底させる の も 中々 大抵ではありません 御 憐察を 乞 ふ 次第で ありま 

す 0 

昨今 御大 典で：^ 上賑 はしく 學校は 御休みが 多くて 生徒 等 大喜びであります。 何でも 彼で も 「御 

大典」 の 三 字 を 冠す るか 流行 「御大 典に つき 特別 大安 賣」 など、 いふ 甚だ 不敬なる 看板 を 所ぶ 見 

かける。 又 色よ 御 大典に かこつけた 寄附の 募集な どもあります C, 一 

今年 は 季候が 大分 變 調で 夏が 凉 しく、 寒さの 遲 いのはい 、が、 いつも 好晴っ きの 十月 下. I？ か 

ら 十一月 初旬が 雨 多く 不愉快で あります。 でも 流石に 秋で そろく 黄葉 黄葉 を はじめ、 庭へ もす 

が 来たり 四十 崔が來 たりす る。 八つ手の 花が 眞 白く いて 隣の 栗の 葉が 少しば かり 殘 つて 居る。 

花屋に は菊ダ リア 全盛、 宅で は 不相變 猫が 年中 子 を 生んで 嫁入に 苦心し 今 は 親子 四 匹 居ます C 外 

から 迷 ひ 込んで 来た 十 姉妹が 一 羽 居る。 

大學も 建築が 段 進 渉 追 M 立派になる C 今度 は 大分 園藝 趣味 を 重ん してやって 居る らしい ので 

氣持 のい、 ものに なり さう です、 全部 出来て 少し さびて 來 たらい， -だ らうと 思 ふ、 前 田 邸 も 立 返 

いて あとへ 建築が 進んで 居る、 高等 學 校の 方 も その 內には 明け渡し、 又隣 接の 堀 田 子爵 邸 も 大學. 

へ 提供す るとの 事、 十 年 もた つたら (僕 はもう 居ない が) 大擧 王國も 一 寸 見事な ものに なり さう 

である。 ffll し敎授 速の 頭 はどうなる かそれ は 分らない。 
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： は 下？； w 變ギ ン ゾラ 黨 (但し 夜 は メッタ に 行から いから プ 口 パ ー な 意味での それの 資格 はな レ 

かも 知れない が) で、 不二 屋のコ —ヒ— 一杯の 爲に わざく 出かける。 丸 善の 二階に 風月の 食堂 

が 出張して 居る ので 時 M 晝 めし を 食つ て 本 を ひやかし、 余計な もの を かって 細君 (？ ) に 叱られた - 

りする C  I 此頃タ めしに 日本酒 をぶ 息に 四 五 杯 やる 習惯 になった、 いよ/ \. チ、 V ィ になり ました。 

頭 も 古くな つたと 思 ふが、 又 時として は 今の所 謂 新しい 思想よりも もっと 先の 思想 を醱酵 させて 

ea るんだ と 思つ て 自ら ゴ マ 力 ス事 もあります ピ 

御見舞 狀を かくつ もりで 勝手な 事ば かり *1 きました、 惡 しからす 

どうか 御 健 厳 を 祈ります 

ト 1H: 八 na  理硏 にて  寅 彥 

圓地君 

一 I  二  0 

十一月 十五 B 木 午後四時：..=^時 本 ITSi: 駒 込 曙 町： 四より 静岡 市外 北 安東： 七 五 小 濱方寺 ^二 氏へ 

御 端 書 難 有う コ ンサ ートの出來榮は如何にゃ定めて成効喝采を^^せし事と推察致候、，ー 學 期成 

蹟良好 の 由に て 此の オヤ- チ も 喜ば し く 肩身 廣く 感ぜ ら れ叉賴 母し く 存候勝 つて の 緒 を/めよ と 

申す 謹 も あり 益 i 御 精勵を 祈り 候 尤も 成蹟も 大事 なれ ど 健康 は 一 層 大切 故 一 方 鋭意 健康に 御注意 

の 程 切望 致 候、 殊に 向寒の 候 一人 御注意 風 引かぬ 事、 引いたら すぐ 靜養 軽微のう ちに 根治す る 事 

御、 いがけ 願 h 候 
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小 遣 や 授業料 は 一 兩 日中に 御 送り 可 致 候、 御請 求の 褒美 は 「金 五 円 也」 小 使の 外に 達， ります か 

ら 此れで 牛肉で もお ごって 御上が りな さる やう 願 上 候 

オルガン やう/^ 板 橋より 屆け參 り 候， 此れより 修辖屋 へ賴み 直した 上 發送爲 致 可 申 候 少し ばら 

く 御 待 願 上 候 

子猫 はどう やら それ/ \ 片付き 今では 唯 一 匹殘り 居り 此れ も 見込が ありさう 故 御 安心 を 願 候 

官製 ハガキ の 兩面 に 書信 を かくと 規則 違犯 で 不足 稅三戔 を 取られます。 う ち へ ならば 差 支な い 

が 富 永 さ ん や 兼 常 さ んへ 此の 流義を やる と 先方へ 失禮 ですから 爾後 は 御注意 を 願 ひ ます -〕 獪 葉書 

の 場合に 限り 許される のであります C 

右 御 返事 迄、 なほ/ \ 御 自愛 御 勉强專 一 と存候 

原 

十月 十四日  寅  彥 

正 二 殿 

一一 ニー 

十一月 十八 B  B ャ前ト 卜： 時 本 鄕區駒 込 曙 町： 四より 仙臺市 北： -番 T 六へ 小 宮豐隆 氏へ 

先日 は 甚だ 失禮 とんだ 御 役目 を 願 ひ 恐縮 致し 候久 えに て 老骨 も 一 道の 春光に 浴し 候 次第に 御 坐 

候 

扭 ていつ か 御 話の 長 崎の い 上 伯屋の 名前 を 忘れました がそれ を 知り 度い とい ふ 人 あり 御 一 報 願 

上 候、 實は理 研の 高嶺 君 (先日 君の 蕪 村 書翰 考に 感心した) にいつ か 宿屋 論 を 聞かせた 時 君の 長 ％ 


崎の 話 を 文献と して 引用した のだった が、 今度 同 君 あちら へ 行く ので それ を 知りたい と 今 電話 V- 

聞かれた ところです 處が 肝心の 宿の 名前 は 受賣當 時旣に 忘れて 居た 位 だから、 全く 思 ひ 出せす 尤 

も來週 土曜 頃から 出かける 由 故 仙 臺迄聞 合せる 間が あると 存じ 御 尊ね 屮上 候なんでも 橋 本屋と か 

なんとか そんな 名だった かと 思 ふが ちが ひます か 

御大 典 も 一 通り すんだ やうです が 世間 は 今年 一 杯 位 は しづ まり さう もありません 觀兵 式觀艦 式、 

東京 府の 祝典 等賑 かな 事であります。 

改造に は 「怪異 考」 の績篇 として 「お化け ノ— ト より」 でも 書く 豫定、 いっそ 「我輩 はお 化で 

ある， 一 は 如何 

右 長 崎旅舘 屋号 御 伺 迄 はトぷ 

十 一 月 十七 nn  寅 

豐降 先生 紅 閑 下 

I  一  ニニ 

十一月 二十 二  B 木 午前 十一 時— 十二時 本鄕 K 駒； 曙 町- - II より 倫敦シ デナム. ウェスト ヒル-五 一中せ 

宇吉郎 氏 へ 

御無沙汰 致しました、 御手 紙 毎度 難 有う、 又原槁 たしかに 拜受 早速 出版す る 事に 致し まし やう- 

甚だ 蛇足の やうです が 俊 も 別に 短 かい/  —トを 書いて、 あの 後に くつ 、け 一 冊と して 出したい と 

田し います、 そして 少しい、 加 减なセ オリ I を 試みに 出して 見ます から 御 批評 を 願 ひます。 右 御 承 
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認 を 願 度 御 相談 申 上げます 

此間芝 先生に そ，^ のかされ、 ある 天氣 晴朗なる 水曜 (芝 君 は 日曜 は 勉強す る 事と なって 居る さ 

うで) 綾 具 箱をブ ラ T げて浦 和 驛迄行 *」 それから ダイ タ建 とか いふ 百姓 屋で謾 を 食 はせ る 家 を 目 

標 として 畫 題を拽 しながら 歩いた なんだか 道が 分ら なくなつ て 田甫の ヒドィ 畔道 を あるかされた 

りして 結局 鳗に ありつき 晝 からと ある 御寺の 中へ はいって 寺の 門 を 一 枚 かいて 來た。 お 寺の ッ ン 

ボの御 神さん に 御？ l を 貰って 重曹 をのんだり はした が、 然し 近来の 傑作 (繪は 失敗) であり まし 

た。 僕 を 一 里 余り 田 甫道を 引す り ま はった 芝 君の 悚腕は 敬服に 値する かと 田. - ひます が 如何 哉 

次 は 藤 岡 公 子 の 御 伴 を して 高 田 馬場 驛 より 東 村 山に 到り 乘合 自動車 で 滴水 池へ 行き、 ハイカラ 

なる 旗亭で、 ハ イカ ラ ならざる 晝食を 貪つ て それから 池畔で 獪 になる 所 を 捜しに 行った が 惜し い 

事に、 朝から 怪しかった さがとう/ \ 小雨 を ふらし 始め、 どうも 本降りに なり さうな ので 割愛し 

て歸 らうと なると、 乘合 自動車 は 大變な 込み 方で 見込な く、 勇 を 鼓して 徒歩、 ヒドィ 目にあった 

が、 然し 面白かった (負惜しみではありません) 東 村 山 池の 邊 はなる 程 一寸 エキゾチックな 感じ 

がする 處 だと 思 ひます 

中絶 中の 理研學 術 講演 會と稱 する もの、 再發 (？) 十一月 廿 三日から 五日 迄 三日 興行、 湯 本 君 序 

開き をつ とめ、 平 田 筒井 雨 君 出陣、 おや ぢは 例に より 逃げて しまいました。 長 岡 先生 留守の 爲同 

研究室 は 一 人 も 出す 淋しい やうであります 

此處迄 書いた ま で  1^ の 抽出へ 入れた ま 、になって 居ました 御大 典 も 目出度 終った が、 まだ 當 

分 は 世間が 賑 かなら しい、 十二 日 十三 日に は 東京 市の 大 祝典が ある、 それから 觀兵 式觀艦 式な ど 
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い ろ </(\ ある さう であります。 

右 御 返事 迄 草々 

十 一 月廿 一日  寅彥 

宇吉郎 先生 ゾ ファー 卜 

一 一 三 二 

十一月 二十 Ills 金 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 藤田繁 一氏へ 〔封筒な し J 

拜復 御手 紙と 考案 拜受 不取敢 一 通り ざっと 拜見 致しました ので さしあたっての 考 だけ を 申 上 

げ 度と 存じます 

ガリ レ ー の 寒暖計と 稱 する 上図の 如き ものが あります」 此れ は氣壓 と氣溫 の兩方 

の 變化を ー處 にした もの をし めすので すが、 君の は 此の A  B の 間にもう 一 つ の 吻賀、 

(ガ ス 叉 液) を 導 人し て (lisposlble  pa  aseter を增 し、 さう して..， の 一 次 の 項 を 消 

す やうした ものと 思 はれ、 大變に 面白い 御 考案と 存じます。 文献の 方 は 私の 知って 

居る 範圍 では 少 くも 實際 使用され て 居る もの はない やうであります。 

原理と して は 別に 此れ 以上の 考も 浮びません が、 實行 上の 点に ついて 一 つ 心 付いた 事を丰 上げ 

ますと 次の やうな 事が あります。 

普通の バ 。メ ー ク ー でも 使用 上 誤差 を 生す る 一 つの 源 因と して は 器械 各部の 溫 度が 一様で ない 

St に 水 银の溫 度が 不同に なり、 又 暖寒計 が 其 平均 溫度を 示さなかった りする 爲 可成 著しい 差 を 生 
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する 事が ある。 それで 現在の 場合に も 例へ ば 一 一つの ガスの スぺ— ス の溫 度が 多少ち がう 時に 生す 

る 誤差の ォ ー ダ— モ ー應 計算して 見て おく 方が よくない かと 思 はれます。 

器械の 構造 上から もなる ベく 溫 度が 一. 様になる やうに 設計した 方が よい かと 考 へられます。 氣 

溫變 化の 緩徐な 時 は 問題に なりません が、 變 化の 急な 時、 殊に 野外 觀 測の 場合な どに は 意外な 溫 

度不均 一 を 生す る 事が あります。 

なほ f の 第 一 次の 項 を 消す に 必要な 条件 をもう 一 歩 具体的に 御 考案に なって、 さう して 實 際の 

製作 上の 設計 をした 方が 宜 敷かと 存じます。 さう して 兎も角も 實 際の 品物 を 作つ て 普通 氣壓 計と 

比較 實驗 した 方が よい かと 思 はれます。 とい ふの は實際 製作 上の 必要 上から 原理の 要求 通り 作り 

難い 事 も あり、 又 製作 上 必要な 附加 装置 (例へ は 液の 出入口と か、 又 容積 を加减 する 装置と か) 

の 方から 豫想 しない 障害 (例へ は 彈性變 形の やうな) 事が 起る 事 も あ n ますので、 使用に 適する 

とい ふ 証明に は 矢張少 くも 一 つの 模型 を 作る 事が 肝要 かと 思 はれます し 

どの位の 大きさ 並に 重量 一の ものになる かも 當 つて 見た 方が 宜しく 思 はれます 

又 器械 を 運搬す る 際の 事 も 出来れば 考慮して おく 方が 宜敷 例へば 山岳 用水 銀バ n  メ ー タ— など 

は、 水銀 を 入れた 儘で 持 あるき、 横にしても 逆にしても よい やうに してあります。 尤も 現在の 場 

合は必 しも さう しなくて もい 、でし やうが 何 か 名案が あれ は 結構と 存じます。 

特許の 方 は 考案 だけで 結構と 存じます が、 器械と して 實 際に 使用され 承認され る爲に はどうし 

て も、 實物を 作って 使って 見せなければ ならない と 思 ひます。 尤も 非常に 奇拔か 斬新で 鬼に 角 余 

程變っ た 設計で さう い ふ もの を 作る とい ふ 事 自身に 一 般の 興味 を 引き 受る やうな 暴 合 なれ， ま 設計 
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だけで サイ H ンチ フィックべ —パ —となります。 例へ ば 水の 沸点 を 測つ て "を 出す 如き 場合で あ 

ります。 ^し 現在の 場合 は 使用の 便せ： が 主な： E 的と なる かと 思 ひます 故、 原理と 同時に 具体的の 

製作が あって 始めて 價做 を增す 事が 出来る かと 存じます。 是非 雛 形で も 作つ て御覽 になる 事 を 御 

す 、め 致し 度と 存じます。 

以上 は 唯 一 寸拜 見しての 感想 だけであります がな ほよく 拜見、 又 勘考 致しました 上で. 可 か、 レ付 

きの 点で も あったら 重ねて 屮上 度と 存じます。 

思 つ た 儘を屮 上げ ま したの て 失 禮な点 も あり ましたで しゃ うが どうか 悪し からす 御 諒察 を 願 ひ 

ます G 

別の 問題です が 振子 を 使 はないで、 なるべく 簡單に 重力の" を 十万 分 一 のォ— ダ— 迄 計る 方法 

はない もので しゃう か、 此れ は 今 吾. -01 本の 地震 研究者の 中での 一 つの 懸案と なって 居ります し 

御ぽ の 節 铜考を 願 ひます。 アブ ソリ ュ ー トで なく レラテ イヴ に 或 ルス タン ダ 1 .ト ス テ— ショ ンの 

"との 比 だけ 知れば ぃゝ のであります  • 

右 御 返事 迄 f;:f'.^  • 

十 一 月廿ー 一 曰  黄  彥 

藤 田樣 

ニニ 四 

十一月 二十 五日 日 や 後 七 時— 八 時 本鄕.5i;駒；7a曙町ニg:ょり本鄕Mn:^町  一 ノ  ，へ朝陽^£別；；^小林-男氏 へ 
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小 林樣 

先日 は失禮 しました、 い. つか 御 話しの 飛行機 搭乘の 件 航{ 仝 研究所の、 取 人硏究 員；！^ ぷ木 氏に 話し 

ました 處、 近頃 は 一 般 には乘 せない 事^な つて 居る が 幸 田さん が乘 るなら 掛 合つ て 見る と 云つ て 

大 に乘氣 になって 聞いて くれました、 その 結果 いつでも 御 都合の よい 日に 所澤 でも 立 川で も御乘 

せす ると 云つ て來 ました、 立 川の 方が 新しくて 工合の よい 旅客機が あるから 其方が よ 、 さう だと 

の 事で ありました、 貴兄 も 御同乘 になって よい やうな 話でした。 尤も 矢 張 形式 上 別紙の やうな 願 

書 を 出して 貰 度との 事で 御 坐い ます。 右 願書の 指定 場所 一 航空 本部 技術 部. 一 とい ふの は 即ち 立 川 

の 航空 場 ださう であります。 

もし御乘りになるゃぅだったら屈書を少生迄御廻し被下は佐立木！^；；が 一 切 を はこんで くれる さ 

うであります G 

別に 無理に 御す 、め も 出来ません が もし 幸 田さん か 大變御 希望なら 御 試乘も 面白から うと 存じ 

先 は 要 事 迄 草 M 

十 一 月廿五 R  寺 田寅彥 

一 一 二 五 

十一月 二十 七日 火 ャ前个 一時 I 十. • 時 本鄕" te; 駒 込 曙 町 •• 四 より 仙 薹市北 二番 T 六へ 小せ：： 璺隆 氏へ 

御手 紙と 御 端 書 難有拜 見、 上野 屋の件 難 有、 早速 其 由 巾 傅へ、 去 金曜 出發 今朝 は H ンヂ ョィし 
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て 居る 事と 推察 致 候 

朝鮮へ 仙 臺の艷 名喧傳 致し 御迷惑 钾 察し 申 上 候 どうも 植民地 は 入 氣が險 しくなる 傾向 あ， リ、 畢 

竟 此れ も 寧ろ 同情すべき 点 も あらん かと 推察 先づ /\ 時. - 叱られる の も 友達 孝行の 一 つと 御 あき 

らめ可 被 成と 存候 マ ー グト 云よ はどう も芳柳 公子 亿 は 似合 はしから す 或は 愚老 あたりの 誤傳に 

は 無 之 かと 存じ 靑楓面 會の節 は 篤と 談合 可 致 候もう 一 つ の 方なら ば 東洋 城 引受 可 申 かと 存候穴 賢 

ス テ ッ キ はちゃん と 十三 日 約束の n: に 持ち 歸り 大事に 押 人の 屮に if 舞 込 置 候 間 御 安心 被 ド度祈 

候 修繕費 は 大枚 金 參円也 正 に 支 拂置候 間 御 安神 可 被 下 候 

改造の 奥さんの 「思 ひ 出」 臨終 當 時の 記事 は 初耳の 事 も 多く 今更に 感慨 深く 思 はる、 と 同時に、 

もう 少し 用心して くれたら もう 少し 長生き された 事と 殘 念な 心地 致 候、」 此れで 思 出し 候 大學で 

の 地 方 賜饌當 日 眞鍋國 手 大禮服 の 金色 新 し く 燦然た る を 着用に こくして 出席し 居られ、 大抵 は 

フ 口 ッ ク 乃至 燕尾服の 中に 異彩 を 放ち 居候、 如何にも 天眞 爛漫たる 有様に て 愉快に 存 候、」 少生 

の 紙 其 後 返事 を くれ 候、 どうも 少生 のつ むじの 曲り 方が 惡 いやう に 思 はれ 悔悟の 念 を 萌し 居候 

も 凡夫の 負惜しみ にて 未だ 〇〇〇 の玄 關に參 向せ すいとく 淺猿 しき 事に 御^ 候 

改造 原槁は 「化物の 進化」 と 題し 候、 どうもし ばらく 筆を隨 筆に 用ゐ なかった 故、 少ょ 不出来 

なれ ど、 書 直す も： 介 故 其 儘に 送り やり 候、 今度 は 叱られ さう であります 草.^ 

十 一 月廿 六日  寅  彥 

豐隆 先生 玉 机下 
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I  一  二 六 

十一月 二十 九 曰 木 { 時間 不明，) 本 鄉區駒 込 曙 町： • 四より 藤 E 繁 一氏へ 〔封简 たし〕 

御手 紙と 御 考案 唯今 拜見致 候、 至極 妙案と 存候 へ 共 實行上 に はな ほ 多少の 御 考究 を 要す る" は-あ 

らん かと 思 はれ 候 故 左 に 申 上 候 

み PF を 十万 分 一 迄恒 同に 保つ 爲には 色よ の 事が 問題になる やうに 思 はれ 候。 

一 相當 大きな もの だと 11-elting  ice を 用 ひても 溫度を 〇、〇 五 度 位迄恒 度に 均 一 にす るに は 

余程 容器の 設計に 注意 を 要する かと 思 はれる 事 

； 水銀 表面張力の 溫 度係數 はたし か 膨脹 係數 より ォ ー ダ ー が 大きい かと 考 へる 故、 此れに よ 

る 誤差 を考 へる 必要 ある 事 

一、 力 ビラリ ー メ  ニス カスと いふ ものが 存外 不定な もので、 管 壁の よごれ、 水銀の 表面の 膜な 

どで いろ/ \ に變り はせ ぬかと 心配され る 事 

一 、 鬼 も 角 もみ を 1  一 7，- 迄 js 同に するとい ふ 場合に はも の さ 2= に對 して 一 mi2sl の 恒同を 要 

する 故、 此際は meniscus の 表面 を 点の 如く 考へ るは如何ゃと田.^はる 、事。 特に メ  二 ス 力す 

の 面が 垂直に 近き 故パ „1 メ ー タの 如き 場合より 複雜な 事 

一、 容器の V や CE 間の 長さが 此れ を 支持す る 枠な どの 爲 めに 歪み を 受けて 變 る。 此れが 運搬 

の 際の 動搖 などで いろ く 變る の が 存外 大きく は な い かと 思 はれます 。 此れが 完全 彈体だ と 

い、 のです が、 ガラス は 猶更、 ia^l  l.llsp-l  yill(.a, でも strain が 永く 持續 すると 矢 張 -1 ミ V 
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する の で 厄介であります C 

從來の 考案 も 大抵 右の やうな 理由で 實 行が 六 かしい やうに 思 はれます C  ^し 同様な 困難 は假令 

ス テ ル 子ック の 振子で もあります が、 精細な 考究に よって 役に立つ やうに なつ て 居る のです から、 

御 考案の もので も、 もう 少し 細かく 考究 すれば 物になる 事と 存じます 

凡ての 精密 器械で 一 番 厄介な の は 一， 物賀， 一 であります 理論で 假定 する やうな 剛休 もな く 完全 彈 

休 もない 事であります 又彈 性の S 度 係数が 存外 大きい 事 も 困難の 一 つで、 例へば 重力 を彈 性で 釣 

合 はせ て リを 計る 器械な ども 此れで 困つ て 居る やうであります C 

御 考案で は 容器が 透明な 事が 必要 故 fused  silira を 用 ゆる 外な くと 考 へられ 

。MIIIIISBt/ ます。 此れ を 歪みの か、 らぬ樣 支持す るに は どの 点 を どう 支へ るかが 一つの 問 

^  題と なる かと 思 はれます。 一番 心配な の は C の 部の 管が ben 二し てんが 變る事 

G  で 此れ を lov も 曲らぬ やうに する に は ^BCT* 印の やうな silira  supply で 

もっけね ばなら ぬかと 思 はれます。 

以上 各 点 御 參考の 上 second  approx- を 試みられ 度と 存じます A  B  C い ：=q 各部 を 全部お  = 石英の 

枠で 一 つ に 堅め 其の 一 点 を絲で 吊るす も 一 案 かと 思 はれます 

鬼 も 角 も 一 番 心配な は capillary  meniscus なので、 良い 毛管 を 得る 事が 製作 上の 問題と 思 は 

れ ますが 此れ は 苦心 すれば 或 度 迄 は出來 やうと 思 はれます。 

乂 メリス カスの 面の 上下で P がちが ふ 事の 影響 此れ は 多分 にミ 一 is. で 利かない かも 知れん 

が 一 應御 考究 願 ひます  • 
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右 不取敢 御 返事 迄 草ぷ 

田 せ、 

藤 田 君 玉 机下  . 

二伸 器械 製作 は 具体的 設計図 あれ は理硏 でも 作ります が、 相當 高く か、 る 事と 思 はれます 0 

それ 故 矢 張 御 地で 手細工で 模型で も 作り、 相 當案を 練って からの 方が 大丈夫 かと 思 はれます。 

-, ガラス 細工 も 少し 稽古 すれば さう 六 かしい もので なければ 出來 るかと 存じます。 ^し 理研ェ 3_勿 

で 作らせる やうなら 御 取次 致し まし やう、 それに はもう 少し 具体的に 容器の 形 や 大さ御 設計， め 

要と 思 はれます。 殊に ガラス 各部の 形な ど、 硝子 細工で 出来る やうな ものにし、 又 各部 を 支持 

する 梓な ども 御 設計 あり 度と 存候。 又 水銀 を 押す 裝 S も、 設計 I を 作って 頂 度存候 

I  一  二 七 

十二月 五日 水 午後 九 昨- is- 本 鄕-隗 駒 込 曙 町 一-四よ リ仙臺 市 北 二番 T 入へ 小 {re 璺隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有拜見 八日 朝 は 事によると 御 出 迎失禮 致 候 同夜 御 目に か 、り 可.^ と存 1  矢、 (ョ 一し 行か 

れ\ ば 行きます) 

十一 一月 五日 

一 一 二八 

十二月 七 曰 金 午前 十一 時— 十二時 本鄉 -51: 駒；；， ハー 曙 町 二 四よ リ礼幌 ^北海道 帝 1- た學 ffl" ェ學部 # 藤な 氏/ 


〔はがき〕 

拜^ 御 病人 樣 如何に 候 哉 御 加養 專 一 と存 候、 

御原 槁と說 明 拜受致 候、 乍 遣 憾學士 院総會 の 翌日に 到着 致候爲 来月に 廻 はされ 候、 一月に は 無 

相違 御 紹介 致すべく と存 候、 十 H 來は 御大 典の 爲ー IR に 相 成 居候へ 共 来年より は 多分 十一 一 R にな 

るかと 存候  . 

右 要 事の み 草. -屮述 候  . 

十一 一月 七 R 

I  I  二 九 

十二月 十五 B  土 午前 七 時 IAS- 本郷 區 駒 込 曙 町. - 四より 靜岡^ 外 北お 束. -じ. -小濱 方 寺 二 氏へ 

〔はがき〕  - 

御 端 書 拜„.^ 月 費 及 書物 は 明日 發 送致す 事と 存 候、」 オルガン はやつ と 見 分に 來て くれ 候へ 共 

修撙； ^荷 作 料 及 運賃が 余りに 高價 になる ので、 少し 考へ もの 故、 もう 少しよ い 方法 はない 力と 考 

/ て 吾る 次第に 御 坐 候、 尤も 今す ぐに 依賴 しても 一 一十 四 五日 頃 迄に 靜 岡へ 届く 事 は 六 かし 力らん 

と存 候、 誠に 御 氣の毒 なれ ど 御 歸京後 御 相談の 上に て 何とかお 法を講 し可屮 何卒 左 樣不悪 御 含 置 

被 下 度 願 上 候 草. - 

十一 一月 十四日 
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一 ニニ  0 

十二月 二十 曰 木 午後 五 時— 六 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 二 氏へ 

今日は 取 込んで 間に合はなかった から 明日 此 手紙と 一 處に 爲替を 達り ますから 御 査收を 願 ひま 

す- 

私 は 水曜日 田 丸 先生 處へ獨 逸の 物理 學者ゾ ムマ ー フ H ルドが 來て音 樂の夕 を やる ので セ 0 を も 

つて 行って 一曲 やる 事に した、 下手な 處が 愛嬌 だら うと 思 ひます 

御 健康 大切に 願ます 草ぶ 

十二月 十五 日  父より 

正 二 殿 

一一 三 一 

十二月 二十 四 B 月 午前 十 時 I 十一 時 本鄕ー^11駒込曙町ニ四ょリ仙薹市北ニ番丁六八小宫豊隆氏 へ 

謹啓 先日 御上 京の 砌は 少.^ 管 を まき 過ぎた る やうに 思 はれ 聊か 悔悟の 念 を 生じ 居候、 其 上 御 

見送り も欠禮 甚だ 不相濟 儀と 存 居候 單に御 寛容 を 祈る 次第に 御 坐 候 

「「吾輩 は 猫で ある」 に 就て」 謹讀其 害ながら 敬服 先生 も 地下に 御滿 足の 事と 思 はれ 候、 此の 調 

子に て 先生の 作品 全部に つき 各論 叉 総論 御 完成の 日の 餘り 遠くな からん 事を蜀 望す る 次第に 御 坐 

候 (此れ は 化物 論を譽 めて 貰 ひたくて 呼出し を かける に 非ら す、 正眞 正銘の 處に候 間、 全く 無条 
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件に 敬服の 事と 御 諒承 願 上 候) 

今日 大通りの 綠バ ス に乘 りたる 處 髙島屋 前より 乘 込み 来れる 一 一美 人 あり 其 一 人， 先日の 清遊に 

草葉の 蔭より 罕 みまつ りし 仙臺 上りの 菩薩に なん まし ましけ る あな 責と難 有 やと 黑染の 衣の 祉カ 

き 合せて ギリ シァ 文典の 暗誦 をつ け 侍りぬ  • 

手 祗は當 分 中止の 害な りし も 右の 御 報吿を 兼ねて 一 筆 右 迄 申述候 

十二月 廿 二日  寅 彥 翁 

豐隆 公子 玉 案下 

I  I 三 二 

十二月 三十 曰 B 午後 四時 i 五 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 倫 敦シ. デナム - ウェスト ヒル 五一 中 谷 宇吉郎 

氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 益よ 御 勇健 大慶 至極に 存候、 先日 拜受の 論文 印刷 出来 候 間 他の 口が と ー處 

に御途 致 -。 一般の リストの 分 は l^g.t  H ン" と 纏めて 理 研より 發 送致すべく 候 (&; はな まけて 未 

發 送でした )o  Pt.  V 一  兩日前 タイプライタ ー で ざっと 書 上げ、 此れから P1. の 寫眞を 整理して 

印别に 廻す 故、 おそく も 一月 中には 印刷 出来る つもりであります。 すぐに prA-I にか、 る 積り 

段ぶ に 眼 鼻が つく やうで 樂 しみであります。 

廿 六日の 晚京橋 第一 相互で 例の 忘年 會を やり 次で ギン ブラ、 千疋屋 にて 散會、 責 兄の 不在 を感 

じ^^、 皆ぶ元氣旺盛に有之候、」 寺 田 研究室の 研究費、 ニー、 〇〇〇 を 請求した が、 一 〇、〇〇〇 
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に ねぎられました。 うんと 使って 足を澤 山出した ものが 得 をす る やうです から 先づ 遠慮なく 足 を 

出す 事に しまし やう。 

ゾムマ ー フ H ルド も 米國へ 立ちました，。 一 夕 田 丸 先生 處で水 人ら すの 會合、 ゾムマ ー フェルド 

の ピアノ、 田 丸 先生の 唱歌 も 久ぷで 拜聽、 少 生に セ P を やれと 云 はれた が 御免 を 蒙りました。 

今年 は 感心に 年賀 狀を廿 九日に！！ 曰 上げ 郵便局へ 出し ホッ ト して 居ます。 此れ は 正月 をのん きに 

遊び 度い 爲 であります。」 正ニ歸 省し 日夜 ピアノ を 虐待 致 居候 トリオ、 クワルテットで 正月 を 遊 

ふつ もりに 有 之 候」 御 かげ 樣て 健康 はよ くな り、 成鎮 もどう にか ごまかして 居る やうに 御 坐 候」 

右 御 返事 迄 草. -申上 候、 いよく あさって は 御正 月、 少生も あけて お 歳に 相 成り 候、 まだ 淺り 

00 年 位 ははたら くつ もり 不相變 御 愛顧 を 祈り 候 草ぶ 

寅 彥 

宇吉郎 先生 玉 案 

御 自愛 專 一 に存候 
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麦  H 


本卷は 書簡集の 前半であって、 明治 十七 年から 昭和 三年までの ： 千 百 三十 二通 を牧錄 する。 

書簡 は 日記の 場合と 同様に 誤字 等 も總て 原形の ままと し、 . 説 〈子に は 原の 字 を 傍註して おいた が、 

脱字の 明白な もの は 〔 〕 を 施して 之 を 補 ひ 通讀の 便を圖 つた。 

此 等の 書簡 t 年代 別に 示せば 次の 通りで ある。 

明治 十七 年  一通 

同 十九 年  一  . 

同 三十 六 年  一 

同 三十 七 年  四 

同 三十 八 年  六 

同 三十 九 年  一三 


1 


明治 四十 年 

同 四十 一年 

同 四十 二 年 

同 四十 三年 

同 四十 四 年 

同 四十 五 年 (大ー 


大正 

同 

同 


三 

ノ 

プ 


年 

年 


記 後 


同 十一 年  九 四 

同 十二 年  六 四 

同 十三 年  六 一 

同 十四 年  六 八 

同 十五 年 (昭和 元年) 七 四 

昭和 二 年  六 九 

同 三年  一 一 〇 


集中 最初の 手紙 は 著者が 七 歳のと き 當時熊 本に 在任中の その 父に 绘っ たもので ある。 その 次の 

もの は 東京に あった 著者が 鄕 里に 在る その 次 姉に 送った ものである。 その後 明治 三十 六 年の 一通 

まで 此の 書簡集 は 空欄で ある。 明治 三十 六 年の 一通 は 著者が 大擧 三年のと き 甥に 送った もので あ 

る。 著者 は 此の 年の 七月 東京 帝 國大學 理擧部 を 卒業した。 明治 四十 二 年、 四十 三年、 四十 四 年の 

書簡 は 比較的 多く 保存され てゐ るが、 これ は 著者の 外遊 中の 期間に 當 つて ゐる。 其の後 數 年の 間 

また 手紙の 數が少 く、 更に 大正 九 年、 十 年に 到って 著しく 多くな つて ゐる。 著者 は 大正 八 年の 暮 

から 胃 を 患 ひ、 大正 九 年、 十 年 は 病中 及び 病後の 静養 中であった。 大正 九 年、 十 年の 手紙の 多い 

の は 此の 時分の 手紙が 偶然よ く 保存され てゐ たので はなく、 事實 手紙 を 書く 機會 が從來 よりも 多 
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くな つたこと を 示す ものと 思 はれる。 同時に 著者 は 此の 時分から 文笨に 親しむ 機會も 多くな つた „ 

其の 校 様 は 集中の 害简 のなかに 明 臉に現 はれて ゐる。 

編 科 者 
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(寺 島 T 製 本) 
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